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し
み
 
を
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ち
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界
の
 
識
者
に
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る
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一宮 先
生
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幼
に
 
し
て
 
兩
親
を
 
喪
 ひ、 

三
十
 
五
歲
 
に
し
 

て 
一 身
 を
 世
の
 
貧
者
の
 
爲
に
推
 
譏
し
、
 
爾
後
の
 
生
涯
 
を 擧

げ
て
 
六
 百
餘
ケ
 
町
村
の
 
窮
乏
と
 
荒
 廢
と
を
 
復
興
し
、
 

永
 安
の
 

途
を
 
完
成
し
た
。
 

而
 し
て
 
そ
の
 
施
設
 
方
法
 
は、 

そ
の
 
原
理
と
 
そ
の
 
様
式
と
 
實
 施
の
 
好
成
績
と
 
を
貽
 
し、 

後
の
 
擧
ぶ
 
も
の
 

I 

- を
し
て
、
 
誠
心
誠
意
 
こ
の
 
道
 を
實
行
 
す
れ
ば
、
 
必
ず
 
豫
定
の
 
如
く
に
 
成
就
し
 
得
る
 
こ
と
 
を 知

ら
し
 
め
た
。
 
誠
に
 後
世
へ
 

I 

の 尊
き
 
恩
賫
 
で
あ
り
、
 
ま
た
 
實
に
 
妙
法
で
 
あ
る
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こ
の
 
恩
賫
、
 
こ
の
 
妙
法
、
 
敢
て
 
先
人
に
 
敎
を
 
受
け
た
 
る
に
 
あ
ら
ず
、
 
ま
た
 
敢
て
、
 
書
籍
に
 
舉
び
 
得
た
 
も
の
で
 
な
く
、
 

悉
く
 
そ
の
 
五
官
 
を 通

じ
て
 
得
た
 
る 環

境
の
 
事
實
と
 
自
然
の
 
理
法
と
 
に 鑑

み
、
 
必
ず
 達
成
し
 
得
べ
 
く 創

造
し
た
 
不
易
の
 
道
 

理
に
 
外
な
ら
 
な
い
、
 
而
 し
て
 
最
初
の
 
對
象
 
と
な
っ
た
 
自
然
と
 
人
事
 
は、 

そ
の
 
誕
生
 
地
た
 
る
栢
 
山
の
 
里
に
 
得
た
 
も
の
で
 
あ 

る、
 

先
生
 

常
に
 

門
人
 

を
敎
 

へ
て
 

臼 
く あめつち 

聲
も
 
な
く
、
 
香
 も
な
 
く 常

に
、
 
天
地
 
は、 

書
か
ざ
る
 
餒
 を
く
 
り
か
 
へ
し
つ
 

i  。 



H<
 

地
 

は 
地
球
上
に
 

展
開
せ
ら
れ
 

た
經
 

文
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

を
經
 

文
と
 

し
て
 

見
る
 

か、
 

唯
々
 

偉
大
に
 

し
て
 

不
可
思
議
な
る
 

も
の
と
 

し
て
 

見
る
 

か
 

は、
 

人
に
 

よ
っ
て
 

相
違
す
 

る 
こ
と
 

は 
明
か
で
 

あ
る
が
、
 

自
然
の
 

旋
轉
 

に
よ
っ
て
 

描
き
出
す
 

變
 

化
の
 

模
様
 

は、
 

可
な
；
 

P 
に 

異
な
り
た
 

ろ 
陰
影
 

を 
人
類
に
 

與
 

へ
る
。
 

而
 

し
て
 

自
然
と
 

人
と
の
 

交
涉
は
 

天
地
と
 

人
と
 

三
才
 

融
合
し
、
 

そ
の
 

妙
 

術
 

技
巧
 

は 
文
化
と
 

名
づ
 

く
る
 

も
の
 

を 
創
造
し
て
 

之
 

を 
後
世
に
 

始
 

さ
し
め
 

つ 
A 

あ
る
。
 

先
生
 

褓
 

a
 

の 
地、
 

そ
の
 

環
 

境
 

そ
の
 

風
土
、
 

貪
ら
ん
 

計
り
に
 

讀
 

破
し
た
 

經
典
 

は、
 

先
生
 

後
半
生
の
 

夢
の
 

鄕
土
 

た
る
 

神
 

奈
川
縣
 

足
 

柄
 

上
 

郡
 

櫻
 

井
村
 

字
ぎ
 

山
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

地
 

果
し
て
 

如
何
の
 

自
然
 

經
を
 

表
現
し
て
 

居
る
 

か。
 

やま
 

むら
 

さか
 

は 
は 

こ- 
ひか
んち
 

栢
 

山村
， 

は 
酒
 

匂
 

川
の
 

洪
滿
 

地
で
 

あ
る
。
 

酒
 

匂
 

川
 

は 
御
殿
場
 

附
近
よ
り
 

東
 

流
し
、
 

數
倘
の
 

隧
道
 

を
 

通
過
す
 

る
鹵
、
 

神
奈
 

川
靜
 

岡
兩
縣
 

境
界
標
の
 

あ
る
 

地
よ
り
 

約
 

一
里
の
^
 

方
に
 

於
て
、
 

北
方
 

丹
澤
 

山
よ
り
 

南
 

流
し
 

來
る
 

と
い
 

ふ
大
 

な
る
 

急
流
 

を
 

容
れ
て
 

峡
谷
 

を 
東
へ
 

走
り
、
 

山
 

北
驛
の
 

南
方
に
 

至
っ
て
 

忽
然
と
 

し
て
 

平
坦
な
る
 

低
地
に
 

出
づ
。
 

故
に
 

一
朝
 

豪
雨
 

あ
れ
ば
 

そ
の
 

激
流
 

一 
時
に
 

猛
勢
を
 

以
て
 

溢
れ
、
 

怒
 

號
汎
濫
 

年
々
 

絶
え
ず
、
 

古
來
 

そ
の
 

例
餘
 

り
に
 

多
い
。
 

お
ぐ
 

口 ！
f
 
 

0
 

つ •* み 
さかぐ ちつ、 み
 
 

一，  T*  -  -  P 

ず
 

坂
 

口 
堤
 

等
 

土
工
 

功
業
の
 

迹
も
少
 

く
な
い
。
 

併
し
 

飜
 

つ
て
 

平
時
の
 

幸
 

驕
 

を
數
 

ふ
れ
ば
 

酒
 

句
 

川
が
 

上
流
よ
り
 

持
ち
 

來
 

し
た
 

砂
土
 

は 
十
 

萬
 

石
の
 

美
 

米
 

を.
 

產
 

す
る
 

冲
镜
 

平
^
 

I を 
築
い
た
。
 

か 
やま
 

むら
 

-栢
 

山
村
 

は 
酒
 

匂
 

川
の
 

右
岸
に
 

あ
り
、
 

そ
の
 

田
圃
 

は 
南
方
 

半
里
な
ら
 

ず
し
て
 

箱
 

根
の
 

裾
野
に
 

鑌
き
、
 

北
 

は 
河
 

を
 

愚て
.,
 

御
殿
場
：
 

i
 

に 
沿
へ
 

る 
蜜
柑
畑
の
 

丘
陵
 

を 
望
み
、
 

更
に
 

北
の
方
 

丹
澤
 

山
が
 

毎
朝
 

朝
日
に
 

紺
璧
の
 

偉
觀
を
 

反
映
し
、
 

束
の
 

方
 

平
野
の
 

三
角
形
の
 

一 
邊
を
 

以
て
 

相
 

模
洋
に
 

開
け
て
 

陽
光
の
 

射
影
 

を
恣
 

に
し
、
 

西
方
の
 

一 
角
 

足
 

柄
 

山
上
よ
り
^
 

を
銜
、
 

て
 



二 
 

JS
 

先生
 

1 
生地
 

ra 
餌 

啓 
太 

郞氏
宅 
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二 S 長 太 郞氏宅 

一 一宮
 

太 
I 郎氏
 

宅 

二宮
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宅 
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一
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. 富
士
の
 

秀
麗
の
 

姿
が
 

現
 

は
れ
、
 

陽
氣
を
 

全
反
射
し
た
 

様
に
 

輝
い
て
 

居
る
。
 
 

. 

か 
やま
え 

き 

1 
た
び
 

東
海
道
 

鐵
道
を
 

小
 

田 
原
驛
に
 

下り
.、
 

小
 

田 
原
 

急
行
 

線
に
 

乘
り
替
 

へ
て
 

栢
山
驛
 

に 
下
車
 

レ 
こ
の
 

地
に
 

至
れ
ば
、
 

ぶん
めい
つ-
み 

へ
ん
 
 

， 
文
 

命
堤
邊
 

よ
り
 

引
 

人
れ
 

た
る
 

用
水
、
 

及
び
 

酒
 

匂
 

川
の
 

伏
流
の
 

噴
出
し
た
 

る 
用
水
が
 

流
れ
、
 

砂
の
 

數
 

さ
へ
 

算
し
 

得
る
 

程
の
 

淸
 

澄
の
 

水、
 

餘
 

り
に
惠
 

ま
る
 

，- 
こ
と
 

多
き
 

灌
慨
の
 

便
 

を
 

見
出
す
 

で
あ
ら
う
。
 

今
 

は 
櫻
 

井
村
と
 

い
ふ
 

優
し
い
 

村
 

名
 

を 
負
 

ふ 
大
字
 

栢
山
 

は、
 

先
生
の
 

當
時
は
 

戶
數
約
 

五
十
 

戶、
 

田
地
 

四
 

拾
 

六
 

町
 

五
 

反
歩
 

餘
、
 

畑
地
 

七
 

段
 

五
 

畝
 

餘
步
、
 

屋
敷
 

地
 

一 
町
餘
 

歩
、
 

合
計
 

四
 

拾
 

八
 

町
 

三
 

反
 

一 
畝
 

一 
一十
 

九
步
、
 

一 
戶
 

平
均
 

丸
 

反
 

六
 

畝
 

十
九
 

步
 

で
あ
っ
た
。
 

四
時
 

溫
和
、
 

嚴
冬
雪
 

稀
に
 

し
て
 

耕
作
に
 

支
障
な
 

く、
 

夏
 

は 
海
風
 

穩
 

か
に
 

吹
い
て
 

酷
熱
の
 

日
少
 

く、
 

常
に
 

勤
勞
 

す
る
 

者
 

め
爲
に
 

相
當
の
 

報
酬
 

は
惠
與
 

せ
ら
れ
た
。
 

斯
 

か
る
 

樂
 

天
地
 

も 
自
然
 

は 
或
る
 

程
度
の
 

刺
戟
 

を
 

與
へ
來
 

つ
た
。
 

平
素
は
 

徒
ら
 

に
し
て
、
 

流
れ
の
 

音
 

さ
へ
 

な
き
 

酒
 

句
 

川
が
、
 

一
朝
 

颱
風
に
 

憤
る
 

時
 

は、
 

大
鯨
を
 

浮
ぶ
 

る
が
 

如
き
 

濁
濤
四
 

近
を
缺
 

潰
し
、
 

萬
 

世
 

泰
然
と
 

し
て
 

坐
せ
 

る 
如
き
 

箱
 

根
の
 

千
尋
の
 

底
よ
り
、
 

天
地
 

を
轉
 

倒
せ
ん
 

と
す
る
 

地
震
 

を
 

起
し
 

來
る
。
 

十
 

年
に
 

一 
度
の
 

缺
 

潰
と
 

百
年
に
 

一 
度
の
 

轉
 

倒
と
 

は、
 

祖
先
の
 

累
 

功
に
 

安
易
な
る
 

生
活
 

を 
夢
み
 

つ 
i 

あ
る
 

泰
平
の
 

民
 

を
 

しょ
 

• ひざ
ん 

し
て
、
 

悚
 

然
と
し
て
 

驚
き
、
 

茫
然
と
 

し
て
 

自
失
せ
 

し
め
、
 

漸
く
 

夢
よ
り
 

醒
め
て
 

復
興
に
 

努
力
し
、
 

洪
水
の
 

跡
、
 

地
震
の
 

影
 

を 
生
き
る
 

力
 

を 
以
て
 

抹
消
し
た
。
 

斯
の
 

如
き
 

も
の
 

實
に
數
 

千
年
、
 

再
三
再
四
、
 

潰
滅
の
 

禍
に
遭
 

ひ、
 

七
生
 

八
 

起
の
 

根
 

氣
を
 

積
み
し
 

も、
 

常
に
 

先
途
 

を
 

憂
慮
す
 

る
の
 

み
に
 

て
 

未
だ
 

曾
て
 

天
災
 

地
 

變
に
備
 

ふ
る
 

萬
 

全
の
 

方
法
 

を
發
 

見
す
 

る
に
 

は-
生 
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ら な
か
っ
た
。
 

せんてん りんね 

然
る
に
 
先
生
 
一
た
 び
^
で
 
さ〕 

の 天
地
 
變
 移
の
 
經
 文
を
讀
 
み、 

必
ず
 旋
轉
 輪
廻
し
 
來
ろ
^
 
災
の
 
順
序
 
を 察

し
 

ま
た
 

自
己
 
自
身
の
 
行
爲
に
 
必
ず
 發
生
 
す
る
 
n
 ね 廻の

 
根
元
 
を
考
へ
 
、
天
災
に
 
備
へ
、
 
人
禍
を
 
防
ぐ
 
生
活
様
式
 
を
發
 
明
し
、
 
こ
れ
 

を こ
の
 
土
に
 
體
驗
 
し
て
、
 
天
地
人
 
を 通

じ
て
 
生
ず
る
 
所
の
 
總
 て
の
 
災
禍
の
 
跡
 を
復
與
 
する. 必

成
的
 
方
法
よ
り
、
 
更
に
 
こ 

れ
を
 
免
れ
 得
る
 
決
定
的
 
準
備
 
を さ

へ
 
完
成
し
た
。
 
火
山
 
國、 

地
震
 國、 

而
し
 
て
こ
の
 
小
天
地
た
 
る 島

 國
に
彌
 
々
榮
 ゆ
る
 

道
 を
如
實
 
に
す
 
る 生

活
様
式
 
は
こ
の
 
土
に
 
育
ま
れ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

二
 
 二
宮
 家
 
ぎ
 W
 を 永

い
 
問
瑗
 
境
と
 
し
て
 
居
た
 
二
宮
 家
 は、 

何
時
の
 
昔
か
ら
で
 
あ
る
か
 
判
明
 
し
な
い
が
、
 
酒
 匂
の
 

と- ゥぇ いもく こ 

河
 谷
 を 衣

食
の
 
资
 と
す
ろ
 
土
着
の
 
豪
族
 
は、 

n 本
武
 
尊
の
 
東
行
の
 
頃
よ
り
 
開
け
 
始
め
、
 
藤
 榮
木
枯
 
の 時

代
の
 
莊
 阖
に
歷
 

史
に
現
 
は
れ
、
 
平
安
朝
の
 
末
か
ら
 
源
平
 
一 一

氏
に
 分
屬
 
し、 

曾
 我、 

ェ
藤
、
 

一 一宮、 
中
 村、 

等
 I
 
源
平
 藤
 橘
の
 
裔
が
、
 

土
着
 的
 武
門
と
 
し
て
、
 

1 族
 郞
黨
を
 
率
ゐ
て
 
居
た
 
の
で
 
あ
る
か
ら
、
 
大
凡
 
そ
の
子
 
孫
に
 
屬
 す
る
 
こ
と
 
は 明

か
で
 
あ
る
。
 
次
 

で
 相
 模
太
郞
 
の 管

下
に
 
泰
平
の
 
耕
田
晓
 
ま
り
、
 
群
雄
 
割
據
の
 
頃
に
 
は
北
條
 
氏
の
 
民
 治
に
 
ぎ
ひ
、
 
德
川
 時
代
に
 
人
っ
て
 
は 

大
久
保
 
氏
 十
 萬
 石
の
 
封
 境
に
、
 

一
族
 十
三
 
軒
と
 
い
ふ
 
繁
榮
を
 
見
た
。
 
そ
の
 
總
 本
家
 
を 二

宮
 
5： 右

衛
門
と
 
い
ひ
、
 
先
生
 
は 

そ
の
 
分
 象
な
 
ろ 萬

兵
衞
 
か
ら
 
更
に
 
分
家
し
た
 
家
に
 
生
れ
た
。
 
 

へ 

萬
兵
衞
 
は、 先

生
か
ら
 
兑
れ
ば
 
直
接
の
 
本
家
で
 
あ
ろ
が
、
 
總
 本
家
 
は 通

稱
^
 
野
 右
衛
門
と
 
呼
ば
れ
て
 
居
た
 
と 見

え
ろ
、
 

ド
^
 
再
興
に
 
關
 す
る
 
記
錄
に
 
は
總
て
 
^
右
衛
門
と
 
あ 

つ て、 「
享
 保
の
^
 
迄
 は 多

分
の
 
田
畑
 
を 所

持
 
致
し
 
代
々
 
繁
榮
罷
 
在
 



り 」 
と あ

ろ
が
 
先
生
 
十
 
1 歳
の
 
時
斷
 
絡
し
た
。
 
本
家
 
再
 輿
と
 
關
聯
 
し
て
、
 
權
右
衞
 
鬥
相
績
 
方
法
 
を 攻

究
せ
ら
れ
 
た
 手
段
 

帳
に
 
よ
れ
ば
、
 
本
家
 
斷
箱
當
 
時
の
 
系
圔
は
 
次
の
 
通
り
で
 
あ
ろ
。
 

1- 嘉
 

助
 

—
左
 

七
 

本
家
 

伊
野
 

右
衛
門
 

I
—
 

叉
 

次
 

郞
 
 

■
 
 

, 

1 
儀
 

兵
 

衞
 

C 相
績
 

i
^
t
f
 

六.
 

曰 
K 

厂
八
 

右
衛
門
 

. 吏
 に 先

生
 
親
ら
 幕
府
に
 
差
 出
し
た
 
親
類
 書
に
 
よ
れ
ば
、
 
當
 時
に
 
於
け
 
ろ 先

生
の
 
親
族
 
を
 最
も
 
明
か
に
 
す
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 

親
類
 

書
 

相 州
 足 柄 上

郡
栢
 
山
村
 百
姓
 
 

銀
 

右
 
衞
門
死
 

銀 右
衛
門
 
無 妻 

、 
Ha
  

、ん
 

、 
祖
 

母
 

、 
父
 

- 
母
 

、 
0
 

、 
悴
 

】 、 娘 

孤
 父 銀 右

衛
門
 
賁
子
無
 
御
座
 候
に
^
 
同 州 同 郡 

^
村
 甥
之
繚
 

組
頭
 
万 兵

 衞
ニ
男
 
養
子
 仕
 候 

相 州 足 柄 下 郡 曾
 我
 別 所 村

 組
頭
 

同 州 同 郡 飯 泉 村
龃
顕
 

利
 
右
衛
門
 

死 

太
兵
衞
 

娘
 死 

彌
 

吉
死
娘
 

一 

ニ
宫
 
彌
太
郞
 

壹
 
 

人
 

^
前
に
 
罷在； SK 



露 身 甥 

祖
 

父
 

0
 

母
 

伯
 

母
 . 

從
 

弟
 

• 
從
 

弟
 

, 
祖
 

父
 

, 
祖
 

母
 

、 
伯
 

父
 

、 
伯
 

父
 

«i 州 足 柄 ヒ
^
 桢 山

村
 組 S 

私
 弟 組

頭
 
三
郎
左
 
衛
門
悴
 

. 

同 弟 嫫
同
州
 
足 抦

下
郄
 
^
正
 寺 村

 百
姓
 

父
 

方
 

相 州 足 柄 上
郡
栢
 
山
村
 組
頭
 

相 州 足 柄 上 郄
吉
田
 
鵠
村
組
 
S 

同 州 同
都
栢
 
山
村
 淸
联
ニ
 
男 

私 母
死
聱
 
淺
右
衞
 
門
死
悴
 

右
 同
人
 死 二 男 同 州

同
郫
 
同
村
 百
姓
 

母
 

方
 

相 州 足 柄 下 郄
曾
我
 
別 所 村

 組
頭
 

同 州 大
住
都
 
生 潭 村 名

主
 
 

- 

同 州 足 柄 下 都 曾 我 別 所 村
 百
姓
 

!g 父 組
頭
 
太 兵 稳

枠
死
 

右
 

同
人
 

死 
二 

男 
f 
 

-i
 

同 州 同 郡 羽
根
 尾 村

 組
頭
 

三
 
郞
左
衞
 

門
 

富
 
太
郞
死
 

§
 

害
 

與
 

治
 

十
 
 

一二 
郞
妻
 

萬
 
兵
衞
死
 

藤
 
左
衞
門
 

S 娘
 死 

淺
 
右
衛
門
 

死 娘
 死 

安
五
郎
 

死 

回
 
 
藏
死
 

太
兵
衞
 

S 

幸
 
右
衞
門
 

死 娘
 死 

富
 
 

七
 

死 

半
四
郞
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伯
 

父
 

伯
 

母
 

從
 

弟
 

從
弟
女
 

從 弟 

從
弟
女
 

從弟女 

私
 

0 

從
 

弟
 

^ 
弟
 

右
 同
人
 
死 三

男
 

同 州 足 柄
 上
郡
栢
 
山
村
 百
姓
 

右
 

同
人
 

死 
娘 

同 州 足 柄
 下 郡 飯

枭
村
 
百
姓
 

私
 伯
父
 
富
七
悴
 

右
 

同
人
 

死 
娘 

同 州 足 柄 上 郡 永 塚 村
 名
主
 

右
 

同
人
 

死 
三
男
 

^
伯
父
 
半 四 郎

娘
松
 
平 讚

岐
守
 
家
中
 

右
 

同
人
 

娘
 

右
 同
人
 枠
 

私
 伯
母
 死
聱
 權
左
衞
 
門
死
悴
 

，右 同
人
 死 二 男.！.！，  I 
相 州 足 柄 上 郡 金

竽
村
 
名
主
 

. 

終 
- 

者
 

相 州 足 柄
 下 郡 钣

泉
村
 
組
頭
 

は
 
 

同 州
 同 郡 遝

正
寺
 
村
 钳
頭
八
 
郞
左
衞
 
門 死 娘

 

右
 之
 外
 近
親
 類
 緣
者
無
 
御
座
 
候
 以
上
 

一 

弘
化
 

乙已
ー 

一年
 

十
 

一 
月 

甚
左
衞
 

門
 

死 

權
左
衞
 

門
 

死 妻
 死 

i
t
 
 

太
 
 

M 

^
 
 

助
 

妻， 

民
 
 

藏
 

宮
地
 
勝
兵
衞
 

妻
 

二
 
 

人
 

手
前
に
 
罷
在
候
 

多  七 

X
 

兵
 

司 

彌
 

i
 
 

吉
死
 

右
 
同
人
 

死 妻
 死 

二
宮
 
金
次
郞
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こ
れ
に
 
某. き 系

阖
樣
 
式
に
 
や
ん
 

接
關
 係
の
 
分
 を 表

記
 
す
れ
ば
 
次
の
 
通
で
 
あ
る
 

• 

鼓 
泉 

村 

(峯
 

右
衞
 

門)
 

彌
 

吉
 

J—
 

波
 

吉
田
 
島： 

藤
 右
衛
門
 
ー 女- 

1 ー宫 萬
兵
衞
 
I 

-萬 
兵
 
衞- 

厂
銀
 

右
衛
門
，
 (無 妻) 

(欺 子) 

—
彌
 

吉
 

r
 

女
 

-萬 
兵
 * 衞

 

-女
 1 利

 右
衛
門
—
 

分 部 讚
呋
守
 
家
中
 

三
 
宅
 
賴
母
—
—
 

背
 我
 別 所 村

 

太
 
兵
 
衛- 

—
金
 

次
 
郞
し
 

(尊 
德) 

-
三
郞
 左
衞
門
 

(友 
吉) 

(常 五郎) 

-富 
太
 
郞
 

-鉸
 

子
 

j
 

— 
彌
 

太
 

<B
T 

S
 

行) 

(奇 
峰) 

富
 田 高

 K- 

—
金
 
之
 
丞
—
 德
—
 
尊
 

道
 

$
 

親) 

I 
お
 

好-
 

— 富
 

七
 

1 
牛
 

四 
a?
 

—
甚
 
右
衛
門
 

I 女
 
 

、もべ 
ま
 
 

. 
總
 本
家
の
 
最
後
の
 
相
癀
 者
た
 
ろ 儀

 兵
衞
は
 
先
生
 
十
 
1 歲
の
寬
 
政
 九
 年
 正
月
 
六
日
に
 
歿
し
た
 
の
で
 
あ
る
が
、
 
も
と
 
一 f
 



伊
右
衛
門
 
は 分

家
.
 H
 
一
軒
の
 本
家
と
 
し
て
 
相
當
な
 
分
限
者
で
あ
っ
た
。
 

萬
 治
 年
間
 
は 六

 町
 四
 反
 四
 畝
 拾
 七
 歩
の
 
土
地
 
を 

有
し
て
 
居
た
。
 
然
 ろ
に
 
分
家
の
 
際
に
 
地
所
 
を 割

き
、
 
華
奢
の
 
風
潮
に
 
も 流

れ
た
 
の
で
 
あ
ら
う
、
 

百
 四
十
 
年
 を 經

た
寬
 
政
 

の 頃
に
 
は
资
財
 
悉
く
 
盡
 きて- 稻

荷
 
社
の
 
敷
地
 
贰
 ：
$
 
の
み
と
 
な
り
、
 
儀
 兵
衞
は
 
祖
先
の
 
建
立
し
た
 
藥
師
 
堂
に
 
住
し
、
 
附
 

近
 を
 托
鉢
し
て
 
步
き
、
 
晚
 年
に
 
は 

一 族
鄕
 
人
の
 
施
行
に
 
よ
っ
て
 
最
後
の
 
呼
吸
 
を
繫
 
い
で
 
居
た
。
 

先
生
の
 
祖
父
 銀
 右
衞
鬥
 
は、 

父
 萬
兵
衞
 
よ
り
 
何
程
の
 
分
家
 
株
式
 
を 受

け
 
得
 た
か
は
 
判
明
 
し
な
い
が
、
 

父
 利
 右
衛
門
へ
 

■ 

W
 
へ
た
 頃
の
 
安
永
 
七
 年
に
 
は 田

畑
 
合
 反
 刖
甙
町
 
三
 反
 六
 畝
 甙
拾
甙
 
歩
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
祖
父
 
は 

「
無
 妻
」
 
と あ

ろ
が
、
 
是
 

だ
け
の
 
地
所
 
を
 所
有
し
、
 
ま
た
 
先
生
に
 
傳
 
へ
ら
れ
た
 
住
宅
が
、
 
轉
賫
 
せ
ら
れ
た
 
後
の
 
今
 曰
で
 
も 主

た
る
 
材
木
に
 
手
 人
 を 

耍
 し
な
い
 
程
 堅
固
な
 
も
の
で
 
あ
り
、
 
地
震
、
 
大
風
 等
に
 
は 近

隣
の
 
者
の
 
避
難
所
と
 
な
っ
た
 
と
傳
 
へ
ら
れ
た
 
點
 か
ら
 
見
て
 

も、 
一 象
 を 創

立
し
た
 
相
當
な
 
人
物
で
あ
っ
た
 
と 想

像
 
レ
 得
ろ
。
 

父
 利
 右
衞
門
 
は、 

そ
の
 
銀
 右
衛
門
の
 
兄
 萬
 兵
衞
の
 
次
男
で
、
 
銀
右
衞
 
門
に
 
養
 は
れ
て
 
相
辏
 
し
た
が
 
「
栢
 山
の
 
善
人
」
 

と
稱
 
せ
ら
れ
た
 
程
の
 
人
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
極
め
て
 
溫
 和
な
 
性
質
で
あ
っ
た
 

と 見
え
る
。
 

又
 母
た
 
る 人 は 

「
お
 好
」
 
と
い
つ
 

そ , か べっしよ むら 

て、 
近
 鄕
曾
我
 
別
 所
 村
の
 
川
 久
保
太
 
兵
衞
の
 
長
女
で
 
あ
つ
た
が
、
 
こ
れ
 
も 亦

、
 
足
 柄
の
 
三
人
 
男
の
 
評
判
の
 
あ
っ
た
 
父
 太
 

兵
衞
の
 
子
と
 
は 思

 は
れ
な
い
 
優
し
い
 
人
で
あ
っ
た
。
 

父
 は 三

十
 
ニ
歲
、
 
母
 は 十

八
 
歳
で
 
天
明
 
四
 年
に
 
結
婚
、
 
三
年
 
を
經
 

て
 先
生
 
は 天

明
 
七
 年
 七
月
 
一 一

十
三
 
日 誕

生
し
た
。
 

數
 年
の
 
間
 は 何

事
 
も
な
か
っ
た
。
 
寬
政
ニ
 
年
 先
生
 
四
 歳
の
 
時
 弟
友
吉
 
(後 常

 五
郎
 ま
た
 
三 郞

左
衞
 
門) が

 生
れ
た
。
 
そ
の
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翌
寬
政
 

三
年
 

八
月
 

五
日
 

大
 

暴
風
雨
が
 

襲
來
 

し
て
 

、
翌
日
に
 

亙
り
 

小
 

m 
原
よ
り
.
 

江
戸
に
 

至
る
 

ま
で
、
 

沿
岸
に
 

は
津
浪
 

が：
^ 

り、
 

內
 

地
に
 

は 
家
屋
 

樹
木
 

倒
 

壌
し
 

死
者
 

を 
出
し
た
。
 

此
 

H 
坂
 

口
の
 

堤
が
 

缺
^
 

し
て
 

東
栢
山
 

附
近
 

一 
帶
は
 

砂
礫
の
 

荒
野
と
 

な
り
、
 

ft
 

宅
の
 

床
下
に
 

魚
の
 

游
ぐ
 

程
で
、
 

利
 

右
衛
門
の
 

所
有
地
 

は 
悉
く
 

氾
濫
の
 

厄
に
 

遇
っ
た
。
 

當
時
 

利
右
衞
 

鬥
 

は 
相
^
 

しち
 

g 
し
た
 

地
所
の
 

內
質
地
 

等
 

を 
返
却
し
て
 

居
た
 

か
ら
、
 

壹
町
 

六
段
餘
 

に
な
っ
て
 

居
た
 

の
で
 

あ
ろ
が
、
 

田
畑
 

復
與
 

の
お
に
 

多
数
 

の 
費
用
 

を 
要
し
、
 

貸
 

附
金
等
 

は 
催
促
 

も 
出
來
ず
 

次
第
に
 

困
難
 

を 
重
ぬ
 

ろ
に
 

至
っ
た
。
 

尤
も
 

五
ケ
 

年
後
の
 

寛
 

政
 

八
 

年
 

正
月
 

に は
參
宫
 
を
し
て
 
居
ろ
 
の を： a る

と
、
 
幾
分
 
安
堵
の
 
思
 を
な
 
し
た
 
も
の
と
 
見
え
ろ
。
 
け
れ
ど
も
 
翌
寬
政
 
九
^
-
に
 
は、 

本
 

家
 

死
 

絶
し
、
 

利
 

右
衞
門
 

一
象
 

も 
復
興
 

資
金
 

調
達
に
 

よ
ろ
 

負
愤
と
 

復
與
に
 

努
力
し
た
 

苦
勞
の
 

疲
れ
に
 

よ
っ
て
 

衰
贫
の
 

一
路
 

を
 巡
ら
ざ
る
 
を 得

な
か
っ
た
。
 

一二 
幼
時
の
 
艱
難
 

寬
政
十
 
や
 先
生
 
十
二
 
歳
の
 
時.、 

父
 利
 右
衛
門
 
重
病
に
 
罹
り
 
同
村
の
 
翳
師
、
 
村
 田 道

 仙
の
 
治
療
に
 

よ
っ
て
 
漸
く
 恢
復
し
た
 
が、 

當
時
利
 
右
衛
門
 
は 所

有
地
，
 
を 典

 資
し
て
 
藥
 鱧
に
 
充
て
、
 
叉 
一
家
の
 
日 《

$
 費
に
 
充
 つ
ろ
 外
 

はなかった。 利 右衞鬥 歿後 殘 つて 居た 七 反 五 畝 廿九歩 を 控除 すれば、 洪水 以後 少く とも 九 反歩 は賫却 

せ
ら
れ
て
 
居
ろ
。
 

こ
の
 

の 事
 で
あ
ろ
、
 
酒
 匂
 川
の
 
小
 洪
水
の
 
修
繕
工
 
事
に
、
 
先
生
 
は 病

 父
に
 
代
っ
て
 
村
人
 
足
 を 勤

め
た
，
 
そ
の
 
徵
カ
 

を
 補
 は
ん
 
爲
に
 
草
鞋
 
を
 造
っ
て
 
人
に
 
勸
め
 
た
と
い
 
ふ
 美
談
が
 
遣
さ
れ
 
た。 

ま
た
 
先
生
 
は 草

鞋
に
 
關
 す
る
 
幾
つ
 
も
の
 
話
な
 

遣
さ
れ
 
た。 
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( 一 ) 
先
生
と
 
草
鞋
の
 
美
談
 
は 甚

だ
 
多
い
、
 
そ
の
 
第
 
一 は 父

 利
 右
衛
門
の
 
病
ん
だ
 
時、 先

生
 
は 草

鞋
 
を 作

つ
 
て 之

 を 寶
 

り、 
僅
少
の
 
酒
 を
 得
て
 
歸
り
 
父
に
 
供
し
た
、
 
^
ん
 
で
以
來
 
酒
代
に
 
翁
し
た
 
父
 は、 

病
 氣
の
爲
 
に
は
藥
 
と
も
 
考
 
へ
ら
れ
 

た
當
 時
で
 
あ
る
、
 
久
し
ぶ
り
の
 
酒
、
 
然
も
 
愛
兒
の
 
努
力
の
 
酒
、
 

一 盞
實
に
 
百
 斗
の
 
養
老
 
酒
で
あ
っ
た
 
で
あ
ら
う
、
 

そ 

の
盞
を
 
口
に
 
や
る
 
寺
の
 
嬉
し
き
 
態
度
、
 
先
生
 
は
 終
生
 
忘
る
 

A 能
 は
ざ
る
 
も
の
で
あ
る
と
 
常
々
 
物
語
ら
れ
た
 

先
生
 
ガ
 

貧
者
 
を
惠
 
ま
ん
と
 
す
る
 
强
ぃ
 
l^$-、si、 

こ
の
 
父
子
 
眞
 愛
の
 
體
 驗
に
强
 
く 
印
象
づ
け
ら
れ
た
 
も
の
が
、
 
大
 な
る
 
創
造
 

の 
一 因
と
 
な
っ
た
 
も
の
と
 
思
 は
れ
る
。
 

(二) 
十
二
 
歳
 頃
の
 
堤
防
 
工
事
の
 
時
と
 
傳
 
へ
ら
れ
る
、
 
先
生
が
 
病
 父
に
 
代
っ
て
 
村
人
 
足
に
 
出
た
、
 
大
柄
で
 
あ
つ
た
と
 

ま
や
へ
 
十
二
 
歲
 で
あ
る
、
 
巳
む
 
を 得

 ざ
れ
ば
 
子
供
で
 
も 代

役
す
 
る
は
當
 
時
の
 
習
慣
で
 
は
あ
っ
た
 
が、 

如
何
に
も
 
申
譯
 

な
し
と
、
 
兩
親
も
 
物
語
っ
た
 
の
で
 
あ
ら
う
。
 
倂
し
 
村
民
 
は
 利
 右
衛
門
の
 
現
狀
を
 
知
れ
る
 
が
 故
に
、
 
誰
 
一 人

 苦
情
 
を
い
 

ふ
 も
の
 
は
な
い
、
 
け
れ
ど
も
 
先
生
 
は
 夜
間
に
 
草
鞋
 
を 作

っ
て
 
己
の
 
力
の
 
足
ら
ざ
る
 
代
償
の
 
一
部
に
 
も
と
、
 
數
 足
の
 
草
 

鞋
を
馓
 
布
し
て
 
置
い
た
 
が
、
 
村
民
 
は
 誰
か
 
落
し
た
 
も
の
で
 
あ
ら
う
 
と
て
 
之
 を 拾

っ
て
 
使
用
す
 
る も

の
は
な
か
っ
た
。
 

先
生
つ
 
ら
く
 
村
民
の
 
草
鞋
 
を
 熟
視
す
 
る
に
 
片
足
 づ
ぅ
 壊
れ
、
 
人
の
 
捨
て
た
 
る あ

れ
ば
 
之
 を
 拾
っ
て
 
穿
く
 
も
の
 
も あ 

る。 
之
に
 
噔
示
を
 
得
た
 
先
生
 
は 緒

 を
 &
げ
て
 
半
足
づ
 

A 撒
布
し
 
置
き
 
た
れ
ば
、
 
数
人
 
は 之

 を 用
 ひ
し
 
も、 

後
先
 
生
の
 

撒
布
し
た
 
こ
と
 
を
 知
る
 
や、 

ま
た
 
用
 ふ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
 

と、 
後
年
 
富
 田 高

慶
に
 
物
語
っ
た
 
と
傳
 
へ
ら
れ
る
。
 

(三) 
先
生
 
は 後

年
 
-± 法

實
 
行
に
 
際
し
、
 
貧
富
 
相
 共
に
 
餘
財
を
 
出
し
て
 
積
 立
て
、
 

一
村
 興
 復
の
资
 
財
に
 
供
す
べ
き
 
を
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勸
獎
 

せ
ら
れ
た
 

が
、
 

貧
民
 

は 
我
等
に
 

何
の
 

餘
 

財
が
 

あ
る
と
 

い
は
ぬ
 

計
り
の
 

狀
況
 

で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

草
鞋
 

I 
足
 

拾
 

文
、
 

繩
十
 

把.
 

五
 

文
 

若
し
 

こ
の
 

五
 

文
 

を
 

毎
日
 

一
村
 

五
十
人
 

積
め
ば
、
 

繩
 

五
十
 

房
 

草
鞋
 

五
十
 

足、
 

一 
年
 

三
百
 

六
十
 

日、
 

こ 
e 

令
 

毎
夜
 

餘
 

分
に
 

造
れ
ば
、
 

繩
 

の
み
 

に
て
も
 

一
日
 

一 
村
贰
百
 

五
十
 

文
、
 

一
ヶ
月
 

七
 

貫
 

五
 

百
 

文
、
 

一
年
 

五
 

拾
 

貰
 

文
、
 

金
と
 

し 
_ 

て
 

拾
三
兩
 

三
分
 

一 
朱
餘
 

(
今
日
の
 

金
に
 

し
て
 

贰
百
七
 

拾
 

六
圓
餘
 

と
な
る
)
 

で
あ
る
。
 

小
 

を 
積
ん
で
 

大
を
 

致
す
ま
^
 

也 

自
然
の
 

理
 

で
あ
る
と
 

て、
 

村
民
の
 

意
氣
 

を
激
勵
 

せ
ら
れ
た
 

が
、
 

一 
に 

幼
時
よ
り
 

夜
業
に
 

得
た
 

體
驗
の
 

結
果
で
 

あ
る
。
 

翌
 

十
三
 

歳
の
 

年
に
 

は 
父
 

は 
稍
よ
 

輕
 

快
で
、
 

三
男
 

富
 

太
郞
が
 

生
れ
た
 

程
で
 

あ
つ
た
が
、
 

そ
の
 

翌
寬
政
 

十
 

一 
年
 

九
月
 

廿
六
 

B 
利
 

右
衛
門
 

は 
重
患
 

再
 

發
の
爲
 

に、
 

終
に
 

歿
し
た
。
 

I 
象
 

は 
途
方
に
 

暮
れ
、
 

先
生
 

は 
薪
 

を
 

採
り
 

繩
を
絢
 

ひ、
 

母
 

は 
一 
た
び
 

末
弟
 

富
 

次
郞
を
 

他
に
 

預
け
る
な
 

ど、
 

苦
心
 

摻
》
 
 

W 

で
あ
っ
た
 

が
、
 

先
生
の
 

幼
い
 

腕
で
 

は 
糊
口
 

を 
支
へ
 

難
く
、
 

七
 

畝
卄
八
 

歩
の
 

地
所
 

を
壹
兩
 

三
分
に
 

賨
 

却
し
て
、
 

終
に
 

そ
の
 

一 

度
を
過
ご
し
た
。
 

宫
次
郞
 

を
 

里
子
に
 

遣
し
た
 

話
の
 

あ
る
の
 

は
こ
の
 

時
で
 

あ
る
。
 

父
の
 

死
後
 

は、
 

母
と
 

共
力
し
て
 

一
家
 

を
 

支
持
す
 

る 
外
 

は
な
い
。
 

然
る
に
^
 

兒
を
 

抱
い
て
 

居
て
 

は
&
喜
 

も 
出
来
な
い
 

か
ら
 

之
 

を 
里
子
に
 

遣
 

は
し
て
 

は
と
 

親
族
 

ど
も
 

相
談
し
、
 

西
栢
 

扎
 

の 
奧
津
甚
 

左
^
:
 

と
い
 

ふ
 

母
の
 

弟
の
 

象
に
 

托
す
る
 

こ 

と 
A 

な
っ
た
、
 

母
 

は 
歸
り
來
 

つ
て
 

先
づ
 

安
心
と
 

明
 

H 
の 

仕
事
な
 

ど 
語
り
合
つ
 

た
が
、
 

寂
寥
 

は 
母
子
の
 

共
に
 

感
ず
る
 

所
 

で
あ
る
、
 

況
ん
ゃ
 

母
 

は
轉
々
 

反
覆
し
て
 

寢
 

も
や
ら
ぬ
 

様
子
、
 

先
生
 

は 
母
に
 

氣
 

持
で
 

も
惡
く
 

は
な
い
 

か
と
、
 

母
ま
^
-
;
 

畏
^
 

な
し
と
 

吿
 

ぐ
れ
 

ど
も
、
 

先
生
 

は 
心
配
の
 

餘
り
再
 

一二
 

尋
問
す
 

る 
を 

以
て
、
 

終
に
 

乳
が
 

張
っ
て
 

寝
ね
 

難
し
と
 

告
げ
た
 

9 



先
生
 

は 
母
上
が
 

乳
が
 

張
っ
て
 

困
れ
ば
、
 

富
 

次
郞
は
 

腹
が
減
っ
て
 

泣
い
て
 

居
る
 

で
あ
ら
う
 

か
ら
、
 

堇
れ
歸
 

つ.
， 

こ
が
よ
 

か
 

る
べ
 

し
と
い
 

へ
ば
、
 

斯
く
て
 

は 
明
 

n 
の
钍
 

事
に
 

差
 

支
 

を
 

生
ず
る
 

で
あ
ら
う
 

と 
母
の
 

語
に
、
 

然
 

ら
ば
 

富
 

次
郞
の
 

厄
介
の
 

掛
か
る
 

分
 

丈
け
 

自
分
が
 

n 十
く
 

起
き
て
 

久
野
 

山
に
 

行
き
 

薪
 

を
 

取
り
、
 

お
そ
ぐ
 

寢
て
 

草
鞋
 

を
 

作
る
 

か
ら
 

連
れ
 

歸
ら
 

る
べ
 

し 

と、
 

先
生
の
 

健
氣
な
 

決
心
 

は、
 

優
し
い
 

母
 

を 
動
か
し
て
 

同
意
せ
 

し
め
た
。
 

母
 

は 
喜
ん
で
 

直
に
 

之
 

を 
迎
へ
來
 

る
べ
 

し
と
 

い
へ
ば
、
 

先
生
 

は 
明
朝
 

ザ
く
 

自
分
が
 

迎
へ
來
 

ら
ん
と
 

言
 

ひ
た
る
 

も、
 

母
 

は
西
栢
 

山
ま
で
 

何
の
 

事
 

か
 

あ
ら
ん
と
 

て卬
ー 

, 

歸
り
、
 

母
子
共
に
 

相
悅
ん
 

だ。
 

斯
く
て
 

十
 

一 
歳
の
 

弟
 

は 
一 

一歳
め.
 

末
弟
の
 

子
守
 

を
し
て
、
 

相
 

助
け
て
 

働
い
た
 

が
、
 

さ
て
 

何
程
の
 

事
が
 

出
来
た
 

で
あ
ら
う
 

力 
寶
殘
の
 

地
所
 

七
 

段
 

許
 

を
 

耕
作
す
 

る
に
 

は 
母
子
の
 

力
で
 

は 
足
り
な
い
、
 

人
 

を
 

雇
う
て
 

賃
金
 

を
怫
へ
 

，ま
、 

通
 

列
の
 

睾-
家 

に
 

は 
何
程
 

も
殘
る
 

も
の
で
 

は
な
い
。
 

時
 

は 
方
に
 

秋
に
 

人
り
 

冬
と
 

な
っ
た
。
 

栢
 

W
 

の 
內
に
は
 

一 
町
歩
の
 

山
林
 

も
な
い
、
 

箱
 

.
 
 

< 
の 
や
ま
 
 

や 
さ 

し^
やま
 

み 
たけ
 

や
.
^
 
 

いり
 

あ ひ
や
ま
 
 

, 
f?、

  
+  

J 
根
 

外
 

斜
面
の
 

久
野
は
 

岡
 

本
の
 

矢
 

佐
 

芝
 

山、
 

三：
 

P 
山 

等
 

は
人
會
 

山
で
 

あ
る
。
 

先
生
 

は
こ
の
 

人
 

會
權
の
 

下
の
 

薪
柴
を
 

採
取
 

し
て
 

之
 

を 
小
 

田 
原
に
 

賣
る
。
 

山
 

は 
栢
山
を
 

去
る
 

こ
と
 

約
 

一 
里、
 

雞
 

鳴
に
 

起
き
て
 

山
に
 

入
り
、
 

夜
 

は 
繩
を
絢
 

ひ、
 

草
鞋
 

を
 

乍
 

り、
 

孜
々
 

と
し
て
.
^
 

ら
ね
ど
 

未
だ
 

十
四
 

歳
の
 

少
年
で
 

あ
る
。
 

斯
の
 

如
く
し
て
 

一 
年
 

有
半
、
 

先
生
 

十
六
 

歳
の
 

正
月
 

彼
の
 

弋
 

神
 

樂
の
來
 

た
 

時
の
 

話
の
 

あ
る
 

哀
れ
な
 

境
遇
に
 

迫
っ
た
。
 

時
 

は 
享
和
ー
 

一年
、 

先
生
 

は 
十
六
 

歳
、
 

弟
 

友
吉
.
 

は 
十一
 

ニ
歲
、
 

末
弟
 

富
 

次
 

郞
も
四
 

歳
と
 

な
っ
た
。
 

正
 

H:
 

の 
餅
 

も 
充
分
で
 

は
な
か
っ
た
 

で
あ
ら
う
。
 

が
、
 

例
年
の
 

通
り
 

大
祌
 

樂
が
來
 

た
、
 

五
穀
 

豐
 

饒
家
內
 

安
全
の
 

祈
り
と
 

し
て
 

來
る
神
 

樂
に
は
 

— J3  — 



^
^
少
 
く
と
 
も 十

二
 
銅
 
(
金
 壹
兩
を
 
現
在
の
 
贰
拾
 
回
と
 
し
て
 
約
 三
 四
拾
錢
 
位
)
 
を 出

さ
ね
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
甸
は
 
先
生
に
 

之
を
吿
 
げ
た
、
 
先
生
 
は
 母
に
 
そ
れ
が
 
あ
る
か
と
 
尋
ね
た
、
 
母
子
 
相
 共
に
 
家
中
 
を
 捜
し
た
"
 
母
は
祌
 
棚
に
 
で
も
 
あ
り
 
は 

せ
ぬ
 
か
と
 
聞
い
た
、
 

ffl 意
の
 
な
い
 
所
に
 
あ
る
べ
き
 
道
理
 
は
な
い
、
 
如
何
に
 
せ
ん
か
と
 
母
子
共
に
 
薆
に
 
沈
ん
だ
、
 
先
生
 

曰
く
、
 
家
 貧
な
 
り
と
 
雖
も
栢
 
山
の
 

一 戶
、
 
僅
か
に
 
十一 

. 一 銅
が
 
無
い
 
と
て
 
斷
り
 
も
出
來
 
な
い
、
 
依
て
 

一 家
 留
守
の
 
姿
に
 

し
て
 
通
過
せ
 
し
め
ん
と
、
 

母
 も 亦

 篛
餘
の
 

一. 策と
 
之
に
 
黉
 成
し
た
、
 
困
っ
た
 
の は 末

弟
の
 
神
樂
を
 
見
ん
 
と
す
る
 
こ
と
 

. 

で
あ
る
。
 
漸
く
 
宥
め
 
m
 し
て
 
寝
所
に
 
伏
し
 
戶
を
 
閉
ぢ
て
 
以
て
 
呼
べ
 
ど 答

へ
 
ぬ 當

意
卽
 
妙。 

祌
樂
の
 
後
か
ら
 
隨
從
 
し
て
 

遊
ぶ
 
頃
の
 
少
年
の
 
身
、
 
母
の
 
痛
苦
 
も 思

 ひ
や
ら
 
る 
A
。
 
 

一 

そ
の
 
三
月
 
一 一十 四

日
 
祖
父
 川
 久
保
太
 
兵
衞
が
 
歿
し
た
、
 
先
生
 
母
と
 
共
に
 
會
 葬
し
た
、
 
母
 は 富

 次
 郞
を
負
 
ひ、 

先
生
 
は 
1
 

母
の
 
白
無
垢
 
を
携
 
へ
た
、
 
愈
 i 正

式
の
 
葬
儀
に
 
移
っ
た
 
時
、
 
そ
の
 
服
装
の
 
醜
き
 
を 以

て
 
母
子
共
に
 
式
場
に
 
列
座
す
 
る を

 

許
さ
れ
ず
、
 
控
窒
 
た
る
 
部
屋
に
 
て i
 の
 食
 時
 を 供

せ
ら
れ
 
た
の
で
、
 
母
 は 憤

り
の
 
歎
き
に
 
堪
 
へ
な
か
っ
た
、
 
漸
く
 
先
生
 

の 慰
藉
に
 
泣
き
止
ん
 
だ
が
、
 
歸
途
 
母
の
 
嘆
き
 
を 慰

む
 
る
に
 
骨
折
っ
た
 
と
傳
へ
 
ら
る
。
 

浙
 か
る
 
哀
話
と
 
慘
說
 
と
に
 
慨
 き
つ
 

A あ
っ
た
 
母
 は、 

三
人
の
 
愛
兒
を
 
遣
し
て
 
そ
の
 
四
月
 
四
日
、
 
僅
々
 
十
數
 
日
の
 
病
に
 

て
 歿
し
、
 
孤
 兒
ま
唯
 
相
 抱
い
て
 
泣
く
 
外
は
な
か
っ
た
。
 
詮
な
く
 
も 弟

 二
人
 
は 母

の
 
在
所
の
 
祖
母
の
 
手
に
 
引
き
取
ら
れ
 

先
生
 

一 人
 は 役

 興
の
 
大
 責
任
 
を 負

う
て
、
 
隣
接
せ
 
る 伯

父
 
萬
 兵
衞
の
 
宅
に
 
寄
食
し
、
 
そ
の
 
方
途
 
を 攻

究
す
 
る こ

と
 

i な 

つ
た
。
 



親
戚
 
は 巳

む
 
を 得

ず
、
 
殘
 さ
れ
た
 
田
畑
 
を 耕

作
し
、
 
孤
兒
 
扶
養
の
 
料
に
 
供
 せ
ん
が
 
爲
に
、
 
漸
く
 
田
植
を
 
終
了
し
、
 
希
 

さか は 
が は 

望
の
 
苗
の
 
濒
く
^
 
た
ん
と
 
す
る
 
六
月
 
廿
火
 
曰、 

酒
 匂
 川
 は
ま
た
 
大
 洪
水
と
 
な
り
、
 
運
惡
 
く
も
 
先
生
の
 
田 面

 約
 七
 反
は
悉
 

く
砂
埋
 
と
な
っ
て
 
斐
 手
の
 
跡
 を
も
殘
 
さ
な
か
っ
た
。
 
哀
れ
 
三
^
の
 
生
育
の
 
料
 は
迹
形
 
な
く
な
つ
 
た
の
で
、
 
當
 分
の
 
內
總
 

て 親
類
の
 
助
成
に
 
よ
る
 
外
 は 無

く
、
 
家
財
 
道
具
 
を
賣
拂
 
つ
て
 
離
散
し
た
 
様
に
 
親
類
へ
 
移
っ
た
。
 
母
の
 
中
陰
 
を
 終
る
 
を 待. 

つ
て
 
伯
父
の
 
家
に
 
寄
寓
し
た
 
先生. は、 

最
早
 
一
身
 を
 養
 ふ
に
 
足
る
 
勞
慟
カ
 
を
 有
し
て
 
居
た
 
こ
と
 
は
確
實
 
で
あ
る
。
 
然
れ
 

ど
も
、
 
伯
父
の
 
m 地

 は 限
り
が
 
あ
る
、
 
勞
 力
が
 
増
加
し
た
 
の
み
で
 
は 生

 產
は
增
 
進
し
 
な
い
、
 
故
に
 
必
ず
し
も
 
双
方
 
共
に
 

長
く
 
は 寄

食
 
を 便

と
 
し
な
い
。
 
こ
れ
が
 
爲
な
 
る
か
 
十
九
 
歳
の
 
時
に
は
 
最
早
 
伯
父
の
 
家
の
 
み
に
 
は 居

な
か
っ
た
、
 
伯
父
の
 

一 

許
に
 
あ
っ
た
 
數
 年
間
の
 
說
話
 
と
し
て
 
傳
 
へ
ら
る
 

A 苦
學
 
の
狀
、
 
特
に
 
油
菜
 
を
 蒔
 ゑ
た
 
こ
と
、
 
拾
 苗
を
植
 
ゑ
た
 
こ
と
 
は 先

 
巧 

生
 自
筆
の
 
記
錄
 が
あ
っ
て
 
確
實
な
 
こ
と
で
 
あ
り
、
 
ま
た
 
こ
の
 
二
つ
の
 
體
驗
 
は、 

先
生
が
 
尊
い
 
生
活
様
式
 
を
發
 
見
し
 
創
造
 

し
た
 
重
要
な
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 

.
 
 

...... W
 

先
生
 
は 伯

父
の
 
家
に
 
在
っ
て
も
 
決
し
て
 
n<s の 作

業
に
 
怠
る
 
こ
と
は
な
か
っ
た
、
 
併
し
 

一 家
 復
興
の
 
志
の
 
厚
い
 
先
 

生
 は、 

復
興
の
 
研
究
 考
察
に
 
は 常

に
 
心
 を
 留
め
た
。
 

二 家
 を
 復
興
す
 
る
の
 
途
は
 
伯
父
よ
り
 
敎
 
へ
ら
れ
る
 
こ
と
 
も
な
 
く
 
 
* 

ま
た
 
知
友
よ
り
 
間
き
 
得
る
 
こ
と
 
も
な
か
っ
た
。
 

最
 n 千 人

に
 
は 聞

く
 
を 得

な
い
 
と 悟

っ
た
 
先
生
 
は 之

 を
 書
物
に
 
求
む
 
る 

こ
と
と
 
し
た
。
 
而
 し
て
 
人
並
に
 
讀
書
 
力
が
 
出
來
 
ね
ば
な
ら
 
ぬ
と
 
考
 
へ
た
、
 
夜
業
 
を 終

っ
て
 
か
ら
、
 
雨
 親
 在
世
の
 
砌
學
ん
 

だ
 村
 名、 人

名
 
乃
至
 
は 童

子
 
敎
ゃ
、
 實
語
敎
 
や
 を
 復
習
し
、
 
遂
に
 
大
學
を
 
も 拾

 ひ
讀
み
 
を
し
た
、
 
伯
父
 
萬
 兵
衞
は
 
之
に
 



反
對
 

し
た
、
 

書
物
 

を
讀
 

み、
 

文
字
 

を 
習
 

ふ
こ
と
 

は、
 

武
士
 

や
 

名
主
 

や
の
 

す
る
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

百
姓
に
 

は 
文
字
 

は
い
ら
 

ぬ、
 

何程
 

書物
 

を讀
 

めば
 

とて
 

一 文の
 

錢に
 

もな
ら 

ぬ、
 

尻の
 

下さ
へ 

なく
なっ
た 

程の
 

もの
が、
 

一家
 

を 興さ
ん 

とな
らば
、 

一把
の 

繩、
 

一足
の 

草鞋
で 

も 造れ
ば、
 

五 文 十 文に
なる
、 

斷 じて
 

書物
 

を讀
ん 

では
なら
 

ぬと
。 

人
 

は
傳
ふ
 

伯
父
 

萬
兵
衛
 

は
吝
啬
 

に
し
て
 

薄
情
な
 

り
と
、
 

或
は
 

先
生
に
 

對
 

す
る
 

愛
情
の
 

濃
 

か
な
る
 

も
の
は
な
か
っ
た
 

で
 

あ
ら
う
 

が
、
 

ま
た
 

一 
考
 

し
て
 

見
ね
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

何
故
な
ら
ば
 

書
物
 

を
讀
 

む
と
 

も 
直
に
 

は 
厘
毛
に
 

も
な
ら
 

ぬ
が
、
 

草
鞋
 

を
 

造
れ
ば
 

十
 

文
に
な
る
 

こ
と
 

は 
間
違
が
な
い
。
 

橐
 

民
 

生
活
と
 

し
て
の
 

體
驗
 

か
ら
 

來
た
 

伯
父
の
 

語
に
 

も 
一 

理
 

は
あ
っ
た
 

の
で
 
あ
る
。
 然

る
に
 

先
生
の
 

讀
書
欲
 

は 
禁
じ
て
も
 

禁
じ
 

切
れ
な
か
っ
た
、
 

併
し
 

伯
父
の
 

禁
制
 

は 
破
ら
れ
な
い
、
 

或
は
 

油
菜
 

を 
作
 

ば 

つ
て
 

讀
 

め
ば
 

小
言
 

も
な
か
る
 

べ
し
と
、
 

友
人
の
 

家
に
 

至
り
 

油茱
. 

の
 

種
 

を
 

借
り
、
 

千
兩
 

用
水
に
 

接
す
る
 

所
有
地
の
 

堤
に
 

之
を
植
 

ゑ、
 

以
て
 

そ
の
 

結
 

實
を
俟
 

つ 
こ
と
 

A 
な
っ
た
。
 

尋
常
 

人
に
 

は
考
 

へ
ら
れ
な
い
 

遠
い
 

望
 

を 
立
て
、
 

而
し
 

て
ま
た
 

必
 成
の
 
方
法
 
を
 行
っ
た
 
も
の
で
あ
る
。
 

翌
年
 

五
月
 

五
 

R 
に 

は、
 

新
し
き
 

袢
 

IK
 

を 
伯
父
よ
り
 

貰
っ
た
、
 

之
 

を 
着
て
 

節
句
の
 

休
日
 

を 
外
に
、
 

嘗
て
 

植
ゑ
 

た
る
 

油
菜
 

は
 

如
何
と
 

見
れ
ば
、
 

正
に
 

牧
穫
の
 

好
 

時
期
で
あ
っ
た
、
 

そ
の
 

新
し
い
 

袢
 

天
 

を
脫
 

い
で
 

之
 

を 
廣
げ
、
 

油
菜
の
 

莢
 

を
 

揉
み
 

初
め
た
、
 
意
外
に
 
も 
一
杯
に
 
充
ち
七
 
八
 升
 も
あ
っ
た
 
の
で
、
 
兩
 袖
と
 
兩
裾
を
 
引
上
げ
て
、
 
風
呂
敷
の
 
狀
 と
な
し
、
 
之
 

を
兩
 
手
に
 握
っ
て
 
喜
悅
滿
 
面
、
 
隣
村
 
小
臺
の
 
油
屋
嘉
 
右
衛
門
 
方
に
 
赴
き
、
 
燈
 油
と
 
取
替
 
へ
ん
 
こ
と
 
を
 依
頼
し
、
 
必
要
に
 



應
 じ
て
 
油
 を 渡

さ
れ
た
 
し
と
 
約
束
し
た
、
 

こ
れ
 
だ
け
 
あ
れ
ば
 
夜
 學
も
隨
 
分
出
來
 
る
な
 
ら
ん
と
 
喜
ん
だ
、
 
然
る
に
 
十
月
 

に
な
っ
て
 
夜
業
 後
讀
 書
し
て
 
居
る
 
と 、

慮
ら
ず
 
も
ま
た
 
伯
父
 
萬
 兵
衞
の
 
反
對
に
 
遭
っ
た
、
 
土
百
姓
の
 
日 雇

 稼
に
 
學
問
は
 

無
用
で
 
あ
る
。
 
自
分
の
 
作
っ
た
 
菜
種
 
を
寶
 
つ
た
と
 
て 時

間
 
を 浪

費
し
 
翌
日
の
 
妨
 と
な
る
と
 
猛
烈
な
 
訓
誡
 
を
 受
け
、
 
初
 

め
て
 
伯
父
 
は 油

を
惜
 
み
し
に
 
あ
ら
ず
 
し
て
、
 

一 家
 復
興
の
 
方
法
の
 
意
見
の
 
相
違
な
る
 
こ
と
 
を 知

っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

併
し
 
先
生
 
は 舉

問
を
 
中
止
す
 
る 意

志
は
な
か
っ
た
、
 

從
 弟
圓
藏
 
(萬 兵

衞
の
 
妹
の
 
子) は

竊
 
か
に
 
先
生
の
 
學
 問
に
 
同
 

情
し
、
 
深
夜
 澳
卷
 
を
持
來
 
つ
て
 
行
 燈
 に
か
け
、
 
伯
父
の
 
安
眠
 
を つ

げ
て
 
讀
 書
の
 
機
會
を
 
助
成
し
た
 
と
傳
 
へ
ら
れ
て
 
居
 

る。 
こ
の
頃
 
先
生
 
は 小

 を 稜
ん
で
 
大
を
爲
 
す
 天
地
の
 
道
理
 
を
覺
 
つ
た
 
事
實
が
 
あ
る
。
 

油
菜
 
を
 蒔
い
て
 
案
外
の
 
牧
穫
を
 
得
た
 
十
七
 
I
s
 
初
夏
、
 
禅
 苗
の
 
最
中
、
 
田
植
を
 
終
へ
 
た
 道
端
に
 
は、 

植
ゑ
剩
 
し
た
 

苗
が
 
其
所
此
 
所
に
 
捨
て
て
 
あ
る
。
 
こ
れ
 
は
勿
體
 
な
い
、
 
こ
れ
 
を 何

 所
に
 
か
植
 
ゑ
て
 
置
け
ば
 
と
考
 
へ
て
、
 
昨
年
 
埋
 つ
た
 

田
地
 
を 見

廻
っ
た
 
所
、
 
住
宅
よ
り
 

一 町
 足
ら
ず
の
 
荒
 地
に
 
水
溜
り
が
 
出
來
て
 
居
た
、
 
休
日
 
を 利

用
し
て
 
試
み
に
 
植
ゑ
 

て 置
い
た
 
が、 

案
外
に
 
も そ

の
 
秋
に
 
な
っ
て
、
 

一 俵
餘
 
の
牧
穫
 
が
あ
っ
た
。
 
誠
に
 
當
然
の
 
事
で
 
あ
る
が
、
 
先
生
 
を 驚

か
 

し
た
の
 
は 五

 勺
の
 
油
菜
か
ら
 
六
 七
 升
の
 
菜
種
 
を 得

、
 
捨
 苗
か
ら
 

1 俵
の
 籾
が
 
と
れ
た
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
は、 

總
 て
の
 
花
 實
 

は
も
と
の
 
種
子
よ
り
 
そ
の
 
量
を
增
 
加
し
、
 

IK 地
の
 
間
に
 
は 

「
小
 を 積

ん
で
 
大
を
爲
 
す
」
 
と
い
 
ふ
 道
 連
が
、
 
充
ち
滿
 
ち 

て 居
る
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
で
あ
る
。
 

父
母
 
逝
き
て
 
よ
り
 
以
來
 

一 家
 復
興
の
 
方
法
 
を
考
 
へ、 

人
に
 
も 聞

け
ば
、
 
大
學
を
 
始
め
 
他
の
 
書
物
 
も
諫
ん
 
だ
け
れ
 
ど 
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も、 
何
處
 
に
も
 
そ
の
 
方
法
 
は 得

ら
れ
な
か
っ
た
。
 
然
る
に
 
あ
の
 
油
菜
と
 
こ
の
 
捨
 苗
と
 
は 天

地
が
 
自
分
へ
 
敎
 
へ
た
 復
興
 

の 方
法
で
 
あ
る
。
 
考
 
へ
て
 見
れ
ば
 
洪
水
 後
の
 
河
原
に
 
さ
へ
 
も 草

 は 生
え
 
ま
た
 
成
長
す
 
る、 

人
 は 草

の
 
生
え
た
 
と 同

じ
 

様
に
 
生
れ
た
 
も
の
で
あ
る
。
 

草
 は 自

ら
 
生
育
す
 
る、 

人
 も 自

ら
 
生
き
る
 
道
 を
 開
か
ね
ば
 
な
ら
ぬ
、
 
草
木
 
鳥
獸
は
 
他
の
 

鳥
獸
 
草
木
 
を 培

養
す
 
る こ

と
が
 
出
来
な
い
、
 
人
間
 
だ
け
 
は そ

れ
が
 
出
來
 
ろ。 

而
し
 
て
こ
の
 
「
積
 小
 爲
大
」
 
の
现
 
法
に
 

よ
っ
て
 
生
き
る
 
道
 を 開

け
ば
 
よ
い
。
 

兩
親
を
 
失
 ひ、 

殘
 り
の
 
田
畑
が
 
埋
も
れ
た
 
時
に
は
、
 
佝
を
 
便
り
に
 
生
き
て
 
行
か
う
 
と 失

望
む
 
落
膽
 
し
た
が
、
 
そ
れ
 

は 先
祖
の
 
財
產
 
に
よ
っ
て
 
養
 は
れ
て
 
來
 た
か
ら
で
 
あ
ろ
。
 
祖
先
の
 
祖
先
の
 
最
古
の
 
祖
先
 
は 其

 財
が
な
か
っ
た
 
喾
 で
あ
 

I 

ろ、 
そ
れ
 
I
K
S
H
I
S
t
 が
 時
代
で
 
あ
ろ
、
 
豐
 葦
原
 
は 

一 犬
 草
原
で
あ
っ
た
、
 
他
國
 
人
の
 
力
 を 借

る
 
こ
と
な
く
、
 
こ
の
 

草
原
 
を 闢

き
瑞
 
穗
垂
ろ
 

A 秋
津
洲
 
と
な
 
さ
せ
ら
れ
た
、
 
幸
に
 
し
て
 
無
 
一 物
の
 
孤
獨
 
か
ら
 
一 俵

の
 
資
を
 
得
た
、
 
大
 神
の
 

一 

御
迹
を
 
慕
っ
て
 
精
進
 
す
れ
ば
、
 
我
國
の
 
榮
ぇ
來
 
つ
た
 如
く
に
、
 

1 家
の
 
復
興
な
 
ど は 問

題
で
 
な
い
、
 
親
戚
 朋
友
 
知
人
 

の 困
窮
 
も 救

 ひ
 得
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 

故
 道
に
 
積
ろ
 
木
の
葉
 
を
搔
 
き
わ
け
 
て、 

天
 照
 神
の
 
あ
し
 
跡
 を 見

む
。
 

天
地
 
は 草

と
 
米
と
 
を 差

別
な
 
く 生

育
せ
 
し
む
る
、
 

人
 は 草

 を
 去
っ
て
 
米
 を 育

つ
 
る、 

雜
草
を
 
除
き
 
肥
料
 
を 施

し
、
 
培
 

養
 を
 怠
っ
て
 
は
な
ら
ぬ
。
 
斯
く
 
悟
っ
た
 
先
生
 
は 萬

兵
衞
 
方
に
 
在
る
 
こ
と
 
二
 年
餘
、
 
ぎ
 陽
な
 
く 働

い
た
、
 
地
方
の
 
慣
習
に
 



よ
ろ
 
木
 日
に
 
は
 青
年
 
男
女
 
は そ
れ
ぐ
 
嗜
好
に
 
依
っ
て
 
遊
び
、
 
冬
の
 
夜
長
に
 
は、 

義
太
夫
 

(
關
 西
で
 
い
ふ
 
淨
瑶
璃
 
) の

 

稽
古
が
 
流
行
し
た
、
 
先
生
 
は
こ
の
 
休
日
が
 
分
外
の
 
勤
勞
 
日
で
 
あ
る
、
 
賨
殘
り
 
田
地
の
 
砂
埋
 
と
な
っ
た
 
も
の
 
を 

一
部
 づ
.
 - 

開
發
 
し、 

は 之
 を 村

民
に
 
小
作
せ
 
し
め
、
 
或
は
 
薪
 を
 採
り
 
繩
を
絢
 
ひ、 僅

に
 
得
た
 
ろ 小

 遣
 錢
が
壹
 
貫
 文
 (
三
圆
 位
)
 

こ
も
 
充
っ
ュ
 
ば
 村
內
の
 
老
婆
 等
に
 
與
 
へ
て
、
 
そ
の
 
喜
ぶ
 
顏
を
 
見
、
 
せ
め
て
も
 
亡
父
 
母
の
 
靈
を
 
慰
す
 
ろ 氣

分
を
 
味
っ
て
 
樂
 

し
ん
だ
。
 
 

， 

.9 父
の
 
家
に
 
可 年

ま
で
 
居
 た
か
は
 
明
暸
 
で
な
い
 
が
、
 
文
化
 
二
 年
か
ら
 
曰 記

萬
覺
 
帳
が
 
あ
っ
て
、
 
先
づ
 
手
拭
 
代
に
 
贰
百
 

文
と
 
あ
る
か
ら
、
 
新
年
の
 
遣
 物
で
 
あ
ら
う
、
 
萬
 事
 伯
父
 
任
で
あ
っ
た
 
の を 正

月
か
ら
 
獨
 立
し
た
 
も
の
と
 
見
 ゆ
ろ
。
 
特
に
 

麵 
本
家
 再
興
 
を
 工
夫
し
て
、
 
稻
荷
 
屋
敷
に
 
垣
根
 
を
 結
へ
 
る 事

 實
に
徵
 
し
て
 
伯
父
の
 
家
に
 
は
 居
な
 
かつ. た

 
こ 

と. を
 知
り
^
 

る。 
の 手

記
に
 
よ
れ
ば
 
こ
の
頃
よ
り
、
 
村
 內
の
銀
 
內
及
岡
 
部
 善
 左
衞
門
 
方
に
 
寄
食
す
 
と あ

る
か
ら
、
 
或
は
 

有
志
の
 
家
に
 
勞
 動
し
、
 
或
は
 
砂
埋
 
地
の
 
復
興
に
 
努
力
し
た
 
も
の
と
 
思
 は
れ
ろ
。
 
最
初
の
 
文
化
 
二
 年
 曰 記

萬
覺
 
帳
に
 
よ
れ
 

ば、 
そ
の
 
十
九
 歳
の
 
1 ケ

年
 
は、 

出
 人
 勘
定
 
極
め
て
 
少
額
で
 
あ
ろ
が
、
 
三
分
 
壹
貫
五
 
百
 十
七
 
文
 
(
約
 十
五
 
六
圓
 
相
當
)
 

の 昔
 \
 が
 あ
ろ
、
 
こ
れ
 
は 勞

賃
を
 
以
て
 
返
却
す
 
る も

の
で
 
あ
ら
う
、
 
そ
の
 
中
に
 
「
こ
や
し
 
代
」
 
と
い
 
ふ
の
 
が
 あ
ろ
。
 
米
 

の 貸
 附
が
贰
 
俵
 あ
る
。
 
十
六
 
歳
 伯
父
の
 
家
に
 
寄
食
す
 
ろ 時

に
 
賫
拂
 
つ
た
 家
財
 
田
畑
の
 
代
金
ま
で
 
合
し
て
 
貸
 S
 金
が
 
八
兩
 

壹
分
貳
 
朱
 あ
る
。
 
玆
に
 
至
っ
て
 
最
早
 
一
象
 再
興
の
 
曙
光
 
は 明

か
に
 
見
え
て
 
來
た
。
 
こ
の
 
前
後
か
ら
 
先
生
の
 
言
行
が
 
世
人
 

め
 注
意
 
を
拂
 
ふ
に
 
至
っ
た
、
 
「
ゼ
 

ゼ
」
 「
ダ
ル
 

リ 
一 ぺ

ん
」
 「キ 

印
の
 
金
さ
ん
」
 
「
飯
 泉
の
 
觀
音
 
堂
の
 
讀
經
」
 
等
々
 
枚
擧
に
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達
な
 
き 程

で
 
あ
る
。
 

土
 

堤
 

坊
主
と
 

い
ふ
 

土
 

堤
 

は 
酒
 

匂
 

川
の
 

堤
防
の
 

事
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

堤
防
に
 

先
生
 

自
ら
 

植
ゑ
 

た
と
い
 

ふ
&
の
 

木
^
、
 

現
 

在
數
 

尺
大
數
 

十
本
の
 

並
木
と
 

な
っ
て
 

居
て
、
 

以
來
 

こ
の
 

坂
 

口
の
 

土
 

堤
は
缺
 

潰
し
な
い
 

の
で
 

あ
ろ
が
、
 

そ
れ
 

を.
 

可 
寺.
 

ま 

ゑ 
た
か
は
 

確
證
 

が
な
い
 

け
れ
ど
も
、
 

堤
防
の
 

缺
瀵
に
 

惱
み
拔
 

い
た
 

先
生
 

は、
 

將
 

來
に
備
 

ふ
ろ
 

爲
に
松
 

苗
木
 

を 
t 

ゑ
た
 

こ
と
 

は 
明
瞭
で
 

あ
ろ
。
 

自
ら
 

植
 

ゑ
た
 

松
 

苗
木
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

虔
々
 

こ
れ
に
 

手
 

を 
掛
け
た
 

こ
と
 

も
搴
實
 

で
あ
ら
う
、
 

土
 

堤
 

坊
主
の
 

傳
說
に
 

は 
色
々
 

あ
ろ
が
 

青
年
時
代
に
 

植
 

ゑ
た
 

事
 

實
に
は
 

相
違
 

は
な
い
。
 

釵
枭
 

の
觀
音
 

堂
に
 

經
文
を
 

開
い
た
 

と
い
 

ふ 
話
 

は、
 

大
澤
 

氏
の
 

手
記
に
 

よ
れ
ば
 

甲
子
 

十
月
と
 

あ
ろ
か
ら
 

十
八
 

歳
の
 

事
 

で
あ
ろ
。
 

報
德
 

記
に
 

は 
十
四
 

歲
と
 

あ
ろ
が
、
 

そ
の
 

說
 

話
中
の
 

一 
節
に
 

一 
家
 

復
舆
を
 

志
す
 

と 
あ
ろ
か
ら
、
 

十
六
 

歲
 

以
後
た
 

S 

る 
こ
と
 

を 
想
像
す
 

ろ
に
 

難
く
な
い
。
 

釵
 

泉
の
 

観
音
 

堂
と
 

い
ふ
 

は、
 

祌
奈
川
 

縣
足
柄
 

下
郡
璺
 

川：
 

S
 

泉
の
 

一 
寺
院
で
 

あ 
一 

つ
て
、
 

仁
王
門
と
 

觀
音
 

堂
と
 

地
方
に
 

珍
し
き
 

宏
壯
 

な
ろ
 

祈
願
 

所
で
、
 

釵
泉
 

山
勝
蹒
 

寺
と
 

い
ひ
、
 

本
尊
 

は 
十 
 

一 
； s 

觀
音
 

で
 

坂
 

東
 

五
番
の
 

札
所
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

秩
!
 

{ の 
順
 

禮
は
必
 

す
 

参
詣
す
 

る 
o 

頃
 

は 
十
月
 

先
生
 

通
過
の
 

砌
參
拜
 

し
た
 

所
、
 

旅
僧
あ
っ
て
 

熱
心
に
 

讀
經
 

し
て
 

居
た
、
 

先
生
 

靜
 

か
に
 

之
を
聽
 

い
て
 

Si
 

た
 

が、
 

旅
佾
の
 

讚
み
 

了
ろ
 

を
俟
 

つ
て
、
 

餘
 

り
に
 

經
 

文
の
 

有
り
難
 

さ
に
 

貴
僧
 

は
何
虚
 

の 
方
な
 

り 
や
ま
た
 

そ
の
 

經
文
は
 

町
と
 

い
ふ
 

御
輕
 

な
り
 

や
と
 

聞
き
し
 

に、
 

自
分
 

は 
越
 

前
の
 

も
の
な
 

り
今
讀
 

み
し
 

は 
觀
音
經
 

な
り
と
 

答
へ
 

た、
 

日
頃
 

く
听
と
 

甚
だ
し
く
 

相
 

遠
す
 

ろ
が
 

と 
推
し
て
 

聞
け
ば
、
 

訓
讀
 

な
り
と
 

答
へ
 

た、
 

依
て
 

錢
 

二
百
 

文
 

を 
出
し
て
 

再
讀
を
 

乞
う
た
。
 

先
 



生
 

歸
り
來
 

つ
て
 

直
に
 

善
榮
 

寺
に
 

至
り
、
 

觀
世
 

音
の
 

德
廣
大
 

無
量
な
 

ろ、
 

而
て
佛
 

菩
薩
の
 

尊
き
 

亦
濟
 

民
に
 

あ
ろ
 

か
と
^
 

か-つぎう を しゃ 5
 
 

r 

う
た
^
 

考
 

牛
和
尙
 

驚
い
て
 

曰
く
、
 

我
れ
 

齢
 

六
十
に
 

超
え
た
り
、
 

多
年
 

朝
夕
 

此
經
を
 

誦
す
と
 

い
へ
 

ど
も
、
 

其
の
 

理
を
 

感
通
 

す
る
 

こ
と
、
 

そ
れ
 

程
に
 

明
晳
 

で
な
い
、
 

誠
に
 

佛
の
再
 

來
に
遭
 

ふ 
心
地
が
 

す
る
、
 

是
非
 

こ
の
 

寺
に
 

人
っ
て
 

僧
と
 

な 

り、
 

衆
生
の
 

爲
に
佛
 

法
 

を
 

奉
持
し
、
 

大
に
濟
 

度
に
 

努
め
ん
 

こ
と
 

を
と
 

請
 

ふ、
 

先
生
 

曰
く
が
 

は 
我
が
 

望
に
 

あ
ら
ず
、
 

我，
 

ォ 
i 

先
の
 

家
を
舆
 

し、
 

そ
の
 

靈
を
 

安
ん
 

ず
る
 

任
務
が
 

あ
る
、
 

と 
固
く
 

辭
 

し
て
 

歸
 

つ
た
が
、
 

大
學
 

の
敎
は
 

修
身
 

齊
衆
台
 

國
平
 

天
下
で
 

あ
り
、
 

こ
れ
 

を 
普
く
す
 

る
に
 

仁
 

を 
以
て
し
、
 

佛
敎
は
 

衆
生
 

濟
度
を
 

本
願
と
 

し 
之
 

を
 

施
す
 

に 
慈
悲
 

を 
以
て
 

す
る
。
 

一
家
 

を
 

復
興
し
、
 

一 
村
 

を
 

興
す
 

の 
道
 

は 
儒
者
と
 

佛
 

者
と
 

百
姓
の
 

道
と
の
 

間
に
 

本
來
 

差
別
な
 

き
を
 

悟
っ
た
 

も
の
 

の 如
く
で
 
あ
る
。
 

義
太
夫
 

を
 

聞
い
た
 

時
の
 

傳
說
も
 

面
白
い
、
 

當
時
 

村
の
 

青
年
 

速
 

中
が
、
 

每
冬
 

義
太
夫
 

を
 

習
 

ひ
そ
の
 

稽
古
 

上
げ
 

を 
や
 

る。
 

先
生
 

は 
義
太
夫
 

を 
知
ら
ず
、
 

或
 

時
 

之
 

を
 

聞
き
 

「
不
義
の
 

富
貴
 

は 
浮
べ
 

ろ 
雲
」
 

と 
い
ふ
 

文
句
 

を
 

耳
に
 

し、
 

「
其
^
 

ぢ
 

や
！
」
 

と
大
聲
 

し
た
、
 

通
例
 

聽
衆
 

中
よ
り
 

嘆
美
の
 

聲
を
 

聞
く
 

は 
義
太
夫
の
 

節
 

廻
の
 

良
い
 

時
で
 

あ
ろ
、
 

斯
様
な
 

文
 

旬 

に 
賞
辭
を
 

放
つ
 

を
 

聞
か
な
い
、
 

故
に
 

語
れ
ろ
 

若
 

太
夫
 

も 
驚
い
て
 

一 
時
 

停
止
し
た
、
 

村
民
 

は 
「
金
さ
ん
 

は
キ
 

印
で
 

あ
る
 

- 

と 
噂
し
た
 

と
い
 

ふ、
 

大
衆
の
 

平
凡
か
ら
 

見
れ
ば
 

道
理
 

を
 

悟
っ
た
 

も
の
 

は
キ
 

印
で
 

あ
る
で
 

あ
ら
う
。
 

大
擧
と
 

先
生
と
 

は 
切
っ
て
も
 

切
れ
ぬ
 

深
い
 

關
 

係
が
 

あ
ろ
。
 

薪
 

を
 

伐
り
、
 

繩
を
絢
 

ふ
に
 

も、
 

先
生
 

は
大
 

學
を
懷
 

か
ら
 

離
さ
な
か
っ
た
 

と
い
 

ふ
こ
と
 

で
あ
ろ
。
 

そ
の
 

遣
 

物
 

は 
現
に
 

栢
山
 

な
ろ
 

先
生
の
 

舍
弟
三
 

郞
左
衞
 

門
の
 

子
孫
の
 

家
に
 

藏
す
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ろ。 
表
^
も
 
本
文
 
も 破

れ
 
損
じ
て
 
讀
め
 
な
く
な
っ
た
 
所
が
 
あ
る
。
 
本
文
に
 
は
片
 假
名
 
字
に
 
て 音

訓
 
を
 書
 人
れ
 
た
 所
 も 

あ
り
、
 

叉
 意
味
 
を
 記
 人
し
た
 
所
 も あ

る
。
 
例
へ
ば
 
「
君
子
」
 

に は 
「
擧
 問
の
 
君
子
」
、
 「頗」 に は 「ョ 

ッ. ネ
ド
」
 
、「序」 

こよ 
「
次
第
」
、
 

「.1  久德」 に は 「コ 
ウ
ダ
 
イ
ノ
 
德
」
 な
ど
と
 
あ
る
。
 
大
學
の
 
書
 を
 讀
ん
で
 
幼
時
 
何
程
の
 
安
心
 
を 得

ら
れ
た
 

か
 は 明

瞭
で
 
は
な
い
 
が、 

後
年
 
仕
 法
 書
 を 草

さ
れ
 
た
 時
、
 
大
畢
と
 
論
語
と
 
が
 尤
も
 
多
く
 
引
用
せ
ら
れ
、
 

而
 し
て
 
躬
自
 

ら
行
 
ふ
^
は
、
 
大
學
の
 
道
に
 
合
す
る
 
も
の
と
 
信
じ
、
 
そ
れ
が
 
萬
 古
 不
易
の
 
良
法
な
 
り
と
 
確
信
し
て
 
居
た
 
こ
と
が
 
明
か
 

に 見
 ゆ
る
。
 
先
生
が
 
斯
様
な
 
結
論
に
 
達
す
る
 
迄
に
 
は、 

大
學
は
 
最
も
よ
 
く
讀
 
ま
れ
た
 
で
あ
ら
う
、
 

而
 し
て
 
先
生
の
 
大
 

切
な
る
 
成
文
の
 
經
 典
で
あ
っ
た
 
で
あ
ら
う
。
 
 

I 

先
生
の
 
學
 問
の
 
方
法
 
は 

一 般
 人
と
 
は
異
 
つ
て
 
居
た
、
 
十
八
 
九
 歳
の
 
頃
で
 
あ
る
、
 
名
主
の
 
岡
 部
 方
に
 
屡
 
々
出
 
人
し
 

お 

た、 岡
 部
 は 近

鄕
隨
 

1 の
學
 者
で
あ
っ
た
、
 
諸
方
よ
り
 
儒
者
 
を
迎
 
へ
て
 
そ
の
子
 
息
の
 
爲
に
 
講
義
 
を 聞

か
す
 
る を 例

と
 
し 

た、 
先
生
 
緣
 外
に
 
來
 つ
て
 
好
ん
で
 
之
 を 聞

い
た
。
 

1^ 時
、
 
儒
者
の
 
去
っ
た
 
後
、
 
岡
 部
の
 
子
息
 
は そ

の
 
講
義
 
を
 復
習
し
 

た、 
而
 し
て
 
或
る
 

一 節
の
 
講
義
 
を 忘

れ
た
、
 
父
子
 
大
に
 
そ
の
 意
義
 
を
 論
究
し
た
 
が
 判
明
し
 
な
か
っ
た
、
 

先
生
 
之
 を 

洩
れ
 
聞
い
て
、
 
そ
の
 
不
明
の
 
語
の
 
文
句
 
を
 尋
ね
た
、
 
岡
 部
 父
子
 
は 
「
金
さ
ん
」
 

の 知
る
 
害
な
 
き
を
 
告
げ
た
、
 
倂
し
先
 

生
 は 強

て
 
尋
ね
て
 
止
ま
な
 
か
 
つ
た
、
 
岡
 部
は
已
 
む
な
く
そ
の
 
文
句
 
を
讀
ん
 
だ、 

先
生
 
暫
時
 
熟
考
し
て
、
 
斯
 か
ろ
 
意
 

眛
 な
ら
ん
 
と 述

べ
た
、
 
そ
の
 
解
說
 不
思
議
に
 
も 思

 ひ
 出
 で
 難
 か
り
し
 
意
味
に
 
髡
髴
 
た
る
に
 
驚
き
 
聊
か
 
疑
を
存
 
し
た
、
 

S が
 言
 を
 疑
 は
る
 

A な
ら
ば
 
次
に
 
聞
か
ろ
 

A 講
義
の
 
場
所
の
 
文
句
 
を
 聞
き
 
そ
の
 
意
義
 
を 述

べ
 

、 
我
が
 
解
義
の
 
正
し
き
 



を
證
 

せ
ん
と
 

述
べ
た
、
 

而
 

し
て
 

次
の
 

文
句
の
 
 

一 
二
に
 

對
 

す
る
 

意
見
 

を 
述
べ
た
、
 

次
回
に
 

儒
者
の
 

講
義
し
た
 

所
 

は、
 

そ 

, 
れ
に
 

大
同
小
異
で
あ
っ
た
、
 

玆
に
 

於
て
 

先
生
 

は 
素
 

讀
を
岡
 

部
よ
り
 

習
 

ひ、
 

解
義
は
 

先
生
が
 

試
み
て
 

豫
 

習
に
 

供
 

せ
ん
と
 

談
 

笑
し
た
。
 

岡
 

部
 

は 
先
生
に
 

何
故
に
 

之
 

を 
了
解
し
た
 

る 
や
と
 

尋
ね
た
 

所
、
 

先
生
 

曰
く
、
 

世
人
の
 

書
 

を
 

讀
む
ゃ
 

文
句
 

を
讀
 

ん
で
 

然
る
 

後
に
 

道
理
 

を
 

知
ら
ん
 

と
す
、
 

然
る
に
 

自
分
 

は 
天
地
 

問
の
 

道
理
 

を
先
づ
 

知
っ
て
、
 

然
る
 

後
讀
む
 

所
の
 

文
句
 

は.
 

そ
の
 

道
理
の
 

何
れ
 

を
說
 

明
し
た
 

る 
も
の
な
 

り 
ゃ
を
考
 

ふ
ろ
と
 

答
へ
 

た
と
 

傳
 

へ 
ら
る
、
 

こ
の
 

事
の
 

あ
り
し
 

は
事
實
 

な
ら
 

ん、
 

年
齢
の
 

幾
歲
 

な
り
し
 

や
 

は 
判
明
せ
 

ず、
 

ま
た
 

岡
 

部
の
 

讀
み
 

た
り
し
 

文
句
 

も
傳
 

は
ら
ず
、
 

暫
く
 

記
し
て
 

後
の
 

出
 

證
 

を
俟
 
つ。 艱

難
 

時
に
 

於
け
 

る 
先
生
の
 

苦
心
談
 

は 
甚
だ
 

多
か
っ
た
 

で
あ
ら
う
。
 

唯
 

後
世
に
 

傳
へ
，
 

ら
れ
 

た
事
實
 

は、
 

爾
後
 

先
生
が
 

事
 

業
と
 

し
て
 

遣
さ
れ
 

た
 

大
事
 

實
の
迹
 

に 
比
す
れ
ば
 

甚
だ
 

少
 

い
け
れ
 

ど
も
、
 

一 
家
 

復
興
の
 

根
元
が
 

「
積
 

小
 

爲
，
^
 

」 
の 

自
然
の
 

力
に
 

あ
り
、
 

こ
の
 

天
地
の
 

力
に
、
 

人
間
の
 

勤
 

勞
の
カ
 

を 
加
 

ふ
れ
ば
、
 

後
に
 

至
っ
て
 

先
生
の
 

發
 

見
せ
ら
れ
た
 

報
德
 

生
活
の
 

1 
様
式
と
 

し
て
 

重
要
な
 

も
の
で
 

あ
り
、
 

ま
た
 

艱
難
に
 

遭
遇
し
て
 

悲
觀
 

し、
 

萎
縮
す
 

る 
哀
れ
な
 

生
活
よ
り
 

脫
 

却
し
、
 

強
く
 

明
か
な
 

更
生
の
 

輝
き
の
 

世
界
に
 

邁
進
す
 

る 
確
信
 

を
 

得
た
 

こ
と
 

は、
 

啻
に
 

先
生
の
 

生
涯
に
 

光
明
 

を
 

放
た
 

し
め
た
る
 

の
み
な
 

ら
ず
、
 

後
人
 

を
し
て
 

保
護
 

助
成
 

を
俟
 

た
ず
し
て
、
 

i や；
 

拳
 

以
て
 

自
ら
 

萠
ぇ
出
 

づ
ろ
道
 

あ
る
 

こ
と
 

を
 

悟
ら
し
 

む
ろ
に
 

足
る
。
」
 

— 23  — 



第
一
 
一
章
 

一
 
家
の
 

復
 
興
 

一 
一
家
 復
興
の
 
志
 成
る
 

先
生
の
 
大
願
 
は 
一
世
の
 
荒
廢
 
と、 

萬
 代
の
 
貧
困
と
 
を 救

 ふ
に
 
あ
つ
た
が
、
 
そ
れ
 
は 
一
家
 

の
復
與
 
か
ら
 芽
生
え
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
先
生
 
は 幼

少
よ
り
 
貧
乏
 
苦
 を
 味
 ひ、 

兩
親
を
 
喪
っ
て
 
孤
兒
 
と
な
っ
た
 
悲
慘
な
 
生
 

活
か
ら
 
先
づ
 

一 家
の
 
復
興
 
を 

一 途
に
冀
 
は
れ
た
。
 
こ
れ
 
は
當
然
 
過
ぎ
ろ
 
程
の
 
事
で
あ
っ
た
。
 
併
し
 
先
生
 
は
こ
の
 
志
願
 
を 

達
す
ろ
 
方
 園
の
 
中
よ
り
 
何
人
の
 
復
與
 
に
も
 
可
能
な
る
 
生
活
 
技
術
 
を
發
 
見
し
、
 
之
 を
社
會
 
に
推
擧
 
し、 

終
に
 
報
 德
式
，
 生
活
 

一 

様
式
 
を 創

造
し
て
 
後
世
に
 
惠
 ま
れ
た
。
 
そ
の
 
最
初
の
 
體
驗
 
よ
り
 
樣
式
 
完
成
ま
で
の
 
要
略
 
は、 

先
生
 
自
ら
 
之
 を 草

し
て
、
 

W 

つ 4 めかたお-つきよ f か *> ひたて まつり さ ふら ふかきつ け
 
 
-
 
 

| 

「
勤
 
方
 
住
居
 
奉
 
窺
 
候
 
書
付
」
 
と
い
 
ふ 書

類
に
 
明
記
し
て
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
書
類
 
は 天

 保
 十
四
 年
 十
二
月
 
十
 曰
^
で
 

幕
府
へ
 
差
 出
さ
れ
た
 
も
の
で
 
自
叙
 
傳
と
稱
 
し
て
も
 
可
な
 
ろ も

の
で
 
あ
ろ
。
 
全
篇
 
悉
く
 
敎
誡
 
と
な
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
が
、
 
先
 

づ
 そ
の
 
中
か
ら
、
 

一 家
復
 
輿
に
 
專
念
 
せ
ら
れ
た
 
所
の
 
少
靑
年
 
時
代
の
 
志
望
 
を 回

顧
し
た
 
箇
條
を
 
引
用
し
て
 
見
ろ
 
と、 

其
發
端
 
私
儀
 
五
歲
之
 
時、 

寛
 政
 三
 亥
年
 
大
 洪
水
 
之
砌
、
 

EE 畑
 不
レ
殘
 押
 流
し
、
 
或
は
 
瀕
 と
な
り
 
淵
と
 
な
り
 
、
又
は
 
土
石
 

ま
き
あ
げ
 
 

、 
、 

、 たんせい 
、
、
、
©
<
p
-
®
®
-
®
 

搀
 上
高
臺
 
と
な
り
、
 
五
穀
 熟
せ
ず
、
 
私
共
 爲，， 養

育
，
 
辛
苦
 艱
難
 
を
盡
 
せ
し
 
父
母
の
 
丹
誠
 自
然
と
 
骨
髓
に
 
徹
し
、
 
如
何
 

し
て
 
か
 口
腹
 を 養

 ひ、 
如
何
し
て
 
か
 貧
窮
 
を 免

れ
、
 
父
母
の
 
辛
苦
 
を
 安
 ぜ
ん
と
 
相
 營
罷
在
 
候
處
、
 
十
二
 
歳
の
 
時
よ
り
 

父
 大
病
 
を
 相
 煩
 ひ、 

十
四
 
歳
の
 時
 遂
に
 
相
果
、
 
蕕
又
 
十
六
 
歳
の
 
時
 母
 大
病
 
を
 相
 煩
 ひ
 相
果
、
 
無
據
 
親
類
 
之
 助
成
に
 
預
 



り 
成
長
 

仕
 

候
 

間
、
 

初
 

は 
荒
 

地
 

を
 

開
き
 

田
畑
 

を
 

耕
し
、
 

夫
 

食
 

を
 

求
 

口
腹
 

を
 

養
 

は
ん
と
 

欲
し
、
 

或
は
 

衣
服
 

を
 

求
 

寒
暑
 

を
 

凌
 

が
ん
と
 

欲
し
、
 

或
は
 

居
住
 

を
 

求
 

風
雨
 

を
 

凌
が
ん
 

と 
欲
し
、
 

或
は
 

父
母
の
 

丹
誠
 

を
盡
 

せ
し
 

大
恩
 

を
 

報
ぜ
ん
 

と 
欲
し
、
 

或
 

は 
兄
弟
 

を
 

養
育
 

せ
ん
と
 

欲
し
、
 

或
は
 

親
類
 

緣
 

者
の
 

助
成
に
 

預
り
候
 

恩
義
 

を
 

報
い
ん
 

と 
欲
し
、
 

或
は
 

妻
子
 

を
 

養
 

は
ん
と
 

欲
し
、
 

或
は
 

朋
友
 

之
 

貧
苦
 

を
餘
荷
 

は
ん
と
 

欲
し
、
 

或
は
 

右
が
 

如
き
 

極
 

難
 

困
篛
暮
 

方
便
り
 

鮮
き
 

者
を
惠
 

ま
ん
と
 

欲
し
、
.
 

或
は
 

田
畑
 

山
林
 

家
株
增
 

益
し
て
 

富
貴
 

を
 

求
 

渡
世
 

安
樂
に
 

至
ら
ん
 

こ
と
 

を 
欲
し
、
 

或
は
 

祖
先
の
 

家
名
 

子
孫
 

永
々
 

相
繽
致
 

さ
ん
 

事
 

を 
一 
途
に
存
 

込
罷
在
 

候-
 

(、
、の
 

條
社
 

食
へ
 

進
展
の
 

條
參
 

照)
 

と 
あ
る
か
ら
、
 

絪 
先
の
 

家
名
 

子
孫
の
 

永
績
を
 

一 
途
に
存
 

込
ま
れ
、
 

當
 

時
の
 

志
願
が
、
 

一 
家
の
 

復
興
に
 

あ
っ
た
 

こ
と
 

は 
明
 

か
で
 

あ
る
。
 

一
家
 

復
與
 

と
い
 

ふ
 

志
願
 

は 
平
凡
で
 

あ
る
。
 

併
し
 

享
樂
を
 

知
ら
ず
、
 

一 
家
の
 

繁
榮
 

と
そ
の
 

永
 

安
 

を
の
み
 

志
願
 

し 
一
途
に
 

之
に
 

專
念
 

す
る
 

子
女
が
 

あ
ら
ば
、
 

賴
 

も
し
い
 

子
 

を
 

有
っ
た
 

安
心
な
 

親
で
 

あ
る
と
 

羨
ま
れ
よ
う
、
 

而
 

し
て
 

恐
ら
 

く 
は 

斯
る
靑
 

年
 

は、
 

一
村
 

ー
鄕
の
 

模
範
 

青
年
で
 

あ
ら
う
。
 

孤
兒
 

と
な
っ
た
 

先
生
が
 

一 
家
 

再
舆
を
 

熱
望
し
、
 

之
 

を
 

達
成
す
 

る 
方
法
と
 

し
て
、
 

棄
 

苗
よ
り
 

一 
俵
 

を
 

得
た
 

s
§
 

ま
ガ
の
 

道
 

を 
選
ん
だ
 

こ
と
 

は 
申
す
 

ま
で
 

も
な
い
、
 

先
づ
 

一 
俵
の
 

米
の
 

保
管
の
 

方
法
 

は、
 

貧
し
い
 

人
に
 

無
利
子
で
 

貸
 

4>」
 

ば、
 

人
 

SP
 

時
に
 

新
し
い
 

米
で
 

返
さ
れ
る
、
 

冥
加
 

を 
思
 

ふ
 

人
情
か
ら
 

何
程
 

か
御
禮
 

と
い
 

ふ 
意
で
 

利
子
が
 

附
 

せ
ら
れ
る
。
 

僅
少
の
 

賃
金
 

で
あ
る
が
 

積
め
ば
 

相
當
の
 

額
に
 

な
ろ
。
 

今
日
 

を 
負
債
に
 

惱
む
 

隣
人
に
 

貸
す
 

と
き
 

は、
 

無
利
子
で
 

も 
保
管
の
 

方
法
 

こ 
、い
 

配
 

はな
，：
， 

鴛
 

時
の
 

習
慣
で
 

一 
割
か
ら
 

一 
割
 

五
分
 

も 
貰
へ
 

ろ 
時
 

も 
あ
る
。
 

利
益
 

を
 

眼
目
と
 

せ
ず
 

窮
境
に
 

同
^
し
た
 

貸
付
 

は 

— お 一 



案
外
 
返
濟
は
 
正
確
で
 
あ
ろ
。
 
僅
少
の
 
田
地
の
 
作
德
 米
と
、
 

曰 常
の
 
勤
 勞
の
牧
 
得
 並
に
 
賃
錢
は
 
少
額
で
あ
っ
て
 
も、 

次
第
 

に
相
當
 
多
額
と
 
な
ろ
。
 

伯
父
の
 
宅
よ
り
 
歸
ら
れ
 
た
の
 
は 何

年
で
 
あ
ろ
 
か
記
錄
 
は
な
い
。
 
金
錢
 出
納
 
は 文

化
 
二
 年
分
か
ら
 
あ
ろ
 
け
れ
ど
も
、
 

同
 

年
分
 
は 僅

少
の
 
記
錄
 
で
あ
り
、
 
翌
 文
化
 
三
年
 卽
ち
 
1 一十 歳

の
 
時
に
 
到
っ
て
 
俳
句
の
 
句
 料
、
 
芝
居
、
 
伊
勢
 講
、
 
無
盡
、
 
其
 

他
 貸
借
 關
 係
が
 
甚
だ
 
明
細
と
 
な
っ
て
 
居
る
 
か
ら
、
 
伯
父
に
 
信
託
し
た
 
經
濟
を
 
引
取
っ
た
 
こ
と
が
 
明
瞭
で
 
あ
ろ
。
 
尤
も
 
文
 

化
 六
 年
 1 一

十
三
 歳
の
 
年
に
 
到
っ
て
 
帳
簿
の
 
名
前
が
 
初
め
て
 

一 ー宫 金
次
郞
 
と
な
っ
て
 
居
て
、
 
そ
れ
ま
で
 
は 銀

 右
衛
門
と
 
あ 

ろ
が
、
 
そ
れ
 
は 大

凡
 
當
分
 前
代
の
 
名
前
 
を 踏

襲
す
 
ろ 例

に
 
よ
っ
た
 
も
の
と
 
思
 は
れ
る
。
 
而
し
 
て
こ
の
 
文
化
 
三
年
 
は
傳
說
 

I 
ふくす みま さえ 

お 

に
い
 
ふ
 所
の
 
「
二
十
歳
の
 
正
 河
 を 自

宅
で
 
歳
 を
 越
え
た
」
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
に 合

致
す
 
る。 

福
 住
 正
 兄
 翁
の
 
話
と
 
し
て
 
傳
へ
 

^ 

ら
れ
る
 
「
十
九
 
歳
の
 
時
に
 
最
早
 
伯
父
の
 
家
に
 
は
 居
な
か
っ
た
」
 
と
い
 
ふ 事

に
 
も 思

 ひ
 合
さ
れ
る
。
 
然
 ら
ば
 萬
 覺
帳
は
 
そ 

れ
 か
ら
 書
き
初
め
た
 
と
稱
し
 
得る，。 

併
し
 
未
だ
 
獨
身
 
で
あ
ろ
 
か
ら
、
 
常
に
 
自
宅
で
 
寢
食
 
を
し
て
 
居
ら
れ
た
 
と
け
 
考
へ
得
 

ら
れ
 
な
い
、
 
而
 し
て
 
三
十
 
一 歳

で
 
始
め
て
 
妻
を
迎
 
へ ら

れ
た
 
事
と
、
 
夜
話
の
 
中
に
 
も 確

か
に
 
養
 ひ
 得
る
 
ま
で
 
妻
 を 娶

ら
な
 

ハ の
が
よ
 
い
と
 
敎
 
へ
ら
れ
た
 
の を 聯

想
 
す
れ
ば
、
 
村
內
の
 
家
々
 
に 在

っ
て
 
日 雇

 稼
 を
な
 
し、 

そ
の
 
求
め
な
 
き
 曰
に
 
砂
埋
 

地
 六
 反
 八
 畝
 歩
 を 開

墾
し
、
 
或
は
 僅
少
の
 
所
有
地
 
を 耕

し
、
 
衣
食
 
は 雇

主
の
 
宅
に
 
て 過

し
 
餘
 財
と
 
作
德
 米
と
 
を
 困
窮
 
人
 

に 貸
付
け
 
て 蓄

積
し
た
 
の
が
 
累
次
 
大
を
 
な
す
に
 
至
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

尤
も
 
伯
父
の
 
宅
に
 
寄
食
し
た
 
時
、
 
家
財
 
殘
品
 
を
賨
 却
し
、
 
之
 を
 貸
付
け
 
て
あ
っ
た
 
が、 

宅
地
に
 
近
い
 
田
地
に
 
境
界
 
問
 

A 



題
が
 
生
じ
、
 

一
部
 辨
 償
の
 
餘
 儀
な
 
き 談

判
 
を 受

け
、
 
誠
に
 
孤
兒
の
 
悲
し
 
さ を 味

 ひ
つ
 
、
も
殘
 
り
の
 
三
兩
ニ
 
歩
で
 
田
地
 
九
 

畝
 拾
 歩
 を
請
戾
 
し
た
 
は 同

じ
 
一 一十 歳

の
 
時
で
 
あ
ろ
。
 
砂
埋
 
地
所
と
 
宅
地
と
 
總
 計
し
て
、
 

一 一十 
一 歳
の
 
文
化
 
四
 年
に
 
は 作

 

德
米
 
十
三
 
俵
餘
、
 
貸
付
 米
 七
 俊
餘
、
 
貸
金
 
三
 歩
と
 
い
ふ
 
資
產
 が
出
來
 
た。 

こ
れ
 
は 大

體
に
 
於
て
 
祖
先
の
 
遣
 財
 を 復

興
し
 

こ
れ
に
 
勤
勞
の
 
所
得
 
を 加

へ
 
た
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
雨
來
獨
 
身
の
 
精
勤
 家
が
、
 
田
地
 
及
 米
 金
の
 
作
德
 利
殖
 
は 自

然
に
 
積
ん
で
 

嗜
 益
し
た
。
 
爾
後
 年
々
 
の
萬
覺
 
帳
に
 
見
え
て
 
居
ろ
 
の は 次

の
 
通
り
で
 
あ
ろ
。
 

文
化
 

四 
年 

五 年 

六 年
 

歲 

二
十
 

ニ
歲
 

二十 一 11 歳 

七 年 八 年 

二
十
 四
歲
 

二十
 

五 
歳
 

作
德
十
 

11 一俵 

, 同 
十 

俵
 

六 
斗
 

11 一升
 

同 
十一 一一 俵 

一斗 

小
作
米
 
拾 九 俵

 

貸
付
 
米 

七
俵
餘
 

へ 同 
米 六 俵

 

^
 

金
八
兩
 

甙
朱
餘
 

へ 同 
米
 11. 一俵 

, 
金
八
兩
 

二
分
 

二 
朱
 

同 
米 五 俵

 

賃
金
 
1 一一 分 

耠
 金
三
兩
 
二
分
 貳
百
文
 

同 
一一 一 兩 二

分
 五 百

 文 

^
德
 I
f
 お
 T
+
l
u
t
 
 (
古
 ®
 金 十一 一一 兩 三

分
 餘
 

作
馎
米
 
 

一 0 
一 
 

斗
ニ
ヂ
 

\醉
 

まき
.^
 

暖三
 

へ^
 

/新
 

貧
 

金
九
兩
 

11 一分
 

八
朱
餘
 

小
作
米
 

111 十
 111 俵

 U1 斗
 

古 貸
 七
兩
餘
 
 

耠
 金
四
兩
 

:
8
 
又
は
 
賃
金
と
 
作
德
 米
と
 
を 積

む
 
時
 は、 

年
々
 
財
貨
 
は
增
 加
す
 
ろ、 

二
十
 
三
 歲
の
時
 
田
地
 甙
反
八
 
畝
 廿
八
歩
 
を 買

 

人
れ
、
 

一 一十 五
 歳
で
 
は
 更
に
 
參
反
贰
 
畝
 甙
拾
壹
 
歩
 を
買
戾
 
し
た
の
で
、
 
總
計
 
田
畑
 
壹
町
四
 
反
 五
 畝
廿
壹
 
歩
と
 
な
っ
た
。
 

前
の
 
表
 中
 小
作
米
 
三
十
 
三
 俵
 三
 斗
 は
こ
れ
 
で
 出
 所
が
 
明
か
と
 
な
る
。
 
而
 し
て
 
懷
 中
に
は
 
相
 當
の
金
 
錢
が
貯
 
へ
ら
れ
て
 
居
 

た
で
 
あ
ら
う
、
 

七. 年
 六
月
 
廿
 八
日
 
富
 士
 登
山
、
 
同
年
 
十
月
 
七
日
 
出
發
十
 

一 月
廿
 
四
日
 
歸
 宅
で
 
伊
勢
 參
宫
、
 
こ
の
 
外
 京
都
、
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大
阪
、
 

金
 

比
羅
、
 

高
 

野、
 

吉
野
、
 

奈
良
等
 

を
巡
拜
 

し
た
。
 

いへ
 

ふ 
しん
よ 

ろづ
 

ひか
へ 

ちゃ
 

5 
ま
た
 

こ
の
 

年
 

十
 

1 
1 月
吉
 

曰
と
 

あ
る
 

「
家
 

普
請
 

萬
 

控
 

帳
」
 

が
あ
っ
て
、
 

人
夫
 

五
十
人
、
 

職
人
 

十
 

一 
一人
、 

繩
竹
藁
 

等
 

諸
 

人
 

用
 

參
分
贰
 

朱
 

錢
壹
貰
 

六
 

百
 

四
拾
參
 

文
と
 

米
 

五
 

升、
 

酒
 

一
斗
 

贰
升
 

な
ど
と
 

記
し
て
 

あ
ろ
が
、
 

こ
れ
 

は 
家
 

根
の
 

葺
替
 

と
認
 

む
べ
 
き
で
 
あ
ろ
。
 

更
に
 

覺
帳
を
 

繰
返
し
て
 

見
ろ
 

と
こ
の
 

年
に
 

は 
小
 

田 
原
 

行
が
 

甚
だ
 

多
く
、
 

湯
錢
 

と
い
 

ふ
の
 

が
 

始
め
て
 

見
え
る
 

か
ら
、
 

小
 

田 
原
に
 

宿
泊
し
た
 

こ
と
が
 

明
瞭
で
 

あ
る
。
 

ま
た
 

當
時
 

先
生
の
 

作
德
 

米
販
寶
 

の
ぎ
、
 

小
 

田 
原
の
 

米
穀
 

商
武
 

松
屋
に
 

往
來
 

し、
 

自
家
の
 

米
の
 

み
な
ら
ず
 

村
民
の
 

米
の
 

販
賫
も
 

委
託
さ
れ
、
 

小
 

田 
原
 

町
內
に
 

交
涉
も
 

あ
り
 

往
復
 

も 
多
く
な
 

つ
た
。
 

小
 

田 
原
へ
 

は 
約
 

二
 

里
の
 

村
で
 

あ
る
か
ら
、
 

小
 

田 
原
に
 

て 
日 

雇、
 

仲
間
 

其
 

他
の
 

勞
務
 

に
從
 

事
し
た
 

と
認
 

む
べ
き
 

で
あ
る
。
 

そ 

の 
中
に
 

「
川
 

島
 

伊
 

兵
衞
樣
 

よ
り
 

渡
る
」
 

「又
 

七
 

殿
よ
り
」
 

な
ど
と
 

あ
る
か
ら
、
 

小
 

田 
原
 

藩
邸
に
 

雇
 

は
れ
 

た
 

と 
判
 

斷
し
得
 

る，
 

卽
ち
 

一
方
に
 

自
家
 

獨
 

立
の
 

經
營
 

を
な
 

す
と
 

共
に
、
 

日 
雇
賃
の
 

高
い
 

小
 

田 
原
 

藩
邸
に
 

出
 

人
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

積
 

小
 

爲
大
の
 

道
理
に
 

よ
っ
て
、
 

一 
家
獨
 

立
に
 

專
 

念
し
た
 

と
は
い
へ
、
 

單
 

な
る
 

蓄
財
 

行
爲
を
 

以
て
 

滿
足
 

は
し
な
か
っ
た
、
 

村
 

內
に
は
 

先
生
の
 

往
時
に
 

讓
ら
ぬ
 

困
窮
 

人
 

も 
あ
り
、
 

ニ
宫
 

一
族
 

中
に
は
 

潰
 

家
と
 

な
り
つ
，
 

1 あ
ろ
の
 

も
あ
っ
た
、
 

こ
れ
に
 

對
 

し
て
 

應
 

分
の
 

助
成
 

を
し
て
、
 

亡
父
 

母
の
 

在
り
し
日
の
 

困
窮
 

を
 

追
憶
し
た
 

と
い
 

ふ 
話
 

は、
 

富
 

田 
翁
 

始
め
 

門
人
 

諸
氏
の
 

屢
ょ
 

聞
い
た
 

と
い
 

ふ
こ
 

と
で
 

あ
る
。
 

旣
に
 

記
し
た
 

通
り
 

僅
少
な
が
ら
 

も 
貸
付
 

米
 

金
が
 

あ
ろ
、
 

こ
れ
 

も 
同
情
の
 

結
果
に
 

出
た
 

貸
付
が
 

多
い
 

こ
と
 

は、
 

櫻
 

町
へ
 

移
轉
の
 

節
集
錄
 

せ
ら
れ
た
 

貸
附
 

帳
の
 

奥
 

書
に
 

も 
見
え
ろ
 

通
り
で
 

あ
ろ
。
 

ま
た
 

先
生
 

は 
幼
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少
の
 

節
、
 

草
鞋
 

を
 

作
っ
た
 

僅
少
の
 

錢
を
 

以
て
 

酒
 

を
 

求
め
、
 

病
 

父
に
 

勸
 

め
た
 

時
の
 

害
 

悅
の
狀
 

は、
 

終
生
 

忘
れ
 

難
く
 

し
て
、
 

少
年
 

時
代
に
 

も 
面
 

窮
人
を
 

救
 

は
ず
に
 

は 
居
れ
な
か
っ
た
 

と
の
 

話
で
 

あ
り
、
 

困
窮
の
 

味
 

は
し
 

み
ん
、
 

と 
味
へ
 

た
と
の
 

事
で
 

あ
っ
た
。
 
 

. 

斯
く
 

一 
 

家
獨
 

立
に
 

餘
念
 

な
き
 

間
に
 

も、
 

恤
窮
 

助
成
 

は 
怠
ら
ず
、
 

曾
 

我
の
 

祖
母
の
 

家
 

は、
 

祖
父
の
 

死
亡
の
 

頃
と
 

は 
様
子
 

變
り
、
 

次
第
に
 

衰
微
し
た
 

の
で
、
 

弟
の
 

養
育
 

料
と
 

し
て
 

屢
ょ
 

送
金
し
た
。
 

而
 

し
て
 

祖
母
へ
の
 

小
遣
錢
 

及
び
 

藥
代
 

と
し
て
 

金
壹
兩
 

を 
送
 

つ
た
こ
と
 

も 
あろ
。 

註、
 

富 
次
郞
は
 

文
化
 

四 
年
 

先
生
 

サ 
歳
の
 

年
 

九 
歳
で
 

歿
し
た
、
 

非
常
に
 

穎
悟
で
 

あ
つ
た
の
で
 

先
生
 

は 
後
年
 

s
i
 

之
ぁ
惜
 

み
相
當
 

役
立
 

つ
も
の
で
 

あ
つ
た
と
 

話
さ
れ
た
 

と 
門
人
の
 

間
に
 

傳
 

へ
ら
れ
た
。
 

小
 

田 
原
 

藩
に
 

出
 

人
し
た
 

話
 

は
 

色
々
 

傳
 

へ
ら
れ
て
 

厣
 

る
が
、
 

全
集
 

中
よ
り
 

根
本
 

資
料
と
 

し
て
 

見
出
す
 

に 
は、
 

萬
覺
 

帳
の
 

研
究
 

を 
第
 

一 
と
す
る
 

も、
 

廿
五
 

歳
の
 

頃
よ
り
 

小
 

田 
原
へ
 

肥
 

代
が
 

拂
 

は
れ
て
 

居
る
、
 

そ
れ
が
 

通
じ
て
 

藩
士
の
 

宅
で
 

あ
る
、
 

學
 

問
 

慾
の
 

旺
盛
な
 

先
生
 

は、
 

擧
 

問
に
 

緣
由
 

多
き
 

藩
士
の
 

邸
に
 

出
 

人
し
、
 

薪
を
賣
 

り、
 

肥
を
賈
 

つ
た
、
 

而
 

し
て
 

そ
れ
が
 

服
 

部
と
 

の
緣
を
 

結
ん
だ
、
 

前
述
の
 

如
く
 

文
化
 

八
 

年
か
ら
 

始
ま
り
、
 

次
で
 

服
 

部
 

家
に
 

出
 

人
し
た
 

の
は
翌
 

文
化
 

九
 

年
 

二
十
 

六
 

歳
か
ら
 

で
あ
る
。
 服

 
部
 

家
に
 

住
み
込
ん
だ
 

目
的
 

は
單
 

な
る
 

給
金
 

取
で
は
な
か
っ
た
。
 

當
時
旣
 

に 
壹
町
五
 

反
歩
の
 

地
主
で
 

あ
る
、
 

新
興
の
 

精
神
に
 

富
ん
だ
 

先
生
の
 

胸
に
 

は、
 

別
の
 

望
が
 

燃
え
て
 

居
た
。
 

こ
れ
に
 

關
 

し
て
 

は 
幸
に
 

幅
 

の
 

「
二
宮
 

翁
 

略
傳
」
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中
に
 
見
え
て
 
居
ろ
。
 

小
 田 原

に
 
到
る
、
 
藩
の
 
閥
 家
の
 
服
 部
 氏
に
 
三
男
 
あ
り
、
 
皆
 能
く
 書
を
讀
 
む、 

翁
 之
 を 見

て
 
心
 竊
に
之
 
を 喜

び
、
 
請
 

う
て
 
象
 僕
と
 
な
ろ
，
 
夜
 は
輙
ち
 
其
の
 
讀
 書
の
 
傍
に
 
坐
し
 
之
を
聽
 
い
て
 
倦
ま
ず
、
 
逮
に
 
四
書
に
 
通
じ
、
 
能
く
 
之
 を
喑
記
 

し、 
叉
 請
う
て
 
三
 子
 往
事
の
 
僕
と
 
爲
ろ
。
 
至
れ
ば
 
卽
ち
 
講
堂
の
 
窓
 下
に
 
立
ち
、
 
竊
 か
に
 
講
義
 
を
聽
 
き、 

略
文
 義
に
通
 

ず。
 

(元
 

漢文
) 

先
生
が
 
憧
憬
の
 
的
た
 
ろ
學
^
 
の 希

望
 
は、 

服
 部
の
 
若
黨
 
と
な
ら
 
し
め
た
の
 
で
あ
る
。
 

而
 し
て
 
文
化
 
九
 年
 二
十
 
六
歲
の
 

けいてんよ 
レ 

覺
帳
中
 

一 一月 
一 日

の
 
條
に
 
「
經
典
 餘
師
」
 
を 金

 一 一 朱
で
 
買
 人
れ
 
て あ

ろ
。
 
そ
れ
 
は 四

書
 孝
 經
詩
經
 
等
の
 
俗
解
な
る
 
が、 

小
 W 原

の
 
藩
學
 
は、 

忠
眞
 公
の
 
代
に
 
至
っ
て
 
開
か
れ
た
 
も
の
で
、
 
藩
の
 
靑
年
は
 
始
め
て
 
經
 書
の
 
公
式
 修
學
が
 
始
め
ら
れ
 

た
當
 時
で
 
あ
ろ
。
 
小
 田 原

に
 
於
け
 
ろ 文

敎
の
 
興
隆
と
、
 
先
生
の
 
非
公
式
 
舉
習
 
と
が
 
服
 部
 家
の
 
若
黨
 
と
な
ら
し
 
め、 

後
に
 

^
家
の
 
钍
 法
に
 
從
事
 
す
ろ
 
因
緣
が
 
此
處
に
 
生
じ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

服
 部
 家
に
 
人
っ
た
 
の は 文

化
 
九
 年
な
 
ろ こ

と
 
は、 

こ
の
 
年
の
 
歲
 中
萬
控
 
帳
の
 
中
に
、
 
服
 部
 家
の
 
用
人
 
關
屋
周
 
助
の
 
名
 

が
 あ
り
、
 
特
に
 
給
金
の
 
條
に
 
「
春
 渡
り
」
 「
秋
 渡
り
」
 「
半
紙
 
壹
 束
關
屋
 
氏
よ
り
」
 
等
の
 
覺
 書
が
 
あ
ろ
。
 
ま
た
 
先
生
が
 
服
 部
 家
 

の
若
黨
 
と
し
て
の
 
呼
名
た
 
ろ 林

葳
の
 
名
が
 
見
え
 
始
め
る
、
 
服
 部
 家
 奉
公
の
 
確
實
 
な
證
據
 
で
あ
る
。
 
先
生
が
 
後
年
 
服
部
淸
 

兵
衞
へ
 
遣
し
た
 
書
狀
 
中
天
 
保
 七
 年
 正
 H 十

六
 
日
と
 
判
定
し
 
得
る
 
も
の
が
 
あ
る
。
 
そ
の
 
中
に
 
「
二
十
 
五
ケ
 
年
 以
前
 
御
 年
 十
 

八
 歲
の
鉀
 
時
よ
り
 
治
レ
身
 
治-一 御

 象
 一 終

に
 
治
 Ji と

の
 
吹
 第
 種- ̂

粽
々
 
御
 傳
授
申
 
上
 置
 候
處
」
 

と あ
ろ
の
 
は、 

こ
の
 
文
化
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九
 年
に
 
相
當
 
す
る
。
 

W
 し
こ
の
 
こ
と
 
は、 

世
に
 
傳
 ふ
ろ
 
服
 部
 家
の
 
钍
 法
の
 
年
で
 
は
な
い
、
 
服
 部
 家
の
 
仕
 法
 は 文

化
 
十
一
 
年
頃
よ
り
 
話
が
 
始
 

ま
り
、
 
翌
 十
二
 
年
の
 
二
十
 
九
 歳
の
 
時
に
 
立
案
し
た
 
が、 

仕
 法
擔
當
 
者
が
 
案
の
 
通
り
 
實
 行
が
 
出
 來
ず
、
 
終
に
 
文
化
 
十
 叫-年 

に
依
賴
 
が
あ
っ
て
、
 
翌
文
政
 
元
年
 
三
十
 
一 一

歳
で
 愈
よ
 
引
受
け
た
 
の
で
あ
っ
て
、
 
委
細
 後
 節
に
 
述
 ぶ
る
 
通
り
で
 
あ
る
。
 
翌
 

文
化
 
十
 年
 四
月
 
中
^
に
 
は 小

 田 原
で
 
發
 病
し
、
 
堤、 

堀、 
岡
 本
 等
の
 
診
療
 
を 受

け
、
 
五
月
 
末
ま
で
 
服
藥
 
し
た
、
 
翌
十
 

1. 

年
に
 
も 亦

 病
み
、
 
九
月
 
十
三
 
日
か
ら
 
同
廿
 
四
日
ま
で
、
 

小
 笹
玄
貞
 
の 藥

を
用
 
ひ
た
。
 

服
 部
 家
の
 
若
黨
 
と
な
っ
て
も
、
 
時
々
 
ぎ
 山
へ
 
歸
り
 
家
事
 
を
處
理
 
し
た
 
こ
と
 
は、 

そ
の
 
萬
覺
帳
 
中
に
 
栢
 山
に
 
於
け
 
る 出

 

人
が
 
瓖
 
i 見

え
て
 
居
ろ
。
 
服
 部
 家
の
 
奉
公
が
 
何
年
ま
で
 
續
 い
た
か
 
は 明

記
し
て
 
は
な
い
 
け
れ
ど
も
、
 
文
化
 
十
二
 
年
ま
で
 

の 出
 人
 帳に. 服

 部
 家
よ
り
 
給
金
 
を
 受
取
り
、
 
文
化
 
十
三
 
年
に
 
は 全

く
 
缺
け
 
「
肥
 控
覺
」
 
と
い
 
ふ
の
 
が
 あ
る
。
 
而
 し
て
 
十
 

一 一年 書
類
 中
に
は
、
 

「服 部
 樣
御
臺
 
所
 諸
 勘
定
 
之
覺
」
 が
あ
っ
て
、
 

一 應
出
人
 
勘
定
 
を
濟
 ま
せ
た
 
と 見

ろ
 
ベ
 き
で
 
あ、 る。 

依
て
 
按
ず
ろ
 
に 文

化
 
十一 

一 一年 一 一
月
に
 
暇
 を 得

た
 
も
の
で
 
あ
ら
う
。
 

タ 
T 一  か 
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尤
も
、
 
「
御
 家. 政

 御
 取
 遣
 
趣
 
法
 
帳
」
 
の 
「
文
化
 
十
二
 
年
 二
月
 
吉
曰
」
 

と あ
ろ
 
日
附
 
か
ら
、
 
服
 部
 家
の
 
仕
 法
力
 
始
ま
つ
 

た
と
 
考
へ
 
得
ろ
 
け
れ
ど
も
、
 

こ
れ
 
は 後

に
 
證
明
 
す
る
 
所
 あ
ろ
が
 
如
く
、
 
ま
た
 
そ
の
 
帳
簿
に
 
記
さ
れ
た
 
如
く
に
 
「
有
 鉢
 中
 

勘
 組
立
 
差
 上
申
 候
」
 
と あ

る
 
通
り
、
 
服
 部
 家
き
 
身
が
 
實
行
 
せ
ん
と
す
 

る 仕
 法
案
で
あ
っ
て
、
 
先
生
が
 
引
受
け
て
 
處
理
し
 

た
の
 
は 文

化
 
十
五
 
年
 
(
文
政
 
ー兀 年

)
 
の 事

で
 
あ
る
。
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先
生
 

は 
斯
く
て
 

文
化
 

十
三
 

年
 

三
十
 

歳
に
 

し
て
 

一 
應
 

自
宅
に
 

歸
り
、
 

弟
の
 

s
i
r
 

文
化
 

八
 

年
か
ら
 

に 
來
て
先
 

生
の
 

代
理
と
 

し
て
 

川
 

普
請
に
 

も 
出
 

役
し
、
 

同
 

十
一
 

年
に
 

は
廿
五
 

歳
で
 

愈
よ
 

曾
 

我
か
ら
 

歸
 

つ
て
 

来
て
,
 

§
 

で
 

働
い
た
。
 

次
 

で
 

十
三
 

年
に
 

は 
始
め
て
 

兄
弟
 

一 
象
に
 

在
っ
た
 

が、
 

親
族
の
 

協
議
の
 

結
果
 

友
 

吉
は
萬
 

兵
衞
，
 

の
 

本
家
た
 

る 
三
 

郞
左
衞
 

門
の
 

§
 

式
 

を
相
繽
 

す
る
 

こ
と
 

i 
な
り
、
 

先
生
 

は
 

自
宅
の
 

耕
作
に
 

從
 

事
し
、
 

質
 

地
の
 

田
地
 

を
買
戾
 

し
た
。
 

翌
 

文
化
 

十
四
 

年
 

三
十
 

一 
歳
に
 

し
て
 

妻
 

を
迎
へ
 

一
家
 

獨
立
を
 

完
成
す
 

る 
こ
と
 

A 
な
っ
た
、
 

妻
 

は 
隣
村
 

堀
之
內
 

村
の
 

中
島
 

彌
 

野
右
衞
 

門
の
 

娘
 

「
き
の
」
 

と
稱
 

し、
 

當
年
ー
 

一 十
 

歳
で
 

あ
つ
 

た。
 

こ
の
 

彌
野
 

右
衛
門
の
 

長
男
 

m
i
 

は 
服
 

部
 

家
に
 

雇
 

は 

れ
た
 

仲
間
で
あ
っ
て
、
 

先
生
 

は 
文
化
 

十
 

年
か
ら
 

そ
の
 

依
頼
に
 

よ
り
 

借
財
 

憨
理
 

を
な
 

し
つ
 

A 
あ
っ
た
 

間
柄
で
 

あ
ろ
。
 

婚
^
 

は 
一 

一月
 

廿
 

八
日
に
 

行，
 

は
れ
た
。
 

g
、
 
 

二
月
 

二
十
 

七
日
に
 

多
く
の
 

食
料
品
 

買 
入-
か 

ぁリ
、 

同 
二
十
 

九
日
に
 

酌 
祝、
 

御
寺
へ
 

祝、
 

堀
 

之
內
へ
 

ぜ
ん
す
 

等
の
 

文
字
が
 

見
え
 

ろ
か
ら
 

斯
 

く
判
斷
 

すろ
。 

而
し
 

て
こ
の
 

文
化
 

十
四
 

年
に
 

は 
先
生
の
 

支
拂
 

金
額
 

八 
拾
 

壹
兩
贰
 

分
 

餘
七
拾
 

七
兩
餘
 

と
な
っ
て
 

居
ろ
、
 

之 
^
概
算
 

金
貨
と
 

し
て
 

現
下
の
 

千
 

八 
百 

贰
拾
阒
 

位
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

相
當
の
 

生
活
力
が
 

出
來
て
 

居
た
。
 

さ
て
 

先
生
 

は
こ
の
 

十
二
月
に
 

服
 

部
 

家
の
 

懇
囑
 

に
よ
っ
て
 

仕
 

法
 

引
受
 

を
 

約
束
し
、
 

翌
 

文
政
 

元
年
よ
り
 

一 
ヶ
月
 

中
 

多
き
 

は 

一 
一十
一 

一日
 

間
 

も 
詰
 

切
り
で
あ
っ
た
、
 

「
き
の
 

女
」
 

は
こ
の
 

留
守
中
に
 

所
有
 

田
畑
 

一 
部
の
 

耕
作
 

を
な
 

し、
 

象
 

政
 

を 
取
 

行
 

は
ね
 

ば
な
ら
 

な
か
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

先
生
 

は 
仕
 

法
 

中
 

給
金
と
 

て
 

は 
受
け
な
か
っ
た
。
 

翌
年
 

正
月
 

十
八
 

日
に
 

生
れ
た
 

德
太
郞
 

は 
二 

ほ 
一 

一
日
に
 

死
亡
し
た
、
 

「
き
の
 

女
」
 

は 
漸
く
 

先
生
に
 

望
み
 

を 
失
っ
た
、
 

到
底
 

將
來
 

を
賴
 

む
に
 

足
ら
ぬ
 

と
考
 

へ、
 

離
別
 

を 
要
求
 



し
た
 

先
生
 

は 
そ
れ
に
 

は 
強
い
 

執
着
は
な
か
っ
た
 

か
も
 

知
れ
ぬ
 

が、
 

結
婚
 

以
來
 

何
！
 

つ 
新
調
 

も
せ
ず
、
 

慰
め
ろ
 

こ
と
 

も 

出
來
 

な
か
っ
た
、
 

そ
こ
で
 

「
き
の
 

女
」
 

に 
向
っ
て
、
 

せ
め
て
 

畑
に
 

棉
を
 

蒔
い
て
 

欲
し
い
だ
 

け
の
 

反
物
で
 

も 
織
っ
て
 

携
へ
歸
 

れ
 

よ
と
 

言
っ
た
 

が、
 

永
く
 

居
れ
ば
 

そ
れ
だ
け
 

損
で
 

あ
る
と
 

振
 

切
っ
て
 

歸
っ
 

た
と
 

傳
 

へ
ら
れ
ろ
 

が、
 

「
き
の
 

女
」
 

に 
は 

先
生
 

の 
眞
價
が
 

諒
解
 

出
来
な
か
っ
た
 

の
で
 
あ
る
。
 
 

. 

こ
れ
 

は 
實
は
服
 

部
 

家
の
 

仕
 

法
の
 

影
響
で
 

あ
る
か
ら
、
 

服
 

部
 

家
で
 

は
氣
の
 

毒
が
 

り、
 

御
上
 

女
中
と
 

し
て
 

雇
人
れ
 

て 
ac
l 

た
 

「
波
 

子
」
 

を
勸
 

め
た
。
 

先
生
 

も 
「
波
 

子
」
 

も 
承
知
し
た
 

が、
 

「
波
 

子
」
 

は
當
時
 

十
六
 

歳
で
あ
っ
た
。
 

先
生
 

は 
三
十
 

四
 

歳
で
 

あ
つ
た
、
 

「
波
 

子
」
 

の 
父
 

は 
年
齢
の
 

相
違
 

を 
恐
れ
て
、
 

御
主
人
の
 

勸
誘
 

で
は
 

あ
る
が
 

と
い
っ
た
 

が、
 

「
波
 

子
」
 

は 
服
 

部
の
 

旦
 

那
樣
の
 

仰
に
 

は 
「
金
 

次
郞
 

な
ら
ば
よ
 

い」
 

と
の
 

御
 

話
で
 

あ
る
と
 

言
っ
て
 

結
局
 

話
が
 

纏
ま
り
、
 

文
政
 

一二
 

年
 

四
月
 

二
日
 

婚
儀
 

が
 

執
行
 

せ
ら
れ
た
。
 

こ
の
 

「
波
 

子
」
 

こ
そ
 

後
年
 

「
歌
 

子
 

夫
人
」
 

と
し
て
、
 

內
 

助
の
 

功
の
 

多
か
っ
た
 

賢
夫
人
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

文
政
 

三
年
の
 

調
に
 

よ
れ
ば
 

所
有
 

田
地
 

三
 

町
 

八
 

反
 

九
 

畝
 

七
 

歩
と
 

あ
る
、
 

卽
ち
 

此
處
に
 

全
く
 

一 
 

家
 

は 
復
興
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

二
 

本
家
の
 

復
與
發
 

願
 

一 
家
の
 

獨
 

立
が
 

未
だ
 

緖
に
 

就
か
ざ
る
 

以
前
に
、
 

旣
に
 

先
生
 

は 
本
家
の
 

復
與
を
 

企
て
ら
れ
 

た。
 

而
し
 

て
こ
の
 

復
與
 

こ
そ
 

は
實
に
 

報
德
仕
 

法
の
 

根
元
 

を
爲
す
 

も
の
で
あ
る
。
 

時
 

は 
文
化
 

二
 

年
、
 

先
生
 

未
だ
 

家
に
 

歸
ら
 

ざ
る
 

十
九
 

歳
の
 

若
い
 

時
の
 

事
で
 

あ
る
。
 

本
家
 

再
與
 

と
い
 

ふ
 

大
き
な
 

企
 

圖
を
發
 

表
せ
ら
れ
た
。
 

一 
一
宮
の
 

一 
族
總
 

じ
て
 

十
三
 

軒
、
 

而
 

し
て
 

總
本
象
 

を 
伊
右
衛
門
と
 

い
ふ
、
 

伊
豆
の
 

伊
東
の
 

一 
族
 

曾
 

我
祐
之
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の 
子
孫
 

1 
一宮
 

太
 

郞
を
祖
 

と
し
、
 

一 
村
の
 

舊
家
 

で
あ
り
 

家
 

祿
も
亦
 

全
 

村
を
壓
 

し、
 

萬
 

治
 

元
年
 

(
將
軍
 

家
 

網
の
 

代)
 

の 
水
 

帳
に
 

は 
W 

畑
 

合
計
 

六
 

町
 

四
 

段
 

四
 

畝
 

拾
 

七
 

歩
と
 

あ
る
。
 

斯
 

i 
る 

資
產
家
 

も 
消
費
の
 

智
を
 

得
て
 

生
 

產
の
才
 

を
 

喪
 

ひ、
 

陰
 

德
消
盡
 

し ほん. n んけ 5- しゃ 5 

て 
極
度
に
 

衰
 

貧
に
 

陷
り
、
 

最
後
の
 

當
主
 

義
兵
 

衞
は
 

住
宅
 

さ
へ
 

も
な
 

く、
 

祖
先
の
 

遶
 

立
し
た
 

藥
師
 

堂
に
 

住
し
、
 

本
然
 

惠
性
 

しゃ
み 沙
 

彌
と
稱
 

し、
 

近
鄕
を
 

托
鉢
し
て
 

居
た
 

が、
 

老
い
て
の
 

後
 

は 
一 
族
 

五
人
組
 

順
番
に
 

一 
飯
 

を 
贈
り
、
 

寛
 

政
 

九
 

年
 

正
月
 

六
日
 

に 
示
 

寂
し
た
、
 

先
生
 

正
に
 

十
一
 

歲，
 

の
 

時
で
あ
っ
た
、
 

爾
來
 

先
生
の
 

兩
親
は
 

病
歿
し
、
 

一
族
 

亦
屢
々
 

災
に
遇
 

ひ、
 

數
 

多
の
 

亡
靈
は
 

分
家
 

一 
統
其
外
 

親
族
に
 

至
る
 

ま
で
 

祟
り
 

を
な
 

す
と
 

傳
 

へ 
ら
れ
、
 

藥
用
 

加
持
 

祈
禱
 

種
々
 

雜
用
相
 

嵩
み
、
 

一 
同
 

困
憊
 

を 
極
め
て
 

居
た
 

が、
 

誰
 

一
人
 

本
家
 

を
 

再
興
し
て
 

そ
の
 

靈
を
 

慰
め
、
 

一
族
 

安
住
の
 

基
 

を
 

開
か
う
 

と 
は
し
な
か
っ
た
。
 

然
る
に
 

文
化
 

一 
一年
 

十
九
 

歳
の
 

先
生
 

は
 

未
だ
 

一 
身
の
 

獨
立
さ
 

へ 
そ
の
 

緖
に
 

就
か
ざ
る
 

に 
拘
ら
ず
 

こ
の
 

大
願
 

を
發
 

し
た
。
 

お 

先
生
の
 

自
筆
に
 

成
る
 

手
段
 

帳
に
 

よ
れ
ば
、
 

文
化
 

一 
一
年
に
 

至
り
、
 

「
ふ
と
」
 

心
附
 

い
た
の
 

は
賫
殘
 

屋
敷
 

稻
 

荷
の
 

社
 

地
が
 

荒
 

一 

地
の
 

如
く
に
 

な
っ
て
 

居
た
 

の
で
、
 

之
に
 

垣
圍
 

を
し
て
 

置
け
ば
、
 

竹
 

木
 

生
 

立
っ
て
 

相
 

當
の
资
 

財
 

を 
得
る
 

で
あ
ら
う
 

と、
 

正
 

せき
せ 

5 ゐ 
だ
い
 
 

- 

に 
積
 

小
 

爲
大
の
 

道
理
か
ら
の
 

歸
納
 

で
あ
る
。
 

竹
 

木
寶
却
 

代
金
 

は 
六
 

町
 

四
 

段
 

餘
の
本
 

象
の
 

根
元
の
 

资
產
に
 

比
し
て
 

は 
甚
だ
 

乏
し
い
 

が、
 

五
 

勺
の
 

菜
種
が
 

八
 

升
と
 

な
る
 

世
の
中
で
 

あ
る
と
 

て、
 

年
々
 

手
 

人
 

を
な
 

し、
 

案
外
 

生
 

立
っ
た
 

の
で
、
 

同
 

六
 

年
 

• 

二
十
 

三
 

歳
の
 

時
に
 

伐
 

取
っ
て
 

賫
拂
 

つ
た
 

所、
 

金
贰
 

朱
と
 

錢
五
百
 

七
十
 

文
と
 

な 
つ
た
 

「
始
め
て
 

一 
象
 

再
 

舆
の
善
 

種
 

を
 

生
 

じ、
 

そ
れ
よ
り
 

年
々
 

利
 

廻
 

致
し
」
 

と 
あ
る
。
 

元
金
 

は
壹
匁
 

五
圓
の
 

金
貨
と
 

し
て
 

四
圓
贰
 

拾
五
錢
 

位
に
 

も
當
 

ろ
べ
き
 

が
、
 

先
生
 

は
こ
れ
 

に 
自
分
の
 

所
有
 

金
 

三
分
と
 

錢
贰
百
 

八
 

拾
 

六
 

文
 

を
 

加
 

へ 
て 

金
 

壹
兩
卽
 

ち 
現
下
の
 

贰
拾
圓
 

と
し
て
 

善
 

種
 

を 
積
み
 



始
め
た
。
 

こ
の
 

積
 

立
 

は 
天
 

保
 

七
 

年
ま
で
 

樓
鑌
 

し
て
 

居
る
 

が
、
 

そ
れ
よ
り
 

先
 

文
政
 

五
 

年
 

櫻
 

町
へ
 

移
 

轉
の
際
 

全
部
 

之
 

を 
復
興
 

資
財
に
 

推
 

譲
せ
ら
れ
 

た。
 

そ
の
 

次
第
 

は 
「
本
家
 

伊
右
衛
門
 

一
家
 

再
 

與
相
續
 

手
段
 

帳
」
 

に 
明
記
さ
れ
 

て 
あ
る
。
 

而
 

し
て
 

本
 

象
 復
興
の
 
完
了
 
は
嘉
 
永
年
間
の
 
事
で
あ
っ
て
、
 
其
 間
 正
に
 
五
十
 
年
を
經
 
過
し
た
。
 
今
玆
 
に
は
發
 
願
よ
り
 
三
十
 
年
間
の
 
記
 

錄
の
 

中、
 

主
と
し
て
 

櫻
 

町
移
轉
 

ま
で
の
 

約
 

十
五
 

年
間
の
 

苦
心
の
 

大
要
 

を
 

略
叙
し
て
、
 

獨
 

立
の
 

時
代
の
 

錦
の
 

一 
片
を
展
 

ベ
 

て
 HWJ る こ

と
 

>! す
 る
。
 
 

,、 

註、
 

當 
時
の
 

一 
兩
は
金
 

四 
匁
で
 

あろ
。 

現
在
 

法
定
 

一 
匁
五
圓
 

と
す
れ
ば
 

贰
拾
圓
 

LL
 

當
リ
 

金
の
 

公 
買
價
拾
 

貳
圓
餘
 

と
す
れ
ば
 

約 
五 

拾
 

圓
 L1 も 相

 當
す
。
 

最
初
に
 
積
 立
て
た
 
壹
兩
 
は、 

帳
簿
の
 
上
で
 
利
 廻
り
 積
 立
 を
な
 
す、 

そ
の
 
運
用
 
は 先

生
の
 
總
 生
活
に
 
融
合
し
て
、
 
或
は
 

貸
付
け
 
或
は
 
地
代
と
 
な
る
 
が、 

運
用
し
た
 
場
合
に
 
無
利
子
の
 
事
が
 
あ
っ
て
も
、
 
本
家
 
再
興
の
 
善
 種
と
 
し
て
 
積
 立
て
た
 
金
 

に は 必
ず
 利
子
 
を
附
 
し
た
。
 
先
生
 
自
ら
 
案
外
の
 
大
金
と
 
な
っ
た
 
と 記

さ
れ
た
 
通
り
、
 
天
 保
 七
 年
末
の
 
合
計
 
金
 は 千

 五
 拾
 

四
兩
餘
 
と
な
っ
て
 
居
る
。
 
併
し
 
こ
れ
 
は 櫻

 町
 領
の
仕
 
法
 第一 

一期 完
成
 時
の
 
事
で
 
あ
る
。
 
文
政
 
五
 年
 三
十
 
六
 歳
に
 
し
て
 
櫻
 

町
へ
 
引
越
し
の
 
正
月
 
元
金
 
は 參

拾
壹
 
兩
貳
分
 
贰
朱
永
 
九
十
 
五
 文
弱
と
 
な
っ
て
 
居
る
。
 

、
壹
兩
 
よ
り
 
參
拾
 餘
兩
 
と
な
る
 
に は 普

通
の
 
方
法
で
 
は
 出
来
な
い
、
 
試
み
に
 
右
の
 
手
段
 
帳
 を 

一 覽
 す
れ
ば
、
 
文
化
 
八
 年
 

ま
で
 
は 唯

 利
 積
り
 
で
あ
る
が
、
 

同
 九
 年
始
め
 
て， 一 族

 十
 人
 は 米

 四
 斗
 五
 升
 を 加

 人
し
、
 
爾
來
 
年
々
 
先
生
 
は 臨

時
 
豫
想
外
 

の 牧
人
 
を 加

入
し
て
 
積
 立
て
、
 
十
二
 
年
に
 
二
宮
 
代
藏
の
 
加
入
、
 
本
家
 
竹
林
 
賣
拂
代
 
を
 加
へ
 
た、 

先
生
の
 
加
入
金
 
は 服

 部
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樣
 よ
り
 
御
 肴
 代
贰
分
 
元
に
 
人、 

淺
 右
衛
門
 
方
よ
り
 
半
 人 耕

作
 
助
成
 賃
錢
 
差
遣
し
た
 
る
も
辭
 
退
に
 
付
 繰
 入、 

文
化
 
十
四
 
年
 

1 一宮 七
 左
衞
門
 
田
畑
 
普
請
 開
發
 
世
話
 料
 元
に
 
入
 等
の
 
流
儀
で
、
 
同
年
 
末
に
 
は 八

 兩
贰
朱
 
永
 八
十
 

一 文
餘
 
と
な
っ
た
。
 

こ
の
 
年
に
 
は 支

出
が
 
あ
る
。
 

一 ！
宮
萬
 兵
 衞
の
悴
 
虎
次
郎
 
外
 五
 人
の
 
靑
年
を
 
表
彰
し
た
。
 
今
 そ
の
 
帳
簿
の
 
中
よ
り
 

一 1 1 

行
 を
 摘
出
 
す
れ
ば
 
文
化
 
十
四
 
年
 

丑 十
 W 十
四
日
 
 

栢 山
村
 

萬 
兵
衞
俾
 

I 
錢
百
文
 
 

二
宮
 
虎
次
郎
 

是
者
 
秋
作
 取
 入
 致
 出
精
 候
に
 
付
爲
 
褒
美
 
遣
 候
 事
 

と 六
 人
 大
同
小
異
に
 
記
し
 
そ
の
 
末
尾
に
 

殘
金
七
 
兩
甙
朱
 
永
 十
 文
 四
分
六
 
厘
 九
 毛
 四
 弗
 

お
 者
 
一 家
 取
 立
相
績
 
手
段
 金
利
 
廻
 仕
並
當
 
a
 の
 助
成
金
 
致
 加
入
 
其
內
 
子
供
 
秋
作
 
取
 入
 中
農
 業
 致
 出
精
 候
 段
 奇
特
に
 
付
 

爲
 褒
美
 錢
百
 
文
つ
 

i 遣
し
 
候
 處
如
斯
 
御
座
 候
 以
上
 

と あ
り
、
 
翌
 文
政
 
元
年
 
十
一
 
月 十

日
 
付
で
 
十
 人
の
子
 
供
に
 
甙
百
文
 
或
は
 
百
 文
 宛
 を
與
へ
 
「
是
は
 
出
精
に
 
付
爲
 褒
美
 遣
 候
 

事
」
 
翌
 一 一

年
 十
 
一 月

廿
 
四
日
 
付
で
 
六
 人
の
 
者
に
 
「
農
業
 
出
精
に
 
付
爲
 褒
美
 遣
 候
 事
」
 
と あ

ろ
。
 
更
に
 
文
化
 
十
五
 
年
の
 
出
 

人
 帳
 を
 見
る
 
と 前

記
の
 
十
月
 
十
五
 
日
の
 
支
出
 連
名
の
 
繽
 き
に
 

ダ
錢
壹
 
貫
 文
出
ス
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口
演
 
 

• 
- 

以
 手
紙
 
啓
上
 
仕
 候
 彌
各
樣
 
御
 孝
弟
に
 
御
 出
精
 被
 成
 珍
重
に
 
奉
存
候
 
右
に
 
付
 小
と
 
御
 咄
中
上
 
度
 儀
 御
座
 候
 間
 今
夕
 
方
 拙
 

宅
 迄
 御
 出
 可
 被
 下
 候
 偏
に
 
奉
 待
 人
 候
 草
々
 
以
上
 

追
而
 

早
々
 

御
 

返
事
 

可
 

被
 

下
 
候
 
 

. 

十
一
月
 
十
日
 
 

同
 
金
次
郞
 

ニ
宫
吉
 
五
郞
樣
 

と 
あ
る
。
 

こ
の
 
事
あ
っ
て
 
後
 十
五
 
日
に
 
先
生
 
は
忠
眞
 
公
よ
り
 
表
彰
せ
ら
れ
 
た。 

當
時
村
 
名
主
で
 
も
な
 
く、 

組
頭
で
 
も
な
い
 
先
生
 

が
、
 
一
村
の
 
青
年
 
を 表

彰
す
べ
く
 
之
 を
 招
待
し
て
 
夕
飯
 
を
 饗
し
、
 
獎
勵
 
金
を
與
 
へ
た
の
 
は、 

單
に
 
過
去
の
 
困
窮
 
を
 追
憶
 

し
て
 
病
弱
 
老
衰
の
 
爺
 婆
 を
救
濟
 
し
た
の
と
 
は 類

 を
 異
に
す
る
。
 
最
早
 
地
主
と
 
な
っ
た
 
先
生
が
 
小
作
人
 
を
獎
勵
 
し
た
の
 
な
 

ら
ば
 青
年
に
 
は 限

ら
な
い
、
 

一 村
の
 
狀
 態
に
 
陋
習
 驕
惰
の
 
矯
正
す
べ
き
 
も
の
が
 
あ
つ
た
で
 
あ
ら
う
、
 

一 家
 を
 輿
す
 
も
の
の
 

多
け
れ
ば
 
直
に
 
そ
れ
 
は 

一 村
の
 
繁
榮
 
と
な
る
、
 
故
に
 
出
精
 
奇
特
の
 
行
爲
 
あ
る
 
靑
年
 
を
獎
勵
 
す
ろ
 
外
に
 
最
良
の
 
町
村
 
振
興
 

.
8
 
は あ

ろ
ま
い
、
 
先
生
 
は
こ
れ
 
に 着

眼
し
て
 
本
家
 
再
 舆
善
種
 
金
よ
り
 
支
出
し
て
、
 
本
家
の
 
爲
 め
の
 
善
 種
 を
 蒔
か
れ
た
 

の
で
 
あ
ろ
。
 
家
 を
 思
 ふ 心

 は 本
家
 
再
興
へ
 
と 延

び
、
 
更
に
 

一 村
の
 
繁
榮
 
へ
と
 展
開
し
た
 
の
で
あ
っ
た
。
 
然
し
 
先
妻
 
「き 

の- 
よ
り
 
見
れ
ば
 
そ
れ
 
は 不

可
解
の
 
事
で
あ
っ
た
、
 

服
 部
 家
へ
の
 
努
力
の
 
外
に
 
斯
ろ
 
行
動
の
 
あ
っ
た
 
こ
と
 
も 彼

女
 
を
し
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. て 
離
婚
 

要
求
 

を
な
 

さ
し
む
 

る 
因
 

を
な
 

し
た
で
 

あ
ら
う
、
 

忠
誠
 

を
な
 

す
に
 

敵
の
 

生
ず
ろ
 

弊
 

あ
ろ
 

こ
と
 

を 
知
ら
ね
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

先
生
 は 文

政
 三
年
に
 田
地
 を 買

 ふ 時
に
 この 內 か

ら
 九
兩
餘
 を
拂
 つた、 

然
し
 そ
れ
に
 は 一 一宮 金

 次
郞
 が. 「

拜
借
 被
 

仰
 付
 候
 事
」
 
と あ

ろ
。
 
ま
た
 
更
に
 
金
 贰
拾
六
 
兩
を
服
 
部
 家
か
ら
 
返
濟
 
し
た
、
 
こ
の
 
貸
付
 
は 先

生
の
 
私
有
 金
で
 
あ
る
。
 

然
る
に
 
返
濟
 
し
た
 
時
に
は
 
こ
の
 
復
興
 善
 種
 金
に
 
加
 人
し
て
 
あ
ろ
。
 
文
政
 
一 一

年
に
 
は 萬

兵
衞
 
以
下
 
總
計
十
 
人
が
 
九
 俵
 八
 斗
 

加
 

人
し
て
 

居
る
。
 

そ
の
 

內
七
康
 

三
 

斗
ま
で
 

は 
先
生
の
 

加
入
で
 

あ
る
。
 

如
何
に
 

善
 

種
 

を
推
讓
 

し
て
 

積
 

立
て
ら
れ
つ
 

A 
あ
つ
 

た
か
を
 
知
り
 
得
る
。
 

こ
の
 
次
 は 金

 壹
分
助
 
右
衛
門
 
家
政
 
取
 直
の
 
爲
に
 
遣
し
、
 
堀
 之
內
常
 
次
郞
窭
 
「
と
よ
」
 

に 米
 代
 不
足
 分
 を
 貸
 渡
す
な
 
ど 

各
種
の
 
救
 濟
を
行
 
ひ
つ
 

A も、 
服
 部
 家
 復
興
 仕
 法
に
 
及
ん
だ
。
 
そ
の
後
 
は 益

々
 
金
 錢
の
出
 
人
が
 
多
く
な
 
り、 

文
政
 
五
 年
 

に は 野
 州
へ
の
 
引
越
の
 
爲
に
 
家
財
 道
具
 
を
賣
 却
し
、
 
領
主
よ
り
 
交
付
金
が
 
あ
り
、
 
爾
後
 俸
祿
 
を 加

へ
 
て 本

家
 再
 舆
の
资
 

財
た
 
ろ 元

金
が
 
增
 大
し
た
。
 

尤
も
 

念
願
と
 

し
た
 

本
家
 

再
 

輿
 

は 
容
易
の
 

事
で
は
な
か
っ
た
、
 

而
 

し
て
 

文
政
 

四
 

年
末
 

櫻
 

町
 

仕
 

法
 

引
受
の
 

時
に
は
 

三
拾
餘
 

兩
に
 

過
ぎ
な
か
っ
た
 

の
で
、
 

到
底
 

こ
れ
 

は 
E 

的
の
 

十
が
 

一 
に
過
ぎ
な
い
、
 

然
る
に
 

今
 

命
 

を
 

受
け
て
 

遠
國
 

に
出
發
 

す
べ
き
 

こ 

と 
A な

っ
た
、
 
依
っ
て
 
之
 を 

一
族
に
 
託
し
て
 
再
興
 
を 完

成
 
せ
ん
こ
と
 
を 懇

望
し
た
、
 
併
し
 追
々
 
と
增
 加
す
 
ろ 元

金
 
を、 

. 幾 十
 年
 を 期

し
て
 增
益
 す
ろ
 周
旋
 は、 

一
家
 す
ら
 持
ち
 兼
ね
た
 同
族
の
 
人
々
 
の 承
諾
し
 得
ろ
 所
で
な
か
っ
た
。
 
先
生
 沈
 

. 思
默
考
 

せ
ら
れ
、
 

未
だ
 

本
家
 

再
舆
の
 

機
運
の
 

至
ら
な
い
 

の
で
 

あ
る
。
 

善
 

因
盡
き
 

果
て
 

ュ
惡
因
 

未
だ
 

去
ら
 

ざ
ろ
 

も
の
で
 

あ 
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る。
 

宜
し
く
 

本
家
の
 

爲
に
善
 

種
 

を
 

蒔
き
 

善
根
 

を 
培
 

ひ
 

以
て
 

陰
德
 

積
善
 

果
報
の
 

至
る
 

を 
待
つ
 

外
 

あ
る
ま
い
、
 

卽
ち
之
 

を 
只
 

1 
戸
の
 

本
家
の
 

爲
に
投
 

ず
る
よ
り
も
、
 

十
 

戶
百
戶
 

の 
櫻
 

町
 

住
民
の
 

再
興
に
 

投
じ
て
 

多
 

數
の
家
 

を
 

興
さ
ば
、
 

縱
令
 

本
家
 

は
 

復
興
せ
 

ず
と
 

も 
本
家
の
 

祖
先
の
 

爲
に
 

積
む
 

善
根
 

は 
更
に
 

多
大
な
る
 

も
の
が
 

あ
ら
う
 

と、
 

卽
ち
 

一 
族
の
 

加
 

人
し
た
 

米
を
拂
 

戾
し
殘
 
金
參
拾
 
六
兩
餘
 
と
し
て
 
櫻
 町
べ
 
携
へ
、
 
數
十
 
年
後
に
 
完
全
な
る
 
再
興
 
を 成

就
し
た
。
 

最
初
 
親
族
の
 
積
 立
て
た
 
加
 人
 米
 は 

一 時
 一 一宮 代

藏
 
を
し
て
 
積
 立
の
 
周
旋
 
を
な
 
さ
し
め
、
 
次
で
 
彥
 八
に
 
託
し
た
、
 
そ
れ
 

は 
文
政
 

四
 

年
末
に
 

於
て
 

元
 

米
 

拾
 

俵
 

贰
斗
甙
 

升
 

七
 

合
 

五
 

勺
で
あ
っ
た
。
 

代
 

藏
彥
八
 

等
の
 

處
理
 

は
屢
 

i 
不
 

整
理
に
 

陷
 

つ
た
が
 

後
日
 
悉
く
 
報
 德
善
種
 
金
 を 以

て
、
 

一 族
 復
興
の
 
方
圖
を
 
講
ず
ろ
 
资
に
繰
 
人
れ
 
て 解

決
せ
ら
れ
 
た。 

註、
 

本
家
 

再
興
の
 

完
成
に
 

就
て
 

は 
後
に
 

詳
述
す
。
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第
三
 
章
 

服
 
部
の
 
復
舆
 

一 
服
 

部
の
 

若
 

糞
と
 

な
る
 

先
生
が
 

服
 

部
の
 

仕
 

法
 

を 
行
っ
た
 

こ
と
 

は 
非
常
に
 

有
名
な
 

こ
と
で
あ
っ
て
、
 

日
光
 

や
 

相
 

馬
 

や、
 

其
 

他
 

合
計
 

六
 

百
餘
ケ
 

町
村
の
 

仕
 

法
 

を
 

行
っ
た
 

こ
と
な
 

ど 
は 

知
ら
ぬ
 

人
で
 

も、
 

服
 

部
の
 

復
興
に
 

就
て
 

は 
知
ら
ぬ
 

人
 

は 

な
い
 
程
で
 
あ
ろ
。
 

斯
く
 

有
名
で
 

あ
る
 

服
 

部
の
 

復
興
 

は、
 

千
兩
の
 

負
憒
を
 

五
箇
 

年
間
に
 

償
却
し
て
、
 

三
百
 

兩
を
殘
 

し
た
、
 

と 
信
ぜ
ら
れ
て
 

居
る
。
 

こ
の
 

事
實
 

は
報
德
 

記
に
 

よ
る
 

も
の
で
あ
っ
て
、
 

簡
明
に
 

先
生
が
 

服
 

部
の
 

仕
 

法
の
 

爲
に
迎
 

へ
ら
れ
た
 

こ
と
 

を
說
 

き、
 

而
 

し
て
 

そ
の
 

方
法
 

は 
分
 

度
 

を 
立
て
 

節
約
 

を 
行
っ
た
 

と
い
 

ふ、
 

極
々
 

逭
截
に
 

仕
 

法
の
 

始
末
が
 

傅
へ
 

ら
れ
 

た
か
ら
で
 

あ
る
。
 

W
 

し
こ
れ
^
し
て
 

斯
 

く
も
 

簡
單
 

な
ろ
 

事
柄
で
あ
っ
た
 

で
あ
ら
う
 

か、
 

牧
人
 

は 
千
 

二
百
 

石
の
 

家
老
で
 

あ
ろ
、
 

如
何
に
 

消
 

費
 

を 
合
理
化
し
、
 

如
何
程
 

之
 

を 
節
約
し
、
 

何
程
の
 

分
 

度
と
 

し
て
、
 

年
々
 

何
程
 

を 
償
還
し
た
 

か、
 

千
 

雨
の
 

借
財
 

も 
確
然
 

千
兩
で
 

あ
つ
た
で
 

あ
ら
う
 

か、
 

斯
の
 

如
き
 

疑
念
と
 

研
究
心
と
 

は、
 

同
じ
 

様
な
 

負
债
の
 

持
主
で
 

あ
っ
て
も
、
 

ま
た
 

報
德
仕
 

法
の
 

道
 

に 
進
ま
う
 

と
す
ろ
 

者
 

に
て
も
、
 

必
ず
 

發
生
 

す
ろ
 

思
念
で
 

あ
る
で
 

あ
ら
う
。
 

故
に
 

報
德
 

記
の
 

記
事
の
 

具
體
的
 

內
容
を
 

知
つ
 

て
大
に
 

得
ろ
 

所
 

あ
ら
ん
と
 

す
ろ
 

も
の
、
 

恐
ら
く
 

1 
1 

一人
に 

止
ま
ら
な
い
 

こ
と
で
 

あ
ら
う
。
 



然
る
に
 

從
來
 

一 
一宮
 

尊
德
 

全
集
の
 

原
本
 

一 
 

一 
一 冊
 

位
を
繙
 

き
て
も
、
 

そ
の
 

資
料
 

は
茫
 

乎
と
 

し
て
 

根
據
を
 

得
難
く
、
 

先
生
が
 

服
 

部
 

家
に
 

出
 

人
せ
ら
れ
 

た
 

年
 

さ
へ
 

も 
判
明
せ
 

ず。
 

ま
た
 

仕
 

法
 

書
の
 

數
 

字
が
 

千
 

雨
と
 

い
ふ
 

借
財
 

も、
 

三
百
 

雨
と
 

い
ふ
 

餘
剩
 

も 
五
ケ
 

年
と
 

い
ふ
 

R 
子
 

も、
 

償
還
の
 

時
期
 

も 
一 
致
點
を
 

見
出
し
 

得
ろ
 

場
合
 

少
く
、
 

ま
た
 

そ
の
 

原
本
が
 

互
に
 

纏
ま
っ
た
 

仕
 

法
 

書
と
 

は
な
っ
て
 

居
な
い
、
 

こ
れ
 

を 
以
て
 

今
 

市
 

本
報
德
 

全
書
が
 

出
来
た
 

時
に
 

も、
 

誰
も
 

こ
の
 

點
に
 

就
て
 

考
察
し
 

な
か
つ
 

た。
 

而
 

し
て
 

文
化
 

十
二
 

年
の
 

書
類
と
、
 

同
 

十
五
 

年
の
 

書
類
と
 

二
 

冊
を
淨
 

書
す
 

る
に
 

止
ま
っ
た
。
 

然
る
に
 

全
集
の
 

原
本
^
 

整
理
し
、
 

書
翰
の
 

序
列
 

を
 

正
し
、
 

前
後
 

を
 

封
 

照
す
 

る
に
 

及
ん
で
、
 

從
來
 

不
明
で
あ
っ
た
 

點
が
 

明
瞭
に
 

な
り
、
 

世
人
が
 

多
 

ふく
す 

みま
 

さえ
 

も 5 
く 

注
意
し
 

な
か
っ
た
 

福
 

住
 

正
 

兄
 

翁
の
 

「
二
宮
 

翁
 

略
傳
」
 

の 
記
事
が
 

事
實
 

と
し
て
 

證
 

明
せ
ら
れ
、
 

服
 

部
の
 

仕
 

法
 

を 
引
 

請
け
 

る 
様
に
な
っ
た
 

順
序
が
 

餘
程
 

明
瞭
に
 

な
っ
て
 

來
た
。
 

そ
の
 

資
料
 

は 
全
集
 

原
本
に
 

附
屬
 

し
た
る
 

も
の
で
あ
る
が
、
 

反
古
の
 

如
く
 

丸
め
て
 

一 
括
と
 

な
し
、
 

I 
一宮
 

象
に
 

傳
 

へ 
ら
れ
、
 

尊
 

親
 

先
生
の
 

筆
 

を
 

以
て
 

服
 

部
 

家
の
 

關
係
 

書
と
 

し
て
 

蔵
せ
ら
れ
 

た
も
の
で
 

あ
っ
て
、
 

報
德
記
 

並
に
 

大
 

先
生
 

門
下
の
 

諸
 

先
輩
 

の 
著
作
の
 

記
 

錄
を
證
 

す
べ
き
 

裉
本
 

資
料
で
 

あ
る
。
 

余
 

は
こ
の
 

書
類
に
 

よ
っ
て
 

昭
和
 

三
年
 

一 
月
 

從
來
の
 

所
 

傳
に
對
 

す
ろ
 

多
 

少
の
 
修
訂
 
を
な
 
す
べ
 
き
 旨
 を
 公
表
し
た
。
 

余
は
大
 

先
生
 

逭
 

門
の
 

高
弟
、
 

報
德
の
 

道
の
 

大
 

先
輩
た
 

る 
富
 

田 
先
生
 

を
 

崇
敬
し
て
 

措
か
ざ
る
 

も
の
で
 

あ
り
、
 

「
報
德
 

記
」
 

の
 

事
實
が
 

大
體
に
 

於
て
 

眞
を
失
 

は
ざ
る
 

こ
と
 

を
 

承
認
す
 

る 
も
の
で
あ
る
が
、
 

事
實
を
 

要
略
し
た
 

ろ 
結
果
：
 

明.
 

§
 

を
盡
さ
 

ざ
る
 

も
の
 

あ
る
 

こ
と
 

は
已
を
 

得
ず
 

註
解
と
 

修
訂
と
 

を
 

許
さ
 

る
べ
き
 

も
の
で
 

あ
ろ
 

と 
思
 

ふ
の
で
 

あ
る
。
 



先
づ
 前
章
に
 
述
べ
た
 
る 如

く
、
 
先
生
 
は
少
 
き
ょ
り
 
讀
 書
に
 
多
分
の
 
趣
味
 
を 有

ち
、
 
娛
樂
は
 
一
家
 復
與
の
 
方
法
に
 
關
す
 

る 考
察
 
以
外
に
 
な
く
、
 
そ
の
 
考
察
の
 
結
果
 
得
た
 
ろ 確

乎
 
不
拔
 
間
違
な
 
し
と
 
信
じ
た
 
方
法
が
、
 
古
來
の
 
名
著
に
 
如
何
に
 
記
 

さ
れ
て
 
あ
る
か
 
を 見

て
 
之
に
 
對
 照
し
、
 
兩
 者
の
 
合
體
 
す
る
 
時
に
 
無
限
の
 
妙
趣
 欣
懷
を
 
感
じ
た
 
の
で
 
あ
る
か
ら
、
 
先
人
の
 

夸
 fe.、 

特
こ
 
 一 

を
救
濟
 
す
る
 
名
著
 
を
讀
 ま
ん
と
 
す
ろ
 
念
盧
 
は、 

年
 
一 年
と
 
强
く
 
な
り
、
 
人
世
 
を ®

 し 
事
理
に
 
通
じ
 

そ
の
 
中
よ
り
 
考
察
し
 
得
た
 
思
慮
の
 
進
め
ば
 
進
む
 
程、 

經
 典
の
 
妙
味
 
も 深

甚
の
 
度
を
增
 
進
し
た
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 
然
る
に
 
何
 

た
る
 
事
ぞ
 
名
著
 
は 支

那
 
文
字
で
 
あ
り
、
 
支
那
の
 
文
章
で
あ
っ
て
、
 
我
國
 民
の
 
常
識
で
 
は
讀
み
 
難
い
の
で
 
あ
る
。
 
玆
に
於
 

て そ
の
 
讀
方
を
 
知
ら
ん
 
と
す
る
 
要
求
が
 
燃
え
て
 
來
た
。
 
栢
 山
よ
り
 
小
 田 原

に
 
往
來
 
す
る
 
こ
と
が
 
頻
繁
に
 
な
れ
ば
 
な
る
 

程、 
小
 田 京

に
 
は
讀
書
 
子
が
 
あ
ろ
か
ら
 
そ
の
 
要
求
 
を
充
 
た
す
 
努
力
が
 
報
い
ら
れ
る
。
 

柴
薪
を
 
賫
ろ
爲
 
に 出

 人
す
 
ろ 藩

士
の
 
邸
宅
に
 
は、 

常
に
 
讀
 書
の
 
聲
を
絕
 
た
な
い
、
 
領
內
 
よ
り
 
雇
 入
れ
ら
れ
た
 
百
姓
の
 

子
が
 
文
章
 
を 書

き
、
 
佳
 雷
 を
 解
す
 
ろ、 

藩
士
の
 
間
に
 
先
生
の
 
噂
 を
す
 
る 人

 も
あ
っ
た
 
で
あ
ら
う
。
 
時
に
 
服
 部
 家
に
 
三
人
 

の
嫡
 
き あ

り
、
 
恰
も
 
そ
の
 
若
黨
を
 
求
む
 
ろ
に
 
會
し
、
 
若
旦
那
 
附
若
黨
 
と
し
て
 
雇
 は
れ
て
 
奉
仕
し
た
 
の は 文

化
 
九
 年
 先
生
 

1 一十 六
 歳
の
 
時
で
 
あ
る
。
 

こ
の
 
奉
公
の
 
年
代
 
を
，
 
す
ろ
 
に は 「

歲
 中
萬
控
 
帳」 文

化
 
九
 年
の
 
條
、
 
並
 天
 保
 七
 年
 服
 部
 十
 郞
兵
衞
 
宛
の
 
書
狀
 
中
に
 
記
 

さ
れ
て
 
居
る
。
 
こ
の
 
記
錄
 
で
は
、
 
若
黨
が
 
何
 を
し
 
た
か
は
 
餘
り
 
明
瞭
で
 
は
な
い
 
が、 

福
 住
 翁
の
 
「
二
 ^
翁
 
略
傳
」
 
に
よ
 

e ズ
三
 
子
の
 
舉
校
こ
 
通
 ふ
お
 
供
 を
な
 
し、 

講
堂
の
 
窓
 下
に
 
立
っ
て
 
竊
に
聲
 
^
洩
ろ
 
、
を
聽
 
き、 

夜
は
讀
 
書
の
 
傍
に
 
坐
し
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て 
之
を
聽
 

い
た
と
 

あ
る
。
 

更
に
 

之
 

を 
前
記
の
 

書
翰
 

中
に
 

あ
る
 

文
章
に
 

就
て
 

見
れ
ば
、
 

「
御
 

年
 

十
八
 

歳
の
 

御
 

時
よ
^
 

治，
, 

家
 

一 終
に
 

治
レ
國
 

と
の
 

次
 

弟
 

種
々
 

様
々
 

御
 

傳
授
申
 

上
 

置
 

候
」
 

と 
あ
る
か
ら
、
 

單
 

な
る
 

通
 

舉
の
 

御
供
で
 

は
な
く
、
 

復
習
の
 

際
 

の 
助
言
に
 

止
ま
ら
ず
、
 

經
 

典
の
 

要
旨
が
 

治
國
平
 

天
下
で
 

あ
り
、
 

象
老
の
 

分
限
が
、
 

！
國
の
 

治
 

民
に
 

あ
ろ
べ
 

く、
 

ま
た
 

そ 

れ
を
 

全
く
す
 

る 
體
驗
が
 

一 
家
の
 

治
 

術
に
 

あ
ろ
 

こ
と
 

を
敎
 

へ
た
 

こ
と
 

を
 

知
り
 

得
る
。
 

先
生
の
 

研
究
の
 

根
本
的
な
る
 

一 
例
と
 

し
て
、
 

こ
の
 

文
化
^
 

年
 

一 
一月
 

一 
日、
 

服
 

部
 

家
に
 

人
っ
て
 

約
 

一 
ケ 

お
に
し
て
 

「
經
 

典
 

餘
師
」
 

を
 

求
め
て
 

居
る
 

こ
と
で
 

あ
ろ
。
 

斯
く
て
 

「
略
 

傳
」
 

は 
「
略
文
 

義
に
 

通
ず
」
 

と 
書
い
て
 

居
る
 

様
に
、
 

旣
に
 

一 
家
 

の
復
 

與
に
關
 

し
て
 

多
く
の
 

經
驗
を
 

得
て
 

居
る
 

所
の
 

先
生
が
、
 

經
 

典
の
 

文
義
に
 

通
じ
た
 

以
上
 

は、
 

治
 

國
の
要
 

道
が
 

先
づ
 

いる
 

を はか
って
 

いづ
る 

をせ
 

いす
 

「
量
 レ人 

制レ 出
」
 
に
あ
る
 
こ
と
、
 
そ
の
 
實
行
は
 
常
に
 
「
積
 レ
小
爲
 レ大」 

の 法
則
に
 
外
る
 
 >- な

き
 
を 信

じ
、
 
單
 に
勤
勞
 

儉
 

素
が
 

こ
の
 

法
則
に
 

よ
る
の
 

み
な
ら
ず
、
 

驕
奢
 

怠
惰
 

も
亦
然
 

り
で
、
 

先
生
が
 

三
 

子
に
 

忠
言
し
た
 

の 
も
こ
の
 

點
 

で
あ
っ
た
 

こ
と
 

は、
 

後
 

節
に
 

引
用
す
 

る 
書
面
に
 

明
か
で
 

あ
ろ
。
 

- 

こ
の
 
忠
言
の
 
機
會
 
は、 讀

 書
の
 
前
後
に
 
も
あ
っ
た
 
か
も
 
知
れ
な
い
 
が、 經

濟
 
問
題
に
 
關
 し
て
 

一 層
 明
確
に
 
現
 は
れ
る
。
 

せき や 
し- f す
け
 
 

- 

此
 頃
よ
り
 
先
生
の
 
資
財
の
 
餘
裕
 
は、 

服
 部
 家
の
 
用
人
た
 
る 關

谷
周
 
介
 並
に
 
他
の
 
仲
間
に
 
も 貸

借
 
關
係
を
 
生
じ
、
 
隨
 つ
て
 

若
旦
那
に
 
も 及

ん
だ
。
 
次
の
 
服
 部
の
 
當
 主
た
る
べ
き
 
淸
兵
衞
 
で
あ
ら
う
、
 
金
 四
兩
甙
 
分
、
 
若
旦
那
と
 
あ
る
。
 
今
 H 

の 八
 

拾
贰
圓
 
で
あ
る
。
 
こ
の
 
四
兩
 
一 一分 を 以

て
 身
邊
に
 
迫
っ
て
 
居
る
 或
 問
題
 を 解

決
し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

ま
た
 

若
旦
那
、
 

仲
間
の
 

み
な
ら
ず
、
 

女
中
ま
で
 

も
掛
買
 

か
 

何
 

か
で
 

あ
ら
う
 

時
々
 

立
替
 

を
な
 

し、
 

又
は
 

給
金
 

を
預
 

つて
- 
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利
 廻
り
の
 
周
旋
 
を
な
 
し
て
 
居
る
。
 
岩
 村
の
お
 
か
ね
の
 
如
き
 
は 文

政
 
五
 年
に
 
至
っ
て
、
 
先
生
の
 
預
り
金
 
を 鶴

澤
作
 
左
衞
鬥
 

に
引
繼
 
い
で
 
利
 廻
り
 
周
旋
 方
 を
 頓
ん
だ
 
金
額
が
 
金
 拾
 五
 兩
餘
に
 
上
っ
て
 
居
る
。
 
斯
く
 
取
扱
っ
た
 
「
諸
 勘
定
 
ロ
刖
控
 
帳
」
 の
 

口
座
が
 
十
七
 
口
に
 
達
す
る
。
 
先
生
 
は 金

銀
 
貸
借
 店
 を
 開
い
た
 
姿
で
 
あ
る
。
 
中
に
 
も 堀

之
內
 
か
ら
 
服
 部
 家
に
 
雇
 は
れ
て
 
居
 

た
 倉
藏
の
 
如
き
 
は、 

不
斷
 
先
生
の
 
助
成
 
を
 受
け
て
 
仕
 法
 立
 を
 受
け
、
 
給
金
 
は 先

生
の
 
手
に
 
受
取
り
、
 
諸
 口
の
 
支
 拂
は
先
 

生
の
 
手
よ
り
 
行
 ひ、 

倉
藏
は
 

一 定
 少
額
の
 
小
遣
錢
 
に
て
 
慕
し
、
 
そ
の
 
負
債
 
償
還
の
 
道
が
 
開
か
れ
た
。
 

ま
た
 
こ
れ
と
 
同
時
に
 
別
に
 
五
常
 講
と
 
い
ふ
 
も
の
が
 
出
來
、
 
本
家
 
再
舆
 資
金
と
 
同
様
に
、
 
人
倫
 
五
常
の
 
道
に
 
よ
っ
て
 
貸
 

借
 を
な
 
し、 

藩
 中
の
 
仲
間
 若
黨
、
 
下
女
下
男
 
は 勿

論
、
 
士
分
の
 
內
 ま
で
 
關
 係
す
 
る
に
 
至
っ
た
，
 

そ
の
 
事
 は
 
「
五
常
 講
眞
 

が
 手
段
 
帳
」
 
に
記
錄
 
さ
れ
て
 
居
る
。
 
こ
の
 
帳
簿
 
は 
「
文
化
 
十
 
一 年

 三
月
 
五
日
よ
り
」
 

と あ
る
か
ら
、
 

眼
 部
 家
若
黨
 
と
し
 

て
の
 
第
三
 
年
 目 二

十
 
八
 歳
の
 
時
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
書
類
の
 
眞
木
 
手
段
と
 
あ
る
 
點
 か
ら
 
考
 
へ
て
、
 
彼
の
 
「
報
德
 飯
の
 
焚
 方
」
 

と
い
 
ふ
傳
說
 
も、 

或
は
 
事
實
 
と
し
て
 
信
ず
べ
 
き
も
の
と
 
考
へ
 
得
る
。
 

傳
說
雜
 
德
餽
の
 
焚
 方
 
先
生
 
は 小 田 原

 藩
士
 某
の
 
女
中
か
ら
、
 

小 遣
錢
の
 
借
用
 
あ 申

込
 ま
れ
た
。
 
先
生
 は その 

入
用
の
 
理
由
ん
-
聞
 

い^。 
女
中
 は 身

邊
の
 
何
物
 
かの 

必
要
な
 
說 明

し
た
。
 
先
生
 
は 如何- レ して 

返 濟
す
 
ろ
か
と
 
聞
い
た
、
 
給
金
に
 
て 返 す

と
 
いつ 

た。 
給
金
 
は 親

元
か
ら
 
旣
 に 借

り
ら
れ
て
 
居た。 

女
中
 
は 返

濟
の
 
方
途
に
 
迷
 ひ 且

つ
 
嘆
い
た
。
 
先
生
 は 返

濟
 方
な
 敎
 
へた。 

そ
れ
 

は 薪
炭
の
 
節
約
 方
法
 
で
あ
っ
た
。
 
薪
炭
の
 
現
在
 入
用
 
平
均
 高
に
 
て 主

人
か
ら
 
請
負
 
ふ、 

そ
れ
か
ら
 
焚
 方
^
 硏
究
 
して 節

約
す
 

ろ 。
鍋
 炭
 あ 削

 落
す
 0 斯

 く
し
て
 
返
濟
 す
べ
し
 
と
敎
 
へた。 

而 して 焚
 方
 あ 聞

い
た
。
 
女
中
 
は 無

造
作
に
 
焚く、、 

と あ 答
へ
 
た。 

先
生
 は 薪

 は 全
部
 燃
燒
 
して 

烟 ̂
出
さ
ぬ
 
樣
に
 
すろ、、 

と、 
先
づ
 
三
本
 
に て 鍋

の
 
底
に
 
丸
く
 當
ろ
樣
 
にす 

ろ こと、 
薪
な
 
去
っ
た
 

後
の
 
火
力
、
 
消 炭

の
 
利
用
な
 
敎
 
へた。 

而 して 節
約
し
た
 
薪
ば
 
私
が
 

一 度 買 取
っ
て
 
乂
之
 
^
主
人
に
 
寶
れ
ば
 
宜
し
い
 
と
敎
 
へた。 
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数
日
の
 
後
 夂
 そ
の
 實
況
ぁ
 
視
察
し
た
。
 
然 ろに 鍋 炭

が
 落
し
て
 
な
か
っ
た
。
 
依
て
 
先
生
 
は 何

程
 
か
に
て
 
鍋
 炭
^
 買 ふ

こ
と
、
 
し 

た。 
aKal 炭

 は
殘
ら
 
す
珞
 
さ
れ
た
。
 

而 し
て
 
始
め
て
 
小 遣

錢
は
 
貸
付
 け
ら
れ
た
。
 
斯
 く
し
^
 
敎
 へて 

曰く、 
借
り
 
7 金 X- 人

倫
 

の 道
に
 
よ
っ
て
 
返
濟
 す
べ
さ
で
 
あろ。 

五
常
に
-
よ
っ
て
 
積
み
、
 
五
常
に
 
よ
っ
て
 
返
す
。
 
之
な
 
五
常
 講
 とい 

ふ。 

この 
五
常
 講
は
、
 
「
本
家
 再
興
 相
繚
 手
段
 金」 か

ら
 
發 達

し
た
 
の
で
あ
っ
て
、
 
後
に
 至
っ
て
 
小 田 原

 藩
士
の
 
仕
 法、 

櫻
 町
人
 民
の
 

仕
 法
に
 
も 適

用
せ
ら
れ
 
たが、 

更
に
 
後
日
 報
德
 社、 

或
は
 
其
の
 
他
の
 
永
 安
 法へ 

と 展
開
す
 

ろ も
の
で
 
あろ。 

若
黨
 
と
し
て
 
勤
務
 
中
に
、
 
五
常
 講
を
 
組
織
し
て
、
 

一
種
の
 
信
闬
 
組
合
 
以
上
の
 
結
束
し
た
 
る 仕

 法
 を
 講
じ
た
 
こ
と
 
は 卓

 

拔
 な
る
 
創
 遣
で
 
あ
る
。
 
知
る
 
と 知

ら
ざ
る
 
と
な
く
 
先
生
が
 
世
帶
 持
の
 
上
手
と
 
し
て
 
知
ら
る
"
 

に 至
っ
た
 
こ
と
 
は 申

す
 
ぎ
 

で
も
な
い
。
 
そ
れ
 
以
外
に
 
も 幾

多
の
 
傳
說
が
 
あ
る
が
、
 
何
時
の
 
頃
の
 
事
で
 
あ
る
か
、
 
何
程
 
信
ず
べ
 
き
か
 

ゾ 判
然
と
し
 

一 

な
い
。
 
例
へ
ば
 
服
 部
の
 
隣
家
に
 
近
 藤
と
 
い
ふ
 
藩
士
が
 
あ
っ
た
。
 
屢
 i 來

 つ
て
 書
物
 
を
 借
り
て
 
讀
ん
 
だ
と
 
か、 

服
 部
の
 
家
 

お
 

で
 金
 次
郞
が
 
米
を
搗
 
い
て
 
居
た
 
の を 知

っ
て
 
居
る
 
と
か
、
 
金
 次
郞
は
 
能
く
 簑
を
 着
た
 
ま
"
 
商
家
に
 
人
り
、
 
暇
 さ
へ
 
あ
れ
 

ば
 算
盤
 
を
し
 
で
 居
た
 
と
か
い
 
ふ
 噂
で
 
あ
る
が
、
 
誠
に
 
さ
も
 
あ
ら
ん
 
か
と
 
思
 ふ
こ
と
 
で
は
 
あ
る
が
 
確
實
 
な
り
と
 
い
ふ
 
證
據
 

ま、 
故
老
 
翁
 媼
の
噺
 
と
い
 
ふ
に
 
止
ま
り
、
 
若
黨
 
た
り
し
 
時
の
 
先
生
の
 
面
影
 
を
畫
 
く
に
 
足
る
 
も
の
 
は 甚

だ
 
少
ぃ
。
 
唯
服
脔
 

の 三
 子、 

特
に
 
淸
兵
 
衞
を
敎
 
導
し
た
 
こ
と
、
、
 
五
常
 講
を
 
設
け
た
 
こ
と
 

A 
は、 

以
上
 
縷
述
の
 
通
り
 
確
實
 
な
ろ
 
資
料
の
 
示
 

す
 所
で
 
あ
る
。
 
而
し
 
て
こ
の
 
若
黨
 
生
活
 
は、 

文
化
 
十
二
 
年
の
 
暮
 ま
で
 
繼
繽
 
し
た
。
 

二
 
服
 都
の
 
仕
 法
に
 關
與
す
 

先
生
が
 
若
黨
 
と
し
て
 
仕
へ
 
た
の
 
は、 

文
化
 
九
 年
か
ら
 
文
化
 
十
二
 
年
ま
で
 
四
 年
間
で
 
あ 

る。 
そ
の
 
頃
 服
 部
の
 
財
政
が
 
如
何
の
 
狀
態
 
で
あ
つ
，
^
 
か
 は 之

 を 知
り
 
難
い
の
で
 
あ
る
が
、
 
寶
曆
ニ
 
年
か
ら
 
小
 田 原

 藩
 
一 
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般
に
 

藩
士
の
 

給
 

與
を
减
 

石
し
て
 

居
て
、
 

そ
れ
が
 

相
當
に
 

多
額
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

は 
常
時
 

諸
 

藩
 

を 
通
じ
て
 

少 
く
な
い
 

列
で
 

あ 

つ
て
、
 

隨
 

つ
て
 

各
 

藩
士
が
 

共
通
 

的
に
 

困
 

潴
に
陷
 

つ
て
 

居
る
 

の
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

理.
^ 

に
よ
り
 

服
 

部
 

も 
亦
 

千
 

ニ
^
 

行
り
 

1
!
 

被
 

米
 

は 
千
贰
百
 

俵
で
 

あ
る
べ
き
 

所、
 

僅
に
 

四
百
 

參
俵
 

と
な
っ
て
 

居
て
、
 

可
な
 

り 
困
難
し
て
 

居
た
。
 

こ
の
 

咸
石
は
 

一 
つ
よ
 

小
 

田
 

原
 

侯
の
 

牧
納
 

減
退
の
 

爲
當
分
 

減
ぜ
ら
れ
 

た
こ
と
 

A 
 

、 
服
 

部
が
 

猙
 

借
金
 

返
納
の
 

爲
に
差
 

引
か
れ
て
 

俸
 

米
 

渡
 

高
が
 

减
 

じ
て
 

居
た
 

爲
 

で
あ
る
。
 

そ
の
上
に
 

嫡
男
が
 

三
人
 

あ
る
、
 

乳
母
が
 

一 
人
あ
っ
て
、
 

仕
 

法
 

書
に
 

よ
れ
ば
 

幼
兒
も
 

あ
る
。
 

加
 

ふ
る
に
 

服
 

部
 

は 
經
濟
に
 

疎
く
、
 

用
人
 

關
谷
周
 

助
 

も 
規
範
 

を 
定
め
 

制
約
 

を
 

守
る
 

こ
と
の
 

出
來
る
 

も
の
で
は
な
か
っ
た
 

の
で
、
 

次
第
 

に 
財
政
 

は 
窮
境
に
 

人
り
 

つ 
A 

あ
つ
た
の
 

で
あ
ら
う
。
 

併
し
 

先
生
が
 

仕
へ
 

た
の
 

は
若
黨
 

と
し
て
、
 

V 
あ
っ
て
、
 

ま
た
 

如
何
に
 

評
判
の
 

男
で
 

も、
 

家
老
の
 

財
政
難
 

を
 

救
 

ふ 
技
倆
 

を 

有
す
る
 

も
の
と
 

は 
判
じ
 

得
べ
き
 

で
は
な
か
っ
た
 

が、
 

兩
 

三
年
 

を
 

過
ご
す
 

間
に
、
 

五
常
 

講
を
 

作
り
、
 

の 
仕
 

法
 

を 
立
て
、
 

仲
間
 

女
中
 

等
の
 

爲
に
、
 

.
經
 

濟
的
敎
 

化
 

的
の
 

組
合
 

方
法
 

を
 

確
立
し
た
 

事
實
に
 

鑑
み
、
 

服
 

部
 

一 
象
の
 

#
 

帶
の
持
 

方
に
 

關
 

す
る
 

技
術
.
 

e!
 

劓
算
を
 

試
み
し
 

め
る
 

こ
と
 

は
相
當
 

有
望
な
 

意
義
の
 

あ
る
 

こ
と
 

丄 
認
め
ら
 

る 
A 

に 
至
っ
た
 

の
で
 

あ
ら
う
。
 

文
ヒ
ト
 

- *  rr  '  t
 
 

マ 
力 

せいお 
とりな ほしし ゆ はふち や 5 

二
 

年
 

二
月
に
 

は 
「
御
 

家
政
 

御
 

取
 

直
 

趣
 

法
 

帳
」
 

と
い
 

ふ 
書
類
が
 

出
來
 

た。
 

\
 
 

す ざ5 ら /いど-^ ふ 
づ 

原
の
 

主
席
 

家
老
 

は 
杉
 

浦
 

平
 

太
夫
が
 

千
 

五
百
石
、
 

次
 

は 
山
 

本
源
 

太
 

兵
衞
千
 

四
百
 

五
十
石
、
 

次
 

は 
卽
ち
服
 

部
 

十
郞
兵
 

衞
千
 

二
百
 

石
 

C 時
に
は
 

千
 

三
百
 

石
》
」
 

の 
渡
米
 

千
 

二
百
 

俵
の
 

所
へ
、
 

こ
の
 

船
 

|
#
 

や
に
 

よ
れ
ば
 

四
百
 

三
 

俵
 

也
と
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

よ
り
 

服
 

部
 

主
從
の
 

飯
米
 

を 
引
き
、
 

殘
 

り
を
賣
 

却
し
て
 

R 
常
の
 

小
 

遣
 

雜
用
を
 

引
 

去
り
、
 

最
後
の
 

剩
餘
を
 

以
て
 

負
^
 

を 
償
還
 



す
る
 
の
が
 
こ
の
 
趣
 法
 書
の
 
要
旨
で
 
あ
る
。
 
斯
様
な
 
こ
と
 
は 何

人
 
に
て
も
 
當
然
考
 
へ 得
べ
き
 
こ
と
で
 
あ
る
 
力 

そ
の
 
當
然
 

の
 事
が
 
出
来
な
い
 
の
が
 
卽
ち
 
負
債
 
を
 生
ず
る
 
所
以
で
 
あ
る
。
 
 

. 

今
 文
化
 
十一 

一
年
の
 
趣
 法
 帳
に
 
基
き
 
て 負

債
と
 
そ
の
 
償
還
 
案
と
の
 
關
係
を
 
明
か
に
 
す
れ
ば
、
 

1 
御
 

渡
米
 

四
百
 

三
 

俵
 
也
 
 

. 

內
 

米
 百
 拾
 壹
俵
壹
 
斗
 七
 升
 也
 
 

御
飯
 米
 其
 他
 必
要
 
米. 總

計
 

殘
米
貳
 
百
 九
 拾
 蔻
俵
贰
 
斗
 三
 升
 也
 
 

平
均
 
直
 段
 拾
 雨-一 

付
贰
拾
 
贰
俵
替
 

代
金
 
百
 參
拾
貳
 
兩
貳
分
 

錢
贰
百
 
參
拾
七
 
文
 

內
金
贰
 
拾
 參
兩
贰
 
分
 
錢
 四
百
 
八
十
 
四
 文
 
 
使
用
人
 

給
料
 

同
 金
 拾
 四
 雨
 
 
>
 
 

酒
肴
 
料
理
 

代
 

同
 金
八
兩
 
甙
分
餘
 
 

修
 

縛
 

， 
費
 

同
 金
 四
 拾
 九
兩
贰
 
分
贰
朱
 

錢
百
四
 
拾
壹
文
 

裏
 用
 諸
人
 
用
雜
費
 
需
用
 
費
 

小
計
 
金
 九
 拾
 五
雨
 
贰
分
贰
 
朱
 
錢
六
百
 
贰
拾
五
 
文
 

差
 

引
金
 

參
拾
六
 

兩
參
分
 

錢
 

四
百
 

八
 

拾
 

四
 
文
 
 

■ 

と
い
 
ふ
 計
算
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
內
を
 
更
に
 
儉
 約
し
て
 
贰
拾
兩
 
位
 生
み
出
し
、
 
屋
敷
 
內
の
 
山
林
 
畑
 物
 成
に
 
て
贰
兩
 
三
分
 餘
 

を
^
れ
ば
、
 
合
計
 
金
 五
 拾
 九
兩
餘
 
と
な
る
 
か
ら
、
 
之
 を 以

て
 
返
金
 
せ
ん
と
す
 
る
の
で
 
あ
る
。
 
之
に
 
對
 し
て
 
借
財
 
何
程
 
か
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と 
見
れ
ば
、
 

右
の
 

趣
 

法
 

書
中
に
 

は 
書
い
て
 

な
い
 

が、
 

文
化
 

十
五
 

年
 

(
文
政
 

元
年
)
 

調
の
 

書
類
 

中
に
、
 

文
化
 

十
二
 

年
末
 

喟
 

借
用
 

高
 

百
 

八
 

拾
 

八
兩
贰
 

朱、
 

錢
六
百
 

十
二
 

文
と
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

百
 

八
 

拾
 

八
 

兩
餘
は
 

十
二
月
 

末
 

調
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

立
案
の
 

當
 

時
に
は
 

尙
 

數
拾
兩
 

少
な
か
っ
た
 

で
あ
ら
う
、
 

故
に
 

數
 

年
の
 

後
に
 

は 
無
 

借
と
 

な
る
 

勘
定
で
 

あ
つ
た
が
、
 

こ
の
 

最
初
の
 

1は
45
 

ちゃ
-つ
 

帳
 

作
製
の
 

時
に
は
、
 

服
 

部
 

家
よ
り
 

負
 

俊.
 

高
が
 

明
示
せ
ら
れ
 

た
の
で
は
な
か
っ
た
 

様
で
 

あ
る
。
 

或
は
 

一 
ケ 

年
に
 

約
 

五
六
^
 

兩
の
 

餘
剩
を
 

見
出
す
 

方
法
 

を
 

求
め
ら
れ
 

た
の
で
 

は
な
か
ら
 

う
か
。
 

殘
金
五
 

拾
 
九
雨
餘
 
 

一 
ケ 

年
に
 

. 

右
 

者
 

御
 

家
政
 

御
 

不
如
意
 

罷
成
候
 

付
 

御
 

取
 

道
 

之
 

儀
 

達
て
 

御
 

願
に
 

付
 

前
段
 

之
 

通
有
 

體
中
勘
 

組
立
 

差
 

上
申
 

候
 

處
如
斯
 

御
座
 

候
 

以
上
 

文
化
 

十
二
 

乙
 

亥
年
 

二
月
 
吉
日
 
 

二
宮
 

金
次
郞
 

こ
の
 

文
章
 

を
 

一 
覽
 

す
れ
ば
 

「
達
て
 

御
 

願
に
 

付
」
 

と 
あ
ろ
か
ら
、
 

直
に
 

御
 

仕
 

法
 

を
 

引
受
け
た
 

様
に
 

あ
る
が
、
 

「中
 

勘
 

組
立
 

差
 

上
」
 

と 
あ
る
に
 

見
て
も
、
 

中
 

勘
 

は 
中
庸
 

正
當
 

な
る
 

勘
考
で
あ
っ
て
、
 

卽
ち
實
 

行
 

可
能
な
る
 

生
活
 

標
準
 

案
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

こ
の
 

書
類
 

を
 

差
 

出
し
て
か
ら
 

如
何
様
に
 

な
つ
 

た
か
を
 

考
 

ふ
る
に
、
 

同
年
の
 

十一
 

一
月
か
ら
 

「
歳
 

中
 

曰 
記
」
 

中
 

こ 
「
お
 

ひか
へ 

おぼ
え 

扣
 

覺
」
 

力
あ
っ
て
 

下
肥
 

を
 

汲
取
っ
た
 

記
事
が
 

あ
り
、
 

牧
 

支
の
 

金
額
 

も
增
 

加
し
、
 

田
地
の
 

買
 

戾
も
行
 

は
れ
た
。
 

弟
 

友
 

吉
も
會
 

我
か
ら
 

歸
 

宅
し
て
、
 

1 
一十
 

七
 

歳
で
 

三
 

郞
左
衞
 

門
の
 

跡
 

式
 

を
相
繽
 

し、
 

翌
 

文
化
 

十
四
 

年
 

1 
一月
 

廿
 

八
日
 

先
生
 

三
十
 

一 

歲
 

に
し
て
 

中
島
き
 

の 
女
と
 

結
婚
し
た
。
 

故
に
 

文
化
 

十
二
 

年
の
 

趣
 

法
 

帳
 

は 
先
生
が
 

钍
法
を
 

引
受
け
た
 

書
 

頃
で
 

は
な
く
、
 

服
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都
の
 
爲
に
 
立
案
し
た
 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

附
 

服
 部
の
 分
 度
と
 そ
の
 實
 行
に
 就
て
 

服 部
の
 
仕 法 は 分

 度
の
 
確
立
 
に よ

っ
て
 
救
 は
れ
た
 
の
で
 
ある。 

分 度
の
 
確
立
に
 
は、 

一 

家
の
 
消
费
 者
た
 
ろ 家

長
 家
婦
の
 
徹
底
的
 
の自 鱟

ん
耍
 
すろ。 

故
 LL 報

德
 記
に
 
は 服 部

 家
 と 分 度

と
の
 
關
係
^
 
極
め
て
 
明
細
に
 
述
べ
て
 

あろ。 
先
づ
 
この 

自 覺ん」 催
す
 爲： i は、 

容
易
 

L1 仕 法 や 分 度
の
 
組
立
^
 
承
諾
し
て
 
は
な
ら
な
い
、
 

强 て
依
賴
 
すろ 場

合
の
 
押
 問
答
 

中
に
 
分 度 生

活
の
 
並
大
抵
で
 
な
い
 
決心ん」 要

す
ろ
 
こと 

^
指
示
し
、
 
勤
儉
の
 
本
旨
ぶ
 
リ
職
分
 
上
の
 責
任
、
 
治 國

の
耍
 
遨
は
齊
 
家
に
 
あ 

る こ
と
^
 
明. か

に
す
 
る。 

斯
 く
し
て
 
先
生
 
は 再 11 一之 ぁ

辭
 退
し
た
。
 

而 して 
是
非
に
 
とい 

ふ 所
で
 
引
受
け
ら
れ
た
。
 
こ
の
間
の
 
消
息
 

の 
一 端
 次
の
 
通
リ
 
で
あ
る
。
 

1 部
の
 
仕 法

の
 
懇
囑
 
せ
ら
れ
た
 
由
來
 は、 

若
黨
 
と
し
て
 
忠
赏
 
で
あ
 リ、 

五
常
 講
其
他
 

一 家
 復
興
 世
帶
 持
の
 
巧
妙
 等
が
 
服 部

 
一 家
に
 

^
ュ
 渡
っ
た
 
爲 で

も
 
あ
ろ
が
、
 
未
だ
 
若 黨

に
仕
 
法 依 親

と
ま
で
 
ば
考
 
へ ら

れ
 
な
か
っ
た
 
で
あ
ら
う
、
 
然
れ
 ど
も
 
次
第
に
 
窮
迫
し
 
來
る
 

財
政
難
に
 
關
し
 奉
行
 

一一 ー幣 又
左
衞
 
門、 

代
官
 鵜 澤

作
右
 
衞
門
等
 
は そ

の
 医
 救
に
 關
與
 
し、 

終
に
 
服 部

の
 
決
心
^
 
催
し
 
先
生
^
し
て
 
仕 

法
 書ん」 作

ら
 
L め

た
 
の
で
 
ある。 

依
て
 
服 部

 は
三
幣
 
等
^
し
て
 
先
生
に
 
仕 法 委嘱ん」 懇

望
せ
 
し
め
た
。
 
併
し
 
先
生
に
 
して 

見
れ
ば
 

1 

藩
の
 
家
老
の
 
士
法
 
な
ど
 無
論
 綏
驗
 
も
な
 
き
こ
と
 
で
あ
 
リ、 

唯
數
年
 
親
し
く
 
服 部

 
一
家
の
 
事情ん」 洞

察
し
て
 
その 

缺
陷
ん
 
明
か
に
 
し、 

容
易
に
 
弊
風
の
 
改
め
 
難
き
^
 
熟
視
し
て
 
居
た
 
の
で
 
あろ、 

故
 に 之ん」 簡

單
に
 
引 請

け
 
ろ
が
 
如
き
 
こ
と
ば
 
出
來
ろ
 
も
の
で
 
は
な
い
。
 

先
生
 
再 一一 ー固

辭
 
して 

曰、 

「=4-は 容
易
の
 
事
で
 
は
な
い
、
 
余 は 農

夫
で
 
あろ、 

農
事
に
 
精
勵
 
して 廢

 家ん」 與
 し
た
の
 
は 農

夫
の
 
道
^
 勤
め
た
 
爲 で

あ
ろ
。
 

然
 ろに 

服 部
 家 は 小 田 原

 藩
 中
高
 位
の
 
家
老
で
 
あろ、 

而
し
 
て
こ
の
 
大
借
 
金ん」 生

じ
て
 
窮
迫
 極
ま
ろ
 
の は、 

士 と
し
て
の
 
家ん」 治 

む
る
 
道ん」 失

っ
た
 
爲 で

な
い
 
か、 

農
夫
た
 

ろ 余
が
 
士
の
 
家ん」 興

す
な
 
ど X 

い
ふ
 

こ 
と
は
關
 
知
し
 得
ろ
 
所
で
は
な
い
」
 

と、 
こ
れ
^
 
聞
い
た
 
服 部

 は 益
々
 
賢
な
 
ろ こ

と
^
 
知
 リ
眞
實
 
懇
望
の
 
意ん」 盡

 して 
已 ま

な
か
っ
た
。
 
先
生
 慨
然
と
 
して 

曰、 

「服 部
 家
 は 我

が
 領
主
の
 
重
臣
で
 
あろ、 

今
 艱
難
の
 
爲
に
 職ん」 退

き
、
 
其
 家
 も 亦

 衰
廢
に
 
及
び
、
 
與
廢
の
 
境
界
線
に
 
立
っ
て
 
余
が
 

一身 li 望
^
 期
し
、
 
高
き
 身
分
な
 
屈 L、 

その 
誠
意
^
 
盡
 し
て
 
依
 賴
 せ
ら
れ
ろ
、
 
今
 余
が
 之ん」 救

 は
な
け
れ
ば
 
或
は
 廢
絡
 
すろ 

や 
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も 
知
れ
な
い
、
 

服 
部
 

家
暧
糍
 

す
れ
ば
 

當 
君
の
 

g
 

ひ 
給
 

ふ 
事 

亦 
甚
だ
 

大 
な
る
 

も
の
で
 

あ
ら
う
、
 

然
 

ら
ば
 

服 
部
 

一
家
の
 

不
幸
 

a 
み
で
 

ズ 

ない
、 

我
が
 

小 
EZ
 

原 
藩
の
 

爲
に
急
 

あ 
救
 

は 
ざろ
 

ベ
か
ら
 

ざろ
 

も
の
で
 

あろ
」 

と、
 

その
 

妻
に
 

謂
っ
て
 

曰、
 

「服
 

部 
家
の
 

依 
賴
は
已
 

に 
急
な
 

ろ 
もの
 

ある
 

こと
 

汝
が
 

知
れ
ろ
 

通
リ
 

で
あ
ろ
、
 

佘 
今
よ
 

リ
服
部
 

家
 

に 
至 

リ
カ
^
 

盡 
さ
ん
と
 

すろ
 

も 

の
で
 

あ
ろ
が
、
 

定
め
し
 

當
惑
 

する
 

で
あ
ら
う
 

け
れ
ど
も
、
 

余
が
 

爲
に
 

家
^
 

守 
リ 

家
事
^
 

勤
め
よ
、
 

余
 

五 
年
に
 

して
 

服 
部
 

家
の
 

整
理
 

ん 
終
リ
、
 

同
家
の
 

安
堵
^
 

見
て
 

歸
リ
來
 

ろ
で
 

あ
ら
う
」
 

と、
 

妻
 

浜
ん
 

流
し
て
 

曰
く
 

「
承
知
し
 

ま
し
た
」
 

と、
， 

玆 
に 

於
て
 

先
生
 

服 
部 

家
に
 

到
り
て
 

曰、
 

「五
ケ 

年
の
 

內
に
御
 

家
の
 

艱
苦
^
 

除
か
ん
 

と
す
ろ
 

も
の
で
あ
る
が
、
 

內
外
 

一 
切 

余
に
 

命
じ
 

給
 

は 
> 

この
 

事
 

完
成
 

す
れ
 

ども
、 

若
し
 

聊
カ
 

た
リ
 

とも
 

御
存
 

意
ん
 

加 
へ
ら
ろ
、
 

な
ら
ば
、
 

必
す
 

この
 

志
お
 

全
く
す
 

ろ 
こと
 

は
出
來
 

な
い
、
 

左
樣
の
 

儀
な
ら
 

ば
个
 

日^
. 

引
受
 

け
し
な
い
 

方
が
 

却
っ
て
 

双
方
 

幸
で
 

あろ
」 

と、
 

服 
部 

喜
ん
で
 

曰、
 

「予
 

不
才
に
 

して
 

一 
家
 

あ 
安
ん
 

す
ろ
 

こ
と
が
 

出
來
 

な
い
で
 

この
 

衰
 

弊
に
 

到
っ
た
、
 

術
計
 

盡
き
 

果
て
 

途
方
に
 

暮
れ
、
 

以
て
 

汝 
に 

依
頼
 

すろ
 

の
で
 

ある
、 

何
^
 

以
て
 

我
意
^
 

首 
は
う
 

や、
 

與
廢
 

共
に
 

汝 
一 身
に
 

委
託
す
、
 

汝 
十
分
に
 

改
革
 

ぜょ
、 

予
は
 

唯
汝
の
 

丹
誠
に
 

依 

賴 
すろ
 

のみ
」 

と、 先生 曰、 

「
祿
千
 

二
百
 

石
に
 

て
當
今
 

S
 

領
ぜ
ら
 

る、
 

俸
祿
米
 

四
百
 

三 
俵、
 

而 
し
て
 

負
債
 

数
百
 

兩、
 

こ
れ
 

世
祿
の
 

名
あ
っ
て
 

其
の
赏
 

旣
に
也
 

人 

の 
所
有
な
 

ろに
 

等
し
、
 

御
 

家
老
の
 

世
祿
^
 

以
て
 

之ん
」 

償
還
せ
 

す
し
て
 

H 
あ 

送
ら
ろ
、
 

が 
故
に
、
 

、、
の 

無
き
 

所
の
 

祿,
^ 

我 
祿
有
リ
 

と 

信
じ
 

給
う
て
 

この
 

禍
^
 

重
れ
ら
 

ろ、
 

淺
間
 

しい
 

事
で
 

あろ
。 

上 
君
恩
の
 

無
量
な
 

ろ
あ
っ
て
 

世
々
 

安
樂
に
 

生
活
し
 

給
 

ふ 
無
量
の
 

恩
德
 

な 
知
リ
、
 

常
に
 

節
儉
な
 

守
リ
 

永
く
 

君
恩
に
 

報
ず
ろ
 

忠勤
ん.
, 

逍 
とし
 

給
 

ふべ
 

さん
；、
 

過
っ
て
 

身
の
 

奢
侈
に
 

流
ろ
、
^
 

知
^
す
、
 

不 
《y
 

ん
生
 

す
と
 

雖
も
其
 

根
元
 

^
顧
み
す
、
 

他
の
 

財ん
」 

借
リ
て
 

之
な
 

捕
 

ひ、
 

元
利
^
 

倍
 

一 
家 

睃
滅
の
 

大
患
^
 

慮
ら
す
、
 

終
に
 

家 
あ 

破
リ
君
 



恩
^
も
 

消 
盡
し
給
 

は 
>、
 

これ
；^

 
して
 

忠
義
の
 

臣と
 

い
ふ
べ
き
 

で
な
い
。
 

然
ら
 

ば 
卽
ち
 

直
に
 

其
 

過
^
 

補
ば
ん
 

こ
と
ん
 

勤
め
ね
ば
 

な 

らぬ
、 

その
 

方
法
 

は
先
づ
 

過
去
の
 

驕
奢
^
 

省
み
て
 

その
 

身 
^
貴
む
 

るよ
 

リ 
始
め
ら
れ
ろ
 

こ
と
で
 

あろ
、 

その
 

身
^
 

責；
； 

I ると
 

いふ
 

は 
食
に
 

飯 
汁
に
 

限リ
、 

衣 
は 

綿 
衣
に
 

限リ
、 

必
す
 

無
用
の
 

事
^
好
ま
れ
て
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

この
 

三 
箇條
. 

^
守
ら
ろ
.
 

A 
や 

否
や
」
 

iy
 

服 都 曰、
 

「
こ
れ
 

予
が
 

甘
ん
じ
て
 

行 
ふ
こ
と
 

な 
誓
 

ふ 
所
で
 

あろ
、 

その
 

程
度
 

LL
 

て 
家
ん
 

興
す
 

こ
と
が
 

出
來
 

る
な
ら
 

ば 
何
の
 

幸 
か
こ
れ
 

に 
如
か
 

ん
ゃ
 

で
あ
る
」
 

と、
 

玆
に
 

於
て
 

先
生
 

服 
部 

家
の
 

僕婢
ん」
 

呼
ん
で
 

曰、
 

「
主
家
の
 

負 
情
^
 

大
し
て
 

困
窮
な
 

ろ 
旣
に
汝
 

等
の
 

知
ろ
 

所
で
 

あろ
、 

この
 

儘
 

して
 

一!1
 

箇
年
^
 

經
過
 

す
れ
ば
、
 

主
家
 

は
將
に
 

傾
覆
 

に
陷
ろ
 

こと
 

は 
明
か
で
 

あろ
、 

汝
等
 

若
し
 

無
事
 

永 
績
の
道
 

あ 
知
れ
ろ
 

なら
ば.
 

之 
^
余
に
 

告
げ
よ
」
 

と、
 

传.
 

曰、
 

「是
れ 

我
々
 

鄢
 

人
の
 

知
ろ
 

所
で
は
な
い
 

願
く
 

ば
敎
 

^
賜
へ
」
 

と 
先
生
 

曰、
 

「
汝
等
 

主
家
の
 

無
事
^
-
願
 

ひ、
 

余 
一 

人
に
 

その
 

方
法
 

^
聞
き
た
 

し
と
い
 

ふ
な
ら
 

ば、
 

主
家
 

旣
 

に 
余
 

一 
人
に
 

任
し
 

何
等
 

思
慮
^
 

加へ
 

な
い
 

と 
仰 

t-
 

ら
れ
、
 

五ケ
 

年
間
 

一 
家
の
 

綏
營
^
 

委
任
し
 

耠
ふ
、
 

汝
等
も
 

我
が
 

指
揮
に
 

隨
ひ
 

異
存
な
 

き 
や 

否
や
」
 

と、
 

一 
同 

異
存
な
 

き
か
 

誓
 

ひ
た
ろ
 

が 
故
に
 

先
生
 

旣
に
 

調
査
す
 

ろ 
所
に
 

隨 
つて
 

分 
度ん
」 

立て
、 

無
用
の
 

雜
费
^
 

省
き
 

周
年
の
 

用
度
な
 

制
 

し、
 

借
財
の
 

貧
 

方
^
 

呼
ん
で
 

實
情
^
 

明
か
に
 

し、
 

五 
年
ん
 

以
て
 

完
«
 

すろ
 

な 
約
し
、
 

. 目 
ら
婢
 

僕
と
 

共
に
 

家事
ん」
 

勤
め
、
 

服 
部
 

氏
出
づ
 

れ
ば
卽
 

ち
若
黨
 

と
な
り
、
 

入
れ
ば
 

毎
朝
 

家
^
 

治
め
 

國
^
 

治
む
 

ろの
 

道
^
 

說 
いた
。 

. 
次
に
 

その
 

分 
度
の
 

一
例
と
 

して
 

文
化
 

十
五
 

年
の
 

御 
趣
 

法 
賄 

帳
よ
 

リ
摘
錄
 

す
れ
ば
、
 

御 
蓥
所
御
 

不
如
意
 

に
忖
 

去
年
 

奉
 

中 
上 

候 
御 

趣
 

法 
御 

聞 
濟
の
上
 

は、
 

彌 
前
書
 

割
合
 

之 
通 

* 
仕 

候 
右
に
 

付 
御
臺
所
 

取
締
 

倚
倏
 

左
に
 

钧 

伺 
奉
 

申 
上 

候 

1 、 
笫ー
 

火 
之 

用
心
 

！ 
 

、 
 

^
道
具
 

損
じ
 

候 
節不
， 

1 隱置
, 

英
左
衞
 

門 
迄
 

可 
申 

聞 
候 
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1 、 楫 (薪) 味
噜
 醤
油
 
御 膳 焚

騷
リ
 

1、 
砷
々
 
燈
明
 
五つ 

時 迄
と
 
心
得
 油 次 可 申 候 若

篱
係
 

1 、 
惣
行
燈
 
御
上
 女
中
 懸
リ
油
 
預
リ
兼
 
可 申 侯 

一 、 
香 

物 
作
男
 

懸
リ
 

1 、 
蛾
燭
並
 
御
屋
敷
 
康
物
竹
 
木 焚

 木 英
左
衞
 
門
懸
リ
 

1 、 
何 品 に 不

寄
少
 
分
た
り
 
とも 

他
に
 出
し
 候
 品 英

左
衞
 
門 迄 可 申 聞 事

 御 召 仕 双
方
 

1 、 
御 表 御 部

屋
 
何 品

に
 
不
寄
 貸
し
 惜
之
 
品々 

英
左
衞
 
門 迄 可 申

出
 
候 事 

1、 徇
客
 御
座
 候 節 御 勝

手
に
て
 
锊
表
樣
 
よ 9 御 部

屋
へ
 
被 

入
且
御
 
部
屋
よ
り
 
锊
表
樣
 

へ 被 爲
入
候
 
節 御

た
 
が ひに 洒 五

合
 宛 

御
持
參
 

尤
も
 

英
左
衞
 

門 
承
り
^
 

数
 

a 
定
差
引
 

可 
仕
候
亊
 

一 、 
此
上
 
不
時
 御 入

用
 
御
座
 候
ば
 
マ 右 割

合
の
 
内へ 

切
れ
込
 
申 候 尤

も
 米 直 段

 宜
節
は
 
夫 丈

の
 
品 御 入

用
 
可
然
 候
 

右
 之 通 金 次 郎

英
左
 
衞
門
申
 
談
御
伺
 
奉
 申 上 候

 

文
化
 十
五
 寅
年
 
三
月
 

右
箇
條
 
割
合
の
 
通
リ
 
双
方
 
一 致 之 精

力
 
あ 以

贿
方
 
行 届 候

へ
ば
 
左 之 通

リ
之
 
口々 

追
々
 申 談

之
上
 
始
末
 
仕
度
 候 

一 、 
御 

R  口 物 
一 ゝ 

御 
普
請
 

並 
諸 

修
繕
 

一 、 
不
時
 

御
調
 

和 

三
 

第
一
 
回
の
 
家
政
 整
理
 
仕
 法
 

文
化
 
十
二
 
年
の
 
服
 部
の
 
家
政
 
は 趣

 法
 立
案
の
 
通
り
に
 
は 行

 は
れ
な
か
っ
た
 
，
そ
れ
 

ほ 恐
ら
く
 
服
 部
 主
従
の
 
決
心
の
 
及
ぶ
 
所
で
は
な
か
っ
た
 
で
あ
ら
う
 

*- 
そ
こ
で
 
文
政
 
元
 (
文
化
 
十
五
)
 
年
の
 

「- 

ひ 1* へち や 5 

0
 

帳
」
 
に
よ
れ
ば
 
次
の
 
通
り
で
 
あ
る
。
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文
化
 

十
二
 

年
末
 
 

百
 

八
 

拾
 

四
 

兩
贰
朱
 

錢
六
百
 

六
 

拾
贰
文
 

同
 

十
三
 

年
末
 
 

贰
百
 

參
兩
壹
 

分
贰
朱
 

錢
 

四
百
 

拾
 

七
 

文
 

同
 

十
四
 

年
末
 
 

贰
百
四
 

拾
 

六
 

兩
參
分
 

錢
六
百
 

拾
 

八
 

文
 

斯
く
 

年
々
 

負
 

憒
が
增
 

加
す
 

る
の
 

み
で
、
 

一
向
 

償
還
の
 

途
が
 

開
け
な
い
 

か
ら
、
 

文
化
 

十
四
 

年
末
に
 

至
っ
て
 

先
生
に
 

委
囑
 

し
て
 

そ
の
 

方
法
 

を
 

立
て
る
 

こ
と
、
 

な
っ
た
、
 

そ
の
 

時
期
 

は 
「
一
家
 

再
 

舆
相
續
 

手
段
 

帳
」
 

と 
題
す
 

る 
書
類
 

中
に
 

(一
-一
宮 

尊
德
 

全
集
 

第 
十
四
 

卷
六
ニ
 

一 
頁
 

以下
) 

文
化
 
十
四
 
年
 十
 1 一月 十

日
 

1 <Eg へ 3
 
 

是
は
服
 
部
十
郞
 
兵
衞
樣
 
より、 

御
 家
政
 
 

， 

一達
 

i 
る
 
 

御
 

願に
： 

t 
御 

洒
代
被
 

下 
候
に
 

元
に
 

入 

おま
かな
. 

^か
 

ヒし
& 
 

± ふわ
り 

あ.^
 

ちゃ
う 

と 
あ
る
か
ら
 

文
化
 

十
四
 

年
末
に
 

依
願
 

を 
受
け
、
 

前
年
 

立
案
の
 

趣
 

法
 

帳
に
 

基
き
、
 

更
に
 

「
御
 

賄
 

方
 

趣
^
 

割
合
 

帳
」
 

を
 

作
っ
て
 

翌
 

文
化
 

十
五
 

(
文
政
 

ー兀
) 

年
 

三
月
 

之
 

を 
提
出
し
た
。
 

更
に
 

「
御
 

借
用
 

增
减
控
 

帳
」
 

の
內
に
 

は、
 

右
 

之
 

通
 

御
 

借
用
 

相
 

改
金
甙
 

百
 

四
 

拾
六
兩
 

三
分
と
 

錢
六
百
 

六
 

拾
 

八
 

文
 

丑
 

(
文
化
 

十
四
 

年
)
 

十
二
，
 

月
よ
り
、
 

文
政
 

元
年
 

三
月
 

十
五
 

日 
迄
 

勘
定
 

仕
 

候
、
 

立
 

合
 

人
 

周
 

介
、
 

佐
吉
、
 

應
介
、
 

英
左
衞
 

門、
 

金
 

治
郞
、
 

御
拜
 

借
よ
り
 

町
人
 

拂
 

等
に
 

至
 

る
ま
で
 

相
違
 

無
 

御
座
 

候
に
 

付
 

御
 

長
屋
 

山
 

本
 

英
左
衞
 

門
 

方
よ
り
 

引
 

請
 

預
方
仕
 

候
 

以
上
。
 

と 
あ
り
、
 

ま
た
 

同
時
の
 

古
文
書
 

「
借
財
 

取
調
 

書
」
 

の
奧
 

書
に
 

も、
 

右
 

は 
關
谷
周
 

助
 

賄
 

方
 

被
 

成
 

候
に
 

付
、
 

服
 

部
 

様
 

御
臺
所
 

借
用
 

之
 

分
 

相
改
置
 

候
、
 

今
 

亥
 

七
月
よ
り
 

山
 

本
 

英
左
衞
 

門
 

相
 

渡
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よ
り
、
 
寅
 三
月
 
一 一 宫

氏
請
 
取
 申
 候
。
 

と あ
る
か
ら
、
 
先
生
が
 
仕
 法
 を 引

受
け
 
そ
の
 
引
繼
が
 
了
っ
た
 
の は、 

文
政
 
元
年
 
三
月
 
十
五
 
日
で
 
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
そ
の
 

引
繼
 計
算
 
調
査
 
は 文

化
 
十
四
 
年
 十一 

一
月
に
 
於
て
、
 
服
 部
 負
 愦
總
額
 
贰
百
四
 
拾
 六
兩
餘
 
で
あ
る
。
.
 
W
 し
こ
の
 
文
化
 
十
四
 
年
 

に 仕
 法
 引
^
 
方
の
 
交
涉
 
の
あ
っ
た
 
時
に
は
、
 
そ
の
 
負
債
 
額
 は
甙
百
 
拾
四
兩
 
で
あ
っ
た
、
 
而
 し
て
 
四
百
 
三
 俵
の
 
渡
米
の
 
內、 

飯
米
、
 
給
 與
米
等
 
を
 引
 去
り
、
 
そ
の
 
殘
餘
を
 
合
せ
て
 
月
々
 
賣
 却
し
、
 
各
種
の
 
節
約
に
 
よ
っ
て
、
 
年
々
 
約
 六
 拾
 六
 兩
許
を
 

以
て
 償
還
に
 
充
っ
ケ
 
ば、 

次
の
 
通
り
に
 
完
濟
し
 
得
る
。
 
こ
の
 
方
法
 案
 は 

「
御
 贿
方
趣
 
法
 割
合
 
帳
」
 
に 明

記
し
て
 
あ
ろ
。
 

年
 

次
 
.
 
 

毎
年
 
正
月
の
 
債
務
 
 

利
 意
 支
拂
髙
 
 

元
金
 償
還
 
高
 

文
政
 
元
年
 
 

贰
百
拾
 
四
兩
.
 
 

三
 拾
 四
 兩
贰
分
 
 

三
 拾
甙
兩
 

同
 

二
 年
 
 

百
 八
 拾
贰
兩
 
 

贰
拾
七
 
兩
贰
分
 
 

三
 拾
 八
 兩
贰
分
 

同
 
三
年
 
 

百
 四
 拾
 參
兩
贰
 
分
 
 

拾
 九
兩
參
 
分
贰
朱
 
 

四
 拾
六
兩
 

同
 

四
 年
 
 

八
 拾
 九
 兩
贰
分
 
 
拾
 參
兩
壹
 
分
贰
朱
 
 

四
 拾
 兩
贰
分
 

r
 
 

0
^
 
 

？ f
j
l
 
 

一 I 
く
 
 

十
八
 

ヶ月
 

賦
 

と
し
て
 

同
 

五
 年
 
 

四
 拾
 八
兩
參
 
分
贰
朱
 
 

七
 兩
壹
分
 
 

參
 拾
貳
兩
 

同
 

六
 年
 
 

拾
 六
兩
參
 
分
贰
朱
 
 

六
月
 皆
濟
 
 

i
 

こ
の
 
案
に
 
よ
っ
て
 
引
受
け
て
か
ら
 
は、 

m
s
i
 小 は 先

生
 
親
ら
 
倉
庫
よ
り
 
受
取
り
、
 
そ
の
 
中
か
ら
 
分
 度
に
 
隨
 つ
て
 
山 本

 

英
左
衞
 
門
へ
 
飯
米
 
並
に
 
雜
用
を
 
渡
し
た
 
の
で
、
 
仕
 法
 は 先

生
の
 
請
負
と
 
な
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
こ
れ
 
を
報
德
 
記
の
 
千
兩
に
 



比
す
れ
ば
 

四
 

分
の
 

一 
で
あ
ろ
 

が、
 

服
 

部
 

家
の
 

債
務
 

整
理
 

は 
三
回
に
 

亙
り
、
 

そ
の
 

最
後
 

卽
 

ち 
IK
 

保
 

十
二
 

年
の
 

時
に
は
 

意
外
 

に
も
 

八
 

百
贰
拾
 

七
兩
餘
 

と
な
っ
て
 

居
る
。
 

故
に
 

千
兩
 

と
い
 

ふ
こ
と
 

は 
前
後
の
 

仕
 

法
 

金
 

を 
合
算
 

す
れ
ば
、
 

決
し
て
 

過
大
に
 

見
た
 
も
の
で
 
は
な
い
。
 

さ
て
 
こ
の
 
仕
 法
案
が
 
如
何
様
に
 
實
 行
せ
ら
れ
 
た
か
と
 
い
ふ
に
、
 
前
記
の
 
「
御
 借
用
 
增
減
 帳
」
 
に
よ
れ
ば
、
 

文
政
 

元
年
 

末
 

， 金
 

甙
百
三
 

拾
 

贰
兩
贰
 

朱
 

錢
百
九
 

拾
貳
文
 
 

- 
- 

同
 

二
 

年
末
 

. 
金
 

贰
百
六
 

拾
 

九
 

兩
豐
分
 

錢
六
百
 

六
 

拾
 

四
 

文
 

同
 

三
年
 

末
 
 

金
 

三
百
 

六
 

拾
 

八
 

兩
壹
分
 

錢
八
百
 

贰
拾
參
 

文
 

で
あ
っ
て
、
 

文
政
 

元
年
に
 

於
て
 

は、
 

先
生
の
 

引
請
當
 

時
よ
り
も
 

拾
四
兩
 

贰
分
贰
 

朱
、
 

錢
 

四
百
 

九
 

拾
 

六
文
减
 

少
し
て
 

居
 

る
が
、
 

翌
ニ
 

年
に
 

は 
三
 

拾
七
兩
 

餘
の
增
 

加
で
 

あ
る
。
 

最
も
 

こ
の
 

內
贰
拾
 

六
兩
、
 

錢
百
 

六
拾
壹
 

文
 

は 
服
 

部
が
 

江
戶
 

詰
と
 

な
 

つ
た
の
で
、
 

新
に
 

生
じ
た
 

新
 

借
で
 

あ
り
、
 

翌
 

三
年
に
 

は
百
兩
 

許
の
 

增
借
 

で
あ
る
が
、
 

1 
金
 

贰
拾
四
 

兩
贰
分
 

-
 
 

旦
那
 

様
に
 

遣
す
 

ー
金
贰
 

拾
六
兩
 
 

丑
 

十
二
月
よ
り
 

四
ケ
 

年
の
 

內
 

出
精
 

者
へ
 

遣
す
 

1 金
 六
 拾
八
兩
 
三
分
 

錢
七
 
百
壹
文
 

江
 戶
御
詰
 
金
 不
足
 
之
 分
 
 

• 

一 
金
 

三
兩
壹
 

分
贰
朱
 

錢
 

三
 

拾
 

文
 

右
 

利
子
 

計
 

金
 

百
貳
拾
 

貳
兩
贰
 

分
貳
朱
 

錢
壹
貫
 

百
 

三
 

拾
壹
文
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と
い
 
ふ 巨

額
の
 
新
 借
 を 生

じ
た
 
爲
 で
あ
ろ
 

先
生
 
は
斯
 
か
ろ
 
傾
向
 
を 見

て
 
前
途
 
を 憂

慮
し
、
 
先
 づ
邸
內
 
の 藪

 林
 を
 整
理
し
、
 
茱
種
、
 
莉
豆
、
 
梅、 

竹
 木
 等
 を
 得
て
 

次
の
 
年
次
 
表
の
 
如
き
 
增
牧
を
 
企
て
た
。
 

文
政
 
二
 年
 
 

金
八
兩
 
壹
分
餘
 

同
 
三
年
 
 

金
 贰
兩
餘
 

同
 

四
 年
 
 

金
五
兩
 
壹
分
餘
 

同
 

五
 年
 
 

金
五
兩
 
贰
分
餘
 

計
 金
 贰
百
九
 
拾
九
兩
 
三
分
 貳
朱
 

錢
贰
百
 
六
 拾
 四
 文
 

^
し
 
趣
 法
案
 
は そ

の
 
理
想
 
を 裏

切
ら
れ
、
 
然
 か
も
 
そ
の
 
程
度
 
は 些

細
の
 
額
で
 
は
な
い
、
 
令
 そ
の
 
原
因
 
を
考
 
ふ
ろ
に
、
 

文
化
 
元
年
 借
金
 
償
還
の
 
案
の
 
樹
立
せ
ら
れ
 
ろ
と
 
同
時
に
、
 
從
來
服
 
部
 は 病

氣
引
 
籠
り
と
 
稱
 し
そ
の
 
職
務
 
奉
仕
 

ズ. 差
控
ふ
 

ろ こ
と
 
を 許

さ
れ
て
 
居
た
 
が、 

文
政
 
元
年
 
主
 侯
 老
中
と
 
な
り
、
 
江
戸
の
 
用
務
 
劇
增
 
し
た
の
で
 
出
仕
の
 
必
要
が
 
生
じ
、
 

そ 

の 準
備
が
 
立
て
ら
れ
 
文
政
 
三
年
 
出
府
し
た
 
の
で
、
 
前
述
の
通
り
に
 
多
額
の
 
失
費
と
 
な
っ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
窮
厄
を
 
切
 

绂
 け
ろ
 
趣
 法
案
が
 
必
要
で
、
 
そ
の
 
案
の
 
通
り
に
 
實
行
 
せ
ら
ろ
 

A 根
元
 
を 堅

む
 
る
に
 
は 幾

多
の
 
工
夫
が
 
凝
ら
さ
れ
た
。
 

一 、 
糧
米
其
 
他
 賫
拂
米
 
等
 を 積

 置
き
て
 
値
上
り
 
を 待

つ
 
こ
と
 

二、 
低
利
資
金
 
を 借

人
れ
 
て 利

鞘
 
を 得

る
 
こ
と
 



かや
 

ま 

の
 如
き
 
は 直

に
 
着
手
 
せ
ら
れ
た
、
 
第
 
一 案
 は、 先

生
 
は 服

 部
の
 
給
 米
 を 引

受
け
て
 
居
る
 
上
に
、
 
栢
山
 
附
近
の
 
農
家
か
ら
、
 

作
 德
米
贩
 
賫
方
を
 
委
託
 
せ
ら
れ
て
 
居
ろ
 
か
ら
、
 
之
 を
 利
用
す
 
る
に
 
在
っ
た
 
が、 

文
政
 
三
年
に
 
は 却

っ
て
 
百
兩
 許
の
 
損
失
 

と
な
っ
た
 
け
れ
ど
も
、
 

そ
の
 
損
害
 
は 先

生
の
 
負
擔
 
と
な
っ
た
 
か
ら
、
 
服
 部
の
 
財
政
に
 
は
累
を
 
及
ぼ
さ
な
 
い
が
 
救
 濟
は
出
 

來
 
な
か
っ
た
。
 
 

， 

第
二
 
案
 は 小

 田 原
 侯
か
ら
 
低
利
資
金
の
 
貸
 下
 を 受

け
ろ
 
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

當
 時
の
 
立
案
で
 
は 八

 朱
 金
で
あ
っ
た
。
 

こ 

の
 八
 朱
 金
は
必
 
し
も
 
服
 部
の
 
爲
 の
み
で
な
 
く、 

當
時
小
 
田 原

 藩
士
 
中
に
 
て は、 

山
 本
の
 
如
き
 
も
相
當
 
負
债
が
 
あ
り
、
 
奉
 

行
 以
下
 
も
ど
 
之
に
 
惱
み
、
 
特
に
 
輕
士
の
 
類
に
 
至
っ
て
 
は 窮

迫
 
身
邊
に
 
到
り
 實
に
 
悲
慘
 
な
る
 
も
の
が
 
あ
っ
た
。
 
最
初
の
 
豫
 

定
 で
は
 
贰
千
兩
 
位
の
 
貸
 下
 を
 願
 ひ、 

藩
士
 
一
般
に
 
潤
 を
 及
ぼ
す
 
豫
定
 
で、 五

常
 講
の
制
 
を
廣
く
 
活
用
す
 
る
に
 
ぁ
づ
 
た
が
、
 

藩
の
 
財
政
 
も 餘

裕
少
 
く 現

に
 
藩
士
の
 
給
米
减
 
石
を
復
 
し. 得

 ざ
ろ
 
狀
況
 
で
あ
り
、
 
大
阪
に
 
於
け
 
る 借

人
 
金
が
 
相
當
 
多
額
に
 

上
っ
て
 
居
た
 
際
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
貸
 下
金
 僅
に
 
壹
千
兩
 
と
い
 
ふ
こ
と
 

A な
っ
た
。
 

而
 し
こ
の
 
八
 朱
 金
 を
 服
 部
へ
 
貸
 下
げ
ろ
 

に 就
て
 
は、 

先
生
と
 
當
 時
の
 
家
老
 
當
職
 
吉
野
圖
 
書
と
の
 
間
に
 
諒
解
が
 
進
ん
で
 
居
た
 
の
で
、
 
服
 部
の
 
爲
に
實
 
に 四

百
 
五
 拾
 

九
兩
 
三
分
と
 
い
ふ
 
破
格
の
 
融
資
が
 
行
 は
れ
、
 
三
百
 
兩
は
 
小
臣
 者
の
 
爲
に
 
五
常
 講
金
 
貸
附
樣
 
式
に
 
よ
っ
て
 
貸
付
ら
 
れ、 

僅
 

に 贰
百
四
 
拾
兩
壹
 
分
が
 
他
の
 
數
 氏
に
 
融
通
 
せ
ら
れ
た
。
 

さ
て
 
服
 部
 は
こ
の
 
四
百
 
五
 拾
九
兩
 
三
分
の
 
內
 か
ら
、
 
借
財
 
總
額
 
三
百
 
六
 拾
 兩
餘
を
 
償
却
し
て
 
全
然
 
無
 借
と
 
な
り
、
 
殘
 

金
 八
 拾
 五
雨
 
三
分
 
餘
は
 
先
生
の
 
手
許
に
 
預
り
 
と
な
り
、
 
之
 を
 有
利
に
 
利
 廻
り
し
て
、
 

そ
の
 
利
金
 
を 積

 立
 つ
れ
ば
、
 
將
^
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服
 

部
の
 

永
 

安
の
 

基
 

を 
開
き
 

三
百
 

兩
を
殘
 

し 
得
る
 

と
い
 

ふ
に
 

あ
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

八
 

朱
 

金
の
 

元
利
 

償
還
の
 

方
法
 

は、
 

給
 

米
 

四
 

百
 

三
 

俵
 

中
よ
り
 

九
 

拾
 

俊
 

一 
斗
 

九
 

升
 

九
 

合
 

贰
勺
八
 

才
を
拾
 

五
ケ
 

年
間
 

納
入
す
 

ろ 
を 

以
て
 

完
了
す
 

ろ 
こ
と
 

A 
な
ろ
。
 

卽
ち
年
 

, 
お
わ
た
し
ま
い
 
 

. 

年の
 

御 渡米
が 

三百
 

拾 贰俵
餘 

に减
少 

すろ
 

ので
 

ある
。 

隨 
つて
 

服 部の
 

日
常
生
活
 

は 極度
に 

緊
縮
し
た
 

分 度 を 
立つ
 

る を 要
し
た
。
 

然
 ら
ば
 
こ
の
 
仕
 法
 立
の
 
後
 文
政
 
四
 年
 以
後
の
 
狀
況
 
如
何
と
 
い
ふ
に
、
 
四
百
 
三
 俵
よ
り
 
更
に
 
减
石
 
と
な
り
、
 
そ
の
 
內
ょ
 

り 九
 拾
 俵
 餘
を
納
 
人
し
、
 

文
政
 
四
 年
 
 

百
 八
 拾
 俵
 
 

年
末
 
不
足
 
金
 拾
 九
 兩
餘
 

同
 

五
 年
 
 

百
 四
 拾
 五
俵
餘
 
 
同
 
 

拾
 七
兩
餘
 

同
 

六
 年
 

. 
百
 四
 拾
 五
俵
餘
 
 

同
 

贰
拾
 
七
兩
餘
 

で
あ
っ
て
、
 

三
 ケ
年
總
 
計
 五
 拾
九
兩
 
三
分
 贰
朱
餘
 
の
 不
足
と
 
な
っ
た
 
が、 

幸
に
 
も 文

政
 
二
 年
よ
り
 
御
屋
敷
 
內
產
物
 
代
 

積
 置
 利
 廻
し
 
手
段
 金
 金
贰
拾
 
九
兩
^
 
を
 廻
し
、
 
全
 不
足
 金. は

 三
拾
兩
 
と
な
っ
た
。
 
W
 し 

一 面
に
 
先
生
の
 
預
り
金
 
も あ

ろ
 

か
ら
、
 
事
 實
上
増
 
借
と
 
は
な
ら
ず
、
 

そ
の
 
內
 よ
り
 
賄
っ
た
 
と あ

る
。
 
こ
れ
 
を
 以
て
 
第
 
一 回
の
 
仕
 法
 は 兎

も
角
 
無
 借
と
 
な
 

つ
た
の
で
 
あ
っ
て
、
 

こ
の
 
傣
繼
績
 
し、 

先
生
が
 
そ
の
 
任
に
 
あ
る
 
時
に
は
、
 
無
難
に
 
暮
す
 
こ
と
が
 
出
來
る
 
も
の
と
 
思
 は
れ
 

た。 

四
 
第
二
 
回
の
 
仕
 法
 

服
 部
の
 
仕
 法
 は 文

政
 
三
年
の
 
八
 朱
 金
 借
人
に
 
よ
っ
て
、
 
翌
四
 
年
に
 
は
ー
應
 
完
了
し
、
 
同
 六
 年
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ま
で
の
 
成
績
に
 
よ
れ
ば
、
 
多
額
の
 
邋
 
ど
も
な
ら
 
ず， 

十
 五
ケ
 
年
後
に
 
は 八

 朱
 金
の
 
償
還
 
完
了
に
 
よ
っ
て
 
全
然
 
無
 借
の
 

境
界
 
を 開

き
 
得
ろ
 
こ
と
；
 
つ
た
。
 
而
 し
て
 I
 
三
年
に
 
は 服

 部
 は 江

戸
に
 
出
で
、
 
文
政
 
七
 年
の
.
 頃
に
 
は
ま
た
 
家
^
 

動
か
な
い
 
の
で
、
 
服
 部
の
 
書
狀
も
 
|
 お
 
r
l
 

を 
「
i
i
 

し 
と
ま
で
 
尊
び
 
文
政
.
？
 
の 書

狀
に
 
は、 

一一. 一 f
 

？
 *
£
と
一
酌
を
 
試
み
て
 
貴
公
の
 
f
 

し S
 
る
と
 
あ
り
、
 
文
政
 
十
二
 
年
 e 四

月
 
f
 
 §
 
狀
 ほ
、
 

成
 田 山 心

願
の
 

御
禮
に
 
I
s
 

し、 
天
保
元
 
年
に
 
は 十

 郞
兵
衛
 
が
 謹
し
て
 
淸
兵
衛
 
が
 I
 
お
。
 
第
二
 
回
 仕
 法
の
 
B
 
は
こ
 
ゎ
カ
 

ら 始
ま
ろ
。
 退
隱
 し
た
 
十
 郞
兵
衞
 
は 少

し
も
 
借
財
 
を
殘
 
し
た
 様
な
 
手
紙
 
を 書

い
て
 
は 居

な
い
 
が、 

天
 保
 一 一年 十一 

一月 末
に
 
鵜
澤
 
f 

一 

右
衞
鬥
の
 
調
べ
 
I
 
類
に
 
よ
れ
ば
、
 
借
財
 
金
譽
六
 
拾
 I
 
三
 朱
と
 
あ
り
、
 
こ
の
 
外
に
 
八
 朱
 金
 償
 囊
金
蕃
 

八
 拾
 六
 
^
 

雨
 三
分
と
 
あ. る、 

ま
た
 
別
の
 
書
類
に
 
集
 議
講
璧
 
拾
 s
、
 
外
に
 
參
拾
 
三
兩
 
三
分
と
 
あ
ろ
か
ら
、
 
詳
金
七
 
百
 

5
 
分
と
 
な
ろ
。
 
十
 郞
兵
衞
 
の 退

 i
f
 
 
S
 
年
に
 
俄
か
に
 
か
く
 
莫
大
な
 
負
債
.
 が
お
 
來
ろ
 
と
は
考
 
へ
ら
れ
 
f
 

或
 

は 重
の
 
申
 譯
に
顏
 
が
 立
た
ず
、
 
S
 
に
よ
？
 
職
務
 
上
の
 
費
用
 
を 低

下
せ
 
し
め
ん
と
 
す
ろ
 
方
策
と
 
も
考
 
へ
ら
れ
ろ
，
 

こ
の
 
天
 保
 1 一

年
に
 
於
け
 
る I
 
の 案

 は、 先
づ
 

一 方
 高
利
よ
り
 
低
利
に
 
借
替
 
を
な
 
し、 八

 朱
 金
 を
 合
せ
て
 
無
利
息
 

金
 等
の
 
方
法
 
I
 
ふ
ろ
と
 
す
れ
ば
、
 
天
 保
 三
年
の
 
借
 S
 
額
 六
 百
 S
 
九
 望
 
1
 
朱
と
 
な
ろ
 
計
¥
ぃ
當
時
 
の 御

 渡
 

f
 
堆
石
せ
ら
れ
 
て 四

百
 
八
 拾
 六
 望
 
斗
と
 
な
っ
て
 
居
る
 
か
ら
、
 
年
々
 
償
還
し
て
 
天
 保
 九
 年
ま
で
 
七
ケ
 
年
に
 
て
完
 5
-
 

ろ を 得
ろ
 
と
い
 
ふ
に
 
あ
ろ
。
 
立
案
の
 
義
は
 
第
一
 
回
の
 
社
法
 
の 震
に
 
準
じ
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
が
、
 
全
借
 
財
 を 五

 朱
 利
金
 



と 
無
利
息
 

金
と
 

に
借
替
 

へ
ん
と
 

す
ろ
 

慮
に
 

償
還
の
 

途
が
 

開
け
て
 

居
ろ
。
 

誠
に
 

良
法
で
 

あ
る
が
 

こ
の
 

案
 

は 
借
 

替
が
腿
 

目
で
 

あ
る
か
ら
、
 

何
程
ま
で
 

實
 

行
し
 

得
た
 

か
 

少
し
も
 

判
明
し
 

な
い
。
 

K
 

て
 

之
 

を 
文
書
に
 

徴
す
 

る
に
、
 

服
 

部
よ
り
 

遣
し
た
 

ろ 
報
德
金
 

借
用
の
 

依
 

賴
狀
が
 

あ
ろ
。
 

旣
に
 

報
德
 

金
と
 

あ
ろ
か
ら
 

恐
ら
く
 

は 

fK
 

保
 

五
 

年
 

以
後
の
 

事
で
 

あ
る
で
 

あ
ら
う
 

が、
 

持
 

高
の
 

內
 

よ
り
 

四
百
 

石
 

を
 

差
 

出
す
 

か
ら
 

篤
と
 

勘
 

箅
が
願
 

ひ
た
い
、
 

然
 

ら
ば
 

七
ケ
 

年
に
 

て 
皆
濟
の
 

出
来
ろ
 

積
で
 

あ
ろ
か
ら
 

と、
 

繰
返
し
て
 

依
賴
 

し
て
 

あ
る
。
 

恐
く
 

は 
之
に
 

對
 

す
ろ
 

返
事
で
 

あ
ら
う
 

と 
思
 

ふ
書
狀
 

が、
 

今
 

市
の
 

二
宮
 

神
社
に
 

藏
 

せ
ら
れ
て
 

あ
ろ
。
 

珍
し
く
 

先
生
よ
り
 

差
 

出
さ
れ
た
 

a
 

筆.
 

の 
本
書
で
 

あ
ろ
が
、
 

そ
の
 

內
容
の
 

一
部
 

を 
叙
 

す
れ
ば
、
 

御
 

書
面
の
 

趣
 

萬
 

事
 

逸
々
 

致
 

二 天
地
，
 

候
、
 

二
十
 

五
ケ
 

年
 

以
前
、
 

御
 

年
 

十
八
 

歳
の
 

御
 

時
よ
り
、
 

治
 

レ身
ヲ 

、治
，，
 

御
 

家
 

『 

終-
一治
 

レ
國
の
 

次
第
、
 

種
々
 

樣
々
 

御
 

傳
授
申
 

上
 

置
 

候
處
、
 

(
貴
下
の
 

行
動
 

は)
 

是
を
 

庭
前
 

之
 

草
木
に
 

た
と
 

う
れ
ば
、
 

植
 

て
花
哚
 

候
の
 

み、
 

少
 

發，
， 

迷
 

風，
 

て 
花
 

を 
吹
 

散
す
、
 

然
 

な
が
ら
 

夫
 

は 
去
 

秋
の
 

事、
 

又
 

拿
 

生
 

ゆ
る
 

新
春
 

は
改
て
 

花
唉
實
 

法
 

も
の
 

也、
 

二
十
 

余
 

年
 

以
前
 

御
 

若
年
の
、
 

丹
精
 

今
 

爱
に
盡
 

く、
 

花
 

咬
 

結，
， 

實
法
ー
 

救
 

レ
民
申
 

虔
奉
存
 

候
"
 

人
と
 

し
て
 

庭
 

前
 

之
 

草
木
に
 

劣
り
 

候
 

御
 

書
面
、
 

餘
り
殘
 

念
 

至
極
 

奉
存
 

候
、
 

餘
り
殘
 

念
 

至
極
 

奉
存
 

候、
 

(原
文 

繰
返
し
 

ぁ
リ
)
 

云
々
 

と
あ
っ
て
、
 

辰
年
 

(天
 

保
 

三
年
)
 

に 
貸
付
け
 

た
る
 

百
 

雨
の
 

計
箅
、
 

丼
に
 

用
 

立
 

金
 

合
計
 

金
 

四
百
 

四
 

拾
 

五
雨
 

三
分
 

贰
朱
を
 

返
濟
 

し
て
 

貰
 

ひ
た
い
、
 

然
 

ら
ば
 

御
 

借
財
 

全
部
 

拙
者
が
 

負
擔
 

す
る
と
 

あ
る
。
 

こ
の
 

書
狀
 

は
年
號
 

は
な
い
 

が、
 

天
 

保
 

七
 

年
た
 

る 
こ
と
 

は 
明
か
で
あ
っ
て
、
 

月
日
 

は 
正
月
 

十
六
 

nz
 

肘
で
 

あ
る
。
 

末
 

ap
 

の 
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文
句
 
は
甚
 明
瞭
 
を 缺

く
樣
 
で
あ
ろ
 
が、 

何
回
も
 
負
憒
を
 
生
じ
、
 
貸
付
 
を
な
 
し、 

終
に
 
ま
た
 
大
借
を
 
生
じ
た
 
事
に
 
就
て
 

庭
前
の
 
草
 も 新

春
に
 
は 起

き
 
返
る
、
 

一 國
を
 
治
む
 
ろ 地

位
に
 
あ
り
な
が
ら
、
 
仕
方
 
を 幾

 ま
も
 
行
 は
ね
ば
 
な
ら
ぬ
 
不
 甲
斐
 

な
さ
 
を 攻

撃
し
た
 
も
の
で
あ
っ
て
、
 
直
に
 
先
生
の
 
承
認
す
 
る 所

と
 
な
ら
ず
、
 
報
德
 
金
の
 
貸
付
 
も 行

 は
れ
ず
、
 
こ
れ
に
て
 

鵜
澤
 
案
に
 
よ
ろ
 
噴
 還
 方
法
 
も、 

大
 な
る
 
效
果
の
 
な
か
っ
た
 
こ
と
 
を
證
 
す
ろ
。
 

然
る
 

こ 先
生
 
は 天

 保
 八
 年
か
ら
 
小
 田 原

に
 
出
張
し
て
 
急
 を
 救
 ひ、 

翌
年
か
ら
 
仕
方
に
 
取
掛
 
り、 

報
德
 
金
の
 
貸
付
 
を 行

 

つ
た
が
、
 
そ
の
 
頃
よ
り
 
双
方
に
 
こ
れ
 
を 最

終
の
 
仕
 法
と
 
す
る
 
意
味
 
を 以

て
 
漸
次
 1 郝 解

が
 
進
み
、
 
且
小
田
 
原
領
內
 
仕
法
實
 

行
の
 
惠
澤
 
に
よ
り
、
 
報
德
金
 
借
用
 
を 以

て
 
第一 

一
回
の
 
钍
法
は
 
完
了
し
た
。
 

借
 受
け
た
 
報
 德
金
は
 
借
用
 證
文
 
に
よ
れ
ば
、
 
四
百
 
八
 拾
 四
兩
甙
 
朱
で
 
あ
る
。
 
其
 他
 は 如

何
に
な
 
つ
た
 
か
 判
明
し
 
な
い
 

が
、
 
報
德
金
 
返
濟
は
 
毎
年
 
六
 拾
 九
 兩
贰
朱
 
永
 三
 拾
 五
 文
 七
 分
壹
厘
 
四
^
 
四
弗
づ
 

A と
し
て
、
 

天
 保
 十
 年
か
ら
 
七
 年
間
に
 

完
 等
す
 

る 
こ
と
と
 
な
っ
て
 
居
る
。
 
而
 し
て
 
古
 借
金
の
 
償
還
 
は 天

 保
 八
 年
 十
二
月
か
ら
、
 
先
生
の
 
手
に
 
於
て
 
返
 濟
し
初
 

め、 
全
部
の
 
總
 額
が
 
前
記
の
 
報
德
 金
額
と
 
合
致
す
 
る。 

こ
れ
が
 
第
二
 
回
の
 
服
 部
の
 
仕
 法
で
 
あ
ろ
。
 

五
 
第
三
 
回
の
 
仕
 法
 

第二. 回
の
 
仕
 法
 は 天

 保
 九
 年
に
 
完
了
し
た
 
が、 

そ
の
 
翌
年
と
 
思
 ふ 頃

の
 
書
狀
 
に、 

最
早
 
幾
タ
 

返
金
 
を 怠

っ
た
 
か
の
 
如
き
 
意
味
が
 
見
え
て
 
居
ろ
。
 
報
德
 
年
賦
 金
が
 
返
さ
れ
 
新
 借
財
が
 
出
來
 
な
け
れ
ば
 
問
題
 
は
な
い
 
力 

事
 實
は
反
 
對
に
舊
 
借
の
 
償
還
 
は 延

滞
し
、
 
新
 借
が
 
生
じ
た
。
 

天
 保
 十一 

一
年
の
 
「
服
 部
 家
 借
財
 
返
濟
 
手
段
 
帳
」
 
に
よ
れ
ば
、
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(
天
 

保
 

十
二
 

年
)
 

十
 

一
月
 

之
 

上
 

ズ
金
 四
百
 四 拾

 四 兩
甙
朱
 

銀
 三
 匁
 
 

- - 

寅
此
 

利
金
 

五
 

拾
 

三
 

兩
窒
分
 

永
 

五
十
 

一 
文
 

元
利
 

ズ
金
 

四
百
 

九
 

拾
 

七
 

兩
壹
分
 

貳
朱
永
 

三
十
 

八
 

文
 
五
分
 
 

. 

と あ つ て、 

報
德
金
 

の 
返
 

濟
殘
額
 

金
 

贰
百
九
 

拾
四
兩
 

爱
分
贰
 

朱
 

諸
 

向
買
掛
 

り
の
 

內
金
三
 

拾
 

五
雨
 

三
分
 

錢
 

四
百
 

一 
一十
 

一 
文
 

と 
あ
る
か
ら
 

锪
計
金
 

八
 

H«
i 

^
拾
 

壹
兩
餘
 

と
な
っ
て
 

莫
大
な
 

負
愤
 

で
あ
ろ
。
 

報
德
 

記
に
 

見
 

ゆ
ろ
 

服
 

部
の
 

負
债
壹
 

千
兩
は
 

こ
れ
 

を
 

指
し
て
も
 

よ
い
の
で
 

あ
る
。
 

斯
の
 

如
き
 

不
始
末
と
 

な 
つ
た
の
 

は、
 

常
 

年.
 

五
十
 

歳の
. 

淸
兵
衞
 

が
、
 

悴
は
追
 

々 
成
長
し
た
 

か
ら
と
 

て 
突
然
 

退
隱
 

し
た
。
 

實
 

は
こ
の
 

借
金
の
 

始
末
 

を
 

嫡
男
に
 

轉
 

嫁
し
た
 

の
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 

事
情
 

は
相
績
 

人
の
 

波
 

江
か
ら
 

詳
細
に
 

報
道
し
て
 

來
 

た。
 

そ
の
 

書
狀
 

に
よ
れ
ば
 

從
來
御
 

配
慮
に
 

よ
っ
て
、
 

减
借
 

に
も
な
 

つ
た
と
 

思
 

ひ
の
 

外
 

却
て
 

增
借
 

と
な
っ
て
 

居
た
 

か
ら
、
 

鵜
澤
に
 

頼
ん
だ
 

が
 

報
德
金
 

借
用
の
 

時
の
 

御
 

約
束
-
に
よ
っ
て
 

金
錢
に
 

は
關
係
 

し
な
い
と
 

い
ふ
が
、
 

是
非
に
 

と 
核
ん
で
 

趣
 

法
 

帳
が
 

出
來
 

た
か
ら
、
 

報
德
金
 

返
納
 

を
數
年
 

延
期
 

願
 

ひ
た
い
と
 

い
ふ
の
で
.
 

あ
ろ
。
 

鹈
澤
 

か
ら
の
 

書
狀
 

に
よ
れ
ば
、
 

淸
兵
衞
 

は
こ
の
 

借
財
の
 

中
で
 

隱
居
 

部
屋
 

を 
新
築
し
、
 

そ
の
 

費
用
ま
で
 

嫡
男
に
 

負
擔
せ
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し
め
た
 
程
の
 
不
所
存
で
 
あ
ろ
が
、
 
波
 江
が
 餘
に
 
愍
然
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
「
服
 部
 家
 借
財
 
返
^
 
趣
 法
 帳
」
 
を 作

っ
た
 
と
い
っ
て
 

來
た
。
 

そ
の
 
案
に
 
よ
れ
ば
、
 
當
時
御
 
渡
米
が
 
九
 百
 七
俵
贰
 
分
と
 
い
ふ
 
二
倍
 
以
上
の
 
增
額
 
で
あ
ろ
。
 
負
债
は
 
多
レ
カ
 
整
理
の
 
順
 

序
 ま 立

ち
 
易
い
、
 
米
の
 
受
領
 
高
 を 元

と
 
し
て
、
 
御
 部
屋
の
 
外
に
 
新
 御
 部
屋
が
 
出
來
 
た
の
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
新
 御
 部
屋
た
 
ろ 

淸
兵
衞
 
の 人

 用
 等
 を
 差
 引
い
て
 
殘
り
金
 
百
 三
 拾
 六
 兩
贰
分
 
を 借

財
 
償
還
に
 
充
 つ
る
 
こ
と
 

A す
る
と
、
 

天
 保
 十
三
 
年
よ
り
 

五
ケ
 
年
 II に 四

百
 
九
 拾
 七
 兩
餘
を
 
償
却
し
、
 
次
に
 
g
 貝 代

金
 
を
拂
 
ひ、 

報
 德
金
は
 
未
、
 
申
 ニ
グ
 
年
に
 
返
却
し
、
 
全
部
 
を
 

通
し
て
 
人
ケ
 
年
に
 
完
辨
 
せ
ん
と
す
 
る
の
で
 
あ
る
。
 
そ
こ
で
 
報
德
金
 
は
六
ケ
 
年
間
 
据
置
 
と
な
る
 
の
で
、
 
波
 江
か
ら
の
 
依
頓
 

は
こ
の
 
延
期
の
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 

そ
の
後
の
 
袱
況
が
 
如
何
に
 
進
行
し
 
た
か
は
 
是
亦
 
判
明
 
を
缺
 
く
が
、
 
淸
兵
衞
 
は
退
隱
 
五
ケ
 
年
後
に
 
先
生
の
 
處
 
へ
書
狀
 
を
 

寄き，. こ。 
而
 し
て
 
大
凡
 
中
 勘
 通
り
 
參
り
 
居
り
 
候
と
 
述
べ
た
 
ろ 上、 

例
の
 
癖
で
 
あ
る
が
 
武
具
 
を 求

め
た
い
 
の
と
、
 
三
人
の
 

子
供
が
 
あ
り
、
 
次
男
 S
 ど
ぎ
 け
が
 十
七
 
歳
で
 
元
服
す
 
ろ
の
で
、
 
切
め
 
て 

一 刀
 を
 新
調
し
た
 
い
か
ら
 
百
 金
、
 
出
来
ろ
 
な
ら
ば
 

貳
 百
金
拜
 
昔
し
た
い
 

と あ
る
。
 
何
 を
目
當
 
に
す
 
ろ こ

と
か
、
 
服
 部
の
 
仕
 法
が
 
三
回
に
 
も 渡

り
、
 
前
後
 
三
十
 
年
 近
く
 
他
力
 

に
の
 
み
适
 
つ
た
 原
因
 
は
此
 
心
理
 
狀
 態
に
 
伏
在
す
 
ろ
の
で
 
あ
る
。
 
尤
も
 
こ
れ
に
 
就
て
 
は 先

生
よ
り
 
應
諾
 
し
た
 様
子
 
は 更

に
 

見
え
な
い
 
が、 

嘉
永
ニ
 
年
 二
月
 
十
四
日
の
 
淸
兵
衞
 
よ
り
の
 
書
狀
 
に
よ
れ
ば
、
 

- 
. 

報
 德
金
を
 
始
め
 
惣
借
 
十
ケ
 
年
に
 
て 皆

 濟
に
付
 
御
 安
堵
 
可
 被
 下
 候
、
 
鵜
澤
 
骨
折
に
 
て 小

 子
 之
 分
 も 右

 趣
 法
之
內
 
込
、
 



先
當
 

用
の
 

處
は
 

大
小
き
 

れ
い
に
 

相
 

成
 

致
大
悅
 

候。
 

淸
兵
衞
 

十
八
 

歳
の
 

時
か
ら
 

敎
 

導
し
 

始
め
、
 

同
人
 

一 
不
 

一 
歲
の
時
 

仕
 

法
^
 

着
手
し
、
 

五
十
 

五
 

歳
の
 

常
 

年
ま
で
 

實
に
 

三
十
 

五
 

年、
 

「當
 

用
の
 

所
 

は」
 

と
は
い
 

ひ
な
が
ら
 

服
 

部
の
 

仕
 

法
 

は 
完
了
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

服
 

部
の
 

仕
 

法
 

は 
世
間
に
 

有
名
で
 

あ
ろ
。
 

世
人
の
 

意
識
に
 

上
れ
る
 

記
憶
 

は 
一 
回
で
あ
っ
て
 

五
ケ
 

年
 

完
了
で
 

あ
る
。
 

然
る
 

に 
以
上
 

叙
述
し
た
 

事
實
は
 

三
十
 

有
 

餘
年
を
 

費
し
て
 

居
ろ
。
 

事
の
 

餘
 

り
に
 

相
違
す
 

ろ 
こ
と
の
 

甚
 

し
い
。
 

倂
し
富
 

田 
先
生
が
 

櫻
 

町
に
 

來
 

つ
て
 

人
 

門
し
た
 

の 
は 

天
 

保
 

十
 

年
で
 

あ
る
。
 

當
 

時
の
 

服
 

部
 

家
の
 

負
 

憒
は
約
 

千
 

雨
に
 

近
い
 

借
金
で
あ
っ
た
。
 

服
 

部
 

家
 

第
一
 

回
の
 

償
還
 

方
法
と
 

し
て
 

考
 

へ
ら
れ
た
 

八
 

朱
 

金
 

借
 

入
の
 

様
式
 

は、
 

五
ケ
 

年
に
 

し
て
 

元
金
 

を 
償
還
し
、
 

三
百
 

兩
を
剩
 

す
 

こ
と
 

A 
な
っ
て
 

居
た
、
 

第
 

一 
一
回
の
 

方
法
 

も
こ
の
 

借
 

替
と
分
 

度
の
 

確
立
 

以
外
に
 

道
は
な
か
っ
た
。
 

服
 

部
の
 

仕
 

法
の
 

困
難
 

は 
本
人
の
 

自
覺
が
 

伴
 

は
ぬ
 

こ
と
 

i 
 

、 
生
活
 

上
に
 

於
け
 

ろ 
經
濟
的
 

技
術
の
 

幼
稚
な
 

こ
と
 

A 
が
纆
綿
 

し
た
、
 

報
德
式
 

生
活
様
式
の
 

分
 

度
 

確
立
と
、
 

生
活
 

上
の
 

指
導
 

精
神
の
 

一 
貫
と
 

が
缺
 

け
て
 

は、
 

何
回
 

仕
 

法
 

を
 

講
ず
ろ
 

と
も
 

常
に
 

亡
滅
の
 

岐
路
 

を
迎
ろ
 

こ
と
 

A 
な
ろ
。
 

偶
よ
 

慈
悲
 

仁
惠
の
 

他
力
が
 

あ
っ
て
 

之
 

を
 

指
導
す
 

れ
ぱ
 

j 
時
 

之
 

を
 

正
路
に
 

挽
回
 

す
る
。
 

斯
く
て
 

人
道
 

は 
常
に
 

天
道
の
 

中
に
 

立
ち
て
 

新
 

生
活
様
式
 

を
 

強
調
す
 

る。
 

道
に
 

仕
 

法
の
 

任
に
 

就
く
 

も
の
、
 

暴
よ
 

迷
 

路
に
 

困
憊
 

せ
ん
と
す
 

る
に
 

際
し
、
 

自
ら
 

救
 

ふ 
能
 

は
ざ
る
 

も
の
 

を
 

救
 

ふ 
時
の
 

指
針
と
 

し
て
、
 

ま
た
 

分
 

度
の
 

確
立
 

は 
如
何
な
 

ろ 
衰
勢
 

を 
も 

挽
回
し
 

得
ろ
 

實
例
 

と
し
て
 

服
 

部
の
 

仕
 

法
を
範
 

と
す
る
 

に 
足
ろ
。
 

— t>4 一 



第
 四
 章
 
藩
 
政
 
改
進
 
獻
策
 

I 
納
米
 
用
量
 器
の
 
改
莨
 

文
政
 
三
年
 
九
月
 大
久
 
保
忠
眞
 
公
民
 
間
の
 
言
 議
を
徵
 
し、 

御
領
 
內
 百
姓
 共
の
 
爲
に
 
永
く
 
有
 

^
崮
 
切
の
 
こ
と
 
あ
ら
ば
、
 
何
 に
て
も
 
申
出
よ
 
と 民

政
 
改
革
に
 
關
 す
る
 
意
見
 
を
廣
く
 
求
め
た
。
 
桝
 改
正
に
 
關
 す
る
 
先
生
の
 

進
言
 
は そ

の
 

一 つ
で
 
あ
る
。
 
納
米
 
用
量
 
器
 は 卽

ち
桝
 
で
あ
る
。
 
桝
は
 
一 般

 通
用
の
 
量
器
で
あ
っ
て
 
諸
國
均
 

一 で
あ
る
べ
 

き
で
 
あ
る
が
 
そ
れ
 
は 現

代
の
 
事
で
 
あ
る
。
 
度
量
衡
の
 
撿
査
 
も
な
け
れ
ば
、
 
度
量
衡
 
製
作
所
 
も 諸

 所
に
 
あ
る
。
 
時
に
は
 
手
 

I 

製
の
 
桝
を
も
 
公
然
 
用
 ふ
る
の
で
 
あ
る
。
 
そ
れ
の
 
み
な
ら
ず
 
一
俵
と
 
い
ふ
 
米
に
 
は 込

 米
と
 
稱
 し
て
 
初
よ
り
 
二
 升
 三
 升
と
 
多
 

お
 

く 
人
る
.
 M ゲ

列
 と
す
る
 
習
慣
が
 
あ
り
、
 
地
主
に
 
よ
っ
て
 
小
作
人
と
の
 
間
に
 
約
束
が
 
あ
り
、
 
表
面
の
 
貢
 米
 高
 は
 低
く
 
し
て
、
 

込
 米
 を
 多
く
す
 
る
の
 
も あ

り
、
 
込
 米
は
少
 
く
し
て
 
約
束
の
 
年
貢
 
を 多

く
す
 
る
の
 
も あ

る
。
 
地
方
々
々
 
に
よ
っ
て
 
そ
の
 
i
 

が
區
々
 
で
あ
る
。
 

大
久
保
 
家
の
 
領
土
 
足
 柄
 地
方
よ
り
 
駿
東
、
 
伊
豆
 
地
方
に
 
於
て
 
は 四

 斗
 
一
升
よ
り
 
二
 升、 

三
 升
ま
で
 
あ
っ
て
、
 
そ
の
 
桝
 

の
 種
類
が
 
十
八
 
種
に
 
上
っ
て
 
居
た
、
 
さ
れ
 
ぱ
升
改
 
の 際

に
 
も、 

年
貢
米
の
 
上
納
に
 
も 米

の
 
賫
捌
 
方
に
 
も、 

升
 量
の
 
標
準
 

が
な
い
 
の
で
 
取
引
 
賫
買
 
貸
借
よ
り
、
 
年
々
 
の
 貢
租
の
 
納
入
、
 
土
地
 賫
貿
 
後
の
 
年
貢
 
納
人
 
日
の
 
爭
議
の
 
際
 誠
に
 
人
民
 
そ
の
 

根
據
 
な
き
に
 
苦
ん
だ
 
の
で
 
あ
る
。
 
先
生
 
は
こ
の
 
桝
の
 
改
正
 
を
 献
策
し
、
 
更
に
 
そ
の
 
標
準
 桝
 作
製
の
 
命
 を
 受
け
て
 
之
 を 創
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作
し
て
 

献
納
し
、
 

爾
來
 

領
民
 

年
貢
 

納
人
、
 

米
穀
 

取
引
 

受
渡
の
 

際
に
 

於
け
 

ろ 
紛
議
が
 

絡
滅
 

し
た
，
 

先
生
が
 

こ
の
 

量
器
 

改
正
 

を 
念
願
と
 

し
た
の
 

は 
永
い
 

間
の
 

希
望
で
 

あ 
つ
た
こ
 

と 
は 

一 
一宮
 

翁
 

語
錄
の
 

中
に
 

明
か
に
 

傳
 

へ 

て 居
る
 

Q 

小
 

田 
原
 

藩
の
 

量
 

制
が
 

正
し
く
な
 

い
の
で
、
 

人
民
 

は 
不
正
 

桝
で
 

以
て
 

苦
し
め
ら
れ
 

た
こ
と
 

が
 

甚
だ
 

永
い
 

間
で
 

あ
つ
 

た。
 

乃
父
 

は 
之
 

を 
憂
 

ひ
て
 

常
に
 

慨
嘆
し
て
 

居
ら
れ
た
、
 

自
分
 

は 
乃
父
の
 

こ
の
 

桝
を
 

改
め
た
い
 

も
の
で
 

あ
ろ
と
の
 

念
 

S 

を 
寝
て
も
 

寤
 

め
て
も
 

忘
れ
た
 

事
は
な
か
っ
た
。
 

服
 

部
 

氏
の
 

求
に
 

應
 

じ
て
 

家
政
 

を 
改
革
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

自
分
 

は 
初
め
 

か
ら
 

左
様
な
 

こ
と
 

を 
希
望
し
て
 

は 
居
な
か
っ
た
。
 

併
し
 

竊
に
考
 

へ
て
 

見
ろ
 

の
に
、
 

服
 

部
 

氏
 

は 
代
々
 

大
久
保
 

侯
の
 

家
老
 

で
あ
ろ
。
 

こ
の
 

家
に
 

出
 

人
 

す
れ
ば
 

自
然
に
 

桝
の
 

改
正
 

も 
行
 

は
れ
ろ
 

様
に
な
ろ
 

か
も
 

知
れ
ぬ
 

と
考
へ
 

た
か
ら
 

で
あ
つ
 

た。
 

後
先
 

君
大
 

久
保
忠
 

K
 

公
が
、
 

政
事
^
 

改
良
に
 

つ
き
 

御
下
問
が
 

あ
つ
た
の
で
 

「
E
S
,
_
 

、つ 

と
い
 

ふ 
語
と
、
 

桝
の
制
 

を 
正
し
た
 

方
法
と
 

を 
記
し
て
 

之
 

を 
献
納
し
た
、
 

そ
の
 

量
 

制
と
 

い
ふ
の
 

は 
「
八
寸
 

八
 

分
」
 

を 
法
則
と
 

し
た
、
 

「寸
」 

の 
字
 

は 
「十
」 

で
あ
ろ
。
 

乃
ち
 

「八
十.
 

八」
 

で
 

米
の
 

字
に
 

當
 

ろ
の
で
 

あ
ろ
。
 

先
^
 

は
こ
れ
 

を 
「
嘉
 

し」
 

と 

い
っ
て
 

納
め
ら
れ
た
。
 

そ
れ
で
 

乃
父
の
 

遣
 

志
 

を 
全
く
す
 

ろ 
こ
と
 

を 
得
て
 

安
心
し
た
。
 

(
語
錄
 

二百
 

七
十
 

八 
章 

元
^
 

文)
 

置
 

器
 

改
正
の
 

献
議
は
 

文
政
 

三
年
で
 

あ
ろ
。
 

服
 

都
の
 

仕
 

法
の
 

第
三
 

年
 

E 
、
先
生
が
 

表
彰
さ
れ
 

て
か
ら
 

も 
三
年
！
 

E 
で
あ
る
 

o 

最
早
 

先
生
の
 

名
 

は
大
久
 

保
 

侯
に
 

鲜
 

明
に
 

牢
 

記
せ
ら
れ
 

て 
居
ろ
。
 

こ
の
 

一 
件
の
 

顏
 

末
 

は 
「
^
E
^
i
l
s
s
l
?
l
s
」
 

の
 

1 
W
 

に 
詳
細
に
 

記
錄
 

し
て
 

あ
ろ
が
、
 

そ
の
 

耍
略
を
 

叙
述
す
 

ろ
よ
り
 

は、
 

そ
れ
 

を 
現
 

は
龉
 

に
意
鐸
 

し
た
 

方
が
 

よ
い
 

樣
に
 



1 、 
相
 模
國
小
 
田 原

 御
城
 
主
 大
久
保
 
加
 賀
守
樣
 
は 、

格
別
に
 
御
仁
 惠
の
 
深
い
 
方
で
 
あ
ら
せ
ら
れ
、
 
御
領
 
內
の
 
百
姓
 共
が
 

永
く
 幸
福
に
な
る
 
様
な
 
こ 急
 
I
 
に
な
り
、
 
い
つ
も
 
役
人
か
ら
 
計
り
 
聞
い
て
 
居
る
 
の
で
、
 
此
度
は
 
人
民
 
力
ら
 
申
出
 

さ
せ
た
い
 
か
ら
 
遠
慮
な
く
 
思
 ひ
 付、 

役
に
立
つ
 
事
 を 申

出
よ
 
と
の
 
事
で
あ
っ
た
 
の
で
、
 
相
 州
 足
 柄
 郡、 駿

仲
駿
 
東
 栗 

豆
 州
の
 
內、 村

々
 
の 御

 年
貢
 
集
む
 
ろ
斗
树
 
は、 四

 斗
 
一
升
の
 
も あ

れ
ば
 
四
 斗
 二
 升
 义
四
斗
 

一一 一升 餘
の
 
も
の
 
も
？
 

大
凡
 S
 
種
類
が
 
十
八
 
種
 位
 も
あ
っ
て
、
 

一 つ
と
 
し
て
 
そ
れ
で
よ
 
ろ
し
い
 
と
い
 
ふ 標

準
に
な
る
 
も
の
が
？
 
力
ら
 

皆
々
 
不
同
で
、
 
永
い
 
間
 難
 漉
し
て
 
居
る
 
の
で
、
 
之
 を 

一 定
 し
て
 
戴
き
た
い
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
を 申

^
げ
 
た
^
 

ん
田
原
 
及
 

一 

び. d 戶
 御
屋
敷
の
 
諸
掛
 
り 用

 の
树
|
 
ベ
で
 
見
よ
 
と
い
 
ふ 仰

 I
 
り、 古

 升
 を 取

調
べ
、
 
叉
 市
中
の
 
新
 升
 を 取

-
調
べ
-
 1
 
 t
 

見
た
所
、
 
^
に
 
立
ち
 
さ
う
な
 
S
 
見
當
ら
 
な
い
 
の
で
 
そ 2

曰
を
 
申
出
た
 
所、 

然
 ら
ば
 
何
か
饕
 
な
考
 
は
な
い
 
か
と
 

の
御
尋
 
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
米
と
 
い
ふ
 
文
字
に
 
糧
を
 
取
り
、
 
深
 f
 
八
寸
八
 
分
と
 
し、 

橫
を
 
一
尺
 置
 
三
毛
と
 
し、 

こ
れ
 
を 三

 杯
 合
せ
て
 
米
 壹
俵
四
 
斗
 
一
升
と
 
同
量
と
 
な
ろ
 
と 申

 上
げ
た
 
所、 

小
 ffl 原

 藩
の
 
役
掛
 
り
く
に
 

て 御
 *
B
 
に 

な
り
、
 
江
 戶
御
曩
 

に 伺
 は
れ
、
 
匿
 
殿
様
ま
で
 
申
 上
げ
ら
れ
た
 
所、 

御
 採
用
に
 
根
 成
り
、
 
そ
れ
か
ら
 
年
 i
 
り
な
 

^
 
1
 升
ズ
 
P
 一 一寸 七 分

？
 
ミ
 
S
S
 
寸
九
 分
の
 桝
と
 
定
ま
っ
て
 
居た、 

、、の 桝
に
 
米ん」 

5
 
立
方
と
 
し
て
 
六 萬 四

千
 

註 八
"
；
 一 ひ
^
：
^
 

で
"
 

一 ま
 
四 斗 

一升 入
れ
と
 
す
れ
ば
 
その 

立
方
 S
 
積
 は 二

百
 六
十
 五 

七 粒
で
 
おろ。 

さ 5
 
生
の
 
米
 Q
S
 
八
十
 
八
お
 深
さ
 
と
し
た
 

尺 S
S
 
と
す
れ
ば
、
 

一
杯
て
 
八
十
 
八 急
 
千
 



八 
百 

十
七
 

粒 
五
八
 

一一 ニー
で 

あ
ろ
か
ら
、
 

そ
れ
^
 

三 
杯
に
 

す
れ
ば
 

二
百
 

六
十
 

五 
萬 

七 
千
 

四
百
 

五
十
二
 

粒
 

七 
四 

九 
六
と
 

な
っ
て
、
 

四 

百 
五
十
 

四 
粒
 

二 
五 

〇 
四-
たけ
 

不
足
と
 

なる
 

が、
 

その
 

树
量
は
 

一 
勺
の
 

約
半
分
で
 

あ
る
か
ら
 

殆
ど
 

問
題
 

に
な
ら
 

ゎ
桝
炔
 

で.
 

C 
つ 

て、
 

先づ
 

正
確
な
 

も
の
と
 

い
は
ね
ば
 

な
ら
わ
。
 

こ
の
 

覺
 

書
に
 

は 
江
 

戶
小
田
 

原
 

其
 

他
 

取
調
べ
た
 

報
吿
 

及
新
树
 

製
造
の
 

次
第
が
 

詳
細
に
 

認
め
、
 

ま
た
 

こ
の
 

改
正
の
 

議
に
關
 

與
 

し
た
 

役
人
の
 

氏
名
が
 

書
い
て
 

あ
る
。
 

そ
れ
 

を 
要
略
し
、
 

或
は
 

原
文
 

を
譯
 

し
て
 

揭
載
 

す
ろ
。
 

一 
、 

米
の
 

御
 

年
貢
米
 

1 
俵
 

は 
三
 

斗
 

七
 

升
で
 

あ
る
が
、
 

之
に
 

地
方
 

役
所
 

人
 

用
 

米
 

三
 

升
 

を 
加
 

へ 
て 

四
 

斗
と
 

定
 

め
て
 

あ
る
 

が、
 

四
 

斗
の
 

本
 

米
に
 

「
計
り
し
 

の
ぎ
」
 

と
稱
 

し
て
 

加
へ
、
 

四
 

斗
 

一 
升
 

も 
あ
れ
ば
、
 

四
 

斗
 

一 
一升
、 

四
 

斗
 

三
 

升
の
 

も 
あ
ろ
。
 

1 
、 

こ
の
間
 

違
の
 

初
 

は、
 

四
 

斗
 

俵
 

を
 

三
 

斗
 

七
 

升
で
 

割
る
 

と 
一 

〇
 

八
と
 

な
ろ
 

の 
を、
 

一 
！ 

と 
上
げ
、
 

四
 

斗
 

七
き
 

と
な
ろ
 

所
 

を 
四
 

斗
 

一 
升
と
 

し
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

、
二
 
 
C
 
 

ます あらためぶ ざ や 5 

1 
I
 

々
納
矛
 

日
と
 

な
っ
た
 

時
に
 

「
升
 

改
 

奉
行
」
 

が
 

出
張
し
て
 

改
め
ろ
 

際
 

酒
代
 

取
 

計
ら
 

ひ
の
 

爲
め
四
 

斗
 

一 
一升
 

あ
つ
 

て 
も 

四
 

斗
 

三
 

升
あ
っ
て
 

も 
改
め
て
 

四
 

斗
 

一 
升
に
 

量
り
、
 

今
日
 

終
ら
ね
ば
 

明
日
 

も 
升
 

改
め
で
 

あ
ろ
。
 

註 
小 

田
原
钠
 

米
の
 

際、
 

百姓
. 

村
 

没
人
桝
 

改
^
 

留 
日
数
 

夥
し
く
、
 

年
々
 

納
米
は
 

百
姓
の
 

憂
苦
 

甚
 

し
き
 

一大
 

年
中
行
事
で
あ
っ
た
 

o 

1 
、 

四
 

斗
 

I 
升
 

俵
に
 

改
め
た
 

の
で
、
 

一 
俵
で
 

一 
一升
 

づ
 

っ
餘
 

り
が
 

出
来
れ
ば
 

一 
萬
 

俵
で
 

一 
一 百
 

石
 

も 
改
め
 

桝
の
益
 

米
が
 

出
 

來
ろ
、
 

小
 

田 
原
 

十
 

萬
 

石
で
 

二
 

千
 

石
 

卽
ち
五
 

千
 

俵
と
 

な
ろ
。
 

1 
新
 

树
を
用
 

ふ
れ
ば
 

御
 

上
納
米
 

改
の
 

煩
雜
 

が
な
 

く、
 

實
米
五
 

千
 

俵
の
 

御
 

恩
憲
を
 

受
け
ろ
 

こと
.,
 

な
っ
た
 

か
ら
、
 

^
 

代
 

有
難
く
 

御
 

趣
旨
 

を 
失
 

は
ぬ
 

様
に
 

せ
ね
ば
 

な
ら
ぬ
，
 
 

. 

― oS 



一、 
右
 こ. つ

き
 米
 能
 * 相

 改
め
、
 
御
 年
貢
米
、
 
地
賫
 米
よ
り
 
一
段
よ
 
ろ
し
く
な
 
ろ
樣
 致
さ
ね
 
は
な
ら
ぬ
。
 

一、 
先
 御
城
 
主
 稻
葉
佐
 
渡
 守
樣
、
 
稻
葉
丹
 
後
 守
樣
、
 
稻
葉
 
美
^
 守
樣
 
御
代
よ
り
 
御
 改
树
に
 
就
て
 
問
題
と
 
な
っ
て
 
居
た
 

も
の
が
 
今
度
 
出
來
 
上
っ
た
 
の
で
 
あ
る
と
 
い
ふ
 
こ
と
 
を 永

く
 
忘
れ
て
 
は
な
ら
ぬ
。
 

1 、 
新
桝
の
 
底
に
 
方
 
一 尺

 三
 厘
 三
毛
、
 
深
さ
 
八
寸
八
 
分
と
 
印
し
、
 
內
 外
に
 
「
り
ゃ
う
 
平」 と 申

す
 
燒
印
を
 
新
に
 
作
っ
て
 

押
 付
け
、
 
升
 ふ
ち
 
打
 出
金
 
を 打

つ
 
け
て
 
置
く
 
こ
と
，
 - し

た
，
 

1 、 
新
 桝
の
卞
 
也 は 木

 曾
 檜
 を 江

戸
か
ら
 
仕
 人
て
 
小
 田 原

と
 
江
戸
と
 
で
 小
 田 原

 藩
の
 
御
作
 
方
に
 
頼
ん
だ
 
が
出
來
 
な
い
 

の
で
、
 
據
 な
く
 
江
戶
 
日
本
 
橋
 榑
屋
與
 
左
衞
門
 
方
へ
 
直
接
 
趣
い
て
 
掛
 合
っ
た
 
が、 

一斗、 
七
 升、 

五
^
 

ー
チ
 

そ
わ
 

よ
り
 
以
下
の
 
栴
の
外
 
は 作

ら
な
い
 
と 申

す
 
の
で
 
小
 田 原

に
 
歸
り
、
 

一
丁
田
 
町
角
の
 
建
具
屋
で
、
 
江
戶
 職
人
で
 
手
き
.
 - 

と
い
 
ふ 様

子
 
を
 見
定
め
、
 
こ
れ
に
 
申
つ
 
け
て
、
 
拙
者
 毎
日
 
出
向
 
ひ
て
 
指
圖
 
を
な
 
し
て
 
出
來
 
た。 

1 、 
新
桝
の
 
金
具
 類
 は
下
大
 
井
村
の
 
毅
冶
屋
 
で
 照
 親
と
 
申
 者
が
 
あ
っ
て
、
 
小
 田 原

 御
 家
中
の
 
御
留
 
鍛
冶
で
 
あ
つ
た
か
 

ら
殘
ら
 
ず
 こ
の
 
も
の
に
 
作
ら
し
 
め
た
。
 

1 、 
文
字
の
 
ほ
り
 
は
は
、
 
市
外
の
 
寺
 町
 西
側
に
 
居
た
 
佛
師
に
 
申
 付
け
た
。
 

- 
I 
 
-
 
 

か 
やま
 

むら
 

1 、 
折
角
 新
桝
が
 
出
来
た
 
冥
加
の
 
爲
に
、
 
献
納
品
の
 
外
に
 
次
の
 
通
り
に
 
餘
分
を
 
作
っ
て
 
夫
々
 
へ 進
上
し
た
。
 
栢
 山
村
 

名
主
 
一 ー宫 七

左
衞
 
門、 

^
ぎ
^
 
右
よ
 衞^
、
 
岡
 部
 左
 伊
兵
衛
、
 
が
 I
s
 介、 

田 中
佐
 右
 衞
鬥
、
 
莲
正
寺
 
村
大
堤
 
下
定
右
 

衞鬥、 
拙
者
の
 分
 一 っ

ノ
 

― 69 一 



1 
、 

右
に
 

つ
い
て
 

そ
の
 

節
の
 

郡
 

奉
行
 

は 
早
 

川
 

茂
 

右
衛
門
、
 

竹
內
 

藤
左
衞
 

門、
 

關
 

小
左
衞
 

門
の
 

御
名
 

儀
に
 

て 
御
 

褒
美
の
 

-
御
證
 文
 を 下

さ
っ
た
。
 

►  k
 
 

ふかみ づ ぜん 
よ 

もん 

I 
そ
の
 

當
 

時
の
 

御
 

代
官
 

は
鵜
澤
 

作
右
衞
 

門、
 

深
 

水
 

詮
右
衞
 

門。
 

1、
 

そ
の
 

節
 

御
 

丹
精
 

下
さ
-
つ
た
 

御
 

家
老
 

は 
吉
野
阖
 

書
、
 

服
 

部
 

十
郞
兵
 

衞
の
兩
 

人
が
 

御
當
 

勤
で
あ
っ
た
。
 

1 
、 

こ
の
 

時
の
 

領
主
 

は 
大
久
保
 

加
 

賀
守
樣
 

で
 

御
 

年
 

四
十
 

歲
で
御
 

老
中
の
 

御
大
 

役
で
あ
っ
た
。
 

1 
、 

苜 
分
 

は 
三
十
 

四
 

歳
で
あ
っ
た
。
 

1 
、 

外
の
 

御
 

家
老
 

は 
杉
 

浦
 

平
 

太
夫
、
 

大
久
保
 

又
左
衞
 

門、
 

近
藤
庄
 

右
衛
門
で
あ
っ
た
。
 

1 
、 

是
 

に
て
 

稻
葉
 

様
の
 

時
代
か
ら
、
 

升
の
 

不
同
で
 

百
姓
 

共
が
 

苦
し
ん
で
 

居
た
 

の
で
、
 

屢
々
 

平
均
 

致
す
 

様
 

御
仁
 

惠
を
願
 

. 出
 

た
が
、
 

當
 

代
に
 

於
て
も
 

度
々
 

願
 

出
た
 

け
れ
ど
も
、
 

郡
 

奉
行
 

や
 

代
官
 

等
か
ら
 

叱
ら
れ
ろ
 

の
み
で
、
 

改
正
 

は
 

一行
 

は
れ
な
 

か
っ
た
 

が、
 

時
節
が
 

到
來
 

し
て
 

改
正
が
 

出
來
、
 

1 
時
に
 

苦
難
 

を 
免
れ
ろ
 

こ
と
が
 

出
來
て
 

有
り
難
い
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

1 
、 

升
の
 

深
さ
 

は 
八
寸
八
 

分
に
、
 

方
 

一 
尺
 

三
 

厘
 

三
毛
 

を
 

か
け
 

合
す
れ
ば
、
 

米
 

一 
斗
 

三
 

升
 

三
 

勺
 

三
才
 

餘
 

と
な
ろ
 

か
ら
、
 

こ
の
 

升
に
 

三
 

杯
で
 

米
 

四
 

斗
 

一 
升
と
 

な
ろ
。
 

1、
 

そ
の
外
 

記
し
 

置
き
 

度
い
 

こ
と
 

は
數
々
 

あ
ろ
が
、
 

ざ
っ
と
 

先
づ
 

こ
の
 

通
り
で
 

あ
る
。
 

年 
111

 
十
四
 

歲
 

文
政
 

三
 

庚
 

辰
年
 
十
月
 
 

ニ
宫
金
 

次
^
 

— fo  — 
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パ 
氐 

原
の
 

納
米
 

は
こ
の
 

通
り
に
 

定
ま
り
、
 

四
 

斗
俵
納
 

米
の
 

最
低
 

量
に
 

て 
可
な
 

ろ 
こ
と
 
 

>, 
な
り
、
 

二
百
 

年
間
の
 

懸
案
 

は 

解
決
し
て
、
 

住
民
の
 

疾
苦
 

は 
救
 

は
れ
、
 

賢
明
な
る
 

藩
主
の
 

仁
政
 

執
行
の
 

念
 

盧
は
實
 

現
し
た
。
 

, 
な
ほ
 

「四
 

公
 

六
 

民
 

石
 

盛
 

反
 

取
」
 

と 
題
す
 

る
租
 

稅
に
關
 

す
ろ
 

先
生
の
 

研
究
 

書
類
に
 

よ
れ
ば
 

小
 

田 
原
の
 

桝
 

改
正
の
 

一
條
 

は、
 

御
領
 

分
 

一
統
 

闇
夜
に
 

燈
火
を
 

得
た
 

ろ
が
 

如
く
で
あ
っ
て
、
 

古
語
に
 

「
周
 

雖，
， 

舊
邦
，
 

其
 

命
 

維
新
」
 

と 
あ
ろ
 

如
く
、
 

國
 

家
の
 

ォ
立
も
 

傲
 

度
 

も
旣
に
 

古
く
か
ら
 

開
け
て
 

來
て
 

居
る
 

け
れ
ど
も
、
 

夭
 

命
 

を
 

受
け
て
 

民
政
の
 

舊
弊
を
 

一 
新
す
 

る
の
 

は 
漸
く
 

今
 

日
で
 
あ
ろ
と
 
い
ふ
 意
 を 述

べ
て
 
あ
る
。
 
また、. 

新
 

製
の
 

桝
は
、
 

斗
 

一 
升
の
 

內
 

少
し
 

不
足
 

を
 

生
ず
る
 

け
れ
ど
も
、
 

口 
横
 

一
尺
 

三
 

厘
 

三
毛
の
 

處
へ
 

定
木
 

を
 

以
て
 

仕
 

立
ろ
 

の
で
 

あ
る
か
ら
、
 

微
妙
の
 

緩
み
が
 

あ
っ
て
、
 

事
實
は
 

過
不
足
 

は
な
い
。
 

.と ある。 

1  t  )  IF  '  »  »1 
-
:
^
n
^
^
 
 
：
 
 

けんり や-つもつ-し みはつと をつ ま.. >ら かにす. 

ぎ
 

裝
の
桝
 

は 
現
在
 

栢
 

山
に
 

一 
っ
殘
 

つ
て
 

居
り
 

「謹
，，
 

權
 

量
 

一 
審，
， 

法
度
，
」
 

の 
文
字
が
 

記
さ
れ
て
 

居
る
 

が、
 

前
記
の
 

書
類
の
 

控
に
は
 

更
に
 

四
方
 

改
行
 

焉
の
 

字
が
 

幷
 

記
せ
ら
れ
 

て 
居
る
、
 

而
 

し
て
 

桝
は
 

左
右
に
^
 

三
寸
 

平
方
 

位
な
 

厚
板
の
 

手
が
 

附
 

けて
. 

あ
る
。
 

な
ほ
 

最
初
 

は 
縦
横
 

一
尺
 

三
 

厘
 

四
 

毛
と
 

し
て
 

立
案
し
、
 

一
尺
 

三
 

厘
 

三
毛
と
 

改
め
た
 

こ
と
 

及
び
 

桝
の
 

容
量
 

を 

計
算
し
た
 

算
數
の
 

根
據
を
 

明
細
に
 

圖
に
 

示
し
て
 

ゐ
る
。
 

一一
 

藩
士
の
 

救
濟
 

策
と
 

S
 

常
講
 

小
 

田 
原
 

藩
の
 

財
政
難
 

は 
他
の
 

諸
 

藩
と
 

大
差
な
 

く、
 

德
川
 

幕
府
の
 

財
政
 

篛
 

迫
の
 

顏
勢
 

と
同
倾
 

向
で
あ
っ
て
、
 

闢
 

西
に
 

於
け
 

る 
納
米
を
 

抵
當
に
 

大
阪
の
 

倉
 

宿
か
ら
 

借
人
れ
 

た
 

金
額
 

は
相
當
 

多
額
で
 

あ
り
、
 

民
間
 



よ
り
 
御
 借
 上
の
 
金
額
 
も
少
 
く
な
い
の
で
、
 
餘
儀
 
な
く
 
藩
士
の
 
給
 米
を
减
 
じ、 

千
 石
 を
 給
せ
ら
れ
 
ろ 家

老
が
 
四
 五
 百
 俵
に
 

も 足
ら
ぬ
 
こ
と
 
あ
り
、
 
減
俸
 
は 五

 割
 以
下
に
 
及
ん
だ
 
時
 さ
へ
 
あ
っ
た
。
 
然
る
に
 
當
時
 
文
化
 
文
政
と
 
い
ふ
：
 K
 御
所
 
時
代
の
 

驕
奢
 
遊
惰
の
 
風
 競
 ひ
 行
 は
れ
て
 
益-^ 生

活
 
は 困

窮
し
た
、
 
故
に
 
中
流
 
以
上
の
 
藩
士
 
は 負

債
に
 
苦
し
み
 
下
流
の
 
藩
士
 
は 生

 

計
に
 

惱
ん
 

だ
。
 
 

， 

先
生
が
 
服
 部
の
 
仕
 法
 依
頼
 
を 受

け
ら
れ
 
た
の
 
は
こ
の
 
時
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 
事
情
 
を 聞

く
 
に
つ
け
 

一 日 も 捨
て
置
き
 
滎
 

よしの 
と 

しょ 
はや か は

も
 
 

ゑ 
も
ん
 
 

へい ま fc ざ 
もん 

ね
ろ
 
急
 事
で
 
あ
ろ
と
 
觀
 察
せ
ら
れ
、
 
依
て
 
吉
野
圖
 
書
、
 
早
 川
 茂
 右
衛
門
、
 
三
幣
又
 
左
衞
門
 
等
と
 
服
 部
の
 
家
政
の
 
協
議
 
を 

し
た
 
際、 

藩
士
の
 
困
窮
 
を も 耳

に
 
し、 

救
助
の
 
議
を
 
そ
れ
ま
で
 
擴
大
 
し、 

先
 づ
之
を
 
五
常
 講
と
名
 
づ
け
、
 
八
 朱
と
 
い
ふ
 

低
利
金
 
贰
千
兩
 
の 貸

 下
 を
 受
け
 
民
間
よ
り
も
 
出
資
 
を
な
 
さ
し
め
、
 
仁
義
 
禮
智
 
信
の
 
信
義
に
 
よ
っ
て
、
 
相
互
に
 
誠
心
誠
意
 

の 融
通
 
を
 計
ろ
 
と
き
 
は、 

甚
 し
き
 
長
期
に
 
ず； る

な
 
く
し
て
 
借
財
 
を 償

還
し
 
得、 

小
 資
本
の
 
下
流
の
 
士
は
 
生
活
の
 
基
礎
 
を 

堅
く
 
す
ろ
 
こ
と
が
 
出
來
 
ろ
と
 
い
ふ
 
策
 を
進
默
 
し
た
。
 

五
常
 講
に
 
就
て
 
は、 

こ
の
 
献
策
 
以
前
に
 
旣
に
 
そ
の
 
案
が
 
實
行
 
せ
ら
れ
て
 
居
た
。
 
そ
の
 
最
も
 
早
い
 
記
錄
は
 
文
化
 
十
一
 
年
 

三
月
 
五
日
の
 
創
案
で
、
 
五
月
 
二； B に 最

初
の
 
加
入
金
が
 
あ
る
、
 
そ
の
 
加
入
金
の
 
說
 明
に
 
は 別

 所
 村
田
植
 
一
人
と
 
あ
ろ
 
か
 

ら、 
先
生
 
自
ら
 
服
 部
 家
よ
り
 
休
暇
 
を 得

て
 
曾
 我
へ
 
手
傳
に
 
行
き
、
 
そ
の
 
賃
金
 
を 差

 出
し
た
 
も
の
で
 
あ
ら
う
。
 
爾
來
 別
途
 

牧
人
が
 
之
に
 
加
 
へ
ら
れ
、
 

十一 
w に 至

っ
て
 
伴
 七
と
 
い
ふ
 
も
の
が
 
加
 人
し
、
 
色
々
 
の 仕

 拂
が
行
 
は
れ
て
、
 
翌
年
 
九
月
に
 

至. つ
て
 初
め
 
「
稹
儉
 
約
か
ら
 
く
り
 
糸
」
 
と 題

し
て
、
 
お
と
め
、
 
お
き
よ
、
 
お
ま
き
、
 
倉
藏
 
等
の
 
爲
に
 
支
拂
 
貸
付
が
 
記
さ
 

一 7: 一 



れ
 

4.
 

鈸
 

金
蔵
へ
 

眞
木
 

代、
 

支
拂
も
 

あ
れ
ば
、
 

「
夜
 

遊
 

法度
， 

か
ら
く
り
」
 

と 
題
し
て
 

藁
 

代
が
 

支
拂
 

つ
て
 

あ
ろ
。
 

次
で
 

「
横
 

焚
 

出
し
」
 

「
横
 

進
上
 

之
覺
」
 

等
が
 

あ
っ
て
 

服
 

部
の
 

^
 

の 
關
屋
、
 

藤
 

太
夫
、
 

源
 

一一
 

郞
 

以
下
 

多
数
の
 

人
 

々
の
 

各
が
 

見
 

ゆ
る
。
 

こ
れ
に
 

よ
っ
て
、
 

薪
炭
の
 

節
約
か
ら
 

初
 

ま
っ
て
、
 

服
 

部
の
 

用
人
 

以
下
 

女
中
 

等
に
 

至
る
 

ま
で
 

そ
の
 

講
中
で
あ
っ
た
 

と 
見
 

ゆ
る
。
 

女
-
 

中
 

達
 

は 
彼
の
 

報
德
 

飯
の
 

焚
 

方
に
 

よ
り
、
 
 

用
人
よ
り
 

仲
 

問
ま
で
 

そ
れ
ん
 

\ 
勤
 

儉
の
餘
 

財
 

を 
出
し
て
、
 

ま
た
 

そ
の
 

積
立
金
 

を
 

借
用
す
 

る、
 

斯
 

く
し
て
 

文
政
 

三
年
に
 

至
っ
て
 

居
る
。
 

金
 

錢
の
積
 

立
 

及
 

貸
借
 

は 
確
實
に
 

約
束
 

を
 

守
る
 

を
 

最
大
 

要
件
と
 

す
る
。
 

若
し
 

約
束
 

行
 

は
れ
 

ざ
ろ
 

時
 

は 
貸
借
 

信
託
の
 

意
義
 

を
 

失
 

ふ
の
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

約
束
の
 

厳
守
 

は
卽
ち
 

信
で
 

あ
ろ
。
 

信
 

を
 

行
 

ふ
 

は
餘
財
 

あ
る
 

人
よ
り
 

推
讓
 

し
て
 

困
窮
者
へ
 

貸
す
 

け
ろ
 

爲
に
差
 

出
す
、
 

こ
れ
 

を 
仁
と
 

い
ひ
、
 

約
束
 

を 
守
つ
 

で
 

正
し
く
 

返
濟
 

す
る
 

こ
れ
，
^
!
 

と
い
 

ひ、
 

約
束
 

履
行
の
 

後
 

恩
義
 

ひ
 

を
 

謝
す
べ
く
 

冥
加
金
 

を
 

差
 

出
し
、
 

ま
た
 

返
濟
其
 

他
に
 

迷
惑
 

を
 

掛
け
ざ
る
 

も
の
、
 

並
に
 

餘
財
を
 

差
 

出
し
た
り
 

と
て
 

誇
ら
 

ざ
 

一 
®
 
 

I 
る 

こ
れ
 

を
禮
 

と
い
む
 

如
何
に
し
て
 

か
 

多
く
の
 

餘
財
を
 

生
じ
、
 

ま
た
 

如
何
に
し
て
 

か
 

借
財
 

を
 

迅
速
 

確
實
 

に
返
濟
 

す
る
 

か
 

を
 

工
夫
し
、
 

愈
々
 

互
に
 

利
便
の
 

多
き
 

様
に
 

努
力
す
 

る、
 

こ
れ
 

を
智
 

と
い
 

ふ。
 

而
 

し
て
 

仁
義
 

禮
智
 

信
の
 

五
つ
の
 

も
の
 

は
悉
 

く 
信
の
 

一 
字
に
 

要
約
 

せ
ら
れ
て
 

完
全
に
 

履
行
 

せ
ら
る
 

丄 
と
共
に
、
 

そ
の
 

根
元
 

は
 

親
の
 

子
 

を
 

愛
す
る
 

如
き
.
^
 

に
發
 

源
す
 

る 

の
で
 
あ
ろ
。
 
 

ヽ 

用
ノ
 

仲
間
 

女
中
 

を 
社
員
と
 

す
る
 

結
合
 

は 
五
常
 

講
の
 

名
に
 

よ
っ
て
 

組
成
せ
ら
れ
、
 

信
義
 

確
守
の
 

約
束
の
 

下
に
 

文
政
 

三
年
ま
で
 

耱
績
 

し、
 

そ
の
 

十
二
月
 

改
 

合
計
 

金
贰
拾
 

六
兩
 

也
と
 

あ
る
が
、
 

文
政
 

四
 

年
 

調
の
 

r
l
i
s
T
E
T
 

ま
つ
^
へ
^
 

に
よ
 



れ
ば
、
 
先
生
と
の
 
貸
借
 關
係
者
 
は
 十
七
 
人
に
 
及
び
、
 
五
常
 講
員
 
た
り
し
 
岩
 村
の
お
 
か
ね
 
G; 如

き
 
は 拾

五
兩
 
三
分
 餘
 
0
ニ
 

百 圓
餘
)
 
の
預
 り
と
 な
っ
て
 居
ろ
。
 

. 

. 
こ
の
 
儘
に
 
て
繼
續
 
す
れ
ば
、
 
五
常
 講
金
 
も
相
當
 
多
き
 
金
額
に
 
な
っ
て
 
行
っ
た
 
こ
と
で
 
あ
ら
う
 
が、 

先
生
 
は 當

時
服
 
部
 

の 仕
 法
 中
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 
償
却
 
方
法
 
は 可

な
 
り
に
 
難
問
題
で
あ
っ
た
、
 

而
 し
て
 
小
 3 原

 藩
士
の
 
多
 救
が
 
こ
の
 
艱
苦
に
 

惱
 み
つ
 

A あ
ろ
 
を 見

て
 
は、 

先
づ
 

一 時
に
 
相
當
 資
金
の
 
調
達
 
を
考
 
へ
な
け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
、
 
玆
に
 
於
て
 
八
 朱
 金
の
 
貸
 下
げ
 

を
 受
け
、
 
五
常
 講
を
 
作
っ
て
 
上
 中
流
 藩
士
の
 
債
務
 償
還
と
、
 

下
 士
卒
の
 
生
活
 
共
濟
 
と
を
實
 
現
せ
ら
 
れ
ん
こ
と
 
を 献

策
 

し
た
。
 

ごじ
 

や. 
f か 5 しゅ

お 
人 きん
わり
 

あ ひち
 
や
う
 
 

, 
J 

八
 朱
 金
 貸
 下
げ
 後
に
 
於
け
 
ろ 貸

付
 
取
扱
 
方
法
 
は、 「

五
常
 講
手
^
 
金
 割
合
 
帳
」
 
と 題

し
て
 
そ
の
 
雛
形
ガ
 
示
さ
れ
た
 

卽
 

まち
 

ざ 
い
 
 

-
 
 

■ 

ち
そ
の
 
末
尾
に
 
記
さ
れ
た
 
「
右
 は 御

 家
中
 
町
 在
 迄、 年

 八
 朱
 利
息
に
 
て 御

 貸
付
 
被
 遊
 候
 も、 幾

重
に
 
も 割

付
 
差
 出. S. 候

」
 

と あ
る
 
様
に
、
 
八
 朱
 金
と
 
は
い
 
ひ
な
が
ら
、
 
借
 受
け
る
 
人
々
 
の 生

活
 
狀
態
 
に
よ
っ
て
 
利
率
 
を
 異
に
し
、
 
返
濟
 年
限
 
を 色

 A 

に
し
て
 
取
扱
 
ふ
の
で
 
あ
る
か
ら
、
 
委
曲
 雛
 形
に
 
割
付
け
、
 

百
 石
百
兩
 
五
分
 利、 

百
 石
 百
兩
七
 
分
、
 
百
 石
 五
十
 
兩
八
 
分、 

百
 石
 百
兩
八
 
分
、
 
百
 石
 百
兩
壹
 
割
の
 
五
 種
 を
假
定
 
し、 

十
二
 
ケ
年
、
 
十
七
 
ケ 年

と
 
い
ふ
 
様
に
 
種
々
 
の 立

案
 
を
な
 
し
て
 
差
 

出
し
 

た
の
で
 
あ
る
。
 
 

- 

然
る
に
 
大
久
保
 
侯
の
 
財
政
 
も 甚

だ
 窮
迫
の
 
狀
況
 
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
僅
に
 
八
 朱
 金
 壹
千
兩
 
の 貸

 下
に
 
止
ま
っ
た
 
の
で
、
 

服 部
が
 四
百
 五 拾

 九
兩
參
 分
と
 い
ふ
 大
半
 を 借

り
、
 
其
 他
 二
三
の
 藩
士
へ
 贰
百
四
 拾
兩
壹
 分
を
贷
 付
け
、
 
殘
り
 參
百
兩
 — 74  — 



を
小
臣
 
者
へ
 
貸
付
け
 
る こ

と
 

A な
っ
た
。
 

こ
の
 
三
百
 
兩
は
 
無
資
力
に
 
近
い
 
小
臣
 者
へ
 
貸
す
 
の
で
 
あ
る
か
ら
、
 

そ
の
 
取
扱
 

方
法
 
を
 先
生
の
 
献
策
し
た
 

る 五
常
 講
 方
法
に
 
よ
ろ
こ
と
 

A な
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

五
常
 講
の
名
 
は そ

の
後
 
櫻
 町
 に
て
も
 
用
 ひ
ら
れ
た
 
が、 主

と
し
て
 
小
 田 原

 藩
の
 
小
臣
 者
へ
、
 
無
利
息
に
 
て 三

百
 
兩. を 貸

 

下
げ
、
 
共
同
責
任
 
を 以

て
 
短
期
に
 
償
還
せ
 
し
め
、
 
償
遼
 
し
た
る
 
も
の
 
を
 ま
た
 
貸
付
け
、
 
繰
返
し
^
 
\-ー 兀

金
 運
用
 
を
繁
く
 

し、 
運
 轉
回
數
 
の 多

き
 
を
 以
て
 
五
常
 講
 金
の
 
有
效
カ
 
を
增
 進
し
、
 
同
時
に
 
小
臣
者
 
を
し
て
 
先
づ
小
 
債
務
 
を
 免
れ
、
 
生
活
 

資
金
 
を
造
戎
 
し、 

順
次
 
生
活
の
 
安
泰
へ
 
と 進

ま
し
 
め
ん
と
 
す
る
 
も
の
で
あ
る
。
 

そ
の
 
詳
細
 
は 
「
五
常
 
講
金
貸
 
箱
」
 
一
冊
 

に 見
 ゆ
る
。
 

こ
の
 
資
金
 
は 三

百
 
兩
 で
あ
る
、
 
こ
れ
 
を
 借
り
て
 
返
さ
 
V れ

ば
 
一
回
 だ
け
 
三
百
 
兩
の
仁
 
惠
ゃ
受
 
く
る
に
 
止
ま
る
。
 
然
る
 

に 當
時
小
 
田 原

 藩
士
 
は、 

筆
 を
 作
り
、
 
提
燈
を
 
作
り
、
 
竹
の
 
皮
の
 
笠
 を
 作
る
 
等
を
內
 
職
と
 
し
て
 
居
た
、
 
W
 し 窮

迫
の
 
餘
 

り 原
料
 
代
 支
拂
の
 
延
引
よ
り
、
 
自
然
 原
料
 
は 高

く
な
 
り、 或

は
 
供
給
が
 
不
満
足
に
 
な
っ
て
 
居
た
、
 
今
 こ
の
 
五
常
 講
金
 
を
拜
 

ごじ ゃラか 5 きん 

借
し
て
 
资
本
 金
と
 
な
し
、
 
副
業
 
內
 職
に
 
勤
勉
し
、
 
或
は
 
大
に
儉
 
約
 を 行

 ひ
 餘
財
を
 
作
り
て
 
五
常
 講
金
を
 
順
 常
に
 
返
濟
す
 

れ
ぱ
、
 

そ. の
恩
惠
 
に
よ
っ
て
 
他
の
 
人
 
々
の
 
生
活
 
資
金
へ
 
融
通
し
 
得
ろ
 
の
み
な
ら
ず
、
.
 

-P ら
も
 
亦
 そ
の
 
潤
澤
に
 
浴
す
 
る、 

そ
の
 
返
濟
の
 
期
間
が
 
相
 W
 に 早

け
れ
ば
 
早
い
 
程
、
 
潤
澤
の
 
循
環
は
^
く
な
る
、
 

而
 し
て
 
そ
の
 
循
環
と
 
貸
付
 取
 立
 等
の
 
取
 

扱
の
 
便
利
 
を
 計
ろ
 
爲
 め
に
、
 
三
百
 
兩
を
百
 
人
に
 
分
ち
、
 

一 人
の
 
借
受
 
最
高
 
額
 を
 三
 雨
と
 
し、 

こ
れ
 
を
 三
組
と
 
な
し
、
 

一 

人
の
 
貸
付
 最
長
 
期
間
 
を
 百
日
と
 
し 全

く
 
無
利
息
と
 
す
ろ
。
 
借
 受
人
は
 
帳
簿
に
 
氏
名
 
を
 記
し
、
 
そ
の
 

一 冊
 中
の
 
百
 人
が
 

1 
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組
と
 

な
っ
て
 

連
帶
 

責
任
と
 

な
る
。
 

若
 

こ
の
 

三
 

雨
の
 

返
金
 

中
 

一 
組
分
壹
 

兩
延
帶
 

し
た
る
 

時
 

は、
 

そ
の
 

延
帶
 

し
た
る
 

も
の
 

>- 
名
前
よ
り
 

下
へ
 

十
 

人
目
の
 

者
 

迄
 

が
 

之
 

を 
分
割
し
て
 

辨
 

償
し
、
 

一 
人
 

七
 

百
 

文
 

を 
差
 

出
す
。
 

若
 

一 
一
雨
な
る
 

時
 

は 
上
下
へ
 

十
 

人
 

宛
 

七
 

百
 

文、
 

若
し
 

三
兩
 

全
部
な
 

ろ 

時
は
殘
 

り、
 

七
十
 

七
 

人
に
 

て、
 

一 
人
錢
 

七
十
 

八
 

文
 

宛
 

を
 

割
付
 

差
 

出
し
、
 

元
金
 

百
 

兩
に
滿
 

た
 

ざ
れ
ば
 

次
の
 

貸
付
 

を
 

開
始
せ
 

さ
る
 

こ
と
 

A 
す
る
。
 

故
に
 

最
初
の
 

元
金
 

は 
三
百
 

雨
な
る
 

も、
 

そ
の
 

返
濟
金
 

積
ん
で
 

百
兩
 

と
な
れ
ば
 

次
の
 

貸
付
 

を
 

行
 

ふ
の
 

で
あ
る
。
 

こ
の
 

貸
付
 

を
 

行
 

ふ
に
 

際
し
て
 

施
す
 

敎
訓
 

は、
 

「
右
の
 

金
子
 

は 
聖
人
 

傳
授
の
 

金
で
 

あ
る
、
 

仁
義
 

禮
智
信
 

さ
へ
 

違
 

は 
ざ
ろ
 

様
 

に 
す
れ
ば
、
 

一 
兩
 

借
用
す
 

る
と
 

も 
一 

ケ 
年
に
 

は 
金
 

三
百
 

六
 

拾
 

雨
の
 

通
用
で
 

あ
る
が
、
 

若
し
 

一 
人
 

こ
の
 

道
に
 

違
は
ゾ
 

金
子
 

三
 

百
 

六
 

拾
 

雨
の
 

通
用
が
 

閉
塞
す
 

る、
 

只 
世
の
中
 

は 
道
 

を 
以
て
す
れ
ば
 

通
用
す
 

ろ
の
で
 

あ
る
か
ら
、
 

借
り
た
 

ろ 
も
の
 

は 
借
り
 

一 

た
る
 

時
の
 

心
 

を
 

失
 

は
ず
し
て
 

返
濟
 

す
る
 

こ
と
が
 

唯
一
 

つ
の
 

道
で
 

あ
る
」
 

と
誨
 

ゆ
る
の
で
 

あ
る
。
 

斯
く
て
 

共
同
責
任
 

で
あ
り
、
 

共
濟
 

方
法
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 

粮
本
 

精
神
 

は 
五
常
の
 

道
 

を 
行
 

ふ
の
で
 

あ
る
。
 

さ
れ
 

ズ
こ
 

1 

に
よ
っ
て
 

小
 

田 
原
 

藩
士
の
 

貸
借
 

融
通
の
 

道
は
圓
 

滑
に
 

開
け
、
 

そ
の
 

生
活
 

は 
常
道
 

を
 

歩
む
 

を
 

得
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

tei
 

何
れ
の
 

時
ま
で
 

行
 

は
れ
、
 

何
れ
の
 

時
廢
 

止
せ
ら
れ
 

た
か
は
 

判
明
 

し
な
い
が
、
 

先
生
 

は
こ
の
 

方
法
 

を 
櫻
 

町
に
 

實
行
 

せ
ん
と
し
て
、
 

文
 

政
 

六
 

年
 

三
月
 

廿
 

八
日
よ
り
 

陣
屋
 

詰
の
 

役
人
 

幷
三
ケ
 

村
の
 

住
民
 

幾
 

十
 

人
 

を 
集
め
て
、
 

相
 

語
り
 

相
 

謀
り
、
 

小
 

田 
京
に
 

於
け
 

る 

7j じ や 5 
か- 
n
 
 

.
 
 

*  *〕 や，
 

五
常
 

P
 

の 
經
驗
を
 

述
べ
、
 

勤
 

儉
の
餘
 

財
 

を 
積
む
 

こ
と
 

を
 

始
め
た
、
 

「
五
常
 

講
」
 

と 
題
す
 

ろ 
書
 

K
 

に
よ
れ
ば
、
 

小
 

田.
 

京
よ
り
 



持
參
 

し
た
 

五
十
二
 

兩
を
 

中
心
に
、
 

貸
付
金
の
 

返
濟
、
 

預
り
金
 

を
 

合
し
て
 

七
 

拾
 

三
兩
餘
 

と
な
っ
て
 

居
る
 

が、
 

貸
付
 

は 
何
れ
 

も 
小
口
で
、
 

總
計
 

廿
六
兩
 

あ
る
の
 

み
で
 

こ
の
 

年
 

以
後
の
 

記
事
 

も
な
い
 

か
ら
、
 

或
は
 

五
常
 

講
を
 

以
て
 

櫻
 

町
の
 

借
財
 

仕
 

法
 

を 

行
 

ふ
よ
り
も
、
 

行
政
 

仕
 

法
に
 

よ
ろ
こ
と
の
 

必
要
と
 

急
務
と
 

を
考
 

へ、
 

こ
の
 

儘
に
 

て 
終
っ
た
 

様
で
 

あ
る
が
、
 

後
に
 

至
っ
て
 

報
德
瓧
 

創
立
せ
ら
れ
 

た
の
 

は、
 

五
常
 

講
の
 

經
驗
に
 

基
く
 

も
の
で
あ
っ
て
、
 

行
政
 

手
段
と
 

し
て
の
 

仕
 

法
の
 

外
に
、
 

自
治
 

的
 

仕
 

法
の
 

必
要
で
 

あ
り
、
 

ま
た
 

必
ず
 

行
 

は
れ
 

得
べ
き
 

こ
と
 

を、
 

営
 

時
よ
り
 

信
じ
て
 

居
た
 

こ
と
 

は 
明
か
で
 

あ
る
。
 

以
上
 

は 
五
 

常
講
の
 

大
要
で
あ
っ
て
、
 

先
生
の
 

報
德
钍
 

法
の
 

組
織
 

體
 

系
の
 

發
露
 

と
し
て
 

考
 

ふ
べ
き
 

も
の
で
あ
る
。
 



第
五
 
章
 

櫻
 
町
 
復
輿
仕
 
法
 

一 
櫻
 町
の
 
衰
 弊
と
 
復
與
の
 
下
命
 

二
宮
 先
生
の
 
報
 德
仕
法
 
體
驗
は
 
櫻
 町
に
 
於
て
 
系
^
が
 
立
っ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
宇
宙
 

人
文
の
 
開
闢
 
進
化
に
 
關
 す
ろ
 
發
見
 
は
ダ
—
 
ウ
ィ
ン
 
の 進

化
論
よ
り
 

一 一十 五
 年
 早
く
、
 
報
德
 
結
社
 
は
獨
 
逸
の
 
産
業
組
合
 
設
 

立
よ
り
 
五
ケ
 
年
 以上：！： 十い。 

而
 し
て
 
貧
富
 
一
圓
 融
合
し
て
 
貧
困
 
者
な
 
か
ら
し
め
 
た
ろ
 
實
際
 施
設
 
は、 

歐
洲
に
 
於
て
 
贫
困
 

退
治
 
を 強

調
し
 
始
め
た
 
社
會
 
政
策
の
 
提
唱
よ
り
 
數
十
年
 
早
く
 
旣
に
 
成
功
し
、
 
特
に
 
現
下
の
 
大
 問
題
な
 
ろ 物

質
文
明
と
 
精
 

. 神
 文
明
と
の
 
調
^
の
 
理
想
 
を、 

調
和
 
以
上
に
 
襯
 合
し
 
得
た
。
 
卽
ち
 
理
想
 
を B 常

 生
活
 
化
す
ろ
 
生
活
様
式
 
を 以

て
 
實
 現
し
 

た。
 

そ
の
 

體
驗
 

地
が
 

こ
の
 

櫻
 

町
で
 
あ
る
。
 
 

ノ 

-
 
 

5 
つ.
 

M んの
 

す
け
 
 

- 

爛
漫
た
 
ろ 花

の
 
名
に
 
負
 ふ 櫻

 町
 は 旗

本
 
宇
津
 
釩
之
 
助
の
 
領
邑
物
 
井、 東

 沼、 横
 田 三

 村
 管
掌
の
 
陣
屋
の
 
所
在
地
で
 
あ
つ
 

た。 
そ
の
 
昔
 元
 祿
の
頃
 
锊
 展
 を
計
畫
 
し
た
る
 
が、 そ

の
 
俤
 と
し
て
 
數
戶
 
の
商
賈
 
あ
る
の
 
み
で
あ
っ
て
、
 
町
名
の
 
如
き
 
も 美

 

稱
を
 
選
ん
だ
 
も
の
で
 
あ
ら
う
 
が
 現
在
で
 
は 町

と
 
い
ふ
 名
の
 
不
相
應
 
な
の
み
 
で
な
 
く、 村

と
 
し
て
も
 
寂
し
い
 
も
の
で
あ
る
。
 

櫻
 町
 陣屋.. の 管

 區
三
ケ
 
村
ば
 
早
く
よ
り
 
大
久
保
 
氏
の
 
所
領
で
あ
っ
た
。
 

小
 田 原

 大
久
保
 
氏
 は 往

時
 宇
都
 
官
氏
 
或
は
 
宇
 

津
 氏
を
稱
 
し
た
の
で
 
、
曾
て
 
大
久
保
 
氏
 は 宇

津
 
姓
 を 以

て
 
分
家
 
を 立

て
た
 
こ
と
 
も
あ
っ
た
 
が、 元

祿
十
 

一 年
に
 
大
久
 
保
忠
 

i
 の 三

男
 
敎
^
 が
 分
家
し
、
 
櫻
 町
 附
近
の
 
私
 墾
田
 
四
千
 
石
を
領
 
す
ろ
 
こ
と
 

乂 な
っ
た
。
 

而
 し
て
 
公
稱
は
 
M
 千
 石
で
 
あ
る
 

一 7S — 
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力
ら
 

四
千
 

倭
の
 

納
租
が
 

あ 
4
 

で
あ
る
が
、
 

分
家
し
た
 

頭
 

初
か
ら
 

旣
に
 

三
千
 

百
俵
 

と
な
っ
て
 

居
た
、
 

隨
っ
 

S
 

數
も
四
 

百
 

餘
軒
 

人
數
 

I
I
 

人
の
 

所
、
 

渐
 

I
 

少の
， 

傾
向
が
 

見
え
て
 

居
た
。
 

雨
來
 

f
 

流
行
病
に
 

襲
 

は
れ
、
 

ま
た
 

天
 

月
の
 

饑
 

饉
に
甚
 

し
き
 

S
I
 

け、
 

文
化
 

A
 

年
よ
り
 

文
政
 

四
 

f
 

で
の
 

平
 

養
 

租
 

九
星
 

拾
 

S
 

餘
、
 

書
 

暴
 

兩
餘
、
 

戶
數
 

百
 

四
十
 

五
軒
と
 

な
っ
て
 

居
た
。
 

さ
れ
ば
 

重
 

宇
 

I
g
i
 

は 
幕
府
に
 

出
仕
す
 

ろ 
こ
と
 

I
 

ず
し
て
、
 

本
家
 

大
久
保
 

侯
の
 

街 
成
に
 

よ
っ
て
 

佗
し
き
 

寄
食
 

的
 

生
活
 

を
す
 

る 
こ 
至
っ
た
。
 
 

• 

こ
の
頃
 

先
 

1
^
 

部
 

家
の
 

灶
法
 

に 
賢
し
、
 

進
で
 

そ
の
 

整
理
 

を
 

引
受
け
、
 

大
久
保
 

侯
の
 

賞
詞
 

奠
け
、
 

斗
 

I
 

正
り
 

• 

I
」
 

獻
じ
、
 

五
常
 

講
の
 

2
 

案
 

I
f
 

た、
 

經
濟
 

財
政
の
 

取
扱
に
 

關
 

す
ろ
 

意
見
と
 

技
 

f
 

は、
 

時
流
 

t
 
 

、
た
、
 

で
あ
っ
た
、
 

S
 

な
ろ
 

大
久
保
 

侯
 

は 
之
 

貪
 

逃
す
 

こ 
ま
し
な
か
っ
た
、
 

服
 

I
s
 

讓
が
八
 

朱
舍
貸
 

下-
, 

て
解
 

i
 

決
し
た
.
 

時
 

も
 

原
 

藩
 

s
s
f
 

亦
斯
の
 

如
く
に
 

處
理
 

す
る
 

こ 
急
 

得
ば
、
 

以
 

S
 

代
 

|
の
鑑
 

た
る
 

タ
 
 

1
 

. 
r
 

と
の
 

評
議
 

も 
行
 

は
れ
る
 

に 
至
っ
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

服
 

部
の
 

g
 

は 
二
宮
 

先
生
の
 

請
負
で
 

あ
？
、
 

財
政
 

處
理
 

の
權
は
 

全
く
 

先
き
 

手
中
に
 

在
っ
た
。
 

若
し
 

こ
の
 

通
の
 

方
法
に
 

て
大
久
 

保
 

家
に
 

用
 

ひ
な
ば
、
 

一 
藩
 

を
 

擧
げ
て
 

先
生
の
 

指
揮
の
 

下
 

こ 
立
 

つ 
こ
と
 

A 
な
る
。
 

玆
に
 

於
て
 

藩
士
 

等
 

評
議
し
て
 

闩、
 

「
小
 

I
 

藩
士
 

衰
 

へ
ず
と
 

雖、
 

領
內
 

ー
鴦
の
 

指
揮
 

下
に
 

立
た
 

ば、
 

何
 

を 
以
て
 

g
 

に 
臨
む
 

權
 

f
?
 

べ
き
、
 

. 

我
等
セ
|
 

恩
顧
 

を 
受
け
、
 

民
 

f
 

以
て
 

任
と
 

す
る
 

藩
士
に
 

し
て
、
 

敎
を
 

下
民
に
 

聞
き
、
 

命
 

I
 

け
て
 

膝
下
 

こ 
匕 B 揮
 

を
受
 

く
る
 

如
き
 

は
斷
 

じ
て
 

不
可
で
 

あ
る
、
 

I
 

強
て
 

§
命
ず
 

る
な
ら
 

ば、
 

一 
死
 

以
て
 

先
君
に
 

罪
 

I
 

ち、
 

g
 

こ 
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謝
す
る
 

外
に
 

術
な
 

し、
 

殊
に
 

二
宮
の
 

說
く
所
 

は 
仁
義
 

禮
智
 

信
の
 

五
常
に
 

基
く
、
 

そ
の
 

敎
 

と
す
ろ
 

所
 

儒
佛
を
 

出
で
 

ず、
 

然
 

ら
ば
 

我
等
の
 

敎
 

と
す
ろ
 

所
と
 

異
な
ら
な
い
、
 

而
 

し
て
 

藩
士
 

は 
年
 

來
儒
敎
 

を 
研
究
し
て
 

居
る
、
 

奉
ず
ろ
 

所
の
 

敎
 

同
じ
 

く、
 

そ
の
 

敎
を
 

以
て
 

職
務
と
 

す
べ
き
 

藩
士
が
、
 

敎
を
 

以
て
 

立
た
ざ
る
 

農
民
よ
り
 

敎
を
 

聞
く
 

は
堪
 

ゆ
ろ
 

所
で
は
な
い
」
 

と
て
 

反
對
 

し
た
。
 

こ
の
 

議
論
 

は 
議
論
と
 

し
て
 

は 
正
し
い
 

が、
 

當
 

時
の
 

藩
士
 

は 
財
政
 

整
现
 

の
體
驗
 

も
な
 

く、
 

之
を
實
 

行
す
 

る 
樣
式
も
 

持
た
な
い
 

事
が
 

最
大
 

缺
點
 

で
あ
ろ
。
 

旣
 

に
儒
佛
 

1 
ー敎
 

あ
っ
て
 

以
來
ー
 

一千
 

年、
 

未
だ
 

多
數
の
 

貧
困
 

者
 

を
 

救
 

ふ 
能
 

は 
ざ
り
 

し
こ
と
 

に
氣
が
 

付
か
な
い
 

の
で
 

あ
る
。
 

報
德
 

生
活
様
式
あ
っ
て
 

始
め
て
 

儒
佛
 

一 
一 敎
が
國
 

民
の
 

日
常
生
活
に
 

生
き
 

る こ
と
が
 
會
 得
せ
ら
れ
な
か
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

お ほく 
ぼ 

fcr ざね こラ 

こ
の
 

時
に
 

當
 

つ
て
 

大
久
保
 

忠
眞
公
 

は、
 

當
 

時
の
 

執
政
の
 

財
政
 

技
術
よ
り
も
、
 

二
宮
 

先
生
の
 

技
倆
の
 

遙
に
 

勝
れ
る
 

も
の
 

あ
る
 

を
達
觀
 

し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

藩
 

論
 

を 
以
て
 

時
期
の
 

到
ら
ざ
る
 

も
の
な
 

し、
 

之
 

を
 

分
家
 

宇
津
 

家
の
 

仕
 

法
に
 

從
事
 

せ
し
め
 

ん
 

と
す
る
 

に 
到
っ
た
。
 

斯
の
 

如
き
 

評
議
の
 

あ
つ
た
の
 

は、
 

文
政
 

三
年
に
 

八
 

朱
 

金
の
 

貸
 

下
げ
が
 

あ
り
、
 

翌
四
年
 

春
に
 

は 
服
 

部
の
 

仕
 

法
が
 

一 
段
落
と
 

な
っ
た
 

頃
で
あ
っ
た
。
 

櫻
 

町
 

仕
 

法
の
 

命
が
 

下
っ
た
 

の 
は 

そ
の
 

頃
で
 

あ
る
。
 

一一
 

櫻
 

町
の
 

調
查
と
 

復
命
 

楔
 

町
 

仕
 

法
の
 

命
が
 

下
っ
た
 

時、
 

先
生
 

は
卽
 

座
に
 

之
 

を
 

受
け
る
 

が
 

如
き
 

こ
と
の
 

あ
る
べ
き
 

蒈
 

は
な
く
、
 

ま
た
 

先
生
と
 

し
て
も
 

意
外
な
 

こ
と
で
あ
っ
た
 

ら
う
、
 

「余
 

農
村
に
 

生
れ
て
 

農
事
に
 

習
 

ふ、
 

稼
 

穡
の
道
 

を 
勤
め
 

祖
先
の
 

餘
德
に
 

依
て
 

廢
家
を
 

輿
し
 

得
た
 

の
み
で
 

あ
る
。
 

何
 

を 
以
て
 

國
を
 

輿
し
 

民
 

を
 

安
ん
 

ず
ろ
 

の 
大
道
 

を 
知
る
 

道
理
が
 

な
 

い、
 

君
命
 

重
し
 

と
雖
も
 

不
肖
 

を
 

省
み
て
 

命
 

を 
奉
ず
る
 

を
 

得
な
い
」
 

と、
 

事
實
 

一 
領
 

一 
國
の
 

財
政
の
 

整
理
 

は、
 

服
 

部
 

j 
象
 



の
 

仕
 

法
よ
り
 

見
れ
ば
 

比
較
に
 

な
ら
な
い
 

大
事
 

業
で
 

あ
る
、
 

從
來
 

村
民
に
 

封
す
 

る
侗
 

人
的
 

觀
察
は
 

怠
ら
な
い
 

に
し
て
も
、
 

1 
鎮
民
を
 

一 
視
 

同
仁
の
 

立
場
よ
り
 

考
察
す
 

ろ 
こ
と
 

は 
初
め
て
の
 

任
で
 

あ
り
、
 

一 
領
土
の
 

大
夫
 

と
し
て
の
 

重
大
な
 

任
で
 

あ 

た ヾ ざね
 

C5
 

ろ 
力
ら
 

と
て
 

固
辭
 

し
た
。
 

然
る
に
 

忠
眞
 

侯
は
斷
 

じ
て
 

辭
退
を
 

許
さ
ず
、
 

小
 

田 
原
 

藩
士
の
 

評
議
 

も 
分
家
の
 

文 
台
に
ま
で
 

反
 

對
 

す
る
 

程
の
 

決
意
は
な
か
っ
た
。
 

先
生
 

も 
侯
の
 

強
勢
な
 

ろ 
命
令
に
 

止
む
を
得
ず
 

實
地
を
 

調
査
し
て
 

見
ん
 

と 
答
へ
 

た、
 

^ 

て
實
地
 

踏
査
の
 

命
が
 

下
り
、
 

八
月
 

朔
日
櫻
 

町
に
 

至
り
、
 

或
は
 

江
戶
栢
 

山
の
 

間
 

を
往
來
 

し、
 

或
は
 

そ
の
 

間
に
 

藩
 

政
の
 

意
見
 

を 
問
 

ひ、
 

ま
た
 

經
 

過
の
 

狀
況
を
 

も 
語
り
、
 

頗
る
 

多
忙
の
 

日 
を
 

過
し
た
、
 

今
 

そ
の
 

任
 

を 
受
け
て
 

以
來
、
 

愈
々
 

櫻
 

町
に
 

移
轉
 

し
て
 

仕
 

法
に
 

全
力
 

を
盡
 

す
に
 

至
る
 

迄
の
 

間
に
、
 

往
來
 

し
た
 

記
事
 

を、
 

「
野
 

州
芳
 

賀
^
 

櫻
 

町
 

御
用
 

雜
用
控
 

帳
」
 

に
よ
っ
て
 

列
 

. 記
 

す
れ
ば
 

次
の
 

通
り
で
 

あ
る
。
 
 

. 
. 

. 栢
山
發
 
江
戸
、
 
櫻
 町
 行
 

歸
宅
 

時
日
 

不
明
 

栢
 

山
發
、
 

廿
三
 

n 
櫻
 

町
 

着
 

櫻
町
發
 

出
府
 

江
 

戶
發
八
 

R 
櫻
 

町
 

着
 

樱
町
發
 

十
八
 

日 
入
府
 

江
戶
發
 

に
て
 

歸
宅
 

文
政
 

四
 

年
 

八
 

月
朔
 

日 

同
 

十
八
 

日
頃
 

十
 

月 
九
 

日 

十
一
月
 

二
 

日 

同
 

五
日
 

同
 

十
五
 

日 

同
 

廿
日
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十一 
一月 十

九
 
日 

同
 

廿
 五
日
 

女
 政
 五
 年
 正
 

月
廿
 
二
日
 

一 一 
月 十

七
 
日 

四
 

月 九
 

日 

五
 

月
廿
 

日 

A 
月
廿
 
九
日
 

九
 

月 十
一
 
日 

同
 

廿
 六
日
 

十
 
一 月 三

 
日 

同
 

. 
十
九
 
日 

同
 

晦
日
 

十一 
一月 廿

 六
日
 

同
 

六
 年
 正
 

月ー兀 
且
 

三
 

月
 十
二
 
日 

栢
 山
發
廿
 
三
日
 
櫻
 町
 着
 

櫻
町
發
 
晦
日
 
歸
宅
 

栢
山
發
 
出
府
 
閏
 正
月
 
六
日
 
迄
在
府
 

栢
山
發
 
出
府
 
廿
 七
日
 
歸
宅
 

栢
山
發
 
出
府
 
十
七
 
日 江

 戶
發
廿
 
H 櫻

 町
 着
 

櫻
 町
 發
歸
宅
 

栢
山
發
 
三
日
間
 
江
 戶
滯
在
 
九
月
 
一 一日 着

陣
 

櫻
町
發
 
十
六
 
R 幸

 手
よ
り
 
引
返
し
 
歸
陣
 

櫻
町
發
 
晦
日
 
歸
宅
 

栢
山
發
 
七
日
 
櫻
 町
 着
 

櫻
 町
發
卄
 
五
日
 
歸
宅
 

- 

太
 兵
 衞
豐
治
 
召
連
發
 
十一 

一 
四
日
 
着
陣
 

櫻
町
發
 
大
晦
日
 
戶. 塚

 宿
 

歸
宅
 

家
族
 
一 同

 引
 
つ
れ
 出
發
、
 
江
 島
縑
^
 
を 廻. 

十
五
 
H 江

戶
 着
、
 
卄
 六
日
 
江
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戶
發
、
 

廿
 

八
日
 

櫻
 

町
 

着
 

さ
て
 

最
初
の
 

文
政
 

四
 

年
に
 

は、
 

八
月
よ
り
 

十
二
月
に
 

及
ぶ
 

半
年
 

間
に
、
 

大
體
四
 

回
往
來
 

し
-
た
が
 

こ
の
 

問
に
 

大
略
の
 

調
 

か
出
来
た
。
 

卽
ち
領
 

內
荒
廢
 

の 
程
度
 

及
び
 

そ
の
 

原
因
、
 

沃
田
 

薄
地
の
 

分
布
の
 

狀
況
、
 

民
風
 

及
び
 

生
活
の
 

程
度
 

等
 

を 
調
 

査
 

し
た
、
 

素
よ
り
 

荒
廢
 

地
の
 

事
と
 

て 
書
類
の
 

整
頓
し
た
 

ろ 
も
の
 

も
な
 

く、
 

渐
く
 

最
近
 

十
ケ
年
 

問
の
 

貢
租
に
 

よ
っ
て
、
 

踏
 

查
 

上
追
觀
 

し
た
る
 

資
料
と
 

對
 

照
し
、
 

數
 

種
の
 

報
告
書
 

を 
提
出
し
た
、
 

そ
の
 

一 
つ
の
 

「
御
 

知
行
 

所
 

三
ケ
村
 

古
今
 

盛
衰
 

平
均
 

土
臺
 

帳
」
 

は 
代
表
的
の
 

一 
つ
で
 

あ
ろ
。
 

そ
の
 

書
類
 

を
 

引
用
す
 

る
に
 

先
ち
、
 

櫻
 

町
 

狀
況
を
 

一
瞥
 

す
れ
ば
 

最
明
寺
 

時
賴
の
 

書
と
 

傳
 

ふ
る
 

書
類
に
 

あ
る
 

通
り
、
 

下
野
 

は 

國
土
亵
 

へ 
人
情
 

良
好
な
ら
 

ず、
 

特
に
 

芳
賀
郡
 

邊
は
甚
 

し
と
 

記
さ
れ
て
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

は 
一 

に 
は 

畑
 

也 
は、
 

洪
積
層
の
 

赤
土
 

お
 

の 
上
に
 

僅
々
 

一 
一 三
寸
の
 

腐
植
土
 

あ
る
に
 

過
ぎ
ず
、
 

田
圃
 

は
こ
の
 

臺
 

地
の
 

峡
間
に
 

介
在
し
 

土
壤
瘠
 

薄
汚
 

濁
の
 

沼
畢
こ
 

..
以 

た
 

一 

る 
を 

以
て
、
 

人
力
 

を 
施
す
 

こ
と
 

多
く
し
て
 

牧
穫
少
 

く、
 

飮
 

料
の
 

井
水
 

深
く
 

し
て
 

表，
 

水
 

は 
高
地
 

を
 

流
れ
 

去
り
、
 

氣
 

候
亦
裟
 

烈
 

，
に
し
て
 

凶
作
 

屡
々
 

至
る
、
 

こ
れ
が
 

爲
に
 

人
民
 

遊
惰
に
 

傾
き
 

易
い
。
 

先
生
 

厘
々
 

記
し
て
 

「
土
地
柄
 

地
味
 

惡
く
、
 

田
畑
，
 

乍 

の
 

發
育
惡
 

く、
 

根
 

株
よ
り
 

穂
先
 

輕
く
 

牧
穫
 

少
し
、
 

廣
き
 

面
積
 

を 
耕
し
て
 

多
く
の
 

牧
穫
を
 

得
ん
 

と
し
て
 

却
っ
て
 

手
不
足
と
 

な 

ろ、
 

水
路
 

變
 

化
す
ろ
 

も 
更
正
の
 

餘
裕
 

な
し
、
 

今
日
の
 

生
計
に
 

遂
 

は
れ
て
 

修
養
の
 

餘
地
 

な
し
、
 

故
に
 

人
心
 

荒
廢
 

せ
り
」
 

と 

もじ，
 

ち 
今
日
の
 

生
計
 

を
 

立
て
 

兼
ね
 

借
金
 

を
 

以
て
 

曰 
を
 

送
り
、
 

或
は
 

他
領
に
 

奉
公
し
、
 

日 
雇
 

駄
賃
、
 

小
寶
 

商、
 

漁
獵
 

等
の
 

餘
 

ま
 

の
^
を
 

以
て
 

主
な
 

ろ 
生
業
と
 

な
さ
ん
 

と
す
る
 

を 
以
て
、
 

一 
日
の
 

牧
人
の
 

增
减
忽
 

に
し
て
 

そ
^
 

身
に
 

K)
 

り、
 

卞
桌
 

た
る
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處
事
を
 
怠
ろ
 
を
 以
て
 
日
常
の
 
食
糧
 
を
缺
 
き、 

良
田
 
も 荒

襃
し
 
力
作
の
 
勞
務
を
 
厭
 ひ
 家
族
 
を 養

 ふ 力
 を 失

 ひ、 
退
轉
 逃
亡
 

引
繽
 
き、 

戶
ロ
减
 
少
し
、
 
租
稅
 
の
分
擔
 
多
く
、
 
漸
次
 
惡
因
緣
 
輪
廻
し
て
 
賭
事
、
 
强
請
、
 
紛
議
 絶
 ゆ
ろ
 
な
き
に
 
至
っ
た
。
 

小
 田 原

 大
久
保
 
侯
 は 宇

津
 家
の
 
本
家
と
 
し
て
 屡
々
 
手
を
盡
 
し、 

困
窮
 
を 救

 ひ
た
れ
 
ど
も
、
 
隨
 つ
て
 
救
へ
ば
 
隨
 つ
て
 衰
 

、 、 
fei 々

救
 濟
叻
成
 
を 請

 ふ
こ
と
 
を
 念
願
と
 
し、 1

 澤
に
 
馴
れ
て
 
奮
 勵
の
氣
 
力
 を
 失
 ふ、 若

し
 
ま
た
 
威
力
 
を
 以
て
 
望
み
、
 

嚴
令
を
 
布
け
ば
 
表
に
 
は 威

 伏
し
 
裏
に
 
は
怨
嫉
 
し
て
 
逃
亡
し
 
如
何
と
 
も
す
 
ろ
な
 
き
狀
況
 
で
あ
っ
た
。
 

文
政
 
四
 年
に
 
は 四

 回
 櫻
 町
に
 
赴
き
、
 
每
戶
に
 
就
き
 
其
 貧
富
 
を 察

し
、
 
田
野
 
を 巡

察
し
て
 
そ
の
 
肥
磽
を
 
鑑
^
し
、
 
人
民
 

の 勤
惰
 
を 熟

視
し
て
 
敎
 化
の
 
方
法
 
を 按

じ
、
 
水
利
の
 
難
易
 
を 計

り
、
 
往
古
 
を
 探
り
 
現
下
の
 
風
俗
に
 
及
び
、
 
數
 十
日
に
 
し 

て 風
土
 
民
情
 
興
廢
 
成
否
の
 
資
料
 
胸
裡
に
 
明
瞭
と
 
な
っ
た
。
 
依
て
 
小
 田 原

に
 
歸
 つ
て
 
報
告
し
て
 
曰、 

「
君
 ぁ
§
&
 
不
肖
 
を 顧

み
ず
 
し
て
 
宇
津
 家
の
 
釆
邑
 
復
興
の
 
大
業
 
を 命

じ
 給
 ふ、 

素
よ
り
 
そ
の
 

itt で
な
い
 
か
ら
 固
辭
し
 

た
け
れ
 
ど
も
 
許
さ
れ
な
い
、
 
止
む
な
 
く 彼

 地
に
 
至
り
 
土
地
と
 
民
情
と
 
を 察

し
 
再
 復
の
計
 
を 考

案
し
て
 
見
た
 
が、 

土
地
 

療
，
 
こ
し
て
 
人
民
の
 
無
頼
 怠
惰
 
も 極

端
で
 
あ
ろ
。
 
肿
 し
な
が
ら
 
之
 を 振

興
す
 
る
に
 
仁
術
 
を 以

て
し
、
 
邑
民
舊
 
染
の
汚
 

俗
 を 革

め
、
 
專
ら
カ
 
を 農

事
に
 
盡
し
、
 
更
生
の
 
方
途
 
を
授
 
く
る
 
時
 は、 

再
 輿
の
 
道
 は
な
^
で
 
は あ

ろ
ま
い
、
 

而
 し
て
 

仁
 女
の
 
行
 は
れ
ざ
る
 
時
 は、 

假
令
 
年
々
 
四
千
 
石
の
 
貢
租
 
金
額
 
を 免

ず
と
 
い
へ
 
ど
も
、
 
彼
等
 
を
 貧
困
よ
り
 
救
 ふ
こ
と
 
は 

出
來
 
な
い
。
 
譬
 
へ
ば
 江
戸
 市
中
 
內
 外
に
 
於
て
、
 
巢
 鴨
と
 
日
本
 
橋
と
 
を
 比
較
 
す
れ
ば
、
 
日
本
 
橋
 は 地

代
 
屋
賃
 
高
し
 
と
雖
 

も
賨
 買
利
享
 
き
が
 
故
に
、
 
商
人
 
镜
 ふ
て
 
集
り
 
富
有
 
を 保

ち
、
 
巢
鴨
は
 
金
銀
 
融
通
 
利
得
 薄
き
 
が
 故
に
 
屋
赏
 
低
し
 
と
雖
も
 



纥
屋
 

生
じ
 

易
き
 

が
 

如
く
で
 

あ
ろ
。
 

(註
、 

赏
時
巢
 

鴨 
は 

c 
村
で
あ
っ
た
)
 

上
國
 

は
貢
税
 

高
く
 

と，
. 

Tr
a:
: 

繁
榮
 

し、
 

下！
： 

は 
_i
w 

稅
少
 

く
と
 

も
田
產
 

薄
き
 

を 
以
て
 

艱
難
 

を 
免
れ
 

難
い
 

V 
是
 

土
地
の
 

厚
薄
の
 

致
す
 

所
以
で
 

あ
ろ
。
 

而
 

し
て
 

下
 

國
 

を
し
て
 

上
 

國
 

と
共
に
 

榮
 

え
し
む
 

る
に
 

は、
 

必
ず
 

仁
政
に
 

あ
ら
 

ざ
れ
ば
 

能
 

は 
ざ
ろ
 

次
第
で
 

あ
る
"
 

恰
も
 

溫
泉
は
 

人
力
 

を
矣
 

た
ず
し
 

て 
周
年
 

溫
 

か
に
 

、
風
呂
 

は 
人
力
 

を 
以
て
す
る
 

が
 

故
に
 

火
 

を 
去
れ
ば
 

忽
然
と
 

し
て
 

冷
水
と
 

な
ろ
、
 

上
 

阈
は
溫
 

泉
の
 

抓
く
、
 

下
國
は
 

風
呂
の
 

如
し
、
 

故
に
 

仁
術
 

を 
行
 

ふ 
時
は
榮
 

え、
 

仁
政
な
 

き 
時
は
衰
 

ふ。
 

今
 

野
州
樱
 

町
の
 

衰
廢
を
 

救
 

ひ、
 

永
く
 

： 民
 

を
 

安
ん
 

ず
る
の
 

道
 

は 
他
な
 

し、
 

厚
く
 

仁
政
 

を
 

施
し
 

其
 

艱
苦
 

を
 

去
っ
て
 

安
樂
に
 

導
き
、
 

犬
に
 

恩
澤
を
 

施
し
て
 

無
頼
の
 

- 

人
情
 

を
 

改
め
、
 

專
ら
 

土
地
の
 

貴
き
 

所
以
 

を
敎
 

へ、
 

力
 

を 
田
圃
に
 

盡
 

さ
し
む
 

る
に
 

あ
ろ
。
 

然
し
て
 

斯
の
 

如
き
 

用
度
 

金
 

は 
一 

幾
千
 

萬
 

金
な
 

ろ 
ゃ
豫
め
 

定
め
 

難
き
 

も
の
で
あ
る
、
 

從
來
君
 

侯
 

土
地
 

再
復
を
 

命
じ
 

給
ふ
爲
 

に、
 

許
 

多
の
 

財
 

を 
下
し
 

給
 

ふ 
お
 

と
雖
も
 

終
に
 

成
就
し
 

な
い
。
 

こ
れ
 

仁
術
 

を
 

施
す
 

に 
金
穀
を
 

以
て
 

助
成
す
 

ろ
の
 

み
な
る
 

が
爲
 

に、
 

却
っ
て
 

惰
民
を
 

養
成
 

一 

す
ろ
 

の
み
で
 

あ
る
、
 

故
に
 

以
後
 

は 
必
ず
 

一 
金
 

も 
下
さ
ず
 

し
て
 

仁
術
 

を 
施
す
 

方
法
 

を 
用
 

ひ
ら
れ
よ
 

」 

と、 小 田 原 侯 曰、 

「
汝
の
 

言
 

ふ 
所
 

誠
に
 

至
 

道
で
 

あ
ろ
、
 

W
 

し
な
が
ら
 

廢
 

亡
を
擧
 

ぐ
ろ
 

に 
財
 

を 
用
 

ひ
て
 

す
ら
 

復
輿
 

し
な
い
，
 

然
る
に
 

今
 

財
 

力
 

を
 

用
 

ひ
ず
し
て
 

之
 

を 
成
就
 

せ
ん
と
す
 

る
に
 

は 
如
何
に
し
て
 

可
な
 

ろ
か
 

- 

と、 先生 曰、 

「
君
 

侯
 

財
力
 

を
 

下
賜
し
て
 

荒
廢
を
 

興
さ
ん
 

と
す
れ
ば
、
 

吏
 

僚、
 

村
 

役
人
 

も 
一 
般
忖
民
 

も
こ
の
 

ド
付
 

せ
ら
る
 

A 
財
に
、
 

レ 



を 奪
 ま. れ、 

そ
の
 
補
助
金
、
 
交
付
金
 
を 自

己
の
 
利
益
に
 
活
用
 
せ
ん
こ
と
 
を 欲

し
て
 
互
に
 
利
を
爭
 
ひ、 

下
民
 
は 吏

 僚
の
 

私
曲
 
を 論

じ
、
 
吏
 僚
 は 民

衆
の
 
私
曲
 
を 憂

 ひ、 
非
 を
 暴
き
 
利
 を
 貪
っ
て
 
舆
復
の
 
道
 
を
 
失
 
ひ、 

益
々
 
人
情
 
頹
廢
に
 
赴
 

く、 
こ
れ
 
財
 を 以

て
 
廢
を
舆
 
す
の
 
非
な
 
ろ 所

以
で
 
あ
る
」
 

と、 
君
 侯
 曰、 

「
1
 二 汝

が
言
 
ふ 所

 理
に
當
 
つ
て
 
居
る
、
 
併
し
 
金
穀
財
 
用
な
 
く
し
て
 
廢
 亡
を
擧
 
ぐ
ろ
 
に は 如

何
に
す
 
る
か
」
 

と、 
先
生
 
對
 
へ
て
 
曰、 

. 

「
荒
 蕪
 を 開

く
 
に は 荒

 蕪
の
 
力
 を 以

て
し
、
 
衰
貧
を
 
救
 ふ
に
 
は
衰
 貧
の
 
力
 を 以

て
す
れ
ば
 
足
る
。
 
假
 令
ば
 
荒
 田
壹
反
 

I 

を 開
き
、
 
そ
の
 
產
米
壹
 
石
と
 
す
れ
ば
、
 
そ
の
 
內
 五
斗
 
を
 以
て
 
耕
作
者
の
 
食
料
に
 
充
て
、
 
殘
り
 
五
斗
 
を 以

て
 
來
 年
の
 
開
 

S 

田
钭
 
と
し
、
 
年
々
 
此
の
 
如
く
に
 
し
て
 
止
ま
 
ざ
れ
ば
、
 
他
の
 
財
 を 用

 ひ
ず
し
て
 
何
 億
 町
歩
の
 
荒
野
 
も 開

き
 
盡
し
 得
べ
き
 

で
あ
る
。
 
吾
が
 
皇
國
、
 
往
古
 開
闢
 
以
來
開
 
田
せ
ら
れ
 
た
も
の
 
幾
 萬
 町
歩
、
 
其
 始
異
國
 
よ
り
 
金
銀
 
を 借

り
 
來
 つ
て
 
起
し
 

た
の
で
 
は
な
い
、
 
必
ず
 
一 鍬
 
1 鋤
よ
り
 
開
け
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
今
 櫻
 町
の
 
荒
 廢
を
擧
 
げ
ん
と
し
て
 
金
銀
 
を
 他
に
 
求
む
 
る 

は、 
皇
國
 
開
闢
の
 
根
本
 
を 知

ら
ざ
る
 
が
 故
で
 
あ
る
。
 
^
も
 
往
古
の
 
大
道
 
を 以

て
 
荒
 蕪
 を
 開
く
な
ら
ば
 
別
に
 
そ ゆ

が
 難
 

事
で
 
あ
ろ
 
道
理
 
は
な
い
。
 
抑
々
 
宇
津
 家
の
 
釆
邑
四
 
干
 石
で
あ
っ
て
、
 
そ
の
 
租
入
は
 
千
 俵
に
 
充
 た
な
い
、
 
然
ら
ぱ
 
四
千
 

石
は
虛
 
名
に
 
し
て
 
千
 俵
に
 
充
た
 
ざ
ろ
 
所
が
 
卽
ち
實
 
際
の
 
祿
 で
あ
る
。
 
故
に
 
こ
の
 
千
 俵
 足
ら
ず
 
を 以

て
 
再
復
 
ま
で
の
 
分
 

^
と
 
定
め
、
 
艱
難
に
 
素
し
て
 
艱
難
に
 
處
し
、
 
生
地
 
千
 俵
 を 以

て
 
生
活
し
 
給
 ひ、 

荒
 地
 は 之

 を
開
發
 
す
れ
ば
、
 
十
ケ
年
 



に
し
て
 

功
 

を 
奏
す
べ
き
 

で
あ
る
。
 

唯
一
 

つ 
こ 

A 
に 

難
事
が
 

あ
る
、
 

そ
れ
 

は 
土
地
 

瘠
 

藩
に
 

し
て
 

復
興
の
 

見
込
 

あ
る
 

は 
一 

千
 

石
 

位
で
 

あ
ら
う
、
 

^
に
 

現
在
の
 

千
 

石
と
 

合
し
て
 

約
 

一 
一千
 

石
に
 

過
き
 

ず
、
 

殘ー
 

一千
 

石
 

は 
千
 

辛
 

萬
 

苦
 

幾
千
 

萬
の
 

財
 

を
 

費
 

せ
ば
 

復
舆
 

難
き
 

に
あ
ら
ざ
る
 

も、
 

附
近
の
 

町
村
に
 

比
し
て
 

藩
 

地
 

粗
 

田 
多
く
 

特
に
 

繩
の
 

緩
み
な
 

く、
  

gl
 

千
 

石
に
 

復
 

し
て
 

四
千
 

俵
の
 

租
稅
 

を
徵
牧
 

す
れ
ば
、
 

民
力
 

枯
渴
 

し
て
 

叉
々
 

數
 

年
な
ら
 

ず
し
て
 

亡
 

村
と
 

な
ら
ん
 

こ
と
 

を 
恐
れ
 

る
の
で
 

あ 

ろ 
依
て
 

こ
の
 

村
の
 

實
カ
は
 

一 
一反
 

を
 

以
て
 

一 
反
と
 

見
 

傚
さ
ね
ば
 

な
ら
な
い
。
 

然
ら
ぱ
 

宇
津
 

象
の
 

俸
^
 

半
减
 

し
て
 

一 
一千
 

石
と
 

な
り
、
 

公
事
 

を
 

奉
じ
 

私
事
 

を
 

致
し
 

雞
く
 

な
ろ
。
 

依
て
 

復
 

輿
に
 

心
 

力
 

を
 

勞
し
給
 

は
ん
よ
り
 

は、
 

名
實
 

共
に
 

豐
 

か
な
 

る 
土
地
に
 

轉
ぜ
 

し
め
ら
る
 

丄 
方
が
 

勝
っ
て
 

居
る
」
 

と、 君 侯 曰、 

「
そ
の
 

言
 

至
れ
り
 

盡
 

せ
り
で
 

あ
る
、
 

今
 

宇
津
 

氏
に
 

對
し
 

貢
租
 

至
 

當
の
地
 

を 
分
つ
 

の 
は 

難
事
で
 

は
な
い
 

が
、
 

衰
廢
の
 

地
 

を
與
復
 

せ
ず
 

し
て
 

愈
々
 

不
毛
た
ら
 

し
む
る
 

は 
本
意
で
 

な
い
、
 

こ
の
 

故
に
 

彼
 

地
 

再
 

複
の
業
 

を
汝
に
 

委
託
す
 

る
か
ら
、
 

何
 

分
 

共
に
 

任
意
に
 

處
理
 

せ
よ
、
 

汝
の
憂
 

ふ
る
 

一 
一千
 

石
 

滅
少
の
 

問
題
 

は 
本
家
 

臺
 

所
よ
り
 

補
 

は
し
め
 

ろ
で
 

あ
ら
う
、
 

汝
き
州
 

に 
到
り
、
 

身
 

を 
愛
し
、
 

國
 

家
の
 

爲
に
其
 

志
 

を
 

致
し
、
 

精
勵
 

以
て
 

貧
民
 

を
安
撫
 

し、
 

廢
亡
を
 

擧
げ
、
 

我
が
 

苦
心
 

を 
も 

安
 

ん
ぜ
 

よ」
 

と、
 

命
ぜ
ら
れ
た
。
 

明
君
 

賢
臣
 

稀
世
の
 

遭
 

逢
と
 

い
ふ
べ
き
 

で
あ
る
。
 

先
生
 

こ
の
 

時
 

調
査
し
た
 

書
類
に
 

基
き
、
 

詳
細
な
 

報
告
書
 

を 
作
り
、
 

五
 

年
 

正
月
 

之
 

を 
差
 

出
し
た
。
 

そ
の
 

答
申
書
 

ま 
「
古
 



今
^
 
衰
 平
均
 
土裹. 帳

」
 
と 題

し
、
 
櫻
 町
領
の
 
分
限
 
を 古

書
に
 
よ
っ
て
 
箅
 出
し
、
 
之
に
 
よ
っ
て
 
仕
 法
 意
見
 
を lOTr へた

 も
の
 

で
あ
ろ
、
 
^
述
の
 
記
^
と
、
 
稍
 重
複
し
た
 
所
 も あ

ろ
が
 
そ
の
 
要
 を 口

語
 譯
 と
し
て
 
褐
げ
 
ろ
,
 

一 、 
米
 三
千
 
百
 拾
 六
 俵
 
元
祿
十
 

一 年
よ
り
 
享
保
迄
 
田 方

 本
 免
 平
均
 
牧
納
髙
 

一 、 
米
 九
 百
 六
 拾
甙
俵
 

文
化
 
九
 年
よ
り
 
文
政
 
四
 年
ま
で
 
十
ケ
 
年
^
 
平
均
 同
上
 

此
 平
均
 1:3- ャ

三
拾
 
九
俵
餘
 

一 金
甙
百
 
甙
兩
豐
 
分
甙
 
朱
餘
 

元
祿
 
よ
り
 
享
保
迄
 
畑
 方
 小
物
 成
 平
均
 
收
納
高
 

一 金ぜ： 百
 三 拾

兩
 甙
分
餘
 

文
化
 
九
 年
よ
り
 
文
政
 
四
 年
 迄
十
ケ
 
年
間
 平
均
 同
上
 

此
 平
均
 
百
 六
 拾
 六
兩
壹
 
分
餘
 

「
右
 は
當
御
 
知
行
 所
 野
 州
 芳
賀
郡
 
東
 沼
 村
、
 
横
 田 村

、
 
物
 井
村
 本
 田 新

田
 
改
 I
 共
 都
合
 
四
千
 
百
 九
 石
賒
、
 
反
^
 
五
 百
 

壹
 町
餘
、
 
家
數
 

百
 三
 拾
 三
 軒
 あ
り
ま
し
た
 
所、 

土
地
柄
が
 
惡
ぃ
故
 
か
連
複
 
し
て
 
人
口
が
 
減
少
し
、
 
田
畑
の
 
锊
 作
者
 

が
少
 
く
な
 
り、 

荒
 地
が
 
增
 加
し
て
 
穀
產
 
が
激
减
 
し、 

生
活
 
は 勿

論
 
納
稅
 返
金
 
等
に
 
差
 支
へ
、
 
或
は
 
逃
 去
り
 
义 は

^
^
 

れ、 
家
數
 
人
^
 
夥
し
く
 
滅
 少
し
て
 
百
 五
 拾
 六
 軒
と
 
な
り
、
 
そ
の
 
現
 住
 者
も
姥
 
迫
 者
の
 
み
で
、
 
日
常
の
 
生
計
 
を 凌

^
ね
，
 

旣
に
 
一 村

 滅
亡
に
 
も 及

ば
ん
 
と
す
ろ
 
處
、
 
钩
 本
家
 
様
か
ら
 
格
^
の
 
御
仁
 惠
を
 
以
て
、
 
荒
 地
の
 
起
 返
し
、
 
米
麥
 
の
增
牧
 

等
に
 
御
 助
成
 
を 垂

れ
さ
せ
ら
れ
、
 
用
惡
 
水、 

道
 橋
 普
請
、
 
人
口
 
增
加
、
 
借
財
 
返
濟
、
 
窮； &: 撫

育
、
.
 渙
 百
姓
 
取
 立、 

村
 

椚
複
莓
 
の 仕

 法
 を 致

さ
れ
、
 
多
 數
の
御
 
支
出
 
を 以

て
 
數
年
 
御
世
 
話
 下
さ
っ
た
 
が、 

村
 中
立
 
齿
り
 
淤
、
 

い 方
法
^
 
瘙
 



き
 

果
て
た
 

の
で
、
 

餘
儀
 

な
く
 

文
政
 

四
 

ハキ
實 

地
 

見
 

分
 

を 
仰
 

付
ら
 

れ、
 

廻
 

村
 

視
察
 

を 
行
っ
た
 

上
、
 

見
聞
の
 

次
第
 

を
屮
 

上
げ
 

た
 

所
、
 

一 
々
御
 

感
動
 

致
さ
れ
、
 

同
 

五
 

年
よ
り
 

見
込
の
 

趣
旨
に
 

よ
り
、
 

意
見
の
 

通
り
 

仕
 

法
 

を 
取
 

行
 

ふ 
様
 

委
任
 

致
さ
れ
た
 

の
で
、
 

再
度
 

實
地
を
 

視
察
し
、
 

篤
と
 

立
案
 

を
し
て
 

見
た
所
、
 

元
 

來
の
蓰
 

地
 

粗
 

田
で
 

あ
る
 

爲
に
 

筏
與
は
 

中
々
 

容
易
で
 

な 

い
か
ら
、
 

最
初
か
ら
、
 

終
末
ま
で
の
 

豫
定
を
 

立
て
 

A 
置
き
た
い
 

と
て
、
 

荒
 

地
 

起
 

返
し
、
 

村
 

柄
 

立
直
 

方
の
 

儀
 

は 
僅
 

十.
 

ケ 

年
 

又
は
 

一 
一十
 

ケ
年
、
 

或
は
 

三
十
 

ケ 
年
と
 

年
限
 

を
 

定
め
、
 

そ
の
 

間
、
 

田
畑
 

其
 

他
の
 

租
稅
の
 

納
入
 

高
 

を
 

定
め
て
 

差
 

出
し
、
 

殘
穀
を
 

以
て
 

父
母
 

妻
子
 

眷
屬
を
 

養
 

ひ、
 

子
孫
 

永
代
 

相
鑌
 

す
る
 

様
に
 

致
し
、
 

そ
れ
か
ら
 

田
畑
 

を
開
發
 

す
る
 

こ
と
に
^
て
 

は、
 

地
味
の
 

善
惡
は
 

勿
論
、
 

牧
穫
の
 

多
少
 

增
滅
之
 

例
、
 

農
家
 

を
 

永
遠
に
 

相
績
 

せ
し
 

む
る
 

こ
と
が
 

肝
要
で
あ
り
ま
す
。
 

古
語
に
 

民
 

惟
 

邦
 

本
、
 

本
 

固
 

邦
 

寧
と
 

あ
り
ま
す
、
 

然
ば
则
 

ち 
貧
者
と
 

い 
へ 

ど
も
 

國
 

家
の
 

大
本
で
 

あ
る
か
ら
、
 

一 
家
 

一 
お
 

人
 宛
で
 
も 取

 立
て
 
相
續
 
さ
せ
た
い
 
の
で
あ
り
ま
す
 
が
、
 
其
の
 
极
 元
は
 
年
々
 
歳
々
 
朝
よ
り
 
夕
ま
で
 
田
畑
に
 
出
で
、
 
耘
り
 

一 

耕
し
 

蒔
き
 

仕
 

付
 

肥
 

灰
 

持
 

運
び
、
 

作
り
 

立
 

て
す
 

る
の
 

で
あ
る
が
、
 

斯
 

く
し
て
 

牧
穫
が
 

少
ぃ
時
 

は 
人
力
の
 

精
盡
 

き
て
 

後
 

に 
は 

手
 

人
れ
 

が
行
屆
 

か
ず
し
て
 

粗
 

作
と
 

な
る
。
 

卽
ち
 

牧
納
が
 

減
ず
れ
ば
 

天
然
 

自
然
に
 

家
數
 

人
別
が
 

减
 

じ
て
 

荒
 

地
と
 

な 
る。
 

又
作
德
 

多
き
 

時
 

は 
人
氣
は
 

益
々
 

進
み
 

天
然
 

自
然
に
 

家
數
 

人
別
 

相
 

増
し
、
 

叉
 

或
は
 

年
々
 

作
り
立
て
、
 

米
穀
^
 

牧、
 

年
貢
 

も
納
 

り、
 

諸
 

役
 

高
 

掛
り
稅
 

金
 

も 
差
 

出
す
。
 

殘
穀
少
 

き 
時
 

は 
荒
 

地
と
 

な
り
、
.
 

多
分
の
 

御
 

人
 

用
金
 

を
 

以
て
 

開
發
 

せ
ら
 

れ
た
 

田
畑
 

さ 
へ 

、 
賀
地
賣
 

却
 

は 
勿
論
^
 

受
人
さ
 

へ 
も 

な
く
な
り
、
 

辨
納
 

物
に
 

も 
差
 

支、
 

己
が
 

生
れ
た
 

ろ 
家
屋
敷
 

を 
• 

見
 

拾
て
、
 

逃
 

去
り
 

廢
家
 

と
な
り
、
 

殘
穀
 

多
き
 

時
 

は
富
榮
 

へ、
 

譬
 

へ
ば
 

一 
反
歩
に
 

付
 

金
 

壹
兩
、
 

贰
兩
、
 

又
は
 

五
雨
、
 

拾
 



s
 
 

金
し
て
も
 

質
 

地
を
寳
 

ろ 
物
が
 

な
く
な
り
ま
す
。
 

取
 

様
に
^
 

前
に
 

土
地
の
 

盛
袞
 

存
亡
 

は
實
 

の
り
の
 

有
無
、
 

多
少
 

S
 

に
よ
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
 

I
I
 

地
と
 

な
っ
て
 

居
る
 

難
 

村
 

は、
 

荒
 

地.
 

I
 

し、
 

家
 

小
屋
 

作
 

立
、
 

自
己
の
 

乎
 

铲
立
 

の
み
に
 

て
は
忽
 

元
の
 

如
く
 

荒
 

地
と
 

な
り
、
 

多
分
の
 

人
 

用
 

米
 

金
 

を 
以
て
 

復
興
 

せ
ら
れ
た
 

御
 

趣
意
 

を 
忘
却
し
た
 

と 
同
 

然
と
な
 

ろ。
 

g
 

に 
曰
く
 
 

l
l
g
i
l
f
 
 

I
^
H
I
,
 
 

I
I
,
 

と 
あ 

ろ 
通
り
、
 

と
て
も
 

凡
慮
の
 

及
ぶ
 

所
で
は
な
い
。
 

伕
て
 

先
づ
是
 

迄
過
來
 

つ
た
 

命
 

自
然
の
 

I
 

を 
探
り
、
 

定
 

利
 

を 
立
て
 

け
し
た
い
、
 

古
語
 

H
a
E
g
s
g
:
 

證
：
 

k
 

き
、
 

S
E
f
 
 

、
又
 

s
a
r
g
i
r
 

^
と
 

あ
ろ
 

通
り
に
、
 

去
る
 

寬
文
 

度
の
 

御
檢
 

地
に
 

甚
き
、
 

享
保
 

度
に
 

至
ろ
 

ま
で
 

追
々
 

改
め
 

出
し
た
 

新
田
の
 

髙
反
刖
 

、
前
 

S
 

免
 

等
 

*
 

明
細
に
 

取
調
て
 

見
た
所
、
 

&
i
 

學
百
拾
 

S
1
1
1
 

斗
 

g
s
 

ハ 
合一
 

一勺
、 

0
f
i
 
 

茛
 

I
 

四
百
 

四
 

拾
 

五
 

文
と
 

な
っ
た
。
 

然
 

ろ
に
 

何
時
の
 

頃
よ
り
か
 

水
路
が
 

塞
り
、
 

地
味
が
 

變
 

化
し
、
 

諸
 

作
の
 

赏
 

の
り
が
 

惡
く
、
 

牧
 

一 

穫
が
 

減
じ
、
 

暮
 

方
が
 

困
難
と
 

な
り
、
 

前
條
 

の、
 

通
り
に
 

家
數
 

人
別
 

御
牧
 

納
等
が
 

夥
し
く
 

減
ず
ろ
 

か
ら
、
 

據
ろ
 

な
く
 
 

t 
ヒ 

九
 

年
か
ら
 

文
政
 

四
 

年
ま
で
 

十
ケ
 

年
間
の
 

「
御
牧
 

納
米
.
^
^
 

艇
^
い
 

に
よ
っ
て
、
 

璺
凶
を
 

平
均
し
て
 

見
ま
し
た
 

所
、
 

米
 

千
 

七
十
 

七
 

俵
 

W
 

升
 

五
合
 

1 
i 勺
、
 

金
 

百
 

三
拾
兩
 

1 
i 分
 

永
 

甙
拾
文
 

三
分
 

八
 

厘
に
 

相
當
 

り
ま
す
 

か
ら
 

當
 

午
年
か
ら
 

來
 

卯
年
 

ま 

で
十
ケ
 

年
^
^
 

御
定
 

免
と
 

し
て
 

戴
け
れ
ば
 

前
 

* 
古
 

荒
、
 

営
 

不
作
、
 

一 
毛
 

引
 

は 
勿
論
 

畑
と
 

な
っ
た
 

R
 

地
が
 

田
に
^
 

り、
 

畑
 

も 
田
と
 

成
り
 

林
 

畑
 

並
に
 

寄
^
、
 
 

i
 

洲
、
 

古
川
 

敷
 

等
に
 

至
ろ
 

ま
で
 

少
し
も
 

廢
 

地
の
 

無
い
 

様
に
 

起
 

返
し
 

作
 

立
て
さ
せ
、
 

冥
加
 

米
 

永
が
 

出
來
 

次
第
に
 

こ
れ
 

を 
御
 

引
渡
 

下
さ
れ
 

ぱ
、
^
 

銥
雛
 

形
の
 

通
り
^
々
 

繰
返
し
 

取
 

立て
.，
 

や
る
 

こ
と
が
 

出
來
 



ま
す
。
 
右
の
通
り
 
荒
 地
 起
 返
 方
が
 
成
就
し
 
ま
し
て
も
、
 
若
 又
家
數
 
人
別
が
 
往
時
の
 
通
り
に
 
復
興
し
 
な
い
な
ら
ば
，
 

^
 

元
の
通
り
に
 
荒
 地
と
 
な
り
ま
す
 
か
ら
、
 
十
 
一 ケ

年
 
目
の
 
辰
年
か
ら
、
 
定
免
 
増
加
の
 
切
替
と
 
な
ろ
 
の
で
 
御
定
 
免
の
 
高
 を
 

伺
っ
て
 
置
き
た
い
 
こ
と
 
は、 

前
々
 
高
 免
 三
千
 
百
 十
六
 
俵
餘
、
 
當
十
ケ
 
年
 平
均
 
高
 九
 百
 六
十
 
一 一俵 餘

 合
計
 
米
 四
千
 
七
十
 

九
 俵
 一 一斗 一 一升 三

 合
、
 
古
今
 
盛
衰
 
平
均
 米
貳
千
 
三
十
 
九
 俵
 三
 斗
 
一 合

、
 
金
 百
 六
十
 
六
 兩
壹
分
 
贰
朱
永
 
百
 十
六
 
文
 六
分
 

九
 厘
、
 
右
平
 
均
 度
 を
 か
て
 家
數
 
人
別
 
往
時
の
 
狀
 態
に
 
立
戾
 
る
ま
で
 
御
定
 
免
と
 
し
て
 
置
い
て
 
下
さ
る
な
ら
ば
、
 
古
語
に
 

s
i
s
l
 端
 r 用

 一一 其
 中
 於
 民
 一と あ

る
 
通
り
、
 
永
久
 
萬
 代
 必
ず
 御
 百
姓
 
相
績
 
が
出
來
 
る
と
 
存
じ
 
此
段
申
 
上
ま
す
。
 

(註 
元 書

翰
 史、 

全
文
^
 
口
語
 譯
 と
し
た
)
 

. 
文
政
 
五
 壬 午

年
 
正
月
，
.
 
 

二
宮
 
金
次
郞
 

と
い
 
ふ
の
で
 
あ
っ
て
、
 
村
內
の
 
古
田
 新
田
 
合
計
 
四
千
 
百
 九
 石
餘
、
 
反
別
 
五
 百
壹
町
 
餘
步
、
 
家
數
 
四
百
 
三
十
 
三
 軒
の
 
所
、
 

漸
く
 
百
 五
十
六
 
軒
に
 
減
少
し
、
 
祖
人
千
 
俵
に
 
激
減
し
た
 

ろ を
 以
て
、
 
こ
の
 
五
 百
 町
歩
の
 
半
 を
 荒
 地
と
 
認
め
る
 
も 贰

百
五
 

十
 町
歩
、
 

一 反
 部
の
 
復
輿
 費
壹
兩
 
扶
持
 

一 俵
と
 
す
ろ
 
も 金

 甙
千
五
 
百
 兩
米
貳
 
千
 五
 百
 俵
で
 
あ
る
、
 
百
姓
 誘
致
 策
と
 
し
て
 

1 戶
 五
十
 
雨
と
 
す
れ
ば
 
農
具
 食
糧
 種
 代
 馬
 代
 等
の
 
み
に
 
て 五

 千
兩
を
 
要
し
、
 
用
水
 
惡
水
 堰
堤
 
道
路
橋
 
梁
よ
り
 
S
 社
佛
閣
 

に 至
る
 
ま
で
 
壹
萬
兩
 
も 人

 用
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
借
入
金
 
壹
萬
兩
 
と
し
て
 
年
 
一 割
に
て
 
利
息
 
千
兩
、
 
若
し
 

一 兩
に
 

一 石
と
 
す
 

れ
ば
千
 
石
 卽
ち
贰
 
千
 五
 百
 俵
で
 
あ
る
。
 
土
地
 
回
復
し
て
 
徒
に
 
貢
租
と
 
利
子
 
金
 を 支

 ふ
ろ
に
 
足
ら
ず
、
 
永
久
 舆
復
 
の
方
圖
 

は
な
い
。
 

一 91 一 



ま
た
 

從
來
 

こ
の
 

方
法
に
 

加
 

ふ
ろ
 

恩
惠
 

助
成
 

を 
施
し
 

來
 

つ
た
が
、
 

終
に
 

そ
の
 

效
 

が
な
か
っ
た
 

の 
は 

®
 

に 
訓
れ
て
 

補
 

こぼれさ いは ひ
 
 

*
 
 

"？丄 
ク 

俟
ち
.
 

零
 

幸
 

の 
降
り
 

來
ろ
 

を
俟
 

つ
て
 

自
力
 

復
輿
を
 

志
と
 

し
な
い
が
 

爲
 

で
あ
っ
た
。
 

之
 

を 
神
代
 

創
始
の
 

e、
 

寸
田
尺
 

:®
 

あ
ろ
な
 

く、
 

何
，
 

の 
助
成
 

あ
ろ
な
 

く
し
て
 

沃
田
 

開
け
、
 

豐
 

葦
原
 

は 
瑞
穗
 

の
國
 

と
な
っ
た
 

に 
比
す
れ
ば
、
 

誠
に
 

千
里
の
 

差
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

自
力
 

開
闢
 

心
 

を 
以
て
す
れ
ば
 

莫
大
の
 

資
財
 

を
投
 

ず
る
 

こ
と
な
く
し
て
 

荒
 

地
 

は
復
舊
 

す
ろ
 

で
あ
ら
う
、
 

唯
 

か
す
に
 

1 
一十
 

年
 

三
十
 

年
 

を 
以
て
す
れ
ば
 

或
は
 

四
千
 

石
の
 

舊
に
復
 

し 
得
ん
 

も、
 

そ
れ
で
 

は 
宇
津
 

氏
の
 

勤
務
 

出
钍
の
 

期
^
 

も
な
い
 

こ
と
に
な
 

ろ
か
ら
、
 

先
 

づ
復
舆
 

を 
十
 

年
と
 

す
れ
ば
 

平
均
 

は 
九
 

百
 

六
十
 

一 
一
俵
で
 

あ
ろ
 

け
れ
ど
も
、
 

文
政
 

四
 

年
の
 

實
牧
 

千
 

五
 

俵
 

を
 

分
 

度
と
 

し
て
 

十
ケ
 

年
間
に
 

開
發
 

の
結
银
 

埒
牧
 

と
な
っ
た
 

餘
財
を
 

以
て
 

三
ケ
 

村
の
 

仕
 

法
 

を
 

行
 

は
ゾ
、
 

人
口
ん
 

增
 

加
す
 

ろ
で
 

あ
ら
う
、
 

ま
た
 

實
牧
も
 

一 
一千
 

俵
に
 

し
て
 

御
覽
に
 

人
れ
 

ろ
ノ
 

W
 

し
そ
の
 

一 
期
 

終
了
後
，
 

T 四
千
 

俵
と
 

し
な
い
で
、
 

全
部
 

仕
 

法
が
 

完
了
す
 

る
ま
で
 

之
 

を 
分
 

度
と
 

し
て
 

次
期
の
 

仕
 

法
 

を 
進
行
せ
ら
れ
 

た
い
、
 

ま
た
 

恐
く
 

は 
何
程
 

復
 

輿
に
 

努
力
し
 

一 

て 
も 

n 十 
急
に
 

三
千
 

俵
よ
り
 

多
く
の
 

租
 

人
の
 

あ
ろ
 

様
に
 

す
れ
ば
、
 

三
ケ
 

村
の
 

實
 

質
的
 

富
力
 

は 
却
っ
て
 

枯
渴
 

し、
 

再
び
 

荒
廢
 

に
歸
 

す
ろ
 

で
あ
ら
う
 

か
ら
、
 

先
 

づ
十
ケ
 

年
 

問
に
 

贰
千
 

俵
に
 

復
與
 

す
ろ
 

を 
可
と
す
と
 

い
ふ
の
で
 

あ
る
が
、
 

こ
れ
 

は 
文
政
^
 

年
 

J 
ん
サ
六
 

s 
に 

出
府
し
て
、
 

翌
閏
正
 

H 
六
日
ま
で
 

約
 

十
日
 

間
 

在
 

府
の
際
 

差
 

出
し
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

報
吿
幷
 

意
見
書
に
 

よ
っ
て
 

藩
議
が
 

決
定
し
、
 

そ
の
 

三
月
に
-
は
 

高
田
才
 

治
が
 

代
官
と
 

な
っ
て
 

什
 

法
掛
の
 

藩
の
 

事
務
 

取
扱
 

主
お
 

力 
定
ま
り
、
 

代
官
よ
り
 

先
生
へ
 

は 
そ
の
 

仕.
 

法
實
施
 

上
の
 

委
任
 

條
 

件
が
 

内
示
せ
ら
れ
、
 

仕
 

法
 

費
用
 

は 
小
 

W 
原
 

藩
 

に 
於
て
 

負
镥
 

し、
 

仕
 

法
主
 

體
は
 

年
限
 

中
 

領
主
 

宇
津
 

氏
よ
り
 

小
 

W 
原
 

1
 

こ
^
っ
た
。
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^
く
て
 

三
ケ
勾
 

間
^
 

退
 

折
衝
 

を
 

重
ね
つ
 

A 
あ
っ
た
 

樱
 

町
の
 

仕
法
實
 

施
の
 

命
 

を 
受
け
、
 

愈
々
 

先
生
 

は 
四
 

：n:
 

八
 

H:
 

こ
^
 

町
 

行
の
 

路
用
 

を 
受
取
っ
て
 

小
 

原
を
發
 

し、
 

同
 

卄
 

n:
 

櫻
 

町
に
 

到
着
し
、
 

西
 

物
 

井
村
 

萬
 

右
衛
門
の
 

居
 

宅
が
 

问
 

H 
廿
 

一 
 

一 H 
の 

風
雨
に
 

破
損
し
た
 

る，
， 

を 
修
繕
し
た
 

の 
を
手
始
 

に
て
、
 

八
 

拾
四
兩
 

三
分
の
 

貸
付
 

婆
 

を
 

行
 

ひ、
 

九
 

に 
は 

茅
 

刈
、
 

屋
根
 

替
等
 

の 
助
成
 

を
な
 

し
ま
た
 

村
民
 

一 
同
よ
り
 

投
票
 

を
な
 

さ
し
め
 

善
行
 

者
 

出
精
 

者
 

を 
表
彰
し
た
、
 

西
 

沼
 

村
 

丈
 

八
と
 

い
ふ
 

仕
 

法
 

世
，
 

役
は
當
 

時
よ
り
 

出
入
し
^
 

居
た
。
 

同
^
 

約
 

五
 

回
の
 

往
來
 

を
し
た
 

が
、
 

旣
に
 

四
月
 

以
來
御
 

委
任
 

を 
受
け
て
 

居
た
 

の
で
、
 

そ 

一 
の
實
 

行
の
 

準
備
に
 

§
 

し 
十
 

一 
月
に
 

は
栢
 

山
よ
り
 

太
 

兵
 

衞
及
璺
 

治
 

等
 

を 
伴
 

ひ
 

行
き
、
 

人
口
増
加
 

策
の
 

1 
端
が
 

見
 

ゆ
ろ
 

様
 

に
な
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

年
末
に
 

御
 

役
所
の
 

修
繕
よ
り
、
 

営
 

詰
 

三
人
 

幷
小
使
 

等
の
 

長
屋
ま
で
 

修
现
を
 

了
へ
、
 

一
家
 

引
 

移
り
の
 

準
備
と
 

し
て
 

そ
の
 

十一
 

一 月
廿
 

六
日
 

櫻
 

町
 

W
 

發
、
 

明
く
 

ろ 
六
 

年
 

正
 

HI
 

兀
旦
相
 

山
に
 

歸
 

着
し
た
。
 

一一
 

一 
復
與
仕
 

法
の
 

受
命
 

m
l
?
 

雨
來
引
 

移
り
の
 

爲
 

一
家
の
 

取
纏
め
に
 

忙
し
く
、
 
 

ra
 

畑
の
 

資
却
幷
 

に 
貸
借
の
 

始
末
、
 

家
屋
、
 

家
財
の
 

資
拂
 

等
に
 

數
月
を
 

費
し
、
 

三
月
，
 

h
 

一日
 

W
 

發
と
 

い
ふ
 

こ
と
 

ュ 
な
っ
た
。
 

當.
 

t
 

先
生
の
 

所
有
 

田
地
 

は、
 

文
政
 

三
年
 

調
に
 

よ
れ
ば
！
 

二 
町
 

八
 

段
 

九
 

畝
 

七
 

歩
で
 

あ
る
が
 

\ 
そ
の
 

內
質
 

地
を
戾
 

し、
 

或
は
 

賨
却
し
 

文政
，；
 

ハ 
年
に
 

は 
甙
町
八
 

反
 

甙
畝
甙
 

拾
 

或
 

歩
と
 

な
っ
て
 

居
た
、
 

こ
の
 

內
 

村
民
 

十
 

一 
人
へ
 

壹
町
四
 

反
^
 

拾
 

六
 

歩
 

を
 

七
 

^
甙
 

兩
鱟
 

分
甙
 

朱
に
 

て
齊
拂
 

ひ、
 

殘
り
豐
 

町
歩
 

は 
個
人
 

钍
 

法
の
 

始
末
 

未
了
に
 

つ
き
そ
の
 

手
段
 

金
に
 

廻
し
、
 

參
段
甙
 

畝
 

八
 

歩
 

は 
無
 

年
貢
 

同
様
に
て
 

栢
 

山
の
 

住
^
に
 

貸
付
け
 

置
く
…
 

と 
A 

し
た
。
 

家
財
 

道
具
の
 

資
拂
 

は、
 

三
月
 

十
三
 

日
附
の
 

「
象
 

財
^
 

道
具
 

賫
拂
 

代
金
 

控
帳
」
 

に
よ
れ
ば
、
 

合
計
 

金
 

六
 

兩
甓
分
 

甙
朱
六
 



百
 

拾
 

九
 

文
な
る
 

が
、
 

壹
 

分
と
 

一 
一 百
 

六
 

拾
 

八
 

文
 

は 
如
何
様
に
 

な
っ
た
 

か
 

分
ら
ぬ
 

と
あ
っ
て
、
 

十一
 

一 日
夜
に
 

受
取
っ
た
 

金
 

は 

四
兩
 

三
分
 

豐
貫
五
 

百
 

八
 

拾
 

四
 

文
と
 

あ
る
か
ら
、
 

賫
拂
の
 

費
用
が
 

相
當
 

費
え
た
 

も
の
と
 

見
 

ゆ
る
。
 

こ
の
 

外
に
 

本
家
 

再
舆
善
 

種
 

金
 

等
を
携
 

へ
て
 

出
發
 

し
た
。
 

栢
 

山
村
の
 

見
送
 

人
 

七
十
 

九
 

人
 

他
村
 

民
 

八
 

人、
 

馬
ニ
疋
 

駕
籠
 

一
挺
 

四
 

人
で
あ
っ
て
、
 

夫
人
 

に 
見
物
 

さ
せ
 

る 
爲
か
江
 

島
縑
會
 

を 
廻
 

つ 
て 

江
戶
 

に 
到
着
し
 

、 
そ 

れ
 

よ
り
ぎ
 

俣
 

小
兵
 

衞
の
 

妻
子
，
 

0 
共
に
 

櫻
 

町
 

に 
向
っ
た
 

の 

で
あ
る
。
 
 

， 

旣
に
復
 

與
の
命
 

を
 

受
け
、
 

實
地
 

調
査
の
 

上
 

復
與
案
 

を 
立
て
 

A 
之
 

を
 

藩
主
に
 

致
し
た
、
 

當
時
忠
 

H
I
 

が
 

は 
頗
る
 

積
極
 

政
策
 

を 
取
り
、
 

藩
 

學
を
與
 

し
て
 

藩
士
 

を
敎
 

養
し
 

つ 
A 

あ
っ
た
 

程
で
 

あ
り
、
 

吉
野
、
 

服
 

部
、
 

三
 

t
、
 
 

I： 十 
川
な
 

ど
の
 

家
老
 

奉
行
 

等
 

亦
 

先
生
の
 

案
に
 

黉
 

成
し
、
 

先
生
の
 

報
告
に
 

基
き
 

て 
文
政
 

五
 

年
 

三
月
 

之
 

を
 

決
定
し
、
 

代
官
の
 

名
 

を
 

以
て
 

御
 

仕
切
 

書
 

を 
交
付
し
 

^ 

I
 
 

5 
つ 

はん
の 
す
け
 
 

一 
た
か
、
 

翌
六
年
 

三
月
 

領
主
 

宇
津
 

釩
之
 

助
の
 

奥
 

書
に
 

よ
っ
て
、
 

完
全
な
る
 

財
務
 

委
任
の
 

契
約
が
 

成
立
し
た
。
 

こ
の
 

時
 

ま
た
 

- 

小
 

闭
原
藩
 

は
 

先
生
 

を
 

藩
士
に
 

登
用
し
、
 

高
 

五
 

石
 

(
此
取
 

米
 

拾
 

壹
俵
贰
 

升
 

壹
合
參
 

勺
 

七
 

才)
、 

贰
人
 

扶
持
 

(
此
取
 

米
 

九
 

俵)
 

を
給
與
 

し、
 

更
に
 

小
 

田 
原
 

引
拂
櫻
 

町
へ
 

移
轉
 

に
っ
き
、
 

特
別
 

手
當
 

と
し
て
 

年
々
 

米
 

五
 

拾
 

俵
 

を
給
與
 

す
る
 

こ
と
 

A 
し
た
。
 

櫻
 

町
領
钍
 

法
の
 

资
財
は
 

千
 

五
 

俵
と
 

諸
 

稅
百
四
 

拾
 

五
雨
の
 

請
負
 

金
額
 

以
外
に
 

牧
納
 

あ
れ
ば
 

こ
れ
 

を 
全
部
 

施
設
に
 

充
 

つ
ろ
 

■ 

の
で
 

あ
る
 

力、
 

こ
れ
の
 

み
に
 

て 
は、
 

全
く
 

確
立
し
た
 

財
源
が
な
い
 

の
で
、
 

先
生
 

は 
家
財
 

道
具
 

賣
拂
 

代
金
 

並
 

本
家
 

再
舆
積
 

立
 

金
 

を
持
參
 

し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

そ
れ
 

は 
僅
に
 

一 
回
 

限
り
で
 

あ
る
。
 

玆
に
 

於
て
 

陣
屋
 

勤
番
 

役
人
の
 

爲
に
 

要
す
る
 

費
用
、
 

名
 

主
 

取
締
 

給
與
、
 

小
兒
敎
 

育
、
 

極
 

難
 

貧
民
 

給
與
 

撫
育
 

费
用
 

と
し
て
、
 

^
^
中
年
々
 

小
 

e 
原
よ
り
 

米
贰
百
 

俵
、
 

金
 

五
 

拾
兩
を
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支
給
す
 

る 
こ
と
 

A 
な
っ
た
。
 

今
 

そ
の
 

村
 

柄
 

取
 

直
し
 

十
 

ケ
年
御
 

钍
切
書
 

を 
見
る
 

に 
次
の
 

通
り
で
 

あ
ろ
。
 

釩
 

i
 

様
 

御
 

知
行
 

所
、
 

野
 

州
 

村
々
 

立
直
 

之
 

議
に
付
 

御
 

趣
意
 

有
 

之
 

拾
 

ケ
年
之
 

間
 

彼
 

地
 

引
越
 

被
 

仰
 

付
 

此
度
引
 

移
 

候
に
 

就
 

て 
は 

左
 

之
 

通
 

1 
、 

去
 

午
年
よ
り
 

來
 

卯
年
 

迄
 

拾
 

ケ
年
之
 

間
 

御
 

知
行
 

所
 

御
物
 

成
 

千
 

五
 

俵
餘
、
 

畑
 

方
 

金
 

百
貳
拾
 

壹
兩
參
 

分
餘
、
 

荏
 

大
豆
 

石
 

代
金
 

幷
夫
仲
 

問
 

金
 

拾
 

七
 

兩
餘
之
 

外
 

は、
 

爲，
， 

御
 

任，
 

年
間
 

中
不
，
 

及，
， 

上
納
，
 

候
 

一 
、 

御
 

知
行
 

所
 

人
用
爲
 

-1 御
 

任
 

- 米
 

贰
百
俵
 

金
 

五
拾
兩
 

に
て
 

引
 

請
 

年
々
 

改
 

勘
定
 

不
レ
及
 

候
 

且
又
 

右
 

米
 

金
 

は 
御
臺
听
 

よ
り
 

御
 

足
 

被
 

成
 

候
 

米
 

金
と
 

相
 

心
得
 

可
 

申
 
候
，
 
 

— 

1 
彼
 

地
 

ぺ 
引
越
 

拾
 

ケ
年
之
 

問
 

は 
心
 

組
 

之
 

次
第
 

一 
々 

不レ
 

及，
, 

申
閜
，
 

候
且
 

年
限
 

中
小
 

m 
原
 

へ 
引
越
 

等
 

申
 

付
 

間
歸
.
 

K 

一 
、 

御
物
 

成
 

御
 

勘
定
 

之
 

義
拾
ケ
 

年
 

之
 

內
は
咋
 

午
年
 

上
納
 

辻
 

を
以
、
 

米
 

永
 

其
 

外
 

共
可
然
 

勘
定
 

候
、
 

尤
荏
 

大
豆
 

代
金
 

之
議
 

は 
時
 

之
 

相
場
 

次
第
 

増
減
 

可
 

有
 

之
 

候
 

1 
、 

格
^
 

凶
 

乏
之
年
 

柄
 

は 
上
納
 

辻
 

制
 

外
に
 

候
 

1 
、 

年
々
 

割
付
 

之
 

義
は
昨
 

午
年
 

之
 

通
 

正
業
 

ヲ
以
相
 

渡
、
 

尤
 

モ
下
ケ
 

札-
一 

增
減
可
 

レ有
レ 

之
 

候
 

右
 

之
 

通
 

相
 

心
得
 

拾
 

ケ
年
之
 

間
 

出
精
 

可
 

二相
 

勤，
 

候
 

以
上
 

文
政
 
六
 年
 三
月
 
 

ダ 



1g
 

崎
 

丹
次
郞
 

茂
盈
 
(花押) 

髙
 

田 
才
 

治
 

武
正
 

(花
押)
 

. 

. 
二
 
官
金
 
次
郞
殿
 

前
書
 
之
 通
 松
 ケ
年
之
 
間
 爲
任
置
 
候
 也
 

釩
之
助
 

教
成
 (花^) 

こ
れ
 
を 以

て
 
櫻
 町
の
 
復
與
仕
 
法
 は 全

然
 
先
生
に
 
委
任
せ
ら
れ
、
 

そ
の
 
費
用
 
は 請

負
と
 
な
し
、
 
先
生
 
は 之

 を 以
て
 
十
ケ
 

年
間
に
！
 

一千 俵
の
 
牧
納
を
 
得
ろ
 
樣
に
 
開
發
 
し
て
 
返
納
す
 

ろ 責
任
 
を 有

す
ろ
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

先
生
が
 

小
 

田 
原
よ
り
 

引
越
し
た
 

の 
は、
 

斯
の
 

如
き
 

委
住
を
 

受
け
て
 

來
 

た
の
で
 

あ
ろ
。
 

而
 

し
て
 

到着
：：
 

十々
 

着
手
し
た
 

事
 

業
 は、 

営
 座
金
 銀
 出
 人
 帳
の
 文
政
 六
 年
 四
月
の
 
帳
簿
か
ら
 
記
載
し
 
始
め
ら
れ
た
、
 
先
づ
當
 
四
月
 
中
に
は
 
貸
付
金
、
 
屋
根
 

替
 

普
請
、
 

出
精
 

表
彰
、
 

開
發
 

等
で
あ
っ
て
、
 

支
出
 

金
額
 

は 
七
拾
甙
 

兩
餘
、
 

牧
納
 

金
額
 

は 
八
 

拾
 

六
兩
餘
 

で
あ
ろ
 

が、
 

そ
の
 

內
小
田
 
原
よ
り
の
 
持
參
金
 
中、 

道
中
 諸
人
 
用
 を 除

き
、
 
全
く
 
仕
 法
 費
途
に
 
用
 ふ
べ
き
 
も
の
 
は 次

の
 
通
り
で
あ
っ
た
。
 

1 金
 五
 拾
 四
兩
壹
 
分
錢
 
三
百
 
甙
拾
文
 
 

小
 £ 原

よ
り
 
持
參
金
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金 金 

此
計
金
 
七
 拾
壹
兩
 
三
分
 綫
 三
百
 
八
 拾
贰
文
 

斯
の
 
如
き
 
輕
 少
な
る
 
資
財
 
を
 以
て
 
古
今
 
を
 輝
す
 
報
德
仕
 
法
の
 
體
驗
 
を
な
 
す
べ
き
 
順
序
 
は 開

か
れ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
犬
な
 

る 資
財
 
を 有

す
る
 
と
も
 
之
 を
 完
成
し
 
得
ろ
 
原
理
と
 
様
式
と
 
が
な
け
れ
ば
 
終
に
 
成
功
し
 
な
い
。
 
而
 し
て
 
そ
の
 
必
 成
の
 
原
理
 

と 様
式
と
 
は
こ
の
 
櫻
 町
に
 
て 體

驗
の
 
上
に
 
創
造
 
せ
ら
れ
た
、
 
特
に
 
資
財
 
乏
し
く
 
し
て
 
而
 し
て
 
完
了
す
 
ろ 創

造
に
 
着
手
せ
 

ら
れ
た
 

o 四
 
櫻
 町
 灶
 法
 初
期
の
 
槪
要
 

文
政
 
六
 年
 三
月
 
十
二
 
日 家

^
 道
具
の
 
賣
拂
を
 
終
り
、
 
翌
十
 
三
日
 
夫
人
 
令
息
 
を 伴

 ひ
て
 

桔
 山
の
 
里
 を 出

で
、
 
江
 戶
を
經
 
て そ

の
 
廿
 八
日
 
櫻
 町
に
 
着
し
た
 
こ
と
 
は
旣
に
 
述
べ
た
 
通
り
で
 
あ
ろ
が
、
 
こ
の
 
決
行
 
は
實
 

に 容
易
な
 
こ
と
で
は
な
か
っ
た
、
 
先
生
の
 
決
心
 
は 旣

に
審
 
思
 熟
盧
を
 
遂
げ
て
 
{ 牛 固

た
 
る も

の
が
 
あ
ろ
が
、
 
夫
人
が
 
能
く
 

そ
の
 
難
 苦
に
 
耐
 
へ 得

る
 
や
 否
や
と
 
い ふ

こ
と
 
は
大
 
な
ろ
 
關
心
 
事
で
あ
っ
た
。
 
報
德
記
 
は
こ
の
 
時
の
 
消
息
 
を
 詳
細
に
 
傳
 
へ 

て
 居
ろ
。
 
そ
の
 
要
 を
 略
叙
 
す
れ
ば
 
次
の
 
通
り
で
 
あ
ろ
。
 

「
櫻
 町
復
 
輿
の
 
業
 は 至

難
で
 
あ
ろ
、
 
然
れ
 
ど
も
 
大
禹
の
 
有
 苗
を
征
 
す
ろ
 
に 武

略
 
智
計
を
 
以
て
せ
.
 ず
し
て
、
 
唯
 誠
心
 
を
 

金 ヒ兩贰 分 

金
 f
 兩
錢
六
 
百
 七
 拾
 八
 文
 

金
 九
 兩
賫
分
 
七
 百
 拾
 八
 文
 

金
 壹
分
錢
 
五
 百
 參
抢
八
 
文
 

貸
付
 

返
納
 

貸
付
金
 

利
 

時 
貸.
 

返
 

納 



以
て
 

萬
 

衆
 

を 
感
ぜ
し
 

め
た
、
 

我
が
身
 

命
 

を 
抛
ち
て
 

住
民
 

を
安
撫
 

す
れ
ば
 

何
の
 

再
 

輿
せ
 

ざ
ろ
 

こ
と
 

や
 

あ
ろ
。
 

唯
一
 

の 
憂
 

ふ
べ
き
 

は 
身
 

極
貧
に
 

生
れ
、
 

一 
家
の
 

廢
亡
を
 

輿
し
、
 

父
母
 

祖
先
の
 

靈
を
安
 

ぜ
ん
と
 

欲
し
、
 

日
夜
 

心
 

カ
を
盡
 

し、
 

一 
S
 

の
敉
を
 

種
と
 

し
て
 

遂
に
 

追
 

孝
の
 

道
 

を 
立
て
た
 

が
、
 

圖
ら
ず
 

も 
君
 

公
の
 

知
遇
 

を 
受
け
、
 

宇
津
 

家
の
 

采
邑
 

を
舊
復
 

す
べ
き
 

*
 
 

ノ 

命
 

を 
受
け
た
。
 

こ
れ
に
よ
 

つ
て
 

忠
を
盡
 

す
が
 

爲
に
身
 

を
 

奉
ず
れ
ば
 

一 
家
 

は 
終
に
 

全
く
し
 

得
ず
、
 

一
家
 

再
興
の
 

孝
 

を
 

全
 

く
せ
ん
と
 

す
れ
ば
 

君
命
 

を 
全
く
す
 

ろ 
こ
と
 

は 
出
来
な
い
、
 

古
今
 

忠
孝
 

兩
 

全
の
 

道
 

あ
る
か
と
、
 

沈
思
 

默
盧
 

久
し
く
し
て
 

驟
 

然
と
し
て
 

忠
孝
 

は 
一 
道
に
 

し
て
 

一 
一
途
な
 

し
と
 

悟
り
、
 

至
孝
な
 

ろ
時
忠
 

そ
の
 

中
に
 

在
り
、
 

至
 

忠
な
る
 

時
 

孝
 

そ
の
 

中
に
 

存
せ
 

り、
 

若
し
 

君
命
 

を
 

得
 

ざ
れ
ば
 

1 
家
 

を
舆
し
 

祖
先
の
 

祭
祀
 

を 
永
く
 

存
 

し
て
 

孝
と
 

な
し
、
 

君
命
 

あ
れ
ば
 

百
姓
 

を
 

安
ず
 

る
を
以
 

て 
孝
と
 

な
す
、
 

若
し
 

君
命
 

を
受
 

く
る
 

も
こ
れ
 

を
辭
 

し
て
 

幾
 

百
億
の
 

財
 

を 
積
む
 

と
も
 

先
祖
の
 

靈
 

必
ず
 

不
孝
の
 

子
と
 

な
さ
 

お 

ん
 

こ
と
 

明
か
で
 

あ
ろ
。
 

僅
々
 

た
る
 

一
家
 

を
廢
 

し
て
 

萬
 

民
の
 

苦
 

を
 

除
く
、
 

一
家
 

を
 

全
く
す
 

る
と
 

同
日
の
 

論
に
 

あ
ら
ず
」
 

一 

と、
 

直
に
 

祖
先
の
 

墓
に
 

詣
り
之
 

を 
告
げ
て
 

家
に
 

歸
り
、
 

夫
人
に
 

謂
 

ひ
て
 

曰
く
、
 

「
今
 

明
君
 

上
に
 

在
し
て
 

不
肯
に
 

命
ず
る
 

に 
廢
邑
を
 

興
し
、
 

衆
 

民
 

を
 

救
 

ふ
こ
と
 

を
 

以
て
せ
ら
 

ろ、
 

之
を
辭
 

す
ろ
 

旣
に
三
 

年
 

な
れ
 

ど
も
 

更
 

t
 

許
し
 

給
 

は
ず
、
 

已
む
を
 

得
ず
 

し
て
 

命
 

を
 

受
け
た
、
 

と
こ
ろ
が
 

此
の
 

如
き
 

大
業
 

は 
尋
常
の
 

行
動
 

を
以
 

て
し
て
 

は 
成
就
す
べ
き
 

で
は
な
い
、
 

依
て
 

一 
家
 

再
興
の
 

業
を
廢
 

し、
 

一 
身
 

一 
家
 

を
 

抛
ち
て
 

努
力
し
 

よ
う
と
 

決
心
し
た
、
 

併
し
な
が
ら
 

斯
様
な
 

こ
と
 

は 
婦
女
子
の
 

諒
解
し
 

難
い
 

事
で
 

あ
ら
う
、
 

故
に
 

予
 

と
共
に
 

千
 

辛
 

萬
 

苦
 

を 
忍
び
て
 

君
命
 

を 
辱
 

め
ざ
ら
ん
 

と 
思
 

は 
乂
相
携
 

へ 
て 

野
 

州
に
 

赴
く
 

こ
と
 

A 
す
る
、
 

若
し
 

世
間
 

並
に
 

一 
身
 

一 
家
の
 

事
の
 

み 
を
 

田；
 

一 は 
ゾ
今
束
 

一 に 



離
別
し
ょ
う
」
 

と、
 

吿
 

げ
た
、
 

夫
人
 

曰
く
、
 

「
異
な
る
 

御
詞
を
 

聞
く
 

こ
と
で
 

あ
る
、
 

女
子
 

一 
度
 

嫁
す
 

ろ 
時
 

は 
一 

一度
 

歸
ろ
家
 

は
な
い
 

も
の
 

を、
 

良
人
が
 

水
火
に
 

人
ら
 

ば
 

妾
 

も 
亦
 

共
に
 

人
ら
ん
 

の
み
、
 

榮
 

利
に
 

趨
り
 

一 
身
 

一 
家
の
 

安
逸
 

を 
冀
ふ
意
 

は 
毛
頭
な
 

く、
 

共
に
 

與
に
野
 

州
に
 

赴
き
た
 

し
」
 

と、
 

答
へ
 

た
れ
ば
、
 

先
生
 

安
 

じ
て
、
 

始
め
て
 

家
財
 

道
具
の
 

始
末
が
 

易
々
 

と
出
來
 

た
の
で
 

あ
ろ
。
 

斯
 

く
の
 

如
き
 

用
意
の
 

下
に
 

野
 

州
に
 

赴
い
た
 

所
、
 

或
は
 

嬰
兒
の
 

父
母
 

を
俟
 

つ
が
 

如
し
と
 

道
に
 

辯
侫
の
 

者
の
 

迎
 

ふ
ろ
 

も 
あ 

お
は
、
 

窃
に
 

或
は
 

酒
肴
 

を
 

設
け
た
り
 

と 
私
曲
 

を 
通
ず
 

る 
も
の
 

も 
あ
つ
だ
が
、
 

先
生
 

之
 

を 
斥
け
、
 

之
 

を 
Be
- 

す
る
 

甚
だ
 

粗
 

各 

で
あ
っ
た
、
 

先
生
の
 

こ
の
 

態
度
 

を
 

怪
む
人
 

も
あ
っ
た
 

が、
 

先
生
 

は
 

之
に
 

對
 

し
て
 

凡
 

奸
侫
の
 

人
 

は 
先
 

じ
て
 

來
り
、
 

淸
廉
實
 

直
の
 

士
は
輙
 

く
來
ら
 

ず
、
 

欺
 

貪
の
 

も
の
 

は 
新
 

役
人
に
 

よ
っ
て
 

罪
 

を
 

暴
か
れ
ん
 

こ
と
 

を 
恐
ろ
 

A 
も
の
で
 

あ
ろ
。
 

從
 

來
與
復
 

の 
事
 

を
 

過
ち
た
 

る 
人
 

は
斯
ろ
 

人
に
 

欺
か
れ
た
 

爲
 

で
あ
る
、
 

余
 

は 
彼
等
の
 

表
 

飾
 

を 
取
ら
ず
 

し
て
 

復
心
を
 

察
せ
ん
 

と
す
る
 

の 

み、
 

敢
て
 

彼
等
 

を
 

退
く
 

る
の
で
 

は
な
い
 

と
厳
肅
 

な
る
 

態
度
 

を
 

以
て
し
た
。
 

斯
 

く
し
て
 

文
政
 

五
 

年
、
 

六
 

年
の
 

最
初
の
 

情
景
 

は、
 

報
德
仕
 

法
と
 

い
ふ
よ
り
 

は、
 

一 
般
 

民
政
 

P
 

行
政
 

的
 

取
扱
と
 

し
て
 

實
施
を
 

進
め
た
。
 

先
づ
 

四
千
 

石
の
 

領
土
が
 

千
 

俵
に
 

足
ら
 

ざ
ろ
 

牧
納
に
 

激
減
し
て
 

居
た
 

の
で
 

あ
る
か
ら
、
 

田
畑
 

は 
三
分
の
 

一 
と
な
り
、
 

荒
 

田 
列
な
 

り、
 

民
家
 

退
轉
 

し
て
 

屋
敷
 

は 
藪
 

林
と
 

な
り
、
 

野
 

獸
村
內
 

に
出
沒
 

し
て
 

耕
地
 

愈
々
 

瘠
 

薄
と
 

な
り
、
 

邑
 

民
懶
惰
 

に
し
 

て 
博
奕
と
 

酒
色
と
 

喧
嘩
と
 

は 
常
習
と
 

な
っ
た
。
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斯
の
 
如
き
 
難
 村
 を
憨
理
 
す
ろ
 
に は、 

先
づ
 
第
一
 
に 事

情
 
を 明

に
 
し
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
、
 
事
情
 
を
 知
り
 
理
解
 
を 進

む
 

ろ
に
 
は 村- r 巡

回
 
を 第

一
 
と
す
ろ
、
 
故
に
 
雞
 明
よ
り
 
起
き
 
出
て
 
日
々
 
廻
 村
し
、
 

一 戸
毎
に
 
そ
の
 
艱
苦
と
 
善
悪
と
 
を 観

察
 

し、 
或
は
 
耕
作
 
を 指

導
し
、
 
或
は
 
潢
漑
 排
水
 
を
 察
し
、
 
田
圃
の
 
境
界
 
を 正

し
、
 
大
雨
 暴
風
 
炎
暑
 
厳
^
 
に 

も 
之
 
を
廢
せ
 

ず
、
 
漸
く
 
初
夜
に
 
至
っ
て
 
歸
宅
 
す
ろ
 
を 例

と
 
す
ろ
。
 
四
千
 
石
の
 
領
土
 
領
民
の
 
狀
勢
 悉
く
 
胸
中
に
 
了
然
 
た
ろ
 
も
の
 
あ
ろ
に
 

至
っ
た
。
 
故
に
 
善
行
 篤
行
 
精
 業
者
 
を 賞

し
、
 
邪
曲
 
を 諭

し
、
 
困
窮
 
を
教
 
ひ、 

曰 常
の
 
扶
 食
の
 
足
ら
 
ざ
ろ
 
を 給

し
、
 
家
 根
 

を
葺
 き、 

木
 小
屋
、
 
灰
 小
屋
 
を 作

り
、
 
用
水
 
を 通

し
、
 
冷
水
 
を
拔
 き、 

濕
 地
に
 
は 土

 を 人
れ
、
 
乾
 地
 は 掘

り
下
げ
、
 
身
 

に は 綿.^ を
纆
 
ひ
て
 
着
る
 
能
 は ざ

ろ
 
程
度
に
 
汚
損
せ
 
ざ
れ
ば
^
 
衣
 を 用

 ひ
ず
、
 
食
 は 

一 汁
、
 
村
民
の
 
食
 を 供

す
 
ろ も 

一 

切
 之
 を 用

 ひ
な
い
。
 
斯
の
 
如
く
に
 
し
て
 
村
民
 
を
 導
い
た
。
 
今
 そ
の
 
獎
勵
の
 
一
例
 を擧. ぐ

れ
ば
 

文
政
 
八
 年
 五
月
の
 
こ
と
で
 
あ
ろ
、
 
束
 沼
 村
の
 
巿
左
衞
 
門
と
 
い
ふ
 
は、 

勤
勉
 
並
び
な
き
 
も
の
と
 
い
ふ
 
噂
の
 
あ
ろ
 
男
で
 
あ 

ろ
が
、
 
之
 を 大

雨
 
中
 廻
 村
に
 
際
し
て
 
賞
し
た
 
こ
と
で
 
あ
ろ
、
 
此
頃
 
四
月
 
廿
八
 
H か

ら
 
雨
が
 
降り. 初

め
た
、
 
勝
 俣
、
 
武
田
 

の 1 一
人
と
 
廻
 村
し
た
、
 
翌
廿
 
九
日
 
も 雨

で
 
あ 
つ
た
、
 
勝
 俣
 は 物

 井、 武
田
は
 
東
 沼、 先

生
 
は 横

 田 を 廻
 村
し
た
、
 
更
に
 
五
 

月
の
 
朔
曰
も
 
終
日
 
雨
で
あ
っ
た
。
 

勝
 俣
 は 横

 田、 
武
田
は
 
物
 井
、
 
先
生
 
は 未

明
よ
り
 
柬
沼
を
 
廻
 村
し
た
。
 
正
に
 
田
植
の
 

時
期
で
 
あ
ろ
、
 
用
 排
水
、
 
道
路
の
 
見
廻
り
、
 
田
植
の
 
進
行
 
如
何
に
よ
 
つ
て
 
指
導
す
べ
き
 
數
々
 
が
 あ
ろ
。
 
こ
の
 
時
 村
民
の
 

未
だ
 
起
き
 
出
で
 
ざ
ろ
 
に、 

市
 左
 衞
鬥
は
 
雨
中
に
 
朝
の
 

一 仕
事
 
を
な
 
し
卒
 
へ
て
 
歸
 つ
て
 
來
た
、
 
先
生
 
は S

 に 之
に
 
賞
詞
 
を
 

與
 
へ
た
、
 
そ
の
 
文
に
 
曰
く
、
 



一 
余
甙
朱
 
也
 
 

，
市
 

左
 

衞
門
 

今
朝
 

大
雨
 

降
、
 

夜
 

明
 

方
 

廻
 

村
 

仕
 

候
 

所
、
 

近
所
 

之；
. 

S 
 

(註
 

面
と
 

い
ふ
ば
 

者 
共 

又
ば
 

人々
 

とい
 

ふ
こ
と
)
 

豐
人
も
 

不
起
.
^
、
 

大
 

嶋
原
 

(註
 

隣
村
に
 

あろ
 

荒
原
)
 

よ
り
 

馬
艸
附
 

罷
歸
り
 

(註
 

歸
リ
來
 

リ
た
リ
 

の 
意)
 

此
者
儀
 

翁
々
 

耕
作
 

出
精
に
 

付
、
 

其
 

場
に
 

て 
褒
美
 

遣
 

候
 

人
の
 

起
き
る
 

前
に
 

一 
仕
事
し
て
 

來
た
市
 

左
 

衞
門
は
 

勤
勉
で
 

あ
ろ
が
、
 

そ
れ
 

は 
我
が
 

爲
 

め
の
 

利
益
と
 

な
ろ
、
 

先
生
 

は 
村
 

民
 

を 
安
ん
 

ぜ
ん
が
 

爲
に
雨
 

を 
冒
し
て
 

溢
水
な
 

ど 
を 

慮
っ
て
 

廻
 

村
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

靳
の
 

如
き
 

記
事
 

は 
日
記
と
 

金
錢
 

出
納
 

帳
に
^
々
 
見
出
さ
れ
る
。
 

文
政
 

六
 

年
の
 

支
出
 

は 
金
 

五
^
三
 

拾
 

六
 

兩
餘
、
 

米
 

百
 

三
 

拾
 

贰
俵
餘
 

と
な
っ
て
 

居
ろ
、
 

相
當
 

多
額
の
 

支
出
 

を
し
た
 

が
、
 

こ 

の 
外
に
 

五
常
 

講
を
 

結
ん
で
 

小
 

田 
原
に
 

於
け
 

ろ 
組
合
 

貸
付
の
 

法
を
實
 

行
 

せ
ん
と
し
、
 

頓
 

母
子
 

講
を
 

結
ん
で
 

文
政
 

七
 

年
 

十
 

一 

巧
よ
り
 

開
始
し
！
：
 

十
一
 

年
に
 

終
っ
て
 

居
る
。
 

こ
の
 

年
取
 

扱
っ
た
 

御
 

住
せ
 

米
の
 

牧
納
 

取
扱
 

は 
四
百
 

七
 

拾
 

九
 

俵
に
 

及
ん
だ
、
 

， 

爾
來
 

年
々
 

荒
 

地
の
 

開
發
 

と、
 

借
財
の
 

償
還
と
、
 

住
宅
 

改
善
と
 

を 
ゆ
 

心
と
 

し
て
 

敎
化
 

的
に
 

行
 

は
れ
た
 

が
、
 

御
 

仕
 

法
 

金
を
贷
 

付
け
た
 

金
額
 

は 
次
の
 

通
り
で
 

あ
ろ
。
 

年
次
 
 

米
 
 

金 

文
政
 

五 
年
 
 

一八
 

九 
俵
 
 

三
三
兩
 

六 
年
 
 

ニ
ハ
五
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七 年
 
 

一 四 四
 
 

ニー 一一 一 

. 廻
 村
と
 
開
發
と
 
救
與
と
 
表
彰
と
 
を 以

て
 
村
民
の
 
精
神
的
 
緊
張
 
を 策

り
、
 
借
財
 
を 償

還
し
、
 
荒
 地
 を
開
發
 
し
た
、
 
着
手
 

よ
り
 
文
政
 
八
 年
の
 
頃
に
 
至
る
 
ま
で
、
 
相
當
に
 
事
業
 
は
進
涉
 
し、 

東
 沼
 村
の
 
茂
 左
衞
門
 
組
と
、
 
下
物
 
井
村
の
 
品
 右
衛
門
 
組
 

と を
 除
き
、
 
大
凡
 
借
財
 
完
濟
 
と
い
 
ふ 良

好
な
 
結
果
 
を
擧
 
げ
た
。
 
斯
 く
の
 
如
き
 
成
績
 
は 村

民
の
 
緊
張
に
 
よ
ろ
 
も
の
で
 
あ
つ
 

て、 
そ
の
 
緊
張
 味
の
 
强
 さ
は
 
村
民
 
投
票
に
 
よ
る
 
出
精
 
奇
特
 
人
人
 
札
の
 
徹
底
に
 
よ
る
 
外
 は
な
い
、
 
文
政
 
五
 年
よ
り
 

年
々
 

.實 施
し
た
 
表
彰
 書
類
が
 
あ
っ
て
、
 
小
兒
 
撫
育
、
 
困
窮
 
難
 溢
 人 救

助
 
等
に
 
至
る
 
ま
で
、
 
皆
な
 
平
素
の
 
行
動
の
 
奇
特
な
 
ろ
と
 

い
ふ
 
意
義
の
 
下
に
 
之
 を
給
與
 
す
る
 
方
針
と
 
し
た
。
 
こ
の
 
方
法
 
は 敎

化
式
 
行
政
の
 
範
例
と
 
な
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
故
に
 
出
精
 

I 

奇
特
な
る
 
も
の
 
は
歡
 
呼
し
て
 
之
を
迎
 
へ、 

謳
歌
し
て
 
之
に
 
懷
 い
た
。
 
饰
 し
な
が
ら
 
驕
惰
の
 
徒
 は そ

の
 
厳
 肅
に
驚
 
畏
の
眼
 
^
 

を 放
ち
、
 
類
を
聚
 
め
て
 
こ
の
 
方
法
 
を
排
擊
 
せ
ん
と
す
 

る 者
 も
あ
っ
た
。
 

五
 
櫻
 町
 仕
 法
の
 
受
難
と
 
停
頓
 

古
 來
凡
辙
 
の 人

愦
は
 
矯
風
の
 
策
 を 喜

ば
ず
、
 
奸
侫
の
 
徒
 は 表

面
 
そ
の
 
指
揮
に
 
隨
ふ
 

如
く
に
 
し
て
 
陰
然
 
之
を
妨
 
ぐ
ろ
 
を 例

と
 
す
る
。
 
文
政
 
六
 七
 年
の
 
頃
 は 勝

 俣
 小
 か
衞
を
 
主
席
と
 
し、 

武
田
 
才
兵
衞
 
之
に
 
屬
 

- 

し、 
先
生
 
は 仕

 法
の
 
委
任
 
を 受

け
て
 
經
濟
 財
政
に
 
關
 す
る
 
專
 住
で
あ
っ
た
、
 
さ
れ
ば
 
時
に
は
 
政
令
 
一 一

途
に
 出
で
 
て
 事
業
 

の 進
ま
ざ
る
 
こ
と
 
も
あ
っ
た
、
 
-
七
ギ
 七
月
 
小
 田 原

へ
 
出
し
た
 
ろ 先

生
の
 
書
狀
 
中
に
 
「
古
の
 
小
 田
へ
 
く
と
 
鳴
か
 
は
ず
」
 

と、， 'ふ 句
が
 
あ
る
、
 
田
圃
 
開
發
を
 
急
げ
ろ
 
氣
 分
が
 
窺
 は
れ
ろ
。
 
そ
の
 
九
月
に
 
代
官
 
磯
崎
 
丹
次
郞
 
以
下
 数
人
 
來
 つ
て
 
事
業
 

とよ fc しゃ i 

を
 視
察
し
た
 
が、 

そ
の
 
中
に
 
小
島
 i
 曰 五
郎
、
 
天
 沼
 鏡
 次
郞
の
 
如
き
 
交
遊
 
を 重

ね
ろ
 
に 至

っ
た
 
も
の
 
も あ

れ
ば
 

豐
田
 
3 
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さく
 

作
の
 

如
き
 

一 
時
 

反
目
す
 

ろ 
も
の
 

も
あ
っ
た
。
 

報
德
 

記
に
 

見
 

ゆ
る
 

所
の
 

兩
三
 

輩
の
 

訴
訟
と
 

い
ふ
 

は 
恐
く
 

は
こ
の
^
で
 

あ
ら
 

う、
 

小
 

田 
原
 

藩
よ
り
 

遣
せ
 

る 
役
人
と
 

先
生
と
の
 

間
に
 

村
 

治
 

上
の
 

意
見
の
 

相
違
が
 

あ
っ
た
、
 

詰
 

役
 

は 
之
 

を 
藩
 

政
に
 

訴
へ
、
 

先
生
 

も 
亦
 

之
に
 

封
す
 

ろ 
意
見
 

を
上
陳
 

し
た
。
 
 

- 

さ
て
 

荒
 

地
 

を
開
發
 

し、
 

絡
 

家
 

を 
再
興
し
 

以
て
 

耕
地
 

を
 

増
加
す
 

る
に
 

は、
 

村
內
に
 

於
て
 

一 
一男
 

三
男
 

を 
分
家
せ
 

し
む
る
 

こ 

と
も
 

必
要
で
 

あ
る
が
、
 

遠
 

國
近
鄕
 

よ
り
 

新
 

移
住
者
 

を
 

招
致
す
 

る 
こ
と
 

も 
妙
法
で
 

あ
る
。
 

故
に
 

仕
 

法
 

開
始
 

以
來
、
 

住
宅
 

を
.
 

給
し
、
 

衣
食
 

を
與
 

へ
て
 

新
人
 

百
姓
 

を
 

招
い
た
。
 

然
る
に
 

舊
來
の
 

衬
民
は
 

自
ら
 

努
 

む
る
 

こ
と
 

を
爲
 

さ
ず
 

し
て
、
 

他
 

鄕
の
者
 

を 
保
護
す
 

ろ 
こ
と
 

厚
し
 

と
稱
 

し
て
 

之
に
 

反
對
 

し
た
、
 

直
接
 

先
生
に
 

故
障
 

を 
言
 

ふ 
能
 

は 
ざ
ろ
 

も 
陣
屋
の
 

詰
 

役
と
 

意
見
の
 

一 

, 
致
す
 

る
點
に
 

於
て
 

一 
脉
の
 

通
ず
 

る 
も
の
が
 

あ
る
、
 

故
に
 

陽
に
 

迎
 

へ
て
 

陰
に
 

排
斥
す
 

る 
こ
と
が
 

行
 

はれ
，.
 

こ、
 

新，
 

、
ぼ
 

姓
 

も 

亦
 

そ
の
 

志
の
 

弱
き
 

を
 

以
て
 

或
は
 

驚
き
 

或
は
 

怒
っ
て
 

脫
 

走
す
 

る
に
 

至
っ
た
、
 

七
 

年
 

十
 

一 
月 

十
日
に
 

は 
三
人
 

出
奔
し
 

翌
八
年
 

六
月
 

六
日
に
 

は、
 

横
 

田 
村
の
 

宿
 

借
人
 

四
人
脫
 

走
し
た
、
，
 

喧
嘩
 

口
論
が
 

屡
々
 

あ
り
、
 

同
 

八
 

年
 

五
月
 

廿
 

九
日
 

こ
ま
 

陣
 

匿
の
 

ま 
.7 か 

遣
カ
眞
 

岡
に
 

て 
公
用
 

を 
忘
れ
て
 

飮
 

酒
に
 

耽
，
 

ろ 
も
の
 

さ
へ
 

出
來
 

た。
 

而
て
 

六
月
 

六
日
に
 

は 
陣
屋
 

內
の
諸
 

規
約
 

を
 

議
定
し
た
 

が
、
 

先
生
 

は 
洗
濯
の
 

歌
 

を
 

作
っ
て
 

そ
の
 

懷
を
.
 

述
べ
た
 

程
考
 

へ
さ
せ
ら
れ
た
。
 

先
生
 

は
こ
の
 

情
勢
 

を 
以
て
 

陣
屋
 

內
の
 

签
氣
 

力 
原
因
の
 

一 
つ
で
 

あ
る
と
 

見
做
し
た
 

と 
見
え
 

出
府
 

前
後
の
 

事
情
 

を
 

報
告
し
た
、
 

そ
の
 

結
果
と
 

し
て
 

八
月
 

廿
 

二
日
 

宇
津
 

家
 

の
 

名
士
 

横
 

山 
周
 

平
 

を
 

遣
し
、
 

先
生
の
 

事
業
に
 

助
成
す
 

る 
こ
と
 

、
な
っ
た
。
 

然
る
に
 

九
月
 

小
 

田 
原
 

代
官
 

高
田
才
 

治
^
 

下
着
 

陣
、
 

視
察
の
 

上
、
 

十
 

一 
月
歸
府
 

し
た
が
、
 

横
 

山 
も
こ
れ
 

に 
同
行
し
た
。
 



翌
九
 
年
に
 
至
っ
て
 
先
生
 
は 組

頭
 格
に
 
進
み
 
樱
 町
の
 
主
席
と
 
な
っ
た
 
が
ま
た
/
、
 
村
民
の
 
脫
走
 
多
く
、
 
民
情
 動
搐
 
の. - 

が
あ
っ
た
 
の
で
、
 
先
生
 
は 之

を
濟
 
度
す
 
ろ 方

法
と
 
し
て
 
敎
 化
に
 
着
眼
し
た
。
 
當
時
 
各
地
に
 
說
 敎
法
會
 
あ
り
、
 
特
に
 
不
二
 
 . 

講流， 行
し
 
村
々
 
を
巡
講
 
し
つ
 

A あ
っ
た
、
 
三
月
 
十
五
 
日 櫻

 町
に
 
も そ

の
 
說
敎
が
 
あ
り
、
 
先
生
 
之
 を 聞

き
 
感
ず
る
 
所
 や
 あ 

り
け
ん
、
 
晉
も
峯
 
右
衛
門
 
方
に
 
て 之

 I
 
い
た
。
 
恰
 4
f
 

走
 或
 I
 
人
 
一
件
 等
が
 
あ
っ
て
、
 
仕
 I
 
發
は
 
村
民
 

の 手
に
 
つ
か
ず
、
 
先
生
 
は
こ
の
 
頃
 
「
う
は
 
向
 は 柳

と
 
見
せ
て
 
世
の
中
 
は、 

か
に
の
 
あ
ゆ
み
の
 
人
 こ 

A ろ
う
き
」
 

と 
口
吟
 

し
た
 
を 見

て
も
 
そ
の
 
心
愦
は
 
明
か
で
 
あ
ろ
。
 
依
て
 
出
府
の
 
上
 横
 山
の
 
出
 役
 を 請

 ひ、 
同
道
し
て
 
歸
陣
し
 
漸
く
 
順
序
 
を
 立
 

直
す
 
こ
と
が
 
出
來
 
た、 

^
し
 
横
 山 は 永

く
 
滯
在
 
す
る
 
能
 は
ず
、
 
勤
番
 
も 厘

々
 
交
替
し
、
 
容
易
に
^
 
付
か
な
か
っ
た
 
が、 

一 

• 
文
政
 
カ
ヰ
三
月
 
小
 m 原

 藩
よ
り
？
 

來
り
、
 
宇
津
 象
よ
り
 
横
 山 も 來

た
。
 
後
に
 
村
の
 
組
頭
と
 
な
る
 
寸
 平
の
 新
 f
 
 
|
 

. 
完
了
し
、
 
赴
任
 
以
來
 最
も
 
順
調
な
 
時
期
で
、
 
宇
津
 家
よ
り
 
袴
 地
 
一
反
 
を 賜

 は
ろ
 
な
ど
 

i 
い
ふ
 
様
に
 
順
序
が
 
開
け
た
。
 

さ 

れ
ば
 
日
記
の
 
上
に
 
も 犯

罪
者
の
 
記
事
が
 
減
少
し
て
、
 
出
產
、
 
婚
姻
、
 
分
家
の
 
屆
が
增
 
加
し
て
 
來
た
。
 

しす さく 

然
る
に
 
岡
 六
月
に
 
赴
任
し
た
 
勤
番
 關
正
 
助
が
 
大
 失
敗
し
 
て 
召
還
 
せ
ら
れ
、
 
そ
の
 
十
 
一 月

に
 
は 豐

田
 
正
 作
が
 
赴
任
し
 

て、 
事
業
 
は 根

柢
よ
り
 
支
障
 
を 生

ず
る
 
に 至

っ
た
。
 
こ
の
頃
 
先
生
の
 
思
想
 
は
敎
 化
の
 
方
面
に
 
向
っ
て
 
著
し
く
 
進
展
し
、
 

報
 ゆ
る
と
 
い
ふ
 
思
想
の
 
端
緒
が
 
見
え
 
初
め
た
。
 
十
^
 
六
月
 
八
日
の
 
條
に
 

上
々
 
天
氣
、
 
大
旱
、
 
夕
立
 
犬
に
 
ふ
る
、
 
世
俗
 諺
に
 
天
道
 
人
 (を) こ

ろ
さ
ず
 
と
か
 
や、 

甚
暑
 
た
え
が
た
し
 
(と) 思

へ
ば
 

^
 こ 雨

 下
り
 
候
、
 
天
恩
 
か
た
じ
け
な
き
 
事、 

劐
レ
報
 

， 



夕
立
に
 ふ
り
こ
め
ら
れ
て
 耕
せ
ば
、
 
靑
 天
井
 を
閲
給
 (は) る 

同
 

十一
 

一 W:
 

五
日
の
 

條
に
、
 

「
延
命
と
 

祈
る
 

心
に
 

と
ふ
て
 

見
よ
」
 

と 
題
し
、
 

「
昨
日
よ
り
 

知
ら
ぬ
 

あ
し
た
 

(の
) 

な
つ
か
し
 

や、
 

本
の
 
父
母
 
在
 ま
せ
ば
 
こ
そ
」
 

と あ
る
が
 
如
き
 
は、 

信
念
の
 
根
元
 
を 述

べ
ん
 
と
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 

文
政
 

十
 

一 
年
 

は 
櫻
 

町
 

仕
 

法
 

中
に
 

於
け
 

る
最
 

難
局
^
 

年
で
 

あ
り
、
 

翌
 

十一
 

一^
 

は 
成
 

田 
山
に
 

斷
食
 

籠
り
 

を
す
 

る
に
 

至
っ
た
 

程
で
 

あ
る
。
 

昨
年
 

末
 

赴
任
し
た
 

豐
田
 

は 
文
字
の
 

智
識
 

あ
り
 

辯
才
 

あ
り
、
 

一-
々 

先
生
の
 

趣
旨
に
 

服
す
 

ろ 
こ
と
な
く
 

意
見
 

を 

主
張
し
て
 

下
ら
な
い
、
 

村
民
と
 

結
ん
で
 

讓
ら
 

な
い
 

狀
勢
 

と
な
っ
た
。
 

三
月
 

廿
 

七
日
の
 

日
記
に
 

「
豐
田
 

正
 

作
 

殿
 

(へ
) 

遣
 

候
 

文」
 

とあ
って
 

歌 一 . 一 首 を 作っ
て 

その
 

素懷
を 

明か
に 

した
が 

餘り
效 

はな
かっ
た、
 

その
 

十四
日に
 

は 横 田 村に
 

地 論 

が
 

再
起
し
て
 

數
日
 

紛
議
 

を 
重
ね
 

先
生
 

は 
徹
夜
 

を 
以
て
 

渐
く
 

解
決
し
た
。
 

こ
の
 

時
 

横
 

W 
の^
) 

本
 

1K
 

神
へ
 

奉
納
し
た
 

額
面
の
 

表
に
 

は 
「こ
 

A 
ろ 

だ
に
」
 

の 
歌
 

を 
揭
げ
、
 

そ
の
 

裏
面
に
 

「
我
が
 

ま
へ
 

に 
千
 

H 
さ
ら
ず
に
 

祈
る
 

と
も
、
 

心
 

邪
 

な
れ
ば
 

節
 

を
 

あ 

た へん」 と ある 如き は 明かに 先生の 面目 を 見る に 足る ものである。 然るに その後 また 横 田 村に は^. 刈 

さ 
んじ 

一 件
が
 
起
っ
て
 
決
せ
ず
、
 
寺
內
 
村
の
 
莊
嚴
 寺
に
 
於
て
も
 
亦
領
 
內
に
關
 
す
る
 
問
題
が
 
生
じ
た
、
 
村
 役
人
と
 
詰
 役
と
 
が
 交
々
 

とよたし や 5 さく 
あら ゐ 

またす け
 
 

ゑん りんじ 

出
府
し
た
、
 
止
む
を
得
ず
 
先
生
 
は 豐

田
 
正
 作
と
 新
 井
 叉
 助
と
、
 
圓
林
 
寺
の
 
法
 印
と
 
に 酒

を
勸
 
め
て
 
相
 語
ら
し
 
め
^
き
、
 

村
內
及
 
寺
院
の
 
問
題
の
 
解
決
に
 
向
っ
た
。
 
夫
 入 を

し
て
 
酒
を
勸
 
め
し
め
 
た
と
 
あ
ろ
 
は
こ
の
 
時
の
 
事
で
 
あ
ろ
。
 
而
し
 
て
こ
 

ゑん
 
り
ん
じ
 
 

y
 
 

, 

の
圓
林
 
寺
と
 
豐
田
と
の
 
諒
解
 
も 酒

の
 
中
に
 
求
め
し
 
め
よ
う
と
 
し
た
の
で
 
あ
っ
た
、
 
十
 
一 月 七

 H に は 桢
田
村
 

一 忭
は
解
 

決
し
た
 
が、 

豐
田
の
 
行
動
 
は 制
す
べ
く
 
も
な
い
 
の
で
、
 
十一 

月 十
六
 日
以
來
 
先
生
 
は 病

と
 稱
 し
て
 引 籠

っ
た
、
 
十
二
お
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十
八
 

曰
に
 

豐
田
 

は
忠
次
 

を
^
っ
て
 

出
府
し
、
 

十
二
月
 

廿
四
 

H:
 

に：
！ 

陣
 

し
た
 

• 
先
生
 

は
^
の
 

二
十
 

九
 

= 
に
桡
出
 

村
に
 

赴
い
 

て
動
摇
 

を 
鎖
む
べ
く
 

協
議
し
た
 

が、
 

完
全
に
 

は 
一 

村
の
 

平
和
 

を 
期
す
 

ろ 
こ
と
 

は
出
來
 

な
か
っ
た
。
 

先
生
 

は 
或
は
 

佛
者
 

W
 

說
敎
を
 

聞
き
、
 

ま
た
 

不
二
 

講
の
濟
 

度
に
 

列
し
た
 

が、
 

こ
れ
の
 

み 
を 

以
て
 

櫻
 

町
 

現
在
の
 

境
地
 

を
 

救
 

ふ
に
 

滿
足
 

な
ろ
 

案
が
 

得
ら
れ
な
か
っ
た
、
 

そ
れ
 

は 
不
二
 

講
の
 

唱
導
 

者
た
 

ろ
鴆
 

谷
の
 

小
 

谷
 

三
 

志
に
 

對
 

す
ろ
 

態
度
で
 

明
瞭
で
 

あ
る
、
 

先
生
 

は 
三
 

志
 

を 
尊
敬
し
 

一 
村
の
 

も
の
 

を
し
て
 

そ
の
 

濟
度
を
 

受
け
し
 

め、
 

ま
た
 

厘
々
 

そ
の
 

說
を
 

M
 

い
た
、
 

然
れ
ど
 

も 
例
に
よ
っ
て
 

獨
 

立
の
 

態
度
 

は 
失
は
な
か
っ
た
。
 

文
政
 

十
 

1 
年
 

九
月
の
 

日
記
に
 

そ
の
 

一 
斑
が
 

見
 

ゆ
ろ
 

•」
. 

廿
九
 

H 
 

(文
政 

十 
一 

年 
九 

W)
 

西
 

物
 

井
村
 

金
兵
衞
 

(を
 

y
g
^
 

町
 

へ 
飛
脚
 

(
と
し
て
)
 

遣
 

中
 

候
 

お
ぼ
え
 

1 金
 四
 雨
甙
歩
 

右
 

奢
 

人
 

(9
) 

た
め
 

(
世
の
 

爲)
 

長
 

崎
 

迄
 

御
 

出
立
 

之
 

段
太
義
 

(に
) 

候
、
 

お
ん
 

頓
申
儀
 

は、
 

十
月
 

三
 

n 
様
 

(註
 

不
二
 

講
に
 

て 
は 

太
陽
 

及 
「R
」^
 

呼
ぶ
 

に 
樣
な
附
 

す)
 

よ
り
 

來
 

六
月
 

登
山
 

迄、
 

， 一 
日 

様
に
 

銀
 

壹
兩
づ
 

つ 
御
 

ほ
ど
こ
し
 

可
 

被
 

下
 

候
 

以
上
 

ず
 

tc
,f

= 
九
 
&
 
 

二
 
 

官
 
 

よ
 
 

り 

I 
 

二 
志
 

方
へ
 

二
と
 

三
と
 

1 
つ
た
 

か
へ
 

と 
軒
な
ら
 

び
 

旭
の
 

御
 

修
行
 

は 
友
に
 

拜
 

さ
ん
。
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と あ
る
 
に
て
も
 
察
せ
ら
れ
る
、
 

こ
の
 
態
度
に
 
て 判

斷
し
 
得
ろ
 
如
く
、
 
不
二
 
講
 の
み
に
 
て
敎
化
 
方
法
 
を 解

決
し
 
得
ろ
 
と
い
 

ふ
が
 
如
き
 
全
 信
賴
を
 
こ
れ
に
 
捧
 ぐ
る
 
程
に
 
は 進

ん
で
 
居
な
い
、
 
さ
れ
ば
 
こ
の
 
锒
境
を
 
如
何
に
し
て
 
展
開
す
 
ろ
か
 
は 重

大
 

な
る
 
問
邇
 
で
あ
っ
た
、
 

而
 し
て
 
終
に
 
文
政
 
十一 

一年 正
月
 
四
日
の
 
出
府
と
 
な
っ
た
。
 

六
 
成
 田
山
參
 
籠
と
 
仕
 法
 進
展
の
 
曙
光
 

先
生
の
 
成
 田 山

參
籠
 
は、 

報
德
仕
 
法
の
 
根
元
 
を
闡
 
明
す
 
る こ

と
に
 
於
て
 
極
 

め
て
 
重
要
な
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 
先
生
 
は 正

月
 
四
日
の
 
出
府
 
以
前
、
 屢
々
 
出
府
し
て
 
仕
 法
の
 
停
頓
し
 
つ 

A あ
る
 
事
情
 
を 述

べ
、
 

事
實
を
 
具
し
て
 
時
に
 
或
は
 
饞
 を
辭
 
し
た
し
と
 
申
し
出
た
、
 
譬
 
へ
ば
 文
政
 
十
】
 
年
 四
月
に
 
「
郡
 奉
行
 
預
役
被
 
仰
 付
」
 と
い
 
ふ 

辭
令
を
 
受
け
た
 
が
 五
月
 
十
六
 
日
に
 
は f

 右
衛
門
に
 
辭
表
を
 
持
た
せ
て
 
差
 出
し
た
 
如
き
 
そ
の
 
一
例
で
 
あ
ろ
。
 
彼
の
 
横
 田 村

 
I 

1 件、 圓
林
 寺
の
 

一 件
 等
に
 
て 紛

糾
し
た
 
時
に
は
 
四
月
 
十
五
 
日
の
 
日
記
に
 
「
右
 地
 論
に
 
付
 豊
田
正
 
作
 初
め
 
取
締
り
 
役
共
不
 

s 

念
 至
極
に
 
存
候
」
 

と あ
り
、
 
ま
た
 
塚
 本
 天
神
に
 
立
願
し
 
ー
應
 解
決
し
た
 
四
月
の
 
時
に
 
天
神
 
様
へ
 
奉
納
し
た
 
額
に
 
表
に
 
は、 

心
 だ
に
 
の 歌

 を 書
き
 
裏
に
、
 
「
我
 前
に
 
千
日
 
去
ら
ず
に
 
祈
ろ
 
と
も
、
 
心
 邪
 な
れ
ば
 
罰
を
與
 
へ
ん
」
 と あ

る
に
 
a
 て も 想

像
 

し 得
る
 
S り 非

常
の
 
決
心
 
は 日 

一 日
と
 
堅
き
 
も
の
が
 
あ
っ
て
 
出
府
し
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
横
 田 村

 は 幕
府
 
直
 領
と
樱
 
町
領
と
 

に
^
れ
、
 
こ
の
 
合
領
 
な
る
 
爲
に
 
從
來
 屡.^ 草

 刈
 場
の
 
境
界
 爭
 が
あ
っ
た
。
 
文
政
 
十
 
一 年

 四
月
に
 
も 十

 
一 月 に

ん
 
亦
 こ
の
 

地
 論
が
 
起
り
、
.
 先
生
 
は 東

西
に
 
奔
走
し
て
 
解
決
し
た
 
け
れ
ど
も
、
 

そ
の
 
地
 論
の
 
影
に
 
は 先

生
に
 
反
對
の
 

1 二
の
 
活
動
力
 

あ
つ
た
の
 
で
あ
る
。
 
W
 し 村

 役
人
の
 
大
多
数
 
は 先

生
に
 
對
 し
て
 
渾
身
の
 
信
顿
を
 
注
い
で
 
居
た
。
 
故
に
 
先
生
の
 
出
府
に
 
際
 

し
 名
主
の
 
文
^
、
 
圓
藏
、
 
寸
 平
等
 
を 同

伴
せ
ら
れ
 
た、 こ

の
 
時
の
 
江
戸
の
 
狀
況
は
 
判
明
 
し
な
い
が
 
報
德
 
記
に
 
見
 ゆ
る
 
「
常
 



人 
撫
恤
の
 

l
i
 

せ
ず
 

し
て
 

小
 

還
 

侯
に
 

訴
ふ
」
 

と
い
へ
 

ろ 
 

一 
S
S
S
 

は、
 

こ
の
 

出
府
 

一 
件
，
 

-就
 

T
 

關
係
少
 

力
ら
 

さ
る
 

こ
ま
 

思
 

は
ろ
、
 

§
 

兩
屬
の
 

I
 

の
 

反 
f
 

あ
つ
た
が
 

特
に
 

文
政
 

$
s
 

よ
り
 

つ
て
、
 

雲
の
 

障
害
が
 

生
じ
た
 

の
で
 

あ
る
、
 

小
 

I
 

侯
に
 

訴
 

へ
た
の
 

は 
何
人
な
 

ろ
か
 

知
る
 

ま
な
い
 

が、
 

ぶ
き
て
 

陣
屋
，
"
 

で
 

あ
っ
た
 

者
と
、
 

こ
の
 

S
 

陣
羅
 

と
の
 

鐘
で
あ
っ
た
 

で
あ
ら
う
。
 

然
ろ
 

に 
文
？
 

年
 

f
 

八
 

3 
か
ら
、
 

服
 

部
 

十
 

f
 
 

、 

衞
は
 

吉
置
 

書
に
 

代
？
 

在
 

江
戶
贿
 

方
と
 

な
っ
た
 

か
ら
、
 

先
生
の
 

I
 

は
大
に
 

便
宜
が
 

開
か
れ
て
 

居
た
、
 

特
こ
 

S
 

大
 

久
保
 

忠
眞
侯
 

は、
 

粮
 

本
に
 

於
て
 

先
生
 

さ
頓
し
 

5
 

た
か
ら
、
 

直
に
 

先
生
 

に
封
 

す
ろ
 

處
分
鑫
 

ず
ろ
 

よ
り
も
、
 

却
っ
て
 

先
生
に
 

そ
の
 

眞
相
 

を
聽
 

か
ん
と
 

欲
し
て
 

先
生
 

を
 

召
還
し
た
 

で
あ
ら
う
。
 

問
題
の
 

焦
點
 

は：
 

i
 

育
の
 

方
策
に
 

闢
 

す
ろ
 

事
柄
で
あ
っ
て
 

攻
搫
 

す
ろ
 

も
の
 

は 
H 

く、
 

葡
來
の
 

住
^
 

中
に
 

困
窮
な
 

ろ 
；
 

が
 

多
く
 

あ
る
、
 

そ
れ
 

等
 

驚
の
 

仕
 

法
 

を
 

後
に
 

延
ば
し
、
 

新
 

移
民
 

を
 

招
致
し
、
 

新
來
の
 

も
の
に
 

特
に
 

仁
慈
 

を 
施
し
て
 

一
家
 

を 
樹
立
せ
 

し
む
る
 

は 
I
 

要
 

を 
失
す
ろ
 

も
の
な
 

り
と
。
 

之
に
 

封
す
 

ろ 
先
生
の
 

主
張
 

は、
 

民
家
 

を
增
 

加
し
て
 

蓦
，
 

く 
は 

新
來
の
 

移
民
と
 

一 
一
三
男
の
 

分
家
と
 

に
俟
 

つ
べ
き
 

で
あ
る
、
 

新
來
の
 

n
s
 

住
宅
 

も
な
 

く 
S
 

も
な
い
 

か
ら
 

特
 

3
 

撫
育
 

を
罕
 

る、
 

在
来
の
 

住
民
 

は
驕
 

惰
 

に
し
て
 

容
易
に
 

精
 

勵
の
氣
 

を 
興
さ
ず
。
 

譬
 

へ
ば
 

枯
木
の
 

如
く
、
 

震
も
藝
 

を
受
 

け
 

て
尙
 

活氣
. 

真
へ
 

る
も
？
 

あ
る
、
 

故
に
續
 

の
汚
惡
 

I
 

ひ
 

改
心
し
 

s
s
f
 

立
つ
 

ろ
樣
 

こ
な
ら
 

ズ、
 

恩
惠
を
 

施
し
て
も
 

始
め
て
、
 

i
s
 

を 
得
ろ
 

で
あ
ら
う
、
 

椠
 

g
 

は 
I
s
 

如
き
で
 

あ
ろ
、
 

S
 

の 
功
に
 

よ 
i
 

に 
生
育
す
 

ベ 
き
で
 

あ
ろ
と
 

い
ふ
の
で
 

あ
ろ
。
 

S 



小
 

田 
原
よ
り
 

出
張
の
 

吏
潦
は
 

敎
舉
の
 

道
に
 

通
ず
 

る 
所
 

は 
あ
る
が
、
 

一 
村
 

仕
 

法
の
 

術
 

は 
知
ろ
.
 

™ 
も
な
い
、
 

然
る
 

こ 
前
 

述
の
 

如
き
 

論
議
 

を
盡
 

す
と
 

雖
も
之
 

を 
諒
解
す
 

る 
こ
と
 

を 
得
ず
、
 

終
に
 

在
來
の
 

民
を
疏
 

略
に
 

し
て
 

新
來
の
 

民
に
 

厚
し
 

と 

訴
 

へ
た
の
で
 

あ
る
。
 

小
 

田 
原
 

侯
卽
ち
 

先
生
 

を
 

召
し
て
 

之
 

を
 

質
し
た
、
 

先
生
 

は 
之
に
 

答
へ
 

て 
曰
く
、
 

旣
に
訴
 

ふ
る
 

も 
3 

が
 

あ
ら
ば
 

宜
し
く
 

そ
の
 

訴
願
 

者
に
 

仕
 

法
 

を 
行
 

は 
し
め
ら
れ
て
 

f
 

ベ
く
、
 
 

H
S
 

再
 

I 碧
 

f
 

受
け
て
 

再
興
の
 

住
 

G
 

當
 

り、
 

妻
 

I
 

れ
 

T 
ぎ
從
 

事
し
た
 

が
 

今
 

事
業
 

半
皇
ら
 

ず
し
？
 

8
 

が
 

あ
っ
さ
」
 

と 
は
臣
の
 

不
幸
に
 

ま
ら
ず
 

し
て
 

君
の
 

不
幸
で
 

あ
る
、
 

速
に
 

任
 

を 
解
か
れ
た
 

し
と
 

申
 

出
た
、
 

忠
義
 

元
來
 

先
生
の
 

誠
忠
 

を 
知
れ
ろ
 

を 
以
て
、
 

擎
.
 

の
勞
 

を慰
. 

め
且
 

曰
く
、
.
？
 

汝
を
疑
 

ふ
の
で
 

は
な
い
、
 

曲
 

裏
よ
り
 

明
か
で
 

あ
ろ
、
 

直
に
 

訴
者
 

を 
罪
す
べ
し
 

と
い
 

ふ 

こ
と
で
 

あ
つ
た
が
、
 

先
生
 

曰
く
 

訴
 

ふ
る
 

者
 

も 
亦
 

忠
を
盡
 

さ
ん
が
 

爲
 

で
あ
ろ
、
 

之
 

を
^
す
 

ろ
が
 

如
き
 

こ
と
 

あ
ら
ば
 

臣
も
 

^
 

亦
 

任
を
辭
 

す
べ
 

し
と
 

答
 

へ 
た
の
で
、
 

侯
 

は 
厚
く
 

之
に
 

感
じ
て
 

稱
 

歎
し
、
 

訴
者
を
 

論
し
て
 

之
を
宥
 

し
た
の
で
、
 

訴
 

f
 

i 
一 

犬
に
 

先
生
 

を
德
 

と
し
た
と
 

い
ふ
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
に
て
 

問
題
 

は 
一 
段
落
 

を
 

告
げ
た
 

こ
と
 

， 
な 

る
が
、
 

成
&
の
 

斷
食
參
 

籠
の
 

決
行
 

せ
ら
る
 

に 
至
っ
た
 

事
情
 

を 
明
か
 

に
す
 

る
に
 

は、
 

こ
の
 

S
I
 

ま
 

討
す
 

ろ 
必
要
が
 

あ
る
、
 

羅
 

す
れ
ば
 

文
政
 

七
 

八
 

年
の
 

頃
に
 

於
て
 

I
 

述
の
 

如
き
 

意
見
 

の 
衝
突
 

は
あ
り
し
 

が
 

如
く
、
 

特
に
 

最
近
に
 

於
 

5
 

先
生
の
 

案
の
 

進
展
に
 

作
？
 

S
 

の 
I
 

を 
生
じ
 

公
に
 

ま 
仕
 

法
 

上
 

の 
直
の
 

衝
突
と
 

な
り
 

隨
？
 

村
民
の
 

間
に
 

憲
 

s
f
f
、
 

不
統
 
 

一 
i
 

露
し
て
 

5
の
事
件
を
 

勃
？
 

し
め
 

た
 

^
に
ゃ
あ
 

努
力
し
て
も
 

仕
 

法
 

は 
一 
進
 

一 
返
 

を
 

免
れ
な
い
、
 

玆
に
 

於
て
 

先
生
 

は 
事
情
の
 

板
 

宂
を
考
 

へ 
障
 

锛
の
因
 

は 
外
 



に
あ
る
 
か、 

抑
-
亦
 
我
 誠
心
誠
意
の
 
到
ら
ざ
る
 
が
爲
 
で
あ
る
ま
い
 
か、 

一 心
 私
慾
 
を 離

れ
、
 
身
命
 
を 捧

げ
た
 
る 努

力
が
 

順
當
 
な
る
 
進
展
 
を
な
 
さ 

V 
る 所

以
の
 
も
の
、
 
何
れ
に
 
向
っ
て
 
境
地
 
を 開

く
べ
き
 
か。 

此
際
 
一
大
 飛
躍
的
 
企
畫
の
 
必
要
が
 

あ
る
。
 
若
し
 
誤
っ
て
 
退
い
て
 
辜
 業
 を 停

止
 
す
れ
ば
 
君
命
に
 
背
き
、
 

一
村
 荒
廢
 
し、 

領
主
と
 
領
民
と
 
共
に
 
苦
し
む
、
 
然
れ
 

ど
も
 
進
ん
で
 
事
業
 
を
 貫
徹
 
せ
ん
と
 
す
れ
ば
 
百
 障
 生
ず
る
、
 

百
 障
の
 
生
ず
る
 
必
ず
や
 
因
由
が
な
け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
、
 
然
 ら
ば
 

我
 身
 は
こ
の
 
事
業
に
 
不
適
任
で
 
あ
ろ
 
か、 

抑
え
 
亦
 方
策
の
 
足
ら
ざ
る
 
に
あ
る
 
か、 

不
適
 
才
 な
ら
ば
 
我
が
身
 
命
 は 最

早
 
用
 

な
き
も
の
 
で
あ
る
が
、
 
方
策
の
 
足
ら
ざ
る
 
あ
ら
ば
 
之
を
發
 
明
し
て
 
障
 魔
の
 
除
却
 
を
 進
め
ね
ば
 
な
ら
ぬ
、
 
此
の
 
如
き
 
見
地
 

を
 開
く
 
爲
に
 
は、 

俗
界
 
を
離
晚
 
し
た
ろ
 
境
地
に
 
於
て
 
靜
座
 
默
禱
 
す
る
 
外
に
 
道
 は
な
い
、
 
西
か
朿
 
か、 川

 崎
の
 
大
師
^
 
か、 

成
 田
の
 
不
動
 
堂
 か、 

行
住
坐
臥
 
深
 思
 熟
慮
の
 
工
夫
 
を
 凝
し
 
つ A あ

つ
た
が
、
 
江
戸
に
 
隨
 作
し
 
側
 侍
し
て
 
居
っ
た
 
名
主
 
連
 

中
に
は
 
先
生
の
 
胸
中
 
を 知

る
 
由
 も
な
 
く、. 舆

國
 安
民
の
 
前
途
に
 
關
 す
る
 
尊
く
 
且
つ
 
高
い
 
工
夫
で
あ
っ
た
。
 

斯
く
て
 
同
 ̂
'の 村

^
 
人
 は 悉

く
 
廿
日
ま
で
に
 
江
戸
よ
り
 
歸
 つ
た
、
 
先
生
 
も 途

中
ま
で
 
同
行
し
た
 
が、 

水
戶
へ
 
赴
く
 
と 

稱
 し
て
 
5 率獨

 行
動
 
を 取

る
 
こ
と
 

A な
っ
た
。
 
然
る
に
 
廿
 三
日
ま
で
 
も 歸

陣
の
 
様
子
が
な
い
 
の
で
 
横
 ffl 村

の
 
忠
右
衞
 
門
 は
 

先
生
の
 
迎
 と
し
て
 
水
戶
に
 
赴
い
た
 
が、 

先
生
の
 
姿
 は 水

 戸
に
 
は 見

え
な
か
っ
た
。
 
尤
も
 
江
 戶
往
來
 
の 途

上
に
 
於
て
 
先
生
 

ま ■
 町
 仕
 法
の
 
經
過
 
と
そ
の
 
將
來
の
 
施
設
に
 
つ
き
 
少
 か
ら
ざ
る
 
苦
心
の
 
横
 は
る
 
こ
と
 
を
詼
 
じ
た
 
こ
と
 
も あ

ら
う
 

ま
た
 

近
 く 數

年
來
 
萬
 事
 意
の
 
如
く
な
ら
 
ざ
ろ
 
事
愦
 
は 名

主
 
逑
中
 
に
も
 
明
瞭
で
 
あ
ろ
、
 
先
生
の
 
忍
苦
の
 
大
 な
ろ
 
を
 知
れ
ろ
 
村
 役
 

人
 は、 

廿
 五
日
に
 
至る. も 先

生
の
 
消
息
 
不
明
な
 
ろ を 以

て
 
憂
慮
し
 
始
め
た
、
 
依
て
 

一 同
 陣
屋
の
 
長
屋
に
 
集
り
 
協
議
 
を 凝

 

― no  — 



し、
 

翌
日
に
 

は 
夫
人
 

も
こ
れ
 

に
參
 

加
し
た
、
 

廿
 

七
日
に
 

は 
江
戸
へ
 

飛
脚
 

を 
出
し
て
 

狀
況
を
 

照
會
 

し
た
が
 

一
向
お
 

る
^
^
 

な
か
っ
た
。
 

先
生
の
 

行
動
 

不
明
が
 

櫻
 

町
の
 

仕
 

法
に
 

關
 

す
る
 

こ
と
 

は 
明
か
で
 

あ
り
、
 

こ
の
 

事
が
 

小
 

ra
 

原
 

侯
に
 

聞
 

ゆ
れ
，
 

ま
、
^
 

役
 

も 
村
 

役
人
 

も 
如
何
な
る
 

境
遇
に
 

立
つ
 

か
も
 

知
れ
ず
、
 

內
外
 

心
痛
 

を
 

重
ね
た
 

と 
見
え
 

一 
一-
月 

一 
一十
 

五
日
 

迄
に
 

出
&
 

し
た
 

は 

民
 

は 
十一
 

一
名
に
 

達
し
た
 

が
 

更
に
 

何
等
の
 

情
報
 

を 
知
ろ
.
 

e 
も
な
か
っ
た
。
 

然
る
に
 

三
月
 

十
八
 

日 
横
 

山
 

周
 

平
 

以
下
 

陣
屋
に
 

到
 

着
し
、
 

同
廿
 

一日
 

豐
田
 

正
 

作
 

は，
 

江
戶
へ
 

召
還
 

せ
ら
れ
た
、
 

こ
の
 

事
實
は
 

先
生
の
 

所
在
が
 

明
瞭
と
 

な
っ
た
 

證
左
 

で
あ
ろ
。
.
 

先
生
が
 

記
述
 

せ
ら
れ
た
 

仕
 

法
 

書
中
に
、
 

川
 

崎
 

大
師
へ
 

も
參
詣
 

し
て
 

祈
願
し
た
 

と 
あ
ろ
か
ら
、
 

正
 

H 
廿
 

曰
に
 

村
 

党
人
と
 

3
ォ
1
 

力
ら
、
 

川
 

崎
 

其
 

他
 

祈
願
 

所
 

を
巡
拜
 

し、
 

一
意
 

村
 

治
の
 

進
展
 

を
 

祈
り
、
 

同
時
に
 

靜
座
 

念
願
の
 

妙
 

境
 

を
 

探
っ
て
、
 

^
 

日 
か
の
 

後
 

三
月
の
 

中
旬
に
 

成
 

田
に
 

落
 

付
か
れ
た
。
 

而
 

し
て
 

成
 

田
か
ら
 

g
 

右
よ
 

衞
£
 

が
 

三
月
 

廿
 

三
日
に
 

陣
屋
に
 

來
 

た
こ
と
 

か
 

』
 

ら
剁
斷
 

す
れ
ば
、
 

公
に
 

成
 

田
の
 

參
 

籠
が
 

發
 

表
せ
ら
れ
 

た
の
 

は 
十
七
 

八
日
 

頃
で
 

あ
ら
う
。
 

報
德
 

記
に
 

よ
れ
ば
 

僅
に
 

次
の
 

通
 

一 

に 
記
さ
れ
て
 

あ
ろ
、
 

併
し
 

正
月
 

二
十
日
よ
り
 

三
月
 

中
旬
ま
で
 

は 
そ
の
 

行
動
 

全
く
 

不
明
に
 

し
て
、
 

成
 

田
山
參
 

籠
の
 

事，
 

ぼ
よ
 

たんざん ろんし ふ
 
 

I 

報
德
 

記
と
、
 

淡
 

山
 

論
集
 

以
外
に
 

は 
知
る
べ
き
 

記
錄
 

が
な
い
。
 

總
州
成
 

田 
山
に
 

至
り
 

三
 

七
 

一 
一十
  

一 
n 

の
斷
食
 

を
な
 

し、
 

上
 

君
 

意
 

を 
安
ん
じ
、
 

下
 

百
姓
 

を 
救
 

は
ん
こ
と
 

を 
祈
誓
し
、
 

日 

日
数
 

度
の
 

灌
水
 

を
 

以
て
 

一 
身
 

を
淸
淨
 

な
ら
し
め
、
 

祈
念
 

«
夜
 

怠
ら
ず
、
 

一 
一十
 

一 
日
滿
 

願
の
 

日
に
 

於
て
 

其
 

至
誠
 

感
應
^
 

願
 

成
就
の
 

示
現
 

を 
得
た
り
 

と 
云
 

ふ。
 

然
れ
 

ど
も
 

先
生
 

終
身
 

此
事
を
 

言
 

は
ず
、
 

是
を
 

以
て
 

人
^
 

所
以
 

を 
知
ら
す
、
 

滿
願
 

に 
及
び
て
 

始
め
て
 

粥
 

を
 

食
し
 

一 
日
に
 

し
て
 

一 
一十
 

里
の
 

道
程
 

を
 

歩
行
し
 

櫻
 

町
に
 

歸
れ
 

り。
 

衆
人
 

驚
歎
し
て
 

曰、
 

如
何
な
 



る 剛
强
壯
 
健
の
 
人
な
 
り
と
 
維
 も、 

三
七
日
の
 
斷
食
身
 
體
疲
勞
 
を
 以
て
、
 
僅
に
 
數
 里
の
 
歩
行
 
も 難

 か
ろ
べ
 
し、 

況
ん
ゃ
 

二
十
 
里
お
 
や、 

是
 平
常
の
 
測
り
 
難
き
 
所
な
 
り
と
。
 

むらた 
よ 

へ いぢ 

先
生
 
は 四

月
 
八
日
に
 
歸
 着
せ
ら
れ
た
。
 

四
月
 
五
日
に
 
横
 山 周

 平、 
村
 田
與
平
 
治、 

彌
 兵
衞
、
 
圓
藏
、
 
忠
次
、
 
七
郞
 
次， 

藤
 1
、
 
岸
 右
衞
門
 
等
が
 
土
 浦
ま
で
 
迎
に
 
行
っ
た
 
か
ら
、
 
滿
願
 
と
な
れ
ば
 
歸
陣
 
す
る
と
い
 
ふ
こ
と
 
は
旣
に
 
明
瞭
と
 
な
っ
て
 

居
た
 
も
の
で
あ
る
、
 

傳
へ
 
い
ふ
 
所
に
 
よ
れ
ば
 
滿
 願
の
 
日
に
 
粥
 を
 二
三
 
椀
 食
し
 
下
駄
に
 
て
疽
行
 
歸
途
を
 
急
が
れ
た
 
が、 

迎
 

の 者
 共
の
 
中
に
は
 
草
鞋
が
 
け
の
 
も
の
が
 
多
か
っ
た
 
け
れ
ど
も
 
隨
 行
す
 
る
に
 
困
難
し
た
 
程
 H 十
か
っ
た
 
と
い
 
ふ。 

日
記
に
 
よ
れ
ば
 
三
月
 
廿
 七
日
に
 
名
主
の
 
忠
 次
が
 
成
 田
に
 
遣
 は
さ
れ
 
た、 

參
籠
 
後
一
 
旬
の
 
後
で
 
あ
る
、
 
小
路
 
只
 助
の
 
先
 

生
に
 
面
會
 
し
た
 
日 は 日

記
に
 
は 見

當
ら
 
ぬ
が
 
報
德
 
記
に
 
は 次

の
 
通
り
に
 
記
さ
れ
て
 
あ
る
。
 

小
路
 
只
 助
な
る
 
も
の
 
陣
屋
 
を
 發
し
成
 
田
に
 
至
り
、
 
先
生
に
 
謂
て
 
曰、 

三
邑
 
共
に
 
甚
だ
 
先
生
の
 
不
在
 
を
 憂
 ひ、 

向
後
 萬
 

事
 指
揮
に
 
差
 は
ず
 勉
勵
 
せ
ん
こ
と
 
を
 請
 ふ、 

先
生
 
諸
人
^
 
憂
 勞
を
憐
 
み 速

に
 
歸
り
 
給
へ
 
と、 

是
斷
食
 
祈
誓
 
一 一十 

一 日 

滿
 願
の
 
日
な
 
り、 

先
生
 
快
 然
と
し
て
 
野
 州
に
 
歸
れ
 
り。 

さ
て
 
報
德
 
記
の
 
記
事
 
を 中

心
と
し
て
 
考
 ふ
ろ
に
、
 
四
月
 
八
日
 
歸
陣
 
で
あ
ろ
 
か
ら
、
 
成
 W 發

足
は
 
四
月
 
七
 H で

あ
ら
う
、
 

こ
の
 
年
の
 
三
月
 
は
大
 
で
あ
る
か
ら
、
 
二
十
 

一 日
の
 
斷
食
は
 
三
お
 
十
七
 
日
よ
り
 
初
め
ら
れ
た
 
勘
定
と
 
な
ろ
。
 
而
 し
て
 
三
月
 

十
八
 
H に 横

 山
が
 
江
戸
よ
 
り
着
陣
 
し
た
 
の は、 

成
 田
山
斷
 
食
の
 
決
行
 
以
前
に
 
最
 n 十 江

戸
に
 
知
ら
れ
.
 て 居

た
 
様
で
 
あ
る
。
 

報
德
 
記
に
 
見
 ゆ
ろ
 
成
 m の 旅

館
と
の
 
交
涉
 
よ
り
、
 
斷
食
參
 
籠
ま
で
の
 
間
に
 
成
 田 よ

り
江
 
戶
に
聞
 
合
せ
が
 
あ
り
、
 
旣
に
居
 



所
の
 

明
白
に
 

な
っ
た
 

後
に
 

斷
食
 

參
篛
を
 

以
て
 

歸
陣
が
 

延
ば
さ
れ
た
 

も
の
で
あ
る
、
 

1 
一
十
三
 

日
に
 

成
 

田 
町
よ
り
 

善
 

右
衛
門
 

が
 

來
て
斷
 

食
が
 

發
 

表
せ
ら
れ
 

た
と
 

認
 

む
べ
き
 

で
あ
っ
て
、
 

夫
人
が
 

立
 

行
 

を 
始
め
ら
れ
 

た
の
 

は
こ
の
 

頃
か
ら
で
 

あ
ろ
、
 

然
 

ら
ば
 

夫
人
の
 

淨
行
も
 

相
當
永
 

f
 

間
で
 

あ
ろ
。
 

斷
食
 

決
行
 

以
前
の
 

成
 

田
に
 

於
け
 

ろ 
行
動
 

は
こ
れ
 

亦
 

報
德
記
 

に 
明
 

か
で
 

あ 

ろ。
 

今
 

淡
 

山 
論
集
と
 

相
 

11
 

し
て
 

そ
の
 

要
 

を 
摘
ま
め
ば
、
 

先
生
 

成
 

m 
に 

至
り
 

旅
 

宿
 

(註
 

淡 
山 

論
集
に
 

小
川
 

屋
と
 

ぁ
リ
、
 

こ
れ
ば
 

淡 
山 

翁
の
 

成 
訪
問
 

せ
ら
れ
た
 

頃
の
 

名で
、 

先
生
の
 

當 

t-
 

は 
佐
久
良
 

屋
と
稱
 

し
た
と
 

いふ
、 

今
 

は 
小
川
 

屋
の
名
 

も
な
 

く 
 

旅
館
 

蓬
萊
閗
 

と
な
っ
て
 

居ろ
) 

に 
着
し
て
 

曰、
 

予、
 

レ
頌
 

あ
っ
て
 

斷
食
 

誓
願
す
 

る 
者
で
 

あ 
ろ 

「
亭
主
 

そ 
の 

住
居
 

地
 

を 
尋
ね
れ
ば
 

、小
 

田 
原
 

藩
士
 

な 
る 

旨
 

を 
答
 

へ 
、 

懐
中
よ
り
 

七
十
 

兩
 

(註
 

法
定
 

金
貨
と
 

して
 

千 
s 

百
圓
)
 

を 
出
し
て
 

之
 

を 
預
け
た
、
 

亭
主
 

は 
そ
の
 

服
装
の
 

粗
末
な
る
 

に 
所
有
 

金
の
 

多
き
 

を 
見
て
 

怪
み
 

止
宿
 

を 
拒
ま
ん
 

と
し
た
、
 

先
生
 

闩、
 

旅
 

宿
を
斷
 

ろ
な
ら
 

ば
始
に
 

於
て
 

す
べ
き
で
 

あ
る
、
 

一：
 

《 一
諾
し
て
 

然
ろ
後
 

拒
絶
す
 

る 

は 
何
故
で
 

あ
ろ
 

か、
 

予
 

心
願
あ
っ
て
 

祈
念
す
 

ろ 
も
の
で
あ
る
、
 

何
 

を 
疑
 

ふ
か
と
、
 

そ
の
 

聲
 

鐘
の
 

如
く
 

眼
光
 

人 
を 

射
る
、
 

亭
主
 

は
大
に
 

恐
れ
て
 

之
 

を 
謝
し
、
 

窃
に
使
 

を
 

遣
し
て
 

江
戸
に
 

至
り
 

ト
田
原
 

侯
 

邸
に
 

往
 

き
て
 

そ
の
 

眞
疑
を
 

質
し
た
 

と
こ
 

ろ、
 

ニ
宫
 

は
當
 

藩
士
に
 

し
て
 

尋
常
の
 

士
 

で
な
い
、
 

必
ず
 

粗
略
に
 

す
る
 

こ
と
 

勿
れ
と
 

戒
め
ら
れ
た
、
 

亭
主
 

は 
使
者
の
 

報
吿
 

を 
得
て
 

驚
き
 

且
つ
 

手
厚
き
 

取
扱
 

を
 

致
し
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

先
に
 

一 
た
び
 

怒
 

を 
買
 

ひ
た
る
 

を 
以
て
、
 

先
生
の
 

容赦
. 

を 
求
め
 

ん
と
 

欲
し
、
 

信
 

勝
 

寺
に
 

至
り
 

和
尙
 

に
吿
げ
 

そ
の
 

諒
解
 

を
 

依
願
し
た
、
 

當
 

時
の
 

和
 

尙
は
照
 

胤
と
 

い
ひ
、
 

頗
る
 

擧
識
 

あ
り
、
 

之
 

を 
聞
い
て
 

承
諾
し
 

亭
主
 

に 
代
つ
 

て 
失
言
 

を 
謝
し
た
 

が
 

、 
先
生
 

莞
爾
と
し
て
 

意
に
 

介
せ
 

ざ
ろ
 

如
く
で
 

あ
つ
 

た
 

、 
斯
く
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て
^
 

尙
と
語
 

を 
交
 

ふ
る
に
 

至
り
、
 

和
 

尙
曰
责
 

下
の
 

寬
容
斯
 

の 
如
き
 

は 
旅
舍
の
 

幸
で
 

あ
る
、
 

W
 

し
な
が
ら
 

旅
亭
 

は
^
だ
 

雜
沓
 

す
ろ
 

を 
以
て
 

長
期
の
 

參
篛
 

は
靜
 

座
に
 

妨
が
 

あ
ら
う
、
 

本
 

寺
に
 

刖
寮
 

あ
り
 

之
に
 

移
っ
て
 

修
練
し
 

精
 

誠
 

を 
養
 

は
れ
よ
 

と、
 

先
生
 

喜
ん
で
 

之
に
 

從
ひ
 

Y 
日
々
 

の 
勤
行
 

朝
よ
り
 

夕
に
 

及
び
、
 

浴
 

水
 

幾
 

回
唱
經
 

念
誦
 

法
の
 

如
く
に
 

し
て
 

些
の
懈
 

り 

な
き
 
狀
 態
で
あ
っ
た
。
 

和
 

尙
問
を
 

見
て
 

曰、
 

世
の
 

當
 

山
に
 

祈
願
す
 

ろ 
者
 

を
 

見
ろ
 

に、
 

或
は
 

自
ら
 

其
 

疾
の
爲
 

に
し
、
 

或
は
 

其
 

貧
 

を
 

免
れ
ん
 

が
爲
に
 

し、
 

或
は
 

榮
利
を
 

願
 

ふ
が
 

爲
 

に
し
、
 

大
凡
 

私
事
 

私
慾
の
 

爲
 

に
せ
ざ
る
 

も
の
な
 

し、
 

今
 

貴
下
の
 

狀
貌
を
 

見
る
 

に 
强
壯
健
 

全
に
 

し
て
 

疾
 

な
く
 

粗
服
 

を
纆
 

ふ
と
 

雖
も
 

貧
を
薆
 

ふ
る
も
の
 

で
は
な
い
、
 

知
 

足
寧
靜
 

に
し
て
 

榮
利
を
 

祈
ろ
 

が
 

如
き
 

氣
色
 

も
な
い
、
 

抑
 

も 
何
の
 

爲
に
 

祈
願
す
 

ろ
か
と
、
 

先
生
 

曰、
 

疾
病
が
 

あ
る
の
で
 

は
な
い
、
 

余
 

も 
幼
に
 

し
て
 

父
母
の
 

病
に
 

逢
 

ひ、
 

不
幸
に
 

し
て
 

早
く
 

父
母
 

を
 

喪
 

ふ、
 

思
 

ふ
に
 

天
下
 

余
と
 

不
幸
 

を 
同
じ
く
 

す
ろ
 

も
の
 

少
な
く
な
 

か
ら
う
、
 

特
に
 

天
 

明
 

饑
饉
 

以
來
 

貧
困
 

窮
迫
の
 

も
の
 

多
く
、
 

野
 

州
芳
賀
 

郡
內
の
 

如
き
 

廢
 

蕪
に
 

歸
 

し
た
る
 

も
の
 

甚
だ
 

多
い
、
 

今
 

こ
の
 

與
復
の
 

任
に
 

麿
 

る、
 

願
く
 

ば
 

1K
 

下
に
 

饑
民
 

な
か
ら
 

し
め
ん
と
 

す
ろ
 

も
の
で
 

あ
ろ
、
 

野
 

州
 

物
 

井
村
に
 

來
 

つ
て
 

旣
に
七
 

年
、
 

着
 

々
實
 

行
す
 

と
い
 

へ 
ど
も
 

民
心
 

未
だ
 

こ
れ
 

を 
解
せ
 

ず
 

障
害
 

多
し
、
 

天
 

地
 

祌
明
苟
 

く
も
 

此
 

誠
心
 

を 
信
と
 

せ
 

ず
ん
 

ば
 

死
す
 

と
も
 

食
せ
 

ず、
 

民
 

を 
救
 

ふ
 

能
 

は
ず
ん
 

ば
 

身
 

を
 

猛
火
に
 

投
 

ぜ
ん
の
 

み、
 

こ
れ
 

祈
誓
す
 

る 
所
以
で
 

あ
ろ
と
、
 

和
尙
 

曰、
 

善
哉
 

責
 

下
の
 

誓
願
 

誠
に
 

斯
く
 

な
れ
ば
 

天
下
 

救
 

ひ
 

得
ざ
る
 

の 
民
な
 

し
で
 

あ
ら
う
、
 

而
 

し
て
 

往
時
の
 

佛
祖
の
 

誓
願
 

亦
斯
の
 

如
き
 

を
 

出
で
 

ず、
 

こ
の
 

誠
心
 

を
 

持
し
て
 

動
か
 

ず
ん
 

ば、
 

如
何
な
 

ろ 
障
害
 

も 
消
 

除
し
 

得
べ
 

く、
 

如
何
な
 

ろ 
念
願
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も 
達
し
 

得
べ
 

し
と
、
 

感
服
 

措
か
ず
、
 

淸
談
盡
 

く
る
 

所
 

を
 

知
ら
な
か
っ
た
 

と
い
 

ふ。
 

以
上
の
 

事
實
 

に
よ
っ
て
 

正
月
 

廿
日
か
ら
 

三
月
 

上
旬
ま
で
 

約
 

五
十
 

日
間
、
 

先
生
の
 

居
所
 

は 
不
明
で
 

あ
る
が
、
 

寺 
合
も
齩
 

寒
に
 

際
し
 

或
は
 

各
地
の
 

祌
 

社
佛
閣
 

を
巡
拜
 

せ
ら
れ
た
 

か、
 

今
日
ま
で
 

集
ま
っ
た
 

書
類
に
 

て 
は 

以
上
の
 

程
荧
 

よ
り
^
 

明
し
 

な
い
 
の
で
 
あ
る
。
 

成
 

田
よ
り
 

歸
陣
の
 

後
 

は 
萬
 

事
 

極
め
て
 

順
調
で
 

あ
る
、
 

小
 

田 
原
 

藩
士
と
 

し
て
 

は 
小
路
 

只
 

助
 

常
 

詰
と
 

な
り
、
 

宇
津
 

家
よ
り
-
 

は 
横
 

山
村
 

田 
等
 

虞
々
 

往
來
 

し、
 

仕
 

法
 

關
係
者
 

中
に
は
 

一 
切
の
 

煩
 

惱
消
燼
 

し、
 

岸
 

右
衛
門
、
 

圓
藏
其
 

他
村
，
 

r 
一 
 

人
の
 

苦
淸
 

を
唱
 

ふ
る
な
 

く 
人
心
 

全
く
 

安
定
し
、
 

陣
屋
 

は 
春
の
 

如
き
 

狀
況
 

に
て
 

四
月
 

廿
 

三
日
に
、
 

夫
人
 

は
彌
 

太
郞
、
 

ふ
み
子
の
 

S
 

男
 

女
 

を 
伴
 

ひ、
 

下
僕
 

を 
具
し
て
 

下
物
 

井
村
の
 

茶
 

摘
に
 

行
く
 

と
い
 

ふ 
和
 

か
さ
と
 

な
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

大
 

試
練
 

を
 

經
 

た
る
 

先
生
の
 

K 

思
想
 

並
に
 

仕
 

法
 

上
の
 

規
範
 

様
式
 

も 
次
第
に
 

整
 

ひ、
 

報
德
 

生
活
様
式
の
 

體
驗
に
 

進
む
 

幕
が
 

開
か
る
 

， 
に 
至
っ
た
。
 
 

一 

七
 

與
國
 

安
民
の
 

新
 

仕
 

法
に
 

入
る
 

文
政
 

十
二
 

年
 

四
月
 

八
日
に
 

成
 

m 
よ
り
 

歸
陣
 

し
た
 

先
生
 

は、
 

翌
 

九
日
よ
り
 

村
內
を
 

巡
 

廻
し
て
 

情
勢
 

を
 

視
察
し
た
、
 

先
生
の
 

出
府
 

不
在
 

中、
 

豐
田
 

正
 

作
 

は 
勝
手
 

放
題
の
 

施
設
 

を
 

行
っ
た
、
 

先
生
 

は 
横
 

山
 

司
せ
 

平
等
と
 

協
議
の
 

上、
 

事
情
 

を
 

精
査
し
て
 

適
正
に
 

之
 

を
處
理
 

し、
 

或
は
 

賞
し
、
 

或
は
 

罰
し
、
 

或
は
 

指
令
 

を
變
更
 

し
た
、
 

そ 

れ
は
 

大
略
 

四
お
 

の 
中
旬
よ
り
 

下
旬
の
 

間
に
 

行
 

は
れ
た
。
 

(註
 

横
 

山 
周 

千 
は
こ
の
 

顷
司
右
 

干
と
 

改
め
た
)
 

〔
例
 

一 
〕 

物
 

井
東
 

沼
 

等
の
 

住
民
が
、
 

隣
村
 

横
 

堀
 

村
 

等
の
 

地
所
 

を 
所
有
し
て
 

居
た
、
 

豐
田
 

正
 

作
 

は 
曰
く
 

村
民
が
 

他
村
の
 

W
 

地
 

を
 

耕
作
す
 

る 
は 

自
村
を
 

疎
略
に
 

す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

斯
の
 

如
き
 

も
の
 

A 
あ
る
 

を
 

其
 

儘
に
 

し
て
 

自 
村
へ
 

は 
他
村
よ
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り 
移
住
者
 

を
獎
勵
 

す
る
な
 

ど
い
 

ふ
こ
と
 

は 
矛
盾
で
 

あ
ろ
、
 

依
て
 

®
 

に 
他
 

町
村
^
に
 

於
け
 

ろ 
听
有
質
 

也 
を 

そ
の
 

村
の
 

卞
 

人
に
 

戾
し
我
 

領
內
の
 

耕
作
に
 

努
力
す
べ
し
、
 

若
し
 

怠
る
 

も
の
 

あ
ら
ば
 

罰
せ
ん
 

と
い
 

ふ
こ
と
 

で
あ
っ
た
。
 

寸.
^ 

ま 
之
 

を 

以
 

て 
横
 

堀
 

其
 

他
 

の 
所
有
地
 

の 
元
 

所
有
者
 

へ 
買
戾
し
 

吳
れ
ろ
 

様
 

交
^
し
た
が
 

、
容
易
に
 

買
戾
す
 

こ
と
 

を
 

承
 

諸
し
 

よ 
ハ 

の 

で、
 

交
涉
數
 

回
に
 

及
ん
だ
、
 

漸
く
 

承
知
し
た
 

が
 

實
行
は
 

困
難
で
あ
っ
た
、
 

斯
ろ
 

紛
議
 

中
 

豐
田
 

は 
江
戸
へ
 

召
喚
 

せ
ら
 

は、
 

先
生
 

は
歸
 

任
と
 

な
っ
た
 

の
で
、
 

こ
の
 

問
題
 

中
の
 

村
民
 

は 
他
村
に
 

於
け
 

る 
土
地
 

所
有
 

を 
許
さ
れ
た
 

い
と
 

巾
 

出
た
 

か
ら
、
 

先
生
 

は
斯
の
 

如
き
 

破
約
 

は
鄕
禮
 

を
辨
ぜ
 

ざ
ろ
 

も
の
で
、
 

仕
 

來
り
を
 

破
り
 

先
方
へ
 

對
 

し
て
 

理
不
盡
 

の
 

取
 

1
、
 

第
一
 

大
切
 

な
る
 

田
地
 

を
^
 

略
に
 

す
る
 

も
の
で
 

あ
ろ
と
 

て、
 

元
々
 

通
り
 

所
有
す
 

る 
こ
と
 

を 
許
し
た
。
 

そ
の
反
^
 

は 
田 

六
 

反
爱
畝
 

人 

分
、
 

畑
 

八
 

反
 

八
 

畝
 

贰
拾
參
 

歩
で
あ
っ
た
。
 
 

， 

〔
例
 

一 
一〕
 

西
 

物
 

井
の
 

藤
左
衞
 

門、
 

物
 

井
の
 

彌
藤
 

治、
 

下
物
 

井
の
 

平
藏
 

は、
 

平
素
 

善
良
な
 

者
で
は
な
か
っ
た
 

が、
 

文
 

突 

十
 

一 
年
 

十一
 

一月
 

廿 
 

一 
n 

所
用
あ
っ
て
、
 

隣
村
 

大
島
 

村
の
 

石
橋
 

を 
通
行
し
て
 

居
た
 

時、
 

西
 

物
 

井
の
 

平
左
衞
 

門
が
 

平
素
の
 

惡
 

癖
な
 

ろ 
酒
 

狂
の
 

結
果
 

喧
嘩
 

を
 

吹
き
 

か
け
 

難
題
 

を
 

言
 

ふ
の
で
、
 

三
人
 

は
^
 

去
っ
た
 

所
が
、
 

平
 

左
 

衞
門
は
 

豐
田
 

正
 

作
に
 

訴
 

, 
三
人
 

は 
赌
博
を
 

行
っ
た
 

と
吿
 

げ
た
、
 

三
人
 

は 
屡
々
 

召
 

出
さ
れ
 

吟
味
 

を 
受
け
た
 

が、
 

事
實
 

無
根
で
 

あ
る
と
 

辯
 

，解
 

し 

_
 
 

てぐ
 

さり
 

て 
も 

通
ら
な
い
、
 

終
に
 

手
 

鎖
 

村
 

預
け
と
 

な
っ
た
、
 

横
 

山
 

司
 

右
平
が
 

出
 

役
し
て
 

ー
應
 

親
類
 

預
け
と
 

な
っ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

農
業
 

を 
出
精
し
た
 

い
か
ら
、
 

赦
免
に
 

預
 

り
た
い
 

と
い
 

ふ
 

嘆
願
が
 

あ
っ
た
、
 

先
生
 

は 
平
左
衞
 

門
が
 

不
埒
 

か、
. 

三
人
が
 

不
 

都
合
 

か
 

幾
分
.
^
 

明
し
 

な 
い 

點
が
 

あ
る
が
、
 

. 深
き
 

思
 

召
 

を
 

以
て
 

農
桊
 

- ) 出
精
す
 

る 
様
に
 

命
じ
 

ヒ。
 



〔
例
 

三〕
 

曰 
記
 

文
政
 

十一
 

一年
 

三
月
 

廿
 

1 
i
l
l
 

作
 

歸
府
の
 

翌
日
の
 

條
に
 

「
御
 

知
行
 

所
 

三
ケ
村
 

組
頭
 

警
 

姓
へ
」
 

の 

詹
が
 

あ
ろ
。
 

そ
の
 

S
 

曰に
 

よ
れ
ば
、
 

村
 

役
人
 

警
姓
等
 

は 
文
政
 

五
 

年以
， 

來
の
御
 

仕
 

法
 

を
 

有
り
難
く
 

存
じ
て
 

居
た
 

所
、
 

文
政
 

十
 

一 
年
よ
り
 

1 
！
宫
は
 

御
 

仕
 

法
の
 

s
?
f
 

ず
 

出
府
し
た
 

の
で
、
 

そ
の
 

跡
 

ま
う
 

S
 

府
し
た
 

者
 

十
 

モ
 

に
も
 

及
ん
だ
 

か
ら
、
 

御
 

陣
屋
 

(
需
 

在
任
)
 

よ 
I
 

押
 

方
き
 

出
 

S
 

で
 

取
調
べ
た
 

所
、
 

御
 

仕
 

法
 

S
 

願
の
 

爲
 

で
あ
 

つ
た
と
 

い
ふ
が
、
 

此
度
 

御
聞
濟
 

に
な
っ
た
 

か
ら
、
 

二
宮
 

も 
其
 

中
に
 

歸
る
 

で
あ
ら
う
 

か
ら
、
 

安
心
し
て
 

農
事
に
 

勵
 

I
 

に
と
 
あ
る
。
 "〔

例 
四〕
 

先
生
に
 

反
對
 

し
た
 

隨
 

一 
は 

物
 

井
村
の
 

岸
 

右
衛
門
で
 

あ
る
と
 

報
證
に
 

見
え
て
 

居
る
 

が、
 

四
月
 

八
 

曰
に
 

先
生
 

の
歸
 

村
の
 

節
 

は、
 

旣
に
 

そ
の
 

五
 

H:
 

に 
i
 

山 
司
 

右
^
 

s
 
 

I 
行
中
に
 

岸
 

右
衛
門
の
 

名
が
 

見
 

ゆ
る
か
ら
、
 

そ
の
 

悔
 

瞎
 

は 
先
 

^
.
 

-生
 

の
歸
村
 

以
前
で
 

あ
ろ
 

様
で
 

あ
る
、
 

報
德
 

記
の
 

記
事
 

は
數
 

段
に
 

分
れ
て
 

居
る
、
 

そ
の
 

第
 

一 
段
 
は
 
 

y
 

、
岸
 

s
n
f
 

も
の
 

あ
り
、
 

少
し
く
 

才
 

S
 

り、
 

性
 

S
 

に
し
て
 

剛
氣
 

な
る
 

も 
の 

な
り
、
 

先
生
 

陣
屋
に
 

至
る
 

よ
り
、
 

曰
夜
顏
 

苦
行
 

S
 

し、
 

奮
 

貪
し
、
 

百
姓
 

を
 

零
ん
 

と
す
る
 

に、
 

之
 

を
嘲
り
之
ま
 

り、
 

邑
人
 

を
し
て
 

先
生
の
 

德
に
歸
 

せ
 

ざ
ら
 

し
む
、
 

自
ら
 

大
言
を
 

吐
き
 

三
綏
を
 

ひ
き
、
 

謠
 

を
う
た
 

ひ、
 

再
 

復
の
仕
 

法
に
 

相
反
す
 

る
の
 

行
 

ひ
 

を
な
 

し、
 

歳
月
 

を
 

送
る
 

こ
と
 

七
 

年
に
 

及
べ
り
、
 

先
 

I
 

大
 

I
-
 

と
し
て
 

こ
れ
 

I
I
 

る 
は、
 

其
 

自
然
に
 

己
が
 

非
き
 

り 
自
ら
 

悔
 

ゆ
る
の
 

時
 

を
 

待
つ
な
 

る、
 

べ
し
、
 

f
 

に 
先
生
の
 

丹
誠
 

裏
月
皇
 

ね
 

年
 

I
 

る
に
 

及
？
、
 

彌
 

i
 

く
功
镜
 

S
 

に 
S
 

れ、
 

良
法
の
 

良
法
た
 

る 
所
以
 

明
白
な
 

ろ
が
 

故
に
、
 

岸
 

右
衞
門
 

思
へ
 

ら
く
、
 
 

？
小
展
 

よ
り
 

此
地
每
 

I
 



ん
が
爲
 
に 出

張
す
 
ろ も

の
 
幾
人
、
 

一 年
 を
 待
た
ず
 
し
て
 
或
は
 
退
き
、
 
或
は
 
走
れ
り
、
 
二
宮
 
氏
 命
令
 
を
 受
け
 
來
 ろ
と
 
雖
 

も 必
ず
 前
 轍
 を 踏

ま
ん
 
而
已
、
 
假
令
 
如
何
な
る
 
仕
 法
 を
 下
す
 
と
も
 
此
 地
の
 
再
 與
成
 
就
す
べ
き
 
道
 あ
ろ
べ
 
か
ら
ず
 
と
せ
 

り。 
然
る
に
 
七
 年
に
 
及
び
 
其
 丹
誠
 益
々
 
厚
く
、
 
功
顯
 
日
々
 
に 著

る
 
し、 

我
斯
の
 
如
き
 
仕
 法
に
 
敵
し
 
年
 を
經
ば
 
三
邑
再
 

與
 近
年
に
 
成
り
、
 
罪
人
に
 
陷
 ら
ん
こ
と
 
眼
前
な
 
り、 

今
 速
に
 
前
非
 
を 謝

し
 
共
に
 
再
復
の
 
事
に
 
カ
を
盡
 
し、 

後
 榮
を
取
 

ら
ん
に
 
は 如

か
ず
 
と、 

是
に
 
於
て
 
人
 を
し
て
 
岸
右
衞
 
s: 仕， 法

に
 
感
じ
 
カ
を
盡
 
さ
ん
 
こ
と
 
を 願

 ふ
と
 
言
 は
し
む
 

先
生
 

共
 舊
惡
を
 
咎
め
ず
 
悅
ん
で
 
其
 請
 を 許

せ
り
。
 
云
々
 

と あ
る
が
、
 

こ
の
 
謝
罪
 
は
 成
 田
山
參
 
籠
よ
り
 
歸
 村
ま
で
の
 
間
と
 
す
れ
ば
 
事
情
が
 
適
應
 
す
る
。
 

其
お
^
 
民
の
 
私
曲
 
を 匡

し
、
 
村
 役
人
の
 
責
任
 
を
 問
 ひ、 

或
は
 
出
精
 奇
特
 
人
 を 賞

し
、
 
村
 役
人
 
出
府
 
中
の
 
費
 ffl 甙

拾
五
 

兩
餘
 
を
給
與
 
し、 

勸
善
 懲
悪
の
 
意
味
 
を
 以
て
 
厳
正
な
る
 
熊
 度
に
 
て
 仕
 法
 停
頓
 
中
の
 
滞
^
 
を
處
理
 
し
た
、
 
そ
の
 
記
錄
は
 

さん
べ 

い また
 

ざ 
ゑ 

も
ん
 
 

、
 
 

I
 
 

. 
 

iv 
 

I -  <r 
 

t
 
 

ノ  、 

記
 原
本
 
七
十
 
枚
の
 
多
き
 
に 及

ん
で
 
居
ろ
、
 
時
に
 
大
久
保
 
家
に
 
て
 は
 三
 幣
又
左
 
衞
門
を
 
以
て
 
御
 知
行
^
の
 
衝
^
 
役
と
 
し 

お
 

腐
 は 櫻

 町
 陣
屋
の
 
勤
番
と
 
な
り
、
 
上
下
 
疎
通
し
 
仕
 法
 は 順

序
よ
 
く 進

展
す
 
る
に
 
至
っ
た
。
 

翌
 文
政
 
十
三
 
年
 は 天

 保
 元
年
と
 
改
暦
せ
ら
れ
 
た。 

衩
仕
法
 
は 愈

々
 
興
國
 安
民
の
 
新
 仕
 法
と
 展
開
す
 
ろ 端

緒
が
 
開
け
て
 

來
た
、
 
卽
ち
 
宇
津
 
家
の
 
財
政
 
は 分

 度
が
 
確
立
し
、
 
先
生
の
 
仕
 法
に
 
は 根

本
 精
神
が
 
鮮
明
に
 
表
現
す
 
ろ
に
 
至
り
、
 
仕
 法
の
 

様
式
に
 

1 新
機
軸
が
 
顯
 現
し
 始
め
た
。
 

八
 
宇
津
 
家
の
 
分
 度
 確
立
 

宇
津
 家
 は 最

初
 
先
生
に
 
許
す
 
に 千

 五
 俵
と
 
畑
 方
 百
甙
拾
 
七
兩
、
 
其
 他
 拾
 七
 兩
餘
を
 
以
て
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IS
 

負
 

は
し
め
 

た、
 

こ
の
 

分
 

度
に
 

て 
は 

宇
 

I
 

の
 

內
政
歲
 

計
に
 

は 
不
足
 

を 
生
ず
ろ
、
 

そ
の
 

不
足
 

は 
小
 

田 
原
よ
り
 

叻
 

成
し
 

た、
 

そ
れ
で
 

領
土
の
 

仕
 

法
 

は
 

分
 

度
が
 

定
ま
っ
た
 

の
で
 

あ
る
が
、
 

領
主
 

は 
不
足
 

を 
補
 

は
れ
る
 

の
で
 

分
限
に
 

拘
ら
 

ざ
る
 

內
 

a 

生
活
 

を
 

す
る
と
い
 

ふ
狀
 

態
で
 

あ
る
、
 

こ
の
 

缺
陷
を
 

矯
正
し
 

な
け
れ
 

ぱ
將
來
 

領
土
 

復
與
 

す
と
 

雖
も
、
 

財
政
の
 

危
險
ま
 

通
え
 

な
い
、
 

先
生
 

は
こ
の
 

點
に
 

着
眼
し
て
、
 

或
は
 

横
 

山
 

司
 

右
平
と
：
 

S
 

哦
し
、
 

或
は
 

％
が
^
 

聯
と
議
 

し
た
で
 

あ
ら
う
、
 

而
 

し
て
 

女
 

政
 

十一
 

一年
 

成
 

田
參
籠
 

以
後
 

こ
の
 

議
は
 

順
當
に
 

進
展
し
た
、
 

卽
ち
 

文
政
 

十
 

一 
一
年
よ
り
 

天
 

保
 

五
 

年
ま
で
の
 

「
御
 

暮
方
却
 

土
 

臺
帳
」
 

と 
題
す
 

る 
書
類
が
 

九
 

冊
 

あ
る
。
 

全
部
 

分
 

度
 

生
活
の
 

徹
底
的
 

成
果
が
 

記
^
せ
ら
れ
て
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

卽
ち
 

先
生
の
 

jH
 

法
主
 

裁
の
 

力
が
、
 

領
主
の
 

臺
 

所
に
ま
で
 

及
ん
だ
 

證
據
 

で
あ
る
。
 

當
時
 

領
主
の
 

經
濟
 

は、
 

一 
般
に
 

年
貢
 

牧
納
の
 

十
月
よ
り
 

翌
年
 

九
月
に
 

至
る
 

も
の
で
あ
る
が
、
 

宇
津
 

家
の
 

文
政
 

十一
 

一年
 

よ
り
 

翌
 

fK
 

保
 

元
年
 

二
月
ま
で
の
 

出
納
 

記
錄
々
 

見
る
 

に、
 

三
月
よ
り
 

急
に
 

支
拂
が
 

改
め
ら
れ
た
、
 

譬
 

へ
ば
 

領
主
の
 

御
 

召
 

物
 

小
 

遣
 

料
 

は 
月
々
 

貳
兩
の
 

所
、
 

三
月
よ
り
 

壹
兩
壹
 

朱
と
 

な
り
、
 

夫
人
の
 

分
 

は 
月
々
 

贰
兩
武
 

歩
の
 

所
が
 

主
人
 

同
様
 

壹
兩
壹
 

朱
 

と
な
り
、
 

唯
 

里
方
た
 

る 
上
 

杉
 

家
よ
り
 

贈
ら
ろ
，
 

夫
人
の
 

小
 

遣
 

年
 

拾
 

贰
兩
に
 

は 
手
 

は 
着
け
な
い
。
 

御
 

膳
 

御
 

賄
 

料
 

も 
甙
兩
甙
 

朱
か
ら
 

豐
兩
參
 

朱
餘
に
 

減
じ
、
 

筆
墨
 

料
、
 

蠟
燭
 

代
、
 

油
 

代
、
 

薪
炭
 

料
 

も 
減
ぜ
ら
れ
た
。
 

然
る
に
 

祌
事
、
 

佛
 

事
に
 

は 
指
 

を
 

觸
れ
 

ず
、
 

驚
く
べ
き
 

は 
下
司
、
 

下
婢
 

等
の
 

給
料
 

等
 

は 
却
っ
て
 

增
 

額
し
、
 

岡
 

部、
 

代
 

田 
等
の
 

用
人
 

給
 

は 
四
 

雨
か
ら
 

壹
兩
甙
 

步
に
 

急
減
し
て
、
 

御
 

仲
間
 

八
 

人
 

四
 

雨
が
、
 

七
 

人
 

拾
四
兩
 

と
な
っ
て
 

居
る
、
 

尤
も
 

次
の
 

天
 

保
 

二
 

年
に
 

は 
岡
 

部
、
 

代
 

W 
が
 

三
 

兩
に
戾
 

つ
た
が
、
 

女
中
の
 

三
 

歩
が
 

贰
兩
、
 

仲
間
 

十
六
 

兩
萱
 

分
と
 

い
ふ
 

增
給
 

で
あ
ろ
、
 

併
し
 

年
限
 

中
領
 

、王
 

及
び
 

夫
人
 

は 
f
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補
し
て
 
居
な
 
い。 

こ
れ
 
明
か
に
 
先
生
の
 
意
見
に
 
よ
る
 
分
 度
 生
活
に
 
人
っ
た
 
も
の
で
あ
る
 

• 

今
 こ
の
 
六
 年
間
の
 
支
 拂
總
額
 
を 見

ろ
 
に 次

の
 
通
り
で
 
あ
る
。
 

文
政
-
 

天
 保
 

元
年
 
十
月
よ
り
 

天
 保
 

二
 年
 十
月
よ
り
 

天
 保
 

三
年
 
十
月
よ
り
 

天
 保
 

四
 年
 十
せ
 
よ
り
 

天
 保
 

五
 年
 十
月
よ
り
 

金
 二 一 百 八

 拾
 贰
兩
餘
 

金
 三
百
 三 拾、 兩

餘
 

金
 三
百
 
三
 拾
 八
兩
餘
 

金
 HI 百

 八
 拾. 兩

餘
 

金
 三
百
 
五
 拾
 壹
兩
餘
 

金
 三
百
 
五
 拾
 九
兩
餘
 

天
 保
 元
年
 
九
 お
ま
で
 

IK 保
 一 一年 九

月
ま
で
 

天
 保
 三
年
 
九
月
ま
で
 

天
 保
 四
 年
 九
月
ま
で
 

天
 保
 五
 年
 九
 月
ま
で
 

天
 保
 六
 年
 九
月
ま
で
 

宇
津
 
家
の
 
分
 度
 を 

1 ケ
年
約
 
金
 三
百
 
五
拾
兩
 
前
後
に
 
確
定
せ
ら
れ
 
た
と
 
見
え
ろ
 
が、 

第
二
 
年
 以
後
 
は 年

々
 
剩
餘
を
 
生
 

じ
て
 
居
ろ
。
 こ
の
 
分
 度
 確
立
の
 
時
期
 
を 按

ず
ろ
 
に、 

先
生
 
は 文

政
 
十
三
 
年
 
(天 保

 元
年
)
 

二  M: 廿
八
 
H に 出

府
し
 
三
月
 
卄
 九
日
に
 

歸
陣
 
し
た
の
と
、
 
分
 度
 は 三

月
 分
よ
り
 
實
 行
せ
ら
れ
 
て 居

ろ
 
の
と
 
を 見

れ
ば
、
 
大
體
に
 
於
て
 
一 一月 末

よ
り
 
三
月
 初
旬
と
 
認
 

め 得
ろ
。
 
ま
た
 
こ
の
 
年
 正
月
 
五
日
に
 
夫
人
 
は
彌
 
太
郞
、
 
ふ
み
子
 
を 伴

ひ
數
 
人
の
 
村
^
に
 
送
ら
れ
て
 
十
二
 
n 生

家
 
相
州
鈸
 

泉
に
 
到
着
し
、
 
三
月
 
七
日
に
 
歸
陣
 
し
た
。
 
夫
人
の
 
歸
省
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
は、 

仕
 法
が
 
順
調
に
 
進
み
つ
 

A あ
ろ
と
 
い
ふ
 
こ
と
 

と、 
餌
 主
の
 
分
 度
ま
で
 
定
ま
ろ
 
様
に
な
っ
た
 
內
 心
の
 
悅
び
 
と
が
、
 
出
 鄕
以
來
 
八
华
を
 
過
し
た
 
今
 H、 

世
 常
の
 
正
月
の
 
禮
 



と
し
て
 

父
 

5：
 

を 
省
み
 

ろ 
機
會
を
 

見
ろ
 

に 
至
っ
た
 

も
の
で
 

あ
ら
う
。
 

九
 

櫻
 

野
領
仕
 

法
の
 

效
顯
 

櫻
 

町
 

領
の
仕
 

法
 

は 
文
政
 

五
 

年
よ
り
 

天
 

保
 

二
 

年
ま
で
 

が
 

第
一
 

期
で
 

あ
る
。
 

そ
れ
 

は 
先
生
が
 

最
初
 

十
ケ
年
 

^
を
 

期
し
て
 

千
 

俵
の
 

牧
納
を
 

一 
一千
 

俵
に
 

す
る
 

こ
と
 

を
 

約
し
た
 

期
間
で
 

あ
る
。
 

こ
の
間
の
 

經
過
 

は最
， 

刃
の
 

一二
 

四
 

ケ 
年
間
 

は 
着
手
 

期
で
 

あ
り
、
 

中
の
 

三
四
ケ
 

年
間
 

は 
障
害
 

期
で
 

あ
り
、
 

終
り
の
 

兩
 

三
年
に
 

好
成
績
 

を
擧
げ
 

得
た
 

の 
で
 

あ
る
。
 

飜
 

つ
て
 

仕
 

法
 

初
頭
に
 

立
歸
 

つ
て
 

觀
 

察
す
る
 

に、
 

先
生
 

は
權
 

柄
に
 

傲
ら
な
い
 

が
詔
諛
 

請
託
 

を 
許
さ
ず
、
 

朝
 

は 
夙
に
 

夜
 

は 

更
 

く
る
ま
で
 

住
民
に
 

先
ん
じ
て
 

仕
 

法
に
 

精
 

働
し
た
、
 

當
時
荒
 

地
の
 

所
有
者
 

は 
段
 

畝
 

歩
の
 

帳
簿
 

內
に
隱
 

さ
れ
た
 

畝
 

歩
 

を
 

持
 

つ
て
 

居
た
、
 

開
發
 

に
よ
っ
て
 

新
に
 

何
 

段
 

何
 

畝
 

歩
か
に
 

改
め
ら
れ
た
、
 

荒
 

地
の
 

名
の
 

下
に
 

私
に
 

開
墾
 

せ
ら
れ
て
 

居
た
 

田
畑
 

は 
明
確
に
 

畑
と
 

な
り
 

田
と
 

な
っ
た
、
 

依
て
 

多
少
 

快
か
ら
 

ぬ 
者
 

も
あ
っ
た
、
 

^
し
 

水
 

掛
り
惡
 

し
く
し
て
 

田
と
 

も 
畑
と
 

も 

つ
か
ぬ
 

地
面
に
 

給
水
が
 

行
 

は
れ
、
 

浸
水
 

甚
 

し
く
 

牧
穫
 

薄
き
 

下
々
 

田
が
 

地
上
げ
 

を
 

以
て
 

乾
田
と
 

な
っ
た
、
 

道
路
橋
 

梁
、
 

是
 

防
渠
溝
 

面
目
 

を 
一
新
し
、
 

利
便
 

增
 

加
し
、
 

住
宅
の
 

屋
根
 

は 
勿
論
、
 

便
所
、
 

木
 

小
屋
、
 

灰
 

小
屋
ま
で
 

修
理
し
、
 

或
は
 

新
築
せ
 

ら
れ
、
 

張
膽
明
 

目
の
 

間
に
 

最
初
の
 

二
三
 

年
 

は 
過
ぎ
た
、
 

正
し
き
 

も
の
 

は 
害
び
、
 

邪
な
る
 

も
の
 

は 
快
と
 

し
な
か
っ
た
。
 

永
い
 

問、
 

貢
租
が
 

壹
千
俵
 

以
內
に
 

減
じ
て
 

居
た
 

も
の
が
、
 

着
手
の
 

年
か
ら
 

壹
千
俵
 

を
遙
に
 

超
え
て
 

年
々
 

に
暂
 

進
し
、
 

三
 

四
百
 

俵
を
剩
 

す
に
 

至
っ
た
、
 

奸
 

民
よ
り
 

い
へ
ば
 

仕
 

法
と
 

は 
領
主
の
 

增
税
 

策
と
 

も 
見
ら
れ
た
、
 

然
れ
 

ど
も
 

年
々
 

仕
法
資
 

財
を
投
 

ず
る
 

こ
と
 

鱟
千
七
 

八
 

百
兩
、
 

田
畑
の
 

開
 

發
數
十
 

町
歩
、
 

領
民
 

は 
生
活
の
 

憂
 

は 
拭
 

ひ
 

去
ら
れ
て
 

收
納
は
 

し
た
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が、
 

そ
の
 

潤
澤
は
 

領
主
に
 

牧
納
 

せ
ら
ろ
 

、に
 

非
ず
 

し
て
 

仕
法
资
 

財
と
 

し
て
 

領
土
 

を 
肥
沃
に
 

し
た
、
 

斯
く
 

領
土
 

は 
改
善
せ
 

ら
れ
 

た
が
^
 

主
 

宇
^
 

氏
 

は 
一 
定
額
に
 

て 
生
活
し
、
 

家
臣
 

は 
悉
く
 

給
 

米
 

を 
減
ぜ
ら
れ
、
 

依
然
た
 

ろ 
窮
迫
 

狀
態
 

で
あ
る
、
 

俗
 

吏
よ
り
 

之
 

を
い
 

へ
ば
 

仕
 

法
と
 

は 
領
民
 

を 
肥
す
 

方
法
の
 

如
く
で
あ
っ
た
、
 

而
 

し
て
 

當
時
 

領
主
の
 

家
臣
 

は 
之
に
 

關
與
 

す
ろ
 

な 

く、
 

仕
 

法
 

資
財
の
 

牧
支
は
 

先
生
の
 

一 
手
に
 

委
託
せ
ら
れ
 

て
あ
つ
た
、
 

故
に
 

こ
の
頃
 

仕
 

法
と
 

は 
一 

一宮
 

一 
家
の
 

負
 

請
 

事
業
と
 

稱
 す
べ
き
 
觀
が
 
あ
る
と
 
も 評

さ
れ
た
。
 

文
政
 

六
 

年
よ
り
 

同
 

九
 

年
ま
で
 

投
じ
た
 

資
財
の
 

み
に
 

て 
も 

金
 

五
 

千
 

餘
兩
に
 

上
り
、
 

米
の
 

分
外
 

千
 

九
 

百
 

一 
一十
 

俵
に
 

上
つ
 

た、
 

而
 

し
て
 

住
民
の
 

側
 

を 
見
れ
ば
、
 

文
政
 

四
 

年
に
 

百
 

五
十
六
 

軒
 

七
 

百
 

二
十
 

二
人
の
 

村
 

方
が
、
 

文
政
 

九
 

年
に
 

於
て
も
 

依
然
 

た
る
 

百
 

五
十
六
 

軒
で
 

人
口
 

は 
七
 

百
 

六
十
 

九
 

人
に
 

過
ぎ
な
い
、
 

こ
の
 

住
民
 

増
加
の
 

進ま
， 

ざ
る
 

點
は
、
 

先
生
が
 

仕
 

法
に
 

つ
き
 

焦
慮
し
た
 

所
以
で
 

あ
る
、
 

^
を
 

投
 

ず
る
 

こ
と
 

は
大
 

に
し
て
 

一 
村
 

繁
榮
の
 

基
本
た
 

る 
人
口
 

增
加
 

は
少
 

い、
 

新
 

住
民
 

招
致
 

策
 

の 
無
効
な
る
 

は、
 

一 
村
の
 

根
基
の
 

鞏
固
な
る
 

に 
至
ら
な
か
っ
た
 

所
以
で
 

あ
ろ
。
 

卽
ち
來
 

住
 

も 
あ
る
が
 

退
轉
 

も
あ
っ
た
 

證
 

左
で
 
あ
る
。
 

先
生
の
 

仕
 

法
に
 

就
て
 

は 
非
常
な
る
 

注
目
 

を
拂
 

つ
て
 

居
た
 

小
 

田
 

原
の
 

藩
臣
 

が、
 

そ
の
 

仕
 

法
 

を 
非
難
し
た
 

の 
は
斯
の
 

如
き
 

具
體
 

的
事
實
 

を
い
 

ふ
の
で
 

あ
ら
う
。
 

而
 

し
て
 

先
生
 

を 
目
し
て
 

仕
 

法
 

請
負
業
た
 

ろ 
江
 

戶
の
營
 

業
的
资
 

本
家
と
 

同
 

一 
類
と
 

評
 

し
た
の
で
 

あ
る
。
 

斯
 

か
ろ
 

事
情
 

は 
文
政
 

十
 

年
 

同
 

十
 

一 
年
に
 

於
け
 

る 
大
西
藤
 

次
郞
、
 

豊
田
正
 

作
 

等
の
 

行
動
と
 

な
り
、
 

終
に
 

小
 

田 
原
 

藩
主
へ
の
 

訴
へ
 

と
な
り
、
 

ま
た
 

先
生
の
 

戎
 

田
山
參
 

籠
と
 

な
っ
た
 

の
で
 

あ
る
。
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賢
 君
 大
久
 保
忠
眞
 
侯
が
 絶
 封
の
 
信
賴
 
あ
り
、
 
ま
た
 
先
生
の
 
誠
忠
 
は 成

 田 山
に
 
於
て
 
立
證
 
せ
ら
れ
、
 

文， 政 十
二
 
年
よ
り
 

先
生
 
は 全

權
を
 
以
て
 
仕
 法
 を
進
涉
 
せ
し
め
た
、
 
從
來
^
 
境
界
 紛
議
た
 
る 所

謂
 
地
 論
 は、 

元
 祿
の
古
 
圖
と
實
 
地
の
 
踏
査
と
 

の
 合
致
せ
 
ざ
る
が
 
爲
 で
あ
ろ
、
 
故
に
 

一 々
水
 帳
に
 
引
合
せ
、
 
實
地
を
 
測
量
し
、
 
水
 帳
と
 
實
 地
と
 
を
對
 
照
し
て
 

一 々
精
確
 

な
る
 
所
有
 權
を
 
確
認
し
、
 
近
 鄕
遠
國
 
よ
り
 
招
致
し
た
 
住
民
に
 
よ
っ
て
 
横
 田 村

 目 貫
 坪
の
 
大
^
 跡
 を 復

興
し
、
 
荒
野
 
を
 煙
 

立
つ
 
村
里
と
 
し
た
。
 

斯
く
て
 
天
 保
 1 一

年
ま
で
に
 
投
じ
た
 
仕
 法
 資
財
 
は
壹
萬
 

一 i 千 餘
兩
に
 
上
り
、
 
宇
津
 家
の
 
爲
 に
も
 
正
確
な
る
 
分
 度
 を 確

立
 

し、 
千
 五
 俵
 中
 貳
百
數
 
十
 俵
 を
 飯
米
と
 
し、 

三
百
 
俵
 を 仕

 法
 財
と
 
し、 

殘
 額
に
 
畑
 方
 を 合

し
て
 
金
と
 
し
て
 
三
百
 
五
十
 兩
 

許
 を
 以
て
 第
一
 
期
の
 
分
 度
 を 確

立
し
た
。
 

而
 し
て
 
天
 保
 三
年
に
 
は 戶

數
百
 
六
十
 
四
 軒
 八
 百
 二
十
 
八
 人
と
 
な
っ
て
、
 
爾
後
 

年
々
 
增
 加
の
 
趨
勢
 
を
持
績
 
し、 

收
納
も
 
亦
 平
年
 
千
 八
 百
 俵
 を 超

え
、
 
是
亦
 
年
々
 
增
 加
の
 
狀
 勢
で
 
あ
る
。
 
特
に
 
文
政
 
五
 年
 

の
 收
納
實
 
際
 高
 千
 五
 俵
 を
 標
準
と
 
す
れ
ば
、
 
天
 保
 七
 年
ま
で
の
 
十
 五
ケ
 
年
の
 
總
實
牧
 
額
壹
萬
 
四
千
 
八
 百
 五
十
八
 
俵
餘
に
 

し
て
、
 
標
準
 
額
 を 控

除
 
す
れ
ば
、
 

八
 千
 五
 百
 四
十
 
三
 俵
 餘
金
贰
 
百
拾
兩
 
餘
を
餘
 
し、 

宇
津
 
氏
の
 
基
本
 
カ
を
增
 
加
し
た
 
こ 

と
が
 
明
か
で
 
あ
ろ
。
 

ま
た
 
天
 保
 四
 年
の
 
凶
作
に
 
際
し
、
 
民
間
の
 
貯
蓄
 雜
穀
 
三
千
 
三
百
 
七
十
 
六
 俵
餘
、
 
天
 保
 七
 年
に
 
は 三

千
 
七
 百
 四
 拾
贰
俵
 

餘
毎
戶
 

一 人
 五
 俵
の
 
標
準
に
 
蓄
積
 
せ
ら
れ
て
、
 
肥
沃
な
る
 
關
 東
の
 
諸
 村
に
 
餓
李
 途
に
橫
 
は
る
と
 
い
ふ
 
時
で
 
あ
ろ
が
、
 
案
 

外
脊
 
溝
な
 
ろ 櫻

 町
 領
に
は
 

一 ケ
年
を
 
ま
へ
 
て 尙

餘
り
 
あ
ろ
と
 
い
ふ
 
有
様
で
 
あ
る
。
 
さ
れ
ば
 
戶
 ロ
も
增
 
加
し
、
 
天
 保
 八
 年
 

― ― 
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に 
は 

百
 

七
十
 

三
 

軒
、
 

八
 

百
 

五
十
 

七
 

人
と
な
り
、
 

な
ほ
 

そ
の
後
 

も
增
 

加
し
て
 

嘉
永
六
 

年
に
 

は 
百
 

八
十
 

八
 

軒
 

壹
千
百
 

三
人
と
 

な
っ
た
。
 

天
 

保
 

一 
一
年
に
 

第
 

一 
期
の
 

契
約
 

は 
完
了
し
た
 

が、
 

當
時
牧
 

納
額
約
 

一 
一千
 

俵
、
 

畑
 

方
 

を 
合
し
て
 

優
に
 

契
約
 

以
上
の
 

成
績
 

を
 

擧
げ
、
 

H 
租
甙
千
 

俵、
 

畑
 

方
 

百
 

三
十
 

八
 

兩
に
增
 

加
し
 

或
は
 

實
カ
 

三
千
 

俵
と
 

見
 

傚
す
 

と
も
 

可
な
る
 

狀
 

態
に
 

進
ん
だ
。
 

泎
し
 

宇
津
 

家
 

は 
四
千
 

俵
の
 

家
格
 

を 
維
持
す
 

る 
こ
と
 

は
出
來
 

な
い
、
 

故
に
 

本
家
 

大
久
保
 

氏
よ
り
 

不
足
 

額
 

を 
補
 

ふ
か
、
 

米
 

金
 

合
し
 

て 
約
 

三
千
 

俵
の
 

收
納
を
 

極
限
と
 

し
て
 

こ
の
 

外
に
 

牧
人
の
 

方
途
 

を 
立
て
ね
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

卽
ち
 

或
ろ
 

年
限
 

間
 

仕
法
餘
 

財
の
 

積
 

1 丄 
に
よ
っ
て
 

基
金
 

を 
作
り
、
 

そ
の
 

金
利
に
 

て 
不
足
 

額
 

を 
補
 

ふ 
外
に
 

方
法
 

は
な
い
、
 

然
る
に
 

そ
の
 

積
 

立
 

期
間
 

は 
宇
津
 

氏
の
 

53
 

仕
 

を 
見
合
せ
 

て、
 

本
家
の
 

助
成
 

を
糰
續
 

し、
 

從
來
の
 

通
り
 

仕
 

法
 

を
繼
繽
 

し、
 

そ
の
 

仕
 

法
 

年
限
 

延
長
 

期
間
に
 

積
 

立
を
完
 

了
す
 

る 
外
に
 

工
夫
 

は
な
い
 

か
ら
、
 

是
非
 

仕
 

法
 

年
限
 

を 
延
長
 

せ
ん
こ
と
 

を 
請
 

ひ、
 

天
 

保
 

二
 

年
よ
り
 

爾
後
 

五
箇
 

年
間
の
 

仕
 

法
 

延
長
 

を 
願
 

出
た
 

所
、
 

大
久
保
 

家
よ
り
 

そ
の
 

承
認
 

を 
受
け
、
 

宇
津
 

氏
 

も 
從
來
の
 

通
り
の
 

分
 

度
に
 

て 
五
ケ
 

年
間
 

隱
忍
を
 

B
 

根
 

す
ろ
 

こ
と
 

A 
な
っ
た
。
 

こ
れ
 

仕
 

法
の
 

第
二
 

期
と
 

も
稱
 

す
べ
き
で
 

あ
る
。
 
 

• 

然
る
に
 

こ
の
間
に
 

天
 

保
 

四
 

华
と
同
 

七
 

年
の
 

大
凶
 

作
が
 

あ
っ
て
、
 

積
 

立
 

は
豫
想
 

通
り
 

行
か
な
か
っ
た
 

が、
 

天
 

保
 

九
 

年
に
 

引
 

渡
し
た
 

分
 

度
 

外
の
 

積
 

立
 

は 
八
 

千
 

五
 

百
 

四
十
 

五
 

俵、
 

金
甙
百
 

十
雨
と
 

計
算
 

せ
ら
れ
て
 

居
ろ
。
 

ま
た
 

宇
津
 

家
の
 

分
 

度
 

は 
各
種
 

の
 

支
拂
を
 

完
了
し
て
 

一 T1
 

拾
 

贰
兩
餘
 

の 
殘
額
を
 

生
じ
た
。
 

幸
に
 

も 
天
 

保
 

十
^
に
 

養
子
 

延
次
郞
 

の 
入
籍
に
 

よ
っ
て
 

持
參
 

金.
 

が
 

あ
り
、
 

ま
た
 

そ
の
 

緣
 

女
の
人
 

籍
 

に
も
 

持
參
金
 

が
あ
っ
て
、
 

生
活
 

は 
案
外
 

好
都
合
に
 

進
展
し
た
 

が、
， 

そ
^
ま
な
 

く
と
 

も.
 

BI
 



追
 

生
活
の
 

基
礎
が
 

確
立
し
た
 

の
で
、
 

領
主
 

は 
天
 

保
 

年
よ
り
 

出
仕
し
、
 

若
し
 

不
足
 

あ
ろ
 

時
 

は 
本
家
よ
り
 

助
成
す
 

る 
こ
と
 

を 
約
さ
れ
 

て 
居
た
 

か
ら
、
 

天
 

保
 

七
 

八
 

年
の
 

頃
に
 

於
て
 

は、
 

先
 

づ
大
體
 

に
復
舆
 

し
た
 

も
の
と
 

稱
 

す
ろ
 

を
 

得
べ
き
 

で
あ
る
。
 

依
て
 

先
生
 

は
こ
の
 

IK
 

保
 

八
 

年
よ
り
 

交
涉
の
 

上
、
 

天
 

保
 

九
 

年
に
 

宇
津
 

家
に
 

對
 

し
て
 

仕
 

法
 

を 
完
了
し
た
 

る 
も
の
と
 

し
て
、
 

仕
 

法
 

事
務
 

を 
引
繼
ぐ
 

こ
と
 

A 
な
り
、
 

宇
津
 

家
よ
り
 

は 
從
來
の
 

例
に
よ
っ
て
 
 

一 
二
人
の
^
 

僚
 

を 
駐
在
せ
 

し
め
て
 

之
 

を
 

受
取
つ
.
 

て
 

居
た
 

が、
 

先
生
の
 

一 
族
 

は 
陣
屋
 

內
に
 

在
住
し
、
 

時
に
は
 

宇
津
 

家
の
 

吏
 

僚
 

は 
悉
く
 

江
戸
に
 

登
ろ
 

こ
と
 

も 
あ
ろ
の
で
 

、
度
々
 

■ 

先
生
の
 

息
 

彌
太
郞
 

氏
が
 

事
務
 

を 
執
り
、
 

息
女
 

ふ
み
子
が
 

代
筆
に
 

て 
用
を
濟
 

ま
し
、
 

ま
た
 

何
事
に
 

よ
ら
ず
 

先
生
に
 

委
囑
 

す
る
 

姿
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

事
實
上
 

領
內
の
 

行
政
 

は 
先
生
の
 

掌
中
に
 

あ
つ
た
と
 

も
い
 

ひ
 

得
る
 

が、
 

當
 

時
の
 

狀
況
 

は
實
に
 

太
平
 

無
 

事
で
あ
っ
て
、
 

天
 

保
 

十
三
 

年
 

1 
一月
 

廿
九
 

R!
 

附
 

日
光
 

御
社
 

參
に
關
 

す
ろ
 

照
 

會
書
狀
 

中
に
、
 

下
拙
當
 

地
に
 

罷
在
候
 

中
 

は、
 

村
 

田、
 

岩
 

本
 

御
 

氏
の
 

御
存
じ
 

之
 

通、
 

何
 

一 
つ 

願
 

出
 

等
 

も 
無
 

之、
 

米
 

金
 

小
物
 

成
 

御
 

上
納
 

之
 

儀
 

も 
相
 

觸
不
申
 

候
 

得
 

共
、
 

日
限
 

を
 

不
違
相
 

進
み
 

申
 

候
、
 

農
業
 

之
 

儀
 

迚
も
 

別
段
 

出
精
 

仕、
 

當
時
之
 

儀
 

は
初
發
 

一 
坪
 

一 

家
 

を 
相
 

守
り
 

云
々
 

と 
あ
る
が
、
 

當
時
は
 

未
だ
 

先
生
 

退
去
 

後
 

も
斯
の
 

如
く
 

靜
謐
な
 

ろ
べ
 

し
と
の
 

安
心
に
 

も 
達
し
て
 

居
な
か
っ
た
 

か
と
 

思
 

は
れ
 

る 
様
子
で
あ
っ
た
、
 

然
る
に
 

天
 

保
 

十
四
 

年
 

十
 

一 
月 

一 
1H
 

附
の
 

書
状
に
 

よ
れ
ば
 

彌
太
郞
 

一 
人
に
 

て 
取
扱
、
 

何
 

一 
つ 

差
 

支
 

無
 

御
座
、
 

增
て
 

公
事
 

訴
訟
 

願
事
な
 

ど 
は 

御
 

承
知
 

之
 

通
 

無
 

御
座
 

云
々
 

と あ
る
、
 
卽
ち
天
 
保
 十
三
 年
に
 幕
府
に
 
登
用
 
せ
ら
れ
て
 
以
來
、
 
先
生
 
は
樱
 町
に
：
！
 陣
 す
ろ
 
暇
が
 "な か

っ
た
 
の
で
、
 
數
へ
 

― — 



て
 

一 
一
十
三
 

歳
の
 

彌
太
郞
 

尊
 

行
 

先
生
が
、
 

未
だ
 

修
業
 

中
の
 

身
 

を 
以
て
 

唯
 

一 
人 

村
長
よ
り
 

書
記
に
 

至
ろ
 

ま
で
の
 

用
^
 

を 
執
つ
 

て
 居
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

尤
も
 

翌
弘
化
 

元
年
、
 

同
 

二
 

年
 

は 
凶
作
で
あ
っ
た
 

の
で
、
 

貢
租
 

引
下
げ
の
 

懇
願
が
 

ぁ
づ
 

た
が
、
 

本
來
定
 

免
の
 

約
束
と
 

な
 

つ
て
 

居
た
 

の
で
 

之
 

を
 

許
さ
ず
、
 

出
精
 

奇
特
 

人
人
 

札
 

其
 

他
の
 

敎
化
獎
 

勵
法
を
 

以
て
 

村
民
の
 

歡
 

喜
の
 

裡
に
 

問
題
 

解
お
 

を
 

計
 

り、
 

弘
化
ー
 

一年
 

富
 

田 
高
 

慶
氏
を
 

遣
し
て
 

人
 

札
 

を 
行
 

ひ、
 

賞
與
を
 

交
付
し
た
。
 

こ
の
 

敎
化
 

様
式
 

は、
 

當
時
 

起
稿
 

中
の
 

仕
 

法
 

維
 

形
に
 

よ
っ
た
 

も
の
で
、
 

そ
の
 

根
元
 

は 
從
來
櫻
 

町
に
 

於
て
 

厲
々
 

實
 

行
し
た
 

最
善
の
 

方
法
 

を 
以
て
 

規
準
と
 

し
た
 

も
の
 

で
 

あ
ろ
。
 
 

• 
. 

次
で
 

先
生
 

は
弘
化
 

三
年
に
 

H 
光
 

仕
 

法
 

雜
形
を
 

完
成
し
、
 

嘉
永
 

元
年
に
 

一 
族
 

i
s
i
^
l
 

に
移
轉
 

し
た
の
で
、
 

文
政
 

五
^
 
 

i
 

以
來
廿
 

七
 

年
間
の
 

生
活
 

根
據
地
 

は、
 

櫻
 

町
よ
り
 

眞
 

岡
へ
 

移
動
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

な
ほ
 

櫻
 

町
の
 

仕
 

法
 

中
 

開
 

發
の
殘
 

業
 

も 
あ 

一 

り、
 

依
然
と
し
て
 

先
生
 

は 
領
主
の
 

代
官
た
 

る
實
 

が
あ
っ
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

日
光
 

仕
 

法
の
 

實
行
 

せ
ら
ろ
.
,
 

に 
至
っ
て
 

嘉
永
六
 

年
眞
 

岡
よ
り
 

今
 

市
へ
 

移
轉
 

す
る
 

こ
と
，
 

な
り
、
 

日
光
 

仕
 

法
 

は 
多
忙
で
 

あ
り
 

往
筏
 

遠
ズ
 

し
て
 

支
配
に
 

も 
困
難
で
 

あ
ろ
か
ら
 

と
て
、
 

宇
津
 

家
と
 

協
議
の
 

上
 

横
 

山
 

平
 

太
 

を 
駐
在
せ
 

し
む
る
 

こ
と
 

A 
な
っ
た
 

か
ら
、
 

名
義
 

も 
事
實
も
 

初
め
て
 

先
生
の
 

手
 

を 

離
れ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

御
 

仕
 

法
の
 

事
に
 

就
て
 

は
な
 

ほ 
先
生
の
 

指
揮
に
 

從
 

ふ
べ
き
 

こ
と
 

A 
な
っ
て
 

居
た
 

か
ら
、
 

重
要
 

事
件
 

は 

1 
々
今
 

市
の
 

官
舍
に
 

使
 

を
 

遣
し
て
 

指
導
 

を
 

受
け
る
 

こ
と
 

を
繽
 

行
せ
ら
れ
、
 

先
生
 

歿
後
に
 

於
て
も
 

こ
の
 

手
 

鑌
は
繼
 

縫
 

せ
ら
 

れ
て
 
居
た
。
 



斯
く
て
 
前
後
 
三
十
 餘
 年
の
 
歳
月
、
 
辛
苦
 艱
難
 
能
く
 櫻
 町
 領
三
ケ
 
村
 を
し
て
 
模
範
 
領
 た
ら
し
め
 
た
こ
と
 
は、 

宇
津
 家
 は 

勿
論
 
小
 田 原

 藩
に
 
於
て
も
 
認
 む
る
 
所
で
 
あ
つ
た
が
、
 
宇
津
 家
よ
り
 
先
生
に
 
對
 す
ろ
 
謝
恩
の
 
意
義
 
を 表

明
す
 
ろ 取

扱
 
は、 

嘉
永
五
 
年
 十一 

一月 附
 に
て
、
 
永
代
 年- *c 高

 百
 石み」 贈

 進
 す
る
と
い
 
ふ 書

 狀
に
釩
 
之
 助
の
 
長
文
の
 
謝
恩
 
狀
を
 
添
へ
 
て
迗
っ
 

て
來
 
た、 

そ
れ
 
は 嘉

永
六
 
年
 正
月
 
六
日
の
 
曰 記

に
 
記
さ
れ
て
 
あ
る
。
 
そ
の
^
 
書
 は 

高
 

百. 
石
 
也
 右
は
當
 
知
行
 所
 退
 轉
亡
所
 
同
様
 相
 成
 候
 之
處
、
 
数
十
 
年
拗
，
 1 身

命
 
^ 不， 二

通
 

1 厚
預
 

n 丹
精
-
候
 
恩
 儀
 印、 

永
代
 可レ 

-7  " 
セラ ルルー 1 

進
 之
 候
、
 

於，， 受
納
 

1 
者
、
 
先
祖
 
子
孫
に
 
至
る
 
迄
 本
望
 候
 仍
而
如
 
件
 

嘉
永
五
 
壬
 子
年
 
十
二
月
 
卄
 四
日
 
.
 
 

宇
津
 
釩
之
助
 

敎
 

成
 

(花
押)
 

. 

二
宮
 

金
 
次
郞
殿
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第
 

六
 

章
 

報
德
 

思
想
の
 

構
成
 

一 
競
爭
排
 

擊
ょ
リ
 

一
圓
 

融
合
へ
 

文
政
 

十
二
 

年
の
 

成
 

田 
山
參
籠
 

は、
 

二
宮
 

先
生
の
 

生
活
の
 

道
程
に
 

最
も
 

大
 

な
ろ
 

壤
 

機
 

を
 

劃
 

1
 

た、
 

先
生
 

は 
I 
身
 

一 
家
の
 

生
活
 

を
 

困
窮
よ
り
 

救
 

ひ
 

出
す
 

位
の
 

技
術
 

は
旣
に
 

修
得
し
て
 

居
ら
れ
た
、
 

囊
 

に
ま
艮
 

部
 

の
家
？
 

蒙
し
、
 

犛
に
 

於
て
，
.
 

村
 

治
の
 

面
 

n
?
 

一 
 

新
し
た
 

ろ 
事
？
 

2
 

ち
 

W
 

し 
一 

村
 

4
?
 

達
 

通
り
 

に 
は 

行
か
な
か
っ
た
、
 

豐
田
 

正
 

作
 

始
め
 

數
 

人
の
 

吏
 

僚
が
、
 

岸
 

右
衛
門
 

始
め
 

数
人
の
 

百
姓
と
 

結
託
し
た
、
 

先
生
 

は
飽
 

く
ま
 

で
 

之
に
 

封
抗
 

し
た
、
 

競
爭
と
 

排
撃
と
 

は 
一 

村
の
 

自
治
 

民
 

育
に
 

粉
 

議
を
 

生
じ
、
 

終
に
 

村
 

柄
 

取
 

直
し
の
 

事
業
に
 

行
詰
り
 

を
^
 

じ
た
。
 

而
 

し
て
 

成
 

田 
不
動
 

尊
へ
 

參
篛
 

と
な
っ
た
。
 

先
生
 

は
兩
 

親
、
 

親
戚
、
 

君
恩
の
 

忝
け
 

な
さ
 

を 
知
り
、
 

之
に
 

報
 

ゆ
る
 

こ
と
の
 

難
き
 

を 
さ
へ
 

辨
 

じ
て
 

農
 

特
に
 

努
力
す
べ
き
 

こ
と
 

を
示
敎
 

し
つ
，
 

あ
っ
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

そ
の
 

事
業
に
 

反
對
 

す
る
 

妨
害
物
 

を 
も 

愛
す
る
 

に 
は 

至
っ
て
 

居
な
 

か
つ
こ
、
 

一 

た
び
 

三
七
日
の
 

斷
食
靜
 

思
を
經
 

た
る
 

後
に
 

は、
 

濶
 

然
と
し
て
 

自
他
 

封
 

立
の
 

境
地
 

を
 

離
れ
て
 

一 
圆
 

一 
元
の
 

琴
線
に
 

觸
れ
 

、せ
- 

に 
 

1 
圓
 

融
合
 

相
 

和
の
 

心
境
が
 

開
け
て
 

來
た
、
 

天
 

保
 

元
 

(
文
政
 

十
三
)
 

年
 

八
月
 

十
七
 

日
に
 

次
の
 

様
な
 

俳
句
 

を 
も
の
し
た
。
 

1 
圓
に
御
 

法
 

正
し
き
 

月
夜
 

か
な
 

田
畑
の
 

實
法
 

今
宵
の
 

月
夜
 

哉
 



仁
心
に
 
民
の
 
心
の
 
つ
く
 夜
 か
な
 

「
一
圓
」
 
に
 御
 法
の
 
正
し
き
 
は、 

一 圆
 に 仁

心
の
 
及
ぶ
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 

一
圓
の
 
仁
心
に
 
民
の
 
心
の
 
氣
づ
く
 
時、 

こ
の
 
月 

-の
 

夜
の
 

圓
 

か
な
 

如
く
に
、
 

上
下
 

一 
和
の
 

境
界
が
 

開
か
れ
る
。
 

豐
田
 

正
 

作
 

も 
天
地
の
 

子
で
 

あ
ろ
、
 

岸
 

右
衛
門
 

も
祌
の
 

如き
- 

母
の
 
眼
よ
り
 
見
れ
ば
 
可
愛
の
 
子
で
 
あ
ろ
、
 
君
 は
卽
ち
 
父
で
 
あ
り
 
母
で
 
あ
る
、
 
君
の
 
仁
心
に
 
は 豐

田
 
も 岸

 右
衛
門
 
も 忌

 は 

し
く
 
は 映

 じ は
し
な
い
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
然
る
に
 
先
生
 
思
へ
 
ら
く
 
事
業
の
 
妨
害
 
を
な
 
す
 は 彼

等
で
 
あ
る
、
 
彼
等
の
 
言
 ふ
が
 
如
 

く
ん
 
ば
卽
ち
 
我
れ
 職
に
 
留
 る
べ
き
 
で
な
い
 
、
宜
し
く
 
去
 つ て 閑

地
に
 
就
き
、
 
自
ら
 
鋤
 鍬
 を 握

 つ
て
 耕
さ
ん
 
に は

と
 
辭
任
を
 

申
出
た
 
が、 

飜
 つ
て
 憶
 ふ
に
 
一 旦

十
ケ
 
年
間
の
 
完
成
 
を 誓

っ
て
 
御
 引
受
 
を 致

し
た
 
の
で
 
あ
ろ
、
 
若
し
 
こ
れ
 
を
辭
 す
る
 
時
 

は 
一 は

卽
ち
 
君
に
 
對
 し
て
 
約
 を 破

り
、
 
二
 は 卽

ち
君
 
侯
 を
し
て
 
不
成
功
に
 
終
る
 
が
 如
き
 
愚
劣
な
る
 
人
物
 
を 採

用
し
た
 
不
 

明
の
 
譏
 を 受

け
し
 
む
る
、
 
二
つ
な
が
ら
 
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
 
も
の
あ
っ
て
 
成
 田 山

に
 
赴
き
 
一 死

 を
 以
て
 
萬
 生
 を
 求
め
ん
 
と 

し
た
の
で
 
あ
る
。
 
斯
く
て
 
神
人
 
一 如

の
 
境
地
に
 
立
っ
て
 
見
れ
ば
 
反
 封
 者
 も 亦

 我
 子
な
 
り
と
 
い
ふ
 
君
 侯
の
 
仁
心
 
を 味

讀
し
 

得
ろ
 
も
の
で
あ
る
。
 
先
日
の
 
辭
意
は
 
抑
 も 何

の
 
戟
 言
で
あ
っ
た
 
か、 

悟
っ
て
の
 
後
よ
り
 
見
れ
ば
 
背
に
 
汗
の
 
流
る
 

A を
覺
 

ゆ
る
 
次
第
で
あ
っ
た
、
 

こ
れ
 
こ
の
 
俳
句
の
 
詠
 ぜ
ら
れ
 
る 所

以
で
 
あ
る
。
 
さ
れ
ば
 
天
 保
 元
年
 
九
月
 
二
日
の
 
日
記
に
、
 

初
よ
り
 
皆
 間
違
の
 
言
葉
 
は、 

又
 間
違
の
 
落
葉
な
 
り
け
 
り。 

と あ
る
。
 
古
今
の
 
史
上
に
 
於
け
 
ろ 英

傑
の
 
言
動
に
 
も
こ
の
 
間
違
 
は
少
く
 
あ
ろ
ま
い
。
 
何
故
 
な
れ
ば
 
世
に
 
治
亂
 
興
亡
の
 
あ 

も
の
 
は、 

そ
の
 
行
爲
の
 
本
源
が
 
天
地
 
を
 貫
く
 輪
廻
よ
り
 
發
し
 
一 圓

 融
合
 
を
缺
 
い
た
 
爲
 で
あ
ろ
。
 
後
に
 
到
っ
て
 
「
故
 道
」
 

― 129  ― 



― 13°  — 

の
 

歌
の
 

作
ら
れ
た
 

の 
も
こ
の
 

間
違
 

を
 

正
す
 

思
念
の
 

流
露
で
 

あ
ら
う
。
 

そ
の
 

間
遠
 

は 
天
地
 

間
 

一 
切
の
 

萬
 

象
 

を
 

差
^
 

對.
 

立
と
 

見
做
し
、
 

各
自
，
 

は 
そ
の
 

對
 

立
し
た
 

一 
點
に
 

立
脚
し
、
 

他
 

を 
排
撃
す
 

ろ
か
ら
で
 

あ
る
。
 

是
れ
 

「f
K 

地
相
 

和
し
て
 

萬
 

物
 

生
じ
、
 

夫
婦
 

相
 

和
し
て
 

子
孫
 

生
ず
る
」
 

様
に
、
 

宇
宙
 

間
 

一 
切
の
 

も
の
、
 

和
合
せ
 

ざ
れ
ば
 

薪
し
 

き 
發
生
も
 

創
造
 

も
な
い
、
 

宇
宙
 

問
 

1 
切
の
 

事
物
 

は、
 

夫
婦
の
和
 

合
に
 

よ
っ
て
 

一 
家
の
 

繁
榮
 

を
來
す
 

様
に
 

一 
圓
 

融
合
 

を
な
 

す
べ
き
で
 

あ
ろ
。
 

成
 

田 
山
よ
り
 

歸
陣
後
 

は 
村
民
 

悉
く
 

歸
 

依
し
 

尊
敬
し
、
 

其
の
 

敎
を
 

遵
奉
し
た
 

が、
 

賭
博
に
 

日 
を
 

過
ご
し
 

來
 

つ
た
 

平
右
衞
 

門
 

だ
け
 

は、
 

酒
 

を 
呑
め
ば
 

惡
ロ
を
 

繰
返
し
た
、
 

天
 

保
 

元
年
 

十
 

一 
月 

大
正
 

院
參
會
 

の 
節
 

二
の
 

み
や
で
 

長
く
 

御
 

趣
 

法
す
 

る 
も
よ
 

い 
殿
 

は 
宇
津
^
れ
 

村
 

は
^
 

亡
 

横
 

山
 

も 
眼
 

開
い
て
 

村
 
通
ろ
 
 

ぁ
ン
 

ま
り
 

馬
鹿
と
 

人
が
 

い
ふ
ら
ん
 

^
る
に
 

こ
れ
に
 

就
て
も
 

餘
り
 

大
し
た
 

詮
議
 

立
 

を
し
 

な
い
で
、
 

村
 

役
人
に
 

任
せ
て
 

終
っ
た
 

程
に
 

寬
大
 

で
あ
っ
た
、
 

而
 

ノ 

て
こ
の
 

平
 

右
 

衞
鬥
も
 

終
に
 

先
生
に
 

封
抗
 

す
ろ
 

匕
 

を 
投
げ
た
。
 

天
 

保
 

一 
一
年
に
 

は 
報
德
金
 

貸
付
の
 

倏
 

目
が
 

あ
る
か
ら
、
 

報
德
 

思
想
が
 

練
ら
れ
て
 

居
た
 

が、
 

對
 

立
よ
り
 

一 
圓
 

へ
の
 

悟
道
 

的
 

考
察
 

は 
長
足
の
 

進
展
 

を
 

見
た
。
 

先
づ
 

宇
宙
が
 

一 
圓
 

一 
元
に
 

立
脚
す
 

る 
思
想
の
 

見
 

ゆ
る
 

は、
 

天
呆
 

三
年
 

十
 

一 
月
廿
 

七
日
 

宇
 

都
宮
柴
 

田
屋
平
 

八
と
 

い
ふ
 

不一
 

ー
講
の
 

同
志
に
 

遣
し
た
 

ろ 
短
 

か
き
 

書
狀
 

で
あ
る
。
 

一 
今
 

B 
金
 

兵
 

衞
を
以
 

(て
) 

申
 

遣
 

候
 

儀
、
 

元
 

丸
 

之
 

內
に
丸
 

有
っ
て
 

丸
の
 

內
に
 

一 
つ 

物
 

あ
り
、
 

一 
つ
の
 

內
に
兩
 

輪
 

あ
り
、
 

又
 

其
內
に
 

I 
つ 

含
む
、
 

是
れ
 

天
 

地
 

人
 

之
 

三
才
 

具
足
し
て
、
 

五
常
 

行
と
 

成
る
 

萬
 

代
 

不
朽
 

之
^
-
こ
 

御
座
 

14、
 



と あ
ろ
。
 
今
 文
 軍
に
 
基
き
 
て 圖

を
作
 
る
と
 
上
 
の 様

に
 

な
ろ
。
 

卽
ち
 
仁
義
 禮
智
 
信
と
 
分
ち
 
て 言

 ふ は、 
宇
宙
 
間
に
 
表
 

現
し
た
 
人
類
の
 
篤
行
 
を 分

類
し
、
 
五
倫
 
五
常
が
^
々
 

に 

存
在
し
て
 
罟
る
 
如
く
に
 
見
 钕
す
を
 
世
の
常
 
と
す
れ
 

ど 

も、 
本
來
 
一
圓
 
一
元
の
 
仁
の
 
表
出
で
 
あ
る
、
 
天
地
人
 
三
 

才
の
 
具
足
 
も 亦

 宇
宙
 
一
圓
の
 
存
在
で
 
あ
る
。
 
さ
れ
ば
 
ま
た
 

變
化
 
變
签
元
 

一 、 
變
生
變
 
死
 元
 
一 、 

常
 死
 常
 生
 元
 
一 、 

常
 苦
 常
樂
元
 

一 、 _ 

本
元
 

唯
 

一 、 
祌
人
歸
 

一 、 
日
月
 
盡
悟
元
 

一 、 

と
い
 
ふ
 如
く
に
 
大
凡
 
五
十
 餘
の
目
 
を
 揭
げ
て
 
「
春
秋
 
盡
元
 

一 、 
死
生
 .盡 元

 
一 」 

と
斷
じ
 

天
 
不
レ
知
 

有，， 晝
 
夜
 T
 
 

1 
天
 
元
 
悟
 
無，， 晝

 
夜
 r 

人
 
不， 知

 
有，， 男

 
女
 T
 
 

1 
人
 
元
 
悟
 
無
 ，> 男

 
女
つ
 

と 
あ
る
が
、
 

ま
だ
 

判
明
 

し
な
い
と
 

見
え
て
 

日
月
よ
り
 
外
に
 
は 何

も
な
 
か
り
け
 
り、 

一 つ 一 一つ ぞ、 
一 一つ 

一 つ
よ
。
 

宇
宙
の
 
根
元
に
 
溯
れ
ば
、
 
本
來
 
日
月
す
 
ら
も
な
か
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
日
月
よ
り
 
外
に
な
い
 
時
に
は
、
 
日
が
 
あ
ろ
と
 
い 

― "i  ― 
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ふ
こ
と
 

は 
月 

力 
あ
る
 

力
ら
 

で、
 

月
が
 

あ
ろ
と
 

い
ふ
の
 

は 
そ
の
 

封
 

象
た
 

る 
H:
 

が
 

あ
ろ
か
ら
 

で
あ
る
。
 

さ
れ
ば
 

3 
と 

月
と
 

よ 

に 
相
手
の
 

存
在
に
 

よ
っ
て
 

自
ら
の
 

存
在
が
 

定
ま
ろ
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

一
圓
 

一
元
で
 

あ
り
、
 

二
つ
 

は 
一
つ
で
、
 

j 
つ
ま
 

二
つ
 

で
あ
る
。
 
 

- 

斯
く
 

悟
れ
ば
 

敵
 

も 
味
方
 

も
な
い
、
 

高
き
 

も
の
 

は 
低
き
 

も
の
 

、
あ
る
が
 

爲
に
 

在
り
、
 

使
き
 

と
い
 

ふ 
は 

高
き
 

も
の
 

こ 
i 

ベ
 

て 
言
 

ふ
こ
と
 

で
あ
る
。
 

長
き
 

は 
長
き
 

も
の
の
 

人
 

用
の
 

時
の
 

み
に
 

用
 

を
な
 

し、
 

短
き
 

は 
短
き
 

も
の
.
,
 

人
 

用
な
 

寺 
こ 

役
に
 

立
つ
。
 

世
の
中
 

は 
拾
 

網
 

代
 

木
の
 

た
け
く
ら
べ
、
 

そ
れ
 

こ
れ
と
も
に
 

長
し
 

短
し
 

で
あ
ろ
。
 

遠
し
 

と
い
 

ひ
 

近
し
 

と
い
 

ふ 
も 

己
の
 

居
所
か
ら
 

い
ふ
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

ま
た
 

十
 

里
 

を
 

遠
し
 

と
い
 

へ
ば
 

一 
里
に
 

±
べ
 

て、
 

乂 
あ
り
、
 

十
 

里
 

を 
近
し
 

と
い
へ
ば
 

百
 

里
に
 

比
べ
て
 

で
あ
る
。
 

見
渡
せ
ば
 

遠
き
 

近
き
 

は
な
 

か
り
け
 

り、
 

己
々
 

が
住
處
 

こ
ぞ
 

あ
る
。
 

斯
く
 

相
違
し
た
 

一 
一
つ
の
 

現
象
 

は 
合
し
て
 

新
し
き
 

一 
つ
の
 

現
象
 

を 
生
む
。
 

水
と
 

火
と
 

一 
圓
 

融
合
し
て
 

物
 

を
煑
、
 

鋼
 

を 
堅
 

め、
 

陰
陽
 

合
し
て
 

萬
 

物
 

を
 

生
ず
ろ
。
 

天
の
 

氣
と
 

地
の
 

氣
 

合
し
て
 

萬
 

物
が
 

生
ず
ろ
、
 

こ
の
場
合
に
 

二
つ
の
 

相
 

異
な
っ
た
 

も 

の 
ム
合
體
 

で
な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

1K
 

が
 

二
つ
、
 

地
が
 

二
つ
 

會
 

す
ろ
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
、
 

男
の
 

み
ま
た
 

女
の
 

み
に
 

て 
は 

子
 

- 孫
の
 

相
繽
 

が
出
來
 

な
い
。
 
 

- 

天
地
の
 

和
し
て
 

一
輪
 

幅
 

壽
草
、
 

さ
く
や
 

こ
の
 

花
 

幾
 

^
 

ふ
ろ
と
 

も
 
 

. 
. 
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氣
の
 

二
つ
 

和
し
て
 

一 
り
ん
 

福
 

壽
草
、
 

幾
代
經
 

る
と
 

も
さ
く
 

や 
こ
の
 

花
 

爭
ふ
 

も
の
 

は 
分
裂
し
、
 

銃
^
し
、
 

封
抗
 

し、
 

爭
 

は
ん
が
 

爲
に
 

費
す
 

所
 

多
く
 

終
に
 

破
壤
し
 

衰
滅
す
 

ろ。
 

和
す
 

ろ 
も
の
よ
 

協
力
し
 

一
面
 

融
合
し
て
 

萬
 

物.
 

を
 

生
成
す
 

ろ。
 

平
和
 

永
 

安
の
 

最
上
の
 

方
法
 

は 
一，
 

圓
融
 

合
で
 

あ
る
。
 

爭
ふ
 

も
の
 

は 
人
の
 

非
 

を 

暴
露
し
、
 

和
す
 

ろ 
も
の
 

は 
人
の
 

美
 

を
舉
揚
 

す
ろ
。
 

產
む
 

も
の
 

は 
母
で
 

あ
ろ
。
 

發
明
も
 

物
と
 

人
と
の
 

一 
圓
 

融
合
で
 

あ
ろ
。
 

ソ
の
 

美
^
 

i
 

く
ろ
 

は 
仲
-
び
る
 

も
の
 

を 
育
つ
 

ろ 
こ
と
で
 

あ
ろ
。
 

仲
び
 

ろ
と
 

い
ふ
 

こ
と
 

は 
そ
の
 

寺 
色
の
 

發
揮
 

で
あ
ろ
、
 

恃
色
 

は 
そ
の
も
の
.
 

1 特
性
で
 

あ
り
、
 

そ
の
も
の
 

ュ
存
 

す
ろ
 

德
 

で
あ
ろ
、
 

一
面
 

融
合
 

は 
萬
 

物
の
 

德
を
發
 

揮
す
 

ろ 
こ
と
で
 

あ
ろ
。
 

B<
 

保
 

初
年
に
 

於
け
 

る 
先
生
の
 

思
想
 

中
に
は
 

明か
. 

に 
 

一 
i
 

合
 

を 
以
て
 

生
活
 

を
 

安
泰
に
 

すろ
. 

根
本
的
の
 

規
範
が
 

成
立
し
 

て 
麿
た
。
 

君
主
の
^
 

活
が
 

仁
惠
を
 

以
て
 

大
衆
の
 

生
活
に
 

融
合
 

す
れ
ば
 

圃
家
は
 

安
泰
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

は 
I
 

々
仕
 

法
窨
 

中
に
 

見
え
 

て
^
る
、
 

そ
の
 

意
 

を
 

推
し
て
 

「
貧
富
 

相
 

和
し
て
 

財
贊
 

生
じ
て
 

國
用
 

足
る
」
 

と
い
 

ひ、
 

「
報
德
 

金
は
自
 

財
に
 

あ
ら
ず
 

他
 

財
に
 

あ
ら
ず
、
 

日
月
の
 

萬
 

物
 

を 
生
育
す
 

ろ
が
 

如
く
、
 

貧
富
 

相
澗
澤
 

し
て
 

止
む
 

こ
と
な
し
 

」 
と
い
 

ふ 
如
き
、
 

一 
圓
 

融
合
^
 

生
々
 

發
 

展
の
稂
 

元
で
 

あ
る
 

こ
と
 

を 
鮮
明
に
 

說
 

示
し
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

一一
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爭
奪
 

ょ
リ
 

S
S
 

譲
へ
 

先
生
が
 

文
政
 

元
年
 

三
士
 

一歳
 

に
て
、
 

大
久
保
 

侯
よ
り
 

表
彰
 

を
 

受
け
た
 

時、
 

「
其
 

身
 

は 
勿
論
 

村
爲
 

に
も
 

相
 

成
」
 

と
あ
っ
た
 

事
に
 

驚
い
て
、
 

j 
身
 

を
 

立
て
 

一 
家
 

を
舆
す
 

こ
と
が
 

村
爲
 

に
な
ろ
 

と
い
 

ふ
こ
と
 

に
氣
 

付
レ
た
 

力
ら
、
 

爾
來
 

自
家
の
 

利
益
 

を 
眼
目
と
 

し
た
 

生
活
 

を
轉
 

じ
て
、
 

他
人
の
 

爲
 

に
も
、
 

村
爲
 

こ
も
な
る
 

様
 

こ
振
蓄
 

へ
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

自
他
 

振
替
 

こ
そ
 

は 
利
權
爭
 

奪
の
 

赵
 

益
の
 

世
界
か
ら
、
 

報
 

德
推
讓
 

の 
公
益
の
 

世
界
へ
 

昇
天
す
 

る 
第
一
 

昝
 



段
に
 
足
を
乘
 
せ
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 

こ
れ
よ
り
 
先
き
 
先
生
 
は 幾

多
の
 
發
明
を
 
重
ね
た
。
 
或
は
 
村
內
の
 
困
窮
 
民
 を
 救
 ひ、 

或
は
 
友
人
の
 
家
政
 
を
 整
理
し
、
 
或
 

は 五
常
 講
を
 
輿
し
、
 
或
は
 
三
 德
釵
の
 
焚
 方
を
敎
 
へ
た
が
、
 
こ
の
 
潤
 ひ
の
 
あ
る
 
行
 爲
は
兩
 
親
の
 
生
活
難
 
を 現

實
に
 
見
て
、
 

世
の
 
困
窮
者
に
 
寄
す
 
る 天

來
の
 
同
情
心
が
 
發
 露
し
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
倂
 し
そ
れ
 
は
ま
 間
 通
例
の
 
同
情
、
 
慈
惠
 
と
そ
の
 
本
質
 

に 於
て
 
同
じ
 
型
の
 
も
の
で
 
あ
ろ
、
 
然
る
に
 
大
久
保
 
侯
の
 
表
旌
を
 
受
け
た
 
る 
ー
轉
撵
 
と
し
て
 
先
生
 
は 自

他
 
振
替
 
を 創

め
、
 

崇
高
な
る
 
公
益
 
を
圖
る
 
こ
と
 
を
自
覺
 
し
た
の
で
 
あ
ろ
。
 

爾
來
 
自
他
 
振
替
 
は
 益
々
 
顯
著
 
と
な
り
、
 
櫻
 町
 移
 轉
の
際
 
「
身
代
限
り
」
 

の 財
 を
 提
げ
 來
り
、
 
俸
祿
 
其
 他
 
一 切

の
 
收
入
 

を
讓
 
つ
て
 
三
ケ
 
村
の
 
仕
 法
に
 
投
じ
た
、
 
こ
れ
 
全
推
讓
 
で
あ
ろ
。
 
併
し
 
領
內
に
 
及
ん
だ
 
治
績
に
 
は 反

逆
者
の
 
頻
出
と
 
い
ふ
 

不
滿
 
足
が
 
あ
っ
た
、
 

一
た
 び
 成
 田 山 三

 週
日
の
 
參
籠
 
に
よ
り
 
俄
然
と
 
し
て
 
全
 村
民
の
 
諒
解
 
を
 得
た
。
 
然
れ
 
ど
も
 
そ
れ
 
は 

未
だ
 
深
遠
な
 
る 指

導
原
理
 
に
よ
 
ろ
敎
 化
の
 
普
及
に
 
よ
ろ
 
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
 

た
と
 
へ ば

 先
生
が
 
左
右
の
 
端
 を 行

く
 
と 

も、 
村
民
 
は
こ
れ
 
を
 見
て
 
中
庸
の
 
歩
み
な
 
り
と
 
信
ず
ろ
 
ま
で
に
 
は、 

な
ほ
 
數
 年
の
 
歲
月
を
 
要
し
た
、
 
こ
の
 
歳
月
 
こ
そ
 
先
 

生
 を
し
て
 
報
德
の
 
指
導
原
理
 
に
よ
ろ
 
推
讓
 
生
活
 
を 現

實
に
 
村
民
の
 
前
に
 
展
開
せ
 
し
め
た
 
體
驗
 
期
で
あ
っ
た
。
 

報
 德
推
讓
 
の 生

活
 
は、 

日
常
の
 
私
益
 
生
活
 
を
し
て
、
 
公
益
の
 
生
活
に
 
進
ま
し
 
む
る
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 
世
 人
 は 田

圃
よ
り
 

穀
茱
を
 
得、 之

に
 
施
す
 
に 肥

料
 
を
 以
て
す
ろ
 
が、 先

生
 
は 之

に
 
敎
 ゆ
る
に
 
こ
れ
 
は 田

圃
に
 
對
す
 
ろ 謝

禮
 
報
恩
で
 
あ 

つ て 、 

こ
の
 
報
 ® は 田

圃
の
 
德
に
報
 
ゆ
ろ
 
の
で
 
あ
る
。
 
斯
く
 
地
に
 
報
 ゆ
る
 
も 未

だ
 
天
に
 
報
 ゆ
る
 
こ
と
 
を 知

ら
 
ざ
ろ
 
が
 故
に
、
 
旣
 

― 134  — 



一 135  ― 

に 
肥
お
 

を 
施
す
 

こ
と
 

を
 

知
れ
 

ど
も
、
 

天
道
の
 

豐
 

作
に
 

報
い
ざ
る
 

報
と
 

し
て
 

凶
作
 

を
受
 

く
る
の
で
 

あ
ろ
。
 

士
農
工
商
 

皆
 

同
 

じ 
道
理
で
、
 

1K
 

に 
報
 

ゆ
る
の
 

道.
 

は 
年
々
 

の 
牧
穫
の
 

中
よ
り
 

推
讓
 

す
る
 

を
 

要
す
る
。
 

更
に
 

世
人
に
 

報
 

ゆ
る
の
 

道
が
 

あ
る
、
 

そ
れ
 

は 
作
業
に
 

よ
ろ
 

妆
穫
物
 

を 
世
人
の
 

人
 

用
と
 

し
て
 

2
 

に
推
讓
 

す
る
、
 

今
日
に
 

て 
は
こ
れ
 

を
 

公
益
と
 

稱
し
 

得
る
。
 

先
生
 

は 
天
 

保
 

三
年
 

閏
十
 

一 
月 

十
三
 

日
の
 

日
記
に
、
 

日
常
生
活
 

を 
公
益
 

化
し
た
 

歌
を
錄
 

し
て
 

居
ら
れ
ろ
。
 

士
 

行
 

諸
人
の
 

邪
 

正
の
 

元
 

を 
業
と
 

し
て
、
 

正
し
 

盡
 

さ
ん
 

幾
代
經
 

ろ
と
 

も。
 

農
 

行
 

諸
人
の
 

食
事
の
 

一：
 

ル
を
 

業
と
 

し
て
、
 

つ
と
め
 

盡
 

さ
ん
 

幾
代
經
 

る
と
 

も。
 

ェ
 

行
 

諸
人
の
 

工
夫
の
 

元
 

を 
業
と
 

し
て
、
 

つ
と
め
 

盡
 

さ
ん
 

幾
 

代
經
 

る
と
 

も。
 

, 商
 

行
 

諸
人
の
 

過
 

無
の
 

二
つ
 

を
 

業
と
 

し
て
、
 

運
び
 

盡
 

さ
ん
 

幾
代
經
 

ろ
と
 

も。
 

商
 

買
の
 

一 
一
つ
の
 

惠
 

な
か
り
 

せ
ば
、
 

何
國
の
 

は
て
も
 

呤
 

p 、
こ
の
 

い 匕。
 

花
の
 

實
を
 

蒔
て
 

幾
 

代
の
 

末
ま
で
 

も、
 

と
も
に
 

樂
 

し
む
 

人 
ぞ
 

尊
き
。
 

士
農
工
商
 

は
當
 

時
の
 

萬
 

民
で
 

あ
る
、
 

萬
 

民
 

各
々
 

そ
の
 

本
務
 

を自
. 

覺
 

し
て
 

H 
常
 

生
活
 

を
經
營
 

す
れ
ば
 

、
天
下
 

恐
ら
く
 

は^
, 

誤
な
 

き
を
 

得、
 

爭
議
を
 

憂
 

ふ
ろ
 

必
要
が
な
い
 

で
あ
ら
う
、
 

何
と
 

な
れ
ば
 

そ
の
 

本
務
 

は 
私
益
で
な
く
て
 

公
益
で
 

あ
ろ
か
ら
で
 

あ
る
。
 

公
益
の
 

爲
に
 

日
常
生
活
の
 

全
部
 

を 
棒
-
ぐ
る
 

は 
一 

身
 

を
 

公
益
の
 

爲
 

に
推
讓
 

し
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

斯
の
 

如
き
 

淸
淨
な
 

ろ 
行
爲
は
 

崇
高
な
る
 

指
導
原
理
が
な
け
れ
ば
 

自
覺
の
 

出
来
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
、
 

先
生
の
 

斯
 

く
の
 

如
く
に
 

淸
淨
 

行
者
と
 

な 

ら
れ
 

た
の
 

は、
 

報
德
 

と
い
 

ふ 
指
導
原
理
が
 

確
立
し
た
 

か
ら
で
 

あ
る
。
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報
 德
の
語
 
は 旣

述
の
 
通
り
 
天
 保
の
 
初
年
で
 
あ
る
が
、
 
そ
の
 
發
端
は
 
天
 保
 二
 年
 正
月
の
 
末
と
 
傳
 
へ
ら
れ
ろ
。
 

こ
の
 
正
月
 

廿
五
 
R 先

生
 
は 日

光
に
 
詣
 り
大
久
 
保
忠
眞
 
侯
に
 
面
 謁
し
、
 
櫻
町
復
 
輿
の
 
始
末
 
を
 上
申
し
た
 
が、 

之
に
 
對
し
 
侯
よ
り
 

日
光
 登
山
 之
 砌
荒
地
 
起
 返
 村
 柄
 取
 直
し
 趣
 法、 

不
 容
易
 儀
に
 付
 必
ず
 手
 戾
無
之
 樣
可
致
 
云
 々

 

と
敎
誨
 
せ
ら
れ
た
 
と
記
錄
 
に
あ
る
 
が、 

傳
說
 
に
よ
れ
 
ぱ、 「

お
前
の
 
法
 は 論

語
に
 
あ
ろ
 
「
以
 レ
德
報
 レ德」 

で
あ
ろ
」
 

と 仰
 

ら
れ
 
た
の
で
、
 
同
年
よ
り
 
先
生
の
 
方
法
 
を 報

 德
と
稱
 
し、 

御
 趣
 法
 金
 を も

報
德
 
金
と
 
唱
 
へ
ろ
 様
に
な
つ
 
た
と
い
 
ふ
こ
と
 

で
あ
る
。
 
さ
れ
ば
 
に
や
 
こ
の
 
年
 以
來
報
 
德
の
名
 
を 冠

し
た
 
ろ 記

錄
が
 
渐
次
增
 
加
し
て
 
居
ろ
。
 
報
德
 
と
い
 
ふ 語

 は 報
恩
に
 

結
び
付
け
て
 
次
第
に
 
意
義
が
 
擴
大
 
せ
ら
れ
た
。
 

德
の
 
根
元
 

を 
悟
れ
ば
 
勤
苦
に
 
發
す
。
 

德
の
 
消
滅
 

を 
悟
れ
ば
 
遊
樂
に
 

終
る
。
 

本
來
 勤
苦
 
を 積

ん
で
 
德
を
 
成
す
な
 
り、 

德
の
 
異
名
 
を
 恩
と
 
い
ふ
。
 

恩
の
 
根
元
 
は
德
 
な
り
、
 
德
の
 
根
本
 
は 勤

苦
な
 
り。 

德
に
報
 
ゆ
る
 
も
の
 
は 報

德
に
 
依
て
 
富
貴
 
を
受
 
得
て
 
安
樂
に
 
住
す
。
 
 

- 

德
に
報
 
ゆ
ろ
 
も
の
 
は 勤

苦
 
を
な
 
し
て
 
物
を
爲
 
る
に
 
如
か
ず
。
 

j 物
 を 爲

れ
ぱ
 

一 德
 あ
り
、
 

一 物
 を 得

れ
ば
 

一 恩
 あ
り
。
 

と 
あ
る
に
 

て 
物
 

あ
れ
ば
 

德
 

あ
り
、
 

德
 

あ
れ
ば
 

S
 

あ
り
、
 

物
の
 

德
を
顯
 

嬝
 

す
れ
ば
 

德
に
報
 

ゆ
る
な
 

り
と
 

い
ふ
 

意
が
 

明
瞭
で
 



あ
ろ
。
 

H<
 

地
の
 

君
と
 

親
と
の
 

惠
 

に
て
、
 

身
 

を 
や
す
ら
 

は
ん
 

愨
に
 

報
へ
,
 

s -。
 

と 
あ
ろ
が
 

福
 

住
 

翁
 

の 
道
歌
 

解
 

に 
は 

天
地
の
 

祌
と
皇
 

と
の
 

惠
 

に
て
、
 

世
 

を 
や
す
ら
 

ふ
る
^
 

こ
^
へ
 

や。
 

と
あ
っ
て
 

歌
の
 

意
 

は 
明
か
で
 

あ
ろ
が
、
 

S 
る
へ
 

し 
足
ろ
 

に 
ま
か
せ
て
 

事
足
ら
ず
、
 

德
を
報
 

ゆ
る
 

心
な
け
れ
ば
。
 

忘
る
な
 

よ 
何
 

は
さ
て
 

置
 

御
代
に
 

住
む
、
 

-
德
を
 

報
 

ゆ
る
 

こ
と
 

は 
夜
晝
。
 

蒔
け
ば
 

生
え
 

植
れ
ば
 

育
つ
！
 

K
 

地
の
、
 

あ
は
れ
 

惠
の
 

限
り
な
き
 

世
ぞ
。
 

あ
め
つ
ち
と
 

き
み
と
 

父
母
と
の
 

三
つ
の
 

恩
、
 

忘
ろ
 
 

>, 
寺
 

ぞ
身
は
 

t 
ま
り
 

ナ
り
。
 

報
 

德
の
歌
 

は
 

甚
だ
 

多
い
。
 

而
 

し
て
 

n 
常
の
 

生
活
に
 

於
て
 

報
 

德
淨
行
 

を
 

勇
敢
に
 

實
 

行
す
べ
き
 

を
 

強
調
 

せ
ら
れ
た
。
 

斯
く
 

て 
天
地
人
の
 

恩
 

德
に
報
 

ゆ
ろ
 

こ
と
が
 

人
類
の
 

生
活
で
 

あ
る
と
 

い
ふ
 

こ
と
に
 

な
れ
ば
、
 

全
 

推
讓
を
 

行
 

ふ
こ
と
 

が
 

出
來
、
 

自
 

^
力
の
 

如
く
に
 

自
己
 

を 
超
越
し
た
 

る 
生
活
 

を
營
み
 

得
る
 

こ
と
 
 

>, 
な
る
 

a
 
 

•■ 
. 

報
德
の
 

原
理
が
 

體
系
を
 

成
し
た
 

の 
は、
 

遲
 

く
も
 

「
三
才
 

報
德
金
 

毛
叛
」
 

が
脫
 

稿
し
た
 

天
 

保
 

五
 

年
の
 

事
で
 

あ
ら
う
。
 

金
 

毛
钧
 

に
よ
れ
ば
 

報
 

P
 

は 
天
地
 

間
の
 

現
象
 

を
 

認
識
す
 

る 
根
本
よ
り
 

考
察
し
、
 

そ
の
 

現
象
 

を
 

通
じ
て
 

把
捉
し
 

得
た
 

理
法
に
 

基
 

き、
 

人
類
の
 

生
活
 

を
し
て
 

永
遠
に
 

安
泰
 

を
 

保
ち
 

得
る
 

方
法
 

を 
創
造
し
、
 

之
 

を 
様
式
 

化
し
て
 

仕
 

法
 

雛
 

形
と
 

な
す
 

基
本
 

を
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確
立
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 
然
る
に
 
一
般
に
 
生
活
 
方
法
の
 
工
夫
 
を 怠

り
て
、
 
人
類
 發
生
 
以
來
 
永
い
 
間
に
 
創
造
 
せ
ら
れ
た
 
生
 

活
漦
式
 
を 以

て
 
動
か
す
 
ぺ
 か
ら
 
ざ
ろ
 
必
然
的
の
 
も
の
と
 
な
し
、
 
或
は
 
自
然
の
 
儘
に
 
發
生
 
す
ろ
 
衝
動
に
 
動
か
さ
れ
て
 
社
會
 

は
弊
竇
 
の
埋
 
む
る
 
所
と
 
な
っ
て
 
居
る
 
か
ら
、
 
こ
の
 
迷
 を 去

ら
 
ざ
れ
ば
 
救
 ふ
べ
 
か
ら
ざ
る
 
困
窮
に
 
陷
る
 
こ
と
 
は 明

か
で
 
あ 

る
の
で
、
 
先
生
 
は 宇

宙
の
 
現
象
よ
り
 
事
物
の
 
名
稱
に
 
至
ろ
 
ま
で
 
そ
の
 
根
元
 
を 窮

め
、
 
之
 を 悟

道
と
 
稱
し
、
 
正
眞
 
正
銘
の
 

事
物
の
 
眞
相
を
 
M
 明
し
た
。
 

而
 し
て
 
宇
宙
 
は
 
一 圓

ー
 
元
よ
り
 
萬
 物
 萬
 象
 を 生

ず
る
。
 
さ
て
 
こ
の
 
萬
 象
 を 比

較
 
對
 照
し
て
 

得
た
 
る 對

立
觀
 
念
に
 
支
配
 
せ
ら
れ
て
 
居
る
 
の は 迷

で
 
あ
る
、
 
何
と
 
な
れ
ば
 
對
 立
し
た
 
る 双

方
の
 
現
象
 
は 

一 つ を 去
れ
ば
 

他
の
 
一
つ
 
は 存

在
し
 
な
い
か
ら
、
 

一
圓
 
I 元

の
 
根
元
に
 
歸
着
 
す
ろ
。
 

對
立
は
 
競
爭
を
 
誘
致
し
、
 
競
爭
は
 
分
裂
 
を
招
來
 
し、 分

裂
 
は 破

滅
に
 
到
着
す
 
る。 

人
類
 始
ま
っ
て
 
以
來
 勢
力
の
 
消
長
、
 

盛
衰
 
興
亡
の
 
跡
を
考
 
ふ
る
に
 
こ
の
 
理
 誠
に
 
明
か
で
 
あ
る
。
 

, 
註 

世
界
 諸
國
 
は
こ
の
 
生
存
 競
爭
 が
戰
爭
 
化
し
、
 
平
時
と
 
戰
 時
と
 

LL 論
な
 
く猛. 烈

に
 篛
爭
 
^
し
て
 
來 た

が
、
 
戰
爭
が
 
正
し
き
 
か 否

 

か
と
い
 
ふ
點
に
 
至
っ
て
 

ハ タ
と
行
 
詰
っ
て
 
居
た
。
 
然
 ろに 

ダ ー ウ
ィ
ン
 
は 生

物
の
 
發
達
は
 
適
者
生
存
で
あ
っ
て
 
生
物
の
 
生
存
 競
 

爭
が
 
生
物
の
 
進
化
の
 
根
元
で
 
あ
る
と
 
唱 

へた、 
こ
れ
^
 
擴
充
 して 

ス 产 ンサ 
ー は 進

化
 
的 倫

理
 
說ん」 唱 

へて、 生
存
 競
爭
は
 
結
局
 

正
し
き
 
行
爲
 で
あ
ろ
 

と 認
め
ら
れ
た
 

0 

か
く
 對
立
 競
爭
は
 
人
類
に
 
於
て
 
正
し
と
 
認
め
ら
れ
た
 
が、 

生
物
の
 
消
長
 
は 自ら 

競
爭
 
すろ 

有
意
的
 
行
動
で
 
は
な
い
、
 
競^-的 

事
 赏
 ズ あ

ろ
が
、
 
そ
れ
が
 
有
意
的
な
 
リ
と
斷
 
す
る
 
こと 

は
出
來
 
ない、 

庭
の
 
芝
草
 
も、 

羊
の
 
脊
の
乇
 
も、 

均
等
に
 
パリ 

カ
ン
で
 

刈 取
ろ
 
が、 

自
然
に
 
長
短
の
 
差
別
 
あ 生

す
 
る、 

雀
 は 翳

に
 
捕
 へ
ら
れ
る
 
が 鷹

の
 
数
 は 常

に
 雀
の
 
数.， * リ

少
 
い。 

而 して 
雀
と
 魔
 

と、 
坨と 

ま
と
が
 
生
存
^
 
競
爭
 
する 

も
の
で
 
は
な
い
。
 
雀
 は 雀

の
 
中
に
 
て
競
爭
 
すろ 

こ
と
が
あ
 
リ、 

蛇
と
 
蛇-とが 競

 ふ
こ
と
 
力 
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あ
ろ
。
 

人
^
も
 

殆
ど
 

導
 

なろ
 

も
の
、
 

間
に
の
 

み 
篛
爭
が
 

あ
ろ
、
 

或
ろ
 

時
代
が
 

來
て
 

或
る
 

種
族
の
 

絶
滅
す
 

ろの
 

は
內
外
 

種
々
 

の 

事
情
が
 

宇 
窗
 

間
に
 

進
化
の
 

現
象
の
 

あ
ろ
の
 

は、
 

前
の
 

時
代
の
 

も
の
、
 

存
在
^
 

基
礎
と
 

して
 

新
し
き
 

時
代
へ
 

發 
達
し
た
 

も 

の 
で
あ
ろ
。
 

競
 

爭
の
爲
 

に 
進
化
し
た
 

の
で
 

は
な
く
 

して
、 

進
^
の
 

爲 
LL
 

前
の
 

種
族
が
 

展
開
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

籾
 

は 
亡
び
て
 

苗
と
 

な
ろ
 

が、
 

苗ん
」 

創
造
す
 

る
爲
 

に 
籾
 

は 
姿
な
 

消
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

子
が
 

生
れ
る
 

爲
 

LL
 

親
が
 

衰
 

へて
 

行
く
 

の 
は、
 

親
か
ら
 

子
へ
の
 

發 

展 
で
あ
る
。
 

盛
と
 

衰
 

と
が
 

一 
連
の
 

鎖
と
 

な
っ
て
 

新
 

生
活
へ
 

展
開
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

斯
く
て
 

1 
一宮

 
先
生
 

は 
宇
宙
の
 

進
化
 

を
 

開
闢
と
 

唱
へ
、
 

總
て
新
 

生
活
の
 

i
 

創
造
 

を 
以
て
 

舊
 

形
態
よ
り
の
 

開
闢
と
 

稱
し
 りん

ね 
てん
せい
 

た。
 

こ
の
場
合
に
 

天
地
の
 

生
 

氣
は
胚
 

種
と
 

一 
圓
 

融
合
し
て
 

新
生
 

發
育
 

を
な
 

す。
 

同
 

一 
種
の
 

新
生
 

發
育
 

は
卽
ち
 

輪
廻
 

轉
生
 

で
あ
る
、
 

之
 

を
社
會
 

生
活
 

上
の
 

問
題
に
 

就
て
 

考
察
 

す
れ
ば
 

亦
 

同
じ
で
 

あ
る
。
 

一 
家
 

も 
和
合
に
 

よ
っ
て
 

繁
榮
 

を
產
み
 

一 
村
 

も 

かい
， 

ひゃ
く 

さ 5 さ- 
o 

貧
富
 

相
 

和
し
て
 

振
與
 

す
る
。
 

開
闢
 

創
靱
 

は
社
會
 

生
活
の
 

上
に
 

連
續
 

す
る
。
 

之
 

を
 

有
意
的
に
 

競
爭
 

す
れ
ば
 

分
裂
 

破
滅
と
 

な 

り、
 

之
 

を
 

有
意
的
に
 

一 
圓
融
 

合
す
れ
ば
 

創
造
 

開
闢
と
 

な
る
。
 

「
三
才
 

報
德
金
 

毛
錄
」
 

は 
之
を
證
 

す
る
。
 

而
 

し
て
 

そ
の
 

一 
圓
融
 

合
を
實
 

現
す
 

る 
有
意
的
 

根
元
 

は 
報
德
の
 

精
神
に
 

よ
ろ
 

推
讓
 

で
あ
る
。
 

之
 

を
 

曰 
常
 

生
活
の
 

の 
上
に
 

見
れ
ば
 

公
益
 

化
で
 

あ
り
 

淨
化
 
で
あ
ろ
。
 

三
 

報
德
 

生
活
 

樣
 

式
の
 

成
立
 

天
 

保
 

五
 

年
に
 

完
成
し
た
 

報
德
の
 

原
理
 

は、
 

旣
に
 

先
生
の
 

幼
少
の
 

時
代
よ
り
 

實
 

行
し
 

來
 

つ
た
 

生
活
様
式
 

を 
一 

貫
す
 

る 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

創
造
 

發
明
は
 

常
に
 

體
驗
の
 

上
に
 

の
み
 

行
 

は
れ
ろ
。
 

先
づ
 

第
一
 

章
 

以
下
 

揚
 

げ
來
 

つ
た
 

體
驗
を
 

以
て
 

之
 

を 
知
友
の
 

生
活
 

整
頓
の
 

場
合
に
 

適
用
し
、
 

之
 

を
 

服
 

部
 

家
に
 

用
 

ひ、
 

之み
」 

櫻
 

町
 

及
 

青
木
 

村
 

等
に
 

應
 

用
し
、
 

何
れ
も
 

相
當
の
 

成
績
 

を
擧
 

げ
た
、
 

卽
ち
 

先
生
の
 

生
活
 

經
驗
の
 

結
果
 

發
 

明
し
た
 

生
活
 

方
法
 

は、
 

之
 

を 
他
に
：
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す
ろ
 

こ
と
 

を
 

得
て
 

完
全
に
 

様
式
 

化
し
た
。
 

今
 

そ
の
 

生
活
様
式
の
 

成
立
の
 

跡
 

を 
叙
す
 

ろ
に
 

際
し
、
 

先
づ
 

先
生
の
 

體
 

驗
と
ノ
 

そ
の
 

樣
 

式
の
 

原
理
た
 

る 
生
活
法
 

則
 

を
列
擧
 

す
れ
ば
 

次
の
 

通
り
で
 

あ
ろ
。
 

1 
、
少
年
 

時
代
の
 

艱
苦
-
 

一 
一、
 

獨
立
 

時
代
の
 

苦
心
-
 

三、
 

本
家
 

再
興
の
 

志
願
—
 

四、
 

服
 

部
 

家
の
 

仕
 

法
 

I
 

五、
 

櫻
 

町
 

仕
 

法
 

初
期
 

——
 

f
—
 

菜
種
の
 

栽
埒
 

と
そ
の
 

收
獲
.
 

I—
 

捨
 

苗
の
 

揷
苗
 

と
そ
の
 

牧
穫
.
 

II
 

家
 

再
與
獨
 

立
の
 

體
驗
 

—
—
 

l
j
—
 勤
 儉
の
體
 
驗
=
 積
 小
爲
大
 
の
 天
地
の
 
法
則
 

. 無
よ
り
 

發
財
 

す
ろ
 

財
貨
 

開
闢
の
 

法
則
 
 

. 

(—恩 1^—) 

M
«
 
 

l
l
u
 

善
 

種
 

推
 

讓
の
體
 

驗-
 

(—
陽 

德—
 

) 

- 輪
廻
 

因
果
 

陰
 

德
陽
德
 

の 
法
則
 

理
仕
 

法
の
 

體
驗
 

I
I
 

分
 

度
の
 

法
則
 

I 
復
興
 

開
 

發
仕
法
 

様
式
の
 

創
造
—
.
 

f— 救
急
 施
設
 

I 
表
彰
 

感
激
 
一 I 

全
 

推
 

讓
 

六、
 

櫻
 

町
 

仕
 

法
 

完
成
 

期
 

—
—
 

指
導
原
理
 

確
立
の
 

體
驗
，
 

—
自
他
 

振
替
 

公
益
 

推
讓
の
 

法
則
 

、
—
悟
道
 

天
地
の
 

絰
文
 

- 天
道
の
 

法
則
 

- 人
道
の
 

法
則
 

. 報
 

德
 

の 
信
念
 

確
立
 

-
報
德
 

仕
 

法
 

様
式
の
 

創
造
 

救急法 表
彰
 

法
 

主
 

體
分
度
 

法
 

—
助
成
 

無
利
息
 

金
 

法
 

. 開
發
法
 

天
 

保
の
 

中
頃
に
 

は
斯
の
 

如
く
に
 

報
德
 

思
想
 

體
 

系
が
 

成
立
し
、
 

生
活
様
式
の
 

創
造
が
 

整
頓
し
た
、
 

そ
の
 

様
式
 

中
の
 

主
た
 



ろ も
の
 
は 次

の
 
書
類
 
中
に
 
記
述
 
せ
ら
れ
て
 
ゐ る

ノ
 

ィ、 天 德無
盡 

現 量 鏡 

&、
 

地
 

德
開
倉
 

積
 

ハ 
、 

報
 

德
元
恕
 

金
 

雛
 

形
 

> 一 、 
報
德
金
 

貸
付
 

雛
 

形
 

ホ、
 

其
 

他
 

各
種
の
 

敎
訓
雛
 

形
 

W
 し
こ
れ
 
等
の
 
様
式
が
 
完
全
に
 
取
纏
め
ら
れ
 
た
の
 
は、 

後
に
 
天
 保
 十
三
 
年
 幕
府
に
 
任
用
せ
ら
れ
、
 
次
で
 
弘
化
 
元
年
よ
 

り 同
 三
年
ま
で
 

一 意
 專
心
雛
 
形
の
 
集
成
に
 
努
力
し
、
 
次
で
 
之
 を 各

地
に
 
應
 用
し
、
 
更
に
 
こ
の
 
良
法
の
 
繼
繽
 
並
に
 
實
 施
に
 

^
 

つ
き
 
非
常
な
 
熟
慮
 
を 重

ね
て
 
攻
究
し
た
 
時
で
 
あ
る
。
 
さ
れ
ば
 
そ
の
 
仕
 法
 雛
 形
 製
作
 
中
の
 
體
驗
 
の
齎
 し
た
 
創
造
 
も 亦

少
く
 

一 

な
い
。
 

七、 
n" 

光
 
仕
 
法
 I
I
 
仕
 法
 雛
 形
の
 
系
統
 
組
立
 
體
驗
 
—
—
報
德
 
生
活
様
式
の
 
完
成
 

八、 
相
 
馬
 
仕
 
法， I

 
. 仕
 法
 雛
 形
の
 
實
施
 
體
驗
—
—
 
報
德
 
生
活
の
 
普
遍
 
化
 

九、
 

各
地
の
 

仕
 

法
 

I
I
 

仕
 

法
中
廢
 

防
止
の
 

體
驗
 

—
—
 

水 
安
 

法
の
 

創
造
 
 

. 

體
驗
は
 
創
造
 
を
產
 
み、 

創
造
 
は 體

驗
を
 
新
に
 
す
ろ
。
 
天
 保
 四
 年
に
 
は 饑

饉
 
來
る
 
べ
し
と
 
豫
 言
し
て
 
適
 巾
し
、
 
更
に
 
天
 

保
 七
 年
の
 
大
凶
 
作
 を 前

 知
し
て
 
策
 を 講

じ
た
 
の
が
 
天
 下
に
 
名
 を 成

す
 
始
め
で
 
あ
る
が
、
 
凶
作
と
 
天
災
と
 
病
難
と
 
は、 

一 



切
の
 

生
物
に
 

死
の
 

來
 

る
と
 

同
様
に
 

來
 

る
べ
き
 

も
の
で
 

あ
り
、
 

不
景
氣
 

も 
亦
 

必
ず
 

來
 

る
べ
き
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

宇
宙
 

ほ
の
 

j 

切
の
 

事
物
の
 

將
來
 

は、
 

過
去
の
 

如
く
に
 

輪
廻
す
 

ろ
の
で
 

あ
ろ
。
 

來
 

ろ
べ
き
 

陰
 

慘
の
備
 

と
し
て
 

陽
氣
 

盛
れ
ろ
 

時
に
 

準
備
 

を 

な
す
 

は 
生
活
様
式
の
 

根
本
的
 

意
義
で
 

あ
る
。
 

新
し
い
 

創
造
の
 

爲
に
 

過
去
の
 

努
力
の
 

結
果
の
 

j 
部
な
 

推
讓
 

し
て
 

善
 

種
と
 

な 

し、
 

そ
の
 

推
 

讓
の
善
 

種
よ
り
 

開
闢
す
 

る 
所
の
 

新
 

創
造
の
 

產
物
 

こ
そ
 

貴
い
 

因
果
の
 

應
報
 

で
あ
ろ
。
 

斯
 

く
推
讓
 

し
て
 

& 
く
^
 

ベ
 

き
 

所
の
 

確
信
 

あ 
る 

常
套
的
 

手
段
 

こ
そ
 

報
德
 

生
活
様
式
の
 

價
 

値
の
 

あ
る
 

所
で
 

あ
ろ
。
 

以
上
 

は 
先
生
が
 

貧
困
 

者
 

を 
救
 

ひ、
 

褰
貧
を
 

防
止
す
 

る 
念
願
 

を
 

達
成
し
た
 

ろ 
創
造
 

生
活
の
 

系
 

銃
 

的
 

發
展
の
 

要
略
で
 

あ
ろ
。
 

而
し
 

て
こ
の
 

體
驗
の
 

大
部
分
が
 

天
 

保
の
 

中
頃
ま
で
 

で
あ
っ
て
、
 

こ
の
 

體
驗
が
 

青
木
 

村
、
 

谷
 

田 
部
、
 

茂
 

木、
 

烏
 

山、
 

小
 

田 
原
と
 

御
 

仕
 

法
の
 

流
布
し
た
 

所
以
で
 

あ
ろ
。
 

報
德
 

生
活
様
式
の
 

綱
要
 

を 
叙
述
す
 

る
は
傳
 

記
と
 

し
て
の
 

範
圍
を
 

超
越
す
 

る 
を 

以
て
、
 

こ
れ
 

を 
小
 

著
 

「
報
德
 

社
の
 

理
論
 

と
實
 

際
」
 

並
 

「一
 

1 宫
尊
德
 

研
究
」
 

に 
譲
り
、
 

ま
た
 

他
日
の
 

論
述
に
 

俟
 

た
ん
と
 

す
る
 

も
の
で
あ
る
。
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第
 
七
 章
 
靑
木
 
村
の
 
仕
 
法
 

一 
靑
木
村
 
仕
 法
の
 
由
來
 
と
そ
の
 
初
期
 
並
 櫻
 川
の
 
堰
 工
事
 

靑
木
 
村
の
 
仕
 法
の
 
有
名
な
 
の は、 

其
 成
績
が
 
顯
著
 
で
あ
 

つ
た
の
と
 
先
生
の
 
報
德
仕
 
法
の
 
賣
れ
 
出
し
の
 
時
期
に
 
當
り
、
 
多
數
 
の
參
觀
 
視
察
 
者
が
 
往
来
し
た
 
こ
と
 

i、 
ま
た
 
先
生
が
 

仕
 法
體
驗
 
試
練
の
 

一 つ
と
 
し
て
 
重
要
な
 
爲
 で
あ
っ
た
。
 

青
木
 
村
と
 
い
ふ
 
は
^
 今
 は 茨

城
 
縣
 i
k
s
s
s
£
 
の  一 ̂

を
な
 
す
 大
字
で
 
あ
る
。
 
僅
に
 

一 字
 三
十
 
九
 軒
の
 
御
 仕
 法
で
 

あ
つ
た
が
、
 
元
は
 
百
 三
十
 
軒
よ
り
 
斯
く
 激
減
し
た
 
の
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 

そ
の
 
荒
廢
は
 
實
に
甚
 
し
い
 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

靑
木
村
 
は 他

の
 
十
箇
 村
と
 
共
に
 
i
l
l
 
三
 i
 と
い
 
ふ
 旗
本
の
 
所
領
で
あ
っ
て
、
 
諸
 村
 共
に
 
衰
 弊
し
て
 
居
た
 
が、 

特
に
 

こ
の
 
村
の
 
困
窮
の
 
甚
 し
か
っ
た
 
の は、 

用
水
の
 
不
便
と
 
大
 火
災
と
の
 
爲
 で
あ
っ
た
。
 

元
 來
靑
木
 
村
の
 
灌
漑
 
用
水
 
は 村

の
 

ヒ
境
を
 
西
南
に
 
流
ろ
，
 -櫻 川

を
堰
 
止
め
て
 
之
 を 引

用
し
て
 
居
た
。
 
然
る
に
 
そ
の
 
地
方
 
は 砂

 石
な
 
く 地

盤
が
 
灰
土
の
 
女
く
 

な
る
 
を 以

て
、
 
年
々
 
豪
雨
の
 
際
に
 
缺
潰
 
し
て
 
修
理
 
を
 要
す
る
 
の
で
 
あ
る
が
、
 
往
時
 
は 幕

府
 
直
領
 
で
あ
っ
て
 
眞
岡
 陣
屋
の
 

支
配
に
 
屬
 し
て
 
居
た
 
の
で
、
 
人
夫
 
は 之

 を 近
鄕
に
 
課
し
、
 
扶
持
米
 
は 役

所
の
 
負
擔
 
と
し
、
 
年
々
 
恒
例
と
 
な
っ
て
 
三
千
 
餘
 

人
 百
 六
 拾
 五
雨
な
 
ど
と
 
い
ふ
 
記
錄
の
 
あ
る
 
程
に
 
莫
大
な
る
 
費
用
 
を 要

し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
然
る
に
 
常
時
 
靑
木
 
村
の
 
負
檐
は
 

年
額
 僅
に
 
百
兩
 
に
て
 
濟
ん
だ
 
次
第
で
 
以
外
に
 
輕
 か
っ
た
 
の
で
、
 
村
民
 
は 安

ん
じ
て
 
根
本
的
 
方
法
 
を 攻

究
す
 
る こ

と
に
 
就
 



て 
多
く
 

思
慮
 

を 
費
さ
な
か
っ
た
。
 

處
が
寶
 

永
の
 

頃、
 

川
 

副
 

氏
の
 

所
領
と
 

な
っ
て
 

以
來
、
 

年
々
 

の 
工
事
 

は 
青
木
 

村
 

一 
ケ
村
 

限
り
の
 

負
擔
 

と
な
っ
た
 

の
で
、
 

そ
の
 

工
事
が
 

漸
次
 

簡
略
 

化
し
、
 

給
水
 

は 
不
充
分
と
 

な
っ
た
。
 

隨
 

つ
て
 

天
然
の
 

雨
水
 

を
 

以
て
 

水
田
 

を 
養
 

ふ
と
い
 

ふ 
消
極
的
 

に 
退
歩
し
 

ノ
渐
 

次
^
代
に
 

も 
差
 

支
へ
、
 

植
付
け
た
 

苗
 

は 
枯
れ
、
 

牧
穫
は
 

激
減
し
た
。
 

故
に
 

農
業
よ
り
も
 

餘
 

業
に
 

力 
を 

致
 

し、
 

荒
 

地
は
增
 

加
し
て
 

茅
 

芒
 

生
 

ひ
 

茂
り
、
 

行
脚
の
 

僭
が
 

祌
主
 

大
^
 

W 
山
城
 

方
に
 

立
 

寄
っ
て
 

「
家
 

あ
り
 

や
 

芒
の
 

中
の
 

夕
け
 

む
り
」
 

と 
詠
 

じ
た
と
 

い
ふ
 

こ
と
で
、
 

人
家
の
 

門
前
 

軒
下
か
ら
 

萱
の
 

生
え
て
 

居
ろ
 

有
り
様
で
あ
っ
た
。
,
 

J の
萱
も
 

そ
の
 

儘
 

こ 

，
置
く
 

を 
以
て
 

逮
々
 

火
事
 

を
發
 

し、
 

終
に
 

天
,
 

年
中
に
 

は、
 

村
^
 

北
 

原
 

坪
 

三
十
 

二
 

軒
の
 

所
壹
 

軒
を
殘
 

し
て
 

全
部
 

燒
 

失
し
た
。
 

そ
の
 

餘
 

り
の
^
し
 

さ
に
 

復
興
の
 

力
 

も
な
 

く、
 

こ
の
 

殘
 

つ
た
 

一 
軒
 

す
ら
 

住
み
 

兼
ね
て
 

櫻
 

町
の
 

物
 

井
に
 

轉
 

居
し
て
 

し
ま
っ
た
.
 

5 

爾
來
 

一 
村
牧
納
 

の
實
カ
 

非
常
に
 

激
減
し
、
 

領
主
 

領
民
 

共
に
 

數
回
 

普
請
 

を
な
 

し、
 

村
 

柄
 

所
 

直
し
 

方
法
 

を 
講
じ
た
 

が、
 

印 
I 

1 底
 

自
力
に
 

て 
は 

復
舆
し
 

難
き
 

を 
以
て
 

西
 

沼
 

村
 

丈
 

八、
 

原
 

町
村
 

勘
 

兵
衞
兩
 

人
が
 

荒
 

地
 

や
-
開
か
ん
 

と
し
た
が
、
 

用
水
の
 

不
充
 

分
な
る
 

を 
見
て
、
 

隣
村
 

高
 

森
 

村
地
內
 

よ
り
、
 

新
 

用
水
 

を 
掘
鑿
す
 

る
議
を
 

起
し
、
 

領
民
 

村
民
 

共
に
 

之
に
 

賛
成
し
た
 

が、
 

新
 

堰
 

設
計
に
 

て 
金
 

三
^
 

兩
を
 

要
す
る
 

こ
と
 

な
り
、
 

そ
の
 

金
策
に
 

翁
し
 

如.
 

可
と
 

も
す
 

る 
S 

ま
な
か
っ
た
。
 

時
に
 

文
政
よ
り
 

天
 

保
の
 

初
に
 

か
け
て
、
 

約
 

三
 

虽
を
隔
 

つ
ろ
 

櫻
 

町
 

三
ケ
村
 

は、
 

荒
 

地
 

開
發
、
 

難
 

村
 

取
 

逭
 

そ
の
 

效
を
 

奏
し
 

つ 
 

>- 
あ
る
 

を
傳
へ
 

聞
き
、
 

こ
の
 

方
法
に
 

よ
っ
て
 

救
濟
 

せ
ら
る
，
 

様
 

懇
願
す
 

る 
外
に
 

途
 

な
し
と
 

し
て
、
 

西？
； 

n 
寸.
 

丈
 

八
^
 
 

乂 

て
內
 

願
し
た
 

が、
 

多
忙
 

且
つ
 

容
易
な
ら
 

ざ
ろ
 

業
な
 

り
と
 

て 
拒
絶
 

せ
ら
れ
た
。
 

名
主
 

勘
 

右
衛
門
 

は
こ
れ
 

に
て
 

Is
 

す
る
 

も
の
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で
は
な
か
っ
た
。
 

卽
ち
 
天
 保
 一 一年 十

 
一 月 晦

日
、
 
勘
 右
衞
鬥
 
以
下
 
三
十
 
七
 人
の
 
連
名
 
を
 以
て
 
願
書
 
を
 差
 出
し
、
 
櫻
 町
に
 

到
り
 
村
民
 
を 率

 ゐ
て
來
 
り、 

熱
誠
 
を
 こ
め
て
 

一 邑
 再
興
の
 
方
法
 
を
 歎
願
し
た
。
 
先
生
 
曰、 

「
衰
廢
 
の 極

る
 
も
の
 
唯
 用
水
 
を 失

っ
た
 
の
み
で
 
は
な
い
、
 
用
水
が
 
な
 
け
れ
ば
 
田 を 畑

と
 
し
て
 
雜
穀
を
 
得
べ
き
 
で
あ
 

る。 
人
命
 
を 養

 ふ
 も
の
 
稻
穀
に
 
限
っ
て
 
居
な
い
。
 
用
水
の
 
乏
し
き
 
を
ロ
實
 
と
し
て
 
良
田
 
を
 荒
 蕪
に
 
歸
 す
る
 
は、 

井
 を 

塞
い
で
 
水
 を 他

に
 
求
む
 
る
の
 
類
で
あ
っ
て
、
 
懶
惰
の
 
民
と
 
な
り
、
 
博
 突
 を
 事
と
 
し、 

祖
先
 傳
來
の
 
家
財
 
を
 失
 ふ、 

農
 

力 進
み
て
 
糞
埒
を
 
怠
ら
ざ
る
 
時
 は
 畑
 も 亦

 田
に
 
勝
ろ
。
 

田 は
 
一 作
の
 
地
 多
く
、
 
畑
 は 兩

毛
を
 
常
と
 
す
ろ
。
 
然
も
 
之
 を
 

^
ふ
 
は 怠

惰
な
る
 
が
 故
で
 
あ
る
。
 
我
が
 
法
 は
節
儉
 
以
て
 
$
 
を
 生
じ
 
以. て

 他
の
 艱
苦
 
を 救

 ひ、 
各
々
 
そ
の
 
業
に
 
精
勵
 

刻
苦
し
、
 
善
行
 
を 履

み
、
 
惡
業
 
を
な
 
さ
ず
、
 
勤
儉
 
以
て
 
一
家
 を 全

く
す
 
る
に
 
あ
ろ
。
 
戶
々
 
斯
の
 
如
く
に
 
し
て
 
貧
村
必
 

ず
 富
み
、
 
廢
邑
 
必
ず
 興
る
。
 
汝
の
 
村
の
 
困
窮
 
は 憫

然
た
 
ろ も

本
來
 
自
業
自
得
 
で
あ
ろ
。
 
再
び
 
來
ろ
 
勿
れ
」
 

と、 
敎
誨
 
せ
ら
れ
た
。
 
勘
 右
 衞
門
涕
 
泣
し
て
 
曰、 

「
邑
 民
の
 
本
務
 
を 怠

ろ
 
實
に
 
高
論
の
 
通
で
 
あ
ろ
。
 
然
れ
 
ど
も
 
目
今
 
一 邑

の
 
困
窮
 急
迫
 
放
置
す
 
ろ を

 得
ず
、
 
誨
恨
 
以
て
 

舊
來
の
 
懶
惰
を
 
改
め
、
 
至
敎
を
 
得
て
 
以
て
 
粉
 骨の. 勞

を
盡
 
し、 

艱
苦
に
 
堪
へ
 
再
興
の
 
業
に
 
從
事
 
せ
ん
こ
.
 
と を

 誓
っ
て
 

參
 

邸
し
た
。
 

是
非
共
 

許
容
 

を 
願
 

ひ
た
い
」
 

と 切
望
し
た
 
所
、
 
先
生
 
曰、 

「
人
情
 
S
 苦
に
 
泊) る 時

 は 艱
苦
 
も 

は
ず
と
 
い
へ
 
ど
も
、
 
少
し
く
 
得
る
 
所
 あ
ら
ば
 
直
に
 
舊
弊
 
を
再
發
 
す
る
 
か
ら
、
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興
の
 

大
業
 

は
中
廢
 

せ
し
 

む
る
 

よ
り
 

は 
そ
の
 

初
よ
り
 

着
手
せ
 

ざ
ろ
 

に 
如
く
 

ま
な
、
 

- 

と、
 

村
民
 

之
に
 

封
し
て
 

斷
 

じ
て
 

何
程
の
 

苦
 

業
に
 

も
堪
 

ふ
る
こ
と
 

を
 

誓
 

ふ
と
 

歎
願
し
て
 

止
ま
な
か
っ
た
。
 

先
生
 

曰、
 

「
青
木
 

村
の
 

衰
廢
 

を
舆
 

さ
ん
と
 

し
て
 

難
事
業
た
 

ろ 
用
水
 

を
 

強
請
し
、
 

村
民
 

一 
様
に
な
し
 

得
る
 

易
き
 

事
 

を
も
顴
 

み
な
、
 

の 
は 

誤
で
 

は
な
い
 

か。
 

卽
ち
 

良
田
 

荒
 

蕪
と
 

な
り
、
 

茅
 

芒
 

茂
 

生
し
、
 

冬
に
 

至
れ
ば
 

野
火
 

茅
を
燒
 

き、
 

之
が
 

爲
に
 

民
家
 

燒
 

亡
し
た
。
 

而
 

し
て
 

之
 

を 
刈
ら
ず
 

し
て
 

灰
燼
と
 

な
し
 

他
鄉
に
 

流
離
す
 

る、
 

愚
 

も
亦
甚
 

し
い
で
 

は
な
い
 

か
、
 

一 
邑
再
舆
 

の 

事
 

は 
暫
く
 

措
き
、
 

先
づ
 

火
災
の
 

根
元
た
 

る 
茅
 

を 
刈
り
て
 

見
よ
、
 

刈
り
 

終
ら
ば
 

相
當
 

な
る
 

價
格
 

に
て
 

之
 

を
 

買
 

ひ
 

R
 

ろ
べ
 

し」
 

と、
 

邑
民
 

大
に
悅
 

び
て
 

歸
 

村
し
、
 

老
若
男
女
 

未
明
よ
り
 

出
で
 

て、
 

三
日
間
に
 

し
て
 

千
 

七
 

百
 

七
十
 

八
駄
を
 

刈
り
 

終
つ
-
こ
の
 

で、
 

先
生
 

は 
賃
金
と
 

し
て
 

金
壹
 

歩
に
 

つ
き
 

茅
 

三
 

拾
駄
替
 

と
し
て
、
 

總
額
 

拾
四
兩
 

三
分
 

壹
朱
贰
 

拾
 

六
 

文
 

を
 

交
付
し
た
。
 

こ 

の 
人
別
 

三
十
 

六
 

人
で
あ
っ
た
。
 

先
生
 

曰、
 

g
 

民
の
 

中
に
 

家
屋
 

全
く
し
て
 

屋
根
 

朽
ち
た
 

ろ 
は
な
い
 

か
と
 

間
 

ひ
し
 

所
、
 

今
日
 

の
 

衣
食
に
 

窮
す
、
 

家
屋
 

は
戶
 

別
に
 

破
漏
甚
 

し
く
、
 

安
臥
に
.
 

所
な
 

き 
程
な
 

り
と
 

い
ふ
。
 

社
 

堂
 

は 
如
何
、
 

こ
れ
 

亦
甚
 

し
と
、
 

ふ
 

を
 

聞
き
て
、
 

祌
社
は
 

一 
邑
 

保
護
の
 

祌
怫
の
 

安
置
 

所
に
 

し
て
、
 

佛
閣
は
 

祖
先
の
 

靈
を
 

奉
祀
す
 

る 
所
で
 

あ
ろ
。
 

然
る
に
^
 

の 
如
く
に
 

し
て
 

一 
村
の
 

安
泰
 

得
べ
き
 

道
理
な
 

し、
 

速
に
 

一 
村
の
 

狀
況
を
 

調
べ
 

詳
細
に
 

報
告
す
べ
し
 

と 
命
じ
た
。
 

m
 

日
に
 

し
て
 

家
屋
の
 

取
調
 

書
 

を
 

得
た
 

る 
を 

以
て
、
 

櫻
 

町
の
 

名
主
 

忠
次
、
 

新
 

左
 

衞
門
等
 

を 
遣
し
て
、
 

堂
 

寺
 

七
 

宇、
 

^
家
 

サ
 

五
軒
 

を
 

屋
根
 

替
 

し
て
 

之
 

を 
修
理
せ
 

し
め
た
。
 

そ
の
 

所
用
 

入
費
 

金
 

拾
 

五
雨
 

三
分
 

鱟
 

朱
餘
、
 

米
 

拾
 

五
俵
铨
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近
隣
 
往
來
の
 
人
目
 
を 驚

か
し
、
 
村
民
の
 
喜
悅
は
 
極
度
で
、
 
直
に
 
來
 つ
て
 
感
激
 陳
謝
し
た
。
 

こ
れ
 
天
 保
 三
年
 
二
月
の
 
事
で
 

あ
る
。
 
先
生
 
曰、 

「
先
づ
 
安
居
の
 
地
 を 得

た
。
 
我
が
 
法
の
 
如
き
 
は
汝
 等
の
 
行
 ひ
 得
る
 
所
で
は
な
い
か
ら
 
見
合
せ
 
て
 然
る
べ
 
し
」
 

と、 村
民
 曰、 

「
廢
 亡
に
 
近
き
 
難
 村
が
 
再
興
の
 
幸
福
 
を
 得
る
 
に 至

ら
ば
、
 
永
年
の
 
安
堵
 
を
受
 く
べ
き
 
で
あ
る
。
 
仕
 法
 中
の
 
艱
苦
 
は 何

 

の
堪
へ
 
難
き
 
事
 か
 あ
る
。
 
願
 は
く
ば
 
發
 業
せ
ら
れ
 
た
し
」
 

と、 
强
 願
し
た
。
 
先
生
 
曰、 

「
村
內
 
の 田

圃
 
を 悉

く
 
開
か
 
ざ
れ
ば
 
衣
食
 
を
充
 
た
す
 
こ
と
が
 
出
来
な
い
、
 
汝
等
 果
し
て
 
之
 を 開

拓
す
 
る こ

と
が
 
出
來
 

よ
う
か
、
 
若
し
 
奮
發
 
以
て
 
開
拓
す
 
る
な
ら
 
ば、 

堰
の
 
事
は
盡
 
力
す
べ
し
」
 

と、 
村
民
 大
に
悅
 
ん
で
歸
 
り、 

自
己
 
所
有
 荒
 地
の
 
大
半
 
を 田

圃
と
 
し
た
。
 
先
生
 
も 亦

 村
民
の
 
希
望
に
 
任
せ
て
 
普
請
 
入
用
 

米
と
 
し
て
 
百
 五
 拾
 俵
を
貿
 
人
れ
 
た。 

然
る
に
 
堰
の
事
 
は 領

主
の
 
任
で
 
あ
る
。
 
故
に
 
地
頭
の
 
依
賴
 が
な
け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
恰
も
 
當
時
 
地
頭
の
 
用
役
 
人
 實
地
見
 

分
 廻
 村
 を
な
 
す
 時
期
で
 
あ
る
。
 
然
る
に
 
何
故
か
 
延
々
 
に
な
っ
て
 
居
た
。
 
こ
れ
 
を 待

っ
て
 
事
 を 決

せ
ん
 
か
 時
期
 
は 次

第
に
 

過
ぎ
て
 
來
る
。
 
依
て
 
天
 保
 三
年
 
五
月
 
地
頭
に
 
願
書
 
を 差

 出
し
て
 
廻
 村
 を 請

 ひ、 
特
に
 
櫻
 町
 復
輿
仕
 
法
の
 
實
施
を
 

一 一宮 先
 

生
 
/ 依

頓
せ
 
ら
る
，
 - 様

 取
 計
 は
れ
た
 
し と 懇

願
し
た
。
 
同
時
に
 
そ
の
 
願
文
の
 
寫
を
 
添
へ
 
普
請
 
用
の
 
賈
置
米
 
を
籙
拂
 
は ざ

 



ろ 
様
に
 

と 
先
生
の
 

下
に
 

願
 

出
た
。
 

斯
の
 

如
く
 

手
锖
を
 

履
ん
だ
 

け
れ
ど
も
 

役
人
の
 

廻
 

村
が
 

延
び
た
。
 

而
 

し
て
 

時
期
 

ま
揷
サ
 

m 

に 
迫
り
 

來
る
。
 

故
に
 

先
生
 

は 
取り
. 

敢
 

へ
ず
 

約
束
に
 

從
 

つ
て
 

假
 

普
請
 

を 
以
て
 

給
水
の
 

方
途
 

を 
講
ず
ろ
 

こと
，，
 

な
っ
た
。
 

假
 

普
請
 

工
事
 

は 
先
生
よ
り
 

一 
時
の
 

費
用
 

を 
貸
付
け
 

た
る
ま
で
 

に
て
、
 

一 
切
 

村
民
 

を
し
て
 

行
 

は
し
め
 

た。
 

？！ t 
し
堰
の
 

ェ
 

事
 

等
に
 

不
馴
れ
で
 

あ
ろ
、
 

道
具
 

も
な
い
 

の
で
、
 

櫻
 

町
 

開
 

發
の
爲
 

に 
用
 

ひ
た
る
 

道
具
 

並
に
 

破
 

畑
 

人
足
 

(
土
工
 

夫
 

職
人
)
 

並
に
 

西
 

沼
 

村
 

丈
 

八、
 

物
 

井
村
 

忠
治
、
 

岸
 

右
衛
門
 

其
 

他
 

入
夫
 

等
 

を 
も 

遣
し
、
 

七
月
 

十
八
 

日
頃
 

着
手
、
 

明
 

俵
 

八
 

百
 

八
十
 

一
俵
、
 

萱
百
餘
 

駄
を
用
 

ひ
同
廿
 

五
日
 

頃
 

出
来
し
た
 

が
 

水
が
 

上
り
 

兼
ね
、
 

八
月
 

六
日
 

頃
 

落
成
し
た
。
 

こ
れ
が
 

爲
に
 

要
し
た
 

費
用
 

は 
村
人
 

足
 

五
 

百
 

七
 

拾
 

五
 

人、
 

破
 

畑
 

人
足
 

百
 

五
十
人
、
 

雇
人
 

足
 

百
 

四
 

人、
 

諸
 

色
 

人
 

用
 

等
 

合
計
 

金
拾
壹
 

兩
餘
、
 

米
 

百
 

拾
 

三
俵
餘
 

で
あ
ろ
。
 

斯
く
 

用
水
の
 

急
 

は 
救
 

は
れ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

元
よ
り
 

こ
れ
 

は
假
 

普
請
で
 

あ
ろ
。
 

給
水
 

量
ん
 

充
分
で
は
な
か
っ
た
 

で
あ
ら
 

^
 

う。
 

然
れ
 

ど
も
 

領
主
の
 

正
式
 

依
賴
 

が
な
い
 

の
で
 

先
先
 

も 
本
 

普
請
に
 

着
手
す
 

る 
こ
と
 

は
出
來
 

な
か
っ
た
。
 

W
 

し 
村
民
 

は 
先
 

一 

生
 

を
 

慕
 

ひ、
 

先
生
に
 

鎚
り
 

根
本
的
の
 

仕
 

法
 

を 
熱
望
し
て
 

居
た
。
 

十
 

一 
月
頃
よ
り
 

青
木
 

村
 

名
主
、
 

村
民
、
 

西
 

沼
 

村
 

丈
 

八
 

等
 

黡
々
 

御
 

禮
と
稱
 

し
て
 

罷
 

出
で
、
 

又
救
濟
 

を
ん
 

願
 

ひ 
出
た
。
 

漸
く
 

十一
 

一月
 

十
五
 

日
に
 

到
り
 

領
主
 

川
 

副
 

勝
三
郞
 

用
人
 

並
木
 

柳
 

助、
 

家
來
ー
 

人
 

召
 

つ
れ
、
 

村
 

役
人
 

名
主
 

重
 

左
 

衞
門
其
 

外
 

三
 

四
 

人
 

櫻
 

町
に
 

罷
 

出
で
、
 

從
來
の
 

厚
情
 

を 
謝
し
、
 

懇
々
 

と 
仕
 

法
 

を
 

熱
願
し
、
 

次
で
 

翌
四
年
 

二
月
、
 

並
木
 

柳
 

助、
 

金
澤
林
 

藏
 

連
名
の
 

公
文
書
 

を 
以
て
 

依
 

賴
し
來
 

つ
た
。
 

御
賴
申
 

一 
札
 

之
 

事
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】 
勝
 

一二
郎 

知
行
 

所
 

常
 

外 
眞
壁
郡
 

青
木
 

村、
 

用
水
 

並
 

溜
 

井
 

等
 

有
來
り
 

候
處
、
 

數
年
 

來
捨
置
 

大
破
に
 

付
 

手
 

人
手
^
も
 

可
 

有
 

之
處
、
 

村
 

方
 

困
窮
 

故
不
行
 

屈、
 

次
第
に
 

荒
 

地
 

多
分
に
 

相
 

成
、
 

一 
村
 

亡
 

所
 

同
様
に
 

相
 

成
 

難
潞
、
 

百
姓
 

共
 

難-
, 

行
 

立，
 

候
に
 

付、
 

數
度
 

貴
所
 

様
 

御
 

仕
 

法
 

請
、
 

荒
 

地
開
發
 

仕
度
 

段
 

村.
 

一力
 

一 
統
 

願
に
 

付
、
 

右
 

御
 

趣
 

法
 

を 
以
て
 

開
 

發
手
没
 

御
世
 

話
 

被
 

下
 

候
 

様
 

御
 

願
 

申
 

上
 

候
、
 

尤
御
趣
 

法
に
 

付
 

何
事
 

も 
御
 

差
 

圖
不
相
 

背
 

様
、
 

百
姓
 

共
へ
 

も 
急
 

度
 

可
 

申
 

付
 

候
、
 

依
て
 

勝
三
郞
 

よ
り
 

御
賴
 

印
紙
 

差
 

上
申
 

候
、
 

依
て
 

私
共
よ
り
 

一 
札
 

差
 

上
 

候
 
處
如
件
 
 

..
 

天
 

保
四
努
 

巳
年
 
二
月
 
 

川
副
嗨
 

三
郞
內
 

金
澤
 

林
 

藏
 

@
 

ノ
 
 

並
木
 

柳
 

助
 
@
 

字
 

津
釩
之
 

助 
樣
御
附
 

人 
櫻 

町 
に而
 

二
宮
 

金
 

次
郞
樣
 

當
 

知
行
 

所
 

常
 

州
 

眞
壁
郡
 

靑
木
村
 

之
 

儀、
 

櫻
 

川
 

用
水
 

堰
並
溜
 

井
 

共
 

手
 

人
 

等
 

行
 

屆
彔
、
 

次
第
に
 

K 
畑
 

荒
 

地
 

等
 

多
分
に
 

相.
^ 

百
 

S
 

次
第
に
 

致
 

困
窮
、
 

一 
村
 

亡
 

所
 

同
様
に
 

相
 

成
歎
ケ
 

は
敷
存
 

候
、
 

幸
 

御
 

自
分
 

隣
村
へ
 

御
 

出
 

役
に
 

て、
 

右
 

趣
 

法
之
義
 

村
 

方
よ
り
 

具
に
 

承
り
、
 

右
 

之
 

趣
 

法
 

を 
以
當
靑
 

木
 

村
 

開
 

發
之
儀
 

世
話
 

御
 

願
 

申
 

度
 

候
、
 

右
 

趣
 

法
 

中
 

百
姓
 

共
へ
 

も 
申
 

聞、
， 

不
レ
 

依-
, 

何
事
-
指
 

圖
 

爲，
, 

根
 

背,
 

申
 

問
 

敷
 

候
 

依
て
 

御
 

願
 

申
 

所
 

如
 

件
 



二
月
 
 

勝
 

三
 

郞
 
®
 

二
宮
 

I- 
次
郞
殿
 

並
木
 
柳
 助
 は 村

 役
人
 
引
 つ
れ
、
 
公
式
 書
 f
 
持
し
て
 
再
び
 
来
り
、
 
荒
 地
 開
發
、
 
人
 百
姓
 
人
別
 
I
 
民
 撫
育
、
 
借
財
 
返
 

濟
、
 
村
 柄
 取
 直
の
 
仕
 法
 を
 依
頼
し
た
。
 
先
生
 
之
に
 
於
て
 
實
情
を
 
調
べ
て
 
曰、 

「
惣
 反
^
 
百
 五
町
 
八
反
餘
 
歩
、
 
大
凡
 
三
分
 通
り
 
生
 田
畑
と
 
見
做
し
、
 
荒
 地
 反
 刖
は
七
 
拾
 四
 町
 七
畝
餘
 
歩
で
 
あ
る
。
 

1 

反
歩
の
 
罌
料
秦
 
宛
と
 
し
て
 
七
 百
 四
 拾
兩
、
 
扶
持
米
 
七
 百
 四
 S
 
餘
、
 
こ
の
 
代
盡
兩
 

C 付
 碧
と
 
し
て
 
^
 百
し
 f
 

拾
 六
 兩
餘
、
 
右
開
發
 
田
畑
 
凡
壹
 
軒
に
 
付
 反
別
 
一 一町 歩

 作
と
 
見
積
り
、
 
新
 百
姓
 
三
十
 
七
 軒、 

壹
 軒
に
 
付
 新
 家
作
、
 
夫
 食、 

I 

議
、
 
農
具
 
代
 共
 凡
 一二 拾

兩
に
 
見
積
り
 
千
 I
 
兩、 

道
路
 
霞
 
用
 惡
水
大
 
S
 
普
請
 
共
 凡
 誓
兩
位
 
f
e
，
、
 
其
 
^
 

外
殘
り
 
百
姓
 
屋
根
 替
、
 
夫
 食
 種
穀
、
 
借
財
 
返
濟
、
 
暮
方
取
 
直
 手
段
 金、 貧

富
，
 平
均
 
拾
兩
 
宛
に
 
見
積
り
 
三
百
 
九
 拾
兩
、
 
者 

合
 二
 千
 八
 百
 一二 拾

 六
兩
、
 
こ
の
 
利
息
 
年
 S
 
割
と
 
し 5

 
百
 八
 拾
 I
、
 
た
と
 
ひ
 御
賴
に
 
住
せ
 殘
ら
ず
 
起
 返
 熟
 作
す
 

ろ
と
 
も
惣
 
i
 
の
內
 器
§
 
 
、其 樊

災
纖
 
見
積
り
 
差
 引
い
て
 
本
 免
と
 
し
て
、
 
八
 拾
 六
 石
 三
 斗
 六
升
餘
 
で
あ
る
。
，
 

米
 永
 合
計
 
百
 四
 拾
 五
 兩
餘
、
 
右
 罌
人
用
 
利
金
と
 
I
 
す
れ
ば
 
半
分
に
 
過
ぎ
な
い
。
 
到
底
 
こ
の
 
方
法
に
 
て
 復
興
 
を
講
 

ず
る
 
こ
と
が
 
出
來
 
な
い
か
ら
、
 
天
地
開
闢
 
以
來
 
田
畑
 
山
林
、
 
道
、
 
川、 

神
社
 等
 今
日
に
 
傳
 は
り
た
 
る 本
^
に
 J
f
、
 
過
 

去
十
ケ
 
年
間
 分
 位
の
 
米
 永
 小
物
の
 
牧
人
 
租
税
 
額
 を 調

査
し
、
 
之
 を 平

均
し
て
 
地
頭
の
 
分
 度
 を
 定
め
、
 
生
 m 畑

 を
定
免
 

と
し
て
 
其
餘
の
 
牧
人
 
S
 
て
 荒
 地
罌
、
 

村
 柄
 取
 2
 
講
ず
る
 
外
に
 
良
法
 
は
な
い
。
 
卽
 I
s
 

仕
 法
例
に
 
よ
ろ
 
時
 



は、
 

必
ず
 

復
 

輿
す
べ
し
」
 

と、
 

說
 

示
し
た
 

所
、
 

一 
同
感
 

服
の
 

上
 

之
に
 

如
く
 

は
な
し
と
、
 

窗
に
納
 

稅
狀
況
 

を
 

取
調
べ
た
 

が
、
 

帳
簿
 

不
完
全
に
 

て
渐
く
 

天
 保
 三
年
 
上
納
 
額
た
 
る 米

 八
 拾
 俵、 

永
 方
 三
 拾
 四
 貫
 餘
を
得
 
之
 を
 村
方
定
 
免
と
 
決
定
し
た
。
 

斯
く
て
 

天
 

保
 

四
 

年
 

三
月
 

三
日
、
 

先
生
 

は 
早
朝
 

櫻
 

町
 

陣
屋
 

を
 

出
で
、
 

靑
木
村
 

を
 

視
察
し
た
 

る 
所
、
 

曩
に
 

約
束
し
た
，
 

る 
荒
 

地
の
 
開
拓
 
豫
定
の
 
通
り
 
成
就
せ
 
る を

 見
、
 
懶
惰
の
 
風
俗
 
改
ま
れ
る
 
を
 察
し
、
 

一
村
の
 
奮
發
を
 
見
て
 
悅
び
 
曰、 

* 「
前
日
の
 
懶
隋
 
も
こ
の
 
村
民
で
 
あ
る
。
 
今
日
の
 
精
勵
 
も
こ
の
 
村
民
で
 
あ
る
。
 

一 人
に
 し
て
 先
に
 
は
惰
、
 
今
日
は
 
勤、 

誠
に
 

黑
 

白
の
 

如
く
に
 

明
か
で
 

あ
ろ
。
 

善
惡
 

貧
富
 

盛
衰
 

存
亡
 

皆
 

同
じ
で
 

あ
る
。
 

故
に
 

富
 

道
 

を
 

行
へ
ば
 

富
み
、
 

貧
 

道
 

を 
行
 

へ
ば
 

貧
す
 

る。
 

而
 

し
て
 

吉
凶
 

禍
 

蝠
は
邑
 

民
の
 

行
に
 

よつ
. 

て
發
 

す
ろ
。
 

舊
來
の
 

弊
た
 

ろ 
懶
惰
を
 

改
め
て
 

勤
 

儉
を
失
 

は 
ざ
 

れ
ば
、
 

再
 

輿
の
 

事
 

決
し
て
 

困
難
な
る
 

こ
と
 

は
な
い
。
 

旣
に
 

此
の
 

如
く
 

精
 

勵
の
風
 

を
 

興
し
た
 

以
上
 

は、
 

約
束
に
 

隨
 

つ
て
 

堰
を
 

築
き
 

漑
 

水
の
 

便
 

を
與
 

ふ
る
で
 

あ
ら
う
」
 

と。 
卽
ち
數
 
日
を
經
 
た
る
 
三
月
 
七
日
、
 
西
 沼
 村
 丈
 八、 

東
 沼
 村
 專
右
衞
 
門、 

物
 井
村
 
忠
治
、
 
岸
右
衞
 
門、 

大
工
、
 木
 挽、 

破
 

畑
 

人
足
 

を 
引
率
し
 

來
 

つ
て
 

井
堰
 

築
造
の
 

地
 

を 
掘
 

立
て
、
 

櫻
 

川
の
 

水
勢
 

を 
察
し
、
 

然
る
 

後
 

東
方
の
 

山
に
 

登
り
、
 

中
腹
の
 

岩
盤
 
を 穿

ち
て
 
村
民
に
 
之
 を 運

ば
し
 
む。 

故
に
 
石
 を
 運
搬
す
 
る 道

路
、
 
水
 を 汲

み
 
乾
す
 
踏
車
、
 
掘
 立
 人
足
、
 
堤
の
 
普
請
、
 

特
に
 

大
堰
の
 

枠
組
 

立
 

普
請
 

等
、
 

實
に
大
 

混
雜
、
 

大
工
 

事
で
あ
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

若
し
 

大
雨
に
 

遭
へ
ば
 

掘
 

立
 

等
の
 

工
事
 

は 
水
 

泡
に
 

歸
 

す
る
 

を 
以
て
、
 

そ
の
 

賃
餞
 

は
當
時
 

普
通
 

傭
 

銀
 

一
日
 

米
 

一
升
 

ニ
合
錢
 

二
百
で
あ
っ
た
 

所
へ
 

金
贰
朱
 

宛
を
與
 

へ、
 

力 
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の
 足
ら
 
ざ
ろ
 
は 半

 3 賃
銀
 
壹
朱
 
と
し
、
 
懶
惰
者
 
は 退

か
し
め
 
た。 

故
に
 
衆
 民
 悉
く
 
大
精
勵
 
を
つ
 

ゾ け
た
。
 

こ
の
 
工
事
 
は 流

水
の
 
中
 を 掘

っ
て
 
堰
を
 
作
る
 
の
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
急
速
に
 
枠
 を
 埋
設
す
 
る を 要

す
ろ
、
 
依
て
 
先
づ
 
川
上
 

に 
一
軒
の
 
茅
屋
の
 
如
き
 
も
の
 
を 作

っ
た
。
 
衆
人
 
之
 を 如

何
に
す
 
る
か
 
を 知

ら
な
か
っ
た
。
 
報
德
 
記
に
 
は 以

下
 
次
の
 
通
り
 

に 叙
し
て
 
あ
ろ
。
 

先
生
 
R、 誰

か
 
屋
上
に
 
登
り
、
 繋-ぐ 所

の
 
繩
を
 
切
り
 
水
中
に
 
落
す
べ
し
 
と、 衆

 皆
 驚
愕
、
 
一 人

 敢
て
應
 
ず
る
 
も
の
な
 
し、 

先
生
 
曰、 何

 を 憚
て
 
上
ら
ざ
る
 
や、 衆

 同
 昔
 答
へ
 
て n:、 

川
上
の
 
屋、 

繩
を
 
以
て
 
繋
げ
り
、
 
今
 之
を
斷
 
ぜ
ば
屋
 
と
共
に
 

川
に
 
陷
り
 
死
生
 
計
ろ
 
ベ
か
ら
 
ず
と
、
 
先
生
 
怫
 然
と
し
て
 
曰、 

汝
等
危
 
と
せ
ば
 
我
 上
っ
て
 
之
を
斷
 
ぜ
ん
と
、
 
芭
に
 
屋
上
 

- 

に 登
り
 
刀
 を 振

て
 
數
ケ
 
所
の
 
繩
を
斷
 
ず、 

其
の
 
迅
速
 飛
ぶ
 
が
 如
し
、
 
屋
 
一 振

 水
中
に
 
落
つ
、
 
衆
 皆
 愕
然
、
 
先
生
 
屋
上
 

ゆ
 

に 立
て
 
曰、 

汝
等
之
 
を 危

殆
と
 
す、 

我
 何
ぞ
汝
 
等
に
 
危
き
事
 
を
 命
ぜ
ん
 
や
と
、
 
衆
 皆
 其
 過
 を
 謝
し
 
益
々
 
先
生
の
 
祌
智
 

ろ
べ
 
か
ら
 
ざ
ろ
 
を 感

ず
。
 
先
生
 
曰、 

汝
 等
速
に
 
兩
 岸
の
 
木
石
 
を
 屋
上
に
 
投
ぜ
 
よ
と
、
 
衆
 協
力
 
大
木
 
大. 石

 を 投
じ
 
畢
 

ろ、 
後
 工
匠
 
を
し
て
 
其
 上
に
 
堰
を
 
作
ら
し
 
む、 

大
小
 
二
つ
の
 
水
門
 
を 設

け
、
 
小
水
に
 
は 小

鬥
を
 
開
き
、
 
大
水
に
 
は 二

 

つ
な
が
ら
 
開
き
て
 
洪
水
の
 
憂
な
 
か
ら
し
む
。
 
茅
屋
 
を 以

て
 
兩
岸
 
水
底
の
 
細
 砂
 を 閉

塞
す
 
る
が
 
故
に
 
水
 更
に
 
漏
洩
せ
 
ず、 

古
來
 
此
の
 
如
き
 
堰
を
 
見
ず
、
 
遠
近
 
来
 集
し
 
大
に
其
 
奇
巧
且
 
神
速
 
成
功
 
を 驚

嘆
し
、
 
凡
智
の
 
及
ば
ざ
る
 
を 歎

稱
 
し
た
。
 

と あ
ろ
。
 
こ
の
 
工
事
 約
 五
 旬
の
 
日
子
と
 
百
 餘
兩
を
 
要
す
と
 
稱
 せ
ら
れ
て
 
居
た
 
が、 

三
月
 
七
日
よ
り
 
十
七
 
R 

に 至
ろ
 
一
旬
 

に
し
て
 
大
堰
戎
 
り、 

堰
中
 
普
請
 堰
枠
は
 
十
八
 
十
九
 
〇 兩； 0、  ̂

に
 
新
 堀
 普
請
 
を
耱
續
 
し
て
 
三
月
 
廿
 四
日
に
 
完
了
し
た
。
 



人
夫
 

約
 

千
 

三
百
 

三
人
、
 

萱
千
贰
 

百.
 

四
十
 

四
駄
、
 

米
 

約
 

百
 

七
十
 

三
 

俵、
 

金
 

約
 

六
十
 

餘
兩
 

で
あ
ろ
。
 

假
 

普
請
に
 

明
 

俵
 

を 
用
 

ひ、
 

本
 

普
請
に
 

も 
萱
を
用
 

ひ
た
の
 

は、
 

河
床
 

細
 

砂
に
 

し
て
 

漏
水
 

甚
し
 

き
を
 

以
で
、
 

屋
根
 

葺
の
雨
 

を
 

凌-
ぐ 

理
 

に
よ
っ
て
 

之
を
防
 

い
だ
の
で
 

あ
ろ
。
 

而
し
 

て
こ
の
 

堰
 

工
事
 

は 
弘
化
ー
 

！ 年
に
 

改
築
す
 

ろ
ま
で
 

維
持
し
た
。
 

斯
く
 

給
水
 

施
^
が
 

完
了
し
た
 

の
で
、
 

田
畑
の
 

開
發
 

復
興
 

も 
並
び
 

行
 

は
れ
て
 

開
 

田 
捡
四
町
 

四
 

反
に
 

上
っ
た
。
 

こ
れ
が
 

靑
 

木
 村
 仕
 法
の
 
初
期
の
 
成
績
で
 
あ
る
。
 

二
 

靑
木
 

村
の
 

仕
 

法
 

成
績
と
 

加
 

生
 

野
 

村
の
 

仕
 

法
 

青
木
 

村
の
 

仕
 

法
 

は 
堰
の
復
 

典
に
 

始
ま
る
 

が、
 

堰
は
 

田
圃
の
 

開
發
の
 

爲
 

で
あ
ろ
、
 

旣
に
天
 

保
 

四
 

年
に
 

十
四
 

町
 

四
 

反
歩
 

を 
起
し
 

返
し
た
 

が、
 

約
 

七
十
 

餘
 

町
歩
の
 

荒
 

地
と
、
 

退
轉
 

し
た
 

九
十
 

餘
軒
 

の 
再
 

舆
相
續
 

は 
容
易
な
 

事
で
 

は
な
い
。
 

故
に
 

最
近
 

納
入
の
 

租
稅
に
 

基
い
て
、
 

許
可
 

を
 

受
け
た
 

定
額
に
 

封
し
、
 

新
開
地
 

其
 

^
 

他
の
 

增
收
を
 

以
て
 

荒
 

地
の
 

開
發
を
 

行
 

ふ
こ
と
の
 

必
要
 

は、
 

櫻
 

町
の
 

例
と
 

同
じ
で
あ
っ
た
。
 

斯
 

く
し
て
 

天
 

保
 

五
^
 

以
後
 

十
 

一 

1 
年
に
 

至
ろ
 

七
ケ
年
 

問
に
 

田
畑
 

十
五
 

町
 

五
ぶ
、
 

其
 

他
 

溜
 

井、
 

堰
 

普
請
、
 

家
作
 

屋
根
 

替
等
を
 

行
 

ひ、
 

人
夫
 

四
千
 

餘
人
、
 

費
 

額
 

七
 

百
 

七
十
 

餘
兩
に
 

達
し
、
 

其
 

冥
加
 

米
 

一 
一 百
 

十
八
 

俵
 

を
 

出
し
 

得
る
 

に 
至
っ
た
。
 

こ
の
間
に
 

天
 

保
 

七
 

年
 

G;
 

凶
作
が
 

あ
つ
た
が
、
 

櫻
 

町
 

同
様
 

一 
戶
^
 

俵
 

宛
の
 

雜
穀
を
 

準
備
し
た
 

の
で
、
 

附
近
の
 

人
民
の
 

茱
 

色
 

あ
る
に
 

比
し
て
、
 

喜
色
 

滿
悅
の
 

様
子
で
あ
っ
た
。
 

尤
も
 

こ
の
 

年
、
 

時
疫
が
 

村
內
に
 

流
行
し
た
 

の
で
、
 

農
耕
の
 

助
成
 

を
 

行
 

ひ
て
 

牧
穫
の
 

減
少
す
 

る
が
 

如
き
 

こ
と
な
か
ら
 

し
め
た
。
 

故
に
 

困
難
の
 

中
に
 

も 
人
 

氣
は
引
 

立つ
. 

て 
居
た
。
 

隨
 

つ
て
 

強
て
 

か 
しゃ
 

5 の むら
 

懇
願
の
 

結
果
、
 

天
 

保
 

十
 

年
に
 

は 
加
 

生
 

野
 

村
に
 

も 
仕
 

法
 

を 
開
く
 

に 
至
っ
た
。
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天
 保
 九
 年
よ
り
 
十
 年
ま
で
に
 
青
木
 
村
 は 第

一
 
期
の
 
仕
 法
が
 
大
體
 
成
就
し
、
 
櫻
 町
に
 
續
 い
て
 
仕
 法
 地
の
 
範
例
と
 
な
っ
た
 

川
 副
 氏
 は 犬

に
 
悅
ん
で
 
全
部
の
 
領
土
 
十
ケ
 
村
に
 
實
施
を
 
懇
願
し
た
。
 
併
し
 
逭
に
 
十
ケ
 
村
に
 
仕
 法
 を 講

ず
ろ
 
な
ど
と
 
い ふ 

こ
と
 
は 容

易
で
 
な
い
か
ら
、
 
先
づ
 
最
も
 
困
難
な
 
加
 生
 野
 村
に
 
發
業
 
す
ろ
 
こ
と
 

A な
っ
た
。
 

川
 副
 氏
に
 
分
 度
が
 
立
ち
、
 
先
 

生
の
 
身
邊
 
に
餘
裕
 
が
あ
っ
た
 
な
ら
ば
 
無
論
 
こ
れ
よ
り
 
全
 領
土
に
 
及
ん
だ
 
こ
と
で
 
あ
ら
う
。
 

K
s
i
m
 
は 高

 七
十
 
五
 石、 

戶
數
當
 
時
 十
四
 軒
の
 
小
 村
で
あ
っ
た
。
 
荒
 廢
は
甚
 
し
く
な
か
っ
た
 
け
れ
ど
も
 
負
^
 
多
く
 

村
 勢
 散
 力
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
其
 仕
 法
 は
 天
 保
 十
 年
よ
り
 
同
 十
二
 
年
ま
で
 
行
 は
れ
、
 
主
と
し
て
 
報
德
 
金
の
 
貸
付
 
を 行

つ
 
よ
。
 

そ
の
 
貸
付
の
 
明
瞭
な
る
 
は 六

 拾
餘
兩
 
で
あ
る
が
、
 

そ
の
 
結
末
 
は 青

木
 
村
の
 
分
と
 
合
し
て
 
取
极
 
は
れ
 
完
了
し
た
。
 

, 
青
木
 村
の
 
仕
 法
 金
の
 
出
 所
 は 同

村
の
 
定
 免
の
 
餘
 財
で
 
あ
ろ
。
 
卽
ち
 
領
主
 
川
 副
 氏
の
 
妆
納
は
 
文
政
 
六
 年
よ
り
 
天
 保
 三
年
 

ま
で
の
 
平
均
 
牧
納
米
 
八
 拾
 五
 俊
餘
、
 
金
 三
 拾
 三
 兩
餘
を
 
以
て
 
青
木
 
村
 
一
村
 納
 人
の
 
分
限
と
 
し、 

そ
れ
以
上
の
 
課
稅
 
を
な
 

さ
ゾ
 
る 契

約
の
 
下
に
 
仕
 法
 を 開

始
し
、
 
開
發
其
 
他
の
 
方
法
に
 
よ
っ
て
 
增
 加
し
た
 
る
租
人
 
は
こ
れ
 
を 仕

 法
の
 
費
途
に
 
用
 ふ 

ろ こ
と
 
 し
た
。
 
こ
れ
 
一 に 櫻

 町
の
 
例
に
 
傚
へ
 
る も

の
で
あ
る
。
 

而
 し
て
 
開
發
 
初
期
 
は 先

生
の
 
手
許
お
 
り 報

 德
金
を
 
支
 

出
し
、
 
爾
後
 牧
納
剩
 
餘
額
を
 
以
て
 
開
發
 
を
繼
績
 
し、 

天
 保
 八
 年
よ
り
 
同
 十
一
 
年
 迄
の
 
間
 I
 差
 引
^
 百
 六
十
 
五
雨
の
 
不
足
 

が
 あ
り
 
全
部
 
先
生
よ
り
の
 
貸
付
と
 
な
り
、
 
天
 保
 十
四
 
年
に
 
は 差

 引
 總
額
六
 
拾
六
兩
 
三
分
に
 
减
 頷
し
た
。
 

而
 し
て
 
靑
木
村
 

の 戶
數
は
 
六
十
 
一 一

軒
に
 
增
 加
し
た
。
 

も
と
 
青
木
 
村
 ま 有

名
な
 
荒
 褻
 村
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
水
利
の
 
不
便
と
 
貧
困
と
 
に
よ
り
 
惰
 風
が
 
浸
潤
し
て
 
«
 た。 

W
 し 先
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生
の
 
指
導
 叻
成
 
に
よ
っ
て
 
一
時
 天
下
の
 
模
範
と
 
し
て
 
櫻
 町
に
 
次
ぐ
 
も
の
で
あ
っ
た
。
 
故
に
 
村
民
 
は 最：： 十 復

興
が
^
 
成
し
 

た
も
-
の
と
 
思
 ひ、 こ

の
 
滿
 足
が
 
因
果
 輪
廻
の
 
旋
轉
 
を
な
 
し
て
 
從
來
の
 
弊
風
が
 
再
 發
し
來
 
り、 舊

 百
姓
と
 
新
 百
姓
と
 
の
^
に
 

紛
爭
を
 
生
じ
、
 
之
に
 
加
 ふ
ろ
に
 
關
朿
 
在
住
 
士
 民
の
 
常
に
 
惱
 み
と
し
た
 
日
光
 
御
社
 參
の
 
費
用
が
 
嵩
み
、
 
領
主
の
 
態
度
が
 
思
 

は
し
く
な
 
く、、 用

人
 
亦
 施
設
 
を 誤

り
、
 
終
に
 
大
騷
 
ぎ
と
 
な
り
 
村
民
 
擧
 つ
て
 
江
戶
に
 
出
訴
し
、
 
解
決
せ
 
ざ
る
 
こ
と
 
数
年
に
 

及
び
、
 
中
心
人
物
 
た
り
し
 
s
l
f
e
 あ
 衞
£
 も 手

の
 
下
し
 
様
な
 
く、 

先
生
 
も 亦

 之
 を 以

て
 
仕
 法
 打
 切
り
と
 
な
す
べ
し
 
と
ま
 

で
 主
張
せ
 
ざ
る
 
を 得

な
か
っ
た
 
が、 

良
民
の
 
哀
訴
と
、
 
領
主
 
及
び
 
用
人
の
 
懇
願
と
 
を 斥

け
ろ
 
譯
に
は
 
行
か
な
い
で
、
 
夭
 保
.
 

十
四
 
年
 村
民
 
一
同
 を
 櫻
 町
に
 
招
致
し
、
 
理
解
 を
 加
へ
 
懇
切
に
 
訓
誨
 
し
た
 
所
、
 
釋
 然
と
し
て
 
t
 
は 解

決
し
た
。
 
併
し
 
こ 

の 訴
訟
 中
の
 
浪
費
，
 の. 爲

に
 
村
民
 
は 疲

弊
し
、
 
大
借
 
十
一
 
軒
、
 
中
 借
 三
十
 
六
 軒、 

無
 借
 僅
に
 
十
四
 
軒
で
あ
っ
た
 
が、 

そ
の
 

總
 借
財
 
は. 百

 五
 拾
 五
雨
で
 
あ
る
か
ら
、
 
さ
す
が
に
 
模
範
 村
た
 
る を 知

る
 
に 足

ろ
 
も、 

間
も
な
く
 
領
主
の
 
要
求
し
た
 
先
納
 

金、 弘
化
 I 二 年

の
 
領
主
の
 
火
災
 等
の
 
爲に， i 円 木

の
 村
 債
 は
 六
 百
 雨
に
.
 S
 
た。 こ

の
 
負
債
 償
却
が
 
第
二
 
期
 仕
 法
と
 
な
る
。
 

當
時
靑
 
木
 村
、
 
i
 し 生"

 m
 村
の
 
仕
 法
 共
は
定
 
免
の
 
分
虔
 
に
て
 
納
人
を
 

一 定
 し
た
が
、
 
他
の
 
所
領
の
 
牧
納
は
 
從
來
の
 
通
り
 

で
あ
っ
て
、
 
特
に
 
川
 副
 氏
自
體
 
の
 生
活
 
は 何

等
 
限
度
が
 
定
め
ら
れ
て
 
居
ら
ず
 
、
從
來
 
の
艰
習
 
そ
の
 
儘
で
 
あり、，, 却

っ
て
 

青
.
^
、
 
 ̂
生
 
野. 二

 村
の
 牧
納
を
 
成
 凝
し
て
 
限
定
し
た
 
の
で
、
 
常
に
 
主
家
の
 
財
政
 
は 困

難
で
あ
っ
た
。
 
最
初
の
 

ffl 人
金
澤
 

なが
さ.
、"
 

みち
す 

け
 
 

、
 
 

V
 
 

,1 、
 
 

-
 
 

•  J 
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林
藏
、
 
並
木
 柳
 助
の
 
如
き
 
も 中

途
で
 
辭
し
、
 
後
に
 
は 荒

川
泰
 
助
、
 
永
 坂
道
 助
な
 
ど 力 用

 ひ
ら
れ
 

そ
れ
と
 
飞
も
 
甘
に
 
お 

政
き
，
！
 
艱
み
 
通
し
た
。
 
故
に
 
天
 保
 十
三
 
年
に
 
は 先

 納
金
 
を 課

し
て
 
紛
議
の
 
種
 を
 大
き
く
 
し、 

弘
化
三
 
印
に
 
は
翊
燒
 
に
^
 



ひ
て
 

因
 

却
 

を 
重
ね
た
。
 

青
木
 

村
か
ら
 

は 
長
屋
 

を
獻
納
 

し
た
。
 

斯
く
靑
 

木
 

村
 

も 
種
々
 

の 
禍
因
が
 

纆
ひ
 

付
い
て
、
 

終
に
 

村の
. 

負
債
 

總
額
 

六
百
兩
 

と
な
っ
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

多
額
の
 

負
債
 

は 
領
主
 

も 
村
 

役
人
 

も、
 

村
民
 

も 
何
れ
も
 

責
任
が
 

あ
ろ
。
 

差
 

迫
っ
た
 

主
な
 

ろ 
仕
 

法
 

題
目
 

は 
借
財
 

償
還
 

で
あ
る
。
 

先
生
 

は 
借
財
の
 

根
元
 

を
 

究
明
し
、
 

そ
の
.
 

e 
來
を
說
 

き、
 

そ
の
 

返
濟
 

方
途
 

を
 

指
示
し
た
。
 

後
に
 

代
官
 

役
と
 

な
つ
 

た
 

館
 

野
 

勘
 

右
衛
門
 

は 
新
開
地
 

十
四
 

町
步
、
 

金
 

百
 

九
 

拾
 

四
 

雨
の
 

加
 

人
 

を
 

願
 

出
た
。
 

名
主
 

新
 

吉
も
加
 

人
 

を
 

申
出
た
。
 

領
主
よ
 

り
ん
 

下
附
 

金
が
 

あ
っ
た
。
 

櫻
 

町
よ
り
の
 

加
 

人
 

金
 

も 
あ
る
。
 

こ
れ
 

を
 

根
元
と
 

し
て
 

敎
化
 

表
彰
の
 

方
法
 

を
 

行
っ
て
 

村
民
の
 

借
 

財
 

仕
 

法
に
 

取
り
 

か
 

A 
つ
た
。
 

當
 

面
の
 

負
債
 

償
却
 

法
と
 

永
 

安
 

法
と
 

を
 

兼
ね
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
間
に
 

弘
化
ー
 

一年
、 

村
民
 

は 
自
力
 

を
 

以
て
 

大
堰
の
 

基
本
的
 

修
现
を
 

行
っ
た
。
 

先
生
の
 

手
許
か
ら
 

百
 

三
兩
を
 

助
成
せ
ら
れ
 

た
に
 

過
ぎ
な
か
っ
た
。
 

斯
 

が.
 

く
し
て
 

仕
 

法
 

は 
進
み
、
 

開
墾
 

も 
行
 

は
れ
た
。
 

各
種
 

報
德
 

金
の
 

書
類
に
 

よ
^
ば
、
 

弘
化
 

三
年
に
 

歸
發
 

せ
ら
れ
 

ffl
 

地
 

七
反
餘
 

一 

步、
 

畑
地
 

拾
 

參
町
七
 

反
餘
、
 

こ
の
 

年
の
 

牧
納
 

冥
加
 

米
 

三
百
 

俵
に
 

達
し
て
 

居
ろ
。
 

而
 

し
て
 

弘
化
五
 

年
ま
で
 

順
次
 

穏
 

か
に
 

仕
 

法
は
實
 
施
せ
ら
れ
 
た。 

一 二 
靑
木
村
 

仕
 

法
の
 

難
關
と
 

一水
 

安
 

法
 

幷
に
仕
 

法
の
 

終
局
 

青
木
 

村
の
 

仕
 

法
の
 

最
難
關
 

は 
領
主
 

川
 

副
 

氏
の
 

分
 

度
の
 

確
^
 

し
て
 

居
な
い
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

點
に
 

於
て
 

は 
櫻
 

町
の
 

仕
 

法
と
 

雲
泥
の
差
が
 

あ
る
。
 

卽
ち
仕
 

法
の
 

要
諦
 

は 
根
本
 

方
策
の
 

樹
立
で
 

あ
ろ
。
 

本
來
 

か
ら
い
 

へ
ば
 

川
 

副
 

氏
の
 

分
 

度
 

を 
確
立
し
て
 

然
る
 

後
に
 

領
土
の
 

仕
 

法
の
 

根
元
が
 

確
立
す
 

ろ。
 

何
故
に
 

こ
の
 

根
元
 

を 
定
め
ず
 

し
て
 

靑
木
村
 

一 
村
の
 

仕
 

法
 

を 
講
じ
た
 

か
と
い
 

へ
ば
、
 

領
民
の
 

困
憊
が
 

餘
 

り
に
 

甚
 

し
く
、
 

到
底
 

坐
視
-
 

• 



放
任
す
 

ろ
に
 

忍
び
な
か
っ
た
 

の
で
 

取
り
 

敢
 

へ
ず
 

大
堰
の
 

築
造
、
 

荒
 

地
の
 

開
墾
、
 

借
財
の
 

返
濟
を
 

行
っ
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

故
 

に 
先
生
 

は 
川
 

副
 

氏
の
 

爲
に
屢
 

々
そ
の
 

根
^
.
 

策
 

樹
立
 

を
勸
言
 

し
た
が
 

用
 

ひ
ら
れ
な
い
 

の
み
な
ら
ず
、
 

或
は
 

仕
 

法
 

を 
以
て
 

先
 

生
 

及
び
 

村
民
 

を
 

利
す
 

ろ
に
 

止
ま
る
 

と
さ
へ
 

解
し
た
 

傾
向
が
 

あ
る
。
 

さ
れ
ば
 

川
 

副
 

氏
の
 

妆
納
は
 

青
木
 

村
の
 

最
小
 

牧
納
 

を
標
 

準
と
 

し
て
 

定
免
 

と
し
た
ろ
 

を
 

以
て
 

妆
入
减
 

と
な
り
、
 

之
に
 

對
 

し
て
 

支
出
の
 

分
 

度
な
 

定
め
ざ
る
 

が
爲
に
 

財
政
 

は 
漸
次
 

困
難
 

と
な
っ
た
。
 

之
 

を
 

以
て
 

先
生
の
 

指
導
に
 

背
く
 

こ
と
 

一
再
な
ら
ず
、
 

ま
た
 

先
生
よ
り
 

借
 

入
れ
た
 

る 
報
 

德
仕
法
 

金
の
 

納
人
を
 

怠
り
、
 

特
に
 

用
人
の
 

交
迭
 

頻
繁
に
 

し
て
 

應
對
要
 

を
 

得
ず
、
 

先
生
と
の
 

間
に
 

交
涉
の
 

解
決
せ
 

ざ
る
 

こ
と
 

數
 

年
に
 

及
ん
だ
。
 

そ
れ
 

は 
仕
 

法
 

貸
付
金
の
 

年
賦
 

償
還
と
 

仕
 

法
開
發
 

地
の
 

産
出
よ
り
 

生
ず
る
 

冥
加
 

米
の
 

完
納
と
、
 

更
に
 

根
本
的
な
 

の 
は 

仕
 

法
 

狀
態
 

の 
自
治
 

的
 

繼
續
卽
 

ち 
こ
の
場
合
に
 

於
て
 

は 
そ
れ
 

が-
永 

安
 

法
 

の 
決
定
で
 

あ
ろ
。
 

更
に
 

そ
の
 

問
題
 

を
 

困
難
な
ら
 

し
め
た
の
 

は、
 

先
生
が
 

日
光
 

仕
 

法
 

等の
. 

多
忙
の
 

故
 

を
 

以
て
 

青
木
 

村
の
 

仕
 

法
 

を
 

川
 

副
 

氏
が
 

引
取
る
 

事
に
 

な
っ
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

元
 

來
川
副
 

氏
 

は 
仕
 

法
 

執
行
の
 

任
に
 

堪
 

ふ
ろ
 

も
の
が
な
い
 

と 
い
ふ
の
で
、
 

小
 

田
原
領
 

主、
 

或
は
 

西
久
 

保
の
 

櫻
 

町
 

領
主
 

等
へ
 

依
頼
せ
ら
れ
 

た
が
、
 

何
れ
も
 

他
領
の
 

周
旋
 

を 
引
受
け
ろ
 

な
ど
と
 

と
い
 

ふ
こ
と
 

は 
出
 

來
な
 

い
の
で
、
 

已
む
を
 

得
ず
 

川
 

副
 

氏
 

は
嘉
永
 

元
年
 

正
式
に
 

之
 

を
 

引
取
る
 

こ
と
 

A 
な
っ
た
。
 

然
る
に
 

引
取
っ
た
 

後
に
 

も、
 

川
 

副
 

氏
 

は 
仕
 

法
 

を
繼
鑌
 

す
る
 

で
あ
ら
う
 

と 
信
じ
て
 

居
た
 

先
生
の
 

希
望
的
 

豫
想
は
 

裏
切
ら
 

れ
て
 

行
く
 

形
勢
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

是
 

等
の
 

交
 

涉
も
亦
 

一 
つ
の
 

案
件
で
あ
っ
た
。
 

ま
た
 

仕
 

法
 

金
 

は 
不
成
功
に
 

終
ら
ば
 

返
納
し
 

な
く
と
 

も 
宜
し
い
 

が
 

、
青
木
 

村
の
 

如
く
に
 

成
功
し
た
 

領
土
か
ら
 

は、
 

そ
の
 

元
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金
 を 年

賦
 償
還
で
 
返
納
し
、
 

又
 そ
の
外
に
 
冥
加
金
と
 
稱
 し
て
 
多
少
の
 
謝
意
 
を 表

す
ろ
 
を 報

德
の
 
本
旨
に
 
合
致
す
 
と
考
へ
 

ら
れ
て
 
居
た
 
の
で
 
川
 副
 氏
よ
り
 
旣
に
 
そ
の
 
返
金
 
幷
 冥
加
 
金
納
 
人
 を
 巾
 出
た
 
に
拘
ら
 
ず、 そ

の
 
納
人
を
 
怠
り
 
勝
で
あ
っ
た
。
 

仕
 法
 を
 
一 段
落
と
 
す
る
 
に 際

し
 
先
生
の
 
熱
望
し
た
 
所
 は 仕

 法
の
 
永
續
 
で
あ
る
。
 
仕
 法
 を
永
續
 
す
ろ
 
に は

報
德
 
金
の
 
永
 

久
的
 
培
養
が
 
必
要
で
 
あ
る
。
 
こ
れ
 
小
 田 原

 領
主
の
 
爲
に
 
永
代
 
回
向
 
料
增
益
 
手
段
 法
の
 
講
ぜ
ら
れ
た
 
所
以
で
 
あ
る
。
 
青
木
 

村
に
 
就
て
も
 
こ
の
 
方
法
が
 
攻
究
せ
ら
れ
、
 
最
初
 
大
堰
 築
造
の
 
際
、
 
神
社
の
 
境
內
 
よ
り
 
伐
木
し
た
 
こ
と
、
 
幷
に
靑
 
木
 村
 仕
 

法
の
 
實
績
擧
 
り
た
る
 
は 神

明
の
 
加
護
に
 
よ
る
 
も
の
で
あ
る
か
ら
 
と
て
、
 
嘉
永
 
三
年
 
鎭
守
靑
 
木
大
明
 
神
の
 
奉
祀
の
 
爲
に
金
 

三
百
 
兩
を
積
 
立
て
、
 
こ
れ
 
を
 順
次
 
開
發
 
用
の
 
資
財
に
 
宛
て
、
 
そ
の
 
冥
加
 
產
出
を
 
以
て
 
永
代
 
仕
 法
の
 
績
 行
と
 
神
社
の
 
祭
祀
 

取
扱
と
 
を
な
 
さ
し
 
め
ん
と
 
し
た
。
 

ま
た
 
青
木
、
 
加
 生
野
兩
 
村
の
 
仕
 法
 は、 

刖
途
に
 
報
 德
金
を
 
積
 立
て
、
 
準
 繩
帳
を
 
作
っ
て
 
標
準
 
を
 示
し
、
 
日
光
 
御
 仕
 法
 

と 相
俟
っ
て
 
後
退
な
 
か
ら
し
め
，
 
ん
 と
し
た
。
 
然
れ
 
ど
も
 
旣
に
嘉
 
永
 元
年
 
正
式
に
 
引
繼
 
い
だ
 結
果
、
 
先
生
よ
り
 
積
極
的
に
 

仕
法
繼
 
績
を
發
 
動
す
 
る こ

と
が
 
出
来
な
 
か. つ

た
の
で
、
 
報
德
金
 
返
納
が
 
延
引
な
が
ら
 
完
了
し
た
 
の
み
で
、
 
仕
 法
 は
 之
 を
 

以
て
 
終
結
し
た
。
 
唯
 我
等
の
 
後
鑑
 
と
す
べ
き
 
は、 

根
本
の
 
分
 度
 確
立
せ
 
ざ
る
 
時
 は、 

仕
 法
 は 中

廢
し
 
易
き
 
も
の
た
 
ろ を 

學
ぶ
 
も
の
で
あ
る
。
 
櫻
 町
領
、
 
相
 馬
領
、
 
日
光
 
領
 等
の
 
如
く
 
明
治
維
新
 
を 以

て
 
他
動
 
的
に
 
終
了
す
 
る
ま
で
 
誠
意
 
誠
心
 
行
 は 

れ
 た
も
の
に
 
比
す
れ
ば
 
青
木
 
村
の
 
仕
 法
 は 蛇

 尾
の
 
觀
が
 
あ
る
が
、
 
最
初
の
 
希
 _ 望
た
り
 
し 荒

 地
 開
墾
 特
に
 
大
堰
の
 
完
成
、
 
借
 

財
 返
 濟
等
は
 
完
全
に
 
目
的
 
を
 達
し
た
 
の
で
 
あ
る
か
ら
、
 
報
 德
仕
法
 
中
 好
成
績
に
 
終
っ
た
 
例
と
 
し
て
 
推
稱
 
す
ろ
 
に 足

る
。
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第
 
人
 章
 

谷
 田
 
部
 茂
 木
の
 
仕
 法
 

一 
谷
 田
 都
 茂
 木
の
 
仕
 法
發
端
 

谷
 H 部

 茂
 木
の
 
仕
 法
 は、 

藩
 醫
中
村
 
元
 順
の
 
仕
 法
 懇
願
に
 
關
聯
 
し
て
 
進
展
し
た
。
 

蓋
し
 
櫻
 町
並
 靑
木
 
村
の
 
仕
 法
が
 
着
々
 
功
 を
 奏
し
つ
，
 

- あ
る
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
は、 

近
隣
 諸
 村
ま
で
 
も 注

目
 
を
牽
 き、 

評
^
 
力. 

傳
 
へ
ら
れ
た
、
 
そ
れ
 
は 恰

も
 
生
活
苦
の
 
深
刻
 
さ
が
 
日
增
に
 
激
烈
と
 
な
っ
た
 
天
 保
 初
年
の
 
事
で
 
あ
る
か
ら
、
 
何
人
と
 
雖
も
 

こ
の
 
借
財
 償
還
 荒
 地
 開
 發
の
福
 
昔
に
 
耳
 を
敲
 
て
な
い
で
 
は 居

ら
れ
な
か
っ
た
、
 
當
時
谷
 
田 部

 茂
 木
の
 
領
主
 
細
 川
 氏
の
 
藩
 

一 

醫
中
村
 
元
 順
 は 櫻

 町
 領
民
に
 
し
て
 
近
親
者
た
 

ろ 岸
右
衞
 
門
よ
り
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
妙
 を
 聞
き
、
 
先
づ
 
自
ら
 
そ
の
 
恩
 惠
に
浴
 

^ 

し 負
 偵
 を
 償
還
し
た
 
し
と
 
岸
 右
衛
門
 
を
 以
て
 
懇
願
し
た
。
 

こ
の
 
中
 村
 元
 順
 は 野

 州
 芳
賀
郡
 
中
 里
 村
に
 
生
れ
、
 
世
々
 
農
民
な
 
り
し
が
、
 
報
德
 
記
に
 
よ
れ
ば
 
「
頗
る
 
世
才
 
あ
り
て
 
辯
 

侫
 な
り
 
農
 事
を
好
ま
ず
 
醫
を
學
 
び、 

或
は
 
擊
劍
を
 
以
て
 
世
に
出
ん
 
と
す
る
 
の 志

 あ
り
、
 
然
れ
 
ど
も
 
其
 業
に
 
達
せ
ず
 

或
 

時. ！i に 言
て
 
曰、 

凡
そ
 
邊
 鄙
に
 
身
 を 置

く
 
時
 は
藝
術
 
あ
り
と
 
い
へ
 
ど
も
 
名
を
爲
 
す
に
 
足
ら
ず
、
 
凡
そ
 
名
 を 揚

げ
 
福
 を 得" 

ん
 と
す
れ
ば
 
其
 居
所
 
を
 選
ぶ
 
に
あ
り
、
 
是
 故
に
 
我
 江
 都
に
 
出
で
 
醫
術
を
 
以
て
 
名
を
顯
 
さ
ん
と
 
す、 

汝
 共
に
 
往
ん
 
か
」
 
と 

文
政
 

一一 一年 二
十
 
七
 歳
に
 
し
て
 
出
府
し
、
 
下
 谷
 御
成
 
街
道
に
 
て
 黑
川
元
 
順
と
 
稱
し
醫
 
業
 を
 渡
世
と
 
し
た
が
、
 
其
 術
 拙
き
 
故
 

か
 衣
食
の
 
資
に
 
す
ら
 
窮
し
、
 
妻
 は 一 一

人
の
 
女
子
 
中
 
一 人
を
携
 
へ
て
 歸
鄕
 
し
た
。
 



元
 

順
 

は 
懇
意
な
 

ろ 
細
 

川
 

家
の
 

藩
 

醫
中
村
 

周
圭
に
 

寄
食
し
、
 

代
診
と
 

な
り
、
 

次
で
 

中
 

村
 

氏
の
 

養
子
と
 

な
り
、
 

間
も
な
く
 

養
父
 

病
死
し
 

家
督
 

を
相
續
 

し
て
 

計
ら
ず
 

も 
藩
主
 

細
 

川
 

長
 

門
 

守
の
 

寵
を
受
 

く
ろ
に
 

至
っ
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

翳
 

術
 

拙
な
 

ろ
を
以
 

て 
牧
人
 

少
く
 

負
^
 

四
 

五
 

拾
 

雨
に
 

達
し
た
。
 

こ
の
頃
 

元
 

順
の
 

近
親
者
 

岸
 

右
 

衞
門
は
 

櫻
 

町
に
 

在
っ
て
 

先
生
の
 

敎
に
 

感
服
し
、
 

諸
方
に
 

報
 

德
の
道
 

を
宣
傳
 

し
つ
 

、
あ
つ
た
が
、
 

偶
 

々
江
戸
に
 

來
り
元
 

順
に
 

之
を
勸
 

め
た
。
 

是
に
 

於
て
 

仕
 

法
を
發
 

願
し
 

先
 

生
の
 

許
に
 

懇
願
し
 

來
 

つ
た
。
 

併
し
 

先
生
 

は 
容
易
に
 

面
會
 

せ
ら
れ
な
か
っ
た
 

が、
 

岸
右
衞
 

門
よ
り
 

再
三
 

懇
頹
 

し、
 

漸
く
 

西
 

久
 

保
の
 

横
 

山 
周
 

平
 

宅
に
 

て
 

面
接
 

直
談
 

を
諾
 

せ
ら
れ
た
。
 

そ
の
 

時
 

指
導
 

的
 

理
解
 

を
 

受
け
た
 

重
要
な
る
 

事
項
 

は、
 

臣
節
 

眞
忠
 

の
敎
詞
 

で
あ
っ
て
、
 

元
 

順
が
 

公
職
に
 

あ
り
な
が
ら
、
 

私
事
な
 

ろ 
借
財
 

償
還
 

金
甙
拾
 

五
雨
の
 

恩
借
 

を
 

請
 

ふ 
爲
に
來
 

り
し
 

は 

臣
下
と
 

し
て
 

本
末
 

顚
 

倒
の
 

甚
 

し
き
も
の
 

な
り
と
 

痛
烈
に
 

敎
誡
 

せ
ら
れ
、
 

一
家
 

一
村
 

一 
國
復
 

舆
に
關
 

す
ろ
 

根
本
的
 

解
決
の
 

§
 

方
法
、
 
古
今
 
未
曾
有
の
 
報
德
談
 
を
拜
聽
 
し
た
。
 
そ
の
 
要
に
 
曰
、
 
 

一 

「
現
今
 

負
 

愤
の
爲
 

に 
苦
心
す
 

る 
も
の
 

は 
足
下
 

一 
人
の
 

み
で
 

は
な
い
。
 

元
來
 

足
下
の
 

藩
主
 

細
 

川
 

侯
の
 

財
政
 

は 
如
何
、
 

政
 

事
 

正
し
く
 

行
 

は
れ
、
 

國
 

富
み
 

民
 

豐
か
 

で
あ
る
か
」
 
 

• 

と、
 

元
 

順
 

答
へ
 

て 
曰、
 

- 

「
決
し
て
 

安
心
で
 

は
な
い
、
 

領
邑
大
 

に
衰
頹
 

し、
 

土
地
 

荒
 

蕪
し
、
 

民
篛
 

迫
し
、
 

貢
稅
は
 

三
分
の
 

二
 

を 
減
じ
、
 

主
君
の
 

艱
難
 

は 
勿
論
、
 

一
藩
の
 

扶
助
 

も
屆
き
 

難
く
、
 

天
下
 

廣
し
 

と
雖
 

も
斯
の
 

如
き
 

困
窮
 

は 
稀
で
 

あ
ら
う
、
 

私
の
 

扶
持
 

も 
若
干
 

石
と
 

は 
名
の
み
 

に
し
て
、
 

其
 

實
は
減
 

石
給
與
 

せ
ら
る
 

程
で
 

あ
ろ
、
 

願
 

は
く
ば
 

こ
の
 

貌
乏
を
 

救
 

は
れ
た
い
」
 



と、 先生 曰、 

「
嗚
乎
 

足
下
 

は 
何
と
い
 

ふ 
過
っ
た
 

考
を
 

持
っ
て
 

居
る
 

か、
 

大
凡
 

臣
下
と
 

し
て
 

爲
 

す
べ
き
 

道
 

は 
定
ま
っ
て
 

居
る
、
 

士
分
 

た
る
と
 

翳
 

者
た
 

ろ
と
の
 

刖
 

な
く
、
 
 

^
以
て
 

己
の
 

身
 

を 
顧
み
ず
 

君
 

家
の
 

爲
に
盡
 

す
に
 

あ
る
、
 

今
 

足
下
の
 

邦
國
 

艱
難
に
 

迫
 

り、
 

公
務
 

さ
へ
ん
 

廢
 

さ
れ
、
 

國
民
 

撫
育
の
 

道
 

を
 

失
 

ひ、
 

進
退
 

共
に
 

谷
っ
て
 

居
ろ
、
 

泣
し
 

く 
身
 

を 
抛
ち
 

命
を
粱
 

て、
 

君
の
 

艱
苦
 

を 
除
き
 

そ
の
 

憂
心
 

を
 

安
ん
じ
、
 

國
民
 

を
し
て
 

困
苦
 

を 
免
れ
し
 

む
る
 

仁
政
に
 

浴
せ
 

し
め
ん
と
 

盡
 

力
す
べ
き
 

で
あ
ろ
。
 

， 

こ
れ
 

臣
 

た
る
 

も
の
、
 

本
意
で
 

は
な
い
 

か、
 

然
る
に
 

上
下
の
 

大
患
 

を
濟
 

ふ
こ
と
 

を
 

念.
 

と
せ
ず
、
 

唯
一
 

身
の
 

貧
苦
 

を 
免
れ
 

ん
が
爲
 

に 
余
 

を 
訪
問
し
た
、
 

何
 

を 
以
て
 

之
 

を 
忠
臣
と
 

言
 

ひ
 

得
よ
う
 

か。
 

余
 

一 
身
 

を
推
讓
 

し
て
 

櫻
 

町
 

復
興
に
 

R 
夜
 

心
 

力
 

一 

を
盡
 

し
て
 

足
ら
 

ざ
ろ
 

を 
息
 

ふ
る
の
み
、
 

足
下
 

來
 

つ
て
 

君
 

家
に
 

盡
す
 

方
策
 

を 
問
 

は
ず
し
て
 

私
益
 

を
冀
 

求
す
 

る、
 

余
 

は 
余
 

^ 

の 
任
務
が
 

あ
っ
て
 

寸
隙
 

も
な
い
、
 

他
の
 

諸
侯
の
 

事
を
談
 

ず
る
 

遑
 

も
な
い
、
 

故
に
 

面
會
を
 

謝
絶
し
た
 

ので
 

あ
る
が
、
 

横 
一 

山
 

周
 

平
の
 

懇
望
に
 

よ
っ
て
 

巳
む
 

を 
得
ず
 

し
て
 

面
會
 

し
た
 

所
、
 

豈
圖
ん
 

や
 

一 
身
の
-
安
泰
の
 

事
の
 

み、
 

希
望
 

せ
ら
ろ
 

た 
所
 

の 
金
員
 

は 
僅
少
で
 

あ
る
が
、
 

余
が
 

志
に
 

反
し
て
 

H ^
ろ
か
ら
、
 

決
し
て
 

御
望
に
 

應
 

ず
ろ
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
、
 

依
て
 

早
々
 

歸
ら
れ
 

た
し
、
 

而
 

し
て
 

再
び
 

来
ら
る
 

A 
な
」
 

と 
元
 

順
 

慚
愧
し
 

茫
然
と
 

し
て
 

沈
默
 

良
久
し
 

く
し
て
 

謝
し
て
 

曰、
 

「
御
高
 

說
 

に
よ
り
 

我
が
 

過
失
の
 

大
 

な
る
こ
と
 

を 
悟
っ
た
、
 

我
 

不
肖
な
 

り
と
 

雖
 

少
し
く
 

道
 

を
舉
ん
 

だ
も
の
で
 

あ
る
、
 

君
 

家
の
 

艱
難
 

を 
憂
 

ひ
ざ
る
 

も
の
で
 

は
な
い
 

が、
 

不
肖
に
 

し
て
 

及
ば
ざ
る
 

所
と
 

し
て
 

一 
己
の
爾
駄
 

に
關
 

し
て
の
 

み 
憐
み
を
 



請
う
 
t 
の
は
^
に
 
淺
 ま
し
き
 
愚
で
あ
っ
た
。
 

今
 至
敎
を
 
聞
い
て
 
慚
愧
身
 
を
容
ろ
 

A 地
の
 
な
い
 
次
第
で
 
あ
ろ
 

愚
な
 
り 

と
雖
も
 
今
よ
り
 
卑
心
を
 
洗
 ひ、 

聊
か
 
上
下
の
 
爲
に
 
心
を
盡
 
さ
う
 
と 決

心
し
た
、
 
先
生
 
失
言
 
を
し
た
 
こ
と
 
を 以

て
 
槳
て
 

ず、
 

爾
來
 

高
敎
を
 

授
け
 

給
へ
」
 

と、 
再
拜
 
し
た
、
 
先
生
 
笑
っ
て
 
曰、 

「ny 下
の
 
志、 

人
の
 
臣
 と
し
て
の
 
道
に
 
盡
す
 
に
あ
ら
 
ざ
り
 
し を 以

て
 

1 言
し
た
 
る
の
 
み、 

何
 を 以

て
 
足
下
 
を
敎
 
ふ
る
 

如
き
 
こ
と
 
を
爲
し
 
得
べ
き
」
 
 

. 

と、 
元
 順
 益
々
 
恥
ぢ
、
 
再
 會
の
時
 
を 乞

う
て
 
去
っ
た
。
 
 

- 

飜
 つ
て
 

ぎ
、
，
^
 が
.
 の 實

情
を
 
按
ず
る
 
に、 

谷
 E 部

 は 現
在
の
 
茨
城
 
縣
筑
波
 
郡
 谷
 田 部

 町
並
に
 
そ
の
 
附
近
 
四
十
 
二
 
 ̂
 

ケ 町
村
、
 
K
 が
 は 現

今
の
 
栃
木
 
縣
?
 方 I
f
c
s
^
m
 
並
に
 
そ
の
 
附
近
 
二
十
 
七
ケ
 
町
村
、
 
合
し
て
 
高
 壹
萬
六
 
千
 三
百
 
十
九
 
石
 

と
稱
 
し、 

米
 租
壹
萬
 
六
 千
 俵、 

畑
 租
六
百
 
餘
兩
、
 
之
 を
家
祿
 
と
し
て
 
細
 川
長
鬥
 
守
の
 
領
有
す
 
る 所

で
あ
っ
た
、
 
領
主
 
細
 

川
 家
 は 九

州
 
熊
 本
 細
 川
 家
の
 
分
家
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 
祖
先
 
は
戰
 功
に
 
よ
り
 
相
 當
の
地
 
を
 領
有
す
べ
き
 
所
 本
家
の
 

一 言
に
 

よ
っ
て
 
小
 1
 と
な
り
 
怨
恨
 
は 累

代
に
 
亙
り
て
 
禍
根
 
を
な
 
し、 

斷
 え
ず
 本
家
よ
り
 
支
給
 
を 受

け
て
 
尙
 ほ
不
滿
 
で
あ
っ
た
、
 

加
 ふ
ろ
に
 
明
 和
 九
 年、 

文
化
 
三
年
、
 
文
政
 
元
ギ
、
 
文
政
 
十
二
 
年
、
 
天
 保
 六
 年
と
 
五
 度
 も 類

 燒
に
遭
 
ひ、 

ま
た
 
天
 保
兩
度
 

の
 凶
 乍
 を
 受
け
^
 
次
第
に
 
負
債
が
 
山
積
し
 
其
 額
 十
三
 
萬
兩
 
に
も
 
達
し
 
年
々
 
の 牧

納
を
 
以
て
 利
息
 
を 支

 ふ
る
に
 
も 足

ら
 
ざ
 

も. 窮
迫
に
 
陷
 つ
た
、
 
藩
士
の
 
給
與
も
 
充
分
で
 
な
く
、
 
人
民
へ
の
 
課
 稅
も
輕
 
く
な
 
く、 

1
 下
 交
 々
困
窮
に
 
惱
ん
で
 
居
た
。
 

. 



こ
の
頃
 
藩
主
 
老
い
て
 
子
な
 
く、 

有
 馬
 侯
の
 
次
子
 
辰
十
郞
 
(喜 十

郞
)
 
君
 を
 養
子
と
 
し
た
。
 
未
だ
 
家
督
 
相
續
の
 
完
了
せ
 
ざ
ろ
 

に
當
り
 
非
常
な
る
 
困
阨
に
 
遭
遇
し
た
、
 
細
 川
 侯
が
 
こ
の
 
救
 治
 を 決

行
す
 
ろ
に
 
至
っ
た
 
顚
末
を
 
摘
記
 
す
れ
ば
 
次
の
 
通
り
で
 

あ
ろ
。
 

養
子
 
辰
 十
 郎
君
 頗
る
 
英
才
 
あ
り
、
 
國
 家
の
 
衰
弱
 
上
下
の
 
艱
難
 
を 憂

 ひ、 
一
度
 經
濟
の
 
道
 を 行

 ひ
 再
興
 
せ
ん
と
 
心
を
盡
 

す
と
 
雖
も
其
 
道
 を 得

ず
、
 
某
 時
 醫
師
中
 
村
 元
 順
 君
 前
に
 
在
っ
て
 
談
偶
々
 
古
今
 
其
 人
に
 
由
て
 
國
 家
の
 
盛
衰
す
 
る こ

と
に
 
及
 

. 

ん
だ
 所
、
 
辰
 十
 郎
君
 慨
然
と
 
し
て
 
沈
 默
此
事
 
を 聞

き
 
近
習
の
 
人
 を
 退
か
し
め
、
 
竊
に
元
 
順
に
 
IS ひ

て
 
曰、 

「
余
 有
 馬
 家
に
 
成
長
し
、
 

. 曾
て
 
艱
難
の
 
事
 を
 聞
知
し
 
な
か
っ
た
、
 

而
 し
て
 
此
 家
に
 
養
 は
る
 

に 及
び
て
 
上
下
の
 
困
窮
 

一 

比
類
な
 
き 事

 を
 知
っ
た
、
 
此
の
 
通
に
 
て
 歳
月
 
を
 送
ら
ば
、
 
負
債
 
山
の
 
如
く
 遂
に
 
亡
國
に
 
類
す
 
ろ
に
 
至
る
 
で
あ
ら
う
、
 

も
 

是
非
 家
政
 
を 改

革
し
 

一 家
 を
 再
興
し
、
 
養
父
の
 
心
 を 安

ん
じ
、
 
領
民
の
 
困
苦
 
を
 も 除

か
ん
 
と 欲

す
れ
 
ど
も
、
 
不
肯
に
 

一 

し
て
 
其
 道
 を 得

な
い
、
 
汝
 若
し
 
何
 か
 思
慮
す
 
ろ 所

 あ
ろ
 
な
れ
ば
 
國
 家
の
 
爲
に
其
 
言
 を
 存
分
に
 
申
し
て
 
見
よ
、
 
余
 私
に
 

之
 

を
參
考
 

に
す
 

る
で
 

あ
ら
う
」
 

と、 
こ
の
 
時
 元
 順
旣
に
 
報
德
の
 
良
法
 
を 聞

知
し
、
 
こ
れ
 
を 言

上
す
 
ろ 機

會
を
 
待
ち
、
 
豫
て
君
 
家
 を
與
し
 
功
業
 
を
 立
て
、
 

1 身
の
 
榮
利
を
 
も 取

ら
ん
 
こ
と
 
を
 謀
り
 
其
 時
 を
 窺
っ
て
 
居
た
、
 
恰
も
 
今
斯
 く
の
 
如
き
の
 
問
 を
 得
て
 
心
中
 
大
に
悅
 
び、 

時
 

至
れ
り
 
と 平

伏
し
 
言
上
し
て
 
曰、 

「
誠
に
 
君
の
 
憂
 ひ
 給
 ふ
 所
の
 
如
く
 連
年
 
此
の
 
如
く
に
 
し
て
 
年
月
 
を
經
 
ば、 

如
何
と
 
も
爲
 
す
べ
 
か
ら
ざ
る
 
に 至

る
 
で
あ
 



ら
う
、
 

W
 

し 
徵
臣
醫
 

を 
以
て
 

業
と
 

す
る
 

も
の
、
 

何
 

を 
以
て
 

國
 

家
の
 

政
に
 

與
 

つ
て
 

言
上
し
 

得
よ
う
、
 

然
る
に
 

君
 

群
 

は
に
 

問
 

は
ず
し
て
 

獨
愚
臣
 

に
 

問
 

ひ
 

給
 

ふ、
 

臣
 

そ
の
 

職
に
 

あ
ら
 

ざ
れ
 

ど
も
 

國
事
を
 

憂
 

ふ
ろ
の
 

微
衷
 

を 
察
し
 

給
 

は
る
が
 

故
な
ら
 

ん、
 

故
に
 

意
中
 

を 
明
さ
ず
 

言
上
し
 

な
け
れ
ば
 

必
ず
 

不
忠
の
 

罪
 

を
 

免
れ
ず
、
 

扨
 

こ 
一
に
 

是
非
 

言，
 

M 
し 

奉
ら
ん
 

と
す
ろ
 

事
 

が
 

あ
る
、
 

玆
に
 

稀
世
の
 

英
才
が
 

あ
る
、
 

名
 

を 
一 

一宮
 

金
次
郞
 

と
い
 

ふ」
 

と
て
 
櫻
 町
の
 
功
業
 を
談
 
り、 

語
を
繽
 
け
て
 
曰、 

「
臣
故
 

あ
り
て
 

一 
一
宮
に
 

一 
面
す
る
 

こ
と
 

を
 

得
た
、
 

其
 

高
論
 

を 
聞
き
し
 

に
滔
々
 

と
し
て
 

洪
 

河
の
 

如
く
、
 

治
亂
 

盛
衰
 

存
亡
 

吉
凶
の
 

生
ず
る
 

處
其
 

根
元
 

を
談
 

ず
る
に
 

袞
々
 

と
し
て
 

盡
 

く
ろ
 

所
 

を 
知
ら
ず
、
 

君
 

若
し
 

此
 

人
に
 

國
家
 

再
興
の
 

道
 

を
 

委
任
 

- 

し、
 

-其
 

指
揮
に
 

應
じ
、
 

改
政
 

仁
術
 

を
 

施
し
 

給
 

は
ゾ
、
 

十
 

年
 

を
 

出
で
 

ず
し
て
 

大
に
國
 

家
の
 

大
幸
を
 

開
き
 

得
る
 

こ
と
 

は 
疑
 

ゆ
 

な
い
、
 
こ
の
 
良
法
 
を 行

 ひ
 給
 ふ
な
ら
 
ば、 

臣
は
 
そ
の
 
敎
示
を
 
受
け
 
一
身
 を 抛

ち
 
事
業
に
 
心
 カ
を
盡
 
す
で
 
あ
ら
う
」
 
 

一 

と、
 

言
上
し
た
 

所、
 

辰
 

十
 

郎
君
 

大
に
悅
 

び、
 

「
誠
に
 

汝
 

W
 

言
の
 

如
く
な
ら
ば
 

無
双
の
 

英
傑
で
 

あ
る
。
 

一 
H 呂
の
カ
 

を
 

借
り
 

其
 

指
揮
に
 

隨
ひ
汝
 

と 
心
 

を 
併
せ
て
 

勉
勵
せ
 

ば、
 

志
願
 

必
ず
 

成
就
す
 

る
で
 

あ
ら
う
、
 

然
る
に
 

此
處
に
 

一 
難
事
 

あ
り
、
 

群
臣
 

救
 

年
の
 

困
苦
に
 

迫
り
、
 

頗
る
 

仁
義
の
 

風
 

を 
失
 

ひ、
 

自
功
を
 

立
て
ん
 

こ
と
み
」
 

好
み
、
 

人
の
 

功
 

を
 

妨
げ
、
 

他
の
 

益
 

を 
忌
む
 

の 
心
 

盛
ん
に
し
て
、
 

國
 

家
の
 

爲
に
 

私
心
 

を
 

去
り
 

忠
を
盡
 

さ
ん
と
 

す
る
 

も
の
 

は 
至
っ
て
 

鮮
ぃ
、
 

今
 

大
業
 

を
汝
 

と
共
に
 

擧
 

げ
ん
と
 

す
れ
ば
、
 

其
 

是
非
 

を 
論
ぜ
ず
 

し 

て
 

必
ず
 

故
な
 

く 
之
に
 

反
抗
 

拒
否
す
 

ろ
で
 

あ
ら
う
、
 

余
 

は 
未
だ
 

部
屋
 

住
で
 

あ
る
、
 

强
ぐ
實
 

行
 

命
令
 

を
發
 

す
る
 

こ
と
が
 

來
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來
 

な
い
、
 

こ
の
 

事
 

を 
公
然
と
 

發
 

せ
ば
 

必
ず
 

成
す
 

こ
と
 

能
 

は
ず
、
 

汝
竊
に
 

余
が
 

辛
苦
す
 

る 
所
以
と
、
 

二
宮
の
 

道
 

を
 

行
 

ひ
 

阈
家
 

を
再
與
 

せ
ん
と
す
 

る 
意
中
 

を 
一 

H 吕
に
 

具
に
 

吿
げ
、
 

適
 

當
の
處
 

置
 

を 
尋
ね
 

來
れ
、
 

一 
一宮
 

余
が
 

意
中
 

を 
察
せ
ば
 

必
ず
 

之
に
 
同
情
し
て
 
大
智
を
 
以
て
 
機
宜
の
 
方
法
 
を 示

す
 
で
あ
ら
う
、
 
汝
此
事
 
を 過

つ
な
 
か
れ
」
 

註 
元 順 報

德
記
 
に 玄 順

と
 
あ リー 一宮^ 德

全
 集
中
 
の 公

文
書
 
に は 悉

く
 
元 順

と
 
ぁリ、 

故 LL 報
德
記
 
中 の 文

章
 以
外
 
は 元 の 字

 

ん 
ふ。 と 

命
じ
た
 

の
で
 

元
 

順
 

大
に
悅
 

び、
 

直
に
 

江
 

戶
西
久
 

保
な
る
 

宇
津
 

家
の
 

邸
に
 

到
り
 

先
生
に
 

面
會
を
 

求
め
た
 

所
、
 

横
 

山 
周
 

平
 

出
で
 

て
應
 

接
し
、
 

先
生
 

は 
旣
に
櫻
 

町
に
 

歸
ら
れ
 

た
と
 

吿
 

げ
た
の
で
、
 

失
望
し
て
 

歸
 

り
こ
の
 

旨
 

を 
復
命
し
た
、
 

誠
心
 

以
て
 

.國 を 憂
 ふ
ろ
 
喜
 十
 郞
君
之
 
を 聞

き
、
 

「
然
 ら
ば
 速
に
 
野
 州
に
 
赴
き
 
余
が
 
心
意
 
を 達

せ
よ
、
 
此
事
 
父
君
に
 
も 內

諾
を
 
求
め
た
 
ろ 所

、
 
大
に
悅
 
び
 給
 ひ、 

群
臣
 

に 漏
さ
ず
 
穩
 便
に
 
事
 を 整

 
へ よ」 

. と、 
勵
 ま
さ
れ
 
且
曰
、
 

「
汝
 

公
然
 

野
 

州
に
 

赴
か
ば
 

必
ず
や
 

疑
念
 

を
 

生
じ
て
、
 

事
 

未
だ
 

成
ら
ざ
る
 

に 
破
れ
よ
う
、
 

適
當
 

な
ろ
 

方
法
 

を
 

講
ぜ
よ
」
 

A
 
諭
さ
れ
た
。
 

元
 順
 之
に
 
答
へ
 
て
 曰、 

r 臣
玆
に
 
誠
に
 
便
法
 
を
考
へ
 
得
た
、
 
今
 若
君
の
 
夫
人
 懷
姙
し
 
給
 ひ
 五
ケ
 
月
に
 
及
べ
り
、
 
群
臣
の
 
皆
 知
ろ
 
所
で
 
あ
る
、
 

然
る
に
 
野
 州
 櫻
 町
 を
 去
ろ
 
こ
と
 
數
里
 
(註 

野 州
芳
賀
 
郡 誕

生
 村) 

に 地
蔵
尊
 
あ
り
、
 
延
の
 
地
蔵
と
 
唱
ふ
、
 
安
產
を
 
守
る
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と
て
、
 

貴
賤
 

共
に
 

安
産
 

を
 

祈
願
す
 

る 
も
の
 

遠
近
よ
り
 

來
ろ
、
 

依
て
 

太
夫
 

以
下
へ
 

令
し
て
 

之
に
 

祈
ら
 

し
め
ら
れ
た
い
、
 

而
 

し
て
 

使
者
と
 

し
て
 

は 
元
 

順
 

こ
そ
 

適
當
 

な
れ
」
 

と、
 

害
 

十
 

郎
君
 

之
 

を
 

妙
策
と
 

し
て
 

太
夫
 

を
 

召
し
 

元
 

順
 

を
し
て
 

祈
願
の
 

爲
 

に
出
發
 

せ
し
め
た
。
 

こ
れ
 

實
に
天
 

保
 

五
 

年
 

正
月
 

の 
事
で
あ
っ
た
。
 

. 

• 
元
 順
 正
月
 
二
十
 
八
 曰 江

戸
 出
 發
翌
廿
 
九
 flt 櫻

 町
に
 
着
し
、
 
先
生
に
 
面
 謁
し
て
 
曰、 

「
曩
に
 

は
不
肯
 

に
し
て
 

私
事
 

を
 

以
て
 

先
生
の
 

敎
を
 

受
け
ん
 

と
し
た
が
、
 

高？
 

i
 

を 
反
覆
し
て
 

悔い
、.
 

一
身
 

を
 

奉
じ
て
 

君
 

國
に
 

報
い
ん
 

こ
と
 

を 
志
し
た
、
 

そ
の
 

誠
內
 

に
あ
っ
て
 

外
に
 

形
れ
 

た
も
の
 

か、
 

君
上
談
 

ず
る
に
 

國
事
を
 

以
て
せ
ら
れ
、
 

我
 

之
に
 

答
 

ふ
る
に
 

先
生
の
 

敎
を
 

以
て
し
た
、
 

主
君
 

犬
に
 

先
生
の
 

高
 

德
を
慕
 

は
れ
 

速
に
 

國
家
與
 

復
の
败
 

を 
委
任
 

せ
ん
と
 

せ
ら
れ
た
、
 

然
れ
 

ど
も
 

一 
藩
の
 

人
心
 

放
肆
に
 

し
て
 

士
風
を
 

失
 

ひ、
 

公
事
 

を
 

後
に
 

し
て
 

私
曲
 

を
 

先
に
し
、
 

偶
々
 

忠
臣
 

あ 

れ
ば
 

之
を
黜
 

け、
 

財
政
 

は 
他
 

借
 

を
 

以
て
 

補
 

ひ、
 

目
前
の
 

費
用
 

を
充
 

さ
ん
と
 

す
ろ
 

の
み
で
 

あ
る
、
 

故
に
 

借
財
 

旣
に
 

十
餘
 

寓
兩
に
 

上
り
、
 

貢
租
 

は 
年
々
 

に 
減
じ
た
、
 

本
家
 

細
 

川
 

家
よ
り
 

屢
々
 

借
用
し
 

ま
た
 

助
力
 

を
 

受
け
た
 

る 
も
の
 

八
 

萬
 

雨
に
 

達
 

お ほど
 

ぶ 
し、
 

本
家
 

も 
最
早
 

之
 

を
 

救
 

ふ
の
 

術
な
 

し
と
し
 

「
柳
 

原
の
 

大
土
 

浮.
」 

と
さ
へ
 

諷
せ
ら
れ
 

た
と
い
 

ふ、
 

群
臣
 

革
 

正
 

を
議
す
 

ろ 
も
囂
々
 

と
し
て
 

人
の
 

議
を
排
 

す
る
 

の
み
で
 

あ
る
、
 

當
君
旣
 

に 
老
い
 

給
 

ひ
 

萬
 

事
 

養
 

君
に
 

謀
ら
る
、
 

幸
に
 

若
君
 

は 
仁
心
 

あ
り
と
 

い
へ
 

ど
も
 

未
だ
 

相
鑌
を
 

了
せ
 

ず
、
 

卒
爾
に
 

此
の
 

大
業
 

を
發
 

す
れ
ば
 

群
臣
 

不
服
の
 

爲
に
 

成
功
 

を
 

疑
 

ふ、
 

先
生
の
 

敎
 

に
よ
っ
て
 

良
策
 

を 
行
 

は
ん
こ
と
 

を
冀
 

ふ」
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と
い
 

ふ
に
 

あ
っ
た
。
 

先
 

牛；
 

卽
ち
 

之
に
 

敎
 

へ
て
 

曰、
 

「
我
 

小
 

田 
原
の
 

臣
 

と
し
て
 

外
 

諸
侯
の
 

政
事
 

を
談
 

ず
る
 

事
 

は 
出
来
な
い
、
 

況
 

や
そ
の
 

委
任
に
 

^
 

ろ
な
 

ど
と
 

い
ふ
 

は 
そ 

の
因
緣
 

の
な
い
 

こ
と
で
 

あ
る
、
 

君
 

賢
明
に
 

し
て
 

仁
心
 

あ
り
、
 

民
 

其
澤
を
 

蒙
る
 

こ
と
 

能
 

は
ず
、
 

終
に
 

上
下
の
 

翁
せ
 

こ 

ろ
の
 

は
誡
に
 

歎
ず
べ
き
 

の 
至
で
 

あ
ろ
。
 

外
に
 

方
法
 

も
な
い
 

か
ら
 

余
 

1 
言
を
呈
 

す
ろ
 

で
あ
ら
う
、
 

夫
れ
 

國
の
 

亂
こ
臂
 

す
る
と
い
 

ふ
こ
と
 

は 
其
 

國
の
分
 

度
が
 

明
か
な
ら
 

な
い
か
ら
 

で
あ
る
。
 

牧
人
 

を 
貪
り
 

取
っ
て
 

出
 

財
 

制
限
な
 

く、
 

用
 

費
 

度
 

な
き
 

カ
爲
に
 

僅
に
 

多
少
と
 

も 
不
足
 

を 
生
ず
る
、
 

然
る
に
 

獰
 

自
ら
 

省
み
ず
、
 

節
儉
を
 

守
ろ
 

こ
と
 

能
 

は
ず
、
 

不
 

ni~
 

あ
れ
 

ま 

他
よ
り
 

借
り
、
 

或
は
 

領
民
 

を 
絞
り
 

先
 

納
の
名
 

を
 

以
て
 

民
 

下
よ
り
 

摩
 

ひ
 

以
て
 

其
 

不
足
 

を 
足
す
、
 

連
年
 

是
の
 

如
く
し
て
 

益
々
 

窮
し
、
 

國
民
は
 

其
 

君
の
 

敏.
 

敛
を
 

怨
み
、
 

或
は
 

離
散
し
 

或
は
 

農
事
 

を
 

廢
し
末
 

利
に
 

走
り
、
 

國
土
 

之
が
 

爲
に
荒
 

蕪
と
 

な
り
、
 

租
稅
彌
 

減
じ
 

上
下
の
 

艱
難
 

窮
る
、
 

是
に
 

於
て
 

奉
仕
の
 

道
 

を 
失
 

ひ
 

一 
藩
 

を
 

扶
助
す
 

る
の
 

米
 

財.
 

し、
 

士
風
 

卑
陋
 

薄
情
 

こ 

ゎづか 

流
ォ
 

毛
 

弗
の
 

や 
を
爭
ひ
 

曾
て
 

忠
義
の
 

何
物
た
 

る 
を 

知
ら
ざ
る
 

に 
到
ろ
、
 

上
下
 

危
 

き
こ
と
 

累
 

卵
の
 

如
し
で
 

あ
ろ
、
 

圻
 

力
る
 

禍
は
 

何
か
ら
 

牛：
 

じ
た
 

か
と
い
 

ふ
と
、
 

そ
れ
 

は 
唯
 

國
に
分
 

度
が
 

立
た
な
い
 

過
の
 

み、
 

國
に
分
 

度
な
 

き 
時
 

は、
 

幾
 

萬
の
 

財
 

を 
人
る
 

丄 
と
い
 

へ 
ど
も
 

破
 

桶
に
 

水
 

を
 

入
る
 

V 
か
 

如
く
 

一 
 

滴
 

も 
保
つ
 

こ
と
 

は 
3J
 

來
な
 

い、
 

然
 

ろ
に
 

今
 

足
下
の
 

君
 

家
 

S
 

難
と
 

言
 

は
る
 

A 
も、
 

明
に
 

分
 

度
 

を
 

立
て
 

節
度
 

を
 

守
り
、
 

仁
術
 

を
 

行
 

ふ
 

時
は
國
 

そ
の
 

與
複
 

決
し
て
 

難
事
で
 

な
い
、
 

神
代
の
 

昔
璺
 

葦
原
た
り
 

し 
時
に
 

考
へ
 

て
 

見
ら
れ
よ
、
 

往
昔
 

開
 

田 
用
と
 

し
て
の
 

米
 

粟
 

は
な
い
、
 

金
銀
 

財
寶
 

も
な
い
、
 

天
祖
 

の 
御
 

丹
誡
を
 

以
て
 

此
 

葦
原
 

を
 

開
き
 

給
 

は
っ
た
 

か
ら
、
 

海
 

內
是
の
 

如
く
 

豐
鏡
繁
 

榮
の
國
 

と
な
っ
た
、
 

然
 

ら
ぱ
此
 

大
道
 

を
 



以
て
 
國
の
衰
 
廢
を
擧
 
ぐ
れ
ば
、
 
開
闢
 
以
來
 葦
原
 
を
 瑞
穗
國
 
と 開

き
 
給
 ひ
し
 
時
 程
の
 
難
事
で
 
は あ

ろ
ま
い
、
 
今
 四
海
 豊
富
 

の 寺
 
こ 生

れ
、
 
古
の
 
艱
難
 
を
 顧
み
ず
、
 
專
ら
 
奢
侈
に
 
流
れ
 
節
儉
の
 
道
を
廢
 
し、 

安
逸
 
を 主

と
 
す
る
 
が
 故
に
 
衰
弊
立
 
ど 

こ
ろ
に
 
到
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
世
の
 
弊
風
 
を 革

め
 
本
 原
の
 
道
に
 
立
歸
ら
 
ね
ば
、
 
百
計
 
を
盡
 
す
と
 
雖
も
何
 
を 以

て
 
國
の
衰
 

亡
 を 補

 ふ
こ
と
 
が
出
來
 
よ
う
、
 
却
て
 
そ
の
 
廢
亡
を
 
促
す
 
の
み
で
 
あ
る
、
 
余
が
 
土
地
 
を
興
復
 
し
た
の
 
は 則

ち
 
此
の
 
大
道
 
を
 

J
 て
し
た
の
 
で
あ
る
、
 
故
に
 
君
臣
 
心
 を
 斯
に
用
 
ひ
 カ
を
盡
 
さ
ば
、
 
如
何
し
て
 
か
 衰
國
の
 
興
ら
ざ
る
 
こ
と
が
あ
ら
う
、
 
然
 

し
て
 
諸
 臣
下
の
 
妨
が
 
あ
ら
う
 
か
と
 
憂
 ふ、 

故
に
 
亦
 興
復
の
 
方
法
が
 
明
か
な
ら
 
ざ
る
が
 
故
で
 
あ
る
。
 
今
 君
 家
 再
 復
永
安
 

の 道
 を 明

か
に
 
調
べ
、
 
是
の
 
如
く
す
 
る 時

は
國
 
盛
に
 
民
 安
く
、
 
是
の
 
如
く
せ
 
ざ
れ
ば
 
國
益
々
 
窮
し
 
亡
滅
に
 
到
ろ
 
で
あ
 

I 

ら
う
、
 
盛
衰
 
兩
道
を
 
明
か
に
 
說
き
 
群
臣
に
 
示
し
、
 
何
れ
の
 
道
に
 
隨
 は
ん
か
と
 
問
 は
ゾ
、
 
如
何
な
る
 
侫
心
 
邪
曲
と
 
い
へ
 

" 

ど
も
 

一 同
 安
堵
の
 
道
に
 
依
ら
ん
 
と 誓

 ふ
で
 
あ
ら
う
、
 
斯
 く
し
て
 
群
議
に
 
よ
っ
て
 
決
す
れ
ば
、
 
其
 本
 君
 意
に
 
出
づ
 
る
と
 

、 
へ
ど
 
も、 

そ
の
 
決
行
 
群
臣
の
 
望
に
 
應
じ
 
た
る
が
 
故
に
、
 
內
心
 
仁
政
 
を 忌

む
 
の 族

 あ
り
と
 
い
へ
 
ど
も
、
 
妨
害
 
を
な
 
す
 

-の愚 を
な
 
す
 も
の
が
 
あ
ら
う
 
か。 

併
し
 
そ
の
 
國
の
本
 
原
た
 
る 分

 度
 を 定

め
、
 
盛
衰
 
存
亡
 
を 明

か
に
 
す
る
 
は 足

下
の
 
及
 

ぶ
 所
で
な
い
、
 

そ
の
 
方
法
の
 
明
示
 
を 求

む
 
る な

れ
ば
 
國
の
 
貢
税
十
 
年
の
 
古
 帳
 を
持
參
 
せ
ら
れ
た
い
、
 

余
 其
 道
 を 明

か
 

、
二
し
て
 
足
下
に
 
指
示
す
 
る
で
 
あ
ら
う
、
 
斯
く
 
す
る
 
こ
と
 
は
國
家
 
再
興
の
 
本
體
を
 
確
立
す
 
る こ

と
で
 
あ
る
」
 

と、 
敎
 
へ
ら
れ
、
 
元
 順
 堅
き
 
決
 志
 を 以

て
 
二
月
 
十
日
 
出
 發
歸
府
 
し
た
が
、
 
不
幸
に
 
も 同

月
 
七
日
 
築
地
 
邊
 よ
り
 
出
火
し
て
 

細： ZT 家
 こ
類
燒
 
し、 

上
下
 
大
 

中、 元
 順
 ま 十一 

一日 朝
 着
 道
に
 
長
 門
 守
に
 
面
會
、
 
細
 川
 越
 中
 守
 屋
敷
 中
に
 

一 時
 退
去
 
あ 



り、
 

老
侯
 

に
も
 

面
談
し
た
。
 

斯
く
て
 

愈
々
 

困
窮
に
 

陷
り
、
 

屋
敷
 

再
興
の
 

困
難
か
ら
、
 

假
寓
 

選
定
 

中
で
 

あ
つ
た
が
、
 

こ
の
 

時
 

幸
に
 

先
生
が
 

出
府
せ
ら
れ
 

た
の
で
 

懇
談
 

を
 

重
ね
、
 

先
生
の
 

周
旋
に
 

て 
小
 

田 
原
 

藩
の
 

所
有
た
 

る 
割
下
 

水
の
 

邸
 

を
 

讓
り
受
 

け、
 

四
月
 

十
七
 

日 
之
に
 

引 
移
っ
た
、
 

斯
く
 

先
生
と
 

は 
種
々
 

の 
因
緣
が
 

重
な
り
、
 

細
 

川
 

象
 

上
下
 

共
 

報
德
仕
 

法
理
 

解
 

順
^
よ
 

く 
開
け
、
 

公
に
 

藩
侯
 

父
子
 

は 
重
役
 

共
と
 

評
議
 

を 
遂
げ
る
 

様
に
な
り
、
 

一 
同
擧
 

つ
て
 

賛
成
し
、
 

衆
議
 

一 
決
 

萬
 

事
 

櫻
 

町
の
 

通
 

. 

り
に
 

て 
委
任
 

致
し
 

度
 

旨
の
 

意
を
體
 

し、
 

元
 

順
 

は 
正
式
に
 

六
月
 

朔
日
江
 

戶
を
發
 

し 
櫻
 

町
に
 

向
 

ひ、
 

途
中
 

不
快
に
 

て 
岸
右
衞
 

門
 

方
に
 

て 
休
憩
し
、
 

同
月
 

六
日
 

先
生
に
 

面
會
 
し
た
。
 
 

• 

元
 

順
は
携
 

へ
た
ろ
 

書
類
 

を 
示
し
 

更
に
 

君
臣
 

上
下
の
 

苦
 

艱
を
訴
 

へ 
舆
復
の
 

方
途
 

を 
講
ぜ
ら
 

れ
ん
こ
と
 

を 
懇
願
し
た
、
 

先
 

生
 

は 
之
に
 

封
し
、
 

目
今
 

艱
難
の
 

極、
 

衆
議
 

一 
決
し
 

た
れ
 

ど
も
、
 

一 
た
び
 

危
急
の
 

去
る
 

時
に
は
 

忽
ち
 

常
住
に
 

復
し
、
 

舊
弊
 

，s-
 

に 
立
 

戾
る
は
 

尋
常
の
 

人
情
、
 

賢
愚
 

共
に
 

知
ら
ず
/
 

\ 
驕
奢
 

怠
惰
に
 

陷
る
は
 

自
然
 

な
れ
ば
 

容易
. 

に 
引
受
け
 

P
 

し
と
 

^
絶
せ
 

一.
 

ら
れ
 

た
の
で
、
 

元
 

順
 

は 
再
三
 

懇
願
し
、
 

渐
く
 

考
慮
す
 

べ
し
と
 

答
 

へ
ら
れ
た
。
 

そ
れ
よ
り
 

元
 

順
に
 

對
し
、
 

足
下
 

は 
翳
 

業
 

を
 

以
て
 

家
職
と
 

す
れ
ば
、
 

夫
々
 

俸
祿
 

を 
受
け
 

來
れ
る
 

を
 

以
て
、
 

唯
今
 

大
願
 

を 
發
し
國
 

政
に
 

參
與
 

す
る
 

は 
容
易
な
ら
 

ざ
る
 

事
 

で
あ
り
、
 

過
っ
て
 

禍
を
發
 

し
た
る
 

時
、
 

後
悔
 

躋
を
噬
 

む
こ
と
 

A 
な
る
 

か
ら
、
 

國
政
革
 

進
に
 

就
て
 

は 
篤
と
 

攻
究
す
 

る 
こ
と
 

と
し
、
 

無
難
に
 

醫
業
相
 

續
の
道
 

を 
講
じ
て
 

は 
如
何
、
 

こ
の
 

顚
末
兩
 

殿
に
 

申
 

上
げ
て
 

然
る
べ
き
 

き
を
 

述
べ
ら
れ
た
、
 

こ
れ
 

曙
に
 

醫
師
の
 

本
分
 

を
 

忘
れ
て
 

政
事
に
 

關
與
 

す
ろ
 

こ
と
の
 

不
合
理
 

な
る
こ
と
 

を
 

明
か
に
 

し、
 

一 
國
の
 

政
治
と
 

い
ふ
 

重
大
 

£ 

務
に
 

就
て
 

は、
 

そ
の
 

職
責
 

を 
以
て
 

事
に
 

営
る
べ
く
、
 

ま
た
 

領
主
と
 

雖
も
大
 

決
心
 

を
 

以
て
 

實
 

行
す
べ
く
、
 

且
 

公
式
に
！
 

K 
頓
 



す
る
 

の
で
な
け
れ
ば
 

交
 

涉
に
應
 

じ 
難
き
 

こ
と
 

を 
諭
さ
れ
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

銳
敏
 

な
ろ
 

元
 

順
 

は
こ
の
 

意
 

を 
察
知
す
 

ろ
に
 

難
く
 

は
な
い
。
 

歸
府
の
 

上
 

公
式
に
 

そ
の
 

目
的
 

を 
達
成
 

せ
ん
こ
と
 

を 
欲
し
、
 

六
月
 

十
四
日
 

櫻
 

町
を
發
 

し、
 

翌
 

十
五
 

日
歸
府
 

直
に
 

之
 

を 
復
命
し
た
。
 

長
 

門
 

守
 

父
子
 

は
徵
 

細
に
 

之
 

を 
聞
き
、
 

仕
 

法
の
 

困
難
 

は
さ
る
 

こ
と
な
が
ら
、
 

之
 

を 
行
 

は 
ざ
れ
ば
 

と
て
 

何
時
 

安
络
の
 

時
節
 

到
來
 

す
ろ
 

や
と
の
 

見
込
 

も
な
 

く、
 

歲
 

人
に
 

限
度
 

を
 

立
て
 

A 
一 
 

住
し
、
 

强
て
 

依
頼
す
 

ろ 
外
方
 

法
 

は
な
い
 

と
い
 

ふ
こ
と
 

に 
決
 

定
 

し
た
。
 

當
時
 

先
生
よ
り
 

元
 

順
へ
の
 

使
者
の
 

來
 

り
し
に
 

任
せ
、
 

こ
の
 

意
 

を
取
敢
 

へ
ず
 

回
答
し
た
。
 

(
前
略
)
 

然
ば
 

今
般
 

岸
 

右
 

衞
門
御
 

差
 

越
 

被
 

成
 

下、
 

前
 

々 
御
 

願
 

申
 

人
 

置
 

候
 

儀
 

致，
, 

具
 

承？
 

於，
, 

御
兩
 

殿
様
,
 

も 
i
 

被，
, 

思
 

召
 

f 

殊
更
 

無-
, 

御
腹
 

織
-
事
、
 

別
て
 

御
滿
 

足
被
爲
 

成、
 

是
非
と
も
 

御
領
 

內
 

先
生
へ
 

爲，
， 

御
 

任，
 

被
 

遊
 

度
、
 

因
 

玆
御
使
 

谷
 

田 
部
 

奉
 

行
中
 

村
 

傳
八
郞
 

へ 
被
 

仰
 

付、
 

御
 

直
 

書
 

持
參
、
 

拙
者
 

案
內
 

可，
， 

罷
越
，
 

由
 

御
座
 

候
 

得
 

共、
 

指
 

付
罷
出
 

候
て
 

は 
失
敬
の
 

筋
 

被
 

思
 

召
 

候
 

故、
 

何
れ
 

不
遠
私
 

參
上
可
 

仕
 

心
 

組
に
 

御
座
 

候
、
 

尤
 

重
役
 

衆
 

一
決
 

之
 

上、
 

御
領
 

內
 

御
牧
 

納
高
乏
 

外
 

は、
 

何
様
 

之
 

事
 

出
 

來
候
共
 

御
用
 

金
 

は 
勿
論
、
 

先
 

納
等
不
 

被
 

仰
 

付
 

御
 

規
定
 

候
、
 

右
 

之
 

始
末
 

急
 

度
 

可
 

申
 

述
旨
被
 

仰
 

渡
 

候
 

條
如
斯
 

御
座
 

候
 

以
上
 

<：
 

月 
五
日
 

(l
a 

天 
保 

五 
年
)
 
 

紬
川
長
 

門
守
內
 

.
 
 

中
 

村
 

元
 

順
 

二
宮
 

金
 
次
郞
樣
 
 

• 

次
で
 

そ
の
 

九
月
 

十
四
日
 

元
 

順
 

は 
雨
 

殿
よ
り
の
 

御
用
 

向
 

仰
 

越
さ
れ
、
 

並
 

谷
 

田 
部
 

村
々
 

高
 

反
^
、
 

村
繪
圖
 

等
殘
ら
 

ず
持
參
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し、
 

取
調
の
 

上
 

御
 

趣
意
 

實
現
 

す
る
 

様
に
 

と 
懇
願
し
た
。
 

先
生
 

は 
大
嶋
勇
 

助
 

其
他
算
 

筆
に
 

達
し
た
 

る 
門
 

生
 

を 
集
め
て
 

調
査
 

に 
着
手
し
、
 

元
 

順
 

は 
谷
 

田 
部、
 

茂
 

木
よ
り
 

役
人
 

を 
呼
び
よ
 

せ、
 

十
月
 

上
旬
 

一 
應
 

集
計
 

を 
得
た
 

ろ 
を 

以
て
、
 

元
 

順
 

一 
先
歸
 

府
 

し
た
が
、
 

そ
の
 

調
査
の
 

結
 

a
T
l
 

ケ 
年
の
 

全
 

租
稅
を
 

以
て
す
る
 

も 
二
十
 

六
 

ケ
年
を
 

要
し
、
 

非
常
に
 

困
難
な
 

ろ 
財
政
の
 

根
元
 

を
 

明
か
に
 

し、
 

國
家
衰
 

時
の
 

1K
 

分
、
 

盛
衰
 

興
亡
の
 

理
を
辨
 

じ、
 

更
に
 

進
ん
で
 

こ
の
 

困
難
な
る
 

間
に
 

於
て
も
 

分
 

度
 

を
 

立
 つ
れ
ば
 
度
 外
の
 
財
 を
 生
ず
べ
 
く、 

こ
の
 
工
夫
に
 
よ
る
 
餘
財
を
 
以
て
 廢
地
 
を
拓
 
き、 

窮
民
 
を
 安
撫
 
し、 

上
下
の
 
艱
難
 
を 

除
き
 
永
 安
の
 
道
 を 立

つ
 
る を

 要
す
と
 
て、 

圓
 相
の
 
圖
を
 
以
て
 
そ
の
 
眞
 相
を
閬
 
明
し
、
 
方
途
 
を
 示
し
、
 
國
家
 
安
危
の
 
分
る
 

る 所
以
 
は 分

 度
 を
 立
て
 

A 推
 譲
す
 
る
に
 
あ
る
 
こ
と
 
を
 
一 目 瞭

然
た
ら
 
し
め
、
 
過
去
の
 
財
政
よ
り
 
以
て
 
將
來
の
 
企
 圖
に
及
 

び、 
こ
の
 
具
體
的
 
事
實
を
 
叙
し
て
 
數
卷
の
 
書
冊
と
 
な
し
、
 
之
 を 元

 順
に
 
示
し
 
且
日
、
 

都
て
 

貧
 

福
の
 

二
つ
 

は 
幸
 

を
 

幸
と
 

常
住
 

も 
相
 

定
^
へ
ば
、
 

災
 

生
ず
る
 

の 
外
な
 

く、
 

年
 

來
福
を
 

被
 

願
 

候
 

故
 

(に
) 

災
に
被
 

至、
 

食
 

を
 

常
と
 

被
 

レ
成
候
 

得
ば
、
 

禍
に
 

至
り
 

候
 

様
な
 

く、
 

此
程
御
 

奮
 

發
に
候
 

は
ノ
御
 

艱
難
 

之
 

御
極
此
 

節
に
 

限
り
 

候
に
 

付、
 

此
分
度
 

を 
御
 

仕
 

法
 

年
限
 

中
 

御
 

据
被
レ
 

置、
 

五
ケ
 

年
 

平
均
 

御
牧
 

納
高
 

根
に
 

立、
 

前
書
 

之
 

通
 

平
均
 

外
米
 

金
 

を
以
、
 

與
國
救
 

民
 御
手
 
當
に
御
 
引
 除
 可
 レ被レ 成、 

元
 來
經
濟
 
之
 根
元
 
は、 

其
國
之
 
穀
物
 耘
 耕
の
 
力
 を
以
產
 
出
し
、
 
央
を
 
貢
と
 
し 半

 を
 

民
 食
と
 致
し
、
 
君
民
 艱
苦
 を 共

に
 し、 

歡
樂
を
 共
に
 い
た
し
 候
て
 上
下
 
一 和、 

君
民
 相
 分、 

其
 國
を
安
 候
 儀
 は、 

賢
 

聖
之
 爲
處
候
 
間、 

外
に
 舆
國
之
 
可
 致
樣
無
 

レ 之
 間、 

其
 分
 を 守

り
、
 
驕
奢
 を 制

し
、
 
良
民
 を
擧
、
 
忠
臣
 を 被

 成
 御
用
 候
 

き -ftj,? おす  >  ざ 

へ
ぱ
、
 

自
然
と
 

惡
弊
改
 

り 
與
國
可
 

，， 相
 

成，
 

は 
必
定
 

之
義
に
 

付、
 

是
 

迄
の
 

舊
染
御
 

雪、
 

善
 

種
 

を
 

御
 

稼、
 

善
 

草
 

を
被
レ
 

成，
， 
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御
 生， 候

 方、 
御
 家
政
 
最
大
 
之
 御
 良
法
に
 
付、 

左
 之
 平
均
 
貢
 を
以
御
 
暮
被
レ
 成，， 御

 凌
 一 御

 趣
 法
 御
 取
 行
に
 
候
へ
ば
、
 
十
 

ケ 
年
中
に
 

は 
假
成
御
 

舊
復
之
 

場
に
 

も 
追
 

々
可
 

レ被
レ 

爲
レ
至
 

一 
金
 

五
 

千
 

百
 

六
 

拾
 

七
 

兩
銀
四
 

匁
 

九
分
 

六
 
厘
 
 

五
ケ
 

年
 

平
均
 

牧
納
高
 

石
替
積
 

金
高
 

： 

內 

金
 三
千
 
三
百
 
八
 拾
壹
兩
 
三
分
 銀
 五
 厘
 五
毛
 
 
暮
方
用
 

米
 
金
高
 

金
 千
 七
 百
 八
 拾
 五
 兩
壹
分
 
銀
 四
 匁
 九
分
 
八
 厘
 
 

借
財
 
元
利
 
壹
ケ
 
年
濟
方
 
取
扱
 
備
高
 

右
 

分
 

を
以
暮
 

見
渡
、
 

借
物
、
 

公
 

宮
拜
借
 

之
 

方
、
 

其
 

外
 

同
姓
 

近
親
 

用
辨
 

口
人
 

等
 

之
 

分
 

は 
右
 

趣
 

法
 

之
 

旨
委
敷
 

歎
願
 

及，
， 

賴
 

談
 r 趣

 法
 年
限
 
中
 平
均
 外
米
 
金
 を
以
、
 
镇
內
荒
 
地
 再
發
、
 
廢
村
取
 
直
し
、
 
人
別
 
增、 

牧
納
復
 
舊
致
候
 
様
い
た
 
し、 

其
 

上
舊
 

恩
借
に
 

候
 

へ 
ば
 

追
 

々 
返
濟
相
 

立
候
樣
 

可，
 

致、
 

夫
 

迄
 

之
 

處
利
濟
 

或
は
 

元
濟
、
 

斷
延
等
 

貞
實
に
 

及，
， 

頼
談
，
 

候
 

は 
ダ 

、 

夫
々
 

勘
 

辨
可
レ
 

有
レ
之
 

と 報
德
仕
 法に よろ 取扱 方の 旨 を 論

さ
れ
 たので、 從

來
の
 過
失
に
 驚き 將

來
の
 方途 を 慮り、 その 書類 を携へ 

て
 

一 
度
歸
府
 

し、
 

藩
 

政
 

匡
濟
方
 

至
難
の
 

事
情
 

を 
復
命
し
た
。
 

上
下
 

一 
同
 

驚
歎
 

甚
 

し
か
っ
た
 

が、
 

他
に
 

立
直
し
の
 

方
法
の
 

あ
る
べ
き
 

樣
 

も
な
け
れ
ば
、
 

調
査
の
 

結
 

枭
に
遵
 

つ
て
 

依
賴
 

す
ろ
 

外
な
 

き 
事
に
 

一 
^
 

し、
 

直
に
 

元
 

順
 

を 
差
遣
す
 

こ
と
 

A 
な 

り、
 

十
月
 

十
七
 

日 
櫻
 

町
へ
 

引
返
さ
し
 

め、
 

如
何
様
に
 

忍
耐
す
 

る
と
 

も 
誓
っ
て
 

斷
 

行
す
べ
く
 

懇
望
し
た
 

C 
唯
 

こ 
A 

に 
問
題
 

と
す
べ
き
 

は
來
 

年
度
 

(天
 

保
 

六
 

年)
 

の
收
納
 

迄
の
 

諸
人
 

用
 

米
 

金
で
 

あ
ろ
。
 

從
來
 

本
家
へ
 

屢
々
 

依
賴
 

し
た
る
 

も 
近
時
 

疏
遠
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に
な
り
、
 

其
 

上
 

用
達
 

共
に
 

も 
新
 

古
 

借
財
が
 

あ
っ
て
 

立
替
を
 

要
望
し
 

難
く
、
 

必
至
と
 

當
惑
 

す
ろ
 

こ
と
で
あ
っ
た
。
 

先
生
 

は 
之
に
 

對
 

し
て
 

當
 

年
分
に
 

就
て
 

は、
 

用
達
 

共
へ
 

取
 

入
 

を
 

渡
す
 

約
束
に
 

て
 

立
 

替
を
乞
 

ひ、
 

更
に
 

不
足
の
 

分
 

は
铮
方
 

に
て
 

考
慮
す
 

ろ 
3 曰 

を
 

答
 

へ
ら
れ
た
 

の
で
 

そ
れ
 

は 
安
心
と
 

な
っ
た
 

が、
 

進
ん
で
 

救
民
 

與
阈
の
 

方
法
に
 

取
褂
 

る
手
當
 

等
の
 

準
 

備
 が
な
い
 
始
末
 
を
訴
 
へ
た
の
で
 
 

\ 

趣
 

法
被
 

レ 成，
， 

御
 

取
掛
，
 

候
 

付
て
 

は、
 

右
人
 

用
御
備
 

爲，
， 

善
 

種
 

〖 
是
迄
 

物
井
鄕
 

四
千
 

石
 

中
よ
り
、
 

年
々
 

歲
々
 

產
出
置
 

候
 

平
 

. 

均
 

外
米
 

金
 

積
 

置
、
 

村
 

柄
 

取
 

直
 

人
 

用
 

報
德
金
 

之
內
、
 

千
兩
 

御
用
達
 

可
 

申
、
 
 

其
 

上
 

趣
 

法
 

通
 

• 取
 

行
功
驗
 

無
 

之、
 

返
 

濟
難
，
 

-
相
屆
 

- 候
 

節
 

は 
不
及
其
 

儀、
. 

先
 

爲
レ
試
 

差
 

出
 

候
 

間、
 

是
を
 

以
て
 

當
暮
 

よ
り
 

茂
 

木
地
 

を
始
 

と
し
て
 

荒
 

地
再
發
 

、翁
 

民
 

撫
育
 

可，
， 

取
掛
，
 

3 曰 愈
々
 

洽
定
、
 

趣
 

法
 

於
 

取
 

行
 

は、
 

無
 

相
違
 

立
直
 

可レ
 

申、
 

旣
に
曰
 

本
 

開
闢
、
 

天
照
大
神
 

宫、
 

他
國
 

よ
り
 

米
 

K 

金
 

御
 

借
人
 

此
國
を
 

被
 

開
 

候
 

例
に
 

も
無
レ
 

之、
 

此
國
の
 

も
の
 

を 
以
て
 

此
國
も
 

開
き
、
 

人
民
 

も 
養
來
候
 

間、
 

領
 

內
荒
廢
 

人
畜
 

一 

損
亡
 

及
 

二 滅
少
，
 

候
 

は、
 

全
く
 

國
 

家
の
 

大
本
 

取
 

失
 

候
 

事
故
、
 

其
 

形
 

荒
 

地
と
 

成、
 

亡
 

所
と
 

相
 

成
 

候
 

は、
 

大
本
 

取
 

失
 

ひ
 

候
 

故
 

に 
付
 

是
 

よ
り
 

前
 

見
 

之
 

通
 

御
^
々
 

暮
方
分
 

限
定
 

數
相
据
 

置
、
 

妆
納
 

平
均
 

高
 

を
以
取
 

賄、
 

平
均
 

外
米
 

金
 

之
 

分
へ
 

此
報
德
 

善
 

種
 

金
 

差
 

加、
 

年
々
 

歲
々
 

窮
民
 

撫
育
 

補，
， 

民
力
 

〖 
荒
 

地
再
發
 

致
し
、
 

其
餘
 

賞，
， 

良
民
 

〖 
擧，
 

直
 

措
 

レ
曲
時
 

は 
自
然
と
 

惡
弊
 

改、
 

牧
納
 

舊
復
無
 

疑
に
 

付
聢
と
 

治
定
取
 

行
可
レ
 

巾
 

旨
 

を 
諭
さ
れ
た
 

所、
 

列
座
の
 

谷
 

田 
部
、
 

茂
 

木
の
 

役
人
 

共
と
 

一 
同
 

承
服
し
、
 

夫
々
 

擔
任
者
 

を 
定
め
、
 

荒
 

地
反
刖
 

取
調
べ
、
 

十
月
 

廿
 

八
日
 

取
 

敢
 

へ
ず
 

右
報
德
 

金-
 

s
f
t
<
 

拾
兩
を
 

交
付
せ
ら
れ
、
 

更
に
 

江
戶
、
 

在
所
 

借
財
 

口々
 

へ 
交
^
す
べ
き
：
^
 

を
敎
 



示
し
て
 

HT
 

「
國
家
 
與
廢
の
 
道
 は
こ
の
 
通
り
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
書
 を
 以
て
 
主
君
 
並
に
 
群
臣
に
 
示
し
、
 
以
て
 
こ
れ
 
を
實
 
行
す
 
ろ
の
 
可
否
 

を
 決
せ
し
 
め
よ
、
 
今
 新
 古
の
 
負
債
 
を
 通
算
 
す
れ
ば
 
十一 

一 萬 兩
を
超
 
ゆ
る
に
、
 
領
邑
の
 
租
人
を
 
以
て
 
そ
の
 
利
息
 
す
ら
 償
 

ふ
に
 足
ら
な
い
、
 
然
れ
 
ど
も
 櫻
 町
に
 於
て
 行
 ひ
た
る
 通
り
 分
 度
 を 守

り
 仁
政
 を 布

 か
ば
た
 と
ひ
 幾
 十
 寓
の
大
 借
と
 な 

り、 
何
百
 
町
歩
の
 
深
 荒
と
 
な
っ
て
 
居
て
も
 

一 粒
 
一 錢
の
御
 
出
 財
な
 
く
と
 
も 借

財
 
は
皆
濟
 
し、 

荒
 地
 は 復

興
す
べ
し
、
 

然
れ
 
ど
も
 
困
難
な
る
 
は 上

下
 
此
の
 
分
 度
 を
 守
る
 
こ
と
 
能
 は
ず
し
て
 
目
前
の
 
利
に
 
迷
 ふ
こ
と
 
で
あ
る
。
 
御
 本
家
 
熊
本
紬
 

川
 侯
 仁
心
あ
っ
て
 
谷
 田 部

の
 
家
君
 
を
 補
し
 
給
 ふ
こ
と
 
旣
に
八
 
萬
 雨
に
 
及
ん
だ
 
と
い
 
へ ば、 

直
に
 
こ
の
 
旨
 を
 通
達
し
 
こ 

の 書
 を 出

し
て
 
其
 意
 を 安

ず
 
ベ き

で
 
あ る」 

と、
 

敎
 

へ
ら
れ
た
。
 

元
 

順
 

驚
い
て
 

《T
 

「
本
家
 分
家
と
 
は
 名
の
み
 
で
あ
っ
て
、
 
近
時
 音
信
 
す
ら
 
絶
え
 
勝
で
 
あ
ろ
、
 
本
來
 
本
家
の
 
祖
細
川
 
三
 齋
君
は
 
主
家
の
 
祖
 

細
 川
 興
 元
 君
の
 
實
兄
 
で
あ
る
。
 
與
元
君
 
大
阪
陣
 
に 功

 あ
り
、
 
家
康
 公
之
に
 
十
 萬
 石
 を
 賞
 賜
 せ
ん
と
し
 
た
が
、
 
三
齋
君
 

は 之
 を 謝

し
て
 
曰、 

彼
れ
 
剛
邁
 
不
覊
 
に
し
て
 
父
兄
の
 
言
 を 用

 ひ
ず
 終
に
 
歆
 山
に
 
登
せ
 
て 僭

と
 
し
た
が
、
 
私
に
 
下
っ
て
 

大
阪
陣
 
に 加

 は
っ
た
。
 
^
し
 
之
 を 賞

す
 
ろ こ

と
 
大
 な
ら
ば
 
後
年
 
如
何
な
る
 
難
事
 
あ
る
 
や
 も 計

ら
れ
ず
 
と、 

依
て
 

一 萬
 

六
 千
 石
を
領
 
せ
し
め
ら
れ
た
、
 
與
元
 
君
の
 
上
下
 
之
 を
 怨
嗟
し
 
本
家
に
 
對
 し
て
 
忿
懣
 絶
 ゆ
る
 
こ
と
が
な
か
っ
た
、
 

八
 萬
 

兩
の
 
助
成
の
 
如
き
 
些
も
 
恩
に
 
感
ず
ろ
 
こ
と
な
し
」
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と
い
 
ふ
こ
と
 
を 述

べ
た
。
 
先
生
 
曰、 

「
三
齋
 

君
の
 

大
仁
大
 

慈
の
 

大
恩
 

を
 

察
せ
ず
 

し
て
 

徒
に
 

祿
の
 

減
少
 

を 
以
て
 

怨
 

と
な
す
 

は
大
 

な
ろ
 

過
で
 

あ
ろ
」
 

元
 

順
 
曰
、
 
 

一 . 

「
十
 

萬
 

石
 

を 
失
っ
て
 

大
恩
 

あ
る
と
 

は 
如
何
」
 

先
生
 
曰、 

「
三
齋
 

君
 

は 
天
 

下
の
 

英
俊
で
 

あ
っ
て
 

寬
仁
謹
 

敬
 

を 
以
て
 

知
ら
れ
て
 

居
る
、
 

若
し
 

興
 

元
 

君
に
 

し 
て 

賢
 

良
な
 

ろ
な
ら
 

ば
 

之
 

を
家
康
 

公
に
 

推
擧
 

す
る
 

に 
後
る
 

A 
も
の
で
 

は
な
い
。
 

然
る
に
 

與
元
 

君
亦
當
 

世
の
 

大
勇
で
 

は 
あ
ら
う
 

が、
 

謹
愼
 

仁
愛
 

を 
加
 

ふ
る
 

あ
ら
ば
 

稀
世
の
 

明
君
で
 

あ
ら
う
。
 

今
 

そ
の
 

進
退
 

を
 

聞
く
 

に
驍
 

勇
あ
っ
て
 

仁
者
で
 

は
な
い
。
 

況
ん
ゃ
 

一 
旦
の
 

軍
功
 

を
 

以
て
 

十
 

萬
 

石
 

は 
過
ぎ
た
 

る
が
 

如
く
で
 

あ
る
。
 

家
康
 

公
の
 

之
 

を 
賞
 

せ
ん
と
し
 

た
の
 

は 
一二
 

齋
公
 

あ
る
が
 

爲
 

で
あ
る
。
 

そ 

の 
賞
 

過
分
な
る
 

時
 

は、
 

家
康
 

公
の
 

直
臣
 

七
十
 

二
度
の
 

戰
功
何
 

を 
以
て
 

賞
し
 

得
べ
き
 

か、
 

こ
れ
 

賞
 

均
か
ら
 

ず
し
て
 

人
心
 

不
平
の
 

根
元
 

を
な
 

す、
 

與
元
 

君
！
 

且
 

驕
心
發
 

す
れ
ば
 

亡
滅
立
 

所
に
 

至
る
。
 

賞
 

賜
 

多
き
 

は 
幸
に
 

あ
ら
ず
 

し
て
 

不
幸
で
 

あ 

る。
 

故
に
 

三
齋
君
 

一 
に 

は 
天
 

下
の
 

爲
を
思
 

ひ、
 

一 
に 

は 
興
 

元
 

君
の
 

終
 

を
 

全
く
せ
 

し
め
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
、
 

こ
の
 

大
恩
 

を
 

解
 

せ
ず
 

し
て
 

怨
む
時
 

そ
れ
よ
り
 

衰
廢
の
 

憂
 

生
ず
べ
き
 

で
あ
る
。
 

之
 

を 
忘
れ
て
 

音
信
 

を
 

絡
つ
 

が
 

如
き
 

禍
源
 

を
大
 

な
ら
し
む
 

ろ 
も
の
で
 

あ
ろ
。
 

今
國
 

家
の
 

再
舆
を
 

計
ら
ん
 

と
す
れ
 

ぱ
 

人
倫
の
 

粮
 

本
に
 

立
ち
て
 

宗
 

支
の
 

親
し
み
に
 

復
歸
 

せ
ざ
る
 

ベ
 

か
 

ら
ず
、
 

宜
し
く
 

一 
一 百
年
 

來
の
過
 

を 
改
め
 

本
末
の
 

道
 

を 
正
し
、
 

多
年
の
 

疏
遠
を
 

謝
す
れ
ば
、
 

八
 

萬
 

金
の
 

坊
成
 

を
な
 

し 
給
 

ふ 



寬
 厚
の
 
宗
家
で
 
あ
る
か
ら
、
 
忽
然
と
 
し
て
 
氷
解
し
 
親
睦
に
 
至
る
 
で
あ
ら
う
。
 

こ
の
 
理
 に
よ
り
 
過
 を 謝

す
ろ
 
能
 は
ず
ん
 

ば、 
せ
め
て
 
は 毎

月
 
本
家
の
 
門
前
に
 
立
ち
て
 
目
禮
 
を
な
 
し 給

 ふ
べ
き
 
で
あ
ろ
。
 
若
し
 
こ
の
 
宗
ま
 
親
睦
の
 
實
を
擧
 
ぐ
る
 

こ
と
 
能
 は
ざ
る
 
程
に
 
親
族
 
怨
咀
 
せ
ら
る
 
る
な
ら
 
ば、 

余
 は 今

後
 
御
 仕
 法
の
 
事
 に 全

く
 
關
與
す
 
る こ

と
 
は
出
來
 
な い 」 

と、 
元
 順
 之
 を 聞

い
て
 
理
路
 
井
 然
と
し
て
 
道
義
の
 
根
元
に
 
徹
底
し
た
 
る
に
 
愕
き
、
 
速
に
 
歸
 つ
て
 
言
上
 
せ
ん
と
、
 
直
に
 
櫻
 

町
を
發
 
し、 

一 路
歸
府
 
し
て
 
之
 を 復

命
し
た
、
 

そ
の
 
齎
す
 
所
の
 
「
爲
 政
鑑
」
 
は
旣
に
 
記
し
た
 
る 如

く
、
 
細
 川
 家
 盛
衰
の
 

理
を
 
具
に
 
示
さ
れ
、
 
之
を
說
 
明
す
 
る 所

 を 聞
け
ば
 

一 言
 を 揷

む
餘
 
地
な
 
く、 

唯
々
 
歎
 稱
の
聲
 
の
み
、
 
特
に
 
本
末
 
宗
 支
の
 

道
義
に
 
至
っ
て
 
は 領

主
 
父
子
、
 
上
下
 
重
役
 
共
に
 
悚
 然
と
し
て
 
感
動
し
、
 
議
を
 
決
し
て
 
實
行
を
 
期
し
、
 
祖
先
 
以
來
 
二
百
 
年
 

一 

の 疑
惑
 
怨
^
 

一  夕の
 
夢
と
 
解
消
し
、
 
速
に
 
本
家
に
 
至
り
 
大
恩
 
を 謝

し
、
 
且
つ
 
報
德
仕
 
法
の
 
實
行
を
 
誓
 ひ、 

爲
政
鑑
 
を 出

し
 

〃 

て そ
の
 
要
略
 
を 報

告
せ
 
し
む
る
 
こ
と
 

A な
り
、
 
從
來
 
先
生
と
 
往
復
し
た
 

る 顚
末
を
 
具
し
て
 
使
 を 遣

す
 
こ
と
 

A な
っ
た
。
 

重
^
 
並
に
 
元
 順
 本
家
に
 
至
り
、
 
委
曲
 
開
陳
し
た
 

る 所、 
細
 川
 侯
 大
に
悅
 
び、 

代
々
 
の 疎

 意
 を 悔

い
、
 
信
義
 
を 通

じ
、
 

非
常
 
改
革
の
 
良
法
 
を 行

 ひ、 
上
下
の
 
憂
 を 除

か
ん
 
と
す
る
 
至
 幸
 之
に
 
如
く
な
 
し、 

ニ
宫
の
 
法、 

爲
政
鑑
 
に 示

す
 所
、
 
分
 

度
 立
ち
て
 
責
任
 
收
 支
の
 
道
 を
 立
つ
、
 
斯
 く
し
て
 
尙
 足
ら
ざ
る
 
所
 あ
ら
ば
、
 
本
家
と
 
雖
も
亦
 
補
助
す
 
る こ

と
 
を
惜
 
ま
ず
と
、
 

積
年
の
 
疎
隔
 
消
 除
し
て
 
兩
藩
 
親
睦
の
 
本
 原
に
 
歸
り
、
 

一 藩
の
 
歡
喜
 
限
な
 
き
 有
様
と
 
な
っ
た
。
 

一一 
領
 -W の 借

財
 
償
還
 
仕
 法
と
 
領
內
の
 
仕
 法
 着
手
 

ィ
 

仕
 法
の
 
公
式
 寳
施
 

旣
に
 
「
爲
 政
鑑
」
 
を 作

っ
て
 
細
 川
 家
の
 
分
限
 
を 明

か
に
 
し、 

分
 度
 を 立

て
 

i 財
政
 
經
理
の
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• 方
 

法
的
 

順
序
が
 

定
ま
り
、
 

更
に
 

本
家
の
 

承
認
 

を 
得
た
 

の
で
 

あ
る
が
、
 

先
生
 

は 
小
 

田 
原
藩
臣
 

で
あ
ろ
 

か
ら
、
 

他
 

藩
の
 

政
務
 

に
關
與
 

す
る
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
 

の
で
、
 

一 
應
認
許
 

指
令
 

を
受
 

く
べ
き
 

で
あ
る
。
 

ま
た
 

細
 

川
 

家
 

は 
中
 

村
 

元
 

順
よ
り
 

公
文
 

を
 

, 以
て
 

依
 

賴
し
來
 

り、
 

先
生
 

も 
報
 

德
善
種
 

金
 

を 
貸
付
け
 

ろ
ま
で
に
 

至
っ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

他
 

藩
の
 

こ
と
で
 

あ
る
か
ら
、
 

當
然
 

責
任
 

あ
る
 

公
文
書
 

を 
以
て
 

藩
主
が
 

先
生
に
 

依
頼
 

す
る
と
い
 

ふ 
意
志
 

を 
表
明
す
べ
き
 

で
あ
る
。
 

こ
の
 

一 
一
件
が
 

整
 

は
ね
ば
 

公
 

然
仕
 

法
に
 

着
手
 

せ
ら
る
べ
き
 

で
な
い
 

か
ら
、
 

依
て
 

こ
れ
に
 

向
っ
て
 

歩
み
 

を 
進
め
ら
れ
た
。
 

而
 

し
て
 

そ
の
 

小
 

出 
原
に
 

關
す
 

ろ 
も
の
 

は 
先
生
よ
り
 

伺
 

を 
立
て
ら
れ
 

た
こ
と
 

は 
一 

一宮
 

全
集
 

第
 

廿
三
卷
 

細
 

川
 

家
 

文
書
 

中
に
、
 

「
文
政
 

五
 

年
 

御
 

趣
 

法
 

御
發
端
 

之
砌
.
 

f
i
l
 

櫻
 

町
の
 

事)
 

取
調
 

奉
伺
 

候
 

仕
方
 

を 
以
取
行
 

申
 

候
 

は
ゾ
、
 

何
程
 

大
高
深
 

荒
 

亡
 

村
 

又
は
 

大
借
髙
 

利
 

之
 

借
財
 

何
程
 

相
 

嵩
 

致
難
潞
 

居
候
 

共，
、 

一 
粒
 

一 
錢
之
御
 

出
方
に
 

も 
相
 

拘
り
不
 

申、
 

急
 

度
 

立
直
り
 

可
 

申
 

旨
 

奉
 

申
 

上
 

候
處
、
 

尙
以
御
 

感
に
被
 

思
 

召
」
 

と 
見
 

ゆ
る
 

通
り
 

承
認
 

を 
得
た
 

の
で
、
 

先
生
 

は 
安
ん
じ
て
 

細
 

川
 

家
の
 

求
に
 

應
じ
 

得
る
 

こ
と
 

A 
な
っ
た
。
 

さ
れ
ば
 

先
生
 

出
 

府
の
節
 

細
 

川
 

家
 

柳
 

原
 

上
屋
敷
の
 

類
燒
 

後
の
 

始
末
に
 

盡
 

力
し
、
 

大
久
保
 

家
の
 

本
 

所
 

割
下
 

水
の
 

屋
敷
 

を 
融
通
す
 

ろ 
こ
と
の
 

調
 

談
が
 

進
み
、
 

細
 

川
 

藩
の
 

評
議
 

も 
一 
決
し
て
、
 

內
外
 

公
然
 

仕
 

法
の
 

實
 

行
に
 

取
 

か
 

A 
る 

こ
と
が
 

出
來
る
 

様
に
な
っ
た
。
 

併
し
 

報
 

德
の
仕
 

法
 

は 
報
德
を
 

以
て
 

信
念
と
 

な
し
、
 

之
 

を 
一 
貫
す
 

ろ 
爲
に
は
 

そ
の
 

高
遠
な
る
 

原
理
 

を 
表
現
す
 

る 
仕
 

法
の
 

様
式
 

を 
要
す
ろ
。
 

而
 

し
て
 

先
生
 

御
自
身
が
 

之
 

を 
行
 

は
ば
 

そ
の
 

事
業
 

易
々
 

た
ろ
 

こ
と
 

も、
 

餘
人
 

を
し
て
 

自
治
 

的
に
 

實
 

行
せ
 

し
む
る
 

に 
は、
 

領
主
に
 

も 
領
民
に
 

も 
報
德
の
 

信
念
 

を 
信
念
と
 

す
る
 

敎
化
を
 

行
 

ひ、
 

そ
の
 

生
活
様
式
に
 

習
熟
せ
 

し
む
る
 

を
 



要
す
ろ
。
 
併
し
 
こ
れ
 
は 

一 朝
 
一 夕

の
 
こ
と
で
 
は
な
い
。
 
依
て
 
先
生
が
 
仕
 法
 委
任
 
を
 受
け
、
 
親
し
く
 
領
主
に
 
代
っ
て
 
財
政
 

經
齊
の
 
道
 を
處
理
 
す
る
 
外
に
 
急
速
 
實
 現
の
 
好
手
 
段
 は
な
い
。
 
故
に
 
仕
 法
の
 
委
任
 
卽
ち
歲
 
人
 は 全

部
 
先
生
の
 
手
許
に
 
受
人
 

れ、 
そ
の
 
內
 よ
り
 

一 定
 限
度
の
 
租
額
を
 
領
主
に
 
納
付
し
て
 
過
不
足
 
共
に
 
先
生
の
 
責
任
と
 
し、 

餘
財
は
 
悉
く
 領
民
の
 
仕
 法
 

と 領
土
の
 
開
發
 
と
に
 
資
す
る
 
こ
と
 

A す
れ
ば
、
 
領
主
 
は 

一 定
 限
度
の
 
租
人
を
 
以
て
 
經
費
を
 
支
辨
し
 
得
、
 
且
つ
 
借
財
 償
還
 

の
 方
途
 
を 講

じ
 
得
る
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
領
主
の
 
分
 度
の
 
內
容
 
を
閬
 
明
し
た
 
る も

の
が
 
卽
ち
 
「
爲
 政
鑑
」
 
で
あ
る
。
 

「
爲
 政
鑑
」
 

の 內
容
は
 
細
 川
 家
の
 
分
 度
 を
 明
か
に
 
し、 

財
政
の
 
依
て
 
立
つ
 
所
以
 
を
 攻
究
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 

そ
の
 
開
卷
 

第
一
 
に は 天

地
の
 
中
に
 
世
界
 
あ
り
、
 
次
に
 
世
界
の
 
中
に
 
日
本
 
あ
り
、
 
第
三
に
 
日
本
の
 
中
に
 
道
 あ
り
 
國
 あ
り
、
 
以
下
 
順
次
 

一 

細
目
に
 
分
ち
 
て
 事
 實
を
閬
 
明
し
、
 
そ
の
 
中
に
 
細
 川
 氏
 は 高

 贰
萬
七
 
千
 四
百
 
八
十
 
四
 石
の
 
牧
穫
六
 
寓
八
千
 
七
 百
 十
 
一 俵
の
 

が
 

中、 
租
米
三
 
萬
 千
 百
 四
十
 
四
 俵
の
 
所
、
 
多
く
の
 
荒
 地
 を
 生
じ
て
 
居
る
 
爲
に
實
 
納
豐
萬
 
七
 千
 四
百
 
五
十
 
三
 俵
と
 
な
り
、
 

そ 

の
^
 
九
 千
 七
 百
 九
十
 
三
 俵
に
 
相
 常
す
 
る 分

 は 畑
 方
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 

こ
の
 
金
納
 
千
 五
 百
 六
十
 
六
兩
餘
 
で、 

米
 納
は
七
 
千
 六
 

百
 五
十
 
九
俵
餘
 
と
な
る
 
こ
と
 
を 明

か
に
 
し
た
。
 

之
に
 
封
し
て
 
別
の
 
書
類
に
 
よ
っ
て
 
負
債
 
高
 を
 調
査
 
す
れ
ば
 
金
 拾
 三
 萬
 三
千
 
四
百
 
六
十
 
兩
餘
 
で
あ
っ
て
、
 
年
々
 
少
 く
と
 

や 
fc 
ベ
 
 
もで ざ 

も
壹
千
 
九
百
兩
 
許
の
 
元
利
 
償
還
 
を
 要
す
る
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
故
に
 
江
戶
、
 
谷
 田 部

、
 
茂
 木
三
ケ
 
所
に
 
於
て
 
要
す
ろ
 
經
常
 費
に
 

充
當
し
 
得
た
 
も
の
 
は 正

 米
 四
千
 
八
 百
 四
十
 
僕
餘
、
 
金
 九
 百
 九
十
 
兩
餘
 
を
最
髙
 
限
度
と
 
し、 

こ
の
 
範
圍
內
 
に
て
 
支
辨
 し
な
 

け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
正
に
 
難
 中
の
 
至
雞
 
で
あ
る
。
 
こ
の
 
事
情
 
を 明

か
に
 
し
た
ろ
 
書
類
 
を
 示
さ
れ
て
 
之
 を
閲
覽
 
し
た
ろ
 
細
 川
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家
の
 

上
下
 

は、
 

財
務
 

雷
に
 

就
て
 

は 
返
金
の
 

纏
と
 

延
期
と
 

に
よ
ろ
 

外
 

方
途
な
 

I
 

以
て
 

先
 

I
f
 

な
す
こ
と
 

こ
、
 

斯
く
 

す
れ
ば
 

幾
 

一年
 

か
の
 

後
に
 

は 
腐
の
 

道
の
 

開
け
る
な
 

ら
ん
と
 

い
ふ
 

幾
分
の
 

霊
の
 

開
け
た
 

ろ
に
 

安
堵
し
た
 

け
れ
ど
 

も、
 

今
後
 

§
民
救
 

治
の
 

資
財
 

も
な
 

く、
 

開
發
 

後
の
 

分
 

度
 

外
の
 

餘
 

S
 

見
る
 

ま
で
の
 

資
金
に
 

f
 

る
壽
 

な
り
し
 

こ
よ
 

り、
 

先
 

ま
 

報
 

I
 

種.
 

金
 

千
 

f
 

層
す
 

I
 

約
し
、
 

先
-
ま
の
 

中
へ
 

と 
差
當
り
 

八
十
 

5
 

交
付
せ
ら
れ
、
 

ま
た
奏
 

保
 

六
 

年
 

一 
一月
 

以
後
の
 

定
用
米
 

金
の
 

全
部
 

用
意
な
 

き
を
 

訴
 

へ
た
る
 

に
對
 

し
て
 

ま、
 

1 
米
 

四
百
 

七
 

拾
 
俵
 
 

ニー
 

一一
 

四
月
 

割
に
て
 

定
用
 

渡
米
 

御
用
達
 

被
 

下 
候 

積
 

之 
事
 

1 
金
 

贰
百
八
 

拾
 

豐
兩
三
 

朱
 
 

同
上
 

常
用
 

金 

の
こ
 

口 
^
 

以
て
 

先
生
の
 

手
許
よ
り
 

貸
付
け
、
 

S
H
A
U
S
I
 
 

の 
御
用
き
 

よ
り
 

調
 

達
せ
 

し
む
べ
く
 

先
生
よ
り
 

交
涉
 

し、
 

S
 

兩
 

月
に
 

は 
を
 

以
て
 

充
當
 

す
ろ
 

こ
ま
し
た
 

の
で
、
 

I
s
 

費
こ
關
 

す，
 

s
f
l
t
 

こ
と
が
 

出
來
 

た。
 

そ
れ
の
 

み
な
ら
 

S
 

主
 

父
子
の
 

g
 

直
 

ひ、
 

g
 

に 
金
 

百
兩
ま
 

出
し
て
;
 

常
用
 

意
 

拿
 

宛
と
 

し
て
 

交
付
せ
ら
れ
 

た
の
で
、
 

元
 

f
 

欣
ぁ
と
 

し
て
 

出
 

發
し
岸
 

右
衛
門
 

讓
十
 

一 
月
廿
 

四
县
^
 

上
、
 

望
 

父
子
 

幷
重
役
 

共
へ
 

も 
具
に
 

報
告
し
た
 

所、
 

一
同
 

始
め
て
 

眉
 

を
 

開
く
 

こ
と
が
 

出
來
 

た。
 

s
、
，
l
g
 

告
状
 

況
等
は
 

前
段
に
 

詳
 

叙
し
た
 

通
で
 

あろ
) 

旣
に
本
 

象
と
 

の
讓
 

塞
し
、
 

霧
の
 

S
S
 

調
 

着
ら
れ
、
 

歡
喜
 

と
蠢
 

と
に
 

f
 

た
細
 

川
 

f
 

て
气
 

i
 

意
 

を
表
 

し 
且
つ
 

將
來
の
 

事
を
詹
 

す.
 

ベ
く
、
 

喜
 

十
郞
氏
 

親
し
く
 

管
 

執
つ
 

5
§
f
 

草
し
た
。
 



,
向
寒
 之
靈
御
 
I
I
 

候
、
 
S
 
囊
へ
 
i
 
指
 下、 

し I
 
百
姓
き
 
眷
 
i
 
手
 向
 S
 
永
 續
之
根
 

. 元
 押
 立
 申
 度
 相
 願
 候
處
、
 
自
藩
 
之
舊
 弊
、
 
領
內
囊
 

之- 1
 
探
り
 
爲
政
鑑
 
幷
無
盡
 
藏
之
土
 
8
 
立、 

元
 順- 8

 
吳
 

逸
々
 
遂，， 望

，
 
望
、
 
丹
誠
 
之
 精
力
 
1
J
S
S
 
政
 的
然
之
 
事
に
 
而
雲
、
 
右
 I
f
 

以、 
讓
共
 
に
も
 
理
解
 

申
 聞
せ
 
還
、
 

一 同
 致，， 承

 K
 
上
下
 
一 致
し
 精
勤
 
相
勵
度
 
心
底
に
 
f
、
 

先
々
 
S
 
多
 
候
、
 
固
よ
り
 
我
等
 
他
家
 
* 

靈
身
 
な
れ
ば
、
 
此
度
之
 
心
願
 
全
く
 
我
等
が
 
功
 を 立

つ
 
ろ
に
 
あ
ら
ず
、
 
高
年
の
 
養
父
 
S
t
 

休
せ
、
 
窮
藩
 
幷
領
內
 

之
 者
 共
 辛
苦
 
相
除
囊
 
心
配
 
逢
」
 
有
 之
 候、 彌

 任-一 差
 圖
-
趣
 法
 y
 
致
 候
、
 
付
 5
 
年
寄
 
共
 初、 
1
-
i
 

吳
、
 
我
等
が
 
心
底
 柙
立
候
 
樣
厚
賴
 
人
 候
、
 
若
 難
 レ
諭
者
 
有
レ
之
 

r ま-、 
早
速
 
元
 順
を
以
 
我
等
に
 
可
-
申
 聞
-
候
、
 
右
 報
 志
 迄
 

內々 申述置 候、 不

具

 

 - 

十
二
月
 
四
日
 
 
興
 
 

建
 
(花押) 

.
 
 

二
宮
 
金
次
郞
 
と
の
 
 

、 

舌
 
 

代
 

別
紙
 申 述

候
元
 
g
 
府
之
節
 
勝
手
 
非
常
 逢
 
心
配
 被
』
、
 
1
 
同
人
 
は
，
 
持、 

1
、
 

用 立 I
 

に 致
-
入
手
-
辱
 
候、 

不
遠
 

同人 差 下 候 節、 
又々 返却 可 致 候、 先爲- > 用意-願 置 候 爲レ念 如

此
候
 
不

一

 

 
j 

〜 

こ S
 
書
 は、 

十
 i
 
四
 曰
に
 
出
舊
國
 
す
ろ
 
岸
右
衞
 
門
に
 
持
た
せ
て
 
櫻
 町
へ
 
籠
せ
ら
れ
 
た
こ
と
 
は、 

同
日
 
£
 

よ
り
 
發
 し
た
 
書
狀
で
 
明
か
で
 
あ
る
。
 
先
生
 
は
こ
の
 
晷
の
寫
 
を 茂

 木
の
 
岡
勘
禱
 

へ 送
ら
れ
た
 
と 見

え
て
、
 
同
月
 
十
一
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日
附
 

勘
兵
衞
 

よ
り
の
.
 

禮
狀
 

に
こ
の
 

直
 

書
の
 

事
が
 

見
 

ゆ
る
。
 

先
生
ん
 

滿
 

足
で
あ
っ
た
 

の
み
な
ら
ず
、
 

之
 

を 
茂
 

木
へ
 

知
ら
せ
 

て 
仕
 

法
の
 

權
烕
を
 

報
知
せ
ら
れ
 

た
と
 

も 
見
 

ゆ
ろ
。
 

當
時
谷
 

m 
部
 

茂
 

木
の
 

奉
行
 

等
 

は、
 

歷
々
 

櫻
 

町
に
 

往
來
 

し
て
 

種
々
 

懇
萌
 

す
る
 

所
 

あ
り
，
 

十
二
 

W 
五
日
の
 

日
記
に
 

よ
れ
ば
 

旣
に
永
 

爲
由
兵
 

衞
へ
金
 

五
拾
兩
 

交
付
 

せ
ら
れ
て
 

あ
る
。
 

1.*  、.nL* 」 ヽ  iil 
、 
、
 
 

な 力 ひらげ A じ
ゅ
ん
 
 

V  y  i. 

K<
 

保
プ
 

年
と
 

な
り
 

そ
の
 

一 
一月
 

十 
 

一 
R 

中
 

村
 

元
 

順
が
 

與
 

建
よ
り
 

勸
農
衞
 

と
改
稱
 

す
る
 

様
に
 

命.
 

せ
ら
れ
た
 

直
 

書
、
 

な 
こ 

仕
 

法
に
 

關
 

す
ろ
 

別
の
 

直
 

書
 

を 
も 

持
參
し
 

先
生
に
 

示
し
た
。
 

先
生
 

は
こ
の
 

數
々
 

の 
直
 

書
 

を 
見
て
 

ず
 

十
 

g
g
f
 

氏
が
 

忠
孝
の
.
 

大
義
に
 

よ
り
 

大
業
 

を 
成
就
せ
 

ん
爲
 

に
依
賴
 

す
る
 

旨
の
 

記
さ
れ
て
 

あ
ろ
に
 

感
じ
、
 

こ
の
 

侯
に
 

し
て
 

發
業
 

せ
ら
れ
ん
 

か
 

必
ず
 

や
 

成
就
す
 

ろ
な
 

ら
ん
。
 

然
れ
 

ど
も
 

我
が
 

藩
主
に
 

あ
ら
ざ
る
 

所
の
 

諸
侯
の
 

封
內
再
 

輿
に
 

與
ろ
 

こ
と
 

®
 

だ
锥
事
 

な
り
、
 

0
 

し 

紬
川
 

侯
の
 

志
 

は 
仁
政
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

我
が
 

藩
主
 

目
今
 

老
中
と
 

し
て
 

天
 

下
に
 

仁
政
 

を 
布
か
ん
 

と 
志
し
 

給
 

ふ。
 

七 
際
 

1
 

け 
j
 

侯
の
 

爲
に
盡
 

力
す
 

ろ 
こ
と
 

は 
我
が
 

藩
主
の
 

大
 

3 曰に
 

合
體
 

す
る
 

で
あ
ら
う
 

と、
 

こ
の
 

旨
 

を 
に 

告
げ
、
 

且
つ
 

其
 

藩
主
 

一 

よ
り
 

小
 

田 
原
 

侯
へ
 

依
輯
 

し
て
 

承
諾
 

を 
經
る
を
 

常
道
と
 

す
る
と
 

指
示
し
た
。
 

玆
に
 

於
て
 

細
 

川
 

侯
よ
り
 

直
に
 

小
 

田 
原
 

侯
に
 

そ，
 

の 
承
認
 

を 
求
め
た
 

所
、
 

大
久
保
 

侯
 

そ
の
 

請
 

を
 

認
め
 

且
つ
 

曰、
 

二
宮
 

は 
宇
 

津
 

象
の
 

采
邑
 

復
興
の
 

任
に
 

膺
 

つ
て
 

居
る
。
 

そ
の
上
に
 

他
 

藩
の
 

再
 

與
に
從
 

事
せ
 

よ
と
 

命
ず
る
 

能
 

は
ず
、
 

而
 

し
て
 

彼
は
當
 

t
 

の
臣
 

僚
で
 

は 
あ
る
が
、
 

そ
の
 

義
 

に
あ
ら
ず
、
 

そ
の
 

道
に
 

あ
ら
 

ざ
れ
ば
 

主
命
と
 

雖
も
肯
 

は
ざ
る
 

ベ
け
れ
ば
^
 

意
 

を
 

以
て
 

再
 

三
 

信
義
 

を
 

盡
し
給
 

は
ば
 

之
に
 

應
 

ず
る
 

こ
と
 

も 
あ
ろ
べ
 

し
と
の
 

注
意
 

さ
へ
 

含
め
ら
れ
た
。
 
 

： 
. 

斯
く
仕
 

法
に
 

關
 

す
る
 

公
式
 

依
頼
の
 

手
繽
は
 

完
了
し
た
。
 

こ
れ
に
 

次
で
 

重
要
な
る
 

準
備
 

を
 

要
す
ろ
。
 

そ
れ
 

は 
仕
 

法
 

こ 
際
 



し
て
 
入
用
な
 
ろ 書

類
で
 
あ
ろ
。
 
卽
ち
櫻
 
町
 陣
屋
に
 
於
て
 
は
大
 
島
勇
輔
等
 
箅
 筆
に
 
長
 じ
た
ろ
 
者
に
 
命
じ
て
 
作
製
 
中
で
 
あ
つ
 

た
が
、
 
漸
く
 無
 讓
米
金
 
取
調
 
帳
 等
 五
 冊
 I
 
了
し
た
 
の
で
、
 
i
 
之
 S
 
へ
て
 
二
月
 
十
九
 
I
 
木
に
 
持
参
し
た
。
 
旣
 

-, t
 
曰
よ
り
 
待
合
せ
 
た
 i
f
 
 
f
、
 
こ
の
 
議
 
に
よ
っ
て
 
茂
 木
の
 
藩
 政
に
 
指
示
し
、
 
ま
た
 
領
內
 
に
簡
 
出
張
 
を
 

；
し
、
 兩
三
ケ
 
村
 宛
村
役
 
人
幷
 住
民
 
一 同

 を 呼
び
集
め
、
 

w
 細
と
 
な
く
 
仕
 法
の
 
i
 
曰 I
 
達
し
た
 
所
、
 

一 同
 承
服
し
た
 

か
ら
、
 
更
に
 
出
精
 篤
行
 
f
 
勵
 まし、. 

租
 f
l
 
內
に
納
 
む
る
？
、
 

更
に
、
 
婚
禮
、
 
葬
儀
、
 
神
事
、
 
佛
 事
の
 
心
 

at よ
り
、
 
平
素
 
質
實
を
 
守
る
べ
き
 
迄
 委
細
 訓
示
し
た
 

次
で
 
四
月
 
こ 人

り
 
谷
 田 部

に
 
行
 ふ
べ
き
 
S
 
以
て
 
巡
回
し
、
 
係
り
 
役
人
 
塞
 
町
に
 
遣
し
て
 
敎
導
を
 
受
け
し
 
め
實
 行
に
 

I 

着
手
し
た
 
る
が
、
 
係
り
 
支
配
人
 
中
裹
平
 
兵
衞
 
一 人

 之
に
 
反
對
 
し、 そ

の
 
趣
 |
上
苟
に
警
 
し
た
 
等
の
 
事
件
が
 
あ
っ
て
 
^
 

謹
し
た
 
の
で
、
 
I
 
は 大

に
之
 
I
 
心
し
 
七
月
 
志
賀
を
 
呼
出
し
 
其
の
 
忠
節
の
 
存
盧
は
 
可
な
 
f
s
s
 
良
法
に
 
し
て
 

停
廢
 
す
べ
か
ら
-
 i
 

さ
れ
た
 
所、 前

非
 
を
 悔
い
て
 
之
 案
 
服
し
た
 
け
れ
ど
も
、
 
責
任
 
を 感

じ
た
 
か
藩
|
し
て
穩
 

し
た
。
 
こ
の
 
事
あ
っ
て
 
よ
り
 
谷
 E 部

の
 
仕
 f
i
l
 

開
し
 
罌
 
復
興
に
 
着
手
し
た
。
 
故
に
 
細
 川
 氏
の
 
仕
方
 
は 江

戸
 

に 於
る
 
借
財
 
償
還
の
 
仕
 法
に
^
 
 

の 領
土
に
 
於
け
 
る 村

 柄
 立
直
し
 
開
發
仕
 
法
の
 
兩
 面
に
 
於
て
 
着
手
 
せ
ら
れ
た
 
ノ
 

p
 
 m
n
 
家
 借
財
 償
還
 
仕
 法
 概
要
 

借
財
 償
還
に
 
つ
き
 
ニ
宫
 全
集
 
「
新
 古
 借
財
.
 取
調
 帳
」
 
三
 冊
 を
^
れ
ば
 

： 
戶
分
 

米
 六
 百
 七
 拾
 六
 俵
 
 

A
s
 

六. 千
 八 百

ョ
 
拾
 六 兩

壹
5
？
 
朱
 望
 
匁
 I
 
 i
i
 

^
田
 
部
分
 

米
 贰
拾
七
 
俵
 四
 斗
 二
 升
 四
合
 

金 五 千
 五 百 六 拾

九
兩
 
I
 
ま
 
銀 九

分
 
八 厘

 



^
 

IV
 
分
 
 
 

金 
六 

千 
贰
百
七
 

拾
 

七 
兩
贰
分
 

壹
朱
銀
 

贰
匁
九
 

厘
 

^
 
 

^
 
 

米
 

七
 

百
 

三
 

俵
 

四
 

斗
 

二
 

升
 

四
 

合
 

金 
五 

萬 
八 

千
 

六 
百 

八 
拾 

三 
兩
壹
分
 

銀 
三 

匁 
五
分
 

七
厘
 

と 
あ
ろ
。
 

細
 

川
 

家
の
 

負
 

倩
 

拾
 

三
 

萬
 

雨
と
 

い
ふ
の
 

は 
噂
 

だ
け
 

か
と
、
 

更
に
 

「
報
 

德
借
貨
 

返
 

濟
錄
」
 

を 
見
る
 

と 
拾
 

贰
萬
七
 

千
 

四
百
 

四
 

拾
 

七
 

兩
餘
と
 

あ
る
。
 

前
記
の
 

取
調
 

帳
 

は 
本
家
 

熊
 

本
 

細
 

川
 

侯
よ
り
の
 

助
成
 

借
人
 

金
 

六
 

萬
 

九
 

百
 

贰
拾
八
 

雨
が
 

前
段
の
 

書
類
か
ら
 

控
除
 

せ
ら
れ
て
 

あ
る
か
ら
、
 

五
 

萬
 

八
 

千
餘
兩
 

と
い
 

ふ
數
 

字
が
 

見
 

ゆ
る
の
で
 

あ
る
。
 

然
る
に
 

文
政
 

十一
 

一 年
よ
り
 

天
 

保
 

四
 

年
 

迄
 

五
ケ
 

年
 

平
均
 

牧
納
額
 

米
 

三
千
 

六
十
 

三
 

石
 

九
 

斗
 

七
 

升
 

壹
合
五
 

勺、
 

畑
 

方
 

金
 

千
 

五
 

百
 

六
 

拾
六
兩
 

三
分
 

甙
朱
 

銀
贰
匁
 

五
分
 

贰
厘
 

で
あ
る
か
ら
、
 

米
壹
石
 

壹
兩
替
 

と
す
れ
ば
 

約
 

四
千
 

六
 

百
 

三
拾
兩
 

で
あ
ろ
。
 

返
 

濟
錄
の
 

調
に
 

よ
れ
ば
 

五
 

チ
百
六
 

拾
 

七
 

兩
銀
四
 

匁
 

九
分
 

六
 

厘
と
 

あ
っ
て
、
 

借
財
 

總
額
拾
 

贰
萬
七
 

千
 

四
 

^
 

四
 

拾
 

七
兩
餘
 

を 
償
 

I
 

還
す
 

る
に
 

は、
 

牧
納
米
 

金
 

一 
厘
 

一 
毛
も
殘
 

す
な
く
 

償
還
に
 

充
て
、
 

然
も
 

之
 

を 
無
利
息
，
 

ギ
賦
 

と
し
て
も
 

實
に
贰
 

拾
 

四
ケ
年
 

..
S-
 

六
 

ヶ
月
の
 

長
年
 

月 
を
 

要
す
る
 

次
第
で
 

あ
る
。
 

若
 

又
 

こ
の
 

拾
 

參
萬
雨
 

許
の
 

借
財
に
 

年
 

一 
割
の
 

利
息
 

を
 

要
す
と
 

す
れ
ば
、
 

そ
の
 

利
息
の
 

み
に
 

て
鱟
萬
 

贰
千
七
 

百
 

四
 

拾
 

四
 

兩
餘
 

と
な
り
、
 

全
 

牧
人
 

を
 

以
て
し
て
 

利
拂
 

に
も
 

足
ら
ず
、
 

一 
ケ 

年
間
の
 

經
費
 

平
均
 

四
千
 

六
 

拾
 

五
雨
 

或
 

分
 

一
朱
銀
 

七
 

匁
 

三
 

分
 

甙
厘
八
 

毛
 

を
絕
封
 

必
要
と
 

す
れ
ば
、
 

壹
ケ
 

年
の
 

不
足
 

額
 

實
に
壹
 

萬
 

千
 

六
 

百
 

四
 

拾
 

三
 

兩
贰
分
 

銀
貳
^
 

七
 

分
 

一 
一 厘
 

七
 

毛
と
 

な
っ
て
、
 

如
何
と
 

も 
方
法
 

は 
立
つ
 

も
の
で
 

は
な
い
。
 

玆
に
 

於
て
 

次
の
 

様
な
 

案
が
 

立
て
ら
れ
た
、
 

前
述
の
 

最
近
 

五
ケ
 

年
 

平
均
 

牧
納
 

額
か
ら
 

年
 

々 
の 

經
常
費
 

を
 

限
定
 

支
出
と
 



し、
 

幾
分
の
 

餘
財
を
 

見
出
し
て
 

貸
方
と
 

交
涉
 

し、
 

或
は
 

無
利
息
、
 

或
は
 

槳
捐
 

助
成
、
 

或
は
 

利
下
げ
の
 

承
譜
を
 

得
て
、
 

餘
 

財
 を
 以
て
 
償
還
す
 
ろ こ

と
で
 
あ
ろ
。
 
 

• 

こ
の
場
合
に
 

於
て
 

最
も
 

重
要
に
 

し
て
 

至
難
な
 

ろ 
こ
と
が
あ
ろ
。
 

そ
れ
 

は 
細
 

川
 

家
の
 

經
常
 

費
の
 

極
度
の
 

緊
縮
で
 

あ
ろ
。
 

併
し
 

こ
れ
が
 

行
 

は
れ
ね
ば
 

他
の
 

一 
切
の
 

方
法
 

は
無
效
 

で
あ
ろ
。
 

こ
れ
 

を
實
 

行
す
 

ろ 
こ
と
 

は 
一 
藩
 

上
 

卞
の
誡
 

意
の
 

表
現
で
 

あ
る
。
 

さ
れ
ば
 

大
凡
 

次
の
 

如
き
 

條
 

項
に
 

分
ち
 

得
べ
き
 

手
段
 

を
 

講
ず
ろ
 

こ
と
 

を 
要
し
た
。
 

( 
1 

) 
壹
ケ
 

年
間
の
 

經
費
 

は、
 

規
則
 

を 
定
め
て
 

極
度
の
 

緊
縮
 

を 
行
 

ひ
 

合
理
的
 

支
拂
 

と
す
ろ
 

こ
と
。
 

(一
 

一)
 

壹
ケ
 

年
の
 

牧
人
 

は、
 

最
近
 

數
 

年
間
の
 

平
均
 

牧
人
 

額
 

を
 

限
度
と
 

す
る
 

こ
と
。
 

ニニ
) 

平
均
 

牧
納
 

額
よ
り
 

誠
意
 

あ
ろ
 

合
理
的
 

支
出
 

を 
定
め
、
 

そ
の
 

殘
餘
を
 

以
て
 

負
債
 

償
還
に
 

充
て
、
 

全
く
 

巳
む
 

を
 

得
 

ざ
 

る 口々 
よ
り
 返
金
す
 
ろ こと。 

(四
) 

負
 

情
の
 

口
々
 

へ 
直
談
 

を
 

以
て
 

返
濟
の
 

繰
延
、
 

利
率
の
 

使
 

下、
 

其
 

他
 

償
還
 

方
法
 

を
 

懇
談
す
 

ろ 
こ
と
。
 

(五
) 

平
均
 

牧
納
額
 

以
上
の
 

牧
納
 

あ
り
た
 

ろ 
時
 

は 
そ
の
 

剩
餘
を
 

牧
納
减
 

額
の
 

年
の
 

準
備
に
 

充
て
、
 

ま
た
 

こ
れ
 

を 
活
用
し
 

て 
荒
 

地
 

開
發
、
 

難
 

村
 

取
疽
を
 

行
 

ひ、
 

自
然
 

增
牧
の
 

基
本
と
 

な
す
こ
と
。
 

(六
) 

(五
) 

の 
場
合
に
 

於
け
 

ろ 
最
初
の
 

開
 

發
費
は
 

櫻
 

町
 

報
 

德
金
を
 

一 
時
 

繰
 

人
れ
 

る 
事
と
 

し、
 

若
し
 

こ
の
 

繰
 

人
に
 

よ
っ
て
 

效
果
を
 

見
ざ
る
 

時
 

は、
 

櫻
 

町
 

報
德
金
 

は
返
濟
 

無
用
な
る
 

べ
き
 

こ
と
。
 

以
上
の
 

如
き
 

趣
意
に
 

よ
っ
て
 

先
づ
分
 

度
と
 

返
金
と
の
 

限
度
 

を 
次
の
 

通
り
に
 

定
め
た
 

C
 
 

. 
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一 
金
 

五
 

千
 

百
 

六
 

拾
 

七
 

兩
銀
四
 

匁
 

九
分
 

六
 

厘
 

- 
•
 
 

天 
保 

元
年
よ
 

リ 
M 

五 
年
 

迄 
千 

均 
御
土
籙
 

敉
納
^
 

內 

一 
金
 

三千
， 

三
百
 

八
 

拾
壹
雨
 

三
分
 

銀
 

五
 

厘
 

一 
一 毛
 
 

鸫
常
費
 

一 割
 

六 
分
 

八 
厘
 

節
約
 

分 
度 

一 
金
壹
千
 

七
 

百
 

八
 

拾
 

五
 

兩
壹
分
 

銀
 

四
 

匁
 

九
分
 

八
 
毛
 
 

借
財
 

返
濟
 

手
段
 

金 

こ
の
 

案
に
 

よ
れ
ば
 

皆
濟
 

償
還
 

迄
に
 

は 
約
 

七
十
 

一 
ケ
年
を
 

要
す
ろ
 

も
の
で
あ
る
。
 

尤
も
 

借
財
 

中
に
 

ま 
百
ケ
年
 

ま
、
 

■ 
1
 

卜 

ケ 
年
賦
 

に
て
も
 

差
 

支
な
 

き 
幕
府
よ
り
の
 

借
財
 

も 
あ
れ
ば
、
 

本
家
よ
り
の
 

助
成
金
 

も 
あ
り
、
 

領
內
 

富
豪
よ
り
の
 

借
人
 

金
 

も 

あ
る
の
で
、
 

こ
の
 

案
を
携
 

へ
て
 

談
判
 

す
れ
ば
、
 

债
主
は
 

如
何
に
も
 

返
濟
 

能
力
が
な
い
 

狀
況
を
 

明
か
に
 

知
り
、
 

隨
 

つ
て
 

强
 

て 
催
促
 

す
れ
ば
 

細
 

川
 

家
 

は
斷
絕
 

す
る
。
 

斷
絕
 

す
れ
ば
 

根
本
よ
り
 

回
牧
 

不
能
と
 

な
ろ
 

の
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

負
债
 

主
た
る
 

細
 

川
 

家
の
 

財
政
 

整
理
の
 

誠
意
 

さ
へ
 

現
 

は
る
れ
ば
、
 

談
判
 

は 
必
ず
し
も
 

不
調
に
 

終
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
。
 

依
て
 

ニ
宫
 

先
生
 

は
こ
の
 

數
字
 

に
よ
っ
て
 

一 
割
 

六
 

分
の
 

緊
縮
 

を 
以
て
 

分
 

度
と
 

し
た
る
 

細
 

川
 

家
の
 

誠
意
 

を
顯
 

現
し
、
 

先
 

づ
本
象
 

細
 

川
 

氏
に
 

理
解
 

を 
求
 

め
し
め
、
 

次
で
 

谷
 

田 
部
、
 

茂
 

木
の
 

富
豪
、
 

其
 

他
出
 

人
の
 

藏
宿
 

等
に
 

交
涉
 

せ
し
め
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

一 
ー宫
 

先
生
の
 

こ
の
 

案
 

は 
果
し
て
 

功
 

を 
奏
し
、
 

本
家
と
の
 

交
涉
は
 

三
年
 

目
の
 

天
 

保
 

八
 

年
に
 

於
て
 

六
 

萬
 

九
 

百
贰
拾
 

八
兩
、
 

米
 

百
 

五
 

拾
 

俊
 

を
 

棄
捐
と
 

し、
 

更
に
 

定
用
米
 

金
の
 

不
足
 

額
の
 

助
成
と
、
 

公
宫
 

よ
り
 

借
用
せ
 

る 
負
債
の
 

利
息
 

を
 

引
受
け
ら
れ
 

た、
 

谷
 

田 
部
 

等
の
 

民
間
よ
り
 

借
 

上
に
 

應
ぜ
る
 

富
豪
 

は、
 

領
內
に
 

於
け
 

る 
御
 

仕
法
實
 

施
の
 

實
現
を
 

見、
 

今
後
 

は 
特
^
 

課
稅
 

な
ど
の
 

惡
 

政
な
 

き
こ
と
 

を 
知
れ
る
 

に
よ
り
、
 

非
常
の
 

*
 

發
と
 

好
感
と
 

を 
示
し
て
 

槳
捐
の
 

申
出
 

も 
あ
り
た
 

ろ 
を
 

以
て
、
 

負
 

― '。5  ― 



倩
の
 

償
還
 

は 
立
案
 

以
上
の
 

好
成
績
 

を 
現
 

は
し
た
"
 

卽
ち
 

元
 

借
財
 

高
 

金
 

拾
 

贰
萬
七
 

千
 

四
百
 

四
 

拾
七
兩
 

三
分
 

一 
一
朱
銀
 

三
 

匁
 

五
分
 

九
 

厘
 

九
 

毛
 

タ
に
 

金.
 

千
 

15
 

兩
銀
ニ
 

匁
 
二
分
 
 

天 
保 

五 
年
よ
り
 

苘
八
 

年ま
で；
； 

合
計
 

金
 

拾
貳
萬
 

九
 

千
 

四
百
 

四 
拾
九
兩
 

三
分
 

贰
朱
銀
 

五
 

匁
 

七
 

分
 

九
 

厘
 

九
 

毛
 

內 

1K
 

保
 

五
 

年
 

返
金
 

五
 

千
 

九
 

百
 

五
 

拾
 

八
 

兩
贰
朱
 

銀
 

六
 

匁
 

八
 

分
 

七
厘
 

一 
一毛
 

同
 

六ハ
ヰ 

返
金
 

六
 

千
 

四
百
 

拾
 

三
 

兩
ニ
朱
 

銀
 

四
 

匁
 

七
 

分
 

九
 

厘
 

五
毛
 

同
 

七
 

年
 

返
金
 

甙
千
火
 

百
 

四
 

拾
 

九
 

兩
銀
四
 

匁
 

九
分
九
厘
 

四
モ
 

同
 

八
 

年
 

八
月
 

迄
 

返
金
 

六
 

萬
 

五
 

千
 

七
 

百
 

三
 

拾
 

六
 

兩
壹
分
 

計
 

金
 

八
 

萬
 

千
 

五
 

拾
六
兩
 

三
分
 

銀
壹
^
 

六
 

分
 

六
 

厘
螢
毛
 

差
 

引
 

殘
金
四
 

萬
 

八
 

千
 

三
百
 

九
 

拾
 

五
雨
 

甙
朱
銀
 

三
分
 

八
 

厘
 

八
 

毛
 

斯
く
 

急
激
に
 

債
務
が
 

减
 

少
し
た
 

が、
 

主
と
し
て
 

特
殊
 

關
 

係
の
 

向
の
 

棄
捐
が
 

あ
つ
た
か
ら
 

で
あ
ろ
。
 

註 
R 

間
の
 

債
主
が
 

棄
捐
し
た
 

高
は
總
 

計
壹
莴
 

一一 一千
 

六 
百 

七 
拾 

五
兩
餘
 

で
あ
ろ
 

が、
 

その
 

內
に
は
 

谷 
田 

部
の
 

釜 
屋
次
郎
 

兵
 

衞
の
如
 

さ 
多
額
の
 

負
債
の
 

あ
っ
た
 

爲
に
千
 

百
兩
の
 

棄
捐
 

は 
非
常
な
 

ろ
打
擎
 

と
な
り
、
 

退 
轉
の
已
 

む
な
 

き
に
 

茧 
つ
た
の
で
、
 

光
 

&
は
 

後
年
 

多
大
の
 

努
力
お
 

以
て
 

復
與
な
 

講
ぜ
ら
 

ろ、
 

こ
と
、
 

な
っ
た
。
 

併
 

L 
茅
し
 

f 
 

J の 
狀
勢
を
 

徹
底
的
に
 

實
行
 

す
れ
ば
 

必
ず
や
^
々
 

顯
 

著
に
 

減
額
し
た
 

で
あ
ら
う
 

が
 

、
巾
に
 

ま
數
^
 

州
の
 

一 i86 一 



缩
 に 不

平
 
生
じ
、
 
領
土
 
開
發
の
 
爲
に
投
 
ず
る
 
資
力
 
を、 

從
來
の
 
通
り
 
藩
士
の
 
緊
縮
 
生
活
に
 
て
辨
 ず
ろ
 
こ
と
 
は
堪
へ
 
難
い
 

苦
痛
で
 
あ
る
と
 
な
し
、
 
ま
た
 
一
方
に
 
は 藩

主
の
 
勤
務
 
上
の
 
問
題
 
發
 生
し
、
 
內
外
 種
々
 
の 事

情
 錯
綜
し
て
 
其
 成
縝
は
 
停
頓
 

の
狀
 勢
と
 
な
っ
た
。
 
今
 試
み
に
 
前
記
の
 
返
金
に
 
引
 續
き
數
 
年
間
の
 
債
務
 額
 を
 列
記
 
す
れ
ば
 
左
の
通
り
 
で
あ
る
。
 

天
 

保
 

九
 

年
 
 

四
 

萬
 

四
千
 

贰
百
贰
 

拾
 
壹
兩
餘
 
 

， 

同
 

十
 
年
 
 

四
 萬
 七
 千
 三
百
 
五
 拾
 六
兩
餘
 

同
 

十
一
 
年
 
 

四
 萬
 八
 千
 九
 百
兩
餘
 

卽
ち
天
 
保
 九
 年
に
 
は 從

來
の
 
趨
勢
 
を
繽
 け
て
 
約
 四
千
 
兩
减
 
額
し
た
 
が、 

後
の
 
一 一年 は 却

っ
て
 
反
動
的
に
 
增
 加
し
て
 
居
 

る。 
特
に
 
十
 年
に
 
は 新

 借
 三
千
 
五
 百
 雨
に
 
上
っ
た
、
 
こ
れ
 
は
緬
川
 
侯
が
 
引
續
 
き
大
阪
 
詰
と
 
な
っ
た
 
爲
 で
あ
る
。
 

借
財
 償
還
 停
頓
の
 
事
情
 
を
 回
顧
す
 
る
に
、
 
天
 保
 八
 年
に
 
は 喜

十
郞
 
(典 建

)
 は、 

新
 藩
主
と
 
し
て
 
職
務
 
昇
進
し
、
 
借
財
 

は 三
分
の
 

一 と
な
り
、
 
遠
近
 
そ
の
 
善
政
 
を
稱
 
せ
ら
れ
た
 
が、 

却
っ
て
 
そ
れ
よ
り
 
財
政
 
再
び
 
困
難
と
 
な
る
 
輪
廻
が
 
轉
 回
し
 

來
 つ
た
。
 
何
と
 
な
れ
ば
 
最
近
の
 
細
 川
 家
 は 家

政
の
 
困
難
 
を 以

て
 
常
勤
 
を 免

ぜ
ら
れ
て
 
居
た
 
が、 

B< 保
 九
年
大
 
番
頭
に
 
任
 

じ 大
阪
詰
 
を
 命
ぜ
ら
れ
 
た
か
ら
で
 
あ
る
。
 
當
時
 
財
政
の
 
狀
況
 
佳
良
な
 
り
と
 
雖
 も、. 經

常
費
 
は 

一 割
 六
 分
 を
 緊
縮
し
、
 
渐
 

く 借
財
 
額
の
 
減
退
 
を
來
 
し
つ
 

1 あ
ろ
の
 
み
で
 
あ
る
。
 
尤
も
 
大
阪
詰
 
を 命

ぜ
ら
 
る
れ
ば
 
特
別
の
 
足
 高
 も あ

る
が
、
 
隨
 つ
て
 

經
費
は
 
膨
脹
す
 
る、 

特
に
 
登
阪
の
 
費
用
 
は 其

 出
 所
が
な
い
。
 
折
角
 
順
序
の
 
立
っ
た
 
領
土
の
 
開
發
を
 
中
止
し
 
な
け
れ
ば
 
な 

ら
ぬ
。
 

如！： す
れ
ば
 
最
良
の
 
方
法
 
を
 立
て
 
得
ろ
 
か
と
、
 
上
下
 
協
議
の
 
結
果
、
 
公
 命
 を
 奉
じ
つ
，
 

- 領
土
 
開
 發
を
 
講
ず
る
 
妙
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法
 

を
 

二
宮
 

先
生
に
 

M
 

く
こ
 

ま
な
り
、
 

中
 

村
勸
禱
 

S
 

曰
奠
 

け
て
 

先
生
 

を
訪
 

ひ、
 

霧
 

節
し
 

S
 

全
の
 

道
 

を
 

存
じ
た
 

し
と
 

隙
べ
 

た。
 

先
生
 

揪
 

然
と
し
て
 

色
 

を
な
 

し 
且
つ
 

曰、
 

「
中
 

村
 

I
S
S
 

の
ま
 

f
 

辨
.
|
る
 

^
 

で
あ
ろ
。
 

夫
れ
 

臣
 

と
し
て
 

君
に
 

事
 

ふ
る
に
 

身
 

ま
拋
.
 

つ
の
 

は
享
そ
 

の 
例
で
 

あ
る
、
 

一
家
の
 

與
廢
 

艱
難
 

は
？
 

る
べ
き
 

で
は
な
い
。
 

そ
の
 

多
年
 

奉
仕
 

を
 

免
ぜ
ら
れ
 

た
の
 

は 
幕
府
の
 

寬
仁
で
 

あ
る
。
 

今
 

紬
川
侯
 

仁
政
 

を
領
 

中
に
 

行
 

ひ、
 

負
債
の
 

半
 

を 
償
 

ひ、
 

累
年
の
 

憂
 

を 
免
る
 

A 
に 

近
づ
き
、
 

幕
 

命
 

を
 

奉
じ
て
 

任
 

に 
就
く
 

は 
其
の
 

本
分
で
 

あ
る
。
 

然
る
に
 

領
中
再
 

筏
の
 

事
に
 

顧
慮
し
て
 

公
務
の
 

用
 

財
 

を 
減
ぜ
ん
 

と
す
る
 

は、
 

私
事
 

を
^
 

て 
公
務
 

を
輕
 

く
す
 

る 
も
の
で
あ
る
。
 

若
し
 

命
 

を
 

受
け
 

ざ
れ
ば
 

力
 

を 
領
中
再
 

役
に
 

致
し
て
 

可
な
る
 

も、
 

一 
且
幕
 

命
を
受
 

く
れ
ば
 

H<
 

下
 

何
物
 

か
是
 

よ
り
 

重
き
 

も
の
が
 

あ
る
べ
き
 

や、
 

速
に
 

百
姓
 

撫
育
の
 

用
 

財
 

を 
以
て
 

勤
務
の
 

用
に
 

充
て
、
 

足
ら
 

さ
る
 

時
 

は 
領
^
と
 

議
 

し
て
 

辨
ぜ
ら
 

る
べ
き
 

で
あ
る
。
 

若
し
 

更
に
 

足
ら
 

ざ
れ
ば
 

平
素
 

私
事
に
 

す
ら
 

借
財
し
た
、
 

況
ん
ゃ
 

公
事
に
 

於
て
 

お
や
で
 

あ
る
。
 

登
阪
の
 

用
具
 

は 
一 
物
も
缺
 

い
て
 

は
な
ら
な
い
。
 

諸
侯
の
 

任
に
 

し
て
 

武
備
が
 

足
ら
 

ざ
れ
ば
 

忠
 

で
は
な
い
。
 

こ
れ
が
 

爲
に
 

領
囊
 

弊
す
 

と 
雖
も
亦
 

已
む
禽
 

な
い
。
 

平
生
 

仁
 

f
 

下
し
 

f
 

安
ん
 

ず
る
 

は 
斯
ろ
時
 

の
備
 

で
あ
ろ
。
 

fK
 

下
命
 

あ
ら
ば
 

身
 

を 
拾
ズ
、
 

百
 

萬
の
 

敲
に
會
 

ふ
と
い
へ
 

ど
も
 

退
か
ず
 

し
て
 

之
に
 

當
り
、
 

カ
戰
 

以
て
 

忠
 

孝
の
 

大
道
^
む
、
 

べ
き
で
 

あ
る
。
 

治
平
 

亂
 

f
 
 

、な
る 

が
 

如
く
に
 

し
て
 

忠
 

S
 

本
心
に
 

於
 

S
 

一 
 

で
あ
ろ
。
 

大
 

番
頭
 

は 

諸
旗
 

本
の
 

長
で
 

あ
る
。
 

登
阪
 

S
 

的
 

は
大
阪
 

f
 

守
り
、
 

萬
 

I
f
 

ら
ば
 

京
都
 

I
 

衞
し
 

奉
り
、
 

非
常
の
 

奉
仕
 

貪
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さ.
 

< 
が
爲
 

で
あ
ろ
。
 

然
る
に
 

用
 

財
 

を
 

減
じ
て
 

家
政
の
 

一 
助
と
 

し、
 

大
義
 

を 
失
 

ひ
 

公
務
 

を
缺
き
 

大
過
に
 

陷
 

ら
ば
 

大
義
 

を.
 

失
 

ふ
こ
 

と 
を 

如
何
、
 

せ
 

ん
 

と
す
る
 

か
」
 と、

 
中 

村
 

大
息
し
て
、
 

「
不
肖
 

殆
ど
 

大
事
 

を
 

過
た
ん
 

と
し
た
、
 

先
生
の
 

敎
 

な
け
れ
ば
 

何
 

を
 

以
て
 

こ
の
 

大
義
 

を
 

知
る
 

こ
と
 

を 
得
ん
 

か
」
 

と、 
先
生
 
此
 所
に
 
於
て
 
譫
 し
て
 
曰
く
、
 
 

. 

「
速
に
 

仕
 

法
 

を
 

停
止
し
て
 

一 
途
に
中
 

5 勤
を
盡
 

さ
る
べ
し
。
 

若
し
 

こ
れ
が
 

爲
 

に
領
邑
 

が
亵
廢
 

す
れ
ば
、
 

我
れ
 

ま
た
 

時
 

を
 

待
ち
て
 

之
が
 

再
 

復
に
カ
 

を
 

致
さ
う
。
 

領
土
 

を
再
與
 

す
る
 

事
の
 

み 
^
J
l
s
i
^
J
^
 

い
。
 

^
お
!
^
 

0
0
0
0
0
 
 

0
-
0
0
0
0
0
0
 

こ
と
 

是
れ
仕
 

法
の
 

本
體
 

で
あ
る
」
 

と、
 

細
 

川
 

侯
 

は 
中
 

村
の
 

こ
の
 

報
吿
を
 

得
て
、
 

安
ん
じ
て
 

用
意
 

を
 

調
へ
 

登
阪
 

以
て
 

其
 

命
 

を 
全
く
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

斯
く
て
 

細
 

川
 

侯
 

は 
病
 

を 
以
て
 

H<
 

保
 

十
一
 

年
に
 

歸
府
 

し
た
。
 

さ
て
 

一 
旦
登
 

阪
中
增
 

加
し
 

つ 
A 

あ
っ
た
 

借
財
 

は、
 

ま
た
 

ま 

た
 

藩
 

政
の
 

問
題
と
 

な
り
、
 

再
び
 

先
生
に
 

請
う
て
、
 

前
例
に
 

よ
っ
て
 

仕
 

法
 

を 
再
 

輿
し
た
 

の
で
 

厝
財
額
 

は 
M 

次
^
 

少
し
て
、
 

弘
化
 

三
年
に
 

は 
三
 

萬
 

七
千
兩
 

と
な
っ
た
。
 

尤
も
 

こ
の
頃
 

迄
に
 

同
情
 

を
 

得
た
 

棄
捐
 

金
額
 

は 
實
に
九
 

萬
 

七
 

千
 

七
 

百
 

四
 

拾
 

雨
と
 

い
ふ
 

莫
大
な
 

高
に
 

上
っ
た
 

が、
 

細
 

川
 

氏
の
 

內
帑
は
 

漸
次
 

好
轉
 

し
た
と
 

見
え
、
 

柳
 

原
 

上
屋
敷
、
 

谷
 

E 
部
の
 

陣
屋
、
 

吾
妻
橋
 

の 
屋
敷
 

等
が
 

復
舊
 

し
た
 

の 
を 

見
れ
ば
、
 

誠
に
 

隔
世
の
 

感
が
 

あ
る
 

迄
に
 

改
善
せ
ら
れ
 

た
の
で
 

あ
る
。
 

,/ 
ハ 

部
 

茂
 

木
の
 

復
興
 

並
 

開
 

發
仕
法
 

細
 

川
 

氏
の
 

仕
 

法
 

は
元
來
 

借
財
 

償
還
 

を 
以
て
 

眼
目
と
 

す
ろ
 

も
の
で
あ
る
。
 

汗 



し
こ
れ
 

は 
財
政
の
 

基
礎
 

を 
確
立
す
 

る
爲
 

に
も
、
 

財
力
 

を
豐
 

富
な
ら
 

し
む
ろ
 

點
に
 

於
て
も
、
 

根
本
的
で
 

は
な
い
、
 

故
に
 

先
 

生
 

は
こ
の
 

問
題
 

を
强
 

調
せ
ら
れ
 

た
が
、
 

藩
 

政
 

は 
借
財
 

問
題
 

程
に
 

痛
切
で
 

な
い
 

爲
に
、
 

そ
の
 

諒
解
が
 

徹
底
し
 

な
い
。
 

0
 

し 

道
理
 

は 
明
か
に
 

し 
得
た
 

の
で
、
 

最
初
に
 

約
束
し
た
 

通
り
 

分
 

度
 

外
の
 

餘
剩
を
 

以
て
 

領
內
の
 

復
興
と
 

開
發
、
 

領
民
の
 

借
財
 

憒
 

還
と
 
を
實
 施
す
 
ろ こ

と
 

A な
っ
た
。
 

分
 

度
 

外
の
 

餘
財
 

は、
 

貢
 

米
 

平
均
 

年
額
 

七
 

千
 

六
 

百
 

五
十
 

九
 

俵
 

を
 

上
納
の
 

分
 

度
と
 

し、
 

年
々
 

の
收
納
 

こ
の
 

數，
 

量
 

を
 

越
 

ゆ
れ
 

ば
 

之
 

を
 

平
均
 

分
 

度
 

外
と
 

し
て
 

領
土
 

開
發
の
 

资
に
充
 

つ
る
 

こ
と
 

A 
し、
 

之
 

を 
名
 

づ
け
て
 

無
盡
 

藏
と
稱
 

す
る
 

特
別
 

會
 

計
を
設
 

け、
 

年
々
 

こ
れ
よ
り
 

或
る
 

程
度
に
 

支
出
し
て
 

領
土
の
 

開
 

發
を
行
 

ふ
こ
と
 

A 
な
っ
て
 

居
る
、
 

若
し
 

牧
納
 

額
が
 

こ
の
 

分
 

度
に
 

及
ば
ざ
る
 

時
 

は 
先
生
 

は 
之
 

を 
補
 

ひ、
 

餘
 

あ
る
 

時
 

は 
之.
 

を 
以
て
 

領
內
の
 

仕
 

法
に
 

用
 

ひ
た
の
で
 

あ
る
。
 

故
に
 

開
發
が
 

進
行
す
 

るに 隨 つて 分 度 外の 牧納は 必然的に 增 加し、 無 盡藏は 豊富 となる。 卽ち細 川 氏の 镇內に 於け ろ 貢租 は 

先
生
の
 

請
負
と
 

な
っ
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

故
に
 

細
 

川
 

藩
 

中
に
 

於
て
 

報
 

德
仕
法
 

を 
理
解
せ
 

ざ
る
 

も
の
よ
り
 

見
れ
ば
、
 

先
生
 

は 
財
 

政
 

經
濟
建
 

直
し
の
 

請
負
業
者
の
 

感
 

が
あ
っ
た
 

の
で
、
 

時
々
 

こ
の
 

方
法
に
 

關
 

し
て
 

反
 

封
の
 

聲
が
 

生
じ
た
 

と 
思
 

は
る
，
 

- 跡
が
 

見
 ゆ
ろ
。
 

無
 

盡
藏
米
 

金
 

は 
年
々
 

増
減
が
 

あ
る
。
 

H<
 

保
 

七
 

年
の
 

大
凶
 

作
、
 

同
 

十
二
 

年
の
 

不
作
が
 

あ
り
、
 

七
 

年
に
 

は 
櫻
 

町
よ
り
 

莫
大
 

な 
送
 

米
が
 

あ
る
、
 

そ
の
 

餘
財
は
 

臨
時
 

細
 

川
 

家
の
 

爲
に
 

支
出
し
た
 

も
の
 

も 
あ
る
が
、
 

多
く
 

は 
領
內
の
 

開
發
に
 

使
用
さ
れ
 

た。
 

今
 

天
 

保
 

六
 

年
 

か
 

-ら
 

十
三
 

年
ま
で
の
 

總
計
を
 

見
る
 

に、
 

次
の
 

通
り
で
 

あ
る
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米
 

六
 

千
 

九
 

百
 

拾
 

八
 

俵
 

三
 

斗
壹
升
 

壹
合
贰
 

勺
豈
才
 

.f 茂， 
木 

四千 九 百 贰拾五 俵 壹斗壹 合壹勺 四， IV 

1
 

谷 
E 

部
 

千
 

九 
百 

九 
拾 

三 
俵
 

贰
斗
壹
 

升
七
才
 

金
 

六
 

百
 

四
 

拾
五
兩
 

三
分
 

贰
朱
銀
 

四
 

匁
 

四
 

分
 

四
 

厘
 

四
 

宅
 

ヰ. j
 茂 

木 
九 拾

貳
兩
 
三
分
 貳
朱
 銀
贰
匁
 
九
分
 
八 厘
壹
毛
 
 

， 

1
 

谷 
田 

部
 

五 
百 

五 
拾
 

11 一 兩
銀
四
 

匁
 

六 
厘
 

三
^
 

而
 

し
て
 

起
 

發
料
米
 

金
、
 

窮
民
 

救
助
 

米
 

金
、
 

助
成
 

米
 

金
、
 

諸
 

普
請
 

用
 

米
 

金
、
 

褒
美
 

米
 

金
、
 

救
 

米
 

金
 

乃
至
、
 

運
賃
、
 

返
金
 

等
 

を
 

差
 

引
き
て
、
 

H<
 

保
 

十
三
 

年
末
に
 

於
て
 

金
 

贰
百
六
 

拾
 

兩
銀
壹
 

匁
 

七
 

分
 

豐
厘
八
 

毛
の
 

不
足
 

を 
生
じ
、
 

細
 

川
 

家
の
 

贿
 

料
よ
 

り 
一 
時
立
替
 

と
な
っ
て
 

居
る
 

程
で
 

あ
る
か
ら
、
 

先
生
の
 

利
得
と
 

な
っ
た
 

も
の
 

は 
一 

厘
 

一 
毛
 

も
な
い
 

の
み
な
ら
ず
、
 

時
々
 

立
替
 

へ
て
 

支
拂
 

つ
た
 

も
の
 

は 
一
切
 

無
利
子
で
 

あ
り
、
 

謝
禮
も
 

旅
費
 

も
支
拂
 

は
れ
て
 

居
な
い
 

の
で
 

あ
る
。
 

こ
の
間
に
 

取
扱
 

一 

は
れ
た
 

開
發
 

料
金
 

は 
五
 

千
 

四
百
 

五
 

拾
 

兩
を
箅
 

し、
 

荒
 

地
開
發
 

用
水
 

惡
水
 

道
路
橋
 

梁
の
 

普
請
に
 

よ
っ
て
、
 

土
臺
 

外
米
 

は 
年
 

年
に
 

增
 

加
し
、
 

1K
 

保
 

六
 

年
よ
り
 

同
 

十
三
 

年
に
 

至
る
 

八
 

年
 

問
に
 

七
 

千
 

贰
拾
八
 

俵
餘
、
 

金
 

千
 

三
 

兩
餘
に
 

上
っ
た
。
 

こ
の
間
に
 

天
 

保
 

七
 

年
の
 

大
凶
 

作
 

あ
り
、
 

十
 

年
 

十
 

一 
年
 

は
大
阪
 

詰
の
 

時
代
で
 

あ
り
、
 

十
 

1 
一年
 

仕
 

法
再
發
 

と
な
っ
た
 

次
第
で
 

あ
る
に
 

拘
 

ら
ず
 

以
上
の
 

數
字
を
 

見
る
 

に 
到
っ
た
 

こ
と
 

は、
 

開
發
仕
 

法
の
 

效
果
 

の
少
 

か
ら
ざ
る
 

こ
と
 

を
 

知
り
 

得
る
。
 

尤
も
 

前
段
に
 

叙
述
し
た
 

通
り
、
 

大
 

阪
狨
番
 

と
な
っ
て
 

か
ら
、
 

分
 

度
を
嚴
 

重
に
 

守
る
 

こ
と
が
 

出
來
 

ず"
、 

天
 

保
 

十一
 

一
年
に
 

仕
 

法
 

を
再
發
 

し
た
が
、
 

中
心
人
物
 

た
る
 

中
 

村
勸
農
 

衞
が
大
 

恋
に
 

臥
し
、
 

闳
 

^
お
 

迫
の
 

結
果
 

憂
慮
 

禁
ず
べ
 

か
ら
ざ
る
 

も
の
が
 



あ
つ
た
か
ら
、
 

藩
主
 

は 
特
に
 

同
 

十
二
 

年
 

仕
 

法
 

再
發
を
 

懇
賊
の
 

際
、
 

平
均
 

度
 

外
米
 

千
 

五
 

百
 

十
八
 

俵
餘
、
 

金
甙
拾
 

五
兩
を
 

お
 

出
す
 

旨
 

を
 

申
 

渡
さ
れ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

同
 

十
三
^
に
 

先
生
 

は 
幕
臣
と
 

な
り
 

、
多
忙
の
 

故
 

を 
以
て
 

同
 

十
四
^
 

小
 

田 
原
 

櫻
町
以
 

外
の
 

仕
 

法
 

を 
謝
絶
し
た
。
 

常
時
 

先
生
 

は 
勸
農
衞
 

の
病
氣
 

に
っ
き
、
 

犬
に
 

同
情
 

を
拂
 

つ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

豫
後
全
 

く
舊
 

態
に
 

復
歸
 

せ
ず
、
 

加
 

ふ
ろ
に
 

各
藩
よ
り
 

幕
府
に
 

懇
願
し
て
 

先
生
の
 

指
導
 

を 
仰
い
だ
 

際
、
 

勸
農
衞
 

は 
幕
府
に
 

封
す
 

る 
伺
 

書
に
 

就
 

て、
 

先
生
の
 

校
 

閱
を
經
 

ず、
 

一
存
 

を 
以
て
 

草
し
た
 

る
爲
、
 

先
生
の
 

上
 

中
 

書
と
 

合
致
せ
 

ず、
. 

卽
ち
 

幕
臣
た
 

る 
先
生
に
 

封
し
 

て 
仕
 

法
 

引
受
 

を
繼
糗
 

せ
し
 

む
る
 

こ
と
の
 

許
可
 

を
 

得
ん
 

と
し
た
の
で
、
 

幕
府
 

は 
細
 

川
 

藩
に
 

限
っ
て
 

そ
の
 

願
意
 

を
 

却
下
し
、
 

終
に
 
公
式
に
 
先生. の 指

導
 
を
受
 
く
る
 
こ
と
が
 
出
來
 
な
く
な
っ
た
。
 

玆
に
 

於
て
 

藩
主
 

は 
勸
農
衞
 

以
外
の
 

藩
臣
 

に
し
て
 

仕
 

法
の
 

要
を
學
 

び
た
り
 

と 
思
 

は
ろ
 

A 
も
の
 

を
擧
げ
 

て 
之
 

に 
任
じ
た
 

が、
 

稍
 

も 
す
れ
ば
 

勸
農
衞
 

の 
理
解
し
 

得
た
 

程
度
の
 

報
 

德
仕
法
 

様
式
が
 

中
心
と
 

な
り
、
 

「
發
端
 

以
來
の
 

御
 

教
示
に
 

從
ひ
取
 

行
 

可
 

申」
 

と 
誓
 

は
れ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

報
德
 

金
の
 

貸
付
、
 

小
兒
 

養
育
 

積
 

立、
 

繩
索
積
 

立
 

等、
 

仕
 

法
 

中
の
 

一 
部
分
 

を
實
 

行
し
 

得
 

た
に
 
過
ぎ
な
か
っ
た
。
 

= 
一 

報
德
金
 

償
却
 

問
題
と
 

仕
 

法
の
 

終
末
 

谷
 

W 
部
 

細
 

川
 

氏
の
 

仕
 

法
の
 

終
末
 

は、
 

報
德
金
 

償
却
 

問
題
 

並
に
 

謝
恩
 

金
納
 

人
 

問
題
と
 

い
ふ
 

行
 

係
り
が
 

生
じ
、
 

其
 

交
涉
が
 

混
淆
し
て
 

弘
 

化
よ
り
、
 

嘉
 

永
に
 

人
り
 

先
生
の
 

日
光
 

仕
 

法
に
 

到
る
 

頃
に
ま
で
 

及
 

ん
 

だ
の
で
、
 

仕
 

法
 

停
 

止
の
 

年
代
よ
り
.
 

す
 

れ
ば
遙
 

か
 

に 
後
年
 

に 
一 且
つ
て
 

解
決
し
た
 

。 

天
 保
 十
四
 年
に
 
公
式
に
 
仕
 法
 指
導
の
 
斷
铯
 
し
た
 
以
上
 
は、 

從
來
櫻
 
町
よ
り
 
立
替
笸
 
き
た
ろ
 
仕
 法
 金
 を 返

却
し
 
な
け
れ
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ば
な
ら
 
ぬ
の
で
 
あ
る
が
、
 
之
 を 容

易
に
 
完
濟
し
 
得
ざ
る
 
は 勿

論
で
 
あ
る
。
 
さ
て
 
そ
の
 櫻
 町
 報
德
金
 
は、 

天
 保
 五
 年
に
 中
 

むら f ん じ
ゅ
ん
 
 

も で
ぎ
 
 

- - 

村
^
 順
に
 渡
し
た
 る 百 雨

よ
り
、
 
江戶、 

谷
 田 部、 

茂
 木
へ
 遣
し
た
 る 米

贰
百
 九
十
 
一 石 一 一斗 八 升 四 合、 麥

八
拾
 六 

石
 

七
 

斗、
 

金
 

千
 

六
 

百
 

五
 

拾
 

貳
兩
贰
 

朱
 

銀
 

六
^
 

七
 

分
 

九
 

厘
 

四
 

毛
 

米
 

金、
 

合
計
 

金
と
 

し
て
 

贰
千
 

三
百
 

三
 

拾
 

五
雨
 

銀
 

四
 

分
 

九
 

毛
で
 

あ
ろ
。
 
こ
の
 
内
 時
々
 
少
額
の
 
返
金
が
 
あ
つ
た
が
 
大
部
分
 
は 返

納
が
 
延
滞
し
て
、
 
弘
化
 元
年
に
 
起
業
し
た
 
る 

「
櫻
 町
報
德
 

金
 借
人
 
返
納
 中
 勘
 帳
」
 
に
よ
れ
ば
、
 
金
 干
 九
 百
 八
 拾
 壹
兩
餘
 
と 集

計
し
 

一 
そ
の
 
返
納
 
方
法
が
 
定
め
ら
れ
て
 
あ
ろ
。
 
而
し
 

て 年
々
 
歳
 々

 督
促
 
す
れ
 
ど
も
 
返
納
 
方
 行
 違
 ひ、 

先
生
と
 
勸
 農
ぎ
 と
の
 
間
に
 
は 猛

烈
な
 
ろ 催

促
と
 
不
確
 i
 貫な
 
る 返

信
と
の
 

ほそ か はけ 
ご 

しゃくざいべ い きんす まし かたと りしら ベち やう 

往
來
實
 
に
數
十
 
通
に
 
及
び
、
 
弘
化
 
三
年
に
 
は 

「
細
 川
 家
 御
 借
財
 
米
金
濟
 
方
 
取
調
 

. 帳
」
 
ま
で
 
作
製
し
て
 
そ
の
 
返
 W
 方
 

ないだん しょ 

途
が
 
攻
究
せ
ら
れ
、
 
嘉
永
 
三
年
に
 
は 
「
內
談
 
書
」
 
五
十
 
枚
 を 草

し
て
 
そ
の
 
返
金
に
 
關
 す
る
 
交
 涉
が
行
 
は
れ
て
 
居
ろ
。
 

斯
く
て
 
漸
く
 僅
少
の
 
納
入
 
を
つ
 

ゾ け
て
 
嘉
永
 
三
年
に
ば
 
千
 三
百
 
三
 拾
 兩
に
减
 
じ
た
が
、
 
細
 川
 家
の
 
財
力
 
は 容

易
に
 
完
 

納
に
 
成
り
 
難
い
 
事
情
に
 
あ
っ
た
。
 
然
る
に
 
こ
の
頃
 
先
生
 
は H 光

の
 
仕
法
實
 
現
に
 
鋭
意
 努
力
し
て
 
居
た
 
が、 

何
分
 幕
府
よ
 

り は
 資
金
の
 
下
 渡
の
 
見
込
が
な
い
 
の
で
、
 
日
光
 
仕
 法
の
 
擷
 意
が
 
貫
徹
 
す
れ
ば
 
直
に
 
相
當
 
莫
大
な
 
報
 德
金
を
 
要
す
る
。
 

そ 

の 
一 案
と
 
し
て
 
從
來
の
 
報
 德
仕
法
 
金
 を
回
牧
 
す
る
と
 
同
時
に
、
 
「
彰
導
 院
殿
爲
 
御
 菩
提
 
御
 回
向
 
料
 永
代
 
增
益
 
手
段
」
 を
講
 

じ、 先生 自身の 獻金を 最初と し、 下 館、 烏 山、 .1 川、 相 馬 等より 仕 法の 報恩と して. 獻 金を受 くる こと 

と
し
、
 
こ
れ
に
 
は 各

 々
賛
成
 
を
 得
た
 
の
で
、
 
細
 川
 家
の
 
返
金
 
も 

一 先
づ
後
 
廻
し
 
と
な
し
、
 
細
 川
 家
の
 
差
 出
す
 
約
束
な
る
 
御
 

回
向
 
料
金
 
子
 三
百
 
兩
也
を
 
青
山
 
敎
學
 
院
へ
納
 
人
す
 
ろ 協

議
が
 
進
行
し
、
 
嘉
永
四
 
年
 十一 

一月 卄
五
 
R こ

れ
 
を 完

了
し
た
。
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爾
來
細
 

川
 

家
の
 

返
納
 

金
 

は 
年
々
 

五
 

拾
兩
、
 

百
兩
 

と
い
 

ふ
 

少
額
 

納
 

人
で
、
 

督
促
と
 

延
期
の
 

懇
願
と
の
 

往
復
 

文
書
 

は 
甚
だ
 

多
 

こき
ざみ
 

い
が
，
 

安
政
 

元
年
 

正
月
に
 

三
百
 

三
 

拾
兩
、
 

閏
 

七
月
に
 

殘
り
 

三
百
 

兩
 

と
な
り
、
 

小
 

刻
な
が
ら
 

安
政
 

四
 

年
に
 

は
殘
金
 

百
兩
と
 

な
り
 

翌
年
 

完
納
と
 

す
る
と
い
 

ふ
 

書
類
が
 

存
在
し
て
 

居
る
 

か
ら
、
 

最
終
 

は 
約
束
の
通
り
 

實
 

行
せ
ら
れ
 

た
で
 

あ
ら
う
。
 

こ
の
 

報
德
 

金
の
 

始
末
に
 

就
て
 

は 
先
生
の
 

方
に
 

も、
 

細
 

川
 

家
の
 

方
に
 

も 
非
常
な
る
 

手
數
を
 

要
し
て
 

居ろ
， 

が、
 

分
 

度
 

生
活
 

を 
以
て
 

生
活
 

を
 

整
頓
せ
 

ざ
る
 

限
り
、
 

借
財
の
 

償
還
 

は 
非
常
に
 

困
難
な
 

こ
と
 

を
 

如
實
に
 

物
語
っ
て
 

居
る
。
 

思
 

ふ
に
 

天
 

保
 

五
 

华
の
最
 

初
の
 

交
涉
 

よ
り
、
 

最
後
の
 

報
德
金
 

返
納
ま
で
 

正
に
 

一 
一十
 

五
 

年
間
で
 

あ
る
。
 

若
し
 

誠
實
に
 

方
途
 

を
 

講
じ
た
な
ら
ば
、
 

領
土
 

よ
り
の
 

納
入
 

金
增
 

加
と
、
 

領
主
の
 

分
 

度
 

確
立
と
の
 

爲
に
約
 

十
 

ケ
年
位
 

は 
早
く
 

問
題
 

を 
解
決
し
 

得
た
 

こ
と
 

1 
思
 

ふ
の
で
 

あ 

る
が
、
 

分
 

度
 

生
活
の
 

拘
束
 

的
 

苦
 

息
に
 

耐
 

へ
ら
れ
な
 

い
と
い
 

ふ
驕
惰
 

が、
 

自
然
に
 

勞
 

苦
と
 

憂
慮
と
 

を
 

永
 

引
か
せ
た
 

結
果
と
 

な
っ
て
 

居
る
。
 

W
 

し 
幸
に
 

或
ろ
 

程
度
の
 

仕
 

法
 

生
活
が
 

細
 

川
 

象
の
 

借
財
 

を
し
て
 

十
三
 

萬
餘
兩
 

よ
り
 

三
 

萬
 

七
 

千
 

餘
兩
に
 

減
退
 

せ
し
め
た
 

事
實
は
 

見
逃
し
て
 

は
な
ら
な
い
。
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第
 九
 章
 

鳥
 
山
の
 

仕
 
法
 

I 
烏
 山
 仕
 法
の
 
由
来
 

烏
 山
の
 
仕
 法
 は 天

 保
 七
 年
の
 
大
 饑
饉
に
 
際
し
、
 
啡
 常
に
 
翁
 厄
に
 
陷
 つ
た
の
 
を
救
濟
 
せ
ん
と
 

す
る
 
こ
と
か
ら
 
始
ま
る
。
 

而
 し
て
 
夭
 性
 寺
の
 
和
 尙
の
禪
 
的
 修
養
に
な
る
 
精
進
 
行
と
、
 
藩
 臣
菅
谷
 
八
 郞
右
衞
 
門
の
 
眞
摯
な
 

る 忠
誠
 行
と
 
が
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
勸
請
 
と
な
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
烏
 山
 は 栃

木
 
縣
那
須
 
郡
 烏
 山 町

で
あ
っ
て
、
 
領
主
 
大
久
保
 

佐
 渡
 守
 は
 小
 田 原

 大
久
保
 
氏
の
 

一 族
で
 
あ
る
。
 
其
 镇
土
は
 
烏
 山
地
 
方
 四
十
 
七
ケ
 
村、 

公
稱
ー
 
一 萬 六

千
餘
 
石、 

相
 州
 愛
甲
 

郡
 厚
木
 
附
近
 
一 萬

 三
千
 餘
石
、
 
合
計
 
四
 萬
 石
と
 稱
 せ
ら
れ
た
。
 

こ
の
 
牧
納
高
 
米
壹
萬
 
壹
千
餘
 
俵、 金

 千
 九
百
兩
 
許
の
 
處、 

女
 政
 十
 年
よ
り
 
天
 保
 七
 年
ま
で
の
 
十
ケ
年
 
平
均
 
米
 九
 千
 三
百
 
一二 十

五
 
俵
、
 金
 三
百
 
拾
六
兩
 
で
あ
る
か
ら
、
 
米
に
 
於
て
 
贰
千
 

俵
 約
 
一
割
 五
分
 
四
 厘
滅
、
 
金
に
 
於
て
 
千
 六
 百
 兩
約
八
 
割
 三
分
 四
 厘
 減
と
 
な
る
、
 
こ
の
 
減
額
 
は 荒

 地
の
 
增
 加
と
 
人
民
の
 
轉
 

出
と
 
で
あ
っ
て
、
 
金
の
 
牧
入
減
 
は 山

間
 畑
地
の
 
荒
廢
の
 
著
し
か
っ
た
 
證
 で
あ
る
。
 
斯
く
 耕
地
の
 
减
 少
し
た
 
こ
と
 
は、 

平
 

素
に
 
於
て
 
租
 入
の
 
減
少
と
 
な
り
、
 
財
政
の
 
彈
 力
の
 
减
 殺
と
 
な
る
 
の
み
な
ら
ず
、
 

一
朝
 難
事
に
 
遭
へ
ば
 
忽
 に
し
て
 
困
窮
 
難
 

潞
 施
す
 
術
な
 
き
に
 
至
ろ
 
べ
き
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
推
 斷
は
天
 
保
 七
 年
の
 
凶
作
に
 
際
し
て
 
事
實
 
と
な
っ
た
。
 

天
 保
 七
 年
の
 
饑
饉
 
は 東

海
よ
り
も
 
關
東
、
 
そ
れ
よ
り
も
 
奥
 羽
と
 
東
北
に
 
到
ろ
 
に
隨
 
つ
て
 
甚
 し
か
っ
た
、
 
烏
 山 は

關
東
 

の
 東
北
 
隅
に
 
あ
っ
て
 
實
 に
慘
愴
 
た
ろ
 
も
の
、
 
天
 保
 七
 年
の
 
夏
よ
り
 
秋
へ
 
か
け
て
、
 
最
早
 窮
民
 
は 葛

、
 
蕨
、
 
草
の
根
 
等
 を
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掘
 ひ
て
 饑
を
 凌
ぐ
 
有
様
で
あ
っ
た
、
 
菅
 谷
ば
 
出
 W
 中
の
 
家
老
 
大
石
總
 
兵
衞
の
 
歸
阈
を
 
請
う
た
 
が
 年
末
に
 
な
ら
ね
ば
 
と
の
 

事
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
急
遽
 出
府
の
 
上、 

協
議
 
を 凝

さ
ん
 
と
し
た
が
、
 
江
戶
 
と
て
 
近
來
祖
 
人
の
 
減
少
 
甚
 し
く
、
 
如
何
と
 
も 

術
な
 
き
こ
と
 
が
 明
か
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
痛
心
の
 
結
果
 
誰
れ
 
彼
れ
 
と
な
く
 
苦
衷
 
を 物

語
れ
ろ
 
折
 柄、 

下
男
と
 
し
て
 
召
使
 
ひ
た
 

る 藤
兵
衞
 
か
ら
、
 
櫻
 町
の
 
宇
津
 領
 復
興
の
 
話
 を 聞

い
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

ま 
かべ ぐん を 

ぐり 

藤
 兵
 衞
は
常
 
州
 眞
壁
郡
 
小
 栗
の
 
も
の
で
あ
る
が
、
 
菅
 谷
の
 
仲
間
と
 
し
て
 
天
 保
 五
 年
 出
府
の
 
節、 

靑
山
 
敎
擧
院
 
に
て
 
御
 

仕
 法
の
 
事
 を
 聞
き
、
 
ま
た
 
こ
の
 
天
 保
 七
 年
 同
藩
の
 
大
久
保
 
金
 吾
が
 
出
府
の
 
節、 

^
と
し
て
 
牧
野
 遠
 江
 守
 宅
に
 
て 先

生
の
 

事
 を 聞

い
た
 
と
傳
 
へ
た
。
 
勿
論
 藤
 兵
 衞
の
話
 
を 聞

く
 
ま
で
 
も
な
 
く 先

生
の
 
仕
 法
 成
績
 
は 四

隣
の
 
評
判
で
あ
っ
た
、
 
菅
谷
 

一 

ふ 
- じ&
ん 
ろ
く
 
 

1
 
 

5 

自
筆
の
 
拊
循
錄
 
に
も
 
八
月
 
中
 兼
々
 
聞
き
及
ん
だ
 
二
宮
 
云
々
 
と あ

る
 
に
て
も
 
證
 せ
ら
れ
ろ
 
通
り
で
 
あ
ろ
、
 
さ
れ
ば
 
學
殖
ぁ
 

W
 

り
眞
摯
 
な
ろ
 
菅
 谷
が
 
知
ら
ざ
る
 
道
理
 
は
な
い
、
 
然
し
 僅
に
 
四
千
 
石
の
 
分
家
の
 
陣
屋
 
詰
の
 
頜
政
 
を、 

理. m な
く
 
採
擇
 
す
ろ
 

一 

譯
に
は
 
行
か
な
い
、
 
然
る
に
 
今
 藤
兵
衞
 
よ
り
の
 
噂
 を 耳

に
 
し
た
の
 
を 幸

、
 
菅
谷
は
 
藤
 兵
衞
ふ
 
遣
し
て
 
様
子
 
を
搜
 
ら
し
め
 

*- ん 

た
が
、
 
仲
間
の
 
調
査
 
は 世

間
話
の
 
蒐
集
に
 
終
る
 
の
で
 
あ
る
、
 
如
何
に
 
か
し
て
 
眞
相
を
 
知
ら
ん
 
と
し
た
 
結
果
 
天
性
 寺
の
 
圓
 

お 5 をし や 5 

應
和
尙
 
の 派

遣
と
 
な
っ
た
。
 

圓
應
は
 
文
政
の
 
初
年
 
奥
州
 衣
川
よ
り
 
轉
 住
し
て
 
來
 た
も
の
で
 
あ
ろ
が
、
 
佛
の
道
 
は 現

世
の
 
窮
民
 
救
助
に
 
あ
り
と
 
な
し
、
 

衣
川
に
 
於
て
 
荒
山
ゲ
 
開
き
て
 
畑
と
 
し、 

畑
 を
 田
と
 
な
し
、
 
農
民
に
 
も 作

ら
せ
、
 
自
ら
 
も 手

 作
し
た
 
程
で
あ
っ
た
、
 

さ
れ
 

ば
^
 谷
と
 
は 意

氣
相
 
投
じ
 
領
內
の
 
荒
廢
に
 
就
て
も
 
意
見
 
を 交

換
し
、
 
荒
 地
 三
千
 
石
 も 委

託
 
せ
ら
ろ
 

A な
ら
ば
、
 
七
ケ
年
 



.s
f 

に 
有
 

分
 

開
發
を
 

行
ぶ
べ
し
 

と
も
 

談
 

じ
た
 

こ
と
が
あ
ろ
。
 

さ
れ
ば
 

圓
應
も
 

亦
 

櫻
 

町
 

復
興
の
 

噂
 

を
^
に
 

し
談
 

こ
の
 

事
に
 

及
 

び、
. 

終
に
 

一 
Ha
l 

式
 

仕
 

法
の
 

調
査
か
ら
 

領
 

政
の
 

問
題
、
 

特
に
 

常；
. 

1 
の
救
濟
 

等
に
 

關
し
、
 

妙
法
の
 

傳
授
を
 

受
け
し
 

め
ろ
 

こ
と
 

と
な
っ
た
。
 

W
 

し 
圓
應
も
 

突
然
 

来
た
の
で
 

は
な
い
、
 

櫻
 

町
 

役
所
 

日
記
 

八
月
 

廿ー
 

一日
の 

條
に
 

烏
 

山
 

御
^
 

內
 

よ
り
 

御
 

趣
 

法
 

筋
 

之
 

儀
 

相
 

願
 

度
 

段
 

中
 

參
^
、
 

尤
も
 

旅
 

宿
 

は 
眞
岡
之
 

山、
 

忠
次
申
 

聞
 

候
 

事、
 

野
 

上
 

村
 

茂
右
衞
 

門
と
 

あ
ろ
か
ら
、
 

茂
 

右
 

衞
門
は
 

忠
次
を
 

頼
み
 

仕
 

法
 

依
頼
の
 

使
者
と
 

し
て
 

來
 

た
の
で
 

あ
る
。
 

次
で
 

天
 

保
 

七
 

年
 

九
お
 

一 
一日
 

天
 

性
 

寺
の
 

和
 

尙
圓
應
 

は 
櫻
 

町
の
 

陣
屋
に
 

到
り
 

面
會
を
 

請
う
た
。
 

然
る
に
 

先
生
 

は、
 

「
傦
 

侶
は
傦
 

侶
の
 

道
 

あ
り
、
 

我
が
 

道
 

は 
廢
邑
を
 

興
し
 

民
 

を 
安
ん
 

ず
ろ
 

に
あ
る
、
 

僧
侶
に
 

遭
う
て
 

未
來
の
 

往
生
 

を
談
ず
 

. 

ろ 
必
要
 
は
な
い
」
.
 
 

. 
^ 

と
て
 

拒
絶
し
た
。
 

圓
應
 

た
る
 

も
の
 

こ
の
 

一 
擊
に
 

驚
い
て
 

去
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
。
 
 

一 

「
我
 

は
佛
敎
 

徒
で
 

あ
る
。
 

然
れ
 

ど
も
 

其
 

志
 

は：
 

»
 

民
に
 

あ
る
。
 

當
今
烏
 

山
の
 

住
民
 

ゆ
 

饑
渴
に
 

迫
っ
て
 

居
る
。
 

之
 

を
見
棄
 

て
ろ
 

に 
忍
び
ず
 

し
て
 

先
生
の
 

敎
を
 

受
け
、
 

道
 

を 
求
め
て
 

來
 

た
も
の
で
 

あ
る
、
 

先
生
が
 

面
會
せ
 

ざ
れ
ば
 

と
て
 

こ
の
 

儘
歸
 

り、
 

住
民
の
 

餓
死
 

を 
見
ろ
 

に
耐
 

ふ
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
」
 

と
て
 

動
か
な
い
、
 

先
生
 

怫
 

然
と
し
て
 

ほ 
く、
 

「
彼
の
 

佾
は
何
 

を 
言
 

ふ
か
、
 

我
 

は 
我
が
 

與
る
 

所
の
 

專
務
が
 

あ
る
、
 

烏
 

山
の
 

安
否
 

は 
鳥
 

山
 

侯
の
 

職
分
で
 

あ
る
、
 

我
が
 

知
 

る 
所
で
は
な
い
、
 

然
る
に
 

僧
侶
の
 

身
と
 

し
て
 

強
て
 

推
參
 

し
て
 

面
 

會
を
請
 

ひ、
 

我
 

本
務
 

執
行
の
 

妨
害
 

を
な
 

す
 

は 
何
故
か
」
 



と
て
 
面
會
 
し
な
い
、
 
圓
應
之
 
を 聞

い
て
 
「
我
が
 
進
退
 
は 烏

 山 領
民
の
 
生
命
に
 
係
 は
ろ
、
 
先
生
 
若
し
 
逢
 ふ
こ
と
 
を
 許
さ
な
 
け
 

れ
ば
我
 
は 此

所
を
 
去
ら
な
い
、
 
餓
死
し
て
 
以
て
 
民
に
 
先
立
た
ん
 
の
み
」
 

と 陣
屋
の
 
門
前
な
 
ろ 芝

 原
に
 
袈
裟
 衣
の
 
儘
に
 
て
 

• 座
し
螯
 
夜
 動
か
な
か
っ
た
。
 
憶
 ふ
に
 櫻
 町
領
內
 
復
興
の
 
實
況
を
 
見、 

靑
木
 村
と
 
共
に
 
毎
 戶
五
俵
 
以
上
の
 
貯
穀
 
あ
ろ
な
 
ど 

と
い
 
ふ 實

狀
を
 
聞
き
、
 
隨
 喜
の
 
涙
に
 
咽
び
、
 
烏
 山
の
 
役
 興
 は
こ
の
 
法
 を 措

い
て
 
外
に
 
無
い
 
と 確

信
し
た
 
が
爲
 
で
あ
ろ
。
 

圓
應
の
 
扶
座
は
 
翌
日
に
 
至
る
 
も
變
ら
 
な
い
、
 
先
生
 
曰、 

• 
「
彼
佾
 
理
非
に
 
拘
ら
ず
 
面
會
を
 
請
ひ
剩
 
さ
へ
 
陣
內
の
 
門
前
に
 
餓
死
 
せ
ん
と
す
 
る は 比

類
な
 
き 曲

者
で
 
あ
る
。
 
よ
し
 
逢
 

う
て
 
之
を
誡
 
め
よ
う
、
 
速
に
 
伴
れ
 
來
れ
」
 

と 大
昔
に
 
命
じ
た
 
の
で
 
そ
の
 
3 曰 を

傳
へ
 
ろ
と
、
 
圓
應
 悠
然
と
 
起
 返
り
、
 
案
 

內
せ
 
よ
と
 
先
生
の
 
面
前
に
 
至
っ
た
、
 
先
生
 
勵
聲
、
 

「
坊
主
 
何
の
 
爲
に
此
 
陣
屋
に
 
來
り
 
我
が
 
事
務
 
を 妨

げ
、
 
門
前
に
 
臥
し
て
 
死
 を 決

す
る
 
か
」
 

「 
一 に 先

生
の
 
敎
を
 
受
け
て
 
烏
 山
の
 
飢
民
 
を 助

け
ん
 
が
爲
 
で
あ
る
」
 

「
汝
愤
 
侶
に
 
し
て
 
佛
の
道
 
を 知

ら
な
い
 
か
」
 

- 「
我
れ
 
愚
か
 
な
れ
 
ど
も
 
佛
 門
に
 
人
り
 
て 年

 久
し
、
 
佛
道
を
 
解
せ
 
ざ
る
 
機
な
 
こ
と
 
は
な
い
」
 

「
佛
の
 
道
に
 荒
 蕪
 を 開

き
 
民
 を
撫
し
 
飢
民
 
を 救

 ふ
の
 
道
 あ
る
か
」
 

「
事
 聊
か
 
異
な
る
 
が
 如
く
に
 
聞
 ゆ
れ
 
ど
も
 
怫
の
 
本
意
 
は 衆

生
 
を
濟
 度
す
 
ろ
に
 
在
る
、
 
民
 を 憐

み
飢
 
を 免

れ
し
 
め
ん
と
 

• す
る
 
こ
と
 
も 蹄

の
 
願
で
 
あ
る
」
 

■ ~  iqS  — 



「
そ
ん
な
 

答
で
 

は 
佛
の
道
 

を 
知
っ
て
 

居
ろ
 

と 
は 

言
へ
 

な
い
、
 

世
の
中
の
 

事
 

各
 

職
分
が
 

あ
っ
て
 

に 
相
 

奪
っ
て
 

は
な
ら
 

な
い
、
 

領
主
 

は
鎮
 

主
の
 

道
が
 

あ
り
、
 

臣
下
 

は 
臣
下
の
 

道
が
 

あ
る
、
 

阍
は
傦
 

の 
道
が
 

あ
る
、
 

潁
 

主
が
 

臣
下
の
 

道
 

を 
行
 

は 

ば
 

人
君
の
 

道
廢
 

し
て
 

國
家
を
 

保
つ
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
、
 

臣
 

と
し
て
 

君
の
 

事
 

を
 

行
 

は、
 

乂 
僭
上
 

暴
 

贼
國
亂
 

こ
れ
よ
り
 

ff
i 

し 

き 
は
な
い
、
 

領
 

ま
が
 

佛
 

者
の
 

事
 

を
 

行
 

ひ、
 

佛
 

者
が
 

領
主
の
 

事
 

を 
行
 

は
ば
 

國
 

治
ま
る
 

道
 

は
な
い
、
 

今
汝
佾
 

侶
に
 

し
て
 

國
 

君
の
 

道
 

を
 

行
 

は
ん
と
し
て
 

居
る
、
 

汝
の
謂
 

ふ
 

所
 

は 
人
君
の
 

職
で
 

あ
る
、
 

烏
 

山
の
 

民
饑
 

ゑ
ん
と
 

し
て
 

君
臣
 

之
 

を 
憂
 

ふ
る
 

の 
心
な
く
、
 

座
し
て
 

國
 

民
の
 

饑
渴
を
 

見
ん
 

と
す
る
 

か、
 

將
た
之
 

を 
救
 

は
ん
と
す
 

ろ
か
、
 

汝
佛
 

者
の
 

與
 

る
べ
き
 

所
で
な
 

い、
 

與
ろ
 

ベ
か
ら
 

ざ
る
 

こ
と
 

を 
以
て
 

己
の
 

任
と
 

な
し
、
 

他
領
に
 

來
 

つ
て
 

談
 

ぜ
ん
と
す
 

る 
も
の
 

正
に
 

道
 

を 
失
 

ひ
た
ろ
 

大
 

一 

な
る
 
も
の
で
 
は
な
い
 
か、 

抑
 も 汝

の
道
 
は 凶

歳
の
 
未
だ
 
来
ら
ざ
る
 
時
に
 
當
り
、
 
天
地
に
 
祈
り
、
 
怫
に
誓
 
ひ、 

國
 民
の
 

§
 

平
穩
を
 
祈
り
、
 
五
穀
 豐
 に
し
て
 
上
下
 安
泰
な
 
ろ を

 願
 ひ、 

是
の
 
如
く
 
凶
歳
の
 
薆
を
 
免
れ
、
 
國
 土
の
 
平
安
 
を
 祈
念
す
 
る 

一 

の
が
 

道
で
 

は
な
い
 

か、
 

旣
に
汝
 

が
 

勤
行
 

を 
怠
り
、
 

凶
年
に
 

際
し
て
 

君
主
の
 

道
 

を 
私
せ
ん
 

と
し
、
 

力
足
ら
ず
 

し
て
 

我
に
 

道
 

を 
求
む
 

る 
も
の
、
 

佛
道
 

で
は
な
く
 

し
て
 

汝
の
意
 

を 
立
て
 

名
 

を
 

成
さ
ん
 

と
す
ろ
 

と 
同
様
で
 

あ
る
。
 

其
の
 

志
す
 

所
は
不
 

善
で
 

は
な
い
 

が
 

其
 

行
 

ひ
 

は
 

大
に
道
 

を
 

失
っ
て
 

居
る
、
 

汝
 

誠
に
 

民
の
 

饑
渴
 

を
痛
盧
 

す
る
な
ら
ば
、
 

之
を
阈
 

君
に
 

告
げ
て
 

救
 

は
し
 

め
れ
ば
 

よ
い
、
 

告
げ
て
 

而
 

し
て
 

國
君
之
 

を 
行
 

は
な
け
れ
ば
 

是
も
亦
 

命
で
 

あ
る
。
 

卽
ち
佛
 

に 
祈
り
 

我
が
 

門
前
の
 

伏
 

志
 

を
汝
が
 

寺
に
 

行
 

は、
 

乂
汝
の
 

職
に
 

殉
 

じ
た
る
 

も
の
で
あ
る
、
 

斯
 

く
す
べ
き
 

道
 

を
す
 

て
 

A 
任
に
 

非
ざ
る
 

行
爲
 

を，
 

な
さ
 

ん
 

と
す
ろ
 

も
の
が
 

佛
 

意
に
 

叶
へ
 

り
と
 

い
ふ
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
 

速
に
 

去
れ
」
 



と 大
昔
に
 
て
說
 
示
さ
れ
た
 
の
で
、
 
圓
應
 
慨
然
と
 
し
て
 
其
 非
 を 悟

り
 
憮
然
と
 
し
て
 
默
 座
し
た
。
 

「
汝
言
 
ふ
こ
と
 
な
け
れ
ば
 
速
に
 
去
れ
、
 
我
れ
 
は 撫

育
の
 
任
に
 
暇
な
 
し
」
 

と、 
圓
應
 
先
生
の
 
後
よ
り
 
三
拜
 
し
て
 
烏
 山
に
 
去
っ
た
。
 

註 
日
記
 
九
月
 
四
日
の
 
條 

「烏 山 御
領
 分
 天
性
 寺、 

野 上 村
 茂 右

衛
門
 
昨
夜
 
止
宿
 
致し、 

今
朝
 出
立
の
 
事」 

と あ
ろ
か
ら
 
三日-し 

面
會
 し
て
 
四日-」 歸

 つ
た
と
 
思 はろ。 

ま
た
 
こ-の 時 仕 法 書

類
の
 
借
覽
^
 
許
し
た
 

と 見
え
 
八 HI の 條

に
齋
 
藤
 家
の
 書
類
 
返
戾
ぁ
 

リ た
し
と
 
いふ 文

句
が
 
見 ゆろ。 

wfa 
ま 先

生
の
 
如
き
 
大
人
物
が
 
今
の
 
世
に
 
有
ら
う
 
と は 思

は
な
か
っ
た
、
 

こ
の
 
敎
を
 
受
け
な
け
れ
ば
 
領
主
 
を
し
て
 
不
 

一 

11 の 君
と
 
な
し
、
 
我
が
 
道
 を 失

 ふ 所
で
 
あ
つ
た
と
、
 
慚
愧
 
し
て
 
具
に
 
こ
の
 
顚
末
 
を
菅
 
谷
に
 
告
げ
た
、
 
菅
谷
之
 
を «

 い
て
 

^ 

大
に
 
感
じ
、
 「
嗚
呼
 賢
な
 
ろ 哉

 二
宮
、
 
我
 速
に
 
救
助
の
 
道
 を 求

め
ん
、
 
然
れ
 
ど
も
 
求
む
 
ろ
に
 
道
 を 以

て
し
な
け
れ
ば
 
圓
應
 

と 同
じ
 
結
 菜
に
 
陷
 ら
ん
、
 
今
一
度
 
人
 を 遣

し
て
 
近
日
 
面
 會
を
願
 
は
ん
と
て
 
こ
れ
 
を 巾 人

れ
 
ろ こ

と
 

A し
た
 

こ
れ
 
は
齓
 

を
 厚
く
 
す
ろ
 
と、，， 

ふ を
理
.
 s と

し
た
、
 
實
は
 
再
度
の
 
檢
察
を
 
行
 は
し
め
 
た
 意
も
少
 
く
な
か
っ
た
 
で
あ
ら
う
。
 
然
る
に
 
先
 

生
 は
こ
の
 
使
者
に
 
對
 し
て
も
 
面
會
を
 
拒
絶
し
た
、
 
使
者
 
は 再

三
 
懇
願
し
た
、
 
先
生
 
已
む
を
 
得
ず
 
し
て
 
面
接
し
て
 
曰、 「烏 

山
の
 
大
 夫
が
 
來
 る
と
 
い
ふ
の
 
は 何

の
 
爲
か
、
 
我
 は 主

命
 
を 受

け
て
 
こ
の
 
地
の
 
撫
 民
の
 
任
に
 
あ
る
が
 
、
寸
暇
な
い
 
位
で
 
あ
ろ
 

の
に
 
他
 國
の
臣
 
僚
と
 
閑
談
す
 
る 暇

 は
な
い
、
 
菅
谷
 
は
^
 
山
の
 
大
夫
 
で
あ
ろ
、
 
上
 君
 を
 輔
佐
し
て
 
仁
の
 
道
 を 踏

ま
し
 
め、 

下
國
民
 
を
し
て
 
其
の
 
饞
に
 
忠
實
 
な
ろ
 
を 得

し
め
、
 

以
て
 
國
 富
み
 
民
豐
 
な
ら
し
む
 
る
べ
き
 
で
あ
る
、
 
然
 ろ
に
 
今
 凶
歳
に
 
際
 



り 
、 
倉
禀
 
络
虚
 
に
し
て
 
救
荒
の
 
道
な
 
く、 阈

 民
の
 
饑
渴
を
 
見
て
 
救
 ふ、 J と

が
 
出
來
な
 
い
の
は
、
 
平
生
の
 
政
 其
の
 
常
 を 得

な
 

キ
ヲ
-
 
 
t
 
 
ト
キ
 
I
K
 
 

ヒ 
ト
キ
 
ヲ
 
 

フ
 
 

* プ. P  , ソ-ー 

い
が
 
爲
 で
あ
る
。
 
禮
記
 
に
も
 
『
國
 無， 一九 年

之
蓄
 
，曰， 一 不

足
，
 
無，, 六

 年
 之
蓄
,
 
曰レ 急、 

無-, 三
年
 之
蓄
 

- 曰
ョ
國
 到， i ハ國 - 

也
』
 
と あ

る
で
 
は
な
い
 
か、 今

 烏
 山
の
 
儲
蓄
 
三年， 所

の
 
話
で
 
は
な
い
、
 

一 年
の
 
饑
饉
に
 
さ 

へ も
國
 
民
を
飢
 
ゑ
し
 
め
ろ
 
様
で
 

は. 可
處
に
 
仁
政
が
 
行
 は
れ
て
 
居
ろ
 
か
 諸
侯
の
 
任
と
 
い
ふ
 
も
の
 
は 天

下
の
 
民
を
預
 
つ
て
 
之
を
撫
 
養
し
 
之
 を 安

泰
な
ら
 
し
む
 

ろ
に
 
あ
ろ
、
 
今
 そ
の
 
民
を
飢
 
ゑ
し
 
め
て
 
喪
失
 
す
れ
ば
 
諸
侯
の
 
道
 は 行

 は
れ
た
 
と 言

へ
 
な
い
、
 
主
君
 
斯
の
 
如
く
、
 
大
夫
之
 

を， 知
ら
ず
 
し
て
 
人
の
 
上
に
 
立
ち
、
 
自
ら
 
は 飽

食
暖
衣
 
安
逸
 
を 貪

る
 
は そ

の
 
任
を
盡
 
し
た
と
 
思
へ
 
る
か
、
 
斯
の
 
如
き
の
 
人
 

物
 我
が
 
門
に
 
P- る こ

と
 
を
 欲
し
な
い
、
 
子
 速
に
 
去
っ
て
 
來
る
 
こ
と
 
を 止

め
よ
」
 

と 戒
め
て
、
 
忽
然
と
 
し
て
 
再
び
 
出
で
 
來
 

な
か
っ
た
、
 
使
者
 
流
汗
 
淋
滴
 
茫
然
と
 
し
て
 
歸
り
之
 
を 妄

言
と
 
し、 

二
宮
 
は 狂

人
な
る
 
べ
し
と
 
報
告
し
た
。
 

併
し
 
菅
谷
は
 
修
養
が
 
出
來
て
 
居
た
、
 
使
者
の
 
反
感
 
的
 態
度
に
 
對
 し
て
 
却
て
 
之
 を 無

理
解
と
 
し、 

「1 一
宮
の
 言
 は 我

等
の
 
政
道
の
 
失
敗
に
 
封
す
 
ろ
箴
論
 
正
に
 
肯
綮
に
 
當
 つ
て
 
居
ろ
、
 
今
の
 
世
に
 
於
て
 
誰
か
 
君
臣
 
道
 を 失

 

つ
た
こ
と
 
を 公

然
と
 
敎
誡
し
 
得
る
 
も
の
が
 
あ
ら
う
 
か、 

實
に
 
英
傑
で
 
あ
り
 
賢
人
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
人
に
 
道
 を 問

 は
ず
し
て
 

誰.
 

に 
問
 

ふ
べ
 

き
か
」
 

と、 
拊
循
錄
 
に
よ
れ
ば
 
九
月
 
廿ー 

一 曰 出
府
の
 
途
中
 
櫻
 町
に
 
立
 寄
る
 
と あ

り
、
 
櫻
 町
の
 
曰 記

に
 
よ
れ
ば
 
「
九
月
 
廿
 三
日
 
B
 

山
 天
性
 
寺
 罷
越
候
 
事
 菅
谷
氏
 
同
道
」
 

と 
あ
る
か
ら
、
 
圓
 應
和
尙
 
の
案
內
 
に
て
 
來
り
 
面
會
を
 
得
た
 
の
で
 
あ
ろ
、
 
拊
循
錄
 
に 



同
人
へ
 

致，
， 

面
會
，
 

荒
 

地
 

歸
發
、
 

人
 

刖
增
、
 

村
 

柄
 

取
^
、
 

御
 

借
財
 

返
 

濟
等
之
 

事
 

巾 
聞
 

候
 

趣
、
 

實
に
未
 

贫
有
之
 

致
 

方、
 

此
 

人
に
 

相
 

任
 

候
 

は 
V 

當
年
之
 

饑
饉
 

救
 

ひ
 

遂
げ
 

可-
 

¥ 
と 

存
じ
、
 

達
て
 

相
 

留
候
得
 

共
 

其
 

夜
 

谷
 

田 
貝
 

宿
へ
 

止
宿
、
 

夫
よ
り
 

路
次
 

惡
敷
廿
 

七
 

8
耆
 

府
仕
、
 

演
舌
書
 

等
差
 

出、
 

當
年
不
 

容
易
 

年
 

柄
に
 

付、
 

御
 

廻
 

米
始
御
 

家
中
 

扶
持
米
、
 

御
領
 

中
^
 

民
 

御
 

救
 

米
 

等
 

御
手
 

宛
 

無
 

之
 

何
卒
 

右
 

金
次
郞
 

へ 
御
 

頼
 

御
座
 

候
 

様
 

巾
談
之
 

上、
 

達，
， 

御
聽
 

， 云
 

々 

と 
あ
る
か
ら
、
 

櫻
 

町
に
 

て 
引
 

留
め
ら
れ
 

た
の
 

を 
非
常
 

救
 

治
 

案
の
 

實
 

行
の
 

爲
 

に
と
 

急
遽
 

出
府
し
、
 

藩
 

中
 

熟
議
の
 

上
 

之
 

を 
君
 

侯
に
 

吿
 

ぐ
る
に
 

決
し
た
、
 

依
て
 

翌
廿
 

八
日
 

衣
服
 

を
 

改
め
 

君
 

前
に
 

出
で
 

て 
曰、
 

「
今
年
 

は 
非
常
の
 

凶
作
で
、
 

領
 

中
の
 

渴
饑
 

旦
夕
に
 

迫
っ
て
 

居
ろ
 

有
様
で
、
 

我
々
 

百
方
 

撫
育
の
 

道
 

を 
求
め
て
 

居
れ
 

ど
も
 

更
に
 

良
 

方
途
が
 

得
ら
れ
な
い
、
 

平
年
で
 

す
ら
 

公
用
 

不
足
し
て
 

商
贾
 

よ
り
 

借
財
 

を 
以
て
 

補
う
て
 

居
り
、
 

今
 

大
凶
に
 

常
つ
 

て 
金
融
の
 

道
絕
 

え
て
 

如
何
と
 

も 
致
し
 

難
い
 

こ
と
.
 

- 
な
っ
た
。
 

然
る
に
 

幸
に
 

櫻
 

町
に
 

二
宮
と
 

い
ふ
 

も
の
が
 

居
っ
て
、
 

先
 

年
 

小
 

田 
原
大
久
 

保
忠
眞
 

公
の
 

選
に
 

よ
っ
て
、
 

廢
亡
再
 

輿
に
 

着
手
し
、
 

十
 

年
に
 

し
て
 

功
業
 

歷
 

然
と
し
て
 

擧
り
、
 

殊
に
 

饑
 

饉
の
 

至
ら
ん
 

こ
と
 

を 
前
 

知
し
て
 

豫
備
を
 

充
分
に
 

し、
 

三
ケ
 

村
の
 

民
 

勢
 

平
年
よ
り
も
 

豊
か
で
 

あ
る
、
 

先
日
 

來
人
を
 

遣
し
 

て 
之
 

を
實
査
 

致
さ
せ
た
 

が、
 

其
 

確
言
 

的
 

論
實
に
 

驚
く
べ
き
 

も
の
が
 

あ
っ
た
」
 

と
て
 

委
細
 

を 
報
告
し
、
 

「
斯
 

く
の
 

如
き
 

次
 

第
で
 

あ
る
か
ら
、
 

我
々
 

直
に
 

櫻
 

町
に
 

至
っ
て
 

救
荒
の
 

道
 

を 
求
め
よ
う
と
 

存
じ
た
 

る
が
、
 

我
々
 

の 
意
見
な
 

り
と
 

す
れ
ば
 

最
早
 

面
 

會
は
覺
 

束
な
い
 

と 
存
じ
た
 

の
で
、
 

君
 

公
の
 

御
賢
盧
 

に
よ
っ
て
 

二
 

宫
へ
逭
 

書
 

を 
賜
 

は
り
、
 

之
 

を 
奉
じ
て
^
 

命
の
 

厚
き
 

所
以
 

を 
陳
述
 

す
れ
ば
、
 

仁
惠
 

の 
忝
き
 

を 
見
て
 

救
荒
 

安
民
の
 

道
 

を 
開
く
 

こ
と
が
 

出
來
 

よ
う
か
と
 

存
 

ず
ろ
」
 

と
巾
述
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ベ
た
 
所
 烏
 山 侯

大
に
 
之
に
 
感
じ
、
 
十
 s-ii 日 同

列
 
家
老
 
共
と
 
御
前
 
會
議
が
 
開
か
れ
た
、
 
其
 席
上
 菅
谷
は
 
改
め
て
 
「
御
 

領
分
 
烏
 山、 

厚
木
 
共
 違
 作
に
 
付
、
 
應
急
 處
理
の
 
必
要
 
急
な
る
 
旨
 を 述

べ
 

、 
そ
の
 
方
途
と
 
し
て
 
は 一 H ほ 金

 次
 郞
に
仕
 
法
 

を
依
頓
 
せ
ら
れ
る
 
の
が
 
最
上
の
 
策
で
、
 
こ
の
 
方
法
に
 
よ
れ
ば
 
當
年
 
饑
饉
 
救
急
の
 
道
 は 完

備
す
 
る
で
 
あ
ら
う
」
 

と
い
 
ふ
こ
と
 
を 高

調
し
て
 
述
べ
た
 
所
聽
 
許
せ
ら
れ
、
 
直
に
 
先
生
 
を 烏

 山
へ
 
借
 受
け
る
 
様
に
 
小
 田 原

 侯
へ
 
依
頼
す
 
る こ

と
 

に 4- 定
し
、
 
年
寄
 
大
石
惣
 
兵
 衞
を
小
 
田 原

 藩
邸
に
 
遣
し
て
 
懇
望
し
た
 
所、 

追
て
 
回
答
す
 
る 3 曰 答

 
へ
ら
れ
た
 
が、 

小
 田 M

 

重
役
よ
り
 
は、 

， 

金
 次
 郞
事
難
 
レ被レ 成-, 御

 貸
 > 先

相
對
 
に
て
 
可
 レ被レ 成

 n 御
頼
匸
 
曰、 

加
賀
守
 
様
へ
 
も 御

 內
慮
窺
 
之
 上
 挨
拶
 
有
 之
ぬ
 

と
い
 
ふ
こ
と
 
で
あ
っ
て
、
 
貸
す
 
こ
と
 
は
出
來
 
な
い
 
が、 

相
 對
で
御
 
相
談
な
 
さ
る
 
こ
と
 
は 宜

し
い
、
 
こ
れ
 
は 加

 賀
守
殿
 
も 

御
 承
知
で
 
あ
る
と
 
い
ふ
 
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

然
 ら
ば
と
 
て
 御
 道
 書
に
 
て
 御
 頼
み
と
 
い
ふ
 
こ
と
に
 
決
定
し
、
 
菅
谷
は
 
御
 追
 書
 

を
携
 
へ
て
 
十
 お 廿

 九
日
 
出
發
、
 
十
 
一 月 一 一日 櫻

 町
に
 
立
 寄
り
、
 
御
 仕
 法
 御
 賴
の
直
 
書
 を
 渡
し
た
。
 

註
 

烏 山 大
久
保
 
侯
の
 
直 書

 は 数
 通 あ

ろ
が
、
 

この 
時
の
 
直
 書 は 直

書
爲
 
中
に
 見
え
な
い
。
 

先
生
 
は
再
應
 
之
を
辭
 
退
せ
ら
れ
 
た
が
、
 
嘆
 じ
て
 
曰、 

一 
「
烏
 山
領
 
の， 事

 は
 我
が
 
關
與
 
す
べ
き
 
所
で
は
な
 
く、 

そ
の
^
 
元
は
 
君
臣
 
共
に
 
其
 道
 を 失

っ
た
 
が
爲
 
で
あ
る
、
 

而
 して. 

斯
の
 
如
き
！
 

今
擧
 
げ
て
數
 
ふ
べ
 
か
ら
ざ
る
 
程
で
 
あ
る
、
 
併
し
 
君
臣
 
共
に
 
其
 非
 を 知

っ
て
 
匡
救
の
 
道
 を
 我
に
 
求
め
 

ら
ュ
 
た、 

今
 は 烏

 山 領
民
の
 
存
亡
 
は 我

が
 

一 言
の
 
下
に
 
決
定
す
 
る こ

と
 

A な
っ
て
 
ゐ
る
、
 
殊
に
 
烏
 山 侯

 は 小
 田 原

 侯
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の 
一 
族
で
 

あ
ろ
、
 

旣
に
 

主
君
 

も 
御
 

內
聞
御
 

承
知
の
 

事
で
 

あ
る
か
ら
 

一 
應
治
亂
 

盛
衰
の
 

板
 

元
、
 

禍
福
 

吉
凶
 

存
亡
の
 

^來
. 

復
興
 

安
民
の
 

大
道
 

を 
述
べ
ん
 

J 
と
て
 

詳
 

か
に
 

語
っ
て
 

曰、
 

「
救
急
 

匡
濟
の
 

方
途
 

は 
過
去
 

十
 

ヶ
^
の
 

租
人
を
 

平
均
 

致
し
、
 

一 

ケ
年
 

何
程
と
 

定
め
 

金
銀
 

米
錢
出
 

人
是
亦
 

十
ケ
年
 

平
均
 

致
し
 

一 
ケ
年
 

何
程
と
 

積
り
、
 

假
 

令-
は 

千
 

兩
出
廢
 

ろ
と
 

き 
は 

年中
. 

御
暮
 

方
の
 

內
 

よ
り
 

省
き
 

出
し
、
 

こ
の
 

分
利
 

金
の
 

方
へ
^
'
々
 

指
向
け
 

ろ 
時
は
增
 

借
に
 

は
な
ら
ず
 

し
て
、
 

元
金
 

は
^
々
 

の 

增
妆
の
 

米
 

金
に
 

て 
返
金
 

す
れ
ば
 

荒
 

地
の
 

力
に
 

て
 

元
金
 

返
濟
と
 

成
る
べ
き
 

次
筇
 

で
あ
ろ
 

か
ら
、
 

取
調
の
 

上
 

仕
 

法
 

を 
講
ず
 

べ
き
で
 

あ
ろ
が
、
 

何
分
 

差
 

迫
っ
た
 

凶
作
 

困
窮
 

住
民
 

饑
渴
の
 

急
務
が
 

あ
る
 

爲
に
 

順
に
す
べ
き
 

大
本
の
 

調
査
、
 

分
 

度
 

確
立
 

は
 

後
に
 

し
て
、
 

先
づ
 

救
急
 

濟
 

民
の
 

方
策
 

を
實
 

行
し
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

併
し
 

根
本
の
 

御
 

仕
 

法
 

は 
必
ず
 

行
 

は
れ
ろ
 

と
い
 

ふ 
決
定
の
 

下
に
 

應
急
 

施
設
が
 

行
 

は
れ
な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

然
る
に
 

應
急
 

施
設
に
 

何
年
 

か
を
經
 

過
す
 

ろ 
内
 

に、
 

根
 

木
 

的
 

施
設
の
 

如
き
 

は 
忘
れ
ら
れ
、
 

或
は
 

當
 

局
が
 

交
替
し
て
 

自
然
 

廢
 

絶
し
 

易
い
 

も
の
で
 

あ
ろ
、
 

故
に
 

最
初
に
 

根
本
 

仕
 

法
 

施
設
 

を 
決
定
し
、
 

仕
法
實
 

施
の
 

覺
 

悟
が
 

確
立
 

す
る
な
ら
ば
 

卽
 

座
に
 

救
助
 

米
 

を
 

差
 

出
し
て
も
 

よ
い
、
 

尤
も
 

こ
の
 

事
 

は 
烏
 

山 
侯
 

よ
り
 

小
 

田 
原
 

侯
に
 

も 
御
 

依
頼
に
 

な
り
、
 

自
分
か
ら
 

も 
主
君
に
 

言
上
す
 

ろ 
必
要
が
 

あ
ろ
が
、
 

そ
の
 

順
序
 

を
經
る
 

間
に
 

時
 

日
が
 

經
 

過
し
て
、
 

飢
民
 

を
 

出
し
て
 

は 
曲
事
で
 

あ
る
か
ら
、
 

卽
 

座
に
 

出
 

米
す
 

る」
 

と
の
 

事
で
あ
っ
た
。
 

菅
谷
は
 

大
い
に
 

喜
ん
で
、
 

「
主
人
に
 

代
っ
て
 

領
分
 

を
預
 

つ
て
 

居
る
 

身
分
で
 

あ
る
、
 

そ
の
 

責
任
 

上
 

今
 

曰
數
千
 

人
の
 

救
命
に
 

な
ろ
 

こ
と
で
 

あ，
？ 

か
ら
、
 

假
令
 

翌
日
 

如
何
様
な
 

災
難
が
 

來
る
 

と
も
 

少
し
も
 

厭
 

ひ
 

巾
さ
ず
、
 

其
 

役
に
 

房
て
 

其
の
 

道
 

を 
致
さ
ね
ば
 

死
 

は 
元
よ
り
 

そ
の
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分
で
 

あ
る
」
 

と 
答
へ
 

た
 

所
、
 

先
生
 

も
大
に
 

諒
解
せ
ら
れ
 

た
の
 

で
翌
 

三
日
の
 

朝
樱
 

町
を
辭
 

し
て
 

歸
り
、
 

n 十 
速
 

救
助
の
 

用
意
に
 

取
掛
っ
 

てんしゃ 5 じ 

た、
 

卽
ち
 

天
 

性
 

寺
の
 

境
內
芝
 

原
へ
 

御
 

救
 

粥
 

給
 

與
の
爲
 

に 
梁
 

一 
一間
 

桁
 

三
 

問
の
 

小
屋
 

十一
 

一軒
 

を 
急
造
し
 

焚
 

出
 

諸
道
 

具
 

を 
取
 

揃
 

へ
さ
せ
、
 

勸
農
 

方、
 

歸
發
 

方、
 

上
役
、
 

卞
役
、
 

手
代
 

等
 

そ
れ
ぐ
 

係
 

役
人
 

を 
定
め
、
 

町
村
 

內の
. 

篤
實
 

才
覺
 

あ
ろ
 

者
 

を 
選
 

ん
で
 

代
ろ
 

人、
.、
 

世
話
 

さ
す
ろ
 

様
 

奉
行
か
ら
.
 

S.
 

達
し
 

置
き
、
 

同
 

十
三
 

日
菅
 

谷
は
久
 

下
田
に
 

天
 

性
 

寺
 

は 
櫻
 

町
に
 

來
た
、
 

そ
れ
 

で
 

萬
 

事
 

打
合
せ
が
 

出
來
 

た
か
ら
で
 

あ
ろ
、
 

十 
 

一 
M 

廿
 

六
日
に
 

白
米
 

五
 

拾
 

俵
 

を
 

烏
 

山
に
 

向
け
て
 

發
途
 

し
た
の
 

を 
初
め
と
 

し 

て
 追
々
 
と 送

 米
せ
ら
れ
 
た。 

こ
れ
よ
り
 

先
き
 

烏
 

山 
附
近
に
 

餓
莩
累
 

々
た
り
と
 

い
ふ
 

狀
況
 

で
あ
っ
た
、
 

さ
れ
 

ぱ
域
 

下
の
 

風
聞
 

頗
る
 

急
に
 

し
て
 

富
豪
 

破
 

却
の
 

說
が
傳
 

は
り
、
 

城
 

中
の
 

群
臣
 

は 
城
 

內
に
亂
 

人
す
 

る 
も
の
 

あ
ら
ば
 

大
砲
 

を
 

以
て
 

之
 

を
拂
ふ
 

外
な
 

し
と
 

決
意
し
た
 

と
の
 

噂
 

さ
へ
 

あ
っ
た
。
 

故
に
 

代
官
 

奉
行
 

は 
動
 

拣
鎭
靜
 

に 
苦
 

心
 

の
狀
 

態
に
 

陷
 

つ
た
。
 

こ
の
 

時
营
谷
 

は 
櫻
 

町
よ
り
 

救
濟
せ
 

ら
れ
る
 

と
い
 

ふ
 

佳
 

報
を
齎
 

し
て
 

歸
り
、
 

救
助
 

小
屋
 

は 
建
て
ら
れ
、
 

十
餘
 

里
の
 

間
 

米
 

粟
 

運
輸
 

絡
繹
 

た
り
と
 

い
ふ
 

實
況
に
 

一 
變
 

し
た
 

の
で
、
 

里
 

民
 

驚
喜
し
て
 

穀
車
 

を
鱧
拜
 

し
た
と
 

稱
 

せ
ら
れ
た
、
 

こ
れ
 

卽
も
烏
 

山
 

仕
 

法
の
 

發
端
 

で
あ
る
。
 

二
 

救
急
 

仕
 

法
幷
^
 

1 與
開
發
 

仕
 

法
 

烏
 

山
の
 

急
務
 

は 
饑
民
急
 

助
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

米
穀
 

を 
送
り
 

救
助
 

小
屋
 

を
 

建
て
、
 

全
 

く 
食
糧
の
 

無
き
 

も
の
 

は.
 

之
に
 

集
め
、
 

先
づ
粥
 

を：
^ 

い
て
 

饑
餓
 

を
 

免
れ
し
 

め
た
、
 

十一
 

一月
 

廿
五
 

H:
 

迄
に
 

は 
米
 

一 
一 百
 

五
十
 

一 
一俵
 

を
迗
 

り、
 

櫻
 

町
よ
り
の
 

輸
穀
は
 

年
を
越
え
 

て 
益
々
 

増
加
し
、
 

翌
天
保
 

八
 

ハ牛
五 

W 
麥
作
の
 

熟
す
る
 

時
期
に
 

焚
 

場
 

を 
閉
鎖
す
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る
ま
で
 

約
 

半
年
、
 

米
 

千
 

一 
一 百
 

四
十
 

三
 

俵
餘
、
 

稗
 

一 
一 百
 

三
十
 

四
 

俵、
 

種
靱
百
 

七
十
 

一 
俵
 

三
 

斗
に
 

及
ん
だ
、
 

救
^
 

を
 

受
け
た
 

も
の
 
は 

一 曰 少
き
 
日. に

て
 
七
 八
 百
 人、 

多
き
 
日 は 

一 千
餘
 
人、 

正
確
な
る
 
屆
出
 
に
よ
れ
ば
 
八
 百
 七
十
 
九
 人
と
 
あ
る
。
 
天
 

•i や-， じ 

性
 寺
 内
の
 
小
屋
 
十一 

ー
楝
中
 
一 人

 も 餓
死
す
 
る も

の
は
な
か
っ
た
、
 

當
 時
の
 
人
口
 
は 約

壹
萬
 
三
十
 

一 人
で
 
あ
る
か
ら
、
 

牧
 

容
 人
員
 
は 全

 領
民
の
 

一 割
以
內
 
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 

救
助
 

米
 

總
計
千
 

六
 

百
 

四
十
 

八
 

俵
 

七
 

斗
 

七
 

合、
 

之
 

を 
代
金
と
 

し
て
 

贰
千
參
 

百
 

八
 

拾
 

九
兩
壹
 

分
 

贰
朱
永
 

三
十
 

豐
文
甙
 

分
 七
厘
 
六
 毛、 

そ
の
 
內
壹
千
 
百
 八
 拾
 九
 兩
餘
は
 
烏
 山 藩

か
ら
 
支
拂
 
つ
た
が
、
 
殘
壹
千
 
甙
百
兩
 
は 櫻

 町
 報
 德
金
を
 
借
 川
し
 

て、 
窮
民
 
撫
育
 
料
 幷
歸
發
 
用
水
 
普
請
 
人
 用
 種
 靱
勸
農
 
料、 

卽
ち
仕
 
法
人
 用
と
 
し
て
 
活
用
す
 
る こ

と
 

A な
っ
た
。
 

お 
すく ひご や
 
 

すく ひまい 

御
 救
 小
屋
に
 
牧
容
 
し
て
 
粥
 を
頒
與
 
し
た
の
 
は、 

こ
の
 
上
 如
何
な
る
 
饑
饉
が
 
來
る
 
か
も
 
知
れ
ず
、
 
ま
た
 
救
 米
 を 各

戶
に
 

配
布
 
す
れ
ば
、
 
各
人
 
勝
手
な
る
 
活
動
 
を
す
 
る
が
、
 勞
 "
働
に
 適
す
る
 
耕
作
 
又
は
 
業
務
が
 
あ
っ
て
 
牧
人
の
 
途
が
 
立
て
ば
、
 
本
來
 

救
助
 
米
 を
給
與
 
せ
ず
 
し
て
 
作
業
 
を
授
 く
れ
ば
 
よ
い
、
 
然
る
に
 
冬
季
 
及
舂
季
 
に 於

て
 
多
数
 者
の
 
牧
人
 
を 得

る
 
が
 如
き
 業
務
 

は、 
烏
 山 附

近
に
 
は
少
 
い
か
ら
、
 
開
 發
仕
法
 
を
 行
っ
て
 
强
 健
者
 
を
し
て
 
之
に
 
從
事
 
せ
し
め
、
 
老
弱
 
幼
 者
 は 座

食
せ
 
し
む
 

る 外
 は
な
い
、
 
座
食
 
は 飽

く
ま
で
 
喰
 は
し
 
む
れ
ば
 
健
康
 
を 害

し
、
 
そ
の
 
費
用
 
も 亦

 莫
大
と
 
な
る
。
 
故
に
 
自
力
^
-
以
て
 
衣
 

食
し
 
難
き
 
もの， に I 限

り
 
牧
容
 
し、 

自
活
の
道
 
あ
る
 
も
の
に
 
は、 

そ
の
 
困
窮
す
 
る
日
數
 
の
み
 
を
牧
容
 
す
る
 
こ
と
 

A し
た
、
 

故
に
 
牧
容
 
人
員
に
 
は 日

々
 
多
少
の
 
異
動
が
 
あ
る
、
 
而
 し
て
 
各
 村
々
 
組
々
 
よ
り
 
救
助
 
人
員
 
を
屆
 
出、 

そ
の
 
內
 よ
り
 
牧
容
し
 

た、 
ま
た
 
八
十
 歳
 以
上
の
 
高
齢
者
に
 
は 養

老
 
米
 を
給
與
 
し、 

鰥
寡
 
孤
獨
の
 
も
の
に
 
は、 

そ
の
 
居
住
 
宅
に
 
於
て
 
給
與
 
せ
ら
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れ
 

た
の
で
、
 

一
人
 

も
飢
 

倒
れ
 

又
は
 

逃
 

出
し
た
 

者
 

は
な
い
。
 

ま
た
 

村
民
 

は 
是
非
 

良
法
 

を
實
 

行
せ
ら
れ
 

た
し
と
 

願
 

出
で
 

菅
谷
 

も 
枠
 

半
藏
も
 

俸
祿
 

を
辭
 

し
て
 

之
 

を
 

御
 

仕
 

法
 

用
途
に
 

差
 

出
し
、
 

正
月
 

廿
ニ
 

H 
櫻
 

町
に
 

到
っ
て
 

仕
 

法
 

開
始
 

を 
願
 

出
た
、
 

先
生
 

は
 

仕
 

法
 

を 
行
 

ふ 
は 

腐
れ
の
 

人
り
 

た
ろ
 

大
根
 

を
處
理
 

す
ろ
 

如
く
、
 

先
づ
 

腐
り
た
 

る 
部
分
 

を 
切
捨
て
な
け
れ
ば
 

全
部
 

腐
る
 

ノ
 

その
 

見
切
 

大
切
な
 

りと
 

敎 
へ
ら
れ
た
 

るに
 

より
、 

酉
年
の
 

租
稅
 

未
納
 

一 一 分 
を 
免す
 

と 
申
達
し
 

安
堵
せ
 

しめ
た。
 

然
る
に
 
五
月
と
 
な
れ
ば
 
最
早
 農
耕
の
 
季
節
で
 
あ
る
、
 
依
て
 
各
々
 
自
宅
に
 
歸
 ら
し
め
 
る こ

と
 

A な
し
、
 
そ
の
 
際
 白
米
 * 

錢
、
 

味
噙
、
 

等
の
 

殘
品
 

を
分
與
 

し
て
 

持
歸
 

ら
し
め
、
 

別
に
 

土
地
 

起
發
料
 

を
貸
與
 

し
て
 

耕
作
 

中
の
 

食
料
に
 

遺
憾
な
 

か
ら
し
 

め
た
。
 
そ
の
 分
配
し
た
 
ろ 味

噙
九
 
斗
 八
 升、 

挽
 稗
 五
斗
 
壹
升
、
 
白
米
 
丸
 斗
 九
 升、 

鏢
錢
拾
 
參
筲
八
 
百
 文、 

歸
發
料
 
三
百
 

兩
 
で
あ
る
。
 
 

. 

歸
發
料
 
を
貸
與
 
し
て
 
農
耕
に
 
從
 事
せ
 
し
む
る
 
際
 指
導
す
べ
き
 
様
式
 
は、 

復
興
 
仕
 法
 又
は
 
開
發
仕
 
法
で
 
あ
ろ
、
 
通
例
 
開
 

發
仕
 
法
は
發
 
端
の
 
I
 業
で
 
は
な
い
 
が、 

烏
 山
に
 
於
て
 
は 領

民
が
 
饑
饉
に
 
瀕
し
て
 
居
た
 
の
で
、
 
特
に
 
取
 急
い
で
 
焚
 出
と
 
相
 

並
ん
で
 
田
畑
の
 
起
し
 
返
し
が
 
行
 は
れ
た
。
 
そ
の
 
起
發
用
 
資
金
 
は 三

百
 
雨
で
あ
っ
た
。
 

壹
 反
歩
の
 
歸
發
料
 
甙
分
贰
 
朱、. 植

 

付
 耕
賃
貳
 
分
貳
朱
 
合
計
 壹
兩
壹
 
分
と
 
し
て
、
 
歸
發
田
 
反
 S
 貳
拾
 
四
町
步
 
と
な
る
、
 

こ 
の 豫

算
を
 
以
て
、
 
總
 百
姓
 中
に
 
於
て
 

農
業
 出
精
、
 
平
素
の
 
心
懸
 
宜
し
く
、
 
上
下
 
社
 會
の
爲
 
に 範

例
と
 
も
な
る
 
人， 物

 を 記
名
投
票
 
に
て
 
選
擧
 
せ
し
め
、
 
高
札
 
の 者

 

へ
貸
與
 

す
る
 

こ
と
 

A 
し
た
。
 

一 
番
札
三
 

反
歩
 

一 
一 番
札
ー
 

一反
 

歩
 

三
番
 

札
に
 

壹
 

反
歩
 

そ
れ
ぐ
 

選
ば
れ
た
 

ろ 
も
の
 

合
計
 

百
 

拾
 

£
 人
で
 
あ
る
。
 



こ
の
 

起
 

返
事
 

業
 

は 
本
人
の
 

み
に
 

て 
完
成
し
 

得
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
 

か
ら
、
 

落
選
者
 

中
の
 

勤
勞
を
 

主
と
 

す
る
 

も
の
 

丄
 

5 
に 

は 
1 
種
の
 

失
業
 

救
濟
 

と
し
て
 

認
 

む
る
 

こ
と
が
 

出
來
 

ろ。
 

そ
の
 

起
發
 

料
の
 

返
納
 

は 
五
ケ
 

年
賦
と
 

し
て
、
 

ハ牛
々 

金
^
 

分
 

宛
の
 

割
合
で
 

あ
ろ
、
 

當
時
壹
 

反
歩
 

三
 

俵
と
 

見
積
り
、
 

壹
石
壹
 

兩
の
當
 

時
の
 

平
均
 

相
場
よ
り
 

考
 

ふ
れ
ば
、
 

牧
穫
の
 

五
分
の
 

一 
を 

返
金
に
 
充
 つ
れ
ば
 
五
ケ
 
年
 に
て
 
完
^
し
 
得
ろ
 
計
算
で
 
あ る 。 

更
に
 

こ
の
 

牧
納
米
 

を
板
據
 

と
し
て
 

烏
 

山
 

領
內
の
 

荒
野
 

を
開
發
 

す
る
 

案
が
 

立
て
ら
れ
た
、
 

そ
れ
 

は 
新
開
 

發
地
 

一 
反
歩
の
 

牧
穫
 

中
よ
り
 

一 
一斗
 

を 
推
 

譲
し
て
 

天
 

保
 

八
^
よ
り
 

新
 

墾
を
始
 

む
れ
ば
、
 

一 
段
歩
の
 

開
墾
 

費
を
鱟
 

石
と
 

し
て
、
 

第一
 

ぉ
卽
ち
 

H<
 

保
 

九
 

年
に
 

は 
六
 

拾
 

四
 

町
歩
 

を 
得
べ
 

く、
 

爾
後
 

十
ケ
 

年
間
 

を
 

經
れ
ば
 

二
百
 

三
十
 

四
 

町
歩
 

餘
を
 

得
て
、
 

總
反
训
 

千
 

百
 

九
十
 

丸
 

町
歩
の
 

成
 

田
と
 

な
り
、
 

烏
山
領
 

上
下
 

永
 

安
の
 

基
 

を 
開
く
 

と
い
 

ふ
說
を
 

提
示
し
た
 

の
で
 

あ
る
が
、
 

こ
れ
 

は 
救
民
 

開
發
仕
 

法
の
 

极
柢
 

で
あ
っ
て
、
 

地
 

德
開
創
 

積
を
應
 

用
し
た
 

も
の
で
、
 

後
に
 

村
民
 

は、
 

之
 

を
 

標
準
と
 

し
て
 

天
 

保
 

十
 

一 
年
ま
で
に
 

起
 

し 返
し
た
 もの 總

計
百
 十
六
 町
餘
 歩
と
 な
っ
た
。
 

す
ゲ
ゃ
 
 

- 

斯
く
 

相
當
の
 

成
績
 

を
擧
 

ぐ
る
に
 

至
っ
た
 

の 
は、
 

圓
應
 

和
尙
に
 

緣
を
發
 

し、
 

菅
 

谷
の
 

誠
忠
の
 

致
す
 

所
で
 

あ
る
。
 

も
と
 

二 
ノ 

宫
 

先
生
 

は 
烏
 

山
の
 

饑
餓
に
 

迫
る
 

狀
況
を
 

聞
き
、
 

領
主
 

以
下
の
 

懇
望
 

辭
し
 

難
き
 

爲
に
、
 

一 
朝
の
 

急
 

を 
救
う
た
 

の
み
で
 

あ
る
。
 

然
る
に
 

藩
臣
幷
 

領
民
よ
り
 

見
れ
ば
、
 

一 
方
に
 

一 
時
の
 

急
 

を 
救
 

は
れ
た
 

の
み
な
ら
ず
、
 

仕
 

法
の
 

妙
法
に
 

よ
っ
て
 

救
民
 

開
發
 

-. 
の 行 はれ
た 

る を 見て
、 

益々
 

その
 

良法
 

を 信じ
、 

上下
 

交々
 

仕 法の
 

績行
を 

懇望
 

すれ
 

ども
、 

先生
と 

して
 

は當
 

時
^
に
 

小
 

W 
原
領
の
 

安
民
 

法
實
 

行
に
 

着
手
し
、
 

其
 

他
の
 

仕
 

法
關
係
 

も
手
廣
 

く
な
 

り
た
る
 

を 
以
て
 

再
三
 

之
を
辭
 

して
！！
：、
 

― ^o8  — 



「
國
を
 
興
さ
ん
 
と
す
ろ
 
は 誠

に
 
大
業
で
 
あ
る
、
 
天
命
に
 
安
ん
じ
 
衰
 貧
の
 
時
に
 
隨
ひ
、
 
天
理
 
自
然
の
 
分
 度
 を 守

り
、
 
難
 

難
の
 
分
に
 
素
し
て
 
艱
難
 
相
 當
の
行
 
を
な
 
し、 

住
民
の
 
安
泰
 
を
 見
る
 
ま
で
 
は 

一 藩
 は 安

堵
の
 
思
 ひ
を
爲
 
さ
な
い
、
 
所
謂
 

先
 憂
 後
樂
、
 
民
を
惠
 
む
こ
と
 
子
の
 
如
く
す
 
ろ
の
で
 
な
け
れ
ば
 
國
を
與
 
す
 こ
と
 
は
出
來
 
な
い
。
 
然
る
に
 
世
人
の
 
求
む
 
る 

所
 は 之

に
 
反
し
、
 
現
在
 藩
の
 
歲
人
少
 
き
を
 
以
て
 
各
自
の
 
受
 く
ろ
 
俸
祿
 
は 十

 巾
 二
三
に
 
も 足

ら
ず
、
 
依
て
 
之
の
 
不
足
 
を 

補
 は
ん
こ
と
 
に 努

力
し
て
 
他
 借
に
 
よ
っ
て
 
一
時
 を
 救
 ふ、 

年
々
 
斯
 く
の
 
如
く
し
て
 
借
財
^
 
大
し
、
 
そ
の
 
償
還
の
 
爲
に
 

, 
- 領
民
に
 
上
 金
と
 
し
て
 
臨
時
に
 
重
き
 賦
課
 
を
な
 
す
も
尙
 
足
ら
な
い
、
 
今
年
に
 
來
 年
の
 
貢
租
 
を 前

納
せ
 
し
め
、
 
艱
難
 
窮
ま
 

つ
た
 
所
へ
 
凶
歳
が
 
來
た
、
 
こ
れ
 
天
地
の
 
間
に
 
當
 面
の
 
分
限
の
 
あ
ろ
 
こ
と
 
を
 知
ら
ぬ
 
爲
 で
あ
る
、
 
分
限
 
を 破

っ
て
 
財
 を 

浪
費
 
す
れ
ば
 
百
 萬
 石
と
 
い 

へ ど
も
 
足
る
 
道
理
 
は
な
い
、
 
烏
 山
 侯
 一 一 萬 石

に
 
し
て
 
足
ら
な
 
い
の
は
 
何
故
か
、
 
こ
れ
 
一 に 

財
 用
 上
の
 
節
度
 
無
き
 
が
爲
 
で
あ
ろ
、
 
故
に
 
そ
の
 
本
源
 
を 明

か
に
 
し 、

常
時
 
天
命
の
 
示
す
 所
に
 
安
ん
じ
て
 
こ
の
 
艱
難
 
を 常

 

と
す
ろ
 
覺
 悟
が
な
け
れ
ば
 
阈
の
 
衰
廢
を
 
興
す
 
こ
と
 
は 不

可
能
で
 
あ
る
、
 
そ
の
 
基
本
の
 
立
た
な
い
 
に
拘
ら
 
ず、 

他
領
の
 

租
を
 
以
て
 
烏
 山
の
 
不
足
 
を
 補
 ふ
こ
と
 
は
出
來
 
な
い
、
 
我
が
 
道
 を 行

 ふ
に
 
は
^
の
 
方
法
 
は
な
い
、
 
櫻
 町
 復
興
の
 
道
 を
 

移
す
 
の
み
で
 
あ
る
、
 
こ
の
 
道
 は 他

な
 
し、 

烏
 山 は 烏

 山
の
 
分
 を
 守
り
 艱
難
に
 
安
ん
じ
て
 
國
 民
を
惠
 
み、 

そ
の
 
廢
亡
を
 

. 
興
す
 
の
み
で
 
あ
ろ
、
 

し 人
 各
々
 
欲
す
ろ
 
所
が
 
あ
る
、
 
假
令
 
我
が
 
法
を
授
 
く
ろ
と
 
も 成

否
 
は 

一 に
此
 
所
に
 
存
 す
る
」
 

云
々
 
飞
、
 
歡
 谷
 等
 そ
の
 
明
敎
に
 
感
じ
 
上
下
 
協
力
 
こ
の
 
道
 を 行

 は
ん
こ
と
 
を 誓

っ
た
 
の
で
、
 
先
生
 
已
む
を
 
得
ず
 
し
て
 
烏
 山 

镇
の
分
 
度
 を 調

査
す
 
る こ

と
 

i な
っ
た
。
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「ハ
ヌ 

度
 

は 
先
 

づ^
< 

分
の
 

基
本
 

を 
明
か
に
 

す
べ
き
で
 

あ
る
、
 

論
語
に
 

溫
レ
故
 

而
 

知レ
 

新
と
 

あ
る
 

通
り
、
 

烏
山
領
 

中
の
 

a 

稅
 

豐
凶
少
 

く
と
 

も
十
ケ
 

年
間
の
 

事
實
を
 

調
査
し
、
 

そ
の
 

平
均
 

を
 

以
て
 

H<
 

命
の
 

あ
ろ
 

所
 

を
 

察
し
、
 

之
 

を 
標
準
と
 

し
て
 

今
 

後
の
 

分
 

度
の
 

基
本
 

を 
定
め
ね
ば
 

な
ら
ぬ
 

か
ら
、
 

各
々
 

租
稅
牧
 

支
の
 

帳
簿
 

を
持
參
 

す
ろ
 

様
に
」
 

と 
指
示
せ
ら
れ
、
 

烏
 

山 
藩
士
 

は 
書
類
 

を
 

携
へ
來
 

つ
て
 

櫻
 

町
 

陣
屋
に
 

詰
め
、
 

一
時
 

烏
 

山 
役
所
が
 

移
っ
た
 

如
き
 

狀
況
 

に
て
 

調
 

查
が
 

進
め
ら
れ
た
、
 

そ
の
 

成
 

書
 

は、
 

「
御
 

取
 

箇
拾
ケ
 

年
 

平
均
 

調
 

帳
」
 

「
爲
 

政
鑑
 

平
均
 

御
土
臺
 

帳
」
 

等
で
あ
っ
て
、
 

前
者
 

は 

藩
主
の
 

總
 

牧
人
 

平
均
 

額
、
 

貢
 

米
 

壹
萬
千
 

八
 

百
 

拾
 

七
 

俵
餘
、
 

永
 

千
 

九
 

百
 

五
 

拾
 

九
兩
餘
 

で
あ
つ
 

jL
 

烏
 

山 
領
の
分
 

は 
米
 

九
 

千
 

三
 

百
 

三
 

拾
 

俵
餘
、
 

永
 

三
百
 

拾
 

六
兩
餘
 

で
あ
っ
た
。
 

正
に
 

衰
 

時
の
 

天
 

命
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

之
 

を 
分
 

度
と
 

し
て
 

君
臣
 

共
に
 

之
 

を 
確
 

守
 

す
れ
ば
、
 

衰
廢
は
 

必
ず
 

復
輿
 

す
ろ
 

で
あ
ら
う
、
 

大
凡
 

世
の
 

盛
衰
 

Mr
 

亡
 

一 
に
こ
の
 

分
 

度
 

を 
守
る
 

と 
否
ら
 

ざ
ろ
 

と
に
 

關
は
 

る、
 

早
々
 

之
 

を 
君
 

侯
に
 

言
上
し
て
 

群
臣
と
 

共
に
 

決
定
 

す
れ
ば
 

可
か
ら
 

う
と
 

敎
 

へ
ら
れ
た
 

の
で
、
 

直
に
 

歸
 

藩
し
て
 

熟
議
し
、
 

之を
實 

行す
 

ろ こと
に 

決定
した
。 

分
 

度
 

を 
確
立
し
て
 

仕
 

法
を
實
 

行
す
 

ろ 
は 

復
興
 

及
 

開
 

發
の
仕
 

法
で
 

あ
ろ
。
 

玆
に
 

於
て
 

群
臣
 

は 
愈
々
 

復
輿
 

法
の
 

寳
施
を
 

嘆
 

願
す
 

ろ 
順
序
と
 

な
っ
た
。
 

こ
の
 

往
復
 

幷
 

調
査
 

は 
天
 

保
 

八
^
の
 

春
季
の
 

事
で
 

あ
つ
た
が
、
 

藩
主
に
 

獻
覽
せ
 

し
め
た
 

書
類
 

は、
 

開
 

發
仕
法
 

書
の
 

第
 

一 
草
按
 

た
ろ
 

「
地
 

德
開
倉
 

積」
、 

「
領
分
 

歸
發
田
 

反
別
 

帳
」
 

幷
に
分
 

度
に
 

關
 

す
ろ
 

書
類
で
あ
っ
た
。
 

六
月
 

十
九
 

日
の
 

日
記
に
 

烏
 

や
ま
へ
 

去
 

冬
よ
 

ち
姥
民
 

撫
育
、
 

米
 

金
 

差
 

送
り
、
 

篛
此
度
 

荒
 

地
 

開
發
の
 

手
段
 

取
調
 

上
 

候
 

付
、
 

右
爲
，
 

一 御
 

挨
拶
，
 

K
 

渡
 

守
 

一 210 一 



樣
御
直
 
書
 並
 御
 重
役
 中
 連
 印
 之
 
一
札
 を
以
、
 
御
 依
頼
 旁
 御
 家
老
 
大
石
 
惣
兵
衞
 
殿、 

郡
 奉
行
 
井
上
 
勝
 次
郞
殿
 
被，， 罷

 越- 

候
 

事、
 

廿
日
 

歸
ろ
 

と
あ
っ
て
、
 
そ
の
 
直
 書
 は 次

の
 
通
で
 
あ
ろ
。
 

今
度
 
領
中
荒
 
地
起
發
 
復
古
 
之
 執
 法、 

雛
 形
熟
覽
 
候
處
、
 
此
上
も
 
無， 之

 大
道
、
 
實
に
 
令，， 感

服
-
候
、
 
就
て
 
は
兩
 領
分
、
 

兩
 勝
手
 
共
 致
 n 委

任
 

1 候
 間、、 

永
 績
之
基
 
相
 立
 候
 様
、
 
精
力
 
之
 儀
 仍
頼
人
 
候、 

尤
 我
等
 始
家
眷
 
其
 外、 

家
中
 

一 統
渴
望
 

之
 事
に
 
候
、
 
若
 違
背
 
之
 族
 有
 レ
之
候
 
は 急

 度
 可，, 申

 付, 候
、
 
猶
 重
役
 共
 可
 申
 者
 也
 

酉
 
六
月
 
 

佐
 

渡
 

印
 

二
宮
 

金
 
次
郞
殿
 

卽
ち
雛
 
形
に
 
よ
っ
て
 
分
 度
 を 立

て
、
 
領
內
の
 
仕
 法
 實
施
を
 
委
任
し
た
 
こ
と
が
 
明
瞭
で
 
あ
ろ
。
 
同
 持
に
 
送
達
 
せ
ら
れ
た
 

童
 役
 連
名
の
 
書
狀
 
は、 直

 書
の
 
意
に
 
副
書
し
た
 
も
の
で
、
 
內
容
は
 
同
様
の
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
爾
來
烏
 
山 櫻

 町
と
 
は
往
來
 
絶
え
 

ず、 前
述
の
通
り
の
 
土
地
の
 
開
き
 を 中

心
と
す
る
 
仕
 法
が
 
行
 は
れ
た
。
 
其
 進
行
の
 
狀
況
は
 
書
類
と
 
し
て
 
報
告
せ
ら
れ
、
 
當
 

時
大
阪
 
詰
と
 
な
り
し
 
藩
主
に
 
達
し
、
 
藩
主
 
は 之

 を 見
て
 
大
に
 
喜
び
 
謝
意
 
を 表

す
る
 
直
 書
 を 認

め
て
 
之
 を 櫻

 町
に
 
送
っ
た
。
 

野
 州
 領
分
 
之
 儀、 

年
來
衰
 
弊
刖
て
 
昨
年
 
之
 儀
 は H< 災

凶
 
作
に
 

て、 
翁
 民
 共
可
レ
 
及，， 飢

渴
 
に
も
-
 
處
、
 
救
助
 
之
 儀
 重
々
 

手
 宛
 有
 之、 

壹
人
も
 
餓
莩
無
 
之
 段、 

全
 善
 種
 被，， 相

 廻
 1 候

 故
と
 
厚
意
 
實
に
 
難レ 謝- -弒 表

-
忝
 存
候
、
 
將
 今
般
 
八
郞
右
 

衞
門
致
 

二 登
阪
，
 
趣
 法
 諸
 帳；. 

持
參
遂
 
一二 覽

 1 候、 
荒
 地
歸
發
 
初、 

報
 德
之
道
 
相
 開、 此

分
 
に
て
 
は
不
遠
 
復
古
 
之
 基
^
-
 



相
 建， と 令，， 怡

悅
，
 
候
、
 
此
上
 
役
人
 
共
へ
 
無，， 遠

慮
，
 
差
阖
 賜、 

大
道
 
相
 行
 候
 様
 精
々
 
之
 程
 偏
に
 
頓
人
 
候
、
 
常
 表
 之
 俵、 

諸
般
 
失
墜
 
可，， 相

 省， 3 曰 時
 々 申

 付
 候
 事
 に 候

、
 
猶
 委
曲
 
八
 郞
右
衞
 
鬥
 
へ 申

 合
 候
不
宜
 

十
お
 

廿
 
六
日
 
 

大
 

佐
 

波
，
 

.
 
 

二
宮
 

金
 
次
郞
殿
 

報
 

德
仕
法
 

は 
分
 

度
 

を 
立
て
 

土
 

莨
 

行
 

す
れ
ば
、
 

舊
來
の
 

面
目
 

一
新
し
て
、
 

豫
想
 

外
の
 

成
績
 

を
擧
げ
 

得
ろ
 

こ
と
が
 

明
か
で
 

あ
ろ
が
、
 

唯
 

問
題
 

は 
分
 

度
の
 

確
立
に
 

よ
っ
て
 

生
活
し
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

而
 

し
て
 

分
 

度
 

生
活
 

を
實
 

行
す
 

る
に
 

は、
 

從
來
 

の
放
馒
 

生
活
よ
り
 

或
ろ
 

期
間
 

緊
縮
に
 

我
慢
し
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

こ
の
 

我
慢
の
 

耐
久
が
 

何
程
の
 

永
き
 

に
堪
へ
 

得
ろ
^
と
 

い ふ
こ
と
 
で
あ
ろ
。
 

てんしゃ 5 じ 

こ
の
頃
 

fK
 

性
 

寺
の
 

和
 

尙
と
菅
 

谷
と
 

は 
共
に
 

驚
喜
 

感
激
の
 

生
活
 

を 
送
っ
て
 

居
た
。
^
 

尙
は
 

感
謝
の
 

意
 

を 
表
せ
ん
 

が
爲
鮎
 

を 
網
し
て
 

之
 

を 
贈
っ
た
、
 

領
民
 

驚
い
て
 

和
尙
 

は
狂
氣
 

し
た
で
 

あ
ら
う
 

と 
評
し
た
、
 

和
尙
は
 

平
然
と
し
て
 

答
へ
 

て 
H、
 

「
先
生
 

は 
慌
凶
を
 

救
 

ふ
が
 

爲
に
 

日
夜
 

心
 

氣
を
勞
 

す、
 

鮎
 

を 
贈
 

つ
て
 

少
し
 

に
て
も
 

そ 
の 

氣
カ
を
 

補
 

ふ 
こ
と
が
 

出
来
れ
ば
 

國
 

民
の
 

幸
福
で
 

あ
ろ
、
 

鮎
 

も 
亦
 

先
生
の
 

腹
中
に
 

人
っ
て
 

成
佛
 

す
る
 

で
あ
ら
う
、
 

敢
て
 

俗
人
の
 

窺
 

ひ
 

知
る
 

所
で
 

あ
ろ
 

ま
い
」
 と、
 

櫻
 

町
に
 

至
っ
て
 

之
 

を 
贈
っ
た
、
 

先
生
 

亦
 

怡
ん
で
 

之
 

を 
受
け
た
、
 

和
尙
 

先
生
の
 

怡
 

ベ
ろ
 

を 
見
て
 

安
ん
じ
、
 

厘
々
 

鮎
 

を
 

柿
 

. り 
之
 

を 
市
中
に
 

寳
 

つ
て
 

安
民
 

仕
 

法
の
 

善
 

種
 

金
に
 

差
 

出
し
た
、
 

先
生
 

亦
 

そ
の
 

行
爲
を
 

嘆
賞
し
た
、
 

蓥
し
當
 

時
 

烏
 

山
上
 

下
 

未
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だ
 

推
 

讓
の
德
 

風
 

盛
な
ら
 

ず、
 

之
 

を
推
稱
 

す
る
 

必
要
が
 

あ
っ
た
 

こ
と
で
 

あ
ら
う
。
 

斯
 

く
し
て
 

人
氣
 

一 
變
 

し
て
 

積
年
の
 

惰
風
は
 

頗
る
 

勤
 

農
に
 

赴
き
た
 

る 
を 

以
て
、
 

こ
の
 

法
 

を
 

相
 

州
の
 

領
分
 

厚
木
 

地
方
へ
 

も 

普
及
せ
 

し
め
ん
と
 

す
る
 

こ
と
 

は、
 

藩
の
 

執
政
 

一 
般
の
氣
 

分
で
あ
っ
た
、
 

厚
木
 

は 
一 
萬
 

石
で
あ
っ
て
 

奉
行
 

を
 

遣
し
て
 

あ
つ
 

た
が
、
 

烏
 

山
邊
に
 

比
す
れ
ば
 

遙
 

に
富
饒
 

に
し
て
 

五
穀
め
 

實
 

の
り
 

も 
豊
か
で
あ
っ
た
、
 

然
る
に
 

藩
主
 

は 
烏
 

山
に
 

在
 

城
し
て
 

摩
 

木
 

は 
奉
行
 

を
 

遣
す
 

の
み
、
 

幸
に
 

こ
の
 

良
法
 

を 
厚
木
に
ま
で
 

施
さ
ば
、
 

相
 

親
し
み
て
 

良
法
 

を
 

喜
び
、
 

窮
民
 

潤
 

助
の
 

餘
財
 

を
 

出
す
 

も
の
 

も 
多
い
で
 

あ
ら
う
 

と、
 

先
生
 

默
考
の
 

上、
 

「
厚
木
 

は 
未
だ
 

時
期
 

は 
至
ら
な
い
で
 

あ
ら
う
、
 

烏
 

山
の
 

良
法
 

を 
聞
い
て
 

來
り
請
 

ふ
に
 

及
ん
で
 

行
 

ふ
べ
き
 

で
あ
ろ
、
 

， 可 

と
な
れ
ば
 

厚
木
 

は 
面
篛
烏
 

山
の
 

如
き
 

狀
況
 

で
な
い
、
 

萬
 

物
 

自
然
の
 

時
が
 

あ
る
、
 

未
だ
 

至
ら
 

ざ
ろ
 

に 
事
 

を
な
 

す
と
 

き 
は 

百
毂
 

生
育
 

の 
春
を
俟
 

た
ず
し
 

て
 

耕
耘
す
 

ろ
が
 

如
く
で
 

あ
る
」
 

と、
 

然
る
に
 

菅
谷
等
 

は、
 

「
先
生
の
 

言
 

は
當
然
 

で
あ
ろ
 

が、
 

旣
に
 

藩
主
の
 

指
令
 

を
 

受
け
た
 

の
で
 

中
止
す
 

る 
こ
と
 

は
出
來
 

な
い
」
 

とい
 

ふこ
と 

を 述べ
た 

所、 先生
 

は、 

「
時
 

を
俟
 

た
ず
し
て
 

行
 

ふ 
時
に
は
 

必
 

害
が
 

あ
ろ
」
 

と 
f
 

せ
み
れ
 

た
 

力、
 

菅
 

谷
と
 

天
 

性
 

寺
と
 

は 
已
む
を
 

得
ず
 

と
し
て
 

赴
い
た
、
 

然
る
に
 

當
時
 

厚
木
に
 

流
行
 

{r
 

が
あ
っ
て
、
 

兩
 

人
 

共
に
 

之
に
 

感
染
し
、
 

菅
谷
は
 

治
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

天
 

性
 

寺
 

は 
十
二
月
 

卄
八
：
 

c 
終
に
 

遷
化
し
た
。
 

先
生
 

之
 

を
 

M
 

い
て
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性
 寺
 
一 人

の
 
不
幸
に
 
止
ま
ら
ず
、
 
實
に
烏
 
山
の
 
大
 不
幸
で
 
あ
る
と
 
嘆
 ぜ
ら
れ
 
た。 

菅
 谷
の
 
行
動
 
も 亦

記
錄
 
す
べ
き
 
も
の
が
 
少
 く
な
い
、
 
先
生
 
は 救

急
と
 
開
發
 
と
の
 
爲
に
繽
 
々
と
 
米
 金
 を 送

り
、
 
且
菅
谷
 

に
も
 
仕
 法
 指
導
者
た
 
ら
ん
 
者
の
 第
一
 
は、 

烏
 山
の
 
歲
人
 
不
足
 
を
 調
節
す
 
ろ
爲
に
 
祿
を
辭
 
し、 

報
德
 
金
に
 
て
 開
墾
し
、
 

こ 

れ
を
 
以
て
 
生
活
 
を 立

て
 

A 行
く
 
こ
と
の
 
最
 妙
の
 
手
段
な
る
 
こ
と
 
を 指

示
し
た
 
所
、
 
菅
谷
は
 
感
激
し
て
 
直
に
 
仕
 法
 中
 自
分
 

及
 相
鑌
人
 
半
藏
、
 
次
男
^
 
sfei: の 給

 扶
持
 
不
殘
天
 
保
 八
 年
 正
月
 分
よ
り
 
辭
 1
 し
た
、
 
其
 高
 は 米

 拾
 壹
石
六
 
斗、 

金
 拾
 

壹
兩
 
壹
分
餘
 
で
あ
つ
.
^
、
 
更
に
 菅
谷
 
は
臺
 
弓、 乘

鞍
 
馬
具
 
以
下
の
 
所
藏
品
 
七
十
 
五
 點
を
寶
 
却
し
 
之
 を
 仕
 法
 金
に
 
加
 
へ
ら
れ
 

た
き
 

旨
 

を
 

以
て
 

差
 
出
し
た
。
 
 

一 

圓
 應
と
菅
 
谷
と
の
 
篤
行
 
を 直

視
し
た
 
藩
士
 
及
 領
民
 
は 非

常
に
 
感
激
し
、
 
御
 仕
 法
 御
 土
 臺
加
人
 
を 申

出
た
 
も
の
 
は、 

藩
 

叫
 

士ー 
一 百 四

十
 
一 一名、 

城
下
 
及
 四
十
 
九
 ケ
村
千
 

一 一 百 六
十
 
餘
人
、
 
總
計
 
金
額
 
百
八
兩
 
三
分
 甙
朱
 餘
、
 
米
甙
百
 
俵
の
 
多
き
 
に 

一 

上
っ
た
。
 然
る
に
 
声
が
 は
登
阪
 
し、 

圓
應
は
 
出
府
し
て
 
仕
法
實
 
施
の
 
爲
に
 
奔
走
し
、
 
相
 州
 厚
木
の
 
仕
 法
 指
導
に
 
赴
い
た
ら
 

し 

く、 
十一 

一
月
に
 
歸
鄕
 間
も
な
く
 
兩
人
 
共
に
 
大
患
 
を
發
 
し、 

菅
谷
は
 

一 應
 快
癒
に
 
赴
い
た
 
が
 圓
應
は
 
歿
し
、
 
菅
谷
 
も
翌
九
 

年
 
一 ケ

年
を
 
通
し
て
 
病
床
に
 
親
し
み
、
 
藩
 政
の
 
方
面
に
 
も 仕

 法
反
對
 
の
內
訌
 
を
 生
ず
ろ
 
に 至
っ
た
。
 
 

， 

三
 

仕
 法
 停
頓
 
並
に
 終
結
 

圓
應
 
歿
し
、
 菅
谷
 病
み
 
た
れ
 
ど
も
 
、天 保

 九
 年
は
璺
 
年
に
 
て
 そ
の
 
成
績
 
を 圓

應
に
 
一
眼
 見
 

せ
 度
し
 
と 申

 送
っ
た
 
程
で
 
あ
つ
た
が
、
 
菅
 谷
の
 
病
 氣
は
春
 
以
来
 症
狀
變
 
化
し
て
 
九
死
 

一 生
の
 
體
 と
な
っ
た
 
程
で
あ
っ
た
 



が
、
 
十
 
一 月

に
 
小
康
 
を
 得
て
 
押
し
て
 
出
勤
、
 
水
 戸
へ
 
出
張
し
た
 
等
の
 
無
理
が
 
あ
り
 
大
病
の
 
後
と
 
し
て
 
は
過
勞
 
に
て
 
鬼
 角
 

勝
れ
な
か
っ
た
。
 

仕
 法
の
 
爲
に
 
土
地
 
は 開

け
、
 
恰
も
 
豊
年
の
 
事
と
 
て
 分
外
の
 
牧
穀
 
多
額
に
 
上
っ
た
 
の を

 見
た
 
る 藩

 政
の
 

內
に
 
は、 

或
は
 
緊
縮
、
 
或
は
 
推
 譲
 こ
れ
 
堪
 ふ
ろ
 
所
に
 
あ
ら
ず
 
と
し
、
 
特
に
 
救
急
 
資
金
の
 
借
人
 
金
の
 
督
促
が
 
嚴
重
 
と
な
つ
 

た
の
で
、
 
分
外
 
を 開

發
仕
 
法
に
 
用
 ひ、 

用
度
 
を 窮

乏
せ
 
し
め
ろ
 
の は 政

治
 
を
 過
っ
た
 
も
の
 
で
あ
ろ
 

と 非
難
の
 
聲
が
擧
 

つ
た
。
 

突
然
 
天
 保
 十
 年
 十
二
月
 
六
日
 
夜
 九
ッ
時
 
前
、
 
江
戸
 
表
よ
り
 
大
石
總
 
兵
衞
、
 
大
塚
孫
 
八
郞
兩
 
人
が
 烏
 山
に
 
到
着
し
て
 
若
 

林
 助
 太
夫
 
方
に
 
落
 付
き
、
 
御
 直
 書
 を
 携
へ
來
 
つ
て
 
翌
 七
日
 
藩
 政
の
 
重
役
 會
議
を
 
開
き
、
 
仕
 法
停
廢
 
に
っ
き
 
協
議
せ
 
し
め
 

I 

た
、
 
そ
の
 
議
事
 
要
件
 
は、 

二
宮
 
は 小

 田 原
へ
 
引
 移
ろ
 
か
も
 
知
れ
な
い
 
の
で
 
諸
方
の
 
仕
 法
 を 謝

絶
 
す
る
と
い
 
ふ
か
ら
、
 

已 

む
 を 得

な
い
 
事
情
と
 
認
め
る
 
の
で
 
仕
 法
を
斷
 
る
と
 
い
ふ
の
で
 
あ
る
。
 
大
久
保
 
次
 郞
左
衞
 
門
 以
下
 
そ
の
 
無
法
 
を 反

 詰
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

直
 書
と
 
い
ふ
 

一 言
の
 
下
に
 
ロ
を
箝
 
せ
ら
れ
 
仕
 法
 謝
絶
に
 
決
し
た
、
 
村
 役
人
 
を 呼

出
し
て
 
内
意
 
を
 申
 含
め
ね
 

ば
な
ら
 
ぬ
が
、
 
自
分
 達
 か
ら
 
直
接
 
村
民
に
 
申
 渡
す
 
こ
と
が
 
出
來
 
な
い
か
ら
 
奉
行
か
ら
 
申
 渡
せ
と
 
い
ふ
 
こ
と
で
あ
っ
た
、
 

藩
士
 
中
に
 
も 堅

い
 
決
心
 
を 有

す
る
 
も
の
が
 
あ
つ
た
が
、
 
淚
を
 
吞
ん
で
 
時
節
 
を
俟
っ
 
外
は
な
か
っ
た
、
 
大
久
保
 
次
 郞
左
衞
 

門
 以
下
 
仕
 法
 丹
誠
と
 
い
ふ
の
で
 
賞
與
 
が
あ
っ
た
 
が
、
 
熱
湯
 
を 呑

ま
さ
れ
る
 
思
 ひ
で
あ
っ
た
 
で
あ
ら
う
。
 
停
 廢
の
總
 
て
の
 

取
扱
 
は 十

五
 
日
ま
で
に
 
終
了
し
た
。
 

翌
々
 
十
七
 
日
付
に
 
て
菅
 
谷
八
郞
 
右
衛
門
 
は 役

儀
 
辭
退
を
 
申
出
た
、
 
同
月
 
廿
 五
日
 
隱
居
を
 
申
 付
ら
 
れ、 

相
續
人
 
半
藏
へ
 



百
 石
 を
 給
せ
ら
れ
 
た、 

雨
 來
菅
谷
 
は
屢
々
 
先
生
の
 
許
に
 
往
來
 
し、 

一
意
 報
德
仕
 
法
の
 
道
に
 
精
勵
 
し、 

或
は
 
烏
 山
城
 
下
に
 

詩
文
 
を 友

と
 
し
た
。
 

先
生
の
 
許
に
 
往
來
す
 
る こ

と
 
は 藩

 政
の
 
喜
ぶ
 
所
で
は
な
い
、
 
併
し
 
茕
 谷
に
 
し て 見

れ
ば
 
良
法
 中
廢
は
 
遺
憾
 
で
あ
り
、
 

ま
た
 
過
去
の
 
權
 政
の
 
夢
と
 
化
す
る
 
は
殘
 念
で
 
あ
る
、
 
故
に
 
或
は
 
櫻
 町
に
 
往
 き
ま
た
 
相
 州
ま
で
 
も 出

か
け
た
。
 

天
 保
 十
 年
 

の
暮
 
よ
り
 
小
 田 原

 領
內
に
 
在
り
、
 
彌
太
郞
 
氏
と
 
共
に
 
箱
 根
に
 
病
 を 養

 ひ、 
或
は
 
湯
 本
の
 
福
 住
に
 
て
 先
生
が
 
門
下
に
 
與
ふ
 

る 
訓
言
を
 

聞
き
、
 

或
は
 

曾
 

比、
 

竹
 

松
に
 

於
け
 

る 
仕
 

法
の
 

大
 

活
動
 

を 
見
た
、
 

さ
れ
ば
 

報
 

德
の
道
 

友
 

も 
多
く
、
 

治
 

術
の
 

攻
究
 

も
し
た
。
 

一
見
 他
日
 
再
 擧
の
企
 
圖
を
爲
 
す
か
の
 
如
く
に
 
も 見

え
た
、
 
こ
れ
 
を 以

て
 
藩
 政
 は
當
然
 
疑
の
 
眼
 を 放

っ
た
。
 
藩
 

政
の
 
菅
谷
を
 
斥
け
た
 
る は 開

墾
し
た
 

る 贰
百
廿
 
四
 町
歩
の
 
牧
納
ー
 
一千 俵

 を 分
內
に
 
人
れ
 
る
に
 
あ
ろ
。
 
菅
 谷
の
 
反
 對
も
此
 

所
に
 
あ
る
、
 
故
に
 
天
 保
 十
 
一 年

 十一 
一月 十

 
一 日 終

に
 
菅
谷
 
放
逐
の
 
令
は
發
 
せ
ら
れ
た
。
 

申
 
 
渡
 
 

. 

,
 
 

营
 
谷
八
郞
 
右
衛
門
 

其
方
 儀
 
1 咋

 年
中
 
重
 御
咎
被
 

= 仰
 付
 ̂
 去
 十  一 w 中

愼
 被，， 御

免
，
 
候
處
、
 
直
に
 
他
行
 
相
 望
 候
に
 
付、 

內
々
 
心
 付
 申
達
 候
 

得
 共
 不，， 相

 用？ 櫻
 町
へ
 
罷
越
、
 
加
 之
 
一 應
之
願
 
も 無

 之
御
府
 
內
へ
罷
 
出、 

小
 E 原

 表
に
 
も 暫

時
 
罷
在
、
 
翁
々
 
御
 規
定
 

も 有
 之
 儀
 相
 破、 

當
春
中
 
悴
半
藏
 
へ 右

一
 
應
心
附
 
不
行
屆
 
候
 御
沙
汰
 
も 有

 之
 候
 上
 は、 

早
速
 
罷
歸
り
 
可
 巾
處
、
 
不
心
 

付
 筋
に
 
も 有

 之
 間
 敷
、
 
全
 

上
 を 蔑

に
 
候
 始
末
、
 
重
々
 
不
埒
 
至
極
に
 
付、 

永
々
 
御
 暇
 被
 下
 置
 候、 

早
々
 
引
拂
 
可，：：— 候
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併
 

象
 

名
 

之
 

俵
 

は 
古
き
 

象
 

筋
に
 

付、
 

格
別
 

之
 

以，
， 

御
 

憐
愍
 

T 
改
て
悴
 

半
藏
へ
 

新
地
 

百
 

石
 

被，
， 

下
 

笸？
 

被
 

>, 召
 

仕
 

> 候
 

間、
 

其
 

旨
可
存
 
候、 

但
兩
 

御
領
 

分
、
 

御
屋
敷
 

近
邊
、
 

堅
 

致，
， 

徘
徊
，
！
 

i 敷
 

候
、
 

如
何
に
も
 

非
理
 

法
權
の
 

結
末
と
 

な
っ
た
 

が、
 

正
 

法
 

も 
時
に
 

利
 

あ
ら
ず
 

で
あ
ろ
。
 

尤
も
 

菅
 

谷
が
 

從
來
烏
 

山 
を 

一
人
で
 

切
 

り 
廻
し
、
 

特
に
 

報
德
仕
 

法
の
 

緊
縮
 

嚴
令
は
 

通
例
 

反
對
 

者
の
 

出
る
 

こ
と
 

を
豫
 

想
し
て
 

居
な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

また
. 

病
中
と
 

雖
も
 

絶
え
ず
 

藩
 

政
に
 

關
 

す
る
 

考
慮
 

を 
要
し
た
、
 

特
に
 

一 
且
辭
 

し
た
る
 

祿
を
 

再
び
 

受
領
し
、
 

こ
の
 

生
活
に
 

餘
擇
の
 

見
 

ゆ
る
 

こ
と
の
あ
っ
た
 
振
 前
も
考
 
へ
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
、
 
法
の
 
行
 は
れ
 
ざ
ろ
 
必
 し
も
 
奸
 佞
者
の
 
反
對
 
の
み
で
 
は
な
い
。
 

か 5 のす
 

むら
 

菅
谷
は
 
止
む
を
得
ず
、
 
報
德
の
 
同
志
 
大
野
 恕
 助
の
 
甥
に
 
當
る
鴻
 
m
 村
の
 
名
主
、
 
郡
 司
 十
 郞
右
衞
 
門
の
 
家
に
 
移
り
、
 
藩
 

政
の
 
無
情
 
を 怨

み
つ
 

A 妻
子
と
 
共
に
 
天
 保
 十
 
一 年

 を
 送
っ
た
。
 
a
 士
 
一年 七

月
 
十
四
日
 
櫻
 町
に
 
來
 つ
て
 
そ
の
 
悶
々
 
の 情

 

を 吿
げ
、
 
且
 曰
く
、
 
我
 盲
 弟
 二
十
 雨
の
 借
財
に
 
惱
み
 厘
々
 
心
痛
の
 
3 曰 を 母

子
よ
り
 
申 越

せ
る
 
も、 

今
 如
何
と
 
も
す
 
る. a 

は
な
い
 
程
 窮
境
に
 
陷
 つ
た
、
 
願
 は
く
 
は 之

 を 助
け
 
給
へ
 
と 懇

願
し
た
。
 
先
生
 
曰、 

「
貴
下
 
は 道

を
閒
 
く
と
 
金
 を 借

ろ
 
と 何

れ
が
 
急
な
 
ろ
か
」
 

と、 菅
谷
 
曰
く
 
「
元
よ
り
 
至
敎
を
 
聞
か
ん
」
 

と、 先
生
 
曰、 

-
デ
 
 

匕 
サン r '

ヲ
ヲ
 
 テ
 
 
フ
ハ
 

ン r ヲ
ヲ
 
 

*. 

、
『
進
 
而
思
 
レ盡レ 

忠、 
退
而
思
 
レ補レ 

過
』
 
と、 

こ
れ
 
は 人

の
 
臣
 た
る
 
も
の
 

A 道
で
 
あ
る
、
 
貴
下
 
は 今

 重
恩
の
 
君
主
に
 

遂
 は
れ
て
 
自
ら
 
過
な
 
し
と
し
て
 
そ
の
 
過
 を 國

に
歸
 
し
て
 
悔
 ゆ
る
の
 
色
が
な
い
、
 
そ
れ
 
忠
臣
と
 
い
ふ
 
も
の
 
は
國
 家
と
 
そ 

の
 

幸
福
 

憂
 

息
 

を 
共
に
 

し
て
 

一
身
の
 

進
 

返
に
 

拘
ら
 

な
い
、
 

進
で
 

憂
 

ふ
ろ
よ
り
も
 

返
く
 

時
 

そ
の
 

薆
を
 

十
倍
す
 

ろ 
も
の
 

は
忠
 



臣
 で
あ
る
。
 
贵
 下
が
 
烏
 山
の
 
太
夫
た
り
 
し 時、！： 政

の
 
弊
 を 除

く
 
こ
と
 
能
 は
ず
、
 
一 た
び
 
凶
^
に
 
造
う
て
 
數
 千
の
 
民
 命
 

を
 

失
っ
た
、
 

巳
む
な
 

く 
余
に
 

救
荒
 

を 
請
う
た
 

の
で
 

あ
ろ
、
 

而
 

し
て
 

今
 

放
 

遂
に
 

遭
う
て
 

前
の
 

失
政
 

を 
思
 

は
ず
し
て
 

却
つ
 

て
 

漠
然
と
し
て
 

君
 

家
の
 

事
 

を 
顧
み
ず
、
 

^
に
 

在
っ
て
 

國
の
 

危
難
 

を 
度
 

外
に
 

置
く
 

は 
何
が
 

故
で
 

あ
ろ
 

か。
 

今
 

不
幸
に
 

し
て
 

烏
 

山 
再
 

盛
の
 

道
 

を 
失
 

ふ
に
 

際
し
、
 

日
夜
 

寢
食
を
 

忘
れ
て
 

憂
慮
す
べ
き
 

で
は
な
い
 

か、
 

余
に
 

し
て
 

Iw
ft
.?
 

山
の
 

將
來
 

を 
憂
 

ふ、
 

累
代
 

重
恩
の
 

身
に
 

し
て
 

忘
れ
た
 

ろ
が
 

如
き
 

は 
何
故
な
る
 

か。
 

余
 

は 
憶
 

ふ
に
 

斯
く
舆
 

役
の
 

道
中
 

し
た
ろ
 

は 

貴
下
が
 

一
身
の
 

誠
心
の
 

足
ら
ざ
る
 

が
爲
 

で
あ
ろ
、
 

身
 

は 
城
下
 

を
辭
 

すろ
 

と
雖
 

も、
 

日
夜
 

心
境
 

烏 
山 

を 
離
れ
ず
、
 

君
 

再 

仁
政
 

を 
施
し
 

給
 

ふ
に
 

到
ら
ば
 

罪
 

を
 

謝
し
 

身
命
 

を 
抛
ち
、
 

精
忠
を
 

盡
し
發
 

願
の
 

志
 

を 
遂
げ
 

君
臣
の
 

苦
心
 

を
 

安
 

ぜ
ん
と
 

肺
 

一 

肝
を
碎
 

き
て
 

あ
ら
ん
と
 

存
ぜ
 

し
に
、
 

今
日
 

漠
然
と
し
て
 

人
臣
の
.
 

大
義
 

を 
忘
れ
、
 

區
々
 

た
ろ
 

親
族
の
 

姑
息
に
 

惑
 

ひ、
 

盲
 

W
 

弟
の
 
窮
を
 
助
力
せ
 
よ
と
 
請
 ふ
と
 
は 思

は
な
か
っ
た
、
 
斯
の
 
如
き
 
淺
き
 
思
盧
 
故
與
復
 
の
道
餒
 
し、 

身
 も 亦

 退
け
ら
れ
た
 

一 

の
で
あ
っ
て
、
 

烏
 

山 
藩
の
 

罪
で
 

は
な
い
、
 

貴
下
 

こ
の
 

非
を
悔
 

ゆ
る
と
 

き 
は
窭
子
 

一 
族
 

も 
亦
 

困，
 

苦
 

を 
共
に
-
し
、
 

道
に
 

斃
 

ろ
と
 
も そ

の
 
忠
 心
の
 
馨
 し
き
 
世
人
 
を 感

ぜ
し
 
む
ろ
で
 
あ
ら
う
、
 
盲
 弟
に
 
於
て
も
 
亦
 同
じ
で
 
あ
ろ
、
 
貴
下
 
は 烏

 山 救
急
 

の 際の 如き 勇猛心 を發 し、 我が 贈りし 米 粟 を 以て 食し、 祿を辭 したろ 初心 を赏 徹すれば
、 

識言の 入 

ろ 
餘
地
は
 

な
か
つ
 

た
で
 

あ
ら
う
、
 

一 
且
辭
 

し
た
る
 

祿
を
 

喰
み
、
 

身
の
 

進
退
 

を
设
 

か
に
し
た
 

ろ 
こ
と
 

は 
子
が
 

S
 

け
ら
 

る 
、
原
 Q
 た
る
 
を 知

り
 
得
る
 
、
今
に
し
て
 
思
 ふ
に
 
烏
 山
の
 
再
興
 
は ほ

 下
が
 

一 心
に
 
係
る
、
 
依
て
 
過
 を 改

め
 
烏
 山
の
 
S
 興
 

を 祈
り
、
 
至
誠
 
を
顯
し
 
然
し
て
 
後、 

道
が
 
行
 は
れ
な
け
れ
ば
 
何
時
 
に
て
も
 
常
 方
に
 
來
ら
れ
 
よ、 

然
ら
 
ざ
る
 
M
 は
而
會
 



す
る
 
も 忍

び
ざ
る
、
.
^
 
が
す
る
」
 

と *  . 

菅
 谷
再
拜
 
し
て
 
曰
く
 
「
嗚
乎
 
過
て
り
、
 
思
 は ざ

り
 
き
 道
 を
 失
 ふ
こ
と
 
斯
 く
の
 
如
く
な
 
ら
ん
と
 
は」 

と、 
辭
去
 
せ
ん
と
し
 
た
の
で
、
 
先
生
 
は 

「
責
下
 
過
誤
 
を
發
明
 
す
れ
ば
 
可
し
、
 
盲
 *
 の 爲

に
之
 
を 持

 歸
ら
れ
 
よ」 

と
て
 
二
 

十
兩
を
 
渡
さ
れ
 
「
江
 都
の
 
盲
 弟
に
 
は 之

 を
 約
束
し
た
 
ら
ん
、
 
盲
 弟
 は そ

の
 
便
り
 
を 待

っ
て
 
居
る
 
で
あ
ら
う
」
 

と、 
菅
谷
 

汗
 背
に
 
流
れ
 
感
淚
面
 
を
擧
げ
 
得
ず
 
し
て
 
借
用
し
て
 
歸
 つ
た
。
 

菅
谷
は
 
失
意
に
 
陷
り
、
 
仕
 法
 は
 停
止
せ
ら
れ
、
 
藩
 は 分

 度
の
 
設
定
 
を
撤
廢
 
し、 

大
阪
加
 
番
の
足
 
高
を
受
 
人
れ
、
 
當
局
 

は 
一
時
 快
哉
 
を
唱
 
へ
た
 け
れ
ど
も
、
 
分
外
 
を
 出
し
て
 
開
 發
を
行
 
は ざ

れ
ば
 
自
然
に
 
土
地
 
は
荒
廢
 
す
る
、
 
分
內
 
一
杯
の
 
生
 

活
を
 
す
れ
ば
 
必
然
 借
財
 
は 増

加
す
 
る。 

fK 保
 十
二
 
年
よ
り
 
十
三
 
年
初
 
夏
の
 
頃
ま
で
 
旣
に
轉
 
法
の
 
失
敗
 
を
 知
っ
た
、
 
當
然
 

生
ず
る
 
は 報

 德
仕
法
 
讃
美
の
 
聲
 で
あ
ろ
。
 
恰
も
 
先
生
 
は そ

の
 
八
月
 廿
 
一 日

に
 
着
府
 
せ
ら
れ
、
 
菅
 谷
も
來
 
たが：; 

烏
 山 藩

 

の
 家
 來
大
久
 
保
 次
 郞
左
衞
 
門
が
 
尋
ね
て
 
以
來
、
 
再
び
 
仕
 法
 再
 與
の
談
 
が
 展
開
す
 
る
に
 
至
っ
た
、
 
そ
の
 
顚
末
は
 
九
月
 
十
日
 

の
 櫻
 町
の
 
日
記
に
 

烏
 山
 様
 御
 趣
 法
筋
是
 
迄
は
轉
 
法
に
 
相
 成
 居
候
 處
、
 
此
度
佐
 
渡
 守
 様
始
御
 
重
役
 
方
 種
々
 
御
 勘
辨
被
 
遊
、
 
御
 評
 fl 之

 上
 厚
 

き 思
 召
 を
以
、
 

從，, 殿
様
 
I 幸
ニ
宫
 
出
府
に
 
付
 御
 招
 被
 遊
、
 

一
向
 御
賴
 被
遊
尙
 
亦
御
國
 
許
へ
 
も 御

 下
知
 
書
 を
以
、
 
再
 御
 

趣
 法
 之
 儀
 被
 仰
 出
 候
に
 
付
て
 
は、 

乍
 留
守
中
 
も 申

 人
べ
 
く 候

 段
、
 
御
 重
役
 衆
よ
り
 
川
 俣
 嘉
內
殿
 
を
以
、
 
被
 仰
 進
 候
 事
 

と あ
り
、
 
ま
た
 
十
月
 朔
曰
付
 
櫻
 町
よ
り
、
 
在
 府
中
の
 
先
生
 
宛
の
 
書
狀
 
に
よ
れ
ば
、
 

烏
 山 藩

の
 
奉
行
 
以
下
 
交
迭
 
し
た
と
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あ
る
 

* 

こ
の
間
 
烏
 山
 藩
 政
よ
り
 
先
生
の
 
許
へ
 
仕
 法
 再
發
の
 
懇
願
の
 
あ
っ
た
 
こ
と
 
は 明

瞭
で
 
あ
る
、
 
先
生
が
 
如
何
に
 
答
 
へ
ら
れ
.
 

た
か
は
 
報
德
 
記
に
 
見
 ゆ
る
 
通
り
で
 
あ
る
。
 
卽
ち
 
太
夫
 
大
久
 
保
が
 
廿ー 

一日 先
生
 
を 訪

ひ
仕
 
法
 再
興
 
を
依
顿
 
し
た
。
 

先
生
 
曰、 

「
烏
 山
の
 
仕
 法
は
菅
 
谷
が
 
來
 つ
て
 
依
願
し
、
 
そ
の
 
熱
誠
に
 
よ
っ
て
 
始
ま
っ
た
、
 
彼
れ
 营
谷
は
 
今
 何
國
に
 
在
ま
す
 
か
」
 

大
久
保
 

答
へ
 

て
 
曰
、
 
 

•
 
 

. 

「
菅
谷
 
は 罪

の
 
爲
に
 
放
逐
せ
ら
れ
 
ま
し
た
」
 

先
生
 
曰、 「

君
 侯
 は 其

 初
め
 
菅
谷
 
を
し
て
 
仕
 法
實
施
 
を
依
頓
 
せ
ら
れ
た
、
 
予
 道
を
傳
 
へ
て
 君
 意
 を 達

せ
ん
 
と
し
た
、
 
そ
の
 
人
 卵
 

が
あ
る
な
ら
 
ば、 

何
枚
に
 
私
に
 

一 言
 を 通

じ
て
 
後
に
 
罰
せ
ら
れ
 
ぬ
か
、
 
道
の
 
爲
に
盡
 
力
し
た
 
も
の
 
を、 

如
何
に
 
家
臣
 

な れ
ば
 
と 
て 私

共
 
に 

一 言
な
 
く
し
 
て 放

た
 
れ
た
 
、今 义

 闽
 家
 の 仕

 法
 を
 再
 興
す
 
る に、 其

方
 
法
 及
 本
末
 
を
 知
ら
 
ざ
 ろ 人 

に
談
 ず
る
と
 
も 實

行
は
 
困
難
で
 
あ
ろ
、
 
故
に
 
仕
 法
 再
興
 
を せ

ら
れ
ん
 
に は

菅
谷
 
再
任
よ
り
 
始
め
ら
れ
ね
ば
 
な
ら
ぬ
、
 

そ
の
 
事
 決
定
し
て
 
後
實
 
行
に
 
及
ぶ
 
ベ き

で
 
あ
る
」
 

と、 
大
久
保
 
往
訪
の
 
結
果
 
を
齎
 
し
て
 
君
 侯
に
 
報
告
し
た
、
 
烏
 山 侯

 曰
く
、
 

「
誠
に
 
然
り
 
速
に
 
菅
谷
 
を
歸
參
 
せ
し
め
よ
」
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と、 
藩
 政
 評
議
の
 
結
果
 
月
俸
 
拾
 人
 扶
持
 
を
 以
て
す
る
 
こ
と
に
 
決
し
、
 
廿
 五
日
 
大
久
保
 
は
菅
谷
 
同
道
に
 
て
 先
生
 
を 再

訪
し
 

て
 之
を
吿
 
げ
た
、
 
先
生
 
曰、 

「
そ
の
 
決
議
 
の 通

り
な
ら
 
ば
 我
が
 
聞
く
べ
き
 
こ
と
で
 
は
な
い
、
 
眞
に
 
罪
が
 
あ 
つ
て
 
放
逐
し
た
な
ら
ば
 
元
よ
り
 
歸
參
を
 

許
す
 

ベ 
き
で
 

な
い
、
 

罪
が
な
く
て
 

放
 

つ
た
な
ら
ば
 

今
歸
參
 

せ
し
 

む 
る
と
 

い 
ふ 

取
扱
 

は 
君
 

侯
が
 

そ
の
 

過
失
 

を
改
 

む
ろ
 

が
 

如
く
に
 
見
 ゆ
ろ
、
 
君
 過
 を 改

め
て
 
呼
ぶ
 
に 十

 人
 扶
持
と
 
は
 何
事
で
 
あ
る
か
、
 
元
 百
 五
十
石
 
は 代

々
 
の
祿
 
で
あ
ろ
、
 

€. 

年
の
 
大
凶
 作
に
 
際
し
 

一 身
 を 抛

っ
て
：
 i
 育
の
 
道
 を
 求
め
、
 
飢
民
 
を
 救
 ひ、 

爾
來
仕
 
法
 を 以

て
 
國
益
 
を
擧
 
げ
た
 
こ
と
 
は 

少
 く
な
い
、
 
菅
谷
 
罪
な
 
く
し
て
 
功
が
 
あ
る
に
 
之
 を 放

ち
た
 
ろ は 君

 政
の
 
過
失
で
 
あ
ろ
、
 
之
を
改
 
む
ろ
に
 
は 前

 功
 を 賞

 

し
て
 
加
祿
 
あ
る
べ
き
 
で
あ
る
、
 
然
も
な
 
く
ば
 菅
 谷
が
 
烏
 山
に
 
歸
ろ
も
 
何
事
が
 
出
來
 
よ
う
か
、
 
歸
參
を
 
止
め
て
 
仕
 法
の
 

再
興
 
を
廢
す
 
ろ
が
 
宜
し
い
」
 

と
當
 
然
の
理
 
で
あ
る
。
 
烏
 山
 侯
 之
 を 聞

い
て
 
直
に
 
五
十
石
 
を
加
增
 
し、 

菅
 谷
の
 
復
歸
は
 
決
定
し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

當
時
 
先
生
 
は
旣
に
 
幕
府
に
 
登
用
せ
ら
れ
、
 
各
方
 
面
 を
 通
し
て
 
手
の
 
屆
 か
ぬ
 
場
合
 
も あ

り
、
 
公
然
 
幕
府
の
 
認
許
 
を
經
ろ
 

ま
で
 
は 私

的
 
關
係
 
と
て
 
指
導
に
 
も 不

便
が
 
あ
っ
た
、
 
併
し
 
そ
の
 
十一 

一月 廿
 五
日
 
烏
 山
 侯
菅
谷
 
を 召

還
し
、
 
「
今
度
 
仕
 法
 を
 

再
舆
 
す
る
 
こ
と
と
 
な
っ
た
 
か
ら
、
 
去
る
 
申
年
か
ら
 
身
命
 
を 抛

ち
 
且
つ
 
國
益
 
に
つ
い
て
 
日
夜
 
心
勞
 
し
て
 
居
ろ
 
と
い
 
ふ
 事
 を
 

聞
い
た
 
の
で
、
 
歸
參
の
 
上
 家
老
 
職
 再
勤
 申
 付
、
 
高
 一 一 百 石

 を
 差
遣
す
」
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
で
あ
っ
た
、
 
併
し
 
勢
望
 
は 旣

に
衰
 

へ、 內
 部
の
 
統
 
一 は 最

初
の
 
時
代
の
 
如
く
に
 
は
な
ら
ず
、
 
僅
に
 
翌
々
 
弘
化
 
元
年
 
及
び
 
同
 三
年
の
 

一 一回 領
^
 
中
よ
り
 
本
業
 出
 



精
 

奇
特
 

人
の
 

選
擧
を
 

行
っ
た
 

に 
過
ぎ
な
か
っ
た
、
 

天
 

保
 

十
四
 

年
よ
り
 

弘
 

化
の
 

初
に
 

か
け
て
 

先
生
 

は 
公
式
に
 

私
領
の
 

指
導
 

を 
な
す
こ
と
 

は
出
來
 

た
が
、
 

財
政
 

上
の
 

委
任
 

經
理
は
 

引
受
け
る
 

こ
と
が
 

出
來
 

な
い
か
ら
：
 

分
 

度
 

確
立
の
 

上
に
 

嚴
 

重
な
ろ
 

效
 

果
 

を
擧
げ
 

得
な
か
っ
た
、
 

菅
谷
も
 

1 
1 百
 

石
の
 

高
 

祿
に
安
 

如
た
 

る 
を 

得
 

ざ
ろ
 

を 
以
て
 

隱
居
を
 

願
 

出
た
、
 

弘
化
ー
 

一年
 

三
月
 

之
 

を
聽
 

許
せ
ら
れ
、
 

雨
後
 

も 
「
仕
 

法
に
 

就
て
 

は 
從
來
當
 

勤
 

同
様
 

努
力
し
、
 

心
 

付
き
た
 

る 
事
柄
 

は 
遠
慮
な
く
 

申
出
る
 

様
に
」
 

と
い
 
ふ
こ
と
 
で
あ
っ
た
。
 

先
生
 

は 
烏
 

山
の
 

仕
 

法
が
 

停
頓
す
 

る
の
で
、
 

最
初
 

特
別
 

開
發
 

地
と
 

し
て
 

開
か
せ
た
 

地
所
が
 

あ
る
か
ら
、
 

こ
の
 

報
德
 

を
 

以
て
 

繰
返
し
 

開
 

發
レ
て
 

は 
如
何
と
 

申 
送
っ
た
 

が、
 

そ
れ
さ
へ
 

案
外
 

粗
略
に
 

終
っ
た
、
 

さ
れ
ば
 

第一
 

一
期
の
 

仕
 

法
と
 

し
て
 

分
 

度
 

を
 

立
て
、
 

借
財
 

を 
償
還
し
、
 

開
 

發
を
實
 

行
す
 

ろ 
等
、
 

何
れ
も
 

幾
分
 

づ
 

つ
の
 

進
展
 

を 
見
た
 

の
み
で
、
 

御
 

仕
 

法
土
臺
 

金
利
 

積
 

案
、
 

報
德
田
 

設
定
 

案
 

等
 

を 
示
し
て
 

永
 

安
 

法
 

を
 

策
し
た
 

が
 

完
全
に
 

は 
行
 

は
れ
ず
、
 

何
れ
も
 

劃
期
的
の
 

進
展
 

は
し
な
 

か
 

つ
た
。
 

倂
し
菅
 

谷、
 

大
石
 

等
の
 

俸
祿
 

献
納
、
 

大
 

阪
加
番
 

等
に
 

て
 

僅
に
 

收
納
 

を
增
 

し、
 

幕
府
よ
り
 

貸
付
 

あ
り
た
 

る 
債
務
の
 

半
 

高
 

棄
捐
に
 
よ
っ
て
 
安
心
の
 
度
 を 加

へ
 
た
 

之
に
 
反
し
て
 
旣
述
の
 
通
り
 
先
生
 
は 各

藩
へ
 
仕
 法
 謝
 絡
の
 
申
出
 
あ
り
、
 
願
に
 
よ
つ
 

て
 僅
に
 
指
導
 
を
受
 
く
ろ
の
 
み
と
な
 
つ
た
、
 
弘
化
 
三
年
 
は 小

 田 原
 仕
 法
の
 撤
廢
 
が
あ
っ
て
、
 
各
地
の
 
仕
 法
に
 
異
常
の
 
衝
動
 

を
與
 

へ 
た
が
、
 

當
時
 

日
光
 

仕
 

法
 

雛
 

形
 

創
作
 

中
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

重
 

々 
烏
 

山
 

は 
充
分
な
る
 

指
導
 

を
受
 

く
る
 

由
 

も
な
か
っ
た
。
 

£
目
 

谷
 

は 
家
老
 

職
 

を
退
隱
 

し
て
 

以
來
 

意
氣
鎖
 

沈
し
て
、
 

健
康
 

は 
舊
に
復
 

せ
ず
、
 

老
衰
 

之
に
 

加
 

は
っ
て
 

道
 

友
と
の
 

交
通
、
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仕
 法
 書
 及
び
 
拊
循
錄
 
の 著

作
 等
に
 
耽
っ
た
 
が
 
一 種
の
 
神
經
 
衰
^
と
 
な
り
、
 
嘉
永
五
 
年
 正
月
 
九
日
に
 
歿
し
た
。
 

藩
 中
に
は
 
熱
心
な
 
報
德
仕
 
法
の
 
希
望
者
 
も
あ
っ
た
 
が
、
 
熱
心
と
 
地
位
と
 
が
 
一 致
し
な
い
 
爲
に
、
 
報
德
 金
の
 
返
却
 
も
延
.
 

引
 勝
で
あ
っ
た
、
 
報
德
 
金
と
 
い
ふ
 
は 最

初
 
救
急
と
 
開
發
 
と
の
 
爲
に
樱
 
町
よ
り
.
 送
ら
れ
た
 
米
 金
の
 
返
却
 
殘
 で
あ
ろ
、
 
若
し
 
ズ
 

領
內
 
に 仕

 法
が
 
行
 は
る
 
れ
ば
 
報
德
金
 
は そ

の
 
元
资
 
と
な
っ
て
も
 
可
な
 
ろ も

の
で
あ
る
、
 
故
に
 
仕
 法
を
耱
 
綾
す
 
る か

 報
德
 

金
 を
 償
却
す
 
る
か
と
 
い
ふ
 
二
つ
の
 
問
題
が
 

一 つ
の
 
事
 實
に
關
 
係
し
て
 
展
開
し
た
。
 

仕
 法
 中
 廢
中
も
 
そ
の
 
返
金
 
は 行

 は
れ
な
か
っ
た
、
 
故
に
 
先
生
よ
り
 
は 

「
貸
 附
中
勘
 
帳
」
 
等
 を 作

っ
て
 
處
理
 
案
が
 
示
さ
 

れ
 た
の
で
 
あ
る
、
 
さ
て
 
弘
 化
よ
り
 
嘉
 永
に
 
人
っ
て
 
は、 

幕
 領
の
仕
 
法
 着
手
に
 
つ
き
そ
の
 
資
財
と
 
し
て
、
 
報
德
金
 
回
牧
の
 

必
要
 
を
 生
じ
た
、
 
嘉
永
 
三
年
 乃
至
 
五
 年
の
 
頃
に
 
は 各

 仕
 法
 地
へ
 
返
濟
 
方
法
 
を
 督
促
 
せ
ら
れ
た
、
 
こ
の
頃
の
 
烏
 山
の
 
殘
額
 

は 千
 八
 百
 九
 拾
 六
兩
餘
 
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
殘
 金
の
 
返. 済

が
 
困
難
で
あ
っ
た
 
爲
に
、
 
屢
々
 
仕
 法
 進
行
の
 
議
が
 
起
り
、
 
嘉
永
 
三
年
 
三
月
 
十
七
 
3、 

仕
 法
の
 
熱
心
 

家
た
 
る
ぎ
 &
汶
八
 
を 遣

し
て
 
仕
 法
再
發
 
取
調
 書
 を
 差
 出
し
た
 
が、 

仕
 法
 は 頓

挫
 
す
れ
ば
 
容
易
に
.
 再
興
し
 
難
い
 
も
の
で
 
あ 

ろ、 
烏
 山 仕

 法
 は 終

に
 
健
全
な
 
ろ 生

育
 
を 遂

げ
ず
 
し
て
、
 
報
德
金
 
償
却
 
交
涉
 
の
み
が
 
永
く
 殘
 つ
た
、
 
先
生
 
は 巳

む
 
を
 得
 

ず
し
て
 
日
光
 
御
貸
附
 
所
よ
り
 
烏
 山
へ
 
融
通
 
せ
ら
れ
ろ
 
こ
と
に
 
周
旋
し
 
で
報
德
 
金
の
 
始
末
 
は 終

了
し
た
 
が、 

そ
の
 
ま
た
 
日 

光
金
の
 
返
濟
が
 
停
滞
し
て
 
猛
烈
な
 
ろ 督

促
が
 
あ
り
、
 
漸
く
 
文
久
 
三
年
 
六
月
 
廿
 七
日
 
完
濟
 
と
な
っ
た
 
ノ
 



第
 

十
 

章
 

小
 

田
 

原
の
 

仕
 

法
 

一 
小
 

田
 

原
 

仕
 

法
の
 

發
端
 

小
 

田 
原
の
 

仕
 

法
 

は 
H<
 

保
 

八
 

年
に
 

始
り
、
 

弘
 

化
三
华
 

に 
終
っ
た
。
 

そ
の
 

着
手
の
 

際
に
 

於
て
 

報
德
 

様
式
の
 

眼
目
た
 

る 
領
主
の
 

仕
 

法
 

は
 

講
ぜ
ら
れ
な
い
で
、
 

先
づ
 

取
り
 

敢
 

へ
ず
 

饑
饉
の
 

急
 

を
 

救
 

ふ 
こ 

と 
を 

命
ぜ
ら
れ
 

た。
 

當
時
大
 

久
保
忠
 

眞
公
は
 

重
病
に
 

罹
っ
て
 

居
た
 

の
で
、
 

こ
の
 

救
急
 

施
設
 

も
餘
 

儀
な
 

き 
事
情
の
 

下
に
 

進
め
ら
れ
 

た
の
で
 

あ
ろ
。
 

何
れ
 

全
快
の
 

上
 

改
め
て
 

镇
 

政
よ
り
 

村
 

治
に
 

至
ろ
 

ま
で
 

徹
底
的
に
 

行
 

ふ
べ
 

し
と
い
 

ふ 
意
味
で
 

始
め
ら
れ
た
。
 

そ
の
 

希
望
 

は 
裏
切
ら
れ
て
、
 

忠
眞
公
 

は 
卒
し
、
 

領
 

政
に
 

報
 

德
式
 

方
法
 

を 
講
ず
る
 

こ
と
な
 

ど 
は 

思
 

ひ
も
 

よ
ら
ぬ
 

狀
 

勢
に
 

轉
 

じ
た
、
 

然
 

ら
ば
 

報
 

德
仕
法
 

は
絕
封
 

排
^
 

か
と
い
 

ふ
に
 

先
代
の
 

許
さ
れ
、
 

熱
望
 

せ
ら
れ
た
 

方
法
 

を、
 

故
な
 

く
撒
廢
 

す
ろ
 

こ 

と 
は
出
來
 

な
か
っ
た
、
 

凶
饉
 

後
の
 

救
急
 

施
設
に
 

感
激
し
た
 

領
民
の
 

熱
望
 

は 
難
 

村
取
谊
 

で
あ
る
。
 

先
生
 

は
こ
の
 

要
求
 

を 
拒
 

否
す
 

る 
こ
と
 

も 
出
来
な
か
っ
た
、
 

故
に
 

藩
 

政
と
の
 

交
涉
は
 

根
本
的
で
 

は
な
い
 

が
 

相
當
に
 

進
歩
し
た
、
 

け
れ
ど
も
 

根
本
的
 

施
設
と
 

い
ふ
に
 

至
ら
ず
、
 

正
に
 

遲
疑
 

し
つ
 

、
十
 

五
ケ
 

^
を
經
 

過
し
、
 

弘
化
 

三ハ
牛 

突
然
 

撤
廢
 

せ
ら
る
 

、
に
 

至
っ
た
 

が、
 

斯
 

く
の
 

如
き
 

狀
 

勢
で
 

あ
つ
た
に
 

拘
ら
 

ず、
 

幾
多
の
 

模
範
 

施
設
が
 

出
來
 

上
っ
た
。
 

報
 

德
仕
法
 

は 
少
し
く
 

行
へ
ば
 

少
し
く
 

成
り
、
 

大
に
 

行
へ
ば
 

犬
に
 

成
ろ
、
 

こ
の
 

問
 

僅
に
 

十
 

五
ケ
 

年
で
 

あ
る
が
、
 

曾
 

比、
 

西
大
 

井、
 

藤
 

曲
な
 

ど 
を 

始
め
、
 

當
時
 

完
成
し
た
 

模
範
 

村
が
 

あ
る
の
 

み
な
ら
ず
、
 

仕
 

法
 

施
設
 

中
の
 

美
談
 

善
行
、
 

こ
れ
 

を
 

生
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み 
出
し
た
 

敎
 

化
の
 

功
績
、
 

小
 

田 
原
 

仕
 

法
 

中
に
 

各
地
に
 

實
 

行
せ
ら
れ
 

た
 

仕
 

法
 

等
 

後
世
に
 

傅
 

ふ
べ
き
 

も
の
が
 

少
 

く
な
い
。
 

若
 

し 
詳
細
に
 

叙
述
 

す
れ
ば
 

先
生
の
 

傳
 

記
の
 

一 
一
割
の
 

分
量
に
 

も 
及
ぶ
 

で
 

あ 
ら 

う。
 

そ
れ
 

程
に
 

小
 

田 
原
の
 

仕
 

法
 

は 
重
要
で
 

あ 

ろ。
 

斯
の
 

意
味
に
 

於
て
 

そ
の
 

發
 

端
よ
り
 

聊
 

之
を
詳
 

に
せ
ん
 

と
す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

小
 

田 
原
に
 

仕
 

法
の
 

行
 

は
れ
た
 

の
 

は 
天
 

保
 

八
 

年
か
ら
で
 

あ
ろ
が
、
 

そ
れ
よ
り
 

以
前
に
 

仕
 

法
に
 

關
 

す
る
 

小
 

田 
原
 

地
方
の
 

要
 

求
 

は 
芽
生
え
て
 

居
た
。
 

そ
れ
 

は 
櫻
 

町
の
 

仕
 

法
の
 

成
績
が
 

良
好
な
 

の
と
、
 

先
生
の
 

手
許
に
 

報
德
 

金
が
 

有
ろ
 

の
で
、
 

江
戸
の
 

宇
津
 

家
の
 

屋
敷
の
 

も
の
 

も、
 

小
 

田 
原
 

藩
の
 

奉
行
 

や
 

櫻
 

町
の
 

報
 

德
に
關
 

す
ろ
 

係
り
の
 

も
の
 

も、
 

屢
々
 

金
策
に
 

窮
 

し
て
 

報
 

德
 

金
 

を
 

借
り
、
 

天
 

保
 

二
 

年
の
 

頃
か
ら
 

耳
を
倾
 

け
て
 

仕
 

法
談
 

を
 

聞
き
、
 

先
生
の
 

助
成
 

を
 

受
け
て
 

居
た
。
 

櫻
 

町
 

出
 

役
の
 

豊
田
正
 

へい ま fc ざ 
ゑ 

もん 

作
 始
め
、
 
重
役
 中
の
 
秀
才
 
三
 幣
又
左
 
衞
鬥
、
 
奉
行
の
 
鵜
 澤
作
右
 
衞
門
等
 
も 亦

 そ
の
 
著
し
き
 
も
の
で
あ
る
。
 

W
 

し 
小
 

田 
原
 

藩
に
 

は
始
 

よ
り
 

報
德
仕
 

法
に
 

反
對
 

し
た
 

も
の
が
 

あ
る
。
 

天
 

保
 

六
 

年
 

櫻
 

町
 

仕
 

法
の
 

永
遠
 

策
 

を
 

立
つ
 

る
に
 

際
 

し
て
も
 

故
障
 

を
唱
 

へ
た
 

程
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

小
 

田 
原
領
に
 

之
を
實
 

行
す
 

る
が
 

如
き
 

は 
容
易
な
 

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
 

け
れ
 

ど
も
 

忠
眞
公
 

は 
先
生
 

を
 

信
ず
る
 

こ
と
 

殆
ど
 

絶
 

封
で
あ
っ
た
、
 

天
 

保
 

七
 

年
の
 

饑
饉
に
、
 

衰
邑
 

た
ろ
 

櫻
 

町
 

镇
內
に
 

餘
穀
豐
 

か
に
 

し
て
、
 

附
近
の
 

大
村
、
 

城
邑
に
 

餓
莩
横
 

は
る
と
 

い
ふ
 

狀
況
を
 

見
て
 

は、
 

最
早
 

小
 

m 
原
 

藩
の
 

報
 

德
反
對
 

の
聲
は
 

上
げ
 

得
な
 

か
 

つ
た
の
で
 

あ
る
。
 

卽
ら
小
 

田 
原
に
 

至
っ
て
 

そ
の
 

急
 

を 
救
 

は
し
め
 

ん
爲
に
 

先
生
に
 

命
じ
て
 

江
戸
に
 

來
れ
と
 

傅
 

へ
ら
れ
た
。
 

君
命
 

あ
れ
ば
 

直
に
，
 

至
る
 

の
が
 

臣
 

た
ろ
 

も
の
 

A 
本
務
で
 

あ
ろ
が
、
 

先
生
 

は 
櫻
 

町
 

復
興
の
 

事
 

を
 

命
ぜ
ら
れ
、
 

そ
の
 

事
が
 

完
 

了
し
 

な
け
れ
ば
 

召
さ
ず
、
 

行
か
ず
 

と
い
 

ふ
 

約
束
が
 

あ
る
。
 

何
 

用
が
 

あ
ろ
 

か
 

は 
知
ら
ね
 

ど
も
、
 

目
下
 

s
 

作
の
 

封
 

策
に
-
 

M
 

心
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中
で
 
あ
ろ
、
 
乃
ち
 
上
 府
を
辭
 
し
て
 
曰、 

「
旣
に
 

命
 

を
 

受
け
て
 

櫻
 

町
に
 

居
る
 

こ
と
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

今
凶
饉
 

時
の
 

急
務
 

を
 

捨
て
 

A 
參
り
 

難
い
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

若
し
 

御
用
が
 
あ
ら
ば
 
櫻
 町
に
 
於
て
 
聽
 取
ら
れ
た
い
」
 
.
 
 

■ 

と、
 

答
へ
 

た
、
 

使
者
 

怫
 

つ
て
 

論
 

爭
 

し
た
が
 

先
生
の
 

應
ぜ
 

ざ
ろ
 

を 
以
て
 

歸
 

つ
て
 

之
 

を 
復
命
し
た
。
 

然
る
に
 

君
 

公
 

は 
先
生
の
 

意
 を 忖

度
っ
て
 
理
の
當
 
然
と
な
 
し、 

唯
今
 
小
 田 原

の
 
人
民
が
 
饑
渴
に
 
迫
ら
れ
て
 
居
る
、
 
正
に
 
國
 家
の
 
大
息
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 

之
 

を
 

救
 

ふ
 

爲
に
來
 

れ
と
再
 

命
が
 

下
っ
た
。
 

先
生
 

曰
く
 

小
 

田 
原
の
 

急
 

を
 

救
ふ
爲
 

な
ら
ば
 

敢
て
 

命
を
辭
 

す
ろ
 

こ
と
 

は 
出
來
な
 いが、 櫻 町 領內に 撫恤の 方法 を 徹底し 置きて 上府 すべし と 答へ た。 

玆
に
 
於
て
 
先
生
 
は 天

 保
 七
 年
 十一 

一月 廿
 六
日
に
 
出
府
し
た
、
 
當
時
大
 
久
保
侯
 
は
先
づ
 
先
生
の
 
從
來
の
 
功
績
 
を
 賞
し
、
 

士
分
の
 
地
位
 
を 上

せ
て
 
事
業
 進
展
の
 
便
 を
 得
せ
し
 
め
ん
と
 
欲
し
、
 
之
が
 
待
遇
 
法
 を
 考
究
せ
 
し
め
て
 
居
た
、
 
然
る
に
 
群
臣
 

.是 非
の
 
論
議
 
を
な
 
し
て
 
容
易
に
 
決
し
な
か
っ
た
 
が、 

取
り
 
敢
 へ
ず
 祿
 若
干
 用
人
 
格
 を 以

て
せ
ん
 
と
し
、
 
先
生
の
 
到
着
 を
 

俟
 つ
て
 
先
 づ
儀
禮
 
に 用

 ふ
ろ
 麻
 上
下
 
を
授
與
 
せ
ら
れ
た
。
 
然
る
に
 
先
生
 
之
を
辭
 
し
て
 
曰、 

麻
 上
下
 
は 窮

民
 
救
助
の
 
用
 を
 

な
さ
ず
、
 

之 
を 

受
け
て
 

如
何
と
 

も
爲
し
 

難
き
 

を 
以
て
 

返
上
す
 

と 
申
出
で
、
 

吏 
僚；
 

i 
爭
數
 

次、
 

忠
眞
 

公
之
 

を 
聽
き
ニ
 

iB
 

の 

言
 は 古

今
の
 
金. 言

で
 あ
る
、
 
直
に
 
之
 を
 役
所
に
 
呼
び
 用
役
 
を
 申
 渡
せ
と
 
命
ぜ
ら
 
る、 

吏
 僚
 之
 を
 先
生
に
 
傳
 ふ
る
や
 
先
生
 

又 之
に
 抗
爭
 し
て
 曰、 我

 を 賞
す
 ろに 祿

位
を
 以
て
せ
ん
 と
す
ろ
 の
で
 は
な
い
 か、 我

數
 萬
の
 民
衆
 饑
餓
に
 迫
る
 に 際

 

し、
 

之
 

を 
機
と
 

し
て
 

祿
位
 

を
受
 

く
ろ
が
 

如
き
 

は 
以
て
の
外
の
 

事
で
 

あ
る
、
 

若
し
 

强
て
 

祿
を
與
 

へ
ん
と
 

な
ら
 

ぱ
 

宜
し
く
 

千
 



^
を
 
與
 
へ ら

れ
 
た
し
、
 
追
に
 
之
 を 以

て
 
翁
 民
に
 
救
恤
 
を
な
 
さ
ん
と
 
答
 
へ た

 • 

大
夫
 
以
下
 
先
生
と
 
論
爭
 
す
ろ
 
の 愚

 を 知
り
、
 
そ
の
 
言
 ふ
が
 儘
に
 
君
 公
へ
 
申
出
た
 
所
、
 
賞
 賜
 位
 祿
の
事
 
は 自

ら
 
時
機
が
 

あ
る
と
 
て、 

手
元
 
ffl 意

 金
 千
兩
を
 
彼
に
 
授
け
 
撫
育
の
 
資
 と
な
 
さ
し
め
、
 
領
民
 
救
 肋
 米
 は、 

小
 田 原

の
 
倉
庳
を
 
開
い
て
 
之
 

15 さね こ 5 

を
與
 
ふ
べ
 
し
と
 
命
ぜ
ら
れ
た
。
 
時
に
 
忠
眞
公
 
は 舌

疽
を
 
病
み
て
 
臥
床
 
中
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
用
人
 
を
 隔
て
 

A 應
 接
し
た
 
も 

の
で
 
あ
ろ
、
 
若
し
 
直
接
 
面
謁
 が
出
來
 
た
な
ら
 
ば、 

些
の
 
曲
節
な
 
く 小

 田 原
の
 
仕
 法
が
 
展
開
し
た
 
こ
と
で
 
あ
ら
う
。
 
千
兩
 

の
 御
手
 元
金
と
 
小
 田 原

の
 
倉
庫
 
を 開

く
 
命
を
受
 
く
る
 
迄
に
 
實
に
 
年
末
よ
り
 
正
月
 
を
經
て
 

一 一月 七
日
に
 
至
っ
た
。
 

^
し
 
大
體
の
 
狀
勢
は
 
小一 田 原

 匡
救
の
 
要
務
 
を
實
 行
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
の
で
、
 
箅
 筆
の
 
助
勢
 
を 要

す
ろ
 
を 以

て
、
 

櫻
 町
よ
り
 
忠
次
 
以
下
 數
人
を
 
招
き
、
 
特
に
 
當
年
 
十
七
 
歳
の
 
長
男
 彌
太
郞
 
氏
 を
 も 招

い
た
、
 
斯
く
て
 

1 一月 十
 
一 日

發
 
足
し
 

て
 小
 田 原

へ
 
向
っ
た
。
 

先
生
 
は 命

 を 受
け
て
 
發
す
 
る
に
 
臨
み
、
 

「
謹
ん
で
 
命
 を 拜

し
小
 
田 原

に
 
向
 ふ、 

必
ず
 
民
 命
 を
 無
事
に
 
救
助
し
 
得
べ
き
 
を
 信
ず
、
 
故
に
 
君
 公
 御
 賢
慮
 
を 安

ん
 
ぜ
 

られ
 

たし
」 

と 上
 言
し
た
 
所
、
 

「
金
 次
 郞
我
命
 
を 承

知
し
た
 
か、 

病
中
の
 
安
心
 
之
に
 
如
く
 
も
の
 
は
な
い
」
 

と。 
偉
人
に
 
し
て
 
K
 に
瑋
 
人
の
 
心
 を 知

る
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
然
る
に
 
惜
 哉
忠
眞
 
公
の
 
病
狀
は
 
難
治
の
 
舌
疽
 
で
あ
ろ
，
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盧
病
 
と
な
っ
た
。
 
仍
て
 
家
老
 
辻
 七
 郞
右
衞
 
門、 

吉
野
圖
 
書
、
 
年
寄
 
三
幣
 
又
左
衞
 
門、 

勘
定
 奉
行
 
鵜
 澤
作
右
 
衞
門
等
 
を 枕

 

邊
に
 
召
し
、
 

「
予
は
 
快
 氣
覺
朿
 
な
し
、
 
定
 命
で
 
あ
ろ
か
ら
 
之
 を 如

何
と
 
も
す
 
る こ

と
 
は ̂

來
 
な
い
 
が
、
 
唯
 歎
ず
べ
き
 
は
大
 
に
し
て
 

は 天
下
の
 
流
 弊
 を 矯

め
、
 
上
下
の
 
袞
顏
を
 
興
さ
ん
 
と
す
る
 
の 志

の
 
成
ら
ざ
る
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 
小
に
 
し
て
 
は 領

分
の
 
困
 

窮
 な
ろ
 
僅
に
 

一 年
の
 
凶
饉
 
す
ら
 
終
に
 
堪
へ
 
難
き
 
こと， で

あ
ろ
。
 
併
し
 
幸
に
 
一 一

宮
が
 
あ
っ
て
 
才
德
拔
 
群
で
 
あ
ろ
、
 
之
 を 

擧
て
國
 
家
 永
 安
の
 
策
に
 
任
ず
る
 
時
は
必
 
我
が
 
志
 を 達

し
 
得
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 
然
る
に
 
群
臣
 
之
 を 肯

ぜ
ず
 
已
む
を
 
得
ず
 
し 

て 時
を
俟
 
つ
て
 
居
た
。
 
今
 徒
に
 
有
用
の
 
才
 を
し
て
 
他
國
 
の
重
寶
 
と
な
り
 
終
ら
ん
 
と
し
た
 
所
、
 
今
回
 
領
邑
 
再
復
の
 
事
に
 

カ
を
盡
 
す
に
 
至
っ
た
、
 
依
て
 
將
來
大
 
に 彼

を
擧
 
用
し
て
 
予
が
志
 
を
 遂
げ
し
 
め、 

嫡
孫
 
仙
 丸
 を 扶

翼
し
て
 
國
家
を
 
安
泰
 

な
ら
し
め
 

よ」
 

と 遺
言
せ
ら
れ
 

斯
く
て
 

先
生
 

は
凶
饉
 

救
急
の
 

事
よ
り
、
 

難
 

村
 

取
 

直
し
の
 

仕
 

法
に
 

努
力
す
 

ろ
に
 

至
っ
た
、
 

こ
れ
 

卽
ち
小
 

田 
原
 

仕
 

法
の
 

發
 

端
で
 
あ
ろ
。
 

二 
凶
饉
 

救
急
 

仕
 

法
 

旣
に
 

述
べ
た
 

如
く
、
 

小
 

ra
 

原
 

領
內
の
 

仕
 

法
 

實
施
は
 

促
進
せ
ら
れ
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
 

狀
況
に
 

迫
 

. つ
て
 

居
た
。
 

併
し
 

小
 

W 
原
 

藩
 

政
の
 

當
局
は
 

大
部
分
が
 

仕
 

法
に
 

反
對
 

で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
 

は 
櫻
 

町 
領
の
仕
 

法
に
 

際
し
て
も
、
 

永
遠
の
 
方
策
 
を 立

つ
 
ろ こ

と
に
 
無
理
解
で
あ
っ
た
 
如
く
で
 
あ
ろ
。
 
櫻
 町
領
は
 
復
興
し
、
 
前
後
に
 
例
な
 
き 成

績
 
を 示

し
た
 



-. 程
の
 

唯
一
無
二
の
 

方
法
に
 

次
で
、
 

將
來
 

本
家
の
 

助
成
 

を
 

仰
が
ず
 

と
も
、
 

獨
 

立
し
 

得
べ
 

舍
永
安
 

策
 

を 
立
て
た
 

が
、
 

こ
の
 

策
 

す
ら
 

中
途
に
 

擁
し
て
 

行
 

は
し
め
 

ず
、
 

こ
れ
が
 

爲
に
仕
 

法
 

係
で
あ
っ
た
 

鹈
澤
、
 

横
 

澤
等
は
 

再
三
 

櫻
 

町
へ
 

往
來
 

し、
 

漸
く
 

そ 

の 
一 部
を
實
 
現
し
つ
 

X あ
っ
た
。
 

先
生
 

は 
璣
會
を
 

得
て
 

屡
々
 

小
 

田 
原
 

領
內
に
 

根
本
的
に
 

こ
の
 

方
法
 

を
實
 

行
す
 

ろ 
こ
と
の
 

急
務
 

を
勸
吿
 

し
た
、
 

3
,
 

橫
 

た".. ざね こ-つ 

-澤
 

は
こ
れ
 

を
忠
眞
 

公
に
 

報
告
し
た
。
 

公
の
 

志
 

は 
決
し
た
、
 

公
 

は 
病
に
 

襬
り
 

療
養
中
で
 

あ
つ
た
が
、
 

全
 

國
的
凶
 

髓
の
惱
 

が
 

襲
 

ひ
 

來
た
。
 

時
 

恰
も
よ
 

し
こ
の
 

時
 

こ
そ
 

櫻
 

町
の
 

方
法
 

を
 

小
 

田 
原
に
 

糁
す
 

時
で
 

あ
る
と
 

て
 

急
遽
 

上
府
を
 

命
じ
た
。
 

公
の
 

心
中
 

は
こ
れ
 

を
 

機
會
に
 

漸
次
 

領
內
の
 

仕
 

法
に
 

展
開
せ
 

し
む
ろ
 

所
存
で
あ
っ
た
、
 

併
し
 

藩
政
臣
 

僚
に
 

對
 

し
て
 

は 
凶
 

^ 作
 

時
 

救
濟
の
 

急
務
 

處
理
を
 

以
て
す
ろ
 

こ
と
 

を、
 

極
め
て
 

順
序
よ
 

き
拔
擢
 

方
法
と
 

考
 

へ
ら
れ
た
 

で
あ
ら
う
。
 

け
れ
ど
も
 

先
 

生
に
 

し
て
 

見
れ
ば
 

こ
の
 

保
護
色
 

を
 

塗
っ
た
 

方
法
 

は 
事
業
 

進
行
 

上
に
 

も 
支
障
 

多
く
、
 

ま
た
 

徹ー
逸 

的
で
 

な
い
。
 

仕
 

法
の
 

永
遠
 

性
な
 

き 
着
手
 

は 
中
絶
の
 

根
本
的
 

原
因
と
 

な
ろ
。
 

そ
こ
で
 

幾
度
 

も
の
 

押
 

問
答
が
 

行
 

は
れ
た
 

が
、
 

取
敢
 

へ
ず
 

救
急
 

施
設
の
 

命
 

を
 受
け
て
 
出
發
せ
 
ざ
ろ
 
を 得

な
か
っ
た
。
 

果
せ
ろ
 

か
な
 

先
生
の
 

命
 

を
 

受
け
.
^
 

通
り
の
 

命
令
 

は 
小
 

田 
原
 

へ 
は 

到
着
し
て
 

居
な
か
っ
た
。
 

先
生
が
 

小
 

m 
原
に
 

着
し
た
 

時
に
は
、
 

小
 

田 
原
 

藩
の
 

當
局
 

は、
 

救
急
 

仕
 

法
 

を
 

先
生
に
 

命
ぜ
ら
れ
 

た
こ
と
 

さ
へ
 

知
っ
て
 

は 
居
な
か
っ
た
。
 

況
ん
ゃ
 

倉
 

成
 

-を
 

開
い
て
 

饑
 

民
に
 

給
す
 

る
が
 

如
き
 

こ
と
 

は
豫
想
 

も
し
て
 

居
な
か
っ
た
。
 

玆
に
 

於
て
 

ま
た
 

先
生
と
 

藩
 

政
と
の
 

問
に
 

押
 

問
答
 

. が
 

初
 

ま
っ
た
。
 

そ
の
 

間
の
 

消
息
 

は 
聊
か
 

詳
細
に
 

傳
ふ
 

ろ 
必
要
が
 

あ
る
。
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fKS 八
 年
 一 一月 十

 
1 ョ、 

先
生
 
江
 戶
を
發
 
し
て
 
小
 田 原

に
 
向
 は
れ
た
。
 
翌
日
 
到
着
で
 
あ
ら
う
。
 

(註 、日記 
中、、 

の 前
後
 

の 記 事
が
 
な い) 

こ
の
頃
 
は 前

年
 
卽
ち
天
 
保
 七
 年
の
 
凶
作
で
 
米
價
が
 
暴
騰
し
て
、
 
農
村
 
も 市

中
 
も 生

活
 
問
題
で
 
大
動
 搖
を
來
 
し、 

こ
の
 

一 一 月 十
九
 
日
大
阪
 
に
大
鹽
 
の
亂
が
 
あ
り
、
 
小
 田 原

 十
 
一 萬

 三
千
 
石
、
 
相
 摸
の
 
足
 柄
 一 一郡、 

駿
 河
の
 
駿
東
 
郡、. 伊

豆
の
 
地
 

方
 
一 體
に
 
亙
っ
て
 
飢
渴
 窮
迫
の
 
報
が
 
頻
り
に
，
 傳
 は
り
つ
，
 

- あ
っ
た
。
 

先
生
 
は 君

 公
 惠
澤
の
 
旨
を
齎
 
し
て
 
來
り
 
之
を
傳
 
へ
た
、
 
藩
 政
 之
 を 聞

い
て
 
驚
き
、
 
正
式
の
 
命
令
 
未
だ
 
到
着
せ
 
ざ
ろ
 
旨
 

を 以
て
し
、
 
急
 施
に
 
躊
躇
し
た
。
 
先
生
 
曰 君

 公
 病
床
に
 
在
っ
て
 
尙
國
 
民
の
 
飢
渴
を
 
歎
 か
れ
、
 
余
 を
し
て
 
急
行
せ
 
し
め
、
 

救
急
の
 
施
設
 
を 存

分
に
 
行
 は し

め
ら
ろ
、
 
依
て
 
野
 州
 贫
邑
復
 
輿
の
 
報
德
金
 
を
持
參
 
し
た
が
、
 
小
 田
原
領
 
全
部
に
 
施
す
 
に 

足
ら
ず
、
 
卽
ち
君
 
公
 御
手
 
元
金
 
千
 兩
を
賜
 
は
り
、
 
米
 は 小

 田 原
の
 
倉
庫
 
を *

 い
て
 
急
 を 救

へ
 
よ
と
 
命
ぜ
ら
れ
た
。
 
速
に
 

倉
庫
 
を 開

き
て
 
救
急
 處
置
を
 
講
ず
べ
き
 
で
あ
ろ
 
と 述

べ
た
 
が
、
 
藩
老
 
以
下
 
そ
の
 
施
設
 
を
悅
 
ぶ
と
 
雖
も
、
 
江
戸
よ
り
 
指
令
 

到
着
せ
 
ざ
る
 
を 以

て
 
越
 權
の
處
 
置
と
 
な
ら
 
ざ
ろ
 
か
 を 疑

ひ
ゝ
 
議
論
 
紛
々
 
と
し
て
 
決
せ
ず
、
 
今
領
 
中
の
 
飢
 
民
 幾
 
萬
 
あ
る
 

か、 
廩
米
 
何
程
 
あ
る
か
、
 
こ
れ
 
を 以

て
 
救
 は ヾ

然
ろ
 
後
 藩
の
 
財
政
 
を 如

何
に
 
支
持
し
 
得
ん
 
か
と
、
 
卽
ち
 
先
生
に
 
答
 ふ
る
 

に 命
令
の
 
未
着
 
を 以

て
し
、
 
後
日
の
 
咎
 あ
ら
ん
 
こ
と
 
を 恐

る
 
と
い
 
ふ
に
 
あ
つ
た
 

• 

先
生
 
顔
色
^
-
正
し
 
聲
を
勵
 
し
て
 
曰、 

今
 幾
 萬
の
 
人
民
 
は 露

命
 
を 保

ち
 
難
く
、
 
飢
餓
に
 
迫
っ
て
 
居
る
、
 
君
 公
 病
 を 忘

れ
 

て
 之
が
 
救
濟
を
 
念
と
 
し 給

 ひ、 
一日 

も 救
助
の
 
後
れ
ん
 
こ
と
 
を 憂

 ひ
 給
 ふ、 

各
位
 
は そ

の
 
職
分
と
 
し
て
 
下
 國
民
を
 
安
ん
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じ 
上
^
意
に
 

報
 

ゆ
ろ
 

所
 

あ
る
べ
き
 

に、
 

君
命
な
け
れ
ば
 

爲
す
所
 

を 
知
ら
ざ
る
 

が
 

如
き
 

は、
 

阈
 

家
の
 

爲
に
 

忠
義
 

を
爲
す
 

の 
本
意
に
 

背
く
、
.
 

我
來
ら
 

ず
と
 

雖
も
先
 

づ
之
を
 

救
 

ひ
て
 

一 
人
 

飢
^
な
 

か
ら
し
め
、
 

以
て
 

君
 

上
に
 

報
告
し
て
 

罪
 

を 
俟
っ
を
 

- 
本
意
と
 

せ
ず
 

や。
 

然
る
に
 

我
れ
 

來
 

つ
て
 

君
命
 

を
傳
 

ふ
る
に
 

猶
之
を
 

疑
っ
て
 

指
令
 

を
俟
 

た
ん
と
 

せ
ら
る
，
，
 

、 
往
還
 

數
日
を
 

要
す
、
 

そ
の
 

問
に
 

人
民
の
 

流
亡
 

を 
生
じ
た
 

ろ 
時
 

そ
の
 

責
を
 

如
何
と
 

せ
ら
ろ
 

A 
か。
 

然
れ
 

ど
も
 

こ
れ
 

一
に
 

各
位
の
 

決
^
 

こ 

存
 

す
ろ
。
 

元
と
 

各
位
 

は 
飢
渴
の
 

體
驗
を
 

知
ら
ず
、
 

俸
祿
に
 

安
居
 

せ
ら
ろ
 

V
 

か
爲
 

め
で
 

あ
ら
う
。
 

君
 

公
に
 

伺
 

ふ
の
 

時
日
、
 

可
否
 

論
議
の
 

決
す
る
 

迄
斷
 

食
せ
ら
れ
 

て
 

可
な
る
 

べ
し
。
 

我
れ
 

先
づ
 

之
を
斷
 

行
す
 

ベ
け
れ
ば
、
 

各
位
 

も
斯
 

く
せ
ら
れ
 

よ
と
 

大
聲
を
 

以
て
 

發
議
 

し
た
。
 

斷
 

食
の
 

經
驗
を
 

有
す
る
 

先
生
の
 

壯
語
、
 

一
座
 

悉
く
 

承
服
し
て
 

開
 

食
に
 

決
し
た
。
 

先
生
 

直
に
 

倉
庫
に
 

至
り
 

開
 

倉
 

を 
要
求
し
た
。
 

然
 

ろ
に
 

未
だ
 

藩
 

政
よ
り
 

倉
庫
へ
 

命
を
傳
 

ふ
る
 

手
順
が
 

進
ん
で
 

居
な
、
。
 

庫
 

番
役
亦
 

之
 

を
 

拒
否
す
 

ろ 
こ
と
 

藩
 

政
の
 

ff
i 

否
し
た
 

る
と
 

同
じ
く
、
 

指
令
な
 

く
し
て
 

之
 

を
 

開
き
 

難
き
 

を
述
 

ぶ。
 

先
生
 

Ift
v, 

こ 

t 
救
急
 

施設
. 

の 
公
 

命
 

を 
受
け
た
 

3 曰 
を 

述
べ
 

開
 

倉
ま
で
 

斷
食
 

せ
よ
 

と
大
暍
 

し、
 

漸
く
 

こ
れ
 

を 
開
く
 

に 
至
^
た
。
 

先
生
 

卽
ち
 

在
米
 

數
量
 

を
點
檢
 

し、
 

領
邑
へ
 

廻
送
の
 

順
序
 

を
 

定
め
、
 

直
に
 

發
 

足
し
て
 

領
 

內
飢
渴
 

の：
^ 

冗 
を
^
 

査
 

し
た
 

o 

斯
く
 

準
備
 

塾
 

ひ
た
る
 

頃、
 

勘
定
 

奉
行
 

鵜
澤
作
 

右
衛
門
 

江
戸
よ
り
 

到
着
し
た
 

の
で
、
 

先
生
と
 

同
行
 

廻
 

村
に
 

出
發
 

し
た
。
 

. 
廻
 

村
の
 

順
序
 

は 
箱
 

根
 

山
中
 

並
に
 

富
士
山
 

麓
 

を 
先
に
し
た
、
 

こ
れ
 

は 
何
れ
も
 

田
地
 

極
め
て
 

少
 

く
し
て
 

山
 

畑
 

多
く
、
 

苹
、
 

玉
^
黍
 

を 
作
っ
て
 

常
食
と
 

す
る
 

如
き
 

地
方
で
あ
っ
た
。
 

明
治
よ
り
 

昭
^
の
^
 

代
に
 

か
け
て
 

水
田
 

漸
く
 

多
く
、
 

昭
和
の
 

今
.
 

. は 
昔
と
 

そ
の
 

生
活
 

狀
 

m
 

を 
異
に
す
れ
 

ど
も
、
 

土
地
 

髙
燥
、
 

今
な
 

ほ 
凶
作
 

多
き
 

は 
免
れ
 

難
い
。
 

こ
の
 

事^
: 

を 
知
れ
ろ
 

やし
 

セ 
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は、 
先
づ
 
富
士
山
 
麓
十
ケ
 
村
に
 
目 を 注

が
れ
た
。
 

救
助
の
 
順
序
 
は 村

 內
を
巡
 
廻
し
、
 

一
村
 毎
に
 
生
活
 情
沉
を
 
査
閲
し
、
 
無
難
、
 
中
 難、 

極
 難
の
 
三
 段
に
 
分
ち
、
 
中
 難
 極
 

難
 一 一

段
の
 
も
の
に
 
當
 面
の
 
食
糧
 
を
 給
 貸
し
、
 
極
 難
に
 
し
て
 
償
 ひ 難

き
 
は 村

內
の
 
協
力
に
 
よ
っ
て
 
償
 は
し
む
 
る こ

と
 

> な 

し、 
廩： 米

の
 
到
着
す
 
ろ
ま
で
の
 
急
用
 食
糧
と
 
し、 

日
常
 費
用
と
 
し
て
 
飢
民
の
 
爲
に
 
御
手
 
元
金
 
千
 兩
を
頒
 
ち、 

領
內
 
三
百
 

七
ケ
 
村
に
 
配
布
し
た
、
 
W
 し 小

 W 原
の
 
廩
来
も
 
限
度
が
 
あ
ろ
。
 
給
與
を
 
望
む
 
も
の
 
は 限

度
が
な
い
、
 
依
て
 
先
づ
 
食
糧
 
は 

麥
の
 
収
穫
時
ま
で
に
 
必
要
な
 

ろ 分
量
 
を
給
與
 
す
ろ
 
こ
と
 

A し、 
各
 村
內
に
 
多
少
に
 
拘
ら
ず
 
私
有
の
 
狳
剩
米
 
あ
る
べ
 
き
を
 

以
て
、
 

一
^
 商
人
に
 
高
賈
 
に
て
寶
 
拂
ひ
、
 
ま
た
は
 
徒
ら
に
 
私
藏
 
す
る
 
こ
と
 
を
爲
 
さ
ず
 
し
て
、
 
村
內
の
 
食
糧
に
 
差
 出
さ
し
 

め、 
ほ
當
 時
 K を 以

て
 
之
 を 受

納
し
、
 
之
 を 救

助
 
米
に
 
加
 人
し
、
 
總
て
 
救
助
 
米
 は 全

部
 
五
ケ
 
年
間
に
 
無
利
息
 
を 以

て
 
返
 

辨
 す
る
 
を 原

則
と
 
し
た
。
 

當
時
 
飢
餓
に
 
瀕
し
、
 
顔
貌
 
疲
瘦
、
 
病
 者
 日
々
 
に 多

き
 
に 際

し
、
 
饑
渴
 
救
助
の
 
恩
命
 
を
拜
 
し、 

村
民
 
等
 合
掌
 流
涕
せ
 
ざ
 

る
な
 
か
り
し
 
と
傳
 
ふ。 

^
生
 
は 駿

東
郡
 
七
十
 
八
 ケ
村
を
 
視
察
し
、
 
凶
荒
 茶
し
 
き
を
 
以
て
 
極
力
 應
 急
の
 
方
法
 
を 講

じ
た
、
 
缳
寡
孤
 
獨
卽
ち
 
窮
民
 

こ 尉
し
て
 
は 全

部
 
給
與
 
で
あ
る
が
、
 
勞
働
カ
 
を 有

す
ろ
 
も
の
に
 
は、 

二
月
 
三
月
よ
り
 
五
月
 
六
月
 
迄
の
 
四
十
 
日 乃

至
 
六
十
 

8
^
 
の 食

糧
と
 
し、 

村
民
 
を 前

記
の
 
如
く
 
無
難
、
 
極
 難、 

中
 難
に
 
分
ち
、
 
極
 難
 は 

一
日
 
一
人
 一 一 合、

 
錢
壹
 
文、 

屮
雞
は
 

一 合
綫
 甙
夂
づ
 

、 を 貸
^
し
、
 
無
利
息
 
年
賦
 
貸
と
 
し、 

若
し
 
之
 を 返

却
す
 
ろ
餘
 
力
な
き
 
狀
 態
と
な
 
り
た
る
 
時
 は 無

利
^
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据
迢
 

と
す
ろ
 

も、
 

必
ず
 

報
謝
 

返
納
 

を 
要
し
、
 

將
來
 

の
爲
に
 

凶
年
の
 

準
備
な
 

か
り
し
 

は 
各
人
 

£ 
怠
り
な
 

ろ 
こ
と
 

を 
CI
S 

せ 

し
め
 
自
力
 
復
與
 
の
覺
悟
 
を 要

求
す
 
ろ。 

天
 

保
 

四
^
 

乇
同
七
 

年
と
の
 

凶
作
 

は 
一 
般
に
負
 

倩
 

を
 

加
重
せ
 

し
め
た
、
 

故
に
 

給
 

米
が
 

行
渡
っ
た
 

か
ら
と
 

て
領
 

內
 

は 
安
泰
 

と 
は
な
ら
ぬ
 

が、
 

先
生
が
 

御
手
 

元
金
 

賫
千
兩
 

の 
外
に
 

麋
 

米
と
 

加
 

人
 

米
と
 

が
 

あ
る
。
 

天
 

保
 

八
 

年
 

二
月
の
 

「
馼
相
 

村
々
 

報
德
 

貸付 米 金本拂 差^ 帳」 およれば 概要 次の 通りで ある。 

米
 

人
 

壹
千
七
 

百
 

六
 

拾
 

九
 

俵
 

同
 

贰
百
八
 

拾
四
傣
 

同
 

六
 

拾
 

壹
俵
餘
 

同
 

覺
百
九
 

拾
 

壹
佳
餘
 

合
計
 

贰
千
百
 

拾
 

六
俵
餘
 

米
 出
壹
千
 
六
拾
豈
 
僥
餘
.
 

同
 

壹
千
五
 

拾
 

五
俵
餘
 

金
 人
 
壺
千
兩
 

同
 
貳
百
 
五
拾
兩
 

小
 田 原

 侯
の
 
食
沛
 
よ
り
 
拜
借
 

賈
 人
れ
 
た
る
 
も
の
 

先
生
の
 
俸
 米
 

御
厨
 
其
 他
よ
り
 
加
入
 
米
受
人
 

御
厨
 
方
面
 
給
 助
 米
 

相
 州
 方
面
 給
 助
 米
 御手

 

元金
 

御
 

趣
 

法
 

米
 

(
櫻
 

町)
 

贰
百
 

俵
賫
拂
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同
 

六
 

百
 

九
拾
ぜ
 

：
兩
 
 

加
 

人
 

金
 

其
 

他
 

合
計
 

壹
千
九
 

百
 

四
 

拾
 

壹
兩
 

こ
の
 

金
 

を 
以
て
 

累
次
 

給
 

助，
 

を
 

施
し
た
 

成
績
、
 

食
糧
 

貸
付
 

は、
 

村
と
 

し
て
 

百
 

六
十
 

四
ケ
 

村、
 

戶
數
 

と
し
て
 

八
 

ぼ 
八
十
 

九
 

戶、
 

人
口
 

四
 

萬
 

三
百
 

九
十
 

人
で
あ
っ
た
。
 

當
 

時
の
 

米
 

は 
現
金
 

S 貝
の
 

分
 

は 
拾
 

雨
に
 

つ
き
 

六
 

俵
 

三
分
の
 

換
算
が
 

し
て
 

あ
ろ
の
 

で、
 

米
と
 

し
て
 

總
計
 

三
千
 

貳
百
七
 

拾
 

五
 

俊、
 

こ
の
 

金
額
 

四
千
 

六
 

百
 

六
 

拾
 

四
 

雨-
に 

達
し
た
。
 

斯
く
 

救
急
 

施
設
が
 

徹
底
し
た
 

の
で
、
 

小
 

田 
原
 

領
内
に
 

救
助
 

を 
受
け
た
 

も
の
 

四
 

萬
 

三
百
 

九
十
 

人、
 

終
に
 

一 
人
娥
 

死
者
 

も 

出
な
か
っ
た
。
 

先
生
 

は
こ
の
 

救
急
 

施
設
が
 

ー
應
 

終
了
し
た
 

の
で
、
 

同
年
 

四
月
 

廿
 

五
日
 

櫻
 

町
に
 

歸
 

着
し
た
。
 

こ
の
頃
 

伊
勢
原
 

の
 

加
藤
宗
 

兵
衞
、
 

片
 

岡
の
 

大
澤
 

小
才
 

太
 

等
が
 

敎
を
 

受
け
る
 

端
緒
が
 

開
か
れ
、
 

烏
 

山
の
 

仕
 

法
 

は 
益
々
 

進
展
し
 

つ 
A 

あ
っ
た
。
 

w
 

こ
の
 
救
急
 
仕
法
實
 
施
の
 
常
時
、
 
先
生
 
は 鹈

澤
作
 
右
衛
門
の
 
宅
に
 
止
宿
す
 
る こ

と
が
 
多
か
っ
た
。
 
鹈
澤
に
 
八
 九
 歳
の
 
少
 

一 

女
 

伊
 

乃
 

子
が
 

あ
っ
て
、
 

先
生
に
 

抱
か
れ
、
 

左
の
 

肩
に
 

あ
る
 

大
豆
 

大
の
疣
 

を 
弄
ぶ
 

に 
任
せ
た
 

と
い
 

ふ
こ
と
 

で
あ
ろ
。
 

伊
 

乃
 

子
の
 

記
憶
に
 

よ
れ
ば
、
 

何
處
 

よ
り
か
 

多
額
の
 

金
錢
を
 

持
ち
 

來
 

つ
て
、
 

毎
 

H 
多
く
め
 

書
記
 

を 
用
 

ひ
て
、
 

日
々
 

村
々
 

に
金
穀
 

を
 

配
布
し
た
。
 

常
に
 

黄
 

縞
の
 

木
綿
 

衣
に
、
 

樺
色
の
 

羽
織
 

を 
着
し
、
 

朱
塗
の
 

褪
 

た
る
 

鞘、
 

古
き
 

柄
 

袋
の
 

刀
を
帶
 

び、
 

冷
 

飯
 

草
履
 

を
 

穿
ち
て
 

衷
西
 

奔
走
せ
ら
れ
 

た、
 

と、
 

少
女
に
 

對
 

し
て
 

は 
柔
^
の
 

長
大
 

人 
、
心
底
 

は 
一 

國
 

支
持
の
 

大
 

決
意
、
 

笑
へ
ば
 

萬
 

民
 

之
に
 

懷
き
、
 

大
喝
 

奸
佞
を
 

威
服
す
 

ろ。
 

敎
 

ふ
れ
ば
 

頑
 

夫
 

も 
之
 

を 
解
し
、
 

議
を
立
 

つ
れ
ば
 

藩
 

老
も
之
 

を
 

破
る
 

能
 

は
ざ
る
 

も 

の、
 

元
と
 

こ
れ
 

報
德
の
 

信
念
と
、
 

興
阈
 

安
民
の
 

方
途
 

を
 

有
す
る
 

が
爲
 

で
あ
ろ
。
 

さ
れ
ば
 

餌
 

民
 

約
 

を 
守
っ
て
 

毎
年
 

十
月
に
.
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八
 百
 九
 拾
 贰
兩
餘
 
宛
 を
返
濟
 
し、 

遂
に
 
救
急
 
助
 貸
金
 
全
部
 
を 五

ケ
 
年
間
に
 
償
還
し
 
了
し
た
。
 

人
 ま 言，； 5 ト ffl5^ 相

談
に
 
野
 州
 理
窟
と
、
 
こ
れ
 
周
圍
の
 
事
情
 
は 现

窟
を
 
解
す
 
る 能

 は ざ
ろ
 
が
 故
に
、
 
單
に
履
 
は
し
き
 

理
窟
と
 
し
て
 
聞
き
取
ら
れ
 
た
か
ら
で
 
あ
る
。
 
然
れ
 
ど
も
 
一
般
に
 
理
窟
 
を 知

ら
ざ
る
 
領
民
 
は、 

先
生
の
 
理
窟
 
を 事

 實
の
上
 

に 於
て
 
理
解
し
、
 
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
 
道
理
と
 
し
て
 信
賴
 
し
た
。
 

一二 
難
寸
珉
 
直
 ±1 法

 
二
宮
 先
生
 
は 焦

眉
の
急
 
を
 救
 ふ
 爲
に
小
 

ffl 原
領
 
十
一
 
萬
 三
千
 
石
 
卽
ち
駿
 
豆
 相
 五
 郡
 を 巡

 廻
 

中、 
實
に
 
電
撃
 
的
 大
凶
 
報
に
 
接
し
た
 
。
、
そ
れ
 
は 三

月
 
九
日
 
大
久
保
 
忠
眞
公
 
卒
去
の
 
訃
音
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
 
喪
の
 
公
に
 
せ
 

ら
れ
 
た
の
 
は 三

月
 
十
九
 
日
で
あ
っ
た
。
 
先
生
 
之
 を 聞

き
て
 
悲
歎
 
慟
哭
し
 
「
嗚
呼
 
我
が
 
道
 正
に
 
窮
 厄
に
 
遭
 ふ も

の
で
 
あ
ろ
。
 

賢
 君
 上
に
 
在
り
て
 
こ
そ
 
我
が
 
富
國
 
安
-
民
の
 
方
法
 
を
 行
 ひ
 得
る
、
 
我
れ
 
命
 を
 受
け
 
て
 
か
 
ら 
十
有
餘
 
年、 

千
 辛
 萬
 苦
も
尙
 

足
ら
 
ざ
ろ
 
を
 思
 ひ
た
ろ
 
も
の
、
 
唯
々
 
上
 明
君
の
 
仁
政
 
を、 

下
 萬
 民
に
 
普
か
ら
 
し
め
 
得
ざ
る
 
こ
と
 
を
 恐
れ
た
 
る
が
 爲
 で
あ
 

る、 
今
 事
業
 半
な
 
ろ
に
 
至
ら
ず
、
 
小
 田 原

の
 
事
 未
だ
 
端
緖
 
に
も
 
及
ば
ず
、
 
而
 し
て
 
君
公
奄
 
然
と
し
て
 
卒
去
し
 
給
 ふ。 

以
 

來
誰
 
と
共
に
 
こ
の
 
民
 を 安

 じ 得
べ
き
、
 
世
に
 
伯
樂
 
な
け
れ
ば
 
何
の
 
千
里
の
 
馬
ぞ
」
 

と 大
息
し
て
 
全
く
 
自
失
し
た
 

ろ も
の
 

の 
如
く
で
あ
っ
た
。
 

. 

併
し
 
悲
歎
に
 
よ
っ
て
 
委
任
 
を
 受
け
た
 
大
事
 
を
廢
 
す
べ
き
で
 
は
な
い
。
 
卽
ち
 
豫
定
の
 
方
針
に
 
從
 つ
て
 
救
急
の
 
事
 を
處
理
 

し
た
。
 
そ
の
 
詳
細
 
は
旣
に
 
述
べ
た
 
通
り
で
 
あ
ろ
。
 
け
れ
ど
も
 
君
命
 
は 仕

 法
 全
部
 
を
 指
令
し
た
 
の
で
 
は
な
く
、
 
明
白
に
 
命
 

を
 受
け
た
 
の
ま
 
凶
作
に
 
よ
っ
て
 
餓
死
す
 
ろ も

の
 
あ
ら
ん
 
を 恐

れ
て
 
先
づ
 
こ
れ
 
を 救

 ふ
べ
き
 
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
先
生
の
 
初
 



志
た
 

る 
小
 

ra
 

原
に
 

復
興
 

仕
 

法
 

を 
講
じ
、
 

借
財
 

を 
償
還
し
、
 

永
 

安
の
 

方
途
 

を 
講
ぜ
ん
 

と
す
ろ
 

こ
と
 

は、
 

未
だ
 

何
等
 

決
定
し
.
 

指
示
す
 

る 
所
は
な
か
っ
た
。
 

先
生
 

は
先
づ
 

凶
作
の
 

急
 

を 
救
 

ふ
だ
け
 

の 
命
 

を
^
し
た
。
 

次
に
 

來
 

る
べ
き
 

仕
 

法
 

は
公
钋
 

が
な
 

け
れ
ば
 

着
手
す
 

る 
こ
と
が
 

出
來
 

な
い
。
 

依
て
 

先
生
 

は 
一 
應
の
 

處
理
を
 

講
じ
 

終
っ
て
、
 

四
月
 

一 
一十
 

五
 

n 
櫻
 

町
に
 

歸
 

つ
た
。
 

然
る
.
 

小
 

田 
原
 

領
內
の
 

狀
勢
は
 

天
 

保
 

七
 

年
の
 

饑
餓
 

的
 

急
難
 

を
 

救
 

ひ
た
る
 

の
み
で
 

放
^
す
べ
き
 

で
は
な
か
っ
た
。
 

天
 

保
 

， 

四
 

年
の
 

凶
作
と
 

问
七
ハ
 

牛
の
 

大
凶
 

作
と
 

は、
 

著
し
く
 

農
村
の
 

牧
支
 

平
均
 

を
 

破
り
、
 

舊
 

借
の
 

利
 

拂
停
滯
 

と、
 

食
糧
不
足
の
 

爲
 

に 
生
じ
た
 

ろ 
新
 

借
と
、
 

米
價
 

暴
騰
に
 

よ
る
 

食
費
 

增
 

加
の
 

困
難
と
 

に
よ
っ
て
 

租
稅
の
 

不
納
 

增
 

加
し
、
 

怨
嗟
の
 

聲
大
 

に
擧
り
 

諸
 

國
の
藩
 

政
 

掌
理
の
 

困
難
に
 

常；
 

向
し
 

つ 
ゝ 

あ
っ
た
。
 

こ
の
 

時
局
 

を 
看
破
し
た
 

忠
眞
公
 

は 
遣
 

命
し
て
 

櫻
 

ぽ 
三
邑
の
 

良
法
 

を 

小
 

田 
原
 

へ 
移
す
べ
き
 

こ
と
 

を
^
が
 

し
め
た
。
 

さ
れ
 

ぱ
小
田
 

原
に
 

於
け
 

る 
復
舆
式
 

仕
 

法
の
 

實
行
は
 

最；
： 

十 
決
定
的
に
 

必
要
の
 

が-
 

事
情
と
 
な
っ
て
 
居
た
。
 
 

I 

こ 
i 

に 
於
て
 

江
戸
 

藩
邸
に
 

於
て
 

仕
法
實
 

施
の
 

評
議
が
 

行
 

は
れ
た
。
 

順
序
と
 

し
て
 

先
生
に
 

內
 

意
が
 

傅
 

へ
ら
れ
た
。
 

先
生
 

屢
々
 

藩
 

臣
に
吿
 

ぐ
る
に
 

禮
 

記
の
 

語
 

を 
以
て
し
て
 

曰、
 

「
國
 

と
し
て
 

九
 

年
の
 

蓄
 

な
け
れ
ば
 

不
足
す
 

ろ
と
 

い
ひ
、
 

六
 

年
の
 

蓄
 

な
け
れ
ば
 

急
と
 

い
ひ
、
 

三
^
の
 

蓄
 

も
な
 

き
と
き
 

は 

國
と
稱
 

す
ろ
 

も
國
 

で
は
な
い
」
 

と。
 

古
語
に
 

よ
ろ
 

分
 

度
と
 

推
 

讓
の
意
 

を 
高
調
し
、
 

更
に
 

「
故
に
 

阈
 

と
し
て
 

少
く
 

と
も
 

^
々
歳
入
の
 

四
 

分
の
 

一 
を
餘
 

し
て
 

之
を
蓄
 

へ、
 

水
 

早
 

凶
作
、
 

禍
亂
 

天
災
の
 

非
常
に
 

充
 

つる
. 



と
い
 
ふ は 聖

人
 
傳
投
 
の 政

治
 制
度
 
で
 あ ろ 。 

萬
 事
豫
め
 
前
途
 
を
考
 
へ
て
 之
に
 
備
 ふ
ろ
 
時
 は 救

荒
の
 
方
途
 
に 就

て
 
少
 し 

も
薆
 
ふ
ろ
 
所
 は
な
い
。
 
然
る
に
 
僅
に
 

一 ̂
の
 
饑
饉
に
 
遭
う
て
 
救
^
の
 
道
な
 
し
と
い
 
ふ 如

き
 
は
國
 
君
と
 
し
て
の
 
政
務
 
何
 

を
盡
 
し
て
^
た
 
か、 太

夫
の
 
任
務
 
何
に
 
力
 を 致

し
た
 
か、 大

凡
 
政
治
 
は そ

の
 
定
め
る
 
方
策
が
 
あ
ろ
べ
き
 
で
は
な
い
 
か
」
 

と M
 い
た
 
所、 

藩
臣
 答
へ
 
て 曰、 

「
事
前
に
 
定
ま
る
 
所
が
 
あ
れ
ば
 
凶
饑
 
に
も
 
憂
 ふ
る
 
所
 は
な
い
 
が、 

眼
前
 
如
何
せ
ん
 
其
 術
 を
^
ず
、
 
こ
の
 
難
場
に
 
處
す
 

る
の
 
道
 さ 

へ も
な
い
、
 
撫
育
に
 
供
す
 
る 米

 財
 も
な
 
く  f- て 民

 を
お
 

ii の 方
法
 
は 無

い
 
力」 

「
如
何
な
る
 
困
難
な
る
 
時
と
 
い 

へ ど
も
 
自
然
 處
 す
べ
き
 
逍
 は
な
い
で
も
 
な
い
、
 
唯
 行
 ふ
^
 意
 を
な
 
し 能

 は
ざ
る
 
の
み
 

で
あ
る
」
 
 

- 

藩
臣
 
nr 

r 敢
て
 

そ
の
 

道
を
敎
 

へ
ら
れ
よ
」
 

先
生
 
曰、 「

國
庫
 
翁
 乏
し
、
 
五
穀
 
實
ら
 
ず
阈
民
 
锇
莩
を
 
免
れ
ざ
る
 
罪
 は
國
君
 
大
 夫
 以
下
の
 
職
た
 
る も

の
 
立
 U
S
 で
あ
り
、
 
國
民
 

を 善
に
 
導
く
 
こ
と
 
を
爲
 
さ
ず
、
 
生
 養
 を
 安
ず
 
る こ

と
 
を
敎
へ
 
ざ
り
 
し
が
 
爲
 で
あ
っ
て
、
 

こ
の
 
政
道
 
を
爲
 
す
が
 
爲
に
^
 

跺
を
 
賜
り
た
 
る こ

と
 
を 忘

れ
て
.
，
 
偏
へ
 
に 安

居
 
逸
 食
し
て
 
奢
侈
に
 
長
 じ、 

萬
 民
 凶
荒
に
 
艱
む
を
 
見
て
 
漠
然
と
し
て
 
知
 

ぺ37  — 
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ら 
さ
る
も
の
，
 

先
づ
 

そ
の
 

罪
 

を 
天
に
 

謝
し
て
 

飮
 

食
を
斷
 

ち、
 

俸
祿
 

を
辭
 

し
て
 

天
に
 

謝
し
、
 

萬
 

民
に
 

先
 

じ
て
 

饑
^
 

の 
苦
 

を
^
め
、
 

以
て
 

妻
子
 

郞
黨
を
 

戒
め
、
 

而
 

し
て
 

天
下
に
 

謝
し
て
 

政
道
 

を
更
 

め
ね
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

仁
君
 

上
に
 

在
っ
て
 

罪
 

を 
1 

身
に
 

歸
し
給
 

ふ、
 

臣
僚
 

下
に
 

在
っ
て
 

高
 

祿
に
飽
 

く、
 

何
 

を 
以
て
 

政
道
の
 

更
新
 

を 
得
ん
。
 

高
官
の
 

も
の
 

食
を
斷
 

つ
て
、
 

. 
政
道
 

を 
執
ら
ば
、
 

國
民
亦
 

死
 

を 
忘
れ
て
、
 

勤
儉
に
 

力
め
る
 

で
あ
ら
う
。
 

一 
且
 

衣
食
に
 

關
 

す
ろ
 

憂
虞
の
 

念
 

を
 

去
る
 

時
 

は 
* 

領
民
 

互
に
 

融
通
し
、
 

各
々
 

草
根
 

木
實
 

に
も
 

生
き
 

得
る
 

決
意
 

を 
堅
む
 

る
で
 

あ
ら
う
」
 

と、
 

藩
 

政
 

愕
然
と
し
て
 

流
汗
 

衣
を
沾
 

し
た
と
 

傳
 

へ
ら
れ
る
。
 

1
 
 

, ,
 
 

よしの 
と 

しょ 
さんべ いまた ざ 

ゑ 
もん 

斯
の
 

如
く
し
て
 

藩
臣
 

の
報
德
 

仕
法
實
 

施
の
 

熱
 

は 
高
ま
り
、
 

吉
野
圖
 

書
、
 

三
 

幣
又
左
 

衞
門
等
 

仕
 

法
 

を 
政
道
の
 

中
心
 

目
的
 

と
す
る
 

人
々
 

藩
 

政
に
 

當
り
、
 

先
生
に
 

命
じ
て
 

仕
法
實
 

施
に
 

常
ら
 

し
め
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

藩
 

政
 

全
部
 

を
 

擧
げ
て
 

仕
 

法
 

を 
講
ず
 

る
の
で
 

は
な
い
。
 

故
に
 

先
生
 

は 
小
 

田 
原
 

仕
 

法
の
 

實
 

施
の
 

評
議
に
 

關
し
 

叙
べ
 

て 
曰
く
、
 

「
小
 

田 
原
の
 

情
勢
 

は 
正
に
 

秋
季
の
 

如
く
で
 

あ
る
。
 

春
 

夏
 

稼
 

耕
の
 

效
顯
 

は
れ
、
 

周
年
 

中
牧
 

納
の
顯
 

著
な
る
 

こ
と
 

秋
を
最
 

上
と
 

す
る
。
 

春
 

夏
 

耕
作
の
 

苦
 

を
 

忘
れ
て
 

目
前
の
 

奢
侈
 

を
な
 

し 
得
る
 

を 
快
と
 

す
る
。
 

小
 

田 
原
 

藩
 

は 
明
君
 

上
に
 

在
っ
て
 

日 

夜
國
 

事
に
 

盡
瘁
 

せ
ら
れ
、
 

領
民
の
 

租
人
增
 

し、
 

毂
物
 

庫
に
 

充
 

ち
て
 

然
 

か
も
 

借
 

债
を
償
 

は
ず
し
て
 

安
泰
 

服
 

前
に
 

あ
る
が
 

如
き
 

狀
 

で
あ
る
。
 

こ
の
 

時
に
 

當
 

つ
て
 

上
位
の
 

節
 

儉
を
行
 

ひ
 

永
 

安
の
 

道
 

を 
確
立
す
 

る 
こ
と
 

實
に
 

容
易
で
 

あ
る
が
、
 

人
情
 

は 
之
に
 

背
き
て
 

道
 

を 
立
つ
 

る 
こ
と
 

困
難
で
 

あ
る
。
 

故
忠
眞
 

公
之
 

を 
憂
 

ひ 
給
 

ひ
て
 

沈
 

吟
 

久
し
く
、
 

方
今
 

は 
行
 

ふ
こ
と
 

難
 

き
も
 

夹
の
仙
 

丸
の
 

世
に
 

は 
之
 

を 
行
 

ひ
た
し
、
 

今
よ
り
 

準
備
せ
 

よ
と
 

命
じ
 

給
 

ひ
し
が
、
 

今
や
 

時
 

至
れ
り
 

と
蜣
も
 

事
 

容
易
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で
ま
な
い
。
 
然
れ
 
ど
も
 
旣
に
 
遺
命
 
も あ

り
、
 
之
を
辭
 
す
る
 
こ
と
が
 
出
來
 
な
い
。
 
W
 し
こ
の
 
方
法
 
は
樱
 
町
の
 
方
法
 
を 移

 

す
 を 以

て
 
最
上
と
 
す
る
。
 
櫻
 町
の
 
仕
 法
 は 領

主
の
 
分
 度
 を 確

立
し
て
 
然
る
 
後
 こ
れ
 
を
領
 
內
に
實
 
行
し
た
。
 
故
に
 
小
 m 

原
 拾
壹
萬
 
石
の
 
領
邑
 
を
再
復
 
す
る
 
に は、 

小
 田 原

の
 
藩
 政
の
 
財
務
 
は、 

そ
の
 
支
出
の
 
限
度
 
を 立

て
、
 
そ
の
 
剩
 餘
を
以
 

て 領
飞
仕
 
法
の
 
資
財
と
 
せ
ば
、
 
與
國
 
安
民
の
 
實
を
擧
 
ぐ
る
 
こ
と
 
は 至

難
で
 
な
い
。
 
さ
れ
ば
 
藩
の
 
財
政
 
は、 

十
^
の
？
 

租
を
 
平
均
と
 
し
て
 
年
 內
の
分
 
度
 を
 立
て
 
毎
年
 
經
 費
の
 
根
柢
と
 
な
し
 
得
る
 
か」 

と、. 
藩
 政
 俄
に
 
は 之

 を 行
 ひ
 難
き
 
由
 を 告

げ
、
 
先
 づ
領
內
 
村
々
 
に 仕

 法
を
實
 
行
せ
ら
れ
 
た
し
と
 
請
う
て
 
止
ま
ぬ
 
の
で
、
 

「
小
 田 京

 
一 藩
の
 
分
 度
 確
立
せ
 
ざ
れ
ば
 
仕
 法
の
 
行
 ひ
 難
き
 
こ
と
、
 

一 家
の
 
分
 度
 立
た
 
ざ
れ
ば
 

一 家
の
 
生
計
 
を 人

に
 
委
 

せ
 難
き
 
が
 如
く
で
 
あ
る
」
 

と
斷
ー
 百
せ
ら
れ
 
た
が
、
 
時
 至
ら
ざ
る
 
を
理
.
 s と

し
て
 
領
內
 
村
々
 
の
せ
 法
 を
 講
ぜ
ん
 
こ
と
 
を 求

め
て
 
巳
ま
な
か
っ
た
。
 

天
 保
 九
 年
 二
月
 
先
生
 
巳
む
 
を
 得
ず
 
し
て
 
小
 田 原

に
 
來
 り
し
が
、
 
當
時
 
救
急
の
 
貸
付
 等
 行
 は
れ
、
 
仕
 法
 係
の
人
 
員
も
增
 

^ し、 
^
田
 
原
 藩
 中
に
 
報
 德
の
氣
 
分
 は 色

 濃
く
 
見
え
た
 
居
た
。
 
先
生
が
 
愈
々
 
仕
 法
に
 
着
手
し
た
 
證
據
に
 
は 三

 新
田
の
 
御
 

仕
 

法
 

書
に
 

二
お
 

の 
日
付
が
 
あ
る
。
 
 

- 
さ
て
 
領
內
の
 
人
民
 
は 慈

父
の
 
歸
 
り
し
が
 
如
く
に
 
來
 つ
て
 
仕
 法
 を 請

う
た
。
 
特
に
 
足
 柄
 下
 郡
鴨
宫
 
附
近
の
 
上
 新
田
 
四
 

軒、 
中
 新
田
 
十
九
 
軒、 

下
 新
田
 
廿
 
一
軒
の
 
三
邑
、
 
名
主
 
早
 野
 小
 八
 並
 段
藏
の
 
二
人
 
は、 

昨
^
の
 
救
助
 
を 受

け
た
 
る 結

果
 

1 時
 を
 凌
ぎ
 
得
た
 
が
、
 
是
非
 
永
 安
の
 
仕
 法
 を 施

さ
れ
ん
 
こ
と
 
を 乞

う
た
、
 
先
生
 
は そ

の
 
熱
誠
に
 
感
じ
、
 
先
づ
 
こ
こ
の
 
三
 



新
 

の 
御
 

仕
 

法
 

を 
始
め
ら
れ
た
。
 

こ
の
 

三
ケ
村
 

は、
 

世
上
 

一 
般
 

以
上
の
 

S
 

額
の
 

負
 

情
で
 

あ
つ
 

た。
 

借
財
 

舣
調
 

帳
の
 

明
瞭
な
 

中
 

新
 

W 
甚
兵
 

衞、
 

榮
左
銜
 

門、
 

下
 

新
田
 

小
 

八、
 

段
 

藏
の
四
 

人
 

分
の
 

み 
に
て
も
 

千
 

三
百
 

七
 

拾
 

兩
に
逹
 

し、
 

村
 

内
 

惣
 

反
別
 

四
十
 

八
 

町
 

八
 

反、
 

村
 

高
 

yf
c 

七
十
 

八
 

石
に
 

封
し
 

相
 

常
 

巨
額
の
 

も
の
で
あ
っ
た
。
 

さ
れ
ば
 

こ
の
 

村
の
 

仕
 

法
と
 

い
ふ
 

は 
主
と
し
て
 

借
 

肘
 

償
還
 

法
で
 

あ
る
，
 

借
財
 

償
還
の
 

要
は
 

財
產
 

あ
る
 

も
の
 

は 
之
に
 

よ
っ
て
^
 

理
し
、
 

財
な
 

き
ん
の
 

は 
財
 

あ
る
 

も
の
と
 

共
に
 

將
來
 

の
勤
儉
 

に
よ
つ
 

て 
償
還
す
 

る
の
 

外
に
 

S
 

は
な
い
。
 

故
に
^
 

f
e
i
 

霊
 

g
£
i
l
 

觀
靈
 

P
 

作
り
、
 

村
民
 

i
 

め
て
 

之
 

を
敎
誡
 

し、
 

一 
戶
 

一日
 

繩
ー
 

房
を
勞
 

作
す
 

る
か
、
 

一 
房
 

同
様
 

節
約
す
 

る
と
 

す
れ
ば
、
 

三.
 

新
 

m 
一 
 

村
 

一 
ケ
^
に
 

金
 

拾
 

奢：
 

兩
 

餘
を
 

得
る
、
 

こ
の
 

方
法
に
 

よ
っ
て
 

拾
 

年
 

償
還
 

法
 

を 
立
て
 

銳
意
 

元
金
 

良
 

却
 

法
 

を 
講
じ
、
 

小
 

八
 

以
下
 

多
額
の
 

資
產
 

あ
る
 

も
の
 

は
こ
れ
 

を
資
 

却
し
て
 

不
足
 

額
 

を 
報
 

德
金
拜
 

借
に
 

て
處
理
 

す
る
 

こ
と
 

し
た
。
 

三
 

if
fl
 

の 
御
 

仕
 

法
 

は、
 

IK
 

然
の
 

分
限
と
 

そ
の
 

負
债
 

と
を
對
 

照
し
て
 

貧
弱
な
る
 

町
村
で
 

は
な
い
 

が
、
 

下
 

新
 

ra
 

の
ト
飞
 

じ 

段
藏
 

と
が
 

熱
烈
な
る
 

仕
 

法
の
 

隨
喜
 

者
と
 

な
っ
た
 

の
で
 

小
 

田
原
領
 

最
初
の
 

仕
 

法
 

村
と
 

な
っ
た
。
 

而
し
 

て
こ
の
 

村
の
 

i 
法
 

ま
 

了
ま
で
に
 

は 
可
な
 

り
の
 

弛
 

張
が
 

あ.
 

る
が
、
 

こ
の
 

仕
 

法
が
 

爾
後
の
 

仕
 

法
の
 

示
 

冽，
 

と
な
っ
た
 

こ
と
，
、
 

そ
の
 

仕
 

法
 

書
が
 

範
例
 

と
な
っ
て
、
 

瓖
々
 

他
村
に
 

寫
し
廻
 

は
さ
れ
、
 

小
 

田 
原
領
各
 

町
村
 

は 
忽
然
と
 

し
て
 

風
化
し
た
 

の
で
、
 

後
年
 

遠
 

州
よ
り
 

岡
 

m 

佐
 

平
 

治
 

以
下
 

六
 

人 
衆
が
 

報
德
 

結
社
の
 

認
許
を
 

受
け
た
 

時、
 

仕
法
實
 

行
中
 

之
を
範
 

と
せ
よ
 

と
て
 

交
付
さ
れ
 

た
寶
典
 

も
こ
の
 

「
三
 

新
田
 

御
 

趣
 

法
 

書」
 

で
あ
っ
た
。
 

斯
く
て
 

こ
の
 

地
の
 

仕
 

法
 

は 
非
^
に
 

著
名
な
 

も
の
と
 

な
っ
た
。
 

尤
も
 

榮
左
衞
 

つ、
 

客
 

兵
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衞
、
 
段
藏
 
等
の
 
仕
 法
 は 早

く
 
完
了
し
た
 
が、 

小
 八
の
 
分
の
 
み 大

金
で
 
あ
つ
た
の
で
 
曲
折
 
力 多

 力
っ
た
。
 

斯
 く
も
 
有
名
な
 
三
 新
田
の
 
御
 仕
 法
 を
 開
始
し
、
 
そ
の
 
解
決
 
案
 を
與
へ
 
つ 

i 領
內
仕
 
法
の
 
根
本
 
方
針
の
 
確
立
 
を 三

幣
、
 

聽
澤
 
等
に
 
再
 要
求
し
た
 
け
れ
ど
も
、
 
藩
 政
 之
 を
 承
認
し
 
な
か
っ
た
 
の
で
 
九
月
 
廿
六
 
R 

一  應野
 
卅
に
歸
 
宅
せ
ら
れ
 
た。 

野
 W 

に 於
て
も
 
先
生
 
は、 

相
州
滯
 
在
中
の
 
如
く
に
 
多
く
の
 
仕
 法
 懇
願
 
攻
め
に
 
遭
 ひ、 

特
に
 
下
 館、 

烏
 山、 

谷
 田 部

、
 

茂
 木
 等
の
 
仕
 法
に
 
つ
き
 
往
來
 頻
繁
な
る
 
中
に
、
 
櫻
 町
の
 
仕
 法
 第一 

一期 引
繼
ぎ
 
事
務
の
 
完
了
 
を
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
 
か
つ
 

た。. 
卽
ら
 

八
 年
 十一 

一月 櫻
 町
 仕
 法
 引
渡
し
の
 
始
末
書
 
を
 作
り
、
 
前
後
 
一 萬
 雨
の
 
取
扱
 
明
細
書
と
 
報
告
書
と
 
を
 提
出
し
 

た
の
で
、
 
大
久
保
 
忠
懿
公
 
は 之

に
 
賞
詞
と
 
金
 百
兩
と
 
を
賞
與
 
せ
ら
れ
た
。
 

さ
て
 
三
 新
田
の
 
御
 仕
 法
 進
行
 
を 見

て
、
 
附
近
 
七
十
 
ニ
邑
は
 
翕
然
と
 
し
て
 
仕
法
欣
 
求
の
 
聲
を
大
 
に
し
た
。
 
先
生
 屢
々
 
鵜
 

潷
 等
に
 
»
 本
 を
 確
立
す
 
る
爲
 
め. 分

 度
 樹
立
の
 
要
を
說
 
き、 

三
幣
、
 
鵜
 澤
等
之
 
を
 痛
 慮
し
た
 
が
 時
 至
ら
ず
、
 
仁
政
の
 
本
源
 

、
立
^
ず
 
し P

 國
民
 
更
生
の
 
途
 確
立
し
 
難
き
 
こ
と
 
を
 知
る
 
と
雖
 
も、 

如
何
と
 
も
す
 
る
な
 
き
を
 
見
て
、
 
先
生
 
意
 を 決

し
て
 
曰、 

「
本
源
に
 
カ
を
盡
 
さ
ず
 
し
て
 
町
村
に
 
心
 を 用

 
ふ
る
 時
 は、 

仁
 を 行

 は
ん
と
し
て
 
聚
歛
の
 
苛
酷
に
 
陷
る
、
 
農
村
 
開
發
せ
 

ら
れ
て
 
租
人
增
 
し、 

君
臣
 
華
奢
の
 
資
を
 
貢
ぐ
 
に 終

る
。
 
こ
れ
 
全
く
 
忠
臣
の
 
な
す
べ
き
 
所
で
は
な
い
」
 

と、 
分
 度
 確
立
 
を
獎
め
 
置
き
て
 
野
 州
に
 
歸
 つ
た
の
で
 
あ
る
が
、
 
旣
 に
こ
の
 
時
 鵜
 懌
等
大
 
に 驚

い
て
 
藩
 政
に
 
中
 出
で
、
 
當
 

局
 ま
た
 厦
々
 
評
議
 
を 行

っ
た
 
が
 決
し
な
い
。
 
領
內
の
 
町
村
 
は 先

生
の
 
野
 州
に
 
歸
 つ
た
 
理. s を 知

ら
な
い
。
 

偏
へ
 
に 自分. 

#
 の 誠

意
の
 
足
ら
ざ
る
 
所
な
 
り
と
 
し
て
 
仕
 法
 發
業
を
 
追
 願
し
て
 
已
 ま
な
い
。
 
先
生
 
臣
 子
の
 
分
限
の
 
孝
悌
の
 
道
 を 訓

諭
す
 



と 
雖
も
仕
 

法
 

を 
請
 

ふ
こ
と
 

は.
 

益
々
 

切
な
る
 

も
の
が
 

あ
る
。
 

小
 

田 
原
 

藩
 

も 
そ
の
 

實
情
を
 

知
る
 

を 
以
て
 

事
態
 

默
 

止
す
べ
き
 

に
あ
ら
ず
 

と
な
し
、
 

九
 

年
 

十一
 

一月
 

報
 

德
方
を
 

置
き
 

之
を
邛
 

奉
行
 

取
极
 

と
し
、
 

特
定
の
 

官
衙
を
 

設
け
 

所
 

屬
吏
僚
 

を 
命
じ
、
 

鹈
澤
、
 

山 
崎
、
 

人
 

江
 

等
 

之
が
 

任
 

を 
受
け
、
 

更
に
 

十
 

年
 

正
月
 

三
人
 

を 
櫻
 

町
に
 

遣
 

は.
 

し 
仕
法
實
 

施
 

を
 

請
 

は
し
め
 

て 
nj
、 

「
速
に
 

小
 

M 
原
に
 

來
 

つ
て
 

仕
 

法
 

を 
開
始
 

せ
ら
れ
よ
。
 

就
て
 

は 
そ
の
 

事
務
 

を 
進
む
 

る
爲
少
 

く
と
 

も 
仕
 

法
 

取
扱
の
 

官
衙
が
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

依
て
 

役
所
 

を 
新
造
し
た
り
」
 

と
て
 
圖
を
 
示
し
、
 

「
先
生
 

彼
の
地
に
 

至
り
 

事
 

を
 

視
ら
る
 

A 
に 

際
し
、
 

數
百
 

人
集
會
 

す
る
と
 

も 
差
 

支
 

は
な
い
」
 

と
い
 

ふ
の
で
 

あ
っ
た
。
 

先
生
 

曰、
 

「
仁
政
の
 

本
源
た
 

る 
分
 

度
 

定
ま
る
 

か
」
 

鹈
澤
 
曰、 「

是
は
 

一
朝
 

一 
夕
に
 

定
ま
ら
ざ
る
 

も、
 

旣.
 

に 
官
衙
が
 

出
来
た
 

以
上
 

追
々
 

分
 

度
 

も 
決
定
す
 

る
で
 

あ
ら
う
」
 

先
生
 怫 然
と
し
て
 曰、 

「
何
と
い
 

ふ
こ
と
 

で
あ
る
か
、
 

國
に
分
 

度
の
 

な 
い
の
は
 

桶
に
 

底
の
 

無
き
 

が
 

如
く
、
 

百
 

萬
の
 

米
 

財
が
 

ぁ
づ
 

て
も
窮
 

す
る
 

は 
必
定
で
 

あ
る
、
 

仁
政
の
 

本
源
 

は
何
處
 

か
ら
 

出
し
 

得
る
 

か、
 

分
 

度
 

を 
立
て
ず
 

し
て
 

無
 

ff
l 

の 
官
衙
を
 

立
つ
 

ろ 
何
の
 

益
ゾ
.
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あ
ら
う
。
 
分
 度
 立
た
ず
 
し
て
 
事
 を 始

め
る
 
時
、
 
中
廢
は
 
決
定
的
で
 
あ
ろ
。
 
中
廢
 
し
た
る
 
時
官
 
衙
は
不
 

ffl と
な
っ
て
 
腐
 

朽
 

す
る
 

の
み
、
 

決
し
て
 

小
 

田 
原
に
 

赴
く
 

こ
と
 

能
 

は
ず
」
 

と、 答へ た。 

鵜
澤
等
 
も
當
時
 
出
色
の
 
士
 で
あ
り
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
隨
喜
 者
で
 
あ
ろ
。
 
直
に
 
小
 田 原

に
 
去
る
 
も
の
で
 
は
な
い
。
 

日
々
 
櫻
 

町
 及
び
 靑
木
村
 
等
の
 
仕
 法
 地
 を 視

察
し
 
終
に
 
滯
留
數
 
月
に
 
及
び
 
先
生
に
 
出
張
 
を 請

う
て
 
巳
ま
な
い
。
 

而
 し
て
 
小
 田 原

の
 

領
民
 談
し
 合
ひ
會
 
比、 

竹
 松、 

下
 新
田
 其
 他
よ
り
 來
る
 
も
の
 多
く
、
 
各
々
 
一 邑 毎

に
 丹
精
 を 積

み
、
 
報
 德
の
仕
 
法
に
 隨
 

つ
て
 衰
 貧
の
 
憂
 を 除

き
 
以
て
 
再
復
を
 
期
し
、
 
或
は
 
衣
類
 
を
賣
り
 
家
財
 
を
撖
 
ひ、 

繩
を
索
 
ひ
 草
鞋
 
を 作

り
、
 
こ
れ
 
を 集

め
 

て
 以
て
 
再
興
の
 
用
度
に
 
積
み
、
 
互
に
 
讓
 つ
て
 
艱
難
 
を 救

 ひ、 善
事
 
を 行

 ふ を
以
で
 
本
意
と
 
し、 舊

染
の
 
汚
 風
 忽
ち
 
變
じ
、
 

大
に
淳
 
厚
 誠
實
の
 
美
風
 
を 興

し
て
 
衰
廢
 
再
復
の
 
指
揮
 
を 乞

 ふ も
の
 
日
に
 
多
き
 
を 加

へ
 
た。 

先
生
 
嘆
 じ
て
 
曰、 

「
嗟
 下
民
 
道
 を ■

 き 
一 旦

 感
動
す
 
る
に
 
及
び
て
 
自
ら
 
舊
弊
を
 
革
め
、
 
平
常
 行
 ひ
 難
き
 推
讓
 
奇
特
の
 
行
 を 立

つ
 
ろ こ

と
 

斯
の
 
如
く
で
 
あ
る
。
 
先
君
 
世
に
 
在
 さ
ば
 
感
賞
を
 
賜
 ふ
で
 
あ
ら
う
。
 
領
民
 
斯
の
 
如
く
に
 
し
て
 
私
 念
 を
 去
り
、
 
村
 邑
を
與
 

さ
ん
と
 
す
る
 
に 際

し
、
 
政
令
 
こ
の
 
民
を
惠
 
む
こ
と
 
能
 は
ざ
る
 
は 何

が
 
爲
な
 
る
か
、
 
こ
れ
 

一 に
國
 本
の
 
分
 度
 立
た
 
ざ
ろ
 
が
 

爲
 で
あ
る
。
 
併
し
 
こ
の
 
民
風
 作
興
の
 
機
會
を
 
放
任
す
 
ろ 時

 は、 
風
俗
 
頹
廢
 
し
て
 
君
 國
を
怨
 
望
す
 
る 心

 を
 生
ず
る
 
や
 も 

慮
ら
れ
な
い
。
 
然
ら
ぱ
 
先
君
 
萬
 民
 を
 憐
み
給
 
ふ
の
 
仁
心
に
 
違
背
し
、
 
國
 家
の
 
患
少
 
か
ら
ざ
る
 
も
の
が
 
あ
ろ
で
 
あ
ら
う
」
 

と 意
 漸
く
 動
く
 
に 至

っ
た
。
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玆
に
 

於
て
 

先
 

牛；
 

は、
 

十
 

年
 

六
月
 

十
 

一 
日 

鹈
澤
作
 

右
衛
門
、
 

山 
崎
 

金
 

吾
兵
 

衞
 

(又
 

名
 

金
 

吾
右
衛
門
)
、
 

豐
田
 

正
 

作、
 

供
 

二
 

人
、
 

下
 

新
田
 

小
 

八、
 

同
人
 

弟
 

作
 

兵
衞
、
 

下
物
 

井
村
 

岸
 

右
衛
門
 

上
下
 

八
 

人
出
 

立
 

小
 

田 
原
へ
 

向
っ
た
。
 

か 5 の 
か 5 

ない
 

そ 
み 

むら
 

けん
 

もち
 

ひろ
き 

ち 
こ
の
頃
 

足
 

柄
 

上
 

郡
の
 

竹
 

松
 

村
 

河
 

野
 

幸
內
、
 

曾
 

比
 

村
の
 

刽
持
 

廣
吉
 

は、
 

先
生
 

舊
 

知
の
 

間
柄
な
 

り
し
 

を 
以
て
、
 

昨
年
 

救
急
 

匡
濟
の
 

際
屢
々
 

箱
 

根
に
 

て
面
會
 

し、
 

其
 

後
 

村
內
の
 

事
情
 

を
訴
 

へ
て
 

曰、
 

千
 

二
十
 

石、
 

九
十
 

餘
戶
の
 

小
 

村
に
 

し
て
 

負
 

^
實
 

に 
六
 

千
 

一 
一 百
餘
兩
 

(註
 

金；
 

X 
も 

一 
匁
五
圓
 

と
し
て
 

換
算
 

す
れ
ば
 

十
二
 

萬 
四
千
 

圓 
な
れ
ば
 

一 
戶
干
均
 

千 
數
百
圓
 

L1
 

達
す
ろ
 

も
の
で
 

あ 

ろ、
 

若
 

又 
現
在
の
 

金 
買
上
價
 

格
に
 

す
れ
に
 

そ
の
 

二
倍
 

半
と
 

なろ
) 

に 
及
び
、
 

こ
の
 

儘
に
 

て 
は 

住
民
 

逃
亡
 

退
轉
 

相
次
ぐ
 

ヾ
き
 

佳^
^ 

の 
急
に
 

迫
れ
ろ
 

を 
告
げ
て
 

匡
救
 

を
 

請
う
た
 

の
で
、
 

今
年
 

三
月
 

兩
 

村
の
 

爲
に
永
 

安
の
 

道
 

を
 

授
け
た
。
 

こ
^
 

因
緣
 

に
よ
り
 

先
 

"つ
 

急
な
る
 

町
村
の
 

仕
 

法
に
 

着
手
す
べ
く
 

巡
 

廻
 

中
 

櫻
 

町
よ
り
 

急
報
 

あ
り
、
 

長
男
 

彌
太
郞
 

大
病
の
 

飛
脚
が
 

來
た
。
 

依
て
 

已
む
 

な
く
 歸
途
に
 
就
き
、
 
八
月
 
一 日 萬

兵
衞
 

一 人
 召
 連
れ
 歸
陣
 し
た
。
 

. 
• 

幸
に
 

病
氣
は
 

平
癒
し
、
 

櫻
 

町
の
 

用
務
 

も 
一 
段
落
 

を
吿
 

げ
た
の
で
、
 

十一
 

一月
 

五
日
 

小
 

田 
原
 

行
に
 

決
定
し
、
 

下
 

館
に
 

立
 

寄
 

り
て
 

出
發
 

し
た
。
 

隨
身
 

者
は
菅
 

谷
八
郞
 

右
衛
門
、
 

吉
 

S 
半
 

治、
 

富
田
久
 

助、
 

大
島
儀
 

左
衞
鬥
 

一
行
 

十
日
に
 

到
着
し
た
。
 

曾
 

比
 

竹
松
兩
 

村
の
 

仕
 

法
 

は、
 

小
 

田 
原
 

領
內
の
 

仕
 

法，
 

中
 

有
名
な
 

も
の
 

A 
1 

つ
で
 

あ
ろ
。
 

そ
れ
 

は 
領
內
の
 

仕
 

法
 

中
 

初
期
に
 

於
て
 

徹
底
的
に
 

着
手
 

せ
ら
れ
て
 

成
功
し
た
 

も
の
で
 

あ
り
、
 

他
の
 

村
落
か
ら
 

視
察
 

者
 

並
 

先
生
へ
の
 

歎
願
 

者
往
來
 

し、
 

仕
 

法
 

ひやみ づ e り 

と 
開
發
と
 

屋
根
 

替
と
 

修
繕
と
 

一
瀉
千
里
の
 

狀
況
を
 

展
開
し
、
 

冷
水
 

堀
の
 

開
發
 

工
事
が
 

巧
妙
 

駿
 

速
に
 

行
 

は
れ
、
 

來
り
學
 

ぶ 

も
の
 

、
熱
烈
な
 

ろ 
自
力
 

更
生
 

運
動
の
 

奏
功
す
 

る 
等
報
德
 

連
中
に
 

大
に
 

有
名
と
 

な
っ
た
。
 

ま
た
 

冷
水
 

堀
 

は 
現
在
 

も 
W
 

排
の
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効
お
 

多
く
、
 

實
用
的
 

價
値
は
 

遣
 

跡
と
 

し
て
の
 

尊
 

さ
の
 

み
に
 

止
ま
ら
ず
、
 

現
に
 

そ
の
 

遣
 

德
を
顯
 

現
し
つ
 

A 
あ
る
。
 

付
 

比
と
 

竹
 

松
と
 

は 
隣
接
し
た
 

村
落
で
あ
っ
て
、
 

殆
ど
 

同
時
に
 

着
手
せ
ら
れ
 

た。
 

竹
 

松
に
 

は 
河
 

野
 

幸
內
が
 

あ
り
、
 

曾
 

比
 

けん も, n ひろき ち
 
 

ん 

に
は
劍
 

持
廣
吉
 

が
あ
っ
て
.
 

屮、
 

七 
人
物
と
 

し
て
 

先
生
の
 

敎
を
受
 

く
る
 

こ
と
 

多
く
、
 
 

ニ
ク
 

村
の
 

仕
 

法
 

は 
附
近
 

事
業
の
 

範
例
 

と
な
っ
た
。
 

然
る
に
 

仕
 

法
 

書
中
 

竹
 

松
 

村
の
 

分
 

は 
一 

冊
 

も 
殘
ら
な
 

い
の
は
、
 

取
纏
め
て
 

報
 

吿
を
爲
 

さ
な
か
つ
 

た
の
 

か
も
 

知
 

れ
 

な
い
。
 

ま
た
 

曾
 

比
 

村
の
 

分
 

も 
仕
 

法
の
 

顚
末
を
 

叙
述
し
た
 

弘
化
 

年
代
の
 

も
の
 

A 
み
で
 

初
期
の
 

分
の
 

な 
い
の
は
 

遣
憾
 

で
あ
 

る。
 

故
に
 

日
記
 

其
 

他
よ
り
 

を 
蒐
集
し
、
 

先
づ
 

そ
の
 

順
序
 

を 
立
て
 

A 
見
る
 

と、
 

夭
 

保
 

十
一
 

年
の
 

日
記
に
 

三
月
 

十一
 

一日
 

竹
 

松
 

村
 

御
 

E 
地
 

惡
水
拔
 

見
 

積
 

見
 

分
 

云
 

々 

同
 

十
五
 

日 
新
 

川
並
堠
 

さ
ら
い
 

出
 

來
致
候
 

同
 

廿
 

二
日
 

竹
 

松
 

村
の
 

出
精
 

人
人
 

札
 

云
々
 

同
 

廿
 

三
日
 

曾
 

比
 

村
の
 

出
精
 

人
 

入
札
 

云
々
 

同
 

卄
 

四
日
 

堰
並
 

田
畑
 

見
 

分
 

云
々
 

问
 

廿
 

九
日
 

善
 

兵
衞
を
 

表
彰
し
て
 

金
 

拾
 

兩
を
與
 

ふ
 

云
々
 

仕
 

法
の
 

內
容
 

は、
 

一 
、 

屋
根
 

替
、
 

一 
一、
 

出
精
 

人
人
 

札
 

及
 

表
彰
、
 

三、
 

惡
水
拔
 

工
事
 

卽
ち
 

冷
水
 

堀
の
 

開
鑿
、
 

四、
 

附
近
 

金
 

井
島
の
 

堰
改
 

等
よ
り
、
 

順
次
 

借
財
 

償
還
に
 

及
び
、
 

債
務
 

約
 

六
 

千
 

餘
兩
の
 

償
還
 

方
途
が
 

爾
後
 

十
ケ
 

年
間
に
 

完
了
し
た
。
 

そ
の
 

方
法
 

は 
村
民
の
 

極
力
 

勤
儉
 

を
な
 

す
に
 

至
っ
た
 

實
狀
に
 

鑑
み
、
 

弘
化
ニ
 

年
 

曾
 

比
 

村
へ
 

報
德
金
 

一 二
百
 

兩
を
 

交
付
し
、
 

こ 
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れ
 に
よ
っ
て
 
地
所
 
を
 求
め
、
 
年
々
 
の
餘
德
 
に
よ
っ
て
 
仕
 法
の
 
循
環
 
的
 貸
付
が
 
開
始
せ
 
ち
れ
、
 
同
時
に
 
永
 安
 法
が
 
樹
立
せ
 

ら
れ
 た
の
で
 
あ
る
。
 

曾
 比
 竹
 松
の
 
仕
法
實
 
施
に
 
際
し
て
 
取
 行
 は
れ
た
 
方
法
 
は、 

櫻
 町
 仕
 法
 十
 五
ケ
 
年
間
の
 
體
驗
を
 
要
約
し
た
 
も
の
で
 
あ
つ
 

て、 
將
來
 
仕
法
實
 
施
の
 
範
例
と
 
な
ろ
 
も
の
が
 
多
い
。
 
先
づ
 
第
一
 
に 村

內
を
 
隈
な
く
 
巡
視
し
、
 
平
常
心
 
掛
 宜
し
く
、
 
且
つ
 

精
勤
な
る
 
も
の
 
十
 人
 許
 を
 選
 擇
し
來
 
つ
て
 篤
惠
の
 
趣
旨
 
を
 諭
し
、
 
當
村
 
は
難
潞
 
褻
徵
甚
 
し
く
、
 
風
俗
 
佳
か
ら
 
ず、 

農
事
 

を
 怠
る
 
も
の
 
多
く
、
 
村
內
 
不
心
得
の
 
も
の
 
も
少
 
く
な
い
。
 
こ
れ
 
を 以

て
 
大
 借
が
 
生
じ
 
擧
村
亵
 
貧
に
 
陷
 つ
た
。
 
然
 ろ
に
 
先
 

君
 御
仁
 慈
の
 
御
 趣
意
に
 
よ
り
 
難
 村
立
 
直
し
 
御
 仕
 法
に
 
着
手
せ
ら
れ
、
 
村
 名
主
の
 
深
切
な
る
 
取
 計
に
 
よ
り
、
 

一 應
の
 
取
調
 

を
 致
し
た
 
る 所

、
 
汝
等
は
 
格
別
 
出
精
 
奇
特
の
 
至
り
で
 
あ
る
。
 
依
て
 
借
財
の
 
儀
 は 追

っ
て
 
仕
 法
み
-
行
っ
て
 
取
 計
ら
 
ふ
べ
き
 

で
あ
る
が
、
 
取
敢
 
へ
ず
 屋
根
 普
請
 
を
 致
し
 
遣
す
 
か
ら
、
 
こ
の
 
旨
 篤
と
 
心
得
 
一 餍
精
勵
 
す
ろ
 
様
に
 
と 申

 渡
さ
れ
た
 
の
で
、
 

1 同
大
 悅
 し
て
 
歸
 つ
た
、
 
定
め
て
 
餘
 人
に
 
多
大
の
 
刺
戟
 
を
與
 
へ
た
 
こ
と
で
 
あ
ら
う
。
 
殘
 り
の
 
八
十
 餘
軒
 
は、 

心
掛
 
宜
し
 

か
ら
ざ
る
 
も
の
 
も あ

れ
ば
、
 
困
難
す
 
る も

の
 

A あ
る
 
は
當
然
 
で
あ
ろ
 
が、 

差
當
り
 

一 樣
に
 
屋
根
 
普
請
 
を 行

 ひ
て
、
 
遷
善
 

の 道
 を 進

む
 
樣
懇
々
 
と 申

 渡
し
た
。
 
 

• 

君
恩
と
 
師
恩
と
の
 

一 大
 慈
悲
に
 
感
銘
し
た
 
村
民
 
は、 

報
恩
 
謝
德
の
 
感
激
 
を
發
 
し、 

業
務
 精
 勵
の
餘
 
暇
屢
々
 
先
生
の
 
許
 

に！^ つ
て
 
敎
を
 
聞
く
 
に 至

っ
た
。
 
時
に
 
村
內
 
第
一
 
の 勤

勉
 篤
實
 
な
り
と
 
評
 あ
ろ
 
善
兵
衛
 
と
い
 
ふ 者

が
 
あ
っ
た
。
 
先
生
 
厚
 

く
こ
れ
 
を 賞

揚
し
、
 
特
別
の
 
賞
と
 
し
て
 
金
 拾
 兩
を
賜
 
は
っ
た
。
 
而
し
 
て
こ
れ
 
は 善

 兵
衞
ー
 
人
 を 賞

す
 
ろ
の
で
 
は
な
い
。
 



讨
民
ー
 
同
 風
 を 改

め
て
 
善
行
 
を
爲
 
す
と
 
き は、 

村
 方
の
 
立
直
る
 
こ
と
 
必
然
で
 
あ
ろ
と
 
諭
さ
れ
た
。
.
 

村
民
 
一
同
 改
悛
の
 
狀
 著
明
と
 
な
り
、
 
先
生
の
 
敎
示
を
 
聞
く
 
こ
と
 
神
の
 
如
く
な
る
 
に 至

っ
た
。
 
先
生
 
は
こ
れ
 
を 以

て
 
着
 

手
の
 
機
 至
れ
り
 
と
な
し
、
 
各
 村
民
の
 
事
情
に
 
よ
り
、
 
そ
の
 
困
難
の
 
度
に
 
應
 じ
て
 
無
利
息
 
金
 貸
付
 
を 開

始
し
、
 
五
 年
 叉
 は 

ひ 
けな
 

±.K
 

ひ は
ふ
 
 

I 

十
 年
の
 
年
斌
 償
還
の
 
法
み
-
立
て
、
 
ま
づ
日
 
掛
繩
索
 
法
を
實
 
施
し
て
 
三
 新
田
の
 
仕
 法
の
 
如
く
に
 
數
儉
の
 
餘
財
を
 
積
ま
し
 
め 

は. 
つと 

く ぜん
し 
ゆ
き
ん
 
 

i 

た
、
 
村
內
 
有
志
の
 
差
 出
し
た
 
る
土
臺
 
金
、
 
先
生
よ
り
 
加
 人
せ
ら
れ
 
た
 報
 德
善
種
 
金
 等
、
 
追
々
 
と 報

徳
 金
が
 
増
加
し
た
。
 

前
に
 
賞
 賜
 を
 受
け
た
 
善
兵
衛
 
は、 

已
れ
獨
 
り 多

額
の
 
賜
金
 
を
受
 
く
ろ
 
を
 欲
せ
ず
、
 
彼
の
 
賞
金
 
拾
 雨
 を
 善
 種
 金
に
 
と 差

 出
 

し
た
。
 
先
生
 
論
旨
 
再
三
に
 
及
ん
だ
 
が
聽
 
か
ず
し
て
 
此
處
に
 
及
ん
だ
。
 
幸
 內
の
東
 
隣
な
 
ろ
吉
 右
衛
門
 
は
 有
名
な
る
 
放
埒
の
 

- 

徒
で
 
あ
る
が
、
 
先
生
の
 
敎
 に
よ
り
 
格
別
の
 
改
心
 
を
な
 
し
て
 
農
事
に
 
精
勵
 
し、 

殊
に
 
邸
 地
の
 
西
 隣
に
 
あ
る
 
竹
林
 
は、 

防
風
 

^. 

の
 用
 を
な
 
せ
ど
 
も 隣

家
の
 
日
蔭
と
 
な
る
べ
し
 
と
て
 
之
 を
 切
り
、
 
根
 を 掘

っ
て
 
畑
と
 
な
し
た
 
る 如

く
、
 

一
村
 推
 譲
の
 
風
 漲
 

ろ
に
 
至
っ
た
。
 

更
に
 
村
內
の
 
生
産
力
 
増
加
の
 
方
法
と
 
し
て
、
 
不
生
產
 
地
 開
發
を
 
協
議
し
た
 
ろ
に
、
 
土
地
の
 
善
惡
、
 
用
 排
水
の
 
便
 否
 を
 

踏
査
し
た
 
る
が
、
 
田
地
 
一
枚
 殊
の
外
 
濕
地
 
な
れ
ば
 
早
速
 
明
日
 
之
に
 
埋
土
を
 
施
す
べ
し
 
と
の
 
報
吿
 
が
あ
っ
た
。
 
先
生
 
實
地
 

見
 分
の
 
上
に
 
て 決

定
す
べ
し
 
と
て
 
翌
日
 
之
 を
 視
察
し
て
 
曰、 

是
は
 
地
下
よ
り
 
淸
水
 
湧
出
す
 
る
が
 
爲
に
、
 
夏
 は 冷

水
と
 
な 

つ
て
 
稻
の
發
 
育
 を
 害
し
 
冬
 は
溫
 
水
に
 
し
て
 
雜
草
 
生
ず
る
、
 
若
し
 
こ
の
 
上
に
 
埋
土
を
 
す
れ
ば
、
 
こ
の
 
湧
水
 
隣
接
の
 
田
地
に
 

浸
閏
 
し
て
 
害
 を
 附
近
に
 
與
 
へ
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 
依
て
 
惡
水
 
を
拔
く
 
所
の
 
溝
渠
 
を 穿

つ
 
に 如

か
ず
 
と 指

示
せ
ら
れ
 
た。 

I
K
 



意
外
の
 
感
に
打
 
た
れ
た
 
が、 

先
生
の
 
言
に
 
封
抗
 
す
ろ
 
も
の
な
 
く、 

命
に
 
隨
 つ
て
 
村
民
 
は 集

合
し
た
、
 
各
 持
 場
 を 定

め
て
 

泥
水
 

を 
下
流
に
 

搔
き
 

流
し
、
 

一
日
に
 

し
て
 

長
 

二
十
 

問
 

程
の
 

溝
渠
が
 

出
來
 

た。
 

四
 

五
日
 

經
 

過
し
た
 

る 
後
に
 

こ
れ
 

を
 

見
れ
ば
 

近
隣
の
 
地
 悉
く
^
 
氣
を
 
去
り
て
 
良
田
と
 
な
っ
た
。
 
村
民
 
且
つ
 
驚
き
 
且
つ
 
喜
び
 
そ
の
 
明
智
に
 
服
し
 
報
德
 
堀
と
 
稱
 し
た
。
 

竹
 松
 村
に
 
も
濕
 
田
が
 
あ
っ
た
、
 
先
生
 
曰 

「
惡
 

田
で
 

は
な
い
 

排
水
 

惡
 

し
き
が
 

故
で
 

あ
る
。
 

溝
渠
 

を
 

作
ら
ば
 

必
ず
 

上
田
と
 

な
る
 

ベ 
し」
 

と、 
先
生
 名
主
 
以
下
 兩
三
輩
 
を 伴

ひ
實
 
*
 見
 分. を

し
た
。
 
村
民
 等
 は
報
德
 
堀
の
 
活
例
 
に
よ
り
 
先
生
 
を
^
 
じ、 

次
第
に
 
集， 

合
し
、
 

老
若
男
女
 

約
 

三
百
 

人
に
 

餘
り
、
 

早
速
 

工
事
に
 

着
手
す
 

る
に
 

至
っ
た
。
 

先
生
 

之
 

を 
指
揮
せ
 

し 
次
第
 

は 
今
に
 

至
る
 

ま 
一 

で
 語
り
 
傳
 
へ
ら
る
、
 
其方， 法

 は 比
較
的
 
悪
 田
と
 
覺
 し
き
 
土
地
の
 

一 脉
を
 
溝
渠
 
豫
定
 線
と
 
し、 此

線
 
上
に
 
人
夫
 
を 配

布
し
、
 

各
受
持
 

場
所
 

を
 

定
め
、
 

上
流
に
 

在
る
 

も
の
 

は 
歩
 

を
 

運
 

か
す
 

こ
と
な
く
 

唯
々
 

次
々
 

へ 
搔
き
流
 

p、
 

下
な
る
 

は
こ
の
 

泥
を
受
 

けて
 

更に
 

下に
 

流す
、 

斯く
て 

平
坦
な
る
 

地面
に 

一 道の
 

水路
 

を 生じ
、 

順に
 

浚へ
 

て 溝 を 
深く
 

する
。 

水位
 

平坦
な 

る 所
に
 
至
っ
て
 
初
め
て
 
泥
土
 
を
兩
 
側
に
 
上
げ
る
 
の
み
で
 
あ
る
。
 
上
流
 
は 排

水
に
 
よ
っ
て
 
沃
 m と

な
り
、
 
下
流
 
は
埋
立
 
を 

受
け
て
 

良
田
と
 

な
る
。
 

大
凡
 

二
日
に
 

し
て
 

幅
 

二
 

間
 

長
 

四
百
 

間
の
 

排
水
 

工
事
 

を
 

完
了
し
た
。
 

そ
の
 

最
終
 

約
 

四
十
 

間
 

許
 

は 
他
 

村
に
 
連
絡
し
て
 
始
め
て
 
河
流
に
 
放
出
す
 
る。 

依
て
 
先
生
 
迂
回
し
て
 
竹
 松
 村
內
に
 
放
流
 
地
 を 求

め
し
 
め
ん
と
 
し
た
。
 
下
流
 

の
 

村
民
 

憤
 

起
し
て
 

來
り
 

連
絡
 

を 
乞
 

ひ、
 

卽
日
數
 

時
間
に
 

し
て
 

終
了
し
た
。
 

此
處
に
 

於
て
 

豪
雨
に
 

は 
沼.
 

澤
の
 

如
く
な
 

り
し
 

土
地
 

一 變
 し
て
 
良
田
と
 
な
っ
た
。
 
そ
の
 
冷
水
 
今
に
 
至
る
 
も
滾
々
 
と
し
て
 
盡
 き
ず
、
 
先
生
の
 
德
を
 
恒
久
に
 
傳
ふ
。
 
そ
の
 
集
 



つ た
^
女
 

1 人 も
名
譽
 
利
益
の
 
爲
で
 
な
く
、
 

一
念
 報
德
推
 
譏
の
 
誠
心
に
 
よ
る
。
 
故
に
；
 s 者

 も 亦
 二
三
 
人 分

の
 
力 を 出

し
 

.
 
 
ひや みづほ 《> 

た
と
い
 
ふ。 

こ
れ
 
卽
ち
 
有
名
な
る
 
冷
水
 
堀
で
 
あ
る
 

斯
 く
の
 
如
く
し
て
 
曾
 比
 竹
 松
の
 
成
效
 
日
々
 
に
顯
 著
と
 
な
り
、
 
そ
の
 
風
化
 
延
 い
て
 
近
鄕
 
村
里
に
 
及
ん
だ
。
 
吉
田
島
 
附
近
 

の 千
 間
 堀
の
 
修
理
 
は
實
に
 
そ
の
 
好
例
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
堀
吉
田
 
島、 

牛
 島、 

金
 井
島
 
三
 村
に
 

一口 一っ
て
 流
れ
て
 
居
る
。
 
水
口
 

は g
 ザ
 本
流
よ
り
 
取
り
 
人
れ
、
 
以
て
 
三
 村
の
 
田
地
 
を
 養
 ふ。 

幅
 三
 間、 

長
 千
 間
に
 
達
し
て
 
居
る
。
 
然
し
 
年
來
 修
理
 
を 怠

 

つ
た
の
で
 
所
々
 
缺
 潰
埋
沒
 
し、 

用
水
の
 
不
充
分
な
る
 
所
 を 生

^
、
 
或
は
 
堤
防
へ
 
田
地
の
 
突
出
す
 
る も

の
 
あ
り
、
 
逯
々
 
問
 

ひやみ づ ぼり 

題
 を 起

し
 
苦
 精
 百
出
し
て
 
解
決
せ
 
ざ
る
 
も
の
 
五
十
 
年
間
で
 
あ
る
。
 
然
る
に
 
彼
の
 
冷
水
 
堀
の
 
完
成
 
を
 見
た
 
三
 村
民
 
は、 

深
 

I 

く 惑 服
し
、
 
犬
こ
渠
 
溝
の
 
浚
渫
 
を 謹

し
た
 
所、 

中
に
 
自
己
の
 
田
地
の
 
突
出
せ
る
 
を
创
 
る
に
 
反
 封
し
た
 
も
の
 
も
あ
っ
た
 

I
 

が
、
 
金
 井
島
の
 
彌
太
郞
 
と
い
へ
 

る も
の
、
 
曾
 比
 竹
 松
に
 
於
て
 
は 二

宮
 
先
生
の
 
敎
 に
よ
り
、
 
田
畑
の
 
中
に
 
溝
渠
 
を 作

る
 
こ 

一 

と
す
ら
 
行
 は
れ
た
 
の
に
、
 
村
 内
 
一
同
の
 
利
益
と
 
な
る
こ
と
 
に
反
對
 
す
る
 
道
理
 
は
な
い
。
 
若
し
 
田
地
の
 
减
少
を
 
恐
れ
る
 
人
 

が
 あ
ら
ば
、
 
自
分
の
 

ffl 地
 を 削

っ
て
 
溝
と
 
な
し
、
 
貴
様
の
 
田
地
に
 
は
 ら
ぬ
 
様
に
 
せ
ら
れ
た
い
。
 

平
 速
 明
朝
よ
り
 
取
掛
り
 

た
い
と
 
切
論
し
、
 

一
同
 之
に
 
感
服
し
、
 

反
 封
 者
 も 

一
言
の
 
出
し
 
様
 も
な
 
く、 

三
 四
日
に
 
し
て
 
全
部
 
浚
渫
が
 
行
 は
れ
た
。
 

斯
く
で
 
土
工
に
 
よ
る
 
開
發
 
は、 眼

前
に
 
於
け
 
る 改

善
 
を
 以
て
 
推
讓
の
 
德
を
顯
 
し、 借

財
 償
還
の
 
事
寶
 
は、 

一 舣
民
 
衆
の
 

痛
苦
 
を
 安
泰
に
 
し
た
 
妙
法
な
る
 
を 以

て
、
 
附
近
の
 
町
村
よ
り
 
隣
國
に
 
噂
が
 
傳
 は
り
、
 
一 HR 先

生
 
は 無

利
息
，
 の 金

 を 貸
與
し
 

て、 民
衆
の
 
困
苦
 
を 救

助
す
 
と 宜

^
が
 
行
 は
れ
^
。
 
さ
れ
ば
 
そ
の
 
敎
を
乞
 
ひ、 そ

の
 
難
 を 救

 は
れ
ん
 
こ
と
 
を 要

請
し
 
懇
^
 



す
る
 

も
の
 

日
に
 

多
く
、
 

先
生
の
 

居
所
 

は 
常
に
 

往
來
 

雜
閙
 

し
た
。
 

日
記
に
 

よ
れ
ば
 

多
き
 

は 
毎
日
 

百
 

三
十
 

人
に
 

及
び
、
 

少
 

く
と
 

も 
二
三
 

十
 

人
の
 

名
 

は 
記
さ
れ
て
 

あ
る
。
 

中
に
 

も 
小
 

田 
原
 

領
內
の
 

仕
 

法
 

出
願
 

宵-
は 

七
十
 

ニ
ケ
 

村
に
 

及
び
 

た
れ
ば
、
 

天
 

保
 

十
 

三
年
 

七」
 

J 
幕
府
に
 

召
さ
る
 

A 
ま
で
 

前
後
 

三
年
^
、
 

野
 

州
と
 

相
 

州
と
 

を
往
來
 

し
て
 

こ
れ
 

を 
管
掌
せ
 

ざ
る
 

を 
得
 

な
く
な
っ
た
。
 

中
に
 

も 
1K
 

保
 

十
 

一 
年
 

駿
東
郡
 

竈
 

新
 

£、
 

御
殿
場
、
 

下
大
 

井、
 

翌
 

十一
 

一
年
に
 

は
西
大
 

井、
 

鬼
 

柳
、
 

同
 

十
三
 

年、
 

鴨
官
、
 

かり 
み 
く
り
や
 
 

.s-  p
,
£
 
 

；  '5  »
 
 
'  *  E
 
 

」
 
 f  -

』
 

ク， X,  KJ ゝ 
や. \"lJt.J3  1

7
 
 
、   ？

 
 
>
 
 

さんの- 
しき 

いひ づ 
争 

Ir
i.
  

# 
周
 

地
^
 

や 先 
村
 

3 
つ、
 

乂
き
 

一 し 
柏
 

A 
今
 

井
-
山
 

王，
 

一 
色、
 

釵
泉
 

地
方
、
 

更
に
 

酒
 

匂
 

地
方
 

一 
帶
の
剁
 

仕
 

法
が
、
 

" 

夫
々
 

刖
侗
の
 

事
情
と
 

順
序
と
 

に
よ
っ
て
 

行
 

は
る
 

A 
に 

至
っ
た
。
 

中
に
 

も
西
大
 

井
の
 

仕
 

法
と
 

藤
 

曲
 

及
 

御
殿
場
 

等
の
 

仕
 

法
 

は、
 

そ
の
 

特
殊
 

的
事
惊
 

に
よ
っ
て
 

範
例
と
 

な
る
 

も
の
 

多
く
、
 

今
 

井
村
の
 

借
財
 

償
還
 

G;
 

如
き
 

は、
 

前
後
 

八
 

種
の
 

案
 

を
 

立
て
ら
れ
 

た
 

程
 

苦
心
の
 

餘
に
 

成
る
 

立
案
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

小
 

田 
原
 

藩
に
 

於
て
も
 

仕
 

法
 

統
制
の
 

必
耍
上
 

組
綠
を
 

立
つ
 

る 
こ
と
 
 

>, 
な 

お 

ろ。
 

そ
の
 

實
情
 

は
^
を
 

改
め
て
 

詳
述
す
 

る 
を 

便
と
 
す
る
。
 
 

一 

0
 

仕
 

法
の
 

普
及
と
 

頜
 

民
の
 

感
激
 

行
動
 

ィ 
其
概
觀
 

小
 

田 
原
の
 

仕
 

法
 

は 
天
 

保
 

凶
作
の
 

救
急
よ
り
、
 

難
 

村
 

取
 

直
 

仕
 

法
へ
 

と 
進
み
、
 

天
 

保
 

十
 

年
頃
よ
り
 

追
々
 

仕
 

法
の
 

域
に
 

進
み
、
 

同
 

十
 

1 
ハ ヰ
ま
で
の
 

間
に
 

は、
 

三
 

新
 

W 
の 

小
 

八
 

を 
中
心
と
す
る
 

も
の
よ
り
、
 

曾
 

比
 

竹
 

松
 

一 
一
村
の
 

一 
村
^
 

仕
 

法
と
 

な
っ
た
、
 

特
に
 

贫
比
竹
 

松
に
 

於
て
 

は 
屋
根
 

葺
替
、
 

木
 

小
屋
 

灰
 

小
屋
、
 

用
 

排
水
 

修
理
、
 

冷
水
 

堀
 

開鑿
、：
：：
 

掛
 

月
抖
、
 

出
精
 

奇
特
 

人
人
 

札、
 

善
行
 

者
 

表
彰
 

等
 

を 
行
っ
た
 

の
で
、
 

村
民
の
 

感
激
 

行
動
が
 

著
し
く
 

顯
 

は
れ
、
 

附
近
に
 

廣
く
 

推
讓
行
 

讓
 

が
 

傅
 

は
っ
た
 

C 
こ
れ
 

を 
見
 

M
 

し
た
る
 

遠
近
の
 

村
々
 

に、
 

報
德
仕
 

法
の
 

g
 

求
 

が
 

猛
然
と
 

し
て
 

起
り
、
 

吉
 

W 
島
 

附
近
の
 



千
 間
 堀、 

下
大
 井、 

西
大
 井
、
 
鬼
 柳、 

栢
山
、
 
今
 井
、
 
山 王、 

一色、 
飯
 泉
 地
方
、
 
卽
ち
足
 
柄
 上
下
に
 
普
及
し
 

別
に
 

富
士
山
 
麓
の
 
藤
 曲、 

御
殿
場
よ
り
 
附
近
 
駿
^
 
【
帶
に
 
及
ん
だ
。
 
而
 し
て
 
先
生
が
 
幕
府
に
 
登
用
 
せ
ら
れ
る
 
頃
が
、
 
小
 田 原

 

領
內
に
 
於
け
 
る 仕

 法
 普
及
 
の 最

高
潮
 
時
 で
あ
る
。
 

斯
く
小
 
田 原

 領
內
の
 
仕
 法
 は 

一 時
 非
常
に
 
普
及
し
 
始
め
た
。
 
そ
の
 
頃
の
 
狀
勢
 
は
實
に
 

一 般
の
 
風
を
爲
 
す
と
 
い
ふ
 
有
様
 

で
あ
っ
た
。
 

天
 保
 十
 年
頃
 
先
生
よ
り
 
指
導
 
す
る
と
い
 
ふ
こ
と
 
を
 公
表
 
せ
ら
れ
た
 
村
 は
 三
 新
田
、
 
曾
 比、 

竹
 松
と
 
藤
 曲
お
 

な も
の
で
 
ち
っ
た
 
が、 

附
近
の
 
村
々
 
で
は
 
恰
も
 
仕
 法
 を
 開
始
し
た
 
と 同

様
の
 
行
動
に
 
出
た
。
 
卽
ち
各
 
村
自
發
 
的
に
 
擧
村
 

一 致
 を
 以
て
 
借
財
 
償
還
 
を
 決
議
し
、
 
そ
の
 
方
法
と
 
し
て
 
は
 不
用
品
 
賫
却
 
代
金
と
、
 
勤
勞
 
に
よ
る
 
月
掛
 
と、 

富
有
 者
の
 
無
 

利
息
 
金
の
 
提
供
 
並
に
 
善
 種
 金
 推
 謹
、
 
村
內
の
 
協
同
 
力
に
 
よ
る
 
用
 排
水
 
幷
に
 
田
畑
 
開
發
 等
、
 
何
れ
も
 
推
讓
の
 
美
談
 續
 出
で
 

ゆ
 

あ
る
。
 
斯
 く
し
て
 
先
生
の
 
敎
 論
に
 
合
致
し
 
順
應
 
せ
ん
と
す
 
る
の
で
 
あ
っ
た
。
 
 

- 

以
上
の
 
如
き
 
行
 瀵
は
仕
 
法
 懇
望
と
 
共
に
 
廣
く
傳
 
は
っ
た
。
 
そ
の
 
一
例
と
 
し
て
 
領
民
の
 
美
談
、
 
感
激
 行
動
 
を
採
錄
 
す
る
 

こ
と
 
は
 先
生
 
感
化
の
 

一-例と し
て
 
重
要
な
 
こ
と
で
 
あ
り
、
 
國
民
 
生
活
 
更
生
 
q
 好
例
と
 
し
て
 
傳
 ふ
べ
 
き
も
の
で
 
あ
る
。
 

P 
足
 柄
 二
 邪
の
 
概
況
 

今
玆
に
 
選
ん
だ
 
數
 事
例
 
は、 西

大
 井
村
の
 
指
導
者
 
爲
八
郞
 
と、 鬼

 柳
 村
の
 
斧
右
衞
 
門
と
 
が
、
 

小
 田 原

 藩
の
 
奉
行
へ
 
報
告
し
た
 
寫
が
、
 
二
宮
 先
生
の
 
許
へ
 
達
し
た
 
書
類
で
 
あ
る
。
 
題
し
て
 

「
御
 趣
 法
 向
出
 精
 村
々
 
書
拔
 

I
I
 
と、， 

ふ、 
正
 ひ
 報
德
！
 M 法

に
 
感
激
し
た
 
自
勵
發
 
願
の
 
推
讓
錄
 
で
あ
る
。
 
元
 文
 は 候

文
で
 
あ
る
か
ら
 
之
 を 現

代
語
に
 

^
す
る
 
こと., 

し
た
。
 
稍
よ
 
長
き
 
に 失

す
る
 
感
が
 
あ
る
が
、
 
感
激
 者
の
 
多
い
 
こ
と
 
は
卽
ち
 
先
生
 
感
化
の
 
偉
大
な
 
こ
と
 
を 



矛
す
 

も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

全
文
 

を 
w 

錄
 

す
る
 

• 

, 
て t
 

た
こ
の
 

外
に
 

西
大
 

井
村
、
 

鬼
 

柳、
 

？
 

山 
王、
 

^
一
二
き
 

地
方
に
 

於
け
 

る 
霞
の
 

菌
、
 

s
i
"
 

御
殿
場
に
 

於
け
 

る 
仕
 

I
 

行
中
の
 

騰
が
少
 

く
な
い
。
 

依
て
 

先
づ
 

こ
の
 

裏
 

f
 

揭
げ
 

て、
 

各
地
に
 

於
け
 

る 
I
f
 

述
 

ベ 
る 

こ
と
 

A 
す
る
 

o 

1 
西
 

大
^
お
 

爲
八
郞
 

は 
御
 

政
道
の
 

御
趑
 

旨
に
 

鑑
み
 

報
 

德
の
道
 

を 
感
服
し
て
、
 

重
立
た
 

る 
者
卽
ち
 

名
主
 

十
 

郞
右
衞
 

r 
百
姓
 

祷
右
衞
 

門、
 

勘
藏
、
 

組
 

顯
岩
次
 

郎
等
と
 

打
合
せ
た
 

る 
所、
 

何
れ
も
 

良
法
で
 

あ
る
か
ら
 

と
て
、
 

村
 

ft
 

一 
 

統
の
協
 

議
の
 

上、
 

？
竹
松
 

村、
 

曾
 

S
S
 

二
宮
 

先
生
 

御
 

S
 

先
へ
、
 

毎
夜
 

有
 

S
 

年
輩
 

1
參
 

集
し
、
 

靑
 

年
に
？
 

は 
時
々
 

參
 

集
し
て
 

敎
論
を
 

受
け
、
 

一
同
の
 

氣
 

合
が
 

合
致
し
た
 

頃
 

合
 

を 
見
て
 

協
議
 

を
し
た
 

所、
 

悉
く
 

賛
成
 

一
致
の
 

勢
力
 

を 
以
て
、
 

一 

村
立
 

直
 

を 
完
成
し
た
 

し
と
 

決
意
し
、
 

家
財
 

取
調
 

帳
 

(家
 

株
 

分
限
 

帳)
、 

牧
人
 

調
 

(
作
德
 

米
の
 

分)
、 

貧
富
 

を 
通
じ
て
が
：
 

出
で
、
 

公
金
 

拜
借
は
 

勿
論
、
 

私
財
 

借
用
 

金
ま
で
 

償
還
 

皆
濟
の
 

方
途
 

を 
講
ず
る
 

こと
.，
 

し、
 

農.
 

業
の
 

寸
 

医
に
 

は、
 

逝、
 

^
、
草
 

法、
 

日 
雇、
 

賃
仕
 

毒
囊
怠
 

I
 

く 
出
精
し
、
 

a
m
,
 

不
囊
 

ま
に
 

取
 

I
I
 

め
て
 

I
 

さ
 

ひ、
 

一 

村
立
 

K
 

し
に
 

精
進
す
 

る 
こと
-,
 

し
た
。
 

一、
 

同
村
 

一
村
 

取
 

直
し
の
 

主
意
に
 

感
じ
、
 

村
民
 

一
同
 

各
 

i 
衣
類
 

諸
道
 

具、
 

米
穀
 

賨
拂
 

代
金
^
 

腠
の
 

通
り
、
 

そ
の
^
 

吁
 

金
 

百
 

九
 

拾
 

六
 

兩
棻
 

(
金
貨
 

I
 

翠
九
 

m
s
x
j
 

出
し
て
、
 

仕
 

法
 

金
に
 

加
 

ふ
る
こ
と
 

を 
巾 

出
ち
 

1 
， 

同
村
 

二 
村
 

協
議
の
 

上
：
 

田
畑
 

手
 

入、
 

新
田
 

地
 

直
し
 

等
 

は 
勿
論
、
 

晝
夜
 

農
事
に
 

出
精
し
た
。
 

ま
た
 

相
互
 

助
 

合
に
 

て
屋
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根替
、 

小屋
 

褂 
等
ま
で
 

出
来
し
た
。
 

村
民
 

中 
最も
 

富
め
る
 

勘 
右
衛
門
 

は、
 

今回
 

は 
代人
 

を 
出
さ
な
い
で
 

自
分
で
^
 

席 

+ 
し、
 

深
切
に
 

周
旋
し
た
。
 

t
 
 

1 
、 

同
村
 

堰
筋
、
 

本
 

田 
新
田
 

共
に
 

堰
浚
 

を
な
 

さ
ん
と
 

て、
 

休
日
 

等
 

を 
利
用
し
て
 

着
手
し
た
 

所
、
 

隣
村
 

鬼
 

柳
 

村
の
 

者
が
 

聞
 

き
つ
け
、
 

一 同
に
 
て
馳
付
 
助
力
し
た
 
の
で
、
 
意
外
に
 
進
涉
 
し
た
。
.
 
西
大
 井
の
 
村
民
 
は 之

に
 
感
じ
て
、
 
爾
來
 洪
水
、
 
火
 

災
等
も
 
村
よ
り
 
何
 に
て
も
 
持
 合
せ
 
急
 事
に
 
應
 ず
る
 
こ
と
 

A な
り
、
 
兩
 村
の
 
親
睦
、
 
恰
も
 
一 村
の
 
如
く
に
 
な
っ
た
。
 

.， 

1 
、 

同
村
の
 

勘
 

右
衛
門
、
 

勘
藏
、
 

其
 

次
郞
、
 

吉
藏
等
 

其
 

他
 

生
活
の
 

餘
裕
 

あ
る
 

者
 

ど
も
、
 

村
內
 

並
に
 

他
村
へ
 

貸
付
け
 

た
る
 

金
錢
、
 
總
て
 利
子
 附
 で
あ
っ
た
 が、 

今
回
 御
 仕
 法
に
 感
じ
て
、
 
無
 利
 五
ケ
 年
賦
、
 
或
は
 七ケ 年

賦
に
 讓
り
、
 
且
勘
右
 

衞
門
は
 
百
兩
、
 

■ 勘
 藏
貳
拾
 
五
雨
と
 
い
ふ
 
手
元
 
有
 金
 を、 

村
 仕
 法
 金
 中
へ
 
無
利
息
に
 
て
推
讓
 
し
た
。
 

(註 
、、の 攻 金

額
 

は 他
の
 
書
類
ぶ
 
リ
挿
 入) 

1 
、 

領
主
よ
り
 

川
 

普
請
、
 

開
 

發
等
を
 

行
 

は
る
 

A 
恩
に
 

報
 

ゆ
る
 

爲、
 

洪
水
 

用
意
と
 

し
て
 

石
 

坪
 

を
 

休
日
に
 

集
め
 

置
く
 

こ
と
。
 

S
 

洪
水
の
 
際 堤

防
 破
竣
 防
止
の
 
s、 

千 素
 石ん. -拾ひ 坪

 積
に
 
して 

園 ひ 置
く
 
も
の
で
 
あろ) 

1 、 同
村
 
內
 耕
作
 出
精
 人
人
 札
 を 行

 ふ
こ
と
。
 

1 
、 

同.
 

村
眞
福
 

寺
 

住
僧
 

は、
 

報
德
の
 

道
に
 

隨
 

喜
し
、
 

一 
一宮
 

先
生
 

御
滯
在
 

地
た
 

る 
塔
の
 

澤
ま
 

で
も
 

出
頭
し
、
 

村
の
 

公
益
に
 

益
し
た
 

き 
旨
 

巾
 

出
で
、
 

ま
た
 

村
內
 

住
民
に
 

も
議
 

し、
 

寺
德
の
 

寄
附
 

米、
 

衣
類
 

等
賣
拂
 

ひ、
 

報
 

德
加
人
 

金
と
 

し
て
 

差
 

出
 

し、 
萬
 事
 誠
意
 を 以

て
 取
 計
ら
 
ひ、 

趣
 法
 帳
 を も 差

 出
し
た
。
 



1 、 
鬼
 柳
 村
 

は 名
主
の
 
儀
左
衞
 
門
が
 
藩
の
 
金
 を 借

用
し
て
 
返
濟
が
 
延
引
し
、
 
行
方
不
明
の
 
狀
況
 
に
て
 
村
民
の
 
負
 擔
と
 

な
っ
た
 
も
の
 
大
凡
 
千
兩
、
 
村
內
 公
私
の
 
借
財
 
贰
 千
金
に
 
も 及

ん
で
、
 
全
く
 
當
 惑
し
て
 
m3 た

 所
、
 
西
大
 井
の
 
爲
八
郞
 
が
 

相
談
，
 に
預
 
り、 

組
頭
の
 
斧
 右
衛
門
、
 
百
姓
 代
の
 
源
 太
 郞
村
內
 
の 主

た
る
 
者
 協
議
の
 
上、 

西
大
 井
村
 
同
様
、
 
竹
 松、 

背
 

比
 等
 二
宮
 先
生
 
御
 出
張
の
 
所
へ
 
参
集
し
、
 
敎
 諭
の
 
講
話
 
を
 聞
い
て
 
大
に
 
感
じ
、
 
從
^
 村
民
の
 
話
題
に
、
 
儀
左
衞
 
門
の
 

大
借
 
さ
へ
 
な
け
れ
ば
 
普
通
の
 
村
な
る
 
が
と
 
稱
へ
 
つ 

i あ
つ
た
が
、
 
儀
 左
 衞
門
を
 
取
 直
し
て
 
處
 理
法
 
を 講

ず
る
 
を 良

法
 

と
す
る
 
3 曰 協

議
す
 
る
に
 
至
っ
た
。
 

1 、 
同
村
 
は 天

 保
 九
 年
に
、
 
衣
類
 諸
道
 
具、 

米
 麥
賣
拂
 
金
 三
百
 
兩
を
 
集
め
、
 
取
扱
 
奉
行
に
 
差
 出
し
、
 
叉
 法
 春、 

口
々
 
總
 

計
 六
 百
 六
 拾
 雨
の
 
返
濟
金
 
中
へ
、
 
斧
 右
衛
門
よ
り
 
金
 百
兩
差
 
出
し
 
處
斑
を
 
願
 度
 旨
 中
 出
た
 
が
、
 
爾
後
 
八
 年
間
に
 
右
 六
 

百
 六
 拾
兩
は
 
^
冊
の
 
迎
 り 衣

類
 諸
道
 
具
 賣
拂
、
 
勤
 儉
精
勵
 
を 以

て
 
返
納
す
べ
き
 
旨
 申
出
た
。
 

1 、 
同
村
の
 
淸
源
 
寺
の
 
住
職
 
は、 

村
 內
の
仕
 
法
に
 
感
心
し
、
 
自
分
の
 
除
 地、 

年
貢
 
地
 共
 作
 德
米
は
 
仕
 法
 金
に
 
差
 出
す
 
旨
 

申
出
で
、
 
自
ら
 
は 託

 鉢
に
 
て 生

活
し
て
 
居
た
。
 
依
て
 
村
民
 
は、 

銘
々
 
休
日
 
又
は
 
社
寺
 参
詣
の
 
日 を

 以
て
 
薪
 を
 伐
り
 
同
 

寺
へ
 
寄
進
し
た
。
 

1 、 
金
子
 
村
 
名
主
 
若
三
郞
 
は、 

報
 德
の
御
 
趣
意
に
 
感
じ
、
 
西
大
 井
の
 
爲
八
郞
 
と 協

議
し
、
 
村
內
 
組
頭
 市
 左
 衞
門
其
 
他
 

、
有
志
 者
と
 
協
議
の
 
上、 

大
村
 
に
て
 
夫
々
 
住
居
 
も
隔
り
 
居
れ
ば
、
 
全
部
 
結
朿
は
 
困
難
で
 
あ
ら
う
 
か
と
 
憂
慮
し
た
 
が、 

一 

同
の
 
人
氣
 
一
致
し
、
 

：€大 井
村
 
同
様
 
仕
 法
の
 
道
に
 
邁
進
 
せ
ん
こ
と
 
を 協

議
し
、
 
家
 株
 分
限
 
帳、 

作
德
 米
の
 
分
、
 
貧
富
 

—  354  — 



の 
差
別
な
 

く、
 

公
金
 

借
用
 

分
 

は 
勿
論
、
 

公
私
の
 

借
財
 

昝
濟
の
 

決
心
 

を
 

以
て
、
 

日
夜
 

精
勵
、
 

仕
 

法
 

取
扱
人
 

を 
定
め
て
 

督
 

勵
す
 
る こ

と
，
 1 な

つ
 
た。 

、 
同
村
 

も 
耕
作
 

出
精
 

人
の
 

投
票
 

を 
行
っ
た
。
 

、 
同
村
 

民
 

は
 

報
德
仕
 

法
に
 

感
じ
、
 

衣
類
 

諸
道
 

具、
 

米
穀
 

寳
拂
、
 

精
 

勵
の
上
 

加
入
金
 

七
 

拾
 

五
 

兩
を
差
 

し
た
。
 

、 
金
 

手
 

村
 

は 
村
 

債
 

上
納
 

延
滞
し
、
 

前
名
 

主
 

郡
 

治、
 

借
財
 

多
額
に
 

上
り
、
 

據
 

な
く
 

村
 

方
 

引
受
と
 

な
り
た
る
 

も、
 

返
濟
 

方
法
な
 

く、
 

屢
 

ょ
督
責
 

の-
上、
 

天
 

保
 

丸
 

年
金
 

百
 

三
 

拾
兩
納
 

人、
 

憐
愍
 

を
 

嘆
願
し
 

つ 
i 

あ
つ
た
が
、
 

村
內
 

重
立
た
 

る 
も 

の、
 

二
宮
 

先
生
 

御
 

出
張
 

先
へ
 

參
り
、
 

敎
 

論
 

を
 

受
け
、
 

報
德
の
 

道に
. 

感
激
し
、
 

名
主
 

郡
 

治
大
借
 

ゅ
ゑ
餘
 

儀
な
 

く 
家
屋
 

寶
 

,
 
 

.
 
 

いへ かぶ ぶんげんち 平
う
 
 

一 

拂
、
 

村
 

方
 

も
人
氣
 

緊
張
し
、
 

從
來
の
 

不
心
得
 

を 
改
め
、
 

擧
村
 

一 
致、
 

象
 

株
 

分
限
 

帳、
 

作
 

德
米
調
 

等
 

貧
富
の
 

差
別
な
 

く
、
 
 

g
 

差
 

出
し
 

借
財
 

償
還
の
 

方
途
 

を
 

進
め
、
 

村
內
 

吉
凶
の
 

費
用
 

節
約
、
 

擧
村
ー
 

致
晝
 

夜
精
勵
 

す
る
 

こ
と
 

A 
な
っ
た
。
 
 

一 

、 
同
村
 

梅
 

右
衛
門
、
 

三
郞
 

兵
衞
、
 

平
 

右
衛
門
、
 

其
 

外
 

有
志
 

者
の
 

貸
付
金
、
 

從
來
利
 

附
の
處
 

、
無
利
息
 

五
ク
 

年
賦
と
 

し、
 

且
 

助
成
 

米
 

を
 

差
 

出
し
、
 

耕
作
 

出
精
 

人
人
 

札
 

を 
行
っ
た
。
 
 

， 

、 
中
 

里
 

村
 

名
主
 

治
 

郞
左
衞
 

門、
 

藩
 

政
の
 

御
 

趣
意
 

を 
心
得
、
 

工
夫
 

を
 

凝
し
 

つ 
A 

あ
つ
た
が
、
 

報
 

德
の
敎
 

に 
感
服
し
 

借
 

財
 

を 
償
還
し
、
 

更
に
 

村
內
 

へ
報
德
 

仕
法
實
 

行
の
 

協
議
 

を 
進
め
、
 

各
よ
 

衣
類
 

諸
道
 

具、
 

米
穀
 

賣
拂
、
 

加
入
金
 

七
 

拾
兩
ま
 

で
 

追
ぶ
 

差
 

出
す
 

こ
と
 

A 
し
た
。
 

去
冬
當
 

座
 

手
 

當
金
百
 

兩
を
拜
 

借
し
、
 

こ
れ
に
 

加
へ
 

て、
 

人
選
 

投
票
の
 

上
 

貸
 

渡
し
た
 

所、
 

1 
同
感
 

激
擧
 

つ
て
 

出
精
し
、
 

去
 

冬
の
 

如
き
 

は 
年
取
 

米
 

を 
積
み
た
 

る 
も
の
 

も 
出
で
、
 

農
業
の
 

暇
に
 

は、
 

沓
、
 

萆
鞋
、
 

日 
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雇
 

稼
 

等
 

書
 

夜
と
 

な
く
 

精
勵
 

し、
 

勤
儉
 

の
行
顯
 

は
れ
、
 

元
 

恕
金
差
 

出
 

壹
兩
壹
 

分
餘
に
 

及
ん
だ
。
 

1 、 
同村
 

堰筋
 

改修
の 

ため
、 

村內
 

一 同 出勤
した
。 

一、
 

同
村
 

拜
 

借
金
 

上
納
に
 

就
て
 

は、
 

拾
ケ
 

年
の
 

間
 

四
 

拾
 

雨
 

宛、
 

必
死
の
 

力
 

を 
以
て
 

納
 

む
る
 

こ
と
 

A 
し、
 

旣
に
天
 

保
 

十
 

I 

年
ま
で
 
三
ケ
 
年
分
 滯
 な
く
 
納
入
し
た
。
 

1 
、 

酒
 

匂
 

村
 

の 
名
主
 

新
 

左
衞
門
 

は、
 

村
 

方
 

取
 

直
し
 

方
法
と
 

し
て
 

報
德
仕
 

法
に
 

感
服
し
、
 

所
有
 

田畑
, 

の
內
 

一幅
 

浦
 

村
 

浦
 

右
 

衞
 

門
へ
 

賫
 

渡
し
、
 

代
金
 

貳
百
兩
 

を
 

以
て
 

村
內
 

出
精
 

奇
特
 

人
人
 

札
の
 

上
 

貸
 

渡
た
 

る 
所、
 

格
外
に
 

人
氣
 

緊
張
し
、
 

次
で
 

去
 

冬
 

當
座
手
 

常
 

金
 

五
 

拾
 

雨
を
拜
 

借
し
た
 

る 
を 

以
て
、
 

更
に
 

こ
の
 

人
選
 

貸
付
 

を
な
 

し
た
る
 

が、
 

村
 

內
報
德
 

の 
風
 

起
り
、
 

一 

村
擧
 

つ
て
 

仕
 

法
 

を 
懇
願
し
、
 

加
入
金
 

或
は
 

元
恕
金
 

等
の
 

差
 

出
し
 

金
 

合
計
 

贰
百
六
 

拾
 

參
兩
參
 

朱
 

錢
六
拾
 

九
 

貫
 

五
 

百
 

七
 

拾
 

八
 文
に
 
達
し
た
。
 

さか
 

は 
V； は 

1 
、 

同
村
 

は 
春
季
の
 

勞
務
 

な
く
、
 

借
財
に
 

て 
日
を
迗
 

り、
 

酒
 

匂
 

川
の
 

川
 

越
の
 

時
節
 

を 
俟
っ
狀
 

態
で
 

あ
つ
た
が
、
 

報
徳
の
 

敎
を
 

聞
き
 

一 
日
を
忽
 

に
す
 

る 
こ
と
の
 

不
都
合
 

を 
悟
り
、
 

吉
凶
 

冗
費
 

を
 

節
し
、
 

晝
 

夜
繩
、
 

草
鞋
、
 

賃
日
雇
 

其
 

他
に
 

賴
勵
 

が 
は ご ゑ にん

ぶ 
し、
 

この
： 

g
 

ま
で
に
 

は 
總
計
金
 

百
 

六
拾
兩
 

許
の
 

積
 

立
 

を
な
 

し、
 

川
 

越
 

人
夫
の
 

人
氣
も
 

改
善
せ
ら
れ
 

た
と
い
 

ふ
 

次
第
 

で、 報 德の敎 の 有り難 さ を 感じて 居る。 

1 
、 

同
村
 

S 
地
中
、
 

配
水
の
 

便
 

困
 

維
な
る
 

も
の
が
 

あ
つ
た
が
、
 

村
內
 

協
議
の
 

上
 

新
堰
路
 

一 
1 百
 

n
 

を 
造
り
、
 

其
 

他
 

浚
渫
 

等
 

に
も
 

遨
 

力
し
、
 

道
路
 

を
修
 

ひ、
 

老
人
 

も
從
來
 

見
聞
せ
 

ざ
る
 

迄
に
 

便
利
と
 

な
っ
て
 

喜
ん
だ
。
 



1 、 
高
 W 村、 

^
堀
 
村
 
は
從
來
 
人
氣
不
 
揃
で
 
あ
つ
た
が
、
 

中
 里
 村
 名
主
 
治
 郞
左
衞
 
門
が
 
名
主
 
を
 兼
ね
、
 
村
民
 
全
部
に
 

報
德
仕
 
法
の
 
道
 を 行

 ひ
た
い
と
、
 

一
村
の
 
人
氣
 緊
張
し
、
 
書
類
 
を 作

り
、
 
上
納
金
 
を 差

 出
し
、
 
年
々
 
贰
拾
五
 
兩
宛
返
 

納
の
儀
 
も 決

し
た
。
 

】 、 
同
村
 
民
 
一 同

 衣
類
 諸
道
 
具
 諸
 色
賣
拂
 
ひ、 

勤
 儉
の
餘
 
報
 德
金
六
 
兩
餘
を
 
加
入
し
た
。
 

一 、 
同
村
 
田
地
 
中
の
 
冷
堰
筋
 
は、 

例
年
 
手
 入
 も 怠

り
 
勝
で
、
 
菰
生
 
ひ
 茂
り
、
 
水
路
 
宜
し
く
な
か
っ
た
 
が、 

凡
そ
 
十
七
 
八
 

^
程
の
 

間、
 

殘
 

ら
ず
堰
 

浚
が
 

出
来
た
。
 
 

. 

1 、 
下
 堀
 村
 

も 
一 村
擧
 
つ
て
 
報
 德
仕
法
 
を
 懇
願
し
、
 
衣
類
 諸
道
 
具
 米
穀
 賫
拂
、
 
加
入
金
 
拾
 兩
錢
ー
 

一 百 文
 差
 出
し
た
。
 

一 、 
曾
 我
 刖
所
村
 

百
姓
 市
 太
 郞
は
報
 
德
金
拜
 
借
に
 
行
 
違
 
を 
生
じ
、
 
天
 保
 十
 
一 年
 春
、
 
竹
 f
 村
 先
生
 
出
張
 
先
 へ 、 

村
 

役
人
 
幷
 村
民
 
等
 出
頭
し
、
 
數
度
敎
 
si を 受

け
た
 

る 
を
 以
て
、
 
人
氣
 緊
張
し
、
 
是
非
共
 
報
 德
仕
法
 
を
 願
 ひ
 度
し
 
と 決

 

議
し
、
 
中
 里
 村
 名
主
 
治
 郞
左
衞
 
門、， 西

大
 
井
村
 
組
頭
 爲
八
 
郞
、
 
酒
 匂
 村
 名
主
 新
 左
 衞
門
等
 
も
立
會
 
ひ、 

上
納
金
 
返
納
 

を 決
意
し
、
 
同
年
 
中
に
 
三
百
 
兩
を
 
調
へ
 
て
皆
濟
 
し
た
い
と
 
申
出
た
 
が、 

貧
民
 
多
く
し
て
 
充
分
 
人
氣
の
 

一 致
 を
 得
な
い
 

の
で
、
 
兎
に
角
 
金
子
 
を
 調
達
す
 
る こ

と
 

A し、 
一
村
 精
勵
を
 
以
て
 
竹
 木、 

衣
類
 諸
道
 
具、 

繩
、
 
沓
、
 
草
鞋
、
 
大
工
 
木
 

挽
、
 
そ
の
外
 
賃
日
 
雇、 

米
 麥
賣
拂
 
代
金
 
を 以

て
 
一 二百

 兩
調
 
集
し
、
 
報
 德
加
人
 
金
 帳
と
 
共
に
 
差
 出
し
た
。
 

1 、 
西
 大
友
村
 

は 御
 仕
 法
 を
 有
り
難
き
 
事
と
 
思
 ひ
 込
み
、
 
是
非
 實
施
 
を
と
 
希
望
の
 
上、 

別
 帳
の
 
通
り
 
金
 拾
 三
 兩
報
德
 

加
入
金
 
を
 差
 出
し
た
。
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一 iSS  — 

一 、 
下
 新
 W
W
 

は 西
 大
友
村
 
同
 筏
 報
 德
仕
法
 
を 懇

願
し
、
 
家
 株
 分
限
 
帳
 並
 報
 德
加
人
 
金
 六
兩
^
 
朱
 錢
百
八
 
文
 差
 出
し
 

た
。
.
 
-
 
 

. 

1 、 
矢
 作
 村
 
名
主
 
星
 崎
 宇
右
衛
門
 
も 右

 同
様
 
一 村
 仕
 法
 を 懇

願
し
、
 
報
德
 
加
入
金
 
四
 拾
 兩
餘
を
 
差
 出
す
 
旨
に
 
て 5： 金

 

贰
拾
 
兩
を
納
 
人
し
た
。
 

-V, 兩
牛
島
 
村
 

は 天
 保
 九
 年
 以
來
、
 
村
內
 
有
志
 
報
 德
の
敎
 
を 聞

き
、
 
組
頭
 半
 助
 は 貸

付
金
 
殘
ら
ず
 
善
 種
 金
に
 
加
 人
 申
 

出、 
役
員
 
始
め
 
村
民
 
共
よ
り
も
 
願
 出
で
、
 

一
村
 
一 致

に
 
て 
衣
類
 寶
拂
ひ
 
加
 人
 金
に
 
差
 出
し
、
 
諸
 調
書
 
を 作

り
 
懇
願
 

し
た
。
 
當
十
 
一 一年 正

月
よ
り
 

1 1 月 迄
 は 毎

夜
 刖
に
繩
 

一 房
づ
 
つ 作

り
出
し
、
 

千
 四
百
 
房
に
 
達
し
、
 
其
 他
山
 
稼、 

W: 掛
 

等
 も 行

っ
て
 
居
る
。
 

1 、 
宫
 の
臺
^
 

一  同 出
精
の
 
儀
 は 言

 ふ
ま
で
 
も
な
 
く、 

一 統
 分
限
 
を 守

り
、
 
衣
類
 諸
道
 
具
 代
 等
 を 加

 人
し
、
 
御
 仕
 法
 

を 歎
願
し
て
 
居
る
。
 

• 

】 、 
同
村
 
當
 一 一

月
よ
り
 

一 同
 女
子
 
兒
袁
に
 
至
る
 
ま
で
 
惣
精
勵
 
に
て
 
麥
作
手
 
人、 

幷
に
惣
 
反
刖
を
 
耕
作
し
、
 
身
分
 相
應
の
 

者
よ
り
 
辨
當
を
 
供
し
、
 
中
位
 
以
下
の
 
も
の
 
丄
爲
 
に
壹
 
人
に
 
付
麥
ニ
 
升、 

白
米
 

一 升
づ
っ
 
を
耠
與
 
し
た
が
、
 
そ
の
 
醵
出
 

米
 金
は
麥
 
五
俵
鸾
 
斗
 六
 升、 

白
米
 
四
 斗
 九
 升、 

金
 三
 歩
 
一 來

、
 
錢ー 

一 百 文
と
 
な
っ
た
。
 

1 、 
同
村
 
昨
年
よ
り
 
當
正
 
月
ま
で
、
 
難
 溢
 人
 本
家
 
五
軒
 分
の
 
屋
根
 眷
を
 
行
っ
た
、
 
葺
草
は
 
村
民
 
1 同
に
 
て 刈

 取
り
、
 
竹
 

木
 は 淨

連
院
 
よ
り
 
殘
ら
ず
 
給
與
、
 
家
 榥
作
賃
 
は、 

源
 治
 始
め
 
有
志
よ
り
 
醵
出
し
た
。
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1 、 
同
村
、
 
昨
年
 利
兵
衞
 
後
家
 
方
よ
り
 
出
火
し
 
ノ
 隣
家
 
直
 右
衞
門
 
も
類
燒
 
し、 

村
內
 
一
同
 心
痛
、
 
助
勢
 
方
法
 
を 講

じ
 

萱
は
 
村
民
 
一
同
 刈
 取
り
、
 
復
興
し
た
 
が
、
 
後
家
な
 
ど
に
 
て 力

作
し
 
難
き
 
も
の
 
は
應
 分
の
 
代
 料
 を 醵

出
し
た
。
 

1 、 
同
村
 
淨
蓮
院
 
所
有
地
 
中
 一 一反 歩

の
 
所
、
 
租
稅
 
は
同
院
 
の
負
擔
 
に
て
、
 
檀
 中
の
 
困
難
の
 
者
 を
 選
び
、
 
開
墾
の
 
上、 

作
 

取
り
に
 
す
る
 
様
に
 
と
て
 
差
 出
さ
れ
て
 
あ
る
が
、
 
昨
年
よ
り
 
村
民
 

一 同
に
 
て
 開
拓
し
て
 
困
窮
 
人
 取
 立
に
 用
 ふ
る
こ
と
，
 

- 

な
っ
た
。
 

, 

1 、 
同
村
 

源
 

治
 

所
有
，
 

地
所
の
 

內、
 

反
別
 

五
 

反
歩
、
 

祖
稅
は
 

同
人
 

負
擔
 

に
て
 

差
 

出
し
、
 

當
春
 

出
精
 

奇
特
 

人
人
 

札
の
 

上
作
 

取
 

り
に
 
す
る
 
こ
と
 

i な
っ
た
 
が、 

豈
番
 札
よ
り
 
五
番
ま
で
、
 
善
 右
衛
門
、
 
平
 右
衛
門
、
，
 
甚
左
衞
 
門、 

^
內
、
 
忠
藏
 後
家
 

の 五
 人
に
、
 
各
々
 
一 反
歩
 宛
と
 定
ま
っ
た
。
 

まき
つき
 

か
け
 
 

3 まも
ち 

一 、 
同
村
 
內
昨
 年
よ
り
 
協
議
の
 
上
 薪
 月 掛

を
行
 
ひ、 

馬
 持
 は
貳
百
 
四
十
 
八
 文、 

歩
行
者
 
は； H 贰

拾
四
 
文、 

後
家
 
は 七

 拾
 

贰
文
 
と
し
、
 

山 稼
 を
な
 
さ、 乂

る
 
も
の
 
は
相
當
 
代
品
の
 
積
 立
 を
 行
 ひ、 

薪
 は 廣

く
人
 
札
せ
 
し
め
、
 
餘
分
を
 
生
じ
た
 
る 時

 

は
預
り
 
置
き
 
追
て
 
割
戾
 
さ
し
め
、
 
村
 內
極
難
 
者
 贰
拾
壹
 
人
に
 
對
 し
て
 
は、 

壹
人
 
に
っ
き
 
白
米
 
一 升

 宛
 源
 治
よ
り
 
給
與
 

し、 
若
し
 
白
米
 不
用
の
 
場
合
 
は 代

 料
 を 除

き
 置
き
、
 
年
末
に
 
到
り
 
之
 を 交

付
す
 
る こ

と
 
、
し
た
。
 

昨
 天
 保
 十
 
一 年

に
 
は、 

右
 月
掛
錢
 
に
て
 
村
 借
 貳
拾
兩
 
餘
殘
ら
 
ず
 返
納
し
、
 
そ
の
 
餘
分
は
 
^
末
 
大
晦
日
に
 
到
り
 
夫
々
 
へ 

割
戾
 
し
た
が
、
 

壹
 人
前
 錢
七
百
 
文
 位
 宛
と
 
な
り
、
 
村
民
 
一 同
大
 
慶
び
で
あ
っ
た
。
 

- 

一 、 
同
村
^
 
春
淸
 
六
と
 
稱
 す
る
 
者、 

取
 有
 田
地
 
九
 反
 許
り
、
 
ま
さ
 
拔
 き
と
て
 
K 地

の
 
床
 土
を
拔
 
取
る
 
爲
に
、
 
人
足
 
兩
三
 



人
 

を 
雇
 

ふ
て
 

取
掛
 

つ
た
が
、
 

村
民
 

打
 

寄
り
 

多
人
数
に
.
 

て：
： 

十 
速
 

出
来
し
た
 

の
で
、
 

淸
 

六
よ
り
 

一 
人
に
 

忒
 

kn
 

文
 

宛
 

合
計
 

金
 

拾
 

皆：
 

貿
 

三
百
 

文
 

差
 

出
し
た
 

所、
 

多
く
 

は
辭
 

退
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

極
 

難
の
 

者
 

計
り
 

贰
貨
七
 

百
 

四
十
 

八
 

文
 

を
 

請
 

取
っ
た
。
 

斯
の
 

如
き
 

事
情
に
 

て
 

田 
普
請
 

も 
余
人
の
 

迷
惑
と
 

て 
見
合
 

せ
ら
れ
て
 

居
た
 

が、
 

源
 

治
 

方
で
 

内
 

々
ま
さ
 

拔
屮
、
 

村
民
 

聞
つ
 

け
是
 

ま
た
 

多
人
數
 

に
て
 

暫
時
の
 

間
に
 

出
來
 

し
た
。
 

、 
金
 

井
嶋
 

村
 

昨
年
 

以
來
の
 

御
 

趣
意
に
 

基
き
、
 

村
內
の
 

狀
況
に
 

拘
ら
ず
 

有
志
の
 

奮
勵
を
 

以
て
 

勤
儉
 

精
進
 

を
し
て
 

居
た
 

が、
 

村
民
 

一 
同
 

之
に
 

感
じ
、
 

擧
村
 

一 
致
と
 

な
り
、
 

去
 

十
 

一 
年
の
 

作
德
 

米
中
 

五
 

百
 

俵、
 

貧
富
の
 

別
な
 

く
そ
の
 

內
 

よ
り
 

1 

升
 

二
 

升
 

に
て
も
 

差
 

出
す
 

こ
と
 

を 
決
し
、
 

日
々
 

奇
特
 

者
 

輩
出
し
た
 

の
で
、
 

そ
の
 

調
査
 

も
煩
雜
 

に
て
 

帳
簿
 

も
出
來
 

銃
ね
 

る 

程
で
あ
っ
た
。
 

家
 

根
 

巷
 

は 
三
 

拾
 

軒
 

許
り
、
 

名、
 

王 
五
郎
左
衛
門
、
 

六
 

兵
衞
、
 

平
 

八、
 

彌
 

五
右
衛
門
 

等
よ
り
 

金
貳
兩
 

調
達
 

し、
 

世
帶
 

主
へ
 

は 
鍬
縑
の
 

類
、
 

青
年
へ
 

は
袢
 

天、
 

腹
掛
、
 

襦
袢
、
 

手
拭
の
 

類
 

を 
人
選
に
 

よ
っ
て
 

賞
與
 

し
し
た
。
 

其
他
當
 

選
者
に
 

對
 

し
て
 

給
 

與
 

し
た
が
、
 

未
だ
 

取
調
が
 

出
来
て
 

居
な
い
。
 

家
根
替
 

し
た
 

人
名
 

は、
 

本
家
 

は 
勘
 

兵
衞
、
 

善
 

六、
 

皆
 

右
衛
門
、
 

豐
治
、
 

灰
 

小
屋
 

は 
七
 

右
衛
門
、
 

忠
左
衞
 

門、
 

幾
藏
、
 

庄
左
衞
 

門、
 

竹
 

治
、
 

灰
 

小
屋
 

新
造
 

は 
善
 

兵
衞
、
 

喜
 

内、
 

新
築
 

本
家
 

一 
軒
 

藤
 

右
衛
門
、
 

厩
 

壹
軒
佐
 

次
 

右
衛
門
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

葺
草
は
 

名
主
 

八
 

郞
右
衞
 

門
、
 

組
顯
金
 

右
衛
門
、
 

百
 

姓
 

代
 

宇
兵
衞
 

よ
り
 

有
り
合
せ
の
 

藁
 

を 
寄
贈
し
、
 

人
足
 

は 
一 
同
の
 

助
勢
で
 

あ
る
。
 

尤
も
 

其
 

日 
稼
の
 

も
の
 

へ 
は 

曰 
と 

し
て
 

金
 

右
衛
門
、
 

宇
兵
衞
 

よ
り
 

遣
し
た
。
 

右
の
 

內
藤
 

右
衛
門
 

は 
新
築
の
 

事
故
、
 

大
工
 

幷
川
村
 

代
 

は 
金
 

右
衛
門
よ
り
 

貸
 

付
と
 

い
ふ
 

名
 

儀
に
 

て 
取
扱
 

ひ、
 

大
工
 

酒
代
 

等
 

も 
金
右
衞
 

門、
 

宇
 

兵
衞
兩
 

人
に
 

て 
取
 

計
っ
た
。
 

- ~  2fin  ― 



1 、 
同
村
 當
春
麥
 
作
 手
 人
 も
村
惣
 
出
に
 
て 六

日
 
間
に
 
終
了
し
、
 
晝
食
は
 
名
主
 
八
郞
 右
衛
門
、
 
組
頭
 金
 右
衛
門
、
 
百
姓
 
代
 

宇
 兵
衞
、
 
百
姓
 平
兵
衞
 
よ
り
 炊
出
し
 
を 行

っ
た
。
 

こ
の
 
外
堠
浚
 
等
に
 
も 

一 同
 三
日
 
惣
出
 
に
て
 
出
精
し
た
。
 
近
時
 
排
水
 
等
 も 極

め
て
 
良
好
で
 
あ
る
。
 

一 
、 

同
村
 

は 
昨
年
 

一 
一
月
よ
り
 

ほ 
褂
を
行
 

ひ、
 

毎
月
 

一 
度
 

づ
っ
山
 

稼
に
 

出
で
、
 

馬
 

持
 

は
贰
百
 

四
十
 

八
 

文
よ
り
 

三
百
 

文、
 

歩
 

行
 

は 
百
 

文
と
 

定
め
、
 

そ
の
 

時
々
 

代
 

料
 

を 
積
 

立、
 

八
左
衞
 

門、
 

金
 

右
衛
門
、
 

宇
兵
衞
 

三
人
の
 

庭
々
 

を
預
り
 

受
取
り
 

置
き
 

曰 掛
繩
は
 
軒
別
 

一 房
づ
っ
 
順
番
に
 
て 集

め
る
 
こ
と
 

A し
た
。
 

•1
 

、 
下
 

吉
田
島
 

村
 

組
頭
 

六
郞
 

右
衛
門
 

は、
 

一 
昨
 

天
 

保
 

十
 

年
 

野
 

州
 

表
 

迄
 

も 
出
 

頭
し
、
 

報
德
仕
 

法
の
 

寳
 

行
に
 

努
力
し
た
 

が、
 

村
民
 

多
 

衆
 

は 
惰
弱
に
 

流
れ
 

一 
致
し
な
か
っ
た
 

と
こ
ろ
、
 

昨
年
 

來
人
氣
 

進
み
、
 

當
 

春
に
 

は 
衣
服
 

諸
道
 

具
 

も
賫
拂
 

ひ、
 

加
入
金
に
 

と 
差
 

出
し
、
 

H 
褂
、
 

日
掛
け
 

等
 

も 
怠
ら
ず
 

出
精
し
、
 

當
節
は
 

靑
年
迄
 

夜
業
に
 

心
掛
け
る
 

様
に
な
っ
た
。
 

1 
、 

同
村
の
 

曾
 

比
 

境
か
ら
 

凡
そ
 

四
 

五
町
の
 

間
道
 

路
惡
 

し
く
、
 

通
行
 

困
難
な
る
 

爲
め
、
 

役
人
 

ど
も
 

は 
修
理
し
た
 

し
と
 

心
褂
 

け
て
 

居
た
 

が、
 

當
 

三
月
 

三
日
の
 

休
日
に
、
 

部
屋
 

住
の
 

靑
年
 

一
同
 

普
請
に
 

取
掛
 

つ
た
。
 

村
 

役
人
 

は 
之
 

を
 

見
出
し
て
 

奇
特
 

な 行
爲
に
 
感
じ
 
酒
代
に
 
も
と
て
 
金
 壹
歩
贰
 
朱、 

外
に
 
名
主
よ
り
 
金
壹
 歩
、
 
長
 蔵
よ
り
 
甙
朱
、
 
都
合
 
三
 歩
 遣
し
た
 
所
、
 

厚
く
 
辭
退
 
を
し
た
 
が、 

强
て
之
 
を
贈
與
 
し
た
 
所、 

協
議
の
 
上
 こ
の
 
內
贰
 朱
辨
當
 
代
と
 
し
て
 
受
取
り
、
 
殘
り
或
 
歩
甙
朱
 

は
報
德
 
金
に
 
加
入
し
た
。
 

】 
、 

同
村
の
 

武
永
 

田
堰
、
 

牛
嶋
、
 

境
堰
 

と
も
、
 

當
年
は
 

案
外
に
 

よ
く
 

浚
 

は
れ
、
 

老
人
 

等
 

も 
未
だ
 

覺
 

え
ざ
る
 

樺
 

好
き
 

狀
態
 

― z6i  ― 



な
り
と
 
言
っ
て
 
居
た
。
 

,
 
 

^  C
 
 

, 
わかもの 

つきあ ひ 

1 
、 

同
村
 

從
來
靑
 

年
に
 

は 
「
若
者
 

附
合
」
 

と
い
 

ふ
 

仲
間
が
 

あ
り
、
 

こ
の
 

仲
間
に
 

入
れ
ば
 

多
く
 

は
惡
 

風
に
 

浸
染
し
た
 

の
で
 

村
內
 

迷
惑
に
 

感
じ
て
 

居
た
 

が、
 

近
時
 

は
こ
の
 

仲
閒
に
 

人
れ
ば
 

却
っ
て
 

良
風
に
 

化
せ
ら
れ
 

る
と
 

い
ふ
 

樣
 

に
な
っ
た
。
 

1 
、 

上
 

吉
田
島
 

村
 

こ
の
 

村
 

も 
下
 

吉
田
嶋
 

と 
同
じ
く
 

人
氣
 

緊
張
し
、
 

堰
 

浚
よ
り
 

勤
儉
 

に
も
 

as
 

精
、
 

有
志
よ
り
 

金
 

五
雨
 

差
 

出
し
、
 

難
 

^
 

人
 

借
財
 

返
濟
 

方
に
 

振
 

向
け
、
 

薪
の
 

月 
掛
も
行
 

は
れ
て
 

居
る
。
 

1 
、 

千
 

津
嶋
村
 

こ
の
 

村
 

も 
一 

同
 

緊
張
し
、
 

一 
一
月
よ
り
 

月
掛
を
 

始
め
、
 

夫
々
 

身
分
に
 

割
 

當
て
差
 

出
し
て
 

居
る
。
 

同
村
 

組
 

頭
 

久
藏
は
 

村
 

內
に
仕
 

法
の
 

行
 

は
れ
ん
 

こ
と
 

を 
望
み
、
，
 

昨
年
よ
り
 

難
^
 

人
の
 

爲
に
、
 

灰
 

小
屋
、
 

木
 

小
屋
 

都
合
 

十
四
 

軒
 

取
 

繕
っ
た
、
 

葺
草
及
 

手
間
賃
 

は
村
內
 

一
同
よ
り
 

助
成
し
、
 

竹
 

木
代
錢
 

は
久
藏
 

よ
り
 

支
出
す
 

る 
こ
と
 

A 
な
っ
た
、
 

ま
た
 

久
 

ぬ
 

藏
は
 

困
窮
 

人
の
 

爲
に
時
 

* 
農
具
 

を
 

調
へ
 

遣
し
た
 

所
、
 

其
 

後
 

夫
 

* 
代
金
 

を
返
濟
 

し
た
が
、
 

當
年
も
 

同
様
 

調
へ
 

遣
す
 

と
い
 

一 

ふ こ
と
で
 
あ
る
。
 

1 
、 

同
村
 

村
 

方
 

耕
作
 

出
精
 

人
に
 

封
し
、
 

嫌
 

に
て
も
 

賞
與
 

し
た
し
と
、
.
 

代
金
 

甙
兩
分
 

鍛
冶
屋
に
 

注
文
し
 

代
金
 

を 
渡
し
て
 

置
 

い
た
が
、
 

案
外
 

低
廉
に
 

出
来
た
 

と
い
 

ふ。
 

1 
、 

今
 

井
村
 

こ
の
 

村
 

は
 

井
^
 

W 
村
の
 

名
主
 

彥
 

右
衛
門
が
 

兼
ね
て
 

居
る
 

が、
 

名
主
 

始、
 

組
頭
 

長
左
衞
 

門、
 

其
 

他
 

役
人
 

及
 

び
 

世
話
人
 

共、
 

一 
村
立
 

直
し
 

を
 

熱
願
し
、
 

村
民
 

一 
同
の
 

日
掛
、
 

月 
掛
其
他
 

一 
般
に
 

出
精
の
 

狀
況
も
 

見
え
て
 

來
た
。
 

こ 

の
 

村
 

は 
元
來
難
 

村
で
あ
っ
て
、
 

別
段
 

不
用
の
 

品
 

を 
所
有
し
て
 

居
る
 

の
で
 

も
な
い
 

か
ら
、
 

組
頭
 

長
 

左
 

衛
門
は
 

先
づ
衣
 

s
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其
 

他
 

些
少
な
が
ら
 

賫
拂
 

ひ、
 

村
內
仕
 

法
の
 

加
 

人
 

金
に
 

差
 

出
し
た
 

• 

， 

】 
、 

同
村
 

內
 

の 
開
發
、
 

並
堰
浚
 

等
の
 

節、
 

百
姓
 

代
 

甚
右
衞
 

門
よ
り
、
 

一 
一 曰
^
の
 

辨
當
を
 

差
 

出
し
た
。
 

】 
、 

狩
 

野
 

村
 

は 
一 
同
と
 

い
ふ
ま
で
に
 

は 
至
ら
な
い
 

が、
 

組
頭
 

宅
 

左
衞
門
 

始
め
 

村
民
 

十
 

一 
人、
 

昨
年
よ
り
 

厚
く
 

報
德
仕
 

法
 

を 
念
願
し
、
 

日
掛
、
 

月
掛
 

又
は
 

繩、
 

草
鞋
、
 

馬
咨
、
 

或
は
 

少
 

分
な
が
ら
 

も 
衣
類
 

其
 

外
 

不
用
品
 

寶
拂
、
 

何
れ
も
 

中
 

沼
 

村
 

H 
造
に
 

依
頼
し
て
 

仕
 

法
 

取
 

計
 

方
 

を 
懇
望
し
て
 

居
る
。
 

】 
、 

猿
 

山
村
 

狩
 

野
 

村
 

同
様
に
て
 

一 
村
 

j 
同
と
 

は 
行
か
な
い
 

が、
 

百
姓
 

德
次
郞
 

始
め
 

外
 

十
七
 

人、
 

一 
昨
 

天
呆
十
 

年
以
來
 

. 
協
議
し
 

つ 
 

>- 
あ
る
 

は、
 

元
來
 

困
窮
 

難
踡
 

人
で
 

あ
る
 

所
へ
、
 

天
 

保
 

四
 

年
 

同
 

七
 

年
の
 

凶
作
に
 

よ
っ
て
 

g
 

と 
行
詰
り
、
 

其
 

日 

く
の
 

不
足
 

を
 

借
財
に
 

て 
追
 

ひ
 

送
り
、
 

中
 

沼
 

村
 

田 
造
よ
り
 

借
用
 

又
は
 

格
刖
の
 

助
成
に
 

て、
 

質
 

人
め
 

山
林
、
 

畑
 

約
 

二
 

町
 

歩
 

分
 

開
發
、
 

右
 

場
所
よ
り
 

昨
年
 

は 
芋
 

甙
百
甙
 

拾
 

俵
 

を
牧
穫
 

し
た
の
で
、
 

少
 

分
な
が
ら
 

不
用
品
 

寶
拂
 

代
金
 

を 
加
、
 

法
 金
に
 
差
 出
し
た
。
 

1 
、 

中
 

ノ
名
村
 

こ
の
 

村
 

は 
昨
年
 

春
 

以
來
、
 

組
頭
 

六
兵
衞
 

始
め
、
 

役
人
 

共
に
 

て 
種
 

々
の
 

方
法
 

を 
講
じ
、
 

一
村
 

分
限
 

取
調
 

帳
 

を
 

も 
差
 

出
し
て
 

工
夫
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

年
來
極
 

難
の
 

村
で
 

あ
る
か
ら
、
 

第
 

一 
今
 

曰
の
 

食
糧
に
 

も 
差
 

支、
 

百
計
 

盡
き
、
 

1 
村
 

手
 

を 
拱
み
 

て 
呆
然
と
 

し
て
 

如
何
に
す
べ
き
 

か
と
 

迷
 

ひ
 

居
ろ
 

所
へ
、
 

天
 

保
 

七
 

年
 

以
来
 

益
 

行
 

詰
っ
た
 

の
で
、
 

一
度
 

は 
廻
 

國
順
禮
 

に
で
 

も 
出
か
け
る
 

様
子
 

も 
見
え
た
 

が、
 

是
非
と
も
 

御
 

趣
旨
に
 

g
 

つ
て
 

仕
 

法
 

を 
願
ひ
虔
 

い
と
 

懇
願
し
、
 

先
 

づ
 

次
の
 

通
り
 

方
法
 

を 
講
じ
た
。
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閨
 正
月
か
ら
 
朔
日
 
十
五
 
日
兩
 
日
に
、
 
毎
 戶
錢
五
 
百
 文
 づ
っ
卽
 
ち 

一
軒
 
一 ケ

だ
壹
 
莨
 文
 積
 立
て
、
 
殺
 冶
 屋
太
右
 
棕
門
方
 

、
頃
け
、
 
こ
の
 
者
よ
り
 
請
拂
 
を
す
 
る こ

と
 

A し、 
若
し
 
積
 立
の
 
滞
る
 
者
 あ
ら
 
ぱ
村
內
 
の 交

際
 
を 絶

つ
 
こ
と
"
 
し
た
。
 

三
月
に
 
至
る
 
ま
で
 

一 人
 も 延

滞
は
な
か
っ
た
。
 

尤
も
 
吉
左
衞
 
門
 は 先

月
 熱
氣
を
 
病
ん
だ
 
の
で
 
貳
百
四
 
拾
 八
 文
 不
足
し
 

た
が
、
 
病
 氣
故
餘
 
儀
な
 
き 事

と
 
し、 

其
 後
山
 
稼、 

後
家
ま
で
 

も 其
賣
拂
 
た
る
 
分
 を 同

村
 
醫
師
 
玄
甫
の
 
枠
玄
碩
 

へ. m
 け
 

た
と
い
 
ふ
こ
と
 
で
あ
る
。
 

一、 
同
村
 
鍛
冶
屋
 
長
吉
 
と
い
 
ふ も

の
、
 
昨
 十
一
 
年
 四
お
 
馬
 持
の
 
者
へ
 
嫌
 二
 枚、 

歩
行
の
 
者
へ
 
壹
枚
づ
 
つ、 

圓
通
寺
 
村
と
 

も 合
計
 
貳
拾
參
 
枚
 調
製
し
て
 
遣
し
た
。
 
今
年
 
は 三

月
 
中
に
 
前
年
 
同
様
 
差
 出
し
た
い
 

と 言
っ
て
 
居
る
。
 

1 、 
圓
通
寺
 
村
 

も 中
 ノ
名
村
 
同
様
に
て
、
 
別
段
 替
 つ
た
 
事
 は
な
い
 
が
 劣
ら
ぬ
 
努
力
 
を
し
て
 
居
る
。
 

一 、 
ト
市
村
 

は 名
主
 
甚
左
衞
 
門、 

並
に
 
村
民
 
傳
八
兩
 
人、 

昨
年
 
以
來
村
 
方
 取
 直
し
の
 
儀
 を 深

く
 懇
望
し
、
 
小
 村
で
 
は 

あ
る
が
 
追
々
 
難
 村
に
 
な
っ
て
 
來
 た
か
ら
、
 
是
非
 
復
興
し
た
 
い
と
 
巾
 出
で
、
 
金
 三
 雨
の
 
加
入
 
を 願

 出
た
。
 

以
上
 
は
西
大
 
井
村
の
 
爲
八
郞
 
と、 

鬼
 柳
 村
の
 
斧
 右
衛
門
 
と
が
、
 
小
 £ 原

 領
內
に
 
於
け
 
る 仕

 法
 懇
望
の
 
熱
意
と
、
 
村
民
 

自
發
の
 
村
 政
 取
 直
し
に
 
一
路
 進
み
出
で
 
つ 

A あ
る
 
實
愦
 
を
^
 
聞
し
て
、
 

之
 を 報

告
し
た
 
概
要
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
書
類
 
は 天

 

保
 十
二
 
年
 三
 月 に 認

め
ら
れ
、
 

そ
の
 
四
月
に
 
二
宮
 
先
生
の
 
許
に
 
屆
ぃ
 
た
も
の
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
一
冊
の
 
內
容
 
は、 

推
讓
と
 

か
 奉
仕
と
 
か
 幾
つ
 
も あ

る
 
美
談
で
 
あ
る
が
、
 

十
 
1 萬
 三
千
 
石
 
ー
帶
に
 
、
同
一
の
 
様
式
で
 
競
 ひ
 起
っ
た
 
所
に
 
感
化
の
 
力
が
 

wc^  く
 
 

i 
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ハ 
西
大
 
井
村
の
 
仕
 法
 
西
大
 井
村
の
 
仕
 法
 は
^
 
比
 竹
 松
 二
 村
の
 
仕
 法
 成
績
の
 
顕
著
な
る
 
に 驚

き
、
 
自 村

の
 
翁
 狀
を
 

匡
救
す
 
る 道

 は
報
惠
 
仕
 法
の
 
他
に
 
な
き
 
こ
と
 
を
自
覺
 
し、 

村
 役
人
が
 
先
 じ
て
 
自
覺
 
し、 

村
 if か

 之
に
 
黉
同
 
し
た
 
二
と
 

は、 
前
^
 
概
況
の
 
通
り
で
 
あ
る
が
、
 
糾
頭
爲
 
八
郞
が
 
中
心
人
物
 
と
し
て
、
 
村
內
に
 
於
け
 
る 指

導
者
と
 
し
て
 
拔
群
 
で
あ
つ
 

た
こ
と
 
が
 大
に
カ
 
あ
る
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 

村：^ 
一  冋 感

激
し
て
 
加
入
金
 
百
 九
 拾
 六
 雨
 贰
朱
を
 
差
 出
し
、
 
勘
右
衞
 
門、 

勘
藏
 
等
が
 
貸
付
金
 
を 無

利
息
 
加
入
金
に
 
振
 

替
、
 
誠
意
 
を 以

て
 

一 村
 建
 直， し

に
 
努
力
し
、
 
衣
類
 
道
具
 
を 賫

拂
、
 

日 雇
 稼、 

山 稼、 
夜
業
 等
に
 
精
勤
し
、
 
村
內
 
道
路
橋
 

梁
 用
 排
水
 
修
造
 
川
 普
請
 等
に
 
共
力
し
た
。
 

こ
の
 
成
績
 
を 上

申
し
て
 
天
 保
 十
 
一 年

 四
 M 仕

 法
 を 懇

願
し
た
。
 

先
生
 
は そ

の
 
行
動
に
 
感
じ
、
 
戸
数
、
 
村
 高、 

各
戸
の
 
分
限
、
 
天
 保
 九
 年
下
 
付
の
 
御
手
 
許
 金
の
 
始
末
、
 
頼
母
子
講
、
 

0
 

窮
人
 
狀
況
、
 
荒
 地
 又
は
 
再
發
 
地、 

借
財
 
幷
資
產
 
等
 村
民
の
 
現
狀
 調
^
 
を
侖
 
じ
た
。
 

西
大
 井
村
 
は 高

 四
百
 
七
十
 
一 石

^
、
 
田
畑
 
五
 拾
 八
 町
餘
、
 
象
數
 
六
十
 
一 軒-、 

公
金
 
拜
借
 
四
百
 
七
 拾
 八
 兩
餘
、
 
村
 內
贷
借
 

六
 百
 四
 拾
 三
 兩
餘
、
 
村
 外
負
债
 
四
百
 
四
 拾
 七
 兩
餘
、
 
其
 他
 を 合

せ
て
.
 總
計
金
 
壹
千
五
 
百
 六
 拾
 五
雨
で
あ
っ
た
。
 

一お に 愈
よ
 

仕
 法
 取
扱
 
開
始
の
 
際
 は、 

千
 六
 百
 五
拾
兩
 
三
分
 贰
朱
 
餘
の
拜
 
借
と
 
な
っ
て
 
居
る
。
 

村
民
の
 
感
激
 行
動
 
は 寧

ろ
 
異
常
と
 
稱
 す
べ
き
で
あ
っ
た
。
 

四
月
 
出
精
 
奇
特
 
人
 表
彰
 
入
札
 
を
 行
っ
た
。
 
六
十
 
一 艰
中
衬
 

役
人
 
及
び
 
有
志
 
三
十
 
二
 軒、 

出
 稼
 奉
公
人
 
十
三
 
軒
 を 除

き
、
 
十
六
 軒
に
 
就
て
 
行
っ
た
。
 

こ
れ
に
 
先
き
 
立
ち
、
 
天
 保
 十
 
一 年

 十
月
 
頃
よ
り
、
 
村
民
の
 
推
讓
 
行
動
 
は 誠

に
 
著
し
き
 
も
の
で
あ
っ
た
。
 



こ
の
 
村
に
 
眞
 li 寺

と
 
い
ふ
 
菩
提
寺
が
 
あ
っ
た
。
 

一
村
 仕
 法
の
 
外
に
 
道
な
 
き
こ
と
々
 
心
附
 
い
て
 
居
っ
た
 
が、 

社
^
 
修
稷
 

の
 節
の
 
借
財
 
元
利
 
五
 拾
兩
餘
 
と
な
り
 
困
窮
の
 
上、 

二
宮
 先
生
へ
 
懇
願
し
た
 

る 所、 
寺
 附
の
愆
 
田 立

直
し
 
方
法
 
を 以

て
 
解
 

决
の
道
 
を 立

て
ら
れ
、
 
感
服
の
 
上、 

村
內
 
よ
り
 
例
年
 
差
 出
す
 
糯
米
 
一 俵、 

賣
捌
 
代
金
 
を 仕

 法
 加
入
金
に
 
差
 出
し
た
。
 

村
民
が
 

現
金
、
 

薪
、
 

米、
 

竹、
 

杉、
 

檜
、
 

繩
、
 

草
鞋
 

其
 

他
 

を 
以
て
 

報
德
 

加
入
金
と
 

し 
差
 

出
し
た
 

の
が
 

勘
 

右
衛
門
 

百
 

五
 

拾
 三
 兩
餘
、
 
勝
藏
 
三
百
 
五
 拾
 兩
餘
、
 
市
 郞
左
衞
 
門
 百
 五
拾
贰
 
兩
餘
、
 
阖
 右
衛
門
 
百
 四
 拾
 三
 兩
餘
、
 
和
 吉
七
拾
 
八
 兩
餘
、
 

吉
藏
七
 
拾
 f
 兩
餘
、
 
右
衛
門
 
四
 拾
 五
 兩
餘
、
 
爲
八
郞
 
四
 拾
 六
 兩
餘
、
 
新
 藏
三
拾
 
五
雨
 飴、 

眞
福
寺
 
三
 拾
 壹
兩
、
 
榮
次
郞
 

拾
 七
兩
、
 

• 音
 右
衛
門
 
後
家
 
四
兩
 餘、， 

彌
吉
四
 
兩
餘
、
 
龜
五
郞
 
四
兩
餘
 
、
梅
 次
郞
三
 
兩
餘
、
 
忠
左
衞
 
門
 三
 兩
餘
、
 
平
次
郞
 

三
 兩
餘
、
 
以
下
 
三
 拾
 四
 人、 

總
計
金
 
千
 四
百
 
兩
餘
 
と
な
っ
た
。
 

こ
の
 
中
に
は
 
疊
 八
疊
、
 
長
持
豐
 
棹
、
 
女
帶
 
一
筋
な
 
ど
と
 

^
 

い
ふ
の
 
が
 あ
る
。
 
 

- 
. 

千
 六
 百
 五
 拾
 兩
餘
の
 
負
債
の
 
所
へ
、
 
千
 四
百
 
兩
餘
の
 
加
入
金
が
 
あ
っ
て
、
 
之
 を 無

利
息
 
ハヰ龀 償

還
と
 
す
れ
 
ぜ
貳
百
 
五
 

拾
 兩
餘
の
 
不
足
で
 
あ
る
。
 
人
選
 
入
札
 其
 他
の
 
費
 ffl も 入

用
で
 
あ
る
か
ら
、
 
二
宮
 先
生
 
は
こ
の
 
感
激
 行
爲
に
 
封
し
、
 
大
に
 

感服し
、 

金 參百兩
 

を 仕 法 年限 中 無利息
 

貸付 を 以て 助成 せられ
た。 

さか は 

爾
來
 第
二
 
年
に
 
入
る
 
に
從
 
つ
て
 
益
々
 
感
激
の
 
行
動
が
 
表
 は
れ
た
。
 
酒
匄
 
川
垛
 洪
水
 
期
 入 川

の
 
石
 拾
 ひ、 

用
 排
水
 
浚
 ま
 

惡
水
拔
 
等
 を 行

っ
た
 
所、 

人
夫
 
は 期

せ
ず
 
し
て
 
n 十 勤

に
 
て 集

り
、
 
ま
た
 
報
德
 加
入
金
の
 
差
 出
方
に
 
は、 

一
村
 勤
 儉
に
努
 

め、
 

六十
 

五歲
の 

老婆
 

も、
 

十六
 

歳の
 

少年
 

も、
 

娘 も 
下女
 

も、
 

身 廻り
 

品を
資 

却
し
て
^
 

出し
た。
 

上大
 

井の
 

大 {5
 



— a67  — 

^
當
 
は、 

氏
神
 
三
 島
 明
 神
へ
 
年
々
 
差
 出
す
 
初
穗
 
を
辭
 
退
し
た
 
所、 

村
民
 
は
 却
っ
て
 
倍
額
 
を 奉

納
し
た
。
 

5； 當
圓
^
 
坊
は
 

驚
い
て
 
全
部
 
米
 壹
俵
四
 
升
 を 加

入
金
に
 
差
 出
し
た
。
 

眞11 寺
の
 
孝
道
 
法
 印
 も 同

様
 
糯
米
 
一
俵
 を 差

 出
し
た
。
 
爲
八
郞
 
は
 

麻
 上
下
、
 
夏
 合
羽
、
 
單
挎
、
 
綿
 人
 等
 を 三

分
 贰
 朱
で
 
費
っ
て
 
差
 出
し
た
 
所、 

そ
の
 
老
母
 
は 白

木
 
綿
 
一
反
、
 
そ
の
 
養
子
 
は
 

• 
犟
物
、
 
襦
袢
、
 
娘
 は 白

木
 
綿
 
一 反

 を 差
 出
し
、
 
下
女
 
こ
ん
 
も
钍
 着
せ
 
白
木
 綿
 
一
反
 を 差

 出
し
た
。
 

村
民
.
 
一 同

 草
 
一
駄
、
 

草
鞋
 等
 何
れ
も
 
特
別
の
 
勤
儉
 
に
よ
つ
 
で
 加
 人
 金
 返
納
 
金
 合
し
て
 
百
 九
 拾
 五
 兩
餘
に
 
上
 力、 

第
三
 
年
に
 
は 加

 人
 金
 返
納
 
金
 

合
し
て
 
百
 四
 拾
 六
 兩
餘
第
 
四
 年
に
 
は
 殘
金
贰
 
百
 四
 拾
 九
兩
餘
 
第
五
 
年
 乃
至
 第
 七
 年
に
 
到
っ
て
 
完
了
す
 
る
の
で
 
あ
る
。
 

第
三
 
年
 卽
ち
天
 
保
 十
三
 
年
 は
 先
生
 幕
府
 
登
用
の
 
年
で
 
あ
る
が
、
 
西
大
 井， の 仕

 法
 は
こ
の
 
年
 高
潮
に
 
達
し
、
 
道
路
、
 
川
 

掘、 
川
 除、 

石
 拾
 ひ
 等
に
 
よ
っ
て
 
用
惡
 
水
の
 
灌， 漑

 排
水
 
及
び
 耕
作
 
交
通
の
 
利
便
、
 
水
害
 防
禦
 準
備
 
等
 を
 
一
村
 
一
致
の
 
行
 

； 動
で
 
取
り
 
か  >1 つ

た
 
所、 

近
隣
よ
り
 
聞
き
及
び
、
 
鬼
 柳
 村、 

金
子
 
村
、
 
曾
 比
 村、 

金
 手
 村
、
 
桑
原
 
村
、
 
西
大
友
 
村、 

成
 

： 田 村
な
 
ど
の
 
仕
 法
 村
よ
り
 
助
成
に
 
來
り
、
 

一
村
の
 
道
路
 
用
 惡
水
等
 
完
全
に
 
修
理
す
 
る こ

と
 
を 得

た
。
 
そ
の
 
人
夫
 
千
 三
百
 

十
七
 
人
と
 數
 
へ ら

る
。
 

ま
た
 
更
に
 
一
段
と
 
前
者
よ
り
 
廣
範
圍
 
な
る
 
勞
カ
 推
讓
の
 
例
が
 
あ
る
。
 
そ
れ
 
は 上

流
 
金
子
よ
り
、
 
卞
流
鬼
 
柳
ま
で
、
 
三
 

二
 ケ 村

に
 
亙
る
 
惡
水
 
が
あ
っ
た
 
爲
、
 
年
々
 
困
却
し
て
 
居
た
 
の
で
、
 
之
 を 完

全
に
 
本
流
 
酒
 匂
 川
に
 
落
す
 
工
事
に
 
取
り
 
か
，
 - つ 

た。 
そ
の
 
延
長
 
千
 四
百
 
四
十
 
二
 間
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
工
事
の
 
爲
に
關
 
係
 三
 ケ
村
は
 
下
男
ま
で
 
總
出
 
に
て
 
出
動
し
た
 
が
 

之
 

を
 聞
き
 
傳
 
へ
た
 钍
法
池
 
域
の
 
村
民
 
は
爭
 
う
て
 
來
り
 
助
け
、
 
二
月
 
廿
 二
日
よ
り
 
廿
五
 
日
ま
で
、
 
集
り
た
 
る も

の
 
三
十
 
五
ケ
 



衬、
 

入
夫
 

二
 

千
 

六
 

百
 

八
十
 

五
 

人
に
 

及
ん
だ
。
 

報.
 

德
仕
 

法
の
 

結
果
 

推
讓
の
 

風
の
 

舆
 

つ
た
の
 

は
斯
の
 

通
り
で
 

あ
る
 

• 

其
 

他、
 

西
大
 

井
村
の
 

仕
 

法
と
 

相
^
 

聯
 

し
て
、
 

隣
接
 

村
 

鬼
 

柳
の
 

仕
 

法
 

も 
進
ん
だ
。
 

そ
の
 

狀
況
は
 

指
導
者
が
 

爲
八
郞
 

で
あ
 

る
か
ら
、
 

西
大
 

井
と
 

大
同
小
異
 

で
あ
る
。
 

こ
の
結
果
 

と
し
て
 

天
 

保
 

十
三
 

年
に
 

西
大
 

友
に
 

も 
陰
 

か
に
 

仕
 

法
の
 

氣
風
 

發
生
レ
 

た
が
、
 

同
村
 

は
柬
 

三
十
 

三
ケ
 

村
の
 

選
擧
 

に
よ
っ
て
 

定
ま
る
 

か
ら
^
に
 

之
 

を 
叙
述
す
 

る。
 

富
士
山
 

麓
の
 

御
殿
場
、
 

そ
の
 

東
方
 

現
今
の
 

小
山
 

町
 

字
 

藤
 

曲
 

等
の
 

仕
 

法
 

中
に
 

も 
種
々
 

感
激
の
 

行
動
が
 

見
 

ゆ
る
。
 

藤
 

曲
 

は 
逸
早
く
 

仕
 

法
 

開
始
 

を 
懇
願
し
、
 

熱
誠
に
 

敎
旨
を
 

遵
奉
し
 

實
踐
 

し
た
 

爲
に
、
 

天
 

保
 

十
 

一 
年
の
 

正
月
に
 

仕
 

法
が
 

始
 

ま
り
、
 

こ
の
 

村
の
 

名
主
 

平
 

四
 

郞
は
誠
 

實
に
敎
 

を 
遵
奉
し
 

村
民
 

を 
指
導
し
た
。
 

さ
れ
ば
 

西
大
 

井
の
 

條
 

下
に
 

揭
 

げ
た
 

様
な
 

行
 

動
 

は 
寧
ろ
 

藤
 

曲
の
 

事
實
が
 

先
例
と
 

も
い
 

ひ 
得
る
。
 

御
殿
場
 

は 
同
年
 

三
月
に
 

始
ま
り
、
 

山
中
 

忠
助
、
 

名
主
 

平
 

右
衛
門
 

等
大
 

に 
努
力
し
た
。
 

下
 

新
田
の
 

仕
 

法
 

書、
 

藤
 

曲
の
 

仕
 

法
 

書
、
 

御
殿
場
の
 

仕
 

法
 

書
 

等
 

は、
 

村
民
 

を 
指
導
 

せ
ら
れ
た
 

敎
訓
 

書
の
 

顯
 

!
•
 
 

ひ！， バ ナな よな *j ちゃ _f\ 

著
な
 

事
例
と
 

し
て
 

有
名
で
 

あ
る
。
 

そ
の
 

最
も
 

人
口
に
 

喰
 

炙
せ
 

る 
は 

「日
 

褂
雜
？
 

^
帳
」
 

と 
「難
 

村
 

取
 

直
相
續
 

手
段
 

帳
」
 

と 

で
あ
る
。
 

一 
般
の
 

感
激
 

を 
表
 

は
し
た
 

發
 

動
的
 

行
動
の
 

敎
化
カ
 

は
こ
の
 

教
訓
 

書
に
 

よ
っ
て
 

窺
 

ひ 
得
る
。
 

五
 

本
家
 

再
興
の
 

完
成
 

本
家
 

再
興
の
 

志
願
 

は
旣
に
 

第
二
 

章
に
 

於
て
 

述
べ
た
 

如
く
、
 

十
九
 

歳
の
 

時
の
 

發
願
 

で
あ
る
。
.
 

乙ら
 

JS ゆし
 

や 
本
家
の
 

殘
 

屋
敷
、
 

當
時
 

竹
林
と
 

な
れ
る
 

白
髯
 

社、
 

稻
荷
 

社
の
 

屋
舗
貳
 

畝
 

歩
が
^
 

つ
た
の
 

を 
根ー
兀 

と
し
、
 

先
生
の
 

努
力
の
 

淨
財
を
 

加
へ
 

て 
培
養
し
、
 

少
額
な
が
ら
 

本
家
の
 

陰
 

德
を
橫
 

み、
 

善
 

種
 

を 
蒔
て
 

大
德
 

と
な
さ
ん
 

が
爲
 

に、
 

或
は
 

村
 

內
の
少
 

年
 

を 
表
彰
し
、
 

或
は
 

窮
民
 

を 
救
援
し
た
。
 

而
 

し
て
 

櫻
 

町
へ
 

轉
 

居
の
 

際
に
 

は 
現
 

計
金
參
 

拾
六
兩
 

と
な
っ
て
 

は
た
。
 

其
總
額
 

― 268  — 
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到
^
 

本
家
 

再
舆
资
 

源
と
 

し
て
 

甚
だ
 

少
額
で
 

あ
る
か
ら
、
 

直
に
 

そ
の
 

目
的
 

を
 

達
し
 

難
き
 

を 
思
 

ひ、
 

こ
れ
 

全
く
 

本
家
の
 

陰
德
 

消
燼
し
 

去
っ
て
 

未
だ
 

陽
德
の
 

到
ら
ざ
る
 

が
爲
 

で
あ
る
と
 

し、
 

之
 

を 
以
て
 

本
家
の
 

如
き
 

狀
況
 

に
あ
る
 

一
般
 

社
會
 

救
援
の
 

1 

助
と
 

も
な
ら
 

ば、
 

そ
の
 

陰
德
 

何
時
し
か
 

精
で
 

大
を
 

な
し
、
 

本
家
 

再
興
の
 

完
成
す
 

る 
日
の
 

あ
る
べ
き
 

こ
と
 

を 
信
じ
、
 

先
づ
 

こ
の
 

參
拾
 

六
兩
を
 

携
へ
來
 

つ
て
 

櫻
 

町
の
 

仕
 

法
 

資
材
に
 

投
じ
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

. 
故
に
 

「
本
家
 

伊
右
衛
門
 

一
家
 

再
興
 

相
續
 

手
段
 

帳
」
 

は 
先
生
が
 

櫻
 

町
移
轉
 

ま
で
 

十
 

五
ケ
 

年
の
 

記
事
 

を 
以
て
 

終
り
と
 

し、
 

雨
後
 

は
こ
の
 

本
家
 

再
 

輿
 

资
金
は
 

勿
論
、
 

一
切
の
 

资
財
を
 

投
じ
て
 

櫻
 

町
再
舆
 

手
段
 

を
 

講
じ
た
 

爲
に
、
 

特
に
 

本
家
の
 

仕
 

法
 

金
 

活
用
の
 
名
目
 
は 消

え
る
 
の
で
 
あ
る
。
 

. 

さ
れ
ば
 

本
家
 

再
興
の
 

完
成
 

は、
 

櫻
 

町
の
 

仕
 

法
 

第一
 

一
期
の
 

後
、
 

小
 

田 
原
 

領
の
仕
 

法
 

を
 

講
ず
る
 

に 
際
し
 

問
題
と
 

な
っ
た
。
 

かや ま
 
 

V 

小
 

田 
原
領
內
 

一 
般
の
仕
 

法
に
 

從
事
 

せ
ら
る
 

i 
や、
 

栢
 

山
村
 

は 
勿
論
 

一 
一宮
 

一 
族
 

は 
本
家
の
 

再
 

與
を
發
 

願
し
た
。
 

曾
 

比
 

竹
 

松
 

の 
仕
 

法
 

成
績
の
 

擧
る
を
 

見
て
 

益
々
 

切
望
し
た
。
 

先
生
 

も 
亦
 

若
 

冠
の
 

頃
よ
り
の
 

願
望
で
 

あ
る
。
 

併
し
な
が
ら
 

公
に
 

は
領
內
 

の
 

仕
 

法
 

を 
以
て
 

任
と
 

す
る
 

を
 

以
て
、
 

本
家
 

な
れ
ば
 

と
て
 

聊
か
 

私
意
 

を
 

達
せ
ん
 

と
す
る
 

の 
嫌
が
あ
っ
て
 

は
な
ら
ぬ
。
 

一
般
 

の
 

要
求
と
 

し
て
の
 

栢
 

山
村
、
 

更
に
 

そ
の
 

一
部
分
と
 

し
て
の
 

本
家
 

再
興
と
 

い
ふ
 

如
き
、
 

誠
に
 

自
然
 

的
な
 

順
序
か
ら
 

來
 

る
の
 

で
な
け
れ
ば
 

着
手
し
 

難
い
の
で
 

あ
る
。
 

是
を
 

以
て
 

曾
 

比
 

竹
 

松
の
 

仕
 

法
よ
り
、
 

領
內
 

仕
法
欣
 

求
の
 

情
勢
と
、
 

栢
山
 

村
民
の
 

切
望
と
 

に 
任
せ
て
、
 

天
 

保
 

十
 

一 
年
よ
り
 

本
家
 

復
興
の
 

調
査
 

を
 

進
め
た
。
 

天
 

保
 

十
 

一 
年
に
 

は 
本
家
の
 

遣
產
を
 

調
査
し
た
 

に 
止
め
た
 

が、
 

翌
 

十一
 

一
年
の
 

「
栢
 

山
村
 

一 
一宮
 

本
家
 

再
與
 

田
畑
 

増
益
 

取
調
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帳
」
 
に
よ
れ
ば
、
 
合
計
 
反
^
 
贰
町
 
壹
反
贰
 
歩
と
 
あ
ろ
か
ら
、
 
旣
に
 
再
興
に
 
着
手
せ
ら
れ
 
た
こ
と
 
が
 明
瞭
で
 
あ
る
。
 
而
し
 

て
翌
 
十
三
 
年
に
 
は 三

度
 書
更
 
め
ら
 
れ、 

田
畑
 
反
別
 
三
 町
 四
 反
 九
 畝
 二
十
 
五
 歩
、
 
內
贰
畝
 
歩
 を 除

き
て
 
代
金
 
贰
百
八
 
拾
 八
 

兩
 壹
歩
贰
 
朱
で
、
 
そ
の
 
作
德
米
 
六
十
 

一 俵
で
 
あ
る
。
 
弘
化
 
三
年
に
 
は 四

 町
 五
畝
廿
 
歩
、
 
嘉
永
 
1 一

年
に
 
は 五

町
 
壹
反
七
 
畝
 

十
 八
 歩
、
 
作
 德
米
百
 
六
 拾
 七
 俵
 三
 斗
 九
 升
と
 
な
っ
た
。
 
こ
の
間
に
 
天
 保
 十
三
 
年
 先
生
 
は 幕

臣
と
 
な
り
、
 
弘
化
 
三
年
に
 
は 

小
 田
 原
の
 
仕
 法
 は
停
廢
 
せ
ら
れ
た
 
か
ら
、
 

先. 生
が
 
直
接
 
土
地
の
 
購
人
 
等
に
 
關
係
 
す
る
 
こ
と
の
 
出
來
 
た
の
 
は 天

 保
 十
三
 
年
 

か 
やま
 

以
前
で
 
あ
る
。
 
故
に
 
そ
の
後
に
 
於
け
 
る 約

 一 一町 歩
の
 
購
入
 
は 舍

弟
三
 
郞
左
衞
 
門
 其
他
栢
 
山
村
の
 
報
德
 
世
話
人
の
 
手
を
經
 

た
も
の
で
 
あ
ら
う
。
 

弘
化
 
三
年
 
小
 田
 原
 仕
 法
 撤
廢
の
 
令
が
 
下
っ
た
 
け
れ
ど
も
、
 
本
家
 
再
舆
は
 
先
生
 
幼
少
よ
り
 
丹
精
し
 
來
 つ
た
こ
と
 
で
も
 
あ 

り、 
本
 來
仕
法
 
金
が
 
本
家
 
再
舆
 
よ
り
 
出
發
 
し
た
る
 
因
緣
 
も
あ
っ
て
、
 
本
家
 再
與
の
 
完
成
 
は 先

生
が
 
畢
 世
の
 
任
務
の
 

一 つ 

で
あ
る
。
 
故
に
 
撤
廢
の
 
令
が
 
あ
つ
た
に
 
拘
ら
 
ず、 

本
家
、
 
三
 郞
左
衞
 
門、 

增
五
郞
 
等
 二
三
 
親
族
 
關
 係
の
 
分
 に
^
り
、
 
仕
 

法
 を
耱
繽
 
す
る
 
こ
と
 
を
 願
 ひ
 出
で
、
 
大
久
保
 
家
 も 之

 を
 許
可
し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
 

* 

斯く
て 

請戾
し 

又は
 

買 人れ
 

た 田畑
 

合計
 

約 五町
 

餘歩
 

とな
った
 

が、
 

大部
分 

は 小作
と 

なし
、 

その
 

取扱
 

は^
 

三 

郞、 
墦
五
郞
 等
に
 な
さ
し
 め
た
。
 

增
五
 郞
は
增
 右
衛
門
の
 後
裔
と
 し
て
 
そ の 家

名
 を
復
與
 す
る
と
 共に、 

本
家
 伊
右
衛
門
 取
 立の 事

務
 を
管
现
 せし 

め、 或
は
 五
町
 餘
の
 田畑 購

入
に
ば
、
 本 象 再 輿 m 畑の 牧

得
 に
よ
っ
て
^
^
 せ
し
め
た
 もの も ある。 斯 く

し
て
 報 



德
 

式
に
 

獨
立
 

完
成
が
 

出
 

來
れ
ば
 

增
五
郞
 

は 
本
家
の
 

相
繽
 

人
と
 

し
て
 

選
ば
れ
る
 

豫
約
 

が
あ
っ
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

然
る
に
 

增
五
郞
 

管
理
 

中
に
 

於
け
 

る 
再
興
 

資
財
の
 

牧
 

支
の
 

結
果
 

は、
 

結
局
 

十
七
 

兩
 

不
足
と
 

い
ふ
 

不
手
際
で
あ
っ
た
。
 

元
 

本
 

は 
少
し
も
 

報
い
ら
れ
ず
、
 

却
っ
て
 

負
債
の
 

姿
を
殘
 

し
た
の
で
、
 

こ
れ
 

を
 

如
何
に
 

す
れ
ば
 

可
な
 

り 
や
 

は、
 

先
生
と
 

親
族
 

と
の
 
間
の
 
重
要
な
る
 
問
題
で
あ
っ
た
。
 

嘉
永
七
 

年
 

本
家
 

再
興
の
 

治
定
書
 

ど
し
て
 

作
製
し
た
 

「
相
 

州
 

足
 

柄
 

上
郡
栢
 

山
村
 

伊
右
衛
門
.
 

式
 

家
 

株
 

再
興
 

田
畑
 

作
德
 

取
扱
 

方
 

相
談
 

書
」
 

に
よ
れ
ば
、
 

當
時
 

本
家
の
 

田
畑
 

五
町
 

一 
反
 

五
 

畝
 

十
八
 

歩
、
 

增
右
衞
 

門
 

式
 

壹
町
三
 

畝
拾
贰
 

歩
、
 

合
計
 

六
 

町
 

一 
一 

反
 

九
 

畝
 

歩
あ
っ
て
、
 

そ
の
 

內
三
町
 

豐
反
四
 

畝
 

十
五
 

歩
は
增
 

右
衛
門
の
 

相
續
 

人
た
 

る
增
 

五
郎
の
 

象
 

株
と
 

し、
 

殘
三
 

町
變
反
 

_ 

四
 

畝
 

拾
 

五
步
を
 

本
家
 

伊
右
衛
門
 

跡
 

再
 

輿
資
產
 

と
し
、
 

增
五
郞
 

相
 

續
分
は
 

同
人
の
 

任
意
の
 

處
现
に
 

任
す
 

る 
も、
 

伊
 

右
 

f 
門
 

" 

式
 

田
畑
 

は、
 

之
 

を 
別
途
に
 

備
置
 

く
こ
と
 

丄 
し
た
。
 

こ
れ
 

は
 

大
高
を
 

增
五
郞
 

及
び
 

そ
の
 

相
續
 

人
に
 

自
由
 

裁
量
と
 

す
れ
ば
、
 

一 

自
然
と
 

分
 

度
 

を
 

失
 

ひ、
 

先
代
の
 

如
く
に
 

再
び
 

退
轉
に
 

及
び
 

歎
息
の
 

外
な
 

き
 

場
合
 

あ
る
べ
き
 

を 
以
て
、
 

こ
の
 

一 
種
の
 

財
團
 

式
 

方
法
 

を 
以
て
 

相
鑌
永
 

安
の
 

方
途
 

を
 

講
ず
る
 

こ
と
 

A 
し
た
。
 

卽
仕
法
 

書
の
 

文
句
 

を
 

見
れ
ば
 

. 「
總
て
 

誰
彼
と
 

な
く
、
 

天
 

災
 

水
火
 

病
難
 

等
の
 

場
合
に
 

難
 

跺
 

す
る
 

は 
勿
論
、
 

或
は
 

驕
奢
、
 

又
は
 

怠
惰
の
 

弊
風
に
 

流
れ
、
 

分
 

度
 

を 
失
 

ひ
て
 

困
窮
し
、
 

所
有
の
 

田
畑
 

を
賫
 

ら
ん
と
 

す
と
 

い
へ
 

ど
も
、
 

そ
の
 

處
分
 

さ
へ
 

容
易
な
ら
 

ざ
ろ
 

こ
と
 

も 
あ
る
 

ベ
く
、
 

又
は
 

一
時
に
 

之
 

を
買
受
 

く
る
 

も
の
 

あ
り
て
 

處
现
 

す
ろ
 

こ
と
 

を 
得
る
 

と
も
、
 

自
然
に
 

奢
 

を
 

生
じ
、
 

終
 

二 
財
 

を 
費
 

し
退
轉
 

に
も
 

及
び
、
 

不
孝
 

こ
の
 

上
 

も
な
い
 

こ
と
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

作
 

德
の
儀
 

は 
土
地
の
 

善
惡
、
 

村
 

柄
の
 

盛
衰
に
 

隨
 

ひ
て
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高
下
 
あ
れ
 
ど
も
、
 
大
略
 
年
 
一
割
と
 
見
積
り
、
 

fK 災
 凶
荒
の
 
節
 は
年
迗
 
り
と
 
し、 

作
德
 
不
足
の
 
節
 は 元

金
に
 
差.^ 

へ 

十
 ケ
^
 
迄
 は 三

分
の
 
二、 

三
十
 
ケ
^
よ
り
 
五
分
 
助
成
し
、
 
順
次
 
助
成
 
を
大
 
に
し
て
 
六
十
 
ケ
年
 
目
に
 
は 全

額
に
 
及
び
、
 

村
 方
 
一
般
に
 
助
成
の
 
目
的
 
を
 以
て
 
經
理
 
す
れ
ば
、
 
村
內
 
一般、 

國
 家
の
 
潤
澤
 
と
し
て
 
取
 立
 遣
 は
す
こ
と
 
が
 出
來
、
 
永
 

久
萬
代
 
不
滅
の
 
傣
 、
家
名
 
相
續
の
 
本
旨
で
 
あ
る
。
 
さ
て
 
こ
の
 
三
 町
 壹
反
五
 
畝
 十
三
 歩
の
 
本
家
の
 
资
財
を
 
以
て
、
 
こ
の
 

趣
 3 曰 を 貫

徹
 
せ
ん
が
 
爲
に
、
 
常
三
郞
 
(三 郞

左
衞
 
門) 増

 五
郎
へ
 
世
話
 
を 賴

み
笸
 
き
た
れ
 
ど
も
、
 
こ
の
度
よ
り
 
は 親

類
 

一
同
に
 
て 世

話
 
致
し
、
 
本
家
 
代
々
 
供
養
の
 
爲
、
 
永
久
 
再
 潰
の
 
憂
 無
き
 
樣
 致
し
 
度、 

若
し
 
後
年
 篤
實
 
誠
意
、
 
本
家
 
式
 相
 

繽
相
當
 
の 人

物
 
出
た
 
る 時

 は、 
親
類
 
緣
者
 
一
同
 相
談
の
 
上
 家
 株
 相
 渡
相
繽
 
致
さ
せ
、
 
我
等
 
幼
年
よ
り
 
深
く
 
心
配
 
心
掛
 

け
た
 
志
願
 
を
^
 徹
し
、
 
本
家
 
再
 舆
の
基
 
を
 立
て
、
 
安
心
 
致
し
 度
い
 
云
々
」
 
 

. 

と あ
る
か
ら
、
 
資
財
の
 
半
は
增
 
五
郎
の
 
生
活
 分
限
と
 
し、 

殘
り
 
を
栢
山
 
始
め
 廣
く
仕
 
法
 を 行

 ふ 极ー兀 と
し
て
、
.
 
之
 を 二

 

宫
 
一 族
の
 
協
同
 
管
理
の
 
下
に
 置
く
 
財
圑
 
と
し
て
 
保
存
 
せ
ん
と
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 

一. 家
咸
 
亡
の
 
根
元
 
は そ

の
 
陰德， 消

燼
の
 
結
果
で
 
あ
ろ
。
 
再
興
の
 
志
願
 
あ
り
-
に
い
 

へ 
ど
も
 
相
繽
を
 
得
難
き
 
を 例

と
 
す
 

る。 
强
 て
相
镇
 
せ
し
 
む
る
 
と
も
、
 
多
く
 
は 亡

 滅
の
迹
 
を 履

む
 
事
情
 
生
じ
て
 
再び.； ぉ

頹
に
 
及
ぶ
。
 
或
は
 
血
族
 斷
 絶
し
、
 
或
 

は 天
災
 地
變
 生
ず
、
 
先
生
 
は
こ
れ
 
を 以

て
 
二
宮
 
一
族
の
 
爲
に
 
無
限
の
 
陰
德
を
 
培
養
し
、
 
廣
く
社
 
會
の
衰
 
頹
 を
救
拔
 
す
る
 

仕
 法
財
阒
 
と
し
て
 
本
家
の
 
资
財
 
を
樣
持
 
せ
ん
と
し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

本
家
の
 
再
興
 
は 斯

く
て
 
決
定
し
、
 
埒
 右
衛
門
、
 

三
 郞
左
衞
 
門
 等
の
 
復
舆
を
 
合
し
て
、
 
大
久
保
 
家
よ
り
 
受
取
る
 
五
千
兩
 



G 內
壹
 
千
兩
を
 
割
き
て
 
之
に
 
充
て
た
，
 

增
 右
衛
門
 
は 前

述
の
 
如
く
 
E 畑

 壹
町
六
 
反
 三
 f
 
歩
で
 
あ
る
が
、
 
本
家
 
再
與
 
と
し
て
 
I
 
し
た
の
で
 
あ
る
。
 

三
郎
 
I
 
門
 は、 

先
生
の
 
直
友
吉
 
で
あ
る
。
 
二
十
 
八
歲
 
に
し
て
 
一
族
の
 
i
 
に
よ
っ
て
 
萬
兵
衞
 
の
本
盡
 
郞
秦
 

門
の
 
養
子
と
 
な
り
、
 
更
 め
て
 
霊
 
郞
と
稱
 
し、 

次
で
 
一二 郞

左
衞
 
門
と
 
改
名
し
た
 
が、 

天
 保
 四
年
櫻
 
町
よ
り
 
金
 六
 拾
兩
を
 

借
用
し
て
、
 
s
s
g
i
g
f
 

賀
 人
れ
、
 
同
 八
 年
ま
で
に
 
金
 §
 
七
 兩
ま
拜
 
借
し
て
 
S
 
七
鳘
歩
 
I
 
し 

た。 
然
れ
 
ど
も
 
そ
の
 
返
金
 
容
易
な
ら
 
ず
屢
々
 
往
來
を
 
重
ね
て
、
 
こ
の
 
嘉
永
七
 
年
に
 
一
件
 落
着
と
 
な
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

六
 

小
 田
 原
 領
內
仕
 
法
 組
織
の
 
變
更
 
と
そ
の
 
撤
廢
 
 

一 

ミ
も
卜
 

1 ： 
に
ク
で
 
二 

1}p こ：^ ナ
る
ト
 
a 原

領
 
3 の： H 法

 は
隆
々
 
と
し
て
 
振
興
し
た
 

ィ 
仕
 法
 組
合
 
村
 設
置
 
.
天
保
十
ー
.
^
ょ
り
同
十
ニ
.
^
レ
方
，
-
7
'
,
'
3
，
ま
-
'
.
.
,
1
/
.
^
'
 
 

2 

が、 
併
し
 
未
だ
 
小
 S 原

 侯
の
 
臺
 所
が
 
分
 度
 を 立

て
ず
、
 
隨
 つ
て
 
領
內
 
一
般
の
 
仕
法
资
 
財
の
 
根
底
が
 
確
立
し
 
な
か
っ
た
。
 

- 

#
 比
 竹
 松
の
 
如
き
 
は 先

生
の
 
I
 
す
る
 
僅
少
の
 
资
 財
に
 
管
、
 
西
大
 
井
、
 
鬼
 柳
の
 
如
き
 
も 三

百
 
雨
の
 
報
德
 
金
 を
 提
供
し
 

た
に
 
過
ぎ
な
か
っ
た
。
 
さ
れ
ば
 
領
內
の
 
仕
 法
 は 何

れ
も
 
そ
の
 
町
村
の
 
資
力
に
 
基
き
、
 
自
給
自
足
の
 
立
場
よ
り
、
 

S カ
更
 

生
す
 
る 外

は
な
か
っ
た
。
 

こ
れ
 
は 本

 來
報
德
 
仕
 法
の
 
根
本
 
原
則
に
 
基
く
 
も
の
で
あ
る
 
け
れ
ど
も
、
 
領
內
の
 
仕
 法
 進
行
す
 

れ
ば
之
 
I
 
め
り
 
と
し
、
 
直
に
 
1
 
し、 

租
税
 
S
 
求
と
 
な
っ
た
な
ら
 
ぱ、 

仕
 法
の
 
完
了
 
は 出

來
ろ
 
も
の
で
 
は
な
い
。
 

何
年
 
間
 か
の
 
課
稅
据
 
置
の
 
分
 度
が
 
立
た
ね
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
先
生
が
 
領
主
の
 
分
 度
 確
立
 
を
 要
請
し
た
 
の
は
此
 
所
に
 
理
ゅ
カ
 
あ 

つ
た
。
 
併
し
 
そ
れ
 
は
容
 
れ
ら
れ
 
な
か
っ
た
。
 



一 m 一 

天
 

保
 

十
三
 

年、
 

先
生
 

は 
S
 

に 
召
さ
る
，
 

こ
と
，
 

な
っ
た
。
 

當
時
仕
 

法
 

役
所
の
 

任
務
と
 

し
て
 

ま、
 

仕
ま
 

の 
也
/
,
,
 

連
ま
-
保
 

た
し
め
、
 

私
的
 

結
合
 

を 
以
て
 

仕
 

法
 

を
霧
せ
 

ん
 

と
し
た
。
 

f
 

町
村
が
 

齎
 

的
に
 

組
合
 

を
 

作
り
、
 

"ベ
， 

^
 

相
 

g
 

助
に
 

よ
つ
 

5
 

內
の
仕
 

法
 

を 
完
成
 

せ
ん
と
し
、
 

先
づ
 

成
立
し
た
 

も
の
が
 

S
 

十
三
 

ケ 
村
の
 

f
t
s
;
;
 

あ
つ
 

た。
 
f
m
.
 

こ
の
 

一一
 

一
十
三
 

ケ 
村
の
 

會
合
 

に
よ
っ
て
 

優
良
 

町
村
 

を 
選
び
、
 

そ
の
 

墓
 

r
4
 

が
 

£
 

を 
講
ぜ
ら
れ
、
 

そ
の
 

墓
 

町
村
 

中
に
 

於
て
 

出
精
 

奇
特
 

人
 

を
 

投
票
し
、
 

順
§
霧
 

美
の
 

5
 

隆
 

に
し
、
 

蒙
，
^
 

の 
俗
を
與
 

さ
ん
と
 

し
た
。
 

こ
の
 

第
一
 

回
の
 

町
村
 

投
票
に
 

當
 

選
し
た
 

も
の
 

は
西
大
 

友
で
あ
っ
た
。
 

併
し
 

こ
れ
 

も 
同
年
 

僅
に
 

一 
回
に
 

し
て
 

止
 

t
 
 

、一
  

I
I
 

應
 

S
S
 

以
 

f
 
 

、 小
 

§
 

藩
 

政
の
 

方
針
 

大
 

こ
の
 

妙
法
 

も
櫞
績
 

し
な
か
っ
た
。
 

口 
小
层
 

藩
 

政
と
 

野
 

州
論
 

斯
く
藩
 

政
の
 

意
見
に
 

變
 

化
を
來
 

し
た
る
 

は、
 

望
の
 

分
 

度
の
 

確
定
 

S
 

す
る
 

直
と
 

i
s
 

見
と
の
 

相
違
と
、
 

藩
 

政
の
 

嫉
視
と
 

よ
り
 

來
る
 

も
の
で
、
 

先
生
が
 

雷
と
 

な
り
た
 

I
 

以
 

1
 

本
 

勺 
分
 
度
 確
立
 
問
題
 
は 消

え
て
 
し
ま
っ
た
 
も
の
で
あ
る
。
 
 

ォ- 
6 ダ

 

總
て
讓
 

財
政
の
 

粮
 

元
は
、
 

驚
の
 

I
 

力
 

i
 

本
と
 

す
る
。
 

一
般
に
 

賦
課
し
た
 

る 
納
税
 

ま
さ
へ
 

よ
け
れ
ば
 

擔
税
 

i
l
i
a
 

納
稅
は
 

容
服
從
 

の 
美
風
に
 

大
 

な
る
 

I
 

が
 

あ
る
。
 

流
汗
 

f
-
 

以
て
 

納
 

せ
し
 

た
る
 

後
 

は、
 

賈
の
餘
 

カ
を
缺
 

き、
 

震
 

上
の
 

改
善
が
 

行
 

は
れ
ず
、
 

一
磨
 

1
 

災
 

S
 

へ
ば
 

忽
 

に
し
て
 

流
離
 

還
す
 

る。
 

1
 

层
と
野
 

州
と
の
 

意
見
の
 

相
擎
 

回
顧
 

す
れ
ば
、
 

こ
の
 

g
 

に
少
 

か
ら
ざ
る
 

曲
折
が
 

あ
っ
た
 

こ
と
 

を
^
さ
。
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て
 曰、 

. 
「
國
 家
の
 
分
 度
の
 
定
ま
ら
ざ
る
 
時
 は
 仁
政
の
 
本
源
が
 
立
た
な
い
。
 
仁
の
 
本
 立
た
ず
 
し
て
 
國
民
 
を
惠
 
ま
ん
 
こ
と
 
を
 計
 

る、 
是
 誠
に
 
民
を
憐
 
む
の
 
仁
心
な
 
き
が
 
故
で
 
あ
る
。
 
上
 仁
を
唱
 
へ
て
 國
民
を
 
安
ん
 
ず
る
の
 
道
 を 行

 ふ
と
き
 
は、 

下
民
 

歡
喜
カ
 
耕
 以
て
 
報
恩
 
納
稅
を
 
喜
ぶ
。
 
若
し
 
貢
 稅
の
增
 
加
 を
 喜
び
て
 
民
力
 
盡
る
 
と
き
 
は 困

窮
 衰
亡
 
必
至
ら
ん
、
 
余
不
背
 

な
り
と
 
雖
も
 
先
君
の
 
命
 を
 蒙
り
 
十
 有
餘
年
 
全
力
 
を
 奉
げ
 
て
 上
下
の
 
永
 安
を
圖
 
り、 

君
の
 
心
 を
 安
 じ 奉

ら
ん
 
と
し
た
、
.
 

今
日
に
 
到
っ
て
 
小
 田 原

 領
內
國
 
本
 確
立
せ
 
ず、 

仁
政
の
 
本
源
 
定
ま
ら
 
ざ
る
に
 
仕
 法
 を
 行
っ
て
 
斯
民
を
 
苦
め
 
牧
歛
の
 
政
 

を
 助
く
 
る を

 欲
し
な
い
、
 
君
 等
 下
民
と
 
接
し
 
農
 間
に
 
心
 を
 致
し
、
 
仁
政
 
を
 行
 は
ん
と
し
て
 
民
力
 
向
上
 
す
れ
ば
、
 
課
稅
 

隨
 つ
て
 
増
加
し
て
 
遂
に
 
牧
歛
 
の
臣
 
た
る
の
 
實
を
 
致
す
 
で
あ
ら
う
、
 
眞
に
 
忠
臣
の
 
爲
 す
べ
き
 
所
で
は
な
い
、
 
分
 度
を
定
 

め
て
 
民
力
 
平
均
の
 
增
 進
を
俟
 
ち、 

分
 度
の
 
向
上
 
を
 自
然
の
 
發
 展
に
俟
 
つ
に
 
あ
ら
 
ざ
れ
ば
、
 
眞
の
 
仁
政
で
 
は
な
い
、
 
先
 

君
旣
に
 
亡
し
 給
 ふ
 余
敢
て
 
如
何
と
-
も
 
す
る
な
 
し」 

と
て
 
野
 州
に
 
歸
 つ
た
。
 
鵜
澤
 
驚
い
て
 
之
 を
 藩
 政
に
 
告
げ
た
。
 
藩
 政
 等
 は 過

去
 數
 百
年
 
行
ひ
來
 
つ
た
 
財
政
の
 
方
策
に
、
 
儒
 

者
が
 
裏
付
け
し
た
 
政
治
の
 
理
論
 
を
 有
し
、
 
財
政
 
不
如
意
と
 
な
っ
て
 
赤
字
 
を
 生
ず
れ
ば
、
 
之
 を 

一 時
 借
 入
に
 
俟
ち
、
 
結
 周
 

民
に
 
求
む
 
る 外

 は
な
い
 
と 信

じ
つ
 

A あ
る
か
ら
、
 
評
議
 
徒
ら
に
 
決
せ
ず
、
 
到
底
 藩
 政
の
 
分
 度
 を
 立
て
る
 
が
 如
き
 
英
斷
に
 

は 達
し
な
い
 の， で

あ
る
。
 



然
れ
 
ど
も
 
領
民
 
は 旣

に
仕
 
法
の
 
妙
 術
た
 
る を 認

め
、
 
全
 領
民
 
は
擧
 
つ
て
 
發
業
を
 
求
め
、
 
代
表
者
 
を 櫻

 町
に
 
遣
し
て
^
 

願
し
て
 

止
ま
ず
、
 

先
生
 

之
に
 

敎
 
ふ
る
に
、
 
 

， 

「
上
 當
局
仕
 
法
の
 
根
本
 
を 立

て
ず
、
 
藩
 政
 改
革
が
 
行
 は
れ
 
ざ
れ
ば
 
と
て
、
 
之
 を 怨

恨
し
 
之
 を
呪
咀
 
す
る
 
愚
 を
な
 
す
べ
 

か
ら
ず
、
 
身
 を
 修
め
 
家
を
齊
 
ふ
る
 
は 各

人
の
 
自
覺
 
に
あ
り
、
 

一
家
 を 舆

し
、
 

一
邑
 
の 艱

難
 
を
 除
き
、
 
以
て
 
孝
悌
の
 
道
 

を
 全
く
す
 
る 外

 は
な
い
。
 
怠
れ
り
 
と
て
 
誰
 人
が
 
來
り
惠
 
む
 も 

の
ぞ
、
 
怠
け
た
 
る 報

 は 直
に
 
そ
の
 
身
に
 
歸
り
來
 
る」 

と、 
そ
の
 
敎
誨
 
到
ら
ざ
る
 
な
く
、
 
席
に
 
在
る
 
も
の
 
皆
 感
淚
に
 
咽
び
、
 

一
層
 切
な
る
 
願
望
 
を
發
 
し
た
。
 
故
に
 
先
生
 
は 巳

む
 

を
 得
ず
 
一 村

 再
興
の
 
規
畫
を
 
立
て
 

A 之
 を
附
與
 
し
た
 處
、
 
村
民
の
 
丹
精
と
.
 そ
の
 
法
則
の
 
妙
と
 
が
 着
々
 
と
し
て
 
實
 現
し
た
 

の
で
、
 
藩
の
 
當
局
も
 
亦
 巳
む
 
を 得

ず
 
し
て
 
鵜
澤
を
 
遣
し
て
 
先
生
の
 
出
張
 
を
 求
め
、
 
前
に
 
述
べ
た
 
ろ 如

く
 
報
德
 
役
所
の
 
設
 

立
計
畫
 
を
も
吿
 
げ
た
。
 
先
生
 
怫
 然
と
し
て
 
役
所
の
 
設
置
と
 
仁
政
の
 
本
源
と
の
 
緩
急
 
比
す
べ
き
 
で
な
い
 
こ
と
 
を 論

じ
、
 
分
 

度
 立
た
 
ざ
れ
ば
 
桶
に
 
底
な
 
き
が
 
如
く
で
 
あ
る
。
 

と、 
然
れ
 
ど
も
 
鵜
澤
の
 
持
久
 
的
 努
力
と
、
 
領
民
の
 
懇
望
と
 
に
よ
っ
て
、
 

曾
 比
 竹
 松
に
 
仕
 法
 を
 講
じ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

斯
 か
る
 
經
緯
を
 
有
し
た
 
先
生
と
 
藩
 政
と
 
は、 

極
度
に
 
持
論
 
を 主

張
し
て
 
意
見
 
を
戰
 
は
す
の
で
 
は
な
い
、
 
藩
 政
 は 先

生
 

の 論
議
 
を
犟
 
な
る
 
意
見
と
 
な
し
、
 
野
 州
 論
と
 
稱
し
、
 
奇
人
の
 
綺
語
 
と
し
て
 
取
扱
 
ひ、 

毫
も
 
反
省
す
 
る 所

な
 
く、 

却
っ
て
 

よしの 
と 
し
ょ
 
 

へ レ また 

民
心
 
を
 煽
動
す
 
る も

の
と
 
さ
へ
 
毒
 語
す
 
る
に
 
至
っ
た
。
 
然
れ
 
ど
も
、
 
吉
野
圖
 
書
 あ
り
、
 
早
 川
 茂
 右
衛
門
 
あり. 

三
 幣
乂
 

左
衞
門
 
あ
る
 
間
 は、 

先
生
 
は 常

に
 
重
き
 
を
な
 
し
た
る
 
が、 

吉
野
、
 
早
 川
 逝
き
、
 
三
幣
 
斥
け
ら
 
る 

A 
に 及

ん
で
 
遂
に
 
ま
た
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如
何
と
 
も
す
 
る 能

 は
ざ
る
 
に 到

っ
た
。
 

へ いま
た 

ざ 
ゑ 
も
ん
 
 

よし
の 

と 
しょ

 
ハ 

三
幣
の
 

失
脚
 

三
幣
又
 

左
衞
門
 

は、
 

早
 

川
 

茂
 

右
衛
門
 

等
と
 

吉
野
圖
 

書
と
 

に
說
 

き、
 

先
生
 

を
 

小
 

田 
原
 

藩
士
に
 

登
用
 

し、
 

櫻
 

町
 

仕
 

法
 

を
 

行
 

は
し
め
 

た
 

知
己
で
 

あ
る
。
 

勇
力
 

出
群
 

服
 

光
人
 

を
 

射、
 

頗
る
 

才
智
 

あ
り
て
 

能
辯
な
 

り
と
 

稲
せ
ら
れ
，
 

た。
 

お ほく 
ぼ 

た V ざね こ- フ 

曩
に
 

大
久
保
 

忠
眞
公
 

先
生
に
 

櫻
 

町
の
 

事
 

を
 

命
ず
る
 

に
當
 

つ
て
 

力
 

を
 

添
へ
 

る 
人
物
 

を
 

聞
く
、
 

先
生
 

曰
く
 

三
幣
 

な
り
と
、
 

卽
 

ち 
君
命
 

を
 

受
け
、
 

仕
 

法
の
 

基
本
 

を
 

確
立
し
た
、
 

僅
に
 

一 
一
年
に
 

し
て
 

三
幣
 

年
寄
 

職
に
 

榮
 

進
し
た
、
 

先
生
 

野
 

州
に
 

在
り
て
 

之
 

を
 

聞
き
 

大
息
し
て
 

曰、
 

三
幣
』
 

二
 

年
に
 

し
て
 

野
 

州
の
 

管
掌
 

を，
 

易
 

ふ、
 

三
幣
 

ま
た
 

堅
く
 

櫻
 

町
 

三
邑
の
 

復
邑
を
 

約
し
た
、
 

而
 

し
て
 

今
 

こ
の
 

轉
任
を
 

見
る
、
 

こ
れ
 

三
幣
が
 

我
が
 

道
 

を
 

聞
い
た
 

爲
、
 

從
來
の
 

三
幣
に
 

非
ざ
る
 

を
 

以
て
で
 

あ
ら
う
 

が、
 

櫻
 

町
 

の
 

事
 

も
こ
れ
 

よ
り
 

障
害
 

生
ず
べ
 

く、
 

三
幣
 

一 
身
の
上
に
 

も 
亦
 

難
事
が
 

生
ず
る
 

で
あ
ら
う
、
 

こ
れ
 

最
初
 

約
束
し
た
 

信
義
 

を 

失
 ふ
が
 爲
 で
あ
る
。
 

いん
もつ
さん
 

せき
 

後
 

櫻
 

町
の
 

事
 

障
害
 

百
出
し
、
 

ま
た
 

三
幣
 

君
寵
 

を
 

受
け
、
 

權
烕
 

時
流
 

を
拔
 

き、
 

音
物
 

山
積
し
、
 

日
々
 

の 
浴
 

湯
 

を
 

沸
す
 

に 

菓
子
 

箱
に
 

て
餘
 

つ
た
と
 

稱
 

せ
ら
れ
た
 

が
、
 

僅
に
 

し
て
 

過
誤
 

を
 

生
じ
、
 

服
 

部
 

等
と
 

共
と
 

退
け
ら
れ
、
 

獨
り
 

f 二 
幣
江
戶
 

詰
と
 

し
て
 

氛
れ
 

た。
 

先
生
 

曰、
 

服
 

部
、
 

三
幣
 

の
諸
士
 

我
が
 

道
の
 

形
式
の
 

一
端
 

を
擧
 

び
て
 

そ
の
 

原
理
 

を
 

知
ら
ず
、
 

猥
り
に
 

已
れ
 

が
 

知
慮
と
 

な
し
て
 

藩
 

政
の
 

改
革
 

を
 

企
て
た
、
 

こ
れ
 

一 
に 

仁
 

道
 

を
 

行
 

ふ
に
 

非
ず
 

し
て
 

私
利
で
 

あ
る
。
 

枝
葉
の
 

術
 

を 
以
て
 

阈
 

家
 

を
 

泰
山
の
 

安
き
 

に 
置
か
ん
 

と
し
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

才
力
 

國
 

中
に
 

冠
た
り
 

と
雕
も
 

遂
に
 

無
用
の
 

人
と
な
り
 

了
っ
た
、
 

痛
 

嘆
の
 

到
で
 

あ
る
。
 

今
 

三
幣
 

一 
人
殘
れ
 

り
と
 

雖
も
亦
 

服
 

部
に
 

異
な
ら
ず
、
 

野
 

州
に
 

一 
身
 

を
 

抛
た
ん
 

と
し
て
 

忽
然
 

約
 

を
變
じ
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て
 榮
利
を
 
喜
び
、
 
最
早
 廢
棄
の
 
運
命
に
 
迫
ら
れ
て
 
居
る
。
 
こ
の
 
人
 も 無

用
に
 
歸
 す
れ
 
ぱ
 誰
か
 
仁
術
 
を
 施
さ
ん
 

我
^
の
 

爲
に
三
 
幣
を
救
 
は
ん
と
す
 
る も 信

の
 
道
 立
た
ず
、
 
我
が
 
言
 を
 用
 
ふ
る
 
能
 は
ざ
る
 
を
 如
何
せ
ん
と
。
 
終
に
 
出
府
の
 
上
三
幣
 

に
面
會
 
し
て
 
曰、 

「
足
下
、
 
+
權
威
 
あ
り
と
 
い
へ
 
ど
も
 
風
前
の
 
燈
 よ
り
 
危
し
、
 
何
と
 
な
れ
ば
 
先
年
 
改
革
 
を
な
 
す
 も
の
 
盡
く
 
斥
け
ら
れ
て
 

居
る
、
 
足
下
 
獨
り
 
免
れ
 
得
る
 
道
理
が
な
い
、
 

元
 來
野
州
 
興
 復
の
道
 
は 我

と
 
共
に
 
力
 を
 致
す
 約
で
あ
っ
た
、
 
君
命
に
 
應
 

じ
て
 
高
戳
に
 
登
り
、
 
約
と
 
信
と
 
を
棄
 
て
た
。
 
然
れ
 
ど
も
 

一 身
 を 抛

ち
 
忠
を
盡
 
し、 

自
ら
 
節
 儉
を
行
 
ひ、 

一 藩
に
 
先
立
 

つ
て
 艱
苦
 
を
 嘗
め
、
 
音
物
の
 
道
を
斷
 
ち、 

廉
潔
 
正
直
 
を 以

て
 
上
下
の
 
爲
に
 
カ
を
盡
 
さ
ば
、
 
君
 之
 を 信

じ
、
 

一
藩
 も 信

 

頓
 す
る
 
で
あ
ら
う
、
 
君
 近
時
 
奢
侈
に
 
流
れ
 
功
名
 
を 貪

ろ
、
 
斯
 く
の
 
如
く
し
て
 
永
き
 
を 望

む
 
こ
と
 
は
出
來
 
な
い
 

^
今
 

. 足
下
の
 
過
 を
 改
め
ん
 
こ
と
 
を 望

む
 
も
の
 
は 懇

意
の
 
故
で
 
は
な
く
、
 
國
 家
の
 
爲
に
 
已
む
を
得
な
い
か
ら
 
で
あ
る
。
 
足
下
 

請
 ふ 宜

し
く
 
退
職
し
て
 
兩
 全
の
 
道
 を
な
 
せ
よ
。
」
 

と、 
三
幣
 之
に
 
應
 じ
て
 
曰、 

「
足
下
の
 
言
 當
然
の
 
道
で
 
あ
る
が
、
 
我
が
 
意
 は 忠

道
を
 
守
る
 
外
に
 
は
な
 
い、 君

 退
職
 
を 命

ず
れ
ば
 
元
よ
り
 
巳 t な

し
 

L 

自
ら
 
退
職
 
を 請

 ふ は 本
意
で
 
な
い
」
 

と、 
依
て
 先
生
 
は、 

こ
が
ら
し
に
 
吹
殘
 
さ
れ
し
 
柏
 葉
の
、
 
春
の
 
雨
 夜
 を
い
 
か
に
 
凌
が
ん
 



と 
害
き
 

殘
 

し
て
 

去
っ
た
 

が、
 

三
幣
は
 

終
に
 

之
 

を 
悟
る
 

こ
と
が
 

出
來
 

な
い
で
、
 

數
曰
 

に
し
て
 

退
職
 

を 
命
ぜ
ら
れ
た
。
 

三
幣
 

犬
に
 

驚
き
 

一
朝
に
 

し
て
 

夢
 

醒
め
、
 

爲
す
所
 

を 
知
ら
な
か
っ
た
。
 

先
生
 

國
 

象
の
 

爲
に
三
 

幣
を
救
 

は
ざ
る
 

ベ
か
ら
 

ず
と
 

て、
 

三
 

幣
を
訪
 

ひ
た
る
 

が、
 

三
幣
 

先
日
の
 

勸
吿
を
 

用
 

ひ
ざ
る
 

を 
悔
い
、
 

且
つ
 

今
後
の
 

方
途
に
 

つ
き
 

誨
を
 

請
う
た
。
 

先
生
 

曰
、
 
 

- 

「
往
事
 

說
 

く
べ
 

か
ら
ず
、
 

唯
 

聞
か
ん
 

と 
欲
す
る
 

所
 

は 
一 

身
の
 

爲
に
職
 

を 
奉
じ
た
 

る
か
 

君
 

家
の
 

爲
に
 

奉
じ
た
 

る
か
」
 

三
幣
 
曰、 

「
不
肯
 

な
り
と
 

雖
も
 

一 
身
 

を
 

利
 

せ
ん
が
 

爲
に
カ
 

を
盡
す
 

も
の
で
 

は
な
い
」
 

先
生
 
曰
、
 
 

• 
.
 
 

- 

「
素
よ
り
 

然
 

ら
ん
、
 

然
 

ら
ば
 

一 
身
 

過
 

あ
り
て
 

退
け
ら
れ
た
り
 

と
す
る
 

か、
 

退
く
 

る 
も
の
 

i 
過
と
 

す
る
 

か
」
 

三
幣
 
曰、 

「
是
皆
 

吾
が
 

過
に
 

し
て
 

忠
勤
 

足
ら
ざ
る
 

が
 

故
で
 

あ
る
、
 

何
の
 

怨
む
所
 

も
な
い
」
 

先
生
 
曰、 

「
素
よ
り
 

退
く
 

る 
者
の
 

過
で
 

な
く
、
 

足
下
の
 

過
で
 

あ
る
、
 

足
下
 

今
日
 

身
の
 

過
 

を
 

知
ら
 

ぱ
 

何
故
 

に 
そ
の
 

過
 

を
 

謝
せ
 

ざ
 

る 
力」
 

三
幣
 
曰、 
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「
^
を
 
謝
せ
ん
 
と レ

て
其
 
道
な
 
し、 

假
令
 
謝
し
た
り
 
と
も
 
何
の
 
益
 も
な
 
レ」 

先
生
 
曰
、
 
 

f 

「
元
よ
り
 
君
 侯
に
 
向
っ
て
 
謝
す
る
 
の 道

 は
な
か
ら
 
う、 

併
し
 
謝
す
る
 
の 道

 は
な
い
で
 
は
な
い
、
 
言
 を
 以
て
 
謝
す
る
 
の
 

で
 ま
な
く
、
 
行
 を
 以て. 謝

す
る
 
の
で
 
あ
る
。
 

こ 
A に 道

が
 
あ
る
、
 
斷
 然
と
し
て
 
在
職
 中
の
 
奢
 を
 改
め
、
 
衣
 I
 器
財
 
金
 

銀
に
 
至
る
 
ま
で
 

物
を
餘
 
さ
ず
 
之
 を
 出
し
、
 

一
藩
の
 
貧
 人
に
 
贈
り
、
 
彼
等
の
 
奉
仕
の
 
用
に
 
當
て
 
し
め
ら
れ
よ
、
 
今
や
 

名
君
 
上
に
 
あ
り
、
 
余
が
 
如
き
 
不
忠
 
を
爲
す
 
勿
れ
と
 

一 言
を
殘
 
し、 

妻
子
 
共
に
 
徒
歩
 
を 以

て
 
出
發
 
し、 

一 物
を
携
 
へ
ず
、
 

一 僕
 を 連

れ
ず
 
し
て
 
小
 田 原

に
 
歸
り
、
 
緣
 者
の
 
助
力
 
を 得

て
 
艱
苦
 
を
盡
 す
が
よ
 
い、 

日
夜
 國
家
を
 
憂
 ひ、 

身
の
 
過
 を 

一 

悔
い
、
 
而
 し
て
 
未
だ
 
謝
罪
の
 
迹
 足
ら
ざ
る
 
を 思

 は V  、誠
心
 
必
 外
に
 
顯
 は
れ
、
 
隣
人
 
必
ず
 
こ
れ
 
を
稱
 
す
る
 
で
あ
ら
う
、
 
i
 

再
び
 
眞
忠
 
を
盡
 
す
の
 
時
機
 
到
ら
 
ざ
ろ
 
を
必
 
す
べ
き
で
 
は
な
い
。
 
然
れ
 
ど
も
 
こ
の
 
行
爲
 
聊
か
 
に
て
も
 
名
聞
の
 
心
 あ
る
 
時
 

ま、 
至
誠
の
 
道
 ま
た
 
忽
 に
し
て
 
絶
 ゆ
る
で
 
あ
ら
う
。
 
誠
に
 
謝
罪
 
を
 思
 ふ
な
ら
 
ば
 速
に
 
之
を
爲
 
せ
よ
、
 
國
 家
の
 
爲
に
苦
 

言
 痛
 語
 巳
む
 
ベ
か
ら
 
ざ
る
が
 
爲
 で
あ
る
」
 

と、 
三
幣
默
 
然
と
し
て
 
良
久
し
 
く
し
て
 
曰、 

「
是
 容
易
の
 
事
で
 
は
な
い
、
 
退
て
 
愚
案
の
 
上
 行
 は
う
」
 

と、 
先
生
 
大
息
し
て
 
去
っ
た
 
が
三
幣
 
終
に
 
道
 を 行

 ふ
こ
と
 
が
出
來
 
ず、 

家
財
 
道
具
 數
駄
の
 
馬
に
 
附
し
、
 
駕
に
乘
 
じ
て
 
小
 

田 ほ 小
こ
歸
 
つ
た
。
 
然
し
て
 
後
 活
計
 
其
 道
 を
 失
 ひ、 

债
務
 
山
積
 
財
物
 
を 失

 ひ、 
廩
々
 
先
生
の
 
助
力
 
を 請

 ひ、 
終
に
 
嗜
好
の
 



啄
 酌
に
 
も
事
缺
 
き
た
る
 
を 以

て
、
 
先
生
 
一
日
 
一 合

の
 
割
合
 
を
 以
て
、
 
生
涯
 飯
 泉
の
 
酒
店
よ
り
 
之
 を 屈

け
 
し
め
た
、
 
時
人
 

• 友
誼
の
 

厚
き
 

に 
感
じ
、
 

美
談
と
 

し
て
 

傳
 

へ
ら
れ
た
。
 

一一 
小
 田 原

 仕
 法
の
 
撤
廢
 

小
 田 原

の
 
仕
 法
 は 曾

 比、 
竹
 松
、
 
三
 新
田
、
 
藤
 曲、 

御
殿
場
 
等
 を
 始
め
と
 
し、 

成
 綾
佳
 

良
な
る
 
を
 以
て
 
遠
近
 
語
り
 
傳
へ
、
 
之
 を
 範
例
と
 
し、 

之
 を 模

範
 
村
と
 
し
て
 
視
察
す
 
る 者

 多
く
、
 
感
歎
 
淚
を
 
流
す
 
に 到

つ
 

た。 
こ
の
 
時
に
 
當
 つ
て
 分
 度
 を 定

め
 
國
本
 
確
立
 
す
れ
ば
、
 
上
下
 
永
 安
の
 
道
 永
く
 行
 は
れ
た
 
で
あ
ら
う
 
に、 

小
 ffl 原

 藩
 政
 

は 領
民
 
を 以

て
 
納
稅
の
 
具
と
 
心
得
、
 
藩
 政
 を 制

限
し
て
 
民
意
に
 
投
 ず
る
 
を
 愚
劣
と
 
し、 

特
に
 
一 一 宫

の
敎
 
に
よ
っ
て
 
藩
 政
 

の
 改
革
 
を
な
 
さ
ん
と
 
す
る
 
こ
と
 
は、 

藩
の
 
爲
政
 
者
の
 
體
面
を
 
失
 ふ
と
 
信
じ
、
 
斷
 じ
て
 
之
を
改
 
む
ろ
 
餘
 地
な
 
し
と
て
 
用
 ひ
 

な
か
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

謂
へ
 

ら
く
、
 

野
 

州
 

論
 

は 
兎
角
 

領
民
に
 

便
に
 

し
て
、
 

藩
 

政
に
 

利
で
 

な
い
、
 

宜
し
く
 

二
宮
 

直
 

屬
の
仕
 

法
 

を
回
牧
 

して
、 

藩 
治の
 

方
策
と
 

して
 

之 
を 

行 
ふ
べ
き
 

で
あ
る
と
 

て、
 

悉
く
 

仕 
法 

を 
以て
 

奉
行
所
 

屬 
とな
し、
 

次で
 

柬三
 

十
三
 
村
 組
合
 
を
 設
け
、
 
順
次
 
西
部
よ
り
 
駿
 東
に
 
及
ば
ん
 
と
し
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

領，
 

お
の
 

先
生
に
 

歸
依
 

す
る
 

實
に
全
 

功
、
 

全
能
の
 

觀
が
 

あ
る
。
 

先
生
の
 

敎
を
受
 

く
る
 

間
 

は 
藩
 

政
 

は 
事
 

實
上
如
 

何
と
も
す
 

る 
こ
と
が
 

出
來
 

な
い
、
 

玆
に
 

於
て
 

先
生
 

を 
如
何
に
 

取
扱
 

ふ
べ
き
 

か
 

V 
問
題
と
 

な
っ
た
。
 

天
 保
 十
三
 年
 先
生
が
 
幕
府
に
 
登
用
せ
ら
れ
 
た
の
 
は、 

小
 田 原

 藩
よ
り
 
先
生
，
 を 敬

遠
し
、
 
之
 を 幕

府
に
 
推
擧
 
し
た
と
 
も 

稱
 

せ
ら
る
 

A 
も、
 

先
生
 

は
旣
に
 

江
川
 

太
 

郞
左
衞
 

門
の
 

依
 

賴
に
應
 

じ
て
 

幕
府
に
 

は 
噂
の
 

種
と
 

な
り
た
る
べ
く
、
 

然
ら
 

ず
と
 

も 天
 保
 七
 年
の
 凶
作
 
以
來
、
 廣
く
 救
世
主
の
 
如
く
 傳
 
へ
ら
れ
、
 
天
 保
 十
三
 年
に
 
は 上

 總
富
津
 
の 代

官
 篠
田
 藤
四
郞
 
よ
り
、
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領
中
 
視
^
の
 
依
願
 
あ
り
た
 
る 程

で
 
あ
る
か
ら
、
 
幕
府
が
 
新
進
の
 
人
 村
 を
 求
め
ん
 
と
す
れ
ば
、
 
先
生
に
 
着
 腿
せ
 
ざ
る
 
道
理
 

は
な
い
、
 

尤
も
 

先
生
 

を 
登
用
す
 

る
に
 

際
し
、
 

小
 

田 
原
 

藩
に
 

於
て
 

是
非
 

必
要
の
 

人
物
な
る
 

か、
 

そ
れ
と
も
 

幕
府
に
 

採
用
す
 

る 
も 

可
な
る
 

か
と
の
 

交
涉
ぁ
 

り
た
る
べ
く
、
 

そ
の
 

際
 

本
人
の
 

名
譽
な
 

れ
 

ば
 

是
非
 

御
 

採
用
 

を
と
 

挨
拶
し
た
 

る 
な
ら
ん
 

は
當
 

然
 

に
て
、
 

小
 

W 
原
 

藩
で
 

は 
願
っ
て
も
 

な
い
 

好
機
と
 

し
て
 

回
答
し
た
り
 

と
考
 

ふ
べ
き
 

理
由
 

は 
充
分
に
 

あ
る
。
 

こ
の
 

幕
府
 

登
 

用
が
、
 

仕
 

法
 

撤
廢
の
 

前
車
た
 

る 
こ
と
 

は 
明
か
で
 

あ
る
。
 

先
生
 

は
 

天
 

保
 

十
三
 

年
 

七
月
 

廿ー
 

一日
 

附
を
 

以
て
 

水
 

野
 

越
 

前
 

守
よ
り
 

召
さ
れ
、
 

十
月
 

三
日
 

貳
拾
俵
 

一 
一人
 

扶
持
 

を 
以
て
 

御
 

普
 

請 役 格に 召 出された。 
小 田 原 藩の 當局は 之 を 先生に 傳 へた、 先生 之に 對 して 曰、 

「
大
事
で
 

あ
る
。
 

二
十
 

年
 

前
 

君
 

侯
 

野
 

州
 

復
興
の
 

事
 

を 
以
て
し
 

給
 

ひ、
 

漸
く
 

再
復
 

は
し
た
 

が
 

未
だ
 

全
く
 

完
成
し
た
 

り
と
 

い
ふ
に
 

至
ら
ず
、
 

先^
. 

小
 

田 
原
の
 

急
 

ふ
 

救
 

は 
し
め
ら
れ
、
 

次
で
 

遣
 

命
あ
っ
て
 

野
 

州
の
 

法
 

を 
小
 

田 
原
に
 

移
し
た
、
 

與
復
 

の 
本
源
 

は 
定
ま
ら
な
 

い
が
 

民
間
 

誓；
 

夜
と
 

な
く
 

カ
を
盡
 

し
て
 

居
る
、
 

今
 

之
 

を
廢
止
 

す
れ
ば
 

數
 

萬
の
 

人
民
 

道
 

を 
失
 

ひ
 

再
び
 

衰
 

廢
に
陷
 

る
で
 

あ
ら
う
、
 

こ
れ
 

先
君
の
 

仁
政
 

を
中
廢
 

す
る
 

も
の
で
あ
る
、
 

今
や
 

一 
意
 

努
力
の
 

最
中
に
 

幕
 

命
が
 

下
っ
た
、
 

故
に
 

幕
 

命
 

を
固
辭
 

し
た
し
、
 

君
 

侯
よ
り
も
 

そ
の
 

意
 

を 
致
し
、
 

領
中
袞
 

廢
再
與
 

を 
二
お
 

に 
命
じ
、
 

事
業
 

半
に
 

至
ら
ざ
る
 

を 
以
て
 

二
宮
 

を
 

引
 

移
さ
 

ぱ、
 

先
^
 

以
來
の
 

業
 

一 
時
に
 

廢
 

す
る
 

で
あ
ら
う
、
 

願
 

は
く
ば
 

領
屮
 

再
興
の
 

道
大
體
 

成
就
す
 

る 
ま
で
 

登
 

用
 

を 
免
ぜ
ら
れ
 

た
く
 

願
 

出
ら
れ
た
い
。
」
 

小
 田 原

の
 
大
夫
等
 

EE  く、 
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「
汝
の
 
誠
忠
 
先
君
の
 
遣
 志
 を 思

 ふ
の
 
心
 至
極
 
尤
 で
あ
る
が
、
 

一
度
 幕
 命
 下
ら
ば
 
如
何
と
 
も
し
 
難
く
、
 
小
 田 原

 は 私
事
 

で
あ
る
、
 
之
 を 以

て
 
公
事
 
を
辭
 
す
れ
ば
 
却
っ
て
 
忠
を
缺
 
く
に
 
も 似

て
 
居
る
、
 
故
に
 
當
 君
の
 
爲
を
思
 
ひ
て
 
命
令
 
を
受
く
 

べ
し
 

e」
 

. 

先
生
 
曰、 

「
然
 ら
ば
 
小
 田 原

の
 
仕
 法
 は
こ
れ
 
を
 以
て
 
廢
 せ
ら
る
，
 

- か。」 

大
夫
 
曰、 

「
何
ぞ
 
先
君
 
以
來
の
 
事
を
廢
 
す
る
 
事
が
 
出
來
 
よ
う
、
 
汝
が
 
勤
務
の
 
餘
暇
を
 
以
て
 
指
揮
 
を
 得
ん
 
こ
と
 
を
 歎
願
せ
ば
 
許
さ
 

れ
 ざ
る
 
こ
と
 
は
な
い
で
 
あ
ら
う
、
 

小
 田 原

の
 
事
 は 心

配
す
 
る
な
 
か
れ
。
」
 

斯
 く
し
て
 
命
 を 突

け
、
 
钍
法
關
 
係
の
 
指
導
 
を 歎

願
し
た
 
が、 

十
月
 
六
日
 
小
 田 原

の
 
事、 

櫻
 町
の
 
事
共
に
 
仕
 法
に
 
關
與
 

し
て
 
差
 支
な
 
き
こ
と
 

A 許
さ
れ
た
。
 

同
年
 
冬
 先
生
 
幕
 命
 を 受

け
て
 
印
幡
 
沼
の
 
視
察
 
を
な
 
し、 

こ
れ
 
日 

も 足
ら
ざ
る
 
間
に
、
 
江
戶
小
 
H 原

 藩
邸
に
 
於
け
 
る 報

 

德
 掛
の
人
々
 
は 交

迭
退
 
勤
し
て
 
小
 田 原

に
 
歸
 つ
た
。
 
爾
來
小
 
田 原

の
 
方
面
 
は、 

奉
行
 鵜
澤
作
 
右
衛
門
 
は
轉
 勤
し
、
 
山
^
 

金
 吾
右
衛
門
 
の
み
 
殘
 つ
た
が
、
 
西
大
友
 
村
の
 
當
 選
し
た
 
天
 保
 十
三
 
年
 を 限

り
と
 
し
て
 
新
し
く
 
積
極
的
に
 
進
展
す
 
る
捣
様
 

な
く
、
 
報
 德
の
掛
 
り 役

人
 
は 從

來
の
 
仕
 法
の
 
殘
務
 
を
な
 
す
に
 
過
ぎ
な
か
っ
た
。
 

當
時
額
 
民
が
 
仕
 法
を
欣
 
求
す
 
る こ

と
 
は
 益. „< 烈

し
か
っ
た
、
 
し
か
し
 
先
生
 
は
翌
 
十
四
 
年
 大
生
 
鄕
 村
の
！
 i
 察
 後
、
 
弘
化
 

一 — 
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元
年
 

日
光
 

復
與
仕
 

法
 

雛
 

形
に
 

全
力
 

を
盡
 

し、
 

殆
ど
 

小
 

出 
原
 

を
 

顧
み
る
 

暇
が
な
か
っ
た
 

が、
 

領
民
の
 

慕
 

ひ
來
る
 

も
の
 

は 
日 

日 
に 

多
ぐ
、
 

小
 

田 
原
 

藩
 

政
 

は 
終
に
 

竊
に
 

先
生
 

の
敎
を
 

受
け
 

る 
を
 

禁
じ
、
，
 

許
可
 

を
 

受
け
ず
 

し 
て 

領
土
 

を
 

離
 

る
べ
 

か
 

ら 
ず
と
 

達
し
た
 

け
れ
ど
も
 

容
易
に
 

止
ま
ず
、
 

私
用
と
 

稱
し
、
 

親
戚
に
 

至
る
 

と
稱
 

し
て
 

先
生
の
 

門
 

を
 

叩
い
た
。
 

弘
化
 

三
年
 

仕
 

法
 

雛
 

形
の
 

完
成
 

近
づ
く
 

頃、
 

先
生
 

は
こ
の
 

雛
 

形
に
 

よ
っ
て
 

小
 

田 
原
 

領
に
行
 

は
ん
と
し
、
 

そ
の
 

二
月
 

卄
六
 

日
よ
り
 

六
月
 

廿
 

八
日
ま
で
、
 

小
 

田 
原
 

藩
 

政
へ
 

交
涉
 

す
る
 

所
が
あ
っ
た
。
 

先
 

づ
雛
形
 

出
 

來
の
歡
 

び
と
 

仕
 

法
 

再
進
涉
 

の
照
會
 

狀
 

で
あ
っ
た
、
 

然
る
に
 

こ
れ
 

は 
小
 

田 
原
 

藩
 

政
の
 

意
で
は
な
か
っ
た
。
 

而
も
 

却
っ
て
 

益
々
 

禁
遏
 

手
段
に
 

出
で
、
 

終
に
 

弘
化
 

三
年
 七
月
 
十
六
 
日 小

 田 原
 镇
內
仕
 
法
 
「
故
障
 有
 之
 疊
に
致
 
置
」
 
と 達

し
、
 
先
生
の
 
許
へ
 
も 之

 を
 通
告
し
、
 
報
 德
金
五
 
千
 

雨
の
 

返
金
 

を
 

も 
通
知
し
た
。
 

先
生
 

愀
 

然
と
し
て
 

歎
じ
て
 

曰、
 

我
事
 

斯
に
 

到
っ
て
 

極
ま
っ
た
。
 

先
君
 

國
民
を
 

憐
み
給
 

ふ
こ
 

と 
子
の
 

如
く
、
 

余
 

を
し
て
 

撫
育
の
 

事
 

を
 

以
て
せ
ら
れ
た
。
 

我
 

一
旦
 

命
 

を
 

受
け
て
 

以
來
、
 

仁
澤
 

を
し
て
 

斯
 

民
に
 

及
ぼ
 

し 
得
ざ
る
 

こ
と
 

を
 

恐
れ
、
 

天
地
に
 

祈
り
、
 

鬼
神
に
 

誓
 

ひ、
 

孜
々
 

と
し
て
 

努
め
た
 

が、
 

當
君
 

未
だ
 

幼
に
 

し
て
 

斯
の
事
 

を 
知
 

り 
給
 

は
ず
、
 

執
政
 

遂
に
 

事
 

を 
過
っ
て
 

道
を
廢
 

し
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

何
の
 

怨
 

む
る
 

所
 

も
な
い
、
 

我
が
 

誠
心
が
 

足
ら
ざ
る
 

が
爲
 

に 
回
天
の
 

事
 

を
 

行
 

ふ
 

を
 

得
ず
、
 

こ
の
 

道
の
 

本
源
た
 

る 
小
 

田 
原
に
 

こ
の
 

道
を
廢
 

し
た
。
 

我
れ
 

他
に
 

こ
の
 

道
 

を
 

以
て
 

功
を
顯
 

な
す
 時
 は、 

小
 田 原

の
 
非
 を
 世
に
 傳
 ふ
る
こ
と
.
 

I な
る
、
 
寧
ろ
 
一
時
に
 
道
を
廢
 
し
て
 
小
 M 原

の
 
心
 を
 安
ん
 
ぜ
ん
か
と
、
 

仕
 法
關
係
 
諸
侯
に
 
今
後
の
 
指
導
 
を
謝
絕
 
し
た
。
 
諸
侯
 
曰、 

一 K 下
の
 
良
法
で
 
あ
る
、
 
之
 を
廢
粲
 
す
る
 
は 小

 田 原
の
 
大
過
で
 

あ
る
、
 

爾
今
 

百
年
の
 

與
復
 

こ
の
 

方
法
の
 

外
に
 

は
な
い
 

と、
 

斯
の
 

如
く
 

事
 

志
と
 

違
 

ひ 
慨
嘆
に
 

堪
 

へ
ず
、
 

依
て
 

先
生
 

忠
眞
公
 



の
 墓
に
 
參
り
、
 
合
掌
 流
涕
 
し
て
 
時
刻
 
を 移

し
た
、
 
從
者
落
 
淚
聲
を
 
呑
ん
で
 
立
つ
 
能
 は
ず
 
時
 を
 移
し
た
。
 

ホ
 

仕
 法
 撒
廢
と
 
報
德
金
 
返
還
 
一
件
 

弘
化
 
三
年
 
七
月
 
十
六
 
日 

「
今
般
 
報
 德
之
儀
 
御
 故
障
 之
 次
第
 
有
 之
 候
に
 
付
疊
に
 

い
た
し
 
候
 之
 問、 

村
々
 
存
寄
を
 
も 相

 尊
 候
 所
、
 
別
段
 異
存
 
も 無

 之
 旨
 請
 書
 も 差

 出
 候
 間
此
度
 
相
疊
申
 
候
、
 
是
迄
は
 
不
一
 

通
實
 
意
之
 
儀
不
淺
 
忝
被
存
 
候
、
 
依
 之
 白
銀
 
二
百
 
枚
 相
 贈
 候
」
 
と
い
 
ふ
書
狀
 
が、 

小
 2 原

 藩
よ
り
 
先
生
の
 
許
に
 
遣
さ
れ
、
 

尙
 口
頭
 
を
 以
て
 
報
德
金
 
不
殘
御
 
引
渡
 
可
 被
^
 候
 趣
、
 
江
戶
 
詰
役
牟
 
鱧
三
郞
 
太
夫
、
 
高
 月 六

左
衞
 
門
よ
り
 
達
せ
ら
れ
た
、
.
 

之
に
 
對
し
、
 

- 先
生
 
は 種

々
 
の 照

會
 
を
し
た
 
が
 總
て
は
 
不
得
要
領
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
傳
達
 
書
に
 
は
從
來
 
の
勞
を
 
謝
し
 
報
德
 

金
 五
 千
 餘
兩
の
 
返
却
と
、
 
謝
禮
 
と
し
て
 
白
銀
 
一 一 百 枚

 を
 渡
す
 
旨
が
 
記
さ
れ
て
 
あ
る
。
 

先
生
 
は 今

 こ
の
 
大
金
 
を
 受
領
し
て
 
疸
 に
こ
れ
 
を
 用
 
ふ
べ
 
き
-
場
所
 
も
な
い
、
 
本
來
 
こ
の
 
報
 德
金
は
 
櫻
 町
領
の
 
仕
法
以
 

來、 
仕
 法
 金、 

報
德
 
金
と
 
し
て
 
取
极
 
は
れ
た
 
も
の
で
あ
る
、
 

そ
の
 
中
に
は
 
先
生
よ
り
 
進
 獻
 し
た
 
千
兩
、
 
そ
の
 
千
 兩
は
御
 

手
元
 
金
と
 
し
て
 
小
 田 原

 救
急
の
 
際
 下
さ
れ
た
、
 
そ
の
他
 
小
 田 原

 領
の
仕
 
法
に
 
活
用
し
た
 
の は 皆

な
 
報
德
 
金
で
 
あ
る
。
 
依
 

て
 受
領
す
 
ベ
 き 限

り
 
で
な
い
 
と
斷
 
つ
た
が
、
 
疊
置
 
に な つ

た
 
以
上
 之
 を 返

却
す
 
る に 決

定
し
た
 
と
て
 
强
 て 返

却
 方
を
傳
 

達
し
て
 
來
た
。
 

さ
て
 
先
生
 
は 之

に
 
は
當
 惑
し
た
、
 
果
し
て
 
當
然
之
 
を
 受
領
し
て
 
可
な
 
り 
や
 否
や
、
 
現
下
の
 
身
分
 
上
 如
何
に
 
之
 を
 取
扱
 

ふ
べ
き
 
か
を
考
 
へ
た
 結
果
、
 
受
領
 
差
 支
 な
き
や
 
否
や
に
 
付
 幕
府
に
 
伺
 ふ
こ
と
 
、
な
っ
た
、
 
そ
れ
 
は 同

年
 
十
二
月
 
廿
 八
日
 

の
 事
で
 
あ
る
。
 
翌
弘
化
 
四
 年
 そ
の
 
伺
 書
の
 
文
面
 
を
 小
 田 原

の
 
內
閲
を
 
受
け
て
 
差
 出
し
た
 
が
、
 
幕
府
か
ら
 
は 正

月
 
二
日
 
附
 

― aS5  ― 



に
て
 

「
御
 

ff
l 

筋
と
 

は
異
り
 

相
封
關
 

係
の
 

事
で
 

あ
る
か
ら
、
 

勝
手
次
第
に
 

致
す
べ
し
」
 

と
の
 

指
令
が
 

あ
つ
た
の
で
、
 

終
に
 

先
生
 
は 之

 を 受
取
る
べ
き
 
こ
と
 

A な
り
、
 
結
局
 
そ
の
 
十
 一 一月 五

 千
 百
 餘
兩
を
 
受
領
す
 
る こ

と
 

A な
つ
た
。
 

. 
然
る
に
 

こ
の
 

報
德
 

金
の
 

受
取
 

方
に
 

つ
き
 

又
々
 

行
惱
を
 

生
じ
た
、
 

そ
れ
 

は 
一 

且
 

引
渡
す
 

と 
申
 

越
し
た
 

小
 

ffl
 

原
 

藩
で
 

は
^
 

時
 

各
種
の
 

人
 

用
が
 

あ
り
、
 

嘉
永
 

年
中
の
 

世
情
 

變
 

化
し
、
 

そ
の
 

拂
 

渡
に
 

支
障
 

を 
生
じ
、
 

先
生
が
 

钍
法
 

用
途
の
 

決
定
し
た
 

頃
 

に 
は、
 

小
 

田 
原
で
 

は
え
 

拂
が
 

出
來
 

な
か
っ
た
、
 

嘉
 

永ー
乂 

年
よ
り
 

返
金
の
 

照
 

會
は
度
 

を
 

重
ね
た
 

け
れ
ど
も
、
 

そ
の
 

要
領
 

を 

得
な
か
っ
た
 

の
で
、
 

同一
 

一年
 

十
月
 

十
七
 

日
に
 

先
生
 

は 
仕
 

法
 

金
 

五
 

千
 

雨
の
 

外
に
 

取
纏
め
 

一 
萬
兩
 

と
し
て
、
 

阈
防
金
 

を
獻
納
 

せ
ん
か
と
 

も 
申
出
た
 

が、
 

藩
 

は 
之
 

を 
扳
 

否
し
、
 

支
拂
 

延
期
 

を 
申
出
た
。
 

爾
後
 

再
三
再
四
 

交
渉
の
 

上、
 

安
政
 

三
年
 

迄
に
 

數
 

か 
や
ま
 
 

^
 

回
に
 
分
割
し
て
 
之
 を 受

領
し
 
栢
 山
村
 復
興
に
 
壹
千
兩
 
を
 用
 ひ
た
 
外
、
 
全
部
 
日
光
 
御
 祌
領
の
 
復
興
 等
に
 
投
じ
た
。
 
こ
の
 
11 

^
 

の
 往
復
 書
狀
は
 
積
ん
で
 
大
冊
 
を 成

し
、
 
三
百
 
六
十
 
枚
の
 
書
翰
 
留
を
殘
 
し
て
 
居
る
。
 
こ
れ
 
を
 以
て
 
小
 田 原

 領
仕
法
 
撤
廢
問
 

一 

S
 の
殘
務
 
ま
で
 
終
結
し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
 

， 
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第
 
十
一
 
章
 

相
 
州
 片
岡
村
 
並
 伊
勢
原
 
附
近
の
 
仕
 
法
 

一 
片
岡
並
 
伊
勢
原
の
 
仕
 法
の
 
端
緒
 

天
 保
 八
 年
頃
よ
り
 
報
德
仕
 
法
は
朿
 
日
本
一
 
帶
に
渴
 
仰
の
 
的
と
 
な
り
、
 
漸
次
 全
 

や
お
べ
 

もて
！ 
S
 
 

， 
日
本
に
 

及
ん
だ
。
 

卽
ち
櫻
 

町
 

復
興
の
 

好
成
績
よ
り
 

靑
木
、
 

谷
 

田 
部、
 

茂
 

木、
 

烏
 

山 
等
に
 

及
び
 

更
に
 

小
 

田 
原
 

領
に
實
 

施
せ
ら
 

れ、
 

小
 

田 
原
 

櫻
 

町
 

を 
中
心
に
 

四
方
に
 

流
轉
 

し
た
。
 

そ
^
 

小
 

田 
原
 

を
 

中
心
と
し
 

た
も
の
に
、
 

先
づ
 

伊
勢
原
の
 

加
藤
宗
 

兵
衞
、
 

片
 岡
の
 
大
澤
 市
左
衞
 
門、 

大
 磯
の
 
川
 崎
屋
孫
 
右
衛
門
、
 
韮
 山
の
 
多
 田
彌
次
 
右
衛
門
 
等
 を 主

と
 
し、 

浦
賀
、
 
三
 赂
其
他
 
相
 

駿
 

豆
に
 

涉
 

つ
て
 

仕
 

法
 

風
 

を
な
 

し
た
。
 

而
 

し
て
 

仕
 

法
の
 

範
 

と
な
り
、
 

後
世
 

を
裨
 

益
し
た
 

隨
ー
 

は
片
 

岡
の
 

仕
 

法
で
 

あ
る
。
 

片
岡
村
 

は、
 

大
澤
 

氏
が
 

そ
の
 

中
心
人
物
 

で
あ
る
。
 

大
澤
 

氏
が
 

報
德
の
 

門
に
 

人
り
 

た
る
 

は 
そ
の
 

親
戚
 

加
 

藤
宗
兵
 

衞
の
勸
 

誘
で
 

あ
り
、
 

加
 

藤
 

宗
兵
衞
 

の 
報
德
に
 

志
し
た
 

る 
は、
 

小
 

林
 

平
兵
衞
 

か
ら
 

傳
へ
 

聞
い
た
 

か
ら
で
 

あ
る
。
 

.
 
 

みく
りゃ
ち 

は 5 ご 
て
ん
ば
 
 

かま
ど 

しん
でん
 

ん J ゥ ま^
り 

1K 保
 八
 年
 先
生
が
 
駿
豆
 
相
の
 
凶
作
 
地
 を 巡

回
す
 
る や、 

御
厨
 
地
方
 
御
殿
場
、
 
竈
 新田，、 

藤
 曲
 等
 
一 帶
の
 
人
心
 
は 改

ま
 

り、 
先
生
 
を
 神
の
 
如
く
 欽
 仰
し
た
。
 
而
 し
て
 
報
 德
仕
法
 
は 

一 粒
 
一 錢
 の
給
與
 
を
な
 
し、 半

年
 
一 年
の
 
貸
付
 
を 行

 ふ
に
 
も、 

そ
の
 
眞
心
を
 
理
解
せ
 
し
む
る
 
敎
 化
の
 
伴
 ふ を

 要
と
 
す
る
、
 
よ
っ
て
 
地
方
の
 
民
 は 和

 か
に
 
之
を
會
 
得
す
る
、
 
恰
も
 
當
 時
流
 

布
し
つ
つ
 
あ
っ
た
 
心
學
 
道
話
に
 
似
通
っ
た
 
說
明
も
 
有
っ
た
 
譯
で
、
 
心
學
に
 
親
し
み
つ
 

1 あ
り
し
 
竈
 新
田
の
 
小
 林
 平
兵
衞
 

が、
 

熱
心
な
る
 

信
者
と
 

な
っ
た
 

の 
は
當
然
 

で
あ
る
。
 

而
 

し
て
 

之
 

を 
先
 

づ
心
學
 

の 
同
人
 

加
 

藤
宗
兵
 

衞
に
傳
 

へ、
 

宗
^
 

衞
は
 



そ
の
 
親
戚
た
 
る
大
澤
 
市
左
衞
 
門
に
 
嗥
 し
た
。
 
 

- 

大
澤
市
 
左
 衞
鬥
の
 
長
子
 
小
才
 
太
の
 
妻
 は 加

 藤
 宗
兵
衞
 
の 娘

で
 
あ
る
。
 

IK 保
 九
 年
 正
月
 
年
始
の
 
會
 合
に
 
際
し
、
 
世
間
話
 

か
ら
 
自
ら
 
時
局
に
 
及
び
、
 
近
時
 
著
し
き
 
經
濟
 
生
活
の
 
困
難
な
る
 
所
へ
、
 
天
 保
 七
 年
の
 
大
凶
 
作
に
 遭
 ひ、 

愈
々
 
困
窮
す
 
る 

に 至
っ
た
 
事
情
、
 
こ
れ
 
を
 如
何
に
し
て
 
救
濟
 
せ
ん
か
と
の
 
問
題
 
は、 

話
題
の
 
重
點
 
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
時
 加
 藤
 宗
兵
衞
 
は 

小
 田 原

領
に
 
於
け
 
る 報

德
仕
 
法、 

二
宮
 
先
生
の
 
盛
名
 
を 小

 林
 平
兵
衞
 
よ
り
 
聞
く
 
が
ま
 

A 
に 物

語
り
、
 
無
利
息
 
金
 貸
付
 
を
 

受
 く
れ
ば
、
 
片
岡
 
村
の
 
困
窮
 
は 救

 は
れ
る
 
で
あ
ら
う
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
で
あ
っ
た
-
 

加
 藤
 宗
兵
衞
 
に は

大
澤
 
氏
の
 

一 村
衰
 弊
よ
り
も
 
急
な
る
 
問
題
が
 
あ
っ
た
、
 
そ
れ
 
は 弟

爲
藏
 
の
相
鑌
 

一 件
と
 
大
 磯
川
 
崎
 

屋
の
打
 
毀
 
一 件
で
あ
っ
た
、
 
こ
れ
に
 
就
て
も
 
親
族
の
 
相
談
で
 
は
圓
滿
 
解
決
の
 
方
 案
が
な
か
っ
た
、
 
平
兵
衞
 
は
こ
れ
 
も 
二
 

宫
 先
生
の
 
指
導
 
を
 受
け
る
 
樣
に
勸
 
め
た
 
様
で
 
あ
る
。
 

天
 保
 九
 年
 四
月
 
十
日
、
 
小
 林、 

加
 藤
、
 
大
禪
 父
子
、
 眞
田
 
村
の
 
上
野
 等
數
人
 
同
行
し
て
 
先
生
 
を
 訪
問
し
た
 
と
傳
 
ふ
る
、
 

こ
の
 
人
 等
が
 
こ
の
 
R 出

頭
し
た
 
こ
と
 
は 日

記
に
 
も 見

え
ず
、
 
仕
 法
 書
に
 
も
な
い
、
 
然
れ
 
ど
も
 
加
 藤
 宗
兵
衞
 
よ
り
 
差
 出
し
た
 

「
報
德
 
金
 加
入
 
取
調
 
帳
」
 
に は、 天

 保
 九
 年
 四
 W と

あ
っ
て
、
 
そ
の
 
內
容
は
 
川
 峙
屋
の
 
改
悛
 
並
に
 
再
興
の
 
爲
に
、
 
そ
の
 
妹
 

た
 る 宗

兵
衞
 
の 妻

が
 
、寶 却

し
た
 
る 女

 物
資
 
捌
 之
 事
と
 
い
ふ
が
 
第
一
に
 
祸
 げ
ら
れ
、
 
次
で
 
宗
兵
衞
 
の 所

有
物
た
 
る
か
 

物
 

竇
捌
之
 
事
が
 
記
錄
 
せ
ら
れ
、
 
川
崎
屋
 

一 件
の
 
詳
細
な
る
 
經
過
を
 
附
記
し
、
 
川
崎
屋
 
よ
り
 
持
參
 
し
た
る
 
衣
類
 
並
に
 
宗
兵
衞
 

の 所
有
 
品
 を 寶

拂
 
つ
て
、
 
總
計
金
 
百
 三
 兩
餘
を
 
川
崎
屋
 
再
興
の
 
资
に
差
 
出
さ
ん
 
と
す
る
 
旨
が
 
述
べ
 
て あ

る
、
 
こ
れ
 
明
か
に
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加
 藤
 は 報

德
式
 
指
導
 
を
 受
け
た
 
證
據
 
で
あ
る
。
 

加
 藤
 は
 弟
 爲
藏
の
 
養
子
 

一 件
と
 
大
磯
 
一 件
 を
 詳
細
に
 
物
語
り
、
 
指
導
 
を
 受
け
た
。
 
孫
 右
衛
門
 
は 目

下
 人
 
牢
中
 
で
あ
 

る、 
一
^
 は 正

に
 
廢
 減
に
 
歸
 す
る
 
か
ら
、
 
こ
れ
が
 
救
 濟
の
仕
 
法
 を
と
 
懇
願
し
た
、
 
こ
れ
に
 
對
し
孫
 
右
衛
門
が
 
そ
れ
 
程
の
 

困
 i 

に
豐
 
ふ
の
 は、 

そ
の
 
侏
て
 
來
る
 
原
因
が
な
く
て
 
は
な
ら
ぬ
、
 
瓜
の
 
種
子
 
を
 蒔
け
ば
 
瓜
が
 
生
え
、
 
茄
子
の
 
種
子
 
を 蒔

 

け
ば
 
茄
子
の
 
實
 の
る
 
世
の
.
？
 
あ
る
、
 
善
 を
 蒔
け
ば
 
善
が
 
生
え
、
 
惡
を
 
蒔
け
ば
 
惡
の
 
生
え
る
 
道
理
で
、
 

川
 崎
屋
が
 
善
の
 

種
 を
 蒔
く
 
こ
と
の
 
出
來
 
な
い
 
人
牢
 
中
で
 
あ
る
か
ら
、
 

そ
の
 
妹
た
 
る 宗

兵
衞
 
の 妻

が
 
持
參
 
し
た
る
 
衣
類
 
を
賫
 
り、 

川
崎
屋
 

再
興
の
 
资
 金
に
 
供
し
、
 
そ
の
 
陰
德
 
に
よ
っ
て
 
孫
 右
衛
門
の
 
改
悛
 
出
獄
 
を
 早
く
す
 
る 方

途
 
を 講

ず
べ
き
 
で
あ
る
と
 
い
ふ
 
こ 

と
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
指
導
 
は 忽

ち
^
 
中
し
、
 
そ
の
 
五
月
に
 
孫
 右
衛
門
 
は 出

獄
し
た
。
 
^
に
 
川
 崎
 屋
の
條
 
下
に
 
述
 ぶ
る
 
如
く
 
曲
折
 
は あ 

る
が
 
孫
 右
衛
門
の
 
改
悛
 
も 見

え
、
 
宗
兵
衞
 
は 非

常
に
 
先
生
 
を
 尊
敬
し
、
 
同
年
 
八
月
 
十
六
 
日 小

 田 原
に
 
先
生
 
を
 訪
問
し
 
之
 

を
 報
告
し
た
。
 

宗
兵
衞
 
の 報

 德
に
心
 
を
 傾
け
つ
 

A あ
る
 
時、 

そ
の
 
婿
た
 
る
大
澤
 
小
才
 
太
 等
が
 
之
に
 
引
 附
ら
れ
 
る は 自

然
で
あ
っ
て
、
 

同
年
 
八
月
 
廿
六
 
曰
の
 
曰 記

に
 
小
才
 
太
の
 
到
着
が
 
錄
 せ
ら
れ
て
 
あ
る
。
 
到
着
し
た
 
と
い
 
ふ
の
 
は
少
 
く
と
 
も 旣

に
面
 
會
カ
終
 

つ
て
 
居
る
 
も
の
と
 
思. は

れ
る
 
も、 

現
 量
 鏡
に
 
よ
れ
ば
 
敎
を
 
受
け
た
 
の は 

「
九
月
 
中
」
 
と あ

る
か
ら
、
 

1 村
 取
 直
し
に
 
闢
 

す
る
 
指
導
 
は 1K 保

 九
 年
 九
月
と
 
認
 む
べ
 
き
で
 
あ
る
。
 



大
澤
 
氏
の
 
面
 謁
は
片
 
岡
 村
の
 
復
興
で
 
あ
ろ
。
 
片
岡
村
 
は 現

今
の
 
祌
奈
川
 
縣
屮
郡
 
金
目
 
村
字
片
 
岡
で
あ
っ
て
、
 
旗
本
 
高
 

井
 氏
の
 
領
土
に
 
屬
し
、
 
大
澤
氏
 
は そ

の
 
割
 元
 名
主
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
地
方
 
ー
帶
の
 
大
勢
 
は
衰
頹
 
し
つ
 

A あ
っ
た
 
所
へ
、
 

天
保
兩
 
度
の
 
饑
饉
の
 
爲
に
 
非
常
な
 
打
擊
を
 
受
け
た
。
 

も
と
 
戶
數
 
五
十
 
七
 軒
の
 
所、 

八
 軒
退
轉
 
し、 

現
在
 
四
十
 
九
 軒
 巾、 

無
雞
 
な
る
 
地
所
 持
 十
六
 
軒、 

生
活
 
困
難
な
る
 
も
の
 
二
十
 
二
 軒、 

老
衰
 
其
 他
の
 
極
 難
 者
 十
一
 
軒
と
 
い
ふ
 
悲
惨
な
 
狀
態
 
で
あ
 

つ
な
 

本 來村
萵 

七 k» 二十
 

八 石餘
、 

反別
に 

して
 

六十
 

七 町 九段
餘 

であ
る。
 

この
 

中に
 

於て
 

大澤
氏 

は 他村
に 

所有
す 

る-
越 

高
 

を
 

合
し
て
 

三
百
 

十
四
 

石
餘
、
 

反
別
 

二
十
 

九
 

町
餘
、
 

卽
ち
：
 

S
 

割
 

三
分
の
 

持
 

高
で
 

あ
る
。
 

片
岡
 

村
の
 

總
高
 

を
當
時
 

一 

の 現
 住
戶
數
 
に
割
當
 
つ
れ
ば
、
 

一 軒
 平
均
 
十
四
 
石
 八
 斗
 六
 升
で
あ
っ
て
、
 
大
澤
 
氏
の
 持
 高
 は 正

に
 
一 一十 

一 軒
 分
で
 
あ
る
。
 

8- 

而
 し
て
 
大
澤
 
氏
の
 
小
作
 
地
よ
り
 
納
入
す
 

る 
年
貢
米
 
年
 々
滞
納
 
多
く
、
 
十
ケ
年
 
平
均
し
 
て
 毎
年
 
八
 百
 九
十
 
四
 俵
 中
 未
進
 

一 

百
 八
十
 
六
 俵
に
 
達
し
、
 

一
村
の
 
窮
乏
 
甚
 し
く
、
 
退
 轉
者
尙
 
多
 か
ら
ん
 
と
す
る
 
有
様
で
あ
っ
た
。
 

先
生
 
は
こ
の
 
情
勢
 
を
 聞
き
 
大
潷
 
氏
の
 
村
內
に
 
於
け
 
る 地

位
よ
り
 
推
し
、
 

一 村
の
 
復
舆
は
 

一 に
先
づ
 
大
地
 
主
の
 
決
心
に
 

あ
り
、
 
我
等
 
目
下
 
小
 田 原

 領
內
の
 
復
興
に
 
全
力
 
を
盡
 
し、 

他
 を 顧

み
る
 
暇
な
 
き
を
 
以
て
、
 
片
岡
 
村
の
 
仕
 法
 を
 講
ず
る
 
餘
 

裕
 は
な
い
 
と
斷
 
つ
た
が
、
 
大
澤
氏
 
は
强
て
 
指
導
 
を
 懇
望
し
た
 
の
で
、
 
加
 藤
 宗
兵
衞
 
に
 論
し
た
 
如
く
、
 
片
岡
 
村
の
 
一 お^

は
 

そ
の
 
依
て
 
來
る
 
原
因
が
な
く
て
 
は
な
ら
ぬ
、
 
何
と
 
な
れ
ば
 
米
 を 蒔

け
ば
 
米
が
 
生
え
、
 
瓜
の
 
種
子
 
を
 蒔
け
 
ぱ
 瓜
が
 
生
じ
"
 

茄
子
の
 
嵇
 子
 を 蒔

け
ば
 
茄
子
の
 
實
 の
る
 
世
の
中
で
 
あ
る
か
ら
、
 
因
鎵
 
因
果
の
 
道
现
は
 
過
た
ず
 
輪
廻
す
 
る、 

こ
の
 
现
は
見
 



れ
 ど
も
 
見
え
ず
、
 
聞
け
 
ど
も
 
聞
え
な
い
 
様
で
 
あ
る
が
，
 
誠
に
 
明
か
に
 
見
え
て
 
居
ろ
。
 
さ
れ
ば
 

「
褰
 貧
の
 
到
る
 
必
ず
 根
元
が
 
あ
る
、
 
富
有
と
 
な
る
 
も 亦

 必
ず
 出
づ
る
 
源
が
 
あ
る
。
 
堯
舜
の
 
代
 四
海
 泰
平
で
 
萬
 民
 そ
の
 

途
を
 
得
て
 
居
た
 
と
い
 
ふ
が
、
 
聖
人
の
 
代
 だ
か
ら
と
 
て 日

月
が
 
光
を
增
 
し
た
の
で
 
は
な
い
、
 
土
地
 廣
 き
を
 
加
へ
 
た
の
で
 

は
な
い
、
 
天
か
ら
 金
銀
 を 雨

の
 如
く
 降
ら
せ
た
 の
で
 は
な
い
、
 
地
か
ら
 財
資
が
 湧
出
し
た
 の
で
 は
な
い
。
 
ま
た
 夏
の
 

祭
 王
と
 
か
 殷
の
紂
 
王
と
 
か
 往
昔
 暴
政
が
 
行
 は
れ
 
四
海
 
混
亂
 
し、 

萬
 民
 塗
炭
に
 
陷
 つ
た
 
時
で
 
も、 

日
月
が
 
光
 を； 終

し
た
 

の
で
 
は
な
い
、
 
土
地
が
 
俄
か
に
 
狹
く
 
な
っ
た
 
の
で
 
は
な
い
、
 
田
畑
に
 
百
穀
が
 
生
じ
 
な
く
な
つ
 
た
の
で
 
は
な
い
、
 
山
川
 

財
 利
 を 出

さ
が
 
い
の
で
 
は
な
い
、
 

而
 し
て
 
貧
富
 禍
福
、
 
盛
衰
 
安
危
の
 
同
じ
く
な
 
い
の
は
.
 何
故
か
、
 
そ
れ
 
は 道

の
 
盛
衰
 

が
 あ
る
か
ら
 
で
あ
る
、
 
何
と
 
な
れ
-
は
、
 
道
の
 
盛
な
る
 
時
は
國
 
家
富
榮
 
へ、 

道
の
 
衰
 ふ
る
 
時
 は
國
 
家
が
 
衰
廢
 
す
る
 
の
で
 

あ
る
。
 

然
 ら
ば
 
道
と
 
い
ふ
の
 
は 何

で
 
あ
る
か
、
 
道
と
 
い
ふ
の
 
は 人

道
の
 
こ
と
で
 
あ
る
、
 
人
道
と
 
い
ふ
の
 
は 何

で
 
あ
る
か
、
 

相
 協
力
し
 

一 圓
 融
合
 
を
 以
て
 
生
 養
し
、
 
救
助
す
 
る
の
 
道
 を
い
 
ふ。 

故
に
 
古
の
 明
君
 
は 君

民
 
を
 以
て
 

一 體
 と
し
、
 
苦
樂
 

を
倶
 
に
し
、
 
薆
 ひ
と
 
歡
 び
と
 
を 同

じ
く
 
し、 

相
扶
 
け、 

相
 養
 ふ
の
 
道
 盛
に
 
行
 は
れ
る
。
 
故
に
 
才
は
 
不
才
 
を
 養
 ひ、 

能
 

は 不
能
 
を
憐
 
み、 

貴
 者
 は
賤
者
 
を； i

 し、 
富
者
 
は 貧

者
 
を
賑
 
は
し
、
 
有
無
相
通
じ
、
 
國
中
 
一 家
の
 
如
く
で
 
あ
る
。
 
是
 

卽
ち
阈
 
象
 富
榮
を
 
致
す
 
の 本

源
で
あ
っ
て
：
 
譬
ば
 
天
地
 
陰
陽
 
相
 和
し
 
て 萬

 物
 生
ず
る
 
が
 如
く
で
 
あ
る
。
 

こ
の
 
道
袞
る
 
ゃ
耔
民
 
相
 離
れ
、
 
上
下
 
利
を
爭
 
ひ、 

富
者
 
は 財

貨
 
を 貧

者
に
 
貨： 附

け
 
富
の
 
力
 を
 以
て
 
利
 を
 掠
奪
し
、
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利
益
 
あ
れ
ば
 
以
て
 
驕
奢
 
安
逸
 
を
恣
 
に
し
、
 
貧
者
 
は 自

ら
 
窮
乏
に
 
陷
 り
て
 
爲
す
 
力
な
し
 
と
し
て
 
富
者
 
を 羨

 恨
し
、
 
困
乏
 

窮
迫
の
 
餘
 徒
に
 怠
惰
な
 
以
て
 
歲
月
を
 
浪
費
し
、
 
甚
 し
き
に
 
至
っ
て
 
父
子
 
兄
弟
と
 
い 

へ ど
も
 
利
益
の
 
爲
に
は
 
頓
着
な
 
く 

たん
しょ
く 

カ
爭
瞰
 
食
し
て
 
相
攻
 
奪
す
 
る 如

く
で
 
あ
る
。
 
こ
れ
 
卽
ち
 
人
道
の
 
衰
 極
で
あ
っ
て
、
 
國
家
 
頹
廢
の
 
根
元
で
 
あ
る
。
 

一 村
 
一 家
の
 
舆
復
 
も
こ
の
 
道
理
 
は 同

じ
で
 
あ
る
。
 
そ
の
 
本
源
 
を
 明
か
に
 
し、 衰

 貧
の
 
根
を
斷
 
ち、. 富

 盛
の
 
源
 を
 聞
く
 

こ
と
に
 

勤
め
な
け
れ
ば
、
 

村
 

柄
 

立
直
る
 

こ
と
 

は 
決
し
て
な
い
、
 

古
語
に
 

『
有
 

レ國
 

有
レ
家
 

者、
 

不
レ
息
 

レ
寡
而
 

息
 

レ不
レ 

均、
 

不
レ
患
 
レ
貧
而
 息
 レ不レ 安。』 と あ

る
。
 
片
岡
村
 
は 高

 七
 百
 贰
拾
八
 
石
 三
 斗
 四
升
壹
 
合
で
 
あ
る
か
ら
、
 
當
時
象
 
數
四
拾
 
九
 

軒
で
、
 

一
軒
に
 
つ
ぎ
 高
 拾
 四
 石
 八
 斗
 六
 升
 四
 合
が
 
そ
の
 
平
均
で
 
あ
る
、
 
是
卽
ち
 
H< 命

片
岡
 
村
民
の
 
力
で
 
あ
る
、
 
こ
れ
 

よ
り
 
少
 き
も
の
 
は 貧

に
 
し
て
、
 
力
 を
 以
て
 
財
寶
を
 
生
ず
る
 
の
德
 
お
の
 
づ
 か
ら
 
備
 は
り
、
 
こ
れ
よ
り
 
多
き
 
も
の
 
は 富

に
 

し
て
 
物
を
惠
 
む
の
 
德
 自
ら
 
備
 は
る
。
 
こ
れ
 
卽
ち
 
天
理
 
自
然
で
 
あ
る
、
 
こ
の
 
故
に
 
村
內
の
 
主
な
る
 
も
の
 
は 分

 內
を
讓
 
つ 

て 相
互
に
 
助
け
合
 
ひ、 

貧
苦
に
 
惱
む
 
も
の
 

A 生
活
 
を
 助
勢
し
、
 
村
內
 
一
同
の
 
取
 直
し
 
を
 行
 ふ
 外
に
 
道
 は あ

る
ま
い
。
」
 

(元 候
文
—
 
意
譯
)
 

と
て
、
 
天
地
人
 
三
才
 
報
德
の
 
道
理
に
 
及
び
 
た
れ
ば
、
 

一
同
 感
激
 
直
に
 
臍
 を
 固
め
て
 
歸
 つ
た
。
 

一一 
片
 

仕
 法
の
 
進
展
と
 
家
 株
 一水 安

 
趣
 法
 議
定
書
 

報
 德
の
敎
 
に 肝

銘
 
を
 受
け
た
 
大
澤
 
父
子
 
は、 

歸
 宅
せ
々
 

善
 種
の
 
推
讓
に
 
取
り
 
か
 
A 
つ
た
。
 
そ
れ
 
は 村

民
に
 
餘
 力
が
な
け
れ
ば
 
國
 カ
亵
廢
 
す
る
 
様
に
、
 
小
作
人
の
 
實
カ
 
養
成
が
 
先
 

づ
 
一 村

 復
興
の
 
根
元
で
 
あ
る
と
 
い
ふ
の
で
、
 

一 村
 平
均
 
富
力
 
以
下
の
 
多
數
 
村
民
の
 
實
カ
引
 
上
 運
動
と
 
し
て
の
 
推
讓
を
 
開
 



始
 

し
た
の
で
 

あ
る
。
 

卽
ち
金
 

百
 

七
 

拾
 

兩
を
善
 

種
 

培
養
の
 

土
臺
 

金
と
 

し
て
 

加
入
し
、
 

親
族
 

一
統
の
 

困
窮
 

救
助
 

は
大
澤
 

家
の
 

責
任
と
 

し
て
、
 

田
地
 

壹
町
壹
 

反
 

六
 

畝
 

廿
九
歩
 

を
 

無
 

年
貢
に
 

て 
貸
 

渡
し
、
 

こ
の
 

助
成
に
 

よ
っ
て
 

起
 

返
ら
し
 

め
ん
と
 

す
る
 

の 

で
あ
る
。
 

併
し
 

親
族
の
 

困
難
 

は
こ
れ
 

を
 

以
て
 

終
了
し
 

な
い
か
ら
、
 

§
 

金
 

百
 

六
 

拾
兩
、
 

其
 

他
 

を
 

加
へ
 

て
 

三
百
 

九
 

拾
壹
兩
 

餘
を
 

得、
 

そ
の
 

內
 

よ
り
 

百
 

六
 

拾
 

兩
を
小
 

田 
原
 

報
 

德
仕
法
 

金
 

中
に
 

加
 

人
し
、
 

II 具
 

田 
村
 

上
野
 

七
 

兵
 

衛
へ
金
 

百
 

兩
餘
を
 

助
成
 

貸
 

付
と
 

し
た
、
 

斯
く
て
 

一 
族
 

親
戚
の
 

當
 

面
の
 

急
務
 

は 
結
了
し
た
。
 

こ
れ
と
 

同
時
に
 

村
民
 

中
よ
り
 

出
精
 

奇
特
 

人
 

入
札
 

を
 

行
 

ひ、
 

そ
の
 

賞
と
 

し
て
、
 

一 
番
 

札に
. 

田
地
 

覺
 

町
歩
、
 

二
番
 

札
に
 

七
 

反
歩
、
 

三
番
 

札
に
 

五
 

反
歩
、
 

四
番
 

札
に
 

三
 

反
歩
、
 

五
番
 

札
に
 

二
 

反
歩
の
 

無
 

年
貢
 

を
 

4.
 

て
 

地
所
 

も
 

貸
付
け
 

た。
 

こ
の
 

土
地
 

は
大
澤
 

家
の
 

所
有
 

田
で
 

あ
る
，
 

らゝ
 

镇、
 

f
 

請
し
て
 

は 
大
澤
氏
 

之
 

を
負
擔
 

し、
 

耕
作
者
 

は
丄
 

年
間
 

作
 

取
り
と
 

な
る
 

も
の
 

で

あ

る

。

 

 

- 

更
に
 

人
選
 

以
外
の
 

多
數
の
 

村
民
に
 

し
て
、
 

ー
曆
 

困
窮
に
 

陷
 

り
た
る
 

も
の
 

少
 

く
な
い
、
 

こ
れ
 

等
の
 

窮
民
 

中
に
は
 

容
易
に
 

入
選
し
 

得
な
い
 

連
中
が
 

多
く
、
 

常
に
 

窮
乏
 

を
 

極
め
て
 

居
る
、
 

隨
 

つ
て
 

僅
少
の
 

物
件
 

を
 

高
利
の
 

質
に
 

入
れ
、
 

高
札
の
 

無
盡
 

賴
 

母
子
に
 

窮
迫
 

を
 

重
ね
て
 

居
る
。
 

片
岡
 

村
民
が
、
 

隣
村
 

長
 

持
 

村
の
 

八
 

左
衞
門
 

方
へ
 

質
 

入
し
た
 

る 
も
の
 

約
 

百
 

五
 

拾
 

點
に
及
 

ん
で
 

居
る
。
 

依
て
 

こ
れ
 

を
 

調
査
し
た
 

る
に
 

金
 

三
 

拾
 

七
 

雨
に
 

上
っ
て
 

居
た
 

か
ら
、
 

大
澤
氏
 

は
 

*<
 

年
 

十
月
 

現
金
 

を
持
參
 

し
て
 

全
部
 

之
 

を
 

引
出
し
、
 

各
 

借
主
 

合
計
 

十五
. 

人
に
 

對
し
 

全
部
 

之
 

を
 

無
利
息
 

還
据
 

貸
付
と
 

な
し
、
 

調
 

金
の
 

節
隨
時
 

返
納
し
 

得
る
 

樣
に
 

定
め
、
 

更
に
 

典
物
 

中
 

夏
季
 

は
 

蚊
 

張
の
 

類
、
 

冬
 

は 
蒲
 

圑
の
類
 

は
 

半
年
 

宛
 

無
料
 

貸
出
し
 

を
 

行
っ
た
。
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こ
れ
 
は 第

一
 
年
の
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 
こ
の
結
果
 
と
し
て
 
村
民
の
 
氣
風
 
一
時
に
 
振
興
し
、
 
^
女
 大
小
 
人
と
 
も 身

命
 
を 抛

ち
 

日
夜
 業
務
に
 
精
勵
 
し、 

農
業
の
 
寸
暇
に
 
絲
を
轴
 
ぎ
 機
 を 織

り
、
 
繩
索
、
 
沓
、
 
草
鞋
 等
 を 精

出
し
、
 

口 I. 起き
、
 
夜
業
の
 
窗
 

勞
^
 
約
 は 勿

論
、
 
相
互
に
 
讓
り
合
 
ひ、 

村
 內
平
穩
 
に
な
っ
た
 
の
で
、
 
自
然
と
 
各
自
の
 
暮
 方
も
螯
 
ひ、 

年末. に 至
っ
て
 
は 

大
澤
 家
の
 
年
貢
 
牧納. 成

績
ば
 
案
外
 
佳
良
に
 
て
 、 
未
納
者
 
極
め
て
 
少
數
 
に
な
っ
た
。
 

第一 
一
年
に
 於
て
も
 
同
様
に
 
善
行
、
 
篤
行
、
 
精
 業
者
 
を
 表
彰
す
 
る 爲

に
人
 
札
し
た
 
所
、
 
五
番
 札
に
 
同
蔡
 
がー 

一
名
と
 
な
つ
 

た
の
で
、
 
無
年
賈
 
貸
付
 
田
地
 
は §1 計

 贰
町
九
 
反
 と
な
っ
た
。
 
併
し
 
ま
だ
 
村
民
よ
り
 
推
 謹
 加
入
 
を
 申
出
る
 
も
の
 
は
な
 
か
つ
 

た
が
、
 
村
民
よ
り
 
納
入
す
 
る 年

貢
 
は 皆

納
と
 
な
っ
た
。
 

こ
の
 
報
か
^
!
!
 
し
た
 
大
澤
 
父
子
 
は 一 一宮 先

生
 
を
 訪
問
し
た
。
 
先
生
 
は 案

外
に
 
趣
旨
 
を
體
 
得
し
て
 
居
た
 
こ
と
に
 
驚
き
 
之
 

を
 賞
讃
 
し
た
、
 
然
る
に
 
こ
れ
 
を 以

て
 
結
了
と
 
す
る
 
こ
と
 
は
出
來
 
な
い
、
 
何
と
 
な
れ
ば
 
天
 保
 九、 

十
兩
 
年
の
 施
設
 
は、 

僅
 

に 
一
時
の
 
急
難
 
を
 救
っ
た
 
に 外

な
ら
 
な
い
。
 
依
て
 
こ
の
ま
 

A 放
置
す
 
れ
ぱ
 
再
び
 
舊
弊
を
 
繰
返
し
、
 
ま
た
 
貢
租
の
 
未
進
が
 

生
ず
る
、
 
然
れ
 
ど
も
 
大
澤
 
氏
の
 
推
讓
 
の
み
 
を
 繰
 返
す
 時
 は、 

慈
悲
で
 
あ
り
 
善
极
 
で
あ
る
 
源
泉
の
 
大
澤
 
氏
が
 
亵
徵
 
す
る
 

.拔 て
 永
遠
の
 
策
 を
 講
ず
る
 
に は

大
澤
 
氏
の
 分
 度
 を
 確
立
し
、
 
ま
た
 
村
民
 
各
自
の
 
覺
酲
 
を
^
し
、
 

一
村
の
 
復
興
 
は 

お
の
 

力
に
 
よ
る
 
こ
と
 
を
自
覺
 
せ
し
め
、
 
村
民
 自
體
も
 
亦
 推
 謎
 を
 行
 ふ
に
 
至
ら
し
 
め
ね
ば
 
な
ら
ぬ
、
 
依
て
 
先
 づ
大
澤
 

一 家
の
 
分
 

. 度
 を 定

め
ざ
る
 
ベ
か
ら
 
ず
と
、
 
始
め
て
 
本
式
に
 
片
岡
 
村
の
 
仕
 法
 指
導
 
を
 行
 ふ
こ
と
，
 

- な
っ
た
。
 

大
澤
 家
の
 分
限
 
を
 案
ず
る
 
に、 

煶
長
八
 
年
 持
 高
 八
十
 
七
石
餘
 
よ
り
 
記
 錄
が
始
 
つ
て
、
 
相
 雷
の
 
分
限
 
を 有

し
て
 
居
た
 
が
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資
永
 

一 
一
年
に
 

は 
拾
 

四
 

石
餘
に
 

減
じ
て
 

翁
 

迫
の
 

極
と
 

な
っ
た
。
 

併
し
 

同
 

十
三
 

年
に
 

は 
三
 

拾
 

八
石
餘
 

と
な
り
、
 

安
永
に
 

は 
再
 

ひ
衰
 

へ
て
 

拾
 

七
石
餘
 

と
な
り
、
 

天
明
 

六
 

年
の
 

三
拾
壹
 

石
餘
ょ
 

め 
漸
次
 

增
 

加
し
て
、
 

文
化
 

年
間
に
 

は 
百
 

石
 

を
 

上
り
、
 

ik
 

潔
 

十
 

年
 

は 
終
に
 

三
百
 

拾
 

四
石
餘
 

と
な
っ
た
。
 

fK
 

保
 

元
年
よ
り
 

十
ケ
 

年
間
 

小
作
人
 

附
米
八
 

百
 

九
 

拾
 

四
 

俵
 

八
 

升
 

五
合
で
 

あ
る
 

力 
こ
の
間
の
 

不
作
 

引、
 

不
納
 

未
納
 

米
 

平
均
 

百
 

八
 

拾
 

六
俵
餘
 

と
な
っ
た
。
 

こ
の
 

所
有
 

石
高
 

は
村
內
 

住
民
 

分
 

贰
百
四
 

拾
 

九
 

石
 

餘
、
 

他
村
 

持
 

高
 

六
 

拾
 

四
 

石
餘
、
 

之
 

を
 

片
岡
村
 

平
均
に
 

見
る
 

に、
 

拾
 

四
 

石
 

八
 

斗
 

六
 

升
 

は 
一 
村
 

平
均
の
 

分
限
で
 

あ
る
か
ら
、
 

村
 

内
の
 

分
の
 

み
に
 

て
 

正
に
 

拾
 

六
 

軒
 

分
、
 

全
く
 

祖
先
の
 

積
德
 

に
よ
っ
て
 

增
 

益
し
た
 

も
の
で
あ
る
が
、
 

祖
先
 

傳
來
の
 

所
有
 

高
 

も
記
錄
 

年
度
に
 

よ
っ
て
 

總
 

計
し
て
 

平
均
 

す
れ
ば
、
 

祖
先
 

以
来
の
 

分
限
 

は
 

相
當
增
 

減
の
 

餘
 

地
が
 

あ
る
か
ら
、
 

大
澤
 

一
家
の
 

日
常
生
活
 

は 
二
百
 

有
餘
 

年
の
 

平
均
に
 

基
き
、
 

高
 

七
 

拾
 

七
 

石
 

四
 

升
 

四
 

合
 

六
 

勺
 

九
才
、
 

一
村
 

平
均
 

五
軒
 

分
 

を
 

以
て
 

分
 

度
と
 

な 

し、
 

殘
贰
百
 

一二
 

拾
 

七
 

石
餘
を
 

報
德
钍
 

法
の
 

資
に
 

推
讓
 

し、
 

そ
の
 

潤
澤
を
 

以
て
 

向
後
 

十
ケ
 

年
間
の
 

仕
法
實
 

施
に
 

取
掛
 

つ
た
 

な
ら
ば
、
 

こ
の
 

钍
法
金
 

中
よ
り
 

一
家
の
 

負
偾
も
 

償
還
す
べ
く
、
 

一
村
の
 

仕
 

法
 

を 
も 

遂
行
し
 

得
べ
き
 

で
あ
る
。
 

若
し
 

こ
れ
 

を
 

行
 

は 
ざ
れ
ば
 

從
來
 

年
々
 

百
 

八
 

拾
 

六
 

俵
の
 

不
納
 

未
納
 

不
作
 

引
の
 

あ
っ
た
 

如
く
 

村
民
 

怠
惰
に
 

戾
り
、
 

却
て
 

不
 

納
未
鈉
 

は 
相
 

嵩
み
、
 

所
有
せ
 

る 
田
畑
が
 

事
實
上
 

不
毛
の
 

姿
と
 

な
っ
て
 

消
え
去
り
、
 

結
局
 

形
式
的
に
 

は 
財
源
で
 

あ
る
が
、
 

實
 

質
的
に
 

は
無
妆
 

人
と
 

な
る
。
 

一
村
 

ほ
斯
 

く
し
て
 

貧
富
 

共
倒
れ
と
 

な
る
、
 

こ
れ
 

程
甚
 

し
き
 

衰
頹
の
 

原
因
 

は
な
い
。
 

&
に
 

村
民
が
 

自
力
 

を
 

以
て
 

復
舆
 

す
る
 

様
に
 

養
成
す
 

る 
こ
と
が
 

第
一
 

で
あ
る
、
 

こ
れ
が
 

爲
 

に
相
當
 

定
期
 

問
 

仕
 

法
 

を 
講
じ
な
 

け
れ
 

ば
な
ら
 

ぬ。
 

而
 

し
て
 

そ
れ
 

は 
富
有
 

者
が
 

分
 

度
 

を
 

立
て
、
 

現
在
の
 

生
活
 

範
圍
を
 

分
 

度
 

外
と
 

な
し
、
 

こ
の
度
 

外
の
 

餘
財
を
 

推
 



鑌
 し
て
 
オ
^
 
振
興
の
 
根
元
と
 
す
る
 
外
に
 
道
 は
な
い
 
と、 

斯
 く
し
て
 
片
岡
 
村
の
 
仕
 法
 は 救

急
 
仁
 惠
の
仕
 
法
よ
り
、
 
粮
據
の
 

堅
き
 
復
興
 
仕
 法
に
 
人
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
 
1
 
 

- 

こ
れ
 
を
根
據
 
と
し
て
 
仕
 法
 を
 講
ず
る
 
爲
に
、
 

一
家
の
 
大
 決
心
 
を
 要
す
る
、
 
先
生
 
は
 案
 を
 示
し
て
 
後
 は
大
澤
 
氏
の
 
決
斷
 

4 へ かぶ
ん，
 

S あん
 

さう
 

ぞく
しゅ
 

±1,
 

ふ 
て
い
し
ょ
 
 

* 』 

に 
一 任
せ
ら
れ
た
、
 
大
澤
氏
 
は 

一 家
 
一 族
審
 M
 熟
慮
の
 
上
 
「
家
 株
 永
 安
 相
 繽
趣
法
 
議
定
書
」
 
を
 作
っ
た
。
 
そ
の
 
內
容
は
 

實
に
 
報
德
の
 
要
旨
 
を
 明
か
に
 
し
た
 
經
 典
で
あ
っ
て
 

一 一宮 先
生
 
訪
問
の
 
由
來
 並
に
 
第
 
一 期
の
 
救
急
 
仕
 法
よ
り
、
 

第一 
一
期
に
 

人
る
 
間
に
 
於
け
 
る 訓

誨
と
 
村
民
 
敎
 化
の
 實
情
を
 
述
べ
、
 特
に
 
貧
富
の
 
相
 和
す
 
る
に
 
あ
ら
 
ざ
れ
ば
、
 
難
 村
 取
 直
し
 
は 不

可
能
 

で
あ
る
 
こ
と
 
を
詳
說
 
し、 

因
果
 
應
 報
の
 
理
を
 
解
說
し
 
積
善
 
餘
慶
の
 
事
實
を
 
明
示
し
た
 
も
の
で
 
一
村
 並
に
 
子
孫
の
 
將
來
に
 

一 

闢
 す
る
 
先
生
 
立
案
の
 
大
旨
を
 
叙
し
、
 
g
 株
 田 1

 の 約
 一 一分 九

 毛
餘
は
 
分
外
と
 
し、 

殘
約
七
 
分
 九
 厘
 七
 弗
餘
を
 
度
と
 
し、 

お 

妆. 支
の
 厦
咯
 
標
準
 
は
 年
々
 
米
 
一 石

 を 金
豐
兩
 
と
し
、
 

お 役
 御
用
 
は 無

給
と
 
し
て
 
生
活
の
 
根
本
た
 
る 分

 度
 を 樹

立
す
 
る こ 

と 
A し

た
。
 

斯
く
て
 
基
本
 
を
 確
立
し
た
 
以
後
の
 
仕
 法
 は、 愈

々
 
以
て
 
報
德
 
仕
法
經
 
營
の
範
 
と
な
す
べ
き
 
も
の
で
あ
る
が
、
 
そ
の
 
事
實
 

は
 年.^ 

の
 現
 量
 鏡
に
 
詳
記
せ
ら
れ
 
て
あ
つ
て
、
 

天
 保
 九
 年
よ
り
、
 

十
一
 
年
に
 
至
る
 
も
の
 
は そ

の
 
救
急
 施
設
で
 
あ
る
、
 
十
 

一
年
よ
り
 
嘉
永
ニ
 
年
に
 
至
る
 
も
の
 
は、 

十
 ケ
年
を
 
一
期
と
 
す
る
 
復
興
 施
設
で
 
あ
る
。
 
而
 し
て
 
耕
作
 
出
精
 
人
 投
票
に
 
よ
る
 

表
彰
、
 
農
具
 
助
成
、
 
肥
料
 
代
 貸
付
、
 
無
利
息
 
金
 貸
付
 
等
 を 行

っ
て
、
 
報
德
式
 
指
導
 
は
繼
^
 
せ
ら
れ
た
。
 
更
に
 
嘉
永
 
三
年
 

以
後
に
 
於
て
 
は 永

 安
 仕
 法
が
 講
ぜ
ら
れ
て
、
 

着
々
 
そ
の
 
成
績
が
 
擧
り
、
 

一
般
 町
村
の
 
報
 德
仕
法
 
範
例
と
 
し
て
 
實
 に
よ
く
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整
備
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 「

嘉
永
 

四
 

年
 

十
二
月
 

末
の
 

御
 

仕
 

法
 

金
 

拾
 

四
 

ケ
年
惣
 

寄
諸
拂
 

取
調
 

帳
」
 

に
よ
れ
ば
、
 

二
宮
 

先
生
よ
り
 

授
與
 

せ
ら
れ
た
 

金
 

百
 

六
兩
 

三
分
の
 

外
 

ノ
大
澤
 

一
家
の
 

推
讓
 

し
た
る
 

報
德
金
 

は、
 

千
 

六
 

百
 

八
 

拾
 

壹
兩
贰
 

分
餘
、
 

作
 

德
米
差
 

出
の
 

代
金
 

拾
 

四
兩
餘
 

に
し
て
、
 

村
民
よ
り
 

差
 

出
し
た
 

冥
加
金
 

並
 

報
 

德
加
人
 

金
 

八
 

拾
九
兩
 

許
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

年
賦
 

償
還
 

金
 

受
取
、
 

加
入
金
の
 

返
却
 

等
 

報
德
金
 

出
納
 

合
計
 

金
 

四
千
 

八
百
甙
 

拾
兩
 

三
分
 

餘
に
 

達
し
て
 

居
る
。
 

卽
 

ち
大
澤
 

家
が
 

出
金
 

總
計
は
 

約
 

千
 

七
百
兩
 

に 
及
ん
で
 

居
る
。
 

こ
の
 

陰
德
の
 

陽
報
と
 

し
て
、
 

大
澤
 

家
の
 

牧
納
 

す
る
 

小
作
米
 

は、
 

年
々
 

殆
ど
 

皆
納
に
 

及
ん
だ
 

こ
と
 

は
 

申
 

す
ま
で
 

も
な
い
。
 

こ
の
 

十
四
 

年
中
、
 

嘉
永
 

三
年
 

以
後
の
 

分
 

は、
 

次
の
 

永
 

安
 

仕
 

法
 

期
に
 

入
っ
た
 

も
の
で
あ
っ
て
、
 

片
岡
村
 

と
し
て
 

は 
第
三
 

期
の
 

仕
 

法
で
 

あ
る
。
 

三
 

片
岡
 

村
の
 

永
 

安
 

仕
 

法
と
 

克
讓
嗜
 

益
 

鏡
 

一 
村
の
 

振
興
 

は 
一 
村
の
 

指
導
者
の
 

責
任
と
、
 

村
民
の
 

奮
起
と
 

に 
係
る
 

も 

の
で
あ
っ
て
、
 

片
岡
村
 

は
大
澤
 

氏
の
 

み
の
 

過
分
な
る
 

推
 

讓
に
俟
 

つ
べ
き
 

で
な
い
 

か
ら
、
 

嘉
永
ニ
 

年
 

を
 

以
て
 

第
二
 

期
を
完
 

. 了
 

す
る
と
 

同
時
に
、
 

大
澤
 

氏
の
 

年
々
 

百
 

八
 

拾
 

六
 

俵
の
 

推
讓
を
 

止
め
、
 

十
ケ
 

年
間
の
 

報
德
 

取
扱
の
 

殘
 

金
と
、
 

爾
後
 

村
民
の
 

自
力
 

推
讓
 

と
に
 

よ
っ
て
 

永
 

安
 

仕
 

法
が
 

立
て
ら
れ
る
 

こ
と
 

A 
な
っ
た
。
 

こ
の
 

決
定
と
 

同
時
に
、
 

先
生
 

は
從
 

來
の
經
 

過
を
審
 

査
 

し
て
、
 

仕
 

法
 

中
 

優
良
の
 

成
績
で
 

あ
る
と
 

賞
し
、
 

報
德
 

金
百
兩
 

を
附
與
 

し、
 

且
つ
 

「
報
 

!i
 

克
^
 

F
¥
i
」
 

と
稱
 

す
る
 

表
彰
 

を
 

兼
ね
た
 

る 
大
澤
氏
 

報
德
仕
 

法
の
 

顚
末
書
 

を
 

著
し
て
 

交
附
 

せ
ら
れ
た
。
 

特
別
の
 

表
彰
 

書
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

嘉
永
五
 

年
に
 

到
っ
て
 

は、
 

大
澤
 

象
の
 

仕
 

法
事
 

業
 

を
 

移
し
て
 

克
讓
社
 

を
 

創
立
し
、
 

自
治
 

的
 

結
社
と
 

し
て
 

村
民
の
 

經
營
に
 

進
展
し
た
。
 



全
 奥
 本
 現
存
 
現
 量
 鏡
 中、 

嘉
永
七
 
年
に
 
於
け
 
る 仕

 法
 第
 十
七
 
年
の
 
總
計
筇
 
に
よ
れ
ば
、
 
^
德
金
 
八
 千
 五
 

五： お：； 兩
 

餘、 
そ
の
 
內
出
人
 
繰
返
し
 
取
扱
 
は
れ
た
 
る 金

 五
 千
 贰
拾
五
 
兩
餘
を
 
差
 引、 

金
 三
千
 
五
 百
贰
拾
 
七
兩
餘
 
中、 

千
 八
 百
 拾
 八
 

兩
餘
は
 
善
 種
 金
と
 
し
て
 
推
讓
 
せ
ら
れ
、
 
殘
り
金
 
壹
千
七
 
百
 九
 兩
餘
、
 
こ
の
 
上
に
 
嘉
永
七
 
年
卽
ち
 
安
政
 
元
年
よ
り
 
翌
年
に
 

亙
る
 
報
 德
金
受
 
人
が
 
五
百
壹
 
雨
で
 
あ
る
。
 
爾
來
克
 
譲
 社
 は 年

々
 
堅
 實
に
行
 
は
れ
た
 
が、 

明
治
の
 
初
年
よ
り
、
 
再
び
 
大
擇
 

一
族
 親
戚
の
 
間
に
の
 
み
相
鑌
 
せ
ら
れ
、
 

一
村
 仕
 法
と
 
し
て
の
 
意
義
 
は 終

了
し
た
。
 
W
 し 幕

末
に
 
至
る
 
ま
で
 
常
に
 
各
地
の
 

仕
 法
 範
例
と
 
な
っ
た
 
の
み
な
ら
ず
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
出
張
所
と
 
し
て
 
ま
た
 
眞
田
、
 
伊
勢
原
 
及
び
 
そ
の
 
附
近
の
 
報
德
仕
 
法
の
 

指
導
者
た
 
る
實
を
 
有
し
て
 
居
た
。
 

片
岡
 
村
の
 
仕
 法
は
實
 
に、 

自
治
 
的
 
一
村
 式
 仕
 法
と
 
し
て
 
當
 時
に
 
於
て
 
旣
に
 
範
例
と
 
な
っ
た
 
も
の
で
あ
る
。
 
さ
れ
ば
 
先
 

生
^
 非
常
に
 
之
 を
稱
譽
 
し、 

仕
 法
談
に
 
及
ぶ
 
毎
に
 
之
 を
 紹
介
 
せ
ら
れ
た
、
 
啻
に
 
之
 を 推

稱
す
 

る 
に 止

ま
ら
ず
、
 
終
に
 

「
報
 德
克
讓
 
増
益
 
鏡
」
 
を
 草
し
、
 
報
 德
金
百
 
兩
を
附
 
し
て
 
之
に
 
授
與
 
せ
ら
れ
た
、
 

こ
の
 

一 書
 は、 

多
く
の
 
仕
 法
 書
中
に
 

於
て
 
最
も
 異
彩
 
を 放

っ
た
 
も
の
で
あ
る
、
 

こ
の
 
「
報
 德
克
 
譲
增
益
 
鏡
」
 
は、 

片
岡
村
 
仕
 法
の
 
第
一
 
期、 

第
二
 
期
の
.
 E^: 

を
 簡
明
に
 
叙
し
、
 
先
生
 
傳
授
の
 
仕
 法
要
 
3 曰 を

 明
示
し
、
 
そ
の
 
趣
旨
 
を
寳
 
行
し
た
 
る 成

鑌
を
 
掲
げ
て
 
之
を
稱
 
*
 し
た
 
も
の
 

で
あ
る
、
 
さ
れ
 
ぱ
 こ
の
 
書
 
一 冊

 あ
れ
ば
 
一
村
 仕
 法
の
 
立
場
に
 
於
け
 
る 報

德
の
 
要
旨
 
を
 諒
解
し
 
得
べ
き
 
の
み
な
ら
ず
、
 
誠
に
 

報
德
 
仕
法
擧
 
習
の
 
敎
科
 書
と
 
す
る
 
に 足

る
 
も
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
 
程
片
 
岡
の
 
仕
 法
 は 先

生
の
 
滿
足
を
 
得
た
 
も
の
で
あ
る
。
 

四
 
伊
勢
原
 
村
 加
 藤
 宗
兵
衞
 
一
家
の
 
仕
 法
 
伊
勢
原
の
 
加
 藤
 宗
兵
衞
 
一
家
の
 
仕
 法
 は、 

一
族
 兄
弟
 
三
人
の
 
相
繽
 問
題
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よ
り
 

起
り
、
 

片
 

岡
の
 

仕
 

法、
 

川
 

崎
 

屋
の
仕
 

法
ま
で
 

展
開
し
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

地
方
の
 

名
家
 

加
 

藤
 

宗
兵
衞
 

の 
一
家
 

は 
男
 

四
 

人
 

女
 

三
人
の
 

兄
弟
 

姉
妹
が
 

あ
っ
た
、
 

長
男
 

眞
次
郞
 

は 
早
世
し
た
 

が、
 

當
時
旣
 

に 
二
 

男
 

芳
助
は
 

他
家
 

を
相
繽
 

し、
 

三
男
 

宗
 

兵
衞
が
 

家
名
 

を
 

相
 

續
し
大
 

磯
川
 

崎
屋
 

よ
り
 

妻
を
迎
 

へ、
 

本
家
の
 

茶
 

商
 

を
 

營
ん
で
 

居
た
、
 

然
る
に
 

四
 

男
 

爲
藏
は
 

頗
る
 

家
業
 

に 
精
通
し
、
 

特
に
 

老
父
 

は 
之
 

を
 

愛
し
て
 

居
た
、
 

依
て
 

宗
兵
衞
 

は 
爲
藏
を
 

以
て
 

一 
家
相
 

镜
の
 

適
任
者
と
 

認
め
、
 

一 
は 

老
父
 

の 
意
に
 

適
 

ふ
と
 

信
じ
、
 

自
分
 

は 
二
十
 

九
 

歳
に
 

し
て
 

隱
 

居
し
、
 

H<
 

保
 

九
 

年
 

爲
藏
に
 

本
家
 

を
 

譲
ら
ん
 

と 
欲
し
た
 

る 
も、
 

老ハ
又 

之
 

を
 

許
さ
ざ
る
 

を 
以
て
 

爲
藏
に
 

家
 

株
 

田
畑
の
 

半
を
讓
 

つ
て
 

分
家
せ
 

し
め
ん
 

と 
思
 

ひ、
 

心
 

學
の
師
 

古
 

賀
兵
藏
 

の 
許
に
 

行
 

き、
 

こ
の
 

旨
 

を 
告
げ
て
 

敎
を
 

受
け
た
 

所
が
、
 

古
 

賀
は
大
 

に 
之
 

を
稱
黉
 

し
た
、
 

依
て
 

爲
藏
の
 

分
家
 

新
築
に
 

取
り
 

掛
 

つ
た
、
 

こ
の
 

時
 

心
學
の
 

同
志
 

駿
 

河
の
 

小
 

林
 

平
 

兵
衞
が
 

尋
ね
 

來
て
、
 

談
偶
々
 

こ
の
 

事
に
 

及
ん
だ
、
 

小
 

林
 

は
こ
れ
 

に 
就
て
 

沈
思
 

熟
慮
 

の 
上
、
 

誠
に
 

良
き
 

方
法
の
 

如
き
 

も 
一 
象
の
 

大
事
で
 

あ
る
 

r 
余
が
 

不
才
 

之
 

を
判
斷
 

す
る
 

こ
と
 

能
 

は
ず
、
 

野
 

州
に
 

一 
一宮
 

先
生
 

が 
ある
、 

旣
往
 

を考
へ 

未
發
を
 

悟り
、 

仁
義
の
 

道 
を 
行 

ひ、
 

衰
廢
 

再
興
の
 

法 
を 

以て
 

安
堵
の
 

道
を
敎
 

へら
る、
 

この
 

先 • 

生
に
 就
て
 
敎
を
受
 
く
る
 
外
に
 
良
法
 
は あ

る
ま
い
。
 
余
と
 
共
に
 
野
 州
に
 
至
り
 敎
を
 
受
け
よ
う
と
 
い
ふ
、
 
宗
兵
衞
 
大
に
悅
 
び. 

老
父
に
 
告
げ
て
 
野
 州
に
 
赴
き
 
敎
を
 
受
け
た
、
 
こ
れ
 
は 前

段
に
 
記
し
た
 
天
 保
 九
 年
 四
月
 
十
日
の
 
事
で
 
あ
る
。
 •「 

先
生
 そ
の
 始
末
 を 聞

き
、
 「
左
様
の
 心
得
に
 
て は、 

一家 滅
亡
 之
 手
段
、
 
大
體
 行
渡
っ
た
 
も
の
と
 申
し
て
も
 
よ
い
、
 
爲
 

藏
 本
家
 
を
欞
 
い
で
 
成
功
 
す
れ
ば
 
宗
兵
衞
 
の
 子
孫
 
も、 

兄
芳
 
助
の
 
子
孫
 
も 不

快
に
 
感
ず
る
 
こ
と
 
あ
る
べ
し
、
 
爲
藏
の
 
子
孫
 

も 
亦
 

こ
の
 

不
快
な
る
 

親
族
 

を
怨
 

む
で
 

あ
ら
う
、
 

一 
家
の
 

相
鑌
を
 

僅
に
 

老
父
が
 

愛
す
る
 

私
情
の
 

み
に
 

て 
決
定
す
べ
き
 

で
は
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な
い
、
 
本
來
舍
 
弟
と
 
し
て
 
は
 自
力
に
 
て
 身
 を 立

つ
べ
き
 
も
の
で
あ
る
。
 
之
に
 

一 家
 を
相
鑌
 
せ
し
 
む
る
 
こ
と
 
は 

一 象
 紛
議
 

の
大
 原
因
と
 
な
る
 
で
あ
ら
う
、
 
依
っ
て
 
爲
藏
と
 
力
 を
 併
せ
て
 
餘
財
を
 
作
り
、
 
之
に
 
よ
っ
て
 
爲
藏
の
 
分
家
 
を
 さ
せ
な
 
ば、 

家
 株
 は 損

せ
ず
 
し
て
 
兩
 家
相
 
續
が
整
 
ふ
で
 あ
ら
う
、
 
併
し
 
分
家
 
せ
ん
が
 
爲
に
儉
 
約
す
 
と
稱
 
す
る
 
も 分

 度
が
 
立
た
ね
ば
 
何
 

の
 役
に
 
も 立

た
ぬ
、
 
依
て
 家
 株
の
 
內
七
 分
に
 
て 生

計
 
を
營
 
み、 

殘
 三
分
 を
 以
て
 
村
 方
の
 
困
窮
者
 
を
 救
 ひ、 

仕
 法
 を
 行
へ
 

ば、
 

そ
の
 

仕
 

法
 

金
 

積
で
 

必
ず
 

餘
財
 

と
な
る
」
 

と
敎
 

へ
ら
れ
た
。
 

この 敎に 感
激
し
た
 宗
兵
衞
 は、 父 萬 助、 兄

芳
 助、 弟

爲
藏
 と
共
に
 再
び
 先生 を 訪

問
し
た
 所、 

1 同
感
 * して 

早
速
 

家
憲
 

を
 

定
め
、
 

家
屋
の
 

建
築
 

を 
中
止
し
、
 

畑
 

二
 

反
 

六
 

畝
 

歩
 

を
 

村
民
に
 

無
 

年
貢
 

耕
作
 

を
な
 

さ
し
め
、
 

片
岡
 

村
に
 

類
し
 

た
 仕
 法
の
 

一 端
 を 行

 ふ
こ
と
 

ュ な
っ
た
。
 

宗
兵
衞
 

の 
妻
 

は、
 

大
 

磯
の
 

川
 

崎
屋
孫
 

右
衛
門
の
 

妹
で
 

あ
る
。
 

孫
 

右
衛
門
 

は 
例
の
 

打
 

毀
 

一
件
か
ら
 

入
牢
し
て
 

激
怒
 

甚
し
 

く、
 

手
の
 

附
け
 

様
が
な
か
っ
た
 

所
、
 

宗
兵
衞
 

は 
先
生
の
 

指
導
に
 

よ
り
、
 

衣
類
 

手
 

道
具
 

寶
拂
、
 

川
 

崎
屋
の
 

一 
家
 

再
興
の
 

資
 

と
な
す
べ
く
 

差
 

出
し
た
 

し
と
 

申
し
た
 

爲
に
、
 

川
 

峙
屋
は
 

肉
 

身
の
 

愛
情
に
 

感
じ
て
 

嫉
妬
 

心
 

解
け
 

始
め
、
 

漸
く
 

三
 

ヶ
^
 

目
に
 

出
獄
し
た
 

が、
 

孫
 

右
 

衞
門
は
 

出
獄
 

後
の
 

狀
勢
 

に
よ
っ
て
 

再
び
 

世
 

を
 

怨
み
 

人
 

を
 

呪
 

ふ
に
 

至
っ
た
、
 

依
て
 

宗
兵
衞
 

は 
妻
の
 

所
 

有
 

品
に
 

自
分
の
 

衣
類
 

等
 

を 
加
へ
 

て
賣
 

却
し
て
 

孫
 

右
 

衞
門
を
 

感
奮
せ
 

し
め
、
 

更
に
 

一 
ー宫
 

先
生
の
 

直
接
 

指
導
 

を
 

請
 

は
し
む
 

る 
に 

至
っ
た
。
 

こ
れ
 

實
に
宗
 

兵
衞
の
 

誠
意
の
 

致
す
 

所
で
 

あ
る
。
 

よし
す 

け 

さ
て
 

兄
 

芳
助
は
 

不
幸
 

連
續
し
 

多
く
の
 

負
债
を
 

生
じ
た
 

の
で
、
 

先
生
に
 

面
會
 

し
て
 

指
導
 

を
受
 

く
る
 

こ
と
 

A 
な
り
、
 

先
生
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に
隨
 

身
し
て
 

居
た
 

が
、
 

そ
の
 

中
 

失
踪
し
た
。
 

元
 

來
芳
助
 

は 
本
家
の
 

相
繽
 

を
な
 

さ
ゾ
る
 

こ
と
に
 

不
滿
 

が
あ
っ
た
。
 

隨
て
宗
 

兵
 衞
は
之
 
を
相
績
 
せ
し
め
ん
 
と
し
た
。
 
依
て
 
先
生
 
は 芳

助
を
 
宗
兵
衞
 
方
に
 
引
取
り
、
 
爲
藏
 
を
し
て
 
芳
助
 
方
に
 
引
 移
ら
し
 

め、 
芳
 助
の
 
相
繽
を
 
見
届
け
た
 
上
で
 
本
家
 
を
讓
 
つ
て
も
 
可
な
 
り
と
の
 
意
見
で
あ
っ
た
、
 
然
る
に
 
宗
兵
衞
 
の
 妻
が
 
俄
に
 
死
 

亡
し
た
 
の
で
 
商
賫
は
 
見
合
 
は
せ
、
 
組
頭
 
も
辭
 
任
し
た
 
き 希

望
で
あ
っ
た
 
を
機
會
 
と
し
、
 
芳
助
 
を
し
て
 
宗
兵
衞
 
の 長

子
 
源
 

太
郞
の
 
後
見
 
と
も
な
り
、
 
そ
の
 
成
長
 
迄
と
 
い
ふ
 
こ
と
に
て
、
 
本
家
 
を
經
營
 
せ
し
 
む
る
 
こ
と
 

A な
っ
た
、
 
天
 保
 十
四
 年
 二
 

月
 芳
助
は
 
本
家
に
 
引
 移
り
、
 
宗
兵
衞
 
は
 爲
藏
の
 
宅
へ
 
移
っ
て
 
三
 町
 四
 反
 步
を
爲
 
藏
に
與
 
へ
て
、
 
爲
 藏
は
芳
 
助
の
 
宅
へ
 
移
 

り、
 

芳
助
は
 

拾
 

三
 

町
 

餘
歩
を
 

受
取
っ
て
 

本
家
へ
 

移
り
、
 

宗
兵
衞
 

は 
約
 

五
町
 

歩
と
 

茶
 

商
と
 

を
 

以
て
 

家
政
 

を
 

立
つ
 

る 
こ
と
、
 

一 

な
っ
た
。
 

然
る
に
 

芳
助
は
 

嘉
永
四
 

年
 

十
月
に
 

至
り
、
 

村
民
と
 

衝
突
し
て
 

訴
を
 

起
し
、
 

宗
兵
衞
 

の
 

長
子
 

源
 

太
郞
へ
 

家
督
 

を
讓
 

つ
て
 

伊
勢
原
 

を
退
轉
 

し、
 

箱
 

根
堂
ケ
 

島
に
 

移
っ
て
 

溫
泉
 

宿
を
營
 

み、
 

案
外
 

好
成
績
 

を
 

得
た
、
 

こ
れ
 

等
の
 

始
末
 

は
 

先
生
の
 

指
導
 

によって 宗兵衞 が 誠意 を 以て 行った ので、 一 家の 維持， が 相當な 結末 を 得た ので ある。 

加
 藤
 宗
兵
衞
 
の
 仕
 法
に
 
つ、 乂 い

て
 
伊
勢
原
 
村
の
 
仕
 法
が
 講
ぜ
ら
れ
 
た
が
、
 
村
 5: 勤

儉
を
 
中
心
と
す
る
 
敎
化
、
 
並
に
 
數
 

P お..
 

C 

人
の
 
侗
人
仕
 
法
が
 講
ぜ
ら
れ
 
た
の
み
で
、
 
完
全
に
 

一 村
 式
 仕
 法
に
 
は
な
ら
な
か
っ
た
。
 

- 

五
 
金
目
 村
 そ
の
他
の
 
仕
 法
 

片
岡
、
 
伊
勢
原
の
 
仕
 法
 は、 

そ
の
 
親
戚
 
知
友
の
 
緣
 に
よ
っ
て
、
 
附
近
の
 
金
目
 村
、
 
眞
 

田 
村
 

等
に
 

も 
仕
 

法
が
 

行
 

は
れ
た
、
 

然
れ
 

ど
も
 

何
れ
も
 

名
主
 

一 
家
の
 

仕
 

法
に
 

止
ま
っ
て
 

一 
村
 

式
 

仕
 

法
に
ま
で
 

進
展
す
 

る
に
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は
 

至
ら
な
か
っ
た
、
 

金
目
 

村
 

は 
名
主
が
 

兵
左
衞
 

門
と
 

い
ふ
、
 

仕
法
實
 

行
の
 

努
力
 

充
分
な
ら
 

ず
し
て
 

厘
々
 

停
廢
 

し
た
が
、
 

大
澤
 

小
才
 

太
の
 

懇
願
に
 

よ
っ
て
 

終
に
 

仕
 

法
 

立
直
し
 

四
 

回
に
 

及
ん
だ
、
 

今
 

個
人
 

仕
 

法
の
 

一
例
と
 

し
て
 

こ 
A 

に 
附
記
す
 

ろ。
 

兵
左
衞
 

門
は
當
 

時
の
 

例
に
 

洩
れ
ず
、
 

fK
 

保
兩
 

度
の
 

凶
作
に
 

よ
り
 

一 
曆
 

困
窮
し
、
 

宗
 

兵
衞
、
 

小
才
 

太
よ
り
 

勸
 

め
ら
 

れ、
 

* 

先
生
の
 

敎
を
 

受
け
る
 

こ
と
 

A 
な
っ
た
、
 

恰
も
よ
 

し 
天
 

保
 

十
 

年
 

六
月
、
 

仕
 

法
 

用
務
 

を
 

以
て
 

先
生
 

伊
勢
原
に
 

來
り
、
 

宗
兵
衞
 

宅
に
 

滞
在
せ
ら
れ
 

た
の
で
 

村
 

內
の
勘
 

右
衛
門
と
 

共
に
 

出
頭
し
 

仕
方
 

を
 

懇
願
し
た
。
 

兵
 

左
 

衞
門
は
 

所
^
 

田
畑
 

六
 

町
 

八
 

反
餘
の
 

所
、
 

年
 

妆
は
貢
 

祖
を
引
 

去
っ
て
 

米
 

百
 

三
俵
餘
 

に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
 

拾
 

兩
に
贰
 

拾
 

俵
の
 

高
値
と
 

し
て
も
 

年
牧
 

五
拾
兩
 

位
で
 

あ
る
。
 

然
る
に
 

總
 

借
財
 

は 
五
 

百
 

三
 

拾
八
兩
 

で
あ
る
か
ら
、
 

當
 

時
の
 

低
率
 

利
子
 

年 一 割と しても 一 年分の 利拂 にも 不足で ある。 

先
生
 

は 
そ
の
 

懇
願
に
 

任
せ
 

種
々
 

方
法
 

を
 

講
じ
た
 

が、
 

終
に
 

七
 

種
の
 

立
案
 

を
な
 

し、
 

最
後
に
 

衣
類
 

家
財
 

を
賫
 

彿
 

ひ、
 

三
 

拾
 

七
 

兩
餘
を
 

得、
 

小
才
 

太
よ
り
 

五
 

拾
 

七
 

兩
餘
の
 

助
成
 

を 
受
け
、
 

其
 

他
 

各
方
 

面
よ
り
 

百
兩
を
 

得、
 

田
畑
 

壹
町
壹
 

反
餘
を
 

川
、
 

崎
屋
孫
 

右
衛
門
に
 

七
 

拾
 

雨
に
 

P
 

賫
 

渡し
、.
 

領
主
よ
り
 

七
 

拾
 

五
雨
の
 

返
納
 

金
 

用
 

拾
 

を
 

受
け
 

皆
濟
 

と
な
る
 

案
 

を
 

得
た
。
 

， J の 
仕
 

法
に
 

關
す
 

る 
書
類
 

は 
數
種
ぁ
 

る
が
 

、
「
家
政
 

取
 

直
相
續
 

手
段
」
 

は 
誠
に
 

金
玉
 

の 
文
字
が
 

陳
ね
 

て 
あ
る
。
 

然
る
に
 

こ
の
 

借
財
 

調
査
 

書
類
 

中
に
、
 

本
人
の
 

不
注
意
よ
り
 

秘
か
に
 

殘
 

さ
れ
た
 

借
財
が
 

あ
っ
て
、
 

仕
 

法
 

着
手
に
 

際
し
て
 

別
の
 

債
主
が
 

顯
 

は
れ
、
 

生
計
 

亦
 

緊
縮
 

度
 

を
 

得
ず
 

し
て
 

新
 

借
 

を 
生
じ
、
 

更
に
 

债
務
は
 

三
百
 

三
 

拾
 

兩
を
增
 

加
し
た
、
 

兵
左
衛
 

門
 

等
 

は
當
時
 

先
生
の
 

御
所
 

在
た
 

る
眞
 

岡
に
 

到
り
 

敎
を
 

受
け
た
 

が、
 

片
 

岡
よ
り
 

仕
 

法
 

金
 

借
人
、
 

田
畑
 

賣
却
 

等
の
 

案
 

を
 

加
へ
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て、 
所
有
 
田
畑
 
三
 町
 四
 反
 六
 畝
 步
を
殘
 
す
 案
 を
 得
た
。
 
然
る
に
 
荏
苒
 
流
 弊
 を 革

め
 
難
く
、
 
弘
化
 
三
年
 
三
度
 
仕
 法
 を 懇

願
 

す
る
 
に 到

っ
た
。
 

第
三
 
回
 仕
 法
案
 
は 仕

 法
 雛
 形
に
 
よ
る
 
も
の
で
あ
る
が
、
 
所
有
 
田
畑
 
を
寶
 却
し
て
 
小
作
と
 
な
っ
て
 
返
納
す
 
る 案

で
 
あ
る
。
 

こ
れ
 
は 兵

 左
衞
門
 
を
し
て
 
生
計
の
 
缺
 損
な
か
ら
 
し
め
ん
が
 
爲
に
 
す
る
 
生
活
費
 
請
負
の
 
方
法
で
あ
っ
て
、
 

一 種
の
 
分
 度
 生
 

活
 で
あ
る
。
 
こ
の
 
儘
實
 行
せ
ら
れ
 
な
ば
、
 
數
年
を
 
期
し
て
 
所
有
 
田
畑
 
は
舊
 態
に
 
復
歸
 
す
る
 
の
で
 
あ
つ
た
が
、
 

^一  ハ牛だ 

け
 案
の
 
通
り
に
 
行
 は
れ
た
 
け
れ
ど
も
 
兩
三
 
年
中
に
 
又
々
 
不
足
 
を 生

じ
た
 
の
で
、
 
第
 四
 回
 は 福

 住
 正
 兄
 を
し
て
 
仕
 法
 を 管

 

理
せ
 
し
む
る
 
こ
と
、
 
な
っ
た
、
 
こ
れ
 
卽
ち
嘉
 
永
 五
 年
に
 
し
て
、
 
先
生
が
 
小
 田 原

 附
近
の
 
仕
 法
に
 
對
 す
る
 
指
導
の
 
最
後
の
 

年
で
 
あ
る
。
 
自
ら
 
一
家
 經
營
の
 
能
力
 
を 充

分
に
 
發
 揮
し
 
得
ざ
る
 
も
の
に
 
對
 す
る
 
仕
 法
と
 
し
て
、
 
斯
く
幾
 
回
 も 方

法
 
を 請

 

ず
る
 
は
餘
 
儀
な
 
き
こ
と
 
で
あ
る
が
、
 
最
後
ま
で
 
指
導
し
て
 
全
か
ら
 
し
め
た
 
所
に
 
仕
 法
の
 
有
難
 
さ
が
 
あ
る
。
 

すえ やま はんお 
ら 5 

其
 他
 金
目
 
村
 勘
 右
衛
門
、
 
同
村
 
小
左
衞
 
門
の
 
個
人
 
仕
 法、 

眞
田
 
村
の
 
上
野
 
七
 兵
衞
、
 
陶
山
半
 
治
 郞
兩
人
 
を 中

心
と
し
 

て 
一 村
 式
 仕
 法
へ
の
 
計
畫
が
 
進
め
ら
れ
 
た
が
、
 
完
全
に
 
片
岡
 
村
の
 
如
き
 
成
 鑌
を
擧
 
ぐ
る
に
 
至
ら
な
か
っ
た
 
け
れ
ど
も
、
 

各
個
 
人
に
 
於
て
 
は 七

兵
衞
 
一
家
の
 
仕
 法
 は 完

成
し
、
 
其
 他
 そ
れ
ぐ
 
指
導
に
 
よ
っ
て
 
改
良
せ
ら
れ
 
た。 

斯
く
片
 
岡
 附
近
 

に 仕
 法
が
 
流
布
し
た
 
の は、 

片
岡
村
 
仕
 法
 好
成
績
の
 
結
果
で
 
あ
る
か
ら
、
 

こ 
A に

こ
れ
 
を 附

記
し
た
。
 

- 

一 3。3 一 



第
士
 

一
章
，
 

大
 

磯
の
 

仕
 

法
 

一 
大
璣
川
 

峙
屋
仕
 

法
の
 

發
 

大
 

磯
の
 

钍
法
は
 

川
 

畴
屋
の
 

仕
 

法
 

を 
中
心
と
し
、
 

附
近
の
 

町
村
^
に
 

三
 

浦
 

半
島
に
 

ま 

で
 

普
及
す
 

ろ 
因
緣
を
 

結
ん
だ
。
 

こ
の
 

川
 

崎
屋
仕
 

法
の
 

顚
末
 

は、
 

報
德
 

記
に
 

も 
一 
袁
を
 

立
て
た
 

程
で
、
 

報
德
仕
 

法
の
 

物
語
と
 

し
て
 

有
名
な
 

事
柄
で
 

あ
ろ
が
、
 

內
容
は
 

町
村
の
 

永
 

安
方
 

策
と
 

し
て
よ
り
も
、
 

紛
擾
 

解
決
、
 

一 
象
 

建
 

直
し
と
 

し
て
 

意
蘐
が
 

あ
る
。
 

特
に
 

川
崎
屋
 

の
？
 

王
孫
 

右
衛
門
が
、
 

尋
常
 

人
で
 

は 
乎
 

も
つ
 

け
ら
れ
な
い
 

私
益
 

烦
惱
の
 

强
 

い 
男
で
 

あ
り
、
 

才
氣
も
 

あ
り
 

剛
情
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

よ
く
も
 

こ
れ
が
 

報
德
 

連
中
の
 

人
と
 

な
っ
た
 

と 
張
 

目
し
て
 

兑
 

ら
れ
、
 

ま
た
 

そ
の
 

紛
議
が
 

官
葡
 

と 
富
豪
と
 

大衆
. 

と
が
 

卍
巴
と
 

な
っ
て
 

人
 

組
ん
だ
 

も
の
で
 

あ
つ
た
が
、
 

そ
れ
が
 

案
外
 

穩
 

か
に
 

始
末
せ
ら
れ
、
 

次
で
 

一 
町
 

安
 

全
の
 

基
本
 

と
も
な
つ
 

た
の
で
 

妙
法
で
 

あ
る
と
 

知
れ
渡
 

つ
た
の
で
 

あ
ろ
。
 

ま
た
 

こ
の
 

事
よ
り
 

冈
 

緣
を
發
 

し
て
、
 

油层
. 

藤
 

兵
 

衞
の
仕
 

法
 

並
に
 

宿
內
 

に
報
德
 

結
社
が
 

成
立
し
、
 

川
崎
屋
 

一 
件
よ
り
 

浦
賀
、
 

三
 

崎
 

等
に
 

も 
仕
 

法
が
 

行
 

は
れ
、
 

報
德
仕
 

法
の
 

權
 

威
と
 

信
頼
と
 

が
 

高
ま
ろ
 

因
緣
 

と
も
な
っ
た
。
 

1 
件
に
 

先
生
が
 

關
與
し
 

指
導
 

せ
ら
る
 

丄 
に 

至
っ
た
 

の 
は、
 

H<
 

保
^
 

年
 

四
月
、
 

伊
勢
原
の
 

加
 

藤
 

宗
兵
衛
 

が
 

一 
家
 

の 
仕
 

法
 

指
導
 

を
受
 

く
ろ
 

際
 

川
 

崎
屋
の
 

事
に
 

就
い
て
 

大
磯
 

事
件
の
 

詳
細
 

を 
物
語
っ
た
 

こ
と
に
 

始
ま
ろ
。
 

大
磯
 

事
件
 

は 
天
 

保
 

七
 

年
 

凶
作
 

時
米
惯
 

暴
騰
の
 

際
 

打
 

毀
 

一 
件
の
 

始
末
で
 

あ
ろ
。
 

同
年
 

七
月
 

下
旬
、
 

大
 

磯
の
 

米
 

銀
 

は
壹
^
 



に
 

付
 

四
 

斗
 

三
 

升
 

C 註、
 

平
素
は
 

一 
兩
に
付
 

約 
一 

石。
 

卽
約
 

一 
躍
し
て
 

倍
額
と
 

な
っ
た
。
 

、、
れ^
 

今
日
の
 

金
貨
に
 

換
算
 

す
れ
ば
、
 

一 
石 

«
 

拾
 

圆
の
米
 

慣
が
四
 

拾
 

五
六
 

圓
 

と
な
っ
た
 

とい
 

ふ 
割
合
で
 

あろ
。)
 

大
麥
九
 

斗
、
 

小
 

麥
七
斗
 

七
 

八
 

升
と
 

い
ふ
 

高
價
 

で
あ
ろ
。
 

七
月
 

は
 

暴
風
の
 

時
期
で
 

あ
ろ
。
 

町
內
 

海
岸
の
 

漁
 

者
は
營
 

業
の
 

出
來
 

な
い
 

こ
と
が
 

還
々
 

あ
ろ
。
 

凶
作
に
 

は 
旅
行
者
が
 

滅
 

少
し
て
 

夫
 

磯
 

宿
 

は 
益
々
 

困
窮
す
 

ろ。
 

依
て
 

下
民
 

等
 

は 
米
 

商
に
 

對
 

し
て
 

米
價
の
 

引
下
 

を
 

懇
望
し
た
。
 

然
る
に
 

感
情
の
 

疎
隔
か
ら
 

反
 

感
 

と
な
り
、
 

暴
擧
 

と
な
っ
た
。
 

町
民
の
 

相
手
方
の
 

中
心
 

勢
力
 

は 
川
 

崎
屋
孫
 

右
衛
門
で
あ
っ
た
。
 

川
 

崎
屋
は
 

累
代
 

米
穀
 

を
 

取
扱
 

ふ
大
 

問
屋
で
あ
っ
た
。
 

市
內
に
 

は
油
屋
 

藤
兵
衞
 

以
下
 

多
數
 

の
小
赍
 

商
が
 

あ
っ
た
。
 

米
價
 

の 
暴
騰
 

に 
封
し
 

寶
價
を
 

協
商
す
 

ろ 
こ
と
 

は 
有
 

勝
で
 

あ
ろ
。
 

當
時
川
 

崎
屋
は
 

富
豪
な
る
 

に
拘
 

ら
ず
 

利
益
 

燧
得
 

に 
の
み
 

專
心
 

す
ろ
 

を
 

以
て
 

衆
人
に
 

疎
せ
ら
れ
、
 

「
仙
 

裏
 

通
寶
」
 

の 
仇
名
が
 

あ
っ
た
。
 

そ
れ
 

は 
其
の
 

所
行
が
 

剛
情
 

一 
僻
に
 

し
て
 

他
の
 

言
 

を
 

:k
 

ひ
ず
、
 

財
力
 

優
な
 

ろ
に
 

拘
ら
ず
 

慈
悲
心
 

藩
く
、
 

世
上
に
 

通
用
し
 

な
い
か
ら
 

で
あ
っ
た
。
 

併
し
 

米
 

麥
雜
穀
 

の 
暴
騰
 

は、
 

先
づ
 

細
民
の
 

日
常
生
活
に
 

非
常
な
 

災
厄
と
 

な
っ
た
。
 

止
む
 

に
已
 

ま
れ
ず
 

細
民
 

總
代
 

集
合
 

協
議
の
 

上、
 

名
主
 

勘
兵
衞
 

方
へ
 

小
 

賫
米
値
 

下
 

を
 

懇
望
し
た
。
 

然
る
に
 

米
 

便
の
 

暴
騰
 

は 
世
上
 

一
般
の
 

事
故
、
 

た
と
 

ひ
 

一 
升
 

五
 

百
 

文
に
 

な
れ
ば
 

と
て
 

致
 

方
な
 

し
と
の
 

事
で
あ
っ
た
。
 

細
民
 

は 
海
濱
に
 

集
合
し
て
 

市
街
 

打
 

毀
に
 

擬
し
、
 

米
 

商
に
 

交
涉
 

す
れ
 

ば
、
 

有
效
 

な
ろ
 

結
果
 

を
 

見
ろ
 

べ
し
と
の
 

奇
智
 

を 
以
て
、
 

七
月
 

廿
八
 

日
夜
 

十
四
 

五
 

人
 

集
合
し
 

螺
貝
を
 

吹
き
 

た
れ
 

ど
も
 

何
人
 

も
來
ら
 

ず
、
 

翌
廿
.
 

K
 

日 
町
內
を
 

一 
々
巡
回
し
 

强
 

請
し
て
 

多
人
数
 

集
り
、
 

總
代
 

十一
 

一人
 

を
 

選
ん
で
 

米
 

商
に
 

交
涉
 

し
た
る
 

所
 

峙
屋
は
 

同
町
 

内
の
人
々
 

へ 
は、
 

一 
斗
 

安
に
 

て
責
る
 

こ
と
 

A 
し
て
、
 

米
 

商
 

連
中
の
 

議
を
纆
 

め
た
 

し
と
の
 

事
で
あ
っ
た
。
 

一 ？ o5  ― 
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ヌ
 

は
こ
 

の 
値
段
 

を
 

秋
季
、
 

米
牧
 

約
ま
で
 

っ
ヾ
け
 

ら
れ
 

た
し
と
.
 

S.
 

入
れ
た
 

が
 

、 
， .1 の 

時
 

孫
 

右
 

衞
門
は
 

不
在
で
 

あ 
つ 

た。
 

そ
れ
 

ゆ
 

ゑ
 

一 
族
 

利
 

右
衞
門
 

並
に
 

番
頭
 

伊
三
郞
 

は、
 

現
在
 

所
持
 

高
の
 

あ
ら
ん
 

限
り
 

は 
引
受
け
 

巾
し
、
 

穀
倉
の
 

鍵.
^ 

で
も
 

渡
 

し 
中
す
 

べ
し
と
 

答
へ
 

た
の
で
、
 

總
 

代
の
 

者
 

共
 

は 
安
心
し
て
 

引
 

去
っ
た
。
 

當
時
孫
 

右
衛
門
 

は 
江
戸
に
 

在
っ
て
 

米
 

價
の
將
 

來
を
考
 

へ、
 

諸
人
の
 

爲
に
低
 

魔
に
 

て
寳
却
 

せ
ん
か
、
 

或
は
 

救
助
の
 

爲
に
 

之
 

を 
施
米
と
 

せ
ん
か
と
 

考
慮
 

中
で
あ
っ
た
 

が
、
 

一
方
 

大
磯
 

附
近
に
 

て
賈
牧
 

す
べ
き
 

穀
物
 

は 
無
く
、
 

江
戸
に
 

て
 

買
 

入
れ
 

大
 

磯
地
 

方
へ
 

粽
迗
 

す
ろ
 

必
要
 

も
あ
っ
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

然
 

ろ
に
 

善
事
 

を
爲
 

す
に
 

急
な
ら
 

ざ
る
と
、
 

平
素
の
 

信
望
の
 

薄
き
 

こ
と
 

と 
町
民
の
 

無
理
解
と
 

が
 

因
 

を
な
 

し
て
、
 

終
に
 

暴
 

擧
と
 

化
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

川
 

崎
屋
へ
 

談
判
し
た
 

ろ 
北
 

組
の
 

も
の
 

は、
 

稍
々
 

滿
足
 

な
ろ
 

結
果
 

を
 

得
て
 

集
合
 

所
へ
 

引
返
さ
ん
 

と
す
ろ
 

時
、
 

南
 

組
の
 

連
 

中
 

は 
事
 

を
 

誤
り
、
 

旣
に
 

大
衆
の
 

勢
に
 

乘
 

じ
て
 

打
 

毀
し
 

を
 

始
め
、
 

米
 

商
 

七
 

軒
の
 

居
 

宅
 

土
藏
を
 

破
壞
し
 

夜
半
に
 

鎮
ま
っ
た
 

が、
 

こ
の
 

地
 

は 
幕
府
の
 

直
铽
 

で、
 

韮
 

山
か
ら
、
 

八
月
 

四
日
に
 

撿
使
出
 

役
と
 

な
っ
た
。
 

孫
 

右
衛
門
 

は 
急
使
に
 

よ
っ
て
 

八
月
 

三
日
 

歸
 

宅
し
た
。
 

孫
 

右
衛
門
 

方
の
 

損
害
 

は 
象
 

宅
土
藏
 

破
壊
の
 

外
、
 

米
 

八
 

+1
 

一俵
、 

大
豆
 

一 
一 百
 

十
 

*ー
  

俊
、
 

大
麥
 

六
十
 

九
 

俵
、
 

春
 

麥ー
 

一十
 

七
 

俊
、
 

小
 

麥
五
百
 

七
十
 

俊
、
 

齋
田
鹽
 

百
 

六
十
 

六
 

使
の
 

切
 

こ
ぼ
し
で
あ
っ
て
、
 

無
難
な
 

り
し
 

は
小
麥
 

四
百
 

五
十
 

七
 

俵
、
 

齋
田
 

の
み
で
あ
っ
た
。
 

撿
使
齋
 

藤
 

勘
 

兵
 

衞
の
呤
 

味
に
 

よ
っ
て
、
 

暴
お
 

一 
一十
 

人
 

を 
韮
 

山
 

役
所
へ
 

引
立
て
、
 

米
 

商
 

も 
亦
 

引
立
て
ら
れ
た
。
 

こ
れ
 

は
 

米
 

商
 

も 
町
民
 

も 
非
^
な
 

ろ 
舆
奮
 

で
あ
 

つ
て
、
 

更
に
 

如
何
な
 

ろ 
衝
突
が
 

あ 
る 

か
 

分
ら
な
 

か
 

つ 
た
 

か
 

ら、
 

治
安
の
 

必
要
の
 

爲
 



で
あ
っ
た
 
が
、
 
米
 商
 拘
束
の
 
理
由
 
は、 

米
 m
 、に 封

し
て
 
米
 商
の
 
取
ろ
 
べ
き
 臨
機
の
 
手
段
 
を
 取
ら
な
 
い
の
は
 
不
都
合
で
 
あ
 

ろ
と
 
い ふ

の
で
 
あ
っ
た
。
 

人
心
 
和
 を 失

っ
て
 
荒
廢
 
す
れ
 
ぱ
 風
紀
 
弛
緩
し
、
 
天
 咎
卽
ち
 
至
ろ
 
の
で
あ
っ
て
、
 
同
年
 
九
 お 五

日
 

r お 風
の
 
日
大
 璣
宿
大
 

火
と
 
な
り
、
 
入
牢
 者
 各
戶
は
 
勿
論
、
 
宿
內
 
大
^
 類
燒
 
し
た
。
 
而
 し
て
 
米
價
は
 
益
々
 
高
値
と
 
な
り
、
 
町
內
慘
 
憎
た
 
る も

の
 

と
な
っ
た
。
 
或
は
 
寺
院
の
 
歎
願
と
 
な
り
、
 
町
內
の
 
哀
願
 
と
も
な
っ
た
 
が
、
 
容
易
に
 
放
免
と
 
は
な
ら
な
か
っ
た
。
 

川
 崎
屋
に
 
於
て
 
は 思

 ひ
も
 
よ
ら
 
ざ
ろ
 
災
害
に
、
 
妻
女
 
は 一 ー

兒
を
 抱
い
て
 
悲
歎
に
 
暮
れ
て
 
居
た
 
が
、
 
憂
心
の
 
餘
 終
に
 
病
 

を
發
 
し、 

番
頭
 
等
 カ
を
盡
 
す
と
 
雖
も
 
起
つ
 
能
 は
ず
、
 
數
月
 
に
し
て
 
死
し
、
 

1 ー兒 枕
頭
に
 
泣
き
、
 
店
員
 
親
族
 
爲
す
所
 
を
 知
 

ら ざ
る
 
有
様
で
あ
っ
た
。
 

孫
 右
衛
門
 
は 獄

中
に
 
在
っ
て
 
之
 を
 聞
き
 
憤
慨
 
激
怒
、
 
官
を
詈
 
り 人

 を
 呪
 ひ、 

殆
ど
 
狂
す
 
ろ
が
 

如
く
で
あ
っ
た
。
 

故
に
 
役
所
 
も
屢
々
 
之
 を
 吟
味
す
 
と
雖
 
も、 

之
 を 放

免
す
 
る こ

と
の
 
危
險
を
 
慮
っ
て
 
益
々
 
そ
の
 
判
決
 
は 

遷
延
し
、
 
終
に
 
夭
 保
 九
 年
 春
と
 な
っ
た
。
 

こ
の
 
九
 年
 四
月
 
加
 藤
 宗
兵
衞
 
は、 

御
厨
の
 
小
 林
 平
 兵
 衞
の
勸
 
誘
に
 
よ
り
 
二
宮
 
先
生
に
 
櫻
 町
に
 
て
 面
 謁
し
、
 
そ
の
 
慘
禍
 

-を 語
り
、
 
因
搌
 
輪
廻
の
 
本
義
 
を
 聞
い
た
。
 
先
生
 
特
に
 
誨
 
へ
て
 
曰
く
、
 

「
こ
れ
 

一 朝
 
一 夕

の
 
丙
緣
 
で
は
な
い
、
 
孫
右
衞
 
門
の
 
事
 歷
は
知
 
ら
ね
 
ど
も
、
 
富
豪
の
 
產
を
 
成
す
 
も
の
 
自
然
の
 
道
 を 

失
っ
た
 
も
の
が
 
多
い
。
 
米
 商
 は 通

例
 
米
價
 
暴
騰
の
 
時
に
 
利
 を
 得
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
孫
 右
 衞
門
も
 
天
明
 
凶
作
 衆
人
の
 
困
 

, 
窮
 す
ろ
 
時
 一.. 利

 を 得
た
 
の
し
な
い
 
か、 

斯
 く
し
て
 
商
寶
 
上
手
と
 
し
て
 
傲
る
 
時、 

積
善
 
慈
 惠
の
行
 
を
 顧
み
な
い
 
の
で
 
あ 
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他
人
の
 

禍
を
 

得
ろ
 

時
 

之
 

を
 

憐
み
之
 

を 
助
く
 

ろ 
を
 

人
道
と
 

す
、
 

人
の
 

憂
 

あ
ろ
 

時
 

我
 

獨
り
之
 

を 
利
す
 

ろ 
は 

}K
 

道
^
 

絶
 

の 
行
で
 

あ
ろ
。
 

孫
 

右
衛
門
の
 

廢
亡
は
 

遠
く
 

は
な
い
で
 

あ
ら
う
。
 

H<
 

明
 

を.
 

去
ろ
 

六
十
 

年
、
 

寧
ろ
 

久
し
き
 

に
絕
 

え
た
る
 

も 

"の
 

は 
祖
先
の
 

餘
德
 

が
あ
っ
た
 

の
で
 

あ
ら
う
。
 

そ
の
 

陰
德
 

旣
に
盡
 

き、
 

禍
は
 

一
時
に
 

發
 

し
て
、
 

火
災
 

病
難
 

一
時
に
 

來
っ
 

た。
 

然
 

ろ
に
 

孫
右
衞
 

門
は
獍
 

そ
の
 

罪
 

を
 

知
ら
ず
、
 

人
 

を
 

怨
み
 

身
 

を
 

亡
す
 

の 
道
 

を 
走
り
つ
 

A 
あ
ろ
。
 

一 
家
の
 

財
と
 

人
と
 

共
に
 

盡
く
廢
 

亡
し
 

な
け
れ
ば
 

已
 

ま
な
い
 

の
か
、
 

孫
 

右
銜
門
 

自
分
 

を
責
 

む
ろ
 

道
 

を 
知
ら
ず
、
 

專
ら
 

自
分
 

を 
善
と
 

し 
人
 

を
 

惡
 

と
す
る
。
 

斯
の
 

如
く
す
 

ろ
に
 

あ
ら
 

ざ
れ
ば
 

滅
亡
す
 

ろ 
能
 

は 
ざ
ろ
 

が
爲
 

に
す
 

ろ 
も
の
と
 

も
稱
 

す
べ
き
で
 

あ
ろ
。
 

大
凡
 

天
地
の
 

間
 

萬
 

物
 

皆
 

一
理
で
 

あ
ろ
。
 

瓜
を
植
 

ゑ
る
 

時
 

は 
瓜
 

熟
し
、
 

茄
子
な
 

蒔
い
て
 

瓜
の
 

熟
す
ろ
 

こ
と
 

は 
無
い
。
 

古
來
 

一 

^
と
い
 

へ 
ど
も
 

そ
の
 

種
を
變
 

じ
て
 

生
ず
ろ
 

こ
と
 

は
な
い
。
 

何
故
に
 

孫
 

右
 

衞
門
は
 

善
 

を 
蒔
い
て
 

惡
の
實
 

ろ 
こ
と
 

あ
ろ
べ
 

き。
 

必
ず
 

一
家
 

麼
 

亡
の
 

種
 

を 
蒔
き
、
 

今
 

そ
の
 

實
の
 

熟
し
た
 

ろ 
も
の
で
 

あ
ろ
。
 

今
汝
 

親
族
の
 

故
 

を
 

以
て
 

之
 

を
 

救
 

は
ん
と
 

す
ろ
 

は 
人
情
 

誠
に
 

當
然
の
 

事
で
 

あ
ろ
が
、
 

斯
の
 

如
き
 

禍
に
乘
 

じ 
如
何
な
 

ろ 
救
助
 

を
盡
 

さ
ん
と
 

す
ろ
 

も 
容
易
に
 

之
 

を 
救
 

ひ 
得
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
、
 

誠
に
 

愍
然
で
 

あ
ろ
」
 

と 論
さ
れ
 
た。 

宗兵衞 大いに この 至敎に 感じ、 

「
禍
福
 

吉
凶
 

存
亡
の
 

由
っ
て
 

起
ろ
 

所
、
 

正
に
 

孫
 

右
衛
門
の
 

實
 

際
に
 

恰
當
 

し
て
 

居
ろ
。
 

何
 

を 
以
て
 

斯
く
 

明
瞭
に
 

知
り
 

給
 

ふ
か
、
 

孫
右
銜
 

門
の
 

家
 

は 
fK
 

明
 

凶
荒
の
 

時
よ
り
 

富
 

を 
得
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
が
、
 

原
因
 

斯
の
 

如
く
 

な
れ
ば
 

廢
亡
 

免
れ
 

難
き
 



は
已
む
 

を
^
 

ざ
ろ
 

も、
 

之
 

を
 

救
 

ふ
の
 

道
な
 

し
と
 

爲
し
給
 

ふ 
は 

我
が
 

誠
心
誠
意
の
 

足
ら
ざ
る
 

が
 

故
で
 

あ
ろ
 

か
、
 

旣
に
敎
 

へ
ら
ろ
 

A 
所
に
 

よ
れ
ば
 

廢
象
を
 

擧
げ
、
 

禍
を
 

福
に
 

轉
 

ぜ
ん
と
す
 

ろ
に
 

は、
 

只
 

誠
心
誠
意
の
 

み
で
あ
っ
て
、
 

知
謀
 

計
 

術
 

の
 

及
ぶ
 

所
で
は
な
い
と
、
 

若
し
 

彼
 

を 
救
 

ふ
の
 

道
 

あ
ら
ば
、
 

一
身
の
 

カ
を
盡
 

し
て
 

辭
 

す
ろ
 

所
で
は
な
い
。
 

願
 

は
く
 

は 
憑
 

眛
 

な
る
 

も
の
 

A 
悲
歎
 

を 
憐
ん
で
 

救
濟
の
 

方
途
 

を
 

敎
へ
給
 

は
れ
」
 
 

. 

■ と 
再
三
 

熱
誠
 

を
 

こ
め
て
 

懇
願
し
た
。
 

先
生
 

そ
の
 

熱
誠
 

を
憐
 

み、
 

「 
一 
身
に
 

換
 

へ 
て
 

も 
孫
 

右
衛
門
 

を 
救
 

は
ん
と
す
 

る 
こ
と
 

は 
誠
に
 

殊
勝
で
 

あ
る
が
、
 

微
力
 

を
 

以
て
 

非
常
の
 

災
禍
 

を 
除
か
 

ん
 

と
す
る
 

は、
 

大
石
を
 

動
か
す
 

に 
細
 

繩
を
用
 

ふ
ろ
が
 

如
く
で
 

あ
る
。
 

再
三
 

哀
願
す
 

ろ 
を
 

以
て
 

1 
策
 

を
 

授
け
ん
 

と
す
ろ
 

も
こ
れ
 

を
實
 

行
す
 

ろ 
決
意
が
 

あ
ろ
 

か」
 

3 

ぁ 
、
宗
 兵
衞
 決
然
 實
行
 
す
ろ
 
こ
と
 
を 誓

 ふ。 
先
生
 
曰
、
 
 

一 

「
宗
兵
 

衞
が
妻
 

は
 

孫
 

右
衛
門
の
 

妹
と
 

聞
く
、
 

親
族
 

中
是
 

よ
り
 

近
く
 

親
し
き
 

は 
あ
ろ
ま
い
。
 

兄
が
 

囚
獄
の
 

人
と
な
り
、
 

生
家
の
 

危
殆
に
 

瀕
す
る
 

を
 

知
っ
て
 

は 
悲
痛
 

限
り
な
い
 

こ
と
で
 

あ
ら
う
。
 

然
 

ら
ば
 

身
に
 

は 
麁
衣
を
 

着
、
 

口
に
 

は 
麁
食
を
 

喰
 

ひ、
 

然
も
 

食
 

ふ
 

所
眛
を
 

知
ら
ず
、
 

寢
 

ね
て
 

寢
 

ぬ
る
 

能
 

は 
ざ
 

ろ 
ベ
 

き
で
 

あ
ろ
。
 

然
 

ろ 
に 

平
素
と
 

何
の
 

變
る
 

所
な
け
れ
ば
 

悲
痛
 

も 
一! 具
の
 

悲
痛
で
 

な
く
、
 

憂
慮
 

も 
憂
慮
と
 

は
な
ら
ぬ
。
 

然
 

か
も
 

そ
の
 

生
家
 

は 
滅
亡
 

旦
夕
に
 

迫
っ
て
 

居
る
。
 

勿
論
 

妻
 

女
 

は
こ
の
 

至
當
の
 

道
理
 

を
 

知
ろ
 

由
 

も
な
い
。
 

早
く
 

歸
っ
 

て
こ
の
 

理
を
敎
 

へ、
 

艱
苦
 

を 
共
に
 

し、
 

麁
衣
麁
 

食
、
 

妻
女
が
 

生
家
よ
り
 

携
へ
來
 

つ
た
 

衣
裳
 

は
も
と
 

川
 

崎
屋
の
 

財
力
に
 

よ
り
 

出
來
 

し
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
か
ら
 

悉
く
 

之
を
賫
 

却
し
、
，
 

川
 

崎
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屋
復
與
 

の
资
に
 

供
せ
 

よ、
 

そ
の
 

金
額
 

は 
些
少
で
 

あ
る
が
、
 

生
家
 

再
 

輿
の
 

誠
心
誠
意
 

を
 

表
 

は
す
 

時
 

は、
 

孫
右
衞
 

門
の
 

心
 

情
の
 

何
處
 

に
か
 

潜
め
る
 

善
心
に
 

觸
れ
、
 

或
は
 

近
親
の
 

爲
に
善
 

種
と
 

な
っ
て
 

生
れ
ろ
 

で
あ
ら
う
、
 

僅
少
な
 

ろ 
一 
粒
の
 

善
 

種
で
 

あ
る
が
、
 

年
 

を
經
て
 

大
木
と
 

な
る
。
 

こ
れ
 

を
 

至
誠
 

天
 

に 
通
ず
 

と
い
 

ふ
べ
き
 

で
あ
る
。
 

こ
の
 

事
が
 

行
 

は
れ
な
い
 

な
 

ら
ば
 

他
の
 

事
 

は 
言
 

ふ
 

必
要
が
な
い
。
 

こ
れ
 

こ
そ
 

其
 

力
の
 

及
ぶ
 

所
の
 

分
量
で
 

あ
る
。
 

早
く
 

歸
 

つ
て
 

行
へ
」
 

と、 
宗
兵
 
衞
再
拜
 
し
て
 
悅
ぶ
、
 
そ
の
 
歸
 ろ
に
 
際
し
 
重
ね
て
 
誨
 
へ
て
 
曰
く
、
 

「
汝
の
 

妻
が
 

よ
く
こ
の
 

事
 

を
 

行
 

は
乂
、
 

直
に
 

人
 

を
 

遣
し
て
 

兄
に
 

告
げ
、
 

日
夜
 

寢
食
を
 

忘
れ
て
 

生
家
の
 

安
堵
 

を
 

祈
願
す
 

る 
外
 

他
事
な
 

し
と
 

吿
げ
 

し
め
よ
」
 

と
宗
兵
 

衞
三
拜
 

し
て
 

歸
り
、
 

妻
に
 

吿
 

ぐ
る
に
 

こ
の
 

事
 

を
 

以
て
し
た
。
 

妻
 

は 
素
よ
り
 

貞
順
 

で
あ
る
。
 

一 
た
び
 

道
 

を 
聞
い
て
 

大
に
 感
じ
、
 
且
悅
ん
 
で
 曰
く
、
 

「
我
が
 

一 
身
の
 

所
行
に
 

よ
っ
て
 

兄
の
 

禍
を
 

免
る
べ
き
 

道
 

あ
ら
ば
、
 

一 
命
を
拋
 

つ
も
い
 

ふ
に
 

足
ら
ず
、
 

況
ん
ゃ
 

衣
裳
 

賣
 

却
の
 

如
き
 

こ
と
に
 

は 
何
の
 

拘
り
 

も
な
い
」
 

こ 
きゃ
く 

と
て
、
 

一 
切
を
沽
 

却
す
 

る 
こ
と
に
 

決
し
た
。
 

宗
兵
衞
 

も 
亦
 

之
に
 

感
じ
、
 

自
分
の
 

衣
類
の
 

直
に
 

用
な
 

き
も
の
 

を
取
纆
 

め、
 

之
を
寶
 

つ
て
 

そ
の
 

资
に
加
 

ふ
る
こ
と
 

を
 

決
 

し、
 

調
書
 

を
 

作
っ
て
 

女
物
 

五
十
 

七
點
、
 

代
金
 

五
 

拾
 

四
兩
甙
 

朱
、
 

男
物
 

九
十
 

一 
點
、
 

代
金
 

四
 

拾
九
兩
 

壹
分
贰
 

朱
、
 

合
計
 

金
 

百
 

參
兩
贰
 

分
 

也
 

を 
得
た
。
 

こ 
A 

に 
於
て
 

宗
兵
衞
 

は、
 

兄
芳
 

助
に
 

依
頼
し
て
 

韮
 

山
の
 

狱
舍
に
 

至
り
、
 

孫
右
衞
 

門
に
 

吿
 

ぐ
る
 



に、
 

先
生
の
 

至
敎
 

並
に
 

宗
兵
衞
 

夫
婦
の
 

所
行
 

を 
以
て
し
た
，
 

孫
 右
衞
門
 
始
め
て
 
世
間
に
 
神
佛
の
 
姿
の
 
あ
ろ
 
を
 知
り
、
 
町
民
 
を
 怨
み
 
官
を
 
咎
め
た
 
こ
と
な
 
惭
愧
 
し、 

覺
 え
ず
 袖
を
霑
 

し
た
。
 

こ
れ
よ
り
 

日
々
 

そ
の
 

身
 

を
 

省
み
、
 

憤
怨
の
 

心
情
 

薄
ら
ぎ
、
 

却
っ
て
 

自
分
 

を
責
 

む
る
 

の 
一一
 

IE
 

を
發
 

す
る
 

に 
至
っ
た
 

の
 

で、
 

代
官
 

所
に
.
^
 

て
 

も 
之
を
憐
 

み、
 

最
早
 

囚
へ
 

置
く
 

必
要
 

あ
る
 

ま
じ
と
 

い
ふ
 

議
が
 

起
り
、
 

本
來
罪
 

あ
る
に
 

非
ず
 

し
て
、
，
 

怨
恨
の
 
餘
 り
町
內
 
紛
擾
の
 
因
を
爲
 
さ
ん
か
と
 
恐
れ
た
 
る 結

果
、
 
取
り
 
敢
 
へ
ず
 囚
獄
 
し
た
る
 
に 外

な
ら
 
ざ
れ
ば
、
 

一 應
放
 

免す る ことに
 

決し、
 

厚く 敎誨 の上釋
 

放した
。 

時に fK 保^ 年 五月 十七 曰であ
った。

 

正に 一 年 九 ヶ月、
 

數 

へ
て
 
三
年
 目
で
 
あ
る
。
 

孫
 右
衞
門
 
は、 

報
德
の
 
道
の
 
光
に
 
照
さ
れ
 
て
 出
獄
し
た
 
が
、
 
大
 磯
に
 
歸
 つ
て
 
見
れ
ば
 
妻
 は 死

し
、
 
財
 は 散

 じ、 
地
獄
 

の
 里
の
 
慘
愴
 
た
ろ
 
廢
趾
 
で
あ
る
。
 
こ
れ
 を
 見
た
 
孫
 右
衛
門
の
 
憤
 恚
の
情
 
は 猛

然
と
 
し
て
 
起
り
、
 
こ
の
 
怨
恨
 
を 報

い
、
 
こ
の
 

恥
辱
 
を 雪

が
 
ず
ん
 
ば
 死
す
 
と
も
 
死
せ
 
じ
と
 
さ 
へ
考
 
へ、 

さ
て
 
如
何
に
し
て
 

一 家
 を
 再
興
し
、
 
面
目
 
を
 保
つ
べ
き
 
か
と
 
H
 

夫
 を 怠

ら
な
か
っ
た
。
 
親
戚
 
は 孫

 右
衛
門
の
 
歸
宅
を
 
慰
め
ん
 
爲
 め
に
 集
っ
た
、
 
孫
 右
衛
門
 
は 

「
人
牢
 中
の
 
代
官
の
 
處
置
は
 
不
公
平
で
 
あ
る
。
 
先
づ
長
 
時
日
 
間
 取
調
 
も 行

 は
ず
、
 
偶
々
 
取
調
が
 
あ
れ
ば
 
當
 方
の
 
眞
實
 

の
 申
立
 
を
 
一 切

 用
 ひ
な
い
。
 
例
へ
ば
 
米
價
 
引
下
げ
 
談
判
の
 
あ
っ
た
 
時
、
 

一 斗
 安
と
 
申
し
た
 
の を

、
 
五
^
 
安
と
 
申
し
た
 

と 申
立
て
た
 
の は、 

村
 役
人
 
等
の
 
依
頼
に
 
應
じ
 
た
も
の
で
、
 
最
初
よ
り
 

一 斗
 安
と
 
申
し
た
な
ら
ば
、
 
村
 役
人
 
は 之

に
 
應
 

ず
べ
き
 
で
あ
っ
た
。
 
然
ら
ぱ
 
罪
 は
 全
く
 
町
民
に
 
あ
ろ
 
こ
と
 
i 
な
ろ
 
か
ら
、
 
是
非
 
五
 升
 安
と
 
申
し
た
 
と 申

立
て
.
 
-
吳
れ
 

一 一 



よ
と
の
 

事
で
、
 

餘
儀
 

なく
. 

& 
立
て
た
 

の
で
 

あ
ろ
と
。
 

幾
度
 

申
立
て
 

A 
も、
 

町
民
 

十一
 

一
人
の
 

者
 

共
と
 

對
 

決
せ
し
 

め、
 

代
 

宵
の
 

威
光
で
 

最
初
 

町
民
の
 

巾
 

立
て
た
 

通
り
 

五
 

升
 

安
と
 

申
し
た
 

の
で
 

あ
ら
う
 

が
と
、
 

壓
迫
 

的
の
 

訊
問
に
 

町
民
 

は 
一 

斗
な
 

りと
. 

E.
 

さ
ば
 

自
分
 

等
が
 

偽
言
の
 

罪
と
 

な
ろ
 

を 
以
て
、
 

一 
同
 

左
様
に
 

候
と
 

一 
禮
 

し
た
の
 

を
 

見
て
、
 

全
然
 

自
分
の
 

申
立
て
 

を
 

否
認
し
、
 

-嚴
 

酷
な
る
 

叱
責
で
 

あ
ろ
。
 

强
 

ひ
て
 

申
立
つ
 

ろ
な
ら
 

ば
栲
問
 

吟
味
 

を
す
 

ろ
な
 

ど
と
 

申
 

渡
さ
れ
、
 

餘
儀
 

な
く
 

代
官
の
 
認
め
た
 
る 取

調
 書
に
 
調
印
し
た
。
 
御
 裁
決
 
は 天

道
 
任
せ
と
 
決
心
し
て
 
居
た
 
が
、
 
結
果
 
は 案

外
 
無
罪
で
 
あ
り
、
 

從 前の 通り 商賫も 出來る こと A はなった 
が、 左様の 吟味の 次第から 

考 へて、 江川 代官 様の 御 支配の 

- 15 
らい
 

じ 
むら
 

下
に
 
生
活
す
 
る 氣

^
 
と は

な
れ
な
 
い
か
ら
、
 
幸
に
 
高
麗
 
寺
 村
に
 
は 酒

造
 
倉
庫
が
 
あ
ろ
か
ら
、
 
そ
こ
に
 
引
 移
り
、
 
酒
造
 

並
に
 

鹽
干
鰯
 

商
を
營
 

み、
 

大
 

磯
の
 

方
は
賣
 

却
し
、
 

若
し
 

貿
乎
 

が
な
け
れ
ば
 

貸
屋
 

に
し
て
 

置
き
た
い
」
 

と
い
 

ふ.
 

意
見
 

を
陳
 

ベ
た
。
 

親
戚
 

中
 

三
 

浦
 

郡
 

浦
賀
町
 

宫
原
屋
 

前
田
與
 

右
衛
門
 

は 
孫
 

右
衛
門
の
 

妻
の
 

父
で
 

あ
る
。
 

地
方
に
 

聞
 

，
 
 

まへ だ 
えいし ラ 

え
た
る
 

fS
 

商
で
 

あ
る
。
 

其
の
 

一 
族
に
 

宫
原
屋
 

淸
兵
衞
 

と
い
 

ふ 
も
の
が
 

あ
る
。
 

後
に
 

前
田
瀛
 

州
と
 

し
て
 

報
德
 

事
業
に
 

相
當
 

活
躍
す
 

ろ
才
學
 

す
ぐ
れ
た
 

も
の
で
あ
っ
た
、
 

こ
の
 

二
人
の
 

外
 

は 
伊
勢
原
の
 

加
 

藤
 

宗
兵
衞
 

が
 

あ
ろ
。
 

自
然
 

そ
こ
に
 

親
族
 

會
 

議
が
 

開
か
れ
た
。
 

併
し
 

孫
右
衞
 

門
の
 

主
張
す
 

ろ
大
磯
 

退
去
 

は 
問
題
で
 

あ
ろ
、
 

感
情
 

上
か
ら
 

い
へ
ば
 

聞
く
べ
き
 

所
 

も 
あ
る
 

こ- 3 らい ！5 

が
、
 

高
麗
 

寺
は
大
 

磯
の
 

村
つ
、
 

乂 
き
で
 

あ
ろ
が
 

村
落
で
 

あ
ろ
。
 

大
 

磯
か
ら
 

退
い
て
 

商
人
が
 

無
事
に
 

凌
げ
る
 

と 
は 

思
 

は
れ
な
 

^
 
 

二- f らい じ 

い。
 

累
代
の
 

商
業
 

上の
. 

取
引
先
が
 

あ
っ
て
 

こ
そ
 

高
麗
 

寺
の
 

酒
造
 

も 
意
味
が
 

あ
る
。
 

故
に
 

親
類
の
 

多
数
の
 

意
 

U-
 

は 

1 
.
 
 

こ 5 らい じ 
むら 

r
 

先
祖
よ
り
 

譲
 

受
け
た
 

家
屋
、
 

殊
に
 

從
來
經
 

營
し
來
 

つ
た
 

商
業
 

を 
閉
店
し
、
 

高
麗
 

寺
 

村
へ
 

引
 

移
ろ
 

こ
と
 

は
黉
成
 

出
来
 



な
い
、
 
打
 毀
 等
に
 
遭
 ひ、 

世
人
よ
り
 
反
對
 
せ
ら
れ
た
 
以
上
 
は、 

何
と
か
し
て
 
從
來
 
以
上
 
花
や
か
に
 
商
寶
 
し
て
 
然
る
べ
 

き
で
 
あ
る
。
 
大
磯
 
引
拂
は
 
何
分
 賛
成
し
 
な
い
」
 

とい ふこと であった。 
」 

孫
 右
衞
門
 
曰
く
、
 

「然 ら
ば
 
私
 だ
け
 
一 t 麗

寺
へ
 
引
 移
り
、
 
大
^
 
宅
の
 
方
 は 番

頭
 
伊
三
郎
に
 
任
せ
、
 

1 一
家
に
 分
け
て
 
渡
世
 
す
れ
ば
 
如何〕. 

と
の
 
事
に
 
て、 

一 同
 決
心
の
 
上
 家
財
 

一 切
 調
査
し
た
 
所、 案

外
 
少
額
に
 
て
 一 一

ヶ
所
に
 
て
の
 
生
活
 
は 不

可
能
と
 
判
明
し
た
。
 

こ
の
 
時
 浦
賀
の
 
親
族
に
 
て
 石
 井
八
郞
 
右
衛
門
が
、
 

「
浦
賀
 
一 統
 に
て
 
金
子
 
贰
參
 
百
兩
 
引
受
 
借
 入
 出
資
し
、
 
加
 藤
 宗
兵
衞
 
も 贰

參
百
 
兩
引
請
 
借
人
 
す
れ
ば
 
如
何
」
 

と
發
議
 
し
た
 
所
、
 
一
同
 之
に
 
黉
 成
し
た
。
 
こ
の
 
時
ま
で
 
加
 藤
 宗
兵
衞
 
は 何

事
 
も
發
言
 
せ
ず
、
 
唯
 成
 行
 を 見

詰
め
て
 
居
た
 

が
、
 
斯
く
て
 
大
 な
ろ
 
资
本
を
 
以
て
 
こ
れ
：
^
 
よ
と
 
計
り
 
旗
 上
げ
す
 
ろ こ

と
 
は
町
內
 
の
近
狀
 
よ
り
 
見
て
 
危
險
 
な
ろ
 
こ
と
で
 
あ 

ろ。 
こ
の
 
計
畫
 
こ
そ
 
却
っ
て
 
羨
 怨
の
府
 
と
な
り
、
 
凶
事
の
 
元
と
 
な
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 
然
し
 
こ
れ
に
 
反
對
 
し、 

一
同
 を
說
破
 

す
る
 
辯
說
 
も
な
い
。
 
こ
れ
 
は 一 H=a 先

生
に
 
面
會
 
せ
し
め
て
 
敎
を
 
受
け
さ
す
 
ろ
よ
り
 
外
に
 
良
策
 
は
な
い
 
と
考
 
へ、 

先
づ
そ
 

の
 場
 を 繕

ふ
爲
 
に、 

「
金
子
の
 
借
人
に
 
就
て
 
な
ら
ば
 
何
程
 
に
て
も
 
奔
走
 
を
す
 
ろ
が
、
 
そ
れ
よ
り
も
 
近
時
 
困
窮
 
民
 救
助
の
 
爲
に
 
有
名
な
 

ろ 一 一 

宫
 先
生
の
 
敎
を
 
受
け
て
 
は 如

何
、
 
叉
 只
今
 決
定
し
た
 
計
畫
は
 
容
易
の
 
事
で
 
は
な
い
、
 
宜
し
く
 
二
宮
 
先
生
の
 
敎
を
受
 
く 

—  313 一 
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べ
き
で
 

あ
ろ
。
.
 

特
に
 

先
生
 

は 
小
 

田 
原
 

御
領
 

分
、
 

難
 

村
 

御
 

取
 

直
し
、
 

窮
民
 

救
助
の
 

爲
に
野
 

州
よ
り
 

來
 

ら
れ
、
 

誠
に
 

行
 

3 

い
た
 

御
世
 

話
の
 

上
、
 

大
金
 

を 
融
通
し
、
 

ま
た
 

無
利
息
 

金
 

を 
も
貸
與
 

し
て
 

一 
村
 

一 
家
の
 

復
與
を
 

計
ら
ろ
。
 

再
舆
 

資
金
の
 

壹
千
兩
 

も
拜
借
 

す
れ
ば
、
 

復
與
の
 

基
礎
 

は
忽
 

に
し
て
 

成
る
 

で
あ
ら
う
。
 

故
に
 

若
し
 

先
生
に
 

道
々
 

求
め
ん
 

と
す
ろ
 

な 
3 

ば
、
 

予
は
旣
 

に
赝
々
 

敎
を
 

受
け
 

居
る
 

緣
を
 

便
り
、
 

案
內
 

旁
々
 

懇
願
し
ょ
う
」
 

と
勸
 
め
た
。
 

孫
 右
衞
門
 笑
っ
て
 
曰
く
、
 

「
世
間
 

利
益
の
 

爲
に
金
 

を
 

貸
す
 

を
 

業
と
 

す
ろ
 

者
 

も、
 

籀
我
々
 

今
日
の
 

篛
 

厄
の
 

狀
を
 

見
ろ
 

と
き
 

は 
高
利
の
 

金
 

さ
へ
 

貸
す
 

も
の
で
 

は
な
い
。
 

然
る
に
 

無
利
息
の
 

金
 

を
 

貸
し
て
 

人
 

を 
救
 

ふ
な
 

ど
と
 

い
ふ
 

もの
，，
 

あ
ろ
べ
き
 

道
 

ffi
 

ま
な
、
。
 

眞
 

に
こ
 

れ
 

あ
ら
ば
、
 

何
等
か
の
 

利
益
 

を 
得
ん
 

が
爲
 

で
あ
ろ
。
 

左
様
な
 

話
 

を
 

聞
い
て
 

野
 

州
ま
で
 

行
く
 

の 
は 

恐
し
 

い
 

こ
と
で
 

あ 

ろ。
 

敢
て
危
 

い 
所
へ
 

行
く
 

必
要
が
な
い
」
 

と 
言
っ
た
。
 

浦
賀
の
 

二
人
 

も
ま
た
 

無
利
息
 

金
の
 

話
 

を
 

疑
っ
た
。
 

依
て
 

宗
兵
衞
 

再
び
 

言
っ
て
 

曰
く
、
 

「
先
生
 

は 
不
凡
の
 

大
人
で
 

あ
ろ
、
 

世
間
 

並
の
 

考
 

へ
で
 

疑
っ
て
 

は
な
ら
な
い
。
 

若
し
 

各
位
の
 

察
す
ろ
 

が
 

如
き
 

人
な
ら
 

ば
 

直
に
 

懇
願
 

を 
止
め
れ
ば
 

よ
い
。
 

若
し
 

懇
願
が
 

許
さ
 

ろ
れ
ば
 

大
 

な
ろ
 

幸
で
 

な
い
か
、
 

未
だ
 

そ
の
 

人
に
 

逢
 

は
ず
し
て
 

疑
 

ふ
 

- 
と
い
 

ふ
の
 

は 
條
理
が
 

通
ら
な
い
 

。
各
位
 

は 
自
分
に
 

誑
さ
れ
た
 

と
し
て
 

試
み
に
 

往
 

つ
て
 

見
れ
 

ぱ
 

よ
か
ら
 

う、
 

一
度
 

往
來
 

す
ろ
 

だ
け
の
 

費
で
 

願
望
が
 

適
 

は 
V 

幸
で
 

は
な
い
 

か
 

- 



と。 
孫
 右
衛
門
 
は
ま
 
だ
 疑
が
 
解
け
な
い
 
が
、
 
二
人
 
は 承

諾
し
た
。
 
併
し
 
態
々
 
出
頭
す
 
る
に
 
は 至

ら
な
か
っ
た
。
 

II 
川
峰
廬
 
仕
 法
 第
一
 
期
 

天
 保
 丸
 年
 正
月
よ
り
、
 
先
生
 
多
く
 
は 小

 田 原
 領
內
に
 
居
ら
れ
た
。
 

そ
の
 
正
月
 
頃
 は 農

々
 

足
 柄
 上
 郡
 竹
 松
 村
に
 
來
り
 
衰
村
復
 
輿
の
 
道
 を 行

 は
れ
つ
 

A あ
っ
た
。
 
大
 磯
よ
り
 
道
程
 約
 五
 里
、
 
依
て
 
宗
兵
 
衞
は
强
 
ひ
て
 

孫
 右
衞
門
 
並
に
 
浦
 賀
の
兩
 
人
に
 
勸
 め
た
。
 
孫
 右
衛
門
 
は 無

利
息
 
金
の
 
件
 は 甚

だ
 
疑
 は
し
き
 
も、 

若
し
 
借
ろ
 
を
 得
ば
 
町
民
 

の
 目 を 驚

か
し
 
得
る
 
で
あ
ら
う
 
と、 

卽
ち
 
相
伴
 
ひ
て
 
夕
刻
 
竹
 松
 村
に
 
着
し
た
。
 

竹
 松
 村
の
 
名
主
 
を 河

 野
 幸
 内
と
 
い
ふ
、
 
先
生
 
は
 人
 浴
 中
で
あ
っ
た
。
 
卽
ち
 
先
生
に
 
吿
ぐ
 
ろ
に
 

1 家
 再
復
の
 
良
法
 
を
授
 

け
ら
れ
た
 

し
と
 

懇
願
の
 

旨
 

を
 
以
て
し
た
。
 
 

I 

先
生
 
孫
 右
衛
門
の
 
容
易
に
 
道
に
 
人
ろ
 
べ
き
 者
に
 
あ
ら
 
ざ
ろ
 
を 知

れ
ろ
 
を
 以
て
、
 
宗
兵
衞
 
が
 凡
 情
の
 
致
す
 
所
、
 
前
後
の
 

^
 

思
慮
な
 
く 伴

ひ
來
 
つ
た
こ
と
 
を
 思
 ひ、 

潛
に
 
浴
室
よ
り
 
脫
 し
て
 
外
に
 
出
で
、
 
單
身
 
一 一里 許

 を
 隔
て
た
 
る 下

 新
田
 
村
 早
 野
 

小
 八
 宅
に
 
行
か
れ
た
。
 
正
に
 
三
更
に
 
近
か
っ
た
。
 

小
 八
 驚
き
 
迎
 
へ
て
 先
生
 
こ. -に 宿

泊
さ
れ
 
た。 

幸
內
 方
に
 
て
 は 先

生
 

の
 人
 浴
 久
し
き
 
を
 訝
り
、
 
之
を
靓
 
へ
ば
 先
生
の
 
姿
が
な
い
。
 
愕
然
と
し
て
 
近
傍
ま
で
 
搜
 し
た
が
 
様
子
が
 
分
ら
な
い
。
 
幸
 

內
 曰
く
、
 
先
生
 
日
夜
 
こ
の
 
衰
邑
 
復
興
に
 
努
力
し
 
給
 ふ、 

故
な
 
く
し
て
 
去
り
 
給
 ふ
 道
理
 
は
な
い
。
 
孫
右
衞
 
門
の
 
來
た
爲
 
に 

何
れ
 
か
へ
 
行
か
れ
た
 
で
あ
ら
う
、
 
さ
れ
ば
 
夜
中
 
尊
ぬ
 
ろ
と
 
も 無

益
で
 
あ
る
、
 

と 言
っ
た
。
 
宗
兵
衞
 
四
 人
 愕
然
と
し
て
 
先
 

生
の
 
明
哲
 
を
 悟
っ
た
、
 
我
等
 
四
 人
 は 試

み
に
 
先
生
 
を
 訪
ね
た
 
も
の
で
あ
る
、
 

と。 
巳
む
 
を
 得
ず
 
し
て
 
幸
內
 
等
に
 
仕
 法
の
 

狀
況
を
 
聞
い
た
。
 
幸
內
 
語
っ
て
 
曰
く
、
 



「
先
 

づ
利
內
 

の 
善
人
 

は 
之
 

を
 

賞
し
、
 

困
 

民
 

は 
扶
助
し
、
 

住
宅
 

を 
修
理
し
、
 

屋
根
 

を
葺
 

き、
 

便
所
 

を
 

直
し
、
 

道
 

を 
乍
り
、
 

橘
 

を 
架
け
、
 

用
水
 

を 
便
に
 

し、
 

惡
 

水
を
排
 

し、
 

田
圃
 

を
 

開
き
、
 

大
凡
 

村
民
の
 

困
苦
す
 

ろ 
所
 

を
 

除
き
、
 

朝
に
 

星
 

を 
載
い
 

て
 

出
で
、
 

夕
に
 

星
 

を 
見
て
 

人
り
、
 

村
內
を
 

安
ん
 

ず
ろ
 

道
 

を 
行
 

ひ、
 

聊
も
勞
 

を
 

厭
 

は
ず
、
 

故
に
 

村
民
 

は 
之
 

を 
仰
ぐ
 

こ
と
 

父
母
の
 

如
く
で
 

あ
る
」
 

と。
 

孫
 

右
衛
門
 

之
 

を 
聞
い
て
、
 

先
生
の
 

淨
 

行
に
 

驚
き
、
 

い
よ
/
、
 

慚
愧
の
 

心
を
發
 

し
た
。
 

次
で
 

村
民
 

は 
未
明
よ
り
 

隣
村
 

曾
 

比
 

村
 

初
め
、
 

順
次
 

諸
方
に
 

人
 

を
 

遣
し
て
 

先
生
 

を 
探
し
、
 

j
^
i
s
g
 

小
 

八
方
に
 

在
ろ
 

を 

知
り
、
 

幸
 

ft
 

は 
直
に
 

赴
き
、
 

宗
兵
衛
 

等
 

四
 

人
 

も 
亦
竊
 

か
に
 

來
た
。
 

幸
內
 

頻
り
に
 

竹
 

松
 

村
へ
 

戾
ら
れ
 

た
し
と
 

懇
請
し
た
 

が、
 

先
生
 

之
を
聽
 

か
ず
、
 

小
 

八
方
に
 

居
ろ
 

こ
と
 

數
日
、
 

小
 

八、
 

幸
內
等
 

絶
え
ず
 

孫
 

右
衛
門
の
 

歎
願
 

を 
許
さ
れ
た
 

し
と
 

懇
望
し
 

^
 

た。
 

尙
憨
 

H 
愈
々
 

懇
願
 

切
實
 

な
る
 

を 
以
て
 

八
月
 

十
六
 

日 
始
め
て
 

面
會
 

を^
. 

し
た
が
、
 

曰
く
、
 
 

| 

「
何
の
 

爲
に
來
 

つ
て
 

我
が
 

衰
 

邑
を
與
 

し
つ
 

A 
あ
る
 

を
 

妨
げ
す
 

ろ 
や、
 

余
 

は 
私
の
 

爲
に
事
 

を 
行
 

ふ
の
で
 

ま
な
く
、
 

君
 

公
 

の
 

命
に
 

よ
っ
て
 

已
む
を
得
な
い
か
ら
 

で
あ
る
。
 

孫
 

右
衛
門
の
 

願
 

ひ
 

は 
領
土
 

外
の
 

事
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

之
 

を 
聞
く
べ
き
 

理
 

由
が
な
い
 

速
 

か
に
 

歸
り
 

去
れ
」
 

と、
 

そ
の
 

聲
大
 

鐘
を
揎
 

く
が
 

如
く
、
 
 

ff
l 

く
も
の
 

耳
を
掩
 

は
ん
ば
 

か
り
で
あ
っ
た
。
 

四
 

人
の
 

も
の
 

敢
て
 

一 
語
を
發
 

す
ろ
 

も 

の
が
な
か
っ
た
。
.
 

暫
く
し
て
 

宗
兵
衞
 

漸
く
 

口 
を 

開
き
、
 

「
孫
 

右
衛
門
 

は 
災
禍
 

引
鑌
 

き、
 

禁
獄
 

三
年
、
 

象
 

業
 

再
興
の
 

方
途
 

立
て
 

難
く
 

困
窮
の
 

折
 

柄
、
 

先
生
の
 

敎
 

に
よ
り
て
 

孫
せ
 



衞
門
 

出
獄
 

を
 

許
さ
れ
、
 

一 
同
 

そ
の
 

御
 

恩
を
悅
 

び
、
 

明敎
， 

に 
感
じ
、
 

是
非
 

一 
家
 

再
 

與
の
道
 

を
 

授
け
ら
れ
 

た
し
と
 

出
て
 

來
 

た
 

次
第
で
 

あ
る
か
ら
」
 

と
て
 
請
う
て
 
止
ま
ず
、
 
先
生
 
聲
を
勵
 
し
て
 
曰
く
、
 

「
孫
 

右
衛
門
 

は
き
 

己
の
 

罪
 

多
き
 

を
 

知
ら
ず
、
 

な
ほ
 

他
 

を
 

怨
み
 

自
分
 

を 
罪
な
 

く 
正
し
と
 

思
へ
 

ろ 
様
子
で
 

あ
る
。
 

宗
兵
衞
 

が
 

妻
 

は 
余
の
 

一 
言
 

を
 

聞
い
て
 

速
に
 

兄
の
 

爲
に
 

艱
苦
 

を
 

忍
ん
で
 

居
る
。
 

然
る
に
 

本
人
た
 

る 
孫
 

右
 

衞
門
は
 

女
に
 

も 
及
ば
な
 

い
、
 

我
意
 

を 
押
し
 

張
り
、
 

他
人
の
 

カ
を
藉
 

り
て
 

ま
で
 

家
を
與
 

し、
 

怨
に
報
 

ゆ
ろ
 

に
怨
を
 

以
て
せ
ん
 

と
し
て
 

居
ろ
。
 

そ 

の 
通
り
で
 

生
活
 

す
れ
ば
、
 

一
身
 

は 
困
窮
し
 

一
象
の
 

將
來
 

は
斷
絕
 

す
ろ
 

で
あ
ら
う
。
 

こ
の
 

斷
 

絶
の
 

方
法
 

を
籽
 

は
ん
が
 

爲
 

- 

に
此
處
 

ま
で
 

來
 

た
の
で
 

あ
る
か
 

* 
こ
れ
 

決
し
て
 

報
 

德
の
道
 

を
 

求
め
ん
 

と
す
る
 

も
の
で
 

ほ
な
い
。
 

ま
た
 

誠
の
 

心
あ
っ
て
 

. 
來
 

た
の
で
 

は
な
い
。
 

然
る
に
 

余
 

は 
一
身
 

を
 

捨
て
 

A 
諸
人
の
 

憂
 

息
 

を
 

除
か
ん
 

と
す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

孫
 

右
衛
門
 

は 
面
 

を
 

一 

飾
っ
て
 

實
は
 

他
人
 

を
 

苦
 

め
ん
と
 

す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

そ
の
 

行
 

ふ 
所
 

は 
相
反
し
て
 

居
る
。
 

速
に
 

退
い
て
 

滅
亡
の
 

道
 

を 
行
 

ふ
が
 

よ
い
。
 

來
 

つ
て
 

彼
是
と
 

い
ふ
 

さ 
へ 

我
が
 

道
 

を 
汚
す
 

も
の
で
 

あ
ろ
」
 

と、
 

そ
の
 

聲
 

雷
の
 

如
く
、
 

威
風
 

凛
 

然
と
し
て
 

そ
の
 

面
 

を
 

仰
ぎ
 

昆
ろ
 

も
の
が
な
か
っ
た
。
 

孫
 

右
衞
門
 

流
汗
 

衣
を
濡
 

す
に
 

至
 

り、
 

覺
 

え
ず
 

宗
兵
 

衞
に
鎚
 

り、
 

是
非
 

慈
 

仁
の
 

敎
を
 

受
け
た
 

し
と
 

請
 

ふ、
 

先
生
 

少
し
く
 

色
 

を
 

和
ら
げ
て
 

曰
く
、
 

「
米
の
 

種
 

を
 

蒔
け
ば
 

米
が
 

生
え
、
 

麥
の
種
 

を
 

蒔
け
ば
 

麥
が
 

生
え
、
 

惡
の
種
 

を
 

蒔
け
ば
 

惡
が
 

生
え
る
 

世
の
中
で
 

あ
ろ
。
 

孫
 

右
衞
 

門
が
 

災
難
に
 

罹
っ
た
 

と
い
 

ふ
が
、
 

そ
れ
 

は 
蒔
い
た
 

種
が
 

生
え
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

古
語
に
 

積
善
の
 

家
に
 

餘
慶
 

あ
り
、
 



棲；
 

个 
善
の
 

家
に
 

餘
殃
 

あ
り
、
 

と 
あ
ろ
が
、
 

大
凡
 

吉
凶
 

禍
福
 

は 
必
ず
 

依
て
 

來
ろ
 

所
が
 

あ
ろ
。
 

今
 

切
な
る
 

願
 

を
 

聞
き
 

餘
檨
 

な
く
 

一 
言
 

我
が
 

道
を
授
 

く
ろ
に
 

よ
り
、
 

私
欲
の
 

念
 

を
 

去
っ
て
 

之
 

を
 

聞
け
。
 

孫
右
衞
 

門
の
 

家
 

は、
 

H<
 

明
の
 

饑
饉
に
 

命
な
 

喪
 

ふ
 

も
の
 

幾
 

萬
 

人
と
 

稱
 

せ
ら
る
 
 

>- 
に 

際
り
、
 

財
 

を 
出
し
て
 

救
助
す
 

る 
こ
と
 

を
 

知
ら
ず
、
 

米
穀
 

を
 

高
く
 

寶
 

つ
て
 

蜀
り
利
 

を
 

得
て
 

富
 

を
 

致
し
た
。
 

1K
 

之
 

を
惡
み
 

鬼
神
 

之
 

を
 

捨
て
、
 

一 
象
廢
 

絶
の
 

機
運
 

は 
迫
っ
て
 

居
た
。
 

丁
度
 

こ
の
 

天
 

運
 

循
環
し
 

て
 

一 
昨
年
の
 

凶
作
と
 

な
っ
た
。
 

孫
 

右
衛
門
 

仁
慈
の
 

心
 

あ
ら
ば
、
 

家
 

產
を
盡
 

し
て
も
 

人
命
救
助
 

を
 

願
出
づ
 

べ
き
に
、
 

遲.
^ 

と
し
て
 

江
戶
 

に
あ
っ
て
 

な
ほ
 

利
益
の
 

方
法
 

を
 

講
じ
て
 

居
た
、
 

町
内
の
 

何
人
が
 

救
助
の
 

心
 

あ
り
と
 

思
 

は
ん
、
 

町
民
 

は
敢
 

て
 

法
 

を
 

犯
し
 

禁
を
 

破
ろ
 

を
 

好
む
 

も
の
で
 

は
な
い
 

け
れ
ど
も
、
 

窮
乏
 

旦
夕
に
 

迫
り
 

不
仁
 

を
怨
 

む
の
 

情
發
 

し
て
 

暴
行
と
 

な 

つ
た
。
 

そ
の
 

惡
 

事
が
 

町
民
に
 

あ
る
 

は 
言
 

ふ
ま
で
 

も
な
い
 

が
、
 

こ
れ
 

を
 

生
ず
る
 

の
 

根
本
 

は 
孫
右
衞
 

門
に
 

あ
る
。
 

何
と
な
 

れ
ば
孫
 

右
衛
門
が
 

救
助
の
 

事
 

を
 

先
づ
行
 

は
乂
、
 

彼
等
 

敢
て
亂
 

暴
 

を
 

行
 

ふ
 

も
の
で
 

は
な
い
、
 

本
來
慈
 

仁
の
 

道
 

は 
人
の
 

大
 

道
で
 

あ
る
。
 

分
限
に
 

隨
 

つ
て
 

之
 

を
 

行
 

ふ
べ
き
 

で
あ
る
。
 

凶
饉
に
 

際
す
れ
ば
 

救
助
 

は
 

富
者
が
 

慈
 

仁
 

を
 

行
ふ
最
 

好
の
 

機
 

食
 

で
あ
る
。
 

書
經
の
 

中
に
 

も 
禍
福
 

門
な
 

し、
 

惟
人
 

招
く
 

所
な
 

り
と
 

あ
る
が
、
 

孫
 

右
衛
門
の
 

災
禍
 

は 
孫
右
衞
 

門
の
 

一 
心
に
 

起
っ
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

自
分
 

を
 

責
め
ろ
 

こ
と
に
 

急
に
 

し
て
 

町
民
 

を
 

怨
む
暇
 

も
な
い
 

箬
 

で
あ
る
。
 

IK
 

は
 

町
民
の
 

手
 

を
藉
 

り
て
 

家
宅
 

を
破
壞
 

し、
 

ま
た
 

火
の
 

カ
を
藉
 

り
て
 

財
寶
 

を
燒
 

い
た
の
で
 

あ
ろ
。
 

事
 

急
な
る
 

に
當
 

つ
て
 

富
め
ろ
 

も
の
が
 

陰
 

德
を
 

施
す
 

こ
と
 

を
な
 

さ、
 

乂
れ
 

ば、
 

各
種
の
 

力
 

を
 

以
て
 

不
仁
の
 

道
 

を 
責
め
ら
 

ろ 
 

>, 
は 

必
然
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

を 
知
ら
ず
 

し 

て
已
を
 

善
と
 

し、
 

人
を
惡
 

と
し
て
 

憤
怒
し
 

そ
の
 

仇
 

を 
報
ぜ
ん
 

と
す
れ
ば
、
 

一 
身
 

を
 

以
て
 

衆
多
 

を
 

害
せ
ん
 

と
す
ろ
 

も 
得
べ
 



■—319  — 

ガ
ら
 

ず、
 

假
令
官
 

の 
力
 

を 
借
り
て
 

勝
 

を 
得
ろ
 

こ
と
 

あ
る
 

も、
 

多
數
 

町
民
の
 

子
孫
 

は 
叉
 

時
 

を 
待
っ
て
 

子
孫
に
 

復
饕
 

す
る
 

で
 

あ
ら
う
、
 

互
に
 

攻
爭
 

を
敢
 

て
せ
ば
、
 

國
家
 

何
れ
の
 

時
 

か
 

安
堵
の
 

道
 

を 
得
べ
き
 

か
官
廳
 

こ
の
 

道
理
 

を
 

知
り
、
 

互
に
 

粉
爭
 

な
か
ら
 

し
め
ん
 

爲
に
、
 

暫
く
 

孫
右
衞
 

門
を
钸
 

へ
て
 

禁
獄
し
、
 

町
民
の
 

平
和
 

を
 

保
た
 

し
め
ん
と
 

し
た
 

行
爲
を
 

偏
頗
な
 

り 

と 
罵
っ
た
。
 

自
ら
 

瓜
 

を
 

蒔
い
て
 

瓜
 

を 
得
た
 

こ
と
 

を 
怒
る
 

と
は
淺
 

間
し
 

き
こ
と
 

で
は
な
い
 

か。
 

孫
 

右
衛
門
が
 

一 
家
 

再
興
 

を
 

志
す
な
ら
ば
、
 

先
づ
 

そ
の
 

一 
念
の
 

根
元
に
 

立
歸
 

つ
て
 

前
非
 

を 
悟
り
、
 

天
 

を
 

恐
れ
 

一 
身
 

を 
艱
難
の
 

地
に
 

置
き
、
 

他
人
，
 

の
 

困
苦
 

を
 

除
か
ん
 

と
す
る
 

の 
所
行
 

を
 

立
つ
 

ろ 
時
 

は、
 

禍
 

忽
ち
 

變
 

じ
て
 

福
と
 

な
り
、
 

求
め
ず
 

し
て
 

一 
家
 

再
興
の
 

道
 

そ
の
 

中
よ
り
 

發
生
 

す
ろ
 

で
あ
ら
う
」
 

と、
 

孫
 

右
衛
門
 

等
 

犬
に
 

感
じ
、
 

憤
怒
の
 

焦
心
 

消
滅
し
て
、
 

專
ら
 

再
與
の
 

方
途
 

を
 

授
け
ら
れ
 

た
し
と
 

慈
 

望
し
た
。
 

先
生
 
曰
く
、
 

「
然
 

ら
ば
 

家
宅
 

は
破
壤
 

せ
ら
れ
、
 

米
穀
 

は
亂
 

さ
れ
、
 

餘
財
燒
 

亡
し
た
り
 

と
雖
 

も、
 

元
 

來
舊
き
 

富
 

商
で
 

あ
ろ
。
 

多
少
の
 

殘
れ
る
 

財
が
 

あ
ら
う
、
 

こ
れ
 

を
 

集
む
 

ろ 
時
 

は 
何
程
 

あ
る
か
 

(註
、 

悉
皆
 

集
 

む
れ
に
 

五；
 

白
兩
 

も
も
ら
ん
 

かと
 

签
 

ふ：
？ 

の 
五
百
兩
 

1 
物
と
 

雖
も
、
 

家
に
 

殘
 

さ
ば
 

そ
の
 

家
を
禍
 

す
る
 

で
あ
ら
う
、
 

何
と
 

な
れ
ば
 

凡
そ
の
 

一 
物
と
 

い
へ
 

ど
も
 

世
の
 

呀
怨
の
 

源
 

と
な
り
、
 

こ
の
 

財
 

あ
り
し
 

が
 

爲
に
大
 

な
ろ
 

災
に
 

罹
っ
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

旣
に
 

天
災
の
 

時
に
 

何
 

一 
っ
殘
ら
 

な
か
っ
た
 

と 
思
 

へ
ば
よ
 

い。
 

殘
れ
ろ
 

も
の
 

を
 

我
物
と
 

し
殘
 

り
の
 

多
き
 

を
 

悅
ぶ
心
 

あ
ら
ば
、
 

災
害
の
 

极
 

元
を
殘
 

し
て
、
 

一 
一度
 

家
 

を 
減
す
 

基
 

と
な
る
。
 

こ
れ
 

を
 

悉
く
 

去
ろ
 

こ
と
 

能
 

は
ず
し
て
、
 

餘
 

財
を
殘
 

さ
ば
 

病
毒
 

を
殘
す
 

も
の
で
あ
る
。
 

速
に
 

之
 

を
 

去
ろ
 

方
法
 



に 
山い
で 

よ、
 

こ
の
 

事
 

を
な
 

す
 

能
 

は 
ざ
れ
ば
 

そ
の
 

家
 

必
ず
 

亡
ぶ
べ
し
」
 

と。
 

四
 

人
 

且
つ
 

驚
き
、
 

且
つ
 

感
じ
 

た
れ
 

ど
も
 

餘
財
 

あ
り
と
 

い
へ
 

ど
も
、
 

少
額
な
 

ろ
が
 

爲
に
 

無
利
息
 

金
 

を
 

借
ら
ん
 

と
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

然
る
に
 

全
部
 

之
 

を
 

去
ら
ば
 

益
々
 

困
窮
す
 

ろ
な
 

ら
ん
、
 

理
 

は
當
然
 

な
る
 

も 
策
の
 

出
 

づ
ろ
を
 

知
ら
ざ
る
 

が
 

如
く
 

で
あ
る
。
 

唯
 

宗
兵
衞
 

は、
 

千
 

雨
の
 

無
利
息
 

金
 

を
 

借
ら
ん
 

と
勸
 

誘
し
た
 

る 
も、
 

實
は
聖
 

敎
に
遭
 

は
さ
ん
が
 

爲
 

で
あ
ろ
。
 

千
 

兩
は
 

手
段
で
あ
っ
た
。
 

稂
 

元
は
 

孫
右
衞
 

門
に
 

善
心
が
 

發
ら
ぱ
 

足
る
 

所
で
あ
っ
た
。
 

然
 

ろ
に
 

先
生
 

叉
 

曰
く
、
 

「
余
が
 

敎
 

ふ
ろ
 

所
 

は
實
 

行
す
 

る 
所
で
あ
っ
て
 

小
人
の
 

忌
む
 

所
で
 

あ
ろ
。
 

汝
輩
は
 

目
前
の
 

損
益
 

打
箅
 

の
み
に
 

心
が
 

動
い
 

て.
 

居
ろ
 

か
ら
、
 

君
子
の
 

道
の
 

如
き
 

は
 

行
 

ふ
こ
と
 

を 
得
ま
い
。
 

速
に
 

歸
 

つ
て
 

そ
の
 

好
む
 

所
 

を
 

行
 

ふ
が
 

よ
い
」
 

と、 
孫
 右
衛
門
 
曰
く
、
 

「
今
 

先
生
 

不
肯
の
 

某
を
憐
 

み、
 

此
の
 

如
き
 

尊
き
 

敎
を
 

示
し
 

給
 

ふ、
 

敢
て
敎
 

に
隨
は
 

ざ
ろ
 

こ
と
の
 

有
ろ
 

べ
き
 

か
、
 

唯
 

方
 

法
が
 

明
か
で
 

な
い
 

餘
財
を
 

去
る
 

と 
は 

何
れ
の
 

所
に
 

如
何
様
に
 

し
て
 

去
る
べ
き
 

か。
」 

先
生
 
曰
く
、
 
 

• 

「
敢
て
 

河
 

海
に
 

投
ぜ
 

よ
と
 

言
 

ふ
に
 

は 
あ
ら
ず
、
 

汝
の
 

家
屋
 

を
 

破
れ
る
 

町
民
 

は、
 

仇
に
 

は 
あ
ら
ず
 

し
て
、
 

汝
の
 

欲
心
 

を
 

碎
き
 

汝
の
惡
 

因
を
碎
 

き、
 

善
心
 

を
發
 

し
て
 

一 
家
 

を
永
鑌
 

せ
し
め
ん
 

が
爲
め
 

一 
身
の
 

罪
科
 

を
 

抛
っ
て
 

破
 

却
し
た
。
 

こ
れ
 

を
 

以
て
 

恩
人
で
 

あ
ろ
。
 

本
來
 

彼
等
 

は 
心
よ
り
 

こ
の
 

理
を
 

知
っ
て
 

爲
 

し
た
 

業
で
 

は
な
い
。
 

一 
旦
の
渴
 

命
に
 

迫
り
、
 

彼
等
 

に 
も 

あ 
ろ 

ベ
 

き
惡
因
 

に
よ
っ
て
 

發
し
 

た
も
 

の
で
 

あ
ろ
が
、
 

汝
が
 

心
眼
 

を
 

開
い
て
 

こ
の
 

事
 

を 
見
る
 

と
き
 

は 
自
然
の
 

道
理
 

一 32。 一 



儼
然
と
し
て
 
明
ら
か
で
 
あ
ろ
。
 
故
に
 
町
民
の
 
行
爲
 
に
よ
っ
て
 
善. 心

 を
發
 
し、 善

 種
 を
 蒔
き
 
之
 を
 培
養
す
 
ろ 時

 は、 町
民
 

の
 致
し
た
 
災
は
汝
 
の 得

難
き
 
幸
で
 
あ
る
。
 
速
に
 

一 心
 を
 改
め
 
こ
の
 
理
を
辯
 
明
し
、
 
餘
財
五
 
百
兩
を
 
町
內
へ
 
出
し
 
『
非
 

常
の
 
凶
年
に
 
當
り
、
 
互
に
 艱
難
 
相
 救
 ふ
べ
き
 
に、 

不
肯
 
に
し
て
 
期
 を 過

ち
、
 
各
人
 
を
し
て
 
大
に
勞
 
苦
せ
 
し
め
た
 
こ
と
 

は、 
皆
 某
 
一 人

の
 
過
ち
で
 
あ
ろ
。
 
今
更
 
先
非
 
を
悔
 
ゆ
ろ
 
と
も
 
詮
な
き
 
こ
と
な
が
ら
、
 
餘
財
 
に
し
て
 
猶
殘
れ
 
ろ も

の
 
僅
 

に 五
百
兩
 
あ
り
、
 

一
物
 も
殘
 
さ
ず
 
町- SZ 貧

困
 
救
助
の
 
資
に
差
 
出
し
、
 
其
 處
置
は
 
然
る
べ
 
く 取

 計
ら
 
は
れ
た
 
し。 

僅
ケ
 

た
ろ
 
餘
財
、
 
潤
 助
效
少
 
か
る
べ
き
 
も、 

或
は
 
補
 ふ
 所
の
 
不
足
の
 
用
に
 
も
な
ら
 
ば
と
 
思
 ふ
の
で
 
あ
る
。
 
唯
 我
が
 後
悔
の
 

意
 を
 示
さ
ん
 
と
す
る
 
志
に
 外
な
ら
 
な
い
。
 
願
望
 
を 許

さ
 
る
れ
ば
 
幸
で
 
あ
る
』
 

と 申
出
で
 
よ、 

一 毫
も
 
惜
 む
の
 
念
が
 
あ 

I 

つ
て
ば
 
な
ら
ぬ
、
 

一
切
 人
を
怨
 
む
の
 
心
が
 
あ
っ
て
 
は
な
ら
ぬ
、
 
斯
の
 
如
く
し
て
 
町
內
 安
泰
の
 
事
 實
を
見
 
ざ
ろ
 
道
理
 
は 

ジ. 

な
い
。
 
孫
 右
衛
門
 

一 家
 は 船

 を以. て
 江
戸
へ
 
通
行
し
、
 
そ
の
 
運
賃
 
を
 得
て
 
露
命
 
を
繫
 ぐ
べ
 
し、 

こ
れ
 
は 

一
家
 破
 却
の
 

一 

遝
命
を
 
免
れ
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
そ
の
 
時
に
 
當
り
 
そ
の
 
牧
人
に
 
よ
っ
て
 
生
活
 
を
 立
て
、
 
犬
に
 
緊
縮
し
、
 
大
 に
精
勵
 
し、 

艱
難
 
を
爲
 
さ
ば
、
 
そ
の
 
生
活
 
上
の
 
體
驗
は
 

一 身
 を
 玉
と
 
磨
き
、
 
幸
福
の
 
根
元
 
こ 

A 
に 開

く
 
事
で
 
あ
ら
う
。
 

こ
の
 
道
 を
 

行
 ひ
て
 
然
 か
も
 
町
民
 
不
平
 
を
 生
じ
、
 

一 家
彌
々
 
危
 き
に
 
至
ら
ば
、
 
余
 は
 直
に
 
五
 百
 兩
を
與
 
ふ
ろ
で
 
あ
ら
 
多
」
 

と。 
四
 人
 犬
に
 
驚
歎
し
、
 
夢
の
 
醒
め
た
 
ろ 如

く
に
 
恭
悅
 
し、 

速
に
 
之
 を
 決
行
 
せ
ん
と
 
大
磯
 
に
歸
 
つ
た
が
、
 
先
生
の
 
前
に
 

在
っ
て
 
は 邪

念
 
消
燼
 
し
て
 
大
悟
 
明
月
の
 
如
く
な
 
ろ も、 家

に
 
歸
れ
ば
 
疑
惑
 凝
然
と
し
て
 
群
生
し
、
 
終
に
 
決
す
ろ
 
所
な
 
く、 

親
類
 
緣
者
も
 
亦
な
 
ほ 相

談
す
べ
し
 
と
て
 
歸
っ
 
た。 

沛
贺
の
 
二
人
 
は 途

中
 
縑
 倉
に
 
於
て
 
日
暮
れ
と
 
な
っ
た
。
 
時
に
 
雨
 さ
へ
 



降
り
 

來
 

つ
て
 

前
 

路
を
辨
 

じ
な
い
、
 

二
人
 

は
圓
覺
 

寺
の
 

淡
 

海
 

和
 

尙
の
事
 

を
 

思
 

ひ
 

出
し
た
。
 

和
 

尙
は
圆
 

覺
寺
誠
 

拙
 

和
 

尙
に
師
 

事
し
、
 

次
で
 

そ
の
 

西
 

堂
卽
ち
 

管
長
と
 

な
ろ
。
 

雲
 

衲
參
集
 

日
に
 

多
く
 

當
 

時
の
 

名
僧
で
 

あ
る
。
 

博
 

學
多
識
 

に
し
て
 

遠
近
 

そ
の
 

德
を
稱
 

し、
 

宫
原
 

一 
象
 

も
こ
れ
 

に 
師
事
す
 

る 
こ
と
 

旣
に
 

久
し
き
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

寺
に
 

宿
し
、
 

明
日
 

歸
 

ら
ん
と
 

談
し
、
 

1 
一
人
の
 

參
詣
 

す
ろ
 

や
、
 

和
尙
 

「
こ
の
 

日
沒
後
 

何
れ
よ
り
 

來
る
」
 

と、
 

一 
一人
 

答
へ
 

て
大
 

磯
の
 

川
 

崎
 

屋
復
與
 

の 
爲
に
ー
 

一宮
 

先
 

生
 

を
 

訪
問
し
、
 

種
々
 

の
敎
を
 

受
け
た
 

ろ 
次
第
 

を
 

具
に
 

物
語
っ
た
。
 

和
 

尙
大
に
 

感
歎
し
 

誠
に
 

尊
き
 

敎
 

で
あ
ろ
。
 

そ
の
 

理
實
 

に 
無量
. 

で
あ
る
。
 

二
人
の
 

者
 

如
何
に
 

決
心
し
た
 

ろ
か
と
、
 

二
人
 

曰
く
 

「
未
だ
 

決
せ
ず
、
 

家
に
 

歸
 

り
て
 

親
族
と
 

協
議
す
 

ろ 
積
り
 

で
あ
る
」
 

と、
 

そ
の
 

語
の
 

未
だ
 

終
ら
な
い
 

の
に
、
 

和
尙
 

聲
を
勵
 

し
て
 

曰
く
、
 

「
汝
 

等
を
敎
 

導
す
 

る 
こ
と
 

久
し
と
 

雖
も
、
 

未
だ
 

其
の
 

如
き
 

至
敎
を
 

得
て
 

そ
の
 

理
を
 

了
解
す
 

る 
こ
と
 

を
 

得
 

ざ
ろ
 

か
、
 

大
 

な
ろ
 

善
道
 

を
 

聞
い
て
 

速
に
 

其
 

道
に
 

進
む
 

こ
と
 

能
 

は
ざ
る
 

何
事
 

ぞ
、
 

一 
家
の
 

中
心
人
物
 

に
し
て
 

至
敎
を
 

解
す
 

ろ 
能
 

は 
ざ
 

れ
ぱ
 

一 
族
 

凡
庸
の
 

も
の
 

何
 

を
 

以
て
 

解
す
 

ろ 
こ
と
 

を 
得
べ
き
 

か。
 

嗟
 

今
時
 

濁
れ
る
 

時
に
 

當
 

つ
て
、
 

そ
れ
 

程
ま
で
に
 

大
道
 

理
を
 

以
て
 

人
 

を
敎
へ
 

至
善
 

を 
行
 

は
し
む
 

る 
大
德
の
 

人
が
 

在
っ
た
 

か。
 

そ
の
 

敎
に
 

依
ら
ず
 

し
て
 

歸
 

ら
ん
と
 

す
ろ
 

は 
不
埒
 

で
あ
る
。
 

止
宿
せ
 

よ
と
 

い
へ
ば
 

一 
一
人
の
 

も
の
 

A 
意
に
 

適
 

は
ん
も
、
 

一 
宿
 

を 
許
す
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
。
 

直
に
 

大
 

磯
に
 

引
 

返
し
て
 

其
 

道
 

を 
行
 

ふ
べ
き
 

で
あ
る
。
 

我
れ
 

多
年
の
 

親
好
 

を
 

以
て
 

今
夜
の
 

止
宿
 

を
斷
 

る。
 

こ
れ
 

汝
等
を
 

以
て
 

道
に
 

至
ら
 

し
め
ん
が
 

爲
 

で
あ
る
」
 

—322  — 
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と。 
一 一人 恐

縮
し
て
 
寺
 門
を
辭
 
し
た
が
、
 
巳
 を
 得
ず
 
し
て
 
雨
中
 
を 胃

し
て
 

1 應
歸
 
宅
し
た
。
 

1 一人 は 淡
 海
 和
尙
の
 

1 喝
に
 
感
じ
て
 
彌
々
 
意
 を 決

し
、
 
速
に
 
親
族
に
 
告
げ
て
 
再
び
 
大
 磯
に
 
至
り
、
 
和
 尙
の
敎
 
を
 孫
 右
 

衞
 門
に
 
告
げ
た
。
 
孫
 右
衛
門
 
も 漸

く
 
動
い
た
 
が
、
 
報
德
金
 
拜
借
證
 
文
に
 
よ
れ
ば
、
 
孫
 右
衛
門
 
は 宗

兵
衞
 
同
道
に
 
て
浦
賀
 

に 至
り
、
 
親
族
 協
議
し
た
 
が
、
 
實
 以
て
 
容
易
の
 
儀
で
 
は
な
い
 
が
、
 
兼
々
 
敎
化
を
 
受
け
つ
 

A あ
っ
た
 
圓
覺
 
寺
の
 
淡
 海
 大
和
 

尙
が
 
我
れ
 郦
 門
に
 
人
っ
て
 
數
十
 
年
、
 
常
に
 
心
魂
 
を
碎
 
い
て
 
救
世
の
 
道
 を 究

め
て
 
居
る
 
が
、
 
正
し
く
 
未
だ
 
そ
の
 
理
說
の
 
如
 

き
 は
な
い
。
 
佛
の
 
垂
示
し
 
給
 ふ 自

他
 
平
等
 卽
身
 
成
怫
 
と
い
 
ふ
敎
は
 
そ
れ
で
 
あ
ろ
。
 
中
 
々
凡
慮
の
 
及
ぶ
 
所
で
は
な
い
。
 

只
 

今
よ
り
 
卽
刻
 
一
同
 歸
 宅
し
て
、
 
沙
 し
も
 
餘
 念
な
 
く、 

一
途
に
 
そ
の
 
敎
を
 
遵
奉
す
べ
し
 
と
の
こ
と
 
で
あ
っ
た
 
の
で
 
あ
る
か
 

ら、 
今
更
 
躊
躇
す
べ
き
 
で
な
い
、
 
と
て
 
1 同
黉
 成
の
 
上、 沛

賀
 
よ
り
 
は
惣
 
代
と
 
し
て
 
宫
原
屋
 
清
兵
衞
 
瀛
州
大
 
磯
に
 
來
り
、
 

親
類
 
打
 揃
う
て
 
小
 田 原

に
 
至
り
、
 
そ
の
 
處
逮
法
 
等
 を
 伺
っ
た
 
所
、
 
先
生
 
は 懇

篤
に
 
そ
の
 
取
扱
 方
 を
 授
け
、
 
因
果
の
 
道
理
 

を
 諄
々
 
と 理

解
せ
ら
れ
、
 
財
産
 商
品
 
等
 を
 精
算
し
、
 
男
物
 
四
十
 
點
、
 
女
物
 百
 一 ー點、 

計
 百
 一 一 十二

 雨
餘
、
 
外
に
 
現
金
 
合
 

せ
て
 
七
 百
 五
 拾
兩
餘
 
と
い
 
ふ
资
 財
が
 
あ
っ
た
 
の
で
、
 
そ
の
 
內
五
百
 
兩
を
町
 
內
へ
差
 
出
し
、
 
殘
貳
百
 
五
 拾
 兩
餘
は
 
商
賣
の
 

資
本
と
 
し、 

伊
三
郎
 
を
 支
配
人
と
 
し
て
 
一 切

 を 賄
 は
し
め
、
 
孫
 右
 衞
門
は
 
野
 州
に
 
至
り
 
修
業
 
を
爲
す
 
心
底
 
を
：
^
 て
 之
 を
 

决
行
 
す
る
 
こ
と
と
 
な
っ
た
。
 
天
 保
 九
 年
 十
 
一 月

の
 
「
報
德
 
加
入
金
 
取
調
 
帳
」
 
に
よ
れ
ば
、
 
こ
の
 
男
女
 
衣
類
の
 
取
調
が
 
明
 

細
に
 
記
さ
れ
て
 
あ
ろ
か
ら
、
 
實
行
は
 
十
 
一 月

と
 
見
 ゆ
ろ
 
が
、
 
同
時
に
 
町
 內
へ
差
 
出
す
 
と
い
 
ふ
の
 
は、 

報
德
 
加
入
金
と
 
し 

て
 差
 出
し
、
 
そ
れ
が
 
町
 內
へ
差
 
向
け
ら
れ
ろ
 
こ
と
と
 
な
っ
た
。
 
卽
ち
五
 
百
 雨
の
 
資
財
 
も、 

大
 磯
町
 
內
の
 
仕
法
资
 
金
た
 
る 



べ
き
 
希
望
 
を
附
 
し
た
 
も
の
と
 
見
 ゆ
る
。
 

こ
の
 

资
財
を
 

受
取
っ
た
 

大
 

磯
町
の
 

役
人
 

は 
驚
い
た
。
 

如
何
に
 

處
理
 

し
て
 

然
る
べ
き
 

か
も
 

斷
定
し
 

翁
ね
 

た。
 

依
て
 

町
內
 

役
人
 

を 
集
め
て
 

I
 

議
 

し
た
。
 

然
る
に
 

町
 

：H
Z 

一 
 

1：
 

は
こ
れ
 

も
甚
 

し
く
 

驚
い
た
。
 

「
も
と
 

孫
 

右
 

衞
門
は
 

町
民
 

を
 

怨
ん
で
 

居
る
 

と 
思
 

へ 
る
に
、
 

町
內
 

救
助
 

資
金
と
 

し
て
 

無
利
息
の
 

金
 

を
 

差
 

出
す
な
 

ど
と
 

は 

思
 

ひ
 

よ
ら
ぬ
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

町
民
 

は 
愚
 

味
に
 

し
て
 

孫
右
衞
 

門
の
 

行
動
 

を
 

知
ら
ず
、
 

一
途
に
 

凶
作
 

來
 

ろ
に
 

苦
ん
で
 

暴
行
 

を
し
た
。
 

そ
の
 

罪
 

を
 

償
 

ふ
こ
と
 

も
爲
 

さ
な
い
 

の
に
、
 

餘
 

財
を
盡
 

く
し
て
 

困
窮
 

を 
救
 

は
う
 

と 
は、
 

如
何
に
 

孫
 

右
衛
門
が
 

誠
意
と
 

は
い
 

へ
ど
 

も、
 

當
 

方
が
 

易
々
 

と 
之
 

を 
一- K
 

げ
ら
れ
 

ろ 
も
の
で
 

は
な
い
」
 

と
い
っ
た
 
が
、
 
町
役
人
 
は、 

「
孫
 

右
衛
門
の
 

決
心
 

も 
甚
だ
 

堅
い
 

か
ら
、
 

之
 

を 
返
却
す
 

ろ
と
 

も 
受
取
ら
な
い
 

で
あ
ら
う
、
 

ま
た
 

之
 

を
 

無
益
に
 

消
費
す
 

れ
ば
 

そ
の
 

誠
意
に
 

報
 

ゆ
ろ
 

所
以
で
 

な
い
。
 

之
 

を
 

無
利
息
 

年
賦
 

金
に
 

貸
付
け
 

て
 

窮
民
 

を
 

救
 

ひ、
 

1 
家
 

取
 

直
し
 

を
 

行
っ
て
 

町
内
の
 

艱
苦
 

を
 

免
れ
 

得
た
な
ら
ば
、
 

孫
 

右
衛
門
に
 

恩
 

を
 

報
ず
る
 

こ
と
 

も
出
來
 

ろ
で
 

あ
ら
う
」
 

と。
 

町
民
 

之
 

を
 

聞
い
て
 

大
に
悅
 

び、
 

終
に
 

之
 

を
 

受
納
す
 

ろ
に
 

決
し
た
。
 

爾
來
 

町
民
の
 

孫
 

右
衛
門
に
 

對
 

す
ろ
 

態
度
 

は 
一 

變
し
、
 

父
母
に
 

對
 

す
ろ
 

如
く
、
 

町
內
の
 

紛
爭
霧
 

消
し
て
 

親
睦
と
 

な
っ
た
。
 

： 

孫
 

右
衛
門
 

は
 

屠
々
 

野
 

州
、
 

並
に
 

小
 

田 
原
の
 

間
 

を
往
來
 

し
て
 

報
 

德
の
敎
 

を
 

聞
き
、
 

節
儉
を
 

守
り
、
 

伊
三
郎
 

以
下
 

店
員
 

も 
亦
 

誠
意
 

精
勵
 

し、
 

次
第
に
 

利
潤
 

增
 

加
し
 

一 
家
 

再
興
の
 

曙
光
 

を
 

明
に
 

認
め
 

得
ろ
 

に 
至
っ
た
。
」
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然
る
に
 

大
 

磯
町
に
 

於
て
 

は、
 

前
後
の
 

困
難
よ
り
 

延
て
天
 

保
 

十
 

年
に
 

至
り
、
 

宿
驛
の
 

公
式
 

費
用
の
 

負
擔
も
 

困
難
と
 

な
り
 

• 

一 
舷
の
 

疲
弊
 

も 
益
々
 

甚
 

し
く
 

如
何
 

と
も
な
し
 

難
き
 

に 
至
っ
た
。
 

依
て
 

天
 

保
 

十
 

一 
年
 

正
月
、
 

韮
 

山
 

代
官
 

手
代
 

齋
藤
 

勘
兵
衞
 

め
 

名
 

を
 

以
て
、
 

大
磯
 

宿
の
 

借
金
 

八
 

九
百
兩
 

に
も
 

及
び
、
 

そ
の
 

返
濟
 

方
に
 

つ
き
、
 

町
內
ー
 

人
 

毎
に
 

封
書
 

を
ね
 

て
 

意
見
書
 

を
 

差
 

出
す
べ
し
 

と
觸
 

渡
し
た
。
 

當
時
 

孫
右
衞
 

門
は
大
 

磯
の
 

方
 

は 
伊
三
郎
に
 

任
せ
、
 

自
分
 

は 
多
く
 

先
生
の
 

許
に
 

居
た
。
 

先
生
 

曰
く
 

誠
に
 

好
機
 

會
 

で
あ
ろ
。
 

餘
財
を
 

調
査
し
て
 

差
 

出
せ
、
 

禍
の
轉
 

じ
て
 

繭
の
 

來
る
 

時
が
 

來
た
。
 

こ，
 

-に
 

於
て
 

調
査
し
た
 

る 
財
產
は
 

現
金
 

百
拾
壹
 

兩
餘
、
 

米
麥
 

雜
穀
、
 

其
 

他
 

三
百
 

六
 

拾
 

六
 

兩
餘
、
 

貸
付
金
 

贰
百
 

八
拾
壹
 

兩
餘
、
 

合
計
 

七
 

百
 

五
 

拾.
^ 

兩
餘
の
 

中
、
 

預
金
 

差
 

引
 

殘
金
五
 

百
 

贰
拾
七
 

兩
餘
、
 

之
 

を
 

差
 

出
し
て
 

右
 

八
 

九
 

百
 

雨
の
 

借
財
 

償
還
の
 

資
に
當
 

て
ら
れ
、
 

十
ケ
 

年
娬
 

に
て
も
 

償
還
せ
ら
れ
 

な
ば
、
 

繰
返
し
 

貸
繼
ぎ
 

永
久
 

助
成
に
 

相
 

成
 

様
 

致
し
た
 

し
と
 

申
出
で
、
 

再
び
 

右
 

五
 

百
 

兩
を
差
 

出
 

し
た
。
 

そ
の
 

上
申
書
 

は
 

左
の
通
り
 

で
あ
る
。
 

差
 

上
申
 

御
請
 

書
 

之
 

事
 

策
 

海
道
 

大
磯
 

宿
、
 

北
 

組
 

百
姓
 

孫
 

右
衛
門
 

奉
 

申
 

上
 

候
、
 

當
宿
之
 

儀
 

連
々
 

困
窮
 

相
 

募
 

候
に
 

付
、
 

御
 

改
革
 

被，
， 

仰
 

出
 

f 御
 

出
 

役
 

之
 

上
、
 

當
時
御
 

趣
 

法
 

中
に
 

候
處
、
 

宿
 

借
金
 

濟
方
、
 

役
人
 

共
 

初
、
 

小
 

前
 

末
々
 

迄
 

工
夫
 

勘
辨
 

い
た
し
、
 

銘
々
 

存
寄
有
 

之
 

候
 

は
ば
、
 

書
付
 

印
 

封
に
 

て
 

可
 

申
 

上
旨
、
 

御
 

書
付
 

を
以
宿
 

內
御
觸
 

渡
し
 

有
 

之
 

候
に
 

付
、
 

私
儀
 

別
段
 

宜
 

工
夫
 

勘
辨
等
 

無，
， 

御
座
-
 

候
 

得
 

共
、
 

身
上
 

取
調
 

見
 

候
 

所
、
 

有
 

物
 

穀
類
 

代
金
、
 

並
 

貸
金
 

共
、
 

合
金
 

五
 

百
 

兩
有
之
 

候
 

間
、
 

差
 

出
 

候
 

宿
 

借
金
 

濟
 

方
に
 

差
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向
 申
 度
、
 
尤
去
亥
 
春
 中
、
 
金
 五
 百
 雨
 差
 出
 候
 振
 合
 を 以

て
、
 
無
 利
 足
十
ケ
 
年
賦
に
 
御
 下
金
 被
 成
 下
 候
 様
 仕
度
^
 
巾
 上
 

候
に
 
付
、
 
右
 書
付
 
を
以
、
 
早
速
 
蓮
 山
 表
へ
 
御
 伺
 被
い
 遊
、
 
右
 様
 多
分
 之
 金
子
 
差
 出
 候
て
 
は、 

百
姓
 
相
 縯
方
差
 
支
候
镞
 

^
^
^
i
 き
き
 わ
 3、 曰、 ^

ハ
 i
„
 き
 £
4
 處
、
 
其
餘
 

ffl 畑
 等
少
々
 
所
持
 罷
在
、
 
暮
方
差
 
支
 候
 儀
 決
て
 無
 御
座
 段
 中
 上
 

候
、
 
然
ろ
處
 
右
 金
 差
 出
方
 
之
 儀、 其

 時
々
 
御
 差
圖
有
 
之、 當

時
御
 
取
締
 屮
之
 
儀
に
 
付
 宿
 役
人
へ
 
相
 對
を
以
 
相
談
 
候
 儀
、
 

決
て
 
致
 叫
 敷
 旨
 被
 U 仰

 渡-、 
承
知
 
奉
レ
長
 候
、
 
依
 之
 御
受
書
 

一 札
 差
 上
申
 候
 以
上
 

天
 保
 十
 
一 年

子
 
年
 一 一
月
 
 

大
磯
宿
 

百
姓
 

孫
 右
衛
門
 

外
 三
 名
 
 

一 

扛
川
 
太
郞
左
 
衞
門
樣
 
御
手
 
附
 

齋
藤
勘
 
兵
衞
様
 
 

， 

代
官
 
は 犬

に
 
感
じ
た
 
と 見

え
、
 
三
月
 
代
官
 
江
川
 
太
 郞
左
衞
 
門
大
磯
 
通
過
の
 
砌
、
 

「
宿
 方
 困
窮
 
立
直
り
 
之
 儀
、
 
厚
 心
懸
、
 
^
方
 度
々
 
差
 出
金
い
た
 
し、 

其
 外
 困
窮
 
之
 者
へ
 
は 救

助
 
之
 取
 計
い
た
 
し 遣

 候
 

段
 奇
特
 
之
 儀
に
 
付
、
 
爲
 褒
美
 
白
銀
 
一 一枚 差

遣
 
候
」
 

旨、 
御
直
對
 
面
に
 
て
卬
 度
さ
れ
 
た。 

そ
の
後
 
六-月 孫

 右
 衞
門
は
 
先
生
の
 
隨
從
 者
と
 
し
て
 
韮
 山
に
 
赴
い
た
 
時
に
 
も、 

江
川
 

代
官
に
 
御
 目
通
り
 
對
面
を
 
許
さ
れ
た
。
 

そ
の
 
節
は
憲
 
山
の
 
多
 田
彌
次
 
右
衛
門
の
 
納
金
の
 
助
成
 
を
し
た
 
こ
と
 
を 賞

せ
ら
れ
 

た。
 

卽
ち
 



多
 田
彌
次
 
右
衛
門
 
儀
、
 
吹
 直
 金
 引. 巷

 御
 川
 相
 勤
 候
處
、
 
弒
金
殘
 
金
 千
 參
百
八
 
拾
 九
 兩
參
分
 
上
納
 
之
 分
、
 
半
金
 
は 無

 利
 

十
ケ
 
年
賦
に
 
差
 出、 公

 俵
 
へ 封

し
 
御
 奉
公
 筋、 且

は
 
同
人
 
家
名
 
相
 續
之
道
 
相
 立
 奇
特
 
之
 至、 

猶
义
宿
 
方
 之
傣
は
 
勿
論
、
 

- 

不
寄
 何
事
 
心
 付
 候
 俵
 も 有

 之
 候
 は
ゾ
、
 
不
レ
及
 

n 取
次
 

1 直
々
 
可
レ
承
 

..3 曰 を 仰
 渡
さ
れ
た
。
 
代
官
へ
 
直
々
 
對
面
 
意
見
 
を
 申
 述
べ
ろ
 
と
い
 
ふ
 破
格
の
 
取
扱
 
を 受

け
、
 
孫
 右
衛
門
 
は 愈

々
 
報
 德
の
有
 

難
 味
に
 
感
じ
、
 
自
ら
 
報
德
金
 
拜
借
證
 
文
中
に
 
 

. 

「
偏
へ
 
に 報

 德
御
趣
 
法
の
 
敎
を
 
受
け
た
 
ろ 御

餘
光
 
故
で
 
あ
る
。
 
第
 
一 祖

先
の
 
冥
 慮
に
 
叶
 ひ、 

其
 上
 
一 家
相
 
續
の
 
方
法
 

と
し
て
、
 
特
に
 
報
 德
善
種
 
金
 千
 百
 拾
 參
兩
貳
 
分
 之
 内
、
 
六
 百
 拾
 參
兩
贰
 
分
は
大
 
磯
の
 
宿
 柄
 立
直
る
 
ま
で
 
無
 利
 置
据
に
 

て
拜
 借
し
、
 
殘
金
 
五
百
兩
 
は、 

無
利
息
 
十
 ケ
年
赋
 
に
て
 
拜
借
 
す
ろ
 
こ
と
 
を 得

、
 
祖
先
の
 
家
名
 
も 立

ち
 
自
分
 
は 勿

論
 親
 

W
 

類
 
一 同
相
 
助
り
、
 
重
々
 
冥
加
 
至
極
 
有
り
難
き
 
仕
 合
に
 
存
 ず
ろ
」
 
 

一 

3 日 を. 認
め
て
 
居
ろ
。
 
こ
れ
 
は 正

に
 
天
 保
 十
 
一 年

 十一 
一
月
の
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 

さ
れ
ば
 
孫
 右
衛
門
が
 
大
磯
 
宿
に
 
差
 出
し
た
 
壹
千
 
兩
の
资
 
財
に
 
對
し
、
 
實
は
 
そ
の
 
誠
心
誠
意
 
を
赏
 
し
て
 
報
 德
善
種
 
金
よ
 

り 同
額
 
以
上
 
を
 貸
付
 
ゆ
、
 
孫
 右
衞
門
 
獨
自
の
 
生
計
 
を 立

て
 
し
め
た
の
 
で
あ
る
。
 
之
 を
事
實
 
よ
り
 
見
れ
ば
 
不
淨
 
な
ろ
 
財
 を
 

粱
て
 
し
め
、
 
淸
淨
 
な
ろ
 
報
德
 
金
と
 
し
て
 
換
附
 
せ
ら
れ
た
 
も
の
で
あ
る
。
 
櫻
 町
に
 
於
け
 
る 岸

 右
衛
門
が
、
 

一
村
に
 
對
 す
ろ
 

信
 ffl を 失

っ
た
 
時
、
 
そ
の
 
家
財
 
を 推

 譲
せ
 
し
め
、
 
開
發
 
法
に
 
よ
り
て
 
元
资
財
 
以
上
の
 
復
興
 
を
な
 
さ
し
め
 

たと！！！： じ 方
式
 

で
あ
っ
て
、
 
小
才
 
子
の
 
墮
 す
る
 
失
德
を
 
補
っ
て
、
 
世
の
 
爲
に
盡
 
す
 智
者
と
 
な
ら
し
め
 
た
 仕
 法
で
 
あ
ろ
。
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斯
く
て
 

孫
 

右
衛
門
の
 

美
名
 

は 
遠
近
に
 

響
き
、
 

其
 

名
 

を 
聞
き
、
 

そ
の
 

人 
を 

慕
 

ふ 
も
の
 

多
く
、
 

櫻
 

町、
. 

江
戸
、
 

大
磯
、
 

小
 

田 
原
 

等
の
 

報
德
 

連
中
が
、
 

往
來
の
 

途
次
 

立
 

寄
り
、
 

ま
た
 

報
德
金
 

送
達
 

爲
換
の
 

一 
中
心
 

を
な
 

す
に
 

至
っ
た
。
 

こ
れ
 

一 
に 

先
生
の
 

風
化
の
 

致
さ
し
 

め
た
 

所
で
 

あ
る
。
 

、 

一一
 

一 
大
礎
 

宿
の
 

仕
 

法
 

並
に
 

油
屋
藤
 

兵
衞
と
 

茶
屋
 

町
の
 

仕
 

法
 

大
磯
宿
 

は
從
來
 

一
般
に
 

困
窮
し
 

つ 
A 

あ
っ
た
 

所
へ
、
 

天
 

保
 

七
 

年
の
 

凶
作
 

時
の
 

影
響
と
、
，
 

暴
動
 

一 
件
に
 

關
 

し
て
 

上
下
の
 

失
費
 

多
 

か
り
し
 

と、
 

大
火
の
 

爲
に
宿
 

借
金
 

千
 

參
百
兩
 

に
も
 

及
ん
だ
 

こ
と
 

等
に
 

よ
っ
て
 

困
難
し
て
 

居
た
 

が
、
 

孫
右
衞
 

門
の
 

仕
法
發
 

願
に
 

よ
っ
て
、
 

天
 

保
 

九
 

年
に
 

金
 

五
 

百
 

兩
を
差
 

出
し
、
 

無
利
息
 

金
十
ケ
 

年
賦
に
，
 

て
 

大
磯
宿
 

公
式
 

借
財
 

を
 

返
却
す
 

ろ 
こ
と
と
 

な
っ
た
 

が、
 

尙
殘
額
 

八
^
 

百
兩
 

に
も
 

達
し
、
 

返
 

濟
の
手
 

段
の
 

立
 

様
が
な
か
っ
た
 

の
で
、
 

天
 

保
 

十
一
 

年
 

正
月
 

晦
日
、
 

代
官
 

手
代
よ
り
 

宿
內
 

一
同
へ
 

內
 

達
し
、
 

一
人
 

限
り
 

極
 

祕
を
以
 

て
 

そ
の
 

返
濟
 

手
段
 

を
內
 

申
せ
し
 

め
た
。
 

之
に
 

應
 

じ
て
 

申
出
た
 

も
の
 

は 
六
十
 

五
 

人
あ
っ
^
 

が
、
 

大
半
 

は 
不
調
法
に
 

て
考
へ
 

が
っ
か
ぬ
 

と
い
 

ふ 
内
申
書
の
 

み
で
あ
っ
た
。
 

中
に
は
 

種
々
 

考
案
し
た
 

良
法
 

も 
あ
ろ
が
 

と
い
 

ふ
の
 

を
 

見
れ
ば
、
 

自
分
に
 

こ 

の 
事
業
 

を 
さ
せ
て
 

く
れ
ろ
 

と
い
 

ふ 
類
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 

多
く
の
 

書
類
 

中
に
 

異
彩
の
 

あ
つ
た
の
 

が、
 

孫
 

右
 

衞
鬥
の
 

前
節
の
 

通
り
 
金
 五
 百
 兩
を
差
 
出
す
 
と
い
 
ふ
の
で
 
あ
っ
た
。
 

孫
 

右
衛
門
が
 

無
利
息
 

十
^
 

賦
で
金
 

五
 

百
 

兩
を
差
 

出
し
た
 

か
ら
、
 

大
磯
 

宿
の
 

負
 

使
 

は 
順
調
に
 

仕
 

法
 

立
が
 

出
來
 

た。
 

川
 

崎
 

屋
の
仕
 

法
と
 

伴
っ
て
、
 

大
磯
 

南
北
 

兩
 

組
の
 

仕
 

法
が
 

行
 

は
れ
た
 

が、
 

そ
の
他
の
 

町
々
 

も 
亦
 

H<
 

保
 

凶
作
 

以
來
の
 

困
憊
 

は 

相
當
^
 

し
か
っ
た
。
 

殊
に
 

町
內
小
 

磯
の
 

油
屋
 

藤
兵
衞
 

は，
、.
 

先
生
の
 

許
に
 

至
り
 

敎
を
 

受
け
た
 

内
の
 

選
ば
れ
た
 

一 
人
で
 

あ
る
。
 



恰
も
 
こ _3 頃

 代
官
 
江
川
 
太
 郞
左
衞
 
門
の
 
手
 附
津
田
 
橘
 六
と
 
い
ふ
 
者
、
 
大
 磯
に
 
出
張
し
、
 
常
時
 
全
國
に
 
向
っ
て
 
徹
底
 
を
 

期
し
つ
 

„ あ
り
し
 
水
 野
 越
 前
 守
の
 
新
 行
政
 
手
段
に
 
努
力
し
、
 
風
儀
 取
締
の
 
爲
に
、
 
釵
盛
脔
 
女
 は 本

 町
 以
外
に
 
出
す
 
ベ か

 

ら
ず
と
 
厳
逹
し
た
 

• 

茶
屋
 
町
 は そ

の
 
名
の
 
如
く
 
飮
食
店
 
旅
館
 
等
の
 
多
か
っ
た
 
所
と
 
見
え
、
 
非
常
な
る
 
打
撃
 
を
^
く
 
ろ も

の
と
 
な
し
"
 

一 町
 

舉
 つ
て
 飯
 盛
 出
 人
 を 差

 許
さ
れ
 
度
 旨
 歎
 顧
に
 
及
ば
ん
 
と
し
た
。
 
油
屋
藤
 
兵
衞
は
 
先
生
の
 
許
に
 
在
っ
て
 
此
の
 
不
穏
の
 
狀
勢
 

を
 知
り
、
 
先
生
に
 
指
導
 
を
 乞
う
た
 
所
、
 
豫
て
 
老
母
の
 
志
願
た
 
る 祖

父
 
三
 宅
 善
 兵
衞
の
 
篤
志
の
 
後
 を
 襲
ぎ
、
 
祖
父
の
 
如
く
 

こ 宿
 巧 公

共
の
 
爲
 に
も
な
 
ら
ん
 
か
と
の
 
願
望
 
は 唯

今
な
 
ろ
ぞ
と
 
指
示
せ
ら
れ
、
 
直
に
 
老
母
の
 
養
老
 
资
 財
よ
り
 
金
 五
百
兩
 

| 

を
 差
 出
し
て
 
川
 崎
屋
の
 
例
に
 
傚
 ひ、 

再
び
 
打
 毀
 等
の
 
發
生
 
せ
ざ
る
 
様
處
理
 
す
ろ
 
こ
と
が
 
出
来
た
。
 
そ
れ
 
は
灭
保
 
十
三
 
年
 

ジ 

正
月
の
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 

こ
^
は
 
飯
 盛
の
 
出
 人
 を 禁

ぜ
ら
れ
た
 
が
爲
 
に、 

町
民
 
は 利

益
 
を
 失
 ふ
な
ろ
 
べ
し
と
 
豫
 想
せ
ら
れ
 
た
の
で
、
 
こ
の
 
困
難
 

救
 濟
の
爲
 
に、 

無
利
息
 
七
ケ
 
年
に
 
て
 五
 百
兩
を
 
貸
付
け
、
 
こ
の
 
助
成
に
 
よ
っ
て
 
生
計
 
を
 緩
和
 
せ
ん
と
す
 
ろ
に
 
あ
っ
た
.
 * 

卽
ち
 
報
德
仕
 
法
の
 
様
式
に
 
よ
っ
て
、
 
出
精
 奇
特
 
人
 入
札
の
 
方
法
 
を 以

て
 
賢
 付
け
る
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

J> 磯
こ
^
 
ナ
る
 
仕^.; !•、  S 人

 仕
 法
よ
り
 
一
般
 仕
 法
へ
 
と 進

ん
だ
 
の は、 

藤
 兵
衞
を
 
中
心
と
す
ろ
 
も
の
と
、
 
利
右
銜
 

門
 を 中

心
と
す
ろ
 
も
の
で
あ
る
が
、
 
特
に
 
藤
 兵
衞
の
 
取
扱
っ
た
 
出
精
 奇
特
 
人 入

札
よ
り
、
 
町
內
 
一
般
に
 
貸
付
け
、
 
夭
 保
 

十
三
 
年
よ
り
 
弘
化
 
一 一
年
ま
で
の
 
正
式
 仕
 法
 書
が
 
傳
 は
っ
て
 
居
ろ
 
の
 を
 見
れ
ば
、
 
最
も
よ
 
く 整

っ
た
 
報
德
仕
 
法
の
 

一 が
と
 



認
 む
べ
き
 
も
の
で
あ
る
。
 

. 四
 

川
 

峙
屋
仕
 

法
 

第
二
 

期
 

第
一
 

回
の
 

仕
 

法
に
 

よ
っ
て
、
 

店
舗
 

は 
分
家
 

伊
三
郎
 

を 
支
配
人
と
 

し
て
 

經
營
の
 

任
に
 

當
ら
 

せ
 

自
分
 

は 
家
祿
を
 

本
と
 

し
て
 

高
麗
 

寺
 

村
に
 

て 
安
固
な
 

生
活
 

を
な
 

し、
 

二
回
に
 

«
 

千
 

兩
を
大
 

磯
 

宿
內
に
 

提
供
し
、
 

町，
^ 

よ 

り 
は 

尊
敬
せ
ら
れ
、
 

代
官
よ
り
 

は 
賞
詞
 

を 
受
け
、
 

報
德
 

連
中
に
 

加
 

は
っ
て
、
 

多
 

田 
朝
日
 

等
の
 

仕
 

法
に
 

關
與
 

し、
 

淨
き
生
 

活
を
 

遂
げ
つ
 

A 
あ
っ
た
 

孫
 

右
衛
門
 

は、
 

如
何
な
 

ろ 
生
活
へ
 

と 
精
進
し
 

た
か
は
 

書
類
が
 

整
っ
て
 

居
な
い
 

が、
 

數
年
 

S!
 

報
德
 

金
 

を
 

償
還
し
、
 

こ
の
 

道
に
 

あ
ろ
 

を
 

悅
び
合
 

ひ
つ
 

A 
あ
つ
だ
が
、
 

以
來
 

日
記
に
 

も 
書
翰
に
 

も 
一
時
 

見
え
 

な
く
な
ろ
。
 

然
る
に
 

嘉
永
五
 

年
に
 

至
っ
て
、
 

先
生
 

は 
加
 

藤
 

宗
兵
衞
 

に 
對
し
川
 

崎
屋
も
 

最
早
 

仕
 

法
 

以
來
十
 

五
ケ
 

年、
 

近
頃
 

一 
切
 

音
信
 

力
な
い
 

が
、
 

多
分
 

は 
家
產
も
 

減
少
し
た
 

る
な
 

ら
ん
と
 

物
語
ら
れ
 

た
の
で
、
 

宗
兵
衞
 

は 
孫
 

右
衛
門
 

方
に
 

來
て
 

そ
の
 

3 曰
を
吿
 

げ
た
。
 

孫
 

右
 

衞
門
は
 

始
め
て
 

心
附
 

き、
 

伊
三
郎
に
 

就
て
 

取
調
べ
た
 

所
、
 

果
せ
ろ
 

哉
 

孫
 

右
衛
門
よ
り
 

支
出
し
 

置
き
た
 

ろ 
財
 

貨
火
 

百
兩
は
 

殆
ど
 

貸
棄
 

て
に
 

な
っ
て
 

居
た
。
 

玆
に
 

於
て
 

先
非
 

を
 

悔
い
た
 

ろ 
孫
 

右
衞
門
 

は、
 

報
 

德
金
其
 

他
 

貸
 

附
金
壹
 

千
 

四
百
 

丸
兩
 

參
分
甙
 

朱
の
 

內
、
 

九
 

百
丸
兩
 

三
分
 

贰
朱
は
 

日
光
 

御
神
領
 

御
開
 

發
御
人
 

用
に
 

加
入
し
た
 

い
と
 

中 
出
た
。
 

倂
 

し
こ
の
 

殘
金
は
 

貸
付
金
で
 

あ
る
か
ら
、
 

或
は
 

こ
の
 

貸
付
金
 

を
 

日
光
 

41
! 

法
報
德
 

金
に
 

加
入
す
 

ろ
と
 

同
時
に
、
 

先
生
の
 

芋
 

許
よ
り
 

報
 

德
仕
法
 

金
 

貸
付
 

を 
懇
望
し
た
 

も
の
と
 

見
 

ゆ
る
。
 

嘉
永
五
 

年
 

十
 

1 
一
月
に
 

は 
「
先
生
よ
り
 

天
地
の
 

大
道
、
 

上
下
の
 

定
理
、
 

貧
富
 

盛
衰
 

善
惡
の
 

輪
廻
、
 

四
民
 

之
 

要
 

道
、
 

一 
々 
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教
誨
の
 
上
 
『
米
 ま
け
ば
 
米
 草
 生
え
て
 
米
の
 
花
、
 
さ
き
で
 
米
の
 
裏
 
世
の
中
』
 
と
の
 
歌
 を 詠

 ぜ
ら
れ
 
て
 1
 
の 謹
 
を 

具
に
 
敎
誨
 
せ
ら
れ
」
 
仕
 法
の
 
I
 
案
け
 
た。 

而
し
て
 
翌
六
年
 
八
月
 類
燒
 
に
か
 
i
 
て
 浦
賀
其
 
他
へ
 
助
成
 
を 仰

い
だ
 
が
、
 

先
生
の
 
御
 指
導
に
 
よ
っ
て
と
 
い
ふ
 
挨
拶
に
 
よ
り
 
卽
 決
し
な
か
っ
た
。
 
そ
の
後
 
は
 如
何
様
に
 
な
っ
た
 
か
 全
く
 
音
信
が
な
い
、
 

恐
く
 
は
報
德
 
記
に
 
見
 ゆ
ろ
 
樣
に
、
 
我
意
に
 
流
れ
、
 
先
年
 
差
 出
し
た
 
無
利
息
 
金
 を
 私
財
に
 
繰
戾
 
し、 

1 家
 を
 輿
さ
ん
 
と
し
 

て
 は
ら
.
^
 
し、 

先
生
に
 
報
告
す
 
ろ 程

の
 
結
果
 
を
 齎
し
得
 
ざ
ろ
 
間
に
 
嘉
 永
よ
り
 
安
政
へ
 

と 時
期
が
 
推
移
し
、
 
事
實
は
 
非
常
 

の 困
窮
に
 
陷
っ
 
た
も
の
と
 
見
 ゆ
る
。
 
敎
 に
よ
っ
て
 
生
活
 
を 建

つ
 
る 時

は
榮
 
え、 

敎
を
棄
 
つ
ろ
 
時
は
衰
 
ふ。 

明
治
に
 
及
ん
 

で
 油
屋
の
 
後
は
榮
 
え、 

川
 崎
 屋
の
後
 
は 絶

え
た
。
 
大
道
 
は
こ
 

A 
に
眞
理
 
を
顯
 
著
に
 
表
明
す
 
る
。
 
 

【 

五
 
利
右
衞
 
門
の
 
推
 讓
と
山
 
王
 町
の
 
仕
 法
 
川
崎
屋
 
孫
右
衞
 
門
の
 
親
族
に
 
利
右
衞
 
門
が
 
あ
っ
た
 
こ
と
 
は、 

前
節
に
 
述
 
1
 

ベ
た
 
i で

あ
ろ
 
が
、
 
打
 毀
 
一
件
の
 
頃
に
 
も 伊

三
郎
と
 
共
に
 
孫
 右
衛
門
の
 
留
守
中
 
を
 引
受
け
て
 
居
た
。
 
本
來
 富
め
ろ
 
方
で
 

な
く
、
 
天
 保
 十
 
一 年

 ゆ
 調
に
 
よ
れ
ば
、
 
家
 株
 八
 反
 五
畝
餘
 
歩
に
 
て
 借
財
 
贰
百
六
 
兩
餘
と
 
あ
る
。
 

嘉
永
五
 
年
 十
月
に
 
差
 出
し
た
 
「
御
 伺
 口
上
書
」
 
に
よ
れ
ば
、
 

一 家
相
 
續
が
 
困
難
な
 
所
か
ら
、
 
御
手
 
許
 金
 五
拾
栩
 
と、 

孫
 右
衛
門
よ
り
 
七
 拾
 雨
と
 
を
拜
 
借
し
て
 
商
業
 
を
始
 一め た。 

孫
右
衞
 
門
の
 
親
族
で
 
あ
り
、
 
先
生
の
 
許
へ
 
往
來
 
し
た
 
爲
に
、
 
報
德
钍
 
法
の
 
事
 を
 幾
分
 
辨
 
へ
て
 居
た
。
 
町
內
に
 
存
在
す
 

る 三
人
の
 
寄
留
者
が
、
 
住
宅
 
を
 所
有
し
て
 
土
着
し
た
 
し
と
 
懇
願
し
た
 
の
で
、
 
利
 右
衛
門
 
は 先

生
に
 
請
う
て
 
そ
の
 
仕
 法
の
 
承
 

認
を
 
#、 

茶
 右
衛
門
の
 
報
德
 
金
よ
り
 
借
 受
け
、
 
落
成
に
 
及
ん
だ
 
頃
 町
内
に
 
大
火
が
 
あ
つ
た
の
で
、
 
來
住
 者
よ
り
も
 
本
來
 



土
着
の
 

者
の
 

住
宅
の
 

方
が
 

焦
眉
の
 

問
題
と
 

な
っ
た
。
 

^
し
 

何
等
 

便
法
 

も
な
い
 

の
で
 

自
己
の
 

所
有
 

住
宅
地
 

を
資
 

却
し
て
、
 

そ
れ
 

を 
以
て
 

小
 

住
宅
 

を 
作
り
、
 

之
に
 

應
 

ず
ろ
 

こ
と
と
 

し
た
 

所
が
、
 

自
分
の
 

住
宅
が
 

賫
れ
 

な
い
で
、
 

取
り
 

敢
 

へ
ず
 

田
畑
 

を-
 

竇
拂
 

つ
て
 

取
掛
 

つ
た
、
 

こ
れ
 

は 
天
 

保
 

十
五
 

年
の
 

こ
と
で
 

あ
ろ
。
 

雨
來
 

町
民
 

は 
報
 

德
御
趣
 

法
の
 

儀
 

を 
i
 

す
ろ
 

も
の
が
 

多
い
 

の
で
、
 

家
作
 

を 
遺
し
た
 

も
の
 

は 
勿
論
、
 

古
來
の
 

百
姓
 

キ 
も 

1 
同
 

相
談
の
 

上
、
 

身
分
に
 

應
 

じ
て
 

镜
立
金
 

を
 

始
め
た
 

精
果
、
 

^
永
 

五
 

年
に
 

至
っ
て
 

金
 

七
 

拾
 

五
雨
に
 

達
し
た
。
 

如
何
 

取
 

計
 

然
る
べ
き
 

や
 

を 
先
生
に
 

伺
っ
て
 

貰
 

ひ
た
い
と
、
 

^
5
5
1
5
^
 
 

、 
齋
藤
条
 

之
 

助
 

へ 
願
 

ひ
 

出
た
。
 

然
る
に
 

利
 

右
衞
門
 

自
身
に
 

於
て
 

は 
負
 

使
 

額
 

百
 

七
 

拾
 

參
兩
と
 

あ
ろ
。
 

利
右
衞
 

門
が
 

一 
人 

借
財
 

を
し
て
、
 

住
民
の
 

急
 

を
 

救
 

つ
た
 

結
果
と
 

し
て
、
 

推
 

譲
の
 

風
 

は 
山 

王
 

町
 

を 
化
し
て
 

仕
 

法
 

願
と
 

な
っ
た
。
 

こ
れ
 

は 
如
何
に
 

處
理
 

せ
ら
れ
 

た
か
は
 

仕
 

法
 

書
 

i
 

に 
明
か
で
 

な
い
 

が
、
 

仕
法
實
 

行
の
 

證
 

と
し
て
 

認
 

む
べ
き
 

十
ケ
 

年
間
 

仕
 

法
 

雛
 

形
が
 

作
製
 

せ
ら
れ
て
 

あ
ろ
。
 

斯
く
て
 

一 
人
の
 

一.
 

推
 

難
が
 

一 
村
に
 

及
ぼ
し
た
 

民
風
 

作
 

輿
の
 

跡
が
 

見
 

ゆ
ろ
。
 

其
他
大
 

磯
町
 

內
の
傳
 

兵
衞
、
 

半
左
衞
 

門
の
 

仕
 

法
が
 

行
 

は
れ
た
、
 

斯
く
て
 

川
 

崎
 

屋
の
仕
 

法
 

を
因
緣
 

と
し
て
、
 

相
 

営
顯
著
 

に
大
磯
 

附
近
の
 

町
村
 

仕
 

法
へ
 

と
傳
播
 

し
つ
 

ュ 
あ
っ
た
 

こ
と
 

を
 

知
り
 

得
ろ
。
 



第
 
十
三
 
章
 
韮
 
山
の
 

仕
 
法
 

一 
江
川
 
埕
菴
の
 
懇
望
 

產
 山
の
 
钍
法
は
 
江
川
 
太
 郞
左
衞
 
門
よ
り
の
 
懇
望
に
 
よ
る
。
 
こ
の
 
一
條
 は 領

內
の
 
豪
商
 
多. 田 

彌次. 右
衛
門
 
始
め
、
 
朝
日
 
與
 右
衛
門
 
其
 他
の
 
も
の
 
等
が
、
 
幕
府
の
 
古
金
 銀
 引
替
 御
用
 
を 勤

め
 
居
ろ
 
間
に
、
 
上
納
金
 
不
足
 

し、 
返
金
に
 
差
 詰
り
、
 
本
人
 
は 勿

論
、
 
代
官
と
 
し
て
も
 
領
政
上
 
容
易
な
ら
 
ざ
る
 
問
題
と
 
な
り
、
 
上
下
 
痛
心
の
 
最
中
、
 
二
 

宫
 先
生
の
 
報
德
金
 
貸
付
 
仕
 法
 立
の
 
風
說
を
 
聞
き
、
 
彌
次
 
右
衛
門
 
M
 々
先
生
の
 
許
に
 
至
っ
て
 
報
德
金
 
貸
付
 
を
 懇
願
し
た
 
け
 

れ
 ど
も
、
 
中
々
 
承
諾
 
を
 得
な
い
 
の
で
、
 
代
官
 親
ら
 筆
 を
 執
っ
て
 
懇
望
す
 
ろ こ

と
と
 
な
っ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

江
川
 
祖
菴
の
 
書
狀
は
 
H< 保

 十
 
一 年

 六
月
 
六
日
で
 
あ
ろ
が
、
 
そ
の
 
前
年
 +
年
 
十一 

一月 廿
七
 
H、 

小
 E 原

 藩
士
 
坂
 部
與
八
 

郎
等
よ
り
、
 
韮
 山
の
 
柴
雁
助
 
等
に
 
宛
て
た
 
書
狀
 
に
よ
れ
ば
、
 
「
旣
に
 
同
年
 
以
来
、
 
多
 田
彌
次
 
右
衛
門
 
は
屢
々
 
野
卅
 
ま
で
む
 

出
か
け
て
 
報
 德
金
拜
 
借
 を 願

 出
た
 
が、 『

報
德
 
金
 貸
付
の
 
儀
 は、 

殊
の
外
 
次
第
 
も 有

 之
』
 
目
下
 
钍
法
 
中
の
 
村
々
 
も 多

く
、
.
 

容
易
に
 
手
の
 
行
 届
か
ぬ
 
現
狀
 
で
あ
る
か
ら
、
 
何
れ
 
彌
次
 
右
衛
門
と
 
も 面

談
の
 
上
に
 
致
し
 
度
、
 
こ
の
 
次
第
 
は 本

人
 
も 承

知
 

の
喾
 
で
あ
ろ
 
か
ら
、
 
引
替
 
金
 上
納
 
御
 差
 ま
と
 
は
存
 ず
ろ
 
が
、
 
如
何
と
 
も 致

 方
の
 
な
い
 
次
第
 
を 御

 憐
察
願
 
ひ
た
い
」
 

と あ 

ろ。 
卽
ち
 
こ
の
 
書
 狀
は
彌
 
次
 右
衛
門
 
は 天

 保
 十
 年
 春
か
ら
 
懇
願
し
て
 
居
た
 
が
、
 
中
々
 
承
諾
 
を 得

な
い
 
か
ら
、
 
代
官
の
 
手
 

代
の
 
盡
カ
を
 
以
て
 
小
 田
 原
 藩
へ
 
懇
望
し
た
 
所
、
 
小
 ffl 原

 藩
か
ら
 
速
に
 
は
應
じ
 
難
し
と
 
謝
絶
し
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
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そ
の
 

何
事
 

を
 

懇
望
し
た
 

か
と
い
 

ふ
に
、
 

多
 

ra
 

彌
次
 

右
衛
門
 

は 
古
金
 

銀
 

引
替
 

御
用
 

を
 

勤
め
て
 

居
た
 

が
、
 

幕
府
よ
り
 

預
か
 

つ
た
 

元
手
 

金
の
 

上
納
 

殘
が
 

延
納
と
 

な
り
、
 

返
納
の
 

方
法
が
な
い
 

の
で
、
 

報
 

德
金
を
 

借
用
し
て
、
 

こ
の
 

難
關
 

を
切
拔
 

け
よ
 

う
と
し
 

た
ん
の
で
 

あ
ろ
。
 

古
金
 

銀
 

引
替
と
 

い
ふ
 

は、
 

幕
府
の
 

金
銀
 

改
 

鑄
に
 

際
し
、
 

新
 

貨
幣
 

を 
交
付
し
 

置
き
、
 

古
金
 

銀
 

を
 

引
上
げ
 

之
 

を
 

上
納
せ
 

し 

む
ろ
の
で
、
 

地
方
の
 

富
豪
 

は
こ
の
 

引
替
の
 

任
務
に
 

當
り
、
 

新
 

金
銀
の
 

委
託
 

せ
ら
る
 

A 
間
 

は 
無
利
息
で
 

あ
り
、
 

上
納
 

期
 

ま 

では
. 

一
時
 

之
を
贷
 

付
け
 

置
い
て
 

利
息
 

を
牧
 

得
し
、
 

種
々
 

の 
便
利
と
 

利
益
と
の
 

爲
に
 

自
ら
 

贅
澤
 

と
な
っ
た
。
 

^
し
 

元
^
 

i 

御
預
り
 

金
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

時
に
は
 

急
速
に
、
 

時
に
は
 

徐
々
 

に 
上
納
し
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

然
ろ
 

に
こ
の
 

遊
金
 

は 
手
^
 

に
^
め
 

置
く
 

もの
. 

で
な
 

く、
 

勢
 

ひ
 

取
引
 

區
 

域
に
 

貸
付
と
 

な
ろ
 

も
の
が
 

多
か
っ
た
。
 

多
 

田
の
 

取
引
 

範
圍
は
 

駿
遠
豆
 

相
の
 

廣
 

き
に
 

一 且
つ
て
 

居
た
。
 

隨
 

つ
て
 

取
 

立
 

も 
容
易
で
 

な
く
、
 

多
 

田
の
 

所
有
 

W 
地
 

小
作
 

納
 

米
も
^
 

保
兩
 

度
の
 

飢
饉
に
 

未
進
が
 

多
く
 

太
に
 

困
難
 

を
 

極
め
た
。
 

こ
れ
 

等
の
 

事
情
に
 

當
 

面
し
て
 

居
た
 

の 
は 

多
 

田 
の
み
で
な
 

く、
 

三.
 

S
 

の 
朝
日
 

與
右
衞
 

門
 

等
 

も 
同
様
 

で
あ
っ
た
。
 

併
し
 

多
 

田 
は 

そ
の
 

金
額
が
 

最
も
 

多
額
で
あ
っ
た
。
 

古
金
 

銀
 

上
納
 

帳
に
 

よ
れ
ば
、
 

文
政
 

六
 

年
に
 

命
 

を
 

受
け
て
 

以
來
、
 

H<
 

保
 

七
 

年
ま
で
の
 

取
扱
 

金
高
 

は 
次
の
 

通
り
で
 

あ
ろ
-
一
 

. 惣 金
高
 六 拾

 八 萬
 九
 千 七 百 拾

 五
兩
餘
 

內
金
拾
 

八
 

萬
參
千
 

四
百
 

四
 

拾
 

贰
兩
餘
 
 

多
 

田
彌
次
 

右
衛
門
 

金
 

拾
 

贰
萬
參
 

千.
^ 

百
參
拾
 

六
兩
餘
 
 

朝
日
 

與
右
衞
 

門
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金
 拾
 壹
萬
八
 
千
 九
 百
 五
 拾
 九
兩
餘
 
 
淸
次
郞
 

金
 拾
 壹
萬
八
 
千
 四
 拾
 八
兩
餘
 
 

友
 右
衞
門
 

金
 拾
 壹
萬
七
 
千
 八
 百
 八
 拾
 壹
兩
餘
 

_ 惣
右
衞
 
門
 

金
 

贰
萬
五
 

千
 

八
 

百
贰
拾
 

七
兩
餘
 
 

千
 
右
衞
門
 
 

〜 

M し
て
 
ヒ
^
 
殘
金
 
帳
に
 
よ
れ
ば
、
 
文
政
 
六
 年
よ
り
 
天
 保
 九
 年
ま
で
 
取
扱
、
 
御
 下
 ケ
手
取
 
金
 八
 萬
 四
千
 
百
 四
 拾
 七
兩
餘
 

の
 内
、
 
八
 萬
 贰
千
七
 
百
 五
 拾
 七
 兩
餘
を
 
上
納
し
、
 
殘
金
千
 
參
百
八
 
拾
 九
兩
參
 
分
が
 
不
足
で
 
あ
る
。
 
殊
に
 
當
時
 
私
愦
 
四
千
 

八
 百
贰
拾
 
參
兩
餘
 
あ
っ
て
、
 
金
融
が
 
i
 と 行

き
 
詰
っ
て
 
居
た
。
 
尤
も
 
家
産
 
は 田

地
の
 
み
に
 
て
 四
 拾
 贰
町
四
 
反
餘
も
 
あ
つ
 

て
、
 
作
 德
米
千
 
百
 六
 拾
 八
 俵
 を
牧
納
 
し、 

御
 年
貢
 
高
 掛
り
を
 
控
除
し
て
 
六
 百
 八
拾
參
 
俵
を
賣
 
却
し
 
得
ろ
。
 
こ
の
 
困 地

 は
 

作
德
 
米
よ
り
 
钊
斷
 
し
て
、
 
當
時
千
 
五
 百
 四
 拾
贰
兩
 
位
に
 
相
當
 
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 

多
 E 彌

次
 
右
衛
門
が
 
御
用
 
命
 を
 受
け
た
 
の
 は 文

政
 
六
 年
、
 
之
を
辭
 
返
し
た
 
の
が
 
天
 保
 九
 年
で
、
 
前
後
 
十
六
 
年
間
、
 
名
 

譽
と
 
責
任
と
 
華
奢
と
 
因
果
 
關
係
 
を
な
 
し
て
 
千
 參
百
八
 
拾
 九
 雨
の
 
金
策
に
 
行
 詰
っ
た
。
 
各
方
 
面
に
 
懇
談
し
た
 
が
 終
に
 
策
 は
 

な
か
っ
た
。
 
然
る
に
 
小
 田
原
大
 
久
保
領
 
に
て
 
は、 

野
 州
よ
り
 
偉
才
 
二
宮
 
先
生
の
 
仕
 法
が
 
移
さ
れ
て
、
 
無
利
息
 
金
 を 以

て
 

救
濟
 
せ
ら
れ
る
 
と
い
 
ふ
 評
判
が
 
高
く
な
 
り、 

諸
方
に
 
風
 iS が

 傅
 は
っ
た
。
 
彌
次
右
 
衞
門
は
 
新
 古
金
 銀
 引
替
の
 
爲
、
 
小
 田 

京 藩
 こ
も
 
出
 人
し
た
。
 
時
に
は
 
借
人
 
御
用
 
を 命

ぜ
ら
れ
た
 
こ
と
 
も
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
韮
 山
 代
官
の
 
手
代
と
 
小
 

原
 藩
臣
と
 

の 交
際
 
ま 通

り
 
一 遍
の
 
も
の
で
 
は
な
い
。
 
彌
次
 右
衛
門
 
は 小

 田 原
 領
内
の
 
報
德
钍
 
法
の
 
實
情
を
 
聞
き
、
 
ま
た
 
藩
臣
 
に
も
 

5 3 



it-
 

, お
し
 

野
 

4；
 

ま
で
 

も 
出
か
け
て
 

懇
願
し
た
 

が
、
 

中
々
 

容
易
に
 

引
 

請
け
ら
れ
な
い
 

け
れ
ど
も
、
 

眼
前
に
 

報
德
仕
 

法
の
 

進
 

一 了 

を
 

見
て
 

は、
 

懇
願
 

を 
中
止
し
 

得
べ
き
 

も
の
で
 

は
な
い
。
 

依
て
 

韮
 

山 
代
官
に
 

依
願
し
、
 

代
官
 

手
代
よ
り
 

小
 

田 
原
 

藩
へ
の
 

交
 

涉
 

と
な
っ
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

正
式
 

第
一
 

回
の
 

交
涉
は
 

無
効
に
 

終
っ
た
。
 

け
れ
ど
も
 

全
然
 

拒
筢
 

せ
ら
れ
た
 

g 
で
は
な
い
。
 

そ
れ
 

は
當
時
 

先
生
の
 

手
許
 

に
も
、
 

三
 

浦
の
 

宮
原
屋
 

等
よ
り
の
 

預
金
が
 

あ
ろ
 

順
序
に
 

な
っ
て
 

居
た
。
 

こ
れ
が
 

決
定
 

す
れ
ば
 

或
は
 

融
通
が
 

つ
く
 

か
も
 

知
 

れ
 

な
か
っ
た
、
 

併
し
 

事
柄
 

は 
容
易
に
 

進
行
し
 

な
か
っ
た
。
 

兹
に
 

於
て
 

X
 

保
 

十
 

一 
年
 

六
月
 

六
 

曰、
 

江
川
 

謹
の
 

名
 

を
 

以
て
 

先
生
に
 

面
談
 

依
願
の
 

書
 

狀
が
發
 

せ
ら
れ
た
。
 

未
 

得-
 

-拜
 

眉，
 

候
 

得
 

共
、
 

以-
- 

小
 

楮
-
移
 

上
 

仕
 

候
、
 

向
暑
 

之
砌
 

愈
御
淸
 

一幅
 

奉，
 

賀
候
、
 

然
ば
 

私
儀
 

五
ケ
 

年
 

以
前
 

御
 

代
官
 

被
-
 

^
 

仰
 

付-
、 

支
配
 

所
 

一 
同
 

之
 

進
退
 

一 
身
に
 

拘
候
 

處
、
 

何
事
 

も
不
行
 

届
に
 

て
 

其
 

任
に
 

堪
不
レ
 

申、
 

深
 

慨
愧
之
 

至
 

御
座
 

候
、
 

然
 

一 

所
 

風
と
 

先
生
 

之
 

御
大
 

名
 

承
知
 

牡
 

候
 

間
、
 

是
非
 

御
旅
 

宿
迄
罷
 

出
、
 

色
々
 

相
 

窺
 

厚
 

御
 

敎
論
を
 

も 
蒙
 

度
 

存
罷
在
 

候
 

得
 

共
、
 

官
 

邊
 

に
て
 

申
 

候
 

得
ば
^
 

事
 

之
 

様
に
 

相
當
、
 

御
 

關
所
を
 

越
、
 

他
領
へ
 

罷
 

越
し
 

候
 

事、
 

何
分
に
 

も 
難-
, 

出
來
，
 

候
に
 

付
、
 

御
用
 

序
.
^
 

麝
，
 

と 
相
 

待
 

筒
、
 

野
 

州
 

表
へ
 

御
 

出
立
 

之
 

禁
知
仕
 

候
 

間
、
 

渴
 

想
に
 

不
堪
、
 

以，
， 

手
代
 

共
 

『御
 

出
 

之
 

儀
 

相
 

願
 

候
 

儀
に
 

御
座
 

候
、
 

至
 

愚
 

之
 

慮
よ
り
、
 

若
 

不
敬
に
 

陷
候
儀
 

も 
御
座
 

候
 

は
ゾ
、
 

何
分
に
 

も 
御
 

海
容
 

被レ
 

下
、
 

御
 

出
 

被
レ
下
 

候
 

雲
 

重
に
 

も 
奉，
 

願
 

候
、
 

御
 

聞
？
.
 

御
座
 

候
，
、
 

謹
 

人
の
 

幸
に
 

無レ
 

之
、
 

支
配
 

所
 

一 
統
秦
 

に
て
、
 

S
 

は、
 

公
儀
 

御
 

爲
筋
之
 

儀
に
 

付
、
 

吳
々
 

も 
御
 

出
 

之
 

儀
 

奉，
 

願
 

候
、
 

右
 

申 
上
 

度
如
斯
 

御
座
 

候
 

以
上
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江
川
 
太
 郞
左
衞
 
門
 

一 一宮 金
 次
郞
樣
 

こ
の
 
切
な
ろ
 
喾
狀
は
 
六
月
 
六
日
 
附
 で
あ
ろ
 
が、 こ

れ
よ
り
 
前
 先
生
の
 

一 行
 は 五

月
 
廿
 五
日
 
櫻
 町
に
 
向
っ
て
 
發
 足
し
た
、
 

故
に
 
彌
次
右
 
衞
門
は
 
小
 田 原

に
 
來
 た
が
 
面
會
が
 
出
来
な
い
、
 
驚
い
て
 
韮
 山
へ
 
使
者
 
を 走

ら
せ
た
 
と a

 え、 
六
月
 
一
日
 3 

山
の
手
 
代
 八
 田 兵

 助
が
 
來
て
小
 
田 原

 藩
に
 
公
式
に
 
先
生
 
を 請

 待
し
た
い
 
と 申

出
で
、
 
大
 磯
川
 
崎
屋
に
 
向
っ
た
。
 
先
生
 
は 

廿
 七
日
 
片
岡
 
村
に
 
立
 寄
り
 
廿
 九
日
に
 
は 戸

塚
に
 
着
し
 
本
 I
 に 宿

泊
せ
ら
れ
 
た
が
、
 
韮
 山
の
 
意
を
體
 
し
た
 
特
使
が
 
遣
さ
れ
 

た
の
で
、
 
朔
 日
に
 
は 先

生
 
は
大
 磯
に
 
引
返
さ
れ
、
 
八
 田
に
 
面
會
 
せ
ら
れ
た
。
 
翌
々
 
三
日
に
 
先
生
よ
り
 
韮
 山
に
 
趣
が
 
ろ 

A 內
 

1: 息 を 得
た
 
の
で
 
同
日
 
八
 田
は
大
 
磯
か
ら
 
引
取
っ
た
。
 

小
 田 原

 藩
で
 
は 璺

田
正
 
作
が
 
韮
 山 表

の
 
御
用
 
を 仰

 付
ら
 
れ
た
。
 
而
 

し
て
 
先
生
 
は 六

日
 
韮
 山
に
 
向
け
 
犬
 磯
 を
出
發
 
せ
ら
れ
た
。
 
前
段
に
 
揭
 げ
た
 
江
川
の
 
書
翰
 
は
こ
の
 
當
 日
の
 
日 附

で
 
公
式
に
 

發
 せ
ら
れ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
卽
ち
 
先
生
が
 
來
ら
れ
 
ろ こ

と
が
 
明
に
 
な
っ
て
 
公
式
 自
筆
 書
翰
が
 
發
 せ
ら
れ
た
 
こ
と
と
 
な
る
。
 

. 

先
生
 
は 八

日
に
 
韮
 山
の
 
彌
次
 右
衞
門
 
方
に
 
着
、
 
翌
火
日
 
陣
屋
 卽
ち
 
江
川
 
家
に
 
至
り
、
 
坦
^
に
 
面
接
し
た
。
 

，
く
の
 
如
く
 
先
生
 
は 江

川
 
坦
菴
の
 
懇
望
に
 
よ
っ
て
、
 
多
田
彌
 
右
衛
門
の
 
上
納
金
 
調
達
 
問
題
に
 
つ
き
 協
議
 
を
 遂
げ
た
 
所、 

所
有
 
田
畑
 
を
寶
 却
す
 
れ
ぱ
 
こ
れ
に
 
相
當
 
す
ろ
 
金
額
 
を 得

べ
き
 
も、 

一 時
に
 
數
十
 
町
歩
の
 
田
畑
 
を
 引
受
け
る
 
程
の
 
買
手
 
も 

.
t
、
 
 J
 戚
に
 
於
て
も
 
負
擔
者
 
も
な
 
く、 

ま
た
 
こ
れ
 
を 手

 離
せ
ば
 

一 家
 將
來
の
 
支
持
 
も 困

難
と
 
な
ろ
 
が
爲
 
に、 

終
に
 
廿
 

1 一
日
ま
で
：
 ぉ
議
の
 
結
果
、
 
再
度
 
坦
菴
 
に
面
會
 
し
て
 
處
理
案
 
を 提

出
し
、
 
漸
く
 
廿
三
 
日
出
 
發
 し
^
が
、
 
途
中
 
大
 -rM に

て
 
熱
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，
に
；
 

泊
〜
 

翌
日
 

パ 
£ 

原
に
 

歸
り
、
 

地
方
の
 

用
件
 

を
 

も
取
片
 

づ
け
て
 

七
月
 

七
日
 

樱
町
こ
 

"
任
し
た
。
 

一一
 

多
 

塁
 

I
 

衞
門
 

I
Q
 

釁
 

多
 

編
 

I
s
:
 

は 
新
 

金
引
眷
 

御
用
 

を 
仰
 

付
け
ら
れ
、
 

新
 

拿
 

引
替
の
 

I
 

と
し
 

5
 

り、
 

之
 

I
™
 

に 
貸
付
け
、
 

上
納
、
 

或
は
 

返
金
に
 

基
金
 

銀
 

を 
受
取
り
、
 

現
今
の
 

曰 
本
 

銀
行
の
 

支
店
の
 

如
き
 

用
務
と
、
 

8
 

銀
行
の
 

貸
付
と
 

を
 

兼
ね
て
 

居
た
？
、
 

露
な
 

ろ 
S
 

力
 

I
 

す
ろ
 

に 
至
っ
た
。
 

さ
れ
-
 

I
 

金
の
 

人
 

用
 

な
ろ
 

事
業
に
 

關
係
 

す
る
 

こ
と
が
 

多
く
な
 

つ
た
。
 

生
鲷
 

御
用
の
 

如
き
 

は 
そ
の
 

最
も
 

顯
 

著
な
 

用
命
で
あ
っ
た
。
 

生
鲷
 

御
用
 

は 
幕
府
の
 

生
魚
 

進
入
の
 

御
用
 

商
で
 

あ
ろ
。
 

S
S
 

漁
 

霧
 

を，
 

江
戶
 

に
？
、
 

常に
， 

御
用
に
 

充
 

つ
る
 

用
？
 

要
し
た
。
 

多
額
の
 

资
 

金
が
 

固
定
し
、
 

現
品
 

取
扱
 

も 
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
 

各
方
 

面
へ
の
 

貸
付
 

も 
返
金
 

は 
停
 

f
 

し
た
。
 

I 

簿
 

上
の
 

霊
 

は 
相
 

當
增
加
 

す
れ
 

ど
も
、
 

現
金
の
 

回
牧
は
 

困
難
と
 

な
ろ
 

こ
と
、
 

世
の
常
の
 

銀
行
き
 

合
の
 

事
 

8
 

と 
同
様
 

で
あ
ろ
。
 

而
 

し
て
 

幕
府
の
 

用
命
に
 

よ
？
 

取
扱
へ
 

ろ 
古
金
 

s 
上
納
 

は、
 

幕
府
の
 

人
 

用
に
 

從
 

つ
て
 

時
 

S
 

命
せ
ら
れ
 

る。
 

こ
れ
 

各
地
の
 

引
替
 

御
用
商
人
の
 

困
却
し
た
 

所
以
で
 

あ
ろ
。
 

多
 

s 
の 

貸
付
け
 

た
ろ
 

金
 

錢
の
回
 

牧
殘
額
 

は 
天
 

保
 

十
 

年
 

六
月
に
 

於
て
、
 

金
 

四
千
 

七
 

百
 

拾
八
兩
 

で
あ
る
。
 

上
納
す
べ
き
 

殘
 

額
 

は 
金
千
眷
 

八
 

f
 

雨
で
 

あ
ろ
。
 

羅
上
に
 

は 
莫
大
な
る
 

靈
が
 

あ
ろ
。
 

然
れ
 

ど
も
 

貸
付
金
 

は 
殆
ど
 

全
部
が
 

固
定
で
 

あ
る
 

外
に
 

私
用
 

借
金
 

も 
亦
參
千
 

四
百
 

參
拾
參
 

兩
餘
に
 

達
し
て
 

居
ろ
。
 

上
納
す
べ
き
 

も
の
 

は 
急
に
 

迫
ら
れ
て
 

吾
ろ
。
 

3
 

む
 

を
 

得
 

ざ
れ
ば
 

所
有
 

田
地
 

四
 

拾
 

贰
町
四
 

反
 

八
 

畝
 

拾
 

七
 

歩
の
 

內
を
賫
 

却
 

す
れ
ば
 

事
足
ろ
。
 

然
れ
 

ど
も
 

多
額
の
 

地
面
 

寶
却
ま
 

錄
 

易
に
 

買
主
が
な
い
。
 



ト
田
 
原
に
 
出
入
し
 
つ A あ

っ
た
 
多
 田 は 土

地
 
賈
 上
げ
 
を
 懇
願
し
た
。
 
併
し
 
そ
れ
 
は 不

可
能
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
時
 こ
の
 

際
 先
生
の
 
報
德
钍
 
法
に
 
よ
っ
て
 
救
 は
れ
ん
 
こ
と
 
を
 懇
望
し
た
。
 

而
 し
て
 
先
生
よ
り
 
江
川
 
坦
恭
 
へ
の
 献
策
と
 
な
り
。
 

一大 保
 

十
 
j 年

の
 
暮
に
は
 
小
 E 原

 役
所
よ
り
 
貳
 百
兩
、
 
翌
年
 
六
 百
 九
 拾
 四
 兩
餘
、
 
川
 崎
 孫
 右
衛
門
 
仕
 法
 金
 六
 百
 九
 抢
四
兩
 
餘、. 

總
計
千
 
參
百
八
 
拾
 九
 兩
參
分
 
を
 貸
付
け
、
 
多
 田
の
 
所
有
 
田
地
 參
拾
壹
 
町
 六
 反
 九
 畝
 贰
拾
八
 
歩
 を
 書
 入
れ
、
 
そ
の
 
作
德
米
 

壹
千
 
俵
よ
り
 
年
貢
 諸
 役
 高
 掛
り
を
 
引
き
、
 
殘
り
 
四
百
 
拾
 六
 俵
餘
を
 
以
て
 
七
ケ
 
年
賦
に
 
償
却
す
 
ろ こ

と
と
 
な
っ
た
 

こ
の
 
犬
 案
件
の
 

一 段
落
と
 
共
に
、
 
家
財
 
道
具
 
を
寶
 
却
し
、
 
約
 拾
 町
 許
の
 
田
地
の
 
牧
人
 
を
 以
て
、
 
他
の
 
借
財
 
參
千
 
四
百
 

..餘 兩
に
充
 
つ
ろ
 
こ
と
と
 
な
っ
た
 
が、 

貸
付
金
の
 
回
牧
 
と、 

家
計
の
 
餘
財
 
に
て
 
種
々
 
の 借

財
 
を
返
濟
 
す
ろ
 
こ
と
に
 
承
認
 
を
 

. 得
て
、
 
十
ケ
 
年
間
 
位
に
 
無
 借
と
 
な
ろ
 
計
算
 
を
 立
て
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

こ
の
 
融
通
 
金
 は 小

 田 原
钍
法
 
中
の
 
報
德
 
金
と
、
 
川
 崎
屋
の
 
親
族
 
並
に
 
川
 崎
屋
の
 
篤
志
 
加
 人
 金
と
 
を 流

用
し
た
 
も
の
で
 

あ
ろ
が
、
 
そ
の
 
擔
保
 
と
な
っ
た
 
年
期
 賣
渡
 
田
地
 參
拾
 
壹
町
餘
 
は、 

小
 田 原

よ
り
 
人 を 遣

し
て
 
實
 地
を
檢
 
し、 

境
界
 
を 明

 

か
に
し
、
 
精
密
に
 
擔
 保
の
 
實
 あ
ら
し
む
 

る 様
 努
め
ら
れ
た
。
 

こ
れ
 
は 未

だ
 
充
分
 報
德
敎
 
化
の
 
徹
底
せ
 
ざ
ろ
 
時
代
に
 
厳
に
 

. 施
す
べ
き
 
手
段
で
あ
っ
た
。
 

多
 S の

钍
 法
ば
 
年
次
 
納
入
 
さ
へ
 
出
来
れ
ば
 
極
め
て
 
簡
單
 
で
あ
っ
て
、
 
殊
に
 
約
束
の
 
年
限
 
も
な
 
く、 

利
率
 
も 定

め
ら
れ
 

」 ず、 
無
利
息
 
貸
付
の
 
如
き
 
表
彰
 
仗
 法
で
 
な
い
か
ら
、
 

一
年
 に
て
も
 

n 十く
 返
納
し
て
 
こ
れ
 
を 完

了
す
べ
き
 
笞
 で
あ
ろ
。
 
然
 

る
に
 
事
實
は
 
之
に
 
反
し
て
 
年
々
 
幾
分
 
は 納

入
し
た
 
が
 完
納
と
 
は
な
ら
な
い
。
 

報
 德
金
千
 
參
百
八
 
拾
 九
 兩
參
分
 
を
 十
ケ
年
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と
す
れ
ば
、
 

年
々
 

百
參
 

拾
八
兩
 

餘
を
納
 

人
す
 

ろ
か
、
 

擔
保
 

m 
地
の
 

牧
得
米
 

巾
よ
り
 

米
 

四
百
 

拾
 

六
 

俵
 

宛
を
納
 

人
す
べ
き
 

て 
あ
ろ
が
、
 

永
年
 

習
慣
の
 

生
活
 

を
 

分
 

度
に
 

合
致
す
 

ろ 
こ
と
 

を 
得
ず
 

し
て
、
 

漸
く
 

返
納
し
た
 

金
額
 

は 
、天
 

保
 

十
 

一 
一
年
よ
り
 

嘉
 

永
 

二
 

年
ま
で
 

九
ケ
 

年
間
に
 

八
 

百
 

六
 

拾
 

七
兩
參
 

分
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

殘
金
五
 

百
 

贰
拾
兩
 

を
 

翌
嘉
永
 

三
年
 

一 
ケ 

年
に
 

納
入
す
 

る
が
 

如
き
 

は、
 

從
來
 

年
賦
 

金
 

延
滞
の
 

事
 

實
に
微
 

す
ろ
 

も 
不
可
能
な
 

こ
と
 

は 
明
か
で
 

あ
る
。
 

そ
れ
 

故
弘
 

化
の
 

頃
か
ら
 

徐
々
 

に 
督
促
せ
ら
れ
、
 

弘
化
 

三
年
 

閏
 

五
月
 

彌
次
 

右
衛
門
 

死
亡
 

後
 

は、
 

枠
 

藤
 

五
郎
に
 

厳
重
な
 

催
促
 

を 
加
 

へ
ら
れ
た
 

が
、
 

親
族
 

間
 

. の
負
愤
 

返
納
 

延
引
 

も 
あ
り
、
 

保
證
の
 

責
任
 

も
果
 

し
か
ね
た
。
 

彌
次
 

右
衛
門
 

は 
餍
 

々
小
 

田 
原
野
 

州
 

を
往
來
 

し
て
 

敎
を
 

聞
き
、
 

藤
 

五
郎
 

は
相
當
 

長
期
に
-
 

1
 

つ 
て
 

報
德
仕
 

法
の
 

實
習
 

を
し
 

た
け
れ
 

ど
も
、
 

元
來
 

富
家
に
 

育
ち
、
 

親
族
 

間
の
 

貸
借
 

關
 

係
と
、
 

一
家
 

仕
 

法
の
 

機
會
に
 

利
す
 

ろ 
所
 

あ
ら
ん
と
 

す
ろ
 

風
習
と
 

相
 

絡
み
、
 

往
來
數
 

回、
 

協
議
、
 

約
束
 

幾
度
 

か
變
更
 

し
て
、
 

嘉
永
四
 

年
 

八
月
、
 

年
々
 

百
 

五
 

拾
兩
宛
 

七
ケ
年
 

納
入
し
、
 

元
金
 

並
に
 

謝
禮
納
 

人
と
 

な 
す
 

ベ 
き 

旨
 

申
出
た
。
 

從
來
 

約
束
が
 

反
古
と
 

な
ろ
 

例
 

多
 

か
り
し
 

を
 

以
て
、
 

先
生
 

は
 

承
認
せ
ら
れ
 

な
か
 

つ
た
が
、
 

是
非
 

こ
れ
に
て
 

と
て
 

從
來
 

の
顚
 

末
と
 

謝
意
と
 

を
 

記
し
た
.
 

願
書
 

を
 

差
 

出
し
て
 

引
取
っ
た
。
 

r
 

く 
仕
 

法
が
 

人
り
 

縫
れ
 

た
の
 

は、
 

多
 

田 
一 
族
 

は
報
德
 

無
利
息
 

金
の
 

借
用
 

中
に
 

资
產
を
 

整
頓
し
、
 

餘
カ
を
 

生
じ
た
 

ろ 
上
 

に
て
 

返
金
 

せ
ん
と
 

希
望
し
た
 

ろ 
も、
 

元
 

來
報
德
 

金
 

は 
無
利
息
の
 

恩
 

金
に
 

つ
き
、
 

調
査
 

出
來
 

次
第
 

返
納
し
て
 

他
の
 

報
德
仕
 

法
に
 

推
讓
 

す
ろ
 

を 
原
則
と
 

す
ろ
 

を 
以
て
、
 

懇
願
と
 

督
促
と
、
 

私
益
と
 

公
益
と
の
 

喰
 

S
 

ひ
で
 

あ
ろ
。
 

嘉
永
 

三
年
 

十
 

一 
一月
 

十一
 

一日
、 

先
生
よ
り
 

多
 

田 
藤
 

五
郎
に
 

宛
て
 

送
ら
れ
た
 

「
御
 

百
姓
 

永
久
 

相
 

續
方
並
 

殘
趣
法
 

田
畑
 

世
話
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为
 

議
定
 

窖
」
 

は、
 

多
 

田
家
の
 

钍
 

法
の
 

最
初
よ
り
の
 

顚
 

末
を
詳
 

に
し
、
 

殘
 

り
の
 

報
德
金
 

返
金
に
 

關
 

す
ろ
 

仕
 

法
 

を 
授
け
た
 

長
 

文
の
 

書
類
で
 

あ
る
が
、
 

そ
の
 

中
に
 

现
解
を
 

含
め
て
 

報
德
の
 

趣
旨
 

を
 

明
か
に
 

し
た
ろ
 

敎
訓
が
 

幾
 

ケ
所
も
 

記
さ
れ
て
 

あ
ろ
。
 

- 

例
へ
ば
 
六
十
 
ケ 年

の
 
分
 度
 を 以

て
 
§
を
 
行
 ふ
 方
 §
 
示
し
 
そ
の
 
末
 段
に
 
至
っ
て
 
次
の
 
通
り
に
 
誡
 め
て
 
あ
る
。
 

「
家
 

毎
銘
 

* 
時
に
 

よ
り
 

節
に
 

隨
ひ
、
 

S
S
 

あ
り
、
 

叉
 

精
 

不
精
 

あ
り
、
 

譬
 

へ
ば
 

春
 

直
に
 

生
じ
て
 

秋
 

冬
に
 

實
 

法
ろ
 

も
の
 

あ
 

り、
 

秋
 

冬
に
 

生
じ
て
 

春
 

夏
に
 

實
 

法
ろ
 

も 
あ
り
、
 

此
 

故
に
 

春
 

夏
に
 

眷
 

す
ろ
 

も
の
 

は 
春
 

夏
耘
り
 

耕
し
 

肥
 

灰
 

養
 

ひ、
 

米
穀
 

を 取
增
候
 外、 國

家
之
 衣食、 財 用 之 出 道

 無 之 候 間、 眼
前
 本
業
 致 出精、 心 掛

§
、
 詰
り
 村
爲
 にも 相 成 候 

奢
、
 

其
 

誠
意
に
 

隨
ひ
取
 

立
 

遣
し
 

可
 

申
 

候
、
 

若
 

叉
 

家
業
 

を 
怠
り
 

弊
風
に
 

流
、
 

致，
， 

困
 

翁
 

『
田
畑
 

配
當
溃
 

に 
及
び
 

條
 

も
の
 

は、 
前
條
の
 
割
合
 
を 以

て
、
 
子
孫
 
永
々
 
取
 立. 遣

し
 
候
 は
ば
、
 
鰥
寡
 
孤
獨
は
 
勿
論
、
 
村
中
惣
 
軒
別
 
八
 拾
 六
 軒
、
 
大
小
 
之
 

ギ 

御
 百
姓
、
 
永
久
 
萬
 代
相
减
 
じ
不
レ
 申
：
：
、
 
古
語
：
 n 民

 惟
 邦
 本
、
 
本
 固
 邦
 寧
と
 
宣
り
。
 
其
 餘
德
ぁ
 
ら
ば
 
壹
畝
壹
 
歩
 宛
 

一 

. 
も 荒

 地
 起
 返
し
、
 
年
々
 

一 粒
 宛
 も
取
增
 
し、 

度
 外
 之
 產
財
を
 
以
て
 
相
互
に
 
助
 合
、
 
去
ろ
 
弘
化
四
 
年
 伺
 濟
相
成
 
居
候
 雛
 

形 通り
 

年々
 

繰返
し 

取 立 遣し
 

候 付、
 

：：
 

正に
 

H<
 

より
 

降り
 

來 ろが
 

如く
、 

叉 地よ
り 

湧出
る 

が 如く
、 

內外
 

致，
 

一 

潤
澤
,
 

. . . • 何
方
 
迄
 も 急

 度
 立
直
り
 
可
 申
 候. . ：」 

か
く
て
 
嘉
永
四
 
年
に
 
は
擔
 保
の
 
田
地
 
は 

一 應
 本
人
に
 
下
 渡
さ
れ
、
 
田
德
 
に
よ
っ
て
 
返
納
 
を
確
實
 
に
す
 
ろ こ

と
 
を 誓

つ
 

ノ
 

た。 
そ
の
後
 
完
全
に
 
年
度
 毎
に
 
實
行
 
し
た
と
 
い
ふ
 
書
類
 
は
踐
 
つ
て
 
居
な
い
 
が
、
 
安
政
 
三
年
の
 
田
畑
 
高
 反
 刖
仕
譯
 
御
請
 
印
 

帳
に
 
よ
れ
ば
 



1 、 
九
 町
 贰
畝
歩
 
 

多
 田 元

 次
 郞
暮
方
 
分
 

1 、 
贰
拾
四
 
町
 參
反
贰
 
拾
 六
 歩
 

報
德
 
返
納
 
並
 恩
 謝
 別
途
 分
 

1 、 
八
 町
 壹
反
九
 
畝
參
歩
 
 

元
 次
 郞
娣
聲
 
藤
兵
衞
 
へ 讓
分
 

計
 四
 拾
 壹
町
五
 
反
 壹
畝
贰
 
拾.^ 歩

 

と あ
り
、
 
更
に
 
「
願
 之
 通
り
 
御
 聞
濟
被
 

n 成
 下
 置
 一」 

と あ
る
か
ら
、
 
始
め
て
 
先
生
の
 
認
 許
せ
ら
れ
 
た
る
 
分
 度
 確
立
に
 
て
 

未
納
 
元
金
 
並
に
 
相
 當
の
謝
 
禮
金
を
 
納
入
す
 
ろ 基

礎
 
を 定

め
た
。
 
し
か
し
 
こ
れ
が
 
何
年
に
 
至
っ
て
 
完
了
し
 
た
か
は
 
明
か
で
 

な
、
 
が
、
 
文
 久
慶
應
 
の 間

に
 
元
金
が
 
皆
濟
 
と
な
り
、
 
明
治
の
 
初
年
 
何
程
 
か
の
 
謝
意
 
を 表

し
た
 
と
い
 
ふ
 多
 田
よ
り
 
差
 出
し
 

た
 報
告
が
 
あ
ろ
か
ら
、
 

こ 
A に 長

年
 
w 間

 子
孫
の
 
負
ひ
來
 
つ
た
 責
任
 
を
果
 
し
た
 
も
の
と
 
a
 ゆ
ろ
。
 

一二 
韮
 山
 附
近
の
 
仕
 法
 

韮
 山
の
 
仕
 法
 は 多

 田
の
 
引
替
 
金
 上
納
 
一
件
 を 中

心
と
す
ろ
 
も
の
で
あ
っ
て
、
 
其
 他
 は
極
簡
 

單
 な
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
そ
の
 
始
 未
の
 
案
外
 簡
明
に
 
進
ん
だ
 
も
の
 
は 朝

日
 
與
右
衞
 
門
の
 
仕
 法
で
 
あ
ろ
。
 

朝
日
 
與
右
衞
 
門
 は
三
嶋
 
宿
の
 
豪
家
で
あ
っ
て
、
 

多
 H と 同

じ
 
顷
に
吹
 
直
し
 
金
銀
 
引
替
 御
用
 
を
 仰
 付
け
ら
れ
て
 
居
た
 

而
 し
て
 
當
 世
の
 
弊
風
に
 
染
み
て
 
是
亦
 
借
財
 
增
 加
し
、
 
御
 種
 金
の
 
上
納
 
を 怠

ろ
 
に 至
っ
た
。
 
 

、 

負
 》
 の
總
額
 
は、 

天
 保
 十
二
 
年
の
 
調
に
 
よ
れ
ば
、
 
金
 贰
千
九
 
百
 四
 拾
 參
兩
贰
 
歩
、
 
そ
の
 
內
六
百
 
七
 拾
 兩
が
御
 
引
替
 
上
 

納
殘
 
額
で
 
あ. ろ。 

こ
の
 
家
産
の
 
危
 期
を
脫
 
せ
ん
が
 
爲
に
、
 
報
 德
の
仕
 
法
 を
 仰
が
ん
 
と
し
た
 
こ
と
 
は、 

寧
ろ
 
多
 田
よ
り
も
 

早
か
っ
た
。
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天
 保
 十
 年
 六
お
！
 
一十 九

 曰
の
 
書
狀
 
等
に
 
よ
れ
ば
、
 
同
年
 
舂
、
 
先
生
 
を
訪
 
ひ、 

非
常
の
 
肝
銘
 
を
 受
け
、
 
往
路
と
 
歸
途
と
 

は
 生
れ
 
替
 つ
た
 
如
き
 
心
境
に
 
生
き
ろ
 
様
に
な
つ
 
た
と
 
あ
ろ
か
ら
、
 
非
常
な
 
隨
 喜
の
 
淚
を
霑
 
し
て
 
居
る
。
 

朝
日
が
 

始
め
て
 

訪
問
し
た
 

時
 

は 
上
納
金
 

拜
 

借
の
 

事
の
 

み
で
 

は
な
く
、
 

一 
 

家
 

仕
 

法
の
 

總
括
的
 

指
導
 

を
受
 

く
ろ
に
 

あ
っ
た
 

が
、
 

無
論
 

上
納
金
の
 

事
 

は 
重
要
事
項
で
あ
っ
た
。
 

家
 

產
は
參
 

拾
 

四
 

町
 

九
 

反
餘
、
 

千
 

五
拾
贰
 

俵
の
 

作
德
 

米
で
 

あ
ろ
か
ら
、
.
 

分
 

度
 

を 
確
立
 

す
れ
ば
 

處
理
 

の
っ
か
ぬ
 

程
度
で
 

は
な
い
。
 

然
る
に
 

引
替
 

種
 

金
 

上
納
の
 

割
當
額
 

未
定
の
 

分
 

も 
あ
り
、
 

他
に
 

訴
訟
事
件
 

も
あ
っ
て
、
 

御
钍
 

法
の
 

遂
行
 

も 
上
納
 

傘
の
 

皆
 

濟
も
 

延
引
 

を 
重
ね
た
。
 

漸
く
 

天
 

保
 

十一
 

一
年
に
 

至
り
、
 

小
 

田 
原
 

藩
士
 

を
 

便
り
て
 

報
德
仕
 

法
の
 

正
式
 

俄
 

願
と
 

な
り
、
 

小
 

田 
原
 

藩
士
 

山
 

崎
、
 

男
澤
の
 

周
旋
に
 

よ
り
、
 

韮
 

山
 

江
川
 

家
の
 

手
代
の
 

松
 

岡
よ
り
も
 

懇
望
せ
ら
れ
、
 

漸
く
 

翌
年
に
 

至
り
、
 

村
民
 

十
 

七
 

人
の
 

保
證
を
 

以
て
、
 

川
 

崎
 

屋
钍
法
 

金
よ
り
 

融
通
 

せ
ん
と
し
 

た
が
、
 

往
來
數
 

次
 

他
よ
り
 

低
利
の
 

周
旋
が
 

成
功
し
、
 

爾
後
 

年
次
 
償
還
が
 
行
 は
れ
て
 
雛
 形
 通
り
 
完
了
し
た
。
 

韮
 

山
領
內
 

に
て
 

は 
他
の
 

仕
 

法
 

志
願
者
が
 

少
 

く
な
か
っ
た
。
 

江
川
の
 

手
代
で
あ
っ
た
 

町
 

田
 

時
 

右
衛
門
が
 

報
德
 

志
願
者
と
 

な
り
 
三
 嶋
驛
の
 
市
 兵
衞
、
 
並
に
 
そ
の
 
本
家
 
甚
左
衞
 
門
 も、 

H< 保
 十
三
 
年
に
 
懇
望
し
た
。
 
し
か
し
 
先
生
 
幕
臣
と
 
な
っ
た
 
時
 

で
あ
ろ
 

か
ら
、
 

そ
の
 

多
忙
 

は 
極
度
で
あ
っ
て
、
 

他
の
 

仕
 

法
な
 

ど
に
 

は 
手
 

も
つ
 

け
ら
れ
な
か
っ
た
 

も
の
と
 

見
 

ゆ
ろ
。
 

■ 
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第
 
十
四
 
章
 

下
 
館
の
 

仕
 
法
 

1 
發
端
、
 
下
 館
領
仕
 
法
の
 
必
要
 

下
 館
の
 
仕
 法
 は 他

の
 
多
く
の
 
仕
 法
に
 
於
け
 
ろ 如

く
、
 
領
主
 領
民
 
共
に
 
窮
迫
し
、
 

殊
に
！
 K 保

 七
 年
の
 
饑
饉
に
 
よ
っ
て
 

一 曆
 困
憊
し
、
 
そ
の
 
救
急
 方
法
に
 
苦
惱
 
し
つ
 

A あ
っ
た
 
所
へ
、
 
近
鄕
 
櫻
町
镇
 

濟
の
 

じょ i 

成
績
に
 
感
じ
、
 
上
下
 共
に
 
羨
望
し
、
 
藩
の
 
當
局
 
は
取
敢
 
へ
ず
 H< 保

 八
 年
 八
月
 
十
七
 
日 高

 田 尉
 右
衛
門
 
を
 櫻
 町
に
 
遣
し
、
 

下
 館
 藩
の
 
窮
迫
 
を 救

 は
ん
こ
と
 
を 求

め
た
。
 

や 
だべ 

ちで ぎ 

當
時
 
先
生
 
は 旣

に
靑
 
木
 村
 始
め
、
 
谷
 田 部、 茂

 木、 烏
 山
 等
の
 
依
頼
に
 
應
じ
、
 
特
に
 
小
 田 原

 铽
內
の
 
救
濟
に
 
奔
走
し
、
 

こ
れ
 
日 も 足

ら
 
ざ
ろ
 
狀
沉
 
で
あ
り
、
 
な
ほ
 
ま
た
 
一
藩
 镇
內
の
 
仕
 法
 を
 實
施
發
 
業
す
 
ろ こ

と
 
は 容

易
な
ら
 
ざ
ろ
 
こ
と
で
 
あ 

つ
て
 
到
底
 應
じ
 
難
し
と
 
謝
絶
せ
ら
れ
 
た。 

然
 ろ
に
 
下
 館
 藩
の
 
事
情
 
は 

一, 兩 回
の
 
謝
 絡
 位
に
 
て
 退
去
す
 
ろ 程

度
の
 
困
難
で
 

な
く
、
 
ま
た
 
櫻
 町
の
 
成
績
に
 
感
じ
 
決
意
し
た
 

ろ 熱
意
 
甚
だ
 
強
か
っ
た
。
 
故
に
 
屢
々
 
來
 つ
て
 懇
望
し
た
 
が
、
 
先
生
 
は 同

年
 

十
二
月
よ
り
 
ま
た
 
小
 田 原

へ
 
赴
か
れ
た
 
の
で
、
 
仕
 法
 引
受
の
 
交
 涉
は
遲
 
々
と
し
て
 
進
ま
な
か
っ
た
。
 
併
し
 
こ
の
 
交
 ％
に
 

當
 つ
た
 衣
笠
 兵
大
夫
 
並
に
 
高
 田 等

 は 先
生
 
を
 訪
問
す
 
る 度

 毎
に
、
 
そ
の
 
封
 話
に
 
よ
っ
て
 
授
け
ら
れ
た
 
報
德
談
 
は、 

重な. 

ろ
に
 
隨
 つ
て
 感
謝
の
 
度
 を 深

く
 
し、 

益
々
 
報
 德
仕
法
 
を
 熟
 求
せ
 
し
め
ろ
 
熟
が
 
上
っ
た
。
 

玆
に
下
 
館
 藩
を
撿
 
す
ろ
 
に、 

當
 時
の
 
城
主
 
石
 川
 氏
 は、 

龜
 山
の
 
城
主
 
石
 川
 家
の
 
分
家
に
 
て、 

德
川
 
氏
の
 
初
期
に
 
は 伊
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勢
の
 
神
戶
 

一 萬
 石
を
領
 
し、 

河
內
石
 
川
 郡
壹
萬
 
石
加
增
 
あ
り
、
 
享
 保
の
 
末
 下
 館
 城
に
 轉
じ
、
 
河
内
の
 
兼
 領
は
其
 
儘
で
 
あ
 

つ
た
。
 
下
 館
 は 常

陸
眞
 
壁
郡
內
 
三
十
 
ケ
村
壹
 
萬
 三
千
 
石、 

河
 內
石
川
 
郡
 内
 十
八
 
ケ
村
、
 
古
市
 
郡
內
 
四
十
 
ケ
村
、
 
合
計
 
貳
 

萬
 三
千
 
石
で
あ
っ
た
。
 
關
西
は
 
由
來
豐
 
凶
の
 
差
が
 
少
 い
が
、
 
關
東
及
 
東
北
に
 
は
 屡
々
 
凶
年
が
 
來
ろ
。
 
往
昔
 
を
 鑑
み
ろ
 
に、 

享
 保
の
 
頃
 は 下

 館
管
內
 
人
口
 
約
 壹
萬
餘
 
人、 

文
政
 
H< 保

の
 
頃
に
 
は 六

 千
人
內
 
外， と

な
り
、
 
領
主
の
 
負
 债
も
新
 
古
 合
計
 
三
 

萬
 三
千
 
九
 百
 餘
兩
、
 
そ
の
 
利
息
 
千
 五
 百
 九
 拾
餘
兩
 
で
あ
っ
た
。
 
而
 し
て
 
牧
納
租
 
人
よ
り
 
年
々
 
の 必

要
 
經
費
を
 
控
除
 
す
れ
 

ば、 
僅
に
 
五
 百
 九
拾
餘
 
兩
を
剩
 
す
の
 
み
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
利
彿
 
と
し
て
.
^
 
百
 餘
兩
の
 
不
足
で
 
あ
ろ
。
 
故
に
 
年
賦
 
償
還
 
金
 及
 

元
利
 
支
 拂
の
爲
 
に は 千

 六
 百
 餘
兩
の
 
不
足
と
 
な
る
べ
き
 
で
^
っ
た
。
 

然
る
に
 
從
來
の
 
取
扱
 
振
 を 見

る
 
に、 

必
要
の
 
場
合
に
 
は 都

合
の
 
つ
い
た
 
金
銀
 
を
 以
て
 
支
拂
 
は
れ
、
 
計
畫
 
も
な
 
く
無
軌
 

道
に
 
出
納
せ
ら
れ
 
た
か
ら
、
 
^
'
々
不
足
 
を
 生
じ
 
こ
れ
 
を
 補
足
す
 
ろ
に
 
新
 借
 を 以

て
し
、
 
終
に
 
天
 保
 九
 年
の
 
如
き
 
は
牧
納
 

全
部
が
 
先
納
 先
々
 
納
 又
は
 
借
財
 
を
 以
て
、
 
年
賦
 
利
拂
 
等
に
 
殘
ら
 
ず
支
拂
 
は
れ
ろ
 
こ
と
 

i な
り
、
 
翌
年
の
 
經
 费
に
充
 
つ
る
 

準
備
 
は 

一 切
 無
く
、
 
藩
士
の
 
給
與
 
全
然
 方
法
な
 
き
に
 
至
っ
た
。
 

> 故
に
 
天
 保
 丸
 年
 九
月
、
 
先
生
が
 
櫻
 町
に
 
歸
ら
る
 

A を
 待
ち
受
け
、
 
衣
笠
 
兵
 太
夫
 
以
下
 
詰
 切
り
に
 
て
 懇
願
し
た
。
 
衣
笠
 

は
實
 
直
に
し
て
 
慈
惠
、
 
藩
 內
頗
ろ
 
人
望
 
あ
り
、
 
君
 國
の
將
 
來
を
憂
 
ひ、 

藩
主
 
亦
 犬
に
 
之
 を 信

認
し
た
。
 
故
に
 
特
に
 
命
じ
 

て
 

町
に
 
至
ら
し
 
め
た
。
 
始
め
 
天
 保
 八
 年
 十
月
 
十
二
 
日 兵

 太
夫
 推
參
 
す
ろ
 
や、 

先
生
 
事
務
 繁
劇
な
 
ろ を 以

て
 
之
 を 

固
辭
 
し
た
が
、
 
衣
笠
 
少
し
も
 
不
満
の
 
色
な
 
く、 

賢
人
の
 
人
に
 
接
す
る
 
斯
の
 
如
き
 
こ
と
 
あ
る
 
は 古

來
の
 
常
な
 
り、 

吾
 君
命
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を
 受
け
て
 
來
た
 
目
的
 
を
 達
す
ろ
 
能
 は ざ

ろ
 
も、 

再
三
 
往
 い
て
 
君
 侯
の
 
敬
禮
 
信
義
 
を 通

ず
 
ろ
に
 
努
め
ん
 
の
み
と
、
 
^
川
 
侯
 

亦
 之
を
肯
 
じ、 

こ
れ
 
予
が
 
誠
意
の
 
通
ぜ
 
ざ
ろ
 
が
爲
 
で
あ
ら
う
、
 
再
三
 
往
 い
て
 
信
義
 
を
通
ぜ
 
よ
と
。
 

さね
 

^
さ
 
 

_  
, 

衣
笠
 
こ， -に 於

て
 
再
び
 櫻
 町
に
 
至
り
 
頻
に
 
懇
願
す
、
 
先
生
 
止
む
 
事
 を 得

ず
 
し
て
 
面
會
 
せ
ら
れ
た
。
 
衣
笠
 
大
に
 
喜
ん
 
て 

曰、 
「
我
が
 
藩
 連
年
 艱
難
 
加
 は
り
、
 
借
財
 
數
萬
兩
 
に 及

び
、
 
元
利
 
共
に
 
ま
拂
ふ
 
方
法
な
 
く、 

年
々
 
新
 借
 を
 以
て
 
辛
う
じ
て
 

急
を
辨
 
ず
ろ
 
狀
況
 
で、 

增
借
 
年
に
 
重
な
り
、
 
旣
に
^
 
士
 の
給
與
 
扶
助
の
 
途
絶
え
、
 

一 昨
年
の
 
凶
作
 
以
來
 
全
く
 
亡
國
の
 

情
勢
と
 
な
っ
た
。
 
上
下
 共
に
 
百
計
 焦
慮
し
 
つ A あ

ろ
 
も、 

凡
人
の
 
計
圖
 
如
何
と
 
も
す
べ
か
ら
ず
、
 
君
 侯
 寢
食
を
 
安
ん
 

I 

ぜ
ず
 幸
に
 
高
德
 
仁
術
の
 
良
法
 
を 聞

い
た
 
の
で
、
 
我
等
 
を
し
て
 
昨
年
 來
欣
慕
 
懇
願
せ
 
し
め
ら
れ
た
 
次
第
で
、
 
是
非
 
先
生
 

1; 

の 尊
 諭
 を
 受
け
 
こ
の
 
艱
難
 
を 除

き
、
 
上
下
 
安
泰
 
以
て
 
忠
孝
の
 
道
を
盡
 
し
た
し
、
 
願
く
 
は 下

 館
 君
民
の
 
困
苦
 
を
 憐
み
再
 

一 

煤
 安
堵
の
 
良
法
 
を 御

 授
け
 
願
 ひ
た
い
」
 

と。 
先
生
 
曰、 

「
余
 は
こ
の
 
櫻
 町
 領
に
仕
 
法
 を
 講
じ
、
 
治
 政
の
 
耍
道
 
を
盡
す
 
こ
と
 
を 命

ぜ
ら
れ
て
 
來
り
、
 
そ
の
 
任
務
に
 
膺
 つ
て
 
居
る
 

が
、
 
不
敏
に
 
し
て
 
君
命
 
を
 辱
め
ろ
 
樣
な
事
 
も あ

ら
う
 
か
と
 
恐
れ
て
 
居
ろ
。
 
何
 を 以

て
 
他
の
 
侯
伯
の
 
委
託
 
を
 受
け
 
そ
の
 

艱
苦
 
を
 除
く
 
餘
 力
が
 
あ
ら
う
。
 
小
 田 原

の
 
先
君
 
こ
の
 
地
の
 
W
 興
 を
 命
ぜ
ら
れ
た
 
が、 こ

れ
 
を
辭
 
す
ろ
 
こ
と
 
三
ケ
 
年、 そ 

の 間
 御
 下
命
 
は
彌
々
 
急
切
で
あ
っ
た
。
 

故
に
 
止
む
 
こ
と
 
を 得

ず
 
し
て
 
此
 地
に
 
來
 つ
た
。
 
先
君
 
小
 田 原

 侯
 は
璦
々
 
小
 田 
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原
領
の
 
再
興
に
 
就
て
 
御
下
問
が
 
あ
っ
た
。
 
余
 は 

『. 小 田 原
 上
下
の
 
勢
 四
季
 中
の
 
秋
に
 
當
 つ
て
 
居
ろ
 
と 申

す
べ
き
 
か
 

そ
れ
 
秋
 は 百

 穀
^
 
熟
し
、
 
一 ケ 年

中
 
生
活
 
上
 最
も
 
優
な
 
時
で
 
あ
ろ
。
 
小
 田 原

 近
時
の
 
情
勢
 渐
く
 餘
裕
を
 
生
じ
、
 
年
來
の
 

艱
難
 
を
 知
ら
ず
、
 
藩
 吏
 歳
出
 
不
足
 
を 生

ず
れ
ば
 
賦
稅
を
 
重
く
 
し、 

目
前
の
 
逸
樂
を
 
好
み
、
 
國
 本
を
簿
 
く
し
て
 
末
 を 厚

 

く
す
 
る こ

と
 
を 主

と
し
て
 
居
ろ
。
 
ま
た
 
こ
れ
 
を 病

人
に
 
譬
 ふ
れ
ば
 
逆
上
の
 
疾
の
 
如
し
と
 
い
ふ
べ
き
 
で
あ
る
、
 

一
身
の
 

氣
カ
 
頭
上
に
 
登
り
、
 
雨
足
 
冷
 寒
血
氣
 
下
方
に
 
循
環
せ
 
ず
し
て
 
重
病
と
 
な
ろ
。
 
こ
れ
 
を
 治
療
す
 
る
に
 
は 上

氣
を
 
下
し
 兩
 

足
 を
し
て
 
温
暖
な
ら
 
し
め
、
 
頭
寒
足
熱
、
 
血
 氣
を
總
 
身
に
 
循
環
せ
 
し
め
ね
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
今
 下
民
 艱
難
し
て
 
米
 粟
 を 度

 

^'こ 钠
 め
さ
 
^、 

納
稅
の
 
成
績
 
良
け
れ
ば
 
一
藩
 大
 幸
と
 
悅
ぶ
、
 
危
き
 
道
に
 
身
 を
 置
き
な
が
ら
、
 
安
全
な
 
り
と
 
す
る
 
類
 

で
あ
る
。
 
こ
の
 
憂
 を
 除
か
ね
ば
 
無
窮
の
 
平
安
 
は 得

難
い
 
こ
と
で
 
あ
る
、
 
治
平
の
 
方
 は 上

 を
 損
し
て
 
下
 を
 益
し
、
 
大
仁
 

を
 下
し
て
 
ド
民
を
 
撫
育
し
、
 
國
民
 
を
し
て
 
裕
 な
ら
し
め
ば
、
 
逆
上
の
 
憂
 息
 去
っ
て
 
國
本
 
固
く
 
上
下
 安
泰
な
る
 
は 明

か
 

で
あ
る
。
 
然
れ
 
ど
も
 
一
藩
の
 
氣
風
 
を
し
て
 
民
 を
 憂
 ひ、 

自
ら
 
艱
難
に
 
安
ん
 
ず
ろ
 
と
い
 
ふ
に
 
至
ら
し
 
む
る
 
は 容

易
で
 
な
 

、-。 
故
に
 
道
 は 誠

に
 善
美
で
 
あ
っ
て
も
、
 
今
日
の
 
人
情
に
 
て
 は 行

 は
れ
 
難
い
、
 
自
然
に
 
艱
苦
の
 
時
に
 
遭
遇
 
す
れ
ば
 
こ 

の 法
の
 
行
 は
れ
る
 
こ
と
が
あ
ら
う
。
 
强
て
 
秋
に
 臨
み
て
 
春
の
 
道
 を
 施
さ
う
 
と
す
る
と
 
も、 

事
 成
ら
ず
 
し
て
 
却
て
 
憂
 息
 

を
 生
ず
る
 
か
も
 
知
れ
な
い
。
 
良
法
 
あ
り
と
 
も そ

の
 
時
に
 非
 ざ
れ
ば
 
如
何
と
 
も
し
 
難
し
』
 

と 一 W 上
し
た
。
 

そ
れ
 
衰
 貧
の
 
起
ろ
 
所
 必
ず
 根
源
が
 
あ
ろ
。
 
其
 本
 を 察

し
な
い
で
 
徒
に
 
目
前
の
 
憂
 を 除

か
う
 
と 欲

す
ろ
 
は、 

却
っ
て
 

こ
の
 
方
法
 
を
ラ
 
ふ
が
 
故
に
 
カ
を
盡
 
し
て
 
益
よ
 
そ
の
 
憂
の
 
增
培
 
す
る
 
こ
と
が
 
甚
だ
 
多
い
。
 
今
 下
 館
 侯、 

夭
 下
の
 
諸
侯
と
 



し
て
 
祿
贰
萬
 
石
 を 領

し
給
 
ふ。 

然
し
て
 
衰
 貧
の
 
極
に
 
至
ろ
 
こ
と
 
を 免

れ
な
い
な
ら
ば
、
 

小
 祿
 小
 給
の
 
も
の
 
誰
か
 

一 人
 

こ
の
 
世
に
 安
泰
 
を 保

つ
 
こ
と
 
を 得

べ
き
 
か。 

詣
侯
 
に
し
て
 
歳
出
の
 
道
な
 
し
と
 
稱
 す
ろ
 
憂
 息
に
 
遭
遇
し
た
 

ろ 所
以
 
は、 

そ
の
 
任
 を
 怠
っ
た
 
結
果
で
 
な
か
ら
 
う
か
。
 
諸
侯
の
 
任
 は 下

 百
姓
 
を
 安
ん
 
ず
ろ
 
を 以

て
 
本
務
と
 
す
る
、
 
而
 し
て
 
諸
侯
が
 

そ
の
 
經
常
，
 費
に
 
窮
 す
る
 
は、 こ

の
 
本
務
 
を 怠

っ
た
 
爲
 で
な
い
 
か。 

下
民
 
粒
々
 
辛
苦
の
 
米
 粟
 を 以

て
 
奢
侈
の
 
用
に
 
充
て
、
 

民
の
 
父
母
お
 
ろ
の
 
道
 を 忘

れ
た
 
る
が
 
爲
め
、
 
良
民
 
年
々
 
に
窮
 
し、 

農
 力
 を 失

 ひ、 
衰
 貧
に
 
陷
り
、
 
租
稅
减
 
少
し
て
 
上
 

下
 艱
^
と
 
な
る
、
 
な
ほ
 
そ
の
 
本
 を
 省
み
ず
 
し
て
 
坐
な
が
ら
 
商
賈
 
よ
り
 
財
 を 借

り
、
 
そ
の
 
不
足
 
を
 補
 は
う
 
と 計

り
、
 

分
の
 
分
限
 
を 察

し
 
分
 度
 を 立

つ
 
る
が
 
如
-
き
こ
 
と
な
く
、
 
借
財
 
は 概

し
て
 
國
 家
な
 
亡
す
 
の 纏

^
^
な
る
 
こ
と
 
を
 知
ら
 
ざ
ろ
 

一- 

が
 故
に
 
衰
 極
に
 
赴
く
、
 
 依
て
 
翻
然
と
 
し
て
 
此
 所
に
 
省
 慮
し
、
 
本
源
 
を 明

か
に
 
し
て
 
仁
政
 
を 行

 ふ
の
で
 
な
け
れ
ば
、
 
國
 

お 

の
袞
廢
 
を 擧

げ
永
 
安
の
 
地
 を
^
む
 
こ
と
が
 
出
來
 
な
い
」
 

と。 
衣
笠
 
こ
れ
 
を 聞

き
 
大
に
 
感
嘆
し
て
 
曰、 

「
嗚
呼
 
先
生
の
 
敎
導
 誠
に
 
至
れ
り
 
と
い
 
ふ
べ
き
 
で
あ
ろ
、
 
そ
れ
 
小
 m 原

 先
君
 
は 賢

 君
に
 
し
て
 
仁
義
の
 
道
 を 行

 ひ
 給
 ふ
 

こ
と
 
世
の
 
稱
 す
ろ
 
所
で
 
あ
る
、
 
然
 り
と
 
雖
も
小
 

ffl 原
の
 
時
勢
 旣
に
 
秋
に
 
當
り
、
 
仁
政
 
行
 は
れ
 
難
し
と
、
 
賢
君
疾
 
く
よ
 

り 大
志
 
を
 懷
き
纥
 
し
く
 
過
し
 
給
 ふ、 

上
に
 
賢
 君
 あ
り
 
下
に
 
先
生
あ
っ
て
、
 

而
 し
て
 
時
 至
ら
 
ざ
れ
ば
 
如
何
と
 
も
し
 
難
し
 

と X. ら -i、 
下
 館
の
 
時
候
 
は. 可

と
 
い
ふ
べ
き
 
か、 

赛. 夏
に
 
も あ

ら
ず
 
秋
に
 
も あ

ら
ず
、
 
正
に
 
嚴
冬
 
な
ろ
 
べ
し
 

如
何
 

に
し
て
 
こ の 憂

 を 除
く
 
事
 を 得

ん
、
 
衰
廢
 
極
ま
 
つ て 人

力
 
及
ば
ず
」
 



と、 
大
息
し
て
 
將
に
 
退
出
 
せ
ん
と
し
た
。
 
先
生
 
曰、 

「
然
ら
 
ず
、
 
小
 田 原

 は 秋
の
 
時
候
な
る
 
が
 故
に
 
人
 其
 目
前
の
 
利
 を
 利
と
 
し
て
 
仁
 道
が
 
行
 は
れ
 
難
 i
 の
で
 
あ
ろ
、
 
下
 館
 

は
旣
に
 
極
寒
で
 
あ
る
。
 
陰
極
れ
ば
 
一
陽
来
復
 
は 必

定
で
 
あ
る
。
 
上
下
 艱
難
 
を
^
め
 
困
窮
に
 
瀕
し
た
 
時
、
 
是
に
 
春
陽
の
 

道
 を 行

 は V 正
に
 
こ
れ
 
を
 行
 ふ
 ベ
 き
 時
が
 
來
て
 
居
る
 
の
で
 
は
な
い
 
か
」
 

と。 
衣
笠
 
忽
然
 悅
 び
て
 
E、 

二 
マ
 先
生
 
下
 館
 再
生
の
 
方
途
な
 
き
に
 
あ
ら
ず
 
と は、 

如
何
な
る
 
方
法
 
を
 行
 
ふ
べ
き
 
か
」
 

と。
 

先
生
 

曰
、
 
 

- 
. 

「
萬
 物
 
一 も 其

處
に
 
止
ま
る
 
こ
と
 
は
な
い
、
 
四
陈
の
 
循
環
す
 
ろ
が
 
如
く
で
 
あ
ろ
。
 
世
人
 
富
む
 
時
 は
 必
ず
 奢
に
 
移
り
、
 
奢
 

る 時
 は 

移
り
 
、貧 極

る
 
時
 は
 富
に
 赴
く
 
も
の
、
 
こ
れ
 自
然
の
 
道
で
 
は
な
い
 
か、 今

 下
 館
 貧
困
の
 
極
で
 
あ
ろ
、
 
然
 り
と
 

雖
も
 
君
臣
 共
に
 
心
 カ
を
盡
 
し、 擧

藩
 
一致、 

誠
意
 
誠
心
 
回
復
の
 
道
 を
 行
 は
ん
と
し
な
け
れ
ば
、
 
大
業
 
は 成

就
し
 
な
い
」
 

と！ i
 さ
れ
た
 
の
で
、
 
衣
笠
 
犬
に
 
感
じ
、
 
下
 館
に
 
歸
り
、
 
先
生
の
 
言
 を
 以
て
 
君
 侯
に
 
上
 一 百し

た
 
所
、
 
君
 侯
 犬
に
 
嘆
賞
し
 
群
 

臣
に
 
吿
げ
、
 
群
臣
 
も 亦

 之
に
 
感
じ
て
 
方
針
 確
立
と
 
そ
の
 
實
行
を
 
期
す
 
る
に
 
至
っ
た
。
 
卽
ち
 
先
生
の
 
應
對
 
は、 

漸
次
 
訓
話
 

よ
り
 
指
導
 
へ と 進

展
し
 
來
 つ
た
。
 

一一 
下
 館
 仕
 法
の
 
着
手
 並
 そ
の
 
指
導
 

奉
行
た
 
る 衣

笠
の
 
復
命
に
 
よ
り
 
石
 川
 侯
 犬
に
 
感
ず
ろ
 
所
 あ
り
、
 
家
老
 
上
牧
甚
 

五
太
 
夫
に
 
命
じ
；
 大
保
九
 
年
 十
月
 
奥
山
 
小
 
1 兵

衞
、
 
衣
笠
 
兵
 太
夫
 等
 を
 櫻
 町
に
 
遣
し
 
下
 館
 再
復
の
 
方
法
 
を
 懇
望
せ
 
し
め
た
 

さ 

—  349—' 
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先
生
 

到
底
 

及
ぶ
 

所
で
な
い
 

と
固
辭
 

せ
ら
れ
た
 

が
、
 

兩
士
の
 

切
願
に
 

封
し
、
 

「
余
 

は 
小
 

田 
原
の
 

教
臣
 

で
あ
る
、
 

何
 

を
 

以
て
 

他
の
 

諸
侯
の
 

政
事
に
 

關
與
 

す
ろ
 

こ
と
が
 

出
來
 

よ
う
か
。
 

ま
た
 

私
に
 

他
の
 

諸
侯
の
 

委
託
 

を 
受
け
る
 

と
い
 

ふ
こ
と
 

は、
 

小
 

田 
原
 

藩
士
と
 

し
て
の
 

道
で
 

は
な
い
、
 

元
 

來
小
田
 

原
 

先
君
の
 

命
に
 

よ
っ
て
 

こ
の
 

地
の
 

再
 

復
の
事
 

を
 

成
就
し
た
 

ろ
に
 

過
ぎ
な
い
。
 

故
に
 

こ
の
 

再
復
の
 

方
法
 

は 
小
 

田 
原
の
 

方
法
で
 

あ
る
、
 

先
君
 

旣
に
 

卒
去
し
 

給
っ
た
 

が
、
 

當
君
 

あ
り
 

徒
に
 

應
 

ず
べ
き
 

で
な
い
、
 

下
 

館
 

君
 

侯
 

國
家
再
 

輿
 

を
 

欲
し
 

給
 

ふ
な
ら
 

ば、
 

御
緣
戚
 

の
こ
 

と
で
 

も 
あ
り
、
 

か
た
ぐ
 

そ
の
 

趣
旨
 

を
 

小
 

田 
原
 

侯
に
 

通
じ
て
 

承
認
 

を
 

受
け
ら
れ
て
 

は
 

如
何
で
 

あ
ろ
 

か
」
 

と。
 

暗
に
 

仕
 

法
 

實
行
を
 

進
む
 

ろ 
方
策
 

を
 

指
導
せ
ら
れ
 

た
の
で
、
 

下
 

館
 

藩
よ
り
 

直
に
 

小
 

田 
原
 

侯へ
. 

仕
 

法
 

指
導
 

承
認
 

方
を
懇
 

望
し
た
。
 

小
 

田 
原
 

侯
よ
り
の
 

返
答
に
 

は、
 

「
宇
津
 

家
の
 

領
邑
 

再
復
 

の
爲
、
 

二
 

宫
を
專
 

任
し
、
 

再
び
 

小
 

田 
原
 

領
內
の
 

仕
 

法
 

を
 

命
じ
た
。
 

更
に
 

最
近
 

は 
甚
だ
 

多
忙
で
 

あ
る
か
ら
、
 

他
の
 

諸
侯
の
 

委
託
 

を
 

受
け
て
 

仕
 

法
 

を
 

講
ぜ
よ
 

と 
は 

命
じ
 

難
い
。
 

二
宮
 

若
し
 

餘
カ
 

が
あ
っ
て
 

其
の
 

委
託
に
 

應
 

ず
る
 

樣
 

な
ら
ば
 

共
に
 

喜
 

悅
 

す
る
 

所
で
 

あ
る
」
 

と。
 

こ
の
 

吉
報
が
 

復
命
せ
ら
れ
 

た
の
 

で、
 

十
 

一 
月 

八
日
 

上
牧
、
 

衣
笠
 

等
 

櫻
 

町
に
 

至
り
 

仕
 

法
 

を
 

懇
望
し
た
。
 

先
生
 

曰、
 

「
諸
侯
の
 

任
務
 

は 
安
民
：
 

i
 

育
で
 

あ
る
。
 

然
る
に
 

民
 

を
 

治
む
 

る
に
 

仁
政
 

を 
失
っ
た
 

か
ら
 

衰
 

貧
に
 

至
っ
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

故
 

に 
君
臣
 

共
に
 

前
 

過
 

を
 

悔
い
 

厚
く
 

民
ケ
 

安
ん
 

ぜ
ん
と
 

す
れ
ば
、
 

政
道
の
 

本
源
 

を
 

知
り
 

仁
政
 

を
 

志
さ
ね
ば
 

な
ら
ぬ
 

の
で
 

あ 

ろ。
 

然
る
に
 

領
民
の
 

安
危
 

を
 

度
 

外
に
、
 

君
臣
 

目
前
の
 

艱
苦
 

を 
免
れ
ん
 

が
爲
 

の
み
に
 

道
 

を
 

求
め
 

仕
 

法
 

を 
懇
望
 

せ
ら
ろ
.
,
 

の
 

は、
 

こ
れ
 

本
末
 

を
顚
 

倒
す
 

る 
も
の
で
あ
る
。
 

道
 

を 
求
む
 

ろ 
は
與
國
 

安
民
 

を
 

本
と
 

す
べ
き
で
あ
っ
て
、
 

藩
 

政
の
 

安
危
 



こ 5! し
て
 
は 末

に
 
屬
す
 
ろ
の
で
 
あ
る
。
 
故
に
 
斯
 か
ろ
 
要
求
 
あ
れ
ば
 
と
て
 
余
 直
に
 
之
に
 
應
 ず
る
 
能
 は ざ

ろ
 
の
で
 
あ
る
」
 

と。 
兩
士
 
曰、 

r 國
民
を
 
撫
育
し
 
之
 を 安

堵
す
 
る こ

と
 
は 君

臣
 
共
に
 
願
 ふ 所

で
 
あ
る
が
、
 
現
今
の
 
租
稅
 
過
半
 
は 利

子
の
 
支
 拂
に
费
 
え 

安
 民 の 方

途
に
 
支
出
す
 
ろ
餘
 
地
が
な
い
。
 
借
財
 
減
少
 
の 方

法
が
 
あ
る
な
ら
ば
 
必
ず
 安
 民
 遨
恤
の
 
方
法
 
も 立

 つ
で
 
あ
ら
 

う、 
先
生
 
こ
の
 
借
財
に
 
關
 す
ろ
 
急
難
 
除
去
の
 
方
法
 
を
 授
け
ら
れ
た
い
」
 

と。 
先
生
 
曰、 

. 「
嗟
 乎
 事
理
 
を 解

せ
 
ず
 惑
 ひ
 居
ら
る
 

こ
と
 
甚
 し
い
で
 
は
な
い
 
か、 

君
民
 
共
に
 
本
 體
を
失
 
ひ
斯
の
 
如
く
 
衰
 貧
に
 
及
ん
 

一 

さ、 
故
 a そ

の
 
本
源
に
 
歸
 つ
て
 方
途
 
を 講

ず
れ
ば
、
 
先
づ
國
 
本
た
 
る 民

の
 
安
泰
 
を
圖
 
ろ
べ
き
 
で
あ
ろ
。
 
然
る
に
 
藩
の
 

お
 

7
 
 

一 

財
政
難
 
を 救

 ふ
 を
 急
と
 
す
ろ
 
は、 

本
 幹
 を
 養
 は
ず
し
て
 
枝
葉
の
 
繁
茂
 
を
冀
ふ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
斯
く
 
本
末
 
先
 後
 を
 顚
@
 

し
て
 
國
 家
の
 
衰
廢
を
 
輿
 さ
う
 
と
す
ろ
 
と
も
 
到
底
 
難
い
 
こ
と
で
 
あ
る
。
 
浒
し
 
君
臣
 
共
に
 
當
 面
の
 
難
事
と
 
し
て
 
憂
 ふ
る
 
所
 

は
 借
財
の
 
急
迫
で
あ
っ
て
、
 
國
 家
の
 
本
末
な
 
ど
考
 
ふ
る
 
餘
 地
が
な
い
 
の
で
 
あ
ら
う
。
 
さ
て
 
そ
の
 
借
债
は
 
何
に
 
よ
っ
て
 

生
じ
た
 
か." 

國
家
，
 の 分

 度
 を 明

か
に
 
し
な
い
 
爲
に
、
 
人
 を 量

っ
て
 
出
 を 制

す
る
 
方
法
 
を
 立
て
ず
、
 
國
用
 
足
ら
 
ざ
れ
ば
 

他
よ
り
 
借
財
し
て
.
 
一 時

の
 
不
足
 
を 補

 ひ 曾
て
 
後
日
の
 
難
 を 慮

ら
ず
、
 
遂
に
 
衰
 貧
の
 
極
に
 
至
つ
 
た
の
 
で
あ
る
。
 
さ
れ
 

ば
先
づ
 
こ
の
 
憂
 息
 を
 除
か
ん
 
と
す
れ
ば
 
國
家
 
財
力
の
 
根
元
た
 
ろ 分

限
 
を 明

か
に
 
し
な
け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
分
限
 
明
か
 

な
る
 
時
 は 貧

富
 盛
衰
の
 
由
て
 
生
ず
ろ
 
所
、
 
衰
廢
 
再
興
の
 
道
现
 
自
ら
 
了
然
 
た
る
で
 
あ
ら
う
。
 
仍
て
 
過
去
 
十
ケ
 
年
間
の
 
祖
 



稅
を
 
調
べ
、
 
豐
凶
十
 
年
 を 平

均
し
、
 
そ
の
 
度
に
 
當
る
 
も
の
 
是
則
 
天
分
 動
す
 
ベ
か
ら
 
ざ
ろ
 
の 分

 度
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
分
 度
 

に
よ
っ
て
 

一 ケ 年
の
 
支
拂
を
 
制
限
す
 
る 時

 は 國
家
歲
 
出
の
 
基
本
 
明
確
と
 
な
る
。
 
そ
の
 
次
に
 
は
數
 年
の
 
借
財
、
 
古
^
、
 

1 

新
 借
 を 分

ち
、
 
元
利
 
明
白
に
 
取
調
べ
、
 
そ
の
 
員
 數
を
 
明
か
に
 
し、 

而
 し
て
 
そ
の
後
の
 
償
還
の
 
方
法
 
を 研

究
し
 
な
け
れ
 

ば、 
卒
爾
に
 
最
良
の
 
方
法
 
を 指

示
す
 
る こ

と
 
は 出

来
な
い
。
 
速
に
 
調
査
の
 
资
 料
と
 
箅
 筆
に
 
達
し
た
 
ろ も

の
 
を 招

き
て
 

こ
れ
 
を 計

算
 
せ
ら
れ
よ
。
 
然
 ら
ば
、
 
直
に
 
償
還
の
 
方
法
に
 
關
 す
ろ
 
指
導
 
を
な
 
し 得

ろ
 
で
あ
ら
う
」
 

い 
I？
 

なほ
き 

あま
もり
 

た
の
ち
 
 

. 

と。 
兩
士
大
 
に
歡
箅
 
し、 

下
 館
よ
り
 
箅
 勘
の
 
士
を
 
招
い
た
、
 
伊
藤
 直
 記、 雨

 森
 頼
 母、 大

島
 傣
左
衞
 
門、 

町
 年
寄
 中
 村
 兵
 

左
衞
門
 
以
下
 參
 集
し
た
。
 

こ 
の
給
果
 
得
た
 
も
の
 
を 天

命
の
 
十
 年
 平
均
の
 
分
 度
と
 
な
し
、
 
こ
れ
に
 
隨
 つ
て
、
 三
 萬
 五
チ
餘
 

- 

兩
 
(註、 

今 0 の 計
算
 
は 最

初
の
 

一 一一 萬 一 11 千 九
百
兩
 
ょ
リ
嗜
 
加
し
、
 

11 一 莴
五
千
 
六 拾 六

雨
餘
 
と
な
っ
た
。
)
 

の 金
利
 
千
 六
 百
 餘
兩
を
 

^
 

支
拂
ふ
 
時、 

到
底
 
一
藩
の
 
所
要
 
經
費
を
 
支
持
し
 
難.^ を 以

て
、
 
江
戸
に
 
て
壹
割
 
九
分
 
三
 厘、 

下
 館
に
 
て 甙

割
八
 
分
 六
 厘
 

一 

を
 節
約
し
、
 
領
內
 
三
十
 
ケ. 村

 中
 一 一十 ケ

村
 
に
て
 
藩
の
 
上
下
の
 
生
計
 费
に
 
供
し
、
 
殘
十
ケ
 
村
 を 悉

く
 負
債
 
使
 却
の
资
 
に
充
っ
 

ろ 案
 を 立

て
た
。
 
然
 ろ
に
 
藩
士
に
 
封
す
 
る
當
 面
の
 
給
 與
の
资
 
も
な
 
く、 將

に
 
飢
渴
に
 
及
ば
ん
 
と
す
ろ
 
狀
況
 
で
あ
ろ
 
から、. 

先
づ
當
 
年
末
の
 
問
题
は
 
今
年
の
 
牧
納
米
 
金
の
 
現
在
よ
り
 
公
務
 
要
用
 
を
缺
 
か
ざ
ろ
 
様
 取
 計
ら
 
ひ、 

新
年
の
 
分
 は 差

 當
り
樱
 

町
よ
り
 
米
 若
干
 
を 下

 館
に
^
る
 
こ
と
-
し
、
 

十
 年
 
一
月
 二
十
 
一 日

米
 
百
 三
 拾
 七
 俵
甙
斗
 
餘
を
裟
 
達
し
た
。
 
斯
 か
る
 
次
笫
 

な
り
し
 
な 以

て
、
 
前
述
の
 
如
く
 
町
 年
寄
な
 
ろ 商

人
 
中
 村
 兵
 左
 衞
門
を
 
招
き
、
 
次
で
 
十一 

一月 一 一日 同
じ
く
 
商
人
 
星
^
 
左
衞
 

門、 
田 宮

屋
ゅ
 
右
衛
門
 
等
 を 呼

 寄
せ
、
 
當
 面
の
 
急
 を 救

 ふ 協
議
 
を 行

っ
た
。
 
そ
の
 
審
議
 
容
易
に
 
決
せ
ず
、
 
十
二
月
 
上
 中
 



旬
 を
 通
じ
て
 
往
來
數
 
次
 調
査
と
 
協
議
と
 
立
案
と
 
を 重

ね
た
。
 
こ
れ
に
 
封
し
 
下
 館
 侯
よ
り
 
次
の
 
如
き
 
直
 書
 を
 送
ら
れ
た
。
 

寒
 氣
之
砌
 
可， 爲-- 御

無
異
 

1 珍
重
 
存
候
、
 
然
 
ら
ば
 
去
年
 
來
家
來
 
共
 差
遣
、
 
領
民
 
安
撫
 
復
古
 
之
經
濟
 
永
續
之
 
基
本
 
押
 

立
 申
 度
相
賴
 
候
處
、
 
國
家
之
 
盛
衰
 
全
く
 
執
政
 
之
 法
 策
に
 
有
 之
 旨、 

雛
 形
を
以
 
て 
委
曲
 
家
來
共
 

へ 給
レ
 示
、
 
我
等
 熟
覽
 

候
處
、
 
如
何
に
も
 
厚
く
 
覺
悟
無
 
之
て
 
は 難

 相
 成
、
 
旣
に
來
 
春
よ
り
 
扶
助
 
米
 も 無

 之
處
、
 
兩
 家
中
 
一 一

ヶ
月
 分
 用
意
 
被
-
 

致
吳
，
 
候
 趣
、
 不
淺
 
事
共
 
致，， 滿

 足
-
候
、
 
何
卒
 
多
年
 之
 流
 弊
 致-二 

洗
 一家 中

 領
民
 安
堵
 
之
 道
に
 
趣
、
 
上
下
 德
に
報
 
ゆ
る
 

之
 志
 專
に
相
 
成
 候
 様
、
 
此
 末
獍
更
 
丹
誠
 之
 程
 賴
人
存
 
候
、
 
餘
は
 
家
老
 
共
 可
 申
 候
 也
 
 
*
 
 

_ 

臘
月
 

廿
 
三
日
 
 

近
 

江
 

ニ
宫
金
 
次
郞
殴
 

(註、 
この 

書
 狀
は
天
 
保
 九 年

 十
二
月
の
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
)
 

さ
て
 
こ
の
 
順
序
で
 
當
 座
の
 
急
 を 救

 ふ
こ
と
，
 

- な
っ
た
 
が
、
 
十
 年
 正
月
よ
り
 
秋
の
 
牧
衲
 
ま
で
の
 
支
 途
に
充
 
つ
べ
き
 
も
の
 

が
な
い
。
 
依
て
 
正
 ニ
兩
月
 
分
、
 
下
 館
 幷
江
戶
 
表
 共
 扶
持
米
 
賄
 金
 等
 は 櫻

 町
の
 
報
 德
米
金
 
を
 無
利
息
に
 
て
 繰
 人
れ
、
 
三
月
 

よ
り
 
六
月
 
迄
 四
 ヶ
月
 
分
 は 下

 館
 城
下
 
御
用
達
 
共
 八
 人
に
 
て
 調
達
し
、
 
七
 八
 兩
月
分
 
は
 御
 本
家
 
伊
勢
 龜
山
 
城
主
 
(
六
 萬
 石) 

石
 川
 日
向
 
守
撐
 
手
元
よ
り
 
金
 四
百
 
兩
立
 
替
ら
ろ
 

A こ
と
 

A な
り
、
 
漸
く
 
急
 を
 救
 ふ
こ
と
 
に
纆
 
ま
っ
た
。
 

1 金
 五
 百
 五
 拾
 八
兩
餘
 
 

櫻
 町
よ
り
 
扶
助
 
米
 立
 替
米
金
 

內
米
六
 
百
 丸
 拾
 四
 俵
、
 
金
 六
 拾
 贰
兩
餘
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1 金
 千
 三
百
 
六
 拾
 四
兩
餘
 
 

下
 館
 城
下
 
御
用
達
 
八
 人
 調
達
 
米
 金
 

內
米
千
 
三
百
 
拾
 九
 俵
餘
、
 
金
 贰
百
九
 
拾
 六
兩
餘
 

一 金
 四
百
 
四
 兩
贰
分
 
壹
朱
餘
 
 

御
 本
家
 
立
替
金
 

こ
の
 
方
法
 
を 確

立
す
 
る
に
 
就
て
も
 
先
生
 
は そ

の
 
指
導
に
 
少
 か
ら
ず
 
努
力
せ
ら
れ
 
た。 

卽
ち
 
本
家
の
 
承
認
と
 
商
人
の
 
快
 

諾
と
を
 
要
す
ろ
。
 
而
 し
て
 
そ
の
 
黉
助
を
 
得
ろ
 
た
め
に
 
は、 

擧
藩
 
一 致
の
 
緊
縮
 
節
約
 
を
な
 
す
べ
く
、
 
上
下
 
一 致
 は
こ
の
 
案
 

の
 成
否
に
 
關
 す
ろ
 
故
に
、
 
先
生
 
は 各

方
 
面
に
 
對
 し
て
 
理
解
 
を
 得
べ
 
く 努

力
 
せ
ら
れ
た
。
 

そ
の
 
第
一
 
は 藩

 政
の
 
決
心
と
 
藩
 

士
の
覺
 
悟
と
 
で
あ
る
。
 
故
に
 
之
 を
先
づ
 
上
位
の
 
藩
 臣
に
說
 
い
た
。
 

曰、 

「
こ
の
 
大
&
を
 
除
か
ん
 
と
す
ろ
 
に は、 

上
下
 
一
致
 內
を
 
約
し
て
 
當
 る
べ
き
 
で
あ
ろ
、
 
こ
の
 
儘
 艱
苦
 
を
 免
れ
ん
 
こ
と
 
を
 

求
む
 
と
雖
も
 
そ
れ
 
は 不

可
能
で
 
あ
る
、
 
又
 借
財
 
を
 倒
し
て
 
下
 館
の
 
憂
の
 
み を 除

く
 
こ
と
 
も
出
來
 
な
い
、
 
叉
 余
の
 
微
力
 
を
 

以
て
 
諸
侯
の
 
不
足
 
を
 補
 ふ
こ
と
 
も
出
來
 
な
い
。
 
然
 ら
ば
 
大
小
 
各
 節
 儉
を
盡
 
し
て
 
丹
誠
 
を
 致
す
 
外
に
 
道
 は
な
い
。
 
若
し
 

こ
の
 
艱
難
が
 
敵
國
 
兵
力
 
を
盡
 
し
て
 
下
 館
 を
 攻
撃
し
 
来
っ
た
 
の
で
 
あ
ら
ば
、
 

一 藩
 之
 を
傍
觀
 
し
て
 
滅
亡
 
を
俟
っ
 
こ
と
 
も 

出
來
 
ぬ
で
 
あ
ら
う
。
 
國
 家
の
 
危
 き
に
 
臨
み
て
 
命
を
棄
 
つ
ろ
 
は 人

臣
の
 
常
道
で
 
あ
る
。
 
然
る
に
 
今
 借
財
の
 
爲
に
領
 
中
 多
 

分
の
 
租
稅
を
 
失
 ひ、 

君
 之
が
 
爲
に
意
 
を
 安
ん
じ
 
給
 は
ず
、
 
臣
下
 
亦
 困
窮
に
 
迫
っ
て
 
居
ろ
。
 
事
情
 
は 異

な
っ
て
 
居
ろ
 
が
 

厝
 財
に
 
上
下
 
困
憊
し
 
つ A あ

ろ
 
は、 

紛
亂
の
 
世
に
 
流
離
 艱
難
す
 
る
に
 
似
て
 
居
ろ
。
 
臣
下
た
 
ろ も

の
 
手
を
束
ね
て
 

一 國
 

を 失
 ふ
に
 K
 し、 

人
臣
の
 
常
道
 
を
 失
 ふ も

の
で
 
は
な
い
 
か。 

然
 ろ
に
 
之
 を
 思
 は
ず
し
て
 
眼
前
 
自 俸

の
 
給
與
の
 
不
足
 
を
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薆
ひ
國
 
家
に
 
牧
納
 
な
き
 
米
 粟
 を 優

に
 
受
け
ん
 
と
す
ろ
 
あ
ら
ば
、
 
忠
義
の
 
道
 を 迷

へ
 
ろ
甚
 し
い
 
も
の
で
 
は
な
い
 
力， 

大
 

凡
國
 
家
の
 
衰
弊
 
極. ま

ろ
 
所
以
 
は、 

君
 は 君

の
 
道
 を 失

 ひ、 
臣
は
臣
 
の 道

 を 失
 ふ
が
 
爲
 で
あ
る
。
 
之
 を
再
復
 
せ
ん
と
す
 

ろ 時
よ
、
 
君
 は 群

臣
に
 
先
ち
 
て
 艱
難
 
を
盡
 
し、 

臣
下
 
は 恩

 祿
を
辭
 
し、 

自
己
の
 
勤
勞
を
 
以
て
 
活
計
の
 
道
 を 立

て
、
 

一 

致
の
 
力
 を
^
て
 
國
息
を
 
除
く
 
時
 は、 

た
と
 
ひ
 何
十
 
萬
の
 
借
財
と
 
雖
も
十
 
年
を
俟
 
た
ず
し
て
 
復
興
の
 
功
 を
擧
げ
 
得
ろ
。
 

而
 し
て
 
之
 を 達

す
ろ
 
こ
と
 
戰
時
粉
 
骨
の
 
勞
に
 
比
し
て
 
誠
に
 
易
々
 
た
ろ
 
も
の
が
 
あ
ら
う
。
 
現
 時
 は
 叔
世
と
 
稱
 せ
ら
れ
ろ
、
 

人
情
 
君
の
 
給
付
 
を
殘
 
ら
ず
辭
 
し
て
 
事
に
 
當
ろ
 
こ
と
 
は 出

来
な
い
 
が
、
 
國
庫
 窮
乏
し
て
 
他
 借
 を
 以
て
 
漸
く
 給
與
 
を
な
 
せ
 

ろ
に
、
 
甘
ん
じ
て
 
之
を
受
 
く
る
 
は
臣
の
 
過
に
 
し
て
、
 
亦
 之
 を 以

て
 
授
け
 
給
 ふ
 は 君

の
 
過
で
 
あ
る
。
 
た
と
 
ひ
 之
 を
給
與
 

し 給
 ふ
と
 
も 之

 を 受
け
 
ざ
ろ
 
が
臣
の
 
道
で
 
あ
ろ
。
 
國
 家
の
 
大
息
 
を 救

 ふ は 君
臣
 
こ
の
 
道
理
 
を
 明
か
に
 
し
て
、
 
國
に
無
 

き
も
の
 
を 取

ら
ん
 
と
す
ろ
 
の 心

 を
 改
め
、
 
艱
難
の
 
天
命
に
 
隨
ひ
大
 
借
 を
昝
濟
 
せ
ば
、
 
必
ず
 艱
難
 
を
 免
れ
 得
ろ
 
で
あ
ら
 

う、 
こ
れ
 
自
然
の
 
天
命
に
 
し
て
 
人
 作
に
 
出
づ
 
る
の
で
 
は
な
い
、
 
こ
の
 
滅
數
を
 
以
て
 
君
の
 
用
度
 
を
 節
し
、
 

一
藩
の
 
扶
助
 

を
 制
し
、
 
そ
の
 
餘
は
 
決
し
て
 
得
べ
き
 
道
で
 
は
な
い
 
こ
と
 
を
明
辨
 
し、 

艱
難
 
を
盡
 
し、 

年
々
 
利
息
 
を
支
拂
 
は
ゾ
、
 
少
く
 

と
も
 
厝
財
 
は
增
 
加
し
 
な
い
で
 
あ
ら
う
、
 

こ
の
 
自
然
の
 
分
 度
に
 
よ
っ
て
 
經
營
 
す
る
 
の
で
な
け
れ
ば
、
 
國
家
 
一
粒
の
 
出
 所
 

な
き
に
 
至
ろ
 
で
あ
ら
う
」
 

と。 
上
 牧
等
大
 
に 至

 當
の
理
 
に 感

奮
し
、
 
直
に
 
こ
の
 
事
 を 行

 は
ん
と
し
て
 
下
 館
に
 
歸
り
、
 
君
 侯
に
 
言
上
し
、
 
次
に
 
一
藩
 

こ
^
し
て
 
減
少
 
當
然
の
 
用
度
 
を 立

つ
 
ろ こ

と
 
を 得

た
。
 
分
 度
旣
に
 
定
ま
り
、
 
擧
藩
 
一
致
 艱
難
に
 
處
 す
ろ
 
こ
と
 
を
 誓
っ
た
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の
で
，
 
上
 牧
等
之
 
を
 先
生
に
 
吿
 げ
た
。
 
先
生
 
悅
 び
て
 
曰， 

「
下
 館
 上
下
 
天
命
 
を 知

り
 
そ
の
 
本
元
 
旣
に
 
定
ま
っ
た
、
 

こ
の
 
時
に
 
當
 つ
て
 負
 情
 償
却
の
 
道
 を 設

け
ね
ば
 
な
ら
ぬ
」
 

と。 
負
憒
 
償
却
に
 
關
 す
ろ
 
仕
 法
 書
 數
卷
を
 
作
成
し
、
 
之
 を
 授
け
て
 
曰、 

「
今
 君
臣
 共
に
 
艱
苦
に
 
堪
 ふ
る
こ
と
 
を 決

意
し
、
 
元
金
 減
少
の
 
道
 を 講

ぜ
ん
 
と
す
る
 
の
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 

正
 W 二

月
の
 

二
 ヶ
月
 
分
 は 櫻

 町
よ
り
、
 

三
 四
 五
六
の
 
四
 ヶ
月
 
分
 は 御

用
達
よ
り
、
 

七
 八
の
 
兩
月
分
 
は 御

 本
家
よ
り
、
 
何
れ
も
 
無
 利
 

息
に
 
て
立
替
 
ふ
れ
ば
、
 
當
 天
 保
^
 
年
分
の
 
租
稅
を
 
以
て
 
元
利
の
 
幾
分
 
を 償

却
し
 
得
べ
 
く、 

隨
 つ
て
 
元
金
 總
額
を
 
減
ず
 

ろ を 以
て
、
 
從
來
 
の
利
濟
 
金
と
 
し
て
 
納
 人
し
た
 
ろ 程

の
 
金
額
 
を
餘
 
す
で
 
あ
ら
う
。
 

こ
の
 
餘
裕
を
 
以
て
 
毎
年
 
元
金
 
を
 償
 

は
乂
、
 
 一二 萬

の
 
借
財
 
を 償

却
す
 
ろ は 難

事
で
 
は
な
い
」
 
 

， 

と。 
上
牧
等
 
こ
の
 
事
 を
 M
 き
 之
 を
 本
家
に
 
吿
げ
、
 
前
段
の
 
通
り
 
立
替
の
 
承
認
 
を
 得
た
。
 
先
生
 
ま
た
 
八
 人
の
 
商
人
 
を
 招
き
 

國
象
 
再
復
の
 
道
を
說
 
き、 

永
 安
の
 
道
 を
 得
る
 
大
理
 
を
敎
誨
 
し
た
、
 
富
 商
 等
 犬
に
 
感
激
し
て
 
曰、 

- 
「
某
 等
の
 
家
產
 
悉
く
 之
 を 出

す
 
も 君

命
 
あ
れ
ば
 
之
 を
 承
ら
ね
 
ぱ
 な
ら
ぬ
、
 
而
 し
て
 
先
生
 
は 下

 館
 藩
と
 
些
も
緣
 
故
 あ
る
 

の
で
な
 
く
し
て
 
下
 館
 藩
の
 
復
興
に
 
從
 事
し
、
 
萬
 苦
を
盡
 
し、 

特
に
 
多
額
の
 
米
 金
 を
 贈
っ
て
 
之
 を
 救
助
 
せ
ら
れ
ろ
、
 

そ 

の 恩
 謝
す
べ
き
 
語
 も
な
い
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 
某
 等
の
 
出
 財
 元
 來
願
ふ
 
所
で
 
あ
ろ
」
 

と。 
玆
に
 
於
て
 
出
 资
旣
に
 
定
ま
り
、
 

天
 保
 九
 年
 
一 ケ 年

の
 
租
人
 
大
部
分
 
は 借

財
 
償
還
の
 
途
に
充
 
つ
ろ
 
こ
と
 
を
 得
た
、
 
而
 

し
て
 
遲
延
し
 
難
い
 
負
憒
 
よ
り
 
順
次
 
還
付
の
 
方
法
 
を 進

め
た
。
 



併
し
 
藩
 政
の
 
將
來
 
は
歲
人
 
不
足
 
を
 以
て
 
頗
ろ
 
多
難
で
 
あろ，' 

故
に
 
經理. の 分

 度
 化
を
實
 
現
す
 
ろ 方

法
 
を
考
 
へ ね

ば
な
 

ら な
か
っ
た
。
 
こ
の
頃
 
下
 館
の
 
家
老
 
並
 奉
行
 
等
は
屨
 
々
往
来
し
、
 
報
德
の
 
意
義
と
 
仕
 法
の
 
要
旨
に
 
つ
き
 指
示
 
せ
ら
れ
た
 

拿が 多かっ
た 

。一時
 

先生 上牧甚
 

五太 夫に 談 つて 曰、 •

 

 

I 

「
そ
れ
 
現
在
 
下
 館
 上
下
 
は
衰
 貧
に
 
窮
 し
て
 
居
ろ
、
 
石
 川
 侯
 は そ

の
 
祿
高
ニ
 
萬
 石
で
 
あ
る
が
、
 
そ
の
 
租
 人
か
ら
 
い
へ
ば
 

三
分
の
 

一 一に 減
じ
て
 
居
ろ
、
 
然
 ら
ば
 
一 藩
士
 
分
の
 
恩
祿
も
 
そ
の
 
高
 を 減

少
し
て
 
三
分
の
 

一 一
と
な
 
ろ
べ
き
 
で
あ
ろ
 
、
是
 

れ
天
命
 
現
在
 衰
 時
で
 
あ
ろ
か
ら
 
「
艱
難
に
 
素
し
て
 
艱
難
に
 
行
 ふ」 

で
あ
っ
て
、
 
斯
 く
减
祿
 
す
る
 
や
う
 辭
退
 
す
る
 
の
が
 

臣
下
の
 
道
で
 
あ
る
。
 
然
る
に
 
君
祿
の
 
减
少
を
 
知
ら
ざ
る
 
が
 如
く
、
 
自 俸

の
 
減
少
 
不
足
す
 
ろ こ

と
 
あ
ろ
べ
き
 
を
 苦
慮
し
、
 

I 

4?； ら
ざ
ろ
 
所
の
 
米
 粟
 を
 受
け
ん
 
こ
と
 
を 欲

し
、
 
減
俸
 
あ
ら
ん
 
か
と
 
憂
慮
す
 
る は、 

國
 家
の
 
根
元
 
衰
弱
す
 
ろ こ

と
 
を 知

 
^
 

ら ざ
ろ
 
も
の
で
、
 
誠
に
 
淺
 ま
し
き
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 
國
政
を
 
執
ろ
 
も
の
 
1K 分

 を
 明
か
に
 
し、 

衰
 時
の
 
a: 然

 を
明
辨
 
し、 

1 

藩
の
 
惑
 を 去

り
、
 
そ
の
 
貧
に
 
安
ん
じ
て
 
以
て
 
國
 象
に
 
精
 忠
を
盡
 
さ
し
む
 
ろ こ

と
が
 
職
分
の
 
先
務
と
 
す
る
 
所
で
 
あ
る
。
 

然
 ろ
に
 
大
夫
 
以
下
 
は
な
 
ほ
こ
の
 
天
命
 
を
辨
 
へ
ず
、
 
何
 を 以

て
 

一 藩
 を
 論
さ
ん
 
と
す
る
 
か。 

而
し
 
て
ま
た
 
大
夫
 
そ
の
 
B< 

分
 を 明

 知
し
、
 
進
ん
で
 
减
俸
 
を
な
 
し
て
 
一
藩
に
 
論
 示
す
^
 
雖
も
、
 
な
ほ
 
怨
 望
の
 
聲
は
 
止
ま
な
い
 
で
あ
ら
う
。
 
何
と
な
 

れ
ば
衰
 
時
の
 
天
 侖
た
 
ろ
が
 
故
 を
 以
て
、
 
國
 家
に
 
支
出
す
べ
き
 
米
 金
 無
し
と
 
い
ふ
 
理
由
で
 
減
俸
の
 
本
旨
 
を
 論
 示
す
 
と
雖
 

も、 
小
 祿
の
臣
 
は 必

ず
 一 百 ふ

で
 
あ
ら
う
。
 
家
老
 奉
行
の
 
職
に
 
あ
ろ
 
人
 は、 

俸
祿
 
我
に
 
數
倍
 
十
數
 倍
し
て
 
居
ろ
。
 
些
少
 

の
喊
少
 
あ
り
と
 
い
へ
 
ど
も
 
困
窮
 
我
等
 小
臣
 者
の
 
如
く
 
甚
 し
く
 
は
な
ら
な
い
、
 

人
の
 
上
に
 
居
り
 
高
祿
を
 
受
け
、
 
他
の
 
小
 

， 
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臣
 者
の
 
艱
難
 
を
 察
せ
ず
 
し
て
 
减
俸
を
 
強
調
し
、
 
小
 臣
を
誡
 
め
て
 
曰
く
、
 
天
命
 衰
 時
に
 
在
り
、
 渡
す
べ
き
 
物
な
 
し， 

依
て
 

艱
苦
に
 
安
ん
じ
て
 
忠
節
 
を
勵
 
む
べ
 
し
と
、
 
そ
の
 
諭
旨
 美
に
 
し
て
 
小
 臣
の
堪
 
ふ
る
 
所
で
は
な
い
。
 
本
來
 家
老
の
 
職
に
 
在
 

ろ も
の
 
は 仁

 砍
を
行
 
ひ、 

國
の
憂
 
息
 を
 除
き
 
再
 盛
の
 
方
途
 
を 講

ず
べ
き
 
で
あ
る
、
.
 
若
し
 
そ
の
 
職
に
 
在
り
な
が
ら
 
そ
の
 

事
 を
 爲
す
能
 
は
ざ
る
 
な
ら
 
ぱ、 

こ
れ
 
そ
の
 
職
 を
 貪
っ
て
 
責
を
盡
 
さ、 乂

ろ
 
も
の
で
あ
る
。
 

早
々
 
退
職
す
べ
き
 
で
あ
ろ
。
 

然
る
に
 

一 律
に
 
摩
祿
を
 
ま
じ
て
、
 
自
ら
 
安
ん
じ
、
 
小
臣
を
 
苦
し
め
ろ
 
の は 以

て
の
外
 
で
あ
る
な
 
ど
と
 
怨
言
 
を
 放
つ
 
で
 

あ
ら
う
。
 
こ
れ
 素
よ
り
 
怨
咀
 
す
る
 
も
の
？
 
誤
に
 
し
て
 
本
 來
の
臣
 
道
で
 
は
な
い
。
 
倂
 し
こ
の
 
怨
咀
 
を
轉
 
じ
て
 
本
旨
 
を
 悟
 

ら
し
む
 
る も

の
 
は 執

政
の
 
本
領
で
 
あ
る
。
 

一
藩
の
 
怨
咀
辯
 
明
 何
等
の
 
理
解
 
を
 用
 ひ
ず
し
て
 
忽
ち
 
消
 除
し
、
 
擧
藩
 
忠
義
 

、いの 與
 

す
ろ
 
方
法
 
こ 

A に 
一 つ あ

り
、
 
こ
れ
 
を
 行
 は
 ざ
れ
 
ぱ
國
弊
 
を
 矯
め
 
上
下
の
 
艱
難
 
を
 救
 ふ
 能
 は ざ

ろ
 
こ
と
.
 - 

思
 ふ
が
、
 
果
し
て
 
斷
行
 
せ
ら
る
 

A か
 如
何
」
 

と。
 

上
牧
 
曰
、
 
 

- 

「 一 藩
の
 
人
情
 誠
に
 
先
生
の
 
明
察
の
 
如
く
で
 
あ
る
。
 
我
 多
年
 
之
 を 憂

ひ
來
 
つ
た
が
 
如
何
と
 
も 術

な
 
く
し
て
 
今
日
に
 
至
 

つ
た
。
 
若
し
 
左
様
の
 
良
法
あ
っ
て
、
 

1 藩
の
 
卑
心
 
を
现
 
解
せ
 
し
む
ろ
 
こ
と
 
を 得

ろ
 
な
ら
ば
、
 
下
 館
 上
下
の
 
幸
福
 
之
に
 

過
ぎ
た
 

る 
は
な
い
。
」
 
 

， 

と。 
先
生
 
曰、 

「
そ
の
 
方； S ま 別

に
 
難
事
で
 
は
な
い
、
 
贵
 下
の
 
恩
祿
を
 
全
部
 
辭
退
 
す
ろ
 
外
 は
な
い
。
 
そ
の
 
理
由
と
 
し
て
 
次
の
 
如
く
 
言
 



明
せ
ら
れ
 

て
 

は 
如
何
。
 

現
在
 

國
 

家
の
 

窮
困
其
 

極
に
 

達
し
て
 

居
る
、
 

君
 

侯
 

艱
難
に
 

處
し
 

全
力
 

を
 

盡
し
給
 

ふ
と
 

雖，
 

も、
 

臣
下
 

の
 

俸
祿
 

給
與
を
 

全
く
す
 

る 
こ
と
が
 

出
来
な
い
、
 

一
藩
の
 

艱
難
 

も 
亦
 

旣
に
甚
 

し、
 

余
輩
 

大
 

夫
の
 

任
に
 

あ
っ
て
 

君
 

侯
の
 

意
 

を
 

安
ん
 

ず
ろ
 

こ
と
が
 

出
来
ず
、
 

下
 

一 
藩
 

を
 

支
 

ふ
る
こ
と
 

が
 

出
來
な
 

い
の
は
 

全
く
 

余
輩
の
 

罪
で
 

あ
ろ
。
 

今一
 

一
宮
の
 

力
 

を
 

借
り
て
 

以
て
 

衰
國
を
 

再
興
 

せ
ん
と
す
 

る
に
 

際
し
、
 

先
づ
恩
 

祿
を
辭
 

し、
 

聊
か
た
り
 

と
も
 

用
度
の
 

一 
端
 

を
 

補
 

ひ、
 

無
祿
を
 

以
て
 

心
 

カ
を
盡
 

さ
ん
と
 

す
る
 

所
 

誠
に
 

本
懷
 

で
あ
る
と
、
 

先
 

づ
之
を
 

君
 

侯
に
 

言
上
し
、
 

ま
た
 

一 
藩
に
 

公
明
に
 

し
て
 

祿
位
 

を
 

辭
し
國
 

家
の
 

爲
に
萬
 

苦
 

を
盡
さ
 

ろ
れ
ば
 

衆
臣
 

必
ず
 

驚
き
、
 

今
 

執
政
 

國
 

家
の
 

爲
に
 

肺
肝
 

を
碎
 

き、
 

再
 

復
の
道
 

を
 

行
 

ひ
 

恩
 

祿
を
辭
 

し
て
 

忠
節
に
 

勵
む
、
 

然
る
に
 

我
等
 

特
に
 

大
に
盡
 

す
 

所
な
 

く
し
て
 

君
 

祿
を
受
 

く、
 

こ
れ
 

蓋
し
 

人
臣
の
 

本
意
で
 

は 
あ
る
ま
い
、
 

假
令
 

十
分
の
 

一 
に 

減
ぜ
ら
 

る 
>| 

と
も
 

大
 

夫
よ
り
も
 

過
ぎ
た
 

る 
俸
祿
で
 

あ
る
と
、
 

積
年
の
 

怨
咀
 

氷
解
し
 

始
め
て
 

素
 

餐
の
罪
 

を
恥
づ
 

ろ
の
 

心
 

を
 

生
じ
、
 

日
常
生
活
 

上
の
 

消
費
 

を
 

節
約
し
、
 

他
を
怨
 

ま
ず
 

人
 

を
 

咎
め
ず
、
 

如
何
な
 

ろ 
艱
苦
に
 

も 
安
ん
じ
、
 

之
 

を
 

以
て
 

當
然
の
 

事
と
 

し、
 

之
 

を 
天
 

命
の
 

分
限
と
 

し、
 

婦
女
子
に
 

至
る
 

ま
で
 

そ
の
 

不
足
 

を
 

念
 

慮
に
 

置
か
 

な
く
な
ろ
 

で
あ
ら
う
。
 

是
 

艱
難
の
 

時
に
 

當
 

つ
て
 

大
夫
ニ
 

身
 

を 
責
め
て
 

大
業
 

を
 

行
 

ふ
の
 

良
法
で
 

あ
ろ
 

、
唯
容
 

易
に
 

こ
れ
 

を 
行
 

ふ 
も
の
な
 

き
を
 

憂
と
 

す
、
 

こ
の
 

方
法
に
 

よ
ら
ず
 

し
て
 

人
の
 

上
に
 

立
ち
、
 

高
祿
を
 

受
け
 

辯
 

論
 

を
 

以
て
 

人
 

.
 
 

.
 
 

わざ は ひ
 
 
,
 
 

J 
を
 

服
せ
 

し
め
ん
と
 

す
れ
ば
、
 

怨
咀
 

忽
ち
 

至
り
て
 

國
 

家
の
 

殃
彌
 

深
く
な
 

ろ
で
 

あ
ら
う
、
 

衰
國
を
 

輿
し
、
 

上
下
 

を
 

安
ん
 

ず
 

ろ
な
 

ど 
は
こ
の
 

類
の
 

人
に
 

は
出
來
 

な
い
」
 

と。
 

上
牧
大
 

に
こ
の
 

言
に
 

感
じ
、
 

謹
ん
で
 

直
に
 

敎
の
旨
 

を 
行
 

は
ん
と
て
 

下
 

綰
に
歸
 

り、
 

こ
の
 

事
 

を
 

上
 

言
し
、
 

速
に
 

恩
祿
 

—  359  — 
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三
百
 
石
 を 辭艮」 し

た
、
 
徵
臣
大
 
島
 俵
 左
 衞
門
等
 
こ
の
 
事
 を
 聞
き
、
 
大
に
 
感
動
し
て
 
共
に
 
自
俸
 
を
辭
し
 
無
祿
を
 
以
て
 
奉
お
 

す
る
 
こ
ま
な
 
つ
た
、
 
…
に
 
於
て
 
上
牧
、
 
大
島
、
 
小
島
 
三
人
 
一
議
 
1
 
は、 

櫻
 町
よ
り
 
送
附
 
し
そ
の
 
艱
苦
 
を
 補
 ふ
 

こと  >, せ
ら
れ
た
。
 

斯
 く
し
て
 
减
籠
 
の
實
 
行
 は、 

上
 S
 
の 感

激
 
行
動
に
 
よ
っ
て
 
一
藩
 上
下
 
を
淨
 
化
し
、
 
俸
祿
 
幷
に
當
 
年
の
 
蒙
ま
で
 

献
上
す
 
ろ も

の
 
あ
り
、
 

一 家
中
 
こ
れ
 
に
准
じ
て
 
封
書
 
S
 
出
し
、
 
祿
 高
の
 
屮
 よ
り
 
相
 當
 額
の
 
献
上
 
I
 
出. 、つろ も

の
 
多
 

き
に
 

至
つ
 
お
。
 
 

そ 
ひ 

然
 ろ
に
 
先
生
 
は
こ
の
 
IK 保

 十
 年
よ
り
 
小
展
 
領
内
 
の 復

興
 仕
 法
に
 
着
手
し
、
 
そ
の
 
十
 
一 月

に
 
は 曾

 比、 
竹
 松
 を. S

 

と
し
て
 
钍
法
 
進
展
し
、
 
翌
 十一 

一
年
ま
で
 
小
 田 原

に
 
滯
留
 
し、 

三
 新
田
、
 
藤
 曲、 

韮
 山、 

相
 州
片
岡
 
等
よ
り
、
 
年
末
ま
で
 

に は S
 殿
 場
に
 
も 及

ん
で
 
他
事
 
を
 顧
ろ
 
暇
が
な
 
力
っ
た
 

ゆ
し
 
下
 館
の
 
方
で
 
は 天

 保
 十
 年
分
が
 
各
方
 
面
よ
り
の
 
立
替
 
に
よ
っ
て
 
無
難
に
 
過
ぎ
た
 
の
み
で
、
 
十
 年
 收
納
を
 
以
て
 
1 

る 十
 
一 年
分
 
は、 

最
初
の
 
案
の
 
通
り
に
 
減
俸
 
を
實
 
行
し
 
な
け
れ
ば
 
方
法
が
 
立
た
ぬ
。
 

こ
の
 
減
俸
 案
 は I

 
は
 
 一 S
 
分
 

三
 厘
 卽
ち
約
 

1 一割 程
度
の
 
見
込
の
 
處
、
 
下
 館
 方
面
 
は 1 一割 八

 分
 卽
ち
約
 
三
 割
に
 
あ
ら
 
ざ
れ
ば
 
維
持
し
 
難
き
 
事
が
 
明
か
に
 

な
っ
た
 
の
で
 
二
割
の
 
時
に
は
 
大
部
分
 
は 異

存
が
な
か
っ
た
 
が
、
 
そ
れ
さ
へ
 
一
部
に
 
反
對
 が
あ
っ
た
。
 
そ
れ
が
 
三
 割
と
 
い
 

ふ
に
 
至
っ
て
 
は
强
 
硬
な
 
反
 對
者
も
 
現
 は
れ
、
 
こ
れ
が
 
決
定
に
 
時
日
 
を
 費
し
た
。
 

之
 を 仕

 法
 上
の
 
見
解
よ
り
 
す
れ
ば
、
 
若
し
 
強
度
の
 
緊
縮
が
 
出
來
 
な
け
れ
ば
 
負
債
 
は 益

々
 
增
 加
し
、
 
不
足
 
は 益

 々
甚
し
 



く、 
次
第
に
 
全
 收
納
は
 
侪
務
に
 
消
え
て
^
 
は 財

政
 
上
よ
り
 
獨
立
を
 
失
 ひ、 

一
藩
 離
散
の
 
運
命
と
 
な
ろ
、
 
强
 度
の
 
緊
縮
 
は
 

將
來
 
安
泰
の
 
基
礎
で
 
あ
ろ
。
 
玆
に
 
於
て
 
先
生
の
 
意
見
と
、
 
藩
 政
の
 
意
兑
 
と
の
 
間
に
 
相
當
 
距
離
が
 
あ
っ
た
。
 
先
生
の
 
條
理
 

あ
る
 
敎
訓
と
 
誠
意
 
あ
ろ
 
助
成
と
 
に
よ
っ
て
 
理
解
が
 
進
み
、
 
藩
 中
の
 
意
見
書
 
も 賛

成
 
快
諾
と
 
は
な
っ
た
 
が、 

決
定
 
を
遲
延
 

せ
し
め
た
 
の は 藩

主
が
 
在
番
 中
で
 
あ
ろ
の
で
、
 
二
割
 
八
 分
の
 
緊
縮
の
 
出
來
 
な
い
 
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

斯
 く
し
て
 

デ、 保
 八
 年
 

よ
り
 
十
三
 
年
ま
で
 
六
ケ
年
 
問、 

的
 仕
 法
 は 行

 は
れ
ず
、
 
僅
に
 
遣. 座

の
 
急
 を
 救
 ふ
 方
法
が
 
施
さ
れ
た
 
の
で
あ
っ
た
。
 

一一 一 
下
 館
 仕
 法
の
 
進
行
 途
上
の
 
厄
難
 

天
 保
 十
三
 
年
ま
で
の
 
間
に
 
於
け
 
る 下

 館
の
 
仕
 法
 は、 

天
 保
 十
 年
分
の
 
無
利
息
 

立
替
 
と、 

一 割
 九
分
 
三
 厘
 乃
至
 
一 一割 八

 分
の
 
誠
意
に
 
よ
る
 
献
納
 
的
减
傣
 
と、 

內
帑
の
 
幾
分
の
 
緊
縮
と
 
に
よ
っ
て
、
 
順
次
 

f 

改
善
が
 
行
 は
れ
た
 
の
で
、
 
負
 倚
 償
却
の
 
確
た
 
ろ 基

礎
 
は 立

た
 
な
く
と
 
も、 

藩
 政
の
 
前
途
に
 
希
望
 
は 開

け
て
 
居
た
。
 
併
し
 

^
 

根
本
的
に
 
分
 度
 は 確

立
せ
 
ず
、
 
ま
た
 
國
家
 
再
興
の
 
根
本
的
 
施
設
た
 
ろ 領

民
 
安
堵
の
 
仕
 法
に
 
至
っ
て
 
は、 

容
易
に
 
着
手
し
 

一 

得
る
 
に 至
ら
な
か
っ
た
。
 
 

V
 

な
ほ
 
更
に
 
仕
 法
 進
行
 
を
 妨
げ
た
 
の
 は、 

IK 保
 十
四
 
年
 八
 M 河

 內
の
中
 
三
十
 
ケ
村
上
 
知、 

領
土
 
變
更
の
 
命
の
 
下
っ
た
 
こ 

と
で
 
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
代
地
 
は
 未
だ
 
指
令
が
な
か
っ
た
、
 
幸
に
 
十
月
 
沙
汰
 
止
み
と
 
な
っ
た
 
が
 仕
 法
 遲
延
の
 

一 因
と
 
な
っ
た
。
 

ま
た
 
私
 領
の
仕
 
法
 は 先

生
が
 
幕
吏
と
 
な
っ
た
 
こ
と
に
よ
っ
て
 
支
障
 
を
來
 
し
た
。
 
そ
れ
 
は 幕

吏
た
 
る
が
 
故
に
 
私
 領
の
任
 

^
を
 
受， く

ろ
こ
と
 
が
 服
務
 
上、 

體
面
上
 
故
障
 
あ
ろ
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 
依
て
 
先
生
 
は
私
領
 
全
部
に
 
ー
應
 そ
の
 
委
託
 
を 謝

絶
し
 

た。 
こ
れ
に
 
對
し
各
 
私
領
は
 
幕
府
の
 
認
許
を
 
得
て
 
漸
く
 
指
導
の
 
み
は
 
受
け
ろ
 
こ
と
 
を
^
た
、
 
こ
の
 
交
 涉
も
亦
 
仕
 法
 停
頓
 



の
 
一 因

 と
な
っ
た
。
 

斯
の
 

如
く
 

遲
々
 

と
し
て
 

進
ま
な
か
っ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

借
財
 

償
還
の
 

方
法
 

は 
僅
 

か
づ
 

A 
進
展
し
 

つ 
i 

あ
っ
た
、
 

卽
ち
先
 

生
の
 

指
示
 

せ
ら
れ
た
 

計
畫
 

に
よ
り
 

參
萬
五
 

千
兩
の
 

負
債
 

中
、
 

壹
萬
五
 

拾
 

七
 

兩
は
古
 

借
に
 

つ
き
 

無
 

利
 

据
置
調
 

談
し
新
 

借
 

中
 

壹
萬
 

四
百
 

九
 

兩
餘
も
 

無
利
息
、
 

千
 

六
 

百
 

拾
 

九
 

兩
は
滞
 

利
と
 

し
て
、
 

殘
壹
萬
 

千
 

九
 

百
 

七
 

拾
 

八
 

兩
餘
の
 

利
息
 

金
 

千
 

五
 

百
 

九
 

拾
 

七
 

兩
餘
及
 

急
 

借、
. 

先
納
 

御
用
 

金
の
 

計
 

金
 

參
千
四
 

拾
 

壹
兩
餘
 

を、
 

天
 

保
 

九
 

年
に
 

償
却
し
、
 

^
保
 

十
 

年
に
 

は 
全
く
 

一
粒
 

錢
も
 

な
い
か
ら
 

報
德
 

金
よ
り
 

五
 

百
 

五
 

拾
 

八
兩
、
 

御
用
達
よ
り
 

千
 

參
百
六
 

拾
 

四
 

兩
餘
、
 

本
家
よ
り
 

四
百
 

兩
餘
を
 

無
 

利
 

御
用
達
と
 

し
て
 

調
へ
、
 

1K
 

保
 

九
 

年
末
の
 

殘
金
贰
 

萬
 

參
百
四
 

拾
 

七
 

兩
餘
の
 

處
へ
新
 

借
 

贰
千
參
 

百
 

貳
拾
參
 

雨
で
、
 

總
額
贰
 

萬
 

參
千
參
 

百
 

餘
兩
、
 

こ
の
 

處
へ
千
 

贰
百
六
 

拾
 

兩
餘
の
 

利
息
と
 

贰
千
六
 

百
 

八
 

拾
 

八
 

兩
餘
の
 

元
金
 

を
支
拂
 

ひ、
 

百
 

四
 

拾
 

七
 

兩
餘
の
 

勘
辨
引
 

^
 

が
あ
っ
た
 

の
で
、
 

借
財
 

は
贰
萬
 

四
百
 

七
 

兩
餘
に
 

減
じ
た
。
 
 

.
 
 

i 

IK
 

保
 

十
 

一 
年
に
 

は 
新
 

借
贰
千
 

六
拾
參
 

兩
餘
、
 

滞
 

利
 

五
 

拾.
^ 

兩
餘
 

で、
 

贰
千
 

四
百
 

參
拾
.
 

五
 

兩
餘
の
 

元
金
と
、
 

利
息
 

千
 

七
 

拾
 

贰
兩
餘
 

を
支
拂
 

つ
た
の
で
、
 

年
末
に
 

は
貳
萬
 

百.
 

四
 

拾
 

七
兩
餘
 

と
な
っ
て
 

僅
少
の
 

額
 

を 
減
じ
た
。
 

保
 

十
二
 

年
に
 

は 
減
俸
 

案
の
 

問
題
で
 

終
始
し
、
 

十
三
 

年
に
 

は
藩
內
 

一
同
 

減
俸
 

を
 

承
諾
し
、
 

下
 

館
 

三
十
 

ケ
村
 

中
の
 

十
ケ
 

村
 

を
 

償
還
に
 

充
 

つ
ろ
 

こ
と
 

A 
し、
 

同
 

十
四
 

年
に
 

は 
領
主
の
 

歸
府
を
 

機
會
に
 

一 
切
 

決
定
し
、
 

從
來
先
 

納
金
 

始
末
と
、
，
 

年.
, 

- 

利
息
 

支
拂
 

位
に
 

止
ま
り
し
 

を 
改
め
、
 

積
極
的
に
 

償
還
の
 

途
を
 

立
て
、
 

用
達
よ
り
 

十
 

ケ
村
納
 

人
 

引
受
に
 

て 
日
光
 

金
 

を
返
濟
 

し
た
 

額
 

は、
 

貳
千
 

四
百
 

雨
に
 

及
び
、
 

特
に
 

馬
 

喰
 

町
 

納
金
 

は 
半
 

高
 

棄
捐
に
 

よ
り
 

贰
千
五
 

百
 

餘
兩
を
 

減
じ
、
 

h<
 

保
 

十
四
 

年
末
 



の
 負
債
 
額
 は 壹

萬
六
 
千
 五
 百
 雨
と
 
減
じ
た
。
 
當
時
牧
 
納
額
も
 
五
百
餘
 
俵
の
 
分
外
 
墦
加
 
と
な
っ
た
。
 

こ
の
 
調
子
で
 
進
め
ば
 
償
還
 
は 案

外
 
順
調
に
 
進
行
す
 
ろ 害

で
あ
っ
た
 
が
、
 
先
生
 
は
弘
化
 
元
年
よ
り
 
仕
法
雜
 
形
の
 
作
製
に
 

全
 努
力
 
を
 注
が
れ
、
 
下
 館
の
 
財
政
 
は 良

好
と
 
な
っ
た
、
 
こ
の
 
狀
勢
を
 
知
っ
た
 
藩
臣
 
は、 

二
割
 
八
 分
の
 
俸
祿
 復
元
 
を
 嘆
願
 

す
ろ
 
に 至

っ
た
。
 
こ
の
 
歎
願
 
は
內
實
 
愍
然
た
 
ろ 事

情
 
も 
あ
る
が
、
 
藩
の
 
財
政
が
 
根
本
的
に
 
立
直
ら
な
け
れ
ば
、
 
何
時
 
ま
 

で
も
 
藩
臣
の
 
生
活
 
は
 脅
威
 
を
 受
け
ろ
 
の
で
 
あ
る
。
 
併
し
 
藩
 臣
の
窮
 
苦
は
甚
 
し
い
 
も
の
が
 
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
爲
 で
あ
ら
う
 
藩
 

主
が
 
ヒ 返

よ
り
 
江
 戶
に
歸
 
り
在
番
 
解
除
と
 
な
る
や
 
直
に
 
減
俸
 復
元
 
を
聽
 許
し
、
 
御
用
達
 
も 嘆

願
書
 
を
 出
し
て
 

一 一割 八
 分
 

御
 戾
し
相
 
成
 度
と
 
申
出
た
。
 
先
生
 
は
こ
の
 
所
 置
に
 
反
 封
の
 
意
見
 
を
陳
 
ベ、 擧

藩
 
一
致
 財
政
の
 
救
 濟
に
當
 
る
べ
き
 
で
あ
ろ
。
 

况
ん
ゃ
 
御
用
達
が
 
之
を
黉
 
成
す
 
ろ 程

に
 
餘
裕
が
 
あ
ろ
な
ら
 
ば、 

櫻
 町
 報
 德
金
は
 

一 時
に
 
返
却
せ
ら
れ
 
た
し
と
 
促
し
た
。
 

こ
の
 
行
 違
か
ら
 
藩
主
 
は m

 々
先
生
に
 
接
見
 
を
 希
望
し
た
 
が
 先
生
 
は 一一 H を

 左
右
に
 
託
し
て
 
應
 じ
な
か
っ
た
。
 

こ
の
 
報
德
金
 

ま
嘉
永
 
三
年
に
 
至
っ
て
 
解
決
す
 
ろ
が
、
 
そ
の
 
間
の
 
負
債
 
償
却
 
は、 

年
々
 
千
 餘
兩
の
 
元
金
と
 
利
息
 
贰
百
 
雨
と
 
を
 支
 拂
ひ
ノ
 

漸
次
 
減
額
 
は
し
た
 
が
、
 
進
展
 
は
遲
 
々
た
る
 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
 
償
還
 
を
 年
次
 
表
と
 
し
て
 
示
す
 
と
き
 
は 次

の
 
通
り
で
 
あ 

る o 

年
次
 
 

^
金
 償
還
 高
 
 

利
息
 支
狒
高
 
 

年
末
 元
金
 残
高
 

^
化
 
二
 
 

六 六 1 兩
金
 
 

ニ
ニ
 
四
兩
金
 
 

1 三、 
1 四 八

兩
金
 

. 
同 
三
 
 

九 
一
七
 
 

二 六 
1
 
 

一二、 四 九 五 
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同 
四
 
 

五
三
 

一一 一
 
 

二 
九 
八
 
 

1 
1 

、 七 
一七
 

嘉
 

永 
元
 
 

六 
四 
七
 
 

二 
六 
1
 
 

11
 

、七
 

五 
1 

同 
二
，
 
 

四 
1 
o
 
 

二 
六 
一
 
 

一 
一 

、七
 

〇 
五 

こ
の
間
に
 

於
て
 

弘
化
 

元
年
に
 

は 
一 

一割
 

八
 

分
の
 

滅
俸
 

還
元
が
 

あ
り
、
 

弘
化
 

元
年
 

並
 

一 
一年
 

は 
不
作
で
 

あ
つ
た
か
ら
 

償
還
 

も 

困
難
で
あ
っ
た
。
 

先
生
 

は
こ
の
 

時
 

恰
も
 

日
光
 

御
 

仕
 

法
 

雛
 

形
作
 

製
 

中
で
あ
っ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

櫻
 

町、
 

下
 

館
、
 

相
 

馬
 

等
へ
 

そ 

れ
ぞ
れ
 

仕
 

法
 

を
 

講
じ
、
 

主
と
し
て
 

富
 

田 
高
慶
を
 

遣
し
て
 

時
宜
に
 

適
す
る
 

所
 

置
 

を
な
 

さ
し
め
 

た。
 

特
に
こ
^
 

华
度
 

は
常
睦
 

地
方
の
 

米
價
 

が、
 

浦
賀
移
 

人
米
價
 

よ
り
も
 

高
價
 

な
り
し
 

を
 

以
て
、
 

櫻
 

町
 

分
 

は 
之
を
賨
 

却
し
、
 

浦
 

賀
米
を
 

以
て
 

領
主
に
 

納
 

人
し
、
 

そ
の
 

差
金
 

を
 

以
て
 

不
作
の
 

缺
を
補
 

は
し
め
 

た、
 

之
 

を 
下
 

館
に
 

應
用
 

す
れ
ば
、
 

千
 

百
 

四
 

兩
餘
の
 

利
と
 

な
ろ
 

の
で
 

あ 

つ
た
が
、
 

石
 

川
 

家
 

は 
時
機
 

を
 

過
っ
て
 

實
 

現
し
な
か
っ
た
。
 

弘
化
 

三
年
に
 

は 
仕
 

法
 

雛
 

形
が
 

完
成
し
、
 

翌
四
年
 

先
生
 

は
眞
 

岡
に
 

着
し
、
 

嘉
永
 

元
年
 

漸
く
 

一
族
 

移
っ
た
 

が
、
 

同
 

三
年
に
 

至
り
 

廣
く
 

御
料
 

私
領
 

共
に
 

仕
 

法
 

指
導
 

を
 

行
 

ひ
 

得
ろ
 

こ
と
 

.1 
な
っ
た
。
 

こ
れ
に
よ
 

つ
て
 

眞
岡
 

管
下
の
 

構
ケ
 

、-
 

下
 

館
 

領
の
灰
 

塚
 

村
 

等
の
 

仕
 

法
 

は 
長
足
の
進
歩
 

を
な
 

す
に
 

至
っ
た
。
 

W
 

し
負
债
 

の.
 

問
題
 

は 
例
の
 

藩
臣
が
 

私
情
 

を
 

押
 

張
り
、
 

減
俸
な
 

仕
 

法
 

完
了
ま
で
と
 

い
ふ
 

を
^
し
て
、
 

復
元
し
、
 

こ
れ
が
 

爲
に
 

償
還
 

能
力
が
 

半
减
 

し
た
の
、
 

で、
 

仕
 

法
 

進
行
の
 

協
議
が
 

圓
滿
に
 

進
歩
し
 

な
か
っ
た
。
 

爾
來
 

往
復
 

難
問
 

數
 

十
回
、
 

事
資
 

は 
藩
の
 

財
政
の
 

某
 

礎
が
 

定
ま
ら
ぬ
 

の
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

藩
臣
も
 

始
め
て
 

我
を
折
り
、
 

嘉
永
 

三
年
 

七
月
 

中、
 

當
 

月
よ
り
 

爾
後
 



1 ケ 年
間
の
 
給
與
 
知
行
 
全
部
 
を
獻
納
 
す
れ
ば
，
、
 
藩
臣
の
 
上
納
金
、
 
御
用
達
の
 
調
達
 
等
に
 
て
 九
 千
兩
を
 
得
て
 
之
 を
 償
還
に
 

充
 つ
れ
ば
、
 
大
 體
利
附
 
金
負
债
 
を
完
濟
 
し、 

殘
り
 
は
拾
ケ
 
年
賦
 
そ
の
他
の
 
方
法
に
 
て 償

却
し
 
得
る
 
と
い
 
ふ
に
 
勵
 ま
さ
れ
 

て、 
之
 を
 承
諾
し
た
 
の
で
、
 
多
年
の
 
障
礙
 
一 時
に
 
排
除
せ
ら
れ
、
 
急
轉
 
直
下
に
 
僙
務
 
問
題
が
 
解
決
す
 
ろ こ

と
 

A な
っ
た
、
 

故
に
 
嘉
永
 
三
年
 
は 下

 館
 仕
 法
に
 

一 時
期
 
を 劃

す
 
る も

の
で
 
あ
ろ
。
 

こ
の
 
嘉
永
 
三
年
の
 
獻
 納
金
 
中
に
は
、
 

一
時
 御
用
達
に
 
て 取

替
へ
 
置
き
、
 
櫻
 町
 報
 德
金
等
 
も 御

用
達
の
 
責
任
と
 
な
し
、
 

負
債
 
は 御

用
達
へ
 
振
^
 
へ
ら
れ
た
 
と 同

様
の
 
も
の
が
 
多
い
。
 
故
に
 
嘉
永
五
 
年
に
 
は
こ
の
 
愤
却
 
案
と
 
し
て
 
六
 千
 百
 餘
兩
 
を
 

十
ケ
 
年
賦
と
 
し、 

雨
後
 度
々
 
案
の
 
改
正
が
 
行
 は
れ
、
 
長
年
 
w に- 1

 つ
て
 
年
々
 
少
額
 
宛
の
 
支
拂
が
 
赏- 行

せ
ら
れ
 
た
の
が
 
事
 

實
 で
あ
る
。
 

四
 

下
 館
 領
村
柄
 
珉
直
仕
 
法
 

下
 館
 領
の
钍
 
法
 は、 

そ
の
 
發
 端
が
 
領
主
の
 
內
帑
 
匡
濟
に
 
始
ま
り
、
 
次
で
 
拫
本
 
問
題
と
 

し
て
 
領
內
の
 
開
發
に
 
着
手
し
、
 
先
 づ
灰
塚
 
村
ー
衬
 
の
み
に
 
力
 を 注

い
だ
。
 

嘉
永
五
 
年
 正
月
、
 
先
生
 
は 衣

笠
 
兵
大
 夫
に
 
謂
 ひ
て
 
曰、 

「
總
 て
國
 家
の
 
衰
弱
に
 
至
る
 
の は、 

政
治
の
 
本
源
た
 
る 分

 度
 確
立
せ
 
ず
し
て
 
歳
出
に
 
節
度
な
 
く、 

租
稅
の
 
徵
牧
に
 
眼
 

度
な
 
く 知

ら
ず
 
く
 
聚
斂
に
 
陷
り
、
 
人
民
 
窮
迫
し
て
 
怨
 咀
の
聲
 
起
り
、
 
租
 人
の
 
多
 か
ら
ん
 
こ
と
 
を 欲

し
て
 
却
て
 
洶
少
 

し、 
國
用
愈
 
足
ら
ず
、
 
借
財
 
を 以

て
 
一
時
 を
 糊
塗
し
、
 
元
利
 
增
埒
 
上
下
 絶
窮
に
 
及
ぶ
 
の
で
 
あ
ろ
、
 
下
 館
の
 
窮
乏
 
も 亦

 

こ
の
類
で
 
あ
る
、
 
故
に
 
こ
れ
 
を
 興
さ
ん
 
と
す
ろ
 
に は

先
づ
 
仁
政
 
を 施

し
、
 
卞
 民
の
 
艱
難
 
を
 救
 ひ、 

そ
の
 
疾
苦
 
を
 除
き
 

一 3b5 一 



そ 
3 

生
 

養
 

を
 

安
ん
 

ず
る
 

を
 

切
要
と
 

す
ろ
、
 

こ
れ
 

草
木
の
 

繁
茂
 

を
 

欲
す
れ
ば
 

そ
の
 

本
 

根
 

を
 

養
 

ふ
と
 

1 
般
 

で
あ
ろ
。
 

培
養
 

厚
け
れ
ば
 

采
實
榮
 

え、
 

本
 

根
 

を
 

養
 

は 
ざ
れ
ば
 

花
實
榮
 

え
ず
、
 

枝
葉
に
 

斃
養
 

す
ろ
 

と
も
 

佝
の
效
 

も
な
 

き
こ
と
 

は 
明
か
で
 

あ
る
。
 

故
に
 

下
 

館
 

再
復
の
 

途
を
圖
 

る
に
 

は 
仁
政
 

を
 

布
き
、
 

領
民
の
 

窮
苦
を
 

安
ん
じ
、
 

國
本
堅
 

M
 

な
ろ
 

に 
及
ん
で
 

一 
藩
 

の 
困
篛
を
 

除
き
、
 

永
 

安
に
 

至
ろ
 

を
 

期
す
 

ろ 
は 

我
が
 

法
で
 

あ
ろ
。
 

然
る
に
 

貴
 

藩
の
 

仕
 

法
 

を
 

懇
望
 

せ
ら
れ
し
 

時
、
 

一
藩
の
 

耠
米
を
 

給
す
 

ろ 
こ
と
 

す
ら
 

不
可
能
で
 

あ
ろ
と
 

い
ふ
 

窮
境
に
 

在
っ
た
 

か
ら
、
 

下
民
 

安
 

撫
の
暇
 

も
な
 

く 
巳
む
 

を
 

得
ず
 

し
て
 

そ
の
 

CS
 

面
の
 

難
 

を
 

凌
ぐ
 

に 
努
力
し
た
。
 

而
 

し
て
 

負
 

债
參
萬
 

五
 

千
金
、
 

毎
年
の
 

租
稅
を
 

失
し
て
 

施
政
の
 

本
源
 

定
ま
ら
ず
 

負
债
 

償
却
の
 

法
 

を
 

設
定
し
て
 

漸
く
 

そ
の
 

方
法
 

を
 

進
め
 

得
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

こ
れ
 

先
 

後
 

順
序
 

を
 

違
へ
 

た
も
の
で
、
 

一 
時
の
 

窮
策
に
 

外
な
ら
 

な
い
。
 

依
て
 

本
源
 

培
養
の
 

方
法
 

を 
講
ぜ
 

ざ
れ
ば
、
 

失
 

ひ
し
 

地
力
 

三
分
の
 

一 
は 

永
遠
に
 

喪
失
す
 

ろ
で
 

あ 
辦
 

ら
う
、
 

今
に
 

於
て
 

迅
速
に
 

領
邑
再
 

輿
 

安
 

撫
の
道
 

を 
施
さ
ね
ば
 

な
ら
ぬ
」
 

.

 

 

一 

と。
 

衣
笠
 

大
に
悅
 

ん
で
之
 

を
 

君
 

侯
に
 

首
 

上
し
、
 

大
夫
 

諸
臣
に
 

達
し
、
 

共
に
 

開
業
 

を
 

先
生
に
 

請
う
た
。
 

先
生
 

卽
ち
富
 

E 
高
 

慶
に
 

命
じ
、
 

同
年
 

二
月
 

領
 

中
よ
り
 

灰
 

鎵
、
 

下
 

間
 

崎
、
 

蕨
の
 

三
 

村
に
 

開
業
せ
 

し
め
た
。
 

こ
れ
よ
り
 

先
 

灰
 

塚
 

村
 

開
業
に
 

就
て
 

は、
 

五
町
 

四
 

反
の
 

地
所
 

作
 

人
な
 

き
も
の
 

を
 

生
じ
た
 

の
で
、
 

H<
 

保
 

十
三
 

年
頃
よ
り
 

來
 

つ
て
 

開
發
の
 

指
導
 

を
 

受
け
た
 

所
、
 

恰
も
 

先
生
 

は 
幕
府
に
 

登
用
せ
ら
れ
 

て.
 

灰
 

塚
 

村
の
 

仕
 

法
 

も 
徹
底
す
 

ろ
に
 

至
ら
な
か
っ
た
 

が
、
 

眞
岡
 

駐
在
と
 

な
ろ
 

や
 

近
接
 

村
な
 

ろ 
を
 

以
て
 

再
び
 

之
に
 

着
手
し
、
 

嘉
永
 

元
年
に
 

は、
 

谷
 

中
 

村
の
 

嘆
願
に
 

よ
り
 

之
に
 

着
 

手
し
た
 

が
、
 

根
本
的
 

村
 

抦
取
直
 

仕
 

法
の
 

行
 

は
ろ
 

ュ 
に 

は 
至
ら
ず
 

し
て
 

過
ぎ
て
 

g
 

た。
 

玆
に
 

於
て
 

斯
く
 

灰
^
、
 

谷
 

中
に
 

着
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手
せ
ら
れ
 
た
 • 

そ
れ
 
は そ

の
 
由
來
が
 
早
く
よ
り
 
復
與
を
 
懇
願
し
 
來
 つ
た
 荒
 廢
村
 
で
あ
る
か
ら
、
 
先
づ
 
こ
れ
に
 
仕
 法
 を
 開
 

始
し
 
た
の
で
 
あ
る
。
 

然
れ
 
ど
も
 
嘉
永
 
三
^
に
 
す
ら
 
仕
 法
 徹
底
 
は 先

 づ
灰
塚
 
村
 
一 村
と
 
い
ふ
 
こ
と
に
 
決
し
た
 
位
で
、
 
他
の
 
村
々
 
に は 容

易
に
 

行
 は
れ
な
か
っ
た
 
が
、
 
翌
四
 
年
よ
り
 
非
常
に
 
好
都
合
に
 
進
展
し
、
 
嘉
永
五
 
年
に
 
は 全

 領
内
に
 
行
 ふ
に
 
決
し
た
。
 
さ
て
 
爾
 

餘
の
 
村.^ 

は 衰
頹
の
 
狀
況
、
 
開
發
の
 
急
な
 
ろ 事

業
 
も 夫

々
 
相
違
し
、
 
何
れ
 
を
 先
、
 
何
れ
 
を 後

と
 
い
ふ
 
事
情
の
 
判
 斷
し
難
 

い
も
の
が
 
お
る
。
 
殊
に
 
領
內
 
全
般
に
 
仕
 法
を
實
 
行
す
 
る
に
 
は、 

仕
 法
 指
導
者
が
 
定
ま
ら
ね
 
ぱ
 な
ら
ぬ
。
 
而
 し
て
 
先
生
の
 

手
許
に
 
も 種

々
 
重
要
な
 
ろ 問

題
が
 
横
た
 
は
り
、
 
先
生
の
 
健
康
 
も
衰
 
へ、 

事
業
の
 
相
 續
者
を
 
決
定
す
 
ろ必. 要

に
 
迫
ら
れ
て
 

居
た
。
 
斯
く
て
 
富
 田 高

慶
を
 
以
て
 
そ
の
 
任
と
 
す
る
 
こ
と
に
 
決
し
た
。
 

三
十
 
ケ 村

の
 
領
村
 
中
旣
に
 
施
設
し
た
 
灰
 塚
、
 
谷
 中
 を
 除
き
、
 

殘ー 
一十 八

ケ
 
村
に
 
就
て
 

一 村
 
一 票
の
 
投
票
 
を
 行
 ひ、 

奇
 

特
精
 
業
の
 
村
 方
 を
 選
び
、
 
こ
れ
に
 
實
施
 
す
ろ
 
こ
と
 

A な
っ
た
。
 

第
一
 
回
の
 
投
票
 
は 嘉

永
五
 
年
 正
月
 
晦
日
で
あ
っ
て
、
 
蕨
 

村
と
 
下
 岡
 崎
 村
と
 
が
 
一 等
に
 
當
 選
し
、
 
翌
六
年
 
正
月
 
晦
日
の
 
投
票
に
 
は、 

蒔
 田、 

大
 島
が
 

一 等
に
 當
 選
し
た
。
 

i
 等
當
 

選
の
 
村
々
 
は
 直
に
 
同
村
 
內
 
一
般
 住
民
 
中
に
 
於
て
、
 
奇
特
 精
 業
の
 
人
々
 
を
 選
び
、
 
規
範
の
 
通
り
 
表
彰
 
を
 行
 ひ、 

贷
付
 
又
は
 

借
財
 
償
還
 
を
 講
じ
た
 
こ
と
 
は ー百 ふ

ま
で
 
も
な
い
。
 
斯
く
て
 
仕
 法
の
 
組
織
 
立
て
が
 
行
^
れ
、
 
先
生
と
 
門
人
と
 
仕
 法
 村
と
 
が
 

渾
 然
と
し
て
 
法
の
 
精
神
に
 
融
合
す
 
る
に
 
至
っ
た
。
 

下
 館
の
 
仕
 法
 は 上

牧
甚
 
五
太
 
夫
、
 
牧
志
摩
 
等
の
 
家
老
よ
り
、
 
衣
笠
 
兵
 太
夫
、
 
永
 島
定
人
 
等
の
 
奉
行
、
 
乃
至
 
は 大

島
鬅
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左
衞
 門、 

御
用
達
 中 村

 兵
 左
衞
門
 等
が
 天
 保
の
 中
頃
よ
り
 先
生
の
 門
に
 出 人

し
、
 
漸
次
 法
の
 惠
澤
に
 感
服
し
た
 爲
 で
あ
 

つ
て
、
 
そ
の
 
成
績
の
 
佳
良
な
る
、
 
私
領
 
と
し
て
 
は 相

 馬
に
 
次-ぐ も

の
で
あ
る
。
 
特
に
 
衣
笠
 

* 大
 島
の
 
一 一
人
の
 如
き
 
は、 

先
生
の
 
出
府
 中
 は 櫻

 町
の
 
留
守
 
を
預
 
り、 

ま
た
 
衣
笠
 
は 嘉

永
五
 
年
に
 
彌
太
郞
 
氏
の
 
結
婚
に
 
は
媒
妁
 
と
な
り
、
 
そ
れ
と
 
前
 

後
し
て
 
息
女
 
文
 子
と
 
富
 田
高
慶
 
と
の
 
婚
約
が
 
成
立
し
、
 
愈
々
 
相
 馬
へ
 
輿
 人
の
 
際
の
 
如
き
 
は、 

媒
介
 
者
た
 
る 上、 

先
生
の
 

名
代
と
 して 出

張
し
、
 同
時
に
 下 館の 仕 法 指

導
者
と
 して 富 田

を
迎
 ふべ く、 下 館 侯

よ
り
 相 馬 侯

へ
の
 使
者
と
 し 

T- 出
頭
し
た
 

.§ ち こ
の
 
時
 は 三

面
六
臂
の
 
使
命
 
を
^
し
た
 
次
第
で
 
あ
る
。
 
斯
の
 
如
き
 
親
密
な
 

ろ 關
係
を
 
以
て
、
 
衣
笠
、
 

大
島
 
二
人
の
 
筆
躞
 
は、 

全
集
 
原
本
 
中
に
 
甚
だ
 多
い
 
こ
と
 
は、 

他
の
 
高
 門
弟
 諸
子
と
 
比
肩
す
 
ろ
に
 
足
ろ
 
も
の
が
 
あ
ろ
。
 
憶
 

ふ
に
 
下
 館
の
 
仕
 法
の
 
成
績
 
は、 

こ
の
 
兩
 人
の
 
力
に
 
負
 ふ も

の
が
 
多
い
。
 

斯
く
嘉
 
永
 五
 年
 以
後
 
は 領

主
の
 
財
政
 
は 次

第
に
 
安
泰
と
 
な
り
、
 
領
內
の
 
開
發
も
 
順
次
 
進
展
し
、
 
仕
 法
 は
 灰
 塚、 谷

 中、 

下
 

岡
 

崎
、
 

蕨
、
 

蒔
 

田、
 

大
島
、
 

和
 

泉、
 

中
 

館
、
 

下
 

館
、
 

江
 

尸、
 

小
 

林
 

等
に
 

及
び
、
 

石
 

川
 

家
の
 

態
度
 

は 
報
 

德
禮
讃
 

者
と
 

な 

つ
て
 彰
道
院
 
殿
御
 
回
向
 
料
 を も 納

 人
し
、
 
ま
た
 
領
內
に
 
は
報
德
 
結
社
が
 
行
 は
れ
、
 
小
 田 原

 社
と
 
共
に
 
我
が
 
國
報
德
 
社
の
 

濫
觴
 
を
な
 
す
 も
の
で
 
あ
ろ
。
 

下
 館
の
 
報
 德
社
は
 
信
 友
 講
と
稱
 
し、 

江
戸
 
下
 館
 共
に
 
^
保
 
十
四
 
年
の
 
創
立
に
 
し
て
、
 
下
 館
 は 最

初
 
四
十
 
七
 人
で
 
あ
つ
 

た
が
、
 
漸
次
 
七
十
 
人
に
 
も 達

し
た
、
 
後
减
 
じ
て
 
五
十
 
七
 人
と
 
な
っ
た
 
時
 も あ

ろ
。
 
江
戸
の
 
信
 友
 I！ は 十

七
 
人
で
あ
っ
た
 

が
、
 
後
 四
十
 
八
 人
に
 
達
し
た
。
 
結
社
の
 

is に は、 
こ， -に 至

り
し
 
由
來
を
 
明
か
に
 
し
て
 
議
定
書
 
を 作

っ
た
。
 
s
 容
は
報
 



德
仕
 
法
に
 
よ
っ
て
 
藩
 政
 も 改

ま
り
、
 
民
 治
 も 進

ん
だ
、
 
藩
士
た
 
ろ も

の
 
も 自

ら
 
こ
の
 
道
 を
 履
 習
す
 
ろ 必

要
が
 
あ
る
と
 
い ふ

 

の
で
あ
っ
て
、
 
報
德
の
 
門
に
 
於
て
 
は 有

名
な
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
そ
れ
よ
り
 
嘉
永
 
安
政
と
 
永
く
 
績
き
、
 
こ
れ
に
よ
 
つ
て
 
幾
度
 

か
 藩
士
の
 
經
濟
的
 
倒
産
が
 
救
 は
れ
、
 
思
想
の
 
荒
廢
 が
啓
發
 
せ
ら
れ
た
。
 

そ
の
 
贷
 付
の
 
度
 毎
に
 
行
 は
れ
た
 
表
彰
 
人
 札
 は、 

むらべ- らと りな i しし I ふ 

嚴
 と
し
て
 
後
世
の
 
範
 と
な
っ
て
 
居
る
。
 
こ
の
 
結
社
 
様
式
 
は 村

々
 
に
實
 施
せ
ら
れ
 
て
 居
る
 
村
 柄
 取
 疽
 仕
 法
と
 
同
様
で
 
あ
る
。
 

卽
ち
 
行
政
 
的
に
 
行
 は
れ
た
 
の
に
 
對
 し
て
、
 
結
社
 
式
に
 
行
 は
れ
た
 
钍
法
 
で
あ
る
。
」
 



第
 
十
五
 
章
 
幕
府
の
 
任
用
と
 
報
 
德
仕
法
 
雛
 形
の
 
會
造
 

1 
慕
府
こ
 
登
用
 
せ
ら
る
 

天
 保
 十
三
 
年
 は 小

 田 原
の
 
仕
 法
 中
で
 
あ
る
が
、
 
仕
 法
 組
織
 整
 ひ、 

役
人
の
 
配
屬
 
定
ま
り
 

ト
閑
を
 
得
た
 
狀
 勢
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
正
月
 
以
來
 先
生
 
は 櫻

 町
 陣
屋
に
 
居
て
、
 
向
原
の
 
開
發
 
並
に
 諸
 州
 諸
家
の
 
仕
 法
 指
導
 

に
忙
敉
 
さ
れ
て
 
居
た
。
 

そ
の
 
七
月
 
十
 
1 日、 

突
然
 
江
戸
 
小
 田 原

 邸
か
ら
 
急
 飛
脚
が
 
到
着
し
た
。
 
書
 狀
は
小
 
田 原

 藩
の
 
圓
城
寺
 
貫
 次
 郞
の
名
 
を
 

以
て
、
 
幕
府
の
 
代
官
 
上
總
 
在
職
 篠
田
 藤
四
郞
 
よ
り
の
 
依
頼
 
あ
り
 
次
第
 
出
府
す
 
る 様

、
 
水
 野
 越
 前
 守
よ
り
の
 
達
し
で
 
あ
ろ
 

か
ら
 
その、. i 得

で
 
居
る
 
様
、
 
な
ほ
 
豐
田
 
&
作
、
 
小
路
 
只
 助
 同
道
 差
支
え
な
 
し
と
い
 
ふ
こ
と
 
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
 
御
用
 
力 何

 

で
あ
る
か
 
は 何

等
 判
明
す
 
ろ 所

は
な
か
っ
た
。
 

W
 し 何

れ
に
し
て
も
 
報
德
仕
 
法
が
 
幕
府
 當
 局
に
 
認
め
ら
れ
た
 
爲
 で
あ
ら
 

う
と
い
 
ふ
こ
と
 
で、 

陣
屋
 
內
 に は 幾

分
 喜
色
が
 
表
 は
れ
て
 
居
た
。
 
中
に
 
も 下

 館
の
 
衣
笠
 
兵
 太
夫
か
ら
 
は、 

積
年
の
 
御
 功
 

績
が
顯
 
は
れ
た
 
の
で
 
あ
る
と
.
 魔
し
、
 
篠
 

と
い
 
ふ
 は 最

近
 
上
總
の
 
富
津
の
 
代
官
に
 
な
っ
た
 
人
で
 
あ
る
と
 
い
ふ
 
こ
と
 
を
 調
 

査
 し
て
 
く
れ
た
。
 

次
で
 
同
 七
月
 
卄
 五
日
に
 
次
の
 
飛
脚
で
 
篠
田
 
代
官
よ
り
の
 
公
文
書
が
 
到
着
し
た
。
 
そ
れ
に
 
は 代

官
の
 
手
代
 
長
 山
 幸
 之
 助
 

よ
り
の
 
書
状
、
 
小
 田 原

 藩
士
 
圓
城
 
寺
よ
り
の
 
書
狀
 
も
あ
っ
た
。
 
篠
 田
の
 
公
文
書
に
 
は、 

. 
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(
上
略
)
 

拙
者
 

代
官
 

所
 

下
總
國
 

村
々
、
 

水
害
 

多
く
 

人
民
 

難
^
 

甚
敷
、
 

不レ
 

忍，
 

見
 

鉢
に
 

付、
 

御
 

救
 

水
 

捌
 

方
 

勘
 

辨
致
申
 

立
 

度
奉
存
 

候
、
 

右
に
 

付
贵
様
 

御
名
 

前
 

兼
て
 

及レ
 

承
、
 

水
 

理
等
御
 

深
切
 

御
世
 

話
 

被
 

成、
 

其
 

御
 

地
 

に
て
も
 

新
^
 

堀
 

等
 

品
々
 

御
成
 

繽
有
之
 

由
に
 

付
、
 

篤
と
 

御
 

相
談
 

致
 

度、
 

可
 

相
 

成
 

は 
拙
者
 

在
勤
 

先
 

上
總
國
 

周
!
 

I 郡
 

富
 

津
御
備
 

場
へ
、
 

乍-
, 

御
 

苦
勞
，
 

早
々
 

御
 

越
 

被
 

下
 

候
 

俵
 

は 
相
 

成
 

間
 

敷
 

哉
、
 

何
事
 

も 
土
地
 

人
民
 

永
年
 

爲
筋
之
 

儀
に
 

付
 

厚
 

御
 

願
 

申
 

候
 

(
下
略
)
 

と
あ
っ
て
、
 

八
月
 

上
旬
 

頃
 

迄
 

は
 

富
津
に
 

詰
て
 

在
任
す
 

ろ
か
ら
、
 

來
て
貰
 

ひ
た
い
、
 

な
ほ
 

江
戸
に
 

着
い
た
な
ら
ば
、
 

四
番
 

町
 

通
 

飯
 

田 
町
 

火
 

消
 

屋
敷
 

留
守
宅
 

へ 
立
 

寄
、
 

手
代
 

長
 

山
 

孝
 

之
 

助
に
 

御
 

面
談
 

下
さ
れ
ば
 

便
利
で
 

あ
る
と
 

書
 

添
 

へ 
て
 

あ 
つ
た
。
 

こ
れ
に
 

よ
れ
ば
 

先
生
 

を
 

以
て
 

措
 

水
 

又
は
 

水
理
の
 

技
術
者
と
 

し
て
 

知
り
、
 

管
内
 

治
水
の
 

指
導
 

を
 

得
ん
 

と
す
る
 

に
あ
っ
た
 

先
生
 

は
 

取
り
 

敢
 

へ
ず
 

廿
 

六
日
 

出
 

發
の
旨
 

を
 

返
事
し
た
。
 

所
が
 

こ
れ
よ
り
 

先
 

同
月
 

廿
日
に
、
 

幕
府
 

勘
 

^
奉
行
よ
り
、
 

ト 
W 

原
 

侯
 

邸
へ
 

召
命
 

あ
り
、
 

小
 

K 
原
 

邸
 

留
守
居
 

竹
內
晴
 

之
丞
が
 

出
頭
し
た
 

所
、
 

奉
行
 

竹
內
 

淸
太
郞
 

列
座
に
 

て
 

先
生
の
 

現
在
の
 

士
分
に
 

つ
い
て
 

聞
き
 

賈
 

し、
 

大
久
保
 

家
 

徒
 

格
な
 

り
と
 

答
へ
 

た
が
、
 

こ
れ
 

は 
先
生
 

登
用
の
 

士
格
 

分
限
の
 

規
準
と
 

な
ろ
 

も
の
 

で
あ
る
。
 

か
く
て
 

そ
の
 

廿
 

一 
曰 

水
 

野
 

越
 

前
 

守
 

様
よ
り
 

御
沙
汰
に
 

付
、
 

乎
 

廻
り
 

次
第
 

早
 

々
出
府
 

致
す
べ
く
 

候
 

右
 

掛
り
を
 

以
て
 

と
い
 

ふ
 

先
生
 

召
 

出
し
の
 

通
知
が
 

小
 

田 
原
 

藩
へ
 

達
し
た
、
 

そ
の
 

使
 

は
篠
田
 

代
官
の
 

用
件
 

を
帶
 

び
た
 

ろ 
長
 

山 
孝
 

之
 

助
よ
り
の
 

飛
脚
と
 

引
 

違
 

ひ
に
、
 

廿
 

五
日
に
 

着
し
た
。
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先
生
 
は 二

つ
の
 
飛
脚
の
 

ffl 命
が
 
一
つ
の
 
W 件

 か、 
或
は
 
格
別
 
幕
府
の
 
召
 出
し
 
か
 
化
お
 
と
も
^
 
W し

^
 
レ
カ
 

取
り
 

敢
 
へ
ず
 出
府
 
は 絶

對
的
 
必
要
と
 
な
っ
た
 
の
で
、
 
^
2
 
正
 作
、
 
小
路
 
只
 助、 

富
田
久
 
肋、 

名
主
 
忠
次
 
以
下
、
 

一
行
 廿
七
人
 

の
 大
勢
で
 
出
府
し
た
。
 

着
府
 
直
ち
に
 
芝
な
る
 
小
 困 原

 藩
邸
へ
 
伺
っ
た
 
所
、
 
前
述
の
通
り
 
勘
定
 奉
行
よ
り
の
 
直
接
 
御
達
し
で
 
あ
る
か
ら
、
 
篠
田
 

の
 弋
ぎ
听
 
富
津
へ
 
 一 了；

 
こ
と
 
は
こ
れ
 
を 後

 廻
し
 
と
す
る
 
こ
と
 

A し、 
長
 山
へ
 
そ
の
 
旨
 を 通

知
し
て
 
承
認
 
を
 得
た
。
 

七
月
 
三
十
日
に
、
 
明
朝
 
勘
定
 所
に
 
出
づ
 
べ
し
と
 
逹
 せ
ら
れ
た
 
か
ら
、
 
豐
田
 
正
 作
 幷
忠
次
 
を
從
 
へ
て
 出
頭
し
た
 
所
、
 
明
 

1 一日 正
午
、
 
小
 田 原

 藩
 留
守
居
 
日 下

部
 
春
 右
衞
門
 
同
道
、
 
豊
田
正
 
作
を
從
 
へ 、 

勘
定
 奉
行
 
岡
 本
 近
 江
 守
役
 
宅
に
 
出
頭
せ
 

一 

よ
と
 
命
ぜ
ら
れ
、
 
定
刻
 參
邸
 奉
行
に
 
W
 接
し
た
。
 
奉
行
 
一
問
 先
生
 
一 答

、
 
そ
の
 
眞
劍
 
さ
は
 
驚
く
べ
き
 
も
の
で
あ
っ
た
 

と 
1
 

て、 
豐
田
が
 
次
の
間
よ
り
 
靦
 つ
た
 始
末
 
を 同

門
の
 
徒
に
 
物
語
っ
た
 
の は 

一 再
で
な
か
っ
た
 
と
い
 
ふ、 

恐
く
 
は 文

政
よ
り
 

夭
 保
へ
の
 
二
十
 
年
の
 
努
力
と
、
 

- そ
の
 
創
造
し
た
 
方
策
と
 
は、 

奉
行
 
を
 感
動
せ
 
し
め
、
 
ま
た
 
先
生
 
は 非

常
な
 
確
信
 
を
 以
て
 

報
告
し
た
 
の
で
 
あ
ら
う
、
 
終
に
 
こ
の
 
面
談
 
は 夜

に
 
人
っ
て
 
歸
 宅
し
た
。
 

こ
の
 
人
物
 鑑
査
で
 
何
れ
 
か
に
 
決
定
す
 
ろ
か
と
 
思
 ひ
の
 
外，、 

そ
こ
に
 
御
 役
所
の
 
乎
繽
が
 
必
要
で
 
あ
る
。
 
當
時
 
老
中
 
水
 野
 

越
 前
 守
 は 日

光
 參
詣
屮
 
で
あ
る
か
ら
、
 

廿
 
一 日
頃
ま
で
 
は 行

動
 隨
意
 
で
あ
る
が
 
御
沙
汰
 
を 待

つ
 
様
に
 
と
い
 
ふ
こ
と
 
で
あ
 

ろ。 
富
 律
へ
 
行
く
 
に は H 數

も
 
足
ら
ず
、
 
ま
た
 
何
日
 
命
が
 
下
ろ
 
か
も
 
知
れ
な
い
。
 
殊
に
 
從
來
 
取
扱
っ
た
 
書
類
 
を
 差
 出
す
 

様
に
 
と
の
 
申
 渡
し
が
 
あ
つ
た
か
ら
、
 
數
 人
の
 
速
 絡
 滞
留
 
者
 を
お
 
め
て
 
ー
應
櫻
 
町
に
 
歸
る
 
こ
と
 

A な
し
、
 
E
M
 
十
二
 
日
出
 



發
歸
陣
 
し、 

更
 め
て
 
用
意
の
 
上
同
廿
 
七
日
 
再
び
 
一 一

十
三
 人
の
 

一 行
に
 
て
 出
府
し
た
。
 

爾
来
 

在
府
數
 

十
日
の
 

長
き
 

に 
及
び
、
 

屢
々
 

奉
行
所
 

其
 

他
へ
 

召
し
出
さ
れ
て
 

訊
問
 

も 
あ
り
、
 

報
吿
 

も
し
た
 

が
 

何
等
 

決
定
 

し
な
か
っ
た
。
 

十
月
 

朔
 

日
付
 

青
木
 

村
の
 

領
主
 

川
 

副
 

勝
 

三
郞
の
 

用
人
 

荒
川
泰
 

助
の
 

書
狀
 

に
よ
れ
ば
、
 

「
勘
定
 

吟
味
 

役
 

根
本
 

善
 

左
衞
 
門
が
 
先
生
の
 
事
に
 
就
て
 
川
 副
に
 
尋
ね
た
 
の
で
、
 
事
業
 經
歷
を
 
語
っ
た
 
所
、
 
幕
府
に
 
登
用
 
せ
ら
れ
る
 
こ
と
が
 
明
か
で
 

あ
っ
た
」
 
と
い
 
ふ
 意
味
が
 
視
 は
れ
た
 
と
あ
っ
た
。
 
果
し
て
 
翌
 一 一日 勘

定
 
所
に
 
召
 出
さ
れ
、
 

思
 召
 之
 儀
 被
 成
 御
座
 
候
に
 
付
、
 
御
 番
帳
入
 
之
 格
に
 
御
 取
扱
 
被
 成
 候
 

と 申
 渡
さ
れ
た
。
 
正
式
に
 
幕
臣
と
 
な
り
、
 
勘
定
 奉
行
.
 の 配

下
に
 
屬
 す
る
 
こ
と
 

A な
っ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
翌
 三
日
 
小
 田 原

 藩
 

お 
さしがみた 5 らい 

邸
よ
り
 
「
御
 剪
 紙
到
來
 
に
っ
き
 
罷
出
づ
 
べ
き
」
 
旨
の
 
命
が
 
あ
っ
て
 
出
頭
し
た
 
所
 

二
宮
 

金
次
郞
 

1 
、 

於
 

公
儀
、
 

御
 

普
請
 

役
 

格
に
 

御
 

召
 

抱
、
 

御
 

切
 

米
 

一 
一十
 

俵
 

1 
一人
 

扶
持
 

被
 

下
 

置
 

候
 

段
 

可.
 

S.
 

渡
 

旨、
 

水
 

野
 

越
 

前
 

守
 

様
よ
り
 

被
 

仰
 

渡
 

候、
 

此
段
可
 

申 
聞 

皆 
被
 

仰
 

出 
候
 

と 申
 渡
さ
れ
た
、
 

而
 し
て
 
別
 窒
 に
て
 
家
老
 
杉
 浦
 平
 太
夫
よ
り
、
 

報
 德
之
道
 
相
披
き
 
御
先
 
代
 様
 深
き
 御
 存
意
相
 
立
 候
 樣
被
成
 
度
 段
 被
 仰
 出
 候
 間、 

何
事
に
 
依
ら
ず
 
御
談
 
儀
に
 
及
 候
 儀
 可
 

然
旨
、
 

公
邊
 

御
用
 

勝
に
 

不
相
成
 

樣
御
敎
 

示
 

御
 

願
 

被
 

成
 

候
、
 

尤
も
 

右
 

之
 

趣
 

其
 

筋
へ
 

御
 

內
意
被
 

仰
 

立
 

置
 

候
 

積
り
 

に 
候
 

. と 申
 添
 
へ ら

れ
 
た。 

而
 し
て
 
藩
 公
の
 
御
 居
間
 書
院
に
 
て、 

上
下
 
一 具、 

小
袖
 
1 を

 小
 田
 原
 公
よ
り
 
賜
と
 
し
て
 
授
與
 
せ
ら
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れ
且
 
從
來
の
 
努
力
 
を
稱
揚
 
し、 

新
 任
務
に
 
盡
瘁
 す
ろ
 
樣
 に
と
 
達
せ
ら
れ
た
。
 

斯
く
て
 
先
生
 
は 陪

臣
よ
り
 
幕
府
の
 
直
臣
 
と
な
り
、
 
小
 田 原

の
 
留
守
居
 
役
 日 下

部
 
春
右
衞
 
門
よ
り
、
 
幕
府
 
御
 普
請
 
役
 元
 

締
小
田
 
桂
 門
 太
に
 
引
渡
さ
れ
た
。
 

さ
て
 
最
初
に
 
面
會
を
 
希
望
 
せ
ら
れ
た
 
代
官
 篠
田
は
 
八
月
に
 
歸
府
 
し、 

先
生
 
は
篠
 
田
の
 
所
管
 
地
內
 た
ろ
 
印
幡
沼
 
附
近
 
を
 

蜜
 地
踏
查
 
す
ろ
 
こ
と
，
 1 な

っ
た
 
の
で
、
 
始
め
て
 
二
つ
の
 
用
命
が
 

一 つ
の
 
事
業
へ
 
と
纒
 
ま
っ
た
。
 
而
 し
て
 
小
 田 原

 藩
よ
り
 

も 老
中
、
 
若
年
 
寄
 等
へ
 
挨
拶
の
 
名
刺
 
を
 差
 出
し
、
 
先
生
 
は 十

 w 十
七
 
日 起

請
文
 
を
 差
 出
し
 
回
 禮
を
も
 
終
へ
 
た
が
、
 
先
生
 

が
從
來
 
取
扱
っ
て
 
居
た
 烏
 山、 

下
 館
、
 
g
i
l
s
、
 
茂
 木
 其
 他
 仕
 法
 地
の
 
指
導
 
取
扱
 
を
 如
何
に
す
べ
き
 
か、 V 殘

 さ
れ
た
 
重
 

要
な
 
ろ 案
件
で
あ
っ
た
。
 
 

- 

幕
き
-
 
i 任
用
せ
ら
れ
 
た
 結
果
、
 
從
來
 
指
導
し
 
つ A あ

っ
た
 
仕
 法み- 拗

棄
 
す
る
 
こ
と
 
は 出

来
な
い
、
 
併
し
 
之
に
 
關
 係
す
 

ろ こ
と
 
は 服

務
 規
律
 
を
 破
ろ
 
こ
と
，
 
な
ろ
、
 
依
て
 
先
生
 
は 

一 應
各
仕
 
法
の
 
指
導
 
を
 謝
絶
し
、
 
各
 私
 領
地
の
 
領
主
か
ら
 
幕
 

i 寸こ 
懇
願
 
p 上

 承
認
 
を 得

て
 
指
導
 
を 受

け
ろ
 
こ
と
、
 
し
な
け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
先
生
が
 
辭
令
を
 
受
け
た
 
日
よ
り
 
公
^
 
こ
の
 

問
題
が
 
生
ず
ろ
。
 
依
て
 
小
 田 原

 藩
に
 
於
て
 
は そ

の
 
六
日
に
 
伺
 を 出

し
た
 
所：： 十 急

に
 
指
令
が
 
あ
り
 

バ
田
 
ks 

櫻
 町.？ に 

仕
 法
に
 
關
係
 
す
ろ
 
は 苦

し
か
ら
 
ず
と
 
指
令
 
あ
り
、
 
先
生
 
は 御

 普
請
 
役
 取
締
 渡
 邊
棠
之
 
助
よ
り
 
そ
の
 
通
知
 
を
 受
け
た
。
 

下
 館
、
 
烏
 山、 

谷
 田 部、 

茂
 木、 

相
 馬
 等
の
 
諸
 藩
 は、 

先
生
の
 
謝
絶
に
 
驚
き
、
 
直
ち
に
 
夫
々
 
伺
 を 立

て
ろ
 
こ
と
と
 
な 

ゥ
た
。
 
こ
の
 
M
 書
の
 
內
容
は
 
先
生
の
 
公
務
 
差
 支
な
 
き 範

阖
に
 
於
て
、
 
钍
 法
の
 
敎
示
を
 
受
け
た
 
し
と
い
 
ふ 意

味
の
 
案
文
に
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や 
だ
べ
 
 

もで
 
き
 
 

なか
 

むら
 

げん
じ 

S ん 
つ
き
、
 

先
生
の
 

內
閲
を
 

經
て
差
 

出
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
が
、
 

谷
 

田 
部
、
 

茂
 

木
の
 

仕
 

法
主
 

任
た
 

ろ 
中
 

村
玄
順
 

は、
 

先
生
の
 

校
閱
 

を
經
 

ず
し
て
 

「
折
々
 

家
 

來
共
差
 

出
し
、
 

爲
 

及
賴
談
 

度
」
 

と 
申
出
た
 

の
で
、
 

他
の
 

諸
 

藩
に
 

封
し
て
 

は 
願
 

出
の
 

趣
 

苦
し
か
ら
 

ず
と
 

指
令
せ
ら
れ
 

た
け
れ
 

ど
も
、
 

谷
 

田 
部
、
 

茂
 

木
に
 

封
し
て
 

は 
、
『
書
面
の
 

趣
 

難
 

相
 

成
』
 

と 
却
下
せ
ら
れ
 

た。
 

こ
れ
 

は 
細
 

川
 

氏
 

は 
そ
の
 

案
文
 

中
 

「
頼
談
 

に 
及
ば
せ
」
 

と
い
 

ふ 
は、
 

仕
 

法
 

引
 

請
卽
ち
 

先
生
が
 

仕
 

法
 

執
行
 

者
と
 

な
る
 

如
き
 

意
味
 

あ
り
と
 

も 
解
 

せ
ら
ろ
 

ュ
爲
 

な
の
で
 

あ
ら
う
。
 

爾
來
釉
 

川
 

藩
の
 

分
 

は 
終
に
 

仕
 

法
 

執
行
に
 

障
礙
を
 

生
じ
た
。
 

然
し
 

從
來
の
 

仕
 

法
取
蟠
 

め
の
 

爲
に
 

往
來
し
 

協
議
し
、
 

早
速
 

關
 

係
が
 

杜
絶
し
た
 

の
で
 

は
な
い
。
 

斯
く
て
 

幕
府
 

任
用
が
 

諸
方
の
 

仕
 

法
の
 

上
に
 

幾
分
 

は
 

影
響
し
、
 

事
實
 

と
し
て
 

は 
先
生
と
の
 

關
 

係
が
 

薄
く
な
 

つ
た
こ
と
 

は
餘
 

儀
な
 

き
こ
と
 

で
あ
る
。
 

唯
 

櫻
 

町
 

は 
何
分
に
 

も 
先
生
 

の
 

一 
族
が
 

住
居
し
た
 

の
と
、
 

幕
府
に
 

於
て
も
 

內
情
を
 

知
悉
し
て
 

居
た
 

の
で
、
 

消
極
的
な
が
ら
 

钍
法
 

衰
頹
と
 

は
な
ら
 

な
か
 

つ
た
の
で
 

あ
る
。
 

以
上
が
 

幕
府
に
 

任
用
 

せ
ら
れ
た
 

概
耍
 

で
あ
ろ
。
 

二
 

利
根
 

川
 

分
 

水
路
 

檢
討
 

始
末
 

利
根
 

川
の
 

水
 

を
 

分
っ
て
 

汎
濫
を
 

防
ぎ
、
 

通
 

舟
の
 

利
 

を
 

得
ん
 

と
す
る
 

企
て
 

は 
遠
く
 

fK
 

正
 

年
間
か
ら
の
 

記
錄
が
 

あ
る
。
 

こ
の
頃
 

は
汎
濫
 

地
の
 

開
墾
で
 

あ
り
、
 

干
拓
で
 

あ
つ
た
が
、
 

宽
永
 

頃
か
ら
 

は 
治
水
 

並
に
 

水
 

路
 

開
鑿
が
 

始
め
ら
れ
た
、
 

何
れ
も
 

利
根
 

川
の
 

本
流
 

及
び
 

霞
 

浦
、
 

印
幡
沼
 

附
近
に
 

屬
 

す
ろ
 

も
の
で
あ
る
。
 

然
る
に
 

先
生
が
 

命
 

を
 

受
け
た
 

ろ 
分
 

水
路
の
 

計
畫
 

は、
 

汎
濫
 

防
止
 

を
考
 

へ
ら
れ
、
 

開
墾
 

も 
企
て
ら
れ
て
 

居
て
も
、
 

北
 

國
の
產
 

米
 

を
 

輸
送
す
 

る
と
 

い
ふ
 

舟
楫
の
 

便
が
 

著
し
き
 

要
件
と
 

し
て
 

取
扱
 

は
れ
た
、
 

而
 

し
て
 

そ
の
 

計
畫
 

は、
 

當
 

時
の
 

偉
才
 

水
 

野
 

越
 

前
 

守
に
 

よ
つ
 

て 公
に
 せ
ら
れ
.
^
。
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^
時
 
水
き
 越
 前
 守
 は、 

新
 老
中
と
 
し
て
 
新
政
 
を
 念
と
 
し、 

理
想
の
 
幕
府
 
政
治
家
 
八
 代
將
軍
 
吉
宗
、
 
そ
の
 
志
 を 嗣

ぐ
松
 

平
樂
翁
 
以
後
の
 
頹
廢
を
 
挽
回
し
、
 
財
政
難
 
を
 救
 ひ、 

以
て
 
幕
政
 
を
 刷
新
 
せ
ん
と
し
 
つ 、

あ
っ
た
 
時
で
、
 
そ
の
 
權
威
 
に
よ
 

つ
て
 
成
就
 
せ
ん
と
す
 

る 功
業
の
 

一 つ
と
 
し
て
 
利
根
 
川
 治
水
が
 
選
ば
れ
た
。
 

治
水
、
 
開
墾
の
 
利
 は 一一 H ふ

ま
で
 
も
な
い
 
が
、
 
利
根
 
川
 分
 水
 堀
割
の
 
便
に
 
至
っ
て
 
は 莫

大
な
 
資
金
と
、
 
百
難
 
不
撓
の
 
努
 

力
と
 
に
よ
ら
ね
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
江
戶
 
繁
昌
の
 
趨
勢
 
二
百
 
年、 

諸
 州
の
 
物
資
 
は
柬
 
よ
り
 
西
よ
り
 
輻
輳
す
 
ろ。 

そ
の
 
西
よ
り
 
す
 

ろ も
の
 
は 伊

豆
 
を
 廻
り
て
 
順
路
 
浦
 賀
を
經
 
由
し
、
 
そ
の
 
東
よ
り
 
す
ろ
 
も
の
 
は 房

 州
 を 廻

っ
て
 
江
 戶
灣
に
 
人
る
。
 
柬
 北
の
 

物
 貨
廻
航
 
最
大
の
 
難
所
 
は
 房
 州
 沖
で
 
あ
る
。
 
大
凡
 
十
回
に
 

一 回
 は 難

船
と
 
定
ま
っ
て
 
居
た
 
の
で
、
 
仙
 臺
の
ー
 
一十 萬

 石、 

南
部
の
 
三
 萬
 石、 

其
 他
津
輕
 

V 
山
形
、
 
秋
 田、 

庄
内
 
等
の
 
廻
 米
に
 
際
し
、
 
そ
の
 
十
分
の
 

一 の 喪
失
 
は 悲

惨
な
 
ろ
覺
 悟
の
 

難
船
 數
と
 
認
め
ら
れ
て
 
居
た
。
 

ま
た
 
年
々
 
夏
 秋
の
 
颱
風
 
時
に
 
際
し
、
 
利
根
 
川
の
 
汎
濫
は
 
特
に
 
印
幡
 
沼
に
 
逆
流
し
、
 
附
近
 
增
 水
の
 
洪
溢
は
 
年
々
 
の 如

く
 

で
あ
っ
た
。
 
玆
に
 
於
て
 
先
 づ
印
幡
 
沼
の
 
水
 を 江

戸
の
 
海
に
 
切
り
 
流
し
、
 
房
 州
 沖
の
 
廻
 漕
 船
 を
 利
根
 川
よ
り
 
内
海
に
 
移
送
 

す
れ
ば
、
 
舟
楫
の
 
便
と
 
汎
濫
 
防
止
と
、
 
開
墾
 
干
拓
と
 

一 擧
三
 
得
の
 
利
を
擧
 
ぐ
る
 
こ
と
 

A な
る
。
 

天
 正
 十
八
 
年
 江
戸
 崎
 城
主
 
土
岐
 
氏
の
 
臣
石
田
 
主
馬
 亮
、
 
吉
田
佐
 
太
 郞
が
新
 
島
の
 
開
墾
に
 
着
 乎
し
、
 
五
十
 
三
年
 
問
に
.
 k
 

回、 
約
 四
百
 
町
歩
の
 
新
田
 
を
 得
、
 
寬
文
 年
間
に
 
椿
 海
 附
近
の
 
干
拓
、
 
栗
 橋
 附
近
の
 
新
 川
 開
鑿
、
 
寬
 永
年
 
問
の
 
辨
天
 堀
の
 

完
戎
、
 
新
 利
根
 
川
 開
通
 
等
に
 
よ
っ
て
、
 
十
六
 島
と
 
霞
 浦
と
の
 
連
絡
 
も
つ
 
い
た
。
 
併
し
 
利
根
 
川
 汎
濫
は
 
救
 治
し
 
得
な
い
 
の 
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て 
享
保
九
 

年
、
 

幕
府
 

勘
定
 

所
の
 

計
畫
 

に
よ
り
、
 

利
根
 

川
 

分
 

水
 

工
事
 

を
 

企
て
ら
れ
た
。
 

そ
の
 

工
費
 

は 
三
 

拾
 

萬
 

雨
と
 

計
上
せ
 

ら
れ
 

た
が
、
 

印
幡
 

湖
畔
の
 

平
 

戶
村
染
 

谷
 

源
 

右
衛
門
が
 

請
負
 

を
 

命
ぜ
ら
れ
 

资
金
 

六
千
兩
 

に
て
 

着
手
し
た
 

が
、
 

遂
に
 

果
し
得
 

ず
し
て
 

家
産
 

を
 

失
っ
た
。
 

次
に
 

天
 

明
 

五
 

年
 

田 
沼
の
 

老
中
た
り
 

し 
時
 

堀
割
 

普
請
 

を
 

起
し
て
 

最
も
 

困
難
な
る
 

切
 

割
に
 

力
 

を
 

致
 

し
た
が
 

成
功
し
 

な
か
っ
た
。
 

■ 
水
 

野
 

越
 

前
 

守
の
 

企
て
 

は、
 

旣
に
 

一 
一
回
ま
で
 

不
成
功
に
 

終
っ
た
 

事
業
 

を
 

完
成
 

せ
ん
と
す
 

ろ 
も
の
で
あ
る
。
 

其
の
 

地
域
 

i 

篠
田
 

藤
四
郞
 

所
管
 

內
に
屬
 

す
る
 

を
 

以
て
、
 

先
生
 

登
用
の
 

手
 

續
を
篠
 

田
に
 

命
じ
た
 

と 
見
え
る
。
 

こ
の
 

計
畫
は
 

三
回
 

共
に
 

印
 

幡
沼
 

西
北
 

湖
 

頭
の
 

平
 

戸
よ
り
 

沼
 

川
筋
 

を
 

逆
流
し
て
、
 

柏
 

井
村
 

附
近
に
 

て
 

高
 

毫
六
丈
 

三
尺
、
 

花
 

島
 

村
 

沼
田
 

筋
に
 

新
 

川
 

を，
 

屈
 

けみ
 

が +
*
 
 

まく
 

わり
 

り 
東
京
 

灣
 

内
に
 

注-
ぐ 

撿
見
 

川
に
 

通
じ
、
 

同
 

河
口
と
 

馬
 

加
と
の
 

間
に
 

至
ら
ん
 

と
す
ろ
 

も
の
で
あ
っ
て
、
 

高
臺
、
 

ト
丘
、
 

岩
 

土
、
 

眞
土
、
 

水
溜
り
、
 

水
田
、
 

沼
田
 

を
 

掘
 

割
り
 

延
長
 

約
 

四
 

里
 

十一
 

一
町
で
 

あ
る
。
 

先
生
が
 

こ
の
 

分
 

水
路
 

疏
通
 

工
事
 

實
地
 

調
査
の
 

命
 

を
 

受
け
た
 

の 
は、
 

十
月
 

十
七
 

日
で
 

あ
ろ
。
 

「
利
根
 

川
 

分
 

水
路
 

見
 

分
 

目 

論
 

見
 

御
用
」
 

と
い
 

ふ
の
で
 

あ
ろ
。
 

同
月
 

一 
一十
 

一 
日
出
 

發
し
、
 

翌
十
 

一 
月 

十
五
 

日
歸
府
 

し
た
が
、
 

急
ぎ
 

報
告
す
べ
し
 

と
の
 

事
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

視
察
 

地
に
 

於
て
 

立
案
し
、
 

十
 

一 
月 

一 
一
日
に
 

復
命
 

書
 

を
 

提
出
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 
 

へ 

先
生
 

は 
實
地
を
 

踏
査
し
て
 

非
常
に
 

困
難
な
 

ろ 
工
事
で
 

あ
る
 

こ
と
 

を
 

知
っ
た
。
 

そ
の
 

復
命
 

書
た
 

る 
「
利
根
 

川
 

分
 

水
路
 

掘
 

割
 

御
 

普
請
 

見
込
 

之
 

趣
 

申
 

上
 

候
 

書
附
」
 

に 
は、
 

難
 

工
事
た
 

ろ 
實
情
は
 

詳
記
し
て
 

な
い
 

が
、
 

元
 

來
印
幡
 

沼
 

は、
 

利
根
 

川
が
 

平
 

水
 

以
下
と
 

な
れ
ば
 

湖
水
 

之
に
 

流
れ
 

下
り
、
 

溢
水
 

す
れ
ば
 

利
根
 

川
よ
り
 

逆
流
し
 

來
 

つ
て
 

互
に
 

湖
水
と
 

河
流
と
 

が
 

調
節
 

作
用
 



み： な
し
つ
 
、
あ
ろ
。
 
こ
の
 
逆
流
 
溢
水
が
 
附
近
へ
 
汎
濫
 
と
な
ろ
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
今
 印
幡
 
沼
よ
り
 
東
京
！
：
 
へ 新

 堀
 を 整

 

た
ん
と
 
す
れ
ば
、
 
そ
の
 
新
 掘
 通
路
に
 
當
ろ
 
地
方
 
は、 

湖
水
に
 
も 瀕

せ
ず
、
 
利
根
 
川
に
 
も 沿

 は ざ
ろ
 
汎
濫
 
の
關
 
係
な
 
き 村

 

里
で
 
あ
る
か
ら
、
 
新
 堀
 M
 鑿
 を
 要
求
し
 
な
い
 
住
民
で
 
あ
ろ
。
 
殊
に
 
田
地
 
少
き
 
地
方
に
 
て
 新
 川
 敷
と
 
し
て
 
溃
地
 
と
な
ろ
 
を
 

以
 て
尙
更
 
喜
ば
な
い
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

新
 工
事
が
 
小
規
模
の
 
計
畫
の
 
時
に
は
、
 
地
方
の
 
勞
働
餘
 
力
に
 
て
賃
錢
 
安
く
 之
 を
 成
就
せ
 
し
め
 
得
べ
き
 
も、 

大
工
 
事
に
 

は 勢
 ひ 賃

金
 
高
き
 
土
工
 
を 他

よ
り
 
募
集
す
 
ろ 必

要
が
 
あ
ろ
。
 
斯
 く
し
て
 
失
費
 
多
く
、
 
人
心
の
 
協
和
し
 
難
い
 
事
情
が
 
あ
つ
 

た
の
で
、
 
享
保
及
 
安
永
、
 

H< 明、 
1K 保

と
 
數
回
 着
手
 
せ
ら
れ
て
 
何
れ
も
 
失
敗
し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
 

一 

先
生
の
 
意
見
に
 
よ
れ
ば
、
 
工
事
の
 
難
易
 
は
實
 
行
の
 
曉
 で
な
け
れ
ば
 
判
然
と
 
言
 ふ 譯

に
は
 
行
か
な
い
 
が
、
 
人
の
 
和
 を
 得
 

？
 1 

• ず
し
て
 
は 成

就
し
 
難
く
、
 
人
の
 
和
 を
 得
ろ
 
に は、 

薪
 堀
 開
鑿
の
 
沿
道
に
 
報
 德
仕
法
 
を
 講
ず
る
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 
御
仁
 
惠
の
 

一 

御
 仕
 法
 さ
/
行
 
は ろ

れ
ば
、
 
櫻
 町
に
 
於
け
 
る 成

鑌
の
 
如
く
に
 
必
ず
 
人
氣
を
 
一
致
せ
 
し
む
る
 
こ
と
が
 
出
來
 
る。 

工
事
 
は そ 

. 

の
基
漤
 
た
る
：
 H 法

 さ
へ
 
行
 は ろ

れ
ば
、
 
完
成
 
は 期

し
て
 
俟
 つ
べ
き
 
で
あ
る
。
 

こ
の
 
工
事
の
 
遂
行
に
 
際
し
、
 
幕
府
 
役
人
が
 

共
同
一
致
の
 
必
要
な
 
ろ は 言

 ふ
ま
で
 
も
な
い
 
け
れ
ど
も
、
 
先
生
の
 
強
調
し
た
 
の は、 

分
 水
 通
路
の
 
住
民
の
 
和
合
.
 を 保

つ
 

に
あ
っ
た
。
 

工
事
の
 
资
金
 
と
し
て
 
示
さ
れ
た
 
限
度
 
は 金

 拾
 四
萬
兩
 
で
あ
ろ
。
 
こ
れ
な
 
工
事
 方
法
と
 
し
て
の
 
仕
法
资
 
金
と
 
し
て
 
下
 波
 

さ
れ
 

一 切
 委
任
せ
ら
れ
 
ろ
な
ら
 
ば、 

先
づ
 
人
心
 
和
合
の
 
爲
に
六
 
千
 六
 百
 六
 拾
 六
 兩
餘
を
 
荒
 地
開
發
 
窮
民
 
撫
育
 

一 村
 仕
 法
 



の
爲
に
 

用
ゐ
、
 

次
に
 

金
 

拾
 

萬
兩
を
 

五
ケ
 

年
赋
 

に
て
 

貸
付
け
、
 

殘
り
を
 

繰
越
し
、
 

第一
 

一
年
に
 

は 
第
 

一 
年
分
の
 

返
金
と
 

合
し
 

た
ろ
 

よ
り
、
 

前
年
 

同
様
 

六
 

千
 

六
 

百
 

六
 

拾
六
兩
 

を
開
發
 

撫
育
 

料
と
 

し、
 

次
に
 

金
 

貳
萬
兩
 

を
 

貸
付
く
、
 

斯
 

く
し
て
 

第
 

七
 

年
 

GE
 

よ
り
 

年
々
 

六
 

千
六
^
 

六
 

拾
 

兩
餘
を
 

掘
 

割
に
 

充
當
 

す
れ
ば
、
 

仕
 

法
の
 

繼
續
 

す
ろ
 

間
は
资
 

金
の
 

絕
 

ゆ
ろ
 

こ
と
 

は
な
い
、
 

而
 

し
て
 

假
に
 

着
手
 

年
 

M 
を
 

溯
っ
て
 

文
政
 

四
 

年
と
 

す
れ
ば
、
 

H<
 

保
 

十
 

一 
年、
 

卽
ち
第
 

一 
一十
 

年
 

BE
 

に 
至
れ
ば
、
 

閗
鑿
资
 

金
 

拾
 

四
 

萬
 

贰
千
贰
 

百
 

四
兩
餘
 

を
用
ゐ
 

て、
 

殘
金
九
 

萬
 

丸
 

千
 

丸
 

百
 

火
 

拾
 

九
兩
餘
 

あ
り
、
 

そ
の
 

貸
付
金
 

額
 

は 
五
 

人
の
 

も
の
へ
、
 

各
 

金
 

約
 

六
 

千
 

六
 

百
 

六
 

拾
兩
を
 

貸
付
け
、
 

五
ケ
 

年
に
 

亙
っ
て
 

返
金
す
 

る 
こ
と
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

五
 

年
賦
と
 

し
て
 

年
々
 

金
 

六
 

千
 

六
 

百
 

六
 

拾
 

兩
餘
の
 

返
金
と
、
 

一 
ケ 

年
の
 

冥
加
 

金
納
 

人
が
 

あ
る
。
 

こ
の
 

冥
加
金
が
 

開
鑿
 

料
と
 

し
て
 

支
出
し
 

得
ろ
。
 

故
に
 

元
金
 

拾
 

萬
兩
は
 

永
世
 

減
ず
る
 

事
な
 

く、
 

太
陽
が
 

萬
 

物
 

を
 

輝
し
て
 

生
育
す
 

ろ 
如
く
、
 

開
鑿
 

料
 

も 
亦
 

年
々
 

支
出
し
 

得
る
 

と
い
 

ふ
の
で
 

S 

あ
ろ
。
 
 

一 

然
る
に
 

こ
の
 

仕
 

法
 

様
式
 

は 
一 
見
複
雜
 

で
あ
り
、
 

ま
た
 

成
功
 

期
間
が
 

優
長
に
 

見
 

ゆ
る
。
 

報
告
の
 

內
容
 

が
簡
單
 

で、
 

人
 

和
 

を
 

得
 

ざ
れ
ば
 

成
功
 

し
な
い
と
 

も 
あ
る
。
 

新
進
 

氣
銳
の
 

政
治
家
が
 

首
肯
し
 

滿
足
 

す
る
 

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

當
時
 

先
生
 

以
外
に
 

工
事
 

請
負
 

志
願
者
が
 

あ
っ
た
、
 

多
 

田
彌
次
 

右
衛
門
の
 

持
參
 

し
た
と
 

い
ふ
 

「
下
 

總
國
印
 

幡
沼
水
 

配
 

掘
 

割
 

願
書
 

寫
」
 

に
よ
れ
ば
、
 

江
戸
 

小
 

網
 

町
 

三
 

丁
目
 

大
和
 

屋
彥
七
 

等
の
 

差
 

出
し
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

拾
 

四
 

萬
厕
ゅ
 

資
金
 

を
 

掘
 

割
 

費
、
 

普
請
 

金
 

貸
付
、
 

江
戶
 

市
中
に
 

徘
徊
す
 

ろ 
非
人
 

等
 

を
 

寄
 

集
め
て
 

試
用
す
 

る 
費
用
 

等
に
 

割
當
 

て、
 

技
術
 

上
の
 

說
明
を
 

試
 

み
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 



斯
の
 
如
き
 
技
術
的
 
說
明
 
書
が
、
 
却
っ
て
 
幕
府
 
吏
 僚
に
 
は 鮮

明
に
 
工
事
の
 
進
行
 
を
 示
す
 が
 如
く
に
 
見
え
た
 
で
あ
ら
う
。
 

沂
 く
て
 
先
生
 
は
こ
の
 
工
事
に
 
關
 す
ろ
 
命
 を
 受
け
ろ
 
に 至

ら
な
か
っ
た
。
 

工
事
 
は 翌

年
 
七
月
 
一 一

十
三
 
日 起

工
、
 
毎
日
 
五
 萬
 

人
 を
 使
用
し
 
十
月
 
之
 を
 中
止
し
た
 
が
、
 
水
 野
 氏
 以
下
 
五
 侯
 各
々
 
分
割
 之
 を
擔
當
 
し
て
 
贰
拾
五
 
萬
兩
を
 
費
し
た
。
 
そ
の
後
 

文
久
 
慶
應
の
 
頃
よ
り
、
 
明
治
に
 
至
ろ
 
ま
で
、
 
開
鑿
 
を
計
畫
 
せ
ら
れ
た
 
こ
と
 
は 

一 再
で
は
な
か
っ
た
 
が
、
 
終
に
 
成
ら
な
 
力 

つ
た
。
 
幕
府
 當
 局
が
 
有
限
の
 
资
財
を
 
以
て
 
無
限
の
 
工
事
 
を
 遂
行
す
 
る 方

法
 
を
现
 
解
せ
ら
れ
 
な
か
っ
た
 
こ
と
 
は
惜
 
む
べ
き
 

こ
と
で
 
あ
る
。
 
 

一 

三
 

罟
 S
 地
と
 
任
務
の
 
不
定
 

幕
府
に
 
任
用
せ
ら
れ
 
た
か
ら
 
は 江

戸
に
 
住
居
す
 
ろ も

の
と
 
考
 
へ
ら
れ
ろ
 
が
、
 
そ
の
 
地
 

位
 並
 俸
給
 
は 御

 普
請
 
役
 格
 1 1 十 俵

 一 一人 扶
持
と
 
定
ま
っ
て
も
、
 

御
 普
請
 
役
と
 
し
て
の
 
毎
日
の
 
出
勤
 
役
所
が
 
指
定
せ
ら
れ
 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
 
隨
 つ
て
 
職
務
に
 
附
屬
 
せ
ろ
 
官
舍
 
が
給
與
 
せ
ら
ろ
 
べ
き
で
あ
っ
た
。
 
然
る
に
 
匇
率
 
と
し
て
 
利
根
 川
 分
 水
路
 

お ふの
 

が 5
 
 

•
 
 

.
 
 

- 
- 

の 調
査
 
を
 命
ぜ
ら
れ
 
た
が
、
 
他
の
 
方
面
に
 
命
が
 
下
り
、
 
引
 綾
い
て
 
大
生
 
鄉
 村
の
 
踏
査
が
 
命
ぜ
ら
れ
た
 
け
れ
ど
も
 

おた ヰ 

正！ 
一 一十 

一 日
江
戶
 
を
出
發
 
し
て
 
一 一月 一 一日 歸

府
 
し、 

一 應
 復
命
し
た
 
の
み
で
 
そ， の 地

の
 
仕
 法
の
 
下
命
 
は
な
く
、
 
却
つ
 

て
 そ
の
 
十
三
 
日 

「
御
 勘
定
 
所
附
 御
料
 
所
 陣
屋
 
手
附
」
 
を
 申
 渡
さ
れ
た
。
 

御
 勘
定
 所
の
 
所
管
た
 
ろ 幕

府
 
直
領
 
は、 

下
野
の
 

g
 ぎ
と
 眞
 岡
と
、
 
奥
州
の
 
小
名
 
濱
と
 
で
あ
ろ
。
 
依
て
 
先
生
 
は 三

つ
の
 
陣
屋
 
掛
け
 
持
で
 
あ
ろ
。
 
何
れ
の
 
陣
 尾
-
に
か
 
用
件
の
 

あ
ろ
 
所
に
 
赴
く
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
住
居
 
は 常

に
 

1 定
 し
な
い
 
こ
と
 

A な
る
。
 
こ
れ
 
或
は
 
幕
府
に
 
於
て
 
は、 

分
 水
路
 掘
 割
の
 
技
 

師
 と
し
て
も
 
適
せ
ず
、
 
大
生
 
鄕
 村
の
 
視
察
 
報
吿
 
も、 

二
 年
 や
 三
年
で
 
完
了
す
べ
き
 
案
で
 
も
な
い
 
か
ら
、
 
そ
の
 
適
材
適
所
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の
 任
 所
 を
 決
し
 
兼
ね
た
 
も
の
と
 
も 見

ろ
 
べ
き
で
 
あ
る
。
 
幕
吏
 
は 先

生
の
 
才
能
 
を 鑑

^
す
 
ろ こ

と
が
 
出
來
 
な
か
っ
た
 
か
ら
 

で
あ
ら
う
。
 
し
か
し
 
先
生
 
は 身

の
 
振
 方
に
 
困
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

を 
が はちゃ 5 

さ
て
 
そ
の
 
九
月
 
十
四
日
に
、
 
小
川
 
町
の
 
御
 勘
定
 
所
に
 
於
て
、
 
御
料
 
所
 御
 改
革
 撿
見
 
御
用
と
 
し
て
、
 
眞
岡
 
陣
屋
へ
 
出
張
 

す
ろ
 
様
に
 
と、 

筒
井
 
銑
藏
 
よ
り
の
 
令
 達
 を
 申
 渡
さ
れ
た
。
 
依
て
 
同一 

一 十 曰 出
發
ー
 
不
一
 
ー
曰
眞
 岡
に
 
着
し
た
。
 

先
生
 
は 表

面
上
 
幕
府
の
 
直
臣
 
と
な
っ
た
 
か
ら
、
 
誠
に
 
名
譽
な
 
こ
と
で
 
あ
つ
た
が
、
 
從
來
の
 
仕
 法
 指
導
の
 
繼
續
 
も
出
來
 

ず
、
 
定
ま
っ
た
 
用
務
 
も
な
 
く、 

碌
々
 
と
し
て
 
受
命
、
 
挨
拶
、
 
調
査
に
 
日
が
 
暮
れ
た
。
 

こ
の
 

鄕
陴
屋
 
の
 代
官
 
山
內
總
 

左
衞
 
門
か
ら
 
も、 

眞
 岡
の
 
代
官
 筒
井
 銑
藏
、
 
そ
の
他
の
 
人
々
 
か
ら
 
も、 

色
々
 
と 質

問
 
も あ

れ
ば
 
論
議
 
も
あ
っ
て
、
 
閱
覽
 

せ
し
め
た
 
書
類
 
は
少
 
く
な
い
、
 
土
地
 
開
發
、
 
窮
民
 
救
助
 
等
の
 
方
法
に
 
つ
き
、
 
差
 出
し
た
 
書
類
 
も
數
々
 
あ
る
、
 
而
 し
て
 
登
 

用
以
來
 
滿
壹
ケ
 
年
餘
、
 
仕
法
實
 
施
、
 
翁
 民
 撫
育
の
 
如
き
、
 
先
生
の
 
念
願
と
 
す
る
 
適
所
 
を
 得
な
 
い
の
は
、
 
幕
吏
が
 
先
生
 
を
 

理
解
し
 
な
い
か
ら
 
で
あ
る
。
 
終
に
 
堪
へ
载
 
ね
た
 
先
生
 
は、 

天
 保
 十
四
 
年
 十
二
月
 
十
日
、
 

「
勤
 方
 住
居
 奉
伺
 
候
 書
附
」
 

と 

題
す
 
る 美

 濃
 紙
 四
十
 
六
 枚
の
 
長
文
の
 
書
面
 
を
 差
 出
し
た
。
 

こ
の
 
書
類
 
は 全

編
 先
生
 
の 自

叙
 
傳
 と
も
 
稱
 す
べ
き
 
も
の
で
あ
っ
て
、
 
幼
少
の
 
時
よ
り
の
 
勞
き
 と
そ
の
 
體
 験
に
 
基
く
 
生
 

活
 方
法
に
 
よ
っ
て
、
 
之
 を
 櫻
 町
領
に
 
施
し
て
 
效
果
 
あ
り
、
 
靑
木
 
村
、
 
小
 田 原、 烏

 山、 谷
 田 部、 茂

 木
、
 下
 館
、
 
相
 馬
 等
に
 

施
し
た
 
る 成

績
 
を
 略
述
し
、
 
自
分
 
は 行

ひ
來
 
つ
た
 様
な
 
任
務
に
 
從
事
 
す
る
な
ら
ば
、
 
必
ず
 相
當
の
 
成
果
 
を
 得
べ
き
 
こ
と
 

を
 確
信
し
て
 
居
ろ
、
 
幕
府
 
御
料
地
 
內
に
 
於
て
 
斯
の
 
如
き
 
任
務
 
を
與
 
へ
ら
る
 

A な
ら
ば
 
誠
に
 
忝
い
 
次
第
で
 
あ
る
。
 
若
又
從
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一 3& 一 

來
 行
ひ
來
 
つ
た
 仕
 法
 地
に
 
於
て
、
 
贷
付
 
た
ろ
 
報
德
金
 

並-?! ハ 加
の
 
爲
に
差
 
出
し
た
 
ろ も

の
 
を
 元
金
に
 
加
へ
、
 
繰
返
し
 
仕
 法
 

を
 取
 行
 ひ、 

拜
 借
人
 
一
人
 も 無

く
な
ろ
 
ま
で
 實
行
 
致
し
 
度
存
 
ず
ろ
 
も、 

私
 領
へ
立
 
入
っ
て
 
指
導
 
周
旋
す
 
ろ こ

と
が
 
差
 支
 

-I 
 

くろ
 

5 ちゃ
 

*3 

の 筋
 も あ

ろ
な
ら
 
ば、 

右
 仕
 法
 金
 を 悉

く
 
取
 立
て
、
 
之
 を 馬

 喰
 町
 御
贷
付
 
所
に
 
御
 預
り
を
 
願
 ひ、 

そ
の
 
金
利
 
だ
け
 
下
 ：5 

を
 乞
 ひ、 

之
 を 以

て
 
宇
津
 
釩
之
助
 
i
 が
ろ
 樱
町
 
三
ケ
 
村
に
 
の
み
 
活
用
し
、
 
村
民
 
を 安

堵
せ
 
し
む
れ
ば
、
 
宇
^
 
氏
の
 
奉
公
 

も
，
 
事
に
 
勤
ま
り
、
 
故
大
久
 
保
忠
眞
 
公
の
 
志
願
 
も 貫

徹
す
 
ろ こ

と
 

i な
ろ
 
か
ら
 
御
 許
な
 
願
 ひ
た
い
。
 
尙
又
 
それも^.:. 乂 

ふ
ろ
 
次
第
 
も あ

ろ
な
ら
 
ば、 

元
來
 農
家
に
 
生
れ
 
農
業
に
 
は 熟

練
せ
 
る を 以

て
、
 
格
^
の
 
御
 恩
惠
を
 
以
て
 
天
祿
廢
 
亡
の
 
荒
 

地、 
空
 地、 

反
 高
 場
、
 
見
取
 
場
、
 
寄
洲
、
 
附
洲
、
 
古
川
 
敷
 等
 を
 御
 交
付
 
願
っ
て
 
開
發
 
致
し
、
 
自
力
に
 
て
開
發
 
致
す
な
ら
 

ば、 
何
程
 
か
 亡
所
變
 
じ
て
 
物
资
を
 
産
出
す
 
る 様

に
 
相
 成
ろ
 
で
あ
ら
う
 
か
ら
、
 
何
れ
 
か
 御
 聽
許
願
 
ひ
た
い
。
 

と、 
十
二
月
.
 

十
 曰 所

管
 
代
官
 
山
內
 
總
左
衞
 
門
へ
 
差
 出
し
た
 
所
、
 
同：^ 同

 人 出
府
に
 
つ
き
 持
參
の
 
上、 

小
川
 
町
 勘
定
 奉
行
所
へ
 
差
 出
さ
 

れ、 
翌
弘
化
 
元
年
 
正
月
 
一 一十 

一 日 出
府
の
 
命
 あ
り
、
 

同一 
一十 四

日
 
出
發
、
 
こ
の
 
滯
 府
中
 
同
所
 
元
締
 髙
橋
賞
 

一 よ
り
 
書
類
 

を
 下
 渡
さ
れ
、
 

二
 W: 二

十
四
日
 
萬
 事
 金
 田 故

 三
郞
へ
 
相
談
す
べ
き
 
旨
 申
 渡
さ
れ
た
。
 

， 

次
で
 
四
月
 
四
日
 
小
川
 
町
 役
所
よ
り
 
召
狀
 
あ
り
、
 
翌
 五
日
 
下
 御
 勘
定
 
所
に
 
於
て
 
日
^
 御
神
領
 
村
々
 
荒
 地
 起
 返
 方
 見
 分
 致
 

す
べ
き
 
旨
 命
ぜ
ら
れ
、
 
始
め
て
 
先
生
の
 
志
願
 
貫
徹
の
 
光
明
 
を
認
 
む
る
 
に 至

っ
た
。
 

四
 

日
光
 御
 祌
領
仕
 
法
の
 
下
命
と
 
仕
 法
 鏟
 形
の
 
作
成
 

弘
化
 
元
年
 
四
 =： 五

 H
H
 
光
 仕
 法
の
 
命
が
 
下
っ
た
。
 
そ
の
 
辭
呤
 

は 次
の
 
通
り
で
 
あ
る
。
 



一 3 お 一 

御
 
普
 
請
 
役
 
格
 

二
宮
 

金
次
郞
 

日光 

御
神
領
 

村
々
 

荒
 

地
 

見
 

分
 

致
し
 

起
 

返
 

方
 

仕
法
附
 

見
込
 

之
 

趣
 

委
細
 

可
 

申
 

上
 

候
 

辰
 

四
月
 

五
日
 

欣
然
と
 

し
て
 

命
を
拜
 

し
た
 

先
生
 

は、
 

形
 

• の 
通
り
 

上
司
 

上
 

僚
の
 

邸
宅
へ
 

御
禮
 

廻
り
 

を
な
 

し、
 

青
山
 

敎
學
 

院
の
大
 

久
保
忠
 

眞
 

侯
の
 

墓
に
 

參
り
、
 

次
で
 

知
友
 

門
 

生
に
 

報
告
し
た
。
 

馳
せ
参
じ
た
 

慶
賀
の
 

人
々
 

は 
衷
心
よ
り
の
 

喜
び
に
 

滿
ち
 

た。
 

先
生
 

は 
一 
應
實
地
 

視
察
の
 

上、
 

事
愦
に
 

適
し
た
 

仕
 

法
 

を
 

講
ぜ
ん
 

と
し
、
 

元
締
 

渡
 

邊
棠
之
 

助
 

等
と
 

日
数
の
 

見
積
り
 

等
に
 

つ
き
 

協
議
し
、
 

日
光
 

出
張
の
 

通
知
 

狀
を
發
 

送
し
、
 

日
光
 

奉
行
所
の
 

星
 

野
 

利
 

三
 

郞
へ
も
 

通
知
し
、
 

四
月
 

十
五
 

日
出
 

發
と
決
 

定
 し
た
。
 然

る
に
 

十
三
 

日 
小
川
-
町
 

御
用
達
 

場
に
 

於
て
 

十
五
 

日
出
 

發
の
儀
 

を 
中
止
し
、
 

「
見
込
の
 

趣
委
敷
 

書
取
 

可
 

申
」
 

10
 

曰 
石
 

川
 

新
 

助
よ
り
 

申
 

渡
さ
れ
た
。
 

勘
定
 

奉
行
に
 

於
て
 

は、
 

一 
應
荒
地
 

起
 

返.
 

方
法
の
 

大
要
 

を
 

認
め
さ
せ
、
 

實
行
 

可
能
 

程
度
 

を
撿
 

討
す
 

ろ 
所
存
で
 

あ
つ
た
と
 

兒
ぇ
、
 

同一
 

一十
 

一 
日
に
 

至
り
、
 

渡
 

邊
棠
之
 

助
よ
り
 

封
 

面
 

を
 

求
め
 

「
日
光
 

村
々
 

趣
 

法
 

存
盧
書
 

出
來
候
 

は
ノ
 

明
日
 

差
 

出
す
べ
き
」
 

旨、
 

石
 

川
 

新
 

助
よ
り
 

申
來
 

つ
た
と
 

あ
ろ
。
 

餘
儀
 

な
く
 

「
早
急
に
 

は
出
來
 

兼
ね
る
」
 

旨
 

を
 

答
へ
 

た。
 

先
生
 

は
钍
法
 

問
題
の
 

あ
ろ
 

毎
に
、
 

荒
 

地
 

起
 

返
し
、
 

借
財
 

返
濟
の
 

方
途
 

を
 

叙
述
せ
 

ろ 
を
 

以
て
、
 

各
方
 

面
よ
り
 

「
借
財
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返
濟
 
手
段
 
帳
」
 
の 借

用
 
申
出
が
 
あ
り
、
 
同
 二
十
 
二
日
に
 
も 土

 井
大
炊
 
頭
よ
り
 
借
覽
 
希
望
の
 
通
知
が
 
あ
っ
て
 
差
 出
し
た
 
程
 

で、 
t
 
々
士
 
法
の
 
規
範
と
 
な
る
 
も
の
 
を
 述
作
す
 
ろ
躋
を
 
固
め
ん
 
と
す
る
 
氣
分
 
を
增
大
 
し、 

見
込
 
書
の
 
完
成
 
は 益

々
 
愼
重
 

の 態
度
 
を 取

る
 
に 至

っ
た
。
 

卽
ち
 
書
類
の
 
完
成
の
 
爲
に
 
は、 

現
に
 
隨
從
 
す
る
 
富
田
久
 
助
、
 
多
賀
又
 
助
、
 
大
 島
勇
輔
 
等
の
 
み
に
 
て
 は 到

底
 辨
じ
 
難
き
 

を
 以
飞
、
 
子
息
 彌
太
郞
 
氏
に
 
出
府
 
を 促

し
、
 
次
第
に
 
出
 人
の
 
門
人
 
筆
ェ
 
等
の
 
員
 數
を
埒
 
加
し
、
 
最
初
 
日
本
 
橋
 本
 石
 町
 三
 

丁
目
な
 
ろ 前

 W 瀛
洲
 
旅
舍
に
 
宿
し
て
 
居
た
 
が
、
 
書
類
 
作
成
 
事
務
が
 
多
忙
と
 
な
っ
た
 
の
で
、
 
相
 馬
の
 
家
老
 
草
 野
 半
 右
衛
門
 

の
 周
旋
に
 
よ
っ
て
、
 
芝
 田 町

 五
丁
目
な
る
 
海
 津
傳
兵
 
衞
の
隱
 
宅
 を
 借
り
受
け
、
 
七
月
 
六
日
 
彌
太
郞
 
以
下
 

一 同
 引
 移
り
 

日
夜
 
作
成
に
 
精
勵
 
し
て
 
居
た
。
 

斯
く
 
報
告
書
に
 
手
數
を
 
費
し
た
 
の は、 

實
地
見
 
分
の
 
上、 

こ
れ
に
 
適
し
た
 
立
案
 
を
な
 
す
な
ら
 
ば、 

そ
の
 
土
地
^
り
の
 

施
設
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
事
柄
が
 
單
純
 
で
あ
る
が
、
 
實
地
を
 
踏
査
せ
 
ず
し
て
 
立
笼
 
す
ろ
 
に は、 

畢
竟
 
何
れ
の
 
地
に
 
も 適

應
す
 

べ
き
 
案
で
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
卽
ち
 
普
遍
 妥
當
の
 
案
 を
 得
ろ
 
こ
と
 
は 結

局
 
仕
 法
の
 
規
範
た
り
 
標
準
た
 
る も

の
で
あ
る
。
 

何
れ
の
 
時、 

何
れ
の
 
地
に
 
も 活

用
し
 
得
る
 
も
の
 
は、 

確
固
 
不
抜
の
 
規
範
の
 
作
成
で
 
あ
ろ
。
 
こ
れ
 卽
ち
 
前
古
 
未
曾
有
の
 
創
 

作
で
 
あ
る
。
 
隨
っ
 
て
ま
た
 
容
易
の
 
業
で
は
な
か
っ
た
。
 

而
 し
て
 
上
司
よ
り
 
は 度

々
 
催
促
が
 
あ
ろ
。
 
依
て
 
客
 を 謝

し
 
門
 を 

閉
ぢ
 
全
力
 
を 投

じ
て
 
急
い
だ
 
が
遲
々
 
と
し
て
 
進
涉
 
し
な
い
。
 
玆
に
 
於
て
 
隨
^
 
の
數
は
 
益
々
 
增
 加
し
た
。
 

斯
 か
ろ
 
絶
^
の
 
創
作
 
中
 非
常
 
災
厄
が
 
突
發
 
し
た
。
 
そ
れ
 
は 弘

化
ニ
 
年
 正
月
の
 
江
戸
の
 
大
火
で
 
あ
ろ
。
 

二. S
 
日 青

山
，
 



か
ら
 

出
た
 

火
 

は 
麻
布
、
 

芝
と
 

延
燒
 

し、
 

田 
町
 

五
丁
目
の
 

編
輯
 

所
 

を
 

も 
燒
き
拂
 

つ
た
。
 

一 
同
 

必
死
と
 

な
っ
て
 

搬
出
し
た
 

も 

の
 

は 
書
類
で
 

あ
ろ
。
 

幸
に
 

一
件
 

書
類
 

は 
大
部
分
 

取
り
出
し
 

た
が
、
 

衣
服
 

調
度
、
 

家
財
よ
り
 

實
 

印
に
 

至
る
 

ま
で
 

燒
 

失
し
た
。
」
 

j 
同
 

取
り
 

敢
 

へ
ず
 

西
久
 

保
の
 

宇
津
 

釩
之
助
 

邸
に
 

避
難
し
、
 

主
と
し
て
 

岩
 

本
 

善
八
郞
 

方
に
 

假
 

居
し
た
。
 

こ
の
 

厄
難
に
 

遭
っ
た
 

一 
同
 

は 
子
息
 

彌
太
 

郞
、
 

烏
 

山
の
 

菅
谷
 

八
郞
 

右
衛
門
、
 

下
 

館
の
 

衣
笠
 

兵
 

太
夫
、
 

其
 

他
 

富
田
久
 

助
、
 

一 

鈴
 

木
 

喜
 

八、
 

大
島
 

勇
輔
、
 

荒
川
泰
 

助、
 

波
多
晁
 

八
郞
、
 

下
 

新
 

E 
村
 

小
 

八
 

夫
婦
、
 

西
大
 

井
村
 

勘
 

右
衛
門
、
 

鬼
 

柳
 

村
 

常
 

五
 

郞
、
 

甲 
州
 

小
 

沼
 

村
の
 

志
 

兵
衞
、
 

新
田
 

村
民
 

次
郞
、
 

青
木
 

村
の
 

勘
右
衞
 

門、
 

烏
 

山
の
 

恕
助
、
 

菅
 

谷
の
 

家
來
文
 

五
郎
、
 

家
僕
 

龜
藏
、
 

權
左
衞
 

門
 

其
 

他
 

總
隨
員
 

二
十
 

一 
人
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 

中
に
は
 

钍
法
 

懇
願
の
 

爲
に
來
 

れ
る
も
 

あ
る
が
、
 

大
部
分
 

は 

御
手
 
傳
 で
あ
ろ
。
 

こ
の
 

隨
員
の
 

外
に
 

宇
津
 

家
の
 

岩
井
眞
 

八
郞
、
 

小
 

田 
原
 

藩
士
の
 

豐
田
 

正
 

作
、
 

小
路
 

只
 

助、
 

脇
 

山 
喜
 

藤
 

太
 

其
 

他
 

相
 

馬
 

藩
士
 

等
 

を 
始
め
 

市
中
の
 

筆
 

ェ
に
淨
 

書
せ
 

し
め
、
 

出
入
の
 

人
員
 

甚
だ
 

多
か
っ
た
 

の
で
、
 

宇
津
 

家
の
 

邸
內
の
 

稽
古
場
に
 

二
 

問
の
 

建
 

增
を
 

な
し
、
 

一 
一月
 

十
九
 

日 
之
に
 

移
轉
 

し
た
。
 

而
 

し
て
 

玄
關
 

そ
の
他
 

內
 

外
の
 

目
に
 

立
つ
 

所
に
 

「
日
光
 

御
神
領
 

村
々
 

荒
 

地
 

起
 

返
 

仕
法
附
 

取
調
 

御
用
 

相
 

濟
候
迄
 

は、
 

隨
 

身
の
 

面
々
 

助
成
の
 

外、
 

仕
 

法
 

筋
 

相
談
の
 

輩
 

堅
く
 

相
斷
 

り、
 

一 
切
 

g
 

敏
不
レ
 

中
 

候
 

事
」
 

と
褐
 

示
し
て
 

悉
く
 

面
會
 

を
謝
絕
 

し、
 

到
來
の
 

書
面
 

さ
へ
 

も 
開
封
せ
 

ざ
ろ
 

傣
 

過
去
っ
た
 

場
合
が
 

多
か
っ
た
。
 

そ
の
 

中
に
は
 

綾
部
の
 

火
 

鬼
 

侯
の
 

直
 

書
 

さ 
へ 

も
あ
っ
た
 

程
で
 

あ
ろ
。
 

雛
 

形
 

創
作
の
 

苦
心
に
 

至
っ
て
 

は、
 

更
に
 

慘
愴
 

た
ろ
 

も
の
が
 

あ
ろ
。
 

一 
々
六
十
 

年
、
 

或
は
 

百
 

八
十
 

年
と
 

い
ふ
 

年
 

數
こ
割
 

一 3ぉ 一 
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常
て
 
ろ
爲
 
、
神
代
 
以
來
の
 
實
年
曆
 
に 基

き
、
 實
在
 
化
し
た
 
ろ 人

名
 
を 定

め
て
 
之
 を 計

算
し
 

そ
の
 
計
 數
は
藝
 
十
 桁
に
 
達
す
 

ろ も
の
 
あ
り
、
 
計
算
 
も 筆

寫
も
 
容
易
で
 
は
な
い
。
 
而
 し
て
 
淨
書
は
 
江
戸
に
 
て 間

に
合
 
は
ず
、
 
樱
 町
に
 
送
っ
て
 
寫
 さ
せ
た
 

程
で
、
 
門
人
 
塾
生
 
は 不

眠
不
休
の
 
姿
で
あ
っ
た
 
と
^
え
、
 
富
 田 久

助
は
 
厘
々
 
藥
 餌
に
 
親
し
み
、
 
子
息
 
も
數
回
 
臥
床
し
、
 
先
 

生
ま
で
 
も 風

邪
に
 
か
 

A 
ろ 程

で
あ
っ
た
。
 

そ
の
 
九
月
に
 
は i

i
 条
之
 
助
が
 
人
 門
し
、
 
間
も
な
く
 
福
 住
 正
 兄
 も 入

門
し
た
 

が
、
 
そ
の
 
頃
に
 
は 幾

分
 
づ
 

A 完
成
し
た
 
書
類
 
を 旣

に
差
 
出
し
つ
 

A あ
っ
た
。
 
卽
ち
 
四
月
 
二
十
四
日
に
 
「
旣
に
 
調
製
 
一 グ 

年
に
 
も 相

 成
ろ
 
か
ら
、
 
早
々
 
差
 出
す
べ
き
 
旨
の
 
督
促
が
 
あ
り
、
 
取
敢
 
へ
ず
 五
月
 
二
十
 
八
 曰 雛

 形
 丙
 六
 冊、 

同
 晦
日
 
雛
 形
 

丁
 六
 ほ、 

戊
 六
^
、
 
六
月
 
十
八
 
日
に
 
乙
 六
 冊、 

同一 
一十 七

日
 
癸
 六
 冊、 

總
目
錄
 

一 一冊 を
持
參
 
し-て、 

元
締
 渡
 邊
棠
之
 
助
 

こ 差
 出
し
た
。
 
然
れ
 
ど
も
 
未
だ
 
完
了
し
た
 

ろ も
の
で
 
な
く
、
 
内
 覽
を
請
 
ひ
た
ろ
 
の
み
で
 
あ
ろ
。
 
故
に
 
原
稿
 
を
樱
 
町
へ
 
送
 

つ
て
 
淸
書
 
さ
せ
ろ
 
等
 引
き
 
も 切

ら
な
い
。
 

而
 し
て
 
成
る
 
に
隨
 
つ
て
 之
 を
進
献
 
し
た
が
、
 
他
の
 
代
官
 
等
よ
り
も
 
閱
覽
を
 
求
 

む
ろ
 
を 以

て
 
之
 を
 貸
す
 
こ
と
 
も あ

ろ
。
 
作
成
 
匆
忙
の
 
裡
に
弘
 
化
 三
年
と
 
な
っ
た
。
 

弘
化
 
三
年
 
六
月
 
報
告
書
 
完
了
し
た
 

ろ を 以
て
、
 
そ
の
 
十
七
 
日 壬

 六
 冊
 を 差

 出
し
、
 
同
 二
十
 
八
日
 
仕
 法
 雛
 形
 六
十
 
冊
殘
 

ら
ず
差
 
出
し
た
。
 
初
年
 
以
來
 正
に
 
二
 年
 三
 ヶ
月
、
 
先
生
 
も 所

用
 
日
子
の
 
多
か
っ
た
 
こ
と
に
 
驚
か
れ
た
 
で
あ
ら
う
 
が、 

幕
 

府
の
吏
 
僚
 は 不

可
思
議
の
 
疑
念
 
を 以

て
 
之
 を 評

し
た
 
で
あ
ら
う
。
 
然
れ
 
ど
も
 
弘
化
ー
 
一年 夏

季
よ
り
 
差
 出
し
た
 
書
類
 
を 見

 

れ
ば
、
 
殆
ど
 
悉
く
が
 
計
算
書
で
あ
っ
て
、
 

一
村
 復
興
の
 
方
途
が
 
此
 所
に
 
盡
 し
て
 
あ
ろ
の
 
か
と
 
思
 は
れ
、
 
內
容
 
更
に
 
不
可
 

解
 の
^
が
 
多
か
っ
た
 
と 見

え
、
 
曩
に
差
 
出
し
た
 
書
類
 
は
诰
 翰
複
雜
 
で
あ
ろ
 
か
ら
、
 
今
少
し
 
簡
明
に
 
と 所

望
せ
ら
れ
、
 
最
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初
 

差
 

出
し
た
 

八
十
 

四
 

冊
 

中
か
ら
、
 

積
算
 

年
數
を
 

短
く
 

し
て
 

一 
一十
 

冊
を
殘
 

し、
 

六
十
 

四
 

冊
と
 

し、
 

そ
の
 

內
目
錄
 

一 
肝、
 

上
 

中
 

書
 

一 
冊
 

を 
含
め
、
 

一 
部
 

各
 

約
 

六
 

冊
 

を
 

一 
帙
 

と
し
、
 

長
 

九
寸
五
分
 

五
 

厘、
 

深
 

三
寸
 

六
 

分
の
 

桐
 

箱
に
 

牧
め
之
 

を
^
 

じ
た
。
 

五
 

仕
 

法
 

雛
 

形
の
 

內
容
 

一
斑
 

仕
 

法
 

雛
 

形
 

は 
屡
々
 

記
述
し
た
 

通
り
、
 

日
光
 

御
神
領
 

村
々
 

荒
 

地
 

起
 

返
 

方
 

仕
 

法
附
雛
 

形
で
 

あ
っ
て
、
 

日
光
 

仕
 

法
 

雛
 

形
と
 

も、
 

仕
 

法
 

雛
 

形
と
 

も
略
稱
 

せ
ら
れ
る
。
 

日
光
 

御
神
領
 

と
い
 

ふ 
地
方
 

名
 

稱
が
附
 

せ
ら
れ
て
 

あ，
 

ろ
が
、
 

日
光
 

御
神
領
 

を
開
發
 

す
る
 

方
法
 

を 
立
案
す
 

ろ 
様
に
 

命
ぜ
ら
れ
 

た
の
で
 

あ
ろ
か
ら
 

で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 

內
容
 

は
實
地
 

を
 

踏
査
す
 

ろ 
こ
と
な
く
し
て
 

之
に
 

適
應
 

せ
わ
 

め
ん
と
 

す
る
 

も
の
な
 

ろ
が
 

故
に
、
.
 

何
れ
の
 

地
 

に
て
も
 

S
I
 

す
る
 

一 
没
 

的
 

普
 

遍
的
 

で
な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

故
に
 

地
方
 

名
 

冠
詞
 

は 
無
く
と
 

も 
可
な
 

ろ 
も
の
で
 

あ
ろ
。
 

尙
 

ま
た
 

日
光
 

御
 

神
 

領
に
實
 

施
せ
ら
 

れ
た
 

時
に
は
、
 

德
川
 

氏
の
 

最
も
 

尊
敬
す
 

ろ 
祖
先
 

奉
 

祭
の
 

祀
 

料
地
で
 

あ
ろ
の
で
、
 

此
 

地
に
 

行
 

は 
ろ
れ
ば
 

他
の
 

幕
 

苻
直
領
 

は
 

勿
論
、
 

一
般
 

私
領
 

に
も
 

行
 

ひ
 

得
べ
き
 

を 
以
て
、
 

日
光
 

御
神
領
 

と
い
 

ふ
 

表
題
 

は、
 

國
領
 

一
般
に
 

適
用
し
 

得
る
 

と
い
 

ふ 
範
例
 

と
も
な
ろ
 

か
ら
、
 

單
に
仕
 

法
 

雛
 

形
と
 

稱
 

す
る
と
 

殆
ど
 

同
様
の
 

意
義
に
 

钊
斷
 

せ
ら
れ
ろ
。
 

故
に
 

先
生
 

は 
「
日
光
 

御
 

の
 

文
字
 

試
に
.
^
 

な
り
、
 

世
界
の
 

事
と
^
 

て
 

可
な
 

り」
 

と 
言
 

は
れ
た
 

通
り
で
、
 

こ
の
 

雛
 

形
の
 

み
な
ら
ず
、
 

報
 

惠
の
道
 

は 
時
の
 

古
今
と
 

地
の
 

柬
西
を
 

問
 

は
ず
、
 

何
時
 

何
國
に
 

施
し
て
も
 

毫
も
 

悖
ろ
 

所
な
 

き 
普
遍
的
の
 

基
準
 

原
則
で
 

あ
ろ
。
 

， 

雛
 

形
の
 

大
部
分
 

は、
 

旣
に
撄
 

町
 

其
 

他
の
 

仕
 

法
 

地
に
 

之
を
實
 

行
し
て
 

そ
の
 

成
^
 

を
證
し
 

得
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

唯
 

各
地
 

各
 

様
 

の
 

事
情
に
 

卽
 

し
た
ろ
 

も
の
 

を
 

一 
般
 

化
し
、
 

或
は
 

順
序
 

を 
立
て
、
 

或
は
 

計
数
 

を 
新
た
に
 

し
て
 

應
 

用
に
 

便
じ
た
 

ろ 
も
の
で
 

あ
 

る o 
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仕
 法
 雛
 形
 を 組

織
的
に
 
解
說
 
せ
ん
と
 
す
れ
ば
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
原
理
よ
り
 
そ
の
 
表
現
の
 
規
範
た
 
る 理

論
 
を
說
 
示
し
な
 
け
 

れ
 ば
な
ら
 
ぬ
か
ら
、
 
唯
 そ
の
 
梗
概
の
 
解
說
に
 
止
め
ね
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
仕
 法
 雛
 形
 は
 仕
 法
を
實
 
施
す
 
ろ 様

式
で
 
あ
ろ
。
 
報
德
 

生
活
様
式
 
で
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
八
十
 
四
卷
を
 
分
っ
て
 
十
 部
と
 
し、 

各
部
 約
 六
 冊
 乃
至
 
十
 冊
 を 以

て
 
一 樣
式
を
 
成
し
、
 
稀
に
 

は 
一
冊
 
一 様
式
で
 
あ
る
。
 
極
め
て
 
簡
單
 
に
內
容
 
を
略
說
 
す
れ
ば
 
次
の
 
通
り
で
 
あ
ろ
。
 
 

一 

1 、 
見
込
 
上
申
書
 

一
冊
 

雛
 形
 八
十
 
四
 冊
に
 
よ
っ
て
 
實
 行
す
 
ろ
に
 
際
し
、
 
土
地
の
 
肥
 瘠
、
 
村
の
 
大
小
、
 
家
の
 
大
小
」
 

貧
富
 
暮
方
 
等
に
 
隨
 つ
て
 
取
扱
 方
 十
五
 
種
 を
 揭
げ
、
 
仕
法
必
 
成
の
 
方
法
 
を 叙

述
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 

二
、
：
 H 法

 雛
 形
 總
目
錄
 

一
冊
 
題
目
の
 
通
り
 
八
十
 
四
 冊
の
 
總
目
錄
 
で
あ
ろ
。
 

三、 
百
行
 勤
惰
 得
失
 
先
見
 雛
 形
 

六
 冊
 
善
惡
 
正
邪
 
貧
富
 
受
施
 
貸
借
 貪
惠
、
 
大
凡
 
1K 地

 人
 三
才
 
萬
 象
 悉
く
 
因
緣
 
に
よ
 

つ
て
 
結
果
の
 
生
ぜ
ざ
る
 
は
な
い
。
 
そ
の
 
微
繊
の
 
元
 種
と
 
い
へ
 
ど
も
、
 
時
間
の
 
經
過
 
に
よ
っ
て
 
積
 立
 つ
れ
ば
、
 
元
金
 

壹
兩
 
年
利
 
五
 朱
に
 
て、 

|K 地
 人
 三
才
 
百
 八
十
 
年
に
 
し
て
 
能
く
 
六
 千
 五
 百
 拾
 七
 兩
餘
に
 
達
し
、
 
年
利
 
一
割
と
 
す
れ
 
ぱ
 

實
に
貳
 
千
 贰
拾
五
 
萬
 千
 七
 百
 四
 拾
 七
 兩
餘
に
 
達
す
る
。
 
若
し
 
二
割
 
三
 割
と
 
年
々
 
の 努

力
 
を 進

 む
れ
ば
、
 
そ
の
 
積
數
 

誠
に
 
箅
 勘
の
 
及
ば
 
ざ
ろ
 
大
數
 
と
な
る
。
 
而
 し
て
 
人
事
の
 
百
行
 悉
く
 
こ
れ
 
を 事

前
に
 
先
見
し
 
得
べ
き
 
は、 

因
 摸
 輪
廻
 

の 浬
に
 
於
て
、
 
負
侥
 
償
却
 
も、 

積
 立
の
 
功
績
 
も 自

ら
 
明
か
で
 
あ
る
。
 

四、 窮民 御 救， 餘荷作 繰 返 積 立 雛 形 1 冊 
報
德
 
冥
加
 
米
 繰
 返
 積
 立
 雛
 形
 

五
 冊
 
何
れ
も
 
壹
兩
 
の
元
资
 
に
て
 
土
地
 
を
開
發
 
す
れ
ば
、
 
こ
れ
 
ま
た
 
签
間
 



に 
於
け
 

る 
生
々
 

發
展
の
 

結
果
、
 

元
金
 

壹
兩
を
 

以
て
し
て
、
 

僅
に
 

六
十
 

ケ
年
 

に
し
て
 

莫
大
な
る
 

開
發
 

を
な
 

し 
得
ろ
 

こ 

と を 明
か
に
 
し
た
ろ
 
も
の
で
あ
る
。
 

五、
 

鍬
 

下
 

年
季
 

雛
 

形
 

十
八
 

冊
 

一
種
 

六
 

冊
づ
上
 

二
種
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

ま
た
 

地
 

德
開
發
 

の 
大
德
を
 

積
算
し
た
 

も
の
で
 

あ
る
が
 

鍬
 

下
 

年
季
 

を
與
 

へ
て
 

開
發
 

せ
ん
と
す
 

ろ 
方
法
に
 

し
て
、
 

壹
兩
 

積
よ
り
 

六
兩
 

積
ま
で
、
 

十
 

年
 

二
十
 

年
 

三
十
 

¥
 

に 
分
ち
、
 

十
八
 

種
に
 

分
 

た
れ
て
 

あ
る
。
 

六、
 

無
利
息
 

年
娬
金
 

貸
付
 

雛
 

形
 

四
十
 

八
 

冊
 

無
利
息
 

十
ケ
 

年
、
 

七
ケ
 

年
、
 

五
ケ
 

年
、
 

各
々
 

純
 

無
利
息
、
 

1%
: 

料
 

下
 

付
、
 

冥
加
金
 

上
納
 

付
、
 

等
數
 

種
に
 

分
 

た
れ
、
 

更
に
 

据
笸
十
 

年
、
 

七
 

年
、
 

五
 

年
よ
り
、
 

撫
育
 

諸
 

色
 

下
ォ
、
 

肥
 

代
、
 

夫
 

食
 

等
の
 

貸
付
 

方
法
に
 

至
ろ
 

ま
で
、
 

大
凡
 

困
窮
お
 

救
 

濟
に
關
 

す
る
 

有
 

ゆ
る
 

場
合
 

を
豫
 

想
し
た
 

ろ 
雛
 

形
で
 

あ
る
。
 

七、
 

暮
方
取
 

直
 

日 
掛
繩
索
 

手
段
 

帳
 

六
 

冊
 

報
 

德
仕
法
 

を 
行
 

ふ
に
 

際
し
、
 

最
 

重
要
な
る
 

は 
村
民
の
 

決
意
で
 

あ
る
。
 

一 

村
の
 

誠
實
と
 

不
良
と
 

を
判
斷
 

し、
 

一 
村
 

振
 

與
を
證
 

す
る
 

に 
足
 

， ろ 
は 

村
民
の
 

勤
儉
 

カ
行
で
 

あ
る
。
 

こ
の
美
.
 

風
 

を
 

超
す
 

最
良
の
 

一 
手
段
 

は 
日 

掛
繩
索
 

手
段
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

方
法
 

書
 

は 
五
十
 

軒
よ
り
 

百
 

軒
に
 

至
る
 

六
 

種
に
 

分
っ
て
 

範
列
を
 

示
 

した
 

もの
であ
る。
 

八
 

出
精
 

奇
特
 

人
人
 

札
 

表
彰
 

並
に
 

村
 

役
人
 

入
札
 

等
に
 

關
 

す
ろ
 

も
の
 

は、
 

各
種
に
 

一 且
つ
て
 

窮
民
 

撫
育
 

料
 

諸
 

色
 

被
 

下
 

雛
 

形
 

を 
組
立
て
、
 

そ
の
 

中
に
 

敎
化
 

方
法
に
 

よ
り
 

指
導
 

方
法
が
 

示
さ
れ
て
 

あ
る
。
 

- 以
上
 

は 
內
容
^
 

1 
斑
 

を
 

示
し
た
 

に
過
ぎ
な
い
が
、
 

仕
 

法
の
 

要
諦
 

は
 

荒
 

地
 

起
 

返
し
、
 

借
財
 

償
還
、
 

貧
困
 

救
濟
、
 

锥
村
取
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ま
し
^
 
成
の
 
方
法
 
を
實
 施
す
 
ろ こ

と
で
 
あ
る
。
 
故
に
 
こ
の
 
書
 は 

一 に 
「
富
國
 
方
法
 書
」
 
と
稱
 
せ
ら
れ
た
。
 
勿
^
 
こ
れ
お
 

• 外- 
-
報
德
 生
活
様
式
 
こ
關
 す
ろ
 
も
の
が
な
い
 
で
は
な
い
。
 
表
彰
 
入
札
 
及
 村
 役
人
 
入
札
 方
法
、
 
一 家、 

一 村、 
一 國
ニ
圃
 
a
 

の 分
 度
 確
立
 
爲
政
 鑑
土
臺
 
帳
の
 
如
き
、
 
ま
た
 
一
村
 
一 家
の
 
隆
昌
 
を 維

持
し
、
 
頹
勢
を
 
防
止
す
 
ろ 等

の
 
永
 安
 生
活
様
式
 
等
 

の
 如
き
、
 
前
者
 
は
旣
に
 
早
く
 
樣
式
 
化
し
て
 
實
行
 
技
^
と
 
し
て
 
廣
く
 
用
ゐ
 
ら
れ
、
 
後
者
 
は
嘉
 永
年
 問
に
 
至
り
、
 
彰
道
院
 
殿
 

爲
御
 
菩
提
 
御
 回
向
 
料
 永
代
 i
 
手
段
 
帳
」
 
と
い
 
ふ 様

式
が
 
創
造
せ
ら
れ
 
た。 

故
に
 
こ
の
 
日
光
 仕
 法
 謹
 
は、 

主
と
し
て
 

荒
 地
開
發
 
(
借
財
 償
還
)
 

一
村
 取
 直
し
の
 
生
活
様
式
 
と
し
て
 
完
成
せ
ら
れ
 
た
の
で
 
あ
ろ
。
 

六
 

仕
 法
鐽
形
 
活
用
の
 
端
緒
 

こ
の
 
雛
 形
の
 
作
製
 中、 塾

生
 
門
人
が
 
先
生
の
 
側
近
に
 
侍
し
、
 
計
算
 筆
 寫
に
從
 
事
し
、
 
资
 

料
の
^
 
集
 整
頓
に
 
當
り
、
 
往
來
 W
 人
す
 
る
に
 
際
し
、
 
こ
れ
 
こ
そ
 
樱
 町
の
 
如
く
、
 
靑
木
 
村
の
 
如
く
、
 
曾
 比
 竹
 松
の
 
如
く
、
 

. 

西
大
 
中、 

藤
 曲、 

御
殿
場
の
 
如
く
、
 
 P
i
 の 如

く
、
 
必
ず
 解
決
し
 
得
た
 
ろ 生

活
苦
の
 
救
 治
の
 
方
途
 
を 眼

前
に
 
眺
め
て
 
は 

. 各
 自
の
鄉
 
土
に
 
之
 を
實
行
 
せ
ん
と
す
 

ろ 仕
 法
 希
讓
ー
 
の 炎

々
 
と
し
て
 
高
ま
ろ
 
は 慕
で
 
あ
ろ
。
 
特
に
 
相
 馬
 は そ

れ
 
を 念

 

願
と
 
し
て
 
身
命
 
を
堵
 
し
つ
 

A あ
ろ
 
富
 田
久
助
 
始
め
、
 
こ
れ
が
 
消
息
 
を 明

か
に
 
し、 

雛
 形
作
 
成
に
 
多
大
の
 
助
成
 
を
な
 
し
つ
 

つ あ
ろ
が
 
爲
に
、
 
他
の
 
及
ぶ
 
能
 は ざ

ろ
 
熱
意
 
を 有

す
ろ
 
も
の
で
あ
る
 

然
れ
 
ど
も
 
先
生
よ
り
 
見
れ
ば
、
 

一 n
*
 行
 す
れ
ば
 
必
 成
を
 
期
す
 
ろ も

の
で
 
あ
ろ
。
 
相
 馬
は
 
土
地
讀
 
で
あ
り
、
 
i
 

上
よ
り
 
す
ろ
 
も 到

底
 
そ
の
 
地
に
 
至
っ
て
 
は 仕

 法
 指
導
に
 
從
事
 
す
る
 
能
 は ざ

ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
故
に
 
必
 成
の
 
規
範
と
 
そ
の
 

指
導
 
人
物
と
 
を？ * 、

上
下
 
一 體
の
 
決
意
 
を
耍
 
す
ろ
。
 
幸
に
 
指
導
者
に
 
は
官
 
田
が
 
あ
ろ
。
 
池
 田、 草

 野
 以
下
 
報
德
 
門
下
の
 
俊
 



才
力
 

多
い
。
 

故
に
 

相
 

馬
 

は
擧
藩
 

決
死
 

的
 

態
度
に
 

あ
ろ
 

は 
明
か
で
 

あ
ろ
。
 

先
生
 

は
こ
の
 

切
な
る
 

願
望
 

默
し
 

難
く
、
 

突
く
 

よ 

り 
之
 

を 
許
さ
ん
 

と 
庶
幾
 

ひ
つ
 

i 
あ
っ
た
。
 

唯
 

問
題
 

は 
機
の
 

熟
す
る
 

こ
と
で
あ
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

今
や
 

規
範
が
 

完
戎
 

し
た
、
 

弘
化
ニ
 

年
 

春、
 

以
來
 

こ
の
 

件
に
 

つ
き
 

相
 

馬
の
 

藩
臣
の
 

往
來
繁
 

く、
 

四
月
 

廿
六
 

口
に
 

は 
先
生
 

は 
K
g
 

に 
謁
し
、
 

實
 

行
の
 

議
は
大
 

に 
進
ん
だ
。
 

そ
の
 

十
 

一 
月
に
 

至
り
、
 

愈
々
 

富
 

田
久
助
 

を
し
て
 

歸
國
 

せ
し
め
、
 

仕
法
實
 

行
に
 

取
掛
る
 

こ
と
と
 

な
つ
 

た。 

こ
の
頃
 

ま
た
 

烈
し
く
 

は
な
い
 

が
 

凶
作
が
 

續
 

い
た
。
 

弘
化
 

元
年
、
 

同
 

二
 

年
 

共
に
 

櫻
 

町
 

は 
不
作
で
あ
っ
た
。
 

多
少
 

村
民
 

二，
 

困
惑
の
 

色
が
 

顯
 

は
れ
た
。
 

依
て
 

名
主
の
 

往
來
も
 

あ
り
、
 

年
貢
の
 

用
捨
 

さ
へ
 

願
 

出
た
。
 

年
貢
 

は 
之
を
定
 

免
と
 

し
て
 

减
 

額
し
 

え 
力
っ
た
 

力、
 

救
助
、
 

賞
 

賜
め
 

以
て
 

急
 

を 
救
っ
た
。
 

そ
の
 

取
扱
の
 

爲
に
富
 

田
の
 

歸
國
の
 

途
次
 

櫻
 

町
に
 

立
 

寄
ら
し
 

め、
 

尙
 

相
 

馬
よ
り
 

歸
府
後
 

こ
の
 

雛
 

形
に
 

よ
る
 

救
急
 

仕
 

法
 

を
 

行
っ
た
。
 

せ f く
て
 

一 
一年
 

十
 

一 
月 

六
日
 

富
田
久
 

助
、
 

高
 

野
 

丹
 

吾
 

は 
江
 

戶
を
發
 

し、
 

相
 

馬
に
 

歸
り
、
 

坪
 

田 
成
 

田に
： 

± 
去
を
行
 

つ
た
。
 

こ
ォ
 

は
も
 

法
 

雛
 

形
 

を 
規
範
と
 

す
る
 

實
 

行
の
 

第
一
 

で
あ
る
。
 

當
時
 

未
だ
 

完
成
せ
 

ざ
る
 

時
で
 

あ
り
、
 

幕
府
に
 

進
献
 

せ
ざ
る
 

以
 

前
で
 

あ
る
か
ら
、
 

門
人
の
 

も
の
 

之
 

を 
寫
し
實
 

行
し
て
 

差
 

ま
な
き
 

や
 

を 
伺
 

ひ、
 

認
 

許
の
 

上
 

之
 

を 
行
っ
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

Q
 

ち 
規
範
 

化
せ
ら
れ
た
 

生
活
様
式
 

は、
 

相
 

馬
に
 

於
て
 

之
を
實
 

行
し
 

得
て
、
 

そ
の
 

規
範
の
 

寸
分
 

相
違
な
 

き
を
 

實
證
し
 

得
た
 

も 

の
で
 

あ
ろ
。
 

相
 

馬
よ
り
 

達
し
た
 

ろ
實
行
 

成
績
の
 

報
告
書
 

を
 

見
る
度
に
、
 

蔸
爾
 

た
り
し
 

先
生
の
 

你
を
 

今
尙
ほ
 

見
ろ
 

心
地
が
 

す
る
 

0 
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第
 
十
六
 
章
 
幕
府
 
直
 領
の
仕
 
法
 

1 
大
生
 鄕
 村
の
 
仕
 法
 
お
お
 i
 村
 は 幕

府
の
 
直
領
 
で
あ
ろ
。
 
當
 時
下
 
總
國
岡
 
田 郡

に
 
屬
し
、
 
現
在
 
は 茨

城
 
縣
結
域
 

郡
 菅
ケ
原
 
村
 字
 大
生
 
鄕
 で
あ
る
。
 
當
時
^
 
十
八
 
軒
、
 
雪
隱
 
さ
へ
 
無
き
 
も
の
 
二
十
 
軒、 

無
難
 
十
五
 
軒
、
 
中
 難
 二
十
 
二
 $
 

極
 難
 一 一十 九

 軒
、
 
退
轉
等
 
十一 

一
軒
で
あ
っ
た
。
 
村
 高
 千
 三
十
 
四
 石
 四
 斗
 三
 升、 

田 反
^
 
三
十
 
八
 町
 
一 反

 九
 畝
 七
 歩、 

畑
 

百
 十
六
 
町
 六
 畝
 
一
歩
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
村
寬
 
永
の
 
水
 帳
に
 
は 高

 七
 百
 四
十
 
四
 石
餘
、
 
反
^
 
丸
十
 
四
町
餘
 
歩
で
あ
っ
て
、
 

爾
 

一 

後
 六
 回
の
 
撿
地
 
あ
り
、
 
こ
れ
 
を 前

記
の
 
石
高
に
 
比
す
れ
ば
、
 
正
に
 
六
 割
 三
分
の
 
增
 反
し
た
 
も
の
と
 
見
え
ろ
。
 
こ
の
間
 
代
 

が
 

食
の
 
交
迭
 
頻
繁
に
 
し
て
 
開
墾
と
 
徴
 稅
は
增
 
加
し
た
 
が
、
 
民
政
 
は 徹

底
し
 
な
か
っ
た
。
 
故
に
 
增
 反
の
 
行
 は
れ
た
 
元
 文
^
^
 

一 

ま
で
 
は 民

家
 
百
 九
十
 
七
 軒
、
 
人 刖

九
百
 
十
八
 
人
と
 
い
ふ
 
状
勢
で
 
あ
つ
た
が
、
 
文
政
に
 
は 百

 一. 一十 軒
と
 
な
り
、
 

後一 太 保
に
 

人
り
 
て
 は 前

^
の
通
り
 
九
十
 
八
 軒
と
 
な
り
、
 
こ
の
 
內
返
轉
 
十一 

一軒、 
別
に
 
極
 難
 不
在
 
一 一十 軒

、
 
荒
 田 は 一 一

十
三
 
町
 
一 反

 

餘
 歩
と
 
い
ふ
 
過
半
に
 
達
し
、
 
熟
 田 は 十

四
 
町
 七
 反
餘
と
 
凋
落
し
た
。
 
之
 を 以

て
 
度
々
 
助
鄕
の
 
免
除
、
 
荒
 地
の
 
減
 租
を
願
 

^
で
、
 
籠
訴
 
ま
で
 
行
っ
た
 
が
 却
下
せ
ら
れ
、
 
僅
に
 
天
 保
 十
三
 
ギ
 匡
救
の
 
爲
に
巡
 
見
と
 
な
っ
た
 
結
 *
、
 
先
生
の
 
寶
地
見
 
分
 

と
い
 
ふ
こ
 
と
に
 
押
 進
め
 
ら
れ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

先
生
 
は 印

 幡
沼
分
 
水
路
 見
 分
 後
、
 

IM 十
三
 
年
 十一 

一 バー 
一十 日 見

 分
の
-
命
 
を 受

け
、
 
翌
 十
四
 
年
 正
 W 廿

 
一 日 江

 戶
を
出
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發
し
.
 

廿ー
 

一日
 

大
生
 

鄕
 

村
に
 

着
し
、
 

廿
 

三
日
 

は 
村
內
の
 

事
情
 

を
 

聞
き
、
 

廿
 

四
日
に
 

は
 

村
內
を
 

一 
巡
し
、
 

廿
五
 

n 
よ
り
 

廿
七
 

曰
ま
で
 

は 
村
內
の
 

書
類
 

を
 

精
査
し
、
 

廿
 

八
日
、
 

廿
丸
 

日
の
 

兩
日
は
 

村
內
を
 

再
度
 

巡
回
 

熟
 

察
し
、
 

篤
志
 

者
 

を
 

賞
し
、
 

窮
民
 

を 
救
助
し
、
 

晦
日
 

出
立
 

用
意
 

を
な
 

し、
 

一 
一月
 

一 
日
發
了
 

一日
 

江
 

戶
に
歸
 

着
し
、
 

下
 

勘
定
 

昕
に
 

復
命
し
，
.
 

こ。
 

其
 

復
命
 

書
 

は 
七
 

冊
に
 

分
 

た
れ
て
 

居
ろ
 

が
、
 

村
 

勢
の
 

耍
覽
と
 

村
民
の
 

氣
 

風
と
、
 

そ
の
 

復
與
 

方
法
と
 

で
あ
ろ
。
 

村
 

勢
衰
頹
 

の
 

原
狀
は
 

上
述
の
 

通
り
 

甚
 

し
く
、
 

村
民
の
 

氣
風
は
 

復
命
 

書
に
 

添
付
し
て
 

あ
ろ
 

村
民
の
 

歎
願
 

書
に
 

見
 

ゆ
ろ
 

如
く
、
 

そ
の
 

ft
 

容
は
 

歎
願
で
 

あ
ろ
が
、
 

斯
く
衰
 

頸
し
た
 

原
因
 

は 
地
方
行
政
の
 

不
親
切
よ
り
 

來
り
 

し
も
の
に
 

て、
 

村
民
 

は 
一 

に 
減
免
 

兌
 

及
 

助
成
 

等
 

を
 

要
求
す
 

ろ 
他
な
 

き
も
の
で
 

あ
る
。
 

先
生
の
 

案
 

は 
補
助
 

を
 

主
と
 

せ
ず
 

政
府
の
 

補
助
に
 

よ
っ
て
 

爲
 

さ
ん
と
 

す
ろ
 

ffi
, 

返
し
 

は 
見
込
が
な
い
 

と
す
ろ
 

に
あ
る
 

か
ら
、
 

助
成
な
 

き
 

自
力
 

復
興
の
 

方
法
 

を
 

講
ず
べ
き
 

で
あ
る
と
 

な
し
、
 

彼
の
 

m 
卦
繩
 

索
 

手
段
 

を
 

講
じ
、
 

政
府
よ
り
 

は 
御
 

钍
法
金
 

約
貳
.
 

百
 

五
 

拾
 

雨
の
 

貸
 

下
 

を
 

行
 

ひ、
 

租
人
は
 

減
額
し
た
 

ろ 
定
額
 

法
の
 

設
定
 

を
な
 

し、
 

荒
 

地
 

起
 

返
 

方
 

助
成
、
 

出
精
 

人
 

投
票
 

等
に
 

よ
る
 

獎
勵
 

を
な
 

す
べ
き
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

方
法
 

を 
七
 

ケ
年
實
 

行
 

す
れ
ば
 

中
，
 

以
下
の
 

暮
方
取
 

直
し
 

を
 

行
 

ひ
 

得
る
 

と
い
 

ふ
に
 

あ
っ
た
。
 

こ
の
 

必
 

成
の
 

報
 

吿
を
實
 

現
す
 

る
に
 

困
，
 

な
る
 

事
情
が
 

二
つ
あ
っ
た
。
 

一 
つ 

は
 

贰
百
五
 

拾
 

雨
と
 

い
ふ
 

仕
 

法
 

金
の
 

調
達
、
 

1 
つ 

は 
名
主
 

久
 

馬
が
 

仕
 

法
に
 

よ
っ
て
 

立
直
れ
ば
 

自
己
に
 

利
な
ら
 

ず
と
 

な
し
、
 

先
生
の
 

钍
法
 

を
歡
迎
 

し
な
か
っ
た
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

久
 

馬
の
 

家
 

產
は
村
 

内
 

千
 

三
十
 

四
 

石
に
 

對
し
、
 

村
內
 

外
に
 

亙
っ
て
 

千
 

石
 

餘
の
大
 

高
で
 

あ
ろ
。
 

先
生
の
 

案
に
 

よ
れ
.
 

は
 

久
 

馬
に
 

は
先
づ
 

仕
法
资
 

財
と
 

し
て
 

五
 

拾
 

雨
の
 

加
入
 

を
勸
 

め
ら
 

れ
た
。
 

久
馬
は
 

年
貢
 

其
 

他
 

種
々
 

の 
推
 

譲
 

を
强
 

ひ
ら
ろ
.
，
.
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が
 あ
り
、
 
村
民
 
は
久
 
馬
の
 
平
素
に
 
鑑
み
 
非
難
の
 
聲
を
 
放
ち
、
 
折
角
 
一 村
 取
 直
し
の
 
立
案
 
は 出

来
た
 
が
、
 
代
官
 
も 村

內
も
 

報
德
 
仕
法
實
 
行
に
 
就
て
 

一 致
が
 
出
來
 
な
か
っ
た
。
 

こ
れ
 
を 以

て
 
終
に
 
嘉
 永
の
 
初
ま
で
 
七
 八
 年
間
 
放
任
 
せ
ら
れ
た
。
 

荒
 廢
と
負
 
债
と
を
 
そ
の
 
ま  >- と

す
れ
ば
 
窮
迫
 
は
彌
々
 
甚
 し
く
な
る
。
 
村
民
 
も
こ
れ
 
を H< 命

と
の
 
み 過

ご
せ
 
な
く
な
つ
 

た。 
幸
に
 
も
嘉
永
 
三
年
に
 
巡
 見
が
 
あ
っ
た
。
 
村
民
 
は 遂

に
 
訴
へ
 
た。 

先
年
 
二
宮
 
先
生
の
 
立
て
ら
れ
た
 
方
法
に
 
よ
る
 
外
 は 

な
い
 
と。 

村
民
 
は
こ
の
 
意
 を
 決
し
、
 
所
管
 
代
官
 
小
 林
 藤
 之
 助
に
 
懇
願
し
た
。
 
依
て
 
代
官
 所
よ
り
 
三
月
 
五
日
 
附
を
 
以
て
 
先
 

生
に
 
伙
頼
 し
た
。
 
併
し
 
先
生
 
は 見

 分
し
た
 
當
 時
な
ら
 
ば
 兎
も
角
、
 
現
在
 
は
眞
岡
 
陣
屋
 
附
 で
あ
ろ
。
 
勘
定
 奉
行
の
 
指
令
が
 

な
け
れ
ば
、
 
他
の
 
支
配
 
所
の
 
事
に
 
關
與
 
す
ろ
 
こ
と
が
 
出
來
 
な
い
。
 
依
て
 
先
生
 
は 之

 を 謝
絶
し
た
。
 
け
れ
ど
も
 
村
民
の
 
窮
 

狀
は
 
實
に
愍
 
む
べ
き
 
も
の
が
 
あ
ろ
。
 
故
に
 
公
式
 
認
許
 
は
な
 
い
が
 
私
に
 
村
民
が
；
 

法
 行
爲
を
 
進
め
 
ろ こ

と
 
は 差

 支
な
い
 
か
 

ら、 
諄
々
 
と 報

 德
の
道
 
を
 說
き
仕
 
法
 取
 行
方
の
 
用
意
 
を 指

導
し
た
。
 

やま 5 ち さ 5 ざ 
お 

もん 

次
で
 
小
 林
 代
官
よ
り
 
勘
定
 奉
行
に
 
願
 出
で
、
 
差
 支
な
 
き 旨

の
 
指
令
が
 
あ
り
、
 
山
內
 
繳
左
衞
 
門
か
ら
 
も、 

嘉
永
 
三
年
、
 

三
月
 
十
三
 
日
附
 
に
て
 
差
 ま
な
き
 
3 曰 を 代

 ̂
小
 
林
 藤
 之
 助
 
へ 答

へ
 
た。 

依
て
 
初
め
て
 
公
式
に
 
仕
 法
 指
^
 
を 行

 ふ
こ
と
 
と
な
 

つ
た
。
 

八
月
 
村
民
 
一
致
の
 
規
定
 書
 を
 作
り
、
 
全
員
 
記
名
 
調
印
の
 
上
 各
種
の
 
基
礎
 
調
査
 
を 行

 ひ、 
小
 林
 代
官
の
 
承
認
 
を も 結

了
 

し
た
。
 

大
生
 
鄉
 村
の
 
仕
 法
 は 荒

廢
せ
 
ろ 村

落
の
 
常
と
 
し
て
 
住
宅
が
 
甚
 し
く
 
損
じ
、
 
天
 保
 十
四
 
年
に
 
巡
 見
し
た
 
當
時
さ
 

へ 雨
 は
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漏
り
、
 
壁
 は 落

ち
た
 
も
の
が
 
あ
っ
た
。
 
旣
に
 
そ
の
 
時
 を 距

ろ
七
 
八
 年
、
 
見
ろ
 
に
堪
へ
 
ざ
ろ
 
も
の
が
 
生
じ
た
。
 
土
地
の
 
大
 

半
 は 荒

 地
と
 
な
り
、
.
 
民
家
 
は 半

減
し
.
^
。
 
荒
 地
の
 
開
 發
を
行
 
は
ん
と
す
 
る も 開

墾
の
 
道
具
 
も
な
 
く、 

食
料
 
も
な
い
。
 
故
 

に
先
づ
 

家
屋
 

を 
修
理
し
、
 

開
墾
 

用
具
 

並
に
 

開
發
 

中
の
 

食
糧
 

を
給
與
 

す
ろ
 

こ
と
が
 

急
務
で
あ
っ
た
。
 

併
し
 

食
糧
と
 

道
具
と
 

を
與
 

へ、
 

家
屋
 

を 
修
理
す
 

ろ 
等
の
 

助
成
 

方
策
 

を 
最
初
よ
り
 

行
 

ふ
と
き
 

は、
 

惠
澤
に
 

馴
れ
て
 

自
發
 

的
 奮
 發
の
芽
 
を
 摘
む
 
に 等

し
き
 
を
 以
て
、
 
先
づ
 
村
民
の
 
決
意
 
を
 見
定
め
ん
 
と 欲

し
、
 
再
 應
仕
法
 
を
拒
絕
 
し
て
 
強
き
 
決
、
 V
 

を
 

促
し
、
 

終
に
 

「
仕
 

法
規
 

定
證
 

文
」
 

と
い
 

ふ
 

詳
密
な
る
 

書
類
 

を 
作
製
し
、
 

各
自
 

調
印
の
 

上
 

代
官
の
 

承
認
ま
で
 

も
な
 

さ
し
 

め
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

さ
て
 
百
 一 一軒 中

 新
 家
作
の
 
必
要
な
 
ろ も

の
 
十一 

一軒、 
屋
根
 替
 四
十
 
1 一軒、 

新
 灰
 小
屋
 
三
十
 
九
 軒
で
 
あ
ろ
。
 
嘉
永
四
 
年
 

十
月
 
小
 林
 代
官
へ
 
宛
て
た
 
方
法
 書
に
 
よ
れ
ば
、
 
斯
 か
ろ
 
仕
 法
 を 施

す
 
に は 

(一) 
近
時
 
三
十
 
ケ 年

の
 
牧
納
の
 
二
割
 
引
と
 

する
 

か、
 

最近
 

十ケ
 

年の
 

一 割引
と 

すろ
 

かの
 

定免
 

とな
し、
 

之 を 代官
 

所の
 

分 度と
 

し、 
開發
の 

結果
 

生ず
ろ 

所の
 

牧
納
を
 
以
て
 
仕
 法
 を
 講
ず
る
 
か、 

(二) 
仕
 法
 金
 を
貳
千
 
拾
九
兩
 
許
り
 
支
出
せ
ら
れ
 
る
か
、
 

(三) 
三
十
^
 
間
 二
割
 引
 

と
し
て
 

一 
切
 

御
 

下
金
な
 

き
か
、
 

こ
の
 

三
 

様
の
 

基
礎
 

を 
立
て
ら
れ
た
 

しと
. 

e.
 

送
っ
た
 

所
が
、
 

そ
の
 

指
令
が
 

容
易
に
 

下
ら
な
 

い
の
で
、
 
兎
も
角
も
 
屋
根
 
替
と
少
 
分
の
 
開
墾
 
用
具
 
並
に
 
食
料
 
を
 助
成
し
て
 
假
に
仕
 
法
に
 着
手
せ
 
し
め
た
。
 
而
 し
て
 
取
 行
 

は
し
め
 

た
 

屋
根
 

替
は
 

社
寺
 

各
 

四
楝
、
 

本
家
 

0
 

十
三
 

軒
、
 

小
屋
 

三
十
 

八
 

軒、
. 

合
計
 

八
十
 

九
 

軒、
 

こ
の
 

費
用
 

總
計
百
 

贰
拾
五
 

兩
 で
あ
っ
た
。
 



ま
た
 
急
 を
 要
す
ろ
 
荒
 地
の
 
開
 發
の
爲
 
に、 

土
工
 
人
足
 賃
金
 
五
兩
壹
 
分
餘
、
 
唐
 鍬
 代
金
 
壹
兩
參
 
分
餘
を
 
支
出
し
た
 
が
、
 

ま 
5 かし
ょ 

ぞく
 

代
官
 所
よ
り
 
何
等
 基
本
的
な
る
 
指
令
の
 
來
ら
 
ざ
る
 
間
に
 
嘉
永
五
 
年
 も 六

 年
 も 暮

れ
た
。
 
こ
の
 
問
に
 
先
生
 
は 虞

 岡
 所
屬
ょ
 

ぶ ほの ふが 5 

り 
日
光
 

所
屬
 

と
な
り
、
 

御
 

神
領
の
 

復
與
に
 

多
忙
と
 

な
り
^
る
 

時
、
 

尤
生
鄕
 

所
管
 

代
官
の
 

民
 

治
に
 

熱
意
な
 

き
爲
に
 

大
生
 

鄉
 

の
 復
興
 仕
 法
 は 完

成
す
 
る
に
 
至
ら
な
か
っ
た
。
 

一一 
眞
岡
 
代
官
 
所
管
 內
の
仕
 
法
の
 
端
 縫
 

ィ
 
御
料
 陣
屋
 附
 と
な
ろ
 

眞
岡
 
代
官
 
所
の
 
陣
屋
 
附
 と
な
っ
た
 
の は 天

 保
 十
四
 
年
 七
月
 
十
三
 
日
で
 
そ
の
 
辭
 令
に
 
は
 

申
 
 

渡.
. 

御
 
嵆
 
請
 
役
 
格
 

二
宮
 
金
次
郞
 

右
 は 御

 勘
定
 
所
附
 御
料
 
所
 陣
屋
 
附
手
附
 
申
 渡
 間
 入
念
 可
 相
 勤
 候
 

右
水
 

野
 

越
 

前
 

守
 

殿
へ
 

何
 

之
 

上
 

奉
行
 

衆
被
レ
 

仰，
， 

渡
 

之
 

一 

右
 

之
 

通
 

竹
 

內
淸
太
 

郎
殴
被
 

仰
 

渡
 

承
知
 

仕
 

候
 

以
上
 

御
 
普
 
0
 
役
 
元 

パ 

七
月
 
十
三
 
日
 
 

和
 

田 
利
 

平
 

太
 ®
 

^
に
 
述
べ
た
 
如
く
、
 
當
 時
の
 
御
料
 
所
 は 野

州
眞
 
岡
と
 
東
鄕
と
 
奥
州
 
小
名
 
濱
と
 
で
あ
る
か
ら
、
 
先
生
 
は 何

れ
の
 
地
に
 
常
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住
し
て
 

然
る
べ
き
 

ゃ
剁
 

明
し
 

な
い
。
 

當
時
柬
 

鄕
に
は
 

鈴
 

木
^
 

內
 

が
在
駐
 

し
た
が
、
 

其
 

後
^
も
 

な
く
 

眞
 

岡
に
 

移
り
、
 

東
鄕
 

に 
は
山
內
 

總
左
衞
 

門
が
 

受
命
 

在
任
し
た
。
 

後
に
 

鈴
 

木
 

は 
他
に
 

移
り
、
 

眞
 

岡
へ
 

は 
山
內
が
 

移
り
 

東
鄕
 

代
官
 

を 
も 

兼
ね
る
 

こ 

と
と
な
 

つ
た
が
、
 

そ
の
 

頃
 

先
生
 

は 
一 

旦
 

江
戸
に
 

上
り
、
 

钍
 

法
 

雛
 

形
 

を
 

作
製
し
、
 

次
で
 

先
生
が
 

江
戸
よ
り
 

眞
岡
 

陣
屋
 

附
と
 

な
ろ
 

頃、
 

山
內
 

は
東
鄕
 

よ
り
 

眞
 

岡
に
 

移
り
、
 

先
生
 

は
東
鄕
 

陣
屋
に
 

住
す
ろ
 

こ
と
 

を 
許
さ
る
.
！
 

こ
と
と
 

な
ろ
。
 

併
し
 

こ
れ
 

は
 弘
化
四
 
年
 以
後
の
 
事
で
 
あ
ろ
。
 

- 

眞
岡
等
 

三
 

陣
屋
 

附
 

と
な
っ
た
 

最
初
の
 

顚
末
を
 

顧
み
る
 

に 
天
 

保
 

十
四
 

年
 

三
月
よ
り
 

五
月
ま
で
、
 

先
生
 

は 
山
內
に
 

度
々
 

面
 

會
し
、
 

山
內
は
 

そ
の
 

管
 

內
に
仕
 

法
 

を
 

講
じ
た
い
 

と
い
 

ふ 
希
望
 

を
 

表
明
し
て
 

居
る
。
 

鈴
 

木
 

源
內
も
 

賛
成
し
て
 

居
ろ
。
 

斯
様
 

な
 

因
綠
が
 

陣
屋
 

附，
 

M 
な
ろ
 

結
果
 

を
產
ん
 

だ
も
の
で
 

あ
る
が
、
 

先
生
が
 

眞
岡
管
 

內
の
開
 

發
に
從
 

事
す
 

ろ
の
 

は、
 

钍
法
雛
 

形
 

作
成
の
^
と
 

後
と
 

卽
ち
 

1K
 

保
 

十
四
 

年
と
、
 

弘
化
四
 

年
 

以
後
と
 

二
回
で
 

あ
ろ
。
 

而
 

し
て
 

前
回
の
 

分
 

は 
殆
ど
 

手
 

を
 

着
け
た
 

計
 

り
で
 
あ
る
。
 

天
 

保
 

十
 

a
 

年
 

九
月
 

廿
 

六
日
、
 

先
生
 

は
龜
 

蔵
の
 

外
に
 

西
大
 

井
村
 

爲
八
 

郞
、
 

鬼
 

柳
 

村
 

源
 

治
 

を 
俘
ひ
眞
 

岡
に
 

到
着
し
た
。
 

そ 

の
 

用
務
 

は
開
發
 

を
な
 

す
べ
き
 

か、
 

窮
民
 

救
濟
 

を
な
 

す
べ
き
 

か、
 

先
 

づ
其
實
 

情
 

を
 

調
査
す
 

ろ
に
 

あ
っ
た
。
 

而
 

し
て
閏
 

九
月
 

八
日
 

一 
度
 

出
府
し
、
 

同
廿
 

四
日
 

歸
陣
 

し、
 

弘
化
 

元
年
 

正
月
 

廿
 

四
日
 

出
府
し
た
。
 

こ
の
間
の
 

動
靜
は
 

一 
切
記
錄
 

が
な
い
 

ノ：
 

そ
れ
 

は 
弘
化
ニ
 

年
の
 

大
火
で
、
 

恰
も
 

こ
の
 

半
年
の
 

日
記
 

を
燒
 

失
し
た
 

か
ら
で
 

あ
る
。
 

故
に
 

先
生
の
 

平
素
よ
り
 

類
推
し
て
 

考
 

ふ
る
に
、
 

先
生
 

は
こ
の
 

天
 

保
 

十
四
 

年
の
 

後
半
 

年
 

は 
代
官
 

支
配
 

地
 

內
を
巡
 

廻
し
、
 

荒
 

地
 

開
發
の
 

可
能
 

度
 

を
 

査
察
し
た
 

も 
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の
で
 
あ
ら
う
。
 ま

た
 

こ
の
頃
 

西
 

沼
 

村
 

丈
 

八、
 

阿
部
品
 

村
 

周
 

助、
 

高
 

田 
村
 

太
 

助
 

等
の
 

仕
法
闢
 

係
と
、
 

櫻
 

町
 

領
內
の
 

殘
務
仕
 

法
と
 

が
進
涉
 

し
て
 

居
ろ
 

か
ら
、
 

自
然
 

そ
の
 

指
導
 

を 
行
っ
た
 

と
認
 

む
べ
 

き
で
 

あ
る
。
 

口 
西
 

沼
 

村
 

丈
 

八
の
 

仕
 

法
 

西
 

沼
 

村
 

丈
 

八
 

は、
 

樱
町
御
 

仕
 

法
の
 

初
め
の
 

頃
か
ら
、
 

日
光
 

御
 

仕
 

法.
 

の 
時
代
に
 

至
る
 

ま
で
、
 

前
後
 

四
十
^
 

近
く
 

も 
日
記
の
 

上
に
 

現
 

は
れ
、
 

報
 

德
仕
法
 

志
願
の
 

人
々
 

は、
 

丈
 

八
の
 

紹
介
に
 

よ
る
 

も
の
が
 

^
 

だ
 

多
い
。
 

丈
 

八
 

は 
越
後
か
ら
 

來
て
、
 

櫻
 

町
の
 

隣
村
 

西
 

沼
 

村
に
 

住
し
、
 

油
寶
 

な
ど
 

を
 

行
っ
て
 

後
、
 

櫻
 

町
 

領
の
東
 

沼
 

村
 

潰
 

百
姓
 

谷
 

屮
惣
兵
 

衞
の
跡
 

を
相
續
 

し、
 

荒
 

地
復
舆
 

等
に
 

よ
っ
て
 

相
當
な
 

姓
と
 

な
り
、
 

青
木
 

村
の
 

御
 

仕
 

法
に
 

は、
 

そ
の
 

資
財
 

を 
推
 

譲
し
て
 

御
 仕
 法
に
 
努
力
し
た
。
 

天
 

保
 

十
^
の
 

頃
に
 

至
り
、
 

丈
 

八
 

は 
百
 

五
 

拾
九
兩
 

と
い
 

ふ 
負
債
 

を 
生
じ
た
。
 

こ
れ
は
^
 

難
 

其
 

他
 

臨
時
 

人
 

用
の
 

埒
 

加
し
た
 

ろ
と
、
 

天
 

保
 

七
 

年
の
 

凶
 

謹
に
 

つ
き
、
 

貸
付
金
 

百
 

參
拾
贰
 

雨
 

餘
の
中
 

僅
に
 

贰
拾
 

三
兩
餘
 

以
外
 

は
回
牧
 

不
能
に
 

な
っ
た
 

の
で
、
 

所
有
 

田
地
 

三
 

町
 

六
 

反
の
 

牧
^
に
 

て 
は 

返
却
 

困
難
と
 

な
っ
た
。
 

こ
の
 

事
情
 

を 
知
り
た
 

る 
靑
木
村
 

は、
 

前
記
の
 

恩
德
に
 

報
い
 

ん
が
爲
 

に、
 

先
生
に
 

懇
願
し
て
 

御
 

钍
法
を
 

請
 

ひ、
 

半
金
 

は 
延
期
、
 

半
金
 

は 
五
箇
 

年
賦
、
 

報
德
 

米
、
 

仕
 

法
 

米
、
 

及
 

同
志
の
.
 

推
讓
 

に
よ
っ
て
 

救
 

は
れ
た
。
 

雨
 

來
丈
八
 

は 
一 
曆
 

こ
の
 

逍
の
爲
 

に 
努
力
し
、
 

各
地
に
 

奔
走
し
た
。
 

前
に
 

は 
青
木
 

村
、
 

下
 

高
 

田 
村
、
 

西
 

沼
 

村、
 

大
島
村
 

等
が
 

あ
り
、
 

後
に
 

は
棹
ケ
 

島
、
 

横
 

堤
 

等
が
 

關
 

係
の
 

著
し
い
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 



ハ 
西
 沼
 村
大
島
 
村
の
 
仕
 法
 

西
 沼
 村
 は 常

時
 
五
十
八
 
軒、 

m 畑
 四
十
 

一 町
餘
、
 
そ
の
 
負
 愦
は
五
 
百
拾
壹
 
兩
餘
、
 

こ 

の 質
 地
 二
十
 
三
 町.^ 反

で
 
あ
る
。
 
大
島
村
 
は
戶
數
 
八
十
 
六
 軒
、
 
負
 债
は
五
 
百
 四
 拾
 贰
兩
餘
 
で
あ
ろ
。
 
こ
の
 
仕
 法
の
 
要
點
 

は、 
質
 地
よ
り
 
牧
穫
 
す
ろ
 
米
を
债
 
主
に
 
納
入
し
て
 
居
ろ
 
こ
と
 
を
理
.
 s と

し
、
 
卽
金
 
返
^
す
 
る
な
ら
 
ば、 

四
 分
 引
と
 
す
る
 

とい ふ 談判が 成立し、 その 差 引 六 分み-報 德 金に て返齊 し、 これ を 村民の：：： 掛繩索 積 立に て、 三 ケ年乃 

茧
 五
ケ
 
年
に
 
て 償

却
 
す
る
と
い
 
ふ
桀
を
 
立
て
た
 
が、 

弘
化
 
元
^
 
十
二
月
、
 
全
部
 
報
 德
金
を
 
貸
付
け
 
て
 仕
 法
 立
が
 
行
 は
れ
 

た。 

西
 

沼、
 

大
島
等
 

は
眞
岡
 

支配
， 

領
內
 

で
あ
る
が
、
 

仕
 

法
 

雛
 

形
 

完
成
 

以
前
に
 

屬
し
、
 

未
だ
 

領
^
 

仕
 

法
の
 

命
 

を 
受
け
 

ざ
ろ
 

も 

の
で
、
 
^
來
 
の
關
 係
を
迎
 
り、 

只
管
 村
民
が
 
懇
願
し
た
 
爲
 で
あ
る
。
 

， 

弘
化
 
元
年
よ
り
 
暫
時
 仕
 法
の
 
實
 施
が
 
激
減
す
 
る
の
 
は、 

仕
 法
 雛
 形
の
 
作
 裂
に
 
全
力
 
を
 注
い
だ
 
爲
 で
あ
ろ
。
 
こ
れ
よ
り
 

弘
化
四
 
年
ま
で
の
 
間
 勘
定
 奉
行
の
 
命
 を
 以
て
 
仕
 法
 雛
 形
作
 
製
に
 
從
 事
し
た
 
が
、
 
從
 來
の
關
 
係
よ
り
 
山
內
 
氏
と
 
は 璲

 々
往
 

來
し
、
 
雛
 形
 完
成
 後
 は 再

び
 眞
 岡
所
屬
 
た
る
べ
き
 
當
然
の
 
豫
想
も
 
あ
る
な
 
以
て
、
 
山
 内
 は 雛

 形
の
 
內
 閱
を
繽
 
け、 

仕
 法
 

に
關
 
す
る
 
諒
解
 
も 相

當
に
 
進
ん
で
 
居
た
 
害
で
 
あ
る
。
 
從
 つ
て
 
再
任
 
後
の
 
先
生
の
 
事
業
 
は、 

钍
法
雛
 
形
に
 
よ
る
べ
き
 
こ
と
 

は
 明
白
で
 
あ
ろ
。
 
以
上
 
は 眞

岡
領
 
內
の
仕
 
法
の
 
端
緖
 
で
あ
ろ
。
 

ii
j 

眞
 

岡
管
內
 

仕
法
發
 

業
の
 

障
害
 

ィ 
そ
^
 
概
觀
 

斯
の
 
如
き
 
豫
 想
の
 
下
に
あ
っ
た
 
先
生
 
は、 

弘
化
四
 
年
 五
月
 
十
一
 
日 再

び
 
山
內
 
總
左
衞
 
門
手
附
 
と
な
 

一 399， 



り、
 

腐
 

岡
に
 

赴
任
す
 

ろ 
こ
と
と
 

な
っ
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

仕
 

法
 

進
行
 

上
 

便
宜
 

多
 

か
ら
ん
 

と
の
 

豫
想
は
 

外
れ
.
 

案
外
に
 

支
障
の
 

多
い
 

も
の
で
 

あ 
つ
た
。
 

先
づ
 

そ
の
 

第
一
 

は 
住
所
で
 

あ
ろ
。
 

當
時
山
 

内
 

代
官
 

は 
東
鄕
に
 

居
た
。
 

而
 

し
て
 

M;
 

岡
 

代
官
に
 

榮
 

進
し
、
 

朿
鄉
 

を
も
脊
 

す
 

ろ 
を
 

以
て
、
 

山 
内
は
眞
 

岡
 

陣
屋
に
 

移
り
 

先
生
 

は
東
鄕
 

陣
屋
に
 

人
る
 

順
序
で
あ
っ
た
。
 

然
る
に
 

虞
 

岡
 

代
官
 

前
任
者
の
 

移
瓌
 

-
ザ
 

完
了
 

し
な
い
の
で
、
 

山
內
も
 

東
鄕
を
 

動
く
 

能
 

は
ず
、
 

先
生
 

は 
赴
任
し
た
 

が
 

住
居
が
な
い
。
 

依
て
 

管
内
お
 

i
n
s
 

の 
別
 

當
 

に
し
て
 

眞
岡
町
 

般
若
 

寺
の
 

末
寺
た
 

る 
神
宮
 

寺
に
 

假
住
を
 

命
ぜ
ら
れ
た
。
 

こ.
 

の 
祌
宮
寺
 

は 
永
く
 

無
住
で
あ
っ
た
 

の
で
、
 

屋.
 

极
も
壁
 

も 
破
損
し
 

疊
は
 

到
底
 

住
む
 

に
堪
 

へ
な
か
っ
た
。
 

渐
く
 

修
繕
し
た
 

ろ 
一 

ー
窒
を
 

利
用
し
、
 

隨
身
 

者
、
 

f
i
g
i
K
 

-、
 

吉
良
 

八
郞
、
 

下
僕
 

川
 

久
保
民
 

次
郞
の
 

三
人
 

を
 

伴
 

ひ、
 

^
し
き
 

日
常
生
活
 

で
あ
つ
 

ヒ。
 

第
二
 

は 
仕
 

法
制
 

度
の
 

未
決
定
で
 

あ
ろ
。
 

仕
 

法
 

は 
行
政
 

廳
に
 

於
て
 

こ
れ
 

を
實
 

行
す
 

る 
こ
と
 

を 
公
表
し
、
 

钍
法
 

執
行
 

者
の
 

職
制
 

を 
立
て
、
 

钍
法
资
 

財
の
 

出
 

所
 

を
 

定
め
、
 

钍
法
 

計
畫
を
 

確
立
し
て
 

こ
れ
 

を
實
 

行
し
、
 

民
 

問
 

も 
亦
 

之
に
 

應
 

じ
て
 

實
 

行
の
 

鉗
粽
を
 

作
り
、
 

或
は
 

結
社
と
 

な
し
、
 

或
は
 

常
會
を
 

設
け
、
 

指
導
 

責
任
者
 

を
 

定
め
て
 

處
理
 

せ
し
め
な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

^
 

ろ
に
 

幕
府
 

は 
雛
 

形
に
 

よ
ろ
 

計
 

畫
の
實
 

行
 

を
 

命
じ
な
い
、
 

仕
 

法
 

資
源
の
 

出
 

所
 

を 
工
夫
す
 

ろ 
こ
と
 

も 
許
さ
な
い
。
 

本
 

來
仕
法
 

资
財
 

は、
 

幕
府
の
-
 

S 
用
金
 

を
 

支
出
す
 

ろ
が
 

早
道
 

な
れ
 

ど
も
、
.
 

課
 

稅
實
牧
 

の 
分
 

度
 

さ
へ
 

定
む
 

れ
ぱ
 

容
易
に
 

產
 

出
し
 

得
る
 

の 

で
あ
ろ
 

か
ら
、
 

雛
 

形
の
 

實
行
を
 

命
じ
さ
へ
 

す
れ
ば
 

よ
い
。
 

然
る
に
 

こ
の
 

事
が
 

行
 

は
れ
な
い
 

爲
に
 

先
生
の
 

仕
事
が
な
い
。
 

依
て
 

先
生
 

は 
願
書
 

を
 

出
さ
 

ヾ
ろ
を
 

得
な
か
っ
た
。
 

卽
ち
 

幕
府
よ
り
 

下
付
金
が
 

あ
ろ
 

か
 

他の
， 

報
 

德
金
を
 

流
 

ffp
 

し
て
も
 

可
な
 

― 4oo— • 
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も 
か、
 

そ 
も
く
 

ま
た
 

自
分
の
 

給
料
 

手
當
を
 

こ
れ
に
 

投
じ
て
 

差
 

支
な
 

き
か
、
 

或
は
 

荒
 

地
 

を
 

借
り
て
 

開
墾
し
て
 

仕
 

法
 

一 
切
 

の
资
 源
と
 し
て
 
は 如

何
 等、 

十
 
一 冊
に
 亙
ろ
 願
意
の
 
書
類
 
を 提
出
し
た
 
が、 

容
易
に
 
決
定
し
 
な
か
っ
た
。
 

第
三
 

は 
山
內
の
 

理
解
 

を
 

得
ろ
 

に 
多
く
の
 

時
日
 

を
 

要
し
た
、
 

本
來
山
 

內
は
旣
 

に
く
 

理
解
 

濟
で
 

あ
ろ
べ
き
 

笞
 

で
あ
っ
た
 

が
、
 

學
問
は
 

相
當
に
 

深
く
、
 

田
園
 

類
說
等
 

其
他
數
 

種
の
 

著
書
 

も 
あ
ろ
 

程
で
 

あ
ろ
の
に
、
 

當
 

時
の
 

制
度
の
 

範
圍
內
 

に 
於
て
 

報
德
仕
 

法
の
 

道
 

を
 

活
用
す
 

ろ 
考
察
 

を
缺
 

き、
 

ま
た
 

報
 

德
仕
法
 

以
外
に
 

良
法
な
 

き
こ
と
の
 

確
信
 

を
 

徹
底
す
 

ろ
氣
 

力
な
 

か
り
 

し
爲
 

に、
 

年
餘
の
 

久
し
き
 

に 
亙
っ
て
 

仕
 

法
に
 

着
手
す
 

る 
を
 

得
な
か
っ
た
。
 

今
 

こ
の
間
に
 

於
け
 

ろ 
先
生
の
 

苦
心
の
 

實
情
を
 

察
す
れ
ば
、
 
慨
嘆
に
 堪
へ
 ざ
ろ
 も
の
が
 あ
る
。
 

始
め
 

山.
 

s
 

は 
先
生
 

を
し
て
 

仕
 

法
 

を
 

講
ぜ
し
 

め
ん
が
 

爲
に
、
 

維
 

形
 

完
成
 

後
眞
 

岡
の
 

屬
 

た
ら
し
め
 

た
の
で
 

あ
ろ
。
 

而
 

し
て
 

先生 は 直に 眞岡 管內に 於て 雛 形に 示した ろ 順序に 從 つて、 樱町、 下 館、 相 馬 等に 行 ひたろ 仕 法 を 講ぜ 

ん
 

こ
と
 

を
 

進
 

一 百
し
た
。
 

然
る
に
 

眞
 

岡
の
 

吏
 

僚
 

は
こ
れ
 

を
 

以
て
 

舊
法
 

成
規
を
 

破
り
 

新
法
 

を
 

行
 

ふ 
も
の
な
 

り
と
 

し
た
。
 

幕
吏
 

は
祖
法
 

維
持
 

を
 

施
：
 

i の
 

根
本
原
^
と
 

し、
 

こ
れ
に
 

背
く
 

も
の
 

は 
重
罰
に
 

處
 

せ
ら
る
 

A 
と 

信
ぜ
ら
れ
て
 

居
た
。
 

而
 

し
て
 

報
 
德
仕
法
 
は 新

法
で
 
あ
ろ
と
 
い
ふ
の
で
 
あ
る
。
 
斯
く
兩
 
者
の
 
封
 立
 は 代

官
 
所
の
 
空
氣
 
を
不
穩
 
な
ら
し
め
 
て
 居
た
 

G 
然
 

ろ
に
 

山
 

內
は
旣
 

に 
報
 

德
仕
法
 

適
用
の
 

目
的
 

を
 

以
て
 

先
生
 

を
 

任
じ
た
 

の
で
 

あ
り
、
 

先
生
 

亦
 

こ
の
 

道
に
 

在
ら
 

ざ
れ
ば
 

用
 

務
は
 

無
く
、
 

村
民
 

は 
櫻
 

町
 

以
来
の
 

成
績
 

を
實
 

見
し
て
 

一 
人
 

も 
良
法
 

を
 

疑
 

ふ
 

も
の
 

は
な
い
。
 

是
に
 

於
て
 

先
生
 

は 
仕
 

法
 

を
 

開
 

始
 

せ
ら
る
 

A 
や
 

否
や
、
 

實
 

施
せ
ら
 

ろ 
A 
見
込
な
け
れ
ば
 

我
 

一 
日
も
此
 

所
に
 

止
ま
ろ
 

必
要
が
な
い
、
 

退
官
し
て
 

歸
農
 

せ
ん
 



の
み
と
 

山
內
は
 

無
論
 

仕
法
實
 

施
の
 

覺
悟
 

あ
ろ
 

を
 

述
べ
、
 

我
 

こ 
A 

に 
任
を
受
 

く
ろ
 

時
旣
に
 

仕
法
實
 

施
の
 

諒
解
 

を
#
 

て、
 

居
る
。
 

故
に
 

努
め
て
 

進
埗
を
 

計
り
た
 

し
と
。
 

口 
桑
 

野
 

川
の
 

開
發
 

と
山
內
 

代
官
 

先
生
 

こ 
、
に
 

於
て
 

朿
鄕
 

| 目-
 

2：
 

を
 

巡
視
し
て
 

眞
岡
 

附
近
に
 

僅
少
の
 

廢
 

田
と
、
 

桑
 

野
 

川
の
 

新
田
 

開
拓
と
 

を
計
畫
 

し
た
。
 

卽
ち
弘
 

化
 

四
 

年
 

秋、
 

村
民
の
 

出
願
に
 

よ
り
、
 

门 十 
速
 

測
量
 

地
 

割
 

等
 

を
 

準
備
し
、
 

翌
嘉
永
 

元
年
 

二
月
 

中
句
よ
り
 

三
月
 

十
九
 

日
ま
で
 

開
墾
の
 

結
果
、
 

數
 

年
後
の
 

補
修
 

を
 

加
へ
 

て；
. 

g 
積
 

四
 

町
 

八
 

反
餘
、
 

人
夫
 

千
 

三
百
 

九
 

+
火
 

人、
 

先
生
 

日
毎
に
 

實
 

地
に
 

臨
み
、
 

吉
良
 

八
郞
、
 

福
 

住
 

正
 

兄
の
 

二
人
 

帳
簿
 

方
と
 

し
て
 

之
に
 

常
っ
た
。
 

こ
の
 

成
 

附
は
完
 

全
な
 

ろ 
耕
地
 

整
现
 

と
し
て
 

行
 

は
れ
、
 

栃
木
 

縣
に
 

於
て
 

大
正
 

十
二
 

年、
 

附
近
の
 

耕
地
整
理
 

を
 

行
 

ふ 
際
、
 

便
宜
上
 

合
併
し
た
 

以
外
 

は 
少
し
も
 

こ
れ
 

を
改
 

む
ろ
 

必
要
な
 

き 
程
に
 

優
秀
な
る
 

技
術
 

を
 

以
て
 

行
 

は
れ
た
。
 

村
民
の
 

悅
 

び
は
甚
 

し
い
 

も
の
で
 

あ 

つ
た
。
 

同
 

三：
 

：！：
 

卄
 

四
日
 

虞
 

岡
の
 

下
僚
 

は 
實
地
を
 

視
察
し
 

午
後
 

田 
植
も
順
 

當
に
行
 

は
れ
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

之
に
 

對
 

し
て
 

下
僚
 

等
の
 

一一
 

E 
ふ 

所
 

は 
無
理
解
な
 

も
の
で
あ
っ
た
。
 

「
新
法
 

實
施
 

は
舊
規
 

を 
顧
み
 

ざ
ろ
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

桑
 

野
 

川
 

の 
開
發
は
 

代
官
 

所
の
 

公
式
 

承
認
 

を
經
た
 

ろ 
も
の
で
 

な
い
、
 

我
等
の
 

關
 

知
せ
 

ざ
ろ
 

間
に
 

管
內
に
 

新
法
が
 

行
 

は
ろ
 
 

>- 
が
 

如
き
 

こ
と
 

あ
ら
ば
、
 

我
等
 

は 
役
所
に
 

勤
務
す
 

る
の
 

要
は
な
い
、
 

無
用
の
 

官
吏
 

は 
返
 

職
せ
 

ざ
ろ
 

ベ
か
ら
 

ざ
る
 

も
の
で
あ
る
」
 

と。
 

山
內
 

は
こ
の
 

抗
議
に
 

逢
ひ
舊
 

法
成
規
 

の
改
廢
 

と
い
 

ふ 
名
目
 

を
 

以
て
 

反
對
 

せ
ら
れ
、
 

上
司
に
 

訴
 

ふ
ろ
 

所
 

あ
ら
ば
.
 

m
々
 

し
き
 

大
事
で
 

あ
る
と
 

恐
怖
し
、
 

新
法
の
 

實
施
は
 

一 
一宮
 

一 
個
の
 

獨
斷
的
 

行
動
で
 

あ
ろ
。
 

大
に
之
 

を
懲
さ
 

v 
ろ
べ
 

か
ら
ず
 

― 4。2  ― 



念 

田 
： 

田 理整新 

〃,,.、、""'•，  .ill""' '々〃'"""、、'ひ〃〃",，，，，、、'' 

T
@
I
 
 

I
I
 

元
 古
 
成
 
田
 

新
^
 

桑
 

野
 

川
 

閲
墾
迷
 

先
師
 SS 通

^
 
 
/
 、•___ 一一  ミー 一… 

件
 

衬
新
塩
 

川
 

の $
t
 

元 場 





— 4°3  — 

』 ち 先
生
 
を 召

致
し
て
 
衆
 座
の
 
中
に
 
於
て
 
之
 を 叱

責
し
、
 

「一
 

一
宮
が
 

爲
 

し
た
ろ
 

開
墾
 

は 
何
人
の
 

命
に
 

よ
っ
て
 

行
 

ひ
た
る
 

か、
 

我
 

も 
知
ら
ず
、
 

代
官
 

所
の
 

吏-
僚 

も 
知
ら
ず
 

こ
の
 

事
 

若
し
.
 

江
戶
に
 

聞
え
、
 

法
 

を
 

以
て
 

處
斷
 

せ
ら
る
 

A 
あ
ら
ば
、
 

一 
一宮
 

一 
人
の
 

ni
g 

非
に
 

止
ま
る
べ
き
 

で
は
な
い
。
 

抑
 

も.
^ 

の 

根
據
を
 

以
て
 

こ
れ
 

を
爲
 

し
た
る
 

か
詳
 

か
に
 

報
吿
 

せ
よ
」
 

と。
 

先
生
 

謂
へ
 

ら
く
 

旣
に
 

仕
法
實
 

施
の
 

一
端
と
 

し
て
 

開
 

田 
を 

命
じ
 

置
き
、
 

今
 

却
っ
て
 

我
を
責
 

む
ろ
 

は、
 

下
僚
が
 

主
張
す
 

ろ 
法
規
の
 

變
改
を
 

名
と
 

し
て
の
 

同
お
 

的
 

反
抗
に
 

臆
す
ろ
 

も 
の
で
 

あ
る
。
 

然
れ
 

ど
も
 

我
れ
 

甞
て
命
 

を 
受
け
た
り
 

と 
言
 

は
 

ば、
 

山
內
は
 

代
官
た
 

る 
職
に
 

止
ま
り
 

難
き
 

境
遇
に
 

立
つ
 

こ
と
と
 

な
ろ
 

や
 

も 
計
り
 

難
し
。
 

而
 

し
て
 

多
年
 

心
血
 

を
 

注
ぐ
 

盱 
以-
 

は
 

世
の
 

憂
 

を
 

除
き
 

永
 

安
の
 

道
 

を
 

行
 

ふ
に
 

あ
ろ
。
 

山
內
 

交
代
し
て
 

我
 

道
の
 

行
 

は
れ
ろ
 

道
理
 

は
な
い
。
 

依
て
 

罪
 

を
 

一
身
に
 

引
 

舍
 

受
け
て
 

山-
 

M
 

を 
無
事
な
ら
 

し
む
る
 

に 
如
く
 

は
な
い
 

と、
 

卽
ち
意
 

を 
決
し
て
 

從
容
 

と
し
て
 

答
 

へ
て
 

闩
く
、
 

「
某
、
 

官
署
の
 

事
に
 

通
ぜ
 

ず、
 

法
規
 

制
令
 

未
だ
 

熟
知
す
 

る 
を
 

得
ず
、
 

吏
籍
に
 

人
り
 

て
以
來
 

衆
臣
の
 

勤
む
 

る 
所
の
 

事
務
 

を
 

執
ろ
 

能
 

は
ず
、
 

斯
く
 

何
の
 

用
 

を
 

達
せ
ず
 

し
て
 

空
し
く
 

歳
月
 

を
迗
 

ら
ば
、
 

素
 

餐
の
罪
 

を 
免
ろ
 

i 
能
 

は
ず
。
 

こ
の
 

責
任
 

を
^
れ
 

何
事
 

を
か
爲
 

さ
ん
と
 

す
れ
 

ど
も
、
 

農
家
よ
り
 

出
で
 

年
 

來
荒
廢
 

を
 

開
き
、
 

國
民
を
 

救
 

ふ
こ
と
の
 

み 
を
 

業
と
 

し、
 

こ
れ
 

以
外
に
 

爲
し
 

得
ろ
 

術
 

は
な
い
。
 

然
 

ろ
に
 

脇
 

前
 

御
 

管
内
に
 

廢
 

m 
が
 

あ
り
、
 

困
^
が
 

惱
 

め
ろ
 

を
兒
て
 

之
を
觀
 

過
す
 

ろ 

に 
忍
び
ず
、
 

自 
財
を
拋
 

ち
て
 

之
を
拓
 

き、
 

之
を
惠
 

ま
ば
、
 

臣
僚
 

と
し
て
の
 

勤
務
の
 

一 
端
に
 

當
り
、
 

聊
か
 

素
 

餐
の
罪
 

を
 

免
る
 

、
を
 

得
ん
 

か
と
 

考
へ
、
 

領
民
の
 

歎
願
に
 

任
せ
て
 

之
に
 

應
 

じ
た
。
 

こ
の
 

事
 

を 
企
て
る
 

前
に
 

之
を
霄
 

上
し
、
 

許
可
 

を 



得
て
 

實
 

行
す
べ
き
 

で
あ
っ
た
 

の 
を、
 

獨
斷
專
 

行
し
た
 

の 
は 

某
の
 

罪
で
 

あ
ろ
。
 

旣
に
 

眼
前
.
 

K
 

行
し
 

了
っ
た
 

の
で
 

あ
ろ
 

か
 

ら、
 

譴
責
 

あ
ら
ば
 

某
 

一 
人
 

之
を
受
 

く
べ
き
 

こ
と
 

素
よ
り
 

當
然
の
 

事
で
 

あ
る
。
 

若
し
 

亦
廢
 

田
と
 

な
し
 

荒
廢
の
 

原
形
に
 

復
 

、
 
 

=5 さよく 

す
べ
し
 

と
な
 

さ
ば
、
 

速
に
 

之
 

を 
荒
 

蕪
に
 

歸
し
、
 

溝
洫
を
 

穿
ち
た
 

ろ 
も 

之
を
埋
 

む
ろ
 

は 
容
易
で
 

あ
ろ
。
 

開
 

田
の
 

勞
は
千
 

日 
を
^
す
 

と
も
、
 

之
を
廢
 

す
ろ
 

は 
一 

日
に
 

し
て
 

足
ろ
、
 

願
 

は
く
 

は 
代
官
の
 

< 叩 
に
よ
っ
て
 

如
何
と
 

も 
致
さ
ん
」
 

と。 山內 曰く、 

「
開
 

£ 
し
た
ろ
 

も
の
 

は
廢
 

す
べ
き
で
 

は
な
い
 

• 
江
戸
に
 

伺
 

を
 

立
て
 

A 
そ
の
 

指
揮
 

を
 

待
つ
べ
き
 

で
あ
ろ
。
 

以
後
 

命
令
 

を
 

受
け
 

ざ
れ
ば
 

決
し
て
 

手
 

を 
下
す
 

こ
と
な
 

か
れ
」
 

. と。 先
生
 返
い
て
 歎
じ
て
 臼く、 

「
事
斯
 

に 
至
る
、
 

眞
 

岡
の
 

地
 

亦
 

こ
の
 

道
行
 

は
れ
ざ
る
 

か、
 

山
內
は
 

我
に
 

侖
 

ず
る
に
 

新
田
 

開
發
を
 

以
て
し
た
。
 

我
れ
 

こ 

れ
に
答
 

ふ
ろ
に
 

『
邦
土
 

至
る
所
 

古
來
の
 

定
法
 

あ
り
、
 

獏
 

り
に
 

手
 

を 
下
さ
ば
 

故
障
 

生
ず
ろ
 

こ
と
が
 

多
い
 

も
の
で
.
 

あ
る
』
 

こ
と
 

を
吿
 

げ
た
 

所、
 

旣
に
.
 

江
 

都
に
 

於
て
 

之
 

を 
上
申
し
、
 

委
任
の
 

命
 

を
 

受
け
た
。
 

若
し
 

異
論
が
 

あ
ら
ば
 

之
 

を
予
ー
 

身
に
 

引
受
け
る
 

と
ま
で
 

激
勵
 

せ
ら
れ
た
。
 

依
て
 

已
む
 

な
く
 

數
 

月
の
 

間
 

辛
苦
 

を
盡
 

し、
 

自
財
を
 

散
 

じ、
 

役
夫
 

を
勞
 

し
て
 

數
町
 

歩
の
 

開
 

田 
を 

行
っ
た
。
 

然
 

ろ
に
 

今
や
 

下
僚
の
 

反
 

擊
に
遭
 

ひ、
 

忽
然
と
 

し
て
 

昔
日
の
 

誓
約
 

を
 

食
言
し
て
 

恥
お
 

ず、
 

衆
 

座
 

の 
中
に
 

叱
責
し
て
 

以
て
 

自
家
 

安
全
の
 

計
圖
 

と
な
す
。
 

我
 

元
よ
り
 

人
の
 

善
 

を
推
擧
 

し、
 

衆
 

他
の
 

過
失
 

を 
引
受
く
 

ろ 
を
 

本
 

-意
 

と
し
て
 

居
ろ
 

が、
 

斯
の
 

如
く
 

前
後
 

矛
盾
 

背
反
の
 

首
 

明
 

を
 

信
じ
て
 

事
に
 

當
ろ
時
 

は、
 

常
に
 

進
 

返
 

谷
っ
て
 

如
何
と
 

も
す
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る
な
 

き
に
 

至
る
 

で
あ
ら
う
。
 

こ
の
 

人
と
 

共
に
 

大
道
 

を
 

行
 

ふ
こ
と
 

能
 

は
ざ
る
 

は 
明
か
で
 

あ
ろ
。
 

然
れ
 

ど
も
 

卽
今
我
 

一
身
 

を
 

退
く
 

時
 

は、
 

國
內
 

多
数
の
 

衰
邑
困
 

民
 

再
 

復
の
道
 

を
 

講
じ
 

難
く
、
 

そ
の
 

目
的
 

達
せ
ず
 

し
て
 

止
ま
ば
、
 

皇
阈
幾
 

萬
の
、
 

民
 

途
を
失
 

ひ
 

安
堵
の
 

期
 

開
く
 

あ
る
 

を
俟
 

た
ん
の
 

み。
 

道
行
 

は
れ
ず
 

と
雖
も
 

返
く
べ
か
ら
ず
。
 

愚
 

を 
守
り
 

歳
月
 

を
 

送
ろ
 

外
な
 

き
 

力」
 

と、
 

慨
然
と
 

し
て
 

痛
 

歎
し
、
 

悵
 

然
と
し
て
 

愁
悶
 

に
堪
へ
 

ざ
ろ
 

も
の
 

丄 
如
く
で
あ
っ
た
。
 

當
 

時
の
 

假
寓
 

た
る
 

祌
宫
 

寺
り
 

皮 

屋
の
裡
 

厳
冬
の
 

寒
風
 

肌
に
 

迫
り
、
 

徒
に
 

敗
戰
者
 

逃
竄
の
 

如
く
な
 

ろ 
も、
 

先
生
 

凛
 

然
と
し
て
 

二
三
 

子
の
 

爲
に
 

道
を
說
 

き、
 

艱
苦
 

を.
 

iK
 

ら 
ざ
る
が
 

如
く
で
あ
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

先
生
 

は 
代
官
 

下
僚
と
 

共
に
 

管
內
の
 

巡
視
 

を
 

行
 

ふ
こ
と
 

は 
隨
時
ー
 

了 
ま
れ
て
 

居
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

I
 
 

しも どて 
きぬがさへ 5 だ 

いふ 

N 
衣
笠
と
 

山
內
 

下
 

館
の
 

衣
笠
 

兵
 

太
夫
 

は 
當
時
櫻
 

町
の
 

留
守
居
 

を
 

依
頼
さ
れ
 

て
 

居
た
。
 

四
月
 

十
七
 

日 
宇
津
 

家
の
 

吏
 

者
と
 

し
て
 

來
り
、
 

引
つ
 

乂
き
 

宇
津
 

家
の
 

仕
 

法
に
 

つ
き
 

先
生
の
 

敎
示
を
 

受
け
た
 

し
と
 

中
 

W
 

で、
 

談
話
 

眞
 

岡
の
 

事
に
 

及
び
、
 

こ
の
 

情
 

狀
を
實
 

見
し
、
 

大
息
し
て
 

代
官
 

所
に
 

至
り
、
 

宇
津
 

家
よ
り
 

代
官
へ
の
 

目
錄
を
 

進
め
、
 

餘
談
 

よ
り
 

進
め
て
 

竊
に
 

先
 

生
 

を
稱
揚
 

し、
 

待
遇
の
 

冷
淡
 

を
 

難
 

じ、
 

「一
 

一宮
 

本
來
 

居
常
の
 

厚
き
 

を
 

願
 

は
ず
、
 

殊
に
 

一 
身
 

を
舆
國
 

安
民
に
 

奉
ぐ
、
 

廢
 

寺
の
 

冬
 

居
 

枕
頭
 

霜
雪
 

を
 

見
る
 

を
 

意
と
 

せ
 

ず
、
 

二
宮
の
 

頑
强
 

健
康
に
 

支
障
な
 

し
と
 

雖
も
、
 

門
人
 

或
は
 

疾
病
に
 

櫂
る
 

あ
ら
ん
、
 

二
宮
 

こ
れ
 

を
 

知
る
 

と
雖
も
 

補
修
せ
 

ず、
 

代
官
の
 

命
 

を
 

重
ん
ず
ろ
 

が
 

故
で
 

あ
ら
う
、
 

宜
し
く
 

賢
者
 

を 
以
て
 

83
辻 

ら
る
 

べ
し
」
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と。
 

代
官
 

は 
衣
笠
が
 

私
 

領
の
臣
 

僚
た
 

る
に
 

拘
ら
 

ず
、
 

直
領
の
 

施
政
に
 

一一
 

K 
句
 

を
 

揷
む
を
 

怒
り
、
 

ま
た
 

之
 

を
ニ
宫
 

の 
小
策
 

な
り
と
 

も 
邪
推
し
た
 

ら
ん
 

も、
 

言
 

ふ
 

所
の
 

理
は
 

當
然
 

で
あ
ろ
。
 

依
て
 

答
へ
 

て
 

曰
く
、
 

「
旣
に
 

能
く
 

こ
れ
 

を 
知
っ
て
 

居
る
。
 

陣
屋
の
 

內
に
 

別
宅
、
 

{ゃ
； 

家
が
な
い
。
 

二
宮
 

を
 

空
 

寺
に
 

置
く
 

も 
暫
時
で
 

あ
ろ
。
 

殊
 

に 
修
繕
 

は 
禁
じ
た
 

の
で
 

は
な
い
。
 

一 
一せ
  

1 が
 

筌
寺
を
 

補
修
せ
 

ざ
る
 

は 
彼
が
 

過
ち
で
 

あ
る
」
 

と。
 

衣
笠
 

之
 

を 
先
生
に
 

告
げ
て
 

修
繕
 

を
勸
 

め
た
 

所
、
 

先
生
 

は
斷
 

じ
て
 

之
に
 

應
 

じ
な
か
っ
た
。
 

： 

然
る
に
 
俄
に
 
代
官
の
 
使
者
 
來
 つ
て
 
先
生
 
を
 召
し
、
 
大
に
 
怒
っ
て
 
曰
く
、
 

「
過
 

刻
 

衣
笠
 

來
 

つ
て
 

汝
を
 

破
屋
に
 

居
ら
し
 

む
ろ
 

は
處
 

置
失
當
 

で
あ
る
と
、
 

彼
 

は 
元
よ
り
 

陪
臣
で
 

あ
ろ
。
 

1K
 

下
の
 

事
に
 

關
與
 

す
ろ
 

こ
と
 

を
 

得
な
い
。
 

今
 

此
の
 

如
き
 

事
 

を
述
 

ぶ
ろ
 

は 
身
分
 

を
 

知
ら
ざ
る
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

我
が
 

處
置
は
 

我
が
 

思
 

ふ
 

所
に
 

よ
っ
て
 

行
 

ふ、
 

敢
て
^
 

臣
の
 

指
揮
 

を
俟
 

つ
も
の
で
 

は
な
い
。
 

以
後
 

斯
 

く
の
 

如
き
 

こ
と
 

を
 

一 百
 

ふ
こ
と
 

勿
れ
と
、
 

汝
 

よ
り
 

差
し
置
く
べ
し
。
 

我
 

直
接
 

衣
笠
^
 

誡
 

む
ろ
 

時
 

は 
彼
 

一 
身
の
 

立
場
 

を
 

失.
 

ふ
で
 

あ
ら
う
、
 

之
を
憐
 

み
て
 

汝
 

を
し
て
 

言
 

は
し
む
 

ろ
の
で
 

あ
ろ
」
 

と。
 

先
生
 

從
容
 

と
し
て
 

曰
く
、
 

. 

「
某
 

纥
 

寺
に
 

居
ろ
 

少
し
も
 

意
と
 

す
ろ
 

所
で
は
な
い
。
 

貧
困
の
 

民
 

は 
破
屋
 

雨
露
 

を 
凌
ぐ
 

能
 

は
ず
、
 

牧
穀
も
 

腹
に
 

飽
 

く
こ
 

と 能
 は
ず
、
 
飢
寒
 
そ
の
 
生
 を 聊

 ん
ぜ
 
ざ
ろ
 
も
の
 
數
 ふ
べ
 
か
ら
ず
、
 
不
肖
 之
 を 救

 ふ
 を 以

て
 
道
と
 
し、 

而
 し
て
 
扶
持
米
 

を 賜 はり 寓居 を 給
せ
ら
れ
、
 自ら 補

ふ
餘
 力が あり、 また 空 寺 も 大

破
と
 稱 す
べ
き
で
 はない。 彼の 衣笠 は 



ャ 
善
柔
 

に
し
て
 

思
慮
 

淺
し
、
 

偶
々
 

廢
 

寺
に
 

來
 

つ
て
 

仔
細
 

を
 

問
 

は
ず
し
て
 

は
官
 

衙
に
詣
 

り、
 

失
言
 

を
 

致
し
た
 

次
第
で
 

あ
 

ろ
が
、
 

必
ず
 

向
後
 

過
失
な
 

か
ら
し
め
 

ま
せ
う
」
 

io 山
內
 臼く、 

「
我
 

上
下
の
 

爲
に
 

汝
が
發
 

明
し
た
 

ろ 
方
法
，
 

を 
聞
き
、
 

眞
岡
管
 

內
の
荒
 

地
 

を
 

開
墾
し
、
 

困
 

民
 

を
匡
濟
 

せ
ん
と
す
 

ろ 
こ
と
 

多
年
、
 

然
る
に
 

私
 

領
と
は
 

異
な
り
.
.
 

公
 

料
の
 

制
度
 

法
則
 

微
細
に
 

備
り
、
 

何
事
 

も 
法
規
に
 

あ
ら
-
ざ
れ
 

ぱ
行
ひ
 

難
く
、
 

强
 

て
 

之
 

を 
行
 

は
ん
と
 

す
れ
ば
 

下
僚
 

皆
な
 

從
 

は
ず
、
 

江
戸
に
 

指
揮
 

を 
仰
い
だ
 

が
 

何
等
の
 

御
沙
汰
 

も
な
い
。
 

汝
 

こ
の
間
に
 

立
 

つ
て
 

徒
 

事
に
 

日 
を
 

送
ら
ん
 

よ
り
 

は、
 

寧
ろ
 

返
き
 

て
 

私
 

領
の
民
 

を
 

安
ん
 

ず
る
が
 

良
か
ら
 

う
と
 

思
 

ふ。
 

依
て
 

予
は
之
 

を
 

h
 

司
に
 

言
上
し
、
 

二
宮
の
 

道
 

は
 

良
法
で
 

は
 

あ
ろ
が
、
 

私
 

領
に
行
 

は
る
べ
く
 

し
て
 

公
 

料
に
 

は 
故
障
 

多
し
、
 

依
て
 

小
 

田 
原
の
 

故
主
に
 

戾
 

さ
る
れ
ば
、
 

私
領
の
 

幸
に
 

し
て
 

幕
府
 

無
用
の
 

人
 

を 
扶
持
す
 

る
な
 

く
兩
 

全
な
る
 

べ
し
、
 

汝
の
 

意
見
 

如
何
」
 

. 

と。 先生 曰く、 

つ 
一 
身
の
 

進
退
 

徵
臣
に
 

於
て
 

何
等
 

意
見
 

は
な
い
、
 

唯
 

代
官
の
 

指
揮
の
 

通
り
に
 

致
し
 

ま
せ
う
」
 

と 
言
 

ひ
て
 

退
出
し
、
 

詳
 

か
に
 

之
 

を
 

衣
笠
に
 

吿
 

げ
た
 

所
、
 

衣
笠
 

犬
に
 

怒
っ
て
 

曰
く
、
 

「
山
 

內
は
讀
 

書
 

子
と
 

噂
せ
ら
れ
 

ろ
か
ら
、
 

少
し
く
 

は 
道
 

を
 

知
る
 

も
の
と
 

思
へ
 

る 
も、
 

事
理
 

を
 

解
せ
 

ざ
ろ
 

も
甚
 

し
い
、
.
 

予
が
 

忠
告
 

は 
悉
く
 

代
官
の
 

爲
 

で
あ
る
。
 

再
び
 

斯
の
 

如
き
 

も
の
と
 

語
ら
な
い
」
 

と 憤
り
つ
 

A 下
 館
へ
 
歸
 つ
た
。
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二 
富
 

ra
 

と
山
內
 

山
內
 

代
官
 

は
こ
の
 

元
年
 

七
月
 

十
 

j 
日
東
鄉
 

よ
り
 

s 具
 

岡
へ
 

移
っ
た
。
 

富
 

田
高
慶
 

は 
六
月
 

十
五
 

日 
江
 

戶
 

よ
り
 

櫻
 

町
に
 

着
し
た
。
 

而
 

し
て
 

新
開
地
 

を
 

視
察
し
、
 

次
で
 

先
生
、
 

富
 

田
等
眞
 

岡
へ
 

移
轉
 

祝
と
 

し
て
 

5?
 

頭
し
た
。
 

こ
の
 

頃
 

代
官
の
 

所
爲
に
 

憤
激
し
 

つ 
A 

あ
っ
た
、
 

一 
從
者
、
 

山
 

內
に
面
 

謁
し
て
 

曰
く
、
 

「
幕
府
が
 

一 
H 吕
を
 

以
て
 

眞
 

岡
の
 

馬
た
ら
 

し
め
た
る
 

は、
 

報
 

德
の
道
 

を
 

以
て
 

幕
府
 

直
領
の
 

住
民
の
 

困
窮
 

を
 

救
 

は
ん
が
 

爲
 

で
あ
る
。
 

然
し
て
 

旣
に
數
 

年
な
 

經
 

過
し
た
 

が
、
 

未
だ
 

行
 

は
る
 

A 
時
期
に
 

達
し
な
い
 

の
で
 

あ
ろ
 

か
」
 

と。
 

山內
： 

E く、
 

「
我
 

元
よ
り
！
 

一
宮
の
 

道
 

を
 

信
じ
て
 

居
ろ
。
 

こ
の
 

道
 

を 
以
て
す
れ
ば
 

上
下
の
 

有
益
 

少
 

か
ら
ざ
る
 

を
 

知
ろ
 

も、
 

愈
々
 

之
 

を
 

實
行
 

せ
ん
と
 

す
れ
ば
 

古
來
の
 

法
則
 

厳
存
し
、
 

聊
か
 

も 
之
に
 

違
 

は 
V 

法
 

を
 

犯
す
 

の 
罪
 

あ
り
。
 

故
に
 

良
法
で
 

は 
あ
ろ
が
^
 

法
な
る
 

を
 

以
て
 

實
施
 

す
ろ
 

を
 

得
ず
。
 

然
る
に
 

一 
一
宮
が
 

小
 

田
原
領
 

始
め
 

多
く
の
 

大
小
 

名
領
に
 

於
て
 

は 
そ
の
 

成
績
 

顯
 

著
た
 

る 
も
の
が
 

あ
ろ
。
 

こ
れ
 

私
 

領
に
行
 

ひ
 

得
る
 

も 
公
 

料
に
 

行
 

ひ
 

難
き
 

所
以
で
 

あ
る
。
 

此
の
 

如
く
 

徒
に
 

歳
月
 

を
 

過
 

さ
ば
 

私
領
 

に
も
 

行
 

は
ず
し
て
 

良
法
 

廢
 

せ
ら
る
 

A 
は
遣
憾
 

で
あ
ろ
。
 

依
て
 

公
 

料
に
 

益
な
 

く
し
て
 

称
 

領
に
益
 

あ
る
 

を
 

以
て
、
 

逆
に
 

藩
 

臣
に
戾
 

さ
れ
ん
 

こ
と
 

を
 

上
申
 

せ
ん
と
す
 

る 
も
の
で
あ
る
。
 

然
 

ら
ば
 

二
宮
の
 

心
勞
も
 

始
め
て
 

安
 

か
る
べ
く
、
 

こ
れ
 

予
が
 

s
 

む
 

を
 

得
ざ
る
 

に 
出
づ
る
 

策
で
 

あ
ろ
」
 

と
》
 
 

. 

先
生
の
 

一 
從
 

者
と
 

は
報
德
 

記
の
 

錄
 

す
る
 

所
で
 

あ
ろ
が
、
 

抑
 

も 
何
人
で
 

あ
ら
う
 

か、
 

當
時
 

s
l
s
^
、
 
 

s
g
^
f
^
 

し、
 

ぎ
 



良
 

八
 

郎
等
 

は、
 

年
齒
 

若
く
、
 

或
は
 

種
々
 

の 
事
情
よ
り
、
 

到
底
 

山 
內
に
對
 

し
て
 

詰
問
し
 

得
ろ
 

身
分
で
は
な
か
っ
た
。
 

日
記
 

其
 

他
の
 

記
 

錄
に
徵
 

し
て
 

こ
れ
 

は 
富
 

田
高
慶
 

な
り
と
 

斷
 

ず
ろ
 

も
の
で
あ
る
。
 

高
慶
、
 

山
 

內の
ー 

W
 

を
 

聞
い
て
 

曰
く
、
 

「
夫
れ
 

道
 

は 
一 

つ 
あ
る
の
 

み、
 

公
 

料
に
 

行
 

ふ 
能
 

は 
ざ
ろ
 

道
な
ら
 

ば、
 

決
し
て
 

私
領
 

に
も
 

行
 

ひ
 

得
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
、
 

私
 

領
に
大
 

益.
 

あ
ら
ば
 

公
 

料
に
 

も 
有
益
で
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

今
 

公
 

料
に
 

は 
規
則
 

あ
り
、
 

新
法
 

は 
如
佝
に
 

良
法
な
 

り
と
 

も 

行
 

ひ 
得
べ
 

か
ら
ず
 

と 
仰
せ
ら
 

ろ 
A 

も、
 

^
領
 

と
て
も
 

法
規
 

あ
り
、
 

制
度
 

あ
り
、
 

天
下
 

一 
日 

も 
法
度
な
 

く
し
て
 

冶
む
 

る 
こ 

と 
を 

得
な
い
。
 

公
 

料
 

私
領
の
 

政
令
 

法
度
 

は、
 

根
本
に
 

於
て
 

大
差
 

あ
る
べ
き
 

で
な
い
。
 

佝
れ
も
 

大
同
小
異
 

あ
ろ
の
 

み
に
 

て
 

雲
泥
の
差
の
 

あ
る
 

も
の
で
 

は
な
い
。
 

國
を
 

治
め
 

民
 

を
 

安
ず
 

る 
は 

政
令
 

法
度
の
 

根
元
で
 

あ
ろ
、
 

百
 

千
の
 

私
領
 

悉
く
 

以
 

て
 

天
下
の
 

制
度
 

法
則
 

を
典
據
 

と
し
て
 

居
る
。
 

故
に
 

二
宮
の
 

法
が
 

公
 

料
に
 

行
 

ふ
こ
と
 

を 
得
ざ
る
 

な
れ
ば
、
 

私
領
 

の
み
 

法
 

規
に
 

觸
 

る 
1 

こ
と
な
し
と
 

言
 

ふ
べ
 

か
ら
ず
。
 

ま
た
 

私
領
の
 

規
則
 

を
變
 

じ
て
 

こ
の
 

道
 

を 
施
す
 

の
で
 

は
な
い
。
 

從
來
の
 

法
 

規
 

厳
然
と
し
て
 

缺
く
 

所
な
 

く
し
て
 

一 
一
宮
の
 

法
 

は 
其
 

間
に
 

行
 

は
れ
、
 

荒
 

地
 

を
 

開
き
、
 

米
 

財
 

を 
生
じ
、
 

善
人
 

を
赏
 

し、
 

貧
 

困
 

を
 

救
助
し
、
 

國
家
 

を
し
て
 

自
然
に
 

豊
富
に
 

歸
し
、
 

萬
 

民
 

永
 

安
の
 

道
 

を 
立
て
、
 

依
て
 

以
て
 

始
め
て
 

古
來
の
 

法
度
 

規
則
 

の
 

點
を
も
 

補
 

ひ、
 

國
政
 

を
し
て
 

仁
 

道
に
 

歸
せ
 

し
む
ろ
 

良
法
で
 

あ
る
。
 

其
國
 

に
よ
り
 

萬
 

一 
法
度
に
 

聊
か
 

觸
る
 

A 
こ
と
 

が
 

あ
ら
ば
、
 

法
度
 

を
 

動
か
さ
ず
 

し
て
 

仕
 

法
 

を
 

折
衷
し
、
 

其
 

時
 

虚
位
に
 

隨
 

つ
て
 

宜
し
き
 

を
 

致
す
 

を 
例
と
 

す
る
。
 

こ
れ
 

仁
 

術
に
 

し
て
 

諸
 

國
に
行
 

は
れ
て
 

成
功
す
 

ろ 
所
以
で
 

あ
る
。
 

貴
 

官
此
地
 

を
 

管
領
せ
ら
れ
、
 

二
宮
 

を
し
て
 

そ
の
 

道
 

を
 

行
 

は
し
 

― 409 一 
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め 
然
る
 

後
に
 

行
 

は
れ
 

難
き
 

事
 

實
に
當
 

面
し
て
 

公
 

料
に
 

不
可
な
 

り
と
 

申
さ
 

る
れ
ば
、
 

某
 
 

一 
一 W
 

の 
巾
し
 

漦
 

も
な
 

ナ
れ
ど
 

も、
 

そ
の
 

道
 

を
 

行
 

は
ず
し
て
 

何
 

を 
以
て
 

行
 

は
れ
ざ
る
 

こ
と
 

を 
知
ら
ろ
 

A 
か
」
 

ど 
は^
 

ZLL
*  

く 

「
東
 

鄕
の
開
 

E、
 

桑
 

野
 

川
の
 

新
開
 

之
 

を 
試
み
た
り
、
 

而
 

し
て
 

障
害
 

あ
り
、
 

故
に
 

行
 

ひ
 

難
き
 

を 
知
っ
た
」
 

と。
 

高
慶
 

曰
く
、
 
 

- 

「
開
墾
の
 

一 
事
 

を
 

以
て
 

钍
法
 

仁
術
の
 

全
般
 

を
 

知
れ
り
 

と
す
る
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
。
 

仕
 

法
の
 

道
ま
^
 

む
に
：
 

a®
- 

を 
以
て
 

し、
 

廢
れ
 

た
ろ
 

を
 

擧
げ
、
 

筢
 

え
た
る
 

を
繼
 

ぎ、
 

禍
を
 

福
に
 

轉
じ
、
 

貧
窮
 

を
 

振
起
し
て
 

富
強
と
 

し、
 

民
の
 

疾
苦
す
 

ろ 
所
 

を
 

除
き
て
 

安
息
す
 

ろ 
所
を
與
 

へ、
 

惰
風
を
 

革
め
、
 

汚
 

風
 

を 
去
り
、
 

敎
 

ふ
る
に
 

人
道
 

を
 

以
て
し
、
 

導
く
 

に
^
 

農
 

を
 

以
て
 

し、
 

奢
侈
 

を 
戒
め
、
 

節
儉
を
 

示
し
、
 

五
倫
の
道
 

正
し
く
し
て
 

君
恩
の
 

無
量
な
る
 

を 
知
ら
し
 

め、
 

永
く
 

貧
困
 

離
散
の
 

憂
 

な 
力
ら
 

し
む
る
 

を
 

以
て
 

要
と
 

す
る
 

の
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
 

等
の
 

道
 

二
宮
 

は 
未
だ
 

公
 

料
に
 

實
 

施
す
 

る
に
 

至
っ
て
 

居
な
、
。
 

f 

ぞ
 

一 
片
の
開
 

m 
を
 

以
て
 

道
 

は 
行
 

は
れ
ず
 

と 
斷
ぜ
ら
 

る 
A 

か、
 

且
責
官
 

先
年
 

未
だ
 

こ
の
 

地
の
 

長
官
た
 

ろ 
命
 

を
 

受
け
ら
れ
 

ざ
り
 

し 
時、
 

相
 

馬
の
 

草
 

野
と
 

約
し
て
 

曰
く
、
 

一 
ー
宫
の
 

良
法
 

を
 

以
て
 

國
 

家
の
 

有
無
 

を
 

開
闢
し
、
 

下
 

百
姓
 

を
 

安
ん
 

ぜ
ん
と
 

欲
 

す
ろ
 

を 
以
て
、
 

公
 

料
に
 

こ
の
 

道
 

を
 

開
き
、
 

二
宮
の
 

力
 

を
 

伸
張
す
 

る 
こ
と
に
 

努
力
す
 

る
で
 

あ
ら
う
 

と、
 

草
 

野
道
の
 

爲
に
 

悅
び
、
 

誠
に
 

貴
官
の
 

忠
誠
 

を 
感
歎
し
、
 

大
道
 

公
行
 

を
 

以
て
 

貴
官
に
 

期
待
し
、
 

そ
の
 

開
業
 

を
 

希
望
し
て
 

居
た
。
 

草
 

野
旣
 

に 
泉
下
に
 

眠
ろ
 

に 
至
っ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

貴
官
 

そ
の
 

約
 

も
 

*
 

す
の
 

意
 

は
な
き
 

か、
 

眼
前
 

资
官
の
 

語
 

を 
聞
い
て
 

如
 

JH-
 

に
感
 



ず
ろ
 

で
あ
ら
う
 

か、
 

故
 

舊
の
約
 

を 
忘
れ
 

ざ
ろ
 

の
 

信/
に 

於
て
 

は 
我
れ
 

知
ら
ず
 

と
雖
 

も、
 

二：
 

宮
の
 

道
 

公
 

料
 

に 
行
 

ふ
べ
 

か
ら
 

ず
と
 

報
吿
 

あ
ら
ば
、
 

道
 

は 
斯
に
廢
 

菜；
 

^
決
せ
ら
 

れ
ん
こ
と
 

疑
な
 

し、
 

幕
府
の
 

試
 

業
の
 

成
否
 

は
贵
官
 

の 
一 
身
に
 

在
り
、
 

J 

而
 

し
て
責
 

官
の
 

上
申
 

は、
 

數
 

年
の
 

試
 

業
の
 

後
な
 

り
と
 

確
認
せ
ら
れ
 

る
で
 

あ
ら
う
。
 

二
宮
 

仕
官
せ
 

ざ
れ
ば
 

公
 

料
に
 

行
 

は
 

れ
ず
 

と
も
 

私
 

領
に
行
 

は
ろ
 

A 
に
佝
等
 

障
害
な
 

し、
 

今
 

二
宮
 

は 
天
下
の
 

直
臣
 

で
あ
ろ
。
 

而
 

し
て
 

貴
 

官
の
ニ
 

H
 

に
よ
っ
て
 

之
 

を 
行
 

ふ
 

能
 

は
ず
と
 

公
認
 

せ
ら
 

ろ
れ
ば
、
 

仕
 

法
 

は 
徒
ら
に
 

廢
棄
 

す
る
 

で
あ
ら
う
、
 

贵
 

官
の
霄
 

前
後
 

相
 

遠
す
、
 

一
考
 

を
 

慮
ら
れ
よ
」
 

と。
 

山
內
 

色
を
變
 

じ
て
 

R 
く
、
 
 

一 

「
我
が
 

一一
 

K 
上
せ
ん
 

と
す
ろ
 

も
の
 

は、
 

二せ
； 

3 の 
道
を
廢
 

せ
ん
と
す
 

ろ
の
で
 

は
な
い
、
 

公
 

料
に
 

行
 

は
ず
し
て
 

日 
を
^
さ
ば
 

5-
 

從
來
 

丹
精
し
た
 

私
 

領
の
仕
 

法
ま
で
 

も
廢
 

せ
ん
こ
と
 

を 
憂
 

ひ
た
 

爲
 

で
あ
る
。
 

小
 

田 
原
に
 

歸
 

つ
て
 

十
分
 

行
 

ふ
こ
と
 

を 
は
 

二.
； 

H 
は 

心
安
く
 

道
 

を 
行
 

ひ
 

得
て
 

有
益
で
 

あ
ら
う
 

と、
 

こ
れ
 

を 
建
 

一 iH
 

せ
ん
と
す
 

る 
も
の
で
あ
る
。
 

然
る
に
 

汝
は
 

我
が
 

一 

言
に
 

よ
っ
て
 

道
 

は
廢
槳
 

せ
ら
れ
る
 

で
あ
ら
う
 

と
い
 

ふ
の
 

は 
何
故
か
」
 

と。 
高
 鹿
 曰く、 

「
貴
官
 
の 

一 言
に
 
よ
っ
て
 
道
の
 
廢
粲
 
せ
ら
れ
ん
 
こ
と
 
は 必

定
で
 
あ
ろ
。
 
二
宮
 幼
少
よ
り
 
萬
 苦
を
盡
 
し
て
 
行
 ふ
 所
の
 
仕
 

法 は、
 

良法
なる
 

が 故に
 

幕府
 

之 を 召し
て 

直臣
 

とな
し 

給う
た 

ので
 

あろ
。 

二宮
の 

道 は 萬 民 撫育
の 

道に
 

力 を 

盡
す
 
の
み
で
 
あ
ろ
。
 
他
の
 
才
藝
 あ
る
の
で
 
は
な
い
、
 
仕
 法
 を 外

に
し
て
 
召
し
 給
う
 
理
由
 
は
な
い
。
 
依
て
 
私
領
 
遠
近
^
 



以
て
 

こ
の
 

登
用
 

を 
慶
し
、
 

公
領
よ
り
 

私
法
へ
 

と 
一
般
の
 

流
行
 

を
 

望
む
 

こ
と
 

久
し
き
 

も
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
 

公
 

舛 
に 

行
よ
 

る 
A 
餘
光
を
 

仰
ぎ
 

私
領
 

に
も
 

行
 

は
れ
 

衰
邑
 

再
復
の
 

宿
志
 

を 
達
せ
ん
 

が
爲
 

で
あ
ろ
。
 

然
る
に
 

+
公
 

料
に
 

行
 

ふ
 

能
 

は 
ざ
ろ
 

道
と
 

し
て
 

舊
主
小
 

田 
原
へ
 

戾
し
給
 

は 
、乂
、 

天
下
の
 

諸
侯
 

誰
か
 

公
 

料
に
 

行
 

は
れ
 

難
き
 

仕
 

法
 

を
 

行
 

ふ
で
 

あ
ら
う
 

か。
 

段 
令
 

禁
止
し
 

給
 

ふ
に
 

あ
ら
ず
 

と
雖
 

も、
 

公
 

料
に
 

行
 

は
ろ
 

A 
所
の
 

も
の
 

を
模
 

し
て
 

私
 

镇
に
行
 

は
ろ
 

ユ
は
^
 

で
あ
ろ
。
 

頃
：
 

觸
ろ
 

V
 

か
爲
 

に
と
 

い
ひ
て
 

公
 

料
に
 

忌
憚
さ
れ
 

た
ろ
 

場
合
 

は、
 

私
 

領
も
亦
 

行
 

ひ
 

得
 

ざ
ろ
 

は 
人
情
で
 

あ
ろ
。
 

加
 

之
 

小
 

田 
原
に
 

於
て
 

は 
旣
に
仕
 

法
 

を
廢
し
 

一 
一宫
 

の
往
來
 

さ
へ
 

も
禁
絕
 

し
て
 

居
ろ
。
 

是
の
 

如
き
 

小
 

田 
原
に
 

歸
り
 

何
れ
の
 

所
に
 

か
 

仕
 

法
が
 

行
 

は
れ
よ
う
。
 

こ
れ
 

貴
官
の
 

明
か
に
 

知
ら
ろ
 

A 
所
で
 

あ
る
。
 

ま
た
 

或
は
 

諸
侯
の
 

中、
 

公
 

料
に
 

行
 

は
れ
ず
 

と
も
 

之
 

を
 

用
 

ひ
て
 

自
領
 

を
復
舆
 

せ
ん
と
す
 

と
雖
 

も、
 

二
宮
 

は 
e
 

に 
之
に
 

應
 

じ
て
 

赴
任
す
 

ろ 
も
の
で
 

は
な
い
。
 

一 
H 

も 
幕
府
の
，
，
 

^
を
 

は 

喰
み
、
 

君
臣
の
 

義
を
 

守
ろ
 

も
の
、
 

そ
の
 

道
 

を 
以
て
 

公
 

料
の
 

民
 

を
 

安
ん
 

ず
ろ
 

能
 

は
ず
し
て
、
 

退
い
て
 

私
 

領
の
道
 

を 
行
 

ひ、
 

一 

伺
れ
 

の 
君
主
に
 

報
ぜ
ん
 

と
す
る
 

か、
 

常
人
 

だ
 

も 
爲
し
能
 

は 
ざ
ろ
 

所
で
 

あ
ろ
。
 

況
ん
ゃ
 

二
宮
の
 

忠
誠
に
 

於
て
 

を 
や、
 

恐
 

く 
は 

深
山
幽
谷
の
 

客
と
 

な
り
、
 

再
び
 

世
と
 

交
 

を 
絶
つ
 

で
あ
ら
う
。
 

こ
れ
 

貴
宫
の
 

一 
上
 

言
に
 

よ
っ
て
 

報
德
仕
 

法
の
 

道
の
 

廢
 

W 
す
べ
し
 

と
い
 

ふ 
所
以
で
 

あ
る
。
 

卽
ち
 

貴
官
の
 

一 
上
 

一一
 

K 
に
よ
っ
て
 

人
民
 

安
堵
の
 

道
 

を 
失
 

ふ 
を 

以
て
 

之
 

を 
忍
ぶ
 

能
よ
 

ざ
る
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

貴
 

官
冀
く
 

は 
深
く
 

慮
ろ
 

听
 

あ
れ
」
 

と。
 

山內
 

曰く
、 

「
我
 

之
 

を 
思
 

は
な
い
 

の
で
 

は
な
い
。
 

展
々
 

仕
 

法
の
 

事
 

を
 

以
て
 

官
府
に
 

指
揮
 

を
 

請
 

ふ
と
 

雖
も
、
 

更
に
 

そ
の
 

御
沙
汰
が
 

な 



い
の
で
、
 

是
を
^
 

て
 

開
業
の
 

命
 

を
發
す
 

ろ 
こと
が-
: 

S 
米
な
い
 

の
で
 

あ
る
」
 

と。 
髙
慶
 
曰
く
、
 

「
そ
れ
 

も 
亦
 

我
等
の
 

解
す
 

ろ 
能
 

は 
ざ
ろ
 

所
で
 

あ
ろ
。
 

幕
府
 

元
よ
り
 

一 
一
宮
の
 

良
法
 

*
 

し
て
 

可
な
る
 

や
 

否
や
が
 

不
明
で
 

あ
 

ろ 
か
 

ら
責
官
 

に 
命
じ
て
 

試
み
し
 

め 
給
 

ふ
 

も
の
と
 

思
 

ふ。
 

然
る
に
 

贵
官
は
 

之
 

を 
試
み
ず
 

し
て
 

上
司
の
 

指
揮
 

を
 

請
 

ひ
 

給
 

ふ
 

が
 

故
に
、
 

上
司
 

も 
亦
 

指
揮
し
 

給
 

は
ざ
る
 

の
で
 

は
な
い
で
 

あ
ら
う
 

か、
 

先
 

づ
之
を
 

試
み
て
 

可
 

不
可
 

を 
知
り
、
 

而
 

し
て
 

上
 

1W
 

せ
ら
ろ
 

べ
き
で
 

は
な
い
 

か、
 

願
 

は
く
ば
 

貴
官
は
 

獨
斷
を
 

以
て
 

發
 

業
し
、
 

仕
 

法
 

を
 

試
み
 

給
 

ふ
 

は 
最
上
の
 

方
途
で
 

あ
ら
 

、つ
と 

育^
 

タる
 

」 

と。 
山
內
 
曰
く
、
 

「
官
の
 

事
 

は
獨
斷
 

す
べ
き
で
 

な
い
。
 

若
し
 

事
を
斷
 

じ
て
 

過
ち
 

あ
ら
ば
、
 

その
. 

罪
 

免
ろ
 

べ
き
で
 

は
な
い
。
 

余
 

は 
分
限
 

を
 

も 
恐
れ
て
 

獨
斷
に
 

出
で
 

な
い
 

の
で
 

あ
る
」
 

と。 
富
 K こ

の
 
 一 一 W を 聞

き
 
歎
じ
て
 
曰
く
、
 

「
某
數
 

刻
の
 

愚
 

言
を
呈
 

す
る
 

も
の
、
 

そ
の
 

眞
意
は
 

外
に
 

は
な
い
。
 

貴
官
が
 

公
事
の
 

爲
に
身
 

を
 

奉
じ
 

給
 

ふ
が
 

爲
で
 

あ
ろ
い
 

一 
身
の
 

爲
に
憂
 

ひ
 

給
 

ふ
に
 

至
っ
て
 

は
 

最
早
 

言
 

ふ
べ
き
 

で
は
な
い
」
 

と
て
 
退
去
し
た
。
 
先
生
 
曰
く
、
 

「
何
 を 談

論
し
た
 
か
」
 
と、 

富
 田 委

曲
 之
 を
 物
語
ろ
 
に 及

ん
で
、
 
先
生
 
犬
に
 
怒
っ
て
 
曰
く
、
 

. 
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「
山
 

-s
: 

の
爲
 

人
我
れ
 

こ
れ
 

を
 

知
悉
し
て
 

居
ろ
。
 

敢
て
爭
 

は
ず
 

論
ぜ
ず
、
 

從
容
 

と
し
て
 

空
し
く
 

日 
を 

送
ろ
 

も
の
^
し
て
 

我
が
 

本
 

、も
で 

は
な
い
。
 

誠
に
 

已
む
を
 

得
 

ざ
ろ
 

が
爲
 

で
あ
る
。
 

道
の
 

舆
廢
 

元
よ
り
 

代
官
に
 

在
ろ
 

の
で
 

は
な
い
。
 

是
を
以
 

て
 

我
れ
 

憤
氣
を
 

抑
へ
 

て
 

そ
の
 

時
を
俟
 

つ
て
 

居
る
。
 

然
る
に
 

汝
 

一 
度
 

代
官
に
 

詣
 

つ
て
 

談
論
し
、
 

剩
へ
 

身
分
 

を
 

憂
 

ふ
る
の
 

1 
言
を
發
 

す
る
 

に 
至
る
 

ま
で
 

詰
問
す
 

ろ
と
 

は
何
ぞ
 

や、
 

我
心
 

を
盡
 

し
て
 

困
苦
す
 

ろ 
を
 

知
ら
ず
、
 

一 
面
の
 

11
 

こ 
是
の
如
 

き
 

論
 

を
な
 

す
、
 

愚
 

も
亦
甚
 

し
と
い
 

ふ
べ
き
 

で
あ
る
。
 

こ
れ
 

道
 

を 
開
か
ん
 

と
し
て
 

道
 

を
 

寒-
ぐ 

も
の
で
 

あ
ろ
 

- 

と
て
 

敎
誡
 

せ
ら
れ
た
。
 

門
下
 

皆
 

驚
き
 

伏
し
て
 

仰
ぎ
見
る
 

も
の
が
な
か
っ
た
。
 

営
 

時
 

側
近
の
 

人
々
 

先
生
の
 

大
量
 

を
感
 

突
し
 

た。
 

而
 

し
て
 

山 
内
 

も 
亦
 

何
等
 

こ
れ
が
 

爲
に
 

行
動
 

を 
執
ろ
 

所
は
な
か
っ
た
。
 

斯
ろ
封
 

論
と
 

理
解
と
 

が
、
 

何
程
 

か
の
 

效
を
 

奏
し
た
 

こ
と
 

は 
疑
な
 

く、
 

ま
た
 

山
內
 

代
官
の
 

下
僚
 

も 
順
次
 

先
生
 

を 
諒
解
 

し
た
り
と
 

見
え
、
 

追
々
 

開
發
實
 

施
の
 

機
運
に
 

向
 

ひ、
 

八
月
 

1 
一日
、 

先
生
 

は 
代
官
の
 

手
代
 

桑
 

名
 

唯
次
郞
 

方
に
 

赴
か
れ
、
 

仕
 

法
 

向
 

取
 

拔
方
を
 

詳
述
し
た
 

ろ 
所
、
 

先
づ
 

一 
村
 

位
で
 

も 
起
 

返
し
 

試
み
る
 

こ
と
に
 

決
定
し
た
 

と
の
こ
と
 

で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

之
 

に
對
し
 

先
生
 

は、
 

大
略
 

十
日
 

間
 

も 
出
張
 

す
れ
ば
 

完
成
す
 

べ
し
と
 

告
げ
た
 

る
に
 

封
し
、
 

吏
 

僚
 

は 
一 

一三
 

日 
位
に
 

て
 

試
み
ら
れ
 

た
し
と
の
 

談
も
 

あ
ろ
 

様
に
 

進
ん
で
 

來
て
、
 

周
圍
の
 

空
氣
は
 

著
し
く
 

綏
 

和
せ
ら
れ
、
 

先
生
 

は
翌
 

四
日
よ
り
 

山
內
、
 

桑
 

名、
 

山
 

崎
 

等
と
 

同
道
、
 

東
 

鄉
村
內
 

開
發
場
 

殘
ら
ず
 

見
聞
し
、
 

次
で
 

棹
ケ
 

島
の
 

開
發
 

並
に
 

道
 

橘.
 

#1
1 

請
 

等
 

存
分
 

取
 

計
 

ふ
 

樣
申
附
 

け
 

ら
ろ
 
1 に 至

っ
た
。
 

四
 

棹
ケ
 

鳥
の
 

仕
 

法
 

棹
 

ケ
島
は
 

現
今
の
 

茨
城
 

縣
眞
壁
 

郡
 

五
所
 

村
の
 

j 
字
で
 

あ
ろ
。
 

村
髙
三
 

W
 

七
十
 

三
 

石
 

六
 

斗
^
、
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は
 

三
 

十
四
 

町
 

六
 

反
 

飴
、
 

戶
數
 

四
十
 

三
 

軒
あ
っ
た
 

が
、
 

漸
次
 

荒
 

廢
し
、
 

元
 

和
 

九
 

年
 

以
後
の
 

田
畑
 

調
書
 

は 
古
書
 

類
に
 

徵
し
 

て
 

現
狀
と
 

文
書
と
 

が
 

判
明
し
 

な
い
 

狀
況
 

と
な
り
、
 

B<
 

保
 

五
 

年
頃
 

は 
極
度
の
 

衰
微
に
 

陷
り
、
 

三
十
 

石
內
 

外
の
 

納
入
と
 

な
り
、
 

1 
邑
 

五
軒
と
ま
で
 

减
 

少
し
た
 

の
で
、
 

八
丈
島
よ
り
 

移
民
 

を
 

招
致
し
、
 

天
 

保
 

十
三
 

年
に
 

は
渐
く
 

六
十
 

石
內
 

外
に
 

復
 

し
た
 

が
、
 

嘉
永
ニ
 

年
ま
で
 

十
ケ
 

年
の
 

平
均
 

は 
五
十
^
 

石
餘
、
 

永
 

拾
 

四
貫
餘
 

で
あ
っ
て
、
 

誠
に
 

愍
然
た
 

る 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

さ 

れ
ば
 

前
々
 

よ
り
、
 

西
 

沼
 

村
 

丈
 

八
 

を
 

便
り
て
 

钍
法
を
 

懇
願
し
 

つ 
A 

あ
つ
た
が
、
 

着
手
に
 

至
ら
ず
、
 

依
て
 

弘
化
四
 

年
 

先
生
が
 

C がし
が 
5
 
 

す t* き 
げん
ない
 

東
鄉
に
 

着
せ
ら
れ
た
 

頃
に
 

は、
 

前
 

代
官
 

鈴
 

木
 

源
 

內
へ
願
 

出
で
、
 

次
で
 

山
內
 

代
官
に
 

出
願
し
、
 

渐
く
嘉
 

永
 

元
年
に
 

至
っ
て
 

廻
 

村
と
 

な
り
、
 

累
次
 

仕
 

法
 

雛
 

形
に
 

準
據
 

し
て
 

钍
 

法
が
 

講
ぜ
ら
れ
、
 

E 
畑
の
 

現
狀
、
 

財
産
 

及
 

借
財
の
 

内
容
 

等
 

仕
 

法
の
 

基
本
 

調
が
 

行
 

は
れ
、
 

戶
 

別
に
 

廻
 

村
し
て
 

嘉
永
 

三
年
 

ー
應
 

完
了
し
た
。
 

幕
府
 

直
領
に
 

於
け
 

ろ 
仕
 

法
 

雛
 

形
 

活
用
の
 

最
初
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

一 
村
 

式
 

開
發
仕
 

法
の
 

實
例
 

と
し
て
 

注
目
 

せ
ら
る
 

A 
も
の
と
 

な
っ
た
。
 

翻
っ
て
 
先
生
の
 
最
初
 
廻
 村
せ
ら
れ
 
た
 時
の
 
狀
況
は
 
實
に
甚
 
し
く
、
 
每
戶
 
貧
困
に
 
し
て
 
家
屋
 
殆
ど
 破
損
し
、
 
日
常
の
 
衣
 

食
 乏
し
く
 
し
て
 
住
民
 主
 業
 を
 怠
り
、
 
人
情
 浮
薄
に
 
し
て
 
博
奕
 流
行
し
 
無
頼
の
徒
 
日
毎
に
 
往
來
 し
た
。
 
先
生
 
は 全

 戶
を
集
 

め
て
 
之
 を
 諭
し
、
 
貧
困
の
 
由
來
 
因
果
 
應
 報
の
 
理
を
說
 
き 示

し
、
 

一 村
 再
興
の
 
道
を
敎
 
へ
た
。
 
同
時
に
、
 
荒
 田
畑
の
 
起
 返
 

し、
 

用 
惡
水
堀
 

浚
 

ひ、
 

道
路
橋
 

梁
 

作
 

道
の
 

普
請
、
 

正
 

八
幡
、
 

若宮
， 

八
幡
、
 

觀
音
 

堂
の
 

普
請
、
 

民
家
の
 

屋
极
替
 

並
に
 

修
繕
 

八
 軒
、
 
灰
 小
屋
 
十
 棟
の
 
普
請
 等
 を
 行
っ
た
。
 
こ
れ
に
 
要
し
た
 
る 費

用
 
嘉
永
 
元
年
 
七
月
よ
り
 
同
 二
 年
 正
月
ま
で
、
 

第
一
 
年
 

虔
分
金
 
百
 六
 拾
 七
 兩
餘
、
 
米
 約
 五
十
 
俵
に
 
及
び
、
 
更
に
 
農
事
 
手
後
れ
の
 
者
の
 
耕
作
 
助
成
 等
 を
 行
 ひ、 

日
常
 食
糧
の
 
不
足
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を
 

供
給
し
、
 

善
人
 

を
 

賞
し
、
 

耕
作
 

並
に
 

副
業
の
 

方
法
 

を
敎
 

へ、
 

主
た
 

ろ
米
麥
 

耕
作
の
 

尊
き
 

道
理
 

を 
明
か
に
 

せ
し
め
て
 

日 

常
 

生
活
の
 

憂
虞
 

を 
除
き
、
 

安
ん
じ
て
 

農
業
 

を
 

行
 

ひ 
得
ろ
 

方
；
^
 

を
 

指
示
し
た
。
 

こ
の
 

農
耕
 

助
成
 

費
ま
で
 

を
 

合
す
ろ
 

時
 

は、
 

第
一
 

年
度
の
 

費
用
 

總
額
金
 

貳
百
五
 

拾
 

八
兩
贰
 

分
餘
に
 

達
し
た
。
 

戶
數
 

僅
に
 

十
 

軒
の
 

小
 

村
に
 

對
し
、
 

實
に
 

莫
大
な
 

ろ 
費
用
 

で
あ
ろ
。
 

こ
の
 

作
業
 

は 
第
 

一 
一年
 

度
 

卽
ち
嘉
 

永
 

一 
一年
 

十
月
よ
り
 

翌
 

三
年
 

十
 

一 
月
頃
ま
で
 

も
つ
 

ゾ
き
、
 

用
 

惡
水
堀
 

浚
 

ひ、
 

住
宅
 

改善
.、
」 

小
屋
 

普
請
、
 

農
耕
 

助
成
 

等
實
に
 

整
っ
た
 

も
の
で
あ
っ
た
。
 

斯
 

く
の
 

如
く
 

仕
 

法
 

を
 

講
じ
た
 

結
果
、
 

民
風
 

一 
變
し
、
 

遊
惰
の
 

弊
 

あ
ら
た
ま
っ
て
 

勤
儉
の
 

美
風
 

興
り
、
 

山
內
 

代
官
 

實
地
 

に 
之
 

を 
見
て
 

感
歎
し
て
 

巳
ま
な
か
っ
た
。
 

民
家
の
 

整
齊
、
 

開
 

田
の
 

方
正
、
 

道
跻
用
 

排
水
の
 

井
然
 

た
ろ
 

こ
と
、
 

膂
內
 

比
類
 

な
し
と
 

稱
 

せ
ら
れ
、
 

良
法
の
 

德
澤
 

燦
然
と
 

し
て
 

光
 

を
 

近
鄕
に
 

放
っ
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

こ
れ
に
 

要
し
た
 

る 
費
用
 

は 
先
生
の
 

俸
祿
 

並
に
 

私
に
 

取
扱
 

へ 
る 

報
 

德
善
種
 

金
で
 

あ
る
。
 

若
し
 

こ
の
 

費
用
に
 

し 

て
 

幕
府
の
 

支
出
す
 

ろ 
所
と
 

な
ら
ね
ば
、
 

順
次
 

繰
返
し
 

他
村
に
 

及
ぼ
し
 

難
く
、
 

報
德
 

金
の
 

限
度
 

盡
 

く
ろ
こ
と
 

ュ 
な
ろ
。
 

尙
 

义
 

こ
の
 

費
用
の
 

辨
濟
 

が
あ
っ
た
 

に
し
て
も
、
 

進
ん
で
 

一 
村
の
 

借
財
 

返
 

濟
を
行
 

は
ね
ば
、
 

忽
ち
に
 

し
て
 

ま
た
 

舊
 

態
に
 

陷
ろ
。
 

而
 

し
て
 

一 
村
 

借
財
 

返
濟
 

を
な
 

す
に
 

は、
 

一 
村
產
 

出
の
 

米
穀
 

物
産
の
 

納
租
額
 

を
 

限
定
せ
ら
れ
 

ね
ば
、
 

村
 

勢
 

回
復
と
 

同
時
に
 

租
稅
增
 

し、
 

こ
れ
が
 

爲
に
 

再
び
 

民
力
 

涵
養
の
 

根
元
 

を
 

失
 

ふ.
。 

生
產
 

牧
人
と
 

生
活
 

必
須
の
 

費
用
と
の
 

差
 

引
 

餘
剩
は
 

一 
村
 

借
 

財
 

返
濟
、
 

村
 

勢
 

回
復
の
 

极
元
 

で
あ
ろ
。
 

故
に
 

一 
定
年
 

限
 

中
 

は 
租
人
定
 

限
 

を
 

要
す
ろ
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

意
味
に
 

於
て
 

先
生
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は
 棹
ケ
島
 
開
發
の
 
費
用
 
下
附
 願
と
、
 

一 定
年
 限
中
定
 
免
認
 許
と
 
を
 願
 出
づ
ろ
 
こ
と
と
 
な
り
、
 
最
近
 
十
ケ
 
年
間
の
 
平
均
に
 
基
 

き、 
租
人
定
 
限
 を 平

均
 米
 五
十
 
九
 石
 四
 升
餘
、
 
永
 拾
 四
兩
餘
 
と
し
、
 
こ
れ
 
を
 向
 
ふ 三

十
 
ケ
年
定
 
免
と
 
せ
ら
れ
ん
 
こ
と
 
を
 

希
望
し
、
 
ま
た
 
旣
設
 
の
開
發
 
費
用
 
下
付
金
 
は 四

百
 
兩
 と
し
、
 
こ
れ
が
 
決
定
 
を
 見
れ
ば
、
 
十
ケ
 
年
間
に
 
回
復
 
を 期

す
 
ろ
と
 

い
ふ
に
 
あ
っ
た
。
 
 

•
 
 

. 

旣
に
述
 
< た

ろ
 
如
く
 
山
內
 
は
棹
ケ
 
島
の
 
成
績
に
 
感
じ
、
 
先
生
の
 
こ
の
 
希
望
に
 
同
意
し
、
 
先
生
よ
り
 
差
 出
し
た
 
ろ 願

書
 

に 基
き
、
 
嘉
永
 
一 一年 十

 
一 月、 

棹
 ケ
島
仕
 
法
 成
績
の
 
佳
良
な
 
ろ を

 上
申
し
、
 
同
時
に
 
仕
 法
 资
財
は
 
金
 次
郞
の
 
私
^
な
る
 

旨
 を
 明
か
に
 
し、 

此
際
金
 
四
百
 
雨
の
 
下
付
と
、
 
三
十
 
ケ 年

間
 
定
 免
と
 
を
 願
 出
た
 
所
、
 
翌
年
 
三
月
 
次
の
 
如
き
 
指
令
が
 
達
せ
 

ら
れ
 
た。 • 
書
面
 
之
 通
 金
 四
百
 
兩
相
渡
 
候
 間、 

都
て
 
金
次
郞
 
見
込
 
之
 趣
 を 以

可
取
 
計
 候
 

ま 
5 か 

ひ • か レ^ラ 

こ
の
 
指
へ
 P の 達

せ
ら
れ
た
 
頃
 は、 

山
 內
總
左
 
衞
門
は
 
出
府
し
、
 
同
時
に
 
同
人
 
も 引

つ
、
 乂
き
眞
 
岡、 

東
鄉
の
 
代
官
 
役
と
 
し 

て
 附
近
 
合
し
て
 
四
 萬
 餘
石
を
 
管
領
す
 
ろ こ

と
と
 
な
っ
た
。
 

當
寺
 
先
生
 
は
眞
岡
 
附
近
の
 
數
ケ
村
 
開
 發
に
從
 
事
 中
で
 
あ
つ
た
が
、
 
そ
の
 
三
月
 
十
七
 
日
棹
ケ
 
島
の
 
開
發
ー
 
應
完
 
r し、 

八
^
、
 
 ̂
i
&
^
、
 
 i
b
s
s
 身、 

僕
 市
 太
 郎
等
 
を
 引
 連
れ
て
 
歸
陣
 
せ
ら
れ
た
 
所
、
 
同一 

一十 
一 日

江
戶
 
山- 2： よ

り
の
 

通
知
に
 
よ
り
、
 
御
用
 
向
に
 
よ
っ
て
 
出
府
 
致
す
べ
く
、
 
尤
も
 
急
ぐ
 
に は 及

ば
ぬ
 
と
の
 
書
狀
 
で
あ
っ
た
。
 
依
て
 
同
 二
十
 
七
日
 

出
發
、
 
途
中
 棹
 ケ
島
其
 
他
 視
察
、
 

1 一十 九
日
 
到
着
し
た
。
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こ
の
 

出
府
 

は 
山
內
の
 

諒
解
に
 

よ
り
、
 

先
生
の
 

用
務
 

助
手
 

任
用
 

等
の
 

事
 

も 
あ
り
、
 

仕
法
認
 

許
の
 

謝
意
 

を 
表
す
ろ
 

廻
禮
を
 

行
 

ふ
べ
き
 

次
第
 

も
あ
っ
た
 

が
、
 

子
息
 

彌
太
郞
 

の 
登
用
、
 

吉
良
 

八
郞
の
 

任
用
 

內
 

意
が
 

達
し
た
 

の
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
 

卽
ち
眞
 

岡
 

管
内
の
 

仕
 

法
 

進
涉
を
 

意
味
す
 

ろ 
も
の
で
あ
っ
て
、
 

先
生
 

は 
安
堵
し
 

つ 
A 

六
月
 

六
日
 

東
 

鄕
に
歸
 

着
し
た
。
 

前
段
 

指
令
の
 

定
免
 

は
十
ケ
 

年
と
 

し
て
 

許
さ
れ
た
 

が
、
 

四
百
 

兩
 

交
付
せ
ら
れ
 

ろ 
こ
と
と
 

な
っ
た
 

か
ら
、
 

次
の
 

花
 

m 
新
田
 

へ 着
手
す
 
ろ 計

畫
が
 
進
め
ら
れ
た
。
 

棹
ケ
 

島
の
 

仕
 

法
 

は
嘉
永
 

元
年
よ
り
 

同一
 

一年
 

十
 

一 
月
に
 

至
り
、
 

次
 

は 
同
年
よ
り
 

同
 

三
年
 

十
 

一 
月
ま
で
 

繼
績
 

し
た
。
 

第
 

1 

年
度
 

は 
急
 

を
 

救
 

ふ
に
 

あ
っ
た
。
 

第一
 

一年
 

は
こ
れ
 

を
 

完
成
し
て
 

一 
村
立
 

直
し
の
 

策
 

を 
進
め
ろ
 

に
あ
っ
た
。
 

さ
れ
ば
 

嘉
永
三
 

年
に
 

は、
 

用
惡
 

水、
 

住
宅
 

修
理
、
 

田
畑
 

開
發
、
 

扶
食
 

給
與
の
 

外
、
 

火
：
^
 

一日
 

本
業
 

出
精
 

奇
特
 

人
 

投
票
 

を 
行
 

ひ
て
 

敎
化
施
 

設
を
 

開
始
し
た
。
 

借
財
 

取
 

直
し
、
 

一
村
 

立
直
し
 

方
法
 

を 
進
め
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

卽
ち
仕
 

法
が
 

救
急
よ
り
 

復
興
の
 

根
元
に
 

人
っ
た
。
 

次
で
 

同
 

四
 

年
 

十
月
 

第
二
 

回、
 

同
 

五
 

年
 

十
月
 

第
三
 

回
の
 

表
彰
 

投
票
 

を
 

行
 

ひ、
 

更
に
 

曩
に
修
 

覆
し
た
 

社
寺
 

堂
塔
の
 

維
持
に
 基
き
、
 
永 安

方
 法
 を 講

じ
た
。
 

そ
の
 

方
法
 

は
嘉
永
 

一 
一
年
に
 

創
始
し
た
 

彰
道
 

院
大
久
 

保
忠
眞
 

公
の
 

回
向
 

料
 

永
代
 

增
益
 

手
段
 

帳
の
 

様
式
に
 

準
據
 

し、
 

社
 

堂
 

永
 

安
 

維
持
 

法
 

を 
樹
立
し
た
。
 

こ
れ
 

は 
社
 

堂
 

境
內
の
 

大
木
 

は 
保
存
し
、
 

雜
木
を
 

伐
採
し
、
 

其
寶
拂
 

A
 

金
と
、
 

先
生
よ
り
の
 

加
入
金
、
 

村
民
の
 

加
入
金
、
 

代
官
の
 

寄
附
 

金
 

等
 

合
せ
て
 

金
 

拾
 

八
兩
を
 

得
、
 

こ
れ
 

を 
村
民
に
 

五
ケ
 

年
赋
 

に
て
 

貸
付
け
、
 

そ 

の
 

返
納
 

金、
 

冥
加
金
 

等
 

を
 

年
々
 

新
し
く
 

貸
付
け
、
 

繰
返
し
 

運
用
し
て
 

永
代
 

修
復
 

料
の
 

結
え
ず
 

產
出
 

す
ろ
 

方
法
 

を
 

立
て
た
。
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こ
の
 
"
計
算
 は 三

十
 
ケ 年

に
 
及
ん
で
 
總
計
 
金
贰
百
 
拾
七
兩
 
と
な
り
、
 
村
民
の
 
負
 使
 は
完
濟
 
せ
ら
れ
、
 
社
 堂
 永
 安
の
 
基
礎
^
"
 

立
し
、
 
兩
々
 
相
俟
っ
て
 
繁
榮
 
す
る
 
方
法
で
あ
っ
て
 
永
 安
 法
の
 
規
範
と
 
な
ろ
 
も
の
で
あ
る
。
 

斯
く
て
 
棹
ケ
 
島
の
 
仕
 法
 は 第

 四
 年
に
 
し
て
 
最
早
 
あ
 代
 仕
 法
に
 
入
っ
た
。
 
こ
れ
 
戶
數
 僅
々
 
十
 軒
な
 
り
し
が
 
爲
 で
も
 
あ
る
 

が
、
 
ま
た
 
斯
く
 微
力
な
 

ろ 村
 も 巧

に
 
復
與
 
し
た
 
爲
に
、
 
近
隣
の
 
好
評
 
嘖
々
 
た
ろ
 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

椋
ケ
 
島
の
 
復
舆
は
 
著
し
く
、
 
 f
 數
も
 
十
三
 
軒
に
 
增
 加
し
、
 
萬
延
 
1 一

年
の
 
調
査
に
 
よ
れ
ば
、
 
棹
ケ
 
島
に
 
て
 取
扱
 
ひ
た
る
 

報
 德
金
は
 
七
 百
 五
 拾
 五
雨
 
餘
、
 
そ
の
 
內
甙
百
 
六
 拾
 七
 兩
餘
は
 
花
 £ 新

田
 
等
へ
 
運
用
 
せ
ら
れ
て
 
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
一
村
 復
興
 

の
 上
 は、 

そ
の
 
報
 德
金
は
 
順
次
 
他
村
 
開
 發
に
用
 
ひ
ら
れ
た
 

ろ 例
 を も 明

か
に
 
し
て
 
居
ろ
。
 
 

I 

五
 
花
 田
 新
田
の
 
仕
 法
 
花
 田 新

田
 
は、 

棹
ケ
 
島
の
 
南
方
た
 
ろ 同

じ
 
眞
壁
 
郡
內
に
 
在
っ
て
、
 
現
今
 
は 河

 內
村
字
 
花
 田 

^
 

で
あ
ろ
。
 
先
生
 
は
單
身
 
又
は
 
山
內
 
代
官
 等
と
 
管
內
を
 
巡
回
し
、
 
花
 田
村
內
 
な
ろ
 
新
田
の
 
放
任
す
 
ベ
か
ら
 
ざ
ろ
 
を 知

り
、
 

一 

嘉
永
 
三
年
 
九
月
 
十
七
 
日 實

地
を
 
精
査
し
た
。
 

往
時
 
は 一 一十 八

 軒
 あ
り
し
 
と
稱
 
せ
ら
ろ
，
 
-も、 

當
時
は
 
十
 軒
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
 
衰
廢
 
の
狀
況
 
は
棹
ケ
 
島
よ
り
も
 
甚
し
 

き
も
の
で
あ
っ
た
。
 
從
來
 厘
々
 
復
與
を
 
願
 出
た
 
が
 手
 も
っ
け
 
難
く
、
 
負
债
も
 
多
く
し
て
 
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
 
之
を
以
 

て
 先
生
 
は 荒

 地
開
發
 
借
財
 
償
還
の
 

一 一方 法
 を
 行
 ふ
べ
き
 
で
あ
っ
た
 
が
、
 
先
 づ
棹
ケ
 
島
 同
様
 焦
眉
の
急
 
た
ろ
 
開
發
 
よ
り
 
着
 

手
し
た
。
 

第
 
一 年

に
 
行
 は
れ
た
 
荒
 地
 開
發
は
 
中
々
 
困
難
で
あ
っ
て
 
、
先
生
が
 
宿
泊
す
 
ろ
餘
裕
 
あ
ろ
 
民
家
 
さ 

へ な
く
、
 
百
姓
 
利
 右
 



衞
 

門
の
 

倉
 

鹿
の
 

二
階
に
 

假
 

居
し
、
 

先
 

づ
村
內
 

の 
住
宅
 

修
理
 

又
は
 

新
築
 

普
請
 

を 
行
 

ひ、
 

組
頭
 

半
兵
衞
 

宅
の
 

成
就
す
 

ろ
に
 

及
 

ん
で
こ
 

ハ
に
移
 

居
し
た
 

程
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

際
 

風
呂
 

糟
も
 

鍋
釜
 

さ
へ
 

も 
借
り
ろ
 

こ
と
が
 

出
來
 

な
か
っ
た
 

の
で
 

新
詾
 

し
た
。
 

， 

さ
れ
ば
 

住
宅
、
 

便
所
 

其
 

他
 

一 
切
 

荒
野
 

を 
開
拓
し
て
 

新
 

村
 

を
 

建
設
す
 

ろ 
趣
で
あ
っ
た
。
 

住
宅
 

及
附
屬
 

十
七
 

軒、
 

社
 

堂
 

一 
楝
、
 

小
屋
 

四
楝
、
 

荒
 

地
 

起
 

返
し
、
 

道
路
 

普
請
、
 

刈
拂
、
 

農
業
 

手
傳
等
 

合
計
 

金
 

百
參
拾
 

五
雨
、
 

こ
れ
が
 

第
 

一 
年
の
 

仕
 

法
で
 

あ
ろ
。
 

第一
 

一年
 

は 
借
財
 

仕
 

法
よ
り
 

永
 

安
 

仕
 

法
へ
 

と 
進
展
し
た
。
 

借
財
 

償
還
 

は 
村
民
の
 

切
な
る
 

願
意
に
 

5T
 

つ
ろ
 

も
の
で
あ
る
が
 

同
村
の
 

持
 

添
た
 

ろ 
見
取
 

新
田
の
 

分
 

を 
合
し
て
 

百
 

四
雨
餘
 

で
あ
る
。
 

こ
の
 

內
^
^
 

自
力
の
 

處
理
の
 

出
來
ろ
 

も
の
 

を 
除
き
、
 

殘
金
六
 

拾.
^ 

兩
餘
 

で
あ
ろ
 

か
ら
、
 

こ
れ
 

を 
三
分
し
て
 

其
 

一 
部
 

は 
借
主
の
 

誠
意
に
 

よ
ろ
 

勤
 

俊
で
 

返
金
し
、
 

三
分
の
 

一 
は 

貸
 

主
の
 

勘
辨
 

と
し
、
 

殘
 

三
分
の
 

一 
を 

御
 

仕
法
拜
 

借
金
と
 

し、
 

全
部
 

解
決
す
 

ろ 
案
 

を 
立
て
た
 

が、
 

嘉
永
四
 

年
 

十一
 

一月
 

立
案
 

通
 

り
實
 

行
さ
れ
 

て
 
決
裁
し
た
。
 
 

ノ 

次
に
 

開
 

發
仕
法
 

は 
嘉
永
五
 

年
に
 

完
了
し
た
 

の
で
、
 

殘
ろ
所
 

は 
永
 

安
 

仕
 

法
で
 

あ
る
。
 

棹
 

ケ
岛
の
 

例
に
よ
っ
て
 

神
社
 

永
代
 

修
復
 

金
の
 

制
 

を
 

立
て
た
。
 

こ
の
 

村
に
 

は
稻
荷
 

神
社
、
 

十
二
 

天、
 

山 
神、
 

熊
 

野
權
現
 

等
の
 

社
 

堂
が
 

あ
つ
た
が
、
 

或
は
 

頹
廢
 

はくさん ぐん げん 
し、
 

或
は
 

燒
 

失
し
た
。
 

而
 

し
て
 

御
神
^
 

は 
白
山
 

權
 

現
に
 

合
祀
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
が
、
 

是
非
 

こ
の
 

白
山
 

權
現
を
 

永
代
 

維
持
せ
 

ん
 と
す
ろ
 
案
 を 立

て
た
。
 
而
 し
て
 
棹
ケ
 
島
の
 
社
 堂
 維
持
 
永
 安
 法
と
 
同
樣
 式
に
 
て 拾

 八
 雨
の
 
土
 臺
金
を
 
積
 立
て
 
六
十
 
ケ
年
 

間
の
 
貸
付
 
雛
 形
 を 草

し
て
 
村
民
の
 
實
 行
を
敎
 
化
し
た
。
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次
で
 
嘉
永
 
三
年
 
十一 

一月 第
 十
回
の
 
表
彰
 
投
 M
 を 行

 ひ、 
同
 五
 年
^
 

一  回
の
 
表
彰
 
を 行

 ひ、 
雛
 形
に
 
從
っ
ズ
 
仕
 法
の
 
永
 

.繽 が
 期
せ
ら
れ
 
た。 

こ
れ
と
 
相
伴
っ
て
 
そ
の
 
持
 添
た
 
ろ 板

 橋
 見
取
 
新
 

の 仕
 法
が
 
行
 は
れ
た
。
 
見
取
 
新
 m は 完

全
に
 

一 村
 を 成

し
て
 
居
る
 

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

地
域
 
は 板

 橋
村
內
 
に
あ
っ
て
 
花
 m 村

の
 
境
界
に
 
接
し
、
，
 土
地
の
 
大
部
分
 
は 花

 田 村
民
に
 
屬
 し
て
 

居
た
、
 
故
に
 

法
に
 
際
し
て
 
は、 

花
 e 村

 板
 橋
 見
取
 
新
田
 
御
 仕
 法
と
 稱
し
 
た。 

土
地
 
平
素
は
 
低
 湯
と
 
い
ふ
 
程
で
 
は
な
 

い
が
、
 
大
雨
に
 
は
水
潴
 
り
が
 
出
來
て
 
實
ら
ぬ
 
こ
と
が
 
多
く
、
 
殊
に
 
數
戶
 
し
か
な
い
 
住
民
 
さ
へ
 
退
轉
 
し
て
 
亡
 村
と
 
な
り
、
 

終
に
 
南
方
な
 

ろ 桐
ケ
瀕
 
村
民
の
 
所
有
に
 
歸
し
、
 
小
作
 
地
と
 
化
し
た
 
が
 納
米
は
 
滞
納
 
勝
で
あ
っ
た
。
 
文
化
 
十
四
 
年
に
 
は. 若

 

柳
 村
民
の
 
所
有
と
 
な
り
、
 
越
後
よ
り
 
住
民
 
を 招

致
し
、
 
文
政
 
三
年
 漸
く
 
三
戶
 
と
な
っ
た
。
 
け
れ
ど
も
 
不
良
 
m に

し
て
 
衞
 

生
に
 
も
不
逾
 
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
十
數
 年
間
に
 
三
戶
の
 
主
婦
 中
二
 
人
 死
亡
し
、
 
低
率
な
 
ろ 貢

租
ん
 
定
免
据
 
置
と
 
な
り
、
 
所
 

有
 主
た
ろ
^
 
右
衞
 
門
ば
、
 
花
 田 村

 組
頭
 
半
 兵
衞
を
 
頼
っ
て
 
先
生
に
 
救
助
 
を 願

 出
た
。
 
依
て
 
花
 田 村

 半
 兵
衛
の
 
名
に
 
て、 

金
 百
 參
拾
 兩
を
以
 
て
こ
の
 
土
地
 
を 買

 牧
し
、
 
開
發
仕
 
法
な
 
講
ず
る
 
こ
と
と
 
な
っ
た
。
 

新
 e の

钍
 
法
の
 
主
た
 
ろ
點
は
 
水
害
の
 
防
 i
 で
あ
ろ
、
 
惡
水
 
浚
渫
に
 
よ
っ
て
 
根
本
 
を 築

き
、
 
住
民
 
撫
育
に
 
よ
っ
て
 
開
發
 

を
 進
め
ろ
 
外
に
 
道
 は
な
い
。
 
惡
水
浚
 
並
び
に
 
こ
れ
に
 
關
聯
 
し
た
ろ
 
開
墾
に
 
は 百

 五
 人
 を
 以
て
 
應
急
處
 
置
 を 了

っ
た
。
 

三
 

戶
の
 
村
民
 
も 案

外
 勤
勉
し
、
 
面
目
 
は 

一 新
し
た
。
 
中
に
 
も 松

 五
郎
 
は 上

納
 
を 早

々
 
皆
濟
 し、 

田 三
 反
 三
 畝
步
を
 
自
力
な
 

. 以
て
 
開
發
 
し
た
、
 
依
て
 
賞
と
 
し
て
 
金
貳
兩
 
餘
を
與
 
へ
た
。
 
 

• 
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排
水
の
 方
法
 は 嘉
永
四
 年
よ
り
 六 年
ま
で
に
 結
了
し
た
 が、 地

力
 少
き
 故
に
 か 收

納
增
 加の 狀

況
が
 見
え
な
い
 ので、 

安
政
 三
年
 四
月
 前
例
に
 
よ
り
 定
免
 延
期
 を 願

 ひ 出
で
、
 
九
月
 廿
六
 曰
認
 許
せ
ら
れ
、
 永
 安
 法の. 基

礎
が
 確
立
し
た
 
の
で
、
 

刖
に
分
 

度
 

外
の
 

餘
財
を
 

上
納
し
、
 

こ
れ
 

を 
五
十
 

ケ 
年
間
 

繼
續
 

し
て
、
 

合
計
 

金
 

參
百
拾
 

五
雨
に
 

達
す
ろ
 

ま
で
 

積
 

立
て
、
 

將
 

來
 

村
民
の
 

非
常
 

凶災
、 

病
難
 

等
 

特
別
の
 

場
合
 

あ
ら
ば
 

拜
借
 

す
ろ
 

案
 

を 
立
て
、
 

安
政
 

五 
年
 

十 
一 月 

之
 

を 
決し
、 

花
 

田 
村
 

三
分
 

見取
 

新田
 

七 分の
 

割
合
に
て
 

年 
々五
雨 

宛 積 立つ
 

ろ こと
と 

し、
 

吉良
八 

郞の
副 

申 を 
添へ
 

て 願 出た
。 

斯く
て 

嘉永
 

四
 

年
三
戶
 

な
り
し
 

村
が
、
 

こ
の
 

安
政
 

五
 

年
に
 

は 
五
戸
と
 

な
り
、
 

ー
戶
 

平
均
 

二
 

町
歩
の
 

自
作
 

を
な
 

し、
 

毎
戶
 

平
安
な
 

ろ 
生
 

活を 確
立
し
た
。
 その 向

上
の
 状態 棹

ケ
島
 同様、 仕 法の 好

成
績
 を 示す 一 事

例
と
 なった^ 

六
 
懸
案
 
解
決
と
 
山
 口
村
の
 
仕
 法
 

ィ
 

小
 田 原

報
德
 
金
の
 
決
裁
 

先
生
 
一
族
が
 
東
鄕
 
陣
屋
に
 
移
っ
た
 
後
 も 、

江
戸
に
 
は 彌

太
郞
 
氏
 滞
在
し
、
 
小
 £ ̂

報
 

德
金
 
並
に
 烏
 山、 

谷
 田 部

、
 
細
 川
 家
と
の
 
交
 涉
其
他
 
幕
府
 
御
用
に
 
關
 す
ろ
 
往
復
 
取
次
 
等
 を
な
 
し
つ
 
\ あ
つ
た
が
、
 
嘉
永
 

三
年
 
正
月
 
十
五
 
日
江
戶
 
出
發
、
 
彌
太
郞
 
氏
 及
 僕
 民
 次
 郎
等
 
引
上
げ
、
 
朿
鄕
 
陣
屋
に
 
十
七
 
日
歸
 着
し
、
 
九
 年
 目
に
 
漸
く
 
一 

象
團
欒
 
と
な
っ
た
。
 
 

- 

そ
の
 
頃
 は
棹
ケ
 
島
の
 開
發
 中
で
 あ
り
、
 
翌
四
 年
に
 
は 花

 田 村
の
 開
 發
が
行
 
は
れ
、
 
引
つ
 
> い

て
 眞
岡
 管
內
數
 
十
ケ
村
 

. の
 巡
 廻
 を 行

っ
た
。
 
多
く
の
 
村
々
 
よ
り
 
は
爭
 
う
て
 
仕
 法
 開
 發
を
願
 
出
た
、
 
幕
府
 
も 報

 德
式
開
 
發
の
實
 
行
 を 認

可
し
、
 
棹
 

チ
島
 
開
發
料
 
四
百
 
兩
も
 
三
年
 
七
月
 
一 日 之

 を 受
領
し
た
。
 
眞
岡
 
代
官
 所
の
 
吏
 僚
 も
こ
れ
 
を 諒

解
し
た
。
 
開
發
の
 
順
序
 
は 

― 4:2 一 



確
立
し
た
。
 
唯
 問
題
 
は 開

 發
の
资
 
金
で
 
あ
る
。
 
故
に
 
小
 田 原

報
德
 
金
の
 
返
濟
 
を. 熱

望
せ
 
ざ
ろ
 
を 得

な
か
っ
た
。
 

時
に
 
嘉
永
ニ
 
年
 は 厳

父
の
 
五
十
 
年
忌
で
 
あ
り
、
 
同
 四
 年
 は 慈

母
の
 
五
十
 
回
忌
で
 
あ
ろ
。
 
先
生
 
は 年

 來
墓
參
 
を
 心
掛
け
 

て
 SC ら

れ
 
た。 

併
し
 
身
分
 
も 職

務
 
も 定

ま
ら
.
 ざ
ろ
 
程
の
 
間
 は 墓

參
も
 
不
本
意
で
 
あ
り
、
 
職
務
 
上
 許
さ
ろ
 
べ
き
で
 
も
な
か
 

、- 

つ
た
。
 
今
や
 
幸
に
 
總
 て
が
 

一 段
落
と
 
な
り
、
 
上
 局
の
；
 p
 解
 も 得

た
 
ろ を

 以
て
、
 
同
 四
 年
 五
月
 
三
日
 
墓
參
を
 
許
さ
れ
、
 
同
 

十
二
 
年
 そ
の
赘
 
狀
が
 
東
鄕
に
 
到
着
し
た
。
 
け
れ
ど
も
 
小
 ffl 原

 藩
 は 先

生
の
 
歸
鄕
 
を
歡
迎
 
し
な
か
っ
た
。
 
故
に
 
小
 E 原

の
 

諒
解
 
を 求

む
 
ろ 必

要
が
 
あ
っ
た
。
 

こ
の
頃
 
眞
岡
管
 
內
の
仕
 
法
發
業
 
豫
定
の
 
町
村
 
增
 加
し
、
 
旣
定
 
町
村
の
 
巡
 廻
 其
 他
が
 
多
忙
に
 
な
っ
た
 
の
で
、
 
門
人
 
を
 私
 

に 使
用
す
 
る
に
 
は 種

々
 
の
妨
が
 
あ
ろ
か
ら
、
 
彌
太
郞
 
氏
 及
吉
良
 
八
郞
の
 
公
式
 
任
用
 
を
 希
望
し
た
 
所
、
 
六
月
 
三
日
 
附
 に
て
 

彌
太
郞
 
氏
 は 御

用
 
向
 見
習
と
 
な
り
、
 
吉
良
 
八
郞
も
 
七
月
 
八
日
 
附
 に
て
 
又
 手
代
 抱
 入
 を 許

さ
れ
た
。
 
爾
來
管
 
內
開
發
 
地
へ
 

お
こ
の
 

一 一
人
が
 
主
と
 
な
っ
て
 
巡
 廻
し
た
。
 

故
に
 
先
生
 
は そ

の
 
身
 邊
に
當
 
分
 
多
少
の
 
餘
裕
を
 
見
出
し
 
得
ろ
 
こ
と
と
 
な
つ
 

た。 

小
 田 原

 報
 德
金
五
 
千
餘
兩
 
は、 

弘
化
四
 
年
に
 
於
て
 受
取
ろ
 
べ
き
 所
 を、 

先
生
 
そ
の
 
用
途
 確
定
せ
 
ざ
る
 
を
 以
て
、
 
そ
の
 

儘
 小
 m
 原
 藩
に
 
預
け
 方
 を 懇

望
し
た
 
の
で
 
あ
つ
た
が
、
 
旣
に
 
幕
府
 
直
 領
に
用
 
ふ
る
こ
と
 
に 確

定
す
 
ろ
に
 
至
っ
た
 
の
で
、
 

小
 田 原

 藩
に
 
返
金
 
を
申
迗
 
つ
た
 所、. 沿

岸
 
防
備
 其
 他
の
 
理
由
に
 
て
 延
期
 
を 依

頼
さ
れ
 
た。 

然
る
に
 
仕
 法
 用
途
が
 
定
ま
つ
 

た
 上
 は、 

成
ろ
 
ベ
く
 早
く
 
返
金
せ
ら
れ
 
た
し
と
 
申
込
ん
だ
 
が
 容
易
に
 
決
定
的
 
回
答
 
を
 得
な
か
っ
た
。
 

こ
れ
 
を
 以
て
 
小
 W 

一 化 一 
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縻
へ
 
直
談
 
交
 涉
の
必
 
ST か

あ
つ
た
。
 

身
邊
の
 

餘
裕
と
 

公
式
 

認
 

許
と
、
 

墓
參
と
 

報
德
金
 

催
促
と
、
 

こ
れ
 

等
の
 

事
情
 

は
 

先
生
 

を
し
て
 

小
 

E 
原
 

歸
 

鄉
を
 

急
が
し
 

む
 

ろ 
非
常
に
 

大
 

な
ろ
 

心
掛
り
 

で
あ
っ
た
。
 
 

. 
， 

同
年
 

十一
 

一月
 

十 
 

一 
H 

東
 

鄕
出
發
 

江
戸
に
 

出
で
、
 

先
づ
靑
 

山
敎
舉
 

除
へ
 

參
り
、
 

彰
道
院
 

殿
大
久
 

保
忠
眞
 

公
の
 

菩
提
 

を
 

吊
 

し、
 

そ
の
 

回
向
 

料
 

を
 

永
代
な
ら
 

し
む
ろ
 

約
束
 

を 
進
め
、
 

十
二
月
 

廿
 

三
日
 

金
 

參
百
兩
 

を
 

納
入
し
た
。
 

次
で
 

同
廿
 

八
日
 

^
鬼
 

一
つ
み
 
 

— 
發
身
，
 

久
保
 

E 
周
 

介
、
 

僕
お
 

次
 

郞
を
伴
 

ひ.
 

江
戸
 

出
發
、
 

同
廿
火
 

日
片
岡
 

村
に
 

到
着
し
、
 

大
澤
 

小
才
 

太
 

方
に
 

宿
り
、
 

直
に
 

小
 田 原

へ
 
到
着
 
を
 通
知
し
た
。
 

小
 

HI
 

原
 

藩，
 

よ
り
 

は 
翌
嘉
永
 

五
 

年
 

正
月
 

八
日
 

墓
參
 

並
に
 

近
親
者
の
 

仕
 

法
 

完
了
 

苦
し
か
ら
 

ず、
 

報
 

德
金
は
 

千
兩
を
 

返
付
し
、
 

殘
り
は
 

追
々
 

返
金
し
た
 

し
と
 

申
出
た
。
 

依
て
 

取
敢
 

へ
ず
 

翌
九
 

《?
 

湯
 

本
 

福
 

住
 

正
 

兄
 

方
へ
 

引
 

移
り
、
 

表
面
 

は 
解
決
し
 

た
れ
 

ど 

も、
 

玆
 

四
千
 

雨
の
 

問
題
 

並
に
 

近
親
者
の
 

仕
 

法
 

始
末
に
 

つ
き
 

藩
議
 

異
論
 

あ
り
、
 

小
 

E 
原
と
の
 

交
涉
 

頻
繁
に
 

し
て
 

月
餘
に
 

S
 

り、
 

漸
く
 

閏
 

1 
一月
 

七
日
 

五
千
兩
 

返
金
 

方：
； 

H 
其
 

他
 

一 
切
 

解
決
し
た
。
 

か 
やま
 

むら
 

こ
の
 

出
に
 

一 
一月
 

廿
 

九
日
、
 

桁
 

山
村
 

善
榮
 

寺
に
 

墓
參
 

し、
 

親
族
 

並
に
 

村
 

內
廿
九
 

軒
 

近
 

村
 

を
歷
訪
 

し
た
。
 

親
族
 

其
 

他
數
十
 

人
に
 

而
會
 

し、
 

小
 

田 
原
 

藩
 

山
 

崎
 

金
 

五
右
衛
門
 

方
に
 

一 
泊
し
て
 

湯
 

本
に
 

引
返
し
た
。
 

こ
れ
 

事
 

實
上
旣
 

に 
近
親
の
 

仕
 

法
の
 

計
 

箅
も
 

出
^
^
、
 

小
 

田 
原
 

藩
と
の
 

內
交
涉
 

は 
終
っ
た
 

か
ら
で
 

あ
る
。
 

然
れ
 

ど
も
 

最
早
 

小
 

ra
 

原
 

領
内
に
 

永
遠
に
 

歸
 

住
す
ろ
 

こ 

と 
は
な
く
、
 

仕
 

法
 

施
行
の
 

進
埗
 

す
る
 

地
が
 

先
生
の
 

終
焉
の
 

泄
 

で
あ
ろ
 

こ
と
 

は 
形
式
 

上
 

確
定
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 



お： 根
 滞
留
 
中、 

湯
 本
 附
近
の
 
風
景
が
、
 
京
都
 嵐
 山
の
 
眺
望
に
 
似
た
 
る も、 

樱
樹
 
な
き
 
は
 遺
憾
で
 
あ
る
と
 
て、 

櫻
の
 
苗
 

木
 を 随

^
た
 
し
と
あ
っ
て
、
 
實
地
を
 
踏
査
し
た
 
る
が
、
 
江
戸
よ
り
 
櫻
の
 
苗
 三
千
 
本
 を
 送
附
 し、 

尙
 同
年
 
櫻
の
 
實
を
 
も
迗
 

つ
た
 

e 
鵡
住
正
 
兄
 等
 之
 を 植

栽
し
た
 
が、 

後
年
 
手
 人
 行
 届
か
ず
 
殆
ど
 
枯
 失
し
た
 
け
れ
ど
も
、
 
湯
 本
及
臺
 
町
 等
に
 
數
 尺
の
 

大
木
が
 

殘
 

つ
て
 
居
ろ
。
 
 

.
 
 

• 
， 

斯
く
て
 
閏
 二
月
 
十
四
日
 
拂
瞟
 出
發
、
 
酒
 句
に
 
て 朝

食
、
 
片
岡
 
村
に
 
立
 寄
り
、
 
翌
 十
五
 
日
出
 
發
 十
七
 
日 江

戸
に
 
着
し
、
 

廿
 五
日
 
柬
鄕
 
に
歸
陣
 
し
た
。
 

a
 
 二
子
の
 
結
婚
 
嘉
永
五
 
年
に
 
は 彌

太
郞
 
氏
 は 三

十
 
二
 歳
、
 
文
 子
 女
史
 
は 廿

九
歲
 
で
あ
る
が
 
未
婚
で
 
あ
ろ
。
 
旣
に
 

一 

靨-々 緣
談
 が
あ
っ
た
 
が
、
 
何
分
に
 
も 先

生
の
 
任
地
 
も 定

ま
ら
ぬ
 
狀
況
 
で
あ
っ
て
、
 
夜
 を
 日
に
 
繼
 い
で
 
多
忙
で
 
あ
る
か
ら
 

一
 

一 切
 を 晨

牲
こ
 
共
し
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
然
 ろ
に
 
總
 て
が
 
一 段
落
と
 
な
っ
た
 
か
ら
、
 
各
方
 
面
よ
り
 
緣
談
が
 
持
 上
っ
た
。
 
彼
 

是
と
嗥
 
は
あ
っ
た
 
が
 文
 子
 女
史
 
は 富

 田
高
慶
 
(
當
年
 
三
十
 
九
歲
)
 

-に 嫁
す
 
ろ こ

と
 

A な
り
、
 
彌
太
郞
 
氏
の
 
緣
女
 
は、 

近
 

メ
 
 

13 ォ,/  3、rff の
ノ
み
 
 

. みやけ. fc の も 

扛
高
島
 
郡
 大
溝
三
 
萬
 石
の
 
領
主
、
 
が
 部
若
狹
 
守
の
 
用
人
、
 
三
 宅
賴
母
 
長
女
 鉸
子
 
(
十
七
 
歳) 

と 決
し
、
 
四
月
 
廿
 七
日
 
着
 

に
て
、
 
宇
津
 家
の
 
横
 山
 周
 平
の
 
未
亡
人
 
ち
ゑ
子
が
 
伴
ひ
來
 
り、 廿

 九
日
 
衣
笠
 
兵
 太
夫
 夫
婦
の
 
媒
酌
に
 
て
 式
典
 
を
擧
 
げ
た
。
 

次
で
 
七
月
 
富
田
髙
 
慶
は
歸
 
省
し
、
 
八
月
 
十
九
 
日 文

 子
 女
史
 
は 衣

笠
 
夫
妻
に
 
伴
 は
れ
て
 
相
 馬
 中
 村
に
 
赴
き
 
婚
 俵
が
 
行
 は 

れ
た
。
 
こ
れ
 

こ. て
 
一 切

の
 
家
事
 
は 目

出
度
 
終
了
し
た
。
 

一 人 息
子
 

一 人
 息
女
 
等
の
 
晚
婚
 
な
ろ
 
を
^
て
、
 
如
何
に
 
全
力
 
を
 

國
 事
に
 
推
 讓
 し
た
ろ
 
か
を
^
て
 
感
激
せ
 
ざ
ろ
 
を 得

な
い
。
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ハ 
山
 

口
村
の
 

仕
 

法
 

小
 

田 
原
よ
り
 

歸
 

つ
た
 

嘉
永
五
 

年
の
 

三
月
に
 

は、
 

苊
 

に 
管
內
に
 

於
け
 

ろ 
仕
 

法
に
 

取
掛
 

り、
 

特
に
 

宇
都
 

宮
 

附
近
の
 

地
域
に
 

廣
 

め
ら
 

れ
た
。
 

そ
の
 

內
 

最
も
 

著
し
き
 

は 
山 

口
村
、
 

石
那
 

m 
村
、
 

德
次
良
 

村
 

等
で
 

あ
ろ
。
 

山
 

口
村
 

は 
宇
都
 

宫
 

よ
り
 

日
光
に
 

向
 

ふ 
街
道
に
 

沿
へ
 

ろ、
 

河
内
 

郡.
 

M
 

の 
一
村
で
、
 

そ
の
 

高
 

二
百
 

九
十
 

三
 

石
餘
、
 

戶
數
 

-K
d 

十四
， 

軒
の
 

所
へ
、
 

取
 

あ
へ
 

ず
 

雛
 

形
に
 

よ
り
て
 

開
發
を
 

行
っ
た
 

が、
 

荒
 

地
開
發
 

第
一
 

年
の
 

工
費
 

は 
千
 

百
 

八
十
 

八
 

人、
 

馬
 

二
 

十
五
 

匹、
 

金
 

四
 

拾
 

參
兩
參
 

分
、
 

屋
根
 

替
金
拾
 

壹
兩
、
 

こ
の
 

銳
計
八
 

拾
 

壹
兩
壹
 

分
で
 

あ
ろ
。
 

斯
く
 

開
發
に
 

着
手
し
た
 

が
、
 

本
來
 

水
利
 

不
便
が
 

久
し
き
 

憂
患
で
あ
っ
た
。
 

卽
ち
 

第
一
^
の
 

開
發
の
 

如
き
 

も、
 

同
年
の
 

洪
水
に
 

て
 

根
底
よ
り
 

覆
さ
れ
た
。
 

そ
の
 

事
な
 

く
と
 

も 
永
 

安
の
 

仕
 

法
 

を
 

講
ず
ろ
 

爲
に
 

は、
 

棹
ケ
島
 

同
様
定
 

免
 

を
 

許
さ
れ
な
 

く
て
 

は
な
ら
な
い
。
 

そ
の
 

願
書
 

は 
嘉
永
六
 

年
 

四
月
に
 

提
出
し
て
 

七
月
に
 

許
可
 

せ
ら
れ
た
。
 

依
て
 

同
年
 

九
月
よ
り
 

開
發
作
 

業
と
 

水
道
工
事
と
 

を
 

行
っ
た
。
 

こ
れ
 

第
二
次
 

開
發
 

で
あ
ろ
。
 

そ
の
 

費
用
 

は
總
 

出
費
 

五
 

拾
兩
、
 

開
發
 

と、
 

住
宅
 

及
 

小
屋
 

修
 

现
 並
に
 
新
造
と
 
水
道
の
 
設
備
 完
成
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 

定
免
は
 

十
ケ
年
 

平
均
と
 

す
れ
ば
 

一 
一
十
三
 

石
 

飴
で
 

あ
る
が
、
 

從
來
は
 

四
十
 

一 
石
の
 

時
 

も
あ
っ
た
。
 

依
て
 

當
分
は
 

一 
一 

十
三
 

石
餘
、
 

三
十
 

ケ
年
定
 

免
と
 

し、
 

爾
後
 

豐
 

凶
の
 

平
均
 

三
十
 

二
 

石
餘
と
 

定
め
ら
 

ろ 
A 

こ
と
と
 

な
っ
た
。
 

， j の 
他
 

突
 

城
縣
眞
 

壁
 

郡
 

奥
 

田 
新
田
 

の 
開
發
、
 

眞
岡
 

陣
屋
 

附
近
 

の 
小
開
發
 

等
が
 

行
 

は
れ
た
。
 

七
 

德
次
 

I 良
石
那
 

田
の
 

堰
 

普
請
 

德
次
良
 

並
に
 

石
 

那
田
は
 

曰 
光
 

街
道
に
 

沿
 

ふ
 

村
落
で
あ
っ
て
、
 

元
は
 

宇都
せ；

： 
铽
 

内
 

に 

属
し
て
 

居
た
 

が
、
 

嘉
 

永
の
 

頃
ま
で
 

何
れ
も
 

眞
 

岡
 

支
配
 

地
 

内
と
 

な
っ
^
。
 



德
次
 
良
の
 
用
水
 
は 往

時
よ
り
 
上
流
 
石
那
 
田
地
 
內
に
取
 
人
れ
、
 
石
那
 
W も

こ
の
 
堰
 か
ら
 分
 水
し
て
 
灌
漑
に
 
お
し
て
 
居
た
 

然
 ろ
に
 
石
那
 
田
地
 
內
 に
あ
ろ
 
約
 三
 反
歩
の
 
W 地

 は、 
取
 人
口
 
附
近
に
 
於
て
 
稍
々
 
土
地
が
 
高
い
 
の
で
、
 
こ
れ
に
 
灌
漑
す
 
る 

こ
ま
 
堰
を
 
高
く
 
せ
ね
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
堰
を
 
高
く
 
す
れ
ば
 
洪
水
 
時
に
は
 
氾
濫
、
 
缺
潰
 
土
砂
の
 
押
出
 
を 免

れ
な
い
。
 
而
 し
て
 
早
 

魃
に
 
は
德
次
 
良
の
 
用
水
が
 
不
足
す
 
る。 

堰
を
 
高
く
 
す
れ
 
ぱ
石
那
 
m の 三

 反
歩
が
 
田
作
と
 
な
ら
な
い
、
 
故
に
 
兩
村
 
の
^
に
 

遠
く
の
 
昔
か
ら
 
水
 論
が
 
絶
え
な
か
っ
た
。
 

揷
 苗
の
 
前
後
よ
り
 
雙
方
水
 
爭
で
寢
 
ろ こ

と
が
 
出
来
な
か
っ
た
。
 

レ
ぉ
酽
^
 が
眞
岡
 
支
配
 所
と
 
な
っ
た
 
時
に
は
、
 
ま
だ
 

は 宇
都
 
宫
領
 
で
あ
っ
た
。
 
依
て
 
直
領
の
 
村
と
 
爭
ふ
を
 
止
め
 

領
主
に
 
歎
願
し
て
 
新
 堀
 を
 開
鑿
し
 

一 時
 安
堵
し
た
 
が
、
 
新
 堀
の
 
取
 人
口
が
 
崩
壤
 
し
て
 
不
通
と
 
な
り
 
ま 常

に
 
困
惑
し
.
^
 

次
で
 德
次
良
 
も
眞
岡
 
支
配
 
地
と
 
な
っ
た
 
の
で
、
 
ま
た
 
勢
 を 得

て
 
嘉
永
五
 
年
 三
月
 
用
水
の
 
仕
 法
 を 願

 出
た
。
 
代
^
の
 
吏
 僚
 

之
を
實
 
座
し
た
 
こ
と
 
は 度

々
 
あ
つ
た
が
、
 

一
方
 を 救

へ
ば
 
一
方
 困
却
す
 
ろ
か
ら
 
終
に
 
先
生
に
 
詻
 ふ
に
 
至
っ
た
。
 

先
生
 
曰
く
、
 
 

. 

「
兩
村
 
の 本

 ra に 水
が
 
不
足
す
 
る を 以

て
 
爭
ひ
を
 
生
ず
る
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
苟
 く
も
 
用
水
に
 
餘
 り
が
 
あ
ら
ば
 
必
ず
 
平
穩
に
 

歸
 す
ろ
 
で
あ
ら
う
」
 

と、
 

山
 

内
 

喜
ん
で
 

先
生
に
 

視
察
 

を 
命
じ
た
。
 
 

,
,
 
 

, 

先
赛
 
地
に
 
臨
ん
で
 
水
 f
 
謹
し
、
 
堪
の
高
 
f
 
 f
 
し、 

村
 S
 
父
？
 
招
い
て
 
I
 
の I
s
 
問
し
 
亡
 

民
 は 到

底
 
策
の
 
施
す
べ
き
 
餘
地
 
の
な
い
 
こ
と
 
を 以

て
し
た
、
 
先
生
 
曰
く
 
 

， 
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_ 
こ
の
 

ff
l 

水
 

を
し
て
 

十
分
 

通
ず
 

ろ 
方
法
が
 

あ
ろ
が
、
 

我
が
 

處
 

置
に
 

不
服
 

は 
言
 

は
ぬ
 

か、
 

そ
れ
と
も
 

永
年
 

爭
ひ
來
 

つ
た
 

力
く
 

爭
 

は
ん
と
す
 

る
か
、
 

恐
く
 

は 
仇
钕
の
 

如
く
 

爭
ふ
は
 

本
意
で
 

あ
ろ
ま
い
。
 

若
し
 

永
く
 

幸
嗣
を
 

保
た
ん
 

と
す
れ
ば
 

兄 

^
の
 

如
く
 

交
 

は
ろ
 

に 
如
か
ず
、
 

或
は
 

我
が
 

處
 

置
に
 

從
 

は
な
け
れ
ば
、
 

相
方
爭
 

ひ
に
 

疲
れ
て
 

亡
滅
に
 

至
る
 

で
あ
ら
う
。
：
 

故
に
 

我
れ
 

命
 

を
 

受
け
て
.
 

來
 

つ
て
 

之
 

を 
解
決
 

せ
ん
と
す
 

ろ
が
 

如
何
に
 

考
ふ
 

る
か
」
 

と、
 

兩
村
 

代
表
者
 

等
 

は、
 

- 
.ズ
 

年
 

C 
举；
 

D 
は 

力
水
^
ら
 

す
し
て
 

鉼
作
カ
 

不
可
能
と
 

な
ろ
 

か
ら
で
 

あ
ろ
。
 

之
 

を 
ゆ
 

は
な
け
れ
ば
 

一 
滴
の
.
^
 

も 
ら 

れ
 

な
い
 

こ
と
が
あ
る
。
 

故
に
 

止
む
 

こ
と
 

を 
得
ず
 

し
て
 

ゆ
 

ひ
た
ろ
 

も、
 

川
 

水
 

十
分
な
ら
 

ば
 

何
 

を 
好
ん
で
 

爭
ひ
を
 

致
さ
ん
、
 

唯
 

幸
 

を 
謝
す
る
 

の
み
で
 

ある
」.
 

と。
 

然
れ
 

ど
も
 

積
年
 

方
法
な
 

く
し
て
 

困
苦
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

良
法
が
 

あ
ら
ば
 

從
來
 

施
行
 

せ
ら
れ
た
 

蒈
 

で
あ
ろ
。
 

大
 

に 
願
 

ふ 
所
で
 

あ
る
が
、
 

如
 

佝
 

な
ろ
 

方
法
が
 

あ
ら
う
 

か
と
 

f,
- 

し
た
。
 

元
 

來
石
那
 

田
の
 

三
 

段
歩
の
 

地
 

は 
平
均
よ
り
 

一 
一尺
 

許
 

高
く
、
 

從
來
 

こ
れ
に
 

漲
が
ん
 

と
す
る
 

爲
に
堰
 

は
屢
々
 

破
 

資
し
た
。
 

是
を
 

以
て
 

德
次
良
 

は 
年
々
 

渴
 

水
し
た
。
 

先
生
 

こ
れ
 

を 
以
て
 

三
 

反
歩
の
 

土
地
 

を 
二
 

尺
 

切
 

下
げ
、
 

山 
内
 

代
官
の
 

認
許
を
 

得
て
 

之
を
實
 

行
し
、
 

大
堰
は
 

一 
尺
 

掘
 

下
げ
、
 

鏠
計
 

三
尺
 

下
げ
て
 

堅
固
に
.
 

石
 

枠
 

三
 

段
を
据
 

ゑ、
 

堰
の
 

中
段
 

は 
一 
段
と
 

使
く
 

し
て
 

洪
水
の
 

節
に
 

は
增
水
 

河
流
に
 

流
れ
 

落
ち
、
 

堅
 

K
 

な
ろ
 

水
門
 

を 
設
け
て
 

用
水
の
 

分
量
 

は 
常
に
 

變
 

せ
ず
、
 

石
那
 

田
の
 

分
 

水
口
 

を
 

も 
石
垣
 

を
 

以
て
し
て
 

分
 

水
 

を 
限
り
 

あ
ら
し
め
 

て
 

配
水
 

を
 

失
 

ふ
こ
と
 

な
く
、
 

長
さ
 

六
 

百
 

三
十
三
^
 

半、
 

引
 

口
け
 

敷
 

九.
.、
、 



取
 口 深

さ
 
九
 尺
と
 
し、 

平
水
 約
 四
 尺、 

设
々
 
と
し
て
 
盡
 き
ず
、
 
所
々
 
に 石

橋
 
を 架

し
、
 
上
流
な
 
ろ は 腿

 鏡
 形
で
あ
っ
て
、
 

後
世
 
一 一宮 橋

と
 稱
 す
ろ
。
 
三
月
 
十
三
 
日
よ
り
 
發
 業
し
、
 
四
月
 
十
三
 
日
假
 
普
請
が
 

一 應
 S
 來
 た
が
、
 
揷
 苗
に
 
近
づ
き
た
 
ろ 

を
 以
て
 
完
成
 
を
 秋
期
に
 
定. め、 

蛇
篛
其
 
他
應
急
 
處
现
を
 
以
て
 
疎
水
し
、
 
九
月
に
 
至
っ
て
 
完
成
し
た
。
 

三
月
よ
り
 
四
月
に
 
至
ろ
 
初
發
の
 
工
事
 
は、 

地
，
 下人
 
夫
 九
 百
 三
十
 
九
 人
 五
分
、
 
總
 費
用
 
贰
拾
壹
 
兩
餘
、
 
大
堰
 
入
用
 
贰
拾
 

六
 兩
餘
、
 
用
水
 
再
 與
千
六
 
百
 六
十
 
四
 人
 五
分
、
 
總
 費
用
 
六
 拾
 五
兩
餘
 
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
工
事
の
 
完
成
に
 
よ
っ
て
 
兩
 村
の
 

民
情
 融
合
し
 
氣
風
 
一 變
す
 
る
に
 
至
っ
た
。
 

德
次
良
 
全
 村
の
 
用
水
路
 
は
こ
れ
 
に
て
 
完
成
す
 
る も

の
で
は
な
か
っ
た
。
 

殊
に
 
中
德
次
 
良、 

下
德
次
 
良
の
 
爲
に
 
用
水
 
二
 

重
 掘
 下
 を 行

 ひ、 
曩
に
缺
 
潰
し
た
 
ろ 用

水
 
を
 復
興
し
、
 
取
 入
 n
E
 
川
の
 
石
 水
門
 
を
 伏
せ
 
込
み
 
二
重
 
堀
と
 
し、 

永
久
 
用
水
 

の
 不
足
せ
 
ぬ
 様
に
 
と 
工
事
 
を 起

す
.
 こ
と
と
 
な
り
、
 
ま
た
、
 
門
前
 

ffl 中、 
西
 根
 等
へ
の
 
用
水
 
分
流
 水
路
 
を 開

き
て
 
甄
水
を
 

充
分
な
ら
 
し
め
る
 
こ
と
と
 
し
た
。
 

こ
の
 
石
 水
門
 
一 一重 堀

の
 
費
用
 
は 拾

 八
兩
餘
 
で
あ
っ
て
、
 
新
 配
 水
路
 
は 人

夫
 
七
 百
 九
十
 
四
 人、 

總
 金
額
 
貳
拾
參
 
兩
餘
で
 

あ
ろ
。
 

以
上
 總
計
金
 
百
 五
 拾
 四
 兩
貳
分
 
貳
朱
餘
 
、
人
夫
 
一 一千 百

 六
十
 
五
 人
を
耍
 
し
た
。
 
德
次
 
良
の
 
住
民
 
先
生
の
 
德
を
渴
 
仰
し
、
 

田
 川
の
 
取
 入
口
 
附
近
に
 
水
神
の
 
祠
を
 
建
て
て
 
之
 を 祭

っ
た
 
が
、
 
安
政
 
六
 年
 石
造
の
 
小
祠
を
 
立
て
て
 
之
 を
私
紀
 
し、 

年
々
 

初
 穗
を
供
 
へ て

 恩
 を 謝

し
、
 
今
に
 
至
ろ
 
も 參

拜
者
 
を 絶

た
な
い
 
有
様
で
 
あ
ろ
。
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こ
の
 

石
 

那
田
％
 

入
口
の
 

水
門
 

工
事
 

は
當
時
 

非
常
に
 

有
名
で
あ
っ
た
 

の
で
、
 

四
方
 

其
 

德
を
稱
 

へ、
 

そ
の
 

堠
圖
面
 

は
廣
く
 

寫
 し
て
 
傳
 
へ
ら
れ
た
。
 

德
次
良
 

村
と
 

日
光
 

街
道
 

を 
以
て
 

隔
て
た
 

上
 

金
 

井
、
 

下
金
 

井
の
 

一 
一村
 

は、
 

德
次
 

良
の
 

水
道
の
 

末
流
に
 

て
 

改
修
 

を 
要
す
る
 

所
が
あ
っ
た
。
 

當
時
 

日
光
 

御
 

神
 

領
の
仕
 

法
に
 

際
し
、
 

御
神
^
 

は 
山
嶽
 

重
疊
溪
 

谷
間
の
 

山
村
で
 

あ
る
か
ら
、
 

杉
椅
 

植
林
の
 

必
要
が
 

あ
ろ
と
 

て、
 

先
生
 

は 
江
戶
 

在
住
の
 

頃
か
ら
、
 

町
 

田 
時
 

右
衛
門
 

等
と
 

協
議
し
て
 

杉
 

檜
の
 

W
 

木
 

を
 

培
養
す
 

る
爲
、
 

上
 

金
 

井
村
 

を
 

そ
の
 

培
養
 

地
と
 

し
て
 

選
定
し
た
。
 

斯
 

か
ろ
 

理.
 

m 
に
よ
り
 

こ
の
 

村
に
 

も 
用
水
 

改
^
が
 

行
 

は
れ
た
。
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第
 
十
七
 
章
 
日
光
の
 

仕
 
法
 

一 
曰 光

 仕
 法
の
 
着
手
 
ま
て
 

日
光
 
御
 神
 領
の
仕
 
法
 は、 

弘
化
 
元
年
 
四
月
 
五
日
に
 
「
日
光
 
御
 神
領
村
 
々
荒
 地
 見
 分
い
 

た
し
、
 

fag 方
 钍
法
附
 
見
込
の
 
趣
 委
細
 可
 申
 上
 候
」
 

3s の 命
令
 
を
 受
け
て
 
以
來
、
 
三
ケ
 
年
に
 

つ
て
 
全
力
 
を
 注
ぎ
 
立
案
 

し
た
 
所
の
、
 
所
謂
 
「
日
光
 
御
 神
領
雛
 
形
」
 
に
よ
り
、
 
そ
の
 
規
範
々
 
現
實
に
 
施
行
し
、
 
規
範
の
 
示
す
 
所
に
 
隨
 つ
て
 
豫
定
以
 

上
の
 
成
鑌
を
 
得
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
 

- 

天
 保
 十
三
 
年
 幕
臣
と
 
な
り
、
 
利
根
 
川
 分
 水
路
 
見
 分、 

大
生
 
鄉
の
實
 
地
 踏
査
よ
り
、
 
東
鄕
 
等
の
 
手
代
と
 
な
り
、
 
更
に
 
弘
 

化
 元
年
よ
り
 
同
 三
年
ま
で
、
 
前
記
の
 
仕
 法
 雛
 形
 を 作

成
し
た
 
け
れ
ど
も
、
 
容
易
に
 
日
光
の
 
仕
 法
 を 命

ぜ
ら
れ
ず
、
 
却
つ
 

て
 s
^
i
 所
 屬
の
吏
 
僚
と
 
な
り
、
 
終
に
 
嘉
永
五
 
年
に
 
及
ん
だ
。
 
か
く
 
目
的
 
以
外
の
 
事
業
に
 
携
 つ
た
 様
で
 
あ
ろ
が
、
 

一
面
よ
 

り 見
れ
ば
 
百
 代
 不
磨
の
 
妙
法
た
 
ろ 仕

 法
 雛
 形
 を
 完
成
し
、
 
ま
た
 
そ
の
 
實
験
 
的
钍
 
法
と
 
し
て
 
幕
府
 
直
 領
の
仕
 
法
 を
 成
し
、
 

そ
の
 

に
徵
 
し
て
 
吏
 僚
の
 
納
得
 
を 得

る
 
點
に
 
於
て
 
甚
だ
 
有
效
 
で
あ
り
、
 
ま
た
 
そ
れ
が
 
日
光
 仕
 法
の
 
先
駆
と
 
し
て
 
犬
な
 

ろ 意
義
 
あ
ろ
 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

併
し
 
日
光
 
仕
 法
の
 
發
令
は
 
非
常
に
 
延
引
し
た
、
 
弘
化
 
四
年
眞
 
岡
に
 
赴
き
、
 
嘉
永
 
は
實
に
 
五
ケ
 
年
 を 過

ぎ
た
。
 
斯
く
遲
 

墨
と
 
し
て
 
進
ま
よ
 
ハ 理

由
 
は 多

々
 
あ
る
。
 
幕
府
 
は 外

國
關
 
係
と
、
 
內
政
 
問
題
で
 
實
に
 
©
 か
ら
 ざ
ろ
 
焴
 累
を
甞
 
め
つ
 

A あ 
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つ
た
。
 

而
 

し
て
 

日
光
の
 

荒
 

地
 

を
開
發
 

す
る
 

に 
は、
 

從
來
の
 

例
に
 

よ
れ
ば
 

莫
大
な
 

ろ 
支
出
 

を
 

要
す
ろ
。
 

藩
 

末
の
 

財
政
 

は 
焦
 

眉
の
 

急
に
 

迫
ら
れ
ざ
る
 

開
發
の
 

費
用
 

等
 

を 
支
出
す
 

ろ
餘
 

地
は
な
か
っ
た
。
 

ま
た
 

先
生
の
 

立
案
に
 

係
ろ
：
 

法
 

書
 

は、
 

一
兇
 

し
て
 

そ
の
 

耍
を
 

把
握
す
 

る
に
 

苦
し
ん
だ
。
 

特
に
 

報
德
仕
 

法
の
 

根
本
原
理
に
 

至
っ
て
 

は 
容
易
に
 

舰
ふ
能
 

は 
ざ
ろ
 

も
の
で
 

お 

つ
た
。
 

菡
 

く
に
し
て
 

棹
ケ
 

島
の
 

仕
 

法、
 

花
 

田 
新
田
の
 

仕
 

法
に
 

よ
っ
て
 

そ
の
 

實
際
を
 

知
ろ
 

こ
と
 

を 
得
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

開
發
 

費
の
 

ま
 

出
 

は 
到
底
 

許
可
の
 

決
裁
 

を
與
 

ふ
ろ
 

を 
得
な
か
っ
た
 

ぶ 

先
生
 

は
屢
々
 

仕
 

法
 

實
行
を
 

歎
願
し
、
 

仕
 

法
 

入
用
 

金
に
 

就
て
 

は 
種
々
 

の 
立
案
 

を 
試
み
た
。
 

先
づ
 

そ
の
 

第
 

一 
は 

小
 

仕
 

法
 

金
 

を 
移
す
 

こ
と
で
 

あ
ろ
。
 

こ
れ
 

は
弘
化
 

年
中
か
ら
 

屡
々
 

山
內
 

總
左
衞
 

門
ま
で
 

巾
 

出
た
。
 

そ
の
 

第
二
 

は 
「
^
せ
 

一 院
殴
爲
 

御
 

菩
提
 

永
代
 

回
向
 

料
增
益
 

手
段
 

帳
」
 

を 
以
て
、
 

先
生
よ
り
 

先
づ
 

參
百
兩
 

納
入
し
、
 

次
で
 

谷
 

田 
部
 

細
 

川
 

氏、
 

下
^
 

石
 

川
 

氏、
 

烏
 

山
 

大
久
保
 

氏
 

等
の
 

四
 

件
 

千
 

贰
百
兩
 

の 
利
子
 

下
付
金
が
 

あ
っ
た
。
 

引
繽
 

い
て
 

相
 

馬
 

1
 

り 
も
獻
 

金
の
 

內
 

意
が
 

あ.
 

つ
た
。
 

こ 

れ
等
 

を
總
計
 

す
れ
ば
、
 

そ
の
 

资
源
 

は
壹
萬
 

兩
を
超
 

ゆ
ろ
 

見
込
が
 

つ
い
た
。
 

依
て
 

そ
の
 

意
 

を
襃
々
 

上
屮
 

し
た
。
 

斯
く
て
 

嘉
永
五
 

年
に
 

墓
參
 

旁
々
 

小
 

田 
原
報
德
 

金
の
 

問
題
 

ほ
 

解
決
し
、
 

彰
逍
院
 

殿
の
 

回
向
 

料
 

も 
追
々
 

納
入
に
 

な
り
、
 

家
 

庭
 

婚
儀
の
 

問
題
 

も 
芽
出
度
 

終
了
し
た
。
 

當
時
 

幕
府
の
 

日
光
 

仕
 

法
に
 

關
 

す
ろ
 

調
査
 

も 
進
行
し
、
 

先
生
に
 

封
す
 

ろ 
方
針
 

も
內
定
 

し、
 

種
々
 

の
內
 

意
が
 

達
せ
ら
れ
ろ
 

様
子
と
 

な
り
、
 

嘉
永
五
 

年
 

九
月
 

十
日
 

齋
藤
高
 

行
 

等
 

を
 

伴
 

ひ
柬
鄉
 

を
出
發
 

し
て
，
 

江
戸
に
 

上
り
、
 

爾
來
 

各
方
 

面
 

を 
訪
問
し
て
 

仕
 

法
の
 

先 
況
を
說
 

明
せ
ら
れ
 

た
の
で
、
 

一 
曆
四
圍
 

の 
狀
況
は
 

明
 

ろ
く
な
り
、
 

十
お
 

廿
 

二
日
 

江
戸
 

こ 
於
ナ
ろ
 

住
宅
 

％ 
とし
. 



て
の
 
拜
 領
地
の
 
指
令
 
あ
り
、
 
W
 入
 多
事
 
江
戶
 
在
留
 
中
に
 
歲
は
 
慕
れ
 
て
嘉
永
 
六
^
と
 
な
っ
た
。
 
常
時
の
 
踣
從
者
 
は 齋

藤
高
 

行
 及
 そ
の
 
弟
 松
藏
、
 
伊
 朿
發
身
 
等
で
、
 
相
 馬
 中
 屋
敷
に
 
て
 越
年
し
た
。
 

H 光
 御
神
領
 
钍
法
實
 
行
の
 
內
 意
が
 
明
瞭
に
 
な
っ
た
 
の
で
、
 
山
林
 
植
樹
の
 
必
要
 
を
 感
じ
、
 
木
 曾
 檜
 苗
の
 
調
査
 
を
な
 
し、 

ま
た
 
そ
の
 
植
栽
 
法
 並
に
 實
生
蒔
 
付
 法
 を
 も 研

究
し
 
つ 

X あ
っ
た
。
 

さ
て
 
一 一月 十

日
に
 
至
り
 
御
用
 
番
 老
中
 阿
部
^
 
勢
 守
正
弘
 
よ
り
、
 
日
光
 
奉
行
 
小
 出
 長
左
衞
 
門
に
 
申
 渡
さ
れ
た
 
rt^ は、 

「R 
光
 
御
祌
領
 
村
々
 
荒
 地
 起
 返
し
 
難
 村
 舊
復
之
 
仕
 法
、
 
御
 普
請
 
役
 格
 1 一宮 金

 次
郞
へ
 
取
扱
 
申
 渡
 候
 ST 

得
 二 其

 意
 i 

委
細
 之
 儀
 は 御

 勘
定
 奉
行
 
可レ 被

レ
談
 候
」
 
と
あ
っ
た
。
 

同
 十一 

一日 先
生
 
は 小

川
 
町
 役
所
よ
り
、
 
「
明
 十
三
 
日
四
ッ
 
時
、
 
麻
 上
下
 着
用
 
御
 勘
定
 
所
へ
 
可
 
罷
 出-」 

旨
 達
 示
 を S

 け
 

た。 
卽
ち
 
十
三
！
 II 出

頭
し
た
 
所
、
 
庭
 井
 保
 平
 同
道
 
御
 勘
定
 
所
へ
 
巾
 渡
さ
れ
^
。
 

御
 
普
 
請
 
役
 
格
 

■ 

二
 

宫
 

金
 

次
 

郞
 

^
方
 
儀
 山
 內
總
左
 
衞
門
手
 
附
被
レ
 
成- 1 御

免
 
〖 奉

行
 衆
 被
 レ仰レ 之

 候
 

. 
丑 

二  HJ 
十
 

11 一日
 

申
 
 

渡
 
 

^
w
^
^
.
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御 
サ；
2 
 

0
 

役
 

格
 

霍
 

. 
二
 

宫
.
.
 

金
 

次
 

郞
 

日 
光
 

御
神
領
 

村
々
 

荒
 

地
 

起
 

返
 

難
 

村
 

舊
復
之
 

仕
 

法
 

取
扱
 

被-
, 

仰
 

付，
 

間、
 

見
込
 

通
り
 

御
料
 

私
 

镇
手
廣
 

に 
取
 

計
 

候
 

様 可， 致 候 

右
 

之
 

通
 

奉
行
 

衆
 

被
レ
仰
 

u 渡
 

之，
 

丑 
二
月
 

十
三
 

日 

こ
れ
 

は 
二
通
 

共
に
 

岡
 

m 
利
 

喜
 

次
郞
 

よ
り
 

仰
 

渡
さ
れ
、
 

石
 

川
 

新
 

助
 

之
 

を
 

差
 

引
 

周
旋
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

卽
ち
御
 

神
 

铽
の
仕
 

法
 

中
に
 

も 
私
領
の
 

仕
^
,
 

に
關
與
 

す
ろ
 

こ
と
 

を
獎
勵
 

せ
ら
れ
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

常
時
 

日
光
 

御
 

神
領
の
 

村
々
 

は、
 

日
光
 

八
十
 

火
ケ
 

村
と
 

稱
 

せ
ら
れ
た
 

が、
 

そ
の
 

實
御
 

神
領
 

五
十
 

四
ケ
 

村、
 

y
l
M
g
 

九
 

ご 
ち んぜ
 

きり
 

や 5 

ケ
れ
 

御
門
 

踟
領
 

一 
一十
 

八
ケ
 

村
で
、
 

合
計
 

九
十
 

一 
ケ
村
 

で
あ
ろ
。
 

一 
ーケ
 

村
の
 

相
違
 

は 
新.
 

田 
を 

算
入
し
た
 

爲
 

で
あ
ろ
。
 

そ
の
反
^
 

は、
 

一 
一 萬
 

丸
 

百
 

六
十
 

五
 

石
 

五
斗
 

一 
一升
 

餘
、
 

反
刖
 

四
千
 

一 
一十
 

六
 

町
 

三
 

反
 

一 
一 畝
 

三
 

歩
餘
、
 

內
荒
地
 

千
 

七
十
 

四
^
 

七
 

反 
 

一：
 

廿
 

一歩
、 

こ
の
 

內
百
 

四
十
 

町
歩
 

餘
は
起
 

返
し
、
 

七
 

町
餘
^
 

荒
と
 

な
っ
た
 

の
で
、
 

當
 

時
の
 

荒
 

地
 

は
 

火
 

百
 

四
十
 

一 

町
 

一 
反
 

六
畝
廿
 

一 
歩
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

生
地
 

卽
ち
 

耕
作
地
 

は 
三
千
 

八
 

十
五
 

町
步
餘
 

で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 

戶
數
 

四
千
 

百
 

三
十
 

三
 

軒
、
 

人
別
 

二
 

萬
 

千
 

百
 

八
十
 

六
 

人、
 

內
 

5R
 

六
 

千
 

二
百
 

五
十
 

七
 

人、
 

女
 

五
 

千
 

五
 

百
 

三
十
 

五
 

人、
 

老
幼
^
 

千
 

三
百
 

火
 

十
四
 

人、
 

馬
 

一 
一千
 

六
 

百
 

六
十
 

火
 

頭
で
あ
っ
た
。
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. こ 山
荒
 
池 九

 百
 四
十
 
一 町

歩
 
を、 

今
後
 幕
府
よ
り
 

一 厘
 
一 毛

の
 
支
出
す
 
ろ こ

と
な
く
、
 
之
 を 三

十
 
ケ^. 間

に
 
耕
作
地
 

夂
は
 
植
林
 
地
と
 
す
ろ
 
計
畫
 
で
あ
ろ
。
 
 

- 
• 

こ
の
 
事
業
に
 
關
 し
て
 
命
 を 受

け
て
 
よ
り
 
正
に
 
十
ケ
 
年、 

渐
く
實
 
施
 を
 命
ぜ
ら
れ
 
た
の
で
 
あ
る
。
 
而
 し
て
 
私
 領
の
仕
 
法
 

も
廢
 
す
べ
き
で
 
は
な
い
 
か
ら
、
 
充
分
の
 
說
明
 
を
な
 
し、 

竹
內
清
 
太
郞
、
 
渡
 邊
棠
之
 
助、 

鈴
 木
 源
 内、 

山
 内
 總
左
衞
 
門
 等
 

は 殊
に
 
2： 實

 諒
解
 
を 得

て
、
 
御
祌
領
 
の
钍
法
 
中
に
 
も 私

領
の
 
指
導
が
 
公
然
と
 
行
 は
れ
ろ
 
こ
と
と
 
な
っ
た
。
 

ま
た
 
日
光
 
御
祌
領
 
八
十
 
九
 ケ
村
は
 

一 定
租
 
額
，
 
ち
^
 
免
と
 
な
っ
て
 
居
た
 
の
で
、
 
そ
の
 
開
 發
が
行
 
は
ろ
 
れ
ぱ
、
 
領
民
 
は
 

新
開
地
に
 
租
 稅
を
增
 
課
せ
ら
れ
 
は
せ
 
ぬ
か
と
 
疑
っ
た
。
 
元
來
 
四
千
 
町
歩
の
 
土
地
に
 

一 千
 町
歩
の
 
荒
 地
が
 
あ
る
か
ら
、
 
定
 

免
た
 
ろ 以

上
、
 
三
千
 
町
歩
の
 
地
所
が
 
四
千
 
町
歩
の
 
租
を
 負
擔
す
 
る
の
で
 
あ
ろ
が
、
 
他
領
に
 
は
璲
 
々
新
田
 
撿
 地
が
 
行
 は
れ
 

つ 
X あ

る
の
で
、
 
之
 を 憂

 ひ
た
ろ
 
は 不

思
議
で
 
は
な
い
。
 

こ
の
 
憂
 ひ
も
な
 
き 様

に
 
そ
れ
ぐ
 
諒
解
せ
 
し
め
た
。
 

. 

斯
く
 
各
方
 
面
の
 
理
解
 
を
 得
、
 
ま
た
 
開
發
 
金
の
 
調
達
 
案
 も 立

っ
た
 
の
で
 
愈
々
 
日
光
 
八
十
 
九
ケ
 
村
の
 
仕
 法
に
 
着
手
す
 
る
に
 

至
っ
た
。
 
併
し
 
先
生
の
 
居
住
地
た
 
ろ
柬
 鄕
は
眞
 
岡
の
 
管
內
 
で
あ
ろ
。
 
當
時
彌
 
太
郞
氏
 
は
眞
岡
 
代
官
 
所
の
 
助
手
た
り
、
 
吉
 

良
 八
郞
も
 
出
仕
 
を
 許
さ
れ
て
 
居
ろ
 
の
で
、
 
柬
鄕
 
陣
屋
に
 
家
族
の
 
住
居
す
 
る
に
 
は 差

 支
な
い
 
が
、
 
先
生
 
は 日

光
に
 
轉
 住
す
 

る
の
 
が
至
當
 
で
あ
ろ
。
 
故
に
 
日
光
 
登
山
 
中
 は 臨

時
 
空
 坊
に
假
 
住
し
、
 
東
 鄕
に
來
 
る 時

 は 彌
太
郞
 
氏
の
 
住
居
に
 
逗
留
す
 
る 

と
い
 
ふ 方

法
 
を 取

り
、
 
追
っ
て
 
日
光
 
領
内
に
 
住
宅
 
を 決

定
す
 
る こ

と
と
 
な
る
 
の
で
 
あ
る
。
 

日
光
 
仕
 法
の
 
資
金
 
は 小

 m 原
 報
 德
金
五
 
千
 雨
、
 
彰
道
院
 
殿. 回

向
 
料
 四
 件
 合
計
 
千
 贰
百
兩
 
其
 他
で
 
あ
ろ
が
、
 
こ
れ
で
 
は
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充
分
で
 
は
な
い
。
 
然
る
に
 
弘
化
ー
 
一
年
に
 着
手
し
た
 
相
 馬
の
 
仕
 法
 は 非

常
な
 
ろ 成

功
 
を
牧
 
め
つ
 
、
あ
ろ
。
 
こ
の
 
成
績
に
 

謝
し
た
 
相
 馬
 侯
 は、 

年
々
 
五
 百
 雨
 宛
十
ケ
 
年
間
 獻
金
 
す
る
と
 
申
 出
ら
れ
た
。
 
こ
れ
に
て
：
 
i
 計
 約
 壹
萬
兩
 
を 得

ろ
 
こ
と
と
 

な
っ
た
。
 
ニ
宫
 
全
集
 中
に
は
、
 
何
千
 兩
宛
か
 
幾
度
 
も 開

發
費
 
捻
出
 
方
法
が
 
立
案
せ
ら
れ
、
 

上
 中
せ
ら
れ
^
 
が
、
 
以
上
の
 

報
 德
金
は
 
出
 所
 極
め
て
 
明
白
な
 

ろ も
の
で
あ
る
。
 

さ
て
 
叉
 日
光
 
開
發
に
 
着
手
す
 
る
に
 
至
っ
た
 
に 引

替
へ
、
 
先
生
の
 
健
康
 
は 著

し
く
 
衰
へ
 
つ A あ

っ
た
。
 
寧
ろ
 
日
々
 
藥
^
 

に 親
し
む
 
と
い
 
ふ
狀
？
 4
 で
あ
っ
た
。
 
故
に
 
仕
 法
 雛
 形
に
 
よ
り
 
之
 を
實
 
施
す
 
ろ 中

心
の
 
指
導
者
が
な
け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
依
 

て
 御
領
 
私
 領
に
關
 
す
ろ
 
仕
法
實
 
行
の
 
分
擔
 
者
が
 
定
め
ら
れ
た
。
 

そ
の
 
最
初
の
 
案
 は 次

の
 
通
り
で
 
あ
ろ
 
ノ
 

. 
日
光
 
御
神
領
 

二
宮
 
金
次
郞
 

御
料
 
所
 村
.
^
 
 
二
宮
 
彌
太
郞
 

吉
良
 

八
郞
 

私
 

領
 
富
田
久
 

助
-
.
 久
保
 

m 
调
肋
 

齋
 
藤
松
藏
 

相
馬
領
 

伊
東
 
發
身
 

齋
藤
 
久
米
之
 
助
 
荒
專
八
 

1 ̂
七
 
郞
 右
衞
鬥
 

草
 

野
 

菅
右
衞
 

r
 
 

. 

然
 ろ
に
 
前
述
の
通
り
 
先
生
 
は 多

病
で
 
あ
つ
-
た
。
 
故
に
 
御
料
 
所. s

 ち
眞
岡
 
支
配
 
地
は
吉
 
良
八
郞
 

一 人
に
 
命
じ
、
 
彌
太
郞
 

氏
 は 日

光
に
 
移
住
す
 
ろ こ

と
と
 
な
り
、
 
相
 馬
 並
に
 
私！ g. は 富

 W 久
助
、
 齋
藤
其
 
他
 諸
氏
に
 
任
ず
ろ
 
こ
と
と
 
な
っ
た
 
け
れ
ど
 

も、 宮
 田
は
歷
 
々
日
光
に
 
往
來
 
し、 相

 馬
 を 除

き
た
 
ろ 私

 領
仕
法
 
從
事
者
 
も 全

部
 
曰 光

に
 
居
住
し
て
 
事
務
 
を 執

る
 
こ
と
と
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た
ろ
 
の
で
あ
っ
て
、
 
こ
れ
に
て
 
腕
 は， 整

-
つ
た
の
 
で
あ
ろ
。
 
以
上
 
は 日

光
 仕
 法
 着
手
に
 
至
ろ
 
ま
で
の
.
 s 來

の
耍
 
略
で
 
あ
ろ
 

* 

一一 
日
光
 仕
 法
の
 
初
期
 

「
當
 年
旣
に
 
六
十
 
六
 歳
、
 
餘
 命
の
 
程
 も 計

り
 
難
い
 
こ
と
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
た
と
 
ひ
 
一
村
 
ー
鄕
 

た
り
と
 
も 仕

 法
 實
施
を
 
命
ぜ
ら
れ
た
い
」
 

と 歎
願
し
た
 
効
あ
っ
て
、
 
日
光
 
御
 神
領
を
 
存
分
 開
發
 
致
す
 
様
に
 
と 命

ぜ
ら
れ
 

た。 
先
生
の
 
管
理
に
 
屬
 す
ろ
 
報
 德
金
、
 
相
 馬
 侯
の
 
獻
金
、
 
先
生
 
並
に
 
下
 館
、
 
谷
 W 部

 細
 川、 

烏
 山 大

久
保
 
等
の
 
諸
侯
よ
 

り 差
 出
し
た
 
彰
道
院
 
殿
御
 
回
向
 
料
の
 
利
殖
 貸
付
金
 
等
に
 
よ
っ
て
、
 
開
發
 
料
の
 
基
本
が
 
確
立
し
た
。
 
形
式
 
も 內

容
も
 
萬
 事
 

整
頓
し
た
、
 
愈
々
 
着
手
す
 
ろ こ

と
 

A な
っ
た
。
 

先
生
 
は 幕

府
に
 
登
用
 
せ
ら
れ
て
 
以
來
十
 
年
の
 
永
き
 
に 至

ろ
 
も、 

定
ま
れ
ろ
 
住
宅
 
さ
へ
 
給
せ
ら
れ
 
な
か
っ
た
。
 
報
德
仕
 

法
の
 
中
 榧
た
 
ろ
べ
き
 
組
織
 
も 完

全
に
 
は 立

て
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

唯
 先
生
の
 
德
高
 
き
を
 
以
て
、
 
先
生
の
 
周
 園
と
 
相
 馬、 下

 館
 

等
に
 
於
て
 
着
々
 
と
し
て
 
仕
 法
の
 
功
顯
の
 
奏
せ
ら
れ
つ
 

A あ
る
に
 
過
ぎ
な
か
っ
た
 
が、 

日
光
 仕
 法
の
 
命
 下
ろ
に
 
及
ん
で
、
 

常
時
 
政
治
 
上
の
 
最
高
 權
 威
た
 
ろ 幕

府
 
自
體
 
の 崇

敬
の
 
中
心
地
た
 
る 日

光
に
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
中
心
 
府
た
 
ろ を 得

 ベ き 機
運
 

が
 開
か
れ
ろ
 
こ
と
と
 
な
っ
た
。
 

受
 命
の
 
最
初
に
 
は 住

宅
は
な
か
っ
た
 
か
ら
、
 
當
時
 
日
光
 
宿
諸
坊
 
中
の
 
無
住
 
坊
 た
り
し
 
樱
秀
坊
 
を
 貸
付
 
け
ら
れ
、
 
或
は
 

今
 市
 宿
の
 
三
 郞
右
衞
 
n
 の 隱

居
を
 
借
用
し
て
 
居
た
 
が、 

此
處
に
 
永
住
す
 
る 譯

に
は
 
行
か
な
い
 
か
ら
、
 
報
德
 
役
所
 建
築
の
 

計
畫
が
 
始
め
ら
れ
た
。
 
併
し
 
受
 命
の
 
嘉
永
六
 
年
か
ら
 
開
 發
仕
法
 
は 着

々
 
と 進

行
し
た
。
 
卽
ち
 
世
の
 
事
業
 經
營
 
法
と
 
は
異
 

な
り
、
 
報
 德
役
听
 
の 建

設
 
を
 後
に
 
し、 

開
 發
仕
法
 
は 先

に
せ
ら
れ
 
た。 

こ
れ
 
は 事

業
 
は 

一 日
も
忽
 
に
す
べ
き
 
で
は
な
 
か
 



-433- 

づ
 た
か
ら
で
 
あ
ろ
。
 

日
光
 
仕
 法
の
 
眼
目
 
は 荒

 地
の
 
開
發
 
と、 

道
路
 

ffl 惡
水
 
施
設
 
を 先

に
し
、
 
こ
れ
に
 
俘
う
て
 
人
心
の
 
啓
發
に
 
鑑
み
て
、
 
自
 

發
的
 
努
力
 
を
認
 
む
れ
ば
 
一
村
 式
 又
は
 
個
ん
 
仕
 法
 を 行

 ふ
の
で
 
あ
ろ
。
 
閗
發
 
す
べ
き
 
地
^
 
は 多

か
っ
た
。
 

そ
の
 
緩
急
 
を
視
 

察
し
、
 
そ
の
 
民
心
 
を
誘
¥
、
 

村
民
の
：
 I
 
に 照

し
て
 
之
 宴
 
施
し
た
。
 
開
發
の
 
時
期
 
は 通

例
 
農
 閑
の
 
初
冬
 
早
春
 
を 可

 

と
す
ろ
 
も、 

此
地
 
は
嚴
冬
 
永
き
 
を
 以
て
 
工
事
 困
難
 
多
く
、
 
從
 つ
て
 
晚
秋
 
早
春
 
を
 以
て
 
事
業
 
を 行

 ふ
こ
と
 
と
し
た
。
 

嘉
永
六
 
年
 二
月
 
十
三
 
日
で
 
あ
ろ
が
、
 
先
生
の
 
病
氣
其
 
他
に
 
て 登

山
が
 
後
れ
た
 
の
で
、
 
七
月
と
 
い
ふ
 
時
期
 外
れ
に
 
至
つ
 

て、 
そ
の
 
可
能
に
 
し
て
 
I
 

る 事
業
の
 
施
設
よ
り
 
着
手
し
た
。
 

こ
の
 
年
の
 
荒
 地
 開
墾
 
は 二

十
 
ケ
村
廿
 
四
 件
で
あ
っ
て
、
 

起
醫
翌
 

一十 
一 町

 七
 反
歩
、
 
用
惡
 
水、 

溜
 井
 堤
 普
請
 
三
千
 
七
 百
 丸
十
 
四
 間、 

農
業
 出
精
 
人
 篤
行
 者
の
 
表
彰
、
 
霞
 
困
 

窮
人
 
救
助
、
 
無
利
息
 
年
賦
 
貸
付
 
等
、
 
合
計
 
查
百
 
七
十
 兩
餘
 
に 上

っ
た
。
 
以
下
 
此
 所
に
 
至
ろ
 
初
期
 着
手
 
前
の
 
I
 
を
 物
 

語
ろ
 
必
要
が
 
あ
る
。
 
 

， 

こ
の
 
仕
 法
に
 
よ
っ
て
 
領
民
の
 
氣
風
は
 

一 變
し
、
 
時
に
 
或
は
 
課
 稅
增
徵
 
を 疑

 ひ
つ
 
、
あ
っ
た
 
者
 も 全

く
 仕
 法
の
 
眞
意
を
 

了
解
し
、
 
事
業
の
 
進
行
に
 
は 何

等
 故
障
な
 
く、 

寧
ろ
 
御
 仕
法
實
 
施
を
爭
 
う
て
 
發
 願
す
 
る
狀
況
 
と
な
っ
た
。
 

. 

斯
く
 
叙
述
し
 
來
れ
ば
 
事
業
 
は 容

易
な
 
ろ
が
 
如
く
な
る
 
も、 

當
時
 
先
生
 
は 病

勢
 益
々
 
募
り
、
 
半
 は 病

床
に
 
あ
っ
た
。
 
併
 

し 先
生
 
は 8
 
仕
 法
の
 
妙
 ま
 
以
て
、
 
萬
 民
の
 
I
、
 
政
府
 
s
s
l
、
 

大
凡
 
S
 
醫
 
と
す
ろ
 
を 打

開
し
、
 
靈
衰
 

S
 
興
す
 
こ i
 
天
命
 本
分
と
 
し、 

數
十
 
年
間
 
努
力
 
I
 
續
し
來
 
つ
ち
か
、
 
§
 く 國

內
に
 
之
 I
 
す
 機
會
と
 
地
位
と
 
を
 



ほ
 な
か
っ
た
 
所、 

漸
く
 
運
命
 
開
け
て
 
公
然
 
之
 を 行

 ひ 得
ろ
 
に 至

っ
た
。
 
然
る
に
 
不
幸
に
 
し
て
 
二
 S
 の 侵

す
 
所
と
 
な
り
 
ご
 

藥
 餌
に
 
親
し
み
 
療
養
に
 
臥
せ
 
ざ
ろ
 
を
 得
 な
く
な
っ
た
。
 

そ
の
 
命
 を 受

け
た
 
ろ 嘉

永
六
 
年
 春
の
 
日、 

隨
 行
の
 
門
弟
 
を 召

し
て
 
曰
く
、
 

「
今
や
 
斯
の
 
如
く
 
恩
命
 
を 受

け
た
 
ろ も、 

老
體
 
に
し
て
 
健
康
 
舊
の
 
如
く
で
 
な
い
。
 
依
て
 
沈
思
 
以
て
 
大
業
の
 
案
 を 樹

立
 

し
た
 
け
れ
ど
も
、
 
こ
れ
 
を
實
 
行
す
 
る
は
汝
 
等
の
 
任
で
 
あ
る
。
 
宜
し
く
 
基
本
 
を
 確
立
し
、
 
長
期
に
 
亙
っ
て
 
實
 行
の
 
方
途
 

を
 

立
 

つ 
ベ
 

き
で
 

あ
る
」
 

と。 
門
 生
 
一 同

 謹
ん
で
 
命
 を 守

ら
ん
 
こ
と
 
を 盟

ひ
且
 
曰
く
、
 

「
先
生
 
先
年
 
著
さ
れ
た
 
ろ 仕

 法
 雛
 形
 八
十
 
四
卷
 
あ
り
、
 
內
 そ
の
 
六
十
 
餘
卷
を
 
幕
府
に
 
歎
ぜ
ら
れ
た
。
 

唯
 こ
の
 
害
に
 
よ 

つ
て
 之
 を 行

 は
る
べ
き
 
の
み
、
 
今
や
 
そ
の
 
命
 を 受

け
 
給
 ふ は、 

至
誠
 
天
に
 
通
じ
た
 
る
の
 
み、 

速
に
 
登
山
し
て
 
領
民
 
を
 

安
ん
 

ぜ
ら
 

れ
ん
こ
と
 

を
冀
 

ふ、
 

我
等
 

そ
の
 

期
の
 

後
れ
ん
 

こ
と
 

を
懼
 

る」
 

と。 先生 曰く、 

「；. K 地
 間
 萬
般
の
 
事
物
 共
に
 
其
の
 
時
 あ
り
、
 
時
 を
 得
 ざ
れ
ば
 

一 事
 を も

爲
し
 
得
べ
き
 
で
な
い
。
 
殊
に
 
大
業
に
 
於
て
 
然
 

り
で
 
あ
ろ
」
 
 

、 

と
て
 
自
若
た
 
ろ も

の
で
あ
っ
た
。
 

而
 し
て
 
日
に
 
高
談
 辯
 解
し
、
 
將
來
 
良
法
の
 
永
續
 
す
ろ
 
方
法
 
を
盡
 
し、 

之
 を
 指
示
す
 
る 

こ
と
に
の
 
み 努

め
ら
れ
た
。
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斯
 く
の
 
如
き
 
も
の
 
二
 ヶ
月
，
 
四
月
 
十
八
 
日
に
 
至
っ
て
 
先
生
 
病
に
 
臥
し
、
 
次
第
に
 
大
患
と
 
な
っ
た
。
 
良
醫
 
伊
藤
 玄
朴
を
 
招
 

令
て
 
之
 を
 診
察
せ
 
し
め
た
 
所
、
 
氣
カ
 
衰
弱
の
 
上、 

氣
 候
の
 
影
響
 
を 受

け
た
り
 
と
診
斷
 
し
た
。
 
他
の
 
醫
の
 
診
斷
皆
 
同
じ
く
 

、、"力 共
に
 
度
 を 過

ぎ
た
 
ろ 所

へ
 
邪
 氣
の
爲
 
に 疾

を
發
 
し
た
の
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
遠
か
ら
ず
 
治
癒
す
べ
き
 
で
あ
る
が
、
 
二
度
.
 

身
 體
を
過
 
動
し
て
 
發
 病
せ
ば
、
 
そ
の
 
憂
 は
 量
る
べ
か
ら
ざ
る
 
も
の
が
 
あ
ら
う
、
 
快
氣
 
す
れ
ば
 
向
後
 
を
愼
 
み、 

再
 發
の
端
 

を
 防
ぐ
べ
き
 
で
あ
る
と
、
 
治
療
 
十
餘
 
日、 

同
月
 
廿
五
 
日
頃
よ
り
 
回
復
の
 
氣
分
 
と
な
っ
た
 
が
、
 
直
に
 
諸
方
 
を
 訪
問
し
、
 
談
 

論
 平
日
の
 
如
く
で
あ
っ
た
。
 
併
し
 
食
欲
 進
ま
ず
 
從
者
は
 
常
に
 
之
 を 憂

 ひ
つ
 

A あ
っ
た
。
 
漸
く
 
六
月
 

一 日 江
戸
 出
發
、
 

コ 一 

日 
東
鄕
に
 

歸
ら
れ
 
た
。
 
 

一 

六
月
に
 
至
り
、
 
息
女
 
ふ
み
子
 
產
 後
の
 
肥
 立
 惡
く
大
 
に 憂

 ふ
べ
き
 
が
 如
く
で
あ
っ
た
 

が-、 私
事
 
を
 以
て
 
公
事
 
を
糜
 
せ
ず
、
 

I： 

六
月
 
二
十
 
九
日
 
出
發
 
日
光
へ
 
登
山
し
た
。
 

一
族
 門
弟
 病
後
の
 
疲
勞
 
と、 

炎
暑
の
 
厭
 ふ
べ
き
 
こ
と
 
を
 以
て
 
諫
止
し
た
 
が
 聞
 

一 

か
ず
し
て
 

登
山
 

せ
ら
れ
た
。
 

日
光
 

奉
行
所
に
 

至
っ
て
 

曰

く

、

 

 

. 

r 廢
田
を
 
開
き
、
 
領
民
 
を 安

ず
 
ろ 命

 を 受
け
て
 
以
來
 速
に
 
之
を
實
 
行
す
べ
き
 
で
あ
っ
た
 
が
、
 
順
序
 
調
 は
ず
 
遲
々
 
と
し
 

て
 今
日
に
 
及
ん
だ
、
 
先
 づ
領
內
 
を
 
一 巡

し
、
 
土
地
の
 
肥
 瘠
、
 
諸
 民
の
 
貧
富
、
 
人
情
の
 
向
背
 
を
 察
し
て
 
然
る
 
後
 愚
案
 
を 

立
て
 
之
 を 上

申
す
 
ろ こ

と
と
 
せ
ん
」
 

と。 
奉
行
 
曰
く
、
 

「
病
狀
 
未
だ
 
充
分
 回
復
せ
 
ざ
ろ
 
を
 以
て
、
 
駕
に
乘
 
じ
て
 
巡
回
せ
 
よ」 



と。 
先
生
 
曰く， 

「
民
情
 
を 精

細
に
 
知
ろ
 
に
は
步
 
行
せ
 
ざ
ろ
 
ベ
か
ら
 
ず
」
 

と。 
固
辭
 
し
て
 
出
發
 
し、 

大
暑
 
を 胃

し
 
各
 邑
を
見
 
分
し
、
 
旣
往
を
 
察
し
 
將
來
 
を
考
 
へ、 

村
 内
の
 
事
大
 
小
と
 
な
く
 
胸
中
に
 

了
然
 
た
ろ
 
に
あ
ら
 
ざ
れ
ば
 
他
村
に
 
至
ら
ず
、
 
然
る
に
 
日
光
 
神
領
の
 
村
々
 
山
岳
 
丘
陵
 多
く
、
 
平
地
 
少
し
、
 
或
は
.
 H を 超

え
 

谷
 を
 渡
り
、
 
勞
苦
甚
 
し、 

栗
 山
鄕
の
 
如
き
 
は 深

山
幽
谷
 
に
し
て
 
道
路
 
嶮
惡
、
 
壯
 者
も
尙
 
苦
し
む
 
の
狀
 
で
あ
っ
た
。
 
然
る
 

に
 先
生
 
六
十
 
七
歲
、
 
然
 か
も
 
病
餘
を
 
以
て
 
之
 を 視

察
す
、
 
而
 し
て
 
村
々
 
の 盛

衰
 
を
 明
か
に
 
し、 善

人
 
を
 賞
〜
 

寡
孤
獨
 

を
惠
 
む、 

次
第
あ
っ
て
 
壹
兩
 
よ
り
 
五
雨
に
 
至
ろ
。
 
勤
 S 辰の

 村
に
 
於
て
 
は 拾

兩
、
 
拾
 五
雨
 
を 以

て
 
邑
 中
の
 
良
民
 
を
 賞
す
、
 

一 

敎
 ふ
る
に
 
孝
悌
 
を
 以
て
し
、
 
授
 く
る
に
 
田
圃
の
 
德
に
報
 
ゆ
ろ
 
勤
 農
の
 
術
 を 以

て
す
。
 
堤
 を 築

き
て
 
渴
 水
に
 
漲
ぎ
 
水
路
 
を 

S
 じ
て
 
惡
水
 
を
排
 
す。 

生
 民
 そ
の
 
途
に
 
安
ん
じ
、
 
庶
民
 
そ
の
 
德
に
懷
 
く、 

先
生
 
石
に
 
休
し
、
 
草
に
 
息
 ひ、 

從
者
 病
の
 
再
 

發
を
 
恐
れ
て
 
止
ま
れ
 
ど
も
 
先
生
 顧
み
る
 
所
な
 
き
狀
 
で
あ
ろ
。
 
廢
田
舆
 
り、 

惰
民
 
勤
む
 
ろ
に
 
至
ろ
 
所
以
で
 
あ
る
。
 

然
れ
 
ど
も
 
日
光
の
 
領
土
 
は、 

旣
に
 
述
べ
た
 
る 如

く
に
 
全
村
定
 
免
の
 
租
額
 
で
あ
る
。
 
開
 田 墾

拓
は
 
增
祖
の
 
基
本
な
る
 
ベ
 

し
と
 
疑
 ひ
し
 
も
の
 
も
あ
っ
た
 
が
、
 
先
生
の
 
視
察
の
 
噂
あ
っ
て
 
數
月
 
至
ら
ず
、
 
來
れ
 
ば
卽
ち
 
こ
の
 
惠
恤
を
 
以
て
し
た
 
か
ら
 

領
民
 
{ォ ん

 じ
て
 
先
生
 
を
迎
 
ふ
ろ
に
 
至
っ
た
。
 
こ
れ
 
先
生
が
 
時
期
 
を 見

る
 
の
 明
 あ
り
と
 
す
る
 
所
お
 
で
あ
ろ
。
 

先
生
 
廼
村
 
1 巡

、
 
土
地
の
 
肥
 瘠
、
 
人
民
の
 
勤
惰
 
を
 明
か
に
 
し、 

始
め
て
 
復
興
 方
策
 
數
十
 
ケ
條
を
 
草
し
て
 
之
 を
 奉
行
に
 

呈
 し
た
。
 「
钍
法
 
入
用
 
金
產
 
出
方
 
下
 案
 書
」
 
「
荒
 地
 起
 方
 下
 案
 書
」
 
等
が
 
そ
の
 
一 例
で
 
あ
ろ
。
 



先
生
 
甞
て
 
諸
侯
の
 
封
內
：
 冉
 興
の
 
案
 を 立

て
た
 
ろ 例

に
 
よ
れ
ば
、
 
數
十
 
年
の
 
租
稅
を
 
平
均
し
、
 
そ
の
 
平お. 度

 を W て 分
 

度
と
 
定
め
、
 
與
復
 
安
お
 
の 仁

政
 
を 施

行
し
、
 
こ
れ
に
よ
 
つ
て
 
回
復
し
た
 
租
 カ
を
餘
 
財
と
 
し、 

こ
の
 
餘
財
を
 
分
外
と
 
し
て
 

閗
^
 
撫
恤
の
 
用
度
に
 
充
 つ
ろ
 
を 以

て
、
 
毎
年
の
 
资
金
盡
 
く
る
 
所
な
 
く、 仁

惠
を
 
K
 に 及

ぼ
す
 
力
 は
 限
り
な
く
 
發
揚
 
す
ろ
。
 

然
る
に
 
日
光
 
神
領
は
 
如
何
に
 
開
發
 
す
る
と
 
も
租
 
人
の
 
增
加
 
す
ろ
 
こ
と
な
く
、
 
 
K
 力
 は 薄

弱
に
 
し
て
 
土
地
の
 
力
 は 磽

确
た
 

り. K こ
租
稅
 
定
額
に
 
し
て
 
田
圃
^
 
蕪
に
 
歸
 す
ろ
 
と
も
 
租
 額
减
ぜ
 
ず、 

E
 多
の
 
開
 田
を
爲
 
す
と
 
も 租

人
餘
 
力
な
し
、
 

こ
わ
 

に 仕
 法
 を 講

ず
れ
ば
 
民
力
 
增
 進
し
て
 
仁
術
と
 
な
ろ
。
 

然
 ろ
に
 
分
外
の
 
餘
 力
な
く
 
し
て
 
仕
 法
の
 
资
源
を
 
得
る
 
こ
と
 
難
し
、
 
卽
ち
 
先
生
 
は 報

 德
金
を
 
積
 立
て
 
之
 を 日

光
 
山
贷
付
 

一 

所
に
^
 
人
し
、
 
毎
 歳
 利
子
 
を 以

て
 
仕
 法
の
 
資
本
と
 
な
し
、
 
之
 を 日

光
 
開
 懇
撫
恤
 
W
 と
す
れ
ば
、
 
永
遠
に
 
資
源
 
絶
 ゆ
ろ
 
な 

i= 

く
し
て
 
事
業
 進
展
 
せ
ん
と
、
 
金
 五
 千
 五
 百
兩
を
 
年
賦
 
金
と
 
し
て
 
獻
 じ
た
ろ
 
所
以
で
 
あ
ろ
。
 

日 光
山
 領
內
 
古
来
 水
田
 
少
く
、
 
多
く
 
畑
地
と
 
な
し
て
 
以
て
 
耕
す
 
を 例

と
 
し
た
。
 
こ
の
 
故
に
 
領
民
 
雜
穀
を
 
常
食
と
 
し、 

稻
 米
の
 
如
き
 
は 疾

^
 
者
の
 
み 僅

に
 
之
 を 滕

 ひ
 用
 
ふ
ろ
の
 
狀
 勢
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 
地
 
一 體
 西
方
に
 
山
 高
く
^
 
方
に
 
低
く
、
 

大
 谷
川
 
そ
の
 
中
央
 
を 流

れ
て
 
水
の
 
給
す
べ
き
 
な
き
に
 
あ
ら
ず
 
と、 卽

ち
大
 
谷
川
の
 
兩
岸
に
 
溝
渠
 
を 鑿

ち
、
 
之
 を 諸

 村
に
 
漑
 

が
ば
 
順
 流
 至
ら
 
ざ
ろ
 
所
な
 
く、 

村
落
の
 
水
田
に
 
潤
澤
 
す
ろ
 
利
擧
 
げ
て
數
 
ふ
べ
 
か
ら
ず
 
と。 

此
に
 
於
て
 
先
づ
野
 
口
村
よ
り
 

平
ケ
 
崎
、
 
千
 本
木
に
 
至
る
 
長
さ
 
一 一里 餘

の
 
水
路
 
を 穿

ち
、
 
大
谷
 
川
の
 
水
 を 引

き
、
 
之
 を 數

邑
に
 
注
ぎ
、
 
若
干
の
 
荒
 蕪
 を
 

開
 田
し
た
。
 
諸
 村
 之
 を 聞

い
て
 
大
に
 
喜
び
、
 
競
う
て
 
新
 用
水
 
開
鑿
 
を
發
 
願
し
た
。
 
そ
の
 
要
求
の
 
先
 後
に
 
隨
 つ
て
 數
ケ
所
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の 水
^
 
を 完

成
し
た
。
 
或
は
 
三
千
 問、 

或
は
 
二
 千
 間、 

難
易
 
長
短
 
は あ

ろ
が
、
 
そ
の
 
水
利
 
を 得

て
 
稷
圃
 
を
稻
 
田
と
 
す
る
 

を 得
た
。
 

先
生
 
謂
 
へ らく  = 光

 神
 領
の
荒
 
地
 約
 千
 町
歩
、
 
薄
 田
と
 
い 

へ ど
も
 

一 段
 四
 俵
 を 得

ろ
 
難
事
で
 
は
な
い
。
 
年
の
 
產
米
四
 

萬
 俵、 

幕
府
 開
け
て
 
二
百
 
年、 

總
計
ん
 
百
 萬
 俵
 を 失

っ
た
 
に 似

た
 
ろ も

の
で
あ
る
。
 
敢
て
强
 
行
 完
成
せ
 
ざ
ろ
 
ベ
か
ら
 
ざ
 

ろ 所
以
で
 
あ
る
と
。
^
 
の 如

く
に
 
し
て
 
病
 を 押

し
て
 
開
墾
の
 
方
法
 
を 樹

立
し
、
 
三
十
 
ケ 年

に
 
亙
ろ
 
間
に
、
 
必
ず
 開
墾
し
 

盡
し
 
得
べ
 
し
と
の
 
確
信
 
を 以

て
 
事
業
 
は 進

め
ら
れ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

前
述
の
通
り
 
嘉
永
六
 
年
に
 
於
け
 
ろ 事

業
 施
設
 
は
こ
の
 
根
本
的
 
計
畫
 
の
進
涉
 
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 
安
政
 
元
年
に
 
於
て
 
は 

雪
 解
の
 
四
月
に
 
開
發
に
 
着
手
し
 
組
綠
も
 
整
 ひ
 領
內
に
 
趣
旨
 
も 行

渡
っ
た
 
爲
に
、
 
開
發
は
 
三
十
 
八
ケ
 
村
に
 
及
び
、
 
反
別
 
六
 

十
 町
 餘
步
、
 
こ
の
 
他
 用
水
堀
 
普
請
 
延
長
 
三
千
 
百
 八
十
 
九
 問、 

費
用
 
總
計
金
 
七
 百
貳
拾
 
贰
兩
に
 
達
し
た
。
 
斯
 く
し
て
 
初
期
 

の 事
業
 
は そ

の
 
緖
に
 
就
い
た
。
 

三
 
先
生
の
 
發
病
 並
に
 終
焉
 

ィ
 

發
 病， 

仕
 法
 雛
 形
 を
 創
作
し
、
 
法
の
 
普
遍
的
 
規
範
 
を
 定
め
た
 
こ
と
 
は 約

 十
 年
の
 
前
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
規
範
に
 
よ
り
 

模
範
的
 
施
設
 
を
實
 
現
せ
ん
 
と
す
る
 
こ
と
 
は 多

年
の
 
宿
望
で
 
あ
ろ
。
 
今
や
 
日
光
 钍
 法
の
 
命
 下
り
、
 
法
を
實
 
地
に
 
適
用
す
 
る 

爲
に
全
 
領
內
の
 
廻
 村
 を 了

し
 
事
業
 案
 を 確

立
し
た
。
 
そ
の
 
第
 
一 年、 

第一 
一
年
の
 
事
業
 
は 進

 渉
し
た
。
 
熱
淚
の
 
滴
ろ
 
様
な
 

愉
快
と
 
鐵
石
 
凝
り
 
成
ろ
 
決
意
と
 
に
よ
っ
て
、
 
不
世
出
の
 
錦
 を 織

ろ
 
作
業
 
を
 始
め
た
。
 
然
る
に
 
何
事
 
ぞ
醫
家
 
も 眉

 を
颦
む
 



ろ 大
息
に
 
罹
り
、
 
同
時
に
 
稀
代
の
 
才
媛
た
 
ろ 愛

孃
 
文
 子
 女
史
 
を
 喪
 ひ、 

悲
痛
 
交
々
 
至
ら
ん
 
と 
は。 

. 前
段
に
 
叙
述
し
た
 
ろ 如

く
、
 
嘉
永
六
 
年
 一 一月 十

三
 
日 命

 を
 受
け
、
 
四
月
 
十
八
 
日
よ
り
 
病
に
 
臥
し
、
 
六
月
 
一 日 未

だ
^
 

快
に
 
至
ら
 
ざ
り
 
し
も
 
江
戸
 
を
出
發
 
し
て
 
ー
應
東
 
鄕
に
歸
 
り、 

そ
の
 
廿
 九
日
 
病
 を 押

し
て
 
登
山
し
、
 
廻
 村
し
た
。
 
而
 し
て
 

九
 W: 十

六
 
日 ま

た
 醫
師
の
 
診
療
 
を
 受
け
 
ざ
ろ
 
を 得

な
か
っ
た
。
 

そ
の
 
廿ー 

一
日
に
 
は 重

病
の
 
故
 を
 以
て
 
夫
人
 
を
東
鄕
 
よ
り
 

C 
づ、 

/ひ 
み 
ぶ
 
 
さいとう げんし や 5 

迎
へ
、
 
ま
た
 
醫
師
手
 
塚
 新
 齋
の
外
 
綱
 木
 倉
 巷
 を 招

き
、
 
廿
四
 
曰
に
 
は 近

傍
の
 
名
醫
壬
 
生
の
 
齋
藤
玄
 
昌
を
請
 
じ
た
。
 
漸
ぐ
 

落
ち
着
い
た
の
で
 
十
月
 
十
六
 
日、 

出
發
同
 
十
八
 
日
東
鄕
 
陣
屋
に
 
歸
 つ
た
が
 
十
 
一 月 ia に は 相

 州
よ
り
 
舍
弟
三
 
郞
左
衞
 
門
 

並
に
 
其
 他
の
 
親
族
が
 
招
か
れ
た
 
程
で
、
 
病
勢
 
は 決

し
て
 
油
斷
 
の
な
ら
 
ぬ
樣
 
子
で
あ
っ
た
。
 
 

一 

日
光
 
領
內
の
 
仕
 法
 は 門

人
の
 
手
に
 
行
 は
れ
て
 
居
ろ
 
が
、
 
責
任
者
た
 
ろ 先

生
が
 
病
氣
 
に
て
 
は 事

業
の
 
裁
斷
、
 
仕
 法
 指
導
 

W
 

等
の
 
統
制
に
 
差
 支
 を 生

ず
る
 
か
ら
 
彌
太
郞
 
尊
 行
 氏
 を
 日
光
 奉
行
所
 
附
に
轉
 
任
せ
し
 
む
ろ
 
を 必

要
と
 
し、 

彌
太
郞
 
氏
は
翌
 

安
政
 
元
年
 
 一 H: 廿

 
一 日 山

內
總
 
左
衞
門
 
手
附
を
 
免
ぜ
ら
れ
、
 
「
御
 普
請
 
役
 格
 見
習
 
仰
 付
ら
 
れ
」
 
「
日
光
 
御
 祌
領
仕
 
法
 取
扱
 

御
料
 
私
 領
手
廣
 
く 取

 計
 候
樣
仰
 
渡
さ
れ
」
 
柬
鄕
 
管
内
 
は
吉
 良
八
郞
 
主
と
し
て
 
開
發
 
技
手
と
 
し
て
 
命
 を 受

け
た
。
 

先
生
 
は 當

時
病
 
少
し
く
 
癒
 ゆ
れ
ば
 
最
早
 靜
止
 
す
ろ
 
こ
と
が
 
出
來
 
ず.， 

二
月
 
廿
八
樱
 
町
 領
内
 
を 籠

に
 
て
 巡
回
し
た
、
 
倂
 

し 日
光
へ
 
登
山
し
 
得
ろ
 
迄
に
 
は 至

ら
な
か
っ
た
。
 

- 

こ
の
間
 
尊
 行
 氏
 は、 

二
月
 
廿
 九
日
 
御
用
 
召
に
 
よ
っ
て
 
出
府
し
、
 
三
月
 
十
五
 
日
歸
陣
 
し、 

同
廿
 
五
日
 
日
光
へ
 
登
山
し
 

い 
つみ
 

し
パ
 
 

だ 
い •， 

さい
と-
つま
つ 

ざ- 
3
 
 

.
 
 

^
 
 

fu*
J\ 

先
生
の
 
計
畫
 
案
に
 
よ
っ
て
 
開
 發
を
繽
 
行
し
、
 
伊
東
 發
身
、
 志
賀
 
五
太
 
夫、 齋

藤
 
松
藏
等
 
之
に
 
隨
 行
し
 

富
 田
久
助
 
は
^
 終
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之
 を 援

助
し
た
。
 
爾
來
仕
 
法
事
 
業
 は 順

調
に
 
進
展
し
た
。
 

先
生
の
 
建
康
ょ
 

i 進
 
一 退

し
た
。
 
元
年
 
は
 過
ぎ
て
 
二
 年
と
 
な
っ
た
。
 
壬
 生
の
 
齋
藤
玄
 
a
 老
は
 
時
々
 
應
 診
し
た
、
 
少
レ
 

く
康
 
け
れ
ば
 
先
生
 
は 櫻

 町、 
靑
木
 
村
と
 
巡
 廻
し
た
。
 

口 
今
 市
 報
德
館
 
建
設
 
宿
題
た
り
 
し 日

光
 仕
 法
 役
所
 建
設
の
 
こ
と
が
 
決
定
し
た
。
 
そ
れ
 
は 安

政
 
元
年
 
十
二
月
 
六
日
 

の
こ
と
 
で
あ
る
。
 
位
置
 
は
今
巿
 
宿
、
 
假
住
 
居
敷
 
坪
 數
壹
千
 
坪
、
 
仕
 法
 取
扱
 所
と
 
し
て
 
建
造
 
せ
ら
る
 
と
こ
と
 

A な
っ
た
。
 

し
か
し
 
總
て
御
 
勘
定
 所
よ
り
 
指
令
 
せ
ら
る
 

A に
っ
き
、
 
繪
圖
面
 
等
差
 出
す
べ
し
 
と
あ
っ
た
。
 
尊
 行
 氏
 は
 日
光
に
 
登
山
し
 

十一 
一月 十

 
一 日 建

造
 
費
と
 
し
て
 
金
 百
兩
を
 
受
取
っ
た
。
 
今
 市
の
 
年
寄
 彌
 五
右
衛
門
に
 
委
託
し
 
破
 畑
 萬
 兵
ぎ
 も 登

山
し
て
 

6
%
 
を
 行
 ひ、 

工
事
 
は
進
涉
 
し
て
 
兎
も
角
も
 
四
月
の
 
末
に
 
移
轉
し
 
得
る
 
様
に
な
り
、
 
四
月
 
廿
 二
日
に
 
引
渡
 
を 了

し
た
。
 

東
鄕
 
で
は
 
大
前
 神
社
 
や
 陣
屋
 
內
稻
荷
 
社
に
 
御
 祈
禱
を
 
行
っ
て
 
轉
 宅
の
 
用
意
が
 
進
ん
だ
。
 
同
日
 
賃
馬
 
十
三
 
疋
に
 
荷
物
 
を 先

 

に
運
般
 
さ
せ
、
 
愈
々
 
廿
 四
日
に
 
は 數

年
住
 
馴
れ
た
 
東
鄕
 
陣
屋
 
を
 三
澤
昇
 
四
郞
に
 
引
渡
し
、
 
駕
籠
 
三
 挺
、
 
兩
掛
ー
 
一個、 

馬
 

四
疋
 
で
出
發
 
し
た
。
 
時
に
 
雨
 IK に

て
 
宇
都
 
宫
に
 
一 泊

し
、
 
廿
 五
日
 
滞
り
な
 
く 今

 市
に
 
着
し
た
。
 

樓
 町
の
 
オ
^
、
 
東
鄉
の
 
住
民
 
總
員
で
 
見
送
り
、
 
途
中
ま
で
 
代
表
者
が
 
隨
 行
し
、
 
ま
た
 
途
中
ま
で
 
日
光
 領
民
の
 
迎
 
へ
た
 

こ
と
、
 
運
搬
人
 
等
 は
 謝
恩
 
冥
加
の
 
奉
仕
 
推
 譲
で
あ
っ
た
 
こ
と
 
は 首

 ふ
ま
で
 
も
な
い
。
 

先
生
の
 
永
住
 
的
 居
所
 
は
 確
定
し
た
。
 
そ
の
 
邸
內
に
 
門
人
 
等
の
 
長
屋
、
 
文
書
 
を
納
 
む
ろ
 
倉
庫
 
等
が
 
建
て
ら
れ
た
。
 
而
し
 

て
 明
治
 
元
年
ま
で
 
十
數
ケ
 
年
間
 稀
代
の
 
妙
法
 
は、 此

千
 
坪
の
 
淨
 地
に
 
於
て
 
計
畫
 
案
が
 
練
ら
れ
、
 
指
導
の
 
光が. 輝

き
 
出
る
 
こ 
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と
と
な
 
つ
た
。
 
先
生
 
は 病

褥
の
 
苦
衷
 
裡
に
 

一 片
の
徼
 
笑
 法
悅
を
 
感
ぜ
ら
れ
た
 
で
あ
ら
う
、
 

こ
の
 
山
緖
 
あ
ろ
 
報
德
館
 
も、 

明
治
維
新
 
と
共
に
 
久
し
く
 
そ
の
 
位
置
 
さ 

へ 忘
れ
ら
れ
て
 
居
た
。
 幸
に
 
全
集
 編
輯
の
 
際
 地
圖
と
 
設
計
 
阖
 と
が
 
發
 見
せ
ら
れ
、
 

こ
れ
 
を
實
 
地
に
 
1{ 食

し
、
 
漸
く
 
そ
の
 
敷
地
 
を 田

圃
の
 
現
地
に
 
就
て
 
推
定
す
 
ろ こ

と
が
 
出
來
、
 
そ
の
 
一
隅
に
 
記
念
碑
が
 
立
 

て
ら
れ
、
 
往
時
 
を
 追
懷
す
 
る t  .1 と を 得

 ろ
に
 
至
っ
た
 
の は 喜

ぶ
 
ベ き で

 あ る 。 

先
生
の
 
病
狀
は
 
依
然
た
 
る も

の
で
あ
っ
た
。
 
特
別
の
 
親
し
み
 
あ
ろ
 
も
の
に
 
は 床

の
 
內
 に
て
 
面
 含
せ
ら
れ
 
た
が
、
 
用
務
 

は
總
て
 
彌
太
郞
 
氏、 富

 田、 伊
朿
 
等
が
 
之
に
 
代
っ
て
 
執
行
し
た
。
 

そ
れ
 
は 寧

ろ
 
代
理
と
 
い
ふ
よ
り
も
 
钍
 法
が
 
旣
に
尊
 
行
 氏
 

を
 中
心
と
す
ろ
 
門
弟
の
 
手
に
 
委
せ
ら
れ
、
 

日
光
、
 
相
 馬、 

櫻
 町、 

下
 館
 等
の
 
仕
 法
 は 最

早
 
相
績
 
せ
ら
れ
て
 
何
等
 
憂
慮
す
 

べ
き
 
こ
と
は
な
か
っ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
然
 か
れ
 
ど
も
 
是
等
 
法
の
 
相
績
 者
の
 
み
で
 
は 手

不
足
に
 
て
 各
地
よ
り
 
依
賴
 
す
ろ
 
懇
望
 

も 殆
ど
 
謝
 絡
し
、
 
特
に
 
箱
 館
 奉
行
よ
り
の
 
依
頼
 
も 延

期
 
を 求

め
た
 
程
で
 
あ 
つ
た
。
 

二
 年
の
 
六
月
 
三
日
に
 
は、 

先
生
 
は 珍

ら
 
し
く
 
駕
籠
に
 
て、 

千
 本
木
ま
で
 
堀
 筋
を
兑
 
分
し
た
 
け
れ
ど
も
、
 

そ
の
 
翌
日
 
小
 

E
 原
か
ら
 
菓
子
屋
 
多
 喜
 造
が
 
來
た
 
時
に
は
、
 
床
の
 
中
で
 
面
會
 
し
た
 
様
な
 
始
末
で
 
あ
る
。
 

こ
の
 
顷
 役
所
 
內
に
 
は
暑
氣
 
中
り
 
の
 病
人
が
 
多
か
っ
た
。
 
志
贺
 
五
太
 
夫
が
 
病
み
、
 
召
使
 
平
 藏
が
痢
 
病
に
 
て
 死
亡
し
、
 
夫
 

人
 

も 
亦
 

不
快
に
 

て
 
臥
床
し
た
。
 
 

. 

悲
喜
 
は. -< 生

の
 
常
で
 
あ
る
。
 
十
 
一 月

廿
 
九
日
 
彌
太
郞
 
夫
人
 
鉸
子
は
 
長
子
 
を
 出
産
し
た
。
 
先
生
 
は 初

め
て
 
孫
 を
 見
ら
れ
 

た。
 

悅
 

ば
れ
た
 

で
あ
ら
う
。
 



ま
た
 
日
光
 
宮
様
か
ら
、
 
開
發
 
丹
精
の
 
段
 奇
特
と
の
 
思
 召
に
 
て
 十
 
一 月 十

三
 
日 羽

 一 一重 一 一疋 を
 賜
り
、
 
富
 田、 

伊
柬
、
 

吉
良
 等
へ
 
も 金

 贰
百
疋
 
宛
 下
賜
せ
ら
れ
 
た。 

榮
譽
 
の
こ
と
 
で
あ
る
。
 

開
發
の
 
工
事
 
は 進

ん
だ
。
 
時
日
 
は 輪

廻
し
て
 
安
政
 
二
 年
 は
 暮
れ
た
。
 

一
年
中
 
を 殆

ど
 
床
 中
で
 
暮
 し
た
 
先
生
 
は、 

人
生
 

の
^
^
ょ
り
 
來
り
 
何
れ
へ
 
行
く
 
か
 を
旣
に
 
悟
っ
て
 
居
ろ
、
 
飜
 
つ
て
 
七
十
 
年
の
 
過
去
 
を
 追
憶
 
す
れ
ば
、
 
卽
ち
 
勤
勞
、
 
卽
ち
 

分
 度、 

卽
ち
推
 
譲
で
 
あ
る
。
 
而
 し
て
 

一 に
こ
れ
 
報
德
^
 
爲
 に
し
、
 
道
 は
卽
ち
 
天
祖
 
開
闢
の
 
大
道
 
を 進

み
 
來
 つ
た
。
 
こ
れ
.
 

を
ぶ
 
て
自
を
 
S す

る
 
こ
と
 
を 思

 は
ず
、
 
唯
 道
の
 
爲
に
努
 
む
ろ
 
こ
と
 
を 知

ろ
 
の
み
で
 
あ
る
。
 
然
 か
も
 
三
十
 
五
 歳
 以
後
 
は
悉
 

〜
化
 
を 救

 ひ
 村
 を 興

し
 
民
 を 安

ん
 
ず
る
に
 
あ
っ
た
。
 
人
と
 
し
て
、
 
家
族
と
 
し
て
、
 
國
^
 
と
し
て
、
 
國
家
 
町
村
の
 
經
營
と
 

一 

し
て
、
 
分
 度
に
 
立
脚
し
て
 
努
力
す
 
ろ こ

と
 
を
援
 
け、 

先
生
の
 

一 身
 全
く
 推
 譏
し
て
 
國
家
 
社
會
の
 
危
殆
 
を 憂

 ひ、 
之
 を 安

 
I
 

ん
 ぜ
ん
と
す
 

る 熱
血
 
丹
心
の
 
み、 

旣
に
行
 
ひ
 得
べ
き
 
を 行

 ひ、 
爲
し
 
得
べ
き
 
を
な
 
し
た
。
 
斯
 く
し
て
 
そ
の
 
五
 體
は
神
 
儒
 

一 

弗
 三
味
 
一 粒
の
 
練
成
で
 
あ
ろ
。
 
そ
の
 
事
績
 
は
こ
の
 
信
念
の
 
表
現
で
 
あ
る
。
 

曾
 子
 は そ

の
 
疾
め
 
る
に
 
際
し
 
弟
子
 
を 召

ん
で
 
E く、 「

予
が
 
足
 を 啓

け
、
 
予
が
 
手
を
啟
 
け、、 

戰
々
 
兢
々
 
と
し
て
 
深
き
 
沢
 

に 臨
む
 
が
 如
く
 
薄
き
 
氷
 を 履

む
 
が
 如
く
に
 
し
て
 
生
涯
 
を 通

じ
た
。
 
幸
に
 
し
て
 
過
誤
な
 
く
そ
の
 
憂
 を 免

ろ
 

" 
を 得

た
」
 
と、 

こ
れ
 曾
 子
が
 
父
母
に
 
孝
な
 
ろ 所

以
 
を 以

て
、
 「
身
 體
髮
膚
 
之
 を 父

母
に
 
享
く
、
 
敢
て
 
毀
傷
せ
 
ざ
ろ
 
は 孝

の
 
始
め
な
 
り」 と 

. 

斬
く
 
に
し
て
 
孝
道
 
を 全

く
し
 
得
た
 
こ
と
 
を
悅
 
び
て
 
安
心
し
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
孝
心
 
深
き
 
こ
と
 
を
 認
め
 
得
ろ
。
 

ル し
こ
れ
に
 
比
し
て
 
先
生
の
 
心
境
 
を 鑑

み
れ
ば
、
 

そ
の
 
眞
相
を
 
語
ろ
 
も
の
と
 
認
め
 
得
る
 
も
の
に
、
 
日
記
 f
 女 政
 ニ
年
ナ
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晦
日
の
 
記
事
が
 
あ
ろ
。
 「
千
秋
 樂
萬
 
歲
樂
」
 

と 記
し
 
そ
の
 
次
に
 
「
予
が
 
足
 を 開

け
、
 
予
が
乎
 
を 開

け
、
 
予
が
 
書
翰
 
を 見

よ
、
 

予
が
 
日
記
 
を
 見
よ
、
 
戰
々
 
兢
々
 
と
し
て
 
深
淵
に
 
臨
む
 
が
 如
く
、
 
薄
氷
 
を ふ

む
 が
 如
し
」
 

と あ
ろ
。
 
日
記
 
は 天

 保
の
 
中
 ©
 

よ
り
子
 
息
 令
嬢
 
又
は
 
側
近
の
 
人
々
 
に
よ
っ
て
 
筆
錄
 
せ
ら
れ
て
 
居
ろ
 
が、 

先
生
 
在
 館
の
 
時
 は 殆

ど
 
口 校

で
 
あ
ろ
。
 
今
 此
^
 

に 引
用
し
た
 
文
句
 
は 筆

 錄
の
主
 
は 先

生
で
 
あ
ろ
 
こ
と
が
 
明
か
で
 
あ
ろ
。
 
恐
ら
く
 
は 年

末
 
大
晦
日
に
 
子
弟
 
を 招

き
 

日
記
 

の 末
に
 
斯
く
 
記
せ
と
 
命
ぜ
ら
れ
 
た
も
の
と
 
認
 む
ろ
。
 
當
 日
の
 
筆
者
 
は 伊

東
 
發
身
 
で
あ
っ
て
も
、
 
文
句
 
は 先

生
の
 
口
授
た
 

ろ こ
と
が
 
推
忠
 
せ
ら
れ
ろ
。
 

斯
く
て
 
先
生
 
當
 日
の
 
心
境
 
は、 

至
孝
の
 
前
賢
 曾
 子
の
 
語
に
 
封
し
、
 
彼
 は 個

人
と
 
し
て
 
追
 孝
の
 
念
 を 以

て
 
戰
々
 
兢
々
 
た
 

り、 
我
 は 世

 を 憶
 ひ
 國
を
憂
 
ふ
ろ
 
念
に
 
於
て
 
戰
々
 
兢
々
 
た
ろ
 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

彼
 は 肉

 身
の
上
に
 
苦
心
の
 
跡
を
殘
 
し、 

よ， 日
記
 書
翰
の
 
上
に
 
そ
の
 
成
 鑌
を
殘
 
す、 

私
の
 
爲
に
德
 
を 全

く
す
 
ろ
と
、
 
公
の
 
爲
に
德
 
を
 全
く
す
 
ろ
と
の
 
相
 遠
に
 
於
 

て、 
曾
 子
の
 
立
場
と
 
は
^
な
ろ
 
も
の
で
あ
っ
て
、
 
高
遠
な
 
ろ 理

想
 
を
現
實
 
に
し
 得
た
 
ろ 滿

悅
が
 
心
象
と
 
し
て
 
映
し
つ
 

i 

あ
っ
た
 
も
の
と
 
見
 ゆ
ろ
。
 

わた
な 

ベ. fci
 

の 
す
け
 
 

, 

先
生
 
は 安

政
 
三
年
 
二
月
 
二
十
 
三
日
 
御
 普
請
 
役
 仰
 渡
さ
れ
、
 
同
日
 
附
 に
て
 取
締
役
 
渡
邊
棠
 
之
 助
よ
り
 
通
達
 
せ
ら
れ
た
 

二
月
 
附
 先
生
よ
り
の
 
禮
狀
 
に
よ
れ
ば
 
三
十
 
俵
ョ
人
 
扶
持
と
 
あ
る
。
 
御
 普
請
 
役
 格
と
 
い
ふ
 
格
の
 

一 字
が
 省
か
れ
て
、
 
待
遇
 

宫
 よ
り
 
本
官
と
 
昇
進
し
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 
德
望
、
 
識
 H5r 

技
倆
が
 
老
中
 
以
上
で
 
あ
っ
て
も
、
 
經
歷
と
 
家
格
と
 
が
 原
因
し
て
 
漸
 

く 高
等
 
宫
の
 
本
官
と
 
な
っ
た
 
に
過
ぎ
な
い
。
 
W
 し 先

生
の
 
德
望
、
 
識
 兒、 

技
倆
が
 

一 百
姓
よ
り
 
此
處
 
ま
で
 屏
進
 
せ
し
め
 



た
も
の
で
 
あ
ろ
。
 

さい
と 

-フ げん
し 

や 5 
 

, 

榮
眷
に
 
引
か
へ
 
て
 病
勢
 
は 

一 緩
 を
 現
し
つ
 

丄 
一 急
が
 
加
り
、
 

日， <
衰
 弱
が
 
見
え
、
 
壬
 生
の
 
齋
藤
 
玄
昌
は
 
何
回
と
 
な
く
 

迎
、
 
ら， e. て、 

歸
 つ
た
 
そ
の
 
日
に
 
亦
々
 
迎
に
 
行
く
 
と
い
 
ふ
 有
様
で
、
 
片
道
 
九
 里、 

一 日 行
程
の
 
地
か
ら
、
 
玄
昌
 
老
も
不
 

便
 を 押

し
て
 
往
來
 
し
た
。
 

ハ 
大
事
 窮
る
 

九
月
 
十
五
 
日
か
ら
、
 
藥
 取
り
、
 
診
斷
 等
の
 
記
事
 連
續
 
し
て
 
病
狀
 
宜
し
か
ら
 
ざ
ろ
 
こ
と
が
 
見
え
、
 
十
 

ほ 六
日
に
 
は 門

人
 
子
弟
 
を
 開
 發
地
其
 
他
よ
り
 
呼
 寄
せ
、
 
病
勢
 急
を
吿
 
げ
た
の
で
、
 
櫻
 町、 相

 馬、 東
鄕
 等
へ
 
も 通

知
し
 

隨
身
は
 
急
い
で
 
歸
り
、
 
相
 馬
 家
、
 
宇
津
 家
か
ら
 
も 使

者
が
 
来
た
。
 
各
方
 
面
に
 
於
て
 
神
佛
に
 
祈
願
が
 
锰
 め
ら
 
れ
た
。
 
斯
く
 

て
 そ
の
 
十
三
 
日
に
 
は 稍

々
 
快
く
な
 
つ
た
が
、
 
そ
れ
 
は 末

期
の
 
小
康
で
あ
っ
た
。
 
十
五
 
日
に
 
は 再

び
 食
欲
 
不
進
 
と
な
っ
た
。
 

十
九
 
日
に
 
は 舍

弟
三
 
郞
左
衞
 
門
が
 
見
舞
に
 
來
た
 
と
て
 
喜
ば
れ
た
 
が
、
 
二
十
日
 
朝
よ
り
 
大
事
 
急
迫
、
 
巳
の
 
中
 Iwei ち 午

前
 

+
時
頃
 
萬
事
盡
 
き
て
 
白
玉
 
樓
 中
に
 
神
 去
ら
れ
、
 
七
十
 
年
の
 
淨
き
 
生
涯
に
 

一 段
落
 
を
 結
ば
れ
た
。
 

翌
々
 
廿ー 

一日 日
光
 御
門
 
跡
宫
 
よ
り
 
御
 尋
ね
と
 
し
て
 
御
 饅
頭
 
ー
筘
 頂
戴
 
仰
 付
け
ら
れ
た
。
 

安
政
 
三
年
の
 
日
記
の
 
末
尾
に
 
「
畢
」
 
と
い
 
ふ
 
一 字
 を
 記
し
、
 
更
に
 
次
の
 
語
が
 
記
 人
せ
ら
れ
 
て
 あ
る
。
 

先
生
 
伏-, 于

病
 
I 呼， - 門

弟
 
子
-
曰
、
 
鳥
 之
將
，
 
死
 其
 鳴
 也
哀
、
 
人
 之
將
，
 
死
 其
 言
 也
 善
、
 
愼
哉
小
 
子
、
 
勿
 レ欲レ 速

 

欲レ 速
則
亂
 

M 大
事
 
I 勤

 哉
 小
 子
、
 
勿
 レ
倦
矣
 

. 
あ f 

と 
あ
る
。
 
尊
い
 
遣
 言
で
 
あ
ろ
。
 
事
業
が
 
如
何
に
 
千
古
の
 
妙
 典
に
 
據
 ろ
と
 
雖
も
、
 
速
成
に
 
急
れ
-
は
 
急
ろ
 
程
 障
碍
 
を
 生
す
 
る 
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J の
で
 
あ
ろ
。
 

ぼ 
) て
餘
 
り
に
 
沈
着
に
 
過
れ
ば
 
倦
怠
 
を 生

ず
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
事
業
 遂
行
の
 
經
 験
に
 
宮
む
 
も
の
で
 
な
け
 

れ
ズ
、
 
こ
の
 
呼
吸
が
 
分
ら
ぬ
。
 
今
や
 
日
光
 
仕
 法
の
 
順
序
 
立
ち
た
 
ろ も、 

事
業
 
は そ

の
 
端
緒
に
 
就
き
た
 
ろ
に
 
過
 ざ
な
い
 

こ
の
 

誨
吿
の
 

あ
ろ
 

所
以
で
 
あ
ろ
。
 
 

j 

靈
體
は
 
そ
の
 
二
十
 
三
日
、
 
如
來
 
寺
の
 
境
內
 
に
^
 
域
 を 闘

い
て
 
葬
ら
れ
た
。
 
式
 は 寺

院
.
^
 
ケ
寺
、
 

日 暮
に
參
 
集、 

勤
行
 

の 後
、
 
式
の
 
終
了
し
た
 
の は 夜

 九
 ッ
時
卽
 
ち 午

後
 
十
 時. 頃

で
あ
っ
た
。
 
現
に
 
今
 市
町
に
 
鎭
 座
し
 
給
 ふ
報
德
 
二
宮
 神
社
の
 

本
设
 
の
嗲
 方、 

^
泶
 
く
鎭
 
り
ま
す
 
も
の
 
卽
 ち
そ
の
 
墳
墓
で
 
あ
ろ
。
 

ーン 
1 

i
 
 
5
 
 

い 
i5
± 

つみ
 

お ほつ
 

きこ
 

すけ
 

にひ
づ 

ます
け 

ざ 5、
 

後
事
 
は 彌

太
郞
 
尊
 行
 氏
 を
 中
心
と
し
て
、
 

富
 田
高
慶
 
主
と
し
て
 
之
を
拨
 
け、 

伢
 朿
發
萄
 

大
桷
小
 
g 

新
妻
 
助
惣
 

久
保
 
W 周

 助、 
岡
 田 良

 次
 郎
等
の
 
人
々
 
を 以

て
、
 
先
生
が
 
創
定
 
せ
ら
れ
た
 
仕
 法
 雛
 形
 を そ

の
 
儘
に
、
 
^
少
の
 
淀
み
 
も
な
 

く 進
行
し
た
。
 
卽
ち
 
報
德
仕
 
法
の
 
實
現
進
 
涉
に
は
 
何
等
の
 
曲
折
 
は 生

じ
な
か
っ
た
。
 

二 
公
式
 
相
續
 

先
生
の
 
卒
せ
ら
れ
 
た
の
 
は 正

し
く
 
安
政
 
三
年
 
十
お
 
二
十
日
 
、
太
陽
暦
と
 
し
て
 
十
一
月
 
十
七
 
n で

あ
 

る。 
然
 ろ
に
 
家
名
 
は
相
續
 
せ
ら
れ
て
も
、
 

御
 普
請
 
役
と
 
し
て
 
事
業
の
 
公
式
 
相
鑌
 
が
出
來
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
日
光
 
仕
 法
 

の
 責
任
者
が
 
交
迭
 
す
ろ
 
様
で
あ
っ
て
 
は
な
ら
な
い
 
爲
に
 
、
先
生
 
を
 病
氣
 
の. 儘

と
 
し、 

安
政
 
四
 年
 十
 
一 月

に
 
至
り
 
漸
く
 
手
 

績
の
內
 
意
 決
定
し
た
 
り
と
 
見
え
て
 
先
生
の
 
辭
表
を
 
提
出
し
、
 

十一 
一月 三

日
 
之
 を 許

さ
れ
、
 
彌
太
郞
 
氏
 は 御

 #as 役
に
 
界
 

進
し
、
 
日
光
 
奉
行
 
附
 と
な
っ
て
 
仕
 法
の
 
主
任
 責
任
者
と
 
な
っ
た
。
 
斯
く
 
延
び
た
 
の は 日

光
 奉
行
 
附
 と
な
っ
た
 
時
に
、
 
眞
 

岡
 手
 肘
 中
の
 
手
當
 
同
様
に
 
給
與
の
 
旨、 

辭
令
 
面
に
 
附
記
し
て
 
な
か
っ
た
 
爲
 で
あ
っ
て
、
 

一
年
 を 過

し
た
 
後
ま
で
 
も 形

式
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が
 整
は
な
か
っ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

卽
ち
 
安
政
 
四
 年
 十
一
 
月
附
 
に
て
、
 
先
生
の
 
辭
 任
は
認
 
許
せ
ら
れ
、
 
三
十
 
俵
 三
人
 
抉
 持
 は 彌

太
郞
 
氏
に
 
下
さ
れ
、
 
跡
相
糢
 

と
し
て
 
御
 普
請
^
に
 
召
 抱
 
へ
ら
れ
た
 
と あ

ろ
。
 
こ
れ
 等
の
 
書
類
に
 
は 一 一宮 金

 次
郞
 
と
あ
っ
て
 
左
 傍
に
 
巳
 七
十
 
一 歳
と
 
あ 

り、 
二
宮
 
彌
太
郞
 
と あ

る
 
左
 傍
に
 
巳 三

十
 
七
 歳
と
 
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
公
式
に
 
死
亡
し
た
 
屆
 出
が
 
取
扱
 
は
れ
る
 
の は、 

慕
府
 

の
內
 意
で
 
あ
ろ
。
 
安
政
 
四
 年
 十一 

一月 廿
 1 一日 附

、
 
元
締
 渡
 邊
棠
之
 
助
よ
り
の
 
書
狀
 
中
に
 
「金 次

郞
殿
 
病
死
 
御
 屆
之
儀
 
は、 

是
迄
之
 
通
 御
料
 
私
 領
手
廣
 
に 取

扱
 
候
 様
、
 
尊
公
 
様
へ
 
被
 仰
 渡
 相
濟
候
 
上
に
 
て 御

 差
 出
 有
 之
 候
 方
可
然
 
段、 

石
 川
 新
 助
 殿
 

被-, 仰
 聞
 一 候

、
 
左
様
 
御
 承
知
 
可
 
* 有：. 之

 候」 
と あ

ろ
 
廉
 に
よ
り
 
届
出
が
 
延
期
せ
ら
れ
 
た
か
ら
、
 
先
生
の
 
卒
去
 
は 安

政
 
四
 

年
で
 
七
十
 
一 歳
で
 
あ
ろ
と
 
稱
し
、
 
或
は
 
七
十
 

一 歳
と
 
い
ふ
 
屆
書
 
文
字
に
 
よ
り
 
安
政
 
三
年
の
 
卒
去
の
 
間
違
の
 
な
か
っ
た
 
所
 

か
ら
、
 
先
生
 
は 丙

午
で
 
あ
ろ
が
 

一 ケ
年
 
生
年
 
W: を 後

に
 
し
た
な
 
ど
と
 
傳
 
へ ら

れ
 
ろ。 

ホ
 
供
養
 

先
生
 
卒
去
の
 
報
が
 
傳
 は
ろ
 
や、 

仕
 法
の
 
恩
 を 受

け
た
 
も
の
 
各
地
に
 
佛
事
 
供
養
 
を 行

っ
た
。
 
中
に
 
も 小

 m 

原
に
 
於
け
 
ろ 門

人
 
等
 十一 

一月 三
日
 
三
乘
 寺
に
 
集
り
、
 
豐
田
、
 
栗
 原、 

山
^
、
 
久
野
村
 
政
藏
等
 
十
一
 
人、 

法
號
 
不
明
に
 
つ 

き
如
來
 
院
と
號
 
け、 

讀
經
 追
悼
 
を 行

 ひ、 
竹
 松
 村
 廣
吉
、
 
幸
 内
 を 名

代
と
 
し
て
 
遣
す
 
こ
と
と
 
し、 

四：^ 附
の
書
 
狀
を
携
 

へ 兩
人
は
 
十
二
 
W: 廿

 六
日
 
今
 市
に
 
到
着
し
た
。
 

そ
の
 
文
 首
の
 
中
に
 
「
先
生
 
御
 在
世
 之
砌
、
 
都
て
 
小
 E 原

 之
 =1 は 何

に
 
よ 

ら
ず
味
 
ひ
よ
 
き
ょ
し
 
度
々
 
伺
候
 
儀.^ 有

 之
、
 
夫
 彼
 思
 ひ
く
ら
 
ベ、 

御
 石
碑
の
 
石
 
一 同
よ
り
 
献
納
 
仕
度
 
申
 合
 候
 間
」
 
と あ 

る。 
十
二
月
 

4- 日
は
&
 
明
で
 
あ
ろ
。
 
墓
 印
に
 
就
て
も
 
協
議
の
 
あ
っ
た
 
箬
、
 
こ
の
 
際
 廣
吉
と
 
協
議
の
 
上
 伊
豆
 
石
と
^
 
め、 



を
の
 
寸
法
 霊
 
面
 S
 
し、 
碧
 
は I
s
 
な
ら
ず
 
と 5
 
市
に
 
て
 S
 

ろ こ
と
と
 
し
た
。
 
斯
く
て
 
三
月
 
四
日
 
f
 

松
 石
に
 
て
 碑
石
 
出
來
、
 
遠
か
ら
ず
 
江
戸
 
出
帆
と
の
 
通
知
が
 
あ
り
、
 
四
月
 
二
日
 
壬
 生
 着
岸
、
 
四
月
 
十
七
 
日 今

 市
 到
着
 

尙
 

叉
 法
名
 碑
 面
 §
 文
字
 
は、 

相
 馬
 中
 村
、
 
西
 光
寺
 
和
尙
に
 
依
賴
 中
の
 
I
 

月 廿
ー
曰
 
太
 田 塞

持
參
 
し
た
。
 
W
 し 愈

々
 
完
 

成
し
た
 
の
 は 筆

 
四
月
の
 
こ
と
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 
廿
曰
 
如
來
寺
 
以
下
 
七
 人
の
 
僧
に
 
て 開

眼
 
供
養
が
 
行
 は
れ
た
。
 

先
生
の
 
霞
 
i
 
に
つ
い
 
5
、
 
先
 I
 
大
事
に
 
及
ん
だ
 
時、 旣

に
 
門
弟
 
間
の
 
重
要
 
I
 
題
で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
 
は
報
德
 

仕
 法
の
 
I
I
 
力
 
こ
と
で
 
も あ

り
、
 
追
憶
の
 
至
情
か
ら
 
で
も
 
あ
っ
ち
 
先
生
の
 
御
 在
世
中
 
は 仕

 法
が
 
醫
に
當
 
面
 

す
ろ
 
と
も
、
 
先
生
の
 
直
接
 
指
導
に
 
よ
っ
て
 
苦
 も
な
 
く 解

決
し
た
 
が、 今

後
 
は 如

何
に
す
べ
き
 
か、 

山
と
 
f
 
れ
た
仕
 
法
 書
 

i
 

ま
あ
ろ
 
が、 隨

時
 
1 々

之
に
 
親
し
み
 
得
ろ
 
も
の
で
 
は
な
い
。
 
況
ン
ゃ
 
遠
隔
の
 
門
 生
 は 如

何
と
 
も
す
 
る こ

と
 
カ
出
來
 
f
 
 
t
 

义
 多
數
 
の 門

 生
の
 
中
に
 
て
 先
生
の
 
囊
の
全
 
f
 
知
れ
ろ
 
も
の
 
S
 
で
あ
ろ
。
 
而
し
 
5
I
S
 

先
生
の
 
生
涯
 
8
 

. 験
が
 
悉
く
 
こ
の
 
驚
 
を 解

決
し
た
 
の
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
將
來
の
 
仕
 S
 
先
生
の
 
體
 f
 
規
範
と
 
し 5
 
實
に
之
 
を S

V
-
 

ろ 外
に
 
f
 
な
い
。
 
故
に
 
先
生
の
 
I
I
 
募
し
 
先
生
 
ま
 
上
 S
 
活
 し
て
 
曰 常

の
 
指
針
と
 
し、 
i
s
s
 
記
念
と
 

も
し
た
い
。
 

然
る
に
 
先
生
の
 
許
に
 
奢
ず
 
S
5
K
 
け、 

そ
の
 
敎
 S 正

 5
 
ま
 
t
s
l
 

太
郞
 
氏
.
？
 
心
と
 
す
ろ
 
ま
 

で
あ
ろ
 
が
、
 
何
れ
も
 
當
面
 
の
 仕
 法
 任
務
が
 
あ
ろ
の
で
 
執
筆
の
 
暇
が
な
い
。
 
依
て
 
江
戶
舊
 
記
の
 
著
者
に
 
し
て
、
 
先
生
.
 か
 

生
前
 
謹
し
 

^
を
 
招
き
 
、
二
宮
 
彌
太
 
郞、 

富
田
久
 
助、 
齋
棄
之
 
助
 一二 氏

に
 
小
 田 又

 ま
 
加
へ
 
て
 過
去
 
を 追
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. 憶
し
、
 
見
聞
 
を 語

り
 會
ひ
、
 
先
生
の
 
生
涯
 
を 座

 間
に
 
復
活
し
て
 
叙
述
の
 
资
 と
な
し
た
。
 
然
 ろ
に
 
靜
軒
容
 
易
に
 筆
 を 下

さ
 

ず、 
諸
士
 
の
餐
責
 
に
よ
っ
て
 
已
む
 
な
く
 
脫
 稿
し
た
 
ろ も

の
々
 
兌
れ
ば
、
 
文
章
 
は 頗

る
 
流
麗
で
 
あ
り
、
 
記
事
 
亦
耍
を
 
得
た
 
る 

も、 少
し
も
 
S 具に

 迫
ろ
 
も
の
が
な
い
、
 

富
 田 氏

 之
 を 評

し
て
 

一 篇
の
傳
 
記
 湯
 を
莕
 
む
が
 
如
く
、
 
何
等
 精
祌
の
 
躍
動
す
 
る も 

の
が
な
い
。
 
依
て
 
喪
 屮
謹
愼
 
の 意

を
體
 
す
る
 
間
に
と
 
て、 

一
切
の
 
客
 を 謝

し
て
 
二 氣

呵
成
 
翰
 

を
展
 
ベ
て
 
初
 稿
 を 草

し
 

た。 
實
に
 
安
政
 
三
年
 
十
一
月
 
二
日
で
 
あ
ろ
。
 
後
 之
 を 公

に
 
せ
ん
こ
と
 
を
慫
慂
 
す
ろ
 
も
の
 
多
き
 
を 以

て
、
 
翌
年
 
野
 州
 湯
 西
 

川
の
 
温
泉
に
 
て、 

病
 を 養

 ひ
つ
 

A 改
 刪
し
た
。
 
報
德
 
記
八
卷
 
が
そ
れ
 
で
あ
ろ
。
 
然
れ
 
ど
も
 
尙
资
料
 
を 鬼

 集
し
て
 
完
璧
と
 

な
さ
ん
 
と
し
た
と
 
見
え
、
 
各
方
 
面
に
 

一 代
 記
 編
纂
 资
 料
の
 
送
 附
方
を
 
依
頼
し
た
。
 
安
政
 
五
 年
 栗
 原
祐
藏
 
よ
り
、
 
一 一宮 家

へ
 

遣
し
た
 
書
狀
 
に
も
 
そ
れ
に
 
關
 す
ろ
 
侗
條
が
 
あ
ろ
。
 
併
し
 
報
德
記
 
は
こ
の
 
要
望
に
 
適
 ふ
 唯
 
一 の

傳
 
記
と
 
し
て
 
貽
 さ
れ
た
。
 

四
 

曰 光
 仕
 法
の
 
續
行
遨
 
に
 事
業
の
 
概.^ 

先
生
 
大
息
に
 
罹
ろ
 
や
 尊
 行
 氏
 仕
 法
の
 
事
 を 代

行
し
 
先
生
の
^
 
狀
 如
何
に
 

拘
ら
ず
 
事
業
 
は 進

行
し
た
 
、第一 

一
年
な
 
ろ 安

政
 
元
年
の
 
開
發
は
 
三
十
 
八
ケ
村
 

開
發
 
反
別
 
六
十
 
町
 三
 反
餘
、
 
こ
の
 
入
用
 
金
 

四
百
 
七
十
 雨、 餘、 用

水
堀
 
等
 三
千
 
八
 百
 八
十
 
丸
 問、 年

賦
 
貸
付
 其
 他
 總
計
金
 
七
 百
 贰
拾
贰
 
雨
餘
、
 
翌
 一 一年 は 四

十
 
一 ー
ケ
村
 

に 亙
り
、
 
四
十
 

一 町
歩
の
 
開
發
、
 
川
 除
 等
實
に
 

一 萬
 千
 五
 百
 一 一十一 

一間 其
 他
 開
發
費
 
合
計
 
金
 五
 百
 八
 拾
 八
兩
餘
 
で
あ
る
 
•  _ 

特
に
 
安
政
 
二
 年
に
 
は
淼
 村
の
 
钍
 法
が
 
始
め
ら
れ
た
。
 

こ
の
 
钍
法
 
は
翌
 安
政
 
三
年
に
 
着
手
 
せ
ら
ろ
 

A 千
 本
木
の
 
仕
 法
と
 

共
に
 
日
光
 仕
 法
 中
 特
筆
す
べ
き
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
卽
ち
 
日
光
 
御
 神
 領
の
仕
 
法
 は 主

と
し
て
 
開
發
钍
 
法
で
あ
っ
て
、
 
荒
 地
の
 

開
發
 
と
こ
れ
 
に 要

す
ろ
 
用
 排
水
 
逍
路
 
橋
梁
 
等
 を 主

と
 
す
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
が
、
 
極
 難
 困
窮
 
人、 

借
財
 
憒
還
 
一
村
 取
 直
 等
の
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仕
 法
を
饮
 
求
す
 
ろ も

の
が
 
甚
だ
 
多
い
。
 

一 々
之
に
 
應
 ず
ろ
 
は K

 り
な
き
 
こ
と
で
 
あ
り
、
 
资
財
も
 
指
導
員
 
も 不

足
勝
な
 
現
 

在
 二
て
 之
に
 
着
手
す
 
ろ こ

と
の
 
難
き
 
は 云

 ふ
ま
で
 
も
な
い
。
 
さ
り
と
 
て 全

然
 之
 を
傍
觀
 
す
ろ
 
譯
に
は
 
行
か
な
い
。
 
依
て
 

極
め
て
 
熱
心
な
 
ろ 

一 一 一 ケ
村
を
 
選
ん
で
 
之
に
 

一 村
 仕
 法
 を 行

 ひ、 
之
 を 模

範
 例
と
 
し
て
 
眞
摯
 熱
誠
な
 

ろ も
の
に
 
封
し
 
時
 

機
 を 見

て
 
仕
 法
 を 講

ず
ろ
 
は 最

も
 
必
要
な
 
こ
と
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
先
 づ
淼
村
 
を 選

び
、
 
翌
年
 
千
 本
木
 
村
 を 選

^
し
た
 
の
で
 

あ
ろ
。
 

特
^
 
扱
と
 
し
た
 
轟
 村
に
 
は 安

政
 
二
 年
に
 
着
手
し
、
 
千
 本
木
に
 
は
翌
 
三
年
に
 
着
手
し
た
。
 
荒
 地
 起
 返、 

用
水
堀
 
道
普
請
 

は
 全
般
的
 
開
發
仕
 
法
に
 
異
ら
 
な
い
 
が
、
 
難
 村
 舊
復
の
 
仕
 法
と
 稱
 し
て
 
灰
 小
屋
、
 
木
 小
屋
、
 
新
規
 
屋
极
替
 
よ
り
、
 
極
 難
 困
 

窮
人
取
 
立、 

本
業
 出
精
 
奇
特
 
人
 御
 取
 立
 人
 札
 を 始

め
、
 
無
 利
 足
 年
賦
 貸
付
 
等
 
一
村
 取
 直
 仕
 法
 を
 行
 ふ
の
で
 
あ
ろ
。
 
森
 村
 

は 高
 百
 一 一十 

一 石、 
戶
數
 
五
十
 
軒
の
 
村
が
 
約
 半
減
し
て
 
居
ろ
 
の
で
、
 
先
づ
 
安
政
 
一 一

年
に
 着
手
し
た
。
 
荒
 地
 開
發
は
 
五
町
 

餘
、
 
道
路
 
改
修
 
は 三

百
 
五
十
 
問、 

用
水
 
千
 五
百
餘
 
間、 其

 支
出
 總
計
 
金
百
贰
 
兩
餘
、
 
翌
 三
年
に
 
は 

一 町
 三
 反
餘
の
 
開
發
、
 

五
 百
 間
の
 
用
水
 
等
に
 
金
 百
 壹
兩
許
 
を 投

じ
た
。
 

千
 本
木
 
村
 は 高

 百
 六
十
 
六
 石
餘
、
 
四
十
 
軒
の
 
村
 方
 二
十
 
九
 軒
に
 
減
じ
た
。
 

一
村
 式
 仕
 法
の
 
懇
願
に
 
よ
り
 
安
政
 
三
年
 之
 

に 着
 乎
し
、
 
荒
 地
 開
發
、
 
用
惡
水
 
道
路
 施
設
、
 
出
精
 
奇
特
 
人
 入
札
、
 
灰
 小
屋
 
普
請
 
等
 合
計
 
金
 六
 拾
 壹
兩
餘
 
で
あ
ろ
。
 

轟
、
 
千
 本
木
の
 
ニ
ケ
 
村
の
 

一 村
 式
 仕
 法
 は 引

 づ
ノ
き
 
行
 は
れ
ろ
 
が
、
 
他
の
 
町
村
と
の
 
相
 遠
 は 指

導
者
の
 
巡
回
の
 
繁
き
 

こ
と
で
 
あ
る
。
 

一 ヶ
月
 
多
き
 
は 一 一十 數

日
、
 
少
 き
も
 
十
數
日
 
巡
回
し
、
 
毎
月
 
一 一 一回 村

の
 
集
會
を
 
開
き
て
 
指
導
 
を
な
 
し 



同词 文. 萬 同 同 同 同 同安嘉 
年 

久延  政 永 

S 二 元元 六 五 四 三 二 元 六 次 
年年 年年 年年 年年 尔 年年 

重
要
事
項
の
 

協
議
 

を
な
 

す。
 

安
政
 

羣
の
仕
 

法
 

S
 

括
 

は、
 

貸
付
金
の
 

返
 

I
 

に 
仕
 

雲
 

財
の
 

f
 

金
旮
 

S
K
I
t
 

て、
 

開
 

發
仕
法
 

こ 

投
じ
た
 

ろ 
1
 

出
 

五
 

百
認
、
 

贷
 

付
金
眷
 

I
 

四
兩
餘
 

で
あ
る
。
 

こ
の
 

年
 

先
生
 

は
？
 

ら
れ
 

た
が
 

仕
 

ま
 

f
 

こ
よ
 

ろ 
も
の
な
 

ろ 
を 

以
て
 

何
 

謹
 

動
す
 

ろ 
所
 

は
な
い
。
 

故
に
 

更
 

め
て
 

嘉
永
六
 

年
よ
り
 

爆
 

四
 

年
 

卽
ち
明
 

冶
 

元
年
 

二 
至
ろ
 

土
、
 

年
間
に
 

於
け
 

ろ
報
德
 

仕
 

法
 

金
 

受
人
藝
 

並
に
 

仕
ぁ
 

支
出
 

I
、
 

開
 

田
地
 

積
，
 

列
記
し
て
 

£
s
 

進
の
 

f
l
 

す
 

こ 

と
と
す
る
。
 

開 E 地
積
 
も 

二
十
 

一 
町
步
餘
 

六
十
 

町
步
餘
 四
十
 

一 
町
歩
 

餘
 

二
十
 

n 一町
 

步
餘
 

二
十
 

九 
町
歩
 

餘
 

一 U 
十
四
 

町
步
餘
 

二
十
 

一 
町
步
餘
 

HI
 

十
 

S 
町
步
餘
 

四
十
 

二 
町
步
餘
 

S 
十
八
 

町
歩
 

餘
 

十
九
 

町
步
餘
 

仕 
法 

金 
總
受
入
 

額 

參
 

七 
拾
雨
餘
 八 
百 

拾
 

壹
兩
餘
 八 
百 

拾
 

五
兩
餘
 

九
百
贰
 

拾
兩
餘
 千 
百 

五 
拾
 

八
兩
餘
 

九 
百 

拾
 

八
兩
餘
 

八 
百
 

八 
拾
 

六
兩
餘
 

千 
五 

拾
 

七
兩
餘
 

千
 

百
 

五 
拾
 

六
兩
餘
 

千 
五 

百 
七 

拾
 

四
兩
餘
 

千 
參
百
九
 

拾
 

四
兩
餘
 

仕
 

法 
施
設
 

支
出
額
 

參
百
 

六
兩
餘
 五 

百 
七 

拾
 

八
雨
餘
 

五 
百 

八 
拾
 

八
兩
餘
 

五 
百
兩
餘
 

四
百
 

參
拾
 

九
兩
餘
 

參
百
八
 

拾
兩
餘
 四
百
 

四 
拾
 

參
兩
餘
 

五 
百
參
拾
 

七
兩
餘
 

四
百
 

參
拾
 

贰
兩
餘
 

六 
百
 

六 
拾
 

九
兩
餘
 

甙
百
六
 

拾
 

五
兩
餘
 

貧
 

付 
金
額
 

六 
拾
 

參
兩
餘
 百
 

四 
拾
 

四
兩
餘
 

甙
百
贰
 

拾
 

六
兩
餘
 #
 

百
贰
拾
 

四
兩
餘
 

五 
百
兩
餘
 

五 
百
參
拾
 

七
兩
餘
 

參
百
九
 

拾
 

四
兩
餘
 

四
百
 

八 
拾
 

九
兩
餘
 

七 
百
甙
拾
 

ra
 

兩
餘
 

五 
百 

八 
拾
 

九
雨
餘
 



g 同 同 同慶 

~  應 治 

の 四 三' 二 元 7U 数 

字 年年 年年 年 

十
四
 
町
步
餘
 

九 町
歩
 

二
十
 五
町
 步
 

二
十
 九
町
步
 

五
町
 步
餘
 

千
 六 百

 拾
 九
雨
餘
 

千
 六 百 六 拾

 七
雨
餘
 

千
 七 百

贰
拾
 
八
雨
餘
 

千
 五 百

甙
拾
 
五
兩
餘
 

六 百
 六 拾

兩
餘
 

參
百
四
 
拾
 八
兩
餘
 

八 百 壹
兩
餘
 

六 百
 八 拾

 壹
兩
餘
 

八 百 貳
拾
 
四
兩
餘
 

百
 六 拾

 壹
兩
餘
 

七 百 參
拾
贰
 
^
餘
 

八 百 八 拾 六
兩
餘
 

千
 四 拾

 七
兩
餘
 

七 百
兩
餘
 

四
百
 參
拾
 
五
兩
餘
 

I
0
f
 
 

養
 
養
り
、
 
l
i
i
 

以
上
 
十
六
 
年
間
の
 
事
業
 
を
總
覽
 
す
ろ
 
に 

1 、 
開
發
 
地
積
 總
計
 
四
百
 
八
十
 
三
 町
 七
 反
 一 一 畝 十

三
 
步
 

荒
 田
畑
 
再
興
 
 

四
百
 
三
十
 
八
 町
 五
 反
 五
 畝
 一 一十 六

 歩
 

二、 
 

土 

內
ー
 新
田
 
畑
開
發
 

杉
 檜
植
込
 木 

堤
 

防
 

用
惡
水
 

二
十
 
五
町
 

一 反
 七
 畝
 十
七
 
步
 

十
九
 
町
 九
 反
 八
 畝
 二
十
 
九
 歩
 

千
 五
 百
 四
十
 
五
 間
 

百
 七
十
 
六
 組
 

十
 1 一

ヶ
所
 

1 一 萬 九
 千
 四
百
 
八
十
 
五
 間
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古
 

堀
俊
渫
 筧 

ガ 
BI
 

內 橋
梁
 新

道
 

開
鑿
 道
路
 

修
繕
 

三、
 

窮
民
 

取
 

立
直
 

f
 潰 式

 取
 立
 新
 家
作
 

， 

出
精
 

奇
特
 

人
 

褒
賞
 

困
窮
 

救
助
 

肥
 

代
 

農
 

馬
 

買
 

入
 

代
 

借
財
 

返
濟
質
 

地
受
戾
 

- 屋
极
替
 

馬
屋
 

灰.
^ 

屋
修
 

f"
 

內 

一 
一 萬
 

三
千
 

三
百
 

十
 

間
 

七
ケ
所
 

七
ケ
所
 

五
ケ
所
 

三
十
 

ケ
所
 

千
 

七
 

百
 

五
十
 

一 
間
 

七
 

千
 

六
 

百
 

十
 

間
 

九
戶
 

八
 

百
 

九
十
 

四
 

人
 

八
 

百
 

七
十
 

五
 

人
 

無
 

利
 

貸
付
 

五
 

千
 

百
 

二
十
 

八
 

人
 

四、
 

經
費
驄
 

額
 

金
 

壹
萬
六
 

千
 

四
百
 

五
 

兩
甙
分
 

永
 

五
 

拾
 

五
 

文
 

九
分
 



で
あ
ろ
。
 
斯
 く
し
て
 
最
初
 
調
査
し
た
 

ろ 荒
 地
 九
 百
 三
十
 
四
 町
 八
 畝
 歩
に
 
對
し
、
 
全
 十
 五
ケ
 
年
間
に
 
し
て
 
そ
の
 
過
半
 
を
完
 

成
し
 
蔸
 格
に
 
適
合
し
た
 

ろ 成
績
 
を
擧
げ
 
得
た
 
ろ も

の
で
 
あ
ろ
が
、
 
最
初
 
は
资
財
 
乏
し
く
 
僅
に
 
四
百
 
兩
に
 
足
ら
 
ざ
り
 
し
も
 

の、 
末
年
に
 
は そ

の
 
約
 四
 倍
 を 得

る
 
に 至

っ
た
 
か
ら
、
 
こ
の
 
通
り
に
 
て 契

約
 
年
限
 
を
經
過
 
す
れ
ば
、
 
完
全
に
 
所
定
の
 
目 

的
 を 達

し
、
 
更
に
 
契
約
 
以
上
の
 
效
眾
 
を
擧
げ
 
得
べ
き
 
こ
と
 
は 明

か
に
 
推
測
す
 
ろ こ

と
 
を 得

べ
 
き
で
 
あ
る
。
 

仕
 法
 金
に
 
就
て
 
は 先

生
の
 
納
入
し
た
 

ろ 小
 田 原

 返
金
 參
千
 
兩
、
 
先
生
の
 
積
立
金
 
甙
 千
兩
、
 
相
 馬
よ
り
 
納
入
し
た
 

ろ 五
 

千
兩
、
 
I
s
l
.
s
l
l
s
l
、
 
直
 ̂
I
K
I
l
s
f
 
等
の
 
預
金
 
利
子
、
 
無
利
息
に
 
て
贷
 
付
け
た
 
ろ
年
牍
 
金
の
 
納
人
 
s
 ち K

 加
 

金
が
 
あ
っ
て
、
 
年
々
 
に
资
 財
が
 
増
進
し
、
 
終
に
 
年
々
 
壹
千
兩
 
を
 超
 ゆ
ろ
 
に 至

っ
た
。
 

一 村
 式
 仕
 法
 卽
ち
相
 
馬、 

下
 館
 等
に
 施
行
し
た
 
方
法
 
は、 

蟲
 村
と
 
千
 本
木
 村
と
 
に 止

め
た
 
が
、
 

一 ケ
年
 早
く
 着
手
し
 

た
 森
 村
 は 成

鑌
顯
 
著
に
 
し
て
、
 
極
 難
 窮
民
と
 
し
て
 
取
扱
 
ふ
べ
き
 
も
の
 
は、 

文
久
ニ
 
年
に
 
三
人
に
 
减
じ
、
 
慶
應
ニ
 
年
に
 
は 

仕
 法
 完
了
す
 
ろ 見

込
が
 
明
瞭
に
 
な
っ
た
 
の
で
、
 
文
久
 
三
年
よ
り
 
千
 本
木
に
 
力
 を 致

す
 
に 至

っ
た
。
 
然
し
て
 
將
來
 
全
領
に
 

一
村
 式
 仕
 法
 を 普

及
せ
 
し
め
ん
と
 
し
た
 
念
願
 
は、 

幕
末
 
多
端
の
 
影
響
 
を 受

け
て
 
轟
、
 
千
 本
木
の
 
ニ
ケ
 
村
の
 
み
に
 
て 終

つ
 

た
の
で
 
あ
ろ
。
 

一 般
に
 
年
々
 
の 事

業
に
 
封
し
 
時
々
 
障
碍
が
 
起
り
、
 
殊
に
 
水
利
 
土
工
に
 
於
て
 
は 洪

水
 
早
 魃
 等
に
 
遭
 ふ
こ
と
 
が
少
 
く
な
い
。
 

斯
ろ
 
場
合
に
 
は 幾

度
 
に
て
も
 
そ
の
 
救
 濟
を
惜
 
ま
ず
、
 
再
發
を
 
行
っ
た
。
 
西
 川
 村
な
 
ど
に
 
は そ

の
 
例
が
 
少
 く
な
い
 

ま
た
 

j 般
に
 
肥
料
 
代
の
 
赏
付
、
 
出
精
 
人
の
 
賞
與
、
 
病
災
の
 
救
助
、
 
生
活
 
取
繼
 
ぎ
の
 
助
成
 
を 怠

ら
な
い
 
ノ
 



1 
年
 

を 
通
じ
て
 

報
德
 

役
所
の
 

作
業
と
 

す
ろ
 

所
 

は 
先
 

づ
镇
內
 

廻
 

村
に
 

よ
っ
て
 

施
設
の
 

必
要
 

を 
知
り
、
 

そ
の
 

發
 

業
の
 

成
鎮
 

を
 

査
察
し
、
 

指
導
と
 

獎
勵
 

と
に
 

こ
れ
 

日 
も 

足
ら
な
か
っ
た
。
 

斯
く
て
 

領
內
の
 

民
衆
 

は
報
德
 

役
所
に
 

全
 

信
賴
と
 

敬
服
と
 

を
 

拂
ひ
、
 

無
利
息
 

年
賦
 

金
の
 

如
き
 

は 
滞
納
者
 

は 
殆
ど
 

無
か
っ
た
。
 

五
 

幕
末
の
 

情
勢
と
 

ぼ 
光
 

仕
 

法
の
 

終
末
 

ペ
ル
リ
の
 

渡
來
 

も、
 

安
政
の
 

大
獄
 

も 
ゝ
文
久
 

の
將
軍
 

上
洛
 

も、
 

W
 

村
匡
濟
 

を
當
 

面
の
 

分
限
と
 

す
ろ
 

報
 

德
仕
法
 

役
所
の
 

任
務
に
 

直
接
 

關
 

係
は
な
か
っ
た
。
 

併
し
 

こ
の
 

大
勢
 

推
移
の
 

結
果
 

は
 

影
響
 

を
受
 

け
な
い
で
 

は 
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

そ
れ
 

は 
藩
 

政
 

は 
素
よ
り
、
 

幕
府
の
 

財
政
の
 

上
に
 

根
本
的
 

打
 

擊
を
與
 

へ、
 

思
想
 

的
に
 

幕
 

府
の
 

全
權
に
 

破
綻
 

を
來
 

し
た
。
 

仕
 

法
 

上
に
 

及
ぼ
し
た
 

直
接
的
な
 

ろ 
も
の
 

は 
蝦
夷
 

開
 

發
と
關
 

東
 

荒
 

地
の
 

開
發
 

で
あ
り
、
 

終
 

に 
世
局
の
 

變
遷
は
 

幕
府
の
 

倒
壤
 

と
な
り
、
 

日
光
 

仕
 

法
の
 

終
末
 

を
も
餘
 

儀
な
 

く
し
た
。
 

ィ
 

蝦
夷
 

開
發
 

蝦
夷
 

開
發
 

は
外
寇
 

防
禦
、
 

北
邊
 

守
護
の
 

意
義
よ
り
 

發
 

生
し
た
。
 

嘉
永
六
 

年
 

六
月
、
 

米
 

艦
 

渡
 

來
以
來
 

P 
シ
ァ
戰
 

艦
の
 

南
下
が
 

あ
ろ
。
 

北
 

邊
鈸
鎗
 

守
備
の
 

必
要
と
、
 

莫
大
な
 

ろ
國
防
 

費
の
 

支
出
と
 

に 
惱
ん
だ
 

幕
府
 

は、
 

北
 

地
の
 

開
拓
に
 

今
更
の
 

如
く
 

氣
 

付
き
、
 

國
內
の
 

荒
 

地
 

開
墾
に
 

も
少
 

か
ら
 

ざ
ろ
 

注
意
 

を
拂
 

ふ
に
 

至
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

邊
 

防
の
 

fr
sl
 

ま 

北
 

地
 

移
民
と
 

相
 

待
た
ね
ば
、
 

持
久
の
 

策
と
 

な
す
こ
と
 

を
 

得
な
い
 

の
で
、
 

移
民
と
 

開
拓
と
 

を 
司
 

掌
す
 

ろ 
技
術
者
 

を 
求
め
て
 

先
生
に
 

白
羽
の
 

矢
 

を 
放
っ
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

幕
府
の
 

御
 

普
請
 

役
と
 

し
て
の
 

先
生
 

は、
 

當
然
 

詮
議
に
 

上
ろ
 

べ
き
 

候
補
者
で
あ
っ
た
。
 

依
て
 

安
政
 

二
 

年
 

三
月
、
 

箱
 

館
 

奉
 

行
よ
り
 

御
 

勘
定
 

奉
行
へ
 

交
渉
 

あ
り
、
 

御
 

勘
定
 

奉
行
 

堀
 

辙
部
正
 

は、
 

山
 

内
 

總
左
衞
 

門
の
 

芋
を
經
 

て、
 

先
生
に
 

北
逡
 

開
拓
の
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^. 
な
聽
 か
し
め
 
た。 

先
生
よ
 
曰 光

 仕
 法
 着
手
 
早
 さ
あ
り
、
 
特
に
 
近
 來
籠
を
 
失
し
、
 
到
底
 其
 任
に
 
堪
ゅ
.
 へ
か
ら
 
ざ
き
 
を
 以
て
し
ち
 

而
し
 
5
 
し 先

生
に
 
養
 
あ
ら
ば
、
 
門
人
 
中
の
 
然
 ろ
べ
 
t
?
 

い
ふ
に
 
對
し
 
s
、
 
 ？
手
 
離
し
て
 
習
の
 
立
場
 

こ 於
て
 
任
に
 
堪
 ゆ
ろ
 
も
の
が
な
い
 

と 答
へ
 
た。 

そ
の
 
門
人
 
中、 「

新
規
の
 
場
所
へ
 
遣
し
、
 
成
功
 
を
霸
 
程
の
 
も
の
 
ー
兩
ノ
 

相
 選
み
、
 
名
前
 書
差
 出
 候
 様
」
 
と
い
 
ふ f
 
が
あ
っ
た
 
が
、
 
手
許
で
 
あ
ら
ば
 
籠
も
な
 

く 取
 5
 
技
 f
 
以
て
 
居
ろ
 
力 

新
 

の 場
所
へ
 
遣
す
 
こ
と
 
は 千

萬
覺
 
束
な
い
 
と 答

へ
 
た
 

こ
れ
で
 
幕
府
 
も 如

何
と
 
も
し
 
難
く
、
 - 

一
時
 沙
汰
 
止
と
 
な
っ
た
 
が
、
 
こ
れ
 
は 命

令
 
を 

一
時
 中
止
し
た
 
の
み
で
、
 
北
 地
の
 

開
拓
 
は 決

し
て
 
休
止
す
 
ろ こ

と
 
は
出
來
 
な
い
。
 
そ
の
 
S
S
 

四
 年
 七月、. 

竹
內
下
 
.
1
 
よ
り
、
 
伊
§
 
身、 

新
 穿
 

惣
の
 
一 一人 

「
殿
 夷
 地
 1
 
に
付
雾
 
之
 內
御
雇
 
被
 仰
 付
 i
s
 

無
 之
 候
 哉
」
 
と
い
 
ふ f
 
が
 相
 i
 

に 下
つ
 

た
、
 
之
に
 
對
 し
て
 
新
妻
 
一
人
 御
 雇
 被
 仰
 付
 度
と
 
い
ふ
 
回
答
 
を
 八
月
 
十
九
 
日
に
 
發
 し
た
。
 
次
で
 
十
 
一 月 十

 
一 日 {

么
 式
 I 

御
 §
 
辭
令
 
臭
け
 

ろ 様
に
な
り
、
 
引
續
 
い
て
 
同
藩
の
 
佐
々
 
木
 長
左
衞
 
門、 

大
友
新
 
六
の
 
兩
人
 
f
 
せ
ら
 
ォ 

同
 矛
 

彼
 地
に
 着
し
、
 
愈
々
 
銪
館
 附
近
の
 
開
墾
に
 
着
手
す
 
ろ
に
 至
っ
た
。
 
 

" 
a 

關
東
荒
 
地
 塁
 
御
 S
 
德
川
 
幕
府
の
 
財
政
 
は、 

文
久
慶
 
應
の
 
頃
に
 
於
て
、
 
隠
と
 
內
政
 
紛
糾
と
、
 
自
然
と
 
人
爲
 

と
の
 
災
厄
 
璧
す
 
ろ
に
 
及
ん
で
 
益
々
 
窮
乏
|
 
し
た
。
 
こ
の
 
際
 ■
 
な
ろ
 
S
I
-
 
と
し
て
、
 
ま
た
 
永
久
 
的
 基
礎
 案
と
 
し 

て
 公
 料
 及
 I
 
種
 
地
 先
 等
の
 
荒
野
 
I
f
 

ろ を I
 
と
し
、
 
そ
の
 
首
 I
 
の 

一 人、 勘
秦
行
 
小
 栗
 下
總
 守
の
警
 



が
 用
 ひ
ら
れ
、
 
小
 栗
 は 直

に
 
關
 東
に
 
召
 歸
 さ
れ
、
 
關
柬
荒
 
地
の
 實
地
 踏
査
 
を 命

ぜ
ら
れ
た
。
 

荒
 

地
 

開
墾
の
 

技
術
者
と
 

し
て
の
 

一 
一宮
 

流
 

は、
 

撿
地
 

技
術
者
と
 

し
て
の
 

伊
奈
 

流
と
 

共
に
、
 

幕
府
 

勘
定
 

方
に
 

於
け
 

ろ 
一 

ー專
 

門
 

家
で
あ
っ
た
。
 

依
て
 

慶
應
ー
 

一年
 

六
月
 

十
四
日
、
 

小
 

架
下
總
 

守
の
 

命
を
帶
 

び
た
 

急
使
が
 

日
光
に
 

遣
 

は
さ
れ
 

た。
 

卽
ち
彌
 

太
 郞
氏
は
 
三
 左
衞
門
 
以
下
 
一 行

 五
 人、 

十
八
 
日
に
 
出
府
し
た
。
 

用
命
 
は
關
柬
 
開
發
の
 
事
で
あ
っ
た
。
 
日
光
 開
發
が
 
半
途
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
手
 廻
り
 
兼
ね
る
 
と
斷
 
つ
た
が
、
 
門
人
に
 
從
事
 

さ
せ
て
 
よ
い
か
ら
 
と 押

し
て
 
命
ぜ
ら
れ
た
 
の
で
、
 
荒
 地
 開
發
の
 
事
柄
な
ら
 
ば
と
 
御
 受
け
 
を
し
た
。
 
然
る
に
 
七
月
 
十
八
 
日 

に 風
邪
の
 
氣
 味
で
 
引
 籠
っ
た
、
 
爾
 來
引
續
 
き
志
賀
 
三
左
衞
 
門、 

富
 田
久
助
 
等
が
 
奉
行
と
の
 
間
 を
往
來
 
し、 

事
 實
病
氣
 
な
 

ら
ぱ
靜
 
養
す
 
ベ し

と
て
 
九
月
.
^
 
日
歸
 
山
し
た
。
 

も 
ぐり しもお さの か

み
 
 

ほんじ や-つやす たら 5 

次
で
 
同
年
 
十
月
 
二
十
 
八
日
 
再
 急
使
 
を
 受
け
て
 
同
 三
十
日
 
出
府
し
、
 
勘
定
 奉
行
 
小
 栗
下
總
 
守
、
 
目 附

本
城
 
安
太
郎
、
 
御
 

勘
定
 太
 田 錄

郞
、
 
御
徒
 目 付

 柴
^
 周
藏
、
 
御
 小
人
 目 付

 細
 野
 八
 兵
衞
、
 
御
 普
請
 役
 元
締
 一 一 宫彌

 太
郞
、
 
御
 
請
 役
石
黑
 

嘉
 十
郞
、
 
同
 代
理
 
岡
本
彌
 

一 郞
、
 
仕
 法
 御
手
 
傳
志
賀
 
三
左
衞
 
門、 

同
大
 槻
小
助
 
以
下
 家
來
共
 

一 行
 三
十
 
1 一人、 

十. 1 月 

廿ー 
一
日
に
 出
發
 
し、 

武
藏
、
 
相
 摸
の
 
荒
 地
 を
 見
 分
し
、
 

十一 
一月 十

六
 
日
中
 
歸
 り
と
 
い
ふ
 
意
義
に
 
て
歸
府
 
し
た
。
 

早
 舂
常
總
 
方
面
 
を
 見
 分
の
 
豫
定
の
 
所
、
 
聖
上
 
崩
御
 
等
に
 
て
 
一 時
 延
期
と
 
な
り
、
 
三
月
 
一 一十 日 彌

太
郞
 
氏
 以
下
 
歸
 山
し
 

た。 
明
か
に
 

一 一宫 流
の
 
開
發
 法
が
 
認
め
ら
れ
 
た
の
で
 
あ
る
が
、
 
世
局
の
 
急
 變
の
爲
 
に、 終

に
 
以
上
の
 
發
動
 
に
て
 
終
っ
た
。
 

ハ 
日
光
 
仕
 法
の
 
終
末
 

幕
政
 
は 倒

壞
の
 
機
運
に
 
際
會
 
し
た
。
 
幕
府
の
 
公
認
に
 
よ
っ
て
 
報
德
仕
 
法
が
 
公
に
 
行
 は
れ
た
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こ
と
 
は 誠

に
 
慶
 す
べ
き
で
 
あ
ろ
が
、
 
幕
 未
の
 
悲
哀
 
は 他

の
 
幾
多
の
 
公
認
 施
設
と
 
共
に
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
公
的
 
展
開
に
 
も
大
 

難
關
 
た
ら
ざ
る
 
を
^
な
か
っ
た
。
 

報
 德
仕
法
 
は、 

幕
府
の
 
壞
滅
を
 
防
止
す
 
る 

一
方
 法
と
 
し
て
 
行
 は
れ
た
 
の
で
は
な
か
っ
た
 
が
、
 
こ
の
 
方
法
が
 
公
 料
內
に
 

徹
底
 
す
れ
ば
、
 
幕
府
の
 
財
政
 
は 案

外
 
急
速
に
 
救
 は
れ
た
 
で
あ
ら
う
 
け
れ
ど
も
、
 
安
政
の
 
末
か
ら
 
文
 久
慶
應
 
に 及

ん
で
 
は 

最
早
 
他
の
 
大
 な
ろ
 
勢
力
の
 
壓
迫
 
に
よ
っ
て
、
 
如
何
と
 
も
し
 
難
き
 
狀
 勢
で
あ
っ
た
。
 

幕
府
の
 
壽
 命
が
 
今
少
し
 
保
 た
れ
た
な
ら
ば
、
 

報
 德
仕
法
 
は 可

な
 
り 廣

範
圍
 
に 行

 は
れ
た
 
で
あ
ら
う
 
こ
と
 
は、 

安
政
 
二
 

年
の
 
蝦
夷
 開
發
、
 
慶
應
ー
 
一
年
の
 
關
^
 
巡
回
に
 
よ
っ
て
も
 
之
 を
 知
り
 
得
ろ
。
 

W
 し 時

勢
の
 
旋
轉
は
 
幕
 命
に
 
よ
る
 
報
德
仕
 
法
に
 
終
焉
 
を
吿
 
げ
し
め
 
た。 

關
東
 
巡
視
の
 
翌
慶
應
 
三
年
 
十
月
 
將
軍
慶
 
喜
 は 

大
政
 
を 奉

還
し
た
。
 

こ  >1 に
も
て
 
^
太
 
郞
氏
は
 
今
後
の
 
心
得
 
方
に
 
つ
き
 
如
何
に
す
べ
き
 
か
の
 
伺
 書
 を 差

 出
し
た
。
 
こ
れ
に
 
封
し
 
與
へ
 
ら
れ
 

た
 指
令
 
は 見

當
ら
 
な
い
 
が、 

大
政
 
は 奉

還
 
せ
ら
れ
て
も
 
そ
の
 
所
領
に
 
關
 す
ろ
 
處
置
は
 
決
定
し
て
 
居
な
い
。
 
翌
慶
應
 
四
 年
 

(
明
治
 
元
年
)
 
春
に
 
は 新

 政
府
よ
り
の
 
尋
問
が
 
あ
り
、
 
父
 金
 次
 郞
以
來
 
の 仕

 法
に
 
關
 す
る
 
こ
と
 
を 答

へ
 
た
が
、
 
政
治
的
 

意
味
 
は 元

よ
り
な
 
い
の
で
 
疑
念
 
は
な
い
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

然
 ろ
に
 
明
治
 新
政
 
當
 時
の
 
 一 ̂

的
處
 
理
法
 
は、 藩

籍
は
 
奉
還
し
た
 
が
 
一 時
舊
 藩
主
が
 
政
治
 
を
 執
っ
て
 
居
た
 
け
れ
ど
も
、
 

幕
 苻
直
領
 
だ
け
 
は
德
川
 
家
逹
に
 
七
十
 萬
 石
 を
附
與
 
し
て
 
靜
 岡
に
 
退
隱
せ
 
し
め
た
の
で
、
 
所
管
 
地
域
 減
少
の
 
爲
め
 
幕
臣
 
全
 



部
 

力 
之
に
 

隨
行
 

す
る
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
。
 

依
て
 

一 
部
の
 

も
の
 

は 
新
 

政
府
の
 

吏
 

僚
と
 

し
て
 

奉
公
す
 

る
が
、
 

他
は
歸
 

農
す
 

ろ 

よ
り
 

途
 

は
な
い
。
 

明
治
 

元
年
 

四
月
 

舊
 

幕
府
 

當
 

局
よ
り
 

一 
一宮
 

彌
太
郞
 

氏
 

を 
勘
定
 

方
元
ズ
 

格
と
 

し
て
 

駿
府
に
 

御
供
す
べ
き
 

こ 

と 
を
 

命
じ
た
 

が
、
 

こ
れ
 

は
絕
對
 

命
令
で
 

な
く
、
 

若
し
 

朝
臣
と
 

し
て
 

奉
公
 

を 
願
 

は
ん
と
 

す
れ
ば
 

其
の
 

希
望
に
 

よ
り
て
 

取
 

計
 

ふ
と
い
 

ふ
 

意
味
 

も
あ
っ
た
 

が
、
 

彌
太
郞
 

氏
 

は 
病
 

氣
の
故
 

を
 

以
て
 

直
に
 

出
府
し
 

難
く
、
 

退
隱
 

を.
 

S.
 

出
た
、
 

こ
れ
 

は 
時
勢
よ
 

り
い
 

ふ
 

も、
 

至
當
な
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

卽
ら
 

七
月
 

附
 

願
書
 

を
 

提
出
し
、
 

八
月
 

八
日
 

認
 

許
せ
ら
れ
 

た。
 

斯
く
て
 

明
^
 

元
年
 

上
 

半
期
ま
で
の
 

開
 

發
仕
法
 

を
 

以
て
 

日
光
 

仕
 

法
 

は 
終
っ
た
 

譯
 

で
あ
ろ
。
 

こ
の
頃
の
 

民
心
 

は 
非
常
に
 

動
搖
 

烈
し
く
、
 

上
野
 

日
光
 

乃
至
 

東
北
の
 

會
戰
は
 

日
々
 

に 
急
 

を
吿
げ
 

つ.
， 

あ
っ
た
。
 

錦
旗
 

を 

立
て
た
 

官
軍
の
 

進
軍
 

も
當
 

時
に
 

於
て
 

は
必
 

し
も
 

民
心
 

を
 

安
ん
 

ぜ
 

し
む
ろ
 

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

&
に
彌
 

太
 

郞
氏
は
 

家
族
 

W 

と 
仕
 

法
 

書
と
 

を
 

相
 

馬
へ
 

送
る
 

こ
と
と
 

定
め
た
 

が
、
 

壬
 

生
 

邊
に
は
 

會
津
藩
 

通
行
の
 

由
に
 

つ
き
、
 

四
月
 

廿ー
 

一日
 

仕
 

法
 

書
五
駄
 

一 

は
假
に
 

引
田
 

村
へ
 

運
び
、
 

翌
廿
 

三
日
 

家
族
 

五
 

人、
 

木
 

村
、
 

山
中
、
 

大
槻
の
 

家
族
と
 

共
に
 

相
 

馬
 

中
 

村
へ
 

避
難
せ
 

し
め
、
 

山
 

中
 

四
方
 

八、
 

久
保
田
 

讓
之
助
 

差
 

添
に
 

て
出
發
 

せ
し
め
た
。
 

彌
太
郞
 

氏
 

は
ー
應
 

引
田
 

村
に
 

引
越
し
 

仕
 

法
 

を
繼
繽
 

し
つ
.
 

1 あ 

つ
た
 

力、
 

形
勢
 

更
に
 

非
な
 

ろ
の
 

み
な
ら
ず
、
 

健
康
 

も 
勝
れ
な
か
っ
た
 

か
ら
、
 

一 
切
 

を
 

如
何
に
 

處
理
 

す
ろ
 

か
 

を
 

決
定
す
 

ろ 

爲
に
 

出
府
 

せ
ん
と
し
 

た
が
、
 

途
中
 

不
快
に
 

て
 

櫻
 

町
 

迄
 

引
返
し
、
 

大
槻
勳
 

の
み
 

出
府
し
、
 

後
事
 

は 
一 
切
久
保
 

田
讓
之
 

助
に
 

1 
任
し
 

相
 

馬
に
 

向
っ
た
。
 

そ
の
 

留
守
中
 

久
保
田
 

は 
仕
 

法
 

始
末
 

方
法
に
 

つ
き
 

新
 

役
所
と
 

協
議
し
て
 

取
鑤
 

め
た
。
 

(註
) 

久
保
田
 

讓
之
助
 

は 
樞
密
 

顧
問
 

官
久
保
 

田 
讓
氏
。
 



六
月
 
上
旬
 
今
 市
 出
兵
 
先
 副
 島
 藤
 七
よ
り
 
仕
 法
 見
合
の
 
命
が
 
下
っ
た
.
 か、 

引
 W 村

 は そ
の
 
儘
に
 
す
れ
ば
 
非
常
な
 
困
窮
に
 

^
ろ
か
ら
、
 
特
別
に
 

一 應
 工
事
 
を
 完
了
し
た
 
し
と
 
願
 出
た
 
所
、
 
翌
年
 
一 一月 一 一日 下

野
 國
 知
事
よ
り
、
 

引
 E 村

の
 
み
は
 
許
 

可
す
 
と 指

令
が
 
あ
っ
た
。
 

次
に
 
新
 政
府
に
 
交
涉
 
す
べ
き
 
も
の
 
は、 

民
間
に
 
貸
付
け
 
た
報
德
 
金
で
 
あ
ろ
。
 
日
光
 
山
 貸
付
 所
に
 
預
 入
し
た
 
莫
大
な
 
幸 

德
金
 
は
主
證
 
の
崩
壞
 
に
よ
っ
て
 
如
何
と
 
も
す
 
ろ 由

 も
な
い
 
が、 

民
間
 貸
付
 
は
借
受
 
人
た
 
ろ 人

民
が
 
現
存
す
 
る
の
で
 
あ
ろ
 

か
ら
、
 
當
 春
ま
で
 
貸
付
け
 
た
も
の
 
は 年

賦
 年
次
 
を
 以
て
 
取
 立
て
ね
ば
 
な
ら
ぬ
。
 
而
 し
て
 
慶
應
 
三
年
 貸
付
け
 
た
 
一
部
分
と
 

同
 四
 年
卽
ち
 
今
春
の
 
分
と
の
 
合
計
 
は
年
延
 
と
し
て
 
總
額
貳
 
千
 五
 百
 七
拾
兩
 
で
あ
っ
て
、
 
年
賦
 
納
人
 
と
し
て
 
明
治
 
十
 
一 年

 
I 

こ 完
了
す
 
る も

の
で
 
あ
ろ
。
 
追
々
 
政
府
 
は 之

 を 取
 立
て
 

A 相
 馬
へ
 
返
納
す
 
ろ こ

と
と
 
な
っ
た
。
 
後
日
 
政
府
 
は
こ
の
 
約
 を 

r. 

果
し
、
 
明
治
 
十
 年
に
 
は そ

の
 
返
金
 
現
在
 
額
 七
百
圓
 
と
記
錄
 
せ
ら
れ
て
 
あ
る
。
 

日
光
の
 
仕
 法
 は 先

生
の
 
大
願
 
望
で
あ
っ
た
。
 

一 つ
に
 
は 仕

 法
 雛
 形
の
 
實
施
 
範
例
と
 
し
て
 
後
世
に
 
貽
す
 
こ
と
で
 
あ
り
、
 

一 つ
に
 
は
德
川
 
幕
府
が
 
崇
敬
の
 
中
心
た
 
ろ 日

光
 奉
行
所
 
管
 地
の
 
仕
 法
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
全
 國
直
铽
 
の 政

策
の
 
模
範
と
 
な
り
 

ま
た
 
三
百
諸
侯
の
 
之
に
 
追
隨
 
す
ろ
 
根
本
 
と
も
な
ろ
 
か
ら
で
あ
っ
た
。
 
然
し
て
 
幕
末
の
 
十
 五
ケ
 
年
間
に
 
之
を
實
 
行
し
て
 
以
 

上
の
 
成
績
が
 
擧
 げ
ら
れ
 
た。 

維
新
の
 
變
革
 
に
よ
っ
て
 
事
業
 
は 中

止
せ
ら
れ
 
誠
に
 
遺
憾
な
 
こ
と
で
 
あ
る
が
、
 
報
德
仕
 
法
の
 

功
力
 
は 損

傷
 
せ
ら
れ
て
 
居
な
い
。
 
何
と
な
 
れ
ぱ
 
そ
れ
 
は 報

德
仕
 
法
が
 
全
國
に
 
政
道
の
 
根
本
と
 
し
て
 
行
 は
れ
た
 
の
で
な
 
く、 

實
 行
の
 
也 域

も
權
 
カ
も
狹
 
か
っ
た
 
か
ら
で
 
あ
ろ
。
 
し
か
も
 
後
世
の
 
爲
 に
こ
の
 
方
法
 
を
 行
 ふ
 時
、
 
必
ず
 
そ
の
 
效
顯
の
 
明
瞭
 



な
る
 
M 證

を
 
遺
さ
れ
た
 
こ
と
 
は、 

先
生
の
 
志
願
の
 
通
り
で
 
あ
る
か
ら
、
 
先
生
の
 
期
せ
ら
れ
 
た
 目
的
 
は 日

光
 
仕
 法
に
 
於
て
 

達
せ
ら
れ
た
 
も
の
で
あ
る
。
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第
 
十
 
人
 章
 

相
 
馬
の
 

仕
 
法
 

一 
相
 馬
に
 
お
け
る
 
仕
 法
の
 
必
要
 

相
 馬
 藩
 も 亦

 多
く
の
 
藩
の
 
如
く
に
 
財
政
 
方
策
が
 
行
 詰
っ
て
、
 
文
政
^
 
保
の
 
顷
殊
 

に
甚
 
し
く
 
財
^
 
窮
乏
に
 
惱
ん
 
だ。 

相
 馬
 藩
 は 福

 島
 縣
の
來
 
海
岸
に
 
沿
 ふ 相

 馬
 郡
 中
 村
 町、 

原
 町
 等
 を 中

心
と
す
ろ
 
祿
高
 

六
 萬
 石、 

一 一 百 一 一十 六
ケ
 
村
で
 
あ
る
。
 
領
主
 
相
 馬
 氏
 は、 

平
安
朝
 
時
代
に
 
は 下

 總
に
據
 
り、 

村
 岡
 氏
 或
は
 
千
 葉
 氏
と
 
稱
 

し
桓
武
 
平
氏
の
 
後
胤
で
 
あ
ろ
。
 
賴
 朝
の
 
起
ろ
 
や
 下
 總
國
相
 
馬
 郡
を
領
 
し
た
が
、
 
文
治
 
五
 年
 奥
州
 
征
伐
に
 
功
 あ
り
、
 
東
 奥
 

の 地
に
 
封
せ
ら
れ
、
 

爾
 來
戰
國
 
時
代
 
を 經

て
德
 
川
 時
代
に
 
至
っ
た
。
 

本
 地
 六
 萬
 石
に
 
し
て
 
元
祿
の
 
頃
に
 
は 人

口
 
八
 萬
人
餘
 
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
 
全
く
 
元
 和
 以
後
 野
戰
 
攻
城
 
全
く
 
止
み
た
 
ろ
泰
 

平
の
 
餘
澤
 
と
し
て
 
人
口
 
增
加
、
 
米
穀
 需
用
 
增
大
價
 
格
 騰
貴
の
 
順
序
 
を 以

て
、
 
祿
 米
資
拂
 
に
よ
り
 
藩
 は 豊

か
に
 
農
家
 
亦
 利
 

潤
 甚
だ
 
顯
著
 
と
な
り
、
 
隨
 つ
て
 
農
民
 
は
爭
 
う
て
 
開
墾
し
、
 
藩
 政
 も 之

 を
獎
勵
 
し
た
。
 
さ
れ
ば
 
土
地
 
犬
に
 
開
け
、
 
山
 谷
に
 

至
ろ
 
ま
で
 
E と

な
り
、
 
畑
と
 
な
り
 
上
下
 頗
る
 
悅
樂
 
し
て
 
元
 祿
正
德
 
の 爛

熟
 
を 致

し
た
。
 

一
般
に
 
元
祿
の
 
頃
に
 
は、 

こ
の
 
泰
平
 
を
 永
遠
の
 
富
昌
と
 
信
じ
、
 
愈
々
 
闢
 け
て
 
益
々
 
富
む
 
も
の
と
 
解
し
、
 
富
力
の
 
极
元
 

た
ろ
 
田
圃
 
を
撿
 察
し
て
 
增
稅
の
 
根
元
と
 
し
た
。
 
卽
ち
 
山
野
の
 
變
 じ
て
 
田
圃
と
 
な
り
た
ろ
 
を 測

量
し
、
 
之
 を
新
檢
 
地
と
 稱
 

し、 
又
は
 
新
田
 
改
と
 
い
ふ
。
 
相
 馬
 家
が
 
改
 出
し
た
 

ろ 田
地
 
は 實

に
三
 
萬
 八
 千
 石
に
 
及
ん
だ
。
 
故
に
 
倉
 稟
に
は
 
米
穀
 
充
ち
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g
 

の 
I
 

は
增
 

加
せ
ら
れ
、
 

歡
樂
 

に 
浸
り
て
 

I
f
 

じ
と
 

悅
 

ば
れ
た
。
 

特
に
 

正
 

德
五
 

年
に
 

は
裒
米
 

十
七
 

萬
 

f
 

九
 

百
 

十
 

f
 

箅
 

す
ろ
 

程
に
 

な
っ
た
 

か
ら
、
 

殆
ど
 

本
地
祿
 

高
の
 

i
 

に 
近
き
 

十
 

I
s
 

上
の
 

大
名
 

相
 

f
 

な
っ
た
 

と
考
、
 

ら
れ
 
た
の
で
 
あ
ろ
。
 
 

一 

然
る
に
 

上
下
 

共
に
 

そ
の
 

牧
 

納
に
醉
 

ひ、
 

上
 

は 
永
遠
に
 

本
地
少
 

く
し
て
 

f
 

松
し
 

ず
と
 

信
じ
、
 

下
は
扁
 

を
重
 

ね
て
 

餘
德
 

重
し
た
り
 

と
な
し
、
 

爲
に
 

所
謂
 

元
 

S
 

來
の
 

S
S
 

生
 

2
?
 

膨
？
 

し
め
、
 

暂
に
 

課
す
ろ
 

租
 

f
 

地
力
 

培
 

養
の
 

餘
カ
を
 

失
 

は
し
め
、
 

钟
作
 

地
の
 

籠
 

は 
耕
作
 

力
 

を
 

粗
放
な
ら
 

し
め
、
 

終
に
 

勤
暮
貧
 

輪
廻
し
て
 

I
 

漸
減
の
 

法
則
 

に 
見
舞
 

は
れ
、
 

民
力
 

蒙
に
 

涸
渴
 

し
て
 

鍵
 

力
 

遺
し
た
、
 

豪
 

5
 

し 
5
 

人
 

減
少
 

す
れ
ば
、
 

一
ず
 

糊
塗
す
 

る 
借
 

財
 

を 
以
て
 

補
 

ふ 
他
に
 

道
な
 

し
と
な
 

し、
 

之
 

を 
償
還
す
 

る
に
 

は 
課
 

稅
を
增
 

し、
 

隨
 

つ
て
 

民
力
 

衰
 

へ
て
 

肥
 

耕
 

頹
れ
、
 

漸
次
に
 

遞
 

減
し
て
 

之
 

を
钪
內
 

に
辨
じ
 

難
く
、
 

隣
阈
 

並
に
.
 

江
戸
の
 

富
 

商
に
 

借
り
、
 

文
化
 

年
中
に
 

は 
借
 

倩
 

金
參
拾
 

萬
兩
を
 

，1
 

ゆ
ろ
 

こ 

室
っ
た
。
 

當
時
租
 

人
 

は 
激
減
し
て
 

六
 

七
 

萬
 

俵
と
 

な
り
、
 

1K
 

保
 

年
中
に
 

は 
四
 

萬
 

俵
 

又
は
 

三
 

萬
 

五
六
 

千
 

俵
の
 

時
 

も
あ
っ
た
。
 

殊
に
 

大
 

.
i
 

一
年
の
 

凶
歳
に
 

は 
一 
ー
豐
 

I
s
 

と
な
り
、
 

天
 

保
 

七
 

年
の
 

大
凶
 

作
に
 

は 
僅
に
 

四
千
 

一 
一 百
五
 

士
ハ
 

俵
の
 

少
額
と
 

な
つ
 

た
 

さ
れ
ば
 

平
常
の
 

租
人
 

に
て
も
 

一 
年
の
 

利
 

を 
支
 

拂
ふ
時
 

は 
俸
祿
 

並
に
 

各
種
の
 

支
 

挑.
 

は 
不
可
能
と
 

な
る
 

の
で
 

あ
ろ
 

か.
 

ら 

盔
々
 

借
財
 

は
增
 

加
す
 

る 
外
な
 

く、
 

到
底
 

返
 

濟
の
餘
 

地
な
 

き
に
 

至
っ
た
。
 

さ 5 ま 
ます
た 

ね 

相
 

馬
 

益
 

胤
 

侯
 

之
 

を
 

憂
 

ひ、
 

文
化
 

年
間
 

緊
縮
 

令
 

を
 

出
し
、
 

開
國
 

創
業
の
 

努
力
 

を
拂
 

ひ、
 

先
 

づ
領
內
 

の
 

衰
頹
を
 

興
し
、
 

借
 



くさ
の 

まさ
た 

つ 
S けど
 

たお
 

だ- 
tr
l*
  

I
 
 

1 
ノ -  J1
 

-， 

お
 を
償
 
還
す
 
ろ
の
 
f
 
雷
に
 
ず
た
 
所
、
 
當
時
 
の 地

方
 係
り
ず
 
郡
 代
 草
 野
 正
 辰、 池

 田 

「
園
の
 
囊
 
す
る
 
は 政

令
の
 
徹
 f
 
缺
き
、
 
上
下
 
共
に
 
I
 
の 靈
れ
、
 
奢
侈
の
 
流
行
す
 
ろ
に
 
ま
。
 
苟
も
 
こ
の
^
 

元
 を 改

め
ず
 
し
て
 
借
財
 
を
 以
て
 
之
を
 
充
 た
し
、
 
I
 
の 不

足
 
を 補

 ひ、 
一
時
の
 
誓
 
免
れ
ろ
 
こ
と
 
を お

さ
ば
 
^
 

の 
に S
 
す
ろ
 
こ
と
 
薪
 を 抱

い
て
 
火
に
 
人
る
 
よ
り
も
 
甚
 し
き
 
過
失
で
 
あ
る
。
 
こ
れ
 
を 免

ろ
 
あ
 
術
 は、 

君
 

侯
 親
か
ら
 
養
 
衣
服
 
I
t
 
賣
に
 
先
ち
 
5
 
苦
 i
 
め 給

 ふ
に
 始
き
、
 
厳
 令
 を
 布
い
 
S
 
中
の
 
S
?
 
戒
め
、
 

節
儉
さ
 
ひ、 
i
s
f
 

祖
 人
の
 
少
 か
り
し
 
往
 S
 
案
じ
 
S
 
人
饔
に
 
8
 
し g
 
與
し
、
 
總
 5
 
萬
 石の， 

f
*
 
位
の
^
に
 
I
I
 

め
て
 
勵
 行
し
、
 
議
議
の
根
 
元
ず
 
撿
地
 
以
前
の
 
元
に
 
歸
し
、
 
往
時
の
 
大
過
 
I
 
め 

< 口 5
 
大
難
 
を
除
 
き 得

べ
き
 
か。 

此. の 如
き
 方
法
の
 
I
 
な
ろ
 
は、 

人
民
，
 I
、
 
荒
 田 増

加
の
 
极
元
 
を
察
 
し、 

一 に 一
 

；
檢
禁
 加
の
 
爲
に
 
生
じ
た
 
ろ
が
 
爲
 で
あ
る
 
を 悟

ら
ば
、
 
君
 侯
醫
に
 
安
ん
じ
、
 
領
民
 
を 恋

み
、
 
荒
 ま
 
開
き
ぶ
 

民
 を 招

き
、
 
之
に
 
家
財
 
ほ 地

を
與
 
へ
民
戶
 
あ
し
、
 

租
 人
の
 
I
I
 

發
 せ
ら
う
 

に 如
か
ず
、
 
t
<
f
<
 

な
き
、
 
自
然
に
 
牧
納
增
加
 
し、 
S
 
を 期

し
 
f
 
こ
と
 
疑
 ひ
な
き
 
こ
と
で
あ
っ
て
、
 

こ
の
 
方
法
^
に
 

し 5
 
を
 

ゆ
さ
ん
と
 
す
れ
，
 I
 
々
艱
 f
 
益
す
 
で
あ
ら
う
、
 
此
策
を
 
施
す
 
は 

努
力
で
 
は 達

し
 
難
い
か
ら
 
f
 

S
S
I
 

を 立
て
ら
 
る
べ
 
く、 

而
 し
て
 
君
 侯
 親
し
く
 
行
 ひ
 給
さ
れ
 
ば、 

下. S
 
決
し
て
 
之
 4
 
行
す
 
ろ も

の
 

で
ま
な
い
，
 

.1 と を 信
ず
る
」
 

J 曰 を 詳
述
し
た
。
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益 胤侯大
 

にこれ
 

を 至言と
 

し、 

「
誠
に
 

適
切
の
 

論
で
 

あ
ろ
。
 

二
人
 

心
を
盡
 

し
て
 

そ
の
 

改
正
 

を
 

行
へ
、
 

予
は
 

親
か
ら
 

艱
難
に
 

安
ん
じ
、
 

若
し
 

改
正
の
 

命
 

に
從
は
 

ざ
ろ
 

も
の
が
 

あ
ら
ば
 

予
 

親
か
ら
 

之
 

を 
制
止
す
 

ろ
で
 

あ
ら
う
 

- 

と o
 
 

. 

玆
に
 

於
て
 

古
汆
の
 

財
政
 

を 
調
査
し
、
 

現
 

時
の
 

入
用
 

を 
考
察
し
、
 

先
づ
 

君
主
の
 

用
度
 

を
 

減
じ
、
 

一 
藩
 

扶
助
の
 

員
 

數
を
演
 

じ、
 

聊
か
 

生
命
 

を
 

繋
ぐ
 

に 
足
ろ
 

程
度
に
 

引
下
げ
、
 

諸
 

役
所
の
 

舊
弊
を
 

改
め
、
 

篤
 

實
節
儉
 

を 
主
と
 

す
る
 

者
 

を
 

擧
げ
て
 

現
役
 

に
も
し
、
 

彌
々
 

儉
約
 

を
獎
勵
 

し、
 

約
 

を 
守
る
 

者
 

は 
賞
し
、
 

失
 

ふ
 

も
の
 

は 
罰
し
た
 

所、
 

藩
內
 

そ
の
 

深
き
 

道
理
 

を
 

解
す
 

ろ 
も 

の
少
 

く、
 

執
政
 

以
下
 

奉
行
 

*
 

役
に
 

封
す
 

ろ 
怨
嗟
の
 

聲
 

さ
へ
 

聞
え
 

た
が
、
 

心
 

を 
動
か
す
 

こ
と
な
く
 

實
 

行
し
た
。
 

當
時
草
 

野
 

正
 

辰
 

最
も
 

大
才
 

あ
っ
て
 

度
量
 

人
に
 

超
え
、
 

內
 

仁
恕
の
 

心
 

厚
く
 

し
て
 

日
常
の
 

行
爲
 

甚
だ
 

方
正
で
あ
っ
た
、
 

お
 

に 稲
し
て
 
曰
く
、
 

_ 
 

$ 
祖
先
 

以
來
 

君
恩
 

を 
蒙
ろ
 

こ
と
 

甚
大
で
 

あ
る
。
 

現
下
の
 

國
家
 

艱
難
に
 

際
し
 

舆
復
の
 

命
 

を 
受
け
て
 

大
業
 

を
擧
.
 

ぐ
る
に
 

は、
 

非
常
の
 

覺
 

悟
が
な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

我
等
の
 

如
き
 

知
 

計
の
 

及
ぶ
 

所
で
な
い
。
 

唯一
 

一三
 

人
 

も 
身
命
 

を 
菜
て
、
 

以
て
 

奉
仕
す
 

ろ
の
 

外
 

は
な
い
」
 

と、
 

之
 

を 
問
く
 

も
の
 

一 
様
に
 

そ
の
 

誠
忠
に
 

感
じ
た
 

と
い
 

ふ。
 

池
 

田 
胤
 

直
才
學
 

衆
に
 

秀
で
、
 

殊
に
 

明
斷
 

遠
慮
 

あ
り
、
 

事
大
 

小
と
 

な
く
 

通
ぜ
 

ざ
ろ
 

な
し
。
 

益
 

胤
 

侯
 

こ
の
 

二
人
に
 

命
じ
 

國
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政
の
 
f
 S
 
任
じ
 5
。
 
養
旣
に
 
成
り
、
 
ま
 
貢
 稅
の
六
 
分
 
一
^
き
て
 
之
 を 以

て
 
§
s
 

育
し
、
 
或
は
 

集
 
水
 を 保

ち
、
 
叉
 水
路
の
 
大
ま
 
修
復
し
、
 
5
 
新
 用
 ま
 
掘
 I
I
 
气
 
I
t
l
^
f
 
 
5
?
 

へ、 
f
i
 
米
 f
 
給
し
、
 
竿
 
年
 ¥
 
年、 

十
五
 
年
 叉
 は 二

十
 
年
 S
 
て f
 
し
て
 
置
せ
 
し
め
、
 
響
 
料
を
與
 
P
 

食
困
|
 

, 
て
十
女
を
失
は
ざ
ら
し
め
、
 
篇
經
營
 
f
s
 

用
 莫
大
な
 
t
 
の
で
あ
っ
た
。
 
こ
の
^
と
 
し
て
^
、
 

開
墾
 数
千
 
町
歩
、
 
民
家
の
 
增
加
ニ
 
千
 戸
に
 
及
ん
だ
。
 
ま
た
，
 
償
 ふ 能

 は ざ
り
 
し 借

財
 
も、 
i
t
,
 
 ̂
 

f
?
k
 
 
M
i
s
 
以
て
 
置
の
 
狀
 I
 
じ S
 
で、 

富
 商
 

實
に
 
感
じ
て
 
約
束
に
，
 
i
 

て
 S
 
三
十
 萬
 兩
と
雖
 
も、 
靈
の
 
方
法
が
 
確
立
し
た
。
 
斯
 の 如

く
し
て
 
以
來
十
 
年、 

そ
の
 
成
績
 
明
か
に
 
は
る
べ
き
 
に 

至
っ
た
。
 
然
 ろ
に
 
未
だ
 積
年
の
 
衰
 弊
容
易
に
復
 
し 難

き
 
に 際

っ
て
 

の 大
凶
 
作
に
 
遭
遇
し
た
。
 

天
 保
の
 
凶
 

明
度
の
 
糧
と
 
同
じ
く
、
 
下
髮
を
 
f
 
所
な
 
く
？
、
 

出 野
に
 
人
っ
て
 
木
 f
 
拾
 ひ
 
草
 

f
 
掘
つ
 
ち
 
さ
れ
ば
 
文
化
 
文
政
 
年
間
 霊
 
I
 
の
大
 努
力
に
 
よ
つ
 
S
 
く 生

じ
 

悉
く
 
散
 じ
て
 
之
に
 
與
 ふ
ろ
 

こ
と
と
 
し、 

二
人
 
一
日
 一 ー

畫
 
勺
 を 律

と
 
し
て
 
飢
 $
 
が
し
め
 
た
が
、
 
1
 
之
に
 
足
ら
ざ
る
 
さ
て
 

人 を r
s
 

し
て
 
ま
 
求
め
、
 
S
 
に 秋

 £、 
庄
內
 
等
の
 
米
作
 
地
 
S
 
ら
し
め
 
て
 米
穀
 
を
讓
 
せ
し
め
た
。
 
幸
に
 
g
 
都
合
よ
 
く
お
 

上
 無
事
 着
船
し
た
？
、
 
盛
に
 
響
の
 
I
 
講
ず
る
 
こ
と
 
糞
 
5
 
し t
 
亡
 S
 
塞
れ
、
 
草
 野
、
 

は 

上
下
 

を
舉
げ
 

て
稱
讃
 
し
た
。
 
 

1 

f
 
 ノ な

が
ら
 
四
 年
と
 
七
 年
と
 
S
S
 
度
に
 
及
び
、
 
蟹
 
逃
亡
 
生
じ
 
三
千
 
四
百
 餘
人
 
減
少
し
、
 
纖
の
 
蜜
 
如
何
と
 
も 
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術
な
 

く、
 

依
て
 

相
 

馬
 

侯
 

は 
飯
 

食
 

を 
省
き
、
 

重
器
 

を
鬻
ぎ
 

、
頟
內
 

の
 

良
 

木
 

を
 

伐
り
 

更
に
 

城
內
に
 

及
ぼ
し
て
 

米
 

粟
 

を
 

求
め
た
 

o 

隣
 

阈
遠
阈
 

に 
流
民
 

匍
莩
數
 

ふ
べ
 

か
ら
 

ざ
ろ
 

に、
 

中
 

村
铽
內
 

の
み
こ
の
 

慘
害
を
 

免
れ
た
 

の 
は、
 

君
 

侯の
.！
 

-術
 

と 
言
 

ま
ね
 

ぱ
 な
ら
な
い
。
 然

 
り
と
 

雖
も
兩
 

年
の
；
 

.K
 

災
 

に
よ
り
 

積
年
 

艱
苦
の
 

功
 

全
く
 

空
し
く
、
 

文
化
 

度
 

改
正
の
 

企
圖
 

未
だ
^
.
 

な
ら
ず
 

し
て
、
 

財
^
 

の
 

窮
迫
 

實
に
甚
 

し
き
も
の
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

益
 

々
節
 

儉
を
行
 

ひ
 

領
中
再
 

盛
の
 

施
政
 

を
 

怠
ら
な
い
 

け
れ
ど
も
、
 

^
野
 

旣
 

に-
 

七
十
 

歳
 

を
 

超
え
、
 

池
 

田 
も 

亦
 

五
 

旬
 

を.
 

過
ぎ
た
。
 

一 
世
の
 

カ
を
盡
 

し
て
 

初
 

願
 

を
 

達
せ
 

ざ
ろ
 

に、
 

俄
に
^
 

災
に
遭
 

う
て
 

全
く
 

憂
 

勞
に
昏
 

冥
し
た
。
 

上
下
 

誠
忠
に
 

し
て
 

惠
恤
の
 

陰
德
を
 

積
む
 

と
雖
も
 

未
だ
 

政
道
の
 

前
途
 

甚
だ
 

安
か
ら
 

ざ
ろ
 

も
の
が
 

あ
つ
 

た
。
 
 

， 
- 

こ
の
 

時
に
 

際
し
 

籟
の
 

福
音
が
 

偉
 

は
っ
た
。
 

そ
れ
 

は 
野
 

州
 

櫻
 

町
に
 

於
て
：
 

i
 

恤
勸
 

農
の
 

良
法
 

を
 

行
 

ひ、
 

不
^
出
の
 

才
惠
 

を
 

以
て
 

一お
 

廢
復
 

輿
の
 

功
 

を
 

奏
し
つ
 

A 
あ
ろ
と
 

い
ふ
 

一 
一宮
 

大
 

先
生
 

禮
讀
の
 

養
で
あ
っ
た
。
 

二
 

相
 

馬
上
 

下
の
 

仕
 

法
 

鎖
 

望
 

ィ
 

報
德
の
 

音
信
 

相
 

馬
へ
 

公
式
に
 

報
德
仕
 

法
の
 

聲
價
 

が
傳
 

は
っ
た
 

の 
は、
 

fK
- 

保
 

十
 

年
 

丸
 

月 
入
門
 

を
^
さ
れ
 

た
 

富
 

W 

髙
慶
 

よ
り
の
 

昔
 

信
で
 

あ
ら
う
。
 

卽
ち
 

同
年
 

十
 

一 
月 

八
日
 

附
草
野
 

半
 

右
衛
門
よ
り
、
 

ク、
 

助
 

入
門
の
 

謝
狀
が
 

先
生
の
 

許
へ
 

遣
 

は
さ
れ
 

て
ゐ
 

ろ。
 

當
時
草
 

野
、
 

池
 

田
の
 

一 
一太
 

夫
 

こ
れ
 

を
^
き
、
 

大
 

孕
の
 

霄
资
を
 

見
ろ
 

如
く
に
 

憧
れ
た
。
 

我
等
 

千
 

辛
 

萬
 

苦
 

三
十
 

年
、
 

そ
の
 

事
粱
 

半
途
に
 

し
て
 

災
に
 

遭
う
て
 

忽
 

に
し
て
 

永
年
の
 

苦
節
 

水
泡
，
 

y 
な
ろ
。
 

樓
町
 

始
め
、
 

靑
木
、
 

烏
 

山、
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、 H
I
 
の f

 
 I
 
に
し
て
、
 
i
0
i
x
i
m
i
.
l
i
t
 

犬
 n
 

の 如
く
な
 
ら
ん
 
や
と
、
 
直
に
 
之
 I
 
侯
に
 
告
げ
、
 
良
法
 
案
め
 
て
 之
 S
 
馬
に
 
ず
の
 
手
段
 

に 
非
 

ず
ん
 

は 
何
 

5
 

て
斯
 

^
 

一 曰 
草
 

野
よ
り
 

S
1
 

に
對
 

す
ろ
 

敎
審
 

願
 

8
 

狀
が
發
 

せ
 

を
 講
ぜ
ら
 
ろ 

A 
に 至

っ
^
 

是
&
同
 
十
 
一 年

 十
 
 一 r-^  一  一  

I
 
愛 

ら
れ
た
 

所
以
で
 

S 
る
ろ
 
 

、う
； 

ヒ
ど
《
5
3
 
 

V.
 

こ
^
^
 

光
づ
 

藩
士
 

を
し
て
 

1 
應
敎
を
 

請
 

は 

, 
口 

一
條
 訪
問
 
富
£
麗
 
の 人

 鬥
以
來
 
、
相
 
馬
の
 
囊
カ
之
 
を 聞

知
し
 
ォ S
 
先
つ
？
^
 
 ̂
 

t
i
t
.
 
 

g
 代
 
一 條
七
郞
 
右
衞
門
 
訪
問
 
S
 
が
？
 
ら
れ
、
 
S
 
十一 

一年 十
 H 十

八
 
曰 

ぎ
 
i
i
 

H
H
I
h
i
i
s
.
 

ケ I
 
重
 
I
 

し、 
靈
方
 
I
 

へ
ら
れ
 度
：
^
 

し
て
 
i
 

請
 i
、
 
 
i
i
i
l
 
 
a
 

め
ち
 か
 許
さ
れ
な
 
か
つ
ち
 

一
條
 甚
 £
1
 
し 5

S
I
i
 
語
て
 

n: く、 

f
 
 
1
1
0
1
1
1
 
 
f
 
 
0
 

國
 1
 
實
に
 
I
 
塞
く
 
せ
ず
、
 
太
夫
の
 
I
 
通
ず
 
ろ 能

 は ざ
ろ
 
こ
と
と
 
な
り
、
 

一
は
 君
命
 

^
 

"
志
に
 違
 ふ
こ
と
 
と
な
ろ
。
 
然
れ
 
ど
も
 
亦
 我
が
 
駕
の
 
國
事
を
以
 
て、 

先
生
の
 
任
務
 
を
妨
 零
ろ
 
こ
と
と
 
な
ろ
 
力
ら
 

隹
 
一 la 面

接
 
を 得

て
 
歸
國
 
す
ろ
 
こ
と
と
 
し.^ レ」 

と 切
な
ろ
 
心
情
 
を
吿
 
け
た
—
 

先
生
 
こ
の
 
事
を
閜
 
き、 



「
我
 

は 
主
命
に
 

よ
っ
て
 

此
 

地
の
 

民
 

を
安
撫
 

し
つ
 

A 
あ
ろ
の
で
 

あ
る
、
 

理.
 

S 
な
く
 

相
 

馬
の
 

事
に
 

關
與
 

す
ろ
 

こ
と
 

は 
出
 

米
 

な
い
。
 

假
令
 

面
會
を
 

求
む
 

る
と
 

も、
 

理.
 

E 
な
く
し
て
 

之
 

を 
承
諾
す
べ
き
 

で
な
い
。
 

併
し
 

君
臣
 

共
に
 

國
家
 

の
袞
弊
 

を
薆
 

ひ、
 

艱
難
 

を
盡
し
 

領
民
 

を
惠
 

む
こ
と
 

旣
に
 

久
し
と
 

聞
い
て
 

居
ろ
。
 

今
 

一 
條
來
 

つ
て
 

切
に
 

其
の
 

道
 

を
 

問
 

ふ
の
 

W
 

に
^
し
 

一 
言
の
 

答
 

を
な
 

さ
ね
ば
 

な
ら
ぬ
 

OJ
 

「
大
凡
^
 

下
の
 

土
地
 

大
同
小
異
で
あ
っ
て
 

* 
政
道
の
 

主
旨
 

同
じ
か
ら
 

ざ
る
 

は
な
い
。
 

こ
の
 

故
に
 

阈
^
 

の
貧
赏
 

百
姓
の
 

. 

苦
樂
郡
 

村
の
 

盛
衰
 

等
ま
で
 

野
 

州
と
 

異
ろ
蒈
 

は
な
い
。
 

櫻
 

町
の
 

再
興
 

成
就
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

ff
< 

下
 

何
れ
の
 

地
 

も：
 

冉
 

舆
 

し
な
い
 

も
の
 

は 
あ
ろ
べ
き
 

で
な
い
。
 

こ
れ
 

を
 

櫻
 

町
の
 

過
去
に
 

就
て
 

考
 

ふ
ろ
 

に 
今
 

相
 

馬
の
 

領
邑
 

の
 

難
 

村
 

を 
筆
錄
し
 

て
 

指
導
 

を 
求
め
ら
れ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

唯
傳
 

聞
し
た
 

の
み
で
 

遠
路
 

隔
國
の
 

地
に
 

微
細
の
 

仁
術
 

を
 

施
す
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
。
 

" 

ま
た
た
と
 

ひ
 

行
 

ふ
こ
と
 

を
 

得
て
 

村
々
 

復
與
の
 

道
 

を 
成
就
し
て
も
、
 

0
 

全
 

體
の
 

本
源
 

を
 

明
か
に
 

し
て
 

分
 

度
 

を
 

定
め
、
 

無
盡
 

I 

の
 

財
 

を
 

生
じ
て
 

萬
 

民
 

安
撫
を
 

立
て
な
け
れ
ば
 

姑
息
の
 

仁
と
 

な
り
、
 

又
は
 

聚
斂
の
 

災
を
 

開
く
 

に 
至
る
。
 

何
と
 

な
れ
ば
 

我
 

が
 

法
 

を 
施
し
て
 

領
 

中
の
 

一 
村
復
與
 

す
れ
ば
、
 

村
內
 

生
育
 

安
く
し
て
^
 

苦
な
 

き
に
 

至
る
。
 

隣
村
 

爭
 

う
て
 

之
 

を
 

行
 

ひ
惰
農
 

改
ま
り
 

勸
 

農
の
 

道
 

開
け
て
 

牧
納
埒
 

益
す
 

る
で
 

あ
ら
う
。
 

藩
 

臣
之
を
 

見
て
 

牧
納
增
 

益
の
 

由
來
を
 

考
察
せ
 

ず
し
て
 

增
租
の
 

時
期
 

至
れ
り
 

と
し
、
 

取
て
 

以
て
 

國
用
 

と
な
す
、
 

年
々
 

こ
の
 

貢
租
 

徵
 

せ
ら
れ
て
 

民
力
 

再
び
 

減
退
に
 

至
ろ
、
 

こ
れ
 

君
臣
 

聚
 

敛
の
 

意
な
 

く
し
て
 

知
ら
ず
 

識
ら
ず
 

聚
斂
に
 

陷
ろ
 

所
以
で
 

あ
ろ
。
 

領
民
 

は
國
 

中
の
 

富
 

盛
 

一 
に 

君
 

陵
 

の
仁
惠
 

な
り
と
 

し、
 

之
に
 

報
 

ゆ
ろ
 

爲
に
 

衣
食
 

を 
節
し
て
 

貢
稅
 

を
な
 

す、
 

上
下
 

共
に
 

增
す
 

所
以
 

を
 

知
ら
ず
 

し
て
 

衰
 

貧の
. 

道
に
 

陷
ろ
。
 

是
れ
仁
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術
 を
 下
し
て
？
 
區
 
亡
せ
 
し
む
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
こ
の
 
故
に
 
我
が
 
道
 S
 
本
 を 立

て
 
あ
る
 
後
 施
す
べ
き
 
も
の
で
 

あ
ろ
。
 
國
の
分
 
度
 立
た
 
ざ
ろ
 
時
 は、 

百
度
 之
 f
t
 
ふ
と
い
へ
 
ど
も
 
其
 請
に
 
應
 じ
な
い
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

今
 相
馬
領
 
中
の
 
衰
廢
を
 
擧
げ
、
 
萬
 民
 を
撫
！
 H せ

ん
と
 
欲
す
ろ
 
な
ら
ば
、
 
旣
往
叙
 
十
 年
の
 
貢
稅
を
 
調
べ
て
 
盛
亵
を
 
平
 

均
し
、
 
中
 ̂
分
 
ま
 
立
て
 
i
 
分
 拿
り
、
 
永
年
 
分
 度
に
 
準
じ
て
 
議
し
、
 
如
何
 s
i
s
?
 
す
と
 
f
 
分
外
の
 

歲
 
I
I
I
 
I
 
と
し
 
5
§
 
恤
の
 
度
と
 
f
 
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

こ
の
 
木
 i
 
立
す
 
る 時

 は 始
め
て
 
 一 S

 

興
 筏
し
、
 
ま
た
 
そ
の
 
次
の
 

一 村
に
 
及
ぼ
す
 
の
で
 
あ
る
。
 
然
る
 
時
 は 國

中
何
 
萬
の
 
租
稅
 
を
增
 
し
た
り
と
 
て
 下
民
 
潤
 助
 ひ 

资
源
盡
 
き
ず
、
 
國
 家
の
 
衰
弊
 悉
く
 
擧
り
、
 
往
時
の
 
盛
大
に
 
筏
す
 
ろ こ

と
 
疑
な
い
、
 
是
 我
が
 
仕
 法
の
 
根
元
で
 
あ
ろ
。
 
お 

に 國
家
再
 
盛
、
 
萬
 民
 安
泰
 
を
 期
す
 
ろ
に
 
は
從
 
前
の
 
牧
納
を
 
f
 查
し
、
 
こ
の
 
本
源
 
を
 確
立
す
べ
き
 
で
あ
る
。
 

ま t
 ぶ
の
 
如
き
 
治
 術
 は 君

 侯
 親
ら
 
行
 ふ
べ
き
 
を 任

と
 
す
る
。
 
君
 侯
の
 
命
 を
^
け
 
て
 そ
の
 
任
 を 行

 ふ も
の
 
は
大
 夫
で
 

あ
る
。
 
君
命
 
を 受

け
て
 
政
令
 
を 布

き
、
 
上
 君
 侯
 を
 補
佐
し
、
 
下
領
，
 お
 を
安
撫
 
す
ろ
 
も
の
で
あ
る
。
 
若
し
 
國
家
永
 
安
の
 

道
 を
^
か
ん
 
と
な
ら
ば
、
 
君
 侯
 親
ら
 
聽
き
給
 
ふ
べ
 
く、 

遠
路
 
不
可
能
と
 
な
ら
ば
 
一
等
 を 下

し
て
 
大
夫
來
 
つ
て
 
道
を
ォ
 

む
べ
き
 
で
あ
る
。
 
郡
 代
は
國
 
政み」 行

 ふ
 任
務
で
 
な
い
、
 
假
令
我
 
W
 會
 し
て
 
之
を
敎
 
ふ
る
と
 
も、 

國
政
赏
 
行
 上
 技
倆
の
 

おし 
〕 様
 も
な
い
。
 
速
に
 
國
に
 
歸
り
國
 
政
の
 
本
源
 
を
 定
め
ら
 
る" 

を 以
て
 
筏
 命
す
べ
き
 
で
あ
る
。
 
天
分
 自
然
の
 
平
均
 
分
 

度
 明
か
に
 
立
っ
て
 
君
臣
 共
に
 
之
 を 守

ら
ば
 
國
 家
の
 
再
興
 
は 難

き
 
こ
と
で
 
は
な
い
。
 
唯
今
 
一
條
 氏
の
 
問
 ふ 所

 は、 
郡
 村
 

の
衰
 廢
を
變
 
ひ
て
 
之
 を
復
與
 
す
ろ
 
こ
と
の
 
難
き
 
を 以

て
 
之
に
 
處
 す
ろ
 
封
 策
 を 聞

か
れ
た
 
の
で
 
あ
ろ
 
力 

我
數
 
，フ" 

に 



し
て
 

比
類
な
 

き
衰
 

量
の
 

村
 

を 
再
 

盛
に
 

し
た
。
 

故
に
 

こ
の
 

道
 

を 
移
す
 

時
 

は、
 

何
 

國
の
難
 

村
な
 

り
と
 

い
へ
 

ど
も
 

再
興
す
 

る 

で
あ
ら
う
、
 

唯
 

國
の
分
 

度
 

を
 

立
て
 

A 
之
 

を 
守
り
 

給
 

ふ
 

事
の
 

み
^
だ
 

難
き
 

こ
と
で
 

あ
ろ
。
 

苟
も
 

分
 

度
 

明
確
な
 

ろ 
時
 

は
^
 

邑
 

を 
興
し
、
 

寓
民
を
 

安
泰
に
 

す
ろ
 

道
 

は、
 

水
 

を 
高
き
 

よ
り
 

低
き
 

に 
下
す
 

が
 

如
き
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

然
れ
 

ど
も
 

奥
州
と
 

野
 

州
と
 

遠
隔
の
 

傅
 

聞
 

は、
 

事
 

實
の
贯
 

通
 

難
く
 

し
て
 

衆
人
の
 

疑
惑
 

も 
亦
 

多
き
 

こ
と
で
 

あ
ら
う
。
 

故
に
 

先
づ
領
 

中
の
 

一 
村
 

を
 

全
く
 

舊
復
 

し
て
 

贵
 

覽
に
備
 

へ
ら
れ
、
 

國
內
 

上
下
 

之
 

を 
熟
 

a
 

し
て
 

可
な
 

り
と
 

す
れ
ば
、
 

何
れ
の
 

c3
 

に
も
 

施
し
 

得
べ
き
 

で
 

. あ
る
。
 

幾
 

百
 

S
 

と 
雖
も
道
 

は 
一 

つ
で
 

あ
ろ
。
 

若
し
 

一 
村
に
 

し
て
 

不
可
な
ら
 

ば
 

之
 

を 
止
め
て
 

可
な
 

り
で
 

あ
ろ
。
 

一 
金
の
 

用
 

費
 

を
 

出
さ
ず
 

し
て
 

國
家
再
 

復
の
道
 

を 
講
ず
ろ
 

を 
試
み
ら
れ
て
 

は 
如
何
と
 

思
 

ふ。
 

贵
藩
 

上
下
 

艱
難
 

を
盡
 

し
て
 

阈
家
^
 

一 

舆
の
道
 

を 
行
 

ひ、
 

來
 

つ
て
 

方
途
 

を 
求
め
ら
れ
、
 

然
 

か
も
 

そ
の
 

情
の
 

切
な
ろ
 

に 
感
じ
て
 

已
 

む
こ
と
 

を 
得
ず
 

し
て
 

以
上
の
 

お
 

事
を
吿
 

げ
ろ
の
で
 

あ
ろ
。
 

國
に
歸
 

つ
て
 

君
 

侯、
 

大
夫
 

以
下
に
 

之
を
吿
 

げ
ら
れ
 

よ、
 

上
下
 

可
な
 

り
と
 

稱
 

せ
ら
 

ろ
れ
ば
 

道
 

， 

も
隨
 

つ
て
 

行
 

は
れ
ろ
 

で
あ
ら
う
、
 

不
可
な
 

り
と
 

な
さ
ば
 

行
 

は
ろ
 

べ
き
 

道
现
 

も
な
い
、
 

そ
の
 

本
元
の
 

定
ま
ら
 

ざ
ろ
 

に 
面
 

會
 

す
ろ
 

必
耍
 

は
な
い
。
 

互
に
 

益
な
 

き
に
 

面
會
 

す
れ
ば
 

却
 

つ
て
 

憂
の
 

種
と
 

な
ろ
 

で
あ
ら
う
」
 

と。
 

富
 

田
が
 

こ
の
 

首
 

を
 

一 
條
に
傳
 

ふ
る
と
、
 

先
生
の
 

深
き
 

盧
に
 

感
じ
、
 

然
 

ら
ば
と
 

て
 

^
 

に 
國
に
歸
 

ろ 
こ
と
と
 

な
っ
た
。
，
 

先
生
 

依
て
 

贈
 

品
を
緣
 

な
し
と
 

し
て
 

返
さ
れ
、
 

一 
條
 

は
滯
留
 

五
日
に
 

し
て
 

歸
國
 

し
た
。
 

後
日
 富
 田 は 先

生
に
 封
し
 面
會
 謝
絶
の
 萬
 意
 を 質

し
 た
 所、 

「
こ
れ
 

は 
相
 

馬
 

は 
君
臣
 

共
に
 

仁
 

惠
を
行
 

ひ、
 

そ
の
 

國
を
與
 

す
に
 

心
 

を 
川
ゐ
っ
 

A 
あ
ろ
 

も、
 

我
が
 

道
を
閗
 

く
こ
と
 

は
^
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き
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
今
 
一
條
 を 遣

し
 
來
 ら
し
む
 
ろ は 可

否
 
を 試

み
ん
 
と
す
ろ
 
の
み
で
 
あ
ろ
。
 
誠
に
 
之
 を m

 ゐ
ん
 
と
す
る
 

も
の
で
 
は
な
い
。
 
若
し
 
余
 之
に
 
面
會
 
し
た
な
ら
ば
、
 
道
 S
S
 
を 譲
 
し
な
い
 
で
は
？
 

ぬ。 
道
 I
 
じ
て
 

一 條
 

感
激
し
 
な
け
れ
ば
 
そ
れ
で
よ
 
い
が
、
 
若
し
 
こ
の
 
法
に
 
感
じ
て
 
歸
國
 
す
れ
ば
、
 
頻
り
に
 
當
方
 
仕
 法
 2
S
S
 

ろ
で
 
あ 

ら
う
、
 

お. 呈 n 唱
 
へ
て
も
 
上
下
の
 
疑
念
 
は 依

然
た
 
ろ も

の
で
あ
る
。
 
群
臣
 
は 
一
條
 を 嘲

り
、
 

一
條
 益
々
 
群
臣
 
を 以

て
 
现
 

に 明
か
な
ら
 
ず
と
 
な
し
て
 
之
 を 歎

息
し
、
 
志
の
 
貫
徹
せ
 
ざ
ろ
 
こ
と
 
を 憂

 ひ
て
 
引
退
の
 
心
が
 
起
る
 
で
あ
ら
う
、
 
群
 ぼ
 も 

亦
 不
平
 
を 以

て
 
一 條
を
 
退
か
し
 
め
ん
と
 
す
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 
理
の
 
決
す
ろ
 
所
 無
罪
の
 
人
 を
陷
る
 

A に 忍
び
な
い
 
か
ら
で
 

あ
ろ
。
 
我
面
會
 
を 許

さ
な
け
れ
ば
 
一
條
 は 却

っ
て
 
余
 を 指

し
 
5
 
を 知

ら
ず
 
と
な
し
、
 
國
 家
の
 
大
事
 
を 問

 ふ
に
 
足
ら
 

ず
と
 
い
ふ
で
 
あ
ら
う
。
 
然
ろ
時
 
は S
 
相
 求
め
、
 
當
 方
の
 
非
 を
い
 
ふ
 も
の
 
相
 投
じ
て
 
一
條
の
 

一 身
 を
し
て
 
霧
な
ら
 

し
め
 
得
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 
故
に
 
面
會
せ
 
ざ
り
 
し
も
の
で
 
あ
ろ
」
 

と。
 

富 
wn
l 

く 

「
然
ら
 
-ま 相

^
 
こ 道

の
 
行
 は
る
 

A こ
と
 
は 到

底
 
不
可
能
 
事
で
 
あ
ら
う
 
力」 

と。 
先
生
 
曰
く
、
 

「
誠
に
 
道
の
 
行
 は
る
べ
き
 
時
節
が
 
來
 ら
ば
 
必
ず
 大
夫
來
 
つ
て
 
道
 を
 問
 ふ
で
 
あ
ら
う
。
 
然
る
に
 
郡
 代
 を
し
て
 
來
 ら
し
む
 

ろ 位
で
 
は、 

未
だ
 時
期
 
到
 來
と
は
 
ー百ひ 難

い
。
 
若
し
 
我
が
 
 一 I

 
聞
い
て
 
國
の
分
 
度
 を 立

つ
 
ろ
に
 
至
ら
ば
、
 
是
ォ
 
£ 

ち 與
復
の
 
時
期
 
s 到

來
し
 
S
 
で
あ
ろ
。
 
浩
し
 
一 同

が
 
2
 
以
て
 
無
 f
 
り
と
 
す
ろ
 
位
な
ら
 
ば
國
 
塞
す
 
こ
と
 
は m

 



來
 

な
い
。
 

今
 

逢
 

は 
ざ
ろ
 

は 
一 
條
の
 

無
事
 

を 
欲
し
て
の
 

み、
 

吿
ぐ
 

ろ
に
 

仕
 

法
の
 

大
體
を
 

以
て
す
ろ
 

も
の
 

は
阈
 

君
の
 

問
 

二，
 

答
 

ふ
る
の
み
」
 と。

 
富
 

田 
等
 

犬
に
 

そ
の
 

遠
慮
 

を 
感
じ
た
、
 

栗
せ
 

ろ
か
な
 

數
 

月
を
經
 

過
す
 

ろ 
も 

再
び
 

道
 

を
 

求
む
 

ろ 
便
り
 

だ
に
 

な
か
っ
た
。
 

先
生
 
曰
く
、
 

「
枭
 

し
て
 

我
が
 

見
ろ
 

所
に
 

差
は
な
か
っ
た
。
 

こ
れ
 

時
期
が
 

未
だ
 

至
ら
な
い
 

か
ら
で
 

あ
ろ
。
 

赏
に
危
 

い
こ
と
 

で
あ
 

つ 

た、
 

若
し
 

一 
條
に
 

遭
へ
ば
 

彼
 

は 
今
頃
 

引
退
 

か
も
 

知
れ
な
い
」
 

と
稱
 

せ
ら
れ
た
。
 

野
 

州
に
 

居
て
 

奥
州
の
 

事
 

を 
知
ろ
 

掌
中
の
 

物
 

を
 

指
す
 

が
 

如
く
で
あ
っ
た
。
 

s
 
 

g
m
l
s
 

接
，
 

天
 

保
 

十
三
 

年
 

八
月
、
 

先
生
 

幕
 

命
に
 

よ
り
 

出
府
し
、
 

同
月
 

廿
 

四
日
よ
り
 

江
戸
 

^
町
 
 

一 
丁：
：；
 

ぬ
し
 

ゃ
吉
 

兵
衞
隱
 

居
屋
に
 

居
り
、
 

諸
方
に
 

往
來
 

し
つ
 

i 
あ
つ
た
が
、
 

そ
の
 

丸
 

月 
二
日
、
 

相
 

馬
 

藩
 

家
老
 

草
 

野
 

半
 

右
衞
門
 

正
辰
來
 

り、
 

一 

相
 

馬
 

藩
 

御
 

趣
 

法
に
 

つ 
き 

懇
願
し
た
 

き
^
を
 

以
 

て 
面
會
し
 

、 
夕
刻
 

歸
 

つ
た
。
 

草
 

野
 

は 
S
 

に 
一
條
 

を
 

遣
し
た
 

程
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

道
 

を 
M
 

か
ん
と
す
 

ろ 
熱
望
 

者
で
 

あ
つ
た
が
、
 

常
 

W
 

の 
^
 

務
も
繁
 

く、
 

野
 

州
へ
 

は 
遠
路
で
 

も 
あ
り
、
 

直
接
 

懇
願
が
 

出
來
 

な
か
っ
た
。
 

今
 

先
生
が
 

在
府
と
 

聞
き
直
に
 

而
謁
を
 

求
め
た
 

が、
 

先
生
 

も 

幕
府
 

登
用
の
 

前
後
で
 

あ
り
、
 

匆
忙
數
 

月 
農
々
 

之
を
辭
 

つ
た
が
、
 

草
 

野
 

も 
亦
 

幾
度
と
 

な
く
 

懇
願
し
た
 

の
で
 

終
に
；
^
 

^
す
る
 

に 至
っ
た
。
 

草
 野
 曰
く
、
 



「
旣
こ
 
久
し
き
 
前
よ
り
、
 
先
生
の
 
御
高
 
名
 を 聞

き
 
敎
を
 
受
け
た
 
し
と
 
熱
望
し
て
 
居
た
 
が、 

今
日
 
愚
 誠
 を 察

し
て
 
御
 面
 

食
 を 1

 
れ
 た
の
 
は
實
に
 
幸
で
 
あ
ろ
。
 
我
秦
相
 
馬
 領
藝
來
 
艱
難
 甚
 し
く
、
 
巾
 古
元
祿
 
年
間
に
 
比
す
れ
ば
 
人
 S
 

華
ろ
 
こ
と
 
憂
 
人
餘
、
 
牧
納
 
S
 
ず
る
 
こ
と
 
十
 萬
 簾
、
 
領
中
 
大
半
 荒
 蕪
に
 
歸
し
、
 
借
財
 
山
 溝
に
 
亡
國
に
 
瀕
せ
 

り
と
 
も
稱
 す. ¥

 
で
あ
ろ
、
 
先
君
 
s
、
 
文
化
 年
中
 
大
 s
f
 
行
 ひ、 

舊
 f
 
革
め
、
 
高
 六
 萬
 石
の
 
所
 を a

s
 

萬,. コ
こ
成
 
じ
て
 
國
の
 
本
源
た
 
ろ 望
 
再
興
に
 
努
力
す
 
ろ こ

と
 
三
十
 年、 

其
 2
5
 

に 至
ら
ず
 
し
て
 
天
保
兩
 
度
の
 
疆
 

こ 遭
 ふ。 

我
 旣
に
頹
 
齢
に
 
及
び
 志
願
 
S
 
す
ろ
 
能
 は
ず
し
て
 
8
 
す
ろ
 
の
み
で
 
あ
ろ
。
 
善
 
凡
 席
に
 
し
て
 
國
 家- S

 

の 道
 こ 明

か
な
ら
 
ざ
ろ
 
が
爲
 
で
あ
ろ
。
 
然
 ろ
に
 
先
生
 
讓
廢
 
亡
の
 
地
 塞
げ
、
 
百
姓
 
を 惠

恤
し
 
之
 を 安

 f
 

ろ 事
 全
 

I 

く 意
の
 
如
く
な
.
 ら
-
ま
 
は
な
い
。
 
景
 
8
 
澤
 遠
近
に
 
及
 f
s
 

に
不
 

疆
 
g
 
す
 所
で
 
あ
ろ
。
 
是
非
 
一
 

御
高
 
敎
 に
よ
り
 
衰
國
 
復
興
の
 
志
願
 
を 達

成
し
、
 
上
下
 
安
^
の
 
途
を
犸
 
た
い
」
 

と。 
先
生
 
之
に
 
答
へ
 
て 曰

く
、
 

「
我
 素
よ
り
 
農
家
に
 
育
ち
、
 
極
貧
の
 
間
に
 
生
長
し
、
 
艱
難
辛
苦
 
唯
 祖
先
の
 

一 家
 を
 再
興
 
せ
ん
 
も
の
と
 
志
し
た
 
が
 

先
 

君
の
 
命
に
 
よ
り
 
野
 州
宇
讓
 
の
釆
 s
g
 

す
る
 
こ
と
と
 
な
り
、
 
？
ろ
 
こ
と
 
三
年
に
 
及
ん
だ
 
が
 許
さ
れ
な
 
い
の
で
 

巳
む
 
を 得

ず
 
彼
 地
に
 
至
り
、
 
数
十
 
年
 S
 
て 漸

く
 
|
の
道
 
は s
f
i
 
で
あ
ろ
 
が、 

ま
 
S 功

で
 
も
な
 

い。 
然
 ろ
に
 隣
國
の
 
諸
侯
 
こ
の
 
仕
 法
實
施
 
塞
？
 

て
 止
ま
ず
、
 
I
 
す
ろ
 
も
尙
 求
む
 
ろ こ

と
 
再
三
、
 終
に
 
再
 復
の
方
 

法
に
 
つ
き
 
少
 し
づ
 
i
l
 
敍
 ベ
て
 
相
議
 
ろ
に
 
外
な
ら
 
な
い
。
 
今
 I
 
烈
な
 
S
S
 

承
ろ
 
が、 

一 々
霊
に
 
應
ず
 



ろ
餘
暇
 

も
な
 

く、
 

先
年
 

一 
條
 

氏
の
 

樱
 

町
に
 

來
ら
れ
 

た
 

時
已
む
 

を
^
ず
 

一 
言
し
た
 

様
に
、
 

大
體
の
 

趣
^
 

を 
御
 

話
す
 

ろ 
程
度
 

の 
外
に
 

唯
今
 

は 
致
 

方
が
な
い
。
 

さ
て
 

國
 

家
の
 

政
道
 

は 
多
岐
 

多
端
の
 

如
く
で
 

あ
ろ
が
、
 

之
 

を 
要
す
ろ
 

に 
取
ろ
 

こ
と
と
 

® 

す
 

こ
と
と
の
 

二
つ
の
 

外
 

は
な
い
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

二
つ
の
 

外
に
 

何
事
が
 

あ
ろ
 

か、
 

盛
袞
 

安
危
 

も
こ
の
 

一 
一
事
の
 

方
策
 

如
 

佝
 

に
あ
ろ
。
 

存
亡
 

禍
福
 

も 
同
様
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
^
^
 

多
く
 

は 
邦
國
の
 

盛
^
 

す
る
 

所
以
の
 

根
元
 

を 
察
せ
ず
、
 

何
を
以
 

て
 

か
 

其
衰
弊
 

を
擧
げ
 

得
ん
 

や、
 

何
と
 

な
れ
ば
 

取
ろ
 

こ
と
 

を
 

先
に
 

す
れ
ば
 

阈
袞
 

へ、
 

民
^
し
、
 

怨
望
 

起
り
、
 

袞
弱
ぉ
 

ま 

ろ、
 

甚
 

し
き
 

は 
國
家
倾
 

覆
 

亡
滅
の
 

大
患
に
 

罹
る
 

の
で
 

あ
る
。
 

若
し
 

施
す
 

こ
と
な
 

先
に
 

す
れ
ば
 

國
盛
こ
 

尺
 

豊
か
 

こ、
 

人
 

民
 

之
に
^
 

し、
 

上
下
 

富
饒
 

に
し
て
 

百
世
 

を
經
 

ろ
と
 

雖
も
、
 

國
家
 

益
々
 

平
穩
 

で
あ
ろ
。
 

聖
人
の
 

政
 

は 
仁
澤
を
 

施
す
 

事
 

を
 

W 
て 

先
^
と
 

し、
 

敢
て
 

民
に
 

取
ろ
 

こ
と
に
 

心
 

を
用
ゐ
 

ず。
 

之
に
 

反
し
て
 

喑
 

君
 

は 
取
ろ
 

こ
と
 

を
 

光
と
 

し
て
 

施
す
 

こ
と
 

を 

憇
む
、
 

こ
の
 

一 
一 者
 

を 
比
較
 

す
れ
ば
 

治
平
と
 

暴
亂
 

と
の
 

由
て
 

起
る
 

所
以
が
 

明
か
で
 

あ
ろ
。
 

今
 

相
 

馬
の
 

政
道
 

は、
 

施
す
 

こ
と
 

を 
先
に
す
 

ろ
か
 

取
ろ
 

こ
と
 

を
 

先
に
す
 

ろ
か
、
 

苟
も
 

取
ろ
 

こ
と
 

を
 

先
務
と
 

せ
ば
、
 

VT
 

寓
の
勞
 

を 
積
み
、
 

百
年
の
 

辛
苦
 

を
盡
 

す
と
 

雖
も
 

決
し
て
 

中
 

與
再
復
 

の
 

方
途
 

は 
完
成
す
 

ろ 
も
の
で
 

は
な
い
。
 

节
し
又
 

施
 

す
 

こ
と
 

を
 

先
務
と
 

せ
ば
、
 

與
國
の
 

道
 

決
し
て
 

難
事
で
 

は
な
い
。
 

大
凡
 

大
 

下
の
 

生
物
 

無
量
な
 

り
と
 

雖
も
、
 

血
氣
 

あ
る
 

も 

の
 

施
 

與
の
道
 

を 
厚
く
 

し
て
 

悅
服
 

せ
ざ
る
 

も
の
 

は 
あ
ろ
ま
い
。
 

田 
を
 

作
り
 

食
 

を
 

求
め
て
 

施
せ
ば
、
 

命
 

あ
ろ
 

も
の
 

皆
 

服
 

す
ら
む
。
 

草
木
と
 

雖
も
 

之
に
 

與
 

ふ
る
に
 

糞
 

培
 

を
 

以
て
す
ろ
 

時
 

は、
 

快
然
悅
 

服
の
 

色
顯
 

は
ろ
。
 

鳥
 

獸
蟲
魚
 

人
 

を
 

K
 

れ
て
 

1
 

ろ 
A 

も 
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の
 は 我

 二 取
ら
ん
 
と
す
ろ
 
心
 あ
ろ
が
 
故
で
 
あ
ろ
。
 
若
し
 
そ
れ
 
之
に
 
與
ナ
に
 
f
 
以
て
す
れ
.
 I
 
ち
悅
 
服
す
 
i
 

ベ 

領
民
の
 
如
 5
S
 
爲
に
ま
 
を
輕
 
ん
じ
藝
 
U
 

る あ
で
 
あ
ろ
。
 
君
 之
に
 
食
 を 5

 
る 時

 I
 
發
霄
の
 

爲
こ
 
¥
i
 
明
か
で
 
あ
る
。
 
故
に
 
5
 

ろ S
 
霞
と
？
、
 

取
ろ
 
時
 は 仇

 f
 
な
ろ
。
 
獨
り
 
8
2
 

與
 
へ
ず
し
 

て
 服
す
 
ろ 道

 S
 
な
い
。
 
與
 ふ
ろ
 
時
 は 堯

舜
の
 
民
と
 
な
り
、
 
取
ろ
 
時
 S
 
紂
の
 
民
と
 
な
ろ
。
 
然
 ろ
に
 
S
 
民
政
 
ま
 

る 
こ 貢

 f
 
取
ろ
 
を 以

て
 
先
と
 
し、 與

 ふ
ろ
 
を 以

て
 
後
と
 
す
ろ
。
 
與
へ
 
ざ
れ
ば
 
領
民
の
 
生
計
 安
泰
な
ら
 
ず、 蟹

 
闲
乏
 

す
れ
.
 ま 倣

 僻
邪
肆
 
至
ら
 
ざ
ろ
 
所
な
 
く、 

終
に
 
貢
稅
 減
少
し
、
 
土
地
 霞
し
て
 
上
下
の
 
大
忠
 
と
な
る
。
 
與
 ふ
る
こ
と
 
を 

先
 こ
す
れ
ば
 
人
民
 
そ
の
 
生
計
 
を
 安
ん
じ
、
 
業
|
み
 
土
地
？
 

に 開
け
、
 
生
 財
窮
 
ろ こ

と
な
く
 
a
s
s
 
な
し
 

こ
の
な
 

こ s
l
f
 

明
か
に
 
し
て
 
之
き
 
施
す
 
る を

 政
 f
 
知
る
 
も
の
と
 
な
す
。
 
我
廢
亡
を
 
開
き
 
餘
澤
 
他
 邦
に
 

及
ぶ
 
も
の
 
は 決

し
て
 
他
の
 
理
由
 
あ
る
の
で
 
は
な
い
。
 
唯
與
 
ふ
る
 
を
き
 
と
し
た
か
ら
 
で
あ
ろ
。
 
相
 馬
 は
た
と
 
ひ
 S
 

な
り
と
 
雖
も
 
犬
に
 
仁
澤
を
 
施
し
、
 
下
民
 
を
 撫
育
 
す
れ
ば
 
決
し
て
 
再
 役
し
 
な
い
 
こ
と
 
は
な
い
」
 

こ。
 

草
 

野
 

n 
く
、
 
 

，£
 
「
誠
 
こ 先

生
の
 
§
 
古
今
の
 
仁
 道
で
 
あ
ろ
。
 
政
 を 行

 ふ
に
 
こ の 本

 f
s
 
な
け
れ
ば
、
 
國
 S
 
永
 安
 決
し
て
 
疑
な
 

き
こ
と
 
で
あ
る
。
 
而
 し
て
 
領
中
 
S
S
 
歩
の
 
荒
 地
 I
 
零
ろ
 
の 方

法
 
は 如

何
に
 
す
れ
 
1
 
せ
ら
れ
る
 
力」 

と 
「凡、 

，
細
 
裏
ん
で
 
廣
大
 
を
な
 
す
 は 自

然
の
 
道
で
 
あ
る
。
 
譬
 
へ
ば
 犬
 下
の
 
耕
 田
の
 
如
き
、
 

そ §
 
き
こ
と
 
善
 
萬
 



町
歩
 

あ
っ
て
も
、
 

春
 

耕
秋
牧
 

一 
畝
も
餘
 

す
な
く
 

處
理
 

せ
ら
れ
ろ
 

が、
 

こ
れ
 

唯
 

一 
鍬
 

一 
鋤
 

を
 

重
ね
て
 

耕
し
、
 

一 
縑
を
重
 

ね
て
 

刈
り
 

牧
 

め
ら
 

れ
 

ろ
の
 

み
で
 

あ
ろ
、
 

さ
れ
ば
 

荒
田
廢
 

地
の
 

開
發
 

も、
 

一 
鍬
 

一 
鋤
の
 

功
 

を
 

積
ん
で
 

怠
ら
な
け
れ
ば
 

決
 

し
て
 

難
事
と
 

す
る
 

に 
足
ら
な
い
。
 

本
 

來
荒
地
 

を 
開
く
 

に 
は 

荒
 

地
の
 

力
 

を 
以
て
す
ろ
 

を 
道
と
 

す
ろ
。
 

荒
 

地
の
 

力
と
 

は 
何
 

で
あ
ろ
 

か
と
い
 

へ
ば
、
 

一 
反
の
 

荒
 

地
 

を
 

開
く
 

に 
金
 

一 
兩
 

を 
以
て
し
、
 

そ
の
 

開
 

田
よ
り
 

得
た
 

ろ 
一 

石
の
-
 

2:
:!
: 

程
 

か
 

を 
銑
 

作
 

費
と
 

し、
 

何
程
 

か
 

を
推
讓
 

し
て
 

之
 

を
 

以
て
 

荒
 

地
 

開
 

m 
料
と
 

し、
 

毎
年
 

之
 

を 
重
ね
て
 

順
次
 

開
墾
 

を
 

行
 

ふ 
時
 

は、
 

特
別
 

に 
費
用
 

を
投
ぜ
 

ず
し
て
 

何
 

萬
 

町
歩
 

に
て
も
 

開
き
 

得
べ
き
 

で
あ
ろ
。
 

た
と
 

へ
ば
 

糜
米
 

一 
石
 

中
 

五
斗
 

を
 

謎
っ
て
 

gl
m:
 

す
れ
 

ば、
 

六
十
 

年
間
に
 

二
十
 

四
 

億
 

町
歩
 

を 
開
墾
し
 

得
べ
き
 

で
あ
ろ
」
 

と。
 

草
 

野
犬
に
 

感
じ
、
 

厚
く
 

敎
示
を
 

謝
し
て
 

歸
 

つ
た
。
 

草
 

野
 

退
出
に
 

際
し
 

感
歎
し
て
 

曰
く
、
 
 

• 

「
我
壯
 

年
よ
り
 

今
日
に
 

至
ろ
 

ま
で
、
 

阈
家
 

を：
 

冉
與
し
 

人
民
 

を
 

安
ん
 

ず
ろ
 

が
爲
 

に、
 

身
命
 

を
拋
 

ち、
 

肺
肝
 

を
盡
 

す
と
 

t 

も、
 

志
の
 

達
成
せ
 

ざ
る
 

こ
と
の
み
 

を
憂
盧
 

し
つ
 

A 
あ
っ
た
。
 

然
る
に
 

圖
ら
 

ざ
り
 

き 
野
 

州
に
 

斯
の
 

如
き
 

傑
出
の
 

仁
者
が
 

在
っ
た
。
 

こ
の
 

人
 

を
 

知
ら
ず
 

し
て
 

數
十
年
 

空
し
く
 

心
 

カ
を
勞
 

せ
る
 

こ
と
 

遣
憾
の
 

至
で
 

あ
ろ
が
、
 

幸
に
 

こ
の
度
 

而
會
を
 

得
て
 

我
 

赤
心
の
 

徒
 

勞
に
歸
 

す
ろ
 

こ
と
な
き
 

を 
得
ろ
 

こ
と
と
 

な
っ
た
。
 

今
後
 

は 
徹
頭
徹
尾
 

先
生
の
 

道
 

を 
相
 

馬
 

二 
開
き
、
 

そ
の
 

規
範
に
 

よつ
. 

て
 

再
復
を
 

計
ら
 

ぱ、
 

與
復
永
 

安
の
 

道
 

疑
な
 

き
を
 

信
じ
、
 

我
斃
る
 

A 
と
も
 

始
め
て
 

安
ん
 

ず
ろ
 

こ
と
 

を 

^
て
 

心
中
 

愉
悅
 

極
り
 

な
き
 

こ
と
で
 

あ
る
」
 

と、
 

時
に
 

草
 

野
 

年
 

七
十
 

四、
 

希
代
の
 

忠
臣
な
 

り
と
 

人
々
 

之
に
-
 

is
 

じ
た
と
 

い
ふ
。
 

先
生
 

亦
 

曰
く
、
 



— 4.S2  — 

「
我
甞
 
て
 草
 野
の
 
忠
誠
 
を
 聞
い
て
 
居
た
 
が、 

今
一
 
面
し
て
 
其
 人
 直
る
 

に、 
內
誠
 
直
に
し
て
 
外
 温
和
、
 
更
に
 
度
 1
廣
 

大
、
 
識
見
 
高
遠
で
あ
っ
て
、
 

我
 首
 ふ 所

 直
に
 
水
に
 
投
じ
て
 
融
合
 
莨
 通
す
 
ろ 如

く
、
 
早
く
 
旣
に
之
 
を 知

れ
ろ
 
が
 如
き
 
ィ 

様
で
あ
っ
た
。
 

な
 見
 あ
る
 
人
で
 
な
け
れ
ば
 
能
 は ざ

ろ
 
所
で
 
あ
ろ
。
 
此
人
 
あ
り
て
 
國
政
を
 
執
り
、
 
加
 ふ
る
に
 
我
が
 
道
 を 

^
て
 
す
れ
ば
、
 
相
 馬
の
 
復
與
は
 
難
き
 
こ
と
で
 
な
い
」
 

と 歎
賞
し
た
。
 

三
 
相
 馬
 藩
の
 
評
議
と
 
仕
法
寶
 
施
の
 
決
定
 

. 
ィ
 
草
 野
 上
 言
 
ま
那
の
 
制
度
に
 
學
び
 
た
ろ
 
覇
道
 
的
 政
治
 
形
式
 
を 改

め
、
 
支
那
 
式
 形
式
的
 
王
道
の
 
政
治
に
 
復
す
 
ろ
す
 

ら 困
難
で
 
あ
る
。
 
況
ん
ゃ
 
報
 德
樣
式
 
を
 以
て
 
日
本
 精
神
 
を
 表
現
す
 
ろ 政

治
 形
態
と
 
な
さ
ん
 
に は、 

數
千
 
百
年
 
來
の
 
政
治
 

擧
の
 
あろ. 部

分
 
を
改
 
刪
せ
 
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

こ
れ
 
報
德
仕
 
法
の
 
前
面
に
 
展
開
さ
れ
 
た
ろ
 
荒
野
の
 
情
景
で
 
あ
ろ
。
 
草
 野
 は 

先
生
に
 

一 謁
し
て
 
仕
 法
の
 
概
要
 
を
 聞
き
、
 
大
に
悅
 
び
 年
來
の
 
志
願
 達
成
 
こ
の
 
道
 を 措

て
 
外
に
な
 
し
と
 
深
 思
 熟
慮
し
、
 
先
 

づ
 根
基
 
を
定
 
む
ろ
 
必
耍
 
あ
り
と
 
し 之

 を 君
 侯
に
 
言
上
し
て
 
曰
く
、
 

「
相
 馬
上
 
下
 艱
難
 
旣
に
 
久
し
く
、
 
先
君
 
犬
に
 
之
 を 歎

き
 給
 ひ、 

文
化
 年
中
 
大
 改
革
 
を
な
 
さ し

め
ら
れ
、
 
臣
等
不
 
背
な
 

り
と
 
雖
も
 
先
君
の
 
憂
慮
 
を 安

ん
じ
 
再
 復
を
圖
 
る
に
 
全
力
 
を
 致
し
た
 
が、 

不
 德
短
才
 
に
し
て
 
志
を
遂
 
ぐ
ろ
 
事
 能
 は
ず
し
 

て
旣
に
 
老
衰
し
、
 
此
の
 
如
く
に
 
し
て
 
時
日
 
を 過

 さ
ば
、
 
志
願
 
半
途
に
 
し
て
 
委
任
の
 
命
に
^
 
き、 

素
餐
の
 
罪
に
 
陷
 ろ
な
 

ら
^
と
 
赘
夜
寸
 
陰
 も 心

 を
勞
せ
 
ざ
ろ
 

い 
な
い
、
 
君
 侯
 先
君
の
 
仁
政
 
を
繼
 ぎ、 

專
ら
節
 
儉
を
盡
 
し
阈
^
 
を
忠
恤
 
し、 



再
 

盛
の
 

道
に
 

心
 

力
 

を
 

盡
し
給
 

ふ
こ
と
 

斯
の
 

如
く
に
 

し
て
 

そ
の
 

事
 

未
だ
 

成
ら
 

ざ
ろ
 

は、
 

一 
に
臣
等
 

不
才
の
^
で
 

あ
る
と
、
 

世
々
 

の
 

君
恩
 

を 
謝
す
ろ
 

期
な
 

き
を
 

歎
き
つ
 

A 
あ
っ
た
。
 

然
 

ろ
に
 

一 
ー宫
 

と
い
 

ふ 
哲
人
が
 

あ
っ
て
、
 

衰
國
 

役
與
の
 

事
に
 

成
 

功
し
 

甚
だ
 

高
名
で
 

あ
ろ
。
 

先
年
 

一 
條
を
 

遣
し
て
 

野
 

州
に
 

至
ら
 

し
め
た
が
、
 

眞
の
 

大
德
を
 

知
ろ
 

に 
至
ら
ず
、
 

最
近
 

幕
^
 

は 
二
宮
 

を 
採
用
し
て
 

江
戶
に
 

在
る
 

を 
以
て
、
 

幸
に
 

之
 

を 
訪
問
し
て
 

そ
の
 

說
を
 

聞
く
 

を 
得
た
 

所
、
 

H<
 

地
 

萬
 

物
の
 

现
 

よ
り
 

阈
家
 

盛
衰
の
 

根
元
、
 

治
阈
 

安
民
の
 

大
道
 

を
說
 

く
こ
と
、
 

资
ぶ
 

と
し
て
 

流
水
の
 

盡
ろ
 

こ
と
な
き
 

が
 

如
く
、
 

外
^
 

n 
を 

驚
 

か
し
 

內
 

心
魂
に
 

感
動
す
。
 

誠
に
 

傑
出
し
て
 

席
 

人
の
 

窺
 

ひ
 

知
ろ
 

べ
き
で
 

な
い
。
 

臣
之
を
 

古
人
に
 

求
む
 

ろ
に
、
 

獨
り
 

周
の
 

大
公
 

望
の
 

み
そ
の
 

倫
と
 

も
稱
 

す
べ
き
 

か、
 

現
代
 

近
國
野
 

州
に
 

斯
の
 

如
き
 

賢
者
 

あ
ら
う
 

と 
は 

思
は
な
か
っ
た
。
 

古
今
 

論
 

說
の
 

勝
れ
た
 

ろ 
も
の
 

は 
あ
ろ
が
、
 

そ
の
 

實
施
 

事
業
に
 

至
っ
て
 

は 
通
例
 

論
ず
ろ
 

所
に
 

如
か
 

ざ
ろ
 

を
^
と
 

す
ろ
。
 

然
 

ろ
に
 

お
 

一 
一
宮
の
 

事
業
 

は、
 

衰
國
を
 

興
し
 

貧
民
 

を
惠
 

み、
 

麋
 

地.
 

を
擧
 

ぐ
ろ
 

こ
と
 

幾
千
 

萬
、
 

そ
の
 

敎
 

導
の
 

及
ぶ
 

所、
 

木
の
 

風
に
 

一 

縻
 

く
が
 

如
く
、
 

到
底
 

事
實
は
 

口
述
の
 

及
ぶ
 

所
で
な
い
、
 

大
德
 

で
な
け
れ
ば
 

決
し
て
 

斯
の
 

如
き
 

を 
得
な
い
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

今
 

君
 

侯
禮
を
 

厚
く
 

し 
之
を
師
 

と
し
、
 

そ
の
 

敎
を
 

受
け
 

、
之
に
 

依
頼
す
 

ろ
に
 

國
 

家
中
 

興
の
 

業
 

を 
以
て
せ
ら
 

る 
.1 

な
ら
ば
、
 

富
阈
 

安
民
の
 

成
效
 

遠
き
 

に
あ
ら
ず
、
 

今
 

こ
の
 

人
 

あ
り
て
 

こ
の
 

道
 

を 
聞
く
 

こ
と
 

を 
得
ろ
 

は、
 

誠
に
 

先
君
 

以
來
千
 

辛
 

萬
 

苦
 

を
 

盡
し
給
 

ひ
し
 

果
報
に
 

し
て
、
 

至
誠
 

天
感
空
 

し
か
ら
ず
 

と 
謂
 

ふ
べ
き
 

で
あ
ろ
。
 

臣
是
を
 

速
に
 

一一
 

H 
上
す
、
 

^
 

は
く
ば
 

之
 

を 
慮
り
 

給
へ
」
 

と。
 

相
 

馬
充
胤
 

侯
大
に
 

悅
ん
で
 

曰
く
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「
予
義
 
し
て
 
以
來
、
 
父
君
の
 
f
 
遂
げ
、
 
圃
弊
 
8
 
め、 

百
姓
の
 
艱
苦
 
I
 
き、 

古
の
 
盛
時
に
 
復
 す
ろ
 
こ
と
の
 
外
 

こま， 考
 
へ
な
い
、
 
諸
臣
 
肺
肝
 
を 碎

き
予
 
を 補

 作
し
て
 
こ
の
 
事
 を 全

く
 
せ
ん
と
す
 
ろ
數
十
 
年、 

予
は
 
諸
臣
の
 
忠
節
 
を
 多
 

と
し
て
 
居
ろ
。
 
今
 ま i. 二

宮
の
 
賢
 を
 知
っ
て
 
之
に
 
國
事
 
を
依
賴
 
す
れ
ば
 
宿
願
 
成
就
 
疑
な
 
し
と
い
 
ふ。 

誠
に
 
汝
の
霄
 
ふ
 

如
く
な
ら
ば
 
得
難
き
 
偉
人
で
 
あ
ら
う
、
 
速
に
 
予
が
侖
 
を 以

て
 
在
國
の
 
諸
臣
に
 
達
し
 
こ
の
 
事
業
 を
擧
げ
 
よ、 

諸
事
 
汝
に
 

一 任
す
 
ろ
か
ら
 
宜
し
く
 
努
力
せ
 
よ」 

と。 
草
 野
 か
に
 感
激
し
、
 
直
に
 
筆
 を
 執
っ
て
 
二
宮
の
 
高
德
誡
 
意
、
 
實
 施
成
鑌
 
及
び
 
そ
の
 
所
論
 
を
 詳
述
し
て
、
 
國
ず
^
 
役
 

依
頼
の
 
君
命
 
を
傳
 
へ、 

在
國
の
 
家
老
 

に 贈
っ
た
。
 
文
章
 
丁
寧
 
讀
む
 
も
の
 
を
し
て
 
感
動
 措
 か
ざ
ら
し
 
む
ろ
 
も
の
 

で
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
在
府
の
 
諸
臣
に
 
i
 
す
ろ
 
に 二

宮
の
 
非
凡
 
大
 f
 
以
て
し
た
。
 
草
 野
 
一
面
 會
 に
て
 
そ
の
 
賢
な
 
ろ を 明

 

辯
す
 
ろ 眼

光
 實
 に 得

難
 
t
 
の
で
 
あ
る
が
、
 
S
5
 
或
は
 
信
じ
 
或
は
 
疑
 ひ、 

私
語
し
て
 
曰
く
 
「
家
老
 
I
s
 

き I
 

甚
だ
 
過
ぐ
、
 
今
の
 
世
 果
し
て
 
大
公
 
望
 あ
ろ
で
 
あ
ら
う
 
か
」
 
と、 

嘲
け
 
ろ も

の
 
す
ら
あ
っ
た
。
 
草
 野
 之
 を
 知
っ
て
 
而
 し
て
 

咎
 む
る
な
 
く、 

自
ら
 
責
め
て
 
曰
く
 
、
「
二
宮
の
 
才
德
ー
 K
 語
に
 
盡
し
 
難
し
、
 
然
 ろ
に
 
面
接
せ
 
ざ
ろ
 
以
前
に
 
は 我

 身
 さ
へ
 
も 惑

 

ふ
 所
が
 
あ
っ
ち
 

沉
ん
 
S
H
S
S
f
e
 

く 所
 を 聞

い
 
S
 
み
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
彼
の
 
大
ま
 
信
ず
ろ
 
こ
と
の
 
出
來
 
な
い
 

の
 は
常
然
 
で
あ
ろ
」
 

と。 

口 
相
 馬
の
 
評
議
 容
易
に
 
決
せ
ず
 

是
に
 
於
て
 
諸
 臣
に
轺
 
介
す
 
ろ こ

と
 
尿
ズ
 
に
し
て
 
益
々
 
深
切
で
 
あ
ろ
。
 
M
 く
も
の
 

数
十
 
度
に
 
及
び
て
 
漸
く
 
言
 C
 
も
の
が
 
出
來
 
た。 

こ
れ
 
舊
に
囚
 
は
る
べ
 
か
 故
で
 
あ
ろ
。
 
時
に
 
在
 國
の
池
 
S
 
中
 村
に
 



於
て
 

草
 

野
の
 

書
翰
 

を
披
 

兌
し
 

大
に
 

悅
ん
 

で：
：：
 

く、
 

「
我
遙
 

に 
先
生
の
 

髙
德
を
 

聞
き
、
 

之
 

を 
慕
 

ひ、
 

一
度
 

野
 

州
に
 

至
っ
て
 

敎
を
請
 

は
ん
と
 

欲
す
ろ
 

も 
未
だ
 

時
 

を
お
 

ず、
 

一 

條
 

を
し
て
 

國
事
を
 

問
 

は
し
め
 

た
が
；
 

容
を
も
 

得
ず
、
 

穴
 

t
 

く 
S
 

た。
 

然
る
に
 

今
 

草
 

野
老
 

人
 

先
生
に
 

て
こ
の
 

書
翰
 

を 
遣
し
た
。
 

阈
 

家
の
 

大
 

幸
で
 

あ
ろ
。
 

我！
： 

役
 

興
の
 

大
業
 

を 
二.：

：，：
： 

に 
依
頼
せ
ば
 

積
年
の
 

熱
望
 

必
ず
 

達
成
し
 

得
ろ
 

で
 

あ
ら
う
、
 

速
に
 

群
臣
に
 

示
し
、
 

上
 

君
 

意
 

を 
安
ん
じ
、
 

下
 

百
姓
 

を 
撫
育
 

せ
ん
こ
と
 

こ
の
 

時
 

を
 

失
 

ふ
べ
 

か
ら
ず
 

で
あ
ろ
 

- 

と、
 

直
に
 

有
 

f
 

集
め
 

て
 

書
狀
の
 

意
$
げ
、
 

良
法
の
 

所
以
 

I
 

明
し
、
 

且
 

1
S
S
J
 

依
頼
 

せ
ん
こ
と
 

を
 

協
 

讒
 

し
た
。
 

群
 

ぼ！
！：
 

く、
 

「
君
 

象
 

世
々
 

こ
の
 

邦
 

域
 

を
 

治
め
 

給
 

ふ
こ
と
 

旣
に
六
 

百
年
、
 

盛
衰
 

あ
り
と
 

雖
も
 

遂
に
 

他
の
 

力 
を
^
り
 

ず、
 

天
明
^
 

來
衰
 

弱
 

極
ま
れ
り
 

と
い
 

ふ
と
 

雖
も
、
 

君
臣
 

上
下
 

艱
難
 

を
盡
 

し、
 

下
民
 

を
 

撫
育
し
.
、
 

廢
地
を
 

開
き
、
 

來
民
を
 

招
き
、
 

滞
洫
を
 

一 

浚
へ
 

用
水
 

を
 

通
じ
、
 

年
々
 

戶
 

數
を
增
 

し、
. 

頗
ろ
 

難
局
に
 

虚
し
 

耠
ふ
 

も
の
 

實
に
 

君
大
夫
 

以
下
の
 

努
力
に
 

あ
ろ
。
 

た
と
 

ひ
 

二
宮
 

拔
 

群
の
 

才
德
 

あ
り
て
 

亵
 

村
を
與
 

し、
 

農
民
 

撫
育
の
 

術
成
效
 

し
た
と
 

稱
 

す
ろ
 

も、
 

そ
れ
 

は 
世
間
 

不
成
な
 

の，
 

In
 

緖
こ
 

丄 
t 

て
 

勝
れ
ろ
 

と
い
 

ふ
に
 

過
ぎ
な
い
 

で
あ
ら
う
、
 

常
 

相
 

馬
 

領
從
來
 

の 
治
績
に
 

競
ぶ
 

ろ 
時
 

は 
果
し
て
 

如
何
、
 

却
っ
て
 

如
 

か
ざ
ろ
 

も
の
が
 

あ
ろ
で
 

あ
ら
う
、
 

且
 

そ
の
 

事
 

銃
の
 

傅
 

ふ
ろ
 

所
 

甚
だ
 

疑
 

ふ
べ
き
 

も
の
が
 

多
い
。
 

^
1
 

に.
、 

一
身
 

を 
諸
人
の
 

爲
に
拗
 

ち、
 

艱
苦
 

を
盡
 

し
て
 

他
人
 

を
葸
 

む
こ
と
 

子
の
 

如
し
と
 

い
ふ
、
 

數
 

千
年
 

前
の
 

古
聖
 

資
の
行
 

は、
 

己
に
 

勝
つ
 

を
 

以
て
 

主
と
し
て
 

居
ろ
。
 

恐
く
 

は
斯
の
 

如
き
 

意
で
 

あ
ら
う
。
 

M
y
 

の 
人
情
 

は 
私
欲
の
 

み 
盛
で
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あ
る
。
 
今
の
 
世
に
 
當
 つ
て
 
聖
人
 
有
り
と
 
い
ふ
 
も 人

の
 
信
ず
べ
き
 
こ
と
で
 
は
な
し
 

^
二
に
、
 
他
 國
の
衰
 
廢
を
與
 
さ
ん
と
 
す
ろ
 
に、 

弒
金
 
と
し
て
 
其
 始
に
財
 
を
^
り
 
事
を
發
 
す
と
 
い
ふ
、
 
素
よ
り
 
贫
國
 

の
 中
に
 
財
 を
 生
じ
 
富
國
 
と
な
す
 
の 良

法
な
 
り
と
 
す
ろ
 
も 何

故
に
 
種
 金
が
 
必
要
な
る
 
か、 

ま
た
 
當
相
馬
 
は 困

^
 
は
し
て
 

居
る
 
が、 

國
家
を
 
興
す
 
に 僅

々
 
仁
ろ
 
種
 金
 を
 出
す
 
こ
と
 
も 困

難
で
 
な
い
。
 
然
る
に
 
二
 ̂
は
 
そ
の
 
始
に
米
 
金
 を
 種
 金
と
 

し
て
^
り
 
人
れ
 
ろ
と
 
い
ふ
が
、
 
是
は
 
取
ら
ん
 
と
す
れ
ば
 
先
づ
與
 
ふ
ろ
の
 
類
で
 
な
い
か
。
 

第
三
に
、
 
野
 州
 隣
國
の
 
諸
侯
 多
く
 國
政
 
を
^
ね
 
た
と
い
 
ふ
が
、
 
窮
國
が
 
艱
難
に
 
迫
ろ
 
時
 は、 

後
年
の
 
善
惡
を
 
慮
る
 

に 暇
 あ
ら
ず
、
 

E 前
の
 
人
 財
 を 以

て
 
1 時
の
 
困
 迫
 を 補

 ふ
を
悅
 
ぶ、 

當
國
の
 
政
 は
こ
れ
 
に 傚

 ふ 必
要
 
は
な
い
。
 

一 且
 

之
に
 
政
 を 依

頼
し
、
 
若
し
 
不
成
 
効
に
 
終
ら
ば
、
 
却
っ
て
 
阈
弊
 
と
な
り
 
後
世
の
 
憂
 と
も
な
り
、
 
殊
に
 
恥
辱
 
甚
大
に
 
し
て
 

夭
 下
の
 
笑
と
 
な
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 

ま
た
 
聞
く
 
所
に
 
よ
れ
ば
、
 
幕
府
 
は そ

の
 
贤
明
を
 
知
っ
て
 
舉
 用
し
 
給
 ふ
に
 
あ
ろ
と
、
 
古
來
 
肘
に
 
常
め
 
る も

の
 
は 財

力
 

を
^
て
 
S  二 出

で
、
 
名
 を 求

む
 
ろ も

の
 
も
少
 
く
な
い
。
 

必
 し
も
 
幕
府
 
登
用
 
を 以

て
 
贤
者
 
な
り
と
 
す
ろ
 
こ
と
 
は
出
來
 
な. 

い。 
な
に
 
我
 政
治
 
は
舊
 
政
に
 
カ
を
敲
 
し、 

^
道
 
を 守

っ
て
 
以
て
 
功
 を 積

ま
ば
、
 
假
令
 
成
功
 
は
遞
 
し
と
 
雖
も
 
必
ず
 
過
な
 

き
を
 
得
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 
若
し
 
虚
名
に
 
惑
 ひ
 网
政
を
 
委
し
て
 
大
過
 
を 生

じ
た
な
ら
ば
、
 
悔
と
雖
 
も 及

ぶ
べ
か
ら
ず
 
で
あ
 

ろ。 
草
 野
犬
 
夫
 は 性

 g
 に
に
 
し
て
 
實
直
 
で
あ
る
か
ら
、
 

1 H; そ
の
 
辯
 巧
に
 
惑
 ひ
て
 
頻
に
赏
 
歎
せ
ら
れ
 
ろ
が
 

こ
れ
 
高
 

鈴
の
 
故
で
 
は
な
か
ら
 
う
か
」
 



と。
 

池
 

W 
之
 

を 
M
 

き 
諸
 

臣
を
蝨
 

し
て
 

闩
く
、
 

「
各
々
 

の 
疑
念
 

一
理
 

あ
る
が
 

如
く
で
 

あ
ろ
が
、
 

其
の
 

事
業
 

を
實
 

見
せ
 

ざ
ろ
 

が
 

故
に
、
 

疑
惑
 

度，
， 

過
ぎ
た
り
 

と
^
す
く
 

き
も
の
が
 

あ
る
。
 

そ
れ
 

大
久
 

保
忠
|
 

^
下
 

S
 

權
に
 

し
て
 

環
の
 

評
 

高
く
、
 

藝
公
 

I
 

と
し
 

5
 

に 
出
で
 

ず
 

天
下
 

そ
の
 

餘
澤
を
 

被
ろ
 

こ
と
 

少
く
 

な
い
、
 

こ
の
 

君
の
 

明
智
を
 

以
て
 

齒
 

よ
り
 

雷
し
、
 

委
任
す
 

ろ
に
 

f
 

の
衰
 

f
e
s
f
 

以
て
し
、
 

翁
 

i
 

す
 

I
 

俟
 

つ
て
 

小
 

田
？
 
 

S
 

石
の
 

政
 

I
 

任
せ
ん
 

と
せ
ら
れ
た
、
 

そ
の
 

事
 

ま 
. 

菜
さ
な
か
っ
た
 

が
 

野
 

州
の
 

功
業
 

は
旣
に
 

全
く
、
 

餘
澤
 

隣
國
に
 

及
び
、
 

良
法
 

を 
下
す
 

所
 

一
つ
と
 

し
て
 

功
^
 

あ
ら
 

ざ
ろ
 

ま 

な
い
、
 

終
に
 

囊
の
顚
 

末
 

上
^
え
 

て 
幕
府
に
 

召
さ
れ
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

決
し
て
 

挈
の
疑
 

ふ
 

所
の
 

如
き
 

も
の
で
 

は
な
 

I 
若
し
 

こ
の
 

人
の
 

事
を
疑
ぅ
 

て
 

調
査
 

す
れ
ば
、
 

單
に
疑
 

ふ
べ
き
 

こ
と
の
な
い
 

の
み
で
な
 

く、
 

却
っ
て
 

大
こ
 

J
 

の 
^
 

存
 

す
ろ
 

所
 

を
 

發
見
 

す
ろ
 

で
あ
ら
う
。
 

昔
囊
 

の
讓
，
 

^
む
る
 

や、
 

そ.
 

の 
賢
人
 

あ
ろ
 

こ 
急
 

g
 

く 
5
、
 

そ
れ
が
 

卑
 

f
 

賤
の
 

匹
夫
で
あ
っ
て
 

も 
之
 

I
M
 

し
て
 

f
 

讓
り
、
 

或
は
 

宰
相
と
 

し
て
 

天
 

下
の
 

政
 

を
？
 

た。
 

今
 

i
 

の 
賢
 

を
，
 

て
 

之
 
m
 
 

、
、
^
再
 

與
 

I
 

賴
 

せ
ば
、
 

之
 

I
 

侯
の
 

薦
 

と
こ
 

I
 

ひ
 

得
れ
 

ど
も
 

何
の
 

恥
辱
な
 

ど
よ
！
 

ン 

ズ
 

0 そ 
。
の
 

。
ふ
 

時
 

は 
f
 
 

^
 
 

"
」
 

い
^
お
 

1
。
 

か
 

い
^
 

S
 

い
い
き
い
 

k
o
 

位
。
 

あ
 

で
、
 

る 
。時
 

。は
。 

功
 

I
 

す
 

こ
と
 

S
 

來
 

な
い
、
 

過
っ
て
 

不
肯
 

I
 

ふ
ろ
と
 

い
ふ
 

ま
、
 

君
 

明
か
に
 

i
 

あ
ら
ば
 

讓
 

の 
將
來
皇
 

ふ
る
 

の 
要
は
な
い
。
 

試
み
に
 

一 
 

一 
一 f
 

與
復
 

す
ろ
 

こ
と
 

ま
ね
て
 

そ
の
 

仁
術
 

如
何
 

I
 

ろ
に
 

如
く
 

は
な
い
、
 

何
ぞ
 

徒
に
 

遠
 

跻
を
 

隔
て
 

A 
疑
惑
に
 

日 
を 

送
ろ
 

事
を
是
 

と
す
ろ
 

か、
 

草
 

野
 

老
人
 

度量
； 

識
見
 

常
人
に
^
 

趑
 

し
て
 

g
 

ろ。
 

石
 

を
 

以
て
 

玉
と
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す
ろ
 
こ
と
 
は あ

ろ
ま
い
、
 
速
に
 
君
命
に
 
從
 つ
て
 
依
頼
す
べ
き
 
で
あ
ろ
」
 

J。
 

群
臣
 

容
易
に
 

服
せ
 

ず
し
て
 
曰
く
、
 
 

_ 

「
某
 等
の
 
論
ず
ろ
 
所
 は 

一 個
の
 
私
で
 
は
な
い
。
 
國
 f
 
し
て
 
過
な
 
か
ら
し
 
め
ん
と
 
す
ろ
 
2
 
で
あ
ろ
。
 
$
0
 
 
i 

ほ
の
 
二
 執
政
 
是
非
 
こ
の
 
事
 i
 
行
 せ
ん
と
な
 
ら
ば
、
 
我
等
の
 
微
力
 
は 之

 を 止
む
 
ろ こ

と
 
は 出

來
 
f
 
 
f
l
 

服
せ
 
ず
し
て
 
雷
同
す
 
ろ こ

と
 
も
出
來
 
な
い
。
 
强
 ひ
て
 
一 m
i
 
 

> な
ら
ば
、
 
意
に
 
服
せ
 
ざ
ろ
 
も 

の
 を 退

け
 餘
 人
に
 
命
じ
て
 
然
ろ
 
後
實
行
 
せ
ら
ろ
 
气 か

よ
い
。
 
我
等
の
 
關
知
 
す
る
 
所
で
は
な
い
」
 

と。 
池
 田
大
に
 
笑
っ
て
 
曰
く
、
 

「
諸
子
と
 
共
に
 
國
ま
 
憂
 ふ
ろ
 
こ
と
 
三
十
 
年、 

今
 良
法
 
塞
て
 
行
 は
ん
と
す
 

る も、 
阈
 家
の
 
永
 安
 を
，
 

力 故
て
 
S 

, 
ろ 。

積
年
 
忠
義
 
を
 達
く
 
所
の
 
諸
子
 
を
 退
け
て
 
y
 て
 事
を
擧
 
げ
ん
と
 
す
ろ
 
は 決

し
て
 
我
が
 
本
心
で
 
カ
レ
 
 

一 f 子
〜
 

)- 

そ
れ
 
程
ま
で
 

こ 堅
く
 
主
張
す
 
ろ
な
ら
 
ば、 

今
 曰- I

 
の
 I
I
 

に 草
野
老
 
に 報

ず
ろ
 
こ
と
と
 
す
ろ
 
I
 
 "し
 
自
ぼ
 

二
宮
の
 
非
凡
の
 
明
哲
な
 
ろ こ

と
 
I
 
じ
て
 
疑
 は
ず
 
、
^
人
に
 
よ
り
 
再
興
の
 
仁
術
 
S
 
ば、 謹

 
I
s
 
大
に
 
役
す
 

る こ
と
 
#
 
年
？
 
期
し
て
 
待
つ
べ
き
 
で
あ
ら
う
。
 
然
 り
と
 
雖
も
 
B
S
 
疑
惑
 
未
だ
 解
け
ず
、
 
强
ひ
 
て
こ
の
 
事
 を 伏

 

行
 せ
ん
と
す
 
れ
ぱ
舊
 
退
去
の
 
憂
 I
 
れ
 な
い
、
 
巳
む
 
S
 
ず
說
 
5
 
重
ね
て
 
心
服
 
I
 
ち、 管

 
後
續
 
す
ろ
 
こ
と
 

と
す
べ
き
 
で
あ
る
。
 
善
$
 
む
ろ
 
こ
と
 
速
 か
な
 
I
f
 
す
れ
ぎ
、
 
挈
の
 
服
せ
 
ざ
ろ
 
は S
 
至
 I
 
ろ
が
 
尋
 

あ
ろ
」
 



と。
 

こ 
A 

に 
於
て
 

辯
 

論
數
 

日
藩
廳
 

は
こ
の
 

議
に
沒
 

頭
し
た
 

が、
 

衆
 

疑
 

散
ず
 

ベ
く
 

し
て
 

未
だ
 

融
解
せ
 

ず、
 

池
 

田
衷
、
 

い
と
な
 

憂
 

ひ
つ
 

A 
あ
つ
た
が
、
 

江
戸
に
 

於
て
 

は 
草
 

野
 

老
人
 

池
 

田
の
 

書
翰
 

を
披
 

き、
 

衆
 

疑
紛
々
 

と
し
て
 

決
せ
 

ざ
ろ
 

を 
知
り
 

弒
 

じ
て
 

闩
く
、
 

「
嗚
呼
 

こ
れ
 

何
の
 

怪
 

む
べ
き
 

こ
と
で
 

も
な
い
。
 

古
來
 

百
世
の
 

計
 

を
爲
す
 

も
の
 

凡
 

席
と
 

共
に
 

計
ろ
 

べ
き
で
 

な
い
。
 

逮
入
 

を
 

知
ろ
 

も
の
 

は 
其
の
 

智
聖
 

人
に
 

至
ろ
 

も
の
で
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
、
 

賢
 

を
 

知
ろ
 

は
贤
 

者
で
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

八ス
 

1 
 

一
^
に
 

一 
毫
の
 

私
心
 

は
ず
し
な
い
、
 

萬
 

民
を
惠
 

む
こ
と
 

萬
 

物
 

を 
生
育
す
 

ろ 
所
の
 

大
法
 

を 
以
て
 

法
と
 

す、
 

決
し
て
 

平
^
 

り 
も
の
 

A 
慮
り
 

知
ろ
 

所
で
は
な
い
。
 

疑
惑
 

元
よ
り
 

當
然
 

で
あ
ろ
。
 

然
し
て
 

池
 

田 
諸
臣
の
 

心
服
 

を
 

待
っ
て
 

事
を
爲
 

さ
ん
 

と
す
ろ
 

は 
萬
 

全
の
 

道
で
 

は 
あ
る
が
、
 

こ
れ
 

を
 

待
つ
 

の
み
に
 

て
 

は 
必
ず
 

機
 

會
を
失
 

ふ
で
 

あ
ら
う
、
 

文
化
 

改
正
 

以
來
 

三
十
 

お
 

年
，
 

^
既
に
 

老
 

極
に
 

及
ん
だ
。
 

然
 

ろ
に
 

先
生
に
 

遭
う
て
 

國
象
 

再
興
の
 

明
瞭
な
る
 

道
理
 

を 
聞
き
、
 

こ
れ
 

を 
行
 

ふ
に
 

一 
日 

一 

の 
後
れ
 

を 
致
さ
ん
 

こ
と
 

を 
惜
し
み
つ
 

A 
あ
ろ
。
 

凡
庸
 

疑
惑
の
 

氷
解
 

を 
待
た
 

ば、
 

日
暮
れ
て
 

路
 

遠
し
 

の
譬
の
 

如
く
で
 

あ 

ろ
か
ら
、
 

決
し
て
 

遲
 

疑
し
て
 

は
な
ら
な
い
。
 

早
々
 

良
法
 

を 
依
頼
す
べ
き
 

で
あ
ろ
」
 

と、
 

直
に
 

筆
 

を 
執
っ
て
 

池
 

田
に
 

書
翰
 

を 
送
っ
た
。
 

そ
の
 

耍
略
 

報
德
 

記
に
 

見
 

ゆ。
 

_ 
 

^
家
の
 

大
業
 

を
爲
す
 

こ
と
 

衆
人
の
 

意
昆
に
 

從
ふ
時
 

は 
必
ず
 

之
を
遂
 

ぐ
ろ
 

こ
と
 

能
 

は
ず
。
 

：F
- 

と
な
れ
ば
^
 

人
の
 

兑
ろ
 

所
 

は 
千
里
の
 

遠
き
 

に 
及
ば
ず
、
 

且
人
を
 

計
ろ
 

に 
己
の
 

心
 

を 
以
て
 

度
と
 

せ
り
、
 

何
ぞ
 

賢
者
の
 

心
 

公
に
 

在
て
 

一
毫
の
 

私
 

を 
. 

生
ぜ
ず
、
 

百
姓
 

を 
安
 

ぜ
ん
と
し
て
 

我
 

身
 

を
 

忘
ろ
 

ュ 
の
 

至
誠
 

を 
察
す
ろ
 

こ
と
 

を 
得
ん
 

や、
 

然
 

ら
ば
 

則
 

今一
 

一お
 

の 
事
 

を 
M
 



き 疑
惑
 
を 生

ず
る
 
も
の
 
亦
宜
 
な
ら
ず
 
や、 

元
よ
り
 
其
 賢
な
る
 
こ
と
 
を 知

ら
 
ず
ん
 
ば
 何
 ぞ
 猥
り
に
 
可
否
 
を 論

ず
ろ
 
こ
と
 

や
ま
ん
、
 
然
し
て
 
疑
惑
の
 
故
 を 以

て
 
身
 を 退

く
 
と
雖
も
 
同
意
せ
 
ず
と
 
い
ふ
 
も
の
 
は、 是

 自
己
の
 
見
 を
 立
て
 
國
家
永
 
安
の
 

笾
>
 
拒
ぐ
 
も
の
に
 
あ
ら
ず
 
や、 

國
の
中
 
輿
 を
 拒
が
 
ば、 

假
令
 積
年
の
 
忠
勤
 
あ
り
と
 
も、 

今
 は 之

 を 不
忠
の
 
臣
と
 
い
ふ
 

べ
し
。
 
不
忠
の
 
も
の
 
を 退

け
 
賢
 を
用
ゐ
 
ざ
れ
ば
、
 
何
も
 
以
て
 
六
十
 
年
 餘
の
衰
 
國
を
擧
 
ぐ
ろ
 
こ
と
 
を
^
ん
、
 
諸
 臣
の
進
 

S1 君
民
よ
り
 
曾
て
 
貴
兄
に
 
任
じ
 給
 ふ、 

速
に
 
事
 を
 決
し
 
君
 家
の
 
大
幸
を
 
開
く
 
こ
と
 
常
 今
の
 
急
務
な
 
り、 

若
し
 
衆
議
に
 

饯
 つ
て
 
獍
 豫
を
懷
 
か
ば
 
大
事
 
斯
に
廢
 
せ
ん
か
、
 
國
家
再
 
復
の
道
 
は 群

臣
に
 
あ
ら
ず
 
し
て
 
贵
 兄
の
 

一 心
に
 
あ
り
 
云
々
。
」
 

斯
の
 
如
く
 書
 を
 贈
り
、
 
な
ほ
 
十
月
 
十
七
 
日、 

十
一
月
 
十
一
 
日、 

同
 十一 

一日 等
^
々
 
先
生
 
を 訪

ね
て
 
國
 の
衰
廢
 
百
姓
の
 
困
 

乏
を
 
述
べ
 
再
 盛
の
 
道
 を 問

 ふ
こ
と
 
を 努

め
た
。
 
而
 し
て
 
先
生
 
元
よ
り
 
容
易
に
 
廣
く
 
交
り
 
を 許

さ
な
い
 
か
ら
、
 
相
 馬
 藩
 a 

の 群
臣
に
 
聽
 か
し
む
 
ろ 事

が
 
出
来
な
い
。
 
依
て
 
勘
定
 方
 以
下
 
を
從
 者
と
 
し
て
 
伴
 ひ、 

別
^
に
 
あ
ら
し
め
 
て 窃

か
に
 
高
論
 

名
 1
 を 鬼

れ
 
聞
か
し
む
、
 
是
に
 
於
て
.
 江
戸
に
 
在
ろ
 
も
の
 
は 先

生
の
 
說
に
 
感
動
す
 
る も

の
が
 
多
く
な
 
つ
た
。
 

草
 野
の
 
書
 狀
は
中
 
村
に
 
達
し
た
。
 
池
 W 之

 を a
 て 大

に
悅
 
び、 

役
所
に
 
詣
 つ
て
 
諸
お
 
司
に
 
謂
っ
て
 

H: く、 

「
諸
子
の
 
異
見
 
具
に
 
江
戸
に
 
達
し
た
 
所、 

卽
ち
 
返
書
が
 
到
來
 
し
た
。
 
各
々
 
之
 を  一 a

 し
て
 
再
び
 異
見
 
を
 述
べ
ら
れ
た
 

し」
 

と、 
有
司
 
之
を
讀
 
み、 

色
を
變
 
じ
て
 
敢
て
 
！ 一 百 を

發
 
す
ろ
 
も
の
が
な
か
っ
た
。
 

池
 W 闩

く
 

「
今
 君
 侯
 將
に
ー
 
HS の 道

 を 行
 は
ん
と
し
て
 
草
 野
 之
が
 
爲
に
盡
 
力
し
 
つ
：
 
めろ 

こ
の
 
通
り
で
 
あ
ろ
、
 
自
分
 
も 亦

 
意
 

« ̂   49。 一 



で
あ
ろ
。
 

然
れ
 

ど
も
 

阈
 

家
の
 

再
復
は
 

大
業
で
 

あ
ろ
。
 

よ
く
 

ニ
ー
 

人
の
 

力
の
 

み
で
 

爲
し
 

^
 

る 
所
で
な
い
。
 

一
藩
の
 

衆
悉
 

く 
力
 

を
 

協
せ
 

て
爲
 

す
に
 

非
れ
ば
 

成
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
。
 

草
野
旣
 

に
^
-
老
い
、
 

一 
曰
の
 

後
れ
ん
 

こ
と
 

を
薆
 

ふ
る
 

は 
忠
誠
 

の 
致
す
 

所
で
 

あ
ろ
。
 

然
れ
 

ど
も
 

衆
議
 

決
せ
 

ざ
ろ
 

時
 

は 
永
久
の
 

道
 

は 
行
 

は
ろ
 

べ
き
で
 

は
な
い
。
 

諸
子
 

異
見
 

あ
ら
ば
 

遠
慮
 

な
く
 

發
首
 

せ
ら
れ
よ
.
」
 

と。
 

是
に
 

於
て
 

有
司
 

再
び
 

協
議
し
た
 

が、
 

依
然
と
し
て
 

不
可
 

を 
論
ず
ろ
 

も
の
が
 

あ
っ
て
 

決
定
に
 

至
ら
な
か
っ
た
。
 

君
 

侯
 

之
 

を 
聞
き
 

給
 

ひ
て
 

草
 

野
 

を 
召し
て：
；：
 

く、
 

「
凡
そ
 

S 
前
の
 

事
 

だ
 

も 
猶
ほ
遲
 

疑
 

を 
生
じ
て
 

決
し
 

難
き
 

は 
凡
人
の
^
 

情
で
 

あ
ろ
。
 

今
 

百
 

里
 

を 
隔
て
 

A 
以
て
 

一 
一
宮
の
 

深
 

遠
な
 

ろ 
道
理
 

を
傳
へ
 

聞
く
 

の
で
 

あ
る
か
ら
、
 

尙
更
 

能
く
 

理
解
す
 

ろ 
こ
と
が
 

出
來
 

な
い
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

國
の
&
 

治
 

は
汝
と
 

池
 

W 
と
に
 

一 
任
し
て
 

あ
る
。
 

速
に
 

池
 

を
 

呼
び
寄
せ
て
 

一 
一
宮
に
 

W.
 

锊
 

せ
し
め
、
 

然
し
て
 

後
 

こ
の
 

事
 

を
 

決
せ
よ
」
 

と 
命
ぜ
ら
れ
た
 

の
で
、
 

草
 

野
 

は 
直
に
 

使
 

を
 

遣
し
て
 

君
命
 

を
 

池
 

に
傳
 

へ
た
。
 

池
田
卽
 

ち
お
 

爐
 

出
府
し
た
、
 

君
 

侯
 

召
し
て
 

IE  く、 

「
汝
を
 

呼
び
寄
せ
 

た
の
 

は 
別
事
で
 

な
い
、
 

二
宮
 

は 
古
聖
 

賢
に
 

恥
ぢ
 

ざ
ろ
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

袞
國
を
 

M
 

へし
 

百
姓
 

を 
撫
恤
す
 

ろ 
こ
と
 

至
れ
り
 

盡
 

せ
り
で
 

あ
る
。
 

我
阈
の
 

再
興
 

を
 

以
て
 

二
宮
に
 

委
任
 

せ
ん
と
す
 

ろ 
も
の
で
 

あ
ろ
。
 

汝
草
 

野
と
 

協
力
し
 

て
こ
れ
 

を
 

成
就
せ
 

よ」
 

と、
 

極
め
て
 

嚴
肅
 

な
ろ
 

も.
 

の
で
あ
っ
た
。
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、 
，a£ 出

府
 
先
生
に
 
面
會
す
 

池
 田 感

奮
 
謹
で
 
命
 を 受

け
 
直
に
 
先
生
に
 
面
會
を
 
請
 ひ、 

同
年
 
十
二
 
W 十

二
 
日
、
^
.
 

野
、
 
池
 田、 

並
に
 
勘
定
 奉
行
 
阿
部
 
俊
 助
 等
 先
生
 
を 訪

問
し
、
 
仕
 法
の
 
要
 を
 問
 ふ
に
 
至
っ
た
。
 
先
生
 
M
 々
^
し
た
れ
 
ど
も
 

こ
の
 
曰 始

め
て
 
而
會
を
 
許
さ
れ
た
。
 
池
 田 問

う
て
 
曰
く
、
 

「
主
家
 
艱
難
、
 
領
中
袞
 
廢
の
事
 
實
は
草
 
野
旣
に
 
具
に
 
陳
述
し
た
 
通
り
で
 
あ
ろ
。
 
文
化
 
以
來
旣
 
に 三

十
 年
に
 
し
て
 
未
だ
 

力
な
く
、
 
费
用
 
多
く
し
て
 
成
就
の
 
目
箅
も
 
立
た
な
い
。
 

こ
れ
 

一 に 財
力
 
限
り
あ
っ
て
 
窮
民
 
限
り
な
く
、
 
廢
地
も
 
亦
^
 

し、 
限
り
 
あ
ろ
 
財
 を 以

て
 
限
り
な
き
 
施
設
に
.
^
 
ず
る
の
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
上
下
 
カ
を
盡
 
す
と
 
雖
も
 
成
功
せ
 
ざ
ろ
 
所
以
で
 

あ
ろ
。
 
然
 ろ
に
 
先
生
 
野
 州
の
 
民
 を
惠
 
み、 

廢
 地
を
擧
 
ぐ
ろ
 
に 仁

 澤
餘
り
 
あ
り
て
 
餘
カ
 
他
國
に
 
及
ぶ
 
と
い
 
ふ。 

抑
 も 如

 

何
な
る
 
良
法
 
妙
 術
 あ
る
か
 
願
く
 
は 至

敎
を
 
得
て
 
55^- の 宿

志
 
を
遂
 ぐ
る
 
を 得

ば
 
大
幸
 
之
に
 
如
く
 
も
の
 
は
な
い
」
 

と。 
先
生
 
II く、 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一
.
、
，
 

n い^い、，'.、、 
い 

『
當
今
 贵
邦
は
 
君
 侯
 仁
に
 
し
て
 
臣
僚
 
忠
誠
で
 
あ
ろ
、
 
而
 し
て
 
臣
民
 
そ
の
 
德
澤
 
に
^
し
つ
 

A 再
 妆
の
效
 
果
擧
ら
 
ざ
ろ
 
は 

. 
本
源
 
立
た
ざ
る
 
が
 故
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
本
源
と
 
い
ふ
 
は
阈
 家
の
 
分
 度
 を 確

立
す
 
ろ を

い
 
ふ。 

分
 度
 を 立

て
 

A 之
 を 守

る
 

時
 は 生

 財
 限
り
な
く
、
 
國
民
洽
 
く
そ
の
 
澤
に
 
浴
し
、
 
荒
 地
 悉
く
 閗
け
、
 
必
ず
 
舊
復
 
せ
ん
こ
と
 
疑
な
 
き
こ
と
 
で
あ
ろ
。
 
然
 

ら
ぱ
卽
 
ち 八 「

間
く
 處
の
財
 
限
り
 
あ
り
 
用
 限
り
な
し
 
と
い
 
ふ
べ
き
 
で
な
い
。
 
貧
民
 
限
り
 
あ
り
、
 
廢
 E 限

り
 
あ
り
、
 
財
に
 
至
 

つ
て
 
は 限

り
な
し
 
と
稱
す
 
ベ き. で

 あ ろ 。 
贫
民
 
何
人
、
 
廢
 m 何

 萬
 石
と
 限
り
 
あ り て 、

分
外
 
の 生

 財
 年
々
 
K
 り
な
く
、
 

今
年
 
吋
 程
、
 
來
年
 何
程
 
限
り
な
き
 
財
 を 以

て
^
り
 
あろ- M

E
 
を 開

く
 
こ
と
 
何
の
 
難
事
と
 
い
ふ
べ
き
 
ぞ、 

^
り
と
 
い
へ
 



ど
も
 

世
上
】
 

萬
 

石
を
享
 

く
る
 

も
の
に
し
て
 

そ
の
 

用
度
に
 

充
 

つ
ろ
 

だ
に
 

足
ら
な
け
れ
ば
、
 

十
 

萬
 

石
 

を 
得
れ
ば
 

t 
て
 

十
 

萬
 

石
の
 

費
用
 

を
 

要
し
、
 

隨
 

つ
て
 

多
く
 

得
て
 

多
く
 

散
 

じ 
そ
の
 

止
ま
ろ
 

所
 

を
 

知
ら
ざ
る
 

時
 

は、
 

た
と
 

ひ
 

幾
 

百
 

萬
 

を 
得
ろ
 

と
も
 

有
餘
を
 

生
ず
ろ
 

こ，
^ 

は
な
い
、
 

こ
れ
 

卽
ち
 

W
 

家
衰
 

貧
の
 

本
元
で
 

あ
ろ
。
 

天
 

下
 

大
小
 

名、
 

そ
の
 

^
分
の
^
 

ろ 
所
に
 

安
ん
 

じ、
 

自
然
の
 

分
 

を 
守
り
 

そ
の
 

度
 

を
 

失
 

は 
ざ
ろ
 

時
 

は 
毎
年
 

分
外
の
 

餘
財
を
 

生
ず
ろ
 

を 
以
て
、
 

こ
れ
に
よ
 

つ 
て 

年
々
 

大
 

に
國
民
 

を
惠
恤
 

す
と
 

雖
も
、
 

尙
餘
 

り
あ
っ
て
 

財
の
 

盡
 

く
る
 

こ
と
 

は
な
い
。
 

本
源
 

あ
れ
ば
 

斯
の
 

如
く
 

易
し
、
 

然
ろ
 

に
こ
 

の
 

本
源
 

確
立
せ
 

ざ
れ
ば
、
 

財
 

货
は
年
 

々
全
額
な
 

消
費
 

せ
ら
る
 

A 
を 

以
て
、
 

桶
の
 

水
 

を 
以
て
 

萬
 

民
の
 

飢
渴
を
 

救
 

ふ
が
 

如
 

く
で
、
 

そ
の
 

器
 

中
の
 

水
少
 

に
し
て
 

常
に
 

自
用
に
 

さ
へ
 

も
盡
 

く
る
 

こ
と
 

速
 

か
な
ろ
 

を
薆
 

ふ
ろ
 

も
の
で
あ
る
。
 

桶.
 

ま
に
 

分
 

度
 

を 
立
つ
 

ろ 
時
 

は、
 

仁
澤
の
 

本
源
 

立
っ
て
 

永
世
 

そ
の
 

度
に
 

よ
っ
て
 

盡
 

き
ざ
ろ
 

べ
き
で
 

あ
ろ
。
 

啻
に
 

相
 

馬
の
 

民
の
 

安
撫
 

を
 

全
く
す
 

ろ 
の
み
で
な
 

く、
 

餘
澤
 

他
に
 

及
ん
で
 

盡
 

く
る
 

こ
と
な
き
 

を 
得
ろ
。
 

蓋
し
 

我
 

朝
 

上
世
 

豐
葦
 

原
と
 

稱
へ
、
 

未
だ
 

開
け
 

ざ
ろ
 

時
 

は 
一 
圓
に
萆
 

原
な
 

り
し
 

を、
 

之
 

を 
開
か
せ
 

給
 

ふ
に
 

異
國
の
 

財
 

を
 

借
り
て
 

開
き
 

給
 

ひ
し
に
 

あ
ら
ず
、
 

一 
耜
ー
發
 

、之
 

を 
重
ね
て
 

百
 

千
 

萬
耜
發
 

と
な
っ
て
 

開
け
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

異
 

國
と
雖
 

i>
 

我
が
 

財
 

を 
借
り
て
 

開
い
た
 

の
で
 

は
な
い
。
 

然
 

ら
ば
 

卽
ち
我
 

國
は
我
 

國
の
カ
 

を
 

以
て
 

開
け
、
 

異
國
は
 

異
闺
の
 

カ
を
以
 

て 
開
け
し
 

こ
と
 

疑
な
い
、
 

こ
の
 

上
世
に
 

於
て
 

は 
僅
に
 

一 
財
 

を 
得
ん
 

と 
欲
す
ろ
 

と
も
 

財
寶
 

あ
ろ
な
 

く、
 

唯
 

木
を
创
 

つ
て
 

来
 

耜
 

と
な
し
、
 

一 
耜
ー
 

發
の
 

丹
精
 

を
 

積
み
、
 

終
に
 

原
野
 

悉
く
 

開
け
、
 

數
 

千
年
の
 

後
に
 

至
っ
て
 

金
銀
 

財
 

寶
を
發
 

明
し
 

作
 

爲
 

し
た
。
 

こ
れ
に
 

山
て
 

之
 

を 
觀
れ
ぱ
 

開
 

田 
は 

先
に
し
て
 

財
 

寶
は
遙
 

に 
後
で
 

あ
ろ
。
 

然
る
に
 

今
 

荒
撫
を
 

起
さ
ん
 

と
し
て
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財
な
 
き
を
 
薆
 ふ
る
 
は、 

先
 後
の
 
順
序
 
を 察

せ
 
ざ
ろ
 
が
 故
で
 
あ
る
。
 
假
令
 
極
貧
の
 
國
と
雖
 
も、 

上
古
の
 
原
野
に
 
比
す
れ
 

ば
其
豊
 
な
ろ
 
こ
と
 
話
に
 
も
な
ら
 
な
い
 
程
大
 
な
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
卽
ち
廢
 
地
 を
 起
す
 
所
の
 
財
 は 開

 W に
よ
っ
て
^
 
ず
る
 

も
の
で
 
あ
ろ
。
 

今
 そ
の
 
國
の
 
租
稅
を
 
調
査
し
、
 
過
去
 
十
 年
 乃
至
 
二
十
 
年
 も 平

均
 
す
れ
ば
、
 
そ
こ
に
 
自
然
の
 
數
 に
し
て
 
H< 分

の
 
限
度
 

を
 知
り
 
得
ろ
。
 
こ
の
度
 
を 以

て
 
出
 財
 を 制

し
、
 
艱
難
に
 
際
し
て
 
は
惠
民
 
仁
政
 
を 行

 ひ、 
廢
 地
を
舉
 
ぐ
ろ
 
時
 は 分

 度
の
 

米
 粟
 湧
く
 
が
 如
く
に
 
産
出
す
 
ろ
で
 
あ
ら
う
、
 
之
 を 分

內
に
 
人
れ
 
ず
し
て
 
國
家
再
 
役
の
 
用
 財
と
 
な
し
、
 
年
々
^
 
り
な
く
 

仁
澤
を
 
施
す
 
時
 は、 

如
何
な
 
ろ 貧

民
 
も 安

ん
じ
、
 
幾
 萬
 町
歩
の
 
廢
田
も
 
起
し
 
盡
 す
べ
き
で
 
あ
ろ
。
 
こ
れ
 
卽
ち
 
本
源
 確
 

一 

立
す
 
る
が
 
故
で
 
あ
ろ
。
 
野
 州
 役
 與
の
法
 
も
こ
れ
 
に 外

な
ら
 
な
い
、
 
相
 馬
の
 
善
政
 
數
十
年
 
努
力
 
效
 少
し
と
 
せ
ば
 
こ
の
 
本
 

^ 

源
 を
 立
て
ざ
る
 
が
 故
で
 
あ
ろ
」
 

と。 
草
 野
、
 
池
 E 一 一老 感

動
し
て
 
H く、 

「
君
臣
 
上
下
の
 
憂
と
 
す
る
 
所、 

唯
今
 
先
生
の
 
明
敎
を
 
問
く
 
に 及

ん
で
 
憂
心
 
此
に
 
氷
解
し
、
 
積
年
 
甚
だ
 
難
し
と
 
す
ろ
 
所
 

は、 
今
や
 
甚
だ
 
易
き
 
こ
と
 
を
 悟
ろ
 
こ
と
 
を
 得
た
。
 
こ
の
 
明
敎
 
に
よ
っ
て
 
こ
の
 
道
 を 行

 ふ 時
 は、 

先
代
 
以
來
の
 
宿
願
 
始
 

め
て
 
達
す
ろ
 
こ
と
.
^
 得
ろ
 
で
あ
ら
う
」
 

と、 
退
い
て
 
具
に
 
之
 を 君

 侯
に
 
報
告
し
た
。
 
君
 侯
 大
に
悅
 
び、 

國
家
 
中
興
の
 
道
 を 依

頼
す
 
ろ 手

書
 
を
 先
生
に
 
贈
ら
ろ
。
 

二
 老
之
を
 
奉
じ
て
 
先
生
に
 
W
 會
 し
て
 
君
命
み
 
述
べ
、
 
手
書
 
を
 差
 出
し
た
。
 
先
生
 之
 を
閱
覽
 
し
て
 

H: く、 
君
 侯
 仁
に
 
し
て
 



臣
忠
^
 

な
ろ
 

こ
と
 

斯
の
 

如
く
で
 

あ
る
。
 

貴
阈
 

の
 

再
興
 

せ
ん
こ
と
 

難
き
 

に
あ
 

ら
ず
 

と
嘆
赏
 

し
た
 

• 

先
生
 

當
時
 

印
幡
沼
 

排
水
 

開
鑿
 

方
法
 

視
察
よ
り
 

歸
 

り
て
 

間
も
な
く
、
 

そ
の
 

始
末
に
 

注
意
 

を
拂
 

ひ
つ
，
 

あ
り
、
 

ま
た
 

そ
の
 

任
務
の
 

將
來
 

に
っ
き
 

考
慮
す
べ
き
 

こ
と
 

も 
多
か
っ
た
。
 

櫻
 

町、
 

小
 

田 
原
 

等
の
 

將
來
 

に
關
 

し
て
も
 

薆
盧
 

しつ
.，
 

あ
っ
た
。
 

こ
の
 

時
に
 

際
し
て
 

前
記
の
 

如
く
 

池
 

田、
 

草
 

野
の
 

訪
問
 

も
あ
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

一 
た
び
 

面
會
 

す
れ
ば
 

そ
の
 

指
導
 

實
に
 

痒
き
 

所
 

を
搔
く
 

如
く
、
 

截
然
と
 

し
て
 

斷
 

ず
ろ
 

所
の
 

手
際
 

を
 

示
さ
れ
ろ
 

の
で
、
 

益
々
 

尊
敬
と
 

信
頼
と
 

を
 

一せ
 

ナ、
 

日.
 

^こ
 

指
^
 

を
 

f 

ふ
 

も
の
が
 

多
か
っ
た
。
 

相
 

馬
の
 

草
 

野
 

等
 

も 
亦
屢
々
 

往
來
 

し
て
 

道
 

を 
問
 

ひ、
 

先
生
 

亦
治
國
 

安
民
の
 

要
 

道
盛
袞
 

存
亡
の
 

出
て
 

來
ろ
 

所
、
 

藩
 

民
 

撫
恤
の
 

仁
術
 

を
說
 

解
す
 

ろ 
こ
と
 

淳
々
 

然
と
し
て
 

條
理
 

あ
り
、
 

節
 

HE
 

あ
り
、
 

經
國
の
 

法
 

燦
然
と
 

し
て
 

明
か
 

な
ろ
 

を 
以
て
、
 

兩
老
愈
 

々
感
激
 

深
く
 

し
て
、
 

袞
廢
 

復
與
の
 

道
渐
く
 

胸
奥
に
 

自
得
す
 

ろ 
こ
と
 

を
き
 

た。
 

玆
に
 

於
て
 

池
 

田 
は 

直
に
 

國
に
歸
 

り、
 

之
 

を
 

群
臣
に
 

吿
げ
、
 

先
生
の
 

高
德
と
 

良
法
と
 

を 
以
て
し
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

群
臣
 

は 

未
だ
 

疑
惑
 

を
散
ぜ
 

ず、
 

議
論
 

紛
々
 

た
ろ
 

も
の
が
 

あ
っ
た
。
 

池
 

田 
誠
意
 

を
 

以
て
 

懇
篤
に
 

之
 

を
 

諭
し
、
 

君
 

侯
旣
に
 

之
に
 

事
 

を
 

決
し
 

給
 

ひ、
 

草
 

野
老
も
 

我
等
 

も 
亦
 

こ
の
 

方
法
の
 

外
に
 

良
法
な
 

き
を
 

信
ず
る
 

も、
 

之
 

を
 

領
內
に
 

施
す
 

に 
際
し
て
 

ま 
一 

こ 
群
 

臣
 

諸
子
に
 

よ
っ
て
 

領
民
 

を
 

指
導
 

せ
ら
ろ
 

ム
外
 

は
な
い
。
 

諸
子
に
 

し
て
 

遲
疑
 

す
れ
ば
 

何
 

を 
以
て
 

實
施
 

す
ろ
 

を
 

得
ん
、
 

而
し
 

て
 

相
 

馬
な
 

救
 

ふ
の
 

道
 

こ
の
 

外
に
な
 

し
と
せ
ば
、
 

諸
子
の
 

奮
 

發
を
俟
 

つ
よ
り
 

術
な
 

き 
所
で
 

あ
ろ
と
、
 

訓
諭
 

倦
む
 

所
な
 

き
を
 

以
て
、
 

次
第
に
 

信
ず
ろ
 

も
の
 

を 
出
し
た
 

が、
 

政
策
と
 

し
て
 

は
旣
に
 

決
定
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

斯
く
て
 

も
尙
 

愈
々
 

實
施
 

す
る
 

に は 至
ら
な
か
っ
た
。
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こ
の
頃
 
富
 田
の
 
母
 病
床
に
 
あ
り
、
 
IK 保

 十四. 年
 正
月
 
晦
日
 
富
 
鄕
 里
に
 
歸
 つ
て
 看
 謹
し
 
つ 

" こ
の
 
顚
末
を
 
明
か
に
 
し、 

草
 野
、
 
池
 田
の
 
老
を
 
感
謝
し
 
つ A も、 

國
 家
の
 
將
來
 
に
っ
き
 
祈
ろ
 
所
 多
か
っ
た
 
が、 

法
は
拔
 
W
 に 決

し
た
 
ろ も、 

寶
施
 

せ
ら
ろ
 

A に は 至
ら
な
か
っ
た
。
 

四
 
相
 馬
の
 
分
 度
 確
立
と
 
仕
 法
 初
期
の
 
戕
況
 

ィ
 

相
 馬
 藩
 分
 度
の
 
確
立
 

弘
化
 
元
年
 
正
月
 
二
十
四
日
、
 
先
生
 
は 召

さ
れ
て
、
 
眞
 岡
の
 
陣
屋
よ
り
 
出
府
し
、
 

R
 卄
六
 

日 江
戸
に
 
到
着
し
、
 
翌
廿
 
七
日
 
小
川
 
町
の
 
勘
定
 方
 役
所
に
 
出
頭
し
、
 
次
で
 
四
 H 五

日
 
日
光
 
御
 神
 領
開
發
 
の 命

 を
 受
け
、
 

出
 衧
 の 意

 成
り
し
 
も 俄

に
 
書
面
 
を 以

て
 
答
 串
す
べ
き
 
旨
 を 達

せ
ら
れ
、
 
爾
來
引
 
續
き
仕
 
法
 雛
 形
作
 
成
に
 
着
手
す
 
ろ
に
 
至
 

つ
た
。
 
そ
の
 
用
務
 繁
雜
 
と
な
っ
た
 
の
で
、
 
宇
津
 家
の
 
西
久
 
保
の
 
邸
よ
り
、
 
日
本
 橋
 石
 町
な
る
 
前
 ffl^l 洲

借
 
宅
に
 
居
 を 移

 

し
た
。
 
而
 し
て
 
容
易
な
ら
 
ざ
ろ
 
大
業
た
 
ろ を 以

て
、
 
客
 を 謝

し
、
 
門
 を
閉
ぢ
 
て
こ
の
 
事
業
に
 
沒
 頭
す
 
ろ
に
 
至
っ
た
。
 
斯
 

く
て
 
追
々
 
書
類
 出
來
 
し、 

逐
次
 
淨
書
を
 
な
す
こ
と
 
と 

な 
つ た。 

故
に
 
仕
 法
 書
 作
成
の
 
爲
に
 
多
數
の
 
筆
生
 
を
 必
要
と
 
し 

た
。
 
 

- 

恰
も
 
こ
の
頃
で
 
あ
ろ
。
 
草
 野
 半
 右
 衞
門
は
 
旅
 宿
に
 
來
り
、
 
御
 仕
 法
 書
を
拜
 
見
し
、
 
益
々
 
仕
法
實
 
施
の
 
要
 を 認

め
、
 
そ 

の
廿
九
 
H 
に は 紺

 野
 織
 江
が
 
來
り
、
 
爾
後
 往
來
 頻
繁
に
 
し
て
、
 
草
 野
の
 
如
き
 
は、 

日
記
に
 
連
日
 
連
 綾
し
て
 
訪
問
者
と
 
し 

て
の
 
名
が
 
見
 ゆ
ろ
 
こ
と
 
も あ

ろ
。
 
而
 し
て
 
草
 野
の
 
周
旋
に
 
よ
っ
て
、
 
七
月
 
六
日
 
仕
 法
 雛
 形
 著
作
 
所
 を、 

芝
 田 町

な
る
 
海
 

津
專
兵
 
衞
隱
吾
 
所
に
 
移
し
た
、
 
以
て
 
そ
の
 
懇
親
の
 
度
の
 
犬
に
 
濃
 か
に
な
 
つ
た
こ
と
 
を 知

り
 
得
ろ
。
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^
で
 

こ
の
 

年
 

A
 

田 
胤
 

直
 

も 
出
府
し
、
 

^
々
相
 

馬
铽
 

仕
法
實
 

施
の
 

根
本
 

條
件
 

た
ろ
、
 

相
 

馬
 

家
の
 

分
 

度
 

確
立
に
 

進
む
 

こ
と
 

と
な
っ
た
 

の
で
 

あ
ろ
が
、
 

遣
憾
 

な
が
ら
 

そ
の
 

時
日
が
 

判
明
し
 

な
い
。
 

何
と
 

な
れ
ば
 

前
述
の
 

移
轉
 

し
た
 

芝
 

田 
町
の
 

借
 

宅
 

は 

翌
弘
化
 

一 
一 ハ牛
正 

月1
 

一十
 

四
日
 

江
戶
 

大
火
に
 

て
類
燒
 

し、
 

こ
の
 

元
年
 

下
半
期
 

分
の
 

日
記
 

を 
失
っ
た
 

の
で
、
 

池
 

田
の
 

訪
問
が
 

元
た
 

牛
 

下
半
期
で
 

あ
ら
う
 

と 
推
斷
し
 

得
ろ
 

の
み
で
 

あ
ろ
。
 

常
時
 

先
生
 

は
從
來
 

指
導
し
 

つ 
A 

あ
っ
た
 

谷
 

田 
部
、
 

烏
 

山、
 

下
 

館、
， 

靑
木
 

等
の
 

仕
 

法
 

さ
へ
ん
 

公
文
 

を
 

以
て
 

一 
應
 

謝
絶
し
 

た
の
で
、
 

各
藩
 

は 
困
 

迷
の
 

結
果
 

特
に
 

幕
府
に
 

歎
願
し
て
、
 

漸
く
 

指
導
 

を
受
 

く
ろ
 

を
^
た
 

程
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

草
 

野
、
 

池
 

£ 

の
 

一 
一
老
が
 

黡
々
 

仕
 

法
 

指
導
 

を
 

請
 

ふ
け
れ
 

ど
も
 

容
易
に
 

承
諾
 

を
 

得
な
か
っ
た
。
 

然
れ
 

ど
も
 

前
述
の
 

如
き
 

關
 

係
に
 

進
ん
で
；
 

§
 

る
の
で
、
 

草
 

野
、
 

池
 

田 
等
と
の
 

懇
親
 

は、
 

他
の
 

諸
 

藩
に
 

於
て
 

下
^
の
 

衣
笠
 

兵
 

太
夫
と
 

相
 

待
っ
て
 

蓋
し
 

^
 

な
ろ
 

交
^
 

で
あ
 

つ
た
で
 

あ
ら
：
 

つ。
 

故
に
 

仕
 

法
の
 

要
諦
 

は 
示
し
 

盡
 

さ
れ
、
 

結
局
 

一 
藩
の
 

仕
 

法
 

は、
 

そ
の
 

藩
 

政
 

を 
分
 

度
の
 

上
に
 

匿
く
べ
き
 

こ 

と
に
 

あ
ろ
 

を
詳
 

に
せ
ら
れ
、
 

草
 

野
、
 

池
 

田 
は 

其，
 

資
料
の
 

蒐
集
に
 

努
力
し
、
 

從
 

つ
て
 

指
導
し
、
 

從
 

つ
て
 

調
査
し
、
 

K
 

に；
 

C 

大
十
 

年
に
 

近
き
 

驚
く
 

ベ
 

き
 

長
年
 

月
間
の
 

资
料
を
 

得
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

こ
れ
 

を 
提
出
し
た
 

時
に
は
、
 

さ
す
が
の
 

先
生
 

も 
驚
か
れ
、
 

衰
廢
に
 

赴
く
 

國
に
 

於
て
 

は
往
々
 

簿
 

書
の
 

記
 

錄
を
 

怠
り
、
 

又
 

は 
そ
の
 

正
確
 

を
 

失
 

ひ、
 

僅
に
 

I 
一三
 

十
 

年
の
 

租
稅
の
 

額
と
 

い 
へ
ど
 

も 
明
白
な
ら
 

ざ
ろ
 

こ
と
が
 

少
 

く
な
い
。
 

然
 

ろ
に
 

相
 

馬
 

ま，
 

百
 

九
十
 

年
^
の
 

貢
稅
を
 

調
べ
 

得
た
 

こ
と
 

は、
 

確
實
 

な
ろ
 

基
礎
 

を
 

有
す
ろ
 

故
き
 

國
 

で
あ
ろ
 

と
は
い
へ
、
 

實
に
 

感
心
せ
 

ざ
ろ
 

を
 

得
な
い
。
 

是
に
 

基
い
て
 

天
 

命
の
 

自
然
 

を
 

探
り
、
 

至
 

當
の
分
 

度
 

を
 

求
む
 

ろ
な
ら
 

ぱ、
 

必
然
 

屮
 

正
の
 

分
 

度
 

を
 

雇
 

立
し
 

得
ろ
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で
あ
ら
う
 
と、 

日
夜
 深
く
 考
慮
し
、
 
反
覆
 
計
算
 
推
究
、
 
圓
相
 
に
よ
っ
て
 
相
 馬
の
 
H< 分

 を
 按
じ
、
 
百
 八
十
 
年
 を
 計
ろ
 
に m. 

子
よ
り
 
癸
 亥
に
 
至
ろ
 
六
十
 
年
 を
 
一
周
 度
と
 
す
ろ
 
例
に
 
よ
り
、
 
こ
れ
 
を
 三
 周
 度
に
 
分
ち
、
 
天
地
人
に
 
配
し
て
 
百
八
十
^
に
 

當
て
、
 
初
の
 
六
十
 
年
 は 盛

時
に
 
し
て
、
 
終
り
 
六
十
 
年
は
衰
 
時
た
り
、
 
恰
も
 
屮
の
 
六
十
 
ハ牛は 盛

 褻
の
 
中
た
 
ろ
に
 
相
當
 
す、 

始
め
は
 
陽
 時
に
 
し
て
、
 
終
り
 
は 陰

 時
で
 
あ
ろ
。
 
中
の
 
平
均
 時
 を
 一 一分 す

れ
ば
 
三
十
 
年、 

之
 を
 盛
衰
 
一 一

面
に
 附
 す
れ
ば
 
3
 

ち 百
 八
十
 
年
 を
 二
分
し
た
 

ろ 九
十
 
年
で
 
あ
ろ
。
 
卽
ち
百
 
八
十
 
华
の
 
初
期
 
九
十
 
年
 は 盛

時
の
 
陽
に
 
し
て
、
 
後
の
 
九
十
 
ハ牛は 

衰
 時
の
 
陰
で
 
あ
ろ
。
 
此
の
 
衰
 時
の
 
平
均
 
度
 を
 以
て
 
國
家
再
 
復
の
分
 
度
 を 立

て
、
 
後
 六
十
 
年
を
經
 
て
 全
く
 
舊
復
の
 
期
と
 
な 

ろ o 

調
査
 書
類
 
は 明

曆
ー
 
一 丙 申

の
 
年
よ
り
、
 
弘
化
元
 
甲
 辰
の
年
ま
で
、
 

百
 八
十
 
九
 年
分
 
揃
 へ
ら
れ
て
 
あ
ろ
。
 
先
生
の
 
手
許
 

で
 調
査
し
た
 
順
序
か
ら
 
い
へ
ば
、
 
弘
化
 
元
卽
ち
 
fK 保

 十
五
 
年
よ
り
 
溯
っ
て
 
天
明
 
五
 年
に
 
及
び
、
 
之み」 第

三
 
期
と
 
し、 

天
 

明
 四
 年
よ
り
 
溯
っ
て
 
享
保
十
 
年
に
 
及
び
、
 
之
 を
 第
二
 
期
と
 
し、 

享
保
.
 ̂
年
よ
り
 
溯
っ
て
 
寬
文
五
 
年
に
 
及
ぶ
 
之
 を
 第
 
I
S
 

と
す
ろ
 
百
 八
十
 
年
と
 
な
ろ
。
 
初
の
.
 ̂
ケ
 年
分
 
を
 切
斷
し
 
て
 陰
陽
 
計算. の 外

に
 
置
い
た
 
も
の
と
 
見
 ゆ
ろ
。
 

三
 周
 度
 各
 六
十
 
年
別
 
牧
納
表
 

第
 

一 
期
 

收
納
米
 
八
 百
 四
十
 
萬
 四
千
 
七
 百
 八
十
 
一
俵
 餘
 
 

此
 平
均
 
十
四
 
萬
 七
十
 
九
俵
餘
 

第
二
 

期
 

同
 

七
 百
 八
 萬
 三
千
 
八
 百
 四
十
 
四
俵
餘
 
 

十
一
 
萬
 八
 千
 六
十
 
四
俵
餘
 

第
三
 
期
 

同
 

三
百
 
八
十
 
二
 萬
 七
 千
 六
 kz  二

十
 
六
俵
餘
 

六
 萬
 三
千
 
七
 百. K

 十
三
 
俵
 飴
 



合
 

計
 
 

千
 

九
 

百
 

三
十
 

一 
萬
 

千
 

二
百
 

五
十
一
 

俵
餘
 

0
 

十
 

萬
 

七
 

千
 

三
 

fa
 

十
二
 

俵
^
 

三
 

周
 

度
半
歲
 

九
十
^
 

別
 

牧
納
表
 

上
 

期
 
 

千
 

二
百
 

四
十
 

四
 

萬
 

五
 

千
 

十
五
 

俵
 
 

此
 

平
均
 

十
三
 

萬
 

八
 

千
 

二
百
 

七
十
 

七
俊
餘
 

下
 

あ
 
 

六
 

百
 

八
十
 

七
 

^
千
 

二
百
 

三
十
 

六
 

俵
^
 
 

0
 

七
 

萬
 

六
 

千
 

三
百
 

四
十
 

七
俵
餘
 

こ
れ
 

を 
以
て
 

兌
れ
ば
、
 

陰
陽
 

盛
衰
の
 

事
實
は
 

極
め
て
 

明
^
で
 

あ
ろ
が
、
 

相
 

馬
 

藩
 

政
の
 

分
 

度
 

は 
何
れ
に
 

準
據
 

す
べ
き
 

か
 

こ
れ
 

を
當
時
 

K<
 

保
の
 

末
よ
り
 

弘
 

化
の
 

初
に
 

於
け
 

ろ 
事
 

實
と
對
 

照
す
 

ろ
に
、
 

弘
化
 

元
年
 

を 
溯
ろ
 

十
ケ
年
 

の
牧
納
 

は、
 

合
 

計
 

五
十
 

七
 

萬
 

二
 

千
 

五
十
八
 

俵
餘
 

で、
 

平
均
 

五
 

萬
 

七
 

千
 

二
百
 

五
俵
餘
 

と
い
 

ふ
衰
 

時
の
 

極
よ
り
も
 

甚
 

し
い
 

差
が
 

あ
ろ
が
、
 

そ 

れ
は
 

ff
< 

明
 

七
 

年
の
 

凶
作
が
 

あ
つ
た
か
ら
 

で
あ
ろ
。
 

而
 

し
て
 

最
近
^
 

保
 

十
一
 

年
 

以
後
の
 

五
ケ
^
 

は、
 

年
々
 

七
 

萬
 

俵
 

餘
の
收
 

納
 

で
あ
ろ
。
 

之
 

を
 

顧
慮
す
 

ろ 
こ
と
な
く
し
て
 

衰
 

時
の
 

牧
納
を
 

以
て
す
れ
ば
 

餘
 

り
に
^
 

分
 

を 
無
視
す
 

る 
こ
と
と
 

な
ろ
。
 

然
 

も
ま
た
 

最
近
の
 

牧
納
 

の
み
に
 

よ
れ
ば
^
 

災
地
 

變
に
備
 

ふ
ろ
 

力
 

も
な
 

く、
 

荒
 

地
 

開
 

發
の
资
 

源
も
见
 

出
せ
な
い
。
 

依
て
 

盛
き
 

九
十
 

年
、
 

陽
の
 

力
 

は 
將
來
の
 

復
興
に
 

俟
っ
 

こ
と
と
 

し、
 

衰
時
火
 

十
 

年
 

陰
の
 

力
と
 

最
近
 

十
ケ
年
 

の 
事
實
を
 

加
へ
 

て、
 

直
 

後
 

十
ケ
年
 

の 
分
 

度
と
 

な
す
こ
と
 

と
し
た
。
 

卽
ち
 

寶
曆
五
 

年
よ
り
^
 

明
 

四，
 

ギ
 

ま
で
 

陰
の
 

起
り
 

三
十
 

年
と
、
 

^
明
 

五
 

ひ
よ
 

り
弘
化
 

元
年
ま
で
 

陰
 

時
 

六
十
 

年
 

問
の
 

總
牧
納
 

の 
平
均
に
、
 

最
近
 

十
ケ
 

年
^
 

分
の
 

牧
納
 

平
均
 

を 
加
へ
 

て
 

一 
一
分
し
た
 

ろ 
も
の
 

を
 

以
て
、
 

常
 

分
 

十
ケ
年
 

問
の
 

分
 

度
と
 

す
ろ
 

こ
と
と
 

し
た
。
 

陰
 

時
^
 

十
 

年
牧
納
 

平
均
 

七
 

萬
 

六
 

千
 

三
百
 

四
十
 

七
俵
餘
 

に、
 

最
 

近
 

十
ケ
年
 

^
 

の 
牧
納
高
 

五
十
 

七
 

萬
 

1 
一千
 

五
十
八
 

俵
餘
の
 

平
均
 

五
 

萬
 

七
 

千
 

一 
一 百
 

五
 

俵
 

を
 

加
へ
、
 

こ
れ
 

を！
 

一
分
す
 

ま 
六
 

萬
 

一 499 一 



— 5°°  — 

六
 千
 七
 ̂
七
十
 
六
 俵
 
一 斗

 四
 升
 九
 合
 五
 勺
ニ
才
 
と
な
ろ
。
 
こ
れ
が
 
相
 馬
當
今
 
十
ケ
 
年
分
の
 
度
と
 
な
ろ
。
 
而
 し
て
 
そ
の
^
 

剩
は
開
 
發
の
资
 
源
と
 
し
て
 
用
 ゐ
ら
る
 

A も
の
で
 
あ
ろ
。
 
卽
ち
 
分
外
 推
 建
 と
な
る
。
 

こ
の
 
十
ケ
 
年
の
 
分
 度
 は、 

爾
後
 
十
ケ
 
年
を
經
 
過
し
、
 
そ
の
 
間
に
 
開
發
 
せ
ら
れ
、
 
納
稅
 
力
が
 
增
加
 
し
そ
れ
 
に
よ
っ
て
 
十
 

ケ
年
 
問
に
 
増
加
し
た
 
額
 を 平

均
し
て
 
こ
の
 
分
 度
に
 
加
 
へ 、 

之
 を 平

均
し
て
 
盛
衰
の
 
根
元
に
 
封
し
 
て
^
に
 
仕
 法
お
 
一 一

期
の
 

分
 度
 を 確

立
す
 
ろ
の
で
 
あ
ろ
。
 

こ
の
 
分
 度
 を
 示
現
す
 
る 六

 萬
 六
 千
 七
 百
 七
十
 
六
俵
餘
 
よ
り
 
多
く
 
牧
納
が
 
あ
れ
ば
、
 
之
 を
 分
外
 推
讓
 
と
し
て
、
 
颔
內
の
 

褻
 貧
 を. 起

し
、
 
屋
根
 替
、
 
便
所
、
 
灰
 小
屋
、
 
木
 小
屋
、
 
道
路
、
 
橋
梁
、
 
用
水
 
排
水
 
を 修

理
し
、
 
或
は
 新
設
し
 
或
は
 
借
財
 

を
返
濟
 
せ
し
め
、
 
領
中
 
與
復
の
 
方
途
 
を 講

ず
ろ
 
爲
の
 
財
と
 
し、 

ま
た
 藩
の
 
fK 災

 用
意
の
 
資
 に
用
ゐ
 
ろ
の
で
 
あ
る
。
 

以
上
の
 
如
き
 
攻
究
の
 
顚
末
を
 
明
か
に
 
し、 

藩
 政
將
來
 
の
根
據
 
と
し
た
ろ
 
も
の
 
を
 
『
爲
政
 
鑑
土
臺
 
帳
』
 
と
い
 
ふ。 

合
計
 

八
 冊
で
 
外
に
 
數
 冊
の
 
調
書
が
 
あ
ろ
。
 
或
は
 
1K 分

祿
 
高
を
牲
 
古
に
 
溯
っ
て
 
調
査
し
、
 
之
 を 三

分
し
て
 
天
地
人
 
三
才
と
 
な
し
 

分
 度
の
 
根
據
を
 
攻
究
し
、
 
そ
の
 
得
た
 
ろ 結

果
 卽
ち
 
fK 分

に
 
甚
き
 
六
十
 
ケ
年
 問
の
 
分
 度
 を
 十
 年
毎
に
 
分
配
し
た
 

ろ 範
式
を
 

作
り
、
 
將
來
の
 
復
興
 
案
 を
 定
め
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
勿
論
 
こ
の
 
第
 十
 
一 年

 以
後
の
 
實
際
 
は、 

笫
 
一
期
 十
 年
間
の
 
與
筏
成
 
緩
 

に
據
 
な
べ
き
 
を. 以

て
、
 
そ
の
 
示
し
た
 
ろ
數
 
は
假
定
 
で
あ
ろ
 
が、 

之
を
算
 
m
 す
ろ
 
乎
 絞
 は 萬

 世
の
 
範
 た
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 

界 く
し
て
 
得
た
 
ろ 結

論
 
は、 

相
 馬
 家
の
 
現
在
に
 
鑑
み
て
 
前
に
 
述
べ
た
 
ろ 如

く
 
分
 度
 を 以

て
 
確
乎
た
 
ろ 基

礎
と
^
 
め
た
 
の 

で
あ
ろ
。
 



S
,
 

池
 

田
？
 

始
め
、
 

こ
れ
 

を 
一 

覽
 

し
た
ろ
 

者
 

は、
 

悉
く
 

感
歡
 

止
ま
ず
、
 

a
s
 

與
 

の
 

基
本
 

I
 

た
り
と
 

直
に
 

之
 

を
 

相
 

馬
 

侯
に
 

報
告
し
た
、
 

相
 

馬
 

侯
 

之
 

を
熟
覽
 

し
て
 

闩
く
、
 

「
二
 

I
 

生
の
 

智
慮
 

深
 

着
 

大
な
 

ろ、
 

足
 

一
た
 

び
 

も 
我
 

領
土
 

S
 

ま
ず
し
て
 

囊
貪
ろ
 

こ
と
、
 

そ
の
 

f
 

就
る
 

が
 

i
 

明
か
に
 

數
 

百
年
の
 

事
實
を
 

眼
前
の
 

如
く
に
 

展
開
す
 

る。
 

阈
家
再
 

與
の
道
 

こ
れ
 

を
 

全
備
し
て
 

居
ろ
。
 

こ
れ
 

こ
よ
 

つ
て
 

我
が
 

國
の
袞
 

頹
再
復
 

を
 

期
 

す
れ
ば
 

必
ず
 

目
的
 

を
逮
し
 

得
ろ
 

で
あ
ら
う
」
 

と
歎
稱
 せ
ら
れ
た
。
 

m
a
,
 

群
臣
に
 

こ
の
 

I
I
 

し
た
。
 

こ
さ
 

於
て
 

I
 

の 
■
 

始
め
て
 

散
 

じ、
 

先
生
が
 

せ 
邦
の
 

盛
衰
 

を
 

察
し
、
 

再
 

舆
の
道
 

を 
明
か
に
 

す
る
 

こ
と
 

凡
慮
の
 

及
ぶ
 

所
で
な
い
 

と 
驚
歎
し
、
 

報
德
 

十-
法 

を 
以
て
 

阈
 

象
 

與
復
の
 

方
途
 

を
圖
 

ら
ん
と
 

す
ろ
 

君
實
 

に；
 

％
 

服
し
た
。
 

池
 ffl: 曰

く
、
 「

先
生
の
 

德
は
斯
 

の 
如
く
 

高
遠
に
 

し
て
 

其
授
 

く
る
 

所
 

亦
 

確
乎
た
 

ろ 
良
法
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

道
 

を 
行
う
て
 

過
失
 

あ
ら
ば
、
 

そ
れ
 

は 
先
生
の
 

不
德
 

で
は
な
く
 

し
て
 

用
ゐ
る
 

も
の
，
 

丹
誠
の
 

足
ら
な
い
 

た
め
で
 

あ
ろ
。
 

若
し
 

遲
滯
 

し
て
 

時
機
 

を
 

失
 

は
 

ば
 

累
年
の
 

素
 

願
 

何
れ
の
 

時
に
 

達
す
ろ
 

禽
ん
。
 

然
れ
 

ど
も
 

先
生
 

曾
て
 

H:
 

く、
 

凡
 

I
 

を 
成
さ
ん
 

と
し
て
 

成
就
せ
 

ざ
る
 

も
の
 

は、
 

速
 

か
な
ら
ん
 

こ
と
 

を 
欲
し
て
 

一 
擧
に
 

そ
の
 

業
 

を 
遂
げ
ん
 

と
す
ろ
 

か
ら
で
 

あ
ろ
。
 

幾
 

萬
の
 

廢
地
を
 

開
か
ん
 

と 

す
ろ
 

も 
一 
鍬
よ
り
 

始
め
、
 

幾
 

百
 

S
 

を
 

再
 

筏
 

せ
ん
と
す
 

ろ 
も 

必
先
づ
 
 

一 
S
 

よ
り
 

始
め
ね
 

ズ 
な
ら
^
。
 
 

一 
 

D3
t 

就
し
て
 

後
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他
の
 
邑
に
 
及
び
、
 
以
下
 順
 を 追

う
て
 
十
 百
 千
 萬
邑
に
 
至
る
べ
き
 
で
あ
ろ
。
 
例
へ
ば
 
一
歩
 づ
 

A 足
 を 進

め
て
 
千
里
に
 
至
 

ろ
が
 
お
く
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
故
に
 
領
 中
に
 

1 邑
を
 
選
ん
で
 
之
 を
撫
恤
 
再
興
す
べ
し
」
 

と、 
こ
の
 
敎
に
菅
 
5
 
量
，
 
廻
ら
し
 
謹
.
 
S
 
し、 

領
中
 
何
れ
の
 
I
 
以
て
 
か
 先
生
に
 
8
S
S
 

ん、 
速
に
 

選
び
て
 
江
戸
に
 
申
達
す
 
べ
し
と
 
い
ふ
に
 
あ
っ
た
，
 

g
 ち 相

 馬
 家
の
 
分
 度
 は 六

 萬
 六
 千
 七
 百
 七
 士
ハ
俊
 
を
以
て
藩
 
政
の
 
1
 
と
し
、
 
こ
れ
よ
 
I
4
.
S
 

れ
ば
，
 I
 
も 

S
 
仕
 法
に
 
用
ゐ
、
 

ま I
 
政
 大
事
の
 
準
備
 積
 立
と
 
す
ろ
、
 
そ
の
 
用
途
の
 
何
程
な
 
ろ
べ
き
 
か
 S
 
施
に
 
當
 つ
て
 
人
 用
 限
 

虔
 I
 
む
べ
き
 
で
あ
る
。
 
こ
れ
 
を i
 
十
一
 
年
 以
後
の
 
平
均
に
 
比
す
る
 
も、 

一 ケ
年
約
 

一 萬
 俵
 內
外
を
 
使
用
し
 
賴
ろ
。
 

而
 し
て
 
領
內
仕
 
法
 I
 
に
よ
っ
て
 
置
す
 

ろ 民
心
 
S
 
は 5

、
 
必
ず
や
 
開
發
 
と
な
り
、
 
民
力
 
3
 
と
な
ろ
、
 
故
に
 
毎
 

年
の
 
仕
 法
 霞
 
は 必

ず
や
 
こ
れ
 
以
上
 
§
2
 

生
じ
、
 
分
外
 
謹
の
 
金
額
 相
當
 
f
 
上
ろ
 
で
あ
ら
う
 

と I
 
せ
 
f 

ォ 

た。 
而
 し
て
 
事
實
は
 
そ
れ
 
以
上
に
 
達
し
た
 
こ
と
 
は、 

後
年
の
 
實
證
 
誠
に
 
適
確
で
 
あ
ろ
。
 

P 
仕
法
實
 
施
の
 確
定
 

分
 度
 確
立
し
、
 
群
臣
 其
 議
に
悅
 
服
し
、
 
雜
老
 
よ
り
 
直
に
 
實
施
 
村
の
 
選
出
 
を
發
 令
し
た
 

？
 
-
f
 
と
し
て
 
定
ま
ら
な
か
っ
た
 
が、 

多
 f
 
山
中
 
鄉
の
草
 
野
 村
 を 以

て
し
た
い
 
备
 
t
 
の
が
 
あ
り
、
 
之
に
 
賓
 

す
る
 
も
の
が
 
多
か
っ
た
。
 
そ
の
 
晋
 
と
す
ろ
 
所
 は、 

山
中
 
鄕
は
 
高
山
の
 
I
 
に
あ
り
、
 
夏
 は
冷
凉
 
に
し
て
 
冬
 は 蒙

で
 

あ
ろ
。
 
き
 
一三 年

に
 

一 回
 は
五
變
 
ら
ず
、
 
こ
れ
 
を 以

て
 
f
 
多
く
、
 
戶
 S
 
少
し
、
 
田
圃
 舊
 
多
く
 
極
め
て
 
難
 村
で
 

あ
ろ
。
 
故
に
 
こ
の
き
 
以
 5
1
 
に
舆
復
 
す
ろ
 
こ
と
と
 
し
た
し
と
、
 

§
 ち こ

の
 
議
決
の
 
秦
 
I
 
ベ
て
 
先
生
に
 
着
手
 
を
 



請
う
た
 

所
、
 

先
生
 

熟
慮
し
て
 

n:
 

く、
 

「
仕
 

法
の
 

道
 

は 
善
を
赏
 

し。
 

不
能
 

を
敎
 

ふ
ろ
 

を
 

以
て
 

主
と
 

す
ろ
。
 

善
人
 

を 
擧
げ
て
 

大
に
赏
 

す
ろ
 

時
 

は、
 

不
善
^
:
^
 

善
 

に 
化
す
る
 

ノ.
 

古
語
に
 

も 
直
 

を
擧
げ
 

て
枉
れ
 

ろ
に
 

措
く
 

は、
 

枉
れ
ろ
 

も
の
 

を
し
て
 

直
か
ら
 

し
む
ろ
 

と、
 

一 
お
 

を 
虱
ヒ
す
 

ろ 
も
の
 

こ
の
 

方
法
 

を
 

至
要
と
 

す
ろ
。
 

況
 

ん
ゃ
領
 

中
に
 

選
ん
で
 

一 
番
に
 

仁
澤
を
 

布
き
、
 

之
 

を 
安
撫
 

す
ろ
 

は
誡
に
 

大
賞
 

を
 

與
 

ふ
る
と
 

同
様
で
 

あ
ろ
。
 

故
に
、
 

領
 

中
に
 

勝
れ
た
 

ろ
人
氣
 

善
美
な
 

ろ 
風
俗
 

を
爲
 

せ
ろ
 

村
で
あ
っ
て
、
 

庇
く
 

龜
鎰
 

と
す
 

. 

べ
き
 

村
 

を 
選
び
、
 

之
 

を 
第
一
 

に
開
發
 

し
て
 

政
道
 

上
の
 

大
賞
 

慈
惠
 

と
な
す
 

時
に
は
、
 

四
方
の
 

村
 

感
發
 

し
て
 

ほ
ら
 

怠
 

惰
を
 

改
め
、
 

汚
 

俗
 

を
 

洗
 

ひ、
 

法
度
 

を 
守
り
 

I
 

に
精
勵
 

せ
ん
こ
と
 

疑
な
 

く、
 

譬
 

へ
ば
 

一
束
の
 

薪
 

を 
結
 

ふ
に
 

際
し
、
 

緩
 

く
し
て
 

締
 

り
な
き
 

に 
及
ん
で
、
 

一
本
の
 

薪
 

を
 

打
 

込
む
 

時
 

は、
 

一
束
の
 

薪
 

悉
く
 

引
締
 

り
て
 

堅
 

K
 

な
ろ
 

が
 

如
く
な
 

ろ
で
 

あ 
M
 

ら
う
、
 

是
れ
斯
 

に 
一 

を
 

擧
げ
て
 

全
部
 

を
擧
 

ぐ
る
の
 

方
法
で
 

あ
ろ
。
 
 

. I 

水
 

は 
高
き
 

よ
り
 

低
き
 

に 
下
る
 

を 
順
と
 

す
ろ
。
 

勸
 

善
の
 

道
 

は 
善
 

を 
先
に
す
 

ろ 
を 

以
て
 

必
要
と
 

す
る
。
 

然
 

ろ
に
 

今
铽
 

4 

に 
於
て
、
 

甚
 

し
き
 

貧
 

村
 

惰
農
を
 

舉
げ
て
 

第
一
に
 

仁
 

澤
を
布
 

か
ば
、
 

惰
農
貧
 

村
と
 

な
れ
ば
 

必
ず
 

救
^
せ
ら
 

る.
， 

も
の
な
 

り
と
 

安
ん
 

ず
ろ
 

に 
至
ろ
。
 

草
 

野
鄉
は
 

城
下
 

を
距
 

ろ 
七
 

里
の
 

山
中
で
 

あ
ろ
と
 

い
ふ
。
 

た
と
 

ひ
 

許
 

多
の
 

灣
を
 

布
き
、
 

年
 

數
を
經
 

て
舊
復
 

す
と
 

雖
も
、
 

他
 

町
村
よ
り
 

來
り
之
 

を 
視
察
す
 

ろ 
便
宜
惡
 

し
き
 

を 
以
て
、
 

直
接
に
 

君
恩
の
 

無
量
 

を
^
 

聞
 

すろ ことが 出來 ない。 

我
が
 

道
 

は 
亡
 

村
 

さ
へ
 

與
復
し
 

得
ろ
 

の
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

貧
 

村
の
 

與
復
 

決
し
て
 

難
事
で
 

は
な
い
 

が、
 

善
美
の
 

村
 

こ
し
て
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困
難
す
 
t
s
 
あ
ら
ば
、
 
其
 事
 5
 
く
し
 
5
 
功
 は 至

つ
 
5
 
か
で
 
あ
ろ
。
 
若
し
 
草
 K
S
 
先
 4
 
ば
 他
 £
2
 

を
 I
 
す
ろ
 
よ
り
も
 
S
 
多
く
、
 
 ̂
そ
の
 
開
 i
 
與
の
 
I
 
他
村
に
 
示
す
 
S
 
が
少
 
い
と
 
な
ら
ば
、
 
駕
領
邑
 
全
 

部
の
 
再
復
 
成
就
に
 
至
ろ
 
數
十
年
 
も 後

ろ
、
 
で
あ
ら
う
、
 

こ
の
 
理
知
り
 
難
い
 
こ
と
で
 
は
な
い
 
が、 

多
數
 
の
^
は
 
そ
の
 

必
 成
の
 
方
法
な
 
ろ を

信
 
ず
ろ
 
の
み
で
 
順
序
 
を
考
 
へ
な
い
。
 
道
 は 領

內
に
 
平
く
 
有
 效
に
行
 
は
ろ
^
 
あ
り
、
 
誠
心
誠
意
 

道
の
 
ま
ろ
 
主
と
 
を 願

 は
く
 

こ
の
 
順
序
 
は
顕
 倒
し
て
 
は
な
ら
な
い
。
 

必
 成
の
 
方
法
な
 
ろ
が
 
故
に
 
何
處
 
よ
り
 
着
手
 

す
ろ
 
も 可

な
 
り
と
 
す
ろ
々
.
 -ォ」 

と、 
諭
さ
れ
た
 
の
で
、
 
草
 野
 等
 こ
の
 
事
 を 聞

い
て
 
愕
然
と
し
て
 
驚
き
、
 
こ
の
 
議
を
中
 
村
に
 
達
し
、
 
領
屮
に
 
於
て
、
 
中
央
 

に
し
て
 
領
內
 
見
易
き
 
村
の
 
中、 

善
良
の
 
風
 あ
ろ
 
村
 を
 選
ば
し
 
め
ん
と
 
し
^
 

然
る
に
 
奉
行
 
等
 先
生
の
 
意
 を 解

せ
 
ず、 

議
 し
て
 
H く、 

「
領
 中
の
 
中
央
 
は 小

高
 鄕
 で
あ
ろ
。
 
鄉
中
 
な
ろ
 
犬
 井、 

塚
 原
の
 
ニ
邑
 
は
開
發
 
に
適
當
 
な
ら
ん
。
 
何
と
 
な
れ
 
ぱ
大
井
 
は 

賣
村
 
に
し
て
 
人
氣
 甚
だ
 
惡
く
、
 
惰
風
 
極
ま
れ
り
 
と
稱
 
せ
ら
ろ
、
 
報
 德
仕
法
 
を 以

て
 
こ
の
 
人
氣
を
 

一 變
し
、
 
惇
厚
の
 
民
 

と
な
す
 
こ
と
 
を 得

ば
、
 
良
法
の
 
實
證
 
で
あ
ろ
。
 

叉
 塚
 原
の
 
S
 
は、 

海
水
 
浸
 人
し
て
 
廢
 E と

な
っ
て
 
居
る
。
 
從
來
何
 

等
復
 
輿
の
 
祯
 は
な
い
、
 
^
し
こ
れ
 
を 開

 田
す
 
る こ

と
が
 
出
來
れ
 
ば、 

仕
 法
の
 
益
 あ
ろ
 
こ
と
 
を 萬

 人
に
 
示
す
 
こ，， 

を 得
 

ろ
で
 
あ
ら
う
。
 
然
 ろ
に
 
領
中
稀
 
な
ろ
 
善
良
の
 
村
 を 撫

育
す
 
ろ
な
ら
 
ば、 

何
人
と
 
雖
 も
出
來
 
ろ
で
 
あ
ら
う
。
 
善
 ま 

改
善
 
は 良

法
の
 
裨
益
 
す
る
 
驗
證
と
 
は
な
ら
な
い
」
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と 
^
の
 

如
き
 

意
味
 

を
 

以
て
 

大
井
、
 

塚
 

原
の
 

ニ
ケ
 

村
の
 

與
復
を
 

先
生
に
 

懇
願
す
 

ろ
に
 

至
っ
た
。
 

先
生
 

は
^
て
 

之
に
 

反
 

封
す
 

ろ 
こ
と
な
く
、
 

承
諾
し
た
 

如
く
で
 

あ
つ
た
が
 

閗
發
着
 

乎
の
 

様
子
 

は
な
く
、
 
 

M
 

々
懇
セ
 

3： 
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 

公
^
 

暇
な
 

し
と
し
て
 

實
行
 

し
な
か
っ
た
。
 

こ
れ
 

一 
に 

は 
中
 

村
の
 

人
情
 

未
だ
 

開
發
の
 

時
期
に
 

逑
せ
 

ざ
ろ
 

を
 

察
 

し
た
ろ
 

と、
 

時
 

恰
も
 

仕
 

法
 

雛
 

形
作
 

製
に
 

忙
殺
せ
ら
れ
、
 

未
だ
 

中
 

村
の
 

群
史
 

を
し
て
、
 

報
德
仕
 

法
の
 

s 具
髓
を
 

悟
ら
し
 

む
べ
 

き
 

指
導
者
 

を
 

遣
し
 

難
き
 

に
よ
ろ
 

も
の
で
 

あ
ら
う
。
 

折
角
 

實
 

施
す
 

ろ
に
 

決
し
た
 

も
の
 

>,
、 

時
期
 

未
到
の
 

時
に
は
 

斯
く
 

す
る
 

外
な
 

し
と
す
 

ろ 
明
察
で
 

あ
ろ
。
 

ハ 
坪
 

m 
成
 

W 
の
發
業
 

相
 

馬
 

藩
よ
り
 

山
中
 

鄕
^
.
 

野
 

村
の
 

復
興
 

を
 

願
 

出
で
 

許
さ
れ
ず
、
 

ま
た
 

大
井
、
 

塚
 

原
 

を
 

懇
願
し
 

た
が
 

默
 

過
せ
ら
れ
 

て
 

先
生
 

は 
發
業
を
 

指
令
せ
ら
れ
 

な
い
。
 

家
老
 

池
 

H 
阖
書
 

は
大
に
 

熟
考
し
た
。
 

二
宮
 

先
生
 

は 
日
光
 

仕：
 

S 

雛
 

形
作
 

成
の
 

爲
に
 

寸
暇
な
 

き
に
 

拘
ら
 

ず、
 

相
 

馬
 

役
 

典
の
 

事
に
 

非
^
に
 

丹
誠
 

を
盡
 

し
て
 

立
案
 

せ
ら
れ
た
。
 

そ
の
 

菽
本
 

と
し
 

て
 

一
藩
の
 

分
 

度
 

確
立
し
、
 

領
邑
 

復
與
の
 

方
策
 

確
立
し
て
 

發
 

業
み
-
待
 

つ
の
み
 

と
な
っ
た
。
 

然
 

ろ
に
 

草
 

野、
 

大
井
、
 

塚
 

原
 

三
 

村
 

共
に
 

許
さ
れ
な
い
。
 

こ
れ
 

一
に
 

仕
 

法
實
施
 

最
大
 

要
件
の
 

一 
つ
な
ろ
 

領
政
、
 

並
に
 

領
^
が
 

熱
誠
の
 

足
ら
ざ
る
 

が
 

故
で
 

あ 

ら
う
、
 

若
し
 

仕
 

法
 

實
施
を
 

懇
望
す
 

ろ 
熱
烈
の
 

誠
意
 

現
 

は
れ
て
、
 

進
ん
で
 

推
 

譏
す
 

ろ
行
爲
 

を
^
ろ
 

な
ら
ば
、
 

先
生
が
 

仕
 

法
 

を
發
 

業
せ
 

ら
れ
ざ
 

る 
こ
と
 

は 
あ
ろ
ま
い
。
 

斯
く
心
 

付
き
た
 

る 
を 

以
て
、
 

地
方
 

在
職
の
 

代
官
 

等
に
 

之
 

を
 

指
導
す
 

ろ
様
勸
 

め
た
 

が、
 

彼
等
 

は 
仕
 

法
の
眞
 

諦
を
 

解
し
 

な 

レ
爲
に
 

容
易
に
 

村
民
 

敎
 

化
の
 

實
 

を
擧
げ
 

得
ざ
る
 

の
み
な
ら
ず
、
 

自
ら
 

仕
 

法
の
 

結
果
に
 

つ
き
 

疑
問
 

を
 

有
し
て
^
 

起
す
 

る 



も
の
.
 か
な
か
っ
た
。
 
時
に
 
代
官
 
助
役
に
 
高
 野
 丹
 吾
と
 
い
ふ
 
も
の
が
 
あ
っ
て
、
 
そ
の
 
養
 祖
父
の
 
時
よ
り
 
宇
多
 
君 成

 田 村
に
 

住
し
、
 
新
 住
民
 
招
致
に
 
成
功
し
、
 
村
フ
 z: の. 冉

^
 

一  同勸
 
農
の
 
風
 起
り
、
 非
常
 籾
 園
 も 出

 來
追
.
 -
興
復
 
し
つ
 

A あ
つ
た
が
 

隣
村
 
坪
 田 村

 取
 立
方
な
 
も 巾

 付
ら
 
れ
て
 

一 心
に
 
努
力
し
 
つ 

A あ. つ
た
。
 
併
し
 
中
々
 
の
贫
 村
に
 
て、 

到
底
 舊
 役
し
 
難
し
と
 

考
へ
 
憂
慮
し
 
つ. M めろ 

所
へ
 
、池 田

の
 
仕
 法
に
 
關
 す
ろ
 
說
明
を
 
聞
て
 
犬
に
 
感
じ
、
 
報
 德
仕
法
 
を 以

て
 
興
 筏
の
 
實
を
擧
 
げ
ん
 

こ
と
 
を 志

し
、
 
兩
 村
に
 
至
っ
て
 
二
宮
 先
生
の
 
與
國
 安
民
の
 
仕
 法
 を
^
き
、
 
兩
村
 
は
こ
の
 
道
に
 
よ
ら
 
ざ
れ
ば
 
復
興
す
 
ろ 時

 

は あ
ろ
ま
い
 
と、 

カ
を
盡
 
し
て
 
现
 解
に
 
努
め
た
 
所、 

兩
 村
の
 
名
主
 
始
一
舣
 
人
民
 
犬
に
 
感
じ
て
 
之
を
荅
 
び、 

是
非
 
仕
法
實
 

施
 仍
歡
願
 
を
し
た
 
し
と
 

1 決
し
た
。
 
^
し
 
請
願
す
 
ろ
に
 
は 村

民
の
 
誠
意
が
 
表
 は
れ
ね
ば
 
な
ら
な
い
、
 
之
 を 導

く
 
に
は
躬
 

| 

を
 以
て
す
ろ
 
に 如

く
 
は
な
い
 
と
て
、
 
高
 野
 は 祖

父
 
以
來
 鄉
士
 
た
ろ
 
を 以

て
 
自
ら
 
耕
作
な
 
怠
ら
な
か
っ
た
 
の
で
、
 
相
 常
の
 
+
 

貯
蓄
 
米
が
 
あ
つ
た
か
ら
、
 

そ
の
 
籾
 五
十
 苞
を
 
出
し
 ，
贫
 村
 再
 復
の
资
 
に 推

 譲
し
た
。
 
雨
 村
の
 
有
志
 
者
 又
は
 
他
村
の
 
名
主
に
 

至
ろ
 
あ
で
 
之
に
 
感
じ
、
 
各
 分
に
 
應
 じ
て
 
米
錢
を
 
出
し
て
 
誠
意
 
を 表

明
し
た
。
 
玆
に
 
於
て
 
兩
 村
の
 
戸
口
 
s 圃

の
 
S
 數
、
 
荒
 

廢
吔
カ
 
反
別
、
 
村
民
の
 
貧
富
 
等
 を 調

査
し
、
 
仕
 法
 歎
願
 書
と
 共
に
 
家
老
 
池
 田
の
 
手
許
に
 
差
 出
し
た
 

依
て
 
池
 m は 大

に
悅
 
び、 

高
 野
 自
ら
 
江
戸
に
 
至
り
、
 
先
生
に
 
面
會
 懇
願
す
 
ろ
樣
 
に
と
 
命
じ
、
 
池
 m は

こ
の
 
顔
 末
な
 
書
 

し
て
 
先
生
に
 
御
 而
會
を
 
許. さ

ろ
、
 
樣
富
 
田
高
慶
 
宛
に
 
送
り
、
 
高
 野
 は
こ
の
 
添
書
 
を 持

し
て
 
江
戶
に
 
上
り
 
草
 野
犬
 夫
に
 
事
 

情
を
陳
 
ベ
て
 
懇
望
し
た
。
 
草
 野
 も
さ
 
を 好

し
 
と
し
、
 
同
伴
し
て
 
弘
化
ニ
 
年
 八
月
 
十
三
 
日、 

二
お
 
先
生
の
 
邸
に
 
詣
り
 
面
お
 

を
 得
た
。
 
先
生
 曰
く
、
 



「
今
兩
 

村
 

誠
意
 

を 
M
 

は
し
、
 

領
 

中
に
 

率
先
し
て
 

仕
 

法
 

を
 

歎
願
す
 

る 
は 

誠
に
 

賞
す
べ
き
 

で
あ
ろ
。
 

我
 

道
 

は 
難
 

村
 

を
 

先
に
 

す
ろ
 

を
 

範
例
と
 

す
べ
き
で
 

は
な
い
 

が、
 

そ
れ
 

程
の
 

誠
意
 

を
 

示
し
た
 

の 
を 

採
ら
な
け
れ
ば
、
 

勸
 

善
の
 

道
に
 

缺
 

け
ろ
 

で
あ
 

ら
う
、
 

巳
む
 

み-
^ 

な
い
か
ら
 

そ
の
 

願
に
 

應
 

じ
て
 

發
 

業
す
 

る 
こ
と
と
 

す
ろ
」
 

と。
 

草
 

野
 

は 
積
年
の
 

志
願
 

を
 

達
し
た
 

と 
大
に
悅
 

び、
 

高
 

野
 

亦
 

面
目
 

を
 

施
し
て
 

喜
ん
だ
。
 

佼
て
高
 

野
 

は 
初
め
て
 

先
生
に
^
 

し、
 

兩
 

村
の
 

事
情
 

を
 

述
べ
た
 

所
、
 

先
生
 

は 
一 

村
 

復
興
の
 

方
法
に
 

つ
き
 

數
 

時
^
に
 

涉
ろ
敎
 

導
 

を
せ
ら
れ
 

た
の
で
、
 

^
野
 

は 

益
々
 

感
激
し
、
 

誓
て
 

こ
の
 

道
 

を
 

行
 

ひ
 

之
 

を
 

遂
行
 

せ
ん
と
 

志
 

を 
堅
め
た
。
 

爾
來
^
 

- 
先
生
の
 

門
 

を
訪
 

ひ、
 

寺
に
 

は 
連
日
 

こ 

及
び
、
 

ま
た
 

朝
よ
り
 

夕
に
 

至
っ
た
。
 

偶
々
 

仕
方
 

雛
 

形
の
 

作
成
 

中
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

そ
の
 

助
 

乎
と
 

な
っ
た
 

事
も
少
 

く
な
い
 

が
 

座
 

次
 

M
 

ょ
敎
を
 

受
け
、
 

時
に
 

或
は
 

鞭
撻
 

を
 

受
け
、
 

時
に
 

或
は
 

諄
々
 

と
し
て
 

敎
 

へ
ら
れ
た
。
 

ま
た
 

そ
の
 

十
月
に
 

は 
al
M 

邊
の
仕
 

法
 

村
に
 

赴
き
 

實
地
を
 

視
察
し
、
 

漸
く
 

難
 

村
復
與
 

指
導
に
 

關
 

す
ろ
 

確
信
 

を
 

得
た
。
 

先
生
 

は
こ
の
 

間
に
 

兩
村
 

盛
衰
の
 

稂
元
を
 

探
り
、
 

再
 

盛
 

安
泰
の
 

方
法
に
 

つ
き
 

調
査
し
、
 

先
づ
 

「
成
 

E 
村
 

日 
掛
繩
索
 

手
段
 

帳
」
 

等
の
 

仕
 

法
 

書
 

を
 

作
り
て
、
 

仕
 

法
の
 

規
畫
 

成
り
、
 

十
 

一 
月 

六
日
、
 

宮
田
高
 

慶
氏
を
 

先
生
，
 

の 
代
理
と
 

し
て
 

遣
し
、
 

高
 

野
と
 

同
行
し
て
 

相
 

馬
に
 

赴
か
し
 

め
ら
 

れ
た
。
 

二
人
 

北
歸
 

す
ろ
 

こ
と
と
 

な
り
、
 

樱
町
及
 

諸
方
に
 

立
 

寄
り
、
 

同
月
 

サ
 

三
日
 

夕
刻
 

着
、
 

二
十
 

六
日
に
 

は 
登
城
し
 

次
で
 

藩
主
 

に 
謁
し
、
 

爾
來
 

毎
日
 

役
所
に
 

て
實
施
 

方
法
 

を
 

打
合
せ
、
 

十一
 

一月
 

朔
日
成
 

W 
村
に
 

出
張
し
、
 

勘
定
 

奉
行
、
 

出
張
 

代
官
 

等
と
.
 

高
 

野
 

丹
 

吾
 

宅
に
 

村
民
 

一
同
 

を
 

呼
出
し
、
 

仕
 

法
の
 

趣
旨
 

を
 

詳
細
に
 

敍
述
 

し、
 

仕
 

法
 

雛
 

形
の
 

示
す
 

所
に
 

隨
 

つ
て
 

出
^
 

奇
特
.
^
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を
 人
 札
せ
 
し
め
、
 
當
 選
者
 
十一 

一人 を
 表
彰
し
た
 
所
、
 
村
民
 
一 同、 

案
外
の
 
感
激
に
 
て
落
淚
 
す
ろ
^
^
、
 
褒
荧
 
頂
戴
^
せ
，
 

後
、
 
有
り
難
 
さ
に
 
其
 夜
 眠
ら
 
ざ
り
 
し
も
 
あ
り
、
 
壹
番
 
札
の
 
家
內
 
老
母
の
 
如
き
、
 
來
 つ
て
 
淚
を
 
流
し
 
禮
 を
 述
べ
ろ
 
な
ど
の
 

状
況
で
あ
っ
た
。
 

翌
 三
日
 
又
々
 

一 同
 を 呼

出
し
、
 
繩
索
 
手
段
に
 
つ
き
 讀
 聞
か
せ
、
 
尙
委
敷
 
勤
 勞
分
度
 
推
 譲
の
 
意
味
 
を
 論
し
、
 
直
に
 
屋
根
 

眷
 入
札
の
 
上、 

三
番
 札
ま
で
 
之
を
實
 
行
す
 
る こ

と
 
を. E. 渡

し
た
。
 

翌
 四
日
 
坪
 田 村

に
 
引
 移
り
、
 
前
 同
様
 
北
 組
の
 
者
 共
 
一 同

 を
 集
め
、
 
成
 田 村

の
 
通
り
に
 
人
 札
し
、
 
六
^
ま
で
 

一 一十 
一 人

 

を
 賞
し
、
 
夕
刻
 
南
 組
 を
 呼
出
し
 
同
様
 懇
諭
 
入
札
し
、
 
各
繩
索
 
手
段
 
を
 授
け
、
 
屋
裩
替
 
等
 を
も
實
 
施
す
 
ろ こ

と
 
を 申

 渡
し
 

た。 
こ
の
 
仕
 法
 指
導
の
 
任
に
 
就
い
た
 
富
 W 氏

 は、 
風
邪
 
中
 を
 押
し
通
し
て
 
二
十
 
三
日
、
 
漸
く
 自
宅
に
 
引
取
り
 
持
病
 
を 保

養
 

し、 
正
月
 
五
日
に
 
出
勤
、
 
七
日
に
 
叉
々
 
出
張
し
、
 
屋
根
 替
人
 
札
、
 
諸
 色
 人
 用
 取
調
 
を 行

っ
た
。
 

こ
の
 
調
査
 
中
 旣
に
兩
 
村
 

に
现
 
は
れ
た
 
逸
事
 美
談
が
 
あ
ろ
。
 

例
年
 
元： n よ

り
 
十
五
 
六
日
 
SS ま

で
 
は 兎

角
 
酒
興
に
 
暮
れ
、
 
或
は
 
飮
 明
し
、
 
弊
風
に
 
流
ろ
 

A を
 例
と
 
せ
ろ
 
に、 

一 一
口
よ
 

り 繩
索
等
 
を 始

め
、
 
四
 曰
よ
り
 
山
野
に
 
人
っ
て
 
薪
 取、 

柴
刈
、
 
夫
々
 
の 仕

事
 
を
な
 
し
つ
 
、
あ
っ
た
。
 
早
朝
よ
り
 
廻
 村
し
 

て
 見
た
所
、
 
遊
び
 
居
ろ
 
様
子
 
一
向
 見
 常
ら
な
か
っ
た
。
 
廿
四
 
H 
の 如

き
 
は
飮
 明
し
 
の 例

な
 
ろ
が
、
 
御
 仕
 法
の
 
现
解
を
 
承
 

り 度
し
 
と 申

出
で
 
た
の
で
、
 

一 夕
 夜
の
 
繩
索
 
に
て
も
 
村
 方
 多
分
の
 
潤
と
 
な
ろ
 
旨
 を.. W. 聞

か
せ
た
 
と、 

富
 田 氏

よ
り
 
先
生
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へ 
宛
て
た
 

書
狀
に
 

見
え
て
 

居
ろ
。
 

富
 

田 
氏
は
廿
 

三
日
、
 

こ
の
 

狀
况
を
 

相
 

馬
に
 

報
告
し
た
 

所
、
 

先
君
よ
り
 

闺
 

家
の
袞
 

徵
、
 

民
^
の
 

艱
難
 

を 
深
く
^
 

ひ
 

給
 

ひ
 

s
々
 

丹
誠
 

を
盡
 

さ
れ
た
 

が、
 

復
興
が
 

出
來
 

な
い
 

の
で
、
 

先
生
に
 

懇
願
 

せ
ら
れ
ろ
 

こ
と
と
 

な
っ
た
。
 

然
る
に
ね
 

だ
赏
 

施
に
 

至
ら
な
い
で
 

先
君
 

は
卒
 

ま
せ
ら
れ
た
。
 

今
 

そ
の
 

御
 

志
 

を
繼
 

い
で
 

良
法
が
 

施
さ
れ
、
 

敞
 

お
起
き
 

返
り
、
 

先
君
の
 

思
 

召
が
 

t 

つ
て
 

此
 

上
な
い
 

滿
 

足
で
 

あ
ろ
と
の
 

事
で
あ
っ
た
。
 

次
で
 

道
路
橋
 

梁
 

を
 

修
理
し
、
 

用
水
 

を
 

便
に
 

し、
 

一 
村
の
 

面
目
 

一 
新
し
、
 

隣
村
 

も 
風
 

を
な
 

し
て
 

之
に
 

傚
 

ひ、
 

逮
 

近
よ
り
 

早
く
 

仕
 

法
 

を
 

開
か
れ
ん
 

こ
と
 

を
 

望
む
 

に 
至
っ
た
。
 

こ
の
 

時
旣
 

に：
： 

十
く
 

仕
 

法
 

着
手
 

を
 

待
望
し
た
 

小
髙
 

鄕
の
大
 

井、
 

塚
 

原
の
 

.5
 

き 
は 

我
 

村
に
 

發
槳
せ
 

ら 
ろ
べ
 

き
に
 

今
 

成
 

田、
 

坪
 

田
に
 

發
業
 

あ
る
 

は 
何
故
な
 

ろ
か
。
 

誠
に
 

遺
憾
 

至
極
で
 

あ
ろ
。
 

成
 

田、
 

坪
 

田
に
 

後
れ
た
 

の 
は 

何
故
で
 

あ
ら
う
 

か
と
、
 

成
 

田、
 

坪
 

田
の
 

狀
況
を
 

聞
知
し
て
、
 

始
め
て
 

發
業
を
 

願
 

ふ
 

も
の
 

は 
上
 

よ
り
^
 

ま
ろ
"
 

を
 

待
つ
 

迄
 

も
な
 

く、
 

村
民
 

各
自
の
 

發
意
を
 

以
て
 

勤
と
 

讓
 

と
に
 

精
 

勵
し
、
 

そ
の
 

實
行
を
 

示
す
 

に
あ
ろ
 

こ
と
 

を
 

悟
り
 

こ
の
 

誠
意
 

を 
表
示
す
 

ろ
に
 

如
か
ず
 

と
て
、
 

各
自
 

分
に
 

應
 

じ
て
 

米
 

金
 

を
 

出
し
、
 

頻
り
に
 

發
業
を
 

請
 

ふ
に
 

至
っ
た
。
 

斯
の
 

如
き
 

形
勢
の
 

裡
に
富
 

田 
氏
 

は 
三！
 

H:
 

出
發
 

し
て
、
 

同
 

十
八
 

日.
 

江
 

戶
に
歸
 

着
し
、
 

次
で
 

同
 

三
年
 

十
二
お
 

十；
；；
：：
： 

义
^
 

戶
 

を
發
 

し
て
 

相
 

馬
に
 

赴
き
、
 

坪
 

田、
 

成
 

田
の
^
 

一 
一
年
の
 

人
 

札
、
 

並
に
 

大
井
、
 

鎵
 

原
の
 

仕
 

法
 

發
業
を
 

行
っ
た
。
 

斯
 

く
し
て
 

領
民
の
 

惰
風
 

一 
變
 

し
て
 

勤
 

農
の
 

俗
與
 

り、
 

遠
近
 

之
 

を
 

望
ん
で
 

仁
術
 

良
法
 

を
禮
讃
 

し、
 

村
々
 

よ
り
 

願
 

害
 

を
提
 

出
す
 

る 
も
の
 

甚
だ
 

多
く
な
 

り、
 

群
臣
の
 

疑
念
 

一
洗
し
て
 

國
 

土
再
與
 

の
道
此
 

所
に
 

あ
り
と
 

驚
甚
 

し、
 

上
下
 

一 
和
 

報
德
の
 

道
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S
 

第
一
 
期
、
 
第一 一

期
の
 成
績
 

旣
に
坪
 
E  、

成
 
，£ に 着

手
し
、
 
之
に
 
驚
せ
ら
れ
 
た
大
 
井、 
g
 
に
も
 
ま
き
 

始
 せ
ら
れ
た
。
 
實
 施
の
 
順
序
 
は 霞
に
 
よ
ろ
 
か
ら
 
一
定
し
て
 
居
ろ
。
 

一
村
の
 
I
 
に
よ
っ
て
 
善
行
 
篤
行
 譲
 
f
 
表
彰
 

し、 
ま I
 
极
 S
 
理、 
木
小
髮
 
小
屋
 其
 他
の
 
修
 I
 
與
、
 
道
路
 
霞
 
用
 排
水
 
e
i
s
 
毒
が
 
行
 は
れ
た
。
 

1 村
と
 
稱
す
 
t
 
當
 時
の
 
多
 S
 
數
十
 

す
る
。
 
范
し
戶
 
数
多
け
れ
ば
 
评
 S
 
如
く
に
 
二
 組
に
 
分
ち
、
 
ま
た
 

或
 1
 
組
 こ 分

ち
 
て
 行
ふ
、
 
概
し
 
5
 
史
的
 
地
理
 
的
鄉
 
土
ず
 
村
落
に
 
し
て
、
 
幼
少
よ
 
I
 
に S
 
せ
ろ
 
證
社
會
 
生
 

活
襲
に
 
於
 S
 
重
 
活
の
相
互
 
敎
化
訓
 
f
 
行
っ
た
？
 
あ
ろ
。
 
而
し
 
て
ま
 
行
 ふ
や
 
貧
 
朱
 S
 
等
 g
 
與
奚
 

ナ
ざ
ろ
 

こ 先
ち
、
 
先
づ
 
自
ら
 

出
の
 
一
,
?
 さ
し
、
 
特
に
？
 
村
 S
 
法
讓
复
 
聞
し
 
I
 
の
 

暴
と
 
す
ろ
 
所
が
 
除
か
れ
、
、
 
I
S
.
S
 

ハ へ
ら
 
5
1
1
 

て
 は、 

g
 
 ，
之
に
 
5
5
 
施
せ
ら
 
れ
ん
こ
と
.
 

を 競
ひ
、
 
互
 I
f
 
革
め
 
て
本
讓
 
f
 
勵
み
、
 
讓
 
t
 
努
め
て
 
誠
意
 
以
て
 
米
 金
 S
 
み、 

良
法
の
 
1
 
霧
 
脇 

す
ろ
 
も
の
が
 
多
く
な
 
つ
た
。
 
宇
多
 
鄉
 に
て
 
は 赤

 木
立
 
谷、 

中
の
 
鄉
 に
て
 
は 一 王

 
ーケ 村

、
 
小
 蕩
 
に
て
 
十一 

4 

■
 椠
鄕
 
の 高

 瀨
等
は
 
そ の 熱

意
 
あ る も

の
で
あ
っ
た
。
 

池
 田 は

こ
の
 
狀
勢
を
 
喜
ぶ
 
と 同

時
に
、
 
之
 を 先

生
に
 
通
じ
て
 
發
業
を
 
求
め
た
 
所
、
 
先
生
 
H く
、
 
 

— 

「
夫
れ
 
大
業
 
を 成

さ
ん
 
と
し
て
 
速
な
 
ら
ん
こ
と
 
を 欲

し
、
 

一
時
に
 
數
十
ケ
 
村
に
 
手
 を 下

す
 
時
 は、 

換
恤
敎
 
^
共
に
 
周
 

到
な
る
 
こ
と
 
を 得

ず
 
し
て
、
 
却
て
 
一
舷
民
 余
の
 
希
望
 
を
充
 
た
す
 
こ
と
が
 
出
來
 
な
い
、
 
終
に
 
或
は
 
屮
途
 
に
し
て
 
廢
 絶
に
 



遇
 

-I
 

こ
と
が
あ
ろ
。
 

君
 

侯
の
 

仁
澤
は
 

下
民
の
 

悅
服
 

す
ろ
 

所
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

早
く
 

仁
澤
 

を
^
ん
 

と 
欲
し
て
 

歎
願
す
 

る 
は 

人
情
の
^
で
 

あ
ろ
、
 

若
し
 

そ
の
 

願
に
 

應
じ
 

一 
時
に
 

事
業
 

を
 

開
始
す
 

ろ 
時
 

は、
 

中
途
 

廢
 

絶
の
 

憂
虞
 

こュ
 

に 
兆
す
 

で
あ
ら
 

う、
 

故
に
 

K
 

く 
最
初
の
 

豫
定
を
 

守
っ
て
 

旣
に
 

開
^
し
た
 

村
に
 

仕
 

法
 

を
 

徹
底
し
、
 

其
 

不
足
 

を 
救
 

ひ、
 

其
^
と
 

す
ろ
 

所
 

を
 

除
き
 

大
ペ
贫
 

富
 

を
 

論
ぜ
ず
、
 

村
お
 

中
 

一 
人
の
 

困
苦
す
 

ろ 
も
の
な
 

き
に
 

至
ら
ば
、
 

そ
の
 

村
 

始
め
て
 

仕
 

法
 

成
就
し
た
 

と 

い
ひ
 

得
ろ
。
 

然
る
 

後
に
 

之
 

を 
他
の
 

村
に
 

及
ぼ
す
 

を 
順
序
と
 

す
ろ
、
 

こ
れ
 

恰
も
 

水
の
 

卑
 

き
に
 

流ろ
.，
 

時
、
 

そ
の
 

間
こ
^
 

み
あ
ら
 

ば、
 

一 
應
 

之
に
 

滿
 

ち
た
 

る 
後
 

そ
れ
よ
り
 

ま
た
 

下
に
 

流
ろ
、
 

穴
あ
っ
て
 

之
に
^
 

た
ず
し
て
 

恋
ろ
 

A 
道
理
 

は
よ
 

r,
 

こ
れ
 

水
 

ひ
-
自
然
 

で
あ
ろ
。
 

今
 

君
 

侯
 

仁
政
 

を 
施
し
て
 

開
 

村
し
た
 

ろ
貧
邑
 

未
だ
 

全
く
 

舆
復
 

し
た
ろ
 

に
あ
ら
ず
 

し
て
、
 

他
村
 

に
發
 

す
れ
ば
、
 

流
 

程
の
 

窪
み
に
 

滿
 

た
ず
し
て
 

流
ろ
 

A 
こ
と
 

を
 

望
む
 

に
似
て
 

居
る
、
 

自
然
の
 

理
；
 

j 
差
 

ひ、
 

仁
術
 

無
量
の
 

仕
 

法
 

を
 

以
て
 

眼
前
 

撫
恤
 

す
ろ
 

の
み
の
 

小
道
に
 

陷
ろ
、
 

若
し
も
 

そ
の
 

成
績
 

撫
育
の
 

み
に
 

終
ろ
 

時
 

は、
 

人
 

K
 

も 
亦
 

失
望
す
 

ろ
で
 

あ
ら
う
。
 

民
衆
 

望
み
 

を
 

失
 

ふ
 

時
 

は 
何
 

を
 

以
て
 

大
業
 

を
 

成
就
し
 

得
よ
う
。
 

こ
の
 

故
に
 

一 
邑
 

全
く
 

舊
 

役
に
 

及
び
、
 

然
 

る 
後
 

其
 

一 
一に
 

及
び
、
 

其
 

一 
一 全
く
 

富
み
て
 

然
ろ
後
 

其
 

三
に
 

及
び
、
 

幾
 

百
 

千
 

邑
と
雖
 

も 
そ
の
 

順
序
 

を
變
 

じ
て
 

は
な
ら
ぬ
。
 

是
れ
 

迂
遠
な
る
 

が
 

如
し
と
 

雖
も
、
 

fK
 

地
 

II
 

の 
萬
事
是
 

よ
り
 

順
序
な
 

ろ 
は
な
く
、
 

是
 

よ
り
 

速
な
 

ろ 
は
な
い
。
 

令
 

百
 

千
里
 

の 
道
 

を 
速
に
 

行
か
ん
 

と 
欲
す
る
 

と
も
、
 

一 
歩
々
 

々 
よ
り
 

外
な
 

く、
 

一 
 

步
 

に
し
て
 

一 
ー
步
を
 

行
く
 

こ
と
 

は
出
來
 

ず、
 

强
 

ひ
て
 

之
 

を 
行
か
ん
 

と
す
れ
ば
 

倒
る
 

，- 
の
み
で
 

あ
ろ
。
 

幾
 

萬
 

町
歩
の
 

田 
を
 

起
さ
ん
 

と
す
ろ
 

と
も
、
 

一 
銥
 

よ
り
 

乎
 

を 
下
し
、
 

一 
0
 

三
 

鍬
と
 

順
 

を
 

以
て
 

進
む
 

の
で
 

あ
ろ
、
 

萬
 

物
 

萬
 

事
理
 

旣
に
定
 

り
あ
っ
て
、
 

人
智
 

を 
以
て
 

之
 

を 
動
か
 

し
^
ろ
 

も
の
で
 

は
な
 



い、 
古
語
に
 
も、 

「
低
，
^
^
^
 マ
！
^
 視
 1ー 小利

 
匚
 
と、 

何- ぞ
國
 
家
の
 
衰
 廢
を
擧
 
げ
ん
と
し
て
 
此
 理
に
隨
 
は
ず
、
 
他
に
 

早
く
 
成
就
す
 
ろ 道

が
 
あ
ら
う
 
ぞ、 

諸
鄕
 
村
々
 

一 時
の
 
仕
 法
 を
 歎
願
せ
ば
、
 
敎
 ふ
ろ
に
 
道
 を 以

て
し
、
 
諭
す
 
に 勸

農
を
 

て
し
、
 
其
听
 
行
邯
 
中
に
 
拔
 出
す
 
ろ
に
 
至
ら
ば
、
 
速
に
 
之
に
 
良
法
 
を 下

す
べ
き
 
で
あ
ろ
、
 
廣
大
 
な
ろ
 
仁
澤
を
 
布
く
 
の 

で
あ
ろ
 
か
ら
、
 

一
時
に
 
數
十
百
 
村
 を
開
發
 
す
ろ
 
こ
と
 
は、 

不
可
能
で
 
あ
ろ
、
 
こ
の
 
意
 を
 明
確
に
 
敎
 示
し
て
 
滿
足
 
す
ろ
 

^
理
解
 
を
與
 
へ、 

容
易
に
 
求
め
に
 
應
 じ
て
 
は
な
ら
ぬ
、
 
是
れ
 
大
業
 成
就
の
 
道
で
 
あ
ろ
」
 

と、 
い
ふ
の
で
 
あ
っ
た
。
 
草
 野、 

池
 ra 共

に
 
こ
の
 
的
確
 
明
瞭
な
 
ろ 指

導
に
 
感
じ
、
 
こ
の
 
现
を
 
以
て
 

一 舣
 歎
願
 
を
 論
し
た
 

け
れ
ど
も
、
 
歎
願
 
数
回
 
讒
 す
 も
の
 
も 村

お
 
の 熱

意
に
 
感
じ
、
 
之
 を 抑

止
 
す
れ
ば
 
感
激
 
的
 氣
カ
綏
 
み、 

或
は
 
氣
拔
の
 
弊
 を
 

一 

生
ぜ
ん
 
こ
と
 
を 恐

れ
た
。
 
依
て
 
ま
た
 
推
し
て
 
先
生
に
 
開
發
 
指
導
 
を
 求
め
た
。
 
先
生
 
之
 を
 以
て
 
K
 中
 民
^
の
 
切
實
 
な
ろ
 
を 

ジ 

察
し
、
 
そ
の
 
誡
 意
に
 
感
じ
、
 
善
邑
を
 
選
び
て
 
仕
 法
 を 下

さ
し
 
む
ろ
 
こ
と
 

A な
っ
た
。
 

弘
化
四
 
年
 三
月
 赤
 木
、
 
立
 谷、 

村
 上、 

深
 野
、
 
髙
瀨
の
 
五
ケ
 
村
に
 
行
 ふ。 

こ
れ
 
等
 諸
 村
 は 感

激
 
發
暂
、
 
以
て
 
舊
弊
を
 

除
き
、
 
日
々
 
未
明
よ
り
 
夜
半
に
 
至
ろ
 
ま
で
 
勤
 業
 怠
ら
ず
、
 
遠
近
の
 
諸
 村
 益
々
 
之
 を
 慕
 ひ、 

互
に
 
業
を
勵
 
み
て
 
良
法
 
を 切

 

g
 し、 

地
方
 怠
惰
 
無
頼
の
 
汚
 俗
 
一 洗
し
て
 
質
朴
 勤
勉
 
風
 を
な
 
す
に
 
至
っ
た
。
 

成
 田 村

の
 
仕
 法
 は
弘
に
 
一 一

年
に
 着
手
し
て
 
人
心
 
愈
々
 
改
ま
り
、
 
僅
々
 
五
ケ
 
年
に
 
し
て
 
最^' 

一  村の
 
荒
廢
 
起
り
、
 
負
^
 

も 
一 應
處
理
 
を 終

了
し
た
 
の
で
、
 
仕
 法
 仕
上
げ
み
」
 
行
 ひ、 

s
 饉
の
 
準
備
と
 
し
て
の
 
靱
圍
 
凡
百
 
八
 拾
 四
 俵
 を
 積
み
 
得
た
、
 

こ
の
間
に
 
要
し
た
 
費
用
 
は 表

彰
 費
 八
 拾
 八
兩
、
 
家
作
 
其
 他
 工
事
 
救
護
 等
ま
で
 
贰
百
六
 
拾
 五
兩
、
 
贷
付
百
 
四
 拾
 壹
兩
、
 
非
 



^
籾
阖
 

八
 

百
 

四
十
 

四
 

俵、
 

報
 

德
米
千
 

七
 

百
 

三
拾
甙
 

俵、
 

報
 

德
金
莨
 

賜
 

倍
加
 

金
 

等
 

八
 

百
 

五
 

拾
 

六
兩
、
 

五
ケ
 

年
に
 

し
て
 

仕
上
 

げ
 

と
な
っ
た
 

が
 

全
 

仕
 

法
 

村
 

中
 

最
も
 

早
い
 

例
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

嘉
永
 

三
年
ま
で
 

五
ケ
 

年
 

仕
上
げ
ま
で
に
 

活
 

川
し
た
 

報
德
米
 

合
せ
て
 

金
と
 

し
て
 

合
計
 

金
 

四
千
 

九
 

百
 

七
 

拾
 

六
 

雨
に
 

及
ん
で
 

全
く
 

完
了
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

埒
田
村
 

は 
成
 

m 
村
よ
り
 

戶
數
が
 

多
い
 

の
で
 

一 
一
組
に
 

分
っ
て
 

施
設
し
た
、
 

高
 

野
 

丹
^
の
 

懇
諭
 

に
よ
っ
て
 

赍
醉
 

し、
 

相
 

馬
 

の
 

有
志
 

井
に
 

近
 

村
の
^
 

志
ま
で
 

仕
 

法
 

金
 

を 
推
 

譏
し
て
 

籾
 

百
 

四
 

拾
 

俵、
 

金
 

五
 

拾
 

八
 

兩
餘
を
 

得
た
、
 

御
手
 

元
金
 

御
 

仕
 

法
 

米
 

を 

加
へ
 

て
 

仕
 

法
 

財
と
 

し
て
 

發
 

業
さ
れ
、
 

成
 

W 
村
と
 

同
様
に
、
 

W
 

精
 

奇
特
 

人
人
 

札、
 

屋
根
 

替
手
 

人、
 

^
民
 

救
助
、
 

荒
 

地
 

起
 

返、
 

夫
食
裊
 

具
贷
 

付
、
 

年
賦
 

貸
付
 

等
が
 

行
 

は
れ
、
 

村
お
 

の 
緊
張
 

誠
に
 

隔
世
の
 

觀
 

あ
ろ
に
 

至
っ
た
、
 

爾
來
 

引
繽
き
 

年
々
 

之
 

を
 

取
 

- 

行
っ
た
 

所
、
 

安
政
 

元
年
に
 

至
り
 

十
 

ケ
年
を
 

以
て
 

結
了
し
た
。
 

こ
の
 

施
設
 

中、
 

人
選
 

入
札
 

表
彰
 

等
 

金
 

三
百
 

四
 

拾
 

參
兩
、
 

救
 

i
 

護
 

施
設
 

米
 

四
百
 

三
 

拾
 

俊
餘
、
 

非
常
 

籾
圍
贰
 

千
贰
百
 

四
拾
贰
 

俵
、
 

家
作
 

工
事
 

並
 

^
加
 

貸
 

賜
金
 

合
計
 

七
 

百
 

七
 

拾
 

七
 

兩
狳
、
 

報
 

一 

德
米
 

四
千
 

丸
 

百
 

八
 

拾
 

七
 

俵
餘
、
 

報
 

德
金
米
 

總
額
六
 

千
 

三
百
 

六
 

拾
 

九
 

兩
餘
に
 

上
っ
た
。
 

こ
の
 

一 
一 ケ
村
は
 

爾
餘
の
 

仕
 

法
 

村
の
 

範
例
と
 

な
る
 

も
の
で
あ
る
が
、
 

何
れ
も
 

仕
 

法
の
 

進
^
す
 

ろ
に
 

際
し
て
，
 

E.
 

常
 

籾
阇
を
 

な
さ
し
 

め
た
。
 

こ
の
 

法
 

は、
 

弘
化
五
 

年
に
 

至
り
、
 

成
 

W 
村
が
 

第
一
に
 

非
常
の
 

好
 

成
镜
を
 

以
て
 

進
涉
 

し、
 

最
早
 

完
了
に
 

近
 

つ
つ
く
 

を
 

兌
て
、
 

豫
 

て
の
 

希
望
 

を
逹
 

す
ろ
 

様
 

努
力
せ
ら
れ
 

た
の
で
 

あ
ろ
。
 

先
生
 

曰、
 

「
こ
の
 

邑
は
復
 

奮
の
 

時
が
 

來
た
、
 

併
し
 

凶
作
の
 

準
備
 

を 
立
て
、
 

永
 

鑌
の
道
 

を 
講
じ
な
け
れ
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

卽
ち
^
 

戶
監
 

幼
 

を 
通
じ
、
 

一 
人
敉
六
 

俵
を
貯
 

ふ
ろ
 

を
 

度
と
 

し、
 

之
 

を
 

積
て
 

以
て
 

後
年
 

凶
荒
の
 

豫
蓆
 

と
す
べ
き
 

で
あ
る
」
 



と。 
蓥
 こ
の
 
钗
圍
は
 
相
 馬
 家
 仕
 法
土
臺
 
米
よ
り
 
之
 を 積

 立
つ
 
る
の
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
誠
に
 
阜
大
 
の
恩
葸
 
で
あ
ろ
，
 
さ
れ
お
 

こ
の
 
發
表
を
 
承
っ
た
 
村
民
 
は 益

々
 
喜
び
、
 
毎
戶
 
憂
患
 
を 免

れ
た
り
 
と
し
、
 
最
早
 
そ
の
 
钗
 園
の
 
事
 終
れ
ば
 
仕
 法
 は 

ー
應
完
 

了
に
 
つ
き
、
 
こ
の
 
法
 を 他

に
 
移
さ
れ
た
 
しと. S. 出

た
。
 

こ 
A 
に 於

て
 
一 人

 毎
に
 
日 掛

繩
索
 
積
立
金
に
 
之
 を 倍

^
す
ろ
 
額
の
 
賞
金
 
を
與
 
へ、 

こ
れ
 
を 以

て
 
些
少
 
殘
れ
ろ
 
借
財
 
を
 

も
完
濟
 
し、 

向
後
の
 
用
意
 
金
と
 
も
な
 
さ
し
め
、
 

將
來
を
 
諭
し
、
 
愈
 々
精
勵
 
す
る
 
こ
と
 
を
勸
獎
 
し
た
 
所、 

村
^
 
感
泣
 
謝
 

S  、
今
に
 
至
る
 
も 敦

厚
の
 
虱
を
存
 
す
る
と
 
稱
 せ
ら
れ
て
 
居
ろ
。
 

- 
坏
田
村
 
は 安

政
 
元
年
に
 
仕
上
げ
と
 
な
り
、
 
殘
務
は
 
麼
應
に
 
入
っ
て
 
結
了
し
た
。
 

大
井
、
 
塚
 原
の
 
仕
 法
 は 弘

化
四
 
年
 正
月
よ
り
、
 
安
政
 
一 一年 丸

 月
に
 
至
ろ
 
三
ケ
年
 
問
に
 
完
了
し
、
 
殘
務
 
は
慶
應
 
三
年
に
 

結
了
し
た
、
 
施
設
 
一 切

 は 成
 田、 

坪
 田
と
 
同
様
に
し
て
、
 
總
 施
設
 金
額
 
八
 千
 六
 百
 三
 拾
兩
餘
 
で
あ
ろ
。
 

赤
 木、 

立
 谷
の
 
二
 村
 は 隣

接
し
て
 
區
を
 
な
し
、
 
相
逑
 
な
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
が
、
 
嘉
永
 
元
年
に
 
着
手
し
て
 
赤
 木
 は 嘉

永
元
 

年
に
、
 
立
 谷
 は 安

政
 
四
 年
に
 
仕
上
げ
と
 
な
り
、
 
村
 上
 村
 は
嘉
永
 
元
年
に
 
着
手
し
た
 
が、 

同
 三
年
に
 
最
早
 
他
へ
 
引 移

し
な
 

發
 願
し
た
 
程
に
 
早
く
 
仕
上
げ
と
 
な
り
、
 
髙
瀨
村
 
も 同

 樣
嘉
永
 
三
年
に
 
仕
上
 
を
 申
出
で
、
 
深
 野
 村
 は 安

政
 
元
年
に
 
仕
上
げ
 

と
な
っ
た
。
 

斯
く
 
九
ケ
讨
 
は、 

多
く
 
は 三

ケ
年
 
乃
至
 
五
ケ
 
年
に
 
し
て
 
仕
上
げ
と
 
な
り
、
 
遲
 く
も
 
十
ケ
年
 
に
し
て
 
完
了
し
^
 

も
ち
 

嘉
永
 
元
き
 
ま
で
に
 
指
定
 
せ
ら
れ
た
 
仕
 法
 村
 は
九
ケ
 
村
に
 
し
て
、
 
何
れ
も
 
成
績
^
だ
 
佳
良
で
 
あ
ろ
、
 
村
 ̂
藩. 吏

 共
に
 
非
お
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の
覺
 

悟
と
 

決
心
と
 

を 
以
て
、
 

一 
々
先
生
の
 

指
導
 

を
 

S
 

け、
 

着
 

實
に
雛
 

形
に
 

據
っ
 

た
も
の
で
 

あ
ろ
。
 

而
 

し
て
，
 

て
の
 

發
願
も
 

決
定
 

も、
 

熱
誠
の
 

表
出
に
 

從
 

つ
て
 

行
 

は
れ
た
。
 

爾
後
の
 

仕
 

法
 

村
 

指
定
 

は、
 

そ
の
 

熱
誠
 

度
に
 

於
て
 

決
し
て
 

以
上
の
 

諸
 

村
に
 

劣
ろ
 

も
の
で
 

は
な
い
 

が、
 

钳
内
^
 

然
と
し
て
 

萠
ぇ
 

育
っ
た
 

仕
 

法
の
 

禮
讃
 

と、
 

そ
の
 

實
行
 

上
の
 

成
績
 

明
か
な
 

ろ 
も
の
 

多
く
、
 

何
れ
 

を
 

先
と
 

し、
 

何
れ
 

を 
筏
と
 

す
ろ
 

こ
と
 

を 
選
ぶ
 

は 
困
難
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

地
方
 

鄉
 

村
の
 

人
 

札
 

法
に
 

よ
る
 

表
彰
 

雛
 

形
に
 

则
ろ
 

こ
と
，
 

な
っ
た
 

の
で
、
 

以
上
 

九
ケ
 

村
の
.
 

施
設
 

を 
第
一
 

次
と
 

し、
 

爾
後
の
 

仕
 

法
 

施
設
 

を
 

第一
 

一
次
と
 

認
 

む
ん
 

こ
と
 

を 
得
ろ
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

. 
本
来
 

相
 

馬
の
 

s
s
、
 

四
十
 

年
 

5
5
 

了
 

を 
期
し
 

十
 

年
 

5
 

て
 

一 
節
と
 

す、
 

依
 

S
 

化
 

一 
ー
年
擎
 

し：
 

y
 

二 
年
實
施
 

し
^
ろ
よ
り
 

安
政
 

三
年
に
 

至
ろ
 

十
ケ
 

年
^
 

を 
以
て
 

そ
の
 

第
一
 

期
と
 

稱
す
。
 

故
に
 

安
政
 

一 
一年
 

末
の
 

現
在
 

を 
以
て
す
ろ
 

現
 

量
 

鏡
に
 

は 
そ
の
 

成
績
が
 

明
瞭
に
 

衮
 

記
せ
ら
れ
、
 

相
 

馬
 

象
の
 

分
 

度
 

も 
第
 
 

一 

を
 

完
了
す
 

ろ
に
 

至
っ
た
、
 

こ
の
 

問
に
 

霧
し
た
 

ろ 
も
の
 

五
十
 

ケ
村
、
 

成
寶
 

好
に
 

し
て
、
 

藝
す
ろ
 

所
の
 

も
の
 

十
 

五
ケ
 

村
、
 

領
中
旣
 

に 
舊
來
の
 

弊
風
 

一 
變
 

し
て
 

勤
業
顯
 

著
と
 

な
り
、
 

廢
地
を
 

開
く
 

も
の
 

数
千
 

町
歩
、
 

分
 

度
 

外
の
 

產
米
萬
 

有
餘
俵
 

に 
上
っ
た
。
 

十
ケ
年
 

問
の
：
 

i
 

恤
の
 

W
 

財
 

は 
甚
だ
 

多
額
に
 

上
っ
た
 

が、
 

領
主
の
 

分
 

度
 

確
立
せ
 

る 
を 

以
て
 

泰
然
と
 

し
て
 

動
か
 

ず
、
 

こ
の
 

成
繽
を
 

見
た
 

ろ 
先
生
 

は、
 

阈
本
 

立
っ
て
 

惠
民
の
 

政
 

行
 

は
ろ
 

A 
旣
に
十
 

年、
 

依
て
 

分
 

度
 

一
節
の
 

改
正
 

を
 

行
 

ふ
べ
 

し
と
、
 

六
 

萬
 

六
 

千
 

俵
 

を 
改
め
て
 

七
 

萬
 

俵
と
 

な
し
、
 

更
 

め
て
 

之
 

を
 

爾
後
 

十
 

年
の
 

分
 

度
と
 

定
め
、
 

藩
士
の
 

給
養
 

も 
亦
 

幾
分
の
 

. 懐
み
 

を
 

生
じ
て
 

增
 

額
し
た
 

ろ 
を
 

以
て
、
 

發
業
 

前
後
よ
り
 

十
 

年
 

問、
 

そ
の
 

成
 

綾
 

如
何
と
 

疑
念
 

を 
有
せ
し
 

も
の
 

も
釋
然
 

た
る
 



「
相
 萄
の
镇
邑
再
復
 
の 事

 を
 接
せ
ら
れ
て
 
之
 を
 約
し
た
 
け
れ
ど
も
、
 
公
務
 
あ
り
て
 

一 度
 も そ

の
 
地
に
 
至
 ろ
を
 
得
な
 

、 
、 
只
遙
 
に
江
戶
 
に
あ
り
 
5
 
野
 州
に
 
在
？
 
媒
 
す
ろ
 
の
み
、
 
故
に
 
深
 S
t
5
 

さ
 2
 
こ
と
 
禽
な
レ
 

一 

併
し
 
大
§
?
 
守
っ
て
 
I
 
行
 ふ
 時
 は 此

の
 
如
く
 國
運
 
S
 
張
す
 
ろ、 若

し
 
一
度
 彼
 地
に
 臨
み
、
 
i
s
f
 
明
に
 
し、 

人
民
の
 
風
 俗
を
 
觀
、
 
土
地
の
 
厚
，
 
察
し
て
 
敎
を
 
下
し
、
 
永
久
 繁
榮
の
 
本
 f
 
開
き
、
 
大
に
國
 
家
の
 
さ
 f
f
 

ば
 

數
年
 
な
ら
ず
 
し
て
 
上
下
 
安
堵
の
 
道
 を
 得
ん
 
こ
と
 
疑
な
い
、
 
惜
 む
ら
く
 
は 

一 度
 も そ

の
 
地
に
 
至
ろ
 
こ
と
が
^
 來
な
 
い
こ
 

と
で
 
あ
る
、
 
然
れ
 
ど
も
 
僅
に
 
十
 年
に
 
し
て
 
國
俗
旣
 
に 

一 變
し
、
 
頗
る
 
勤
勞
篤
 
實
に
歸
 
し、 

上
下
の
 
大
息
 
略
脫
 
す
ろ
 
に 

一 

至
っ
た
、
 
此
後
君
公
|
 
め 群

臣
 
共
に
 
國
 本
の
 
分
 f
 
攀
し
、
 
奢
侈
の
 
端
 を 開

か
ず
、
 
J
 
g
e
f
 
ざ
ろ
 
こ 

^
 

と を
 憂
と
 
し、 

目
前
の
 
謹
に
 
惑
 は
ず
、
 
永
 5
 
計
 を
な
 
し-て 仕

 f
 
震
す
 

ろ 時
 は、 

國
寒
舆
 
は 勿

論
、
 
餘
澤
 

多
 方
に
 
及
ぶ
 
こ
と
 
窮
 り
な
い
 
こ
と
で
 
あ
ら
う
、
 
我
 幼
年
よ
り
 
心
思
皇
 
し
て
 
此
道
1
 
明
し
、
 
三
十
 I
s
 
方
の
 

求
 こ
應
 
じ、 

仕
 法
 を 施

し
 
來
 つ
た
が
、
 
其
の
 
時
 を
 得
 ざ
ろ
 
爲
か
 諸
侯
 
往
々
 
約
 を
 棄
て
道
 
を 守

ら
ず
 
し
て
 
中
 餞
し
 
ブ 

獨
り
 
相
禹
の
 
み 初

 約
を
 
守
り
 速
 綿
と
 
し
て
 
行
 ふ
こ
と
 
旣
に
十
 
年
、
 
頗
ろ
仕
 
法
の
 
菌
 
著
し
く
 
f
 
來
 つ
た
、
 
唯
 惜
し
 

い
こ
と
 
に I
s
 
忠
臣
 草
 野、 

池
 田
の
 
一 一大 夫

、
 
仕
 法
の
 
功
を
见
 
ず
し
 
5
 
せ
ら
れ
た
。
 
將
來
 
と
も
に
 
亦
 二
 氏
の
 

な
き
 
は
甚
 し
き
 
不
幸
で
 
あ
ろ
。
 

然
れ
 
ど
も
 
領
 中
に
は
 
誠
忠
の
 
大
夫
士
 
臣
が
滿
 
ち
て
 
居
ろ
、
 
將
來
を
 
慮
っ
て
 
群
臣
よ
り
 
忠
義
の
 
臣
を
選
 
進
し
て
も
^
 



£
 

か
し
め
、
 

の 
£
s
 

充
し
、
 

兩
大
 

夫
の
 

忠
志
を
 

響
、
 

普
く
 

萬
 

f
 

救
 

ひ、
 

讓
を
 

以
て
 

泰
山
の
 

安
き
 

i
 

か
ん
こ
と
 

に 
努
力
 

す
れ
ば
、
 

軍
に
 

ー
阈
 

の 
幸
の
 

み
に
 

あ
ら
ず
。
 

惟
 

ふ
に
 

そ 
S
 

は 
未
？
 

に
ん
 

足
ら
ず
と
 

雖
も
、
 

そ
の
 

詹
§
 

に 
七
 

八
 

分
に
 

普
及
 

徹
底
し
て
？
、
 

大
 

§
1
 

は 
：ナ
、 

に
も
 

あ
ら
ず
、
 

地
に
 

も 
あ
ら
ず
、
 

«
 

に 
君
 

公
と
 

執
政
と
の
 

一 
心
に
 

あ
り
と
 

信
ず
ろ
、
 

巧
 

も 
S
 

と 
執
政
と
の
 

一 
心
 

I
 

に
轉
 

ず
ろ
 

吟
は
、
 

も 

水
泡
ミ
 

く 
落
花
の
 

f
 

が
 

如
く
な
る
 

で
あ
ら
う
、
 

古
 

I
 

雾
 

H
S
 

共
に
,
，
 

y
 
 

I
 

は
讓
壽
 

に
し
て
 

i
,
 

そ
の
 

業
に
 

樂
 

し
も
 

然
れ
 

ど
も
 

斯
の
 

如
き
 

は
實
に
 

千
載
 

中
に
 

一 
時
 

あ
ろ
の
 

み
に
 

し
て
、
 

#
 

事
 

多
く
 

は 
之
に
 

願
 

倒
し
、
 

1
 

常
に
 

困
苦
し
 

來
 

つ
た
、
 

相
 

馬
 

開
 

國
以
來
 

六
 

I
 

餘
歲
 

に
し
て
 

始
め
て
 

賀
 

こ
の
 

f
 

被
む
 

ろ 
こ 

と
を
ひ
ょ
、
 

* 

に 
千
載
の
 

一 
遇
で
 

あ
ろ
、
 

こ
の
 

得
難
き
 

時
に
 

際
し
て
 

そ
の
 

時
機
の
 

失
 

ひ
 

易
き
 

I
 

み、
 

仕
 

法
の
 

成
ろ
 

所
以
 

を
 

以
て
 

力
 

い
 

を
盡
し
 

仕
 

法
の
 

破
ろ
，
 

所
以
 

を 
以
て
 

戎
と
 

な
し
、
 

私
心
 

を
 

除
き
 

誠
心
 

衾
と
 

し
て
、
 

益
々
 

永
 

安
の
 

f
 

行
 

は、
，、
 

T
 

介
の
^
ら
 

ざ
ろ
 

こ
と
が
あ
ら
う
 

ぞ
 
_
 
 

、 

と。
 

席
に
 

あ
り
し
 

衆
人
 

之
 

を 
M
 

き、
 

誠
心
 

限
り
な
き
 

先
生
が
、
 

久
遠
の
 

將
來
を
 

憂
慮
 

せ
ら
ろ
.
，
 

こ
と
の
 

親
切
な
 

ろ
を
感
 

t、
 

相
 

馬
の
 

人
な
ら
 

ず
と
 

も、
 

相
 

馬
の
 

仕
 

法
に
 

有
終
の
 

美み
」 

成
さ
し
 

め
ん
こ
と
 

を 
熱
望
し
た
 

と
い
 

ふ。
 

断
の
 

如
く
 

坊
 

一
期
の
 

業
 

は 
終
り
 

第一
 

一
期
に
 

入
っ
た
 

が、
 

そ
の
 

方
法
に
 

は
變
り
 

は
な
い
、
 

鄕
 

中
よ
り
 

S
B
 

意
の
 

村
 

ま
 

ん
で
 

着
う
 

し、
 

法
の
 

通
り
 

仕
 

法
 

を
 

行
 

ひ、
 

誠
心
誠
意
 

實
行
 

す
れ
ば
、
 

夫
 

食
の
 

給
與
、
 

借
財
 

偾
還
、
 

荒
 

地
 

起
 

返
し
、
 

家
 

匿
 

患
 

暴
 

5
?
 

し、
 

曰
掛
讓
 

f
 

に
よ
っ
て
 

借
 

M
l
 
 

I
s
 

明
確
 

急
り
、
 

n
§
^
 



― 5i3  — 

し、 
ま
？
 
s
 
人
 8
g
 
ま
 
s
 
、之 1

1
 
爲
に
土
 
謹
よ
り
 
同
 s
 
寒
 
倍
加
す
 
s
 
で
あ
る
 

. 

依
て
 
こ
の
 
倍
加
 B
 
の I
 
可
能
と
 
な
れ
ば
、
 
各
 村
よ
り
 
進
ん
で
 
仕
上
 
I
 
出
で
、
 
總
積
 
I
 
了
し
、
 
-
I
 
の 助

成
 
を 

他
の
 
未
着
手
 
村
に
 
讓
 ろ 塞

と
 
し、 

德
 と
し
、
 
喜
び
と
 
す
る
 
の
で
 
あ
る
。
 
斯
 く
し
て
 
g
 
土
臺
 金
の
 
範
圍
內
 
に 於

て
 
お
 

數
を
 

定
め
て
 

投
票
せ
 

し
め
 

以
て
 

着
手
す
 
ろ
。
 
 

さ，
 

？ 
一〜
 

ナ 

第一 
一
次
ず
 
鄕
 村
人
 
札
 期
に
 
於
て
 
嘉
永
ー
 
一
年
に
 選
ば
れ
た
 

ろ は 管
、
 
行
 津
の
ー
 
ーケ 村

で
 
あ
ろ
、
 
l
-
f
 
 ̂

 

ら
れ
 
た
ろ
 
村
 名
 を
揭
記
 
す
れ
ば
 
次
の
 
通
り
で
 
あ
ろ
。
 

嘉
永
 
一 一年 

益
 田、 

行
津
 

三
年
 

横
手
、
 
牛
 渡
、
 
樋
 後
、
 
大
堀
 

W
 年
 

今
 ffl、 

鶴
 谷、 

矢
 川
原
、
 
鴻
草
、
 
澀
川
、
 
長
 塚、 

南
 幾
 *
 橋
、
 
北
 幾
 世
 橋
 
 

！ 

五
 年
 
權
 現
堂
、
 
孥
、
 
富
澤
、
 

小. §
、
 

川
 添、 

角
 部
內
、
 
大
龜
、
 
北
 難
、
 
黑
木
、
 
馬
場
^
 
大
曲
 

六
 年
 
本
 笑
、
 
原
 釜、 

尾
滋
 

キ
 ，乂ー  y "ひ 

下
 

、  hj ハへロ 

一 一年 
南
德
、
 

浦
 尻、 

川
尻
、
 
下
 I
、
 

岡
 s
、
 
 E 尻、 

末
 森
、
 
瞿
、
 
信
 I
、
 
管
、
 
s
、
 
 f
 

沛、 
西
 山、 

黑
木
 村
長
 柄
 

三た 牛
 
草
 野
 



一 519 

四
 

年
 

上
 

羽
 

鳥、
 

中
 

田、
 

山
 

田、
 

酒
 

井、
 

北
 

鳩
 

原、
 

伊
手
、
 

寺
 

田、
 

日 
下
石
、
 

南
釵
浦
 

五
 

年
 

渡
 

田、
 

下
 

太
 

田 

六
 

年
 

鹿
 

島
 

萬
延
 

元
年
 

北
 

高
 

平
 

文
久
 

元
年
 

△
 

上
 

海
老
、
 

△
 

北
 

海
老
、
 

小
 

池、
 

^
原
、
 

立
 

野
、
 

新
 

山、
 

△
 

永
 

野、
 

△
 

北
 

長
 

野、
 

新
 

W
 
 

. 

一 
一年
 

椎
木
、
 

寺
澤
、
 

松
 

倉
 

三
年
 

飯
 

崎
、
 

中
 

村、
 

嘉
倉
、
 

刈
 

宿、
 

南
 

石
 

田、
 

小
島
 

田、
 

北
 

新
お
、
 

中
 

太
 

田、
 

午
來
、
 

谷
 

田、
 

石
 

態、
 

松
 

迫
 

△
 

熊、
 

厶
佐
 

山、
 

郡
 

山、
 

細
 

谷、
 

女
 

場
、
 

水
 

谷、
 

小
 

泉、
 

小
 

野
 

元
 

治
 

元
年
 

請
戶
、
 

小
 

丸
 

(註
) 

△ 
印 

は
ニ
ケ
 

村
ん
 

は，
 

て 
一 

ケ
村
 

と
し
て
 

取
扱
 

は
れ
た
 

もの
 

相
 

馬
 

領
內
の
 

村
々
 

は 
一 

一 百
 

一 
一十
 

六
ケ
 

村
で
 

あ
る
、
 

第
 

一 
期
 

は 
安
政
 

一 
一年
、 

第一
 

一期
 

は
慶
應
 

一 
一
年
に
 

結
了
し
、
 

^
三
 

期
 

に 
人
り
 

そ
の
 

業
 

半
に
 

し
て
 

明
治
維
新
 

と
な
っ
て
 

中
止
し
た
 

が、
 

甯
 

際
に
 

仕
 

法
 

着
手
し
た
 

村
 

は 
合
計
 

百
壹
ケ
 

村、
 

内
 

五
 

拾
 

五
ケ
 

村
 

は 
成
就
し
て
 

無
 

借
と
 

な
り
 

非
常
 

準
備
 

完
成
し
た
 

村
と
 

な
っ
た
。
 

今
 

明
治
 

四
 

年
 

調
に
 

よ
ろ
 

報
 

德
役
听
 

の 
銃
 

4«
 

に
よ
れ
 

ぱ
着
 

手
よ
り
 

一 
一十
 

七
ケ
 

年
の
 

成
镜
 

次
の
 

通
り
で
 

あ
る
。
 

1 
、 

分
 

度
 

外
 

產
米
贰
 

拾
 

四
 

萬
 

八
 

千
 

貳
百
贰
 

拾
 

俊
 

. 
1 

、 
開
墾
 

田
畑
 

反
^
 

豈
千
 

三
百
 

七
 

拾.
^ 

町
歩
 



比
變
 
W
 金
 贰
萬
千
 
百
 八
 拾
兩
餘
 

、 
堤
防
 
並
 江
堰
百
 
餘
ケ
所
 

金
 千
 百
 四
 拾
兩
餘
 

、
溜
池
 
六
 百
 九
十
 
ニ
ケ
所
 

金
 壹
萬
九
 
千
 四
百
 
兩
餘
 

、
溝
渠
 
大
八
ケ
 
所
 

小
 百
ケ
所
 

金
 壹
萬
七
 
千
 六
 百
 二
十
 兩
餘
 

、 
賞
 與
金
六
 
千
 六
 百
 七
 拾
兩
餘
 

、 
新
 家
作
 
五
 百
 七
 拾
 三
 軒
 

金
 贰
萬
五
 
拾
兩
餘
 

、 
破
屋
 修
葺
八
 
百
 拾
壹
戶
 

金
 四
千
 
四
百
 
兩
餘
 

、 
蓄
 穀
倉
 禀
 五
十
一
 
一宇 

金
 甙
千
六
 
百
兩
餘
 

、 
馬
屋
 

千
 

五
十
 

三
 

棟
 

r
£
i
 
 

一. 

！
 -金
壹
 萬
 三
 
兩
餘
 

： 、 
灰
 屋
七
百
 
四
十
 
一 楝

)
 

一 、 
镞
民
救
 
恤
米
壹
 
萬
 四
千
 
八
 百
 贰
拾
俵
 

金
 三
百
 贰
拾
兩
 

1 、 
備
荒
 靱
七
萬
 
千
 貳
百
四
 
拾
 三
 俵
 

1 、 
無
利
息
 
ハヰ陚 貸

付
金
 
贰
萬
 
四
百
 
參
拾
 
九
兩
 

米
 壹
萬
五
 
千
 俵
 



1 
、 

租
稅
增
 

加
 

合
計
 

米
 

拾
 

萬
 

貳
千
八
 

百
 

七
 

拾
贰
俵
 

1 
、 

人
口
 

埒
加
贰
 

萬
 

千
 

七
 

百
 

拾
 

五
 
人
 
 

• 

1 
、 

戶
數
增
 

加
 

千
 

百
 

三
十
 

五
戶
 

(注
) 

表
 

中 
金
？
 

兩
は
 

元
本
 

謂
と
 

あ
れ
 

f
 
 

5
 

名
稱
 

異
な
ろ
 

S
 

にて
 

大
部
 

£
Q
S
 

なる
， 

S
 

て
兩
 

と
し
た
。
 

靳
ム
ろ
 

莫
大
な
 

ろ 
費
^
 

を 
投
じ
て
 

着
々
 

成
功
し
た
 

の 
は 

驚
く
べ
き
 

こ
と
で
 

あ
ろ
、
 

若
し
 

時
期
 

幕
 

*
 

で
な
 

け
れ
 

ズ、
 

更
 

に
こ
れ
 

よ 
I
f
 
 

I
f
 
 

S
:
 

た
こ
と
 

は 
明
か
で
 

あ
ろ
。
 

何
と
 

な
れ
ば
 

文
久
 

I
 

に 
は、
 

麓
 

g
 

あ
り
、
 

，
 

以
後
に
 

は 
仕
 

法
 

新
 

村
 

雷
 

實
施
 

共
に
 

擎
 

せ
ず
、
 

卽
ち
ー
 

一十
 

七
 

年
間
と
？
 

と
い
へ
 

ど
も
、
 

5
 

十
八
 

S
 

實
 

行
し
た
 

の
み
で
、
 

文
久
 

よ
り
 

還
の
 

間
 

は、
 

中.
 

^
的
|
 

で
あ
っ
た
 

事
 

も
あ
っ
て
、
 

着
手
の
？
，
、
 

仕
上
げ
の
 

f
 

少
 

い
の
で
 

あ
ろ
。
 

以
上
 

を 
仕
 

法
 

第
 

一 
期
 

第一
 

一
期
の
^
 

約
と
 
す
ろ
。
 
 

. 

六
 

相
 

馬
 

藩
 

君
臣
の
 

報
德
式
 

活
動
 

ィ
 

■
 

相
 

馬
 

藩
 

は 
上
 

仁
慈
に
 

し
て
 

下
 

忠
誠
、
 

そ
の
 

純
 

な
ろ
 

行
動
 

は、
 

本
 

I
 

德
式
活
 

f
 

類
似
す
 

ろ 
も
の
 

力
あ
っ
た
、
 

こ
れ
に
 

向
っ
て
 

報
德
仕
 

法
の
 

l
i
 

の 
様
式
 

i
 

以
て
し
た
 

が
爲
 

に、
 

僅
少
の
 

年
月
 

を 
以
て
、
 

慕
 

末
忽
 

忙
の
裡
 

に
拘
ら
 

ず、
 

前
古
 

未
曾
有
の
 

生
活
 

^
新
が
 

行
 

は
れ
、
 

藩
 

政
 

頓
に
擧
 

り、
 

領
民
 

歡
 

呼
し
て
 

善
政
 

を
禮
赘
 

し、
 

府
庫
 

常
に
 

準
備
 

あ 
2
」
 

幕
末
 

I
s
 

に
も
 

f
 

藉
ら
 

ず
、
 

稅
 

さ
さ
な
か
っ
た
。
 

今
上
 

下
薩
の
 

二
 

i
 

素
し
て
 

そ
の
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相
 馬
 恵
 
侯
 ま； 大

保
 年
中
 
困
厄
 
の
 時
に
 
際
し
、
 
父
 i
 
胤
 侯
の
 
I
f
 
 

、 
そ
の
 
志
 I
 
い
で
 
奮
の
 
財
政
難
、
 
0
 

民
 s
f
 
 
S
 
ん
と
曰
 
夜
心
勞
 
し、 
a
.
 

食
 I
 
柒
 5
 
ね
ず
、
 
江
戸
に
 
在
っ
て
 
は そ

の
 
職
務
に
 
雷
 

し、 
領
土
に
 
歸
っ
 
5
f
 
 
I
 
し、 

大
風
 I
 
と
雖
 
4
 
歩
し
 
5
1
1
1
、
 

親
ら
 
藉
田
备
 
し
て
 
民
の
 
艱
 I
 

I
 み、 

領
民
 
中
の
 
老
人
 
養
し
、
 
カ
|
|
 
旌
し
、
 
撫
育
 
法
 を 行

っ
て
 
幼
，
 
保
護
し
、
 

貧： 3
1
 
し
て
 
敎
 ふ
ろ
 

に 孝
 f
 
以
て
し
、
 
領
 村
の
 
盛
衰
 
民
風
の
 
善
惡
 
を
 鋭
察
 
し
て
 
之
 を 諭

し
、
 
f
 

一  貫す
 
る
に
 
糧
の
 
様
式
 
を 以

て
し
た
 

領
民
 
之
に
 
感
じ
 
汚
風
峯
 
め、 

家
 1
5
 
之
に
 
答
 ふ
き
怠
 
ら
ず
、
 
是
 S
5
 

を
 追
う
て
 
S
8
S
 

行
 は
ろ
 

る
に
 
至
っ
た
 

e 

特
こ
中
 g
s
f
.
 
て
 政
に
 
任
じ
、
 
ょ
く
蓄
 
集
れ
て
 
之
 霧
 
ふ
に
 I
t
 

の
で
あ
っ
た
.
 
か
 

お
 下
の
 
過
 あ
ろ
 
時
 

は
 僅
に
 
諭
？
 

の
み
に
 
て
 改
心
 
す
れ
 
S
 
し
て
 
之
 S
 
外
せ
ず
、
 
江
戶
 
に
あ
ろ
 
時
 S
A
i
 
先
 奪
 
招
き
て
 
敎
を
 

聞
き
、
 

そ s
f
 
 
I
 
し
て
 
悅
び
、
 
奮
に
 
報
德
 
の 道

の
 
良
法
な
る
 
こ
と
 
I
 
し、 

ま
た
 
仕
 法
に
 
力
 S
 
ゐ
ろ
 
臣
下
 

を
 召
し
て
 
f
 
そ
の
？
 
S
t
 
厚
く
 1
5
、
 
彥
 
以
て
 
S
S
 

し
て
 
斯
道
 成
就
に
 
全
力
 
t
 
し
て
 
霊
 
I
 
ぜ
 

ん
と
 
努
力
す
 
ろ を 當

曰
 
の
專
務
 
と
し
た
。
 
さ
れ
ば
 
そ
の
美
 
S
H
 

に §
 え 1

 
之
 I
f
 
稱
 し
た
。
 

今
 その. s

f
 
 5
 
ろ
に
 
恵
 
侯
 幼
若
の
 
時
の
 
I
 
に
よ
 
t
 
の
が
 
多
い
。
 
幼
時
 
先
 侯
之
皇
 

し、 
膝
下
に
 
襲
せ
 

ら
ろ
、
 
草
 野
 正
 辰
 顔
色
 
を 正

し
 
之
 を 諫

め
て
 
曰、 
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「
誠
に
 

豊
丸
君
 

(
充
胤
 

侯
 

幼
名
)
 

を
 

愛
し
 

給
 

は
乂
、
 

必
ず
 

艱
難
 

を 
味
 

は
ろ
、
 

様
 

養
育
し
 

給
ぶ
べ
し
、
 

古
 

來
深
宫
 

婦
人
の
 

芋
に
 

長
 

じ 
給
 

ひ
し
 

も
の
、
 

往
々
 

奢
侈
に
 

流
れ
 

放
肆
に
 

陷
り
、
 

終
に
 

政
道
 

を
廢
 

せ
ら
ろ
 

こ
と
 

少
 

か
ら
ず
、
 

目
下
 

我
領
ぼ
 

. 
上
下
の
 

艱
難
 

窮
迫
 

は 
旣
に
之
 

を 
明
か
に
 

せ
ら
ろ
 

A 
通
で
 

あ
ろ
。
 

御
正
 

嗣
 

賢
明
に
 

し
て
 

善
政
 

を
 

襲
ぎ
 

給
 

ふ
爲
に
 

は、
 

御
 

敎
養
の
 

道
 

誠
に
 

重
大
で
 

あ
る
。
 

凡
庸
に
 

し
て
 

稼
穡
の
 

道
を
辨
 

ぜ
ら
れ
 

ず、
 

臣
下
の
 

詔
 

諛
に
逑
 

ひ
 

給
 

ふ
こ
と
 

あ
ら
ば
、
 

莉
公
國
 

を 
憂
 

ひ
 

給
 

ひ
し
 

仁
政
 

一
朝
に
 

し
て
 

廢
 

さ
ろ
 

こ
と
 

あ
ら
ん
 

も 
知
る
 

可
ら
 

チ
 

とも
， 

M-
 

す
べ
き
で
 

あ
る
。
 

一 
3K
,J
 

お
 

れ
 

な
が
ら
に
 

し
て
 

贤
明
 

な
ろ
 

は 
億
 

萬
 

人
中
 

一 
人
 

を 
得
難
し
 

とも
. 

&
す
 

次
第
、
 

ま
た
 

假
令
御
 

性
質
 

發
明
 

な
ろ
 

と
も
 

艱
難
 

を
經
 

ざ
ろ
 

時
 

は 
そ
の
美
 

質
顯
 

は
れ
ず
 

し
て
 

仁
恕
の
 

質
發
 

動
せ
 

ざ
ろ
 

は 
明
か
で
 

あ
ろ
、
 

こ
れ
 

古
來
 

切
^
琢
磨
の
 

功
 

を 
重
 

ん
 

ず
ろ
 

所
以
で
 

あ
る
。
 

故
に
 

敢
て
申
 

言
す
 

ろ 
次
第
で
 

あ
る
」
 

と、
 

懇
切
な
 

ろ
忠
 

W
 

に 
益
 

胤
 

侯
 

痛
 

歎
し
 

之
を
感
 

賞
し
、
 

「
汝
の
 

言
 

誠
に
 

國
家
を
 

薆
ひ
予
 

等
 

父
子
 

を
 

敬
愛
す
 

ろ
の
 

忠
首
 

で
あ
ろ
。
 

故
に
.
 

f
 

こ
の
 

子
 

を 
以
て
 

汝
に
 

一 
任
す
、
 

逸
 

退
 

敎
養
の
 

事
 

何
等
 

干
涉
 

し
な
い
、
 

謹
で
 

そ
の
 

意
に
 

任
ぜ
よ
」
 

と、
 

命
ぜ
ら
れ
た
。
 

玆
に
 

於
て
 

草
 

野
 

謹
で
 

命
 

を
 

受
け
、
 

直
に
 

破
屋
 

を
 

修
理
し
て
 

幼
君
 

を
し
て
 

之
に
；
^
 

ら
し
め
、
 

|！
 

人
 

は 

悉
く
 

之
 

を
 

避
け
し
 

め、
 

質
 

直
 

誠
實
の
 

も
の
 

を
 

選
び
て
 

扈
從
 

と
な
し
、
 

仁
義
 

忠
孝
の
 

道
 

を
敎
授
 

し、
 

朝
 

は 
朱
 

明
よ
り
 

書
籍
 

を
 

講
じ
、
 

武
道
 

を
鍊
 

り、
 

衣
 

は 
綿
 

衣、
 

食
 

は 
一 

一味
 

を
 

重
ね
ず
、
 

艱
難
 

を 
以
て
 

試
練
し
た
。
 

こ
れ
 

を 
以
て
 

文
武
に
 

長
 

じ、
 

下
情
に
 

通
じ
、
 

國
 

家
の
 

大
業
 

を
恢
宏
 

し、
 

終
に
 

明
 

翳
 

四
隣
に
 

聞
 

ゆ
ろ
 

に 
至
っ
た
 

重
要
な
 

ろ 
因
由
で
 

あ
ろ
。
 

而
 

し
て
 

そ
の
 

― "5-23  ― 
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木
 原
 は 益

 胤
 侯
の
 
善
く
 
諫
を
納
 
れ
ら
れ
 
た
ろ
 
と 草

 野
が
 
忠
誠
の
 
熱
烈
な
 
ろ
と
 
に
由
來
 
す
ろ
 
は 一 W ふ

ま
で
 
も
な
い
。
 
二
^
 

先
生
 
之
 を
 聞
い
て
 
旗
々
 
之
 を
歎
稱
 
せ
ら
れ
た
 
と
い
 
ふ。 

□
 
 
m 光

 仕
 法
 資
金
 獻
^
 

日
光
 
御
 神
領
の
 
仕
法
實
 
施
の
 
議
が
進
 
渉
す
 
ろ
に
 
從
 つ
て
、
 
そ
の
 
资
源
を
 
如
何
に
す
 
ろ
か
 

は 甚
だ
 
重
要
な
る
 
問
題
で
 
あ
ろ
。
 
然
 ろ
に
 
印
幡
沼
 
開
鑿
 
問
題
の
 
當
 時
よ
り
、
 
大
生
 
鄉
の
仕
 
法
に
 
就
て
も
 
幕
府
 
は 仕

法
资
 

金
 を
 下
付
す
 
ろ こ

と
の
 
不
可
能
な
 

ろ は 明
か
に
 
せ
ら
れ
て
 
あ
っ
て
、
 
束
鄕
 
よ
り
 
眞
岡
 
陣
屋
 
支
配
 
地
 開
發
の
 
際
、
 
棹
ケ
島
 

の 仕
 法
に
 
用
ゐ
た
 
四
百
 
兩
を
 
以
て
 
最
後
と
 
し、 

以
後
 絕
對
に
 
幕
府
よ
り
 
下
付
金
 
は 無

い
 
こ
と
 

A な
っ
た
。
 
併
し
 
日
光
 
御
 

神
領
 
八
十
 
九
ケ
 
村
の
 
仕
 法
に
 
は 莫

大
な
 
资
金
を
 
要
す
ろ
、
 
殊
に
 
日
光
 
御
 神
 領
は
本
 
來
定
，
 免
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
何
程
 
開
墾
し
 

た
れ
ば
 
と
て
 
租
稅
 
を
增
徵
 
す
ろ
 
こ
と
 
は S

 來
な
 
い。 

こ
れ
 
を 以

て
 
開
 發
の
资
 
金
 は 之

 を
 領
民
に
 
貸
付
け
、
 
そ
の
 
返
濟
は
 

開
發
 
地
の
 
新
 收
人
を
 
以
て
 
充
て
さ
せ
、
 
順
次
 
繰
返
し
て
 
之
 を
 活
用
す
 
ろ 外

 は
な
い
、
 
然
る
に
 
そ
の
 
最
初
の
 
貸
付
金
の
 
如
 

き
も
、
 
元
资
金
 
を 貸

付
く
 
ろ 時

 は、 
或
は
 
開
 發
の
成
 
綾
に
 
鑑
み
 
资
金
の
 
回
牧
を
 
迅
速
に
 
行
 ひ
 難
き
 
こ
と
 
も あ

ろ
で
 
あ
ら
 

う。 
果
し
て
 
斯
の
 
如
き
 
こ
と
 
あ
ら
ば
、
 
長
年
 
月
間
の
 
事
業
の
 
繼
繽
に
 
支
障
 
を
來
す
 
こ
と
な
き
 
を 保

し
 
難
い
、
 
依
て
 
元
资
 

. 金
 は 確

乎
た
 
ろ 方

面
に
 
預
 人
し
、
 
そ
の
 
金
利
 
を
 運
用
し
て
 
永
 安
の
 
道
 を
 講
ず
る
 
に 如

く
 
は
な
い
 
と
い
 
ふ
の
で
 
あ
っ
て
、
 

日
光
 
山
 貸
付
 
所
に
^
 
人
す
 
ろ こ

と
 

A し，、 
各
方
：
 S よ

り
 
報
 德
推
讓
 
金
乂
は
 
元
恕
金
 
等
を
納
 
人
す
 
ろ こ

と
 
を 工

夫
し
た
、
 

こ
の
 
永
 安
 仕
 法
 資
金
 
加
 人
に
 
よ
り
 
報
謝
 推
 譲
 方
法
 
を 第

一
 
に 巾

 出
で
の
 
あ
つ
た
の
 
が
 相
 馬
で
 
あ
ろ
。
 

こ
の
 
方： S ま. 先

生
が
 
千
慮
 
萬
 考
の
上
 
立
案
し
、
 
之
 を 相

 馬
 其
 他
 仕
 法
 地
の
 
有
志
に
 
謀
つ
.
 ̂
も
の
で
あ
る
が
、
 
主
な
る
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協
議
に
 

與
っ
 

た
も
の
 

は 
池
 

で
あ
ろ
。
 

こ
れ
 

を
開
傳
 

へ
た
ろ
 

相
 

馬
 

侯
 

は、
 

大
夫
池
 

田 
を
 

召し
て：
：：
、 

「
相
 

馬
 

三
 

郡
再
與
 

安
民
の
 

事
 

を
 

以
て
 

旣
に
 

一 
ー
宫
に
 

一 
任
し
た
、
 

報
德
仕
 

法
の
 

仁
術
に
 

よ
っ
て
 

再
 

復
の
效
 

既
に
 

明
か
で
 

あ
ろ
、
 

こ
の
 

恩
 

德
に
報
 

ゆ
ろ
 

こ
と
 

を
 

怠
っ
て
 

は
な
ら
ぬ
。
 

併
し
 

我
が
 

相
 

馬
の
 

仕
 

法
 

は 
漸
く
 

第
 

一 
期
の
 

途
中
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 

事
業
 

未
だ
 

半
に
 

も 
至
ら
ず
、
 

放
に
 

甚
だ
 

徵
 

力
な
ろ
 

を
 

以
て
 

充
分
に
 

盡
す
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
 

が、
 

報
恩
の
 

意
 

を
 

致
 

さ
ね
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

能
く
 

盧
り
案
 

を
 

具
し
て
 

來
れ
」
 

と。
 

池
 

m 
返
き
 

て
 

有
司
と
 

こ
の
 

事
を
議
 

し
た
ろ
 

が、
 

或
 

者
 

は 
曰、
 

「
阈
 

家
の
 

衰
廢
 

極
ま
り
、
.
 

上
下
の
 

艱
難
 

旣
に
 

六
十
 

年
、
 

全
國
の
 

諸
侯
 

中
 

我
が
 

藩
程
甚
 

し
き
 

は 
あ
る
ま
い
、
 

故
に
 

事
情
 

を
 

明
か
に
 

し
て
 

幕
府
に
 

歎
願
し
、
 

費
用
 

多
額
 

支
出
 

を
 

要
す
ろ
 

所
の
 

公
務
 

を
 

免
ぜ
ら
 

ろ 
 

>, 
こ
と
 

數
十
 

年
で
 

あ
ろ
。
 

n 
下
 

力
 

を
專
ら
 

に
し
て
 

復
與
 

に
從
 

事
し
 

つ 
 

>- 
あ
ろ
が
 

そ
の
 

業
 

牛
に
 

も
逹
 

し
な
い
。
 

荒
 

m 
復
舆
を
 

終
ら
ず
、
 

借
財
 

數
十
萬
 

金
 

依
然
と
し
て
 

盡
 

き
ず
、
 

こ
の
 

時
 

何
の
 

餘
カ
を
 

推
 

譲
し
て
 

恩
に
 

報
 

ゆ
ろ
 

こ
と
が
 

出
来
よ
う
 

か、
 

仕
 

法
 

完
戎
の
 

後
 

役
 

典
の
 

功
 

お
れ
ば
 

其
 

時
 

こ
そ
 

大
に
 

報
恩
の
 

擧
に
 

ar
 

つ
ろ
 

も
よ
 

か
ら
う
、
 

目
下
の
 

實
 

f
 

に
て
 

は
爲
し
 

得
ろ
 

斤
で
 

ま
よ
 

、 
」 

と。 池 田 曰、 
「
そ
の
 

言
 

の 
通
り
で
 

あ
ろ
。
 

併
し
 

幕
府
に
 

封
す
 

ろ 
道
よ
り
 

言
 

へ
ば
 

ま
た
 

別
に
 

考
 

へ
ね
ば
 

な
ら
ぬ
、
 

^
 

明
 

以
來
 

六
十
 

年
 

^
、
 

我
が
 

藩
 

政
 

領
民
の
 

衰
廢
 

し
た
の
 

は、
 

我
が
 

藩
 

上
下
の
 

過
失
で
あ
っ
て
 

外
に
 

責
任
の
 

歸
 

す
べ
き
 

所
が
な
い
、
 

然
る
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に 幕
府
 之
を
憐
 
み、 

多
年
 
失
 財
 多
き
 
公
務
 
を 免

じ
た
 
の は 莫

大
な
 
ろ 恩

で
 
あ
る
。
 
然
 ろ
に
 
艱
難
な
 
ろ
が
 
故
に
と
 
て
 永
 

く 報
恩
の
 
擧
に
 
出
で
 
ざ
れ
ば
、
 
恩
 を 受

け
た
 
ろ も

の
と
 
し
て
 
は 道

を
盡
 
さ
ぬ
 
こ
と
 

A な
ろ
。
 
國
盛
 
に
な
り
、
 
民
の
 
富
 

む
き
 
こ 及

ん
で
 
報
恩
 
を
 爲
す
は
 
尋
常
 
人
に
 
し
て
も
 
容
易
な
 
こ
と
で
 
あ
ろ
、
 
艱
苦
の
 
中
に
 
處
 し
つ
 
ュも 

難
事
に
 
力
 を
 致
 

す
 時
 は、 

假
令
 
其
の
 
爲
す
所
 
小
な
 
り
と
 
雖
も
 
そ
の
 
志
 は 厚

し
 
と
い
 
ふ
べ
き
 
で
あ
ろ
。
 
且
 先
生
 
日
光
へ
 
仕
 法
 を
 開
業
せ
 

ら
る
，
 1 最

初
に
 
於
て
 
力
 を 添

へ
 
申
せ
ば
、
 
そ
の
 
事
業
 
は 成

し
 
易
き
 
こ
と
で
 
あ
ら
う
。
 
今
 之
 を
爲
し
 
得
ず
 
と 稲

し
て
 
後
 

年
 を 待

つ
 
時
 は、 

た
と
 
ひ
 幾
 倍
の
 
カ
を
盡
 
す
と
 
い
ふ
と
 
も、 

全
 事
業
 
は
遲
々
 
と
し
て
 
後
れ
ろ
 
で
あ
ら
う
。
 
^
又
 
そ
の
 

M 
に 至

っ
て
 
日
光
の
 
事
粱
 完
成
し
た
 
後
で
 
あ
れ
ば
 
如
何
に
す
 
ろ
か
、
 
報
恩
の
 
道
は
實
 
に
こ
の
 
時
 を 失

 ふ
べ
 
か
ら
ず
 
で
 

あ
ろ
」
 

と。 
群臣：：： く、 

「
道
理
 
は
，
 
こ
そ
の
 
通
り
で
 
あ
ろ
、
 
然
 ろ
に
 
事
實
 
上
に
 
於
て
 
今
 財
力
 
餘
裕
 
な
し
、
 
こ
の
 
時
に
 
於
て
 
如
何
に
し
て
 
ま 恩

 

の 道
を
盡
 
さ
ん
と
 
せ
ら
ろ
 

か
」
 

と。 
池
 WM:、 

「
我
，
 
S
 
方
策
が
 
な
く
し
て
 
言
 t
 
の
で
 
は
な
い
、
 
卽
ち
 
先
年
 
財
 §
1
 

厄
に
 
際
し
、
 
幕
府
に
 
歎
願
し
て
 
金
 

八
 千
 五
 百
兩
を
 
恩
借
し
た
。
 

而
 し
て
^
々
 
金
 五
 百
 兩
宛
を
 
償
還
し
た
。
 
今
年
 
五
 百
 金
な
 
納
入
す
 
ろ 時

 は 元
金
 呰
納
と
 

な
ろ
、
 
明
年
よ
り
 
引
 絞
き
 
金
 五
 百
 兩
宛
を
 
報
恩
と
 
し
て
 
日
光
 
仕
法
资
 
源
に
 
獻
納
 
す
れ
ば
、
 
十
^
に
し
て
 
五
 千
金
と
 
な 



る。
 

こ
れ
 

難
き
 

が
 

中
に
 

も 
分
 

度
の
 

中
よ
り
 

納
め
 

來
れ
る
 

も
の
で
あ
る
 

。
未
だ
 

皆
納
に
 

至
ら
す
 

と 
見
る
 

時
は
納
 

む
る
 

道
の
 

な
い
で
 

は
な
い
、
 

卽
ち
 

艱
難
 

を
排
 

し
て
 

報
恩
の
 

事
 

を
 

行
 

ひ.
 

- 
曰 

光
 

仕
 

法
の
 

進
 

涉
に
资
 

し
て
 

坊
^
 

恩
澤
に
 

浴
し
、
 

興
復
 

の 
事
業
 

確
立
に
 

向
 

ふ
で
 

あ
ら
う
」
 

と。
 

有
司
 

も 
素
よ
り
 

報
恩
に
 

異
存
な
 

き
も
の
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

明
白
な
 

ろ 
方
法
 

を 
聞
い
て
 

安
堵
し
 

賛
同
し
た
。
 

玆
に
 

於
て
 

. 

こ
れ
 

を 
君
 

侯
に
 

首
 

上
し
、
 

つ
い
で
 

嘉
永
五
 

年
 

丸
 

H 
十
九
 

日 
幕
府
に
 

請
願
し
、
 

同
 

六
 

年
 

二
月
 

十
三
 

日 
許
可
 

を 
得
て
 

ハヰ
々 

五
 

百
 金
 を 納

入
し
 
そ
の
 
約
 を 某

し
た
。
 

ハ 
荜
野
並
 

池
 

田 
相
 

馬
に
 

は 
忠
烈
 

高
 

節
の
 

士
が
 

甚
だ
 

多
い
。
 

特
に
 

報
德
仕
 

法
の
 

實
 

施
に
 

際
し
て
 

は、
 

藩
老
に
 

ic
f 

野
 

正
 

辰
 

あ
り
、
 

池
 

ffl
 

胤
 

直
 

あ
り
、
 

仕
 

法
 

指
導
者
に
 

は 
富
 

田
高
廣
 

あ
り
、
 

齋
藤
高
 

行
 

あ
り
、
 

そ
の
 

一 
一宮
 

門
下
に
 

出
 

人
し
た
 

ろ 
g
 

たか
の 

だん
 

ご
 
 

さい
 

と 5 ま っぞ
 

-f 
ほ 5-
15
  

し
が
 
 

さ 
ゑ 

ちん
な 

ほみ
 

ち
 
 

お i つ f きう
て 

5 
よし
. 

M
i
 
 

| 
も
の
 

1 
み 

に
て
も
 

数
十
 

士
に
 

及
ぶ
、
 

高
 

野
 

丹
 

吾
、
 

齋
 

藤
松
藏
 

(寶
 

高)
、 

志
贺
三
 

左
衞
門
 

(直
 

道)
、 

大
概
 

久
藏
 

(吉
 

直)
、 

一 
はふ
せ 

A ばち
、 

マつ；
 

し^
^ 
 

» 
 

VI
 

つ IA
  

、
ま
さ
^
 
 

お ほつ
 

きこ
 

すけ
 

なほ
の 

り
 
 

にい
づま
 

すけ
 

そ 5 
さ VI 

つね
 

にし
？ 

一  りよ
し，
 

て 5 
つみ
きよ
 

さ 
きち
 

ゃフ
ざ 

a 
荒
專
八
 

(至
 

直)
、 

伊
東
 

發
身
 

(正
 

寳)
、 

大
概
 

小
 

助
 

(
尙
德
 

)、
 

新
妻
 

助
惣
 

(贞
 

常)
、 

錦
 

繳
良
藏
 

(積
 

淸)
、 

佐.
^ 

木
 

長
左
衞
 

もん
 

のり
し 

ぐ
 
 

やま
な 

かこ
 

ざ-
 

8| 
ちん
 

くま
かわ
 

ひょ
うご
 

にし
ごり

 
じゅ

す 
け 

たか
き 

よ
 
 

やま
な 

かよ
 

も 
えち
 

すナ
 

と
み
 
 

二ん
 

C 
 

り^
 

門
 

(敬
 

重)
、 

山
中
 

小
左
衞
 

門
、
 

熊
 

川
 

兵
 

庫
、
 

錦
 

綠
壽
助
 

(尊
 

清)
、 

山
中
 

四
方
 

八
 

(祐
 

富)
、 

紺
 

野
 

織
衞
等
 

は、
 

或
は
 

數
年
、
 

或
は
 

往
來
數
 

次
、
 

富
 

田、
 

齋
藤
ー
 

一
氏
の
 

秀
で
た
 

ろ 
は
い
ふ
ま
で
 

も
な
 

く、
 

伊
藤
 

發
身
は
 

t で
の
 

事
務
的
、
 

外
交
的
の
 

天
 

才
を
 

以
て
し
、
 

荒
 

專
八
は
 

土
木
工
事
の
 

技
術
に
 

於
て
 

し、
 

新
窭
、
 

佐
々
 

木
 

等
 

は 
後
年
 

北
海
道
に
 

赴
き
、
 

其
 

他
 

何
れ
も
 

仕
法
實
 

施
の
 

重
耍
 

な
ろ
 

任
務
に
 

終
始
し
た
。
 

こ
れ
 

一 
に 

は 
草
 

野、
 

池
 

田 
以
下
 

家
老
が
 

熱
烈
な
 

ろ 
先
導
に
 

よ
ろ
 

と
雖
 

も、
 

富
 

田、
 

齋
廐
等
 

仕
法
實
 

施
に
 

際
し
て
 

卓
拔
 

な
ろ
 

指
導
 

を
な
 

し
て
、
.
 

そ
の
 

事
業
に
 

據
ろ
處
 

あ
り
、
 

信
ず
ろ
^
 

あ
ら
し
め
 

た
 



ろ
に
 

よ
ろ
 
o
 
 

- 

せい 
ふ 

き 

草
 野
 正
 辰
 は 半

右
衞
 
門
と
 
通
稱
 
す、 代

々
 
軍
舉
を
 
以
て
 
繼
 承
し
 
百
 五
十
石
 
を
 受
け
た
 
ろ
が
、
 
性
豪
宕
 
不
覊
、
 
粗
暴
の
 
行
、
 

あ
り
と
 
し
て
 
罰
せ
ら
れ
 
た
が
、
 
文
化
 
十
三
 
年
宥
 
さ
れ
、
 
時
 艱
救
濟
 
こ
の
 
人
の
 
外
な
 
し
と
の
 
評
あ
っ
て
 
意
見
 
を
徵
 
せ
ら
れ
、
 

節
 川
 愛
 民
の
 
外
に
 
術
な
 
き
を
 
進
言
し
て
 
納
 れ
ら
れ
 
た、 

累
進
し
て
 
天
 保
 一 一年 家

老
 
職
 池
 田
と
 
共
に
 
相
 馬
の
 
双
璧
と
 
稱
せ
 

ら
れ
 
た
が
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
採
 擇
實
に
 
そ
の
 
功
の
 
大
 な
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
當
 時
相
 
馬
 藩
の
 
財
政
 
危
 期
に
 
瀕
し
、
 
三
十
 
萬
兩
 

の
 財
 鬼
 日
に
 
迫
る
。
 
草
 野
 江
戸
に
 
在
っ
て
 
そ
の
 
誠
忠
 
能
く
 
之
 を 支

へ
、
 
報
 德
仕
法
 
を
 行
 ひ
て
 
分
 度
 を 立

て
、
 
弘
化
ニ
 
年
 

に 至
り
 
坪
 E 成

 田 仕
 法
に
 
着
手
し
、
 
撫
 民
と
 
緊
縮
と
 
與
復
と
 
開
發
と
 
並
び
 行
 は
れ
て
 
着
々
 
効
 を
 奏
し
た
、
 
そ
の
 
事
業
 弒
 

に 就
き
 漸
く
 安
堵
の
 
眉
 を
 開
い
た
 
が、 

弘
化
四
 
年
年
 
七
十
 
六
に
 
て
^
し
た
。
 

. 
, 

M
 ̂
^
^
は
 
通
 稱
を
八
 
s
l
i
!
 後
 i
 書
と
 
稱
す
、
 
數
代
 家
老
 職
 を
 襲
ぎ
 
采
 地- 

一 百 石
を
受
 
く、 

胤
 直
 は 正

 辰
 等
と
 
藩
 

主
 益
 胤
を
輔
 
け
て
 
前
代
未
聞
の
 
大
儉
法
 
を 立

て
 

A 
一 度
 は 成

 効
し
た
 
ろ も 天

 保
兩
 
度
の
 
M
 作
に
 
よ
っ
て
 
如
何
と
 
も
す
 
ベ 

き
樣
 
な
き
 
時
に
 
際
し
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
道
 を 聞

き
て
 
雀
躍
し
、
 
草
 野
 は 江

戸
に
 
池
 m は 相

 馬
に
 
在
り
て
 
相
應
 
じ、 

極
力
 
仕
 

法
實
 
施
に
 
努
力
し
た
。
 

1K 保
 十
五
 
年
 
『
爲
 政
鑑
』
 
成
ろ
 
や、 

富
 田 を

 招
き
て
 
君
 前
に
 
分
 度
 法
 を
 講
ぜ
し
 
め、 

充
胤
侯
 
を
 

輔
け
 
て
こ
の
 
法
を
實
 
施
し
、
 
撫
育
 
愛
民
國
 
本
^
 
養
の
 
事
 を
 掌
ろ
 
十一 

一年、 
安
政
 
一 一年 歿

す
。
 
^
六
十
 
五。 

一 一 
富
 W 高

慶
 

富
 ra 高

 慶
は
旣
 
に
遝
々
 
其
 事
績
 
を
述
 
ぶ
ろ
 
所
 あ
り
し
 

も.、 
相
 馬
に
 
於
け
 
ろ 仕

法
實
 
施
の
.
 e 來

は
實
 

に 高
 慶
に
發
 
し
た
り
と
 
い
ふ
べ
 
く、 

藩
士
齋
 
藤
 嘉
隆
の
 
次
子
と
 
し
て
 
生
れ
、
 
先
づ
 

一 身
の
 
將
來
 
定
ま
っ
て
 
後
 藩
 政
に
 
關
 

― 528  ― 



3 
ろ
弒
 

分
に
 

志
し
て
 

可
な
 

ろ 
所
 

を、
 

僅
に
 

十
七
 

歳
に
 

し
て
 

慨
然
と
 

し
て
 

藩
の
 

財
政
に
 

關
 

し
て
 

薆
盧
 

し、
 

一 
向
與
國
 

の
^
 

を
 

懐
き
 

古
今
 

內
 

外
の
 

書
を
閱
 

し、
 

寺
傦
 

儒
者
に
 

質
し
 

た
れ
 

ど
も
 

意
に
 

滿
 

た
ず
、
 

半
 

肩
の
 

行
李
 

を
是
デ
 

て
江
戶
 

こ 
至
り
、
 

成
鳥
の
 

塾
に
 

入
っ
た
。
 

草
 

野ト
； 

府
の
理
 

.E
 

を 
問
う
て
 
曰
、
 
 

* 

「
资
 

財
豐
 

な
ら
ず
 

し
て
 

學
に
 

志
す
 

は 
難
事
で
 

あ
ろ
、
 

宜
し
く
 

養
子
と
 

な
っ
て
 

一 
身
 

を
 

定
め
、
 

然
る
 

後
志
の
，
 

M 
ふ 

所
 

こ 

從
へ
」
 

と。
 

高
慶
 

之
れ
 

を
 

以
て
 

試
め
 

す
 

も
の
と
 

な
し
て
 

問
 

か
ず
、
 

碩
儒
 

屋
代
弘
 

賢
の
 

門
に
 

入
り
、
 

ei
 

平
黉
の
 

儒
官
 

^
m
、
 

古
賀
 

等
 

ひ
^
に
 

出
 

人
し
、
 

螯
間
 

は
筆
钟
 

を
な
 

し、
 

夜
 

問
は
讀
 

書
に
 

浸
り
、
 

終
夜
 

床
に
 

就
か
ず
、
 

机
に
 

據
 

り
て
 

一 
垂 

す
ろ
 

の
み
，
 

數
年
 

に
し
て
 

舉
粱
大
 

に 
進
み
、
 

屋
代
 

氏
の
 

代
講
 

を
な
 

す
に
 

至
っ
た
 

が、
 

古
今
の
 

典
籍
 

を
涉
獵
 

し
て
 

得
ろ
 

所
 

は 
未
だ
 

故
阈
 

^ 

復
與
の
 

方
法
で
 

は
な
い
。
 

碩
學
の
 

講
筵
は
 

政
道
の
 

眞
髓
 

に
觸
る
 

, 
も
の
で
 

は
な
い
、
 

苦
 

學
十
年
 

得
ろ
 

所
な
 

き
に
 

似
た
り
 

一 

で
あ
る
、
 

憂
世
の
 

志
 

を
 

達
す
ろ
 

道
に
 

於
て
 

何
等
 

曙
光
 

は 
認
め
ら
れ
な
い
。
 

痛
心
と
 

日
夜
の
 

勤
苦
と
 

は 
終
に
 

病
床
に
 

就
く
 

に 
至
ら
し
 

め
た
。
 

時
に
 

蘭
 

方
の
 

名
 

翳
に
 

磯
野
 

弘
 

道
と
 

い
ふ
の
 

が
あ
っ
た
 

高
慶
 

そ
の
 

診
察
 

を
 

請
う
た
 

所
、
 

_ 
若
し
 

こ
れ
 

を 
全
治
 

せ
ん
と
 

す
れ
ば
、
 

酒
を
吞
 

み 
肉
 

を
 

喰
 

ひ、
 

悠
々
 

自
適
 

神
 

身
 

を
 

慰
し
、
 

思
慮
 

を
勞
 

せ
ざ
る
 

外
 

まり
よ 

い、
 

讀
書
沈
 

倫
 

は 
禁
物
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

言
 

を
 

川
 

ふ
れ
ば
 

藥
餌
 

を
用
ゐ
 

ざ
ろ
 

も 
三
 

印
に
 

し
て
 

癒
 

ゆ
」
 

と。
 

髙
慶
 

答
へ
 

て
 

rn
、 

「
吾
學
 

に 
志
す
 

は
與
 

國
の
爲
 

で
あ
ろ
。
 

一 
旦
の
病
 

を
 

得
て
 

年
来
の
 

意
志
 

を
廢
 

す
ろ
 

能
 

は
ず
」
 



と。 
L
 野
 2、 

「
萬
卷
 
の 書

を
讀
 
む
と
 
も 

一 身
 を 喪

 は、 V 何
 を
爲
し
 
得
ろ
 
か
」
 

と。 
磯
野
 卓
識
 
あ
り
、
 
事
を
談
 
ず
ろ
 
の 益

友
と
 
し
て
 
髙
廣
を
 
見
ろ
。
 
故
に
 
談
論
 常
に
 
湧
く
、
 
磯
野
の
 
門
 生
に
 
常
 陸
國
爲
 

肪
&
ぎ
5
£
の
奥
田
幸
民
 
と
い
 
ふ
 も
の
が
 
あ
っ
た
、
 
二
人
の
 
問
答
 
を 傍

聽
し
 
憂
國
の
 
至
誠
に
 
感
じ
、
 

「
我
が
 
鄉
 里
の
 
隣
村
に
 
物
 井
村
と
 
い
ふ
 
ー
邑
が
 
あ
る
、
 
そ
の
 
領
主
 
は 旗

本
の
 
宇
津
 
氏
で
 
あ
ろ
。
.
 
土
地
 荒
廢
 
し
て
 
人
民
 

離
散
し
、
 
近
鄕
 
稀
な
 
ろ 亡

 村
の
 
如
く
に
 
な
っ
た
。
 
近
時
 
小
 E 原

よ
り
 
二
宮
 金
次
郞
 
と
い
 
ふ
 人
が
 
來
り
、
 
そ
の
 
筏
與
を
 

. 

，
し
て
 
非
常
な
 
好
 成
 鑌
を
擧
 
げ
た
、
 
近
隣
の
 
衰
邑
 
そ
の
 
敎
を
慕
 
ひ、 

青
木
、
 
谷
 W 部、 

茂
 木、 

烏
 山 等

の
 
顿
 主
よ
り
 

再
^
 
を
依
囑
 
せ
ら
れ
 
、
来
っ
て
 
事
に
 
從
ひ
、
 
着
々
 
そ
の
 
効
果
 
を
 擧
げ
っ
 

A あ
り
、
 
苦
 こ
の
 
人
に
 
就
き
 
道
 を 求

 む
れ
ば
 

そ
の
 
志
 を 達

す
る
 
で
あ
ら
う
」
 

と。 
高
 慶
大
に
 
感
ず
ろ
 
所
 あ
り
、
 
僅
に
 
買
 求
め
た
 
ろ 書

籍
 
並
に
 
日
常
 
調
度
 
品
 を 典

 費
し
、
 
野
 州
へ
 
W
 發
 し
た
、
 
時
に
 
年
 

二
十
 
六
铙
 
で
あ
っ
た
。
 

野
 州
に
 
赴
き
、
 
先
づ
奧
 
£ の 家

に
 
寓
居
し
た
、
 
そ
の
 
地
 今
の
 
小
 栗
 村
 字
 加
 草
で
 
あ
る
 
I
K
K
^
-
n
^
^
t
^
i
 

法
 1 了 ま

れ
、
 
下
 館
よ
り
も
 
依
頼
 
あ
り
、
 
仕
法
欣
 
求
の
 
人
々
 

往
來
 
す
る
 
も
の
 
§： 前

 市
 を
な
 
す
と
 
も
稱
 す
べ
き
，
 で
あ
つ
 

た。 
そ
の
 
人
々
 
の
來
る
 
毎
に
 
必
ず
 紹
介
者
が
 
あ
ろ
、
 

こ
の
-
ぬ
 
附
近
 
高
 m 村

の
 
太
 助、 

西
 沼
 村
の
 
丈
 八
 は そ

の
 
周
旋
屋
の
 

如
く
に
 
多
く
の
 
人
々
 
の 世

話
 
を
し
た
。
 
高
慶
 
は
こ
の
 
太
 助
と
、
 
櫻
 町
 陣
屋
 
出
入
の
 
下
 館
の
 
疊
屋
 
源
吉
 
と
の
 
二
人
 
を 以

て
 

一 ひ o ― 
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人
 

門み
. 

懇
願
し
た
。
 

殊
に
 

儒
者
で
 

あ
る
と
 

い
ふ
 

こ
と
 

ュ、
 

奧
田
幸
 

民
の
 

關
係
 

か
ら
で
 

あ
ら
う
、
 

伯
耆
國
 

人と
. 

稱
 

す
ろ
^
 

I 

師
 

荒
木
 

勝
悅
と
 

同
行
し
た
。
 

そ
れ
 

は 
fK
 

保
 

十
 

年
 

六
月
 

朔
日
 

の
こ
と
 

で
あ
る
。
 

然
 ろ
に
 
先
生
 
は
面
會
 
を
 謝
絶
し
た
、
 

「l
p 

者
ゃ
畢
 

者
に
 

は 
用
 

は
な
い
、
 

儒
者
 

は 
そ
の
 

擧
ん
だ
 

舉
問
を
 

以
て
 

身
 

を 
修
め
、
 

國
を
 

治
む
 

ろ 
こ
と
 

を
敎
 

ふ
れ
ば
 

よ 

い、
 

自
分
 

は
荒
廢
 

せ
ろ
 

農
村
 

を
與
 

し、
 

亵
 

亡
に
 

赴
く
 

民
家
 

を
 

起
さ
し
 

め
る
 

こ
と
に
 

忙
し
い
、
 

殊
に
 

此
頃
は
 

借
財
に
 

苦
 

し
み
、
 

日
^
の
 

衣
食
に
 

窮
 

す
ろ
 

も
の
が
 

多
い
、
 

こ
れ
 

を 
救
 

ふ
に
 

こ
れ
 

日 
も 

足
ら
 

ざ
ろ
^
 

況
 

で
あ
る
。
 

そ
れ
に
 

引
か
、
 

擧
者
は
 

理
窟
が
 

多
い
、
 

そ
の
 

现
窟
屋
 

に 
取
り
 

構
っ
て
 

居
ろ
 

暇
が
な
い
」
 

と
い
 
ふ
の
で
 
あ
っ
た
。
 

髙
慶
は
 

そ
の
 

謝
絶
の
 

理
由
 

を
 

聞
け
ば
 

却
っ
て
 

こ
れ
 

こ
そ
 

我
が
 

思
 

ふ 
所
の
 

師
 

で
あ
ろ
、
 

是
非
 

人
 

門
 

を
と
 

六
月
 

三
日
、
 

四
 

日、
 

丸
 

曰、
 

十
三
 

曰
に
 

も
來
 

た
け
れ
 

ど
も
 

許
さ
れ
な
い
、
 

出
入
の
 

人
々
 

に 
聞
け
ば
 

先
生
の
 

一 
度
 

拒
絶
せ
ら
れ
 

た
 

以
上
 

は 

容
易
で
 

は
な
い
 

が、
 

敎
を
 

受
け
ん
 

と
す
ろ
 

も
の
 

も 
推
し
て
 

參
れ
ば
 

何
れ
 

は 
許
さ
れ
ろ
 

で
あ
ら
う
 

と
い
 

ふ
こ
 

と 
で
あ
 

つ 

た、
 

併
し
 

高
麼
は
 

僅
か
の
 

書
籍
 

を
赍
 

つ
た
 

代
金
に
 

て、
 

そ
れ
ほ
ど
 

永
く
 

は
堪
 

へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

時
々
 

先
生
の
 

姿
 

を 
見
 

ろ
が
 

致
 

方
が
な
い
。
 

如
何
に
し
て
 

許
可
の
 

時
 

を
 

待
つ
 

か
に
 

苦
心
し
た
。
 

太
 

助
 

や、
 

源
吉
 

や、
 

名
主
の
 

忠
次
 

等
の
 

周
旋
に
 

よ
っ
て
 

小
 

栗
 

村
で
 

寺
子
屋
 

を
 

開
い
た
、
 

而
 

し
て
 

漸
く
 

日
常
生
活
 

を 
支
へ
 

た、
 

斯
く
て
 

持
久
の
 

計
 

を
 

立
て
た
。
 

九
月
の
 

一 
一十
 

日
^
に
 

至
っ
て
 

先
生
 

は 



「
彼
の
 
學
者
は
 
未
だ
 
居
ろ
 
力」 

と 側
近
の
 
人
々
 
に 聞

か
れ
た
。
 

「
勿
論
 
是
非
 
人
 門
 を
と
 
稱
 し
て
 
待
 つ
て
 
居
ろ
」
 

と 答
 
へ た

 所
 

「
そ
れ
な
 
らば： a

 込
が
 
あ
ろ
か
ら
 
n
 會
 し
て
 
見
よ
う
」
 

と 一 1H は
れ
た
 
の
で
、
 
高
慶
 
は
恭
悅
 
し
て
 
人
來
 
し
た
。
 
先
生
 
曰
、
 
 

• 

「
貴
下
 
は 大

》
 
な
舉
 
者
で
 
あ
ろ
と
 
い
ふ
、
 
定
め
し
 
多
く
の
 
事
を
學
 
ば
れ
た
 
で
あ
ら
う
、
 
そ
れ
 
ゆ
 ゑ
 豆
と
 
い
ふ
 
字
 は.^ 

つ
て
 
居
ら
"
 
ろ
か
」
 

と
い
 
ふ
の
で
 
あ
っ
た
。
 
驚
い
 
S
 
は 塵
で
 
あ
ろ
、
 
無
 1
 

ら ぬ
と
 
#
 

へ
ず
、
 
知
て
 
居
ろ
 
と 富

っ
た
 
の
で
、
 
然
 ら
ば
 

こ
れ
に
 
省
い
て
 
御
覽
 
と
て
、
 
统
と
 筆
と
 
を 渡

さ
れ
た
、
 
愈
々
 
s
 で
 A 益

々
 
意
外
で
 
あ
ろ
、
 
高
 慶
は
已
 
む
な
 
く 之

 を 書
し
 

て
 差
 出
す
 
と、 

先
生
 
曰、 

「ハ 
、
ァ
贵
 
下
の
 
豆
の
 
字
 は
こ
れ
 
か、 

私
の
 
は
少
々
 
異
 つ
て
 
居
る
」
 

と
て
 

大
豆
 

を
持
來
 

り
て
 
曰
、
 
 

I 

「
こ
れ
が
^
 
の 豆

の
 
字
 だ
 、
食
 下
の
 
豆
の
 
字
と
 
何
れ
が
 
眞
の
 
豆
の
 
字
 か、 

こ
れ
 
を
钊
斷
 
す
ろ
 
に は、 

こ
の
 
列
座
 
o 人

 

に
よ
 
從
來
 
よ
り
 
昵
懇
の
 
間
柄
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
呰
 私
に
 
味
方
 
を
す
 
ろ
か
 
も 知

れ
ぬ
、
 
最
も
 
公
平
な
 
ろ 裁

斷
 
を
な
 
す
 も C 
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は 
馬
で
 

あ
ら
う
、
 

斯
の
 

如
き
 

弒
 

上
の
 

文
字
 

何
 

萬
 

字
 

あ
り
と
 

も 
馬
 

一 
疋
を
 

喰
う
 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
、
 

大
凡
 

學
者
 

i 
斯
の
 

如
く
 

机
上
の
 

文
字
の
 

研
究
に
 

沒
頭
浚
 

却
し
て
 

ff
l 

を
爲
 

さ
ぬ
 

も
の
で
 

あ
ろ
、
 

殊
に
 

豆
が
 

あ
っ
て
 

S
 

の 
字
が
 

生
れ
た
 

も
の
 

で
あ
ろ
、
 

私
 

は 
豆
 

を
 

造
っ
て
 

馬
 

を 
喰
 

ひ、
 

米
 

を 
作
っ
て
 

人
 

を 
養
 

ふ
こ
と
 

を
 

本
務
と
 

す
ろ
、
 

報
 

德
の
舉
 

問
 

は 
世
間
 

曰 
常
 

生
活
の
 

上
に
 

於
け
 

ろ 
M:
 

實
眞
事
 

を 
行
 

ふ
こ
と
 

で
あ
ろ
、
 

故
に
 

眞
の
與
 

國
の
志
 

を
 

果
 

さ
ん
と
 

す
ろ
 

な
ら
ば
、
 

學
 

者
の
 

常
 

習
と
 

す
る
 

こ
と
 

を
 

改
め
、
 

實
地
 

正
業
 

一 
村
 

舆
復
の
 

帳
簿
 

調
べ
 

の 
助
手
 

を
爲
 

し
て
 

習
熟
 

す
れ
ば
、
 

中
 

村
 

六
 

萬
 

石
の
 

衰
廢
 

は 
必
ず
 

再
興
し
 

得
ろ
 

で
あ
ら
う
」
 

と 
諭
さ
れ
た
。
 

ま
た
 

あ
ろ
 

時
高
慶
 

は、
 

「
先
生
が
 

こ
の
 

仕
 

法
 

を
 

舉
ば
ゾ
 

我
が
 

藩
 

は 
直
に
 

興
 

筏
す
 

ろ
で
 

あ
ら
う
 

と
敎
 

へ 
ら
れ
 

た
が
、
 

我
が
 

藩
の
 

一お
 

廢
は
 

一 
朝
 

一 

夕
で
 

は
な
い
、
 

輿
 

復
の
業
 

は 
至
難
で
 

あ
ろ
、
 

先
生
の
 

言
 

は 
極
め
て
 

平
易
な
 

ろ
が
 

如
し
、
 

菜
し
て
 

然
 

ろ
か
」
 

と 尋
ね
た
 所、 先

生
 曰、 

_ 
^
と
へ
ば
 

包
装
し
た
 

榑
は
 

一 
見
 

何
で
 

あ
る
か
 

分
ら
ぬ
 

が、
 

錐
 

を
 

指
し
て
 

洩
ろ
 

1 
所
の
 

一 
滴
を
甞
 

め
ろ
 

と、
 

洒
か
酢
 

か
 

醤
油
 

か
 

を 
知
り
 

得
ろ
、
 

贵
下
は
 

相
 

馬
の
 

一 
滴
で
 

あ
る
、
 

小
臣
 

に
し
て
 

次
お
 

た
ろ
 

者
が
、
 

旣
に
 

一 
身
 

を
 

忘
れ
て
 

藩
の
 

爲
に
 

苦
心
し
 

つ 
A 

あ
ろ
、
 

今
 

こ
れ
 

を 
嘗
め
て
 

相
 

馬
の
 

國
情
 

忠
烈
の
 

臣
多
 

き
を
 

知
り
 

得
る
、
 

他
日
 

必
ず
 

有
司
 

來
 

つ
て
 

一 

國
再
與
 

の 
事
 

を 
講
ず
ろ
 

で
あ
ら
う
 

と 
信
ず
ろ
 

か
ら
で
 

あ
る
」
 

と 言
 は
れ
た
。
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斯
く
て
 
高
優
 
九
月
 
某
 

曰 &
し
、
 
十
月
 
廿
六
暴
 

り、 
寺
小
屋
 
塞
ん
で
 
來
り
十
 
 一 I

B
 

先
生
 

の 秘
書
と
 
し
て
 
小
 展
領
に
 
向
つ
 
ち
 
栗
 
影
の
 
形
に
，
 
如
く
で
あ
っ
た
 
が、 

先
生
 
は 勇

敢
に
 
し
て
 
剛
毅
な
 
ろ
應
 

r- 尉
し
、
 
特
に
 
敎
養
 指
導
 
上
 注
意
 
を 怠

ら
な
か
っ
た
。
 

そ
の
 
冬
 高
 慶
は
單
 
物
 二
 枚
 を
 重
ね
て
 
居
た
、
 
出
 人
の
 
人
 之
に
 
も 

人
甚
 
め
ち
 
高
 管
 
人
 門
以
來
 
I
 
共
に
 
先
生
 
§
の
儘
 
で
あ
ろ
、
 
必
 f
 
ら
ば
 
先
生
よ
り
 
給
せ
ら
れ
 
ろ
と
 
稱
 し
て
 

ま
 知
し
 
な
か
っ
た
、
 
依
て
 ̂
 田 i
 
は 先

生
に
 
之
 I
 
げ
た
、
 
而
 し
て
 
綿
 入
 I
 
じ
た
し
 
と 願

っ
た
、
 
先
生
 
緣
 
し
て
 

答
へ
 
な
か
っ
た
、
 
依
て
 
許
さ
れ
た
 

ろ も
の
と
 
し
て
 
之
 を 調

へ
 
て
持
 參
し
 
震
に
 
贈
ら
ん
 
こ
と
 
を 霊

し
た
、
 
然
る
に
う
 

生
 は 之

 あ
し
て
 
答
へ
 
な
か
っ
た
、
 

而
 し
て
 
他
の
 
仕
 譲
 
は 快

く
 
之
に
 
I
 
せ
ら
 
5
 
に
拘
ら
 
ず、 

綿
 入
の
 
事
に
 
至
つ
 

て
 は 返

事
が
な
い
、
 
依
 S
 
洲
は
流
 
£
 
下
に
 
流
れ
？
 
つ
て
 
引
下
っ
た
、
 
こ
れ
 
一 國
仕
法
 
8
 
に
ぎ
 
t
 
の
が
 
能
く
 

堪
 ふ
ろ
 
所
が
な
 
ナ
れ
 
ば
な
ら
 
ず、 

ま
た
 
高
度
 
を
し
て
 
體
驗
 
せ
し
 
む
ろ
 
所
 あ
ら
し
め
 
た
の
で
 
あ
ろ
。
 

，
ど
も
 
翌
年
 
二 至

れ
.
 I
 
生
 は
 最
早
囊
 
が
 如
何
な
 
I
 
難
に
 
遭
 ふ
と
 
も
、
？
 
な
 
8
 
の 方

法
 
I
 
ぱ
 ず
ん
 

ば
 歸
ら
 
ぬ
 も
の
と
 
認
め
、
 
大
に
之
 
S
 
り、 

我
が
 
子
の
 
如
く
に
 
愛
せ
ら
れ
た
、
 
或
人
慶
 
の 多

病
 
を
 憂
 ひ
 先
生
と
 
物
語
 

つ b
 時
、
 
先
生
 
は 
「
l
s
s
 

全で. あ
つ
た
な
 
I
、
 
朝
 1
 
伐
 位
 行
ろ
 
か
も
 
知
れ
ぬ
」
 
a
.
 

誠
に
 

^
ろ
 
所
 あ
り
と
 
い
ふ
べ
き
 
で
あ
る
。
 

i
 
の 末

よ
り
 
I
s
 
ほ
、
 
歲
 
側
近
 
翁
の
 
人
で
 
あ
っ
ち
 
S
 
霞
 
s 作

成
に
，
.
 
與
？
 
大
に
 
力
が
 
あ
つ
 

ヒ、 
而
 し
て
 
弘
化
ニ
 
年
に
 
は 既

に
 
仕
 法
の
 
醒
お
 
得
し
て
 
之
 S
 
馬
に
 
行
 ひ、 

之
 を 下

 館
に
 
施
し
た
。
 
相
 馬
に
 
於
け
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ろ 
仕
 

法
 

は 
そ
の
 

功
 

半
 

は
高
慶
 

の
 

致
す
 

所
で
 

あ
ろ
。
 

先
生
の
 

卒
去
 

難
行
 

氏
 

を
 

助
け
て
 

曰 
光
 

I
I
 

め、
 

雜
 

新
の
 

4
 

役
 

社
を
與
 

し
て
 

こ
の
 

法
の
 

普
及
 

S
 

力
し
 

ち
 

明
治
 

二
十
 

三
年
 
 

一 
5
 

曰 
七
十
 

七
 

f
 

以
 

5
 

す
ろ
 

迄
、
 

m
?
 

そ
の
 

生
命
で
あ
っ
た
。
 

ホ
 

S
 

高
 

行
 

齋
菌
行
 

は
条
之
 

助
と
 

稱
す
、
 

富
 

田 
應
の
兄
 

囊
の
攀
 

で
あ
ろ
、
 

i
 

よ
り
 

書
 

を 
能
く
し
、
 

之
れ
 

を
 

大
成
 

せ
ん
と
 

欲
し
 

ま
戶
に
 

出
で
、
 

芝
 

泉
 

§
i
 

よ 
I
 

ま
 

f
 

ま
、
 

弘
せ
 

一年
 

仕
續
 

形
§
誓
 

を
 

依
 

嗎
 

せ
ら
ろ
 

さ
 

及
ん
で
、
 

却
っ
て
 

こ
の
 

道
に
 

入
ろ
 

こ
と
 

I
 

願
し
 

で
あ
っ
た
 

が、
 

偶
 

i
s
 

の
 

f
 

看
護
す
 

ろ-
 

i
 

し、
 

宇
都
 

氏
 

邸
 

內
の
仕
 

鐘
 

編
 

薄
に
 

宿
泊
し
、
 

雨
來
 

S
 

よ
り
 

引
 

響
 

人
 

門
と
 

な
り
、
 

s
f
i
s
a
 

成
に
 

努
め
、
 

後
先
 

生
 

一 
寶
鄉
に
 

移
り
、
 

日
光
に
 

移
？
 

ろ
ま
で
 

も 
之
に
 

隨
從
 

し
た
、
 

そ
の
後
 

安
政
 

一 
一年
 

を
 

以
て
 

蜃
 

任
議
ー
期
結
 

了
し
、
 

三
年
よ
り
 

第
二
 

期
に
 

入
ろ
 

に 
及
ん
で
、
 

先
生
 

は 
I
 

ら
れ
、
 

曰 
光
 

仕
 

i
 

所
の
 

多
忙
と
 

各
 

也-
土 

法
 

指
導
の
 

齧
と
 

は、
 

富
 

馬
慶
の
手
 

翕
す
 

t
 

の 
多
 

t
 

以
て
、
 

特
 

S
 

行
 

S
 

て
 

相
 

馬
に
 

於
け
 

る 
I
 

の 
後
任
 

た
り
 

助
 

VT
 

た
ろ
 

も
の
と
 

し
て
 

相
 

馬
に
 

常
住
せ
 

し
め
、
 

仕
 

法
 

指
導
者
と
 

す
ろ
 

に 
至
っ
た
。
 

相
 

馬
 

仕
 

法
の
 

第一
 

一期
 

は 
殆
ど
 

髙
 

行
の
 

實
地
 

指
導
に
 

成
る
、
 

明
治
維
新
 

後
 

は 
決
し
て
 

公
の
 

任
務
に
 

從
？
 

ず、
 

妻
こ
 

與
 

彼
 

社
長
と
 

し
て
 

尊
 

親
 

氏
の
 

出
づ
る
 

S
 

つ 
有
様
で
、
 

時
に
は
 

霞
の
 

人
々
 

の
 

魔
を
訪
 

は
ん
と
す
 

ろ 
も
の
あ
っ
て
 

も
，
 

て
 

面
？
 

さ
る
が
ず
 

纏
で
あ
っ
た
。
 

明
治
 

二
十
 

七
 

年
 

六
月
 

十
二
 

曰
壽
 

七
十
 

六
 

f
 

以
て
 

f
 

で、
 

ぜ
 

淸
節
祖
 

法
 

正
統
 

相
傳
を
 

以
て
 

任
じ
た
 

と
稱
 

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
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へ 
仕
 法
 行
者
の
 
淨
 行
推
讓
 

相
 馬
 仕
 法
の
 
發
^
 
に 伴

う
て
 
感
激
の
 
行
者
の
 
出
づ
ろ
 
も
の
^
だ
 
多
く
 

上
下
 
其
仴
に
 

乏
し
く
な
い
、
 

こ
れ
 
s- ち 相

 馬
の
 
仕
 法
の
 
有
終
の
 
美
 あ
ろ
 
所
以
で
 
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
富
 田、 

齋
藤
叔
 
姪
が
、
 
報
 德
仕
法
 
指
 

導
 者
と
 
し
て
、
 
特
に
 
二
せ
 1 先
生
よ
り
 
與
 
へ
ら
れ
た
 
ろ 地

位
 
は、 

こ
れ
 
亦
 甚
だ
 意
義
 
あ
ろ
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
始
め
 
高
 慶
の
相
 

馬
 仕
 法
に
 
從
 事
し
、
 
そ
の
 
功
顯
 著
な
 
ろ
に
 
際
し
、
 
之
 を 賞

し
て
 
祿
百
石
 
を 給

し
 
郡
 代
 席
と
 
な
さ
ん
 
と
し
た
る
 
時
 堅
く
 
之
 

を
辭
 
し、 

特
に
 
二
 宵
 家
よ
り
 
送
ら
れ
た
 
金
 二
百
 兩
を
 
以
て
 
荒
 蕪
 を
 闘
き
、
 
そ
の
 
產
米
を
 
以
て
 
生
活
 
を
營
ん
 
だ、 

そ
の
後
 

累
年
 
功
顯
^
 
々
著
レ
 
き
を
 
以
て
 
藩
主
 
は 之

に
 
用
人
 
席
 を 以

て
し
、
 
ま
た
 
家
老
 
准
 席
と
 
し、 

後
 家
老
 
上
座
に
 
薦
め
た
が
^
 

く 之
 を
辭
 
し
た
、
 
然
れ
 
c
f
 

辭
 す
ろ
 
こ
と
 
は 之

 を 許
さ
れ
た
 
が、 
S
I
 
議
 並
に
 
藩
の
 
取
扱
 
は 常

に
 
家
老
 
を
以
 

て 遇
せ
ら
れ
た
、
 

而
 し
て
 
生
活
 
は 開

墾
地
の
 
牧
納
 
に
よ
っ
て
 
分
 度
 を
 立
て
、
 
餘
財
 
あ
ら
ば
^
に
 
之
 を 仕

 法
に
 
用
 ひ、 

仕
 

法
に
 
從
事
 
す
ろ
 
一 一十 七

ケ
 
年
間
 
藩
の
 
支
給
 
は 

一 粟
 を
も
^
 
け
ず
、
 
平
常
 淸
 素
の
 
生
活
に
 
甘
 じ
た
、
 
さ
れ
ば
 
藩
の
 
上
下
の
 

賴
 
一 身
に
 
集
っ
た
 
と
も
 
稱
 す
べ
き
で
あ
っ
た
。
 

齋
藤
高
 
行
 も 亦

 そ
の
 
行
動
 
は
 同
様
で
あ
っ
た
。
 

二
宮
 
家
よ
り
 
は 敢

て
藩
 
祿
を
喰
 
ふ を

 禁
じ
た
 
の
で
 
は
な
い
 
が、 

ナ
/
 

一
藩
の
 
仕
 法
 を 行

 ふ も
の
、
 
成
功
に
 
從
 つ
て
 
進
級
 
す
れ
 
ぱ
衆
羨
 
集
ま
り
、
 
失
敗
 
す
れ
ば
 
譏
 笑
 非
難
 聚
ろ
、
 
故
に
 
其
 事
 成
 

功
す
 
ろ
ま
で
 
先
づ
 
祿
を
辭
 
す
ろ
 
を 明

と
 
な
す
、
 
殊
に
 
緊
縮
 
整
理
 
を
な
 
さ
ん
と
 
す
ろ
 
時
 は 先

 づ
辭
祿
 
を
 敢
行
す
 
べ
し
と
 
勸
 

き
せ
ら
れ
た
、
 

一 一子 は
こ
の
 
例
に
 
よ
っ
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
、
 
髙
 行
の
 
相
 馬
に
 
下
っ
て
 
高
 慶
の
任
 
を 補

す
 
ろ や、 

堅
く
 
そ
の
 

^
を
 
辭
 し
た
が
、
 
日
光
の
 
方
面
 
も 多

忙
で
 
あ
り
、
 
高
慶
の
 
健
康
 
も
^
し
 
難
 か
り
し
 
を 以

て
 
漸
く
 
任
に
 
就
い
た
、
 
然
る
に
き
 



に 
髙
行
を
 

奉
行
と
 

し 
仕
 

法
 

頭
取
と
 

し、
 

祿
 

五
十
石
 

を
與
 

へ
ん
と
 

し
た
、
 

然
る
に
 

之
 

を 
M
 

辭
 

し
た
。
 

藩
 

老
等
辭
 

令
 

を
お
 

3 

公
に
 

發
 

表
し
た
 

ろ 
後
な
 

り
し
 

を 
以
て
 

大
に
 

閉
口
し
た
 

が、
 

高
 

行
 

は 
病
 

氣
と
稱
 

し
て
 

門
 

を 
出
で
 

ざ
ろ
 

を 
以
て
 

辭
令
を
 

撤
回
 

し、
 

今
 

市
の
 

報
德
 

役
所
の
 

指
揮
 

を
 

受
け
、
 

渐
 

く
無
祿
 

無
官
 

一 
一宮
 

家
の
 

使
者
と
 

し
て
 

任
矜
に
 

就
い
た
、
 

依
て
 

一 
家
よ
り
 

百
兩
を
 

遣
し
、
 

之
 

を
 

以
て
 

開
墾
 

を
 

行
 

ひ、
 

そ
の
 

所
產
を
 

以
て
 

生
活
の
 

资
 

と
な
す
 

こ
と
 
 

>, 
な
っ
た
、
 

高
 

行
 

は
こ
の
 

納
米
五
 

十
 

俵
 

中
よ
り
 

十
 

一 
一 

一
俵
の
 

飯
米
と
、
 

壹
贰
 

兩
の
雜
 

用
と
 

を
 

頂
戴
し
、
 

殘
り
 

全
部
 

を
推
讓
 

し
て
 

仕
 

法
に
 

差
 

出
し
、
 

4?
 

寺
々
 

弟
松
藏
 

よ
り
の
 

推
 

讓
金
を
 

さ
へ
 

加
へ
 

て 
差
 

出
し
た
。
 

斯
の
 

如
き
 

も
の
 

安
政
 

四
 

年
よ
り
 

明
治
 

四
 

年
に
 

及
ん
だ
、
 

そ
の
 

贷
す
 

金
總
額
 

十
四
 

ケ
年
 

に
し
て
 

約
 

千
 

贰
百
兩
 

に 
及
ん
だ
。
 

叔
父
 

髙
慶
が
 

i 
一宮
 

家
の
 

日
光
 

貸
付
 

返
納
 

金
 

殘
額
を
 

元
と
 

し
て
 

與
发
 

社
 

を 
起
し
た
 

様
に
、
 

相
 

馬
の
 

地
に
 

は 
推
 

譲
の
 

美
風
が
 

溢
れ
て
 

居
ろ
。
 

七
 

明
治
 

初
年
の
 

仕
 

法
 

始
末
 

相
 

馬
の
 

仕
 

法
 

は 
復
與
仕
 

法
の
 

範
例
と
 

し
て
 

雛
 

形
 

を
 

其
 

儘
に
 

實
 

施
し
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

さ
て
 

第一
 

一期
 

は 
元
 

治
 

元
年
 

ま
た
は
 

慶
應
 

元
年
、
 

遲
 

く
と
 

も
慶
應
 

一 
一
年
に
 

結
了
し
 

第
三
 

期
に
 

入
る
べ
き
 

で
あ
っ
た
 

が、
 

時
 

正
に
 

幕
末
の
 

大
變
 

動
出
會
 

し、
 

征
畏
の
 

役
に
 

從
事
 

し
こ
の
 

春
歸
陣
 

し
た
が
、
 

ま
た
 

間
も
な
く
 

大
政
の
 

奉
還
 

あ
り
、
 

維
斩
 

勿
忙
の
 

際
、
 

寓
事
は
 

時
代
の
 

推
移
 

を
 

見
ろ
 

必
要
 

を
 

生
じ
た
、
 

依
て
 

慶
應
 

よ
り
 

明
治
の
 

初
年
ま
で
 

嚜こ
， 

現
狀
を
 

維
き
 

し
て
 

居た
， 

が、
 

藩
籍
 

奉
還
 

後
 

藩
主
 

は
縣
 

令
と
 

し
て
 

新
政
 

渐
く
緖
 

に 
就
い
た
 

の
で
、
 

從
來
 

執
政
の
 

大
要
 

並
 

仕
 

法
の
 

經
過
を
 

報
告
 

し、
 

新
政
の
 

下
 

如
何
に
す
べ
き
 

か
 

を
 

何
っ
た
 

所
、
 

從
來
 

通
り
 

取
 

行
っ
て
 

然
る
べ
 

く
餘
財
 

は
他
縣
 

に
も
 

及
ぼ
す
 

べ
き
の
 

t 

令
が
 

あ
つ
た
の
で
、
 

明
治
 

三
年
 

再
び
 

仕
 

法
 

を
 

進
行
し
た
。
 

然
る
に
 

同
 

四
 

年
に
 

は
廢
藩
 

遛
縣
 

と
な
り
、
 

舊
 

藩
主
 

ま
縣
 

令
と
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な
っ
た
 
が、 

更
に
 
翌
五
ハ
 ヰ
 中
 村
 縣
を
磐
 
前
縣
に
 
合
併
し
、
 
中
 村
 1! 令

た
 
ろ
舊
 藩
主
 
は 退

職
と
 
な
っ
た
 
の
み
な
ら
ず
 

中
 

村
縣
領
 
は そ

の
 
一 部
分
の
 
區
域
 
と
な
っ
た
 
か
ら
、
 
中
 村
縣
の
 
受
け
た
 
ろ 仕

 法
 窒
 施
の
 
權
は
 
自
然
 
消
滅
に
 
歸
 し
た
の
で
、
 

從
來
の
 
颜
末
を
 
明
記
し
て
 
磐
 前
縣
 
に
引
繼
 
い
だ
。
 

引
 繼
を
受
 
け
た
 
磐
前
縣
 
は、 

從
來
 
管
內
の
 
一
部
分
た
 
ろ 元

 中
 村
 地
方
に
 
の
み
 
行
 は
れ
 
^
制
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
之
 を 全

縣
 

下
こ
實
 
UJ せ

ん
に
 
は、 

仕
法
资
 
金
の
 
準
備
 
を 要

し
、
 
ま
た
 
全
 縣
 下
に
 
そ
の
 
趣
旨
 
を 徹

底
す
 
ろ を

 要
す
ろ
。
 
而
 し
て
 
そ
れ
 

は
 容
易
な
 
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
 
け
れ
ど
も
 
明
 法
た
 
ろ こ と 

は 相
 遠. な い

の
で
、
 
種
々
 
工
夫
 
を
 凝
し
た
 
が
 從
來
取
 
行
 ひ
 

來
っ
た
 
各
種
の
 
施
設
 
中
 、
巳
む
 
を 得

ず
 續
 行
す
べ
き
 
も
の
 

i 外
 は 新

 施
^
 
を
な
 
さ
ず
、
 
ま
た
 
取
扱
 
ひ
釆
 
つ
た
 贷
付
金
 
M
 立
 

等
の
 
外
 は 施

す
 餘
 地
が
な
か
っ
た
。
 
故
に
 
明
治
 年
^
の
 
施
設
 
は、 從

來
 
行
っ
た
 
仕
 法
の
 
出
納
 
始
末
と
、
 
僅
に
 
計
螯
 
又
は
 
報
 

告
 等
の
 
書
類
 
を
 取
扱
 
ひ
 之
 を 整

理
し
た
 
の
み
で
 
あ
ろ
。
 
併
し
 
旣
に
 
百
ケ
 
村
に
 
上
ろ
 
施
設
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
出
納
 
相
當
 
額
に
 

上
り
、
 
明
治
 
三
年
よ
り
 
翌
四
 
年
^
 
月
ま
で
に
 
取
扱
っ
た
 

一 ケ 年
の
 
總
 集
計
 
は、 米

壹
萬
 
四
千
 
五
 拾
 六
 俵
餘
、
 
金
 六
 千
武
百
 

四
 拾
 五
兩
に
 
達
し
、
 
明
治
 
四
 年
中
 
村
縣
 
設
^
 
後
、
 
^
五
 
年
 磐
 前
 縣
に
引
 
糖
ぐ
 
ま
で
の
 
第一 

一年 目
の
 
經
費
 
の
み
 
に
て
も
 
米
 

甙
百
參
 
拾
 四
 俊
餘
、
 
金
 贰
千
九
 
百
 八
 拾
 壹
兩
餘
 
で
あ
ろ
。
 
而
 し
て
 
第
二
 
期
 中
に
 
贷
 付
け
た
 
ろ 仕

 法
 金
 S 取

 立
殘
り
 
は
お
 

前
縣
 
よ
り
 
徵
牧
 
し
て
 
舊
相
馬
 
藩
 仕
 法
 役
所
の
 
係
へ
 
返
付
 
せ
ら
れ
ろ
 
こ
と
と
 
な
っ
た
。
 

こ
れ
に
 
闢
聯
 
し
て
 
明
治
 
五
 年
 八
月
 
十
三
 
日、 

^
前
縣
 
に 於

て
 
は、 

報
德
仕
 
法
の
 
成
績
に
 
考
へ
、
 
二
宮
 
先
生
に
 
封
し
 
慕
 

府
 よ
り
 
交
付
 
し
^
っ
た
 
六
 拾
 四
石
餘
 
を、 

報
效
 
米
と
 
し
て
 
引
耪
 
下
^
せ
ら
"
：
 
M
 
様
、
 
縣
參
事
 
村
 上
 光
雄
 名
 儀
 を
 以
て
、
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大
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井
上
馨
 

宛
に
 

願
 

出
た
 

所
、
 

永
 

綾
 

は 
出
来
な
い
 

か
ら
 

五
ケ
 

年
分
な
 

一 
時
に
 

k
 

で
ぎ
 

と
す
と
 

い
ふ
 

こ
と
に
て
-
、
 

石
 

代
 

相
場
 

を 
以
て
 

交
付
す
べ
き
 

旨、
 

翌
六
年
 

三
月
 

火
日
附
 

に
て
 

指
令
と
 

な
っ
た
。
 

. 

か
く
て
 

仕
 

法
 

は
從
來
 

藩
に
 

て
贷
 

付
け
た
 

ろ
報
德
 

貸
付
金
の
 

返
納
 

殘
金
五
 

千
 

回
と
、
 

相
 

馬
に
 

於
て
 

^
問
よ
り
 

加
入
 

推
 

譲
 

し
た
 

H 
課
 

積
立
金
、
 

及
び
 

非
常
.
 

猜
立
敉
 

^
六
 

千
 

八
百
餘
 

俵、
 

金
 

壹
萬
豈
 

千
圆
を
 

下
付
せ
ら
れ
、
 

縣
に
は
 

事
務
員
 

を
 

六
 

名
 

埒
 

は
し
、
 

四
 

名
 

は 
相
 

馬
藩
臣
 

採
用
せ
ら
れ
、
 

仕
 

法
 

綾
 

行
の
 

遝
 

開
け
た
 

所、
 

叉
 

も
や
 

IS
 

前
 

縣
は
福
 

島
縣
に
 

合
併
と
 

な
り
 

當
時
 

中
央
政
府
 

に
て
 

は
歐
 

米
の
 

行
政
 

模
倣
に
 

こ
れ
 

日 
も 

足
ら
ず
、
 

曾
て
 

西
 

鄕
南
洲
 

翁
 

は、
 

報
德
の
 

良
法
な
 

ろ 
を
 

傳
へ
聞
 

き、
 

直
接
 

富
 

田
高
癡
 

に
面
會
 

し、
 

之
 

を
 

大
蔵
省
、
 

內
務
 

雀
の
 

事
務
官
に
 

勸
獎
 

し
た
ろ
 

も、
 

潞
懌
榮
 

一 
始
め
 

報
 

德
仕
法
 

は 

舊
幕
 

時
代
の
 

良
法
で
 

あ
り
、
 

地
方
 

民
政
の
 

一 
方
に
 

過
ぎ
ず
 

と
し
て
 

顧
み
ず
、
 

縣
官
は
 

仕
 

法
の
 

要
領
 

だ
 

も 
知
ら
 

ざ
り
 

し 
を 

以
て
、
 

福
 

島
縣
全
 

縣
 

の 
事
業
と
 

な
す
に
 

は 
萬
 

事
 

準
備
 

整
 

は
ず
、
 

一 
地
方
の
 

み 
特
に
 

行
 

ひ
 

得
る
 

も
の
に
 

あ
ら
ず
 

と
な
し
、
 

II
 

岛
全
 

縣
 

に
實
行
 

し
雞
き
 

狀
 

勢
に
 

立
 

至
っ
た
 

か
ら
、
 

富
 

田 
等
 

は 
退
て
 

相
 

馬
藩
舊
 

知
の
 

間
に
 

結
社
 

を
な
 

し、
 

日
課
 

積
 

立
 

等
 

を
 

返
金
し
、
 

殘
餘
の
 

小
額
 

を 
以
て
 

開
墾
 

助
成
 

を
な
 

す
に
 

如
か
ず
 

と
な
し
、
 

明
治
 

十
 

年
 

こ
れ
 

を
與
復
 

社
と
 

稱
し
、
 

祖
法
.
 

の
 

一 
部
分
 

を 
相
 

綾
し
 

得
ろ
 

に 
止
め
た
。
 

, 

然
れ
 

ど
も
 

奮
 

相
 

馬
の
 

君
臣
の
，
 

間
に
 

は、
 

報
 

德
仕
法
 

を 
以
て
 

磨
す
べ
か
ら
ず
 

と
な
し
、
 

先
づ
舊
 

藩
主
の
 

經
濟
を
 

分
 

度
に
 

よ
っ
て
 

賄
 

ふ
こ
と
 

A 
し、
 

第
三
 

期
 

は 
慶
應
四
 

年
に
 

始
ま
り
 

明
治
 

火
 

年
に
 

終
り
、
 

第
 

四
 

期
 

は 
明
治
 

十
 

年
に
 

始
ま
り
 

十
九
 

年
 

に 
終
ろ
 

を 
以
て
 

富
 

高
慶
、
 

一 
H 呂
尊
親
 

兩
氏
は
 

相
 

馬
 

家
の
 

依
囑
を
 

受
け
て
 

明
治
 

十.
 

K
 

年
に
 

始
ま
り
 

同
 

七
十
 

八
 

年
に
^
る
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六
十
 

ケ 
年
の
 

分
 

度
 

を 
確
立
し
、
 

こ
れ
に
 

準
據
 

し
た
 

子^
: 

家
の
 

家
憲
 

は 
現
在
に
 

於
て
も
 

之
 

を
 

尊
重
せ
 

ら
れ
つ
 
 

>- 
あ
り
と
 

い
 

ふ。
 

こ
の
 

分
 

度
 

は 
昭
和
 

十.
 

K
 

年
に
 

至
っ
て
 

改
め
ら
 

ろ
べ
き
 

順
序
で
 

あ
る
。
」
 



第
 

十
九
 

章
 

各
地
 

方
の
 

代
表
的
 

仕
 

法
 

一 
門
 

井
、
 

辻
の
 

仕
 

法
 

門
 

井、
 

辻
 

は 
旗
本
 

齋
藤
鍬
 

太
の
 

領
地
で
あ
っ
て
、
 

領
主
 

、
領
土
 

共
に
 

闳
愆
 

に
陪
り
 

そ
の
 

仕
 

法
 

を
 

二
宮
 

先
生
に
 

懇
願
し
た
。
 

元
來
齋
 

藤
氏
の
 

領
土
 

は
總
 

石
高
 

七
 

百
 

四
十
 

五
 

石
で
 

あ
ろ
が
、
 

そ
れ
が
 

茨
城
 

縣
眞
壁
 

郡：
 

七
 

ケ 
村
に
 

跨
り
、
 

も
と
 

家
數
 

六
十
 

四
 

軒
 

そ
の
 

內
門
 

井
、
 

柴
の
 

如
き
 

は 
各
 

一 
軒
、
 

辻
、
 

羽
 

方
、
 

海
老
.
 

江
 

は
拾
數
 

軒
、
 

阪
井
、
 

吉
田
 

新
田
 

は
數
 

軒
に
 

過
ぎ
ず
、
 

ま
た
 

そ
れ
が
 

數
 

里
の
 

間
に
 

分
散
し
て
 

居
ろ
 

か
ら
、
 

領
 

政
の
 

徹
底
に
 

は
^
だ
 

不；
 

S 
で
あ
り
 

厄
介
で
あ
っ
て
、
 

隨
 

つ
て
 

所
領
 

は
租
 

稅
の
徵
 

集
の
 

地
と
 

し
て
 

取
扱
 

は
れ
 

易
く
、
 

苛
斂
 

も 
免
れ
な
か
っ
た
。
 

ま
た
 

寬
政
 

年
中
に
 

大
火
に
 

て
 

領
家
燒
 

失
し
、
 

そ
の
 

復
與
の
 

爲
に
郡
 

代
よ
り
 

借
 

上
 

を 
命
ぜ
ら
れ
、
 

文
化
 

年
中
 

ま
た
 

增
借
 

と
な
り
、
 

總
計
 

金
贰
千
 

三
百
 

兩
餘
に
 

上
っ
た
、
 

故
に
 

先
^
、
 

先
々
 

納
相
 

重
っ
て
 

百
姓
 

は 
離
散
 

を 
免
れ
ず
 

柴
村
は
 

一 
村
 

退
 

散
吉
田
 

新
田
 

も 
後
家
 

一 
人
と
 

な
っ
た
。
 

故
に
 

先
納
、
 

先
々
 

納
の
 

名
目
の
 

下
に
.
 

y
 

戶
 

に
て
 

借
財
 

を
な
 

し、
 

天
 

保
 

三
年
 

小
蹈
 

町
 

大
和
 

屋
太
 

右
衞
門
 

出
訴
し
、
 

同
 

四
 

年
 

祌
田
富
 

松
 

町
 

奈
良
屋
 

伊
兵
衛
、
 

神
 

田 
錦
 

町
 

大
阪
屋
 

勘
 

七、
 

fi
< 

保
 

五
年
武
 

州
 

I い：
 

お
 

郡
西
臺
 

村
長
 

五
郎
 

等
 

引
 

續
訴
へ
 

出
で
、
 

そ
の
 

度
 

毎
に
 

多
額
の
 

失
費
と
 

内
濟
金
 

調
達
と
 

を
耍
 

し、
 

村
 

役
人
 

は 
勿
論
 

百
姓
 

一」
 

同
 

或
は
 

罰
せ
ら
れ
、
 

或
は
 

科
せ
ら
 

る、
 

殊
に
 

海
老
 

江
村
 

兵
 

左
衞
門
 

は
遂
電
 

す
る
 

に 
至
っ
た
。
 

^
保
 

六
年
锊
 

主
の
 

隱
居
 

歿
し
、
 

又
々
 

費
用
の
 

出
 

所
な
 

く、
 

こ
の
頃
 

旣
に
 

借
財
 

髙
ニ
千
 

三
百
 

兩
 

と
な
り
、
 

十
翌
 

七
^
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分
の
 
領
主
の
 
生
活
 
米
 金
 
一 切

 絡
 無
と
 
い
ふ
 
こ
と
 

ナ な
り
、
 
し
か
も
 
領
民
の
 
數
も
 
三
十
 
八
 軒
に
 
減
じ
た
、
 
而
 し
て
 
領
民
の
 

所
有
 
財
産
 
全
部
 寶
拂
 
へ
ば
と
 
て、 

三
百
 
兩
 に
も
 
足
ら
ぬ
 
と
稱
 
せ
ら
れ
て
 
居
た
、
 
こ
の
 
時
に
 
當
 つ
て
 
門
 井
村
、
 
羽
 方
 村
の
 

隣
村
た
 
ろ
靑
木
 
村
に
 
仕
法
實
 
施
せ
ら
れ
、
 
特
に
 
櫻
 町
の
 
仁
政
の
 
效
果
は
 
四
方
に
 
傳
 
へ
ら
れ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

齋
藤
領
 
の
 人
民
 報
德
仕
 
法
の
 
功
 顯
を
耳
 
き
に
し
、
 
仕
法
實
 
施
の
 
こ
と
 
を
 一 一宮 先

生
に
 
懇
願
せ
ら
れ
 
た
き
 
旨
 铽
 主
に
 
切
 

願
し
た
、
 
佼
て
成
 
瀕
源
兵
 
衞
を
遣
 
は
し
て
 
先
生
に
 
仕
 法
 を
 懇
願
せ
 
し
め
た
。
 

一 應
は
拒
 
絡
せ
ら
れ
 
た
が
、
 
井
上
 
村
の
 
兵
 

左
衞
 
門、 

物
 井
村
の
 
文
 右
衛
門
 
等
よ
り
も
 
懇
願
し
た
 
の
で
、
 
先
生
 
は 復

與
の
 
立
案
 
を
 試
み
ら
れ
た
。
 

當
時
齋
 
藤
氏
の
 
領
邑
 
よ
り
 
納
入
す
 
ろ 租

額
米
 
三
百
 
五
 拾
 六
 俊
餘
、
 
畑
 方
 五
 拾
兩
の
 
牧
納
を
 
以
て
、
 
日
常
 
必
須
の
 
經
費
 

金
額
 
百
 三
 拾
六
兩
 
と
す
れ
ば
、
 
約
 火
 拾
 壹
雨
餘
 
は 役

務
 
上
の
 
人
 用
金
、
 
並
に
 
臨
時
 
人
 用
に
 
充
て
 
得
る
 
を 以

て
、
 
平
安
に
 

生
活
 
を
な
 
し 得

べ
き
 
で
あ
っ
た
。
 
然
る
に
 
前
述
の
 
如
き
 
大
借
 
を
な
 
し、 

之
に
 
耍
 す
ろ
 
利
息
の
 
み に

て
も
、
 
全
 祿
を
 
出
し
 

て
尙
 
足
ら
 ざ
ろ
 
狀
況
 
で
あ
る
。
 

こ
の
 
借
財
 
を
 償
還
す
 
ろ
に
 
は、 

宇
津
 
家
 仕
 法
の
 
例
に
 
基
き
、
 
之
を
愤
 
主
に
 
交
涉
 
し、 

或
は
 
三
十
 
ケ 年

賦
、
 
或
は
 
十
ケ
 

年
賦
、
 
五
ケ
 
年
賦
 
等
 夫
々
 
承
諾
 
を 得

て
、
 
之
 を
 無
利
息
 
年
陚
 
と
し
、
 
そ
の
 
承
諾
 
を 得

ざ
る
 
も
の
に
 
就
て
 
は、 

日
常
 
必
須
 

の
 經
費
を
 
緊
縮
す
 
る
と
 
同
時
に
、
 
辨
濟
金
 
を
 他
よ
り
 
借
 入
ろ
 

A 方
法
 
を 講

じ
、
 
無
利
息
 
報
德
金
 
を
贷
與
 
し、 

六
 ケ
^
 
を
 

以
て
 
之
 を
 償
還
し
 
了
ら
 
ば、 

更
に
 
四
ケ
 
年
間
 荒
 地
 を
開
發
 
し、 

斯
 く
し
て
 
借
財
 
償
還
 
完
了
と
、
 
荒
 地
開
發
 
に
よ
り
、
 
^
 

納
祿
 
高
 五
 百
 石
 に 相

 當
 す
ろ
 
に 至

 つ
て
、
 
領
主
 
镇
民
 
共
に
 
永
 安
 を 期

す
 
ろ こ

と
 
を
 得
ろ
 
と
い
 
ふ
の
で
 
あ
ろ
。
 



先
生
よ
り
 

こ
の
 

裟
を
 

示
し
た
 

所
、
 

齋
藤
 

一 
家
親
挨
 

評
議
の
 

上、
 

十
ケ
 

年
間
 

こ
れ
 

を
 

分
 

度
と
 

し
て
 

斷
行
 

す
ろ
 

こ
と
に
^
 

し、
 

そ
の
 

實
施
を
 

一 
任
し
た
、
 

依
て
 

牧
納
は
 

全
部
 

先
生
の
 

手
許
へ
 

出
 

じ、
 

日
常
の
 

經
费
 

も、
 

負
^
の
 

償
^
も
 

悉
く
 

先
 

生
の
 

手
許
よ
り
 

拂
 

は
る
、
 

こ
と
 

を 
約
束
し
、
 

村
 

役
人
よ
り
 

願
 

出
で
 

た
 

書
類
に
 

領
主
が
 

奧
窨
 

し，
 

先
生
の
 

許
へ
 

窨
類
を
 

差
 

出
 

し
た
。
 

時
に
 

1K
 

保
 

六
 

年
末
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

そ
の
 

分
 

度
 

を 
確
立
し
た
 

書
類
 

は
爲
政
 

鑑
と
稱
 

し、
 

更
 

め
て
 

翌
七
年
 

二
月
 

報
 

さい と-?' し- f た 

德
仕
法
 

書
の
 

様
式
 

を 
以
て
、
 

齋
藤
鍬
 

太
 

並
 

親
族
 

署
名
の
 

上
 

先
生
へ
 

差
 

出
し
た
。
 

こ
の
 

害
 

類
提
 

ゆ
と
 

同
じ
 

顷
 

先
生
よ
り
 

融
通
 

せ
ら
れ
た
 

報
 

德
金
は
 

五
 

百
 

三
 

拾
七
兩
 

飴
で
あ
っ
て
、
 

井
上
 

村
 

兵
 

右
衛
門
 

並
 

櫻
 

町
 

铽
內
の
 

有
志
の
 

差
 

出
し
た
 

報
 

德
元
恕
 

金
が
 

主
た
 

ろ 
も
の
で
あ
っ
た
。
 

さ
て
 

そ
の
 

負
铰
の
 

始
末
 

を 
見
ろ
 

に 

負
 

倚
 

總
額
金
 

甙
千
百
 

八
 

拾
 

八
兩
餘
 

內
 

金
 

八
 

百
 

五
 

拾
 

五
兩
餘
 

是
 

は
年
赋
 

償
還
 

約
束
 

金
 

千
 

五
 

拾
 

贰
兩
餘
 

こ
れ
 

は
卽
金
 

減
額
 

返
濟
 

， J の
卽
 

金
皆
濟
 

減
額
 

四
百
 

一一
 

一 拾
 

四
兩
餘
 

金
 

贰
百
八
 

拾
 

豈
兩
餘
 

是
は
不
 

鈉
決
濟
 

こ
の
 

年
賦
 

金
 

年
額
 

三
 

拾
贰
兩
 

三
分
、
 

並
 

報
 

德
金
を
 

償
還
 

す
れ
ば
 

決
 

了
す
 

ろ
^
 

で
あ
ろ
。
 

租
稅
總
 

額
 

金
と
 

し
て
 

約
贰
 

f3
 

贰
拾
 

七
兩
餘
 

に
し
て
 

大
略
 

壹
百
雨
 

を 
以
て
 

日
常
 

經
費
 

と
す
れ
ば
、
 

百
贰
拾
 

七
兩
を
 

以
て
 

年
賦
 

金
 

並
報
德
 

金
の
 

支
 

拂
を
完
 

了
し
 

得
べ
き
 

で
あ
ろ
。
 

こ
の
 

案
の
 

內
容
 

を
撿
 

す
ろ
 

に、
 

宇
津
 

家
の
 

仕
 

法
 

を
 

規
範
と
 

し
て
、
 

領
主
 

は 
十
ケ
年
 

^
 

屈
 

身
 

緊
縮
 

一 543  ― 
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す
れ
ば
、
 
年
 * 徵

牧
米
 
金
よ
り
 
餘
剩
を
 
得
、
 
こ
れ
に
よ
 
つ
て
 
六
ケ
 
年
間
に
 
年
賦
 
以
外
の
 
债
務
を
 
終
り
、
 
四
ケ
年
 
問
に
 
荒
 

地
 を
開
發
 
し、 

合
し
て
 
十
 ケ
年
を
 
以
て
 
領
主
 
も 領

民
 
も 完

全
に
 
復
興
し
、
 
安
泰
な
^
 
生
活
 
を
な
 
し 得

ろ
 
の
で
あ
っ
た
。
 

領
主
 
は 之

 を
 誓
っ
た
 
か
ら
 
直
に
 
報
德
 
無
利
息
 
金
 を
 繰
 入
れ
、
 
豫
定
の
 
通
り
 
愦
 主
に
 
交
渉
し
、
 
翌
七
年
 
七
お
 
の 頃

に
 
は
大
 

部
分
の
 
償
還
 
手
績
 
を
な
 
し、 

或
は
 
繰
延
の
 
承
諾
 
を
 得
た
。
 
殊
に
 
同
年
 
は 稀

 有
の
 
大
凶
 作
で
あ
っ
た
 
が、 

锊
内
ー
 
人
の
 
餓
 

死
者
は
な
か
っ
た
。
 
翌
八
年
 
は 分

 度
の
 
通
り
 
牧
納
 
よ
り
 
年
賦
 
金
、
 
報
德
 
金
、
 
鈸
米
、
 
雜
用
 
を
支
辨
 
す
れ
ば
 
足
ろ
、
 
こ
の
 

年
 は 先

生
 
は
 小
 田
 原
 領
の
急
 
を 救

 ふ
こ
と
 
に 全

力
 
を
^
が
 
れ
つ
 

A あ
っ
た
 
が
 、
齋
 
藤
領
は
 
所
定
 
の 通

り
 實
 行
す
 
ろ
を
以
 

て
 別
に
 
方
法
 
を
 講
ず
ろ
 
め
 要
は
な
か
っ
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

然
 ろ
に
 
負
 情
 償
還
の
 
方
途
が
 
樹
立
せ
ら
れ
 
た
の
で
、
 
領
主
 
は 安

心
よ
り
 
驕
奢
 
心
が
 
湧
き
、
 
生
活
 
緊
縮
 
は 弛

緩
し
 
始
め
 

た。 
殊
に
 
年
 々
決
算
 
勘
定
な
 
ど は 眼

中
に
 
迢
 か
ず
、
 
唯
々
 
人
^
 
は
納
稅
 
す
べ
き
 
も
の
と
 
心
 得
、
 
仕
 法
 指
導
者
た
 

ろ 二
宮
 

先
生
 
を、 

仕
法
受
 
負
 人
と
 
見
做
し
、
 
必
要
と
 
さ
へ
 
言
へ
ば
 
贷
 し
て
 
吳
れ
ろ
 
も
の
と
 
考
 
へ
て
 居
た
 
の
で
、
 

GT 然
 奢
の
 
企
 も 

者
 
へ
ら
れ
た
、
 
斯
 く
し
て
 
旣
に
 
第！ 

一年 目
卽
ち
 

保
 八
 年
に
 
は 新

 支
出
 
を
 要
求
し
て
 
來
た
。
 
そ
れ
 
は 公

用
 
入
 W
 其
 他
の
 

費
用
で
 
あ
ろ
。
 

本
 來
分
度
 
は 決

定
的
の
 
喾
 で
あ
ろ
、
 
け
れ
ど
も
 
御
 慕
 向
 費
 川
卽
ち
 

生
活
費
と
 
い
ふ
 
は、 

私
生
活
の
 
事
と
 
解
 せ
ら
 

れ、 
勤
務
 
入
用
 
は 別

途
で
 
あ
ろ
と
 
領
主
 
は 信

じ
て
 
居
た
 
と
い
 
ふ、 

先
生
 
は
 御
 暮
向
は
 
全
部
の
 
生
活
費
で
 
あ
る
と
 
い
ふ
、
 

こ
の
間
に
 
交
涉
 
し
た
 
名
主
の
 
源
 左
 衞
門
は
 
双
方
に
 
說
 明
が
 
不
十
分
で
あ
っ
た
 

と 見
 ゆ
ろ
、
 
故
に
 
領
主
 
は 是

非
 
支
出
 
を
^
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け
 ざ
れ
ば
 
公
州
 
を 勤

め
 
難
い
と
 
い
ふ
 
こ
と
に
て
、
 
谷
 m 部

の
 
中
 村
 勸
農
衞
 
と、 

親
族
 
大
岡
雲
 
峰
と
 
に
依
顿
 
し、 

仕
 法
 引
 

受
 を
な
 
さ
し
め
、
 
漸
く
 
先
生
の
 
承
認
 
を
 得
て
、
 
更
め
 
て
ま
た
 
百
 九
 拾
 甙
兩
餘
 
の
報
德
 
金
が
 
繰
 人
れ
 
ら
れ
 た。 

こ
の
 
不
足
 

は
 三
男
の
 
出
生
と
、
 
孫
の
 
出
生
 
並
に
 
各
 そ
の
 
養
育
費
 
等
で
 
あ
る
。
 
而
 し
て
 
第
三
 
年
 目
た
 
ろ 天

 保
 九
 年
に
 
も
ま
た
 
不
足
 
を
 

生
じ
、
 
そ
の
 
新
 借
 贰
百
三
 
拾
 兩
餘
に
 
達
し
た
。
 

仕
 法
 年
限
 
中
 は 飯

米
 
毎
月
 
三
 俊
，
 
濰
用
 年
額
 約
 百
 雨
の
 
外
 は、 

全
部
 
仕
 法
 金
に
 
繰
 人
れ
 
ら
ろ
 

で
あ
ろ
 
が、 

こ
の
 

外
に
 
出
仕
 
費
用
 
百
 雨
 を
 要
す
と
の
 
交
涉
が
 
始
め
ら
れ
た
、
 

こ
の
 
要
求
に
 
は 誤

解
が
 
あ
る
、
 
仕
 法
 年
限
 
中
 は
七
ケ
 
村
の
 
牧
 

鈉
 全
部
 
を 先

生
に
 
引
渡
し
、
 
飯
米
 
雜
 用
の
 
外
 は 償

還
 
金
に
 
宛
て
、
 
償
還
 
完
了
後
 
は 村

 內
開
發
 
に 支

出
す
 
ろ
條
 件
で
 
あ
る
 

か
ら
、
 
領
主
よ
り
 
見
れ
ば
 
右
 飯
米
 
雜
用
 
償
還
 
以
外
に
 
餘
裕
 
あ
ろ
 
時
 は 先

生
の
 
所
得
と
 
な
ろ
 
も
の
と
 
解
し
、
 
そ
れ
 
を 以

て
 

出
仕
 
費
用
 
に
充
當
 
せ
ら
ろ
 
べ
き
で
 
あ
ろ
と
 
考
へ
 
た
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
然
れ
 
ど
も
 
年
賦
 
償
還
 
等
 所
定
 
以
 外
に
 
は
大
 
な
ろ
 
餘
裕
 

な
く
、
 
分
 度
 定
則
 
は 日

常
 經
費
、
 
公
用
 
出
仕
 
費
 等
 も 含

ま
れ
た
 
も
の
と
 
解
す
べ
き
 
で
あ
っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 
に
も
拘
ら
ず
 

前
記
の
 
通
り
 
要
求
せ
ら
れ
、
 
村
民
 
も 應

ぜ
ず
 
先
生
 
も 承

認
し
 
な
か
っ
た
 
の
で
、
 
暴
 令
を
發
 
し
て
 
村
^
よ
り
 
租
稅
 
を
强
制
 

徵
牧
 
す
ろ
 
に 至

っ
た
。
 

本； 米
 領
主
と
 
先
生
と
の
 
間
に
 
立
っ
た
 
源
左
衞
 
門
の
 
最
初
の
 
說
 明
が
 
不
充
分
で
あ
っ
た
 
爲
 で
も
 
あ 

ら
う
が
、
 
现
解
を
 
曲
げ
て
 
便
利
に
 
解
釋
 
し
た
 
爲
 と
も
 
認
め
ら
 
ろ。 

村
^
 
は 應

ぜ
ず
 
先
生
よ
り
 
は 耍

求
を
 
拒
絶
せ
ら
れ
 
た
の
で
、
 
領
主
 
は 暴

虐
な
 
苛
斂
 誅
求
 
と
な
っ
た
、
 
本
来
 
家
政
 
を
紊
 

亂
 す
ろ
 
様
な
 
人
々
 
は、 

定
則
 
を
 守
ろ
 
な
ど
 
、
い
ふ
 
こ
と
 
は 容

易
な
 
こ
と
で
 
は
な
い
、
 
の
み
な
ら
ず
 
消
 ゆ：^ 財

の
 
工
夫
に
 



就
て
 

有
 

ゆ
ろ
 

奸
策
を
 

弄
す
ろ
 

え
の
で
 

あ
る
、
 

故
に
 

前
述
の
 

如
く
 

臨
時
 

支
出
 

は 
定
則
 

外
で
 

あ
ろ
と
 

稱
し
、
 

先
^
の
 

ff
i 

絶
 

を 

不
當
 

と
し
、
 

齋
藤
鍬
 

太
 

は 
最
初
よ
り
 

交
涉
に
 

常
っ
た
 

一 
人、
 

辻
 

村
の
 

割
 

元
 

名
主
 

柴
崎
源
 

左
 

衞
門
を
 

呼
出
し
て
 

尋
問
し
た
 

所
、
 

定
則
 

以
外
の
 

御
 

入
 

ほ
 

は 
百
姓
 

共
が
 

負
擔
の
 

積
り
 

で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

先
生
に
 

は 
話
さ
な
か
っ
た
 

と 
答
へ
 

た、
 

故
に
 

名
 

主
 

共
よ
り
、
 

五
雨
 

や
 

三
 

兩
の
金
 

は 
如
何
様
に
 

も
す
 

ろ
と
 

巾
 

出
た
、
 

こ
れ
に
 

封
し
て
 

齋
藤
 

は、
 

そ
れ
 

は 
孫
 

や
 

三
男
の
 

養
育
 

费
 

位
の
 

も
の
で
、
 

表
 

向
 

人
 

用
金
 

は 
七
 

八
 

拾
 

兩
も
耍
 

す
ろ
 

か
ら
、
 

不
調
法
な
 

交
涉
 

を
な
 

し、
 

不
都
合
な
 

約
束
 

を
し
た
 

も
の
 

で
あ
ろ
 
と
叱
贲
 
し
た
。
 

こ
の
 

領
主
の
 

理
不
盡
 

な
 

語
 

は、
 

本
來
 

財
政
 

取
扱
の
 

技
術
に
 

馴
れ
な
い
 

者
の
 

陷
 

ろ
べ
き
 

過
誤
で
あ
っ
て
、
 

一 
ケ 

年
に
 

七
 

八
 

拾
 

雨
 

も
の
 

餘
裕
が
 

あ
ろ
な
ら
 

ば
 

何
も
 

困
難
 

は
し
な
い
 

の
で
 

あ
ろ
が
、
 

弒
主
は
 

餘
財
は
 

光
生
の
 

利
す
 

ろ 
所
で
 

あ
ろ
と
 

邪
 

推
し
て
 
怒
っ
た
 
様
で
 
あ
る
。
 

斯
の
 

如
く
 

^
保
 

八
 

年
よ
り
 

火
 

年
ま
で
 

增
額
 

要
求
が
 

あ
り
、
 

漸
く
 

八
 

年
度
 

は
報
德
 

金
を
增
 

し
た
が
、
 

九
 

年
に
 

は 
叉
々
 

新
 

借
 

出
 

來
と
稱
 

し
て
 

新
 

支
出
 

を
 

要
求
し
て
 

來
 

た
が
^
 

絶
せ
ら
れ
、
 

交
涉
が
 

重
ね
ら
れ
た
。
 

こ
の
 

時
ま
で
に
 

旣
に
 

村：
^ 

は 
先
 

生
の
 

指
導
 

を
 

受
け
、
 

或
は
 

山
林
 

を 
喪
 

却
し
、
 

或
は
 

老
若
 

sf
; 

女
 

朝
夕
 

繩
索
 

を
な
 

し、
 

零
細
な
 

積
 

立
 

を
な
 

し
た
る
 

報
 

德
金
贰
 

拾
 

參
兩
餘
 

に 
達
し
て
 

居
た
、
 

今
 

こ
の
 

急
場
に
 

臨
ん
で
 

止
む
を
^
ず
 

之
 

を 
以
て
 

九
 

年
度
の
 

新
 

要
求
に
 

應
 

じ
た
。
 

こ
の
 

始
末
 

の
 

時
に
 

非
常
な
 

翁
 

厄
に
 

陷
 

つ
た
の
 

は 
名
主
の
 

源
左
衞
 

門
で
 

あ
ろ
。
 

一 
方
 

租
入
は
 

全
部
 

1 
一せ
 

3 先
生
に
 

取
扱
 

方
 

指
導
 

を
受
く
 

ろ 
こ
と
 

X 
な
つ
 

て
 

居
り
、
 

領
主
 

は 
無
理
な
 

ろ
耍
求
 

を
な
 

し
應
ぜ
 

ざ
れ
ば
 

役
人
 

を 
召
致
し
て
 

嚴
命
 

を
な
 

し 
つ 

A 
あ 

つ
た
。
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も
と
 

先
生
と
 

約
束
し
た
 

の
 

は 
源
左
衞
 

門
で
 

あ
ろ
。
 

源
 

左
 

衞
門
は
 

先
生
と
 

約
束
す
 

ろ 
時、
 

ま、
 

本
の
 

生
活
の
 

內
情
 

な
ど
 

明
か
 

に
す
 

ろ
^
も
 

な
く
、
 

こ
れ
に
て
 

宜
し
き
 

や
と
 

先
生
よ
り
 

仕
 

法
 

書
 

を
 

示
さ
れ
、
 

源
 

左
衞
門
 

は
こ
の
 

書
類
 

を
 

領
主
に
 

差
 

出
し
、
 

領
主
の
 

承
認
 

を
 

得
て
 

そ
の
 

通
り
に
 

取
扱
 

ひ、
 

非
常
な
 

努
力
で
 

處
理
 

し
た
 

け
れ
ど
も
 

領
主
の
 

苛
酷
な
 

要
求
に
 

應
 

じ
か
ね
、
 

身
の
 

置
 

所
な
 

く 
終
に
 

出
奔
し
て
 

行
衞
 

不
明
と
 

な
り
、
 

村
民
 

は 
巳
む
 

を
 

得
ず
 

積
立
金
 

を
 

支
出
し
た
 

の
で
 

あ
ろ
。
 

こ
れ
 

領
主
 

は 
領
民
が
 

出
し
 

得
ろ
 

だ
け
 

出
さ
せ
ろ
 

と
い
 

ふ
當
 

時
の
 

弊
政
の
 

事
寳
の
 

一 
つ
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

件
に
 

關
し
、
 

門
 

井
 

，寸
 

の 
名
主
 

藤
藏
も
 

罰
せ
ら
れ
 

ざ
ろ
 

を
 

得
な
い
 

狀
勢
 

と
な
っ
た
。
 

故
に
 

藤
藏
は
 

一 
時
 

身
 

を 
先
生
の
 

許
に
 

託
し
 

樱
 

町
に
 

轉
 

住
し
た
。
 

併
し
 

先
生
の
 

指
導
し
 

關
係
 

す
ろ
 

限
り
 

仕
 

法
の
 

效
^
 

は 
現
 

は
れ
、
 

負
 

^
は
 

年
々
 

に
减
 

少
し
、
 

1K
 

保
 

六
 

年
よ
り
 

同
 

十
 

年
 

ま 

で
四
ケ
 

年
の
 

間
に
、
 

舊
 

借
の
 

返
 

濟
交
涉
 

も 
順
調
に
 

進
み
、
 

都
合
 

額
面
 

千
 

五
 

百
 

兩
の
滅
 

借
と
 

な
っ
た
、
 

故
に
 

十
 

年
 

を
俟
た
 

ず
し
て
 

完
全
に
 

整
现
 

さ
る
べ
き
 

狀
 

態
で
あ
っ
た
。
 

最
初
 

領
主
 

は 
「
乃
ち
 

儉
 

德
を
愼
 

む
」
 

な
ど
 

A 
古
語
 

を
 

引
い
て
 

誓
っ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

愁
歎
 

場
に
 

於
け
 

ろ
救
濟
 

者
に
 

封
す
 

ろ 
表
面
の
 

挨
拶
で
あ
っ
て
、
 

終
 

！4
 

儉
德
を
 

守
ろ
 

こ
と
が
 

出
來
 

ず、
 

そ
の
 

親
族
 

大
岡
雲
 

峰
の
 

如
き
 

文
人
墨
客
が
 

往
來
し
 

て、
 

報
德
の
 

道
に
 

就
て
 

趣
 

3 曰 
を
傳
へ
 

述
べ
た
 

が、
 

領
主
 

を
敎
 

化
す
ろ
 

に
^
な
く
、
 

報
德
の
 

虞
髓
を
 

充
分
に
 

傅
へ
 

ろ 
こ
と
が
 

出
來
 

ず
、
 

釘
 

主
 

は 
自
ら
 

仕
 

法
の
 

門
に
 

出
 

人
す
 

る
の
で
 

な
い
か
ら
、
 

分
 

度
 

法
に
 

聽
從
 

す
ろ
 

機
會
 

も
な
か
っ
た
 

の
で
、
 

報
德
 

仕
 

法
の
 

何
物
た
 

ろ
か
 

を
 

知
ら
ず
、
 

JK
 

保
 

十
 

年
の
 

支
出
 

不
足
の
 

增
額
を
 

得
 

ざ
ろ
 

を
愤
 

り、
 

暴
戾
 

な
ろ
 

强
制
處
 

罰
 

等
 

を 
連
 

緩
 

し、
 

十
 

年
 

十 
 

一 
H 

に 
至
り
、
 

尊
族
 

大
岡
雲
 

峰
に
 

も
無
斷
 

に
て
、
 

先
^
の
 

增
額
 

返
書
な
 

き
を
 

理
由
と
 

し、
 

小
 

m 
原
 

藩
 

留
守
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役
に
 
對
し
、
 
先
生
へ
 
仕
 法
 を 返

却
す
 
ろ
樣
 命
令
せ
ら
れ
 
た
し
と
 
要
求
し
た
。
 
斯
く
 
申
出
た
 
裏
に
 
先
生
が
 
仕
 法
 を 返

却
せ
 

ず
し
て
 
増
額
し
 
吳
れ
ろ
 
も
の
と
 
豫
 想
し
て
 
居
た
 
と
認
 
む
べ
き
 
理
由
が
 
あ
ろ
が
、
 
先
生
 
は
齋
 藤
の
 
豫
想
 
に
反
し
て
、
 
齋
藤
 

の 信
義
な
 
き
 約
束
 
破
棄
の
 
行
動
に
 
嘆
 じ、 

直
に
 
仕
 法
 返
却
の
 
事
に
 
決
し
、
 
返
書
 
を
 送
っ
た
。
 

か
く
 約
束
 
は 破

ら
れ
た
 
が、 

こ
の
 
四
ケ
 
年
に
 
立
替
 
へ
た
 仕
 法
 金
の
 
償
却
 
は
大
體
 
終
了
し
た
 
と 見

え
て
 

「
趣
 法
 筋
金
 
出
 

人
 毛
頭
 
無
 之
」
 
と 雲

 峰
 は 記

し
て
 
居
ろ
。
 
斯
く
て
 
仕
 法
 は 中

止
と
 
な
っ
た
 
が、 

他
に
 
借
財
が
 
殘
存
 
し
て
 
居
り
、
 
殊
に
 
領
 

內
 よ
り
 
は 多

額
の
 
借
人
 
を
な
 
し
た
ろ
 
ま
丄
 
領
民
の
 
仕
 法
が
 
大
部
分
 
未
了
で
 
あ
ろ
 
爲
に
、
 
度
々
 
困
難
 
を
訴
 
へ、 

再
度
 
仕
 法
 

を
 懇
願
し
た
。
 
先
生
 
は 約

束
 
解
除
の
 
時
、
 
將
 來
に
關
 
し
て
 
指
導
と
 
な
る
べ
き
 
書
類
 
を
與
 
へ
て
、
 
こ
の
 
儘
 推
移
 
す
れ
ば
 
遠
 

か
ら
ず
 
大
借
 
と
な
ろ
 
こ
と
 
を
 明
か
に
 
し、 

牧
納
米
 
金
の
 
取
扱
 方
法
 
を
 按
じ
て
 
五
段
の
 
方
法
 
を
 授
け
た
、
 
先
生
の
 
指
導
に
 

背
い
た
 
齋
藤
鍬
 
太
で
 
あ
ろ
が
、
 
罪
 を 惡

ん
で
 
人
を
惡
 
ま
ず
、
 
殊
に
 
領
主
の
 
暴
戾
 H
 窮
 に
よ
っ
て
 
苦
 i
 を
增
す
 
も
の
 
は
領
 

民
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
最
後
の
 
仕
 法
 分
 度
 を
 立
て
 
大
岡
雲
 
峰
に
 
示
し
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

斯
く
 
一
度
 仕
 法
返
戾
 
と
な
っ
た
 
が、 

齋
 藤
の
 
困
難
 
は 益

々
 
甚
 し
く
、
 
大
岡
、
 
齋
藤
兩
 
人
の
 
承
認
し
た
 
勘
定
書
に
 
よ
つ
 

て
 受
渡
 
を
 完
了
 
ひ
た
と
 
同
時
に
 
最
早
 病
苦
に
 
迫
ら
れ
、
 
結
局
 
先
生
の
 
指
導
に
 
よ
っ
て
 
鍬
 太
 は
退
隱
 
し、 

息
 善
 太
 郞
が
相
 

績
 し
て
 
領
地
に
 
在
住
し
、
 
鍬
 太
の
 
母
 は 雲

 峰
の
 
妻
の
 
母
な
 
ろ R

 緣
を
 
以
て
 
大
岡
 
方
に
 
寄
寓
し
、
 
年
 拾
 五
雨
の
 
養
 料
 を
 入
 

れ
乙
 
こ
と
 

i し
た
。
 
こ
の
 
因
 緣
 に
よ
り
 
叉
々
 
仕
 法
 を 懇

望
し
た
 
が、 

先
生
 
も 容

易
に
 
應
 ず
ろ
 
色
な
 
く、 

殊
に
 
善
 太
郞
不
 

行
 i
 に
し
て
 
愈
々
 
困
難
し
、
 

デ、 保
 十
二
 
年
 
一 月 三

度
 懇
願
し
た
 
け
れ
ど
も
、
 
十
三
 
年
 正
月
 
斷
然
之
 
を
 招
 絶
し
た
。
 
然
も
 



に
 

愈
々
 

困
窮
 

烈
し
く
 

IK
 

保
 

十
三
 

年
 

十
二
月
、
 

先
生
 

幕
府
 

仕
官
 

後
 

村
民
 

連
署
し
て
 

仕
 

法
 

願
文
 

ケ
差
 

出
し
た
。
 

こ
の
^
 

先
生
 

は 
朿
奔
西
 

走
 

之
 

を 
顧
み
ろ
 

暇
が
な
か
っ
た
 

の
で
、
 

唯
 

僅
に
 

大
岡
雲
 

峰
 

を
し
て
^
 

旋
せ
 

し
む
ろ
 

外
は
な
か
っ
た
。
 

法
の
 

效
 

力
 

は 
主
た
 

ろ 
も
の
 

X 
決
心
 

を
 

要
す
ろ
 

事
 

誠
に
 

明
か
な
 

證
 

と
し
て
 

見
ら
 

ろ，
， 

も
の
で
あ
る
。
 

一一
 

野
 

常
 

武
總
諸
 

領
の
仕
 

法
 

野
 

常
 

武
總
 

そ
の
他
の
 

地
方
に
 

仕
 

法
 

地
と
 

し
て
 

公
式
に
 

依
顿
を
 

受
け
た
 

も
の
で
 

な
く
、
 

,M
 

民
力
 

任
意
に
 

敎
を
 

受
け
た
 

も
の
が
 

多
く
 

あ
ろ
、
 

ま
た
 

或
は
 

領
主
が
 

責
任
者
 

を 
差
 

向
け
て
 

伕
賴
 

し、
 

立
案
し
て
 

ぶ 
を
^
 

け
た
 

も
の
 

も 
あ
り
、
 

或
は
.
 

江
戶
に
 

於
け
 

ろ 
旗
本
 

連
中
の
 

住
宅
 

及
內
 

政
に
 

關
 

す
ろ
 

もの
.，
 

み
の
も
の
 

も 
あ
り
、
 

何
れ
も
 

完
 

^
な
 

仕
 

法
と
 

は
な
ら
ず
、
 

大
概
 

仕
 

法
 

®
 

域
が
 

狭
く
、
 

方
途
 

も 
簡
單
な
 

も
の
が
 

多
い
 

け
れ
ど
も
、
 

相
當
な
 

成
績
 

を
擧
 

げ
た
 

もの も 少なくない。 

ィ
 

下
 

高
 

W 
村
 

を 
中
心
と
す
る
 

も
の
 

芳
賀
郡
 

下
 

高
 

田 
村
 

を 
中
心
と
す
ろ
 

も
の
 

は、
 

同
村
の
 

大
山
 

太
 

助
の
 

蜀4
義 

に 
係
 

ろ 
も
の
で
 

あ
ろ
。
 

同
人
 

は 
1K
 

保
の
 

初
年
 

樱
 

町
に
 

來
り
、
 

一
家
 

並
に
 

下
 

高
 

E 
村
の
 

困
窮
者
 

救
濟
を
 

懇
願
し
て
 

こ
れ
に
 

端
 

を 

發
 

し
て
 

高
 

田 
村
 

本
 

田、
 

问
 

新
田
、
 

本
鄕
 

村、
 

堤
 

上
 

村、
 

下
^
 

良
 

村
、
 

阿
部
品
 

村
 

等
に
 

及
ん
だ
 

が、
 

仕
 

法
 

引
受
人
 

は 
大
凡
 

太
 助
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
 

諸
 

村
に
 

涉
る
 

も
の
 

は 
種
々
 

雜
 

多
の
 

仕
 

法
で
 

あ
る
。
 

下
 

高
 

田 
村
 

は 
夏
 

目 
左
 

近
 

將
監
、
 

中
^
 

壹
岐
守
 

等
の
 

合
 

給
で
 

あ 

り、
 

下
 

幅
 

良
 

村
 

は 
山
下
彌
 

五
郎
の
 

領
地
、
 

阿
部
品
 

村
 

は 
大
森
刑
 

部
の
 

領
地
、
 

沓
掛
村
 

は 
伢
奈
友
 

之
 

助
 

支
配
 

所
で
 

あ
ろ
な
 

ど、
 

全
お
 

一 
領
主
で
 

な
い
 

も
の
が
 

多
く
、
 

故
に
、
 

數
村
 

別
々
 

の 
混
合
 

仕
 

法
 

も 
あ
ろ
。
 

唯
 

太
 

助
が
 

よ
く
 

事
理
 

を
辨
 

じ、
 

先
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生
の
 
指
導
に
 
よ
っ
て
 
窮
民
 
潤
 助
の
 
事
に
 奔
走
し
た
 
の
で
 
あ
ろ
。
 

下
 高
 ほ 村

 は 3
 
四
 年
よ
り
 
始
ま
り
、
 
，
報
 
德
金
§
 
び
、
 
ま
た
 
こ
れ
 
を
 i
 
し、 
霧
の
 
三
ケ
 
I
 
に 出

入
 

差
 引
金
 
百
 七
 拾
 六
兩
、
 
同
 六
 年
よ
り
 
十
二
 
年
 迄
の
 
拜
 借
金
 
總
額
 
四
百
 
四
 拾
贰
兩
 
贰
分
餘
 
で
あ
ろ
。
 
併
し
、
 
各
證
文
 
毎
に
 

返
却
し
、
 
冥
加
 
金
納
 
i
 
な
し
た
 
も
の
き
 

ろ。 
以
上
の
 
雲
に
 
よ
り
、
 
報
德
金
 
霧
 
借
し
 
5
s
i
 

主
と
 
し
た
 

も
の
と
 
見
 ゆ
ろ
。
 
併
し
 
全
部
の
 
償
却
に
 
は
相
當
 
年
月
 
を 費

し
た
 
も
の
 
も
あ
っ
て
、
 
嘉
永
ニ
 
年
ま
で
の
 
問
に
 
取
扱
っ
た
 
報
 

德
金
義
 
は 金

 千
 四
 星
 
拾
七
兩
 
贰
分
餘
 
で
あ
る
。
 
そ
の
 
內
 返
納
、
 
雲
、
 

土
 養
 
入
 等
 I
 
除
し
、
 
殘
贰
百
 
五
拾
兩
 

餘
が
太
 
助
の
 
手
許
 預
り
 
と
な
り
、
 
無
理
 置
 据
拜
借
 
を 願

っ
て
 

一 應
 結
了
し
た
。
 
 

^
 

口 
下
石
 
橋
 村
の
 
仕
 法
 
石
橋
 S
 
栃
木
 
縣
下
都
 
l
、
？
s
 

分
 寺
 村
に
 
在
り
、
 
北
方
 
I
 
井、 

下
 S
 

と 共
 
f
 

に 堀
 田 備

中
守
 
領
土
で
あ
っ
た
。
 
領
內
の
 
組
頭
 松
 兵
衞
が
 
中
心
と
 
な
っ
て
、
 
西
 沼
 村
 丈
 八、 

物
 井
村
 
岸
右
衞
 
F 

靑
木
 

村
 勘
 右
衞
門
 
等
の
 
紹
介
 
的
 依
頼
に
 
よ
り
 
仕
 法
 を 懇

願
し
た
。
 

時
に
 
天
 保
九
ハ
 牛
で
あ
っ
た
 
か
ら
 多
忙
の
 
故
 を 以

て
 
报
 絶
し
た
 
が、 

靑
木
 
村
に
 
至
り
 鷹
々
 
歎
願
し
た
 
の
で
、
 
靑
木
村
 
冥
 

加
 米
 永
 返
納
の
 
内
^
 
以
て
、
 
試
に
 
開
發
に
 
着
手
し
た
 
所、 

追
々
 
順
調
に
 
進
み
た
 
る も 借

財
 
金
 百
拾
贰
 
兩
餘
、
 
刺
拂
 
も
お
 

來
兼
 
ぬ
ろ
 
程
で
あ
っ
た
 
か
ら
、
 
御
 趣
 法
 金
の
 
ft よ

り
 
急
 借
の
 
分
 拾
 八
兩
餘
 
を
返
濟
 
し、 

五
 拾
 九
兩
は
 
田
地
、
 
土
^
 
等
 を. 

渡
し
、
 
三
 拾
 五
雨
 
は 助

成
 
合
力
に
 
よ
っ
て
 
始
末
が
 
つ
い
た
。
 

こ
の
 
閲
發
は
 
着
 乎
か
ら
 
弘
化
ー
 
一
年
ま
で
 
開
 發
金
ー
 
一 百 數

十
兩
 
開
 m 贰

拾
數
 
町
に
 
達
し
^
 



ハ 
横
 

堤
 

村
の
 

仕
 

法
 

同
村
 

は 
古
河
の
 

領
分
で
 

あ
ろ
。
 

こ
の
 

地
 

栃
木
 

縣
下
 

都
贺
 

郡
の
 

西
南
 

隅
に
 

て
、
^
 

賴，
 

U 
と 

と
の
 

合
流
す
 

ろ 
契
洽
灌
 

域
で
あ
っ
て
、
 

年
々
 

歲
々
 

氾
濫
 

あ
り
、
 

そ
の
 

水
 

停
 

溜
し
て
 

赤
 

間
 

沼、
 

石
 

川
 

沼
 

等
 

を
な
 

し、
 

な
ほ
 

附
近
 

沼
澤
 

地
が
 

多
い
、
 

特
に
 

S
 

村
 

は、
 

赤
 

沼、
 

石
 

川
 

沼
の
 

g
 

に 
飛
 

便
 

I
 

分
布
し
、
 

年
 

I
 

水
の
 

f
 

受
け
 

て
居
 

た
が
、
 

明
治
に
 

至
っ
て
 

渡
 

溜
 

川
の
 

礦
毒
 

事
件
 

勃
發
 

し
た
 

時
、
 

遊
 

水
 

地
と
 

し
た
 

所
で
 

あ
ろ
。
 

^
保
 

十
 

年
報
 

德
仕
 

法
に
 

よ
り
 

開
發
を
 

行
っ
た
 

の 
は
こ
の
 

地
で
 

あ
ろ
。
 

反
 

S 
弒
計
拾
 

ノ
町
五
 

反
 

飴
の
 

內、
 

旣
發
並
 

荒
 

畑
 

を
^
き
 

て
 

五
町
 

七
反
餘
 

開
發
總
 

費
用
 

六
 

拾
 

壹
兩
壹
 

分
餘
 

で
あ
ろ
。
 

一一
 

堤
 

上
 

村
の
 

仕
 

法
 

茨
城
 

縣
西
 

茨
城
 

郡
^
 

瀨
町
內
 

堤
 

ト；
 

村
、
 

本
鄉
 

村
、
 

大
朵
村
 

等
 

諸
 

村
 

は 
中
 

根
壹
岐
 

守
の
 

所
領
で
 

あ
ろ
。
 

何
れ
も
 

七
 

年
に
 

困
窮
 

甚
 

し
く
、
 

村
民
 

中
餘
裕
 

あ
ろ
 

も
の
 

は 
夫
々
 

糧
盒
を
 

差
 

出
し
 

互
助
 

共
濟
 

を
な
 

しつ
，，
 

あ 
J-
 

つ
た
が
、
 

支
持
し
 

難
き
 

を 
以
て
 

一 
同
 

共
有
の
 

W 
畑
 

山
林
 

を
擔
 

保
と
 

し
て
 

領
主
へ
 

借
 

川
 

を 
願
 

出
た
、
 

そ
の
 

要求
. 

は 
雜
穀
七
 

I 

拾
 

五
 

依
、
 

代
金
 

合
計
 

六
 

拾
 

壹
兩
餘
 

で
あ
る
。
 

併
し
 

領
主
の
 

支
給
が
 

に 
合
は
な
か
っ
た
 

か
ら
、
 

西
 

沼
 

村
の
 

丈
 

八
 

を
 

依
頼
 

し
て
 

借
 

川
 

を.
 

5.
 

出
た
。
 

そ
の
 

懇
願
 

入
れ
ら
れ
、
 

^
保
ナ
 

三
年
に
 

完
濟
 

し
た
。
 

ホ
 

江
 

戶
崎
村
 

忠
兵
衛
 

の 
仕
 

法
 

江
 

戶
崎
は
 

茨
 

域
 

縣
稻
敷
 

郡
 

江
戶
崎
 

町
で
 

あ
ろ
。
 

m 
中
 

忠
兵
衞
 

は 
近.
 

y
 

國
栗
太
 

郡
 

辻
 

村
の
 

産で
. 

あ
ろ
が
、
 

承
應
 

年
中
.
 

江
 

州
 

商
人
 

谷
 

田 
部
の
 

釜
屋
治
 

右
衛
門
 

を 
便
り
と
 

し
て
 

朿
 

下
し
、
 

支
店
と
 

し
て
 

こ
の
 

地
こ
^
 

物
 

商
店
 

を
 

開
い
た
 

も
の
で
 

あ
ろ
。
 

爾
來
 

數
代
繁
 

SI
 

し、
 

^
保
 

十
一
 

年
ま
で
 

百
 

八
十
 

八
 

年
、
 

七
 

萬
 

兩
と
稱
 

す
ろ
 

大
分
：
 

^
者
 

で
あ
っ
た
。
 

霞
 

浦
畔
の
 

一 
お
 

：3
 

で
あ
ろ
-
か
、
 

町
の
 

繁
榮
を
 

支
持
し
て
 

た。
 

そ
の
後
 

幼
 

主
と
 

な
り
、
 

漸
次
 

衰
へ
、
 

本
國
 



の
 領
主
，
 ド
夯
ヒ
 

所
よ
り
 
借
用
し
、
 
借
財
 
八
 千
兩
に
 
達
し
た
。
 
资
産
は
 
壹
萬
教
 
千
 兩
と
稱
 
せ
ら
れ
た
 

力 
天
 保
 十一 

一 

年
に
 
は 全

部
 
を
寶
 却
し
て
.
 ->殘 す

所
數
 
百
 兩
を
剩
 
す
に
 
過
ぎ
な
い
 
と 見

 積
ら
 
れ
た
。
 

V 
斯
 か
ろ
 
次
第
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
资
財
を
 
舉
げ
て
 
領
主
よ
り
の
 
拜
惜
 
金
に
 
取
上
げ
 
を 願

 ひ
た
し
と
 
念
じ
た
 
が、 

當
時
樱
 
町
 

仕
 法
の
 
成
鑌
 
風-聞 廣

く
傳
 
は
っ
た
 
の
で
、
 
天
 保
 十
 年
よ
り
 
十
一
 
年
に
 
か
け
て
 
三
度
 懇
願
し
た
。
 
依
て
 
詳
細
に
 
資
産
と
 
負
 

情
と
の
 
調
査
 
を 命

じ
た
 
所
、
 
資
産
 
八
 千
 三
百
 
四
 拾
 六
兩
、
 
借
財
 
高
 八
 千
 七
 拾
 六
兩
、
 
そ
の
 
差
 引
金
 
貳
百
七
 
拾
贰
兩
 
と
い
 

ふ
數
字
 
を 得

た
、
 
こ
れ
 
を
兑
 
た
ろ
 
先
生
 
は、 

最
初
の
 
柒
の
 
通
り
,
 
主
に
 

一 切
を
獻
 
上
す
 
ろ こ

と
の
 
賢
明
 
を
 告
げ
、
 
然
ろ
 

^
こ
れ
 
を
 無
利
息
に
 
て
拜
 借
し
.
 
營
粱
は
 
表
面
 領
主
の
 
支
配
と
 
な
し
、
 
主
人
 
井
^
頭
 
を
 W
 人
と
 
し
て
 
無
給
に
 
て
 奉
職
し
、
 

I 

利
潤
 
千
 三
百
 
拾
 七
 兩
餘
、
 
人
 用
金
 
七
 百
 九
 拾
 七
 兩
餘
、
 
前
借
 用
金
 
千
 百
 五
 拾
兩
を
 
別
途
 
低
利
に
 
て
 借
替
が
 
出
来
れ
ば
、
 

i
 

^
时
廣
 
還
 は 年

み
-
期
し
て
 
完
了
す
べ
き
 
で
あ
ろ
。
 
卽
ち
分
 
度
 確
立
に
 
よ
っ
て
 
復
興
 
を 策

し
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 

へ 
武
總
諸
 
地
方
の
 
仕
 法
 
埼
玉
縣
 
北
 埼
玉
郡
 
笠
 原
 村
 は、 

領
主
 
数
人
の
 
合
 給
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 

人
 込
分
領
 
等
の
 
結
果
 

統
 M 上

の
 
困
難
が
 
俘
 ふ、 

故
に
 
報
德
仕
 
法
と
 
し
て
 
一
村
 
一
国
の
 
方
法
 
を 講

じ
た
 
所
に
 
特
色
が
 
あ
ろ
。
 
總
戶
數
 
百
 十
八
 

軒
、
 
天
 保
 十
三
 
年
 七：：： 十

八
 
日
に
 
人
 札
 を
 行
 ひ、 

參
集
 
二
十
 
五
 人、 

同
年
 
丸
 H: 十

八
 
n 

に 九
十
 
人
參
 集
し
た
、
 
名
主
 
藤
 

兵
 衞
が
屮
 
心
と
 
な
っ
て
 
居
ろ
。
 

ト 
江
戸
 芝
 Isnllra の 豪

商
 海
津
 
傳
兵
衛
 
の， 仕

 法
 
弘
化
 
元
年
 
先
生
が
 
仕
 法
 雛
 形
の
 
創
案
に
 
取
掛
 
ろ
に
 
際
し
、
 
住
居
 

狭
^
よ
り
 
し を

 以
て
、
 
同
人
の
 
別
宅
 
田 町

 五
丁
目
の
 
邸
 を
 借
り
、
 
一
意
 そ
の
 
事
業
に
 
精
 働
し
 
つ 

i あ
り
し
 
が、 翌ー 

一年 正
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K 
廿
 

四
日
 

大
火
に
 

類
燒
 

し
て
、
 

宇
都
；
 

1M
 

の
 

邸
 

內
 

に 
引
越
し
た
。
 

斯
の
 

如
き
 

關
係
を
 

以
て
 

親
し
く
 

柱
來
 

し
つ
，
 

あ
つ
た
か
 

ら、
 

问
 

人
の
 

財
政
難
 

も 
明
瞭
に
 

知
ら
れ
、
 

仕
 

法
 

書
 

完
成
の
 

頃
 

家
政
 

整
 

现
方
粱
 

を
 

授
け
、
 

ま
た
、
 

^
人
 

は 
相
 

馬
 

家
の
 

リ-
乂 

で
あ
ろ
 

か
ら
、
 

池
田
圖
 

書
よ
り
も
 

指
導
 

を
 

受
け
た
 

様
で
 

あ
ろ
。
 

同
人
の
 

負
^
 

は
壹
萬
 

火
 

千
 

贰
百
拾
 

五
 

兩
餘
、
 

货
金
六
 

萬
 

四
千
 

四
百
 

火
 

拾
贰
兩
 

で
あ
ろ
 

が、
 

そ
の
内
、
 

有
效
な
 

も
の
 

は 
贰
萬
丸
 

千
餘
兩
 

位
で
あ
っ
た
。
 

嘉
永
ニ
 

年
の
^
 

方，
 

L 
千
に
 

拾
壹
兩
 

に
し
て
、
 

以
後
 

年
々
 

十
ケ
年
 

11
 

壹
萬
七
 

百
贰
拾
 

六
雨
餘
 

で
あ
ろ
。
 

こ
れ
よ
り
 

推
算
し
て
 

支
拂
を
 

緊
縮
す
 

1 
ま、
 

+
ケ
年
 

問
に
 

負
 

倚
 

を
 

完
濟
 

し
て
 

七
 

千
 

百
 

拾
 

七
 

兩
の
殘
 

を
 

見
る
 

と
い
 

ふ 
案
 

を
お
 

た。
 

一一
 

一 
志
賀
 

村
の
 

仕
 

法
 

長
野
縣
 

北
佐
久
 

郡
志
賀
 

村
の
 

神
 

津
半
右
 

衞
門
は
 

地
方
の
 

豪
農
で
 

あ
ろ
。
 

同
村
 

は 
群
 

馬
 

縣
下
仁
 

へ 
通
ず
 

ろ
志
贺
 

越
の
 

山
村
で
あ
っ
て
、
 

代
官
 

鈴
 

木
 

大
太
郞
 

の 
支
配
 

所
で
あ
っ
た
。
 

幕
府
^
 

铽
 

で
は
 

あ
ろ
が
、
 

代
官
の
 

命
に
 

よ
っ
て
 

仕
 

法
 

を
 

講
じ
た
 

の
で
な
 

く 
神^
: 

氏
 

一 
家
の
 

侗
人
仕
 

法
で
 

あ
ろ
。
 

累
代
 

地
 

万
の
 

豪
家
で
 

あ
り
、
 

大
名
 

主
で
あ
っ
た
、
 

そ
の
 

家
祿
 

五
百
石
、
 

外
に
、
 

岩
 

村
 

m 
町
で
 

酒
造
 

を
 

行
っ
て
 

ろ
り
 

で、
 

年
々
 

の
 

餘
德
は
 

三
百
 

雨
內
 

外
で
あ
っ
た
。
 

然
 

ろ
に
 

世
 

並
の
 

弊
風
に
 

流
れ
て
 

驕
奢
に
 

陷
り
、
 

年
々
 

負
^
 

し
て
 

そ 

の 
總
額
五
 

千
 

七
 

百
 

雨
に
 

及
ん
だ
。
 

故
に
 

そ
の
 

金
利
 

を
壹
 

割
と
 

し
て
も
 

總
 

牧
人
 

を 
W
 

て
充
 

つ
ろ
 

に 
足
り
な
か
っ
た
。
 

こ
の
頃
 

報
讓
 

S
 

虛
近
に
 

知
れ
渡
り
、
 

神
駕
 

も 
亦
 

g
 

及
ん
だ
、
 

殊
に
 

匿
で
 

あ
え
か
ら
 

そ 
S
I
 

が
 

I
 

に 

も 
多
く
、
 

小
 

M 
又
藏
 

と
の
 

關
係
 

も
淺
 

か
ら
ぬ
 

人
柄
で
あ
っ
た
、
 

依
て
 

小
 

W 
を
 

通
じ
て
 

什
 

法
 

を
依
賴
 

し
た
、
 

や"
 

主
 

半
右
銜
 

門
 

は 
病
 

氣
の
爲
 

め 
出
府
し
 

難
き
 

を
 

以
て
、
 

嫡
子
 

伯
 

太
 

並
に
 

そ
の
 

親
族
 

有
 

中
外
 

一 
人
と
 

共
に
 

來
り
 

非
常
に
 

熱
 

頸
し
た
。
 



當
時
 
先
生
 
は 幕

府
 
直
 領
の
仕
 
法
 開
 發
の
實
 
施
に
^
 
ぎ
 居
り
、
 
私
領
の
 
指
導
 
も 多

く
 繁
忙
で
あ
っ
た
 
力
ら
 

斷
然
之
 
を
 

m
 絡
し
た
 
が、 

强
て
 
再
三
の
 
依
頼
に
 
よ
り
"
 
弘
化
四
 
年
 池
田
圖
 
書
、
 
富
田
久
 
助、 

吉
 良
八
郞
 
三
人
の
 
門
人
の
 
名
 俵
を
以
 

て
 仕
 法
 組
立
の
 
依
頼
 
を
 受
け
ろ
 
こ
と
 

ゝ な
っ
た
。
 

案
 は 

(一) 
五
 年
賦
 
無
利
息
 
償
還
 
案， 

(二) 
七
 年
賦
 
償
還
 
案
、
 

(三) 
所
有
地
 
寶
却
 
案
、
 

(四〕 
復
舊
案
 
等
で
 
あ 

つ
て
 

* 
こ
の
 

財
 整
理
の
 
方
法
 
は
大
體
 
順
序
よ
 
く 進

ん
だ
 
が、 

復
舊
 
方
法
に
 
就
て
 
は 種

々
 
の 隙

 害
が
 
あ
っ
た
。
 
卽
ち
先
 

生
よ
り
 
靑
木
村
 
報
 德
金
六
 
百
 兩
を
繰
 
入、 

親
族
 
有
 中
よ
り
 
贰
百
兩
 
組
 人
れ
、
 
三
十
 
ケ
年
 
問
に
 
復
與
 
完
了
の
 
事
と
 
し
た
。
 

然
る
に
 
伯
 太
 は 病

^
に
 
て、 

力
役
に
 
堪
へ
 
ざ
ろ
 
故
 を 以

て
 
江
戶
に
 
出
で
 
仕
官
し
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
重
任
よ
り
 
免
れ
ん
 
と 

し、 
親
族
 
幷
小
田
 
等
の
 
反
 對
に
拘
 
ら
ず
嘉
 
永
 四
 年
 出
府
し
、
 
ま
た
 
先
生
に
 
許
可
せ
ら
れ
 
た
し
と
 
巾
 は
た
。
 
先
生
 
は 仕

 法
 

中
心
が
 
動
搖
 
す
る
 
樣
 で
は
 
仕
 法
 書
 を
 返
却
せ
 
よ
と
 
達
せ
ら
れ
た
。
 

神
津
 
家
で
 
は 上

 を 下
へ
 
と
混
雜
 
し
た
、
 
幸
に
 
半
 右
 衞
門
は
 
漸
く
 
健
康
 
を
 回
復
し
た
 
の
で
 
出
府
し
て
 
色
々
 
懇
願
し
た
。
 

伯
 太
 は 去

っ
て
も
 
木
 人
 は 半

 右
衛
門
で
 
あ
ろ
か
ら
 
親
族
の
 
有
 中、 

新
 右
衛
門
、
 
金
 左
衞
門
 
等
が
 
助
力
し
て
 
實
行
 
す
ろ
 
こ 

と., 
し、 

们
太
 
は
金
壹
 
千
 雨
み
 一 出
し
て
 
御
徒
 
組
の
 
株
 を
 I 貝 ひ、 

出
仕
 
準
備
と
 
し
て
 
金
 八
 百
兩
を
 
受
け
て
 
本
家
 
を
 去
り
、
 

七
 拾
 俵
 五
 人
 扶
持
に
 
て
 生
活
す
 
ろ
に
 
決
し
、
 
神
津
 
家
の
 
仕
 法
 は 伯

 太
 を
 分
離
す
 
ろ 方

針
に
 
て
 進
行
す
 
る こ

と
 

A 
な 

つ 

た。 
こ
の
 

一 件
の
 
爲
に
仕
 
法
 は 

一 ケ 化-問 停
頓
し
た
。
 

仕
 法
 は 地

所
 寶
却
 
案
と
、
 
復
與
 案
と
 
に
よ
っ
て
 
歩
 を
 進
め
、
 
地
所
 
並
 家
財
 
道
具
の
 
賣
拂
、
 
食- a

 償
還
の
 
手
績
 
を
^
ん
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だ。
 

W
 

し 
越
 

石
の
 

地
所
 

を 
先
づ
齊
 

却
 

せ
ん
と
し
 

に
が
、
 

& 3；
 

手
も
少
 

く 
値
段
 

も 
安
く
、
 

豫
定
 

以
上
に
 

進
ん
だ
 

の 
は 

家
財
 

道
 

具
の
 

み
で
 

あ
ろ
。
 

尤
も
 

牧
納
米
 

は 
豫
想
以
 

ト；
 

に
牧
納
 

し
た
が
、
 

新
 

借
人
 

も
出
來
 

た。
 

こ
れ
 

を 
以
て
 

仕
 

法
 

は 
第一
 

一
段
の
 

調
 

查
を
 

必
要
と
 

し
た
。
 

嘉
永
五
 

年
 

乃
至
 

同
 

七
 

年
の
 

調
に
 

よ
れ
ば
、
 

仕
 

法
 

進
行
 

を
な
 

し
つ
 

A 
調
査
し
、
 

赏
行
 

上
の
 

方
針
 

は
最
 

初
の
 

通
り
で
、
 

調
査
の
 

結
^
と
 

し
て
 

興
復
 

田
畑
に
 

よ
ろ
 

十
六
 

ケ 
年
の
 

積
 

立
案
、
 

償
還
の
 

雛
 

形
 

等
 

を
 

定
め
、
 

愈
々
 

舆
復
に
 

至
ろ
 

基
礎
 

を 
確
立
し
た
、
 

さ
れ
ば
 

償
還
の
 

問
題
 

を
 

解
決
し
、
 

以
後
 

は
舆
復
 

へ
と
 

邁
進
す
 

ろ 
こ
と
，
 

1 な
っ
た
 

か
ら
、
 

最
後
 

如
何
に
 

か
 

始
末
し
 

完
結
し
た
 

も
の
と
 

信
ぜ
ら
れ
ろ
。
 

伯
 

太
を
援
 

け
て
 

志
願
 

達
成
に
 

努
力
し
た
 

有
 

中
の
 

一 
家
 

も、
 

時
弊
の
 

流
に
 

漂
 

ひ、
 

生
計
 

は
次
笾
 

に 
困
難
と
 

な
っ
た
、
 

そ 

の 
上
 

本
 

象
 

へ 
贰
百
兩
 

の
推
讓
 

を
す
 

る 
こ
と
 

、
な
っ
た
 

の
で
、
 

有
 

中
 

一 
家
 

も 
仕
 

法
の
 

必
要
に
 

迫
ら
れ
た
。
 

當
時
有
 

中
 

は 
高
 

六
 

拾
 

火
 

石
 

五
斗
 

餘
、
 

反
別
 

六
 

町
壹
反
 

餘
步
、
 

こ
の
 

中
高
 

拾
 

四
 

石
餘
を
 

以
て
 

木
 

家
 

復
興
 

資
金
 

甙
百
兩
 

の
 

出
資
の
 

爲
 

に
寶
拂
 

ひ、
 

三
 

拾
 

石
 

餘
は
負
 

僙
五
百
 

四
 

拾
 

雨
の
 

引
當
 

と
し
て
 

倩
 

主
に
 

引
渡
し
、
 

殘
甙
拾
 

四
 

石
餘
、
 

こ
の
 

反
別
 

貳
町
五
 

反
餘
步
 

を
 

以
て
 

生
計
 

を
 

立
つ
 

ろ 
所
有
地
と
 

し
た
。
 

負
僙
 

償
還
の
 

不
足
 

諸
 

入
用
 

金
 

を
 

得
ろ
 

爲
に
、
 

家
財
 

道
具
 

を
 

三
 

拾
 

四
 

兩
壹
步
 

に
て
 

賓
拂
 

ひ、
 

一 
應
 

解
決
し
た
。
 

然
る
に
 

一 
年
中
の
 

生
活
費
 

は 
三
 

拾
 

八
 

雨
で
 

あ
ろ
が
、
 

所
有
地
よ
り
の
 

牧
人
 

は 
拾
 

兩
餘
に
 

過
 

ぎ
ず
、
 

£ 
畑
 

手
作
り
 

其
 

他
よ
り
 

拾
 

四
兩
を
 

得
、
 

ま
た
.
 

江
戸
 

市
外
 

踡
 

谷
の
 

梨
園
 

牧
人
 

を
 

以
て
 

支
辨
 

す
ろ
 

こ
と
 

A 
し
た
が
、
 

中
々
 

生
計
が
 

困
難
で
あ
っ
た
。
 

依
て
 

仕
 

法
 

立
 

を 
行
 

ひ、
 

本
家
が
 

三
百
 

兩
 

分
の
 

地
所
 

を
賈
 

取
り
、
 

其
 

他
 

百
 

八
 

拾
兩
は
 

償
還
 

免
除
 

を
 

得
た
 

の
で
、
 

一 
家
の
 

牧
人
と
 

梨
園
 

牧
人
と
 

を
 

以
て
 

現
狀
を
 

維
持
し
 

得
る
 

こ
と
 

A 
な
っ
た
。
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四
 
越
後
 
國
 上
前
 島
 村
の
 
仕
 法
 
上
前
 島
 は 古

志
 
郡
 上
 組
 村
の
 
字
で
 
あ
ろ
が
、
 
こ
の
 
仕
 法
 は 先

生
の
 
川
 ひ
ら
れ
た
 
俊
 

丁
 笠
井
龜
 
藏
に
關
 
す
る
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
同
人
 
は
遝
々
 
日
記
に
 
も 見

え
、
 
夜
話
 
(
二
百
 
七
 章
)
 
に
も
 
捣
 げ
ら
れ
、
 
世
人
の
 

能
く
 
知
れ
ろ
 
所
で
 
あ
ろ
。
 
父
 を 治

右
衞
 
門
と
 
い
ふ
、
 
寬
政
享
 
和
の
 
頃
 迄
 田
畑
 
五
十
八
 
石
餘
を
 
有
し
て
 
居
た
 
が、 

文
政
の
 

顷
 に は 拾

 八
 石
に
 
減
じ
、
 
不
仕
 
合
打
繽
 
き、 

父
 沒
後
は
 
家
産
 
倒
 盡
レ
て
 
兄
 は 出

奔
し
、
 
老
母
 
は 弟

 重
 太
と
 
小
作
に
 
て 生

 

活
 し
て
 
居
た
。
 
龜
藏
は
 
江
戸
に
 
出
で
 
一
象
 を
 興
さ
ん
 
こ
と
 
を
 欲
し
、
 
御
 普
請
 
役
 方
に
 
奉
公
し
、
 
相
當
の
 
牧
人
が
 
あ
っ
た
 

が
 身
 を
 起
す
 
に は 至

ら
な
 
か
つ
.
^
。
 

偶
々
 
先
生
 
は；. r< 保

 十
三
 
年
、
 
利
根
 川
 分
 水
路
 
治
水
 
踏
査
の
 
命
 を
 受
け
、
 
出
發
に
 
際
し
、
 
御
 普
請
 
役
 元
 ダ
渡
邊
 
棠
之
助
 
は
 

I. 

龜
藏
の
 
身
分
 
を
 知
り
、
 
同
人
の
 
强
 て
の
 
希
望
に
 
任
せ
て
、
 
渡
邊
 
よ
り
 
象
 僕
と
 
し
て
 
借
 S
 け
ろ
 
こ
と
 

A な
っ
た
、
 
爾
來
先
 

お 

生
の
 
出
入
 
殆
と
 
隨
從
 
せ
ざ
る
 
な
く
、
 
日
記
に
 
も 
「
龜
藏
 
召
連
罷
 
出
」
 
等
の
 
語
 は 毎

日
の
 
様
に
 
見
え
ろ
 
程
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 

定
め
 
レ
往
來
 
の 途

上
 
敎
訓
 
を
受
 
く
ろ
こ
と
 
が
 多
か
っ
た
 
で
あ
ら
う
、
 
後
に
 
先
生
の
 
用
命
 
を
 受
け
て
 
交
涉
 
に
も
 
出
か
け
た
 

事
 も あ

ろ
 
程
で
あ
っ
て
、
 

一 小
 村
の
 
仕
 法
 位
に
 
は
當
ろ
 
こ， V が

 出
 來
た
檨
 
で
あ
ろ
。
 
こ
れ
 
鼈
藏
 
が
ー
 
家
 復
與
を
 
念
願
と
 

し
た
の
で
 
自
然
 熟
 心
 も 現

 は
れ
た
 
結
果
と
 
思
 は
ろ
、
 
倂
し
 
尋
常
一
様
の
 
事
で
は
な
か
っ
た
。
 

故
に
 
困
苦
 精
勵
五
 
年、 

弘
 

化
 四
 年
に
 
至
り
 
先
生
 
は 龜

藏
の
 
家
政
 
取
 直
 仕
 法
 を
 講
ず
ろ
 
こ
と
 

i な
り
、
 

「
家
 株
 再
 與
趣
法
 
準
 繩
悵
」
 
を 作

っ
て
 
與
へ
 

ち
れ
た
。
 

案
の
 
內
容
は
 
天
 地
 人
の
 
三
 段
に
 
分
 た
れ
、
 
天
 は 十

 通
あ
っ
て
 
五
十
 兩
の
 
無
利
息
 
金
 を 先

生
よ
り
 
授
け
ら
れ
、
 
伤
德
を
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復
與
 

す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

地
 

は 
五
 

通
あ
っ
て
、
 

作
 

德
米
を
 

生
ず
れ
ば
、
 

そ
の
 

一 
估
と
 

龜
藏
 

夫
婦
と
、
 

母
と
の
 

扶
持
米
と
 

を
 

五
 

年
間
 

給
與
 

す
ろ
 

案
で
 

あ
ろ
。
 

人
 

は 
十
 

通
 

ぁ
づ
て
 

地
の
 

五
 

年
間
 

助
成
 

を
 

更
に
 

緩
め
て
 

十
ケ
問
 

助
成
 

給
與
 

す
ろ
 

案
で
 

あ 

ろ。
 

そ
の
 

內
容
は
 

誠
に
 

懇
切
 

を
 

極
め
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

先
生
 

は 
龜
藏
の
 

篤
行
 

精
勵
を
 

賞
し
 

志
願
の
 

通
り
 

仕
 

法
 

を
 

講
じ
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

依
て
 

嘉
永
 

元
年
 

金
 

五
 

拾
兩
と
 

三
人
 

扶
寺
 

と
を
與
 

へ、
 

扶
持
米
に
 

よ
っ
て
 

生
活
し
、
 

金
 

五
 

拾
兩
は
 

一 
村
 

取
 

直
 

仕
 

法
に
 

推
 

謎
し
て
 

然
る
べ
き
 

を
敎
誨
 

し
て
、
 

歸
阈
せ
 

し
め
た
。
 

こ
の
 

五
 

拾
兩
を
 

以
て
 

質
 

地
を
貿
 

戻
し
、
 

そ
の
 

ff
li
s 

を 
作
り
立
て
、
 

產
出
作
 

德
米
金
 

甙
兩
を
 

以
て
 

田
^
 

を
受
戾
 

し、
 

順
次
 

一 
家
よ
り
 

一
村
へ
 

及
ぼ
す
 

こ
と
 

>1 
し
た
。
 

然
る
に
 

質
 

地
 

年
限
 

切
と
 

な
っ
て
 

五
拾
兩
 

で
は
 

復
興
 

困
難
と
 

な
っ
た
 

か
ら
、
 

假
 

り
に
 

內
金
 

と
し
て
 

渡
し
て
 

賀
旲
 

し
に
，
 

手
し
た
、
 

こ
の
 

交
涉
中
 

報
德
仕
 

法
談
が
 

一 
村
に
 

知
れ
渡
り
、
 

村
民
の
 

切
な
ろ
 

懇
望
に
 

任
せ
、
 

龜
藏
 

一
家
の
 

取
 

直
し
 

は 
後
 

廻
し
 

と
な
し
、
 

金
 

五
 

拾
 

兩
其
他
 

を 
一 

村
 

仕
 

法
に
 

加
 

人
し
た
。
 

先
生
 

は 
犬
に
 

之
 

を
感
稱
 

し、
 

下
 

館
 

相
 

馬
兩
藩
 

は、
 

金
 

拾
 

5M
: 

宛
 

を
推
讓
 

し
て
 

龜
藏
を
 

中
心
と
す
ろ
 

上
前
 

島
 

仕
 

法
 

金
に
 

加
 

人
し
、
 

曾
 

我
の
 

民
 

次
 

郞
も
亦
 

金
六
兩
 

を，
：：
 

山
し
て
 

そ
の
 

事
槳
を
 

助
成
し
 

亿。
 

斯
 

く
し
て
 

嘉
永
ー
 

一
年
に
 

は 
愈
々
 

上
^
 

島
 

村
 

一 
村
の
 

仕
 

法
が
 

行
 

は
れ
た
。
 

爾
來
 

引
つ
 

ゾ
き
 

進
行
し
た
 

と 
見
え
、
 

慶
應
 

元
年
の
 

日 
掛
繩
索
 

帳
に
 

よ
れ
ば
、
 

一 
ケ 

年
の
 

铳
立
金
 

丸
 

拾
 

壹
兩
餘
 

に 
達
し
 

北
 

越
の
 

地
に
 

報
 

德
の
苗
 

は 
育
成
 

せ
ら
れ
た
。
 

S
 

駿
州
 

地
方
の
 

仕
 

法
 



ィ
 
富
士
郡
 
五
苡
島
 

甯
士
郡
 
五
^
島
 
は 現

 午
の
 
田
子
铺
 
村
の
 
ー
區
 で
あ
ろ
。
 
富
士
 
.tnlgl 岸

の
 
沿
海
 衬
 で
あ
ろ
。
 

一
村
の
 
負
 情
 總
額
金
 
八
 百
 贰
拾
兩
 
を 超

え
、
 
報
 德
金
拜
 
惜
を
願
 
出
た
。
 
負
 

屮
 引
落
し
 
或
は
 
K
 地
寶
却
 
其
 他
 を
 合
せ
て
 

金
 六
 百
 三
 拾
 九
 兩
餘
を
 
除
き
、
 
差
 引
 殘
金
百
 
八
 拾
 壹
兩
餘
 
は 報

 德
金
借
 

ffl に
よ
っ
て
 
解
決
す
 
る 仕

 法
案
で
 
あ
ろ
。
 

口 
庵
原
 
郡
 富
士
川
 
町
 

岩
 淵
の
 
名
主
 
役
 中
の
 

一 人
た
 
る 孫

 右
衞
門
 
は、 

安
居
院
 
翁
の
 
話
を
閜
 
い
て
 
感
歎
し
、
 
隨
身
 

を 歎
願
し
、
 

叉
 同
村
 
喜
 之
 右
 衞
門
枠
 
牛
 之
 助
 も 同

様
 
隨
身
 
敎
缟
を
 
仰
ぎ
た
 
し
と
 
願
 出
づ
ろ
 
爲、 

嘉
永
ー
 
一年 

一 行
 三
人
 
は
 

態
々
 
莨
 岡
ま
で
 
來
り
、
 
數
日
滯
 
在
 懇
願
し
た
 
が、 

多
忙
の
 
故
と
 
遠
方
で
 
あ
ろ
か
ら
 
應
じ
 
難
し
と
 
て、 

旅
費
 を 潤

 澤
に
給
 

與
し
、
 
歸
國
の
 
上
 本
業
に
 
精
^
す
 
ろ
檨
 
に
と
 
歸
 さ
れ
た
。
 
W
 し SI 宅

 後
敎
！
 i
 の
き
 
を 奉

じ
て
 
少
し
 
づ
ゝ
の
 
成
績
 
を
擧
げ
 

つ A あ
ろ
 
謝
狀
が
 
あ
ろ
。
 

ハ 
同
 郡
 庵
原
 
村
 權
左
衛
 
門
 
一
家
 を 中

心
と
す
る
 
仕
 法
 

が
 行
 は
れ
た
。
 
權
左
衞
 
門
 は 明

治
に
 
至
り
 
柴
田
順
 
作
と
 
稱
 

し、 
堅
 節
 先
生
と
 
尊
稱
 
せ
ら
れ
た
。
 
報
德
の
 
行
者
で
 
あ
ろ
。
 
權
左
衞
 
門
の
 
報
德
仕
 
法
に
 
隨
喜
 
し
た
の
 
は 小

 林
 平
 兵
衞
の
 

誘
導
に
 
よ
ろ
。
 
小
 林
と
 
柴
 田
の
 
關
係
は
 
植
左
衞
 
門
の
 
先
代
の
 
時
よ
り
 
起
ろ
。
 
當
時
小
 
林
 は 非

常
に
 
柴
 m 家

の
 
厄
介
に
 
な
 

つ
た
 
も
の
で
あ
る
 

故
に
 
權
左
衞
 
門
に
 
代
り
 
先
生
に
 
そ
の
 
仕
 法
 を 歎

願
し
た
。
 

贘
左
衞
 
門
の
 
祖
先
 
は 困

窮
に
 
务
を
 起
し
、
 
藤
蔓
に
 
て
 脊
負
繩
 
を 作

っ
て
 
働
き
、
 

一 代
に
 
家
を
與
 
し
た
の
で
 
之
 を 桐

 箱
 

に 人
れ
 
て
 子
孫
の
 
敎
誨
 
と
な
し
、
 
代
々
 
之
 を
家
寶
 
と
し
て
 
傅
 
へ
ら
れ
た
。
 

W
 代
 n は 農

業
に
 
專
 心
し
 
白
 隱
禪
師
 
に
隨
身
 

し
た
、
 
五
^
目
 
は
鈹
 
及
び
 
炭
 を 江

戶
 
に
迗
ろ
 
を 業

と
 
し
て
 
巨
利
 
を 得

、
 
財
産
 
七
 八
 千
 兩
餘
、
 

m 畑
 七
 八
 千
 石
餘
、
 
其
 外
 



W
 

金
 

多
額
に
 

あ
つ
た
と
 

傅
 

へ
ら
れ
ろ
。
 

六
 

代
 

E 
は
慈
溪
 

居
士
と
 

い
ひ
、
 

遂
翁
和
 

尙
に
隨
 

身
し
た
 

が
、
 

家
業
に
 

専
ら
な
ら
 

ざ
り
 

し
と
 

见
ぇ
、
 

財
産
 

減
耗
し
、
 

七
 

代
 

を 
經
て
八
 

代：
 

H 
に 

至
っ
た
。
 

こ
の
 

八
 

代
 

H:
 

の 
構
 

左
 

衞
門
は
 

御
殿
場
よ
り
 

聱
に
來
 

り、
 

元
の
 

名
 

を 
良
 

藏
と
稱
 

し
た
。
 

小
 

林
 

平
 

兵
衞
が
 

出
奔
 

同
様
 

身
を
投
じ
 

た
の
が
 

こ
の
 

顷
の
 

事
で
 

あ
る
。
 

平
兵
衞
 

は
慈
溪
 

よ
り
 

日 
顷
敎
戒
 

せ
ら
れ
て
 

改
心
し
、
 

象
 

道
 

を 
挽
回
し
 

常
に
 

報
恩
 

を 
志
し
て
 

居
 

た。
 

丸
 

代
 

を
經
て
 

十
代
 

H 
卽
ち
柴
 

田
厨
乍
 

の 
權
左
衞
 

門
 

は 
不
仕
合
 

打
 

綾
き
 

莫
大
な
 

負
侥
を
 

生
じ
、
 

日 
雇
 

出
 

稼
の
 

餘
俊
 

な
き
 

旨
 

を 
平
兵
衞
 

に
吿
げ
 

歎
い
た
、
 

依
て
 

平
 

兵
 

銜
は
權
 

左
 

衞
門
を
 

伴
 

ひ、
 

天
 

保
 

十
三
 

年
 

野
 

州
に
 

至
り
 

報
 

德
金
拜
 

借
 

を
 

歎
願
し
た
 

所
、
 

小
 

田 
原
 

領
分
へ
 

さ
へ
 

も 
充
分
に
 

は
 

行
 

屈
か
な
い
 

か
ら
と
 

て
 

路
用
 

金
贰
 

雨
を
與
 

へ
て
 

歸
 

さ
れ
た
。
 

併
し
 

到
底
 

挽
回
 

策
が
な
い
 

か
ら
と
 

て、
 

i!
c 

原
屋
、
 

湊
屋
 

等
 

を 
便
り
て
 

更
に
 

同
 

十
五
 

年
報
 

德
金
拜
 

借
 

を
 

願
 

出
た
。
 

湊
屋
、
 

宮
原
屋
 

等
 

は 
之
に
 

答
へ
 

て
 

H ；、
 

願
 

出
の
 

儀
 

は 
道
理
 

あ
ろ
 

こ
と
で
 

あ
ろ
が
、
 

差
當
り
 

到
底
 

餘
 

地
が
な
い
、
 

强
て
 

願
 

出
で
 

た
し
と
 

な
ら
ば
、
 

^
田
の
 

仕
 

法
 

同
様
、
 

一 
切
 

財
產
兹
 

出
し
、
 

負
 

倚
 

悉^
: 

償
還
 

始
末
の
 

上、
 

差
 

障
り
な
 

き 
様
に
 

致
 

し、
 

改
め
て
 

親
類
 

組
合
 

村
 

役
人
 

を 
以
て
 

地
頭
 

所
へ
 

願
立
て
、
 

そ
れ
よ
り
 

其
 

筋
 

迄
 

仰
 

入
れ
ら
れ
、
 

公
然
 

巾
 

出
で
 

た
る
 

時
 

は 

何
 

か
 

計
 

ひ
 

遣
す
べ
し
、
 

若
し
 

逃
 

隱
れ
恩
 

儀
 

を
 

忘
却
 

致
さ
ば
、
 

有
 

物
 

追
々
 

减
じ
可
 

申
に
 

つ
き
、
 

歸
國
 

す
ろ
 

康
 

願せ
：：
 

お、
 

差
戾
 

す
と
の
 

事
で
あ
っ
た
。
 

斯
く
仕
 

法
 

は 
一 
應
招
絕
 

せ
ら
れ
た
 

が、
 

權
左
衞
 

門
 

は 
先
生
に
 

隨
從
 

す
ろ
 

熱
望
 

禁
じ
 

難
く
、
 

强
て
^
 

^
屋
に
 

歎
願
し
た
 

の
で
、
 

、
江
戸
に
 

於
て
 

仕
 

法
 

雛
 

形
作
 

製
 

中
に
 

つ
き
、
 

飯
 

焚
な
ら
 

ば
 

周
旋
す
べ
し
、
 

飯
 

焚
 

出
 

來
ろ
ゃ
 

否
や
と
の
 

問
に
、
 

未
熟
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な
が
ら
 
勉
 む
ろ
 
由
 を
應
 
へ
た
の
で
、
 
弘
化
元
 

(IK 保
 十
五
)
 
年
 三
月
よ
り
 
西
久
 保
の
 
邸
に
 
住
 込
む
 
こ
と
と
 
な
り
、
 
庵
原
 

村
の
 
方
 は
 家
財
 
道
具
 
を
 村
 方
へ
 
差
 出
す
 
と 申

 置
い
て
 
江
戸
に
 
出
で
、
 
終
に
 
歸
宅
 
し
な
か
っ
た
。
 
取
扱
に
 
窮
 し
た
の
 
は 村

 

^
人
並
 
領
主
の
 
役
人
で
 
あ
ろ
。
 
依
て
 
領
主
 
石
 川
 叉
 四
郞
の
 
重
役
 猪
瀨
 
毛
左
衞
 
門、 

役
所
 
詩
 牧
田
七
 
左
衞
門
 
は、 

村
 内
の
 

, 協
議
 
を
 整
へ
、
 
近
鄕
 市
場
 村
 秋
 山
 主
 殿
、
 
陣
 星
の
 
小
 林
 角
右
衞
 
門、 

曾
 我
 伊
豫
 守
の
 
家
 來
佐
野
 
小
 十
郞
の
 
手
を
經
 
て、 

宇
津
 
家
の
 
岩
 本
 善
 八
郞
へ
 
書
狀
を
 
遣
し
、
 
歸
村
方
 
を 依

頼
し
 
來
 つ
た
、
 
そ
の
 
皆
 濟
方
案
 
は、 

「
新
 古
村
 借
用
 
金
 共
 引
 請
 

方
 中
考
趣
 
法」 

で
あ
っ
て
、
 
樯
左
衞
 
門
の
 
負
 倚
 は 百

 八
 拾
 八
 兩
屮
九
 
拾
四
兩
 
三
分
 贰
朱
 
と
し
、
 
其
 他
 は 

一 ケ
年
 
三
兩
贰
 

朱
の
 
年
賦
、
 
村
 方
 負
 擔
は
百
 
九
 拾
八
兩
 
贰
拾
ケ
 
年
賦
と
 
す
ろ
。
 
ま
た
 
權
左
衞
 
門
 自
借
分
 
七
 百
 四
 拾
 六
兩
餘
 
は、 

弘
化
ニ
 

年
よ
り
 

一 
一十
 

年
 

問
 

金
 

貳
兩
壹
 

分
餘
、
 

村
 

引
 

請
 

方
 

は 
田
地
 

諸
道
 

具
寶
拂
 

代
金
よ
り
 

四
 

拾
 

六
 

兩
餘
を
 

差
 

出
す
 

と
い
 

ふ
の
で
 

あ 

つ
た
。
 
ま
た
 
三
百
 雨
の
 
頼
母
子
講
 
中
 百
 五
 拾
兩
を
 
早
速
 
入
札
し
、
 

Q: 惜
分
は
 
十
 兩
钰
に
 
五
雨
 
宛
に
 
て
支
拂
 
ひ、 

殘
り
は
 

二
十
 
ケ 年

賦
と
 
す
ろ
 
と
い
 
ふ
に
 
あ
ろ
。
 
當
時
 
權
左
衞
 
門
の
 
E 畑

總
 
預
け
 
二
十
 
四
俵
餘
 
で
あ
ろ
。
 
こ
の
 
案
に
 
よ
っ
て
 
實
行
 

す
ろ
 
こ
と
 

A な
り
、
 
嘉
永
四
 
年
に
 
は 質

 地
請
戾
 

ra 畑
 總
計
貳
 
町
 五
 反
 三
 畝
 七
 歩
、
 
年
貢
 
總
納
人
 
四
 拾
 八
 俵
と
 
な
つ
て
^
 

ろ o 

こ
の
 
仕
 法
の
 
進
行
に
 
は 權

左
衞
 
門
が
 
居
な
く
て
 
は
な
ら
ぬ
、
 
故
に
 
一 同

 は 權
左
衞
 
門
 不
在
と
 
な
り
た
ろ
 
を
 憂
 ひ、 

急
 

遽趣法 進行の 談判 躍進し、 前記の 如き 案が 出來 たので、 弘化ニ 年 六月 十七 H 父 樵 山から 是非 歸宅 すろ 

様
と
の
 

特
使
 

來
り
、
 

前
記
の
 

案
を
齎
 

した
、 

依
て
 

權
左
衞
 

門 
は 

七
月
 

廿
日
 

出 
發
歸
阈
 

す
る
 

こと
 

A 
な
つ
た
。
 

權
左
衞
 

門 
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在.
 

江
戶
中
 

一 
年
 

有
半
、
 

飯
 

焚
と
 

し
て
 

召
使
 

は
る
 

A 
の
で
 

あ
ろ
か
ら
、
 

特
に
 

先
生
よ
り
 

直
接
 

敎
 

へ
ら
ろ
 

i 
所
 

ま.
 

少
な
 

か
つ
 

た
が
、
 

あ
ろ
 

日
隨
 

身
の
 

人
々
 

皆
 

不
在
の
 

爲
に
、
 

權
左
衞
 

門
は
畫
 

飯
の
 

給
仕
に
 

出
た
、
 

菜
 

豆
の
 

あ
へ
 

物
 

を 
出
し
た
^
、
 

之
 

を
 

味
 

ひ
つ
 

i 

「
旨
い
 

ぞ
 

權
左
衞
 

門
^
 

前
が
 

作
っ
た
 

か。
，」
 

「 
ハ 

ィ 
裏
の
 

明
き
 

地
に
 

作
り
ま
し
た
。
」
 

「
さ
う
 

か
 

33
 

ぃ
ぞ
」
 

と
て
 

全
部
 

食
し
 

終
り
、
 

杏
の
 

物
に
 

箸
 

を
つ
 

け
ら
れ
た
 

所
、
 

如
何
に
し
て
も
 

一 
切
を
揷
 

む
こ
と
 

が
出
來
 

な
い
で
、
 

强
て
禅
 

み 
上
げ
よ
う
と
 

せ
ら
れ
ろ
 

と 
全
部
 

上
っ
て
 

來
た
、
 

先
生
 

は 
之
 

を 
眺
め
つ
 

A
 
 

. 

「
榴
 

左
衞
 

門、
 

是
は
 

切
っ
た
 

の
か
 

切
ら
な
い
の
.
 

か、
 

切
っ
た
 

樣
 

で
も
 

あ
り
 

切
ら
ぬ
 

様
で
 

も 
あ
ろ
。
 

權
左
衞
 

門
お
 

前
の
 

借
金
 

は 
丁
度
 

こ
れ
と
 

じ
で
 

あ
ろ
、
 

切
る
 

所
で
 

切
れ
て
^
ら
 

ぬ
と
 

役
に
 

は 
立
た
ぬ
」
 

と 
諭
さ
れ
た
 

の
で
、
 

權
左
衞
 

門
 

は 
消
え
 

人
り
た
い
 

樣
な
氣
 

持
が
 

し
た
と
 

い
ふ
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

權
左
衞
 

門
 

は 
直
接
 

先
生
の
 

指
導
 

を 
受
け
ず
 

と
も
、
 

門
人
 

諸
子
よ
り
 

夫
々
 

明
敎
の
 

片
鱗
 

を
 

時
々
 

聞
き
 

居
 

た
れ
ば
、
 

歸
宅
 

平
々
 

報
德
 

生
活
に
 

邁
進
し
、
 

終
に
 

前
記
の
 

如
き
 

成
 

繽
を
擧
 

げ
た
。
 

そ
の
 

償
還
 

始
末
 

を 
序
し
て
 

先
生
に
 

報
告
し
た
，
 

0 
所
、
 

先
生
 

は 
之
 

を 
門
人
 

諸
子
に
 

示
し
て
 

曰
く
、
 

糙
左
衞
 

門
の
 

如
く
 

何
 

一 
っ
敎
 

へ
た
ろ
 

こ
と
な
き
 

に 
斯
く
實
 

行
し
た
り
 

と
大
に
 

悅
び
稱
 

し
た
と
 

い
ふ
。
 

ま
た
 

實
績
の
 

一 
つ
と
 

し
て
 

有
名
な
 

の 
は、
 

先
年
 

野
 

州
に
 

赴
き
た
 

ろ
時
與
 

へ
ら
れ
た
 

金
贰
 

，
 

を
 

平，
 



兵
衞
 
に； S

 入
れ
、
 
^
々
利
^
り
し
 
飞
嘉
永
 
四
 年
に
 
I
E
 
六
 畝
 步
を
購
 
人
し
、
 
翌
年
に
 
は 壹

俵
贰
 
斗
が
 
ま
た
 
他
に
 
貸
付
ら
 

れ、 
善
橄
 
金
の
 
繼
繽
積
 
立
が
 
行
 は
れ
、
 
六
 年
に
 
は 日

光
 御
 仕
 法
 金
よ
り
 
金
 五
兩
を
 
下
付
 
せ
ら
れ
て
 
赏
 せ
ら
れ
た
。
 

柴
田
權
 
左
 衞
門
は
 
以
上
の
 
如
き
 
關
係
を
 
以
て
 
仕
法
實
 
施
の
 
體
驗
を
 
得
、
 
依
て
 
庵
原
 
附
近
の
 
仕
 法
の
 
中
樞
的
 
指
導
者
と
 

し
て
、
 
報
 德
の
道
 
を 廣

く
傳
 
へた。 

六
 
遠
 州
 地
方
の
 
仕
 法
 

遠
 州
に
 
於
け
 
ろ 報

德
仕
 
法
の
 
發
端
 
は、 

安
居
院
の
 
宣
傳
 
よ
り
 
普
及
し
 
始
め
た
。
 
安
居
院
 
は 

神
 奈
川
縣
 
中
 郡
 東
 穀
ぎ
村
 

の 密
正
院
 
に 生

れ
、
 
庄
 七
と
 
稱
し
、
 
小
 田 原

 領
御
仕
 
法
 中、 

先
生
よ
り
 
仕
 法
 書
の
 
淨
書
 

を
 頼
ま
れ
、
 
終
に
 
報
 德
仕
法
 
を
禮
讃
 
し、 

ま
た
 
家
業
の
 
關
 係
よ
り
か
 
敬
神
の
 
念
 厚
く
、
 
神
社
 
參
拜
 
を
な
 
し、 

弟
 勇
 次
郞
 

と
共
に
 
諸
方
み
 
巡
れ
ろ
 
中、 

大
阪
府
 
北
 河
 內
郡
山
 
£ 村

 田 口
の
 
杉
 澤
作
兵
 
衞
の
發
 
企
に
 
係
ろ
、
 
伊
勢
、
 
男
 山、 

舂
日
三
 

社
參
拜
 
萬
人
講
 
加
入
 
勸
 誘
の
 
爲、 

朿
 海
道
 
を
 往
来
し
 
つ A あ

っ
た
 
時
、
 
弘
化
 
三
年
 
十
 
一 月 歸

國
の
 
際
、
 
三
 河！： 藤

 川
 宿
 

菱
屋
喜
 
平
方
に
 
て、 

遠
 州
濱
名
 
郡
長
 
上
 村
 下
石
 
田 村

の
 
神
 谷
 與
平
治
 
は、 

日
本
 
阈
 中
の
 
神
社
 
佛
閣
 
を
參
拜
 
す
る
 
信
心
 
者
 

な
ろ
 
こ
と
み
-
聞
き
、
 
安
居
院
の
 
弟
 淺
田
勇
 
次
 郞
は
右
 
與
平
治
 
方
に
 
立
 寄
り
、
 
萬
 人
 講
の
黉
 
成
 を
 請
 ひ、 

翌
弘
化
 
四
年
舂
 

三
月
、
 
^
勢
 
太
々
 
神
樂
 奉
納
 參
詣
の
 
歸
途
、
 
安
居
院
 
兄
笫
 
と
與
平
 
治
と
 
同
道
に
 
て
 旅
 中
 報
德
の
 
道
を
談
 
じ、 

田畑. 耕
作
 

の
 法
 等
を
敎
 
へ
た
の
で
、
 
與
平
治
 
は
大
に
 
妙
法
な
 
ろ こ

と
 
を
 感
じ
、
 
兩
人
を
 
下
石
 
田
に
 
招
き
、
 
有
志
 
を
 集
め
て
 
そ
の
 
敎
 

を
 聞
き
、
 
報
德
 
勤
行
の
 
同
志
 
を
 結
束
し
、
 
報
德
遝
 
中
 叉
 は 御

 報
 速
 中
と
 
稱
し
、
 
以
後
 
そ
の
 
敎
を
 
聞
く
 
も
の
 
大
に
埒
 
加
し
 

た。 
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嘉
永
 

元
年
 

小
 

笠
 

郡
 

倉
 

眞
村
岡
 

田 
佐
 

平
 

治
 

翁
 

も 
亦
 

そ
の
 

敎
を
 

I™
 

き、
 

人
生
の
 

要
 

道
 

之
に
 

在
り
と
 

し、
 

直
に
 

同
志
 

を 
集
め
 

て
 

御
 

報
述
中
 

を
 

組
織
し
た
。
 

同
 

郡
 

西
 

山 
口
村
 

成
 

瀧
の
 

平
 

岩
 

佐
 

兵
衞
、
 

東
 

山
 

口
村
 

影
 

森
の
 

啓
 

助，
、 

周
 

智
郡
森
 

町
の
 

山 

J
 
 

いなさ 
け 

が 
ま
ち
 
 

. 

中
 

利
 

助
、
 

引
佐
郡
 

氣
賀
 

町
の
 

武
田
兵
 

左
衞
 

門、
 

松
 

井
藤
 

太
夫
 

等
 

各
 

そ
の
 

近
 

村
 

を
 

誘
 

ひ
て
 

御
 

報
 

速
 

中
 

は 
益
々
 

埒
 

加
し
た
。
 

然
る
に
 

こ
れ
 

等
 

報
 

德
仕
法
 

新
 

參
の
讃
 

仰
 

者
 

は、
 

敎
の
大
 

先
生
た
 

ろ 
先
生
 

を
禮
讃
 

す
ろ
 

態
度
 

昂
騰
す
 

ろ
と
 

共
に
、
 

そ
の
 

風
貌
に
 

接
す
ろ
 

を 
得
ん
 

と
す
る
 

心
強
く
な
 

り、
 

ま
た
 

毎
月
 

集
ろ
 

報
德
 

金
の
 

增
 

大
し
て
、
 

一
連
 

中
に
 

三
百
 

兩
を
越
 

ゆ
る
 

も 

の
さ
へ
 

生
じ
、
 

そ
の
 

始
末
に
 

關
し
 

良
法
 

を
 

得
難
く
、
 

之
 

を 
質
し
て
 

敎
を
受
 

く
ろ
の
 

要
 

あ
り
、
 

面
謁
の
 

機
會
を
 

要
望
し
て
 

居
た
。
 

偶
々
 

嘉
永
五
 

年
 

十一
 

一月
 

廿
曰
、
 

岡
 

m 
佐
 

平
 

治
 

「
平
 

岩
 

佐
 

兵
 

衞
の
兩
 

人
 

江
戸
に
 

出
で
、
 

麻
布
 

谷
 

町
の
 

相
 

馬
屋
 

敷
に
 

至
り
 

從
來
 

安
居
院
の
 

敎
示
を
 

受
け
 

御
 

法
に
 

感
服
し
、
 

微
少
な
が
ら
 

も 
精
 

立
 

を
な
 

し 
居
る
 

も、
 

是
非
 

直
接
 

「
御
 

仕
 

法
の
 

御
敎
 

導
 

相
 

願
 

度
 

旨
」
 

を
 

申
し
出
た
。
 

然
 

ろ
に
 

當
日
 

先
生
 

は 
彌
太
郞
 

氏
の
 

緣
談
の
 

認
許
を
 

得
た
 

ろ 
御
 

t"
 

廻
り
 

中
で
 

不
在
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

伊
朿
發
 

身
が
 

面
會
 

し
て
、
 

報
德
の
 

趣
旨
に
 

つ
き
 

談
 

ず
ろ
 

所
が
あ
っ
た
。
 

併
し
 

御
 

報
 

連
中
 

は
こ
れ
 

の
み
で
 

滿
足
 

す
ろ
 

こ
と
が
 

出
來
 

ず、
 

各
々
 

面
 

謁
の
機
 

を 
得
ん
 

こ
と
 

を 
欲
し
て
 

居
た
 

が、
 

翌
嘉
 

永
 

六
 

年
 

一 
一月
 

一 
一十
三！
 

21
、 

成
 

瀧
の
 

龍
法
院
 

出
府
し
、
 

麻
布
の
 

邸
 

を
 

訪
問
し
、
 

舊
冬
佐
 

平
 

治
 

等
 

參
上
御
 

敎
示
を
 

受
け
た
 

こ 

と 
を
 

謝
し
、
 

御
禮
に
 

出
頭
し
た
 

と 
申
出
た
 

所
、
 

先
生
 

は 
暫
時
 

面
談
せ
ら
れ
 

た。
 

ま
た
 

嘉
永
六
 

年
 

八
 

W 
廿
八
 

日
に
 

は、
 

氣
 

賀
町
武
 

e 
兵
左
衞
 

門
、
 

松
 

井
藤
 

太
夫
、
 

影
 

森
 

村
の
-
 

啓
 

助
 

は、
 

啓
 

助
が
 

そ 

一 5。3  — 
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の
 铂
主
窒
 
贺
 山
城
 守
が
、
 
相
 馬
 侯
と
 
叔
 姪
の
 
關
 係
で
 
あ
ろ
か
ら
、
 
相
 馬
 家
老
 
熊
 川、 

渡
邊
等
 
の 取

^
 
を
 以
て
 
富
 田 

伊
 

藤
 等
の
 
添
書
 
を
 持
た
せ
、
 

R 光
に
 
詣
り
松
 
井
藤
 
太
夫
が
、
 
嘉
永
ニ
 
年
よ
り
 
日
掛
 鲻
索
猜
 
立
 を
な
 
し、 

三
百
 兩
 に
も
 
達
し
 

た
が
、
 
將
來
 
如
何
に
 
す
れ
ば
 
可
な
 
ろ や

に
つ
 
き
御
敎
 
示
に
 
預
 り
た
い
 
と 願

 出
た
 
が、 

非
常
に
 
多
忙
の
 
故
 を
 以
て
 
而
 お
は
 

許
さ
れ
な
か
っ
た
 
け
れ
ど
も
、
 
安
居
院
 
同
道
で
 
來
る
樣
 
に
と
の
 
事
で
、
 
伊
東
 等
が
 
面
會
 
し
て
^
ら
 
し
め
た
。
 

. 
啓
 助
 等
 は 

一 應
 引
返
し
て
 
安
居
院
 
並
に
 
同
志
と
 
同
行
す
 

ろ 
こ
と
 

A な
り
、
 
同
志
が
 
安
居
院
に
 
伴
 は
れ
て
 
來
た
。
 

そ 

れ
は
 
同
年
 
九
月
 
四
日
の
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 

一 行
 は 內

田
啓
 
助
、
 
岡
 E 佐

 平
 治
、
 
武
田
 
兵
左
衞
 
門、 

松
 井
藤
 
太
夫
、
 
山
中
 
常
 

あ- ク し- f 'ば- 3 

吉
、
 
山
中
 
利
 助、 

神
谷
久
 
太
郞
、
 
安
居
 
院
庄
 
七
 同
道
に
 
て
 出
頭
、
 
八
月
 
廿
 五
日
、
 
日
光
 
櫻
秀
 
坊
の
假
 
役
所
 
を
 訪
問
し
、
 

遠
州
瑰
 
方
に
 
は 二

十
 
ニ
ケ
 
村
の
 
報
德
 
社
が
 
出
來
、
 
社
 ほ
 四
百
 
十
九
 
人
に
 
達
し
、
 
積
立
金
の
 
運
用
 
方
法
に
 
つ
き
 指
導
 
を
受
 

け
た
し
 
と 申

出
た
。
 
丸
 W; 四： M よ

り
 
御
 仕
 法
 書
を
拜
 
見
し
、
 
十二  H ま

で
 
毎
日
、
 
殆
ど
 
終
日
 
閱
覽
を
 
許
さ
れ
、
 
十
三
 
日 

先
生
 
病
中
に
 
拘
ら
 
ず
面
會
 
あ
り
、
 
報
德
の
 
要
旨
 
を
 講
ぜ
ら
れ
、
 
先
 づ
遠
州
 
地
方
の
 
報
德
社
 
創
立
の
 
實
際
 
を
稱
讃
 
し、 

報
 

德
 金
の
 
運
用
 
は
 御
 仕
 法
に
 
よ
っ
て
 

一 村
 復
與
に
 
資
し
、
 
順
次
 
他
の
 
町
村
に
 
及
ぼ
す
 
と
き
 
は、 

多
々
 
益
々
 
辨
 ず
べ
き
 
を
敎
 

導
せ
ら
れ
、
 
御
 仕
 法
 を
 講
じ
、
 
御
 報
 連
中
の
 
積
 立
 會
合
を
 
な
す
こ
と
 

を：！ 叶
し
て
、
 
三
 新
田
の
 
御
 仕
 法
 書
 を
附
與
 
せ
ら
れ
 

た
、
 
こ
れ
 
報
德
社
 
創
立
の
 
認
可
で
 
あ
ろ
。
 

一 行
 は 十

五
 
H 出

發
 
し
て
 
歸
途
に
 
上
っ
た
。
 

七
 

岡
 田
家
 を
 中
心
と
す
る
 
仕
 法
 

倉
 眞
村
は
 
小
 笠
 郡
 内
に
 
あ
り
、
 
そ
の
 
仕
 法
 は 岡

 3： 家
の
 
指
^
に
 
よ
っ
て
 
行
 は
れ
 

た
。
 
そ
の
 
發
端
は
 
報
德
の
 
法
が
 
下
石
 
田 附

近
に
 
行
 は
ろ
 

A 由
 を、 

嘉
永
 
元
年
 
四
月
 
廿
 七
日
、
 
曾
 我
村
澤
 
田
の
 
又
 六
方
に
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て
傳
 

聞
し
、
 

同
年
 

五
月
 

十
九
 

日、
 

掛
川
町
 

十
九
 

首
 

中
 

屋
八
郞
 

太
夫
 

方
に
 

て、
 

安
居
院
、
 

淺
田
兩
 

人 
直
接
 

講
話
 

を
 

聞
き
、
 

兩
 

人-
を 

聘
 

し
て
 

村
民
に
 

講
話
 

を
 

請
 

ひ、
 

忽
ち
 

連
中
 

三
十
 

人
 

を 
得
た
。
 

爾
來
 

附
近
に
 

宣
傳
 

普
及
し
、
 

嘉
永
六
 

年
 

日
光
 

訪
司
 

の
 

頃
旣
に
 

連
中
の
，
 

間
に
 

拔
 

群
な
 

ろ
報
德
 

行
者
で
あ
っ
た
。
 

隨
 

つ
て
 

そ
れ
よ
り
 

先
 

三
十
 

一 
ーク
 

村
の
 

報
德
速
 

中
の
 

積
 

立
に
 

も 

1 
頭
 

地
を
拔
 

き、
 

倉
眞
 

村
の
 

分
 

は 
百
 

六
 

拾
 

兩
餘
を
 

積
 

立
て
た
 

が、
 

そ
の
 

內
岡
 

m 
象
の
 

推
 

讓
は
米
 

百
 

八
十
 

七
 

俊
餘
、
 

金
 

九
 

拾
 

兩
餘
、
 

他
に
 

貸
 

出
金
 

四
百
 

三
拾
贰
 

兩
餘
、
 

親
族
へ
 

施
與
 

j
 

二
百
 

兩
餘
 

と
い
 

ふ。
 

こ
の
 

報
 

德
米
金
 

中
佐
 

平
 

治
の
 

隹
讓
は
 

連
 

中
の
 

内
 

最
多
 

額
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
が
 

爲
に
は
 

一
家
の
 

分
 

度
 

確
立
 

を 
必
要
と
 

し、
 

種
々
 

の 
人
 

用
 

を 
取
調
べ
、
 

百
 

五
 

拾
 

五
 

|S
 

贰
分
餘
 

と
し
、
 

家
德
を
 

調
査
し
て
 

贰
百
拾
 

贰
兩
餘
 

を
 

得
、
 

差
 

引
 

五
 

拾
 

七
兩
贰
 

分
餘
を
 

算
出
し
、
 

推
 

譲
の
 

基
礎
 

を
 

得
た
。
 

ま
た
 

隣
家
 

並
に
 

村
民
の
 

仕
 

法
 

を
 

講
じ
、
 

こ
れ
 

等
の
 

簿
書
 

を
携
 

へ
て
 

日
光
 

を
 

訪
問
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

先
生
 

は 
大
に
之
 

を
 

賞
 

し、
 

ま
た
 

片
岡
 

村
大
澤
 

家
の
 

仕
 

法
 

を
 

特
に
 

閲
覧
せ
 

し
め
、
 

富
者
の
 

餘
カ
を
 

以
て
 

一 
村
の
 

仕
 

法
 

を
 

講
ず
ろ
 

方
途
 

を 
指
示
せ
 

ら
れ
 
た。 

野
 

州
 

訪
問
の
 

際
 

直
接
 

傳
授
を
 

受
け
た
 

る 
は 

永
 

安
の
 

要
訣
に
 

し
て
、
 

貧
富
 

一 
圓
 

融
合
し
、
 

各
 

苜 
の 

分
限
に
 

よ
ろ
 

推
讓
の
 

力
 

を
 

結
合
し
、
 

以
て
 

こ
の
 

目
的
 

を
 

達
成
す
 

ろ
と
 

い
ふ
に
 

あ
ろ
。
 

岡
 

田
家
の
 

分
 

度
 

は 
倉
眞
村
 

高
の
 

半
 

を 
有
す
ろ
 

を 
以
て
、
 

恰
も
 

片
岡
 

村
の
 

大
澤
 

氏
に
 

酷
以
 

し
て
 

居
る
。
 

改
こ
岡
 

氏
り
 

推
讓
 

は
大
澤
 

氏
の
 

「
現
 

量
 

鏡
」
 

並
 

「
克
 

讓
增
益
 

鏡
」
 

を
範
 

と
す
べ
し
 

と
誨
 

へ
ら
れ
た
。
 

依
て
 

一 
象
の
 

分
 

度
 

を
 

立
つ
 

る 
こ 

と
^
に
 

述
べ
た
 

ろ 
如
く
で
 

あ
ろ
が
、
 

大
澤
 

氏
の
 

分
 

度
 

確
立
が
 

一 
一 百
數
十
 

年
間
の
 

持
 

高
に
 

あ
ろ
に
 

鑑
み
、
 

岡
间
氏
 

は
往
寺
 



の
 家
祿
を
 
調
査
し
、
 
特
に
 
fK 保

 五
 年
以
來
 
二
十
 
年
間
の
 
實
 績
に
徵
 
し、 

分
 度
 を 定

め
 
餘
財
を
 
精
査
し
、
 
年
々
 
德
 米
中
よ
 

り 五
十
 
俵
 を 爾

後
 
六
十
 
ケ 年

間
 差
 出
し
、
 
掛
川
 
藩
領
內
 
一
般
の
 
難
 村
 取
 直
 資
財
と
 
し
て
 
奉
納
し
、
 
^
に
 
種
々
 
の 餘

財
を
 

集
め
て
 
金
 百
兩
を
 
献
納
し
た
 
し
と
 
申
出
た
。
 

こ
の
 
顚
末
は
 
『
i
g
i
s
』
 
と
稱
 
す
ろ
 
家
憲
に
 
明
か
に
 
し
て
、
 
ま
た
 
こ
の
 
書
 を
有
效
 
な
ら
し
む
 
る 方

法
と
 
し
て
 

S
 

川
 藩
の
 
代
官
 增
井
孫
 
治
 右
 衞
門
ゝ
 
地
方
 
役
 横
 田 縫

 右
衛
門
 
を
 派
し
て
 
實
 地
に
 
就
て
 
精
査
し
、
 
そ
の
 
正
確
と
 
そ
の
 
奇
特
の
 

眞
實
 
篤
行
の
 
事
情
 
を
 明
か
に
 
し、 

藩
 內
の
報
 
德
仕
法
 
を 

一 任
し
、
 
玆
に
 
仕
法
實
 
施
の
 
基
礎
 
は 成

立
し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

範
 を
大
澤
 
家
の
 
仕
 法
に
 
採
り
た
り
 
と
雖
 
も、 

藍
よ
り
 
出
で
 

A 靑
 き
を
 
示
し
た
 
の
 も は 雲

 仍
遺
範
 
で
あ
る
、
 
こ
の
 
方
法
 

一 

並
報
德
 
金
の
 
活
用
 
は 岡

 田
家
 
並
 そ
の
 
居
 村
に
 
止
ま
ら
ず
、
 
掛
川
藩
 
數
十
ケ
 
村
に
 
及
び
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
公
 釜
 化
 社
 會
化
地
 

が
 

域
が
 
擴
大
 
さ
れ
、
 
現
下
の
 
小
 笠
 郡
、
 
周
智
 
郡
、
 
及
び
 
磐
 田 郡

の
 

一 部
に
 
も 1

 つ
た
こ
と
 
は 誠

に
 
著
し
い
 
こ
と
で
 
あ
ろ
。
 

こ
の
 
仕
 法
 は
 明
治
維
新
 
以
後
に
 
引
 績
き
行
 
は
れ
、
 
公
約
 
履
行
 
を
 徹
底
し
、
 
漸
次
、
 
報
德
 
社
の
 
結
束
と
 
な
っ
て
 
進
展
し
 

た、 
故
に
 
そ
の
 
約
束
し
た
 

ろ 五
十
 
俵
の
 
推
 譲
 は 後

昆
に
 
嚴
 守
せ
ら
れ
、
 
順
次
 
仕
 法
に
 
用
 ひ
た
 
殘
餘
が
 
現
に
 
大
日
 
本
報
德
 

社
に
 
特
別
 善
 種
 金
と
 
し
て
 
積
 立
て
ら
れ
て
 
居
ろ
。
 

佐
 平
 治
の
 
仕
 法
 中、 

小
 笠
 郡
 櫻
 木
 村
 K
 

原
 谷
 村
 s
i
、
 
磐
 田
 郡
 今
 井
村
 
深
 見
 等
 最
も
 
徹
底
的
に
 

一 村
 仕
 法
が
 
講
 

ぜ
ら
れ
 
た、 

飛
鳥
 
は
 借
財
 
金
 九
 百
 三
兩
餘
 
に
し
て
 
年
賦
 
金
 七
 八
拾
兩
 
宛
を
納
 
人
し
、
 
深
 見
 は 千

 五
 百
 五
十
 
兩
餘
の
 
負
債
 

に
し
て
、
 
J
 
二
百
 
拾
 五
 兩
宛
納
 
人
の
 
事
に
 
て
 仕
 f
 
行
 ひ、 

何
れ
も
 
十
ケ
 
年
に
 
i
 
了
し
た
。
 
時
人
 
佐
 平
 f
 
德
と
 



〜
^
常
な
 

ろ 敬
意
 
を
拂
 
ふ
に
 
至
っ
た
。
 

附
記
 

こ
の
 

他
 

野
 

州
 

下
 

都
 

賀
郡
下
 

福
 

良
 

村
の
 

無
 

盡
藏
積
 

立、
 

丹
 

後
宮
 

津
の
 

城
主
 

本
庄
 

安
藝
 

守
の
 

所
領
た
 

る 
野
 

州
 

方
面
 

の 
仕
 

法
に
 

つ
き
 

大
島
七
 

兵
衞
、
 

永
 

井
 

錦
之
丞
 

等
の
 

懇
願
に
 

封
す
 

ろ 
指
導
、
 

五
所
宮
 

村
の
 

領
主
 

旗
本
 

小
宮
 

山
義
惣
 

次
 

の 
仕
 

法、
 

江
戶
 

在
住
 

窪
 

田 
治
 

郞
右
衞
 

門
の
 

仕
 

法、
 

奥
州
 

水
澤
 

侯
の
 

仕
 

法、
 

江
 

州
 

蒲
 

E 
郡
六
ケ
 

村
の
 

仕
 

法、
 

其
 

他
 

巨
 

細
 

上
げ
 

来
れ
ば
 

尙
ほ
 

甚
だ
 

多
く
 

あ
ろ
が
 

こ
れ
 

を
 

略
し
、
 

諸
 

地
方
 

仕
 

法
 

中
の
 

代
表
的
な
 

も
の
 

を
 

擧
げ
て
 

仕
 

法
の
 

廣
範
 

阖
に
行
 

は
れ
た
 

こ
と
 

を
 

示
す
 

に 
止
め
る
。
 

I 
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第
二
 
十
 章
 
ニ
宫
大
 
先
生
 
鱧
讃
 

一 
K
i
 
人
の
 
生
活
 經
驗
 者
と
 
し
て
の
 
偉
大
 
さ
 

一 一宮 先
生
の
 
生
活
 
經
驗
瑗
 
境
 は 平

常
 
人
と
 
異
な
 
_5 所

が
 
な
か
つ
 

た、 
一
般
的
 常
人
の
 
生
活
と
 
異
な
ら
ざ
る
 
生
活
 
を
爲
 
し
つ
、
、
 
常
人
の
 
發
明
 
す
る
 
能
 は
ざ
る
 
生
活
法
 
則
 を 創

造
し
て
 

こ
れ
 
を 萬

 人
に
 
施
し
た
 
る 所

に
 
偉
大
な
る
 
光
輝
 
を 放

っ
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

先
生
 
は そ

の
 
生
涯
 
を 通

じ
て
 
奇
蹟
 的
 傳
說
を
 
遣
さ
な
か
っ
た
、
 

世
の
 
多
く
の
 
偉
人
に
 
は
屢
々
 
奇
蹟
が
 
傳
 
へ
ら
れ
る
、
 

一 

殊
に
 
宗
敎
的
 
偉
人
に
 
そ
の
 
例
が
 
多
い
、
 
政
治
家
、
 
武
勇
 
傳
 中
の
 
人
々
 
に は

往
々
 
其
 例
が
 
あ
る
。
 
然
る
に
 
先
生
 
は 全

く
 
そ 

^
 

の 傳
說
を
 
遣
さ
な
か
っ
た
。
 

而
 し
て
 
常
人
の
 
企
及
ば
ざ
る
 
報
德
 生
活
 
を 創

造
し
た
 
の
み
な
ら
ず
、
 
古
來
 幾
多
の
 
奇
蹟
 
を
 

傳
 
へ
た
 聖
者
が
、
 
未
だ
 
そ
の
 
指
 を 染

め
 
得
な
か
っ
た
 
興
國
 

法
を
發
 
明
し
て
、
 
前
代
未
聞
の
 
祕
庫
を
 
開
い
た
、
 
こ
れ
 

實
に
 
奇
蹟
 
を 示

現
せ
 
ざ
る
 

一 大
 奇
蹟
で
 
あ
る
。
 

こ
の
 
奇
蹟
に
 
あ
ら
ざ
る
 
奇
蹟
の
 
示
現
 
は、 先

生
が
 
宇
宙
人
 
生
を
觀
 
察
し
て
、
 
世
人
の
 
以
て
 
奇
蹟
と
 
す
る
 
所
 を 熟

視
し
、
 

こ
れ
 
を 平

常
 時
の
 
生
活
と
 
し
て
 
解
釋
 
し
た
 
事
柄
と
 
相
照
應
 
す
る
 
も
の
で
あ
る
。
 
例
へ
ば
 
『
至
誠
 
之
 道
 

可-】 お
^
 
矢
 一 

國
 

家
 4
i
S
 
有
^
 
祥ー 

艮
へ
 乎
 

動
い
 乎
 四
體
-
 
故
 至
誠
 
如レ 神

』
 と
い
 
へ る 古

語
 
を
 和
歌
に
 
て
譯
 
し、 

スルャ 

奥
山
 
は、 

冬
季
に
 
と ぢ

て
雪
 
ふ
れ
 
ど、 

ほ
こ
ろ
び
に
 
け
り
^
の
 
川
椤
。
 



と 
詠
 

じ 
n-
 

柳
の
 

斩
芽
 

は
卽
ち
 

春
の
 

至
ら
ん
 

と
す
る
 

前
兆
で
 

あ
る
。
 

宇
^
の
 

大
法
に
 

則
り
、
 

皇
阈
の
 

精
神
に
 

基
き
 

た
る
 

信
念
が
 

充
滿
 

す
れ
ば
 

、 
そ 

の 
行
動
 

自 
ら 

信
念
 

を 
表
現
す
 

る 
も
の
で
あ
る
。
 

そ 
の 

信
念
 

表
現
の
 

狀
態
 

に
あ
 

る 
を 

至
誠
と
 

い 

ふ、
 

卽
 

ち
そ
の
 

人
に
 

至
誠
が
 

實
在
 

す
れ
ば
、
 

語
ら
ざ
る
 

も 
必
ず
 

人
に
 

通
ず
 

る
で
 

あ
ら
う
。
 

國
家
 

憂
患
あ
っ
て
 

大
衆
 

之
 

を 

知
ら
ず
、
 

唯
 

自
己
の
 

名
利
に
 

心
を
馳
 

す
る
 

時、
 

憂
 

讓
の
士
 

の
 

0
 

動
 

は
 

恰
も
 

蓍
龜
に
 

見
 

は
れ
、
 

四
體
に
 

動
く
 

と
も
い
 

ふ
べ
 

き
實
 

情
に
 

あ
る
 

こ
と
、
 

恰
も
 

奥
山
に
 

春
の
 

至
ら
ざ
る
 

に 
河
 

邊
の
柳
 

色
 

旣
に
綠
 

を 
示
現
す
 

る
と
 

同
じ
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

そ 

の
關
 

係
の
 

過
た
ざ
る
 

こ
と
 

萬
 

古
 

不
易
で
 

あ
る
。
 

何
ぞ
 

そ
れ
 

宇
宙
の
 

妙
な
る
、
 

奇
蹟
と
 

い
ふ
 

は 
正
に
 

こ
の
 

不
變
の
 

宇
宙
の
 

大
法
で
 
あ
る
と
 
觀
 ず
る
の
 
が
 先
生
の
 
態
度
で
 
あ
る
。
 

斯
の
 

如
く
 

先
生
に
 

於
て
 

は 
奇
蹟
 

は
豫
 

測
し
 

得
ざ
る
 

も
の
で
 

な
く
、
 

推
 

想
し
 

得
ざ
る
 

事
柄
で
 

は
な
い
。
 

史
上
 

何
千
 

¥
太
 

陽
 

は 
東
よ
り
 

西、
 

我
等
の
 

世
界
 

を 
廻
る
 

も
の
と
 

し
た
る
 

奇
蹟
が
、
 

太
陽
系
の
 

運
動
と
 

し
て
、
 

天
 

文
學
 

的
事
實
 

と
し
て
 

解
せ
 

ら
る
 

A 
に 

至
っ
た
 

如
く
に
、
 

貧
富
の
 

隆
替
 

は 
浮
世
の
 

常
と
 

し
て
 

餘
儀
 

な
き
 

運
命
で
 

あ
る
と
 

諦
ら
 

め
た
 

世
人
に
 

封
し
、
 

貧
 

窮
を
救
 

ひ
 

富
昌
を
 

維
持
し
 

、
振
興
 

開
闢
の
 

必
成
法
 

を 
授
け
た
 

こ
と
 

は、
 

社
會
 

生
活
の
 

上
に
 

於
け
 

る 
一
大
 

維
新
で
 

あ
り
、
 

人
 

間
 

生
活
 

史
上
の
 

最
も
 

顯
 

著
な
る
 

創
造
で
 

あ
る
、
 

而
 

し
て
 

直
に
 

こ
れ
 

平
常
 

人
の
 

生
活
環
 

裡
に
 

於
け
 

る 
一
大
 

奇
蹟
で
 

あ
る
。
 

1 
一宮
 

先
生
 

は 
孝
行
に
 

し
て
 

勤
儉
、
 

家
 

を 
起
し
 

人 
を 

救
 

ひ
 

村
 

を 
興
し
た
 

偉
人
で
 

あ
る
と
 

稱
 

せ
ら
れ
て
 

居
る
、
 

そ
れ
 

は
 

そ
の
 

通
り
で
 

あ
る
が
 

そ
れ
だ
け
 

で
は
な
い
、
 

若
し
 

そ
れ
だ
け
の
 

人
 

を 
古
今
 

內
 

外
に
 

求
 

む
る
な
ら
ば
 

幾
人
 

も
の
 

先
生
が
 

あ
ろ
。
 

蓋
し
 

世
人
の
 

先
生
に
 

對
 

す
る
 

認
識
が
 

こ
の
 

程
度
で
 

あ
る
が
 

爲
に
、
 

勤
儉
 

カ
行
の
 

靑
年
を
 

見
れ
ば
 

今
 

金
 

次
 

郞
と
稱
 

し、
 

一 
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村
 

一 
鄕
を
 

興
し
た
 

尺
を
稱
 

し
て
 

今
 

尊
 

德
と
譽
 

む、
 

稱
譽
は
 

可
な
る
 

も、
 

先
生
と
 

列
べ
 

て 
之
 

を
 

見
る
 

は 
先
生
 

を 
知
る
 

點
に
於
 

て 
根
本
的
の
 

過
誤
に
 

陷
っ
 

た
も
の
で
 

あ
る
。
 

古
來
 

幾
千
 

年
、
 

生
活
の
 

安
泰
 

を 
保
持
す
 

る 
生
活
法
 

則
を
發
 

見
し
、
 

こ
れ
 

を
 

如
實
 

に
す
 

る 
生
活
様
式
 

を
 

創
造
し
、
 

之
 

を 
一 
身
 

一 
象
よ
り
、
 

公
私
 

領
六
 

百
餘
ケ
 

町
村
に
 

施
し
、
 

到
る
 

處
實
績
 

を 
擧
げ
、
 

そ 

の
範
圍
 

と
も
な
り
 

た
る
 

も
の
 

半
数
に
 

近
く
、
 

先
生
の
 

存
命
が
 

更
に
 

永
か
っ
た
 

な
ら
ば
、
 

又
 

政
治
機
構
が
 

幕
 

W
 

の 
儘
な
ら
 

ば、
 

着
手
し
た
 

多
数
の
 

村
 

は 
殆
ど
 

救
へ
 

た
で
 

あ
ら
う
。
 

併
し
な
が
ら
 

其
 

後
 

維
新
に
 

よ
っ
て
 

こ
の
 

生
活
様
式
が
 

無
 

效
に
歸
 

す
る
 

こ
と
は
な
か
っ
た
。
 

現
に
 

令
 

日 
儼
然
と
し
て
 

效
顯
を
 

示
し
つ
 

A 
あ
る
 

は、
 

蓋
し
 

先
生
 

以
前
 

先
生
な
 

く、
 

以
後
 

亦
 

永
 

遠
に
 

そ
の
 

方
法
の
 

尊
嚴
 

を
現
實
 

な
ら
し
め
 

得
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
 

卽
ち
 

各
地
に
 

輩
出
す
 

る 
勤
儉
の
 

孝
子
と
 

先
生
と
の
 

距
離
 甚
だ
 
大
 な
る
 
所
以
で
 
あ
ろ
。
 

先
生
 

は 
世
間
の
 

人
々
 

の 
信
ず
る
 

如
き
 

擧
問
 

は
せ
ら
れ
 

な
か
っ
た
、
 

「
い
ろ
は
」
 

と 
村
 

名
、
 

人
名
、
 

童
子
 

敎
、
 

實
 

語
敎
、
 

大
學
、
 

論
語
、
 

中
庸
な
 

ど、
 

平
常
 

人
の
 

讀
む
 

所
の
 

も
の
 

を
獨
習
 

的
に
 

讀
 

ま
れ
た
 

が、
 

そ
の
 

內
容
 

と
解
釋
 

と
に
 

は 
平
常
 

人
 

と 
は
 

非
常
に
 

異
 

つ
て
 

居
る
。
 

「
儒
道
 

は
 

治
阈
の
 

道
で
 

あ
る
、
 

佛
道
は
 

治
 

心
の
 

道
で
 

あ
る
が
、
 

神
道
 

は
 

開
闢
の
 

大
 

t
 

で
あ
る
」
 

と
稱
 

せ
ら
れ
、
 

人
類
に
 

確
乎
た
る
 

生
活
 

方
法
が
 

開
闢
 

せ
ら
れ
て
 

後
 

始
め
て
 

治
 

心、
 

治
 

國
の
要
 

道
 

も 
そ
の
 

用
 

を
 

か
す
と
 

い
ふ
 

の
で
 

あ
る
。
 

百
 

人 
一
首
の
 

解
釋
の
 

如
き
 

も 
甚
だ
 

異
彩
 

あ
る
 

意
見
 

を 
述
べ
ら
れ
、
 

天
昝
 

天
皇
の
 

御
製
 

を
解
釋
 

し
て
、
 

秋
の
 

田
の
 

刈
 

穂
の
 

庵
の
 

苫
を
 

荒
み
、
 

寒
風
に
 

吹
か
れ
て
 

百
姓
が
 

種
々
 

苦
心
 

も
し
つ
 

A 
あ
る
の
 

は、
 

我
が
 

政
道
の
 

至
ら
ぬ
 

所
 

あ 

る
が
 

爲
 

で
あ
る
と
 

て、
 

我
 

衣
手
 

は 
民
 

を 
思
 

ふ
淚
に
 

濡
れ
る
 

と
い
 

ふ 
御
 

歌
で
 

あ
る
と
 

い
ひ
、
 

紀
友
 

則
の
 

歌
を
獰
 

し
て
、
 

春
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の
 花
の
 
滿
開
 
時
に
 
當
り
、
 
間
も
な
く
 
散
る
 
こ
と
 
を 知

る
 
ベ
 き 如

く
、
 
富
め
る
 
も
の
 
は 貧

困
の
 
來
る
 
こ
と
 
を
豫
 
想
す
 
ベ
 き
 

を
 戒
め
た
 
歌
で
 
あ
る
と
 
い
ふ
 
如
き
 
例
で
 
あ
る
。
 
平
常
 
人
と
 
共
に
 
見
る
 
所
の
 
も
の
に
、
 
平
常
 
人
と
 
異
な
る
 
見
解
 
を 下

さ
れ
 

た
 

一 
一 

一の
 

例
で
 
あ
る
。
 
 

. 

先
生
に
 
親
し
く
 
交
 は
り
し
 
人
々
 
は、 

初
に
 
は
 文
學
の
 
知
識
に
 
於
て
 
勝
れ
る
 
も
の
 
あ
り
、
 
ま
た
 
職
分
の
 
階
段
に
 
於
て
 
上
 

位
で
 
あ
り
、
 
社
會
的
 
地
位
に
 
於
て
 
先
生
よ
り
 
名
 あ
る
 
所
以
 
を. 以

そ
、
 
先
生
に
 
對
 し
て
 
下
僚
に
 
對
 す
る
 
如
く
、
 
指
導
 
的
氣
 

分
 を
 以
て
 
交
 は
っ
た
 
も
の
が
、
 
そ
の
 
親
交
の
 
度
を
增
 
す
に
 
隨
 つ
て
 
先
生
 
を
信
賴
 
し、 

尊
敬
し
、
 
師
事
す
 
る
に
 
至
っ
た
 
も 

の
が
 少
 く
な
い
、
 
稀
に
 
は
 そ
の
 
盛
名
の
 
先
生
に
 
及
ば
ざ
る
 
を
 以
て
 
不
快
の
 
念
 を 抱

き
、
 
時
に
 
或
は
 
反
抗
し
、
 
批
難
し
、
 

陷
 れ
ん
と
 
し
た
 
も
の
 
も あ

る
が
、
 
多
く
 
は 終

に
 
先
生
の
 
門
下
に
 
師
事
す
 
る
に
 
至
っ
た
。
 
小
 田 原

 藩
に
 
於
て
 
は
 早
 川
 茂
 右
 

衞
門
、
 
三
幣
叉
 
左
衞
門
 
等
が
 
前
者
に
 
屬
し
、
 
豊
田
正
 
作
の
 
如
き
 
は
 後
者
に
 
屬
 す
る
。
 
幕
府
の
 
小
 田 又

 蔵
 も
敎
へ
 
子
に
 
師
 

事
し
た
 
著
し
き
 

一 人
で
 
あ
る
。
 
先
生
の
 
門
下
 
は
學
 問
に
 
於
て
 
は
 先
生
に
 
勝
っ
て
 
居
た
 
も
の
 
程.、 

最
も
よ
 
く 先

生
に
 
隨
害
 

す
る
 
に 至

っ
た
 
と 認

め
 
得
る
。
 

ザ 

先
生
が
 
指
導
 
を 受

け
た
 
と 認

め
 
得
る
 

一 人
に
 
小
 谷
 三
思
が
 
あ
る
。
 
最
初
 
先
生
 
は
 不一 

一 講
の
話
 
を
 夫
人
と
 
共
に
 
聽
 問
し
、
 

後
に
 
は
 三
思
の
.
 外
 護
と
 
な
り
 
親
交
 
厚
か
っ
た
 
が、 

三
思
と
 
先
生
と
の
 
敎
化
的
 
功
 顯
に
は
 
犬
な
る
 
差
 を
 生
じ
た
。
 

或
は
 
先
生
の
 
思
想
 
は、 細

 井
 平
 州
の
 
「
野
 芹」、 恩

 田 木
工
の
 

「日 暮
硯
」
 
を
讀
ん
 
だ
で
 
あ
ら
う
 
と
い
 
ふ 人

が
 
あ
る
が
、
 

先
生
の
 
仕
法
實
 
施
に
 
際
し
て
 
取
 行
っ
た
 
方
法
 
中、 

多
少
 
似
た
 
る 所

が
 
あ
る
 
け
れ
ど
も
、
 
こ
れ
 
を
讀
 
ま
れ
た
 
實
迹
 
は
毛
萌
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な
い
。
 

こ
れ
に
 

類
似
し
た
 

勤
儉
の
 

書
類
に
 

は、
 

伊
勢
 

貞
 

丈
の
 

「
家
訓
」
 

に
も
、
 

「
益
 

軒
 

十
訓
」
 

に
も
 

見
え
、
 

政
治
の
 

要
 

道
 

を
說
 

い
た
 

書
物
 

は
旣
に
 

多
か
っ
た
。
 

「
民
 

象
 

分.
 

量
 

記
」
 

な
ど
 

は 
書
物
の
 

標
題
か
ら
 

し
て
 

分
 

度
 

思
想
に
 

近
似
し
、
 

著
者
お
 

盤
 

貪
 

尙
は
野
 

州
の
 

人
で
 

あ
る
、
 

明
 

德
を
說
 

き 
IK
 

命
を
說
 

い
て
 

人
力
に
 

及
び
、
 

陰
德
に
 

及
ぶ
、
 

内
容
 

何
程
 

か
 

資
す
る
 

所
 

あ
る
 

が
 

如
く
で
 

あ
る
が
、
 

古
 

來
儒
佛
 

の
 

書
を
讀
 

み、
 

聖
經
賢
 

傳
の
旨
 

を
 

究
め
 

來
っ
 

た
も
の
 

幾
 

億
 

人
 

あ
る
か
 

知
れ
な
い
、
 

然
か
 

も
殆
と
 

一
様
に
 

平
常
 

人
の
 

解
釋
に
 

終
っ
て
、
 

舆
國
 

安
民
 

必
 

成
の
 

生
活
様
式
の
 

創
造
に
 

及
ば
な
か
っ
た
、
 

卽
ち
 

平
常
 

人
の
 

見
た
所
 

を
 

見
て
、
 

そ
の
 

中
よ
り
 

天
^
 

を
 

聞
き
、
 

1K
 

經
を
 

讀
ん
 

だ
の
が
 

先
生
で
 

あ
る
。
 

常
人
に
 

は 
天
地
の
 

示
現
し
 

つ 
A 

あ 

る
經
 

典
が
 

經
典
 

と
し
て
 

は
 

見
え
な
い
、
 

唯
 

天
地
 

間
の
 

事
實
を
 

五
官
に
 

よ
っ
て
 

感
覺
 

し
た
る
 

表
面
的
 

智
覺
 

的
の
 

事
 

實
と
信
 

ず
る
の
 

み
で
 

あ
る
。
 

先
生
が
 

『H
< 

地
 

や
 

無
言
の
 

經
を
繰
 

返
す
』
 

と 
諷
誦
し
た
 

の 
は、
 

天
 

經
の
讀
 

方
を
發
 

明
し
 

得
た
 

結
果
 

び -.ISesM て あ る 

世
間
に
 

人
物
 

拂
 

底
の
 

聲
が
髙
 

い、
 

一 
一宮
 

先
生
に
 

從
 

へ
ば
 

道
 

を 
行
へ
ば
 

直
に
 

道
の
 

人
で
 

あ
る
。
 

「
仁
な
 

き
に
 

あ
ら
ず
 

仁
 

行
 

な
き
な
 

り、
」 

又
 

曰
く
 

「
米
な
 

き
に
 

あ
ら
ず
 

米
 

を 
耕
作
す
 

る
な
 

き
な
り
」
 

と、
 

こ
の
 

を
 

進
め
て
 

居
る
 

と 
人
物
な
 

き
に
 

あ
 

ら
ず
 

信
念
 

を 
確
立
し
た
 

實
 

行
者
が
な
い
 

か
ら
で
 

あ
る
。
 

}|
<籟
 

を
 

聞
き
、
 

IK
 

經
を
讀
 

む
 

時
 

、
與
國
 

安
民
の
 

實
を
擧
 

ぐ
る
 

勇
猛
 

心
欝
 

然
と
し
て
 

起
り
、
 

明
日
の
 

消
閑
 

娛
樂
を
 

憂
 

ひ
た
る
 

身
 

も、
 

闊
 

然
と
し
て
 

活
社
會
 

に 
幾
多
の
 

作
業
 

を
 

見
出
し
、
 

そ
の
 

IK
 

分
 

を
 

透
し
て
 

閑
 

過
程
 

を 
想
像
す
 

る 
こ
と
 

す
ら
な
 

き
 

程
に
 

多
忙
の
 

境
界
に
 

入
る
 

で
あ
ら
う
。
 

一 
K 

お 
先
生
が
 

生
涯
 

娛
樂
に
 

時
 0; を 費

さ
れ
 
な
か
，
 つ
た
の
 
は、 

こ
の
 
境
地
に
 
あ
つ
た
か
ら
 
で
あ
る
。
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先
生
 

は
斯
の
 

如
く
 

平
常
 

事
の
 

生
活
 

中
に
 

廣
大
 

無
邊
の
 

宇
宙
と
 

人
生
と
の
 

眞
實
相
 

を 
認
め
、
 

そ
の
 

實
相
環
 

裡
に
處
 

す
る
 

方
途
 

を
 

考
察
し
、
 

報
德
 

生
活
 

を
 

創
造
し
た
。
 

恰
も
 

焴
惱
卽
 

菩
提
、
 

平
常
 

事
 

是
轉
法
 

輪
で
あ
っ
て
、
 

平
常
 

人
の
 

生
活
 

經
驗
 

境
裡
に
 

生
き
て
、
 

平
常
 

人
の
 

陷
る
 

弊
害
 

を 
除
き
、
 

そ
の
 

奈
落
に
 

沈
淪
 

し
つ
 

A 
あ
る
 

も
の
 

を 
救
 

ひ、
 

之
 

を 
以
て
 

村
 

こ 
及
ぼ
 

し 
國
を
與
 

し、
 

こ
の
 

法
 

を
 

萬
 

衆
に
 

授
け
て
 

阈
象
困
 

疲
の
迹
 

を 
絶
た
ん
 

と
し
て
 

成
功
し
た
。
 

こ
れ
 

誠
に
 

奇
蹐
 

中
の
 

奇
蹟
で
 

あ
っ
て
、
 

何
時
、
 

何
 

所
、
 

何
人
に
 

於
て
も
 

爲
し
 

得
る
 

方
法
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

現
在
に
 

於
て
も
 

世
人
の
 

之
 

を 
知
ら
ざ
る
 

も 
. 

の
が
 

多
い
。
 

正
に
 

こ
れ
 

奇
 

中
の
 

奇
 

で
あ
る
。
 

世
俗
の
 

偉
人
、
 

聖
者
と
 

選
 

を
 

異
に
し
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

一一
 

報
德
 

生
活
 

樣
 

式
の
 

創
造
 

報
德
 

生
活
様
式
の
 

創
造
に
 

就
て
 

は、
 

第
 

六
 

章
 

第
 

十
五
 

章
 

等
に
 

略
叙
し
、
 

更
に
 

こ
の
 

漦
 

式
 

を 
以
て
 

各
地
の
 

仕
 

法
 

を 
講
じ
た
 

事
實
が
 

本
傳
の
 

眼
目
で
 

あ
る
。
 

古
来
 

創
造
 

せ
ら
れ
た
 

各
種
の
 

生
活
 

様
 

まま
-、
 

g 
代
，
^
 
 

^
 

諸
般
の
 

制
度
、
 

法
律
、
 

宗
敎
、
 

舉
術
、
 

技
藝
、
 

習
俗
と
 

な
っ
て
 

一 
般
 

人
に
 

習
熟
 

せ
ら
れ
て
 

居
る
 

が
、
 

現
代
 

文
 

ヒ
の
生
 

苦
 

一 

樣
式
 

の
み
で
 

は、
 

生
活
の
 

浮
沈
 

盛
衰
が
 

烈
し
く
、
 

常
に
 

不
安
 

を
 

免
れ
 

得
な
い
 

の
で
、
 

世
人
 

之.
 

を 
煩
悶
し
、
 

政
策
の
 

攻
究
 

に
 

供
す
 

る
の
で
 

あ
る
が
、
 

そ
の
 

一
方
 

法
と
 

し
て
 

近
時
 

高
調
せ
 

ら
れ
つ
，
 

あ
る
 

更
生
 

運
動
 

も、
 

時
に
は
 

机
上
 

喻
こ
 

終
り
、
 

制
度
 

倒
れ
と
 

な
る
 

嫌
が
な
い
 

で
は
な
い
、
 

こ
の
 

現
實
の
 

中
に
 

立
っ
て
 

必
 

成
の
 

方
途
 

を 
求
 

む
れ
ば
、
 

報
德
 

生
活
様
式
 

を
以
 

て 
基
礎
 

づ
け
 

を
な
 

し、
 

そ
の
上
に
 

現
代
 

文
化
の
 

進
展
 

を 
期
す
 

る 
外
に
 

最
良
の
 

方
法
 

は
な
い
 

の
で
 

あ
る
。
 

報
德
 

生
活
の
 

原
理
 

は 
第
 

六
 

章
の
 

如
き
 

順
序
で
 

究
め
ら
れ
、
 

一 
一宮
 

尊
德
 

全
集
の
 

原
理
 

篇
に
輯
 

め
た
 

文
書
と
 

な
っ
て
 

貽
さ
 

れ、
 

そ
の
 

様
式
が
 

第
 

十
五
 

章
に
 

叙
し
た
 

る 
如
く
、
 

同
 

全
集
 

社
 

法
 

雛
 

形
に
 

見
 

ゆ
る
 

內
容
 

で
あ
る
が
、
 

別
辭
を
 

以
て
 

言
へ
ば
 

先
 



生
の
 
生
涯
 
は そ

の
 
原
理
の
 
系
統
 
立
で
 
あ
り
、
 
そ
の
 
様
式
の
 
組
镄
 
立
で
あ
っ
た
。
 

而
 し
て
 
そ
れ
 
は 想

の
 
作
品
で
 
な
く
 
躬
行
 

の
 成
果
で
あ
っ
た
。
 

報
德
 
生
活
 
は
皇
國
 
精
神
 
を
 表
現
す
 
る
必
 成
め
 
方
途
 
を 系

統
 
立
て
，
 -
之
を
 
原
理
と
 
し、 

之
 を 表

現
す
 
る
實
 施
の
 
組
镄
立
 

を
樣
 ま
と
し
た
 
の
で
 
あ
る
か
ら
、
 
何
人
と
 
雖
も
之
 
を 信

じ
 
之
 を 行

 は
ゾ
、
 
そ
の
 
要
望
す
 
る 所

 を
 完
成
し
 
5 化べ

き
 
で
あ
 

る
が
、
 
唯
 之
 を 希

代
の
 
妙
法
と
 
觀
じ
、
 
絶
世
の
 
良
法
と
 
感
激
し
た
 
乂
け
 
で
は
、
 
唯
々
 
禮
讃
に
 
止
ま
る
 
場
合
が
 
多
い
、
 
實
 

踐
 躬
行
に
 
は
强
 
盛
な
る
 
意
志
の
 
力
 を 要

す
る
。
 
先
生
 
は
實
 
行
の
 
要
素
と
 
し
て
 
强
壯
 
な
る
 
體
 力
の
 
持
主
で
 
あ
つ
た
が
、
 

ま 

た
 勇
猛
な
る
 
意
力
の
 
人
で
あ
っ
た
、
 

H< 地
の
 經
文
 
を
讀
み
 
得
た
 
は
智
の
 
力
で
 
あ
る
。
 
智
力
に
 
よ
っ
て
 
把
握
し
た
 
宇
宙
の
 

眞
相
 
を
觀
て
 
宇
宙
 
間
 
一 切
の
 
事
物
に
 
透
徹
す
 
と
斷
 
じ、 

人
事
の
 
實
相
を
 
察
し
て
 
窮
困
甚
 
し
き
も
の
 
を
 座
視
す
 
る
に
 
忍
び
 

ず
、
 
猛
然
と
 
し
て
 
こ
れ
が
 
匡
濟
の
 
方
途
 
を
實
 施
す
 
る
爲
に
 
邁
進
し
た
。
 
こ
れ
 卽
ち
 
情
意
の
 
力
で
 
あ
る
。
 
先
生
 
は
 誠
に
よ
 

く
智
 
情
意
の
 
均
衡
 
を 保

ち
 
得
た
 
偉
大
な
る
 
存
在
で
あ
っ
た
。
 

先
生
が
 
古
 來
未
發
 
の 生

活
様
式
 
を 創

造
し
 
得
た
 
の は、 

先
生
の
 
生
活
 中
に
 
特
に
 
芽
生
え
た
 
と
も
 
言
 ひ
 得
る
 
推
 讓
の
體
 

- 験
の
 
雄
犬
な
る
 
發
展
 
で
あ
る
。
 
報
德
 
生
活
様
式
 
中
に
 
於
け
 
る 特

異
の
 
様
式
 
は 分

 度
で
 
あ
る
。
 
分
 度
 は
確
實
 
さ
を
增
 
進
す
 

る 根
源
で
 
あ
ろ
が
、
 
偉
大
 
さ
は
 
分
 度
に
 
立
脚
し
た
 
推
 譲
で
 
あ
る
。
 
譲
 は 奪

の
 
封
 跪
 的
 意
義
 
を 表

明
す
 
る
事
實
 
で
あ
る
。
 

一 

S 
に 宗

敎
、
 
道
德
 
生
活
 
は 概

し
て
 
讓
に
 
近
く
、
 
產
業
 
經
濟
は
 
奪
に
 
傾
き
 
易
い
、
 
政
治
、
 
經
濟
、
 
產
業
 
等
が
 
讓
の
 
立
場
に
 

於
て
 
行
 は
れ
た
 
時
、
 
そ
こ
に
 
人
間
 
生
活
の
 
圓
滿
 
な
る
 
均
衡
が
 
保
 た
れ
る
。
 
現
代
の
 
政
治
、
 
經
濟
、
 
產
業
 
等
の
 
上. に 於

け
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る 
行
詰
り
 

を 
打
開
す
 

ろ
に
 

必
要
な
る
 

明
 

法
 

は、
 

こ
の
 

看
點
に
 

生
活
す
 

る 
人
々
 

に
よ
っ
て
 

發
 

明
せ
ら
れ
 

る
で
 

あ
ら
う
。
 

に 

は
 

讓
道
を
 

歩
む
 

時
 

必
ず
 

創
造
 

發
 

明
の
 

鍵
 

を
 

握り
. 

得
る
。
 

二
宮
 

先
生
の
 

偉
大
 

さ
は
、
 

一
身
 

を 
奉
げ
 

て 
自
己
の
 

爲
に
盡
 

す
 

力
 

を
 

他
の
 

爲
に
 

推
鑲
 

し
た
、
 

先
生
の
 

語
 

を 
以
て
 

言
へ
ば
 

自
他
 

振
替
で
 

あ
る
。
 

自
他
 

振
 

眷
は
卽
 

ち 
推
 

譏
で
 

あ
る
い
 

自
己
の
^
 

業
 

を
 

以
て
 

自
己
の
 

生
活
、
 

名
利
の
 

爲
 

に
す
 

る
の
で
 

な
く
、
 

自
己
の
 

今
日
 

在
る
 

所
以
の
 

悤
德
に
 

報
 

ゆ
る
 

爲
、
 

こ
れ
 

を
 

IK
^ 

間
に
 

於
け
 

る 
職
分
と
 

し
て
、
 

こ
の
 

職
分
 

を
 

以
て
 

盡
す
 

に
あ
る
 

と
し
た
、
 

卽
ち
 

自
己
の
 

h<
 

分
と
 

し
て
の
 

德
を
 

以
て
、
 

宇
^
 

間
の
 

事
物
の
 

德
を
 

進
展
せ
 

し
む
る
 

時
、
 

自
己
の
 

德
を
讓
 

つ
て
 

報
 

ゆ
る
 

こ
と
，
 

な
り
、
 

報
德
 

生
活
 

を
な
 

し 
得
る
 

と 
安
し
 

せ
 

ら
れ
 

た、
 

そ
こ
に
 

自
己
 

を 
忘
れ
た
 

努
力
が
 

あ
る
、
 

自
己
 

を 
忘
れ
た
 

努
力
 

は 
超
人
的
 

氣
合
を
 

湧
 

噴
し
、
 

總
 

て
の
 

人
 

を
し
て
 

偉
大
な
ら
 

し
む
、
 

先
生
 

は
こ
の
 

點
に
 

於
て
も
 

我
々
 

に 
生
活
の
 

範
を
 

示
さ
れ
，
.
 

こ。
 

報
 

f
 

生
活
様
式
 

は
 

最
も
 

多
く
 

農
村
に
 

實
 

施
せ
ら
れ
 

た、
 

こ
れ
 

一
に
 

農
村
の
 

困
 

疲
が
其
 

極
に
 

達
し
、
 

當
 

時
の
 

社
 

會
に
於
 

け
る
 

翁
乏
の
 

最
も
 

甚
 

し
き
も
の
で
あ
っ
た
 

か
ら
で
 

あ
る
。
 

德
川
 

時
代
の
 

中
世
ま
で
 

は、
 

戰
國
の
 

後
に
 

於
け
 

る 
泰
平
の
 

爲
 

に、
 

人
口
 

墦
 

加
し
、
 

米
穀
 

を
 

第
一
と
 

す
る
 

農
 

産
物
の
 

價
格
萄
 

縢
し
、
 

農
家
 

經
濟
の
 

餘
剩
カ
 

は
 

相
 

當
の
彈
 

力
 

を
 

保
ち
 

得
た
 

け
れ
ど
も
、
 

元
祿
 

以
後
 

は 
農
村
に
 

對
 

す
る
 

課
 

稅
 

新
開
地
に
 

及
び
、
 

農
民
 

亦
 

生
活
 

向
上
し
、
 

終
に
 

農
家
の
 

經
濟
餘
 

力 
を
 

失
 

ひ
つ
 

i 
あ
っ
た
。
 

之
に
 

反
し
て
 

太
平
の
 

結
 

*
 

は 
商
工
業
 

發
 

達
し
、
 

貨
幣
の
 

流
通
 

著
し
く
 

商
工
 

生
活
」
 

餘
裕
を
 

生
じ
た
。
 

然
る
に
 

農
家
 

經
濟
の
 

根
柢
 

は 
耕
地
で
 

あ
り
、
 

資
本
 

運
 

轉
回
數
 

僅
に
 

一 
一 

一
回
に
 

過
ぎ
ざ
る
 

を 
以
て
、
 

そ
の
 

利
潤
率
 

甚
だ
 

K
 

く 
特
に
 

政
府
 

は 
財
政
の
 

根
基
 

を
 

百
姓
に
 

置
き
た
 

る
が
 

爲
に
、
 

農
 

象
の
 

盛
衰
 

は 
一 
國
の
 

盛
衰
と
 

な
り
、
 

重
 

農
政
 

策
ま
^
 

—  575  — 



、
年
 3 

の
間
續
 
き、 

民
 は
國
の
 
本
な
 
り
と
 
い
ふ
、
 
民
と
 
は 農

の
 
事
な
 
り
と
 
思
 は
し
め
 
た
 結
果
、
 
苛
 稅
誅
求
 
は 農

家
の
 
受
 

く
る
 
任
が
 
最
も
 
重
か
っ
た
。
 
さ
れ
ば
 
農
家
の
 
衰
微
 
は 商

工
の
 
比
に
 
あ
ら
ず
、
 
却
っ
て
 
商
工
業
者
 
は 興

隆
の
 
傾
向
に
 
あ
つ
 

た
と
い
 
ふ
べ
 
く、 

隨
 つ
て
 農
家
の
 
窮
乏
 
は 誠

に
 
顯
 著
な
 
も
の
が
 
あ
っ
た
、
 
故
に
 
先
生
 
は 最

も
 
多
く
 農
村
 
復
興
に
 
努
力
し
 

御
 仕
 法
と
 
い
へ
ば
 
農
村
の
 
復
與
 
た
る
の
 
觀
が
 
あ
る
。
 
董
仕
法
 
は
社
會
 
生
活
 
上
に
 
於
て
 
最
も
 困
 厄
せ
 
る も

の
 
を 救

護
す
 
る 

を
 眼
 E と

す
る
 
事
 は、 

報
德
 
生
活
 
實
 施
の
 
根
本
 
方
針
で
 
あ
る
。
 

- 

先
生
の
 
指
導
に
 
よ
っ
て
 
復
興
し
た
 
の は 農

村
の
 
み
で
 
は
な
い
、
 
伊
勢
原
の
 
加
 藤
、
 
大
 磯
の
 
川
 崎
屋
、
 
韮
 山
の
 
多
 田、 

谷
 田 部

の
 
釜
屋
、
 
下
 館
の
 
中
 村
、
 
浦
 賀
の
宫
 
原
屋
、
 
三
 崎
の
 
湊
屋
、
 
小
 田 原

報
德
 
社
、
 
大
 磯
の
 
茶
屋
 
町
の
 
仕
 法
 等
 商
品
 

一 

の； H 法
 並
に
 
商
店
街
の
 
結
社
 等
 も あ

り
、
 
報
 德
商
寶
 
又
は
 
報
德
寶
 
等
の
 
熟
語
の
 
あ
る
 
點
 か
ら
し
て
、
 
報
德
仕
 
法
の
 
原
理
 

fJ? 

も
漦
式
 
も
敢
て
 
農
家
に
 
限
ら
ず
、
 
如
何
な
る
 
職
業
 
も 之

 を 通
じ
て
 
報
德
 
生
活
 
を
な
 
し 得

ら
る
 
こ
と
が
 
明
か
で
 
あ
る
。
 
之
 

を
 現
下
の
 
報
德
：
 H 法

の
 
實
 際
に
 
徵
 し
て
も
 
亦. 證

し
 
得
る
。
 
斯
の
 
如
く
 
久
遠
の
 
未
來
に
 
至
る
 
ま
で
、
 
社
會
 
生
活
 
を 安

泰
な
 

ら
し
む
 
る 様

式
の
 
出
來
 
た
こ
と
 
は、 

古
今
に
 
絶
し
た
 
偉
大
 
さ を 認

め
.
 ざ
る
 
を 得

な
い
 
の
で
 
あ-る。 

三
 
先
生
の
 
風
貌
 

偉
大
な
る
 
事
業
 
を
爲
 
し
た
る
 
人
々
 
に は 特

異
な
る
 
相
貌
の
 
具
 は
る
 
例
が
 
逸
 だ
 多
い
。
 
ニ
宫
 先
生
 

の
瞪
 格
と
 
そ
の
 
風
采
 
は 尋

常
で
は
な
か
っ
た
。
 
絶
倫
の
 
勢
力
と
 
比
類
 
稀
な
る
 
創
造
的
 
才
能
と
、
 
三
尺
 
八
寸
 
二
分
 
丈
の
 
衣
 

を
 着
た
 
五
 尺
 五
六
 
寸
の
 
身
長
、
 
丈
よ
り
も
 
横
に
 
幅
の
 
あ
っ
た
 
魁
偉
の
 
人
で
、
 
朗
々
 
た
ろ
 
音
 聲
が
總
 
つ
り
 鬚
の
 
ロ
邊
 
よ
り
 

迸
り
 
出
で
 
、
宇
^
の
 
祕
を
 
開
い
て
 
釗、 造

 を
 示
現
す
 
る 時

 は、 
一 世

の
 
學
 者
と
 
雖
も
 
そ
の
 
說
に
 
感
じ
、
 
巷
閭
の
 
田
夫
が
 
そ 

- 



の
 

生
活
に
 

惱
む
を
 

見
て
 

之
 

を 
医
濟
 

す
る
 

方
途
 

を
敎
 

示
す
 

る 
時
 

は、
 

親
し
み
 

懐
く
 

こ
と
 

父
祖
に
 

接
す
る
 

が
 

如
く
で
あ
っ
た
。
 

(註
) 

小 
田 

原 
仕 

法 
中
鵜
澤
 

作
右
衞
 

門
の
 

女 
伊 

乃 
子
が
 

物
語
っ
た
 

所
に
 

よ
れ
ば
、
 

「
^
生
 

は
何
處
 

よ
り
か
 

多
額
の
 

金
錢
ん
 

持
ち
 

來
っ
 

て、
 

毎
日
 

多
く
の
 

書
記
^
 

用 
ひ、
 

村
々
 

に
佥
 

穀
ん
 

配
布
し
た
、
 

赤
い
 

縞
の
 

粗
末
な
 

木
綿
 

着
物
、
 

樺
色
の
 

羽紱
、 

朱
塗
の
 

退
め
 

た 
鞘、
 

古
き
 

柄
 

袋
の
 

刀 
あ 

帶
ぴ
、
 

冷
 

飯 
草
履
^
 

穿
い
て
 

束
奔
西
 

走
せ
ら
れ
 

た、
 

煙
 

苹
も
吸
 

はす
、 

0
i
f
t
 
 

九 
歳
の
 

ち 
*
x
 
 

い ぼ 
伊
 

乃 
子
が
 

取 
付
い
て
、
 

左
の
 

肩
の
 

乳
 

互
に
 

似
た
 

疣ん
. 

-吸
 

ふ
に
 

委
せ
た
 

柔
和
の
 

長
大
 

人
で
あ
っ
た
」
 

と、
 

先
生
 

は
洒
も
 

煙
草
 

も 

用 
ひ
ら
れ
た
 

の
で
 

あ
る
が
、
 

御
 

仕
 

法 
出
張
 

中
に
は
 

禁
ぜ
ら
れ
 

た
と
 

見 
ゆる
 

0 

先
生
の
 

風
貌
 

を
覼
 

ふ
に
 

足
る
べ
き
 

肖
像
 

は
數
種
 

あ
る
。
 

一 
は 

小
 

田 
原
な
る
 

一 
一宮
 

神
社
の
 

贊
物
 

た
る
 

鲞
 

像
で
、
 

今
 

一 
つ 

は 
一 

一宮
 

家
の
 

木
像
で
 

あ
る
、
 

更
に
 

一 
っ
は
大
 

H 
本
報
德
 

社
の
 

寶
 

物
た
 

る
畫
像
 

で
あ
る
。
 

小
 

田 
原
 

一 
一宮
 

神
社
の
 

畫
像
は
 

岡
 

本
 

秋
暉
の
 

筆
に
 

成
る
。
 

秋
暉
は
 

有
名
な
 

畫
家
 

で
あ
る
が
、
 

先
生
の
 

指
導
 

を
 

受
け
て
 
 

一 
^ 

村
立
 

直
し
に
 

成
功
し
た
 

劍
持
 

廣
吉
と
 

親
交
 

あ
り
、
 

fK
 

保
 

十
三
 

年
 

先
生
 

五
十
六
 

歳
^
 

夏
、
 

小
 

田
 

原
の
 

藩
臣
 

矢
野
喾
 

右
衛
門
 

一 

方
に
 

居
ら
れ
た
 

時、
 

障
子
の
 

隙
 

目
よ
り
 

そ
の
 

姿
を
寫
 

さ
し
め
、
 

多
数
の
 

似
顔
の
 

素
描
 

を
 

作
り
、
 

そ
の
 

內
 

か
ら
 

一 
つ 

を 
選
 

ん
で
畫
 

像
と
 

し
た
、
 

こ
の
 

肖
像
 

は、
 

舍
弟
 

三
郞
 

左
衞
鬥
 

氏
が
、
 

屢
々
 

兄
 

を
 

見
る
 

様
 

だ
と
 

言
 

は
れ
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

其
 

後
 

先
生
の
 

同
僚
で
あ
っ
て
 

門
人
と
 

な
っ
た
 

栗
 

原
 

長
 

次
 

郞
が
劍
 

持
よ
り
 

借
用
し
、
 

毎
月
 

一 
一十
 

日 
先
生
の
，
 

命
日
に
 

同
志
 

を
き
 

合
 

し
て
 

常
會
を
 

開
き
、
 

之
 

を
揭
げ
 

て
禮
拜
 

し
た
。
 

明
治
 

三
年
 

小
 

田 
原
 

藩
の
 

書
 

象
 

小
山
 

某
が
、
 

先
生
が
 

大
久
保
 

公
よ
り
 

受
け
 

ら
れ
た
 

軸
物
の
 

文
句
、
 

「
誠
 

者
 

天
 

之
 

道
 

也
 

云
々
」
 

を
 

書
い
て
 

賛
 

と
し
た
、
 

劍
持
は
 

怒
っ
て
 

突
 

返
し
た
 

の
で
、
 

小
 

田 
原
 

報
德
 

連
中
に
 

よ
っ
て
 

保
管
せ
ら
れ
、
 

そ
の
 

會
 

合
に
 

揭
 

げ
ら
れ
 

た
が
、
 

後
神
 

社
の
 

寶
物
 

と
な
っ
た
。
 



木
像
 
は 同

じ
く
 
劍
 持
廣
吉
 
が
、
 
青
木
 
村
の
 
領
主
た
 
る 川

 副
の
 
臣
荒
川
 
泰
輔
が
 
彫
刻
 
を
よ
 
く
す
 
る
と
の
 
話
 を
 聞
き
 

切 

羅
木
を
 
託
し
て
 
依
囑
 
し
た
 
所
、
 
三
年
 
を 過

ご
し
て
 
出
來
 
上
っ
た
 
の
で
 
二
宮
 家
に
 
携
 
へ
て
 非
常
に
 
讃
辭
を
 
受
け
た
。
 
後
更
 

に
 一 ー體 彫

ら
し
 
め
て
 
相
 馬
 家
と
 
一 一宮 家

と
 
に 贈

っ
た
、
 
相
 馬
 家
の
 
分
 は 今

 市
の
 
一 一宮 神

社
に
 
祀
ら
れ
 
て 居

て
、
 

一 一宮 家
 

. 
. 

の
 分
 は
寫
眞
 
に 撮

影
せ
ら
れ
 
た
も
の
で
 
あ
る
。
 
劍
持
 
自
宅
の
 
分
 は 現

在
 
失
 は
れ
た
。
 

大
日
 
本
報
德
 
社
の
 
肖
像
 
は、 

嘉
永
六
 
年
 先
生
 
六
十
 
七
 歳
の
 
時
、
 
岡
 田 佐

 平
 治
 等
 遠
 州
 七
 人
 衆
が
 
日
光
 櫻
 秀
坊
に
 
先
生
 

を
 訪
問
し
た
 
時、 

澳
の
 
隙
よ
り
 
覼
ひ
懷
 
紙
に
 
寫
 生
し
た
。
 
後
 子
息
 
良
 
一 郞
が
 
こ
の
 
原
畫
を
 
元
本
と
 
し
て
 
更
に
 
先
生
 
を
 記
 

憶
よ
り
 
復
活
し
、
 
春
 木
 南
溟
 
を
し
て
、
 
幾
 回
と
 
な
く
 
素
描
の
 
上
 完
成
せ
 
し
め
た
 
も
の
で
あ
る
。
 
 

I 

事
業
の
 
爲
に
 
猛
烈
な
る
 
活
動
 
を
爲
 
さ
れ
た
 
時
代
の
 
贺
影
は
 
小
 田 原

 一 一宮 神
社
の
 
晝
 像
に
 
覼
 は
れ
、
 
木
像
 
は
 頭
 腦
の
形
 

-
 

狀
 酷
似
し
た
 
と
稱
 
せ
ら
れ
た
 
が、 偉

大
な
る
 
風
貌
 
が
^
は
れ
、
 
晚
 年
の
 
圓
滿
 
な
る
 
相
 は
報
德
 
社
の
 
像
に
 
推
 想
せ
ら
れ
 
る。 

先
生
が
 

一 家
 
一 村
の
 
仕
 法
 を
 講
ぜ
ら
れ
た
 
時
、
 
多
数
の
 
大
衆
よ
り
 
生
き
た
 
る 神

と
 
し
て
 
崇
敬
し
、
 
信
頼
さ
れ
 
た
 先
生
 

ま、 
毎
朝
い
 f
^
i
 又
は
 
一 一番 難

に
 
起
き
、
 
直
に
 
手
水
 
を 遣

 ひ、 
汲
み
置
き
の
 
水
 を 浴

び
、
 
行
燈
の
 
前
で
 
冷
 鈸
に
醬
 
ど
 香
 

物
 位
 を 喫

し
、
 
草
鞋
 脚
袢
で
 
村
內
を
 

一 巡
し
、
 
歸
り
來
 
つ
た
 
頃
 は 事

務
 鞅
掌
の
 
時
間
で
 
あ
る
。
 
所
 務
を
辨
 
じ、 

或
は
 
ェ
 

事
を
督
 
し、 

仕
 法
の
 
指
導
 
を
し
た
 
の
で
 
あ
る
。
 

平
常
 
時
の
 
晝
食
 
は
湄
き
 
飯
に
 
汁
、
 
又
は
 
煑
 豆
と
 
香
 物
で
、
 
辨
當
の
 
時
 は 握

飯
に
 
梅
干
、
 
辨
當
箱
 
を 用

 ひ
た
 
こ
と
 
も あ 

る。 
夕
食
 
は 

一 家
 圑
欒
の
 
中
に
 
な
さ
れ
た
、
 
大
概
 
點
燈
後
 

一 時
 卽
ち
ー
 
一
時
間
 位
 を
 過
ぎ
た
 
頃
か
ら
 
始
ま
り
、
 
門
下
生
と
 



共
に
 

一 
堂
で
 

濟
 

さ
れ
た
。
 

溫
き
 

汁
に
 

平
と
 

香
 

物
 

位
 

を 
用
 

ひ、
 

朔
日
 

十
五
 

日、
 

一 
一十
 

八
日
に
 

は 
一 

同
 

稍
 

馳
走
し
た
。
 

^
し
 

正
月
 

年
始
に
、
 

酒
 

三
 

升
に
 

豆
腐
 

二
 

丁
と
 

い
ふ
 

位
の
 

こ
と
で
 

あ
る
か
ら
、
 

萬
 

事
 

質
素
な
る
 

は
い
ふ
ま
で
 

も
な
い
。
 

W
 

し
そ
 

一
れ
 

は
吝
啬
 

な
の
で
 

は
な
く
、
 

當
時
 

一 
般
に
 

上
下
の
 

物
質
的
 

生
活
 

は 
今
日
と
 

は 
比
較
に
 

な
ら
ぬ
 

の
で
 

あ
る
。
 

酒
は
藥
 

に
も
 

な
れ
ば
 

と
て
 

用
 

ひ
た
る
 

も、
 

嘗
て
 

醉
 

う
て
 

仕
事
の
 

屮：
： 

來
 

な
い
 

様
な
 

事
は
な
か
っ
た
 

と 
夫
人
が
 

物
語
ら
れ
た
 

通
り
、
 

酒
量
 

何
 

升
と
 

も 
噂
 

さ
れ
て
も
、
 

二
 

合
 

を 
超
え
た
 

事
 

は 
珍
ら
 

し
い
。
 

夕
食
 

時
に
 

こ
の
 

少
量
の
 

藥
 

湯
と
 

レ
て
 

|«
 

を
 

用
 

ひ、
 

門
下
生
 

な
ど
と
 

質
疑
 

應
答
 

論
難
 

研
究
が
 

行
 

は
れ
た
、
 

さ
れ
ば
 

家
庭
の
 

敎
 

養
に
 

は 
缺
く
 

ベ
か
ら
 

ざ
る
 

時
間
で
 

あ
り
、
 

門
人
 

も 
待
ち
 

設
け
た
 

修
擧
の
 

課
業
で
 

あ
つ
た
の
で
 

あ
る
。
 

啄
年
 

夕
食
後
 

間
も
な
く
 

一 
睡
を
 

試
む
 

る 
こ
と
が
あ
っ
て
、
 

一 
二
 

時
間
で
 

眼
を
覺
 

し、
 

訪
問
客
 

も
な
 

く、
 

四
圍
 

g
 

と
し
 

て 
靜
寂
頭
 

腦
明
皙
 

な
る
 

時
、
 

書
類
 

を
閲
覽
 

し、
 

仕
 

法
案
 

を 
練
る
。
 

先
生
 

年
老
い
た
 

る 
頃
に
 

は
こ
の
 

書
類
 

は 
文
 

子
 

女
史
の
 

手
で
 

整
頓
せ
ら
れ
、
 

書
翰
 

も 
仕
 

法
 

書
 

も 
之
を
讀
 

ま
し
め
、
 

案
 

を
 

立
て
 

工
夫
 

を
 

凝
し
て
 

後
 

熟
睡
に
 

人
ろ
。
 

嘉
 

永
の
 

初
め
 

神
 

宫
 

寺
に
 

寓
居
の
 

時
に
は
.
 

福
 

住
 

正
 

兄
が
 

そ
の
 

書
類
 

取
扱
の
 

任
に
 

當
 

つ
た
。
 

斯
く
て
 

就
眠
 

時
間
 

は
甚
 

少
な
か
っ
た
。
 

夜
中
 

は
 

ちう
 
げ
ん
 
 

ヂき
ヒ 

く 
陣
屋
 

警
護
の
 

爲
に
 

仲
間
 

一 
一人
 

を
し
て
 

隔
番
 

に
擊
柝
 

警
邏
せ
 

し
め
、
 

邸
內
 

に
は
燈
 

火
を
滅
 

し
て
、
 

唯
 

先
生
が
 

仕
 

法
 

攻
究
の
 

窒
 のみ 點

燈
 山
て
 あ
っ
た
。
 

先
生
の
^
 

装
 

は 
質
素
で
あ
っ
た
、
 

木
綿
 

着
物
に
 

太
 

織
 

茶
 

縞
の
 

羽
織
、
 

小
紋
の
 

股
引
 

脚
袢
 

草
鞋
、
 

安
價
 

な
る
 

實
闬
 

的
の
 

も
の
で
あ
っ
た
。
 

勞
 

力
の
 

必
耍
 

あ
る
と
き
 

は、
 

平
 

口
の
 

襦
杵
の
 

上
に
 

袷
の
 

半
纆
を
 

着
、
 

そ
の
上
に
 

羽
織
 

を
 

重
ね
、
 

笠
 

は 

—  579  ― 



雨
中
に
 
限
っ
て
 
用
 ひ、 

菅
笠
 
又
は
 
竹
の
 
皮
 笠
で
あ
っ
た
。
 
東
鄕
 
陣
屋
に
 
移
ら
れ
て
か
ら
 
は、 

幕
吏
と
 
し
て
の
 
役
 用
に
 
は
 

太
 織
の
 
黑
紋
 付
の
 
羽
織
 
及
 小
 倉
挎
を
 
着
し
、
 
從
弟
 
に
し
て
 
下
僕
な
る
 
川
 久
保
民
 
次
 郞
に
刀
 
を
 持
た
 
し
め
ら
れ
た
。
 

士
格
 

と
し
て
の
 
體
面
 
上、 

公
の
 
場
所
 
又
は
 
身
分
 あ
る
 
人
の
 
前
に
 
S
 づ
る
時
 
は、 

相
當
の
 
絹
綠
の
 
衣
服
 
を
 用
 ひ
ら
れ
た
。
 

文
 7
 

の 婚
隨
に
 
式
服
 
を
 江
戸
で
 
作
ら
 
し
め
ら
れ
た
 
こ
と
 
は、 

日
記
に
 
も 出

 人
 帳
に
 
も 明

瞭
に
 
記
さ
れ
て
 
あ
る
る
。
 
倂
し
相
 
馬
 

に 人
舆
の
 
節
に
 
は、 

相
 馬
 藩
 仕
 法
 中
の
 
故
 を
 以
て
 
之
 を
 用
 ひ
な
か
っ
た
。
 

. 

め
し
と
 
汁
 木
綿
 着
物
 
は
 身
 を 助

く
、
 

其
餘
 
は
わ
れ
 
を
責
 
む
る
 
の
み
な
 
り。 

の 歌
 は、 

世
人
 
を
し
て
 
先
生
 
を 極

度
の
 
消
極
的
 
儉
約
 象
で
 
あ
る
と
 
評
せ
し
 
め
る
 
が
、
 
御
 仕
 法
の
 
施
設
と
 
し
て
 
詠
 じ
た
 
も 

の
と
、
 
^
間
 
一
般
の
 
生
活
に
 
關
 す
る
 
先
生
の
 
見
解
と
 
を 混

同
す
 
る 評

 家
の
 
認
識
 
は、 

共
に
 
憂
世
の
 
事
を
談
 
ず
る
 
こ
と
 
は 

出
來
 
な
い
。
 

先
生
の
 
强
建
 
な
り
し
 
こ
と
 
は 言

 ふ
ま
で
 
も
な
い
、
 
彼
の
 
成
 田 山

 11. 一七 日
斷
 食
後
、
 
數
 椀
の
 
粥
 を
 喫
し
た
 
後
、
 
急
い
で
 

歸
陣
 
し
た
 時
、
 
下
駄
ば
 
き
の
 
先
生
の
 
速
力
に
 
封
し
、
 

ffi: 迎
の
名
 
生. 連

中
が
 
草
鞋
に
 
て
隨
 行
に
 
苦
し
ん
だ
 
と
い
 
ふ
 話
 は
 有
 

名
で
 
あ
る
が
、
 
日
記
 等
に
 
よ
れ
ば
、
 
遠
方
の
 
巡
視
、
 
他
領
へ
の
 
往
復
 等
に
、
 

日 慕
に
な
る
 
も 旅

舍
に
 
宿
す
 
る こ

と
 
を
 趣
 

け
て
 
歸
陣
 
し
た
 
こ
と
が
 
多
か
っ
た
。
 

成
 田
山
參
 
籠
に
 
就
て
 
は
 特
に
 
詳
細
に
 
記
述
す
 
る 所

 多
か
っ
た
 
が
、
 
先
生
の
 
宗
敎
觀
 
に 就

て
 
は
 知
ら
ん
 
と
す
る
 
人
が
 
少
 



く
な
い
。
 

一
般
的
に
 

い
へ
 

ぱ
 

先
生
 

は
旣
成
 

宗
敎
の
 

何
れ
 

を 
も
專
修
 

し
た
 

こ
と
 

は
な
い
、
 

ま
た
 

可
れ
 

の 
宗
派
 

も 
5
 

一一 _1 し 
或
 

は 
疎
略
に
 

も
し
な
か
っ
た
、
 

こ
れ
 

先
生
が
 

宇
宙
 

問
總
 

て
の
 

事
象
に
 

德
 

あ
り
と
 

し
て
 

之
 

を 
敬
し
た
 

如
く
に
、
 

宗
敎
の
 

本
質
 

に 
就
て
 

そ
の
 

洪
大
の
 

德
を
 

崇
敬
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

而
 

し
て
 

祭
祀
の
 

儀
式
 

は
總
て
 

神
官
 

僧
侶
の
 

職
分
で
 

あ
る
か
ら
、
 

一
般
 

民
衆
 

は 
そ
の
 

敎
 

に
よ
る
 

道
 

を 
履
む
 

を
 

念
と
 

せ
よ
 

と
誨
 

へ
た
。
 

ま
た
 

神
道
 

は
 

開
闢
の
 

道
 

を
 

努
め
、
 

懦
 

道
 

は 
台
阈
の
 

職-
 

-勵
 

み、
 

佛
道
は
 

治
 

心
の
 

爲
に
 

精
進
す
 

る 
こ
と
 

を
閬
 

明
し
た
 

如
く
、
 

そ
の
 

敎
の
 

特
色
 

を 
正
し
く
 

認
識
し
 

之
 

を 
履
修
 

せ
ん
と
 

努
 

. 

め
た
。
 

故
に
 

崇
敬
の
 

內
容
は
 

誠
に
 

充
實
 

し
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

然
れ
 

ど
も
 

先
生
 

は 
神
社
 

佛
閣
の
 

參
拜
を
 

忠
ら
 

な
か
っ
た
、
 

江
戸
 

在
住
 

中
 

は 
自
ら
 

も
屢
々
 

虎
の
 

門
の
 

水
^
 

宮
 

に
參
拜
 

し
た
が
、
 

息
 

彌
太
郞
 

氏
 

は 
殆
ど
 

毎
月
 

參
拜
 

し
た
。
 

夫
人
 

令
孃
が
 

近
 

鄕
の
高
 

田 
山
 

專
修
寺
 

並
に
 

隣
 

郡
の
 

雨
 

引
山
 

觀
 

昔
に
 

參
り
、
 

特
に
 

陣
屋
 

内
の
 

稻
荷
 

神
社
の
 

祭
禮
、
 

父
祖
の
 

年
忌
、
 

社
寺
の
 

^ 

修
理
、
 

永
代
 

回
向
 

料
の
 

納
人
 

等
、
 

敬
神
 

崇
祖
の
 

禮
を
盡
 

す
 

こ
と
 

甚
だ
 

厚
き
 

も
の
で
あ
っ
て
、
 

先
祖
の
 

命
日
に
 

は、
 

よ
く
 

一 

薔
麥
を
 

作
っ
て
 

靈
 

前
に
 

供
へ
、
 

門
人
 

は 
勿
論
 

出
入
す
 

る 
者
に
 

も
與
 

へ
ら
れ
た
。
 

『
吾
れ
 

祭
り
に
 

與
ら
 

ざ
れ
ば
、
 

祭
ら
 

ざ
ろ
 

が
 

如
し
』
 

と
い
へ
 

る 
論
語
の
 

格
言
 

は、
 

至極
， 

適
切
な
 

り
と
 

て 
服
膺
し
、
 

門
 

生
に
 

も
敎
 

へ
ら
れ
、
 

佛
事
 

法
會
に
 

は、
 

香
 

花
 

は
 

勿
論
、
 

茶
飯
 

S
 

腐
 

汁
な
 

ど 
質
素
な
 

供
物
、
 

經
 

文
の
 

讀
誦
等
 

を
な
 

し
て
、
 

所
謂
 

父
母
の
 

g
 

す
が
 

如
く
に
 

事
 

へら
. 

-れ
 

た。
 

斯
く
 

家
の
 

先
祖
 

を
 

祭
る
 

心
 

そ
の
 

儘
に
 

國
神
を
 

祭
る
 

事
に
 

大
に
心
 

を
 

致
さ
れ
た
。
 

櫻
 

町
 

陣
屋
 

内
の
 

八
番
 

社、
 

稻
 

ils
- 

社、
 

M
 

岡
 

陣
屋
 

內
の
稻
 

荷
 

社
 

等
の
 

祭
禮
 

に、
 

村
の
 

神
職
 

を 
招
き
、
 

櫻
 

町
に
 

て
 

は
 

風
野
筑
 

前
と
 

い
ふ
 

神
職
、
 

必
ず
 

朔
 

望
に
 

來
 

つ
て
 

の
り
と
 
 

• 

祝
詞
 
を
 奏
し
た
。
 



先
生
が
 
斯
く
 
至
孝
で
 
あ
つ
た
に
 
拘
ら
 
ず、 

亡
父
 
五
十
 
年
忌
ま
で
 
墓
碑
 
を
 建
設
す
 

る こ
と
 
を
 得
な
 
力
っ
た
 

こ
れ
 
は
お
 

法
に
 
全
力
 
を
 注
い
で
 
家
事
 
を 顧

み
る
 
餘
カ
 
あ
ら
ば
 
之
 を 仕

 法
に
 
投
 ず
る
の
 
急
な
る
 
も
の
が
 
あ
つ
た
の
と
、
 
幾
分
 經
濟
.
 R 

餘
 力
の
 
見
 ゆ
る
 
頃
に
 
は、 

小
 田 原

に
 
出
 人
 を
 禁
ぜ
ら
れ
た
 
か
ら
で
あ
っ
た
。
 
^
し
 
天
 保
 十
一
 
年
栢
 
山
の
 
善
榮
 
寺
へ
、
 
先
 

祖
代
々
 
の
 回
向
 
料
と
 
し
て
 
金
 五
 拾
兩
を
 
寄
附
し
た
 
時
 は、 

亡
父
 
歿
後
 
二
十
 
七
 年
の
 
後
で
あ
っ
た
。
 
嘉
永
ニ
 
年
 先
考
の
 
五
 

十
 年
忌
 
法
 耍
を
營
 
ま
れ
た
 
時
 は、 

先
生
 
旣
に
 
六
十
 
三
 歳
で
あ
っ
た
。
 

浒
 か
も
 
小
 田 原

 藩
 は
 先
生
の
 
墓
參
を
 
許
さ
ず
、
 
彌
 

太
郞
氏
 
之
に
 
代
っ
て
 
赴
き
、
 
漸
く
 嘉
永
五
 
年
 先
妣
の
 
五
十
 
年
忌
 
法
要
と
 
共
に
 
墓
參
 
せ
ら
れ
た
。
 

ま
た
 
小
 田 原

の
^
 
主
大
久
 
保
忠
眞
 
公
の
 
知
遇
に
 
感
じ
、
 
弘
化
 
三
年
 
十
 年
忌
 
法
要
 
を
 期
と
 
し 永

代
 
回
向
 
料
 三
百
 兩
を
そ
 

_ 

の
 募
 所
た
 
る 青

山
の
 
敎
舉
院
 
に 寄

附
し
、
 
有
名
な
る
 
永
 安
 仕
 法
の
 
規
範
的
 
施
設
 
を
 完
了
し
、
 
美
事
な
る
 
靈
脾
を
 
も 奉

納
 
^
 

し
た
。
 
髙
さ
 

一 尺
 五
寸
、
 
厨
子
の
 
裏
面
に
 
奉
納
の
 
意
 を
記
錄
 
し
て
 
あ
る
が
、
 
寺
 門
 靜
軒
及
 
小
 田 又

藏
の
 
代
作
で
 
あ
る
か
 

ら 多
少
 
修
飾
が
 
見
 ゆ
る
 
も、 

そ
の
 
眞
意
 
を
靦
 
ふ
こ
と
 
が
出
來
 
る。 

斯
く
敬
 
祌
崇
祖
 
の
實
を
 
示
現
し
て
 
居
ら
れ
る
 
が、 

宗
 

敎
的
 意
義
に
 
於
て
 
日
常
生
活
 
と
し
て
の
 
立
場
 
を 失

っ
た
 
こ
と
 
は
な
い
、
 
故
に
 

一 般
 民
衆
の
 
宗
敎
 
行
爲
が
 
祈
願
と
 
板
樂
ぉ
 

、 生
に
 
あ
っ
て
、
 
日
常
生
活
 
を
 去
る
 
こ
と
 
遠
い
 
に は

 憤
慨
 
せ
ら
れ
た
、
 

而
 し
て
 
宗
敎
 
生
活
 
を
し
て
 
報
德
 様
式
に
 
よ
っ
て
 
營
 

ま
ん
 
こ
と
 
を 望

み
 
神
佛
を
 
祭
る
 
こ
と
 
は そ

の
 
職
分
の
 
人
々
 
に 任

じ
、
 
各
自
 
は、 

祌
佛
の
 
道
 を 履

修
す
 
る こ

と
 
を 勸

獎
し
 

£ こ. 宗
敎
を
 
堅
く
 
信
じ
、
 
神
佛
を
 
祈
る
 
こ
と
 
至
れ
り
 
盡
 せ
り
で
 
あ
り
な
が
ら
、
 

R 常
 生
活
 
は 凡

常
の
 
私
欲
に
 
終
始
す
 
る 

も
の
 
多
き
 
に 鑑

み
、
 
ま
た
 
そ
の
 
宗
敎
を
 
宣
布
し
、
 
民
衆
 
を
 指
導
す
 
る も

の
に
し
て
 
民
衆
の
 
日
常
生
活
に
 
劣
り
、
 
更
に
 
甚
 



し
き
 

は 
口
に
 

神
佛
の
 

敎
を
稱
 

へ
つ
，
、
 

寺
院
 

敎
會
が
 

+ 
 

rn
 

の 
經
濟
に
 

行
 

詰
る
 

も
の
 

も 
あ
る
。
 

こ
の
 

故
に
 

先
生
 

は 
祌
佛
祭
 

祀
の
儀
 

S
 

其
の
 

職
に
 

あ 
t
 

の
に
 

任
じ
、
 

我
等
 

は 
一
意
 

祌
佛
の
 

道
盒
行
 

す
る
 

に
あ
る
 

と、
 

以
上
の
 

事
 

5
 

以
て
 

先
 

生
の
 

宗
敎
觀
 

を
 

知
る
 

こ
と
 

を 
得
る
 

で
あ
ら
う
。
 

さ
れ
ば
 

一 
に 

神
の
 

f
 

行
 

ふ
に
 

あ
つ
た
か
ら
、
 

霞
に
 

於
け
 

る 
家
族
 

生
活
が
 

產
み
 

出
し
た
 

一 
蓮
 

合、
 

至
 

仁
 

至
孝
の
 

雰
圍
氣
 

は、
 

先
生
の
 

報
德
 

生
活
様
式
の
 

棍
元
 

で
あ
る
 

こ
と
 

は、
 

先
生
の
 

歌
に
 

お
の
が
 

子
 

を
惠
む
 

心
を
德
 

と
せ
ば
 

學
 

ば
ず
 

と
て
も
 

道
に
 

至
ら
む
 

故
 

道
に
 

積
る
 

木
の
葉
 

を
搔
 

わ
け
て
 
 

， 

1K
 

照
 

神
の
 

あ
し
 

跡
 

を 
見
む
 

と 
あ
る
 

に
て
も
 

知
り
 

得
る
 

が
、
 

先
生
の
 

家
庭
の
 

實
情
 

は
ま
た
 

そ
の
 

信
念
の
 

表
示
で
あ
っ
た
。
 

一
象
 

一
心
 

ー
體
^
 

^
き
 

融
 

合
で
あ
っ
た
 

が、
 

分
 

f
 

確
立
し
て
 

様
式
 

を 
正
し
た
 

こ
と
 

は、
 

響
 

一
様
の
 

家
庭
で
は
な
か
っ
た
。
 

m
 

初
 

は 
先
生
 

之
 

を
筆
錄
 

し
た
が
、
 

少
し
く
 

事
に
 

馴
る
 

A 
に 

至
っ
て
 

夫
人
 

は 
記
帳
 

を 
練
習
し
、
 

息
子
 

女
の
 

長
ず
 

る
に
 

及
ん
で
 

は 
殆
ど
 

全
く
 

其
 

手
に
 

て 
用
立
て
ら
れ
た
。
 

さ
れ
ば
 

家
計
 

は 
悉
く
 

夫
人
の
 

分
擔
 

請
負
で
あ
っ
て
、
 

公
私
 

共
に
 

出
納
 

は 
夫
人
 

の 
手
に
 

取
扱
 

は
れ
た
。
 

夫
人
 

は
こ
れ
 

の
み
に
 

止
ま
ら
ず
、
 

農
耕
 

稼
 

播
の
事
 

を
 

習
 

ひ、
 

先
づ
 

一 
斗
 

五
 

升
の
 

水
 

W
 

を 
肖 

作
し
 

田
桢
、
 

草
取
り
、
 

稻
刈
、
 

稻
扱
等
 

1
 

種
よ
り
 

牧
 

納
ま
で
 

一 
切
 

を 
夫
人
の
 

力
で
 

爲
 

さ
れ
た
。
 

而
 

し
て
 

裏
 

所
 

は 
夫
人
の
 

住
で
 



あ
つ
-
て
、
 
門
下
生
 
及
び
 
出
入
の
 
人
夫
 等
ま
で
 
多
き
 
時
 は 百

 入
に
 
越
 ゆ
る
 
こ
と
 
あ
つ
た
が
、
 
夫
人
 
令
 嫂
 及
 二
三
 
人
の
 
女
 M 

に
て
 
全
部
 
S
 
れ
た
。
 
こ
の
 
中
に
 
も 先

生
の
 
議
 
よ
り
 
衣
服
 

一 切
 皆
な
 
夫
人
 

待
っ
た
 
が
、
 
令
嬢
の
 
生
長
 後
 は そ 

• 

の 手
に
 
移
り
、
 
旅
 中
に
 
於
て
 
は 彌

太
郞
 
氏
 並
に
 
蝠
住
正
 
兄
 等
が
 
之
 を 承

 は
っ
た
、
 
彌
太
郞
 
氏
の
 
髮
も
若
 
夫
人
 
を 娶

ら
れ
 

て
か
ら
 
は 皆

な
 
若
 夫
人
の
 
檐
 任
で
あ
っ
た
。
 

先
生
へ
の
 
往
復
 
文
書
 等
 は、 

先
生
の
 
多
忙
に
 
な
つ
て
か
ら
 
は 文

 子
 女
史
が
 
讀
 役
で
あ
っ
た
 
が
、
 
後
に
 
は 彌

太
郞
 
お 力 

主
と
し
て
 
之
に
 
當
り
、
 
或
は
 
福
 住
 正
 兄
の
 
如
く
 隨
身
者
 
も
魇
々
 
仰
 を 承

 は
っ
た
。
 

子
女
の
 
敎
 育
に
 
は 特

に
 
意
 を 用

 ひ
た
。
 

の 出
所
進
退
 
は 先

生
が
 
實
行
 
履
修
 
を 以

て
 
示
す
 
の
で
 
充
分
で
 
あ
る
 
力 

一 

學
術
 
枝
藝
は
 
そ
れ
ぐ
 
敎
師
を
 
傭
聘
し
た
。
 
彌
太
郞
 
氏
 は 幼

少
よ
り
 
書
が
 
上
手
で
 
あ
る
と
 
稱
 せ
ら
れ
、
 
文
 子
 女
史
 
は 書

 
^
 

も. SS い
が
 繪
が
 
非
凡
で
 
あ
る
と
 
い
ふ
の
で
、
 
兄
妹
 
共
に
 
書
 叉
 は 畫

を
習
 
は し

め
ら
れ
、
 
殊
に
 
文
 子
 女
史
 
は 裁

縫
、
 
文
學
 

等
 は 勿

論
 書
 は
 若
 林
欽
吾
 
及
び
 
不
退
 堂
 倉
 田 耕

 之
 進
 を
聘
し
 
不
退
 堂
の
 
如
き
 
は
數
 年
間
 櫻
 町
 陣
屋
に
 
在
住
し
、
 
繪
は
ラ
 

岡
 雲
 峰
 i
 
ん
で
奇
 
峰
と
 
號
し
ち
 
さ
れ
ば
 
1
1
4
 

子
女
 f
 
共
に
 
美
し
 
$
f
 
集
 
原
本
に
 
頗
る
 
多
量
に
 

殘
 さ
れ
、
 
稀
に
 
は 女

史
の
 
繪
畫
も
 
あ
り
、
 
殊
に
 
男
子
 
も 及

ば
ざ
る
 
程
の
 
勇
健
な
る
 
達
筆
 
を 遣

し
た
。
 
こ
れ
の
 
み
に
 
止
ま
 

ら
ず
、
 
そ
の
 
文
章
の
 
內
容
 が
、
 
女
子
に
 
生
れ
た
 
が
爲
に
 
僅
に
 
御
 仕
 法
 書
 を
筆
寫
 
す
る
 
位
に
 
止
ま
っ
て
、
 
國
 家
の
 
辟
お
 
に 

立
た
ぬ
 
が
殘
 
念
で
 
あ
る
、
 
せ
め
て
 
m
 府
 し
て
、
 
御
 仕
 簾
 
形
 s 御

 S
 
が
し
た
い
 
か
ら
、
 
御
召
し
 
寄
せ
 
下
さ
る
 
f
 
と 

い
ふ
 

健
氣
な
 

も
の
 

も 
あ
る
。
 
 

. 



先
生
 

は.
 

そ
の
 

生
涯
 

を 
通
し
て
 

舆
國
 

安
民
、
 

濟
世
利
 

民
に
 

あ
っ
た
、
 

さ
れ
ば
 

そ
の
 

才
德
 

を
^
 

じ
て
 

財
 

利
 

私
欲
に
 

傾
注
す
 

れ
ば
、
 

幾
 

百
 

萬
の
 

財
 

を
 

積
み
 

得
た
 

か
も
 

知
れ
な
い
、
 

然
る
に
 

百
八
十
度
 

を
廻
轉
 

し
て
 

自
他
 

を 
振
替
/
、
 

全
 

推
讓
こ
 

終
^
 

し
た
、
 

念
願
と
 

す
る
 

所
 

は 
如
何
に
し
て
 

困
窮
 

を 
救
 

ひ、
 

荒
野
 

を
闢
 

き、
 

借
財
 

を
 

償
還
し
、
 

一 
般
 

民
衆
の
 

生
活
 

を
 

安
泰
な
 

ら
し
め
 

得
る
 

か
で
あ
っ
た
 

か
ら
、
 

一
象
の
 

私
事
、
 

一
身
の
 

安
 

慰
 

は 
全
く
 

眼
中
に
 

な
か
っ
た
。
 

故
に
 

一 
財
 

あ
れ
ば
 

一
家
 

を
 

救
 

ひ、
 

一 
金
 

あ
れ
ば
 

一 
人
を
濟
 

ふ
に
 

專
念
 

し
た
の
で
、
 

全
く
 

私
家
の
 

將
 

來
に
關
 

す
る
 

何
等
の
 

準
備
 

を
な
 

さ
ず
、
 

全
 

財
產
を
 

. 

報
德
 

金
と
 

し
て
 

公
用
に
 

供
し
、
 

子
孫
 

は
 

そ
の
 

道
 

を
 

行
ふ
爲
 

に
こ
の
 

財
 

を 
報
德
式
 

方
法
に
 

て 
活
用
 

す
れ
ば
、
 

道
に
^
 

ふ 
も 

の 
A 
將
來
も
 

亦
 

安
全
で
 

あ
る
と
 

い
ふ
 

意
 

を
 

徹
底
せ
ら
れ
 

た。
 

-ー 

斯
 

かる
. 

故
 

を
 

以
て
 

そ
の
 

終
焉
に
 

近
づ
き
た
 

る 
時、
 

我
れ
 

は 
天
 

命
旣
に
 

極
ま
っ
た
、
 

余
 

を 
葬
る
 

に 
は 

分
 

を
 

超
え
て
 

は
な
 

お
 

ら 
な
い
、
 

墓
石
 

は 
建
て
 

A 
は
な
ら
ぬ
、
 

只 
土
 

を
 

盛
り
、
 

そ
の
 

傍
に
 

松
 

か
 

杉
 

か
 

一 
本
植
 

ゑ
て
 

置
け
ば
 

充
分
で
 

あ
る
と
。
 

忌
 

- 

明
に
 

及
ん
で
 

墓
碑
 

を
 

立
つ
べ
し
 

と
い
 

ふ 
も
の
 

多
く
、
 

遣
 

言
 

を 
厳
守
す
 

ベ 
し
と
い
 

ふ 
も 

あ
り
、
 

甲
乙
 

論
じ
て
 

定
ま
ら
な
い
、
 

併
し
 

多
 

數
の
者
 

は 
建
碑
 

を
爲
 

さ
ぬ
な
 

ど 
A 

い
ふ
 

こ
と
 

は 
門
弟
 

子
の
 

忍
び
ざ
る
 

所
で
 

あ
る
と
、
 

夫
人
 

亦
 

之
に
 

賛
し
、
 

小
 

田 

原
 

在
住
の
 

知
人
 

亦
 

墓
石
 

献
上
の
 

申
出
 

あ 
つ 

て 
終
に
 

之
 

を 
建
立
し
た
。
 

四
 

後
続
 

幷
門
生
 

先
生
の
 

象
 

系
 

後
統
 

は、
 

卷
頭
 

系
譜
に
 

示
す
 

が
 

如
く
、
 

一
男
 

一女
、 

男
 

彌
太
郞
 

尊
 

行
 

氏
 

は、
 

2：
 

光
 

御
 

仕
 

法
の
 

事
業
 

を 
襲
ぎ
、
 

御
 

普
譜
役
 

元
締
に
 

進
み
、
 

道
と
 

家
と
 

を
相
續
 

し
て
 

1 
一代
 

先
生
と
 

稱
 

せ
ら
れ
た
 

が、
 

明
^
 

維
斩
 

に
 

際
し
て
 

隱
 

退
し
た
。
 

相
 

馬
 

侯
の
 

好
意
に
 

よ
っ
て
 

藩
士
の
 

待
遇
 

を 
受
け
、
 

相
 

馬
 

郡
 

石
神
 

村
に
 

邸
宅
 

を 
相
し
、
 

之
に
 

住
し
 



た
が
、
 
明
治
 
四
 年
 十一 

一月 朔
日
 
歿
し
た
 
壽
 五
十
 
一 、 

良
淑
 
先
生
と
 
稱
 せ
ら
れ
た
。
 
彌
太
 
氏
の
 
母
君
，
 S
 先
生
の
 
未
亡
人
 
歌
 

子
 刀
自
 
も
こ
の
 
年
 七
月
 
一
日
に
 
歿
せ
ら
れ
た
。
 

. 

孫
 金
之
丞
 
(
後
に
 
尊
 親) 

僅
に
 
十
七
 
歳
、
 
富
 田 高

慶
、
 
齋
藤
髙
 
行
 等
の
 
諸
氏
、
 
相
 馬
 藩
の
 
旨
 を 受

け
て
 
之
 を 助

け
、
 

後
に
 
與
復
社
 
を 起

し
、
 
高
慶
 
社
長
と
 
な
り
、
 
尊
 親
 氏
 を 副

社
長
と
 
し、 

相
 馬
 地
方
 開
發
の
 
組
織
 
を 立

て
た
、
 
明
治
 
十一 

一 

年
 朝
廷
 
三
代
の
 
功
 を 賞

し
て
 
尊
 親
 氏
に
 
金
 百
 圓
を
賜
 
ひ、 

高
 慶
を
正
 
七
 位
に
 
叙
し
、
 
並
に
 
金
 帛
を
賜
 
ひ、 

社
の
 
事
業
 资
 

源
と
 
し
て
 
金
 壹
萬
五
 
千
 圓
を
貸
 
下
げ
、
 
大
に
 
事
業
 
を 助

成
 
せ
ら
れ
た
。
 
依
て
 
事
業
 を
擴
 張
し
て
 
開
墾
 
千
餘
 
町
歩
に
 
達
し
 

た。 
明
治
 
1 一

十
三
 年
高
慶
 
歿
後
 尊
 親
 氏
 社
長
と
 
な
り
、
 
旣
定
の
 
事
業
 完
了
す
 
る を 見

て
、
 
明
治
 
一 一十 八

 年
 事
業
 
を 北

海
 

. 
一 

5 ししゅべ つ
 
 

J- 

道
に
 
移
す
 
に 決

し
、
 
各
地
 
を 視

察
 
研
究
の
 
後
 十
 勝
 國
中
川
 
郡
 豊
項
村
 
牛
 首
 別
の
 
地
に
 
四
百
 
萬
 坪
の
 
地
 を 得、 

與
復
社
 
並
 

ゆ
 

に 
一 家
 を
擧
げ
 
て
移
轉
 
し、 

自
作
農
 
創
設
の
 
實
を
擧
 
ぐ
る
 
を 方

針
と
 
し、 

一 意
 拓
植
の
 
事
に
 
從
ひ
、
 
茅
屋
の
 
下
に
 
非
常
 

一 

の 決
意
 
を
^
て
 
業
 を 始

め
た
 
る
が
、
 
農
村
 建
設
の
 
根
基
 
を 報

 德
式
敎
 
化
に
 
置
き
、
 
常
食
と
 
廻
 村
と
 
實
地
 
指
導
と
 
開
發
技
 

術
 敎
授
と
 
併
せ
 
行
 は
れ
た
 
の
で
、
 
順
次
 來
住
 
者
增
 
加
し
、
 
百
 六
十
 
戸
の
 
移
民
 
を
 得
、
 
六
百
餘
 
町
歩
 
を
開
發
 
し、 

明
治
 
四
 

十
年
豫
 
定
計
畫
 
完
了
し
た
 

る を 以
て
 
相
 馬
に
 
歸
 つ
た
。
 

牛
 首
^
の
 
そ
の
後
 
は 全

く
 
報
德
 式
に
 
進
め
ら
れ
、
 
現
に
 
北
海
道
の
 
各
 村
 は、 

通
じ
て
 
大
地
 
主
と
 
多
數
の
 
小
作
 者
で
 
あ 

る
が
、
 
牛
 首
 別
に
 
限
っ
て
 
新
 移
民
の
 
 一
二
 を 除

い
て
 
全
部
 自
作
農
で
 
あ
ろ
。
 

村に. 二
宮
 
神
社
が
 
あ
っ
て
 
氏
神
と
 
し
て
 
祀
 

ら
れ
、
 
報
德
 
社
が
 
あ
っ
て
 
常
食
 
を 開

い
て
 
組
織
 
立
っ
た
 
敎
 化
が
 
行
 は
れ
、
 
北
海
道
に
 
於
け
 
る 模

範
 
村
で
 
あ
る
。
 



尊
 

親
 

氏
 

は 
歸
來
福
 

島
縣
の
 

農
村
 

敎
化
 

並
に
 

感
化
 

事
業
に
 

努
力
し
、
 

御
大
 

禮
に
賜
 

饌
を
賜
 

は
り
、
.
^
 

々
表
彰
せ
ら
れ
、
 

大
正
 

S
 

年
 

三
月
 

十
六
 

日
藍
綬
 

褒
賞
 

を
 

賜
 

は
っ
た
。
 

大
正
 

八
 

年
 

十
 

一
月
 

十
六
 

日 
歿
せ
ら
 

る。
 

い さ を
 
 

リ 

曾
孫
 

德
氏
は
 

北
海
道
 

帝
大
を
 

卒
業
し
、
 

東
洋
 

拓
殖
 

會
 

社
に
 

人
り
、
 

昭
和
 

四
 

年
 

一 
月 

二
十
日
 

欧
洲
 

視
察
の
 

途
次
、
 

紅
海
 

に
 

■ 於
て
 

歿
せ
ら
れ
た
。
 

曾
祖
大
 

先
生
の
 

風
格
 

を 
具
 

へ
ら
れ
た
 

と
嗥
 

せ
ら
れ
た
 

人
で
 

あ
つ
た
が
 

惜
し
い
 

こ
と
で
あ
っ
た
。
 

玄
孫
 

尊
 

道
 

氏
 

は
 

東
京
 

帝
 

國
大
學
 

文
 

學
科
を
 

昭
和
 

十
 

年
 

三
月
 

卒
業
し
、
 

同
 

四
月
 

千
 

葉
 

縣
 

野
 

田 
高
等
 

女
 

學
校
敎
 

論
に
 

任
ぜ
ら
 

. 

れ
た
。
 

こ
れ
が
 

當
主
 

で
あ
る
。
 

先
生
の
 

門
 

生
 

は 
甚
だ
 

多
い
、
 

釋
迦
も
 

孔
子
 

も 
弟
子
 

三
千
 

餘
 

人
と
 

稱
 

す
る
 

が
、
 

先
生
の
 

指
導
 

を 
受
け
て
 

一
象
 

を
 

建
 

直
し
 

た
も
の
 

も
も
 

算
 

す
れ
ば
 

枚
 

擧
に
遑
 

な
い
。
 

余
 

等
の
 

全
集
 

を 
編
纂
す
 

る
に
 

際
し
、
 

ゃ
丄
 

者
し
 

き
も
の
と
 

認
め
て
 

名
 

を
錄
し
 

お
 

た
も
の
 

丄內
、 

そ
の
 

初
出
の
 

場
合
に
 

錄
 

し
た
る
 

員
 

數
實
に
 

千
 

四
百
 

六
十
 

四
 

人
で
 

あ
る
。
 

無
論
 

こ
れ
 

は
 

總
て
を
 

門
人
と
 

い
ふ
 

一 

こ
と
 

は
出
來
 

な
い
 

が
、
 

た
と
 

ひ
 

一
席
の
 

座
談
と
 

し
て
も
 

指
導
 

を 
受
け
た
 

こ
と
の
 

あ
る
 

は 
明
か
で
、
 

若
し
も
 

村
民
 

を
 

集
め
 

て
 

報
 

德
式
敎
 

化
 

方
法
 

を
 

施
し
た
 

る 
時、
 

指
導
 

を
 

受
け
た
 

る 
大
衆
に
 

至
っ
て
 

は、
 

其
 

數
幾
萬
 

を
 

以
て
 

數
へ
 

得
る
 

で
あ
ら
う
、
 

こ
れ
 

等
報
德
 

衆
徒
の
 

中
に
 

於
て
、
 

そ
の
 

指
導
 

精
神
 

を 
把
握
し
、
 

そ
の
 

生
活
様
式
 

を
 

履
 

習
し
、
 

こ
れ
 

を
 

以
て
 

家
 

を
 

輿
し
 

村
 

を
 

起
し
た
 

人
が
 

少
 

く
な
い
、
 

卽
ち
報
 

德
の
道
 

を 
以
て
 

己
れ
 

の 
生
く
べ
き
 

道
と
 

し、
 

ま
た
 

こ
れ
 

を
 

他
 

に
^
へ
 

た
も
の
 

で
あ
 

つ
て
、
 

こ
れ
 

を 
門
人
と
 

か
 

子
弟
と
 

か
稱
 

す
べ
き
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

程
度
の
 

人
々
 

と
い
へ
 

ど
も
 

幾
 

十
 

人
と
 

數
 

ふ
べ
き
 

か、
 

ま 

た
 

自
ら
 

次
第
が
 

あ
っ
て
、
 

確
乎
と
 

之
 

を
擧
示
 

す
る
 

に
 

當
 

惑
す
 

る
の
で
 

あ
る
。
 



^
人
 

富
 

W 
高
慶
、
 

齋
藤
高
 

行、
 

福
 

住
 

正
 

兄、
 

岡 
田 

良
 

一 
郞
の
四
 

氏
 

を 
一 

一宮
 

門
下
の
 

四 
大
人
と
 

稱
 

す
る
。
 

富
 

田 
高
慶
は
 

報
德
 
論
、
 
報
德
 
記
の
 
著
者
と
 
し
て
の
 
感
化
 
力
の
 
大
 な
る
 
以
上
に
、
 
先
生
の
 
命
に
 
よ
っ
て
 
櫻
 町、 

下
 館
、
 
相
 馬
、
 
日
光
 等
 

の 仕
 法
に
 携
 はり、 

仕
 法
 雛
 形
の
 作
成
に
 も
從
 事
し
、
 
後
 彌
太
郞
 氏
 を 助

け
て
 日
光
の
 事
業
に
 功
 あり、 

中
に
 も 相 馬 

の
 事
業
の
 
大
半
 
は そ

の
 
手
に
 
よ
り
 
成
就
せ
ら
れ
、
 
明
治
の
 
初
期
に
 
於
け
 
る
報
德
 
の
權
烕
 
と
し
て
 
推
稱
 
せ
ら
れ
た
。
 

齋
蒸
高
 
行
 は
 報
德
外
 
記、 

二
宮
 先
生
 
語
錄
の
 
著
者
と
 
し
て
、
 
報
德
の
 
最
も
 
正
確
な
る
 
樣
式
 
並
に
 
思
想
 
を 記

錄
し
 
得
た
 

こ
と
 
を、 

自
他
共
に
許
し
た
 
人
で
 
あ
る
が
、
 
仕
 法
 雛
 形
の
 
作
成
よ
り
 
日
光
の
 
仕
 法
に
 
從
 事
し
た
 
る は

 勿
論
、
 
相
 馬
 仕
 法
 

の 
後
半
 

は 
そ
の
 

指
導
 

を
 

司
っ
た
 

の
で
 
あ
る
。
 
 

一 

福
 住
 正
 兄
は
齋
 
藤
と
 
同
時
に
 
師
事
し
、
 
仕
 法
 雛
 形
の
 
作
成
よ
り
、
 
眞
 岡
の
 
開
 發
に
從
 
事
し
、
 
片
岡
 
村
の
 
仕
 法
 大
成
に
 

與
り
、
 
後
國
 學
を
硏
 
め
て
 
日
本
 精
神
と
 
報
德
 
精
神
と
の
 

一 元
的
閬
 
明
に
 
努
力
し
、
 
小
 田 原

 附
近
、
 
駿
河
、
 
遠
 江
 等
の
 
報
 

一 

德
 社
は
廣
 
く
そ
の
 
指
導
 
を 受

け
、
 
特
に
 
一 一宮 翁

 夜
話
、
 
富
國
 
捷
徑
、
 
報
 德
學
內
 
記
 等
 を
 著
し
、
 
夜
話
 
及
 富
國
捷
 
徑
が
與
 

へ た
 感
化
 
力
 は 甚

だ
 
大
 な
る
 
も
の
が
 
あ
る
。
 

岡
 田 良

 
一 郞

は
、
 
父
 岡
 田 無

 息
 軒
の
 
報
德
社
 
設
立
 
並
 仕
法
實
 
施
の
 
基
礎
の
 
上
に
 
益
々
 
其
 道
 を 研

め
、
 
先
生
の
 
在
世
の
 

頃
よ
り
、
 
彌
太
郞
 
氏
の
 
指
導
 
を
 受
け
、
 
日
光
の
 
仕
 法
に
 
從
 事
し
、
 
歸
來
父
 
業
 を
 襲
ぎ
 
て
 報
 德
社
を
 
普
及
し
、
 
地
方
き
 
治
 

產
業
經
 
濟
の
發
 
達
 を 計

り
、
 
大
日
 
本
 報
 德
社
を
 
創
立
し
て
 
全
國
 
の
報
德
 
社
中
 大
半
 
は そ

の
 
指
導
 
を
 受
け
て
 
創
立
し
た
。
 

櫻
 町
 陣
屋
に
 
於
て
 
指
導
 
を 受

け
た
 
る
內
、
 
小
 田 原

 藩
の
 
三
幣
 又
左
衞
 
門、 鵜

澤
作
 
右
衛
門
、
 
横
 山
 周
 平、 豐

田
 
王
 作
、
 横
 



澤
 雄
藏
、
 
栗
 原
 長
 次
郞
、
 
小
路
 
只
 助
 以
下
 
幾
人
、
 
櫻
 町
 住
民
 名
主
 
忠
次
、
 
德
次
、
 
岸
 右
衛
門
、
 
圓
藏
、
 
文
藏
、
 
西
 沼
 村
 

丈
 八、 

高
 m 村

 太
 助、 

小
 田 原

 仕
 法
 中
に
は
 
劍
持
 廣
吉
、
 
安
居
 
院
庄
 
七、 

小
 林
 平
 兵
衞
、
 
川
 久
保
市
 
太
郎
、
 早
 野
 小
 八、 

竹
 本
 幸
 右
衛
門
、
 
>
爲
 八
郞
、
 
林
藏
、
 
等
が
 
有
名
で
 
あ
る
。
 
こ
の
 
兩
 時
代
に
 
亙
っ
て
 
下
 館
の
 
衣
笠
 
兵
 太
夫
、
 
大
島
儀
 
太
夫
、
 

青
木
 
村
の
 
館
 野
 勘
 右
衛
門
、
 
大
和
 
田 山

城
、
 
相
州
片
 
岡
の
 
大
澤
 
市
左
衞
 
門
、
 
同
 小
才
 
太、 

同
 勇
 助、 

が
 勢
 原
の
 
加
藤
宗
 

兵
衞
、
 
韮
 山
の
 多
 田
彌
次
 
右
衛
門
、
 
町
 田 時

 右
衛
門
、
 
大
 磯
の
 
川
 崎
 孫
 兵
衞
、
 
浦
賀
の
 
前
田
瀛
 
州、 

谷
 m 郡

 茂
 木
の
 
中
 

. 
村
玄
順
 
(勸 農

衞
)
 
、
烏
 山
の
 
菅
谷
 
八
郞
 右
衛
門
、
 
天
性
 
寺
の
 
圓
應
 
和
尙
、
 
大
久
保
 
金
 吾、 

下
 館
の
 
中
 村
 兵
左
衞
 
門、 

江
 

戶
 幕
府
の
 
小
 田 又

藏
、
 
齋
 藤
の
 親
族
 大
岡
雲
 峰、 

相
 馬
の
 池
 田、 

草
 野
 等
の
 藩
老
は
 
別
と
」
 
て、 

紺
 野
 織
衞
、
 
高
 野
 丹
 

一 
吾、 

荒
專
 
八、 

伊
藤
 發
身
、
 
大
概
 
久
藏
 
(吉 直) 

同
小
 
助、 

新
妻
 
助
惣
、
 
齋
藤
 
松
藏
、
 
山
中
 
四
方
 
八、 

志
賀
直
 
道
、
 
大
 

御
 

友
 新
 六、 

佐
々
 
木
 長
左
衞
 
門、 

其
 他
 先
生
に
 
隨
 身
し
て
 
幕
臣
と
 
な
れ
る
 
吉
良
 
八
郞
、
 
駿
河
巷
 
原
の
 
柴
田
順
 
作
、
 
伹
馬
璺
 

岡
の
 
久
保
田
 
周
 助
 等
、
 
何
れ
も
 
そ
の
 
活
動
 
範
 園
に
 
廣
狹
 
あ
り
、
 
そ
の
 
事
績
に
 
大
小
 
は あ

る
が
、
 
各
自
 

一 己
の
 
私
益
 
を 振

 

替
 
へ
て
 公
益
に
 
推
讓
 
し、 

報
德
仕
 
法
の
 

行
、
 

， 報
德
 
社
の
 
設
立
、
 
開
發
 墾
田
 
等
 相
 當
の
成
 
*
 を 遣

さ
な
い
 
の は

な
い
。
 

門
人
の
 
事
業
と
 
し
て
 
師
法
 
祖
述
の
 
功
績
が
 
現
在
に
 
活
躍
し
て
 
居
る
 
の は

報
德
 
社
で
 
あ
る
。
 
報
德
仕
 
法
が
 
行
政
 
上
の
 
指
 

導
 原
理
と
 
な
り
、
 
施
政
 
p
 様
式
が
 
報
德
 式
で
 
行
 は
れ
た
 
の は、 

相
 馬
領
に
 
於
け
 
る 明

治
 
四
 年
 を 以

て
 
一 且
中
絕
 
と
な
つ
 

た
か
ら
、
 
報
德
.
 の 方

法
 
は
報
德
 
社
に
 
限
ら
れ
た
 
愦
勢
 
と
な
っ
た
。
 
報
 德
社
は
 
年
々
 
多
少
の
 
增
減
は
 
あ
る
が
、
 
全
 國
に
約
 

1 千
 社
あ
っ
て
、
 
大
日
 
本
 報
 德
社
は
 
そ
の
 
直
系
 
指
導
 
監
督
 機
關
 
で
あ
る
。
 



先
生
の
 

敎
を
 

何
程
 

か
 

取
 

入
れ
て
 

活
動
し
 

つ 
i 

あ
る
 

も
の
に
 

中
央
 

報
 

德
會
が
 

あ
る
。
 

叉
 

昭
和
 

七
 

年
よ
り
 

全
力
 

的
に
 

叫
ば
 

^
つ
 

A 
あ
る
 

自
力
 

更
生
の
 

方
法
に
 

も、
 

報
德
 

方
法
 

を 
取
 

入
れ
つ
 

ゝ 
あ
る
。
 

學
界
に
 

於
て
も
 

近
時
 

報
德
 

研
究
の
 

傾
向
が
 

あ 

り、
 

精
神
科
 

舉
の
 

研
究
に
 

は
報
德
 

書
類
の
 

文
句
の
 

引
用
が
 

多
く
な
 

り
つ
 

A 
あ
る
。
 

一 
般
に
 

近
時
の
 

情
勢
 

は 
報
德
に
 

封
す
 

る 理
解
が
 
高
く
 
且
 深
く
な
 
り 來

 つ
た
。
 
 

- 

斯
く
 

世
間
の
 

認
識
が
 

報
德
に
 

向
っ
て
 

來
 

た
の
 

は、
 

一 
は 

時
勢
の
 

要
求
で
 

あ
る
が
、
 

昭
和
 

五
 

年
 

五
月
 

三
十
 

曰、
 

掛
 

川
な
 

る 
大
日
 

本
報
德
 

社
に
 

行
幸
の
 

あ
つ
た
の
 

を 
一
期
 

劃
と
 

し、
 

ま
た
 

二
宮
 

尊
德
 

全
集
の
 

刊
行
に
 

よ
っ
て
 

報
德
仕
 

法
の
 

研
究
が
 

爲
し
 

易
く
な
 

り、
 

隨
 

つ
て
 

そ
の
眞
 

相
が
 

闡
 

明
せ
ら
れ
 

效
杲
の
 

認
識
が
 

進
ん
だ
 

爲
 

で
あ
る
。
 

2
 

報
 

德
に
關
 

す
る
 

著
書
 

報
 

德
に
關
 

す
る
 

著
喾
は
 

頗
る
 

多
い
、
 

而
 

し
て
 

そ
の
 

魁
 

を
な
 

す
 

も
の
 

は 
報
德
記
 

e 
あ
る
。
 

相
 

馬
 

侯
よ
り
 

デ、
 

覽
を
 

仰
ぎ
奉
っ
た
 

所
、
 

宮
內
省
 

版
と
 

し
て
 

廣
く
 

頒
布
せ
 

さ
せ
 

給
 

ひ
し
ょ
り
、
 

農
 

商
務
省
 

版
と
 

な
り
、
 

大
 

日
本
 

農
會
 

版
と
 

な
り
、
 

報
德
 

文
庫
 

版
と
 

な
り
た
る
 

が
、
 

一 
翁
 

夜
話
 

も
亦
廣
 

く
購
讀
 

せ
ら
れ
、
 

福
 

住
 

正
 

兄、
 

岡
 

a 
淡
 

山 

、
の
 

一 
一宮
 

直
 

門
の
 

諸
 

土
が
、
 

品
川
彌
 

一 
一 郞、
 

平
 

田 
東
 

助
 

等
の
 

諸
氏
に
 

親
交
 

を
 

得
、
 

御
 

贈
位
の
 

恩
典
に
 

浴
し
、
 

一 
一宮
 

神
社
 

の 
創
建
と
 

な
っ
た
。
 

そ
の
 

顷
 

よ
り
 

世
人
 

は 
先
生
 

を 
一
般
 

勤
儉
 

カ
行
の
 

人
と
の
 

み 
解
し
た
 

態
度
 

を 
改
め
た
。
 

ま
た
 

井
上
 

友
 

1 
等
の
 

諸
氏
が
 

內
務
 

行
政
に
 

報
德
 

思
想
 

を 
採
 

人
れ
、
 

道
德
 

と
經
濟
 

と
の
 

調
和
 

を
 

高
調
し
た
 

時
、
 

更
に
 

一 
段
の
 

發
展
を
 

見
 

た。
 

そ
の
後
 

政
黨
 

の，
 

興
隆
か
ら
、
 

官
僚
 

攻
撃
の
 

結
 

ST
 

官
^
の
 

推
稱
 

す
る
 

報
德
 

思
想
 

を
 

も 
消
極
的
な
 

り
と
 

非
難
し
、
 

次
 

第
に
 

研
究
 

熱
 

は 
冷
却
 

を
餘
 

儀
な
 

く
し
た
。
 

昭
和
の
 

初
か
ら
 

全
く
 

W
 

問
の
 

事
業
と
 

し
て
 

一 
一 せ
 

全
集
の
 

刊
行
 

開
始
せ
ら
れ
、
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根
本
的
 
研
究
の
 
行
 は
れ
 來
 つ
た
 所
へ
、
 
自
力
 
更
生
の
 
强
^
、
 
敎
 化
立
國
 
の
提
稱
 
と
照
應
 
し、. 

從
來
 
に
な
き
 
健
實
 
さ
を
以
 

て
報
德
 
研
究
が
 
進
め
ら
れ
て
 
來
た
。
 

こ
の
 
情
勢
と
 
報
 德
に
關
 
す
る
 
著
書
と
 
は、 

相
關
 
係
し
て
 
隆
昌
 
を
 示
し
 
來
 つ
た
と
 
思
 は
る
。
 
而
 し
て
 
大
體
に
 
於
て
 
ハ牛々 

著
作
物
の
 
累
進
す
 
る 傾

向
が
 
あ
る
。
 
余
が
 
手
許
に
 
集
っ
た
 
著
作
の
 
み
に
 
就
て
、
 
^
度
 
を 四

 段
に
 
分
っ
て
 
表
示
 
す
れ
ば
 
次
 

の
 通
り
で
 
あ
る
。
 

/
/
/
年
次
 

月 
二， s

g
s
i
 

リ 
明
治
 
三
十
 九 年 以

前
 

大
正
 
十
四
 年 以

前
 

昭
和
 九 年 以

前
 

類
別
/
^
/
 
 

KNl
ffi

  
二 

+-
11
 

一年
 

£
す
 
 

(十
六 

年 
M
)
 
 

(十
九 

年
間
)
 
 

(九
 

年間
) 

阜
行
本
 
二 〇 

一 
，
 
 
一
四
 
 

. 
四 マー (年 ミ册 弱

)
 
 

九 lis. 約 五
き
 
 

五 一 ラ年
約
 六
き
 
 

一 

篇
 
 

篇
.
 
篇
 
 
篇
 
 

P
 

論
文
 

八 四 二
 
 

—
—
 
 

一九 六 (年 二 
篇餘) 

一ー一 七 四 (年 約 一九 SS)  二 七 二 (年 約 三 O
S
I
)
 
 
^ 

こ
れ
 等
の
 
著
作
物
の
 
巾
に
 
は、 

何
等
 新
し
 
味
の
 
な
い
.
^
 
の
が
 
多
い
 
こ
と
 
は
あ
っ
て
 
も、 

世
人
の
 
興
趣
 
を 持

ち
、
 
歡
迎
 

. 

す
る
 
所
に
 
述
作
が
 
誘
 出
せ
ら
 
る 

A こ
と
 
は 疑

な
い
。
 

畢
 者
の
 
間
に
 
先
生
 
を
 早
く
よ
り
 
推
 稱
し
來
 
つ
た
 
人
 は、 

井
上
哲
次
郎
 
博
士
で
 
あ
る
。
 
東
洋
の
 
哲
學
者
 
中
に
、
 
獨
立
學
 

派
と
 
し
て
 
先
生
に
 

一 座
標
 
を 据

え
 
、
「
日
本
 倫
现
彙
 
編
」
 
中
に
 

「語， 錄
」
 
を
輯
 
め
ら
 
れ、 

時
々
 
論
文
 
を 物

せ
ら
れ
 
た。 

近
 

時
學
者
 
間
に
 
研
究
が
 
進
め
ら
れ
つ
 

A あ
る
 
は 加

速
度
 
的
で
 
あ
る
。
 
早
晚
 
名
著
が
 
多
く
 
出
る
 
で
あ
ら
う
。
 

而
 し
て
 
或
は
 
先
 

生の 宇 帘觀、 人
生
観
 等の 理論、 的 研究より、 敎育 方法、 ，敎 化 方

法
と
 しての 先生の 思想に 關 する ものに 興 

味
 を 持

 た
れ
、
 
次
で
 
先
生
の
 
畢
生
の
 
努
力
 
を
倾
 
け
ら
れ
た
 
與
國
 安
民
の
 
治
 術
に
 
及
び
、
.
 
行
政
 
的、 

社
會
的
 
方
法
の
 
考
^
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に 
向
 

ふ
 

も
の
と
^
 

は
る
。
 

こ 
A 

に 
至
っ
て
 

虞
の
 

先
生
が
 

發
 

見
せ
ら
れ
る
 

で
あ
ら
う
。
 

報
 

德
に
關
 

す
る
 

著
書
 

は 
二
 

宫
尊
德
 

全
集
 

を
宗
 

と
せ
ね
ば
 

な
ら
ぬ
。
 

從
來
 

出
版
 

せ
ら
れ
た
 

多
數
 

の
著
嘗
 

は、
 

そ
の
 

內
容
 

が
報
德
 

記
と
 

一 
一宮
 

翁
 

夜
話
、
 

並
に
 

稀
に
 

小
 

田 
原
 

附
近
、
 

櫻
 

町
 

附
近
、
 

相
 

馬
 

附
近
 

等
の
 

史
蹟
 

探
究
 

圖
書
 

等
を
资
 

料
と
 

し
た
 

も 

の
で
あ
っ
て
、
 

明
治
 

三
十
 

九
 

年
よ
り
 

四
十
 

一 
年
に
 

至
る
 

ま
で
の
 

間
に
 

於
て
、
 

一 
一宮
 

先
生
の
 

遣
 

著
が
 

整
现
 

せ
ら
れ
、
 

報
德
 

全
書
と
 

題
し
て
 

約
壹
萬
 

冊
の
 

書
冊
が
 

謄
寫
 

せ
ら
れ
た
 

が
、
 

こ
の
 

筆
 

寫
に
關
 

係
し
た
 

人
々
 

も、
 

寫
 

字
に
 

多
忙
に
 

し
て
 

研
究
 

の 
暇
 

も
な
 

く、
 

一 
一宮
 

尊
 

親
、
 

井
口
 

一
等
の
 

諸
氏
が
、
 

そ
の
 

內
に
 

就
て
 

心
 

を 
傾
け
、
 

一 
一 宫
尊
德
 

遣
 

稿
が
 

前
 

氏
の
 

手
に
 

成
 

り、
 

報
德
 

溯
源
、
 

二
せ
 

：！ 翁
 

傅
が
 

後
 

氏
の
 

手
に
 

成
っ
た
 

け
れ
ど
も
、
 

報
德
 

全
書
が
 

鈴
 

木
 

藤
 

三
郞
の
 

篤
志
に
 

よ
っ
て
 

今
巿
ニ
 

宫
 

神
社
に
 

寄
附
 

せ
ら
れ
た
 

尨
大
な
 

著
書
と
 

い
ふ
に
 

止
ま
っ
て
、
 

未
だ
 

廣
く
 

研
究
が
 

普
及
 

し
な
い
の
で
、
 

其
 

後
の
 

著
書
 

も 

手
近
な
 

報
德
 

記、
 

夜
話
 

を 
主
た
 

な
 

資
料
と
 

す
る
 

こ
と
が
 

流
行
し
た
。
 

眧
和
 

元
年
 

一 
一宮
 

尊
德
 

全
集
の
 

刊
行
が
 

公
表
せ
ら
れ
、
 

翌ー
 

R 
や
よ
り
 

刊
行
に
 

着
手
し
、
 

同
 

七
 

年
 

一 
一お
 

に 
至
る
 

ま 
e 

全
 

五
 

ケ 
年
間
、
 

報
德
 

全
書
に
 

謄
寫
し
 

能
 

は 
ざ
り
 

し 
原
本
ま
で
 

蒐
集
し
、
 

全
書
と
 

は 
全
く
 

異
な
っ
た
 

系
統
 

を 
以
て
 

分
類
し
、
 

原
 

理、
 

雛
 

形
、
 

日
記
 

書
翰
、
 

仕
 

法
、
 

雜
輯
に
 

分
 

も
、
 

仕
 

法
 

書
 

は 
櫻
 

町、
 

小
 

田 
原
、
 

靑
木
、
 

谷
 

s 
部
 

茂
 

木、
 

烏
 

山、
 

： 卜 
館
、
 

幕
府
 

直
镇
、
 

H 
光
、
 

相
 

馬、
 

諸
 

州
 

諸
家
 

等
に
 

分
ち
、
 

刊
本
 

一 
卷
菊
版
 

平
均
 

千
 

一 
一 百
 

七
十
 

七
頁
內
 

外
、
 

總
紙
數
 

本
文
 

四
 

萬
 

五
 

千
 

頁
、
 

解
題
、
 

目
次
、
 

寫
虞
 

石
版
、
 

前
附
、
 

後
附
等
 

4 口 計
 

千
 

頁
で
 

あ
る
。
 

活
版
 

諸
 

職
工
 

專
任
 

五
十
人
、
 

兼
任
 

三
卜
餘
 

人、
 

編
輯
 

は 
最
初
 

刊
行
の
 

日
記
 

一 
卷
を
 

除
い
て
 

殆
ど
 

余
 

一 
人
で
 

あ
る
が
、
 

校
正
 

は 
編
輯
 

部
 

は 
四
 

人 
を 

以
て
 

完
了
し
た
。
 



圣
集
は
 

原
本
 

一 
萬
 

卷
と
稱
 

せ
ら
れ
、
 

生
前
に
 

一 
人
の
 

手
許
に
 

集
成
 

せ
ら
れ
た
 

書
類
と
 

し
て
 

は 
無，

 
類
の
 

诰
^
 

な 
も
の
で
 

あ 

る。
 

こ
の
 

全
集
 

一
た
 

び
 

公
に
 

せ
ら
る
 

丄
ゃ
 

世
人
 

は 
報
 

德
に
封
 

し
て
 

再
認
識
 

を 
開
始
し
た
。
 

學
者
 

も、
 

行
政
官
 

も、
 

敎
職
 

員
 

も 
近
時
 

眞
摯
 

な
る
 

研
究
 

を 
進
め
つ
 

1 
あ
る
。
 

六
 

二
宮
 

神
社
と
 

先
生
の
 

銅
像
 

二
宮
 

神
社
の
 

創
建
 

は、
 

世
人
 

を
し
て
 

先
生
の
 

偉
大
な
る
 

こ
と
 

を 
周
知
せ
 

し
め
た
 

C 

こ
れ
よ
り
 

先
 

福
 

住
 

正
 

兄
、
 

岡
 

田 
良
 

「
郞
 

等
の
 

i
 

旌
 

門
の
 

高
弟
 

は、
 

品
川
彌
 

一 
一郎
 

子
に
 

よ
っ
て
 

知
ら
れ
、
 

明
治
 

廿
四
年
 

そ
の
 

努
力
 

報
い
ら
れ
て
 

先
生
に
 

從
四
 

位
の
 

御
 

贈
位
 

あ
り
、
 

鑌
 

い
て
 

神
社
 

創
 

逢
 

は
計
晝
 

せ
ら
れ
た
。
 

次
で
 

同
 

卄
七
ハ
 

ヰ
 

小
 

田 

原
 

一 
一宮
 

神
社
 

遷
宮
 

鎮
座
 

式
が
 

擧
 

げ
ら
れ
、
 

同
 

三
十
 

年
 

今
 

市
 

一 
一宮
 

神
社
 

遷
宮
 

鎮
座
 

式
が
 

行
 

は
れ
た
。
 

同
 

三
十
 

三
年
 

今
 

市
の
 

神
社
 

は
縣
 

社
に
 

列
し
、
 

三
十
 

九
 

年
 

小
 

田 
原
の
 

神
社
 

も
縣
 

社
に
 

列
し
た
。
 

先
生
 

を 
奉
祀
し
た
 

の 
は 

安
政
 

六
 

年
徵
次
 

良
 

用
水
の
 

取
 

入
口
 

附
近
に
 

水
神
と
 

し
て
 

祀
ら
れ
 

た
の
が
 

最
初
で
 

あ
る
が
、
 

北
 

海
道
 

豐
頭
 

村
の
 

報
德
 

農
場
に
 

は、
 

そ
の
 

創
開
の
 

時
に
 

遙
拜
所
 

を
 

設
立
し
た
 

る 
も
の
、
 

後
に
 

二
宮
 

神
社
と
 

な
っ
た
。
 

近
時
 

工
場
、
 

擧
校
 

等
に
 

一 
h 

ほ 
先
生
 

を 
奉
祀
す
 

る 
も
の
 

緩
々
 

と
し
て
 

耳
に
 

す
ろ
 

處
 

で
あ
る
が
、
 

櫻
 

町
の
 

陣
屋
に
 

あ
る
 

一 
一宮
 

先
生
 

奉
祀
の
 

祠
を
、
 

最
近
 

村
 

社
と
 

し
て
 

奉
祀
す
 

る 
計
晝
が
 

進
め
ら
れ
て
 

居
る
。
 
 

- 

神
社
に
 

祀
 

つ
て
 

祟
 

敬
せ
ら
れ
 

る 
外
、
 

報
 

德
の
常
 

會
に
は
 

常
に
 

肖
像
 

を 
軸
物
と
 

し
て
 

揭
 

げ
ら
れ
 

る-
 

銅
像
の
 

建
設
 

は 
全
 

國
風
を
 

成
し
、
 

神
戶
、
 

明
石
兩
 

市
の
 

小
學
 

校
、
 

幼
稚
園
 

全
部
に
 

銅
像
 

建
立
 

を 
寄
附
 

せ
ら
れ
て
 

以
來
、
 

特
に
 

著
し
く
な
 

り 

^
和
 

九
 

年
の
 

顷
 

に 
は 

毎
 

曰
の
 

様
に
 

全
國
 

の
小
擧
 

校
よ
り
 

建
設
の
 

報
道
が
 

傅
 

は
っ
た
。
 

そ
の
 

大
部
分
 

は 
薪
 

を
 

負
う
て
 

大
擧
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を
讀
 
み
つ
 

A あ
る
 
幼
年
時
代
の
 
像
で
 
あ
る
。
 
其
 他
 老
成
 
せ
ら
れ
た
 
時
代
の
 
像
 も 追

々
 
と 建

立
 
せ
ら
れ
る
。
 

神
社
に
 
參
拜
 
す
る
 
も
の
 

A  E に 多
き
 
を 加

へ
、
 
鳥
居
、
 
玉
垣
の
 
献
納
、
 
献
木
 等
 報
恩
 
謝
 德
の
意
 
を 表

す
る
 
感
激
の
 
證
 

徴
は
言
 
ふ
ま
で
 
も
な
い
 
が
、
 
銅
像
の
 
建
立
 
せ
ら
れ
た
 
爲
に
、
 
兒
 童
の
 
風
 俵
の
 
改
ま
っ
た
 
も あ

り
、
 
毎
朝
 
學
 校
の
 
敎
訓
が
 

そ
の
 
前
に
て
 
行
 は
れ
、
 
兒
 童
の
 
敬
虔
と
 
親
し
み
と
 
が
 深
め
ら
れ
つ
 

A あ
る
。
 

. 
農
村
の
 
靑
 年
が
 
自
力
 
更
生
の
 
範
例
と
 
し
て
 
先
生
の
 
事
業
の
 
跡
を
閬
 
明
し
、
 
そ
の
 
實
 行
し
 
易
き
 
も
の
よ
り
 
之
を
模
 
す
る
 

あ
れ
ば
、
 
ま
た
 
そ
の
 
最
 難
事
た
 
る 仕

法
實
 
施
よ
り
 
と 精

進
す
 
る も

あ
っ
て
、
 
早
 起、 

夜
業
、
 
風
俗
 
矯
正
 等
の
 
感
化
 
は 著

 

明
で
 
あ
る
。
 
社
寺
の
 
庭
 は
 清
め
ら
れ
、
 
時
鐘
 
を
衝
 
き、 

道
路
 
用
 排
水
の
 
修
繕
、
 
進
ん
で
 
分
 度
 を
 確
立
し
、
 
借
 射
 を 償

還
 

し、. 政
爭
、
 
醜
 鬪
を
禁
 
絶
し
、
 

一
象
 
一
村
の
 
一
圓
 融
合
 
を 以

て
 
和
樂
鄕
 
の
實
現
 
H に 多

き
 
を 加

へ
 
っ
ゝ
 
あ
る
。
 
而
 し
て
 

詷
嫫
の
 
光
は
增
 
し、 

神
社
の
 
莊
厳
は
 
加
 は
り
、
 
先
生
 鱧
 讃
の
聲
 
は 益

々
 
國
內
に
 
漲
ら
ん
 
と
す
る
 
愦
勢
 
で
あ
る
。
 

七
 
孔
子
の
 
理
想
の
 
實
現
 者
と
 
し
て
の
 
二
宮
 
先
生
 

余
 は 井

々
 
竹
 添
 進
 
一
郎
 先
生
に
 
就
て
 
論
語
、
 
詩
經
 
等
の
 
講
話
 
を 

聽
問
 
す
る
 
こ
と
 
數
年
、
 
井
々
 
先
生
 嘗
て
 
臼
、
 
 

- 

「
余
 幼
に
 
し
て
 
學
に
 
志
し
て
 
よ
り
、
 
孔
子
の
 
道
を
硏
 
む
る
 
こ
と
 
を 以

て
 
念
と
 
し
た
。
 
故
に
 
孔
子
の
 
敎
に
關
 
す
る
 
限
り
 

我
國
の
 
書
籍
 
は
 勿
論
、
 
支
那
の
 
書
籍
 
も 手

に
 
人
る
 
だ
け
 
は 求

め
た
、
 
而
 し
て
 
孔
子
の
 
敎
は
周
 
公
を
祖
 
と
し
、
 
周
の
 
王
 

制
に
 
立
脚
す
、
 
故
に
 
そ
の
 
敎
 化
の
 
根
元
 
を
 探
っ
て
 
詩
經
に
 
至
ら
ざ
る
 
を 得

な
い
、
 
然
れ
 
ど
も
 
時
代
 
は 周

 公
 を 去

る
 
こ 

と 
五
 百
 五
十
 
ハ牛 餘。 

春
秋
 爭
覇
^
 
趨
勢
 
極
ま
り
つ
 

i あ
る
 
を 以

て
、
 
論
語
の
 
内
容
 
は
こ
の
 
時
代
に
 
鑑
み
な
け
れ
ば
 
判
 



明
し
 

な
い
、
 

依
て
 

余
 

は 
一 
方
詩
經
 

に
よ
っ
て
 

周
 

公
の
 

時
代
 

を
考
 

へ、
 

傍
尙
喾
 

に
よ
っ
て
 

三
代
の
 

治
を
閱
 

明
し
、
 

一 
方
 

卷
秋
左
 

氏
^
 

を
檢
 

討
し
て
 

時
代
 

を
 

明
か
に
 

し、
 

綜
合
し
て
 

論
語
 

を 
攻
究
し
た
。
 

故
に
 

左
 

氏
 

會
箋
、
 

詩.
 

經
會
 

養
、
 

論
語
 

會
箋
を
 

著
し
、
 

以
て
 

孔
子
の
 

道
 

を 
行
 

ふ 
賢
者
 

を
 

待
つ
 

こ
と
 

A 
し
た
。
 

然
る
に
.
 

幅
 

住
 

正
 

兄
 

翁
の
 

碑
文
 

起
草
 

を
 

依
藺
 

せ
ら
 

る 
A 

に 
際
し
、
 

早
く
よ
り
 

小
 

田
原
鄕
 

土
の
 

偉
人
と
 

し
て
 

崇
敬
の
 

念
 

を 
有
し
た
 

る 
一 

一宮
 

先
生
に
 

關
 

す
る
 

考
察
 

を
 

志
し
、
 

聊
カ
 

以
て
 

知
る
 

所
が
あ
っ
た
。
 

而
 

し
て
 

研
究
 

す
れ
ば
 

す
る
 

程
 

奥
深
く
、
 

閬
明
 

す
れ
ば
 

す
る
 

程
 

孔
子
の
 

道
の
 

實
現
 

者
で
 

あ
る
 

こ
と
 

を 
知
っ
た
。
 

孔
子
 

は 
古
今
の
 

聖
者
で
 

あ
る
。
 

至
る
所
 

可
な
ら
 

ざ
る
な
 

き 
見
識
 

を 
以
て
、
 

魯
の
宰
 

と
し
て
 

一 

國
の
 

政
治
 

を
燙
理
 

し、
 

顯
 

著
な
る
 

功
績
 

を
擧
 

げ
ら
れ
 

た
け
れ
 

ど
も
、
 

爾
来
 

そ
の
 

理
想
た
 

る 
周
 

公
の
 

王
道
 

政
治
 

を
實
^
 

す
る
 

こ
と
 

を 
得
ず
、
 

子
弟
と
 

共
に
 

著
作
に
 

心
 

を 
潜
め
、
 

終
生
 

安
民
の
 

實
 

を
擧
げ
 

得
ざ
る
 

を
遣
憾
 

と
し
た
。
 

爾
來
數
 

千
 

年
、
 

孔
子
の
 

敎
を
 

論
究
す
 

る 
も
の
 

數
 

知
れ
な
い
 

が
、
 

一 
人
の
 

孔
子
の
 

道
 

を 
生
 

民
の
 

爲
に
實
 

現
し
た
 

人
が
な
い
、
 

然
る
 

に 
一 

一宮
 

先
生
あ
っ
て
 

始
め
て
 

そ
の
 

敎
を
 

大
衆
 

生
 

民
に
 

施
し
、
 

孔
子
の
 

理
想
 

は
 

先
づ
鄕
 

土
に
 

實
 

現
し
た
、
 

道
 

を 
支
お
 

こ 

於
て
 

立
て
た
 

孔
子
 

は、
 

曰 
本
に
 

於
て
 

二
宮
 

先
生
に
 

よ
っ
て
 

其
の
 

道
の
 

行
 

は
れ
た
 

こ
と
 

を、
 

上
下
 

數
 

千
年
 

を 
隔て
，，
 

惑 

謝
し
 

欣
悅
を
 

感
ぜ
ら
れ
た
 

で
あ
ら
う
。
 

僅
に
 

鄕
 

土
の
 

偉
人
と
 

し
て
 

推
稱
 

せ
ん
と
し
て
 

心
 

を 
注
い
た
 

が
、
 

老
來
讀
 

み
來
.
 

り
閬
 

明
し
 

來
 

つ
た
 

道
が
 

こ
の
 

偉
人
に
 

よ
っ
て
 

實
 

行
せ
ら
れ
 

た
こ
と
 

を 
知
る
 

に 
及
ん
で
、
 

愉
悅
窮
 

り
な
き
 

次
第
で
 

あ
る
。
 

願
 

は
く
 

は 
二
三
 

子、
 

單
 

な
る
 

偉
人
 

偶
像
と
 

し
て
 

觀
 

ず
る
 

こ
と
な
く
、
 
 

二
宮
 

先
生
に
 

よ
っ
て
 

開
か
れ
た
 

大
 

3 
が
、
 

S 
實
 

に 
大
衆
の
 

生
活
に
 

實
現
 

す
る
 

こ
と
に
 

努
力
し
、
 

多
少
 

に
て
も
 

功
顯
が
 

あ
ら
ば
、
 

予
の
 

講
話
 

は 
全
部
 

そ
の
 

語
 

を
 

逸
す
る
 

—  595  — 



― 596  — 

と
も
、
 
そ
こ
に
 
孔
子
 
あ
り
、
 

二. ！K あ
り
、
 
佘
も
亦
 
そ
の
 
悅
を
 
地
下
に
 
謝
す
る
 
で
あ
ら
 
5
」
 

と。 
余
 は
こ
の
 
語
 を
 古
 往
今
來
 
稀
な
る
 
憂
國
の
 
語
と
 
し
て
 
井
々
 
博
士
に
 
謝
す
ろ
 
も
の
で
あ
る
が
、
 
支
那
に
 
於
け
 
る 孔

子
 

の
 大
道
 
を、 

大
衆
に
 
施
し
た
 
も
の
 
は 二

宮
 
先
生
の
 
み
で
 
あ
る
と
 
い
ふ
 
井
々
 
先
生
の
 
語
が
、
 
常
に
 
我
が
 
耳
底
に
 
明
 力
な
る
 

と 同
時
に
、
 
「
二
宮
 
尊
德
 
全
集
」
 

の！！ 輯
 と
も
な
り
、
 

一
村
 仕
 法
の
 
實
現
 
と
も
な
っ
て
、
 

日.々 
に
こ
の
 
語
 を 新

に
 
せ
ん
と
 

Z 努
力
し
 
つ， 1 あ

る
 
も
の
で
あ
る
。
 

而
し
 
て
こ
れ
 
直
に
 
先
生
 
を
禮
讃
 
す
る
 
も
の
で
あ
る
 
こ
と
 
を 信

じ
、
 
ま
た
 
恩
師
に
 
報
 ゆ
 

る 所
以
で
 
あ
る
と
 
思
惟
す
 
る も

の
で
あ
る
。
 
最
後
に
 

一 一宮 先
生
 
は
單
に
 
孔
子
の
 
理
想
の
 
實
現
 
者
た
 
る
の
 
み
な
ら
ず
、
 
鐸
 

尊
の
 
菩
薩
 
行
を
修
 
し、 

基
督
の
 
愛
 を 徹

底
し
、
 
特
に
 
根
本
的
に
 
我
が
 
天
照
大
神
の
 
大
道
 
を 履

修
せ
ら
れ
 
た
も
の
で
 
あ
る
 

と 信
 f
 る。 

こ
れ
 
啻
に
 
余
の
 
私
 言
に
 
止
ま
ら
ず
、
 
實
に
 
先
生
き
 
ら
聲
 明
せ
ら
れ
 
た
 所
で
 
あ
る
。
 
故
に
 
余
 等
 後
人
の
 
糟
讃
 

は
實
は
 
先
生
に
 
於
て
 
何
等
の
 
輕
 重
を
價
 
し
な
い
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
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五 四 

政 

元 八 
七 

未 丁 

71 

明 

元 

年 

次 

一 

宫 

先 

生 

略 

年 

OH 

七 五 四 〇 

年 先 

一生 

Jit 
年 

松 
平 
定 
信 
公 

佐 
ち 

む 

此 
年 

利 
右 
衞 
門 
負 
債 
お 
起 
し 

成 
田 

默 
と 
し 
て 
回 
復 
開 

從 
事 
す 

A 
月 
五 
曰 

關 
門 束 の 大 
m 暴 
m ia\ 
殆 M ん 的 
ど 州 

梵 YJ'fc 
地 水 と し 

な 、 

る i!5 

° 匂 

川 
堤 
防 
決 

し 
て 
数 
村 

亡 
し 

父 
利 
右 

八 

廿 
八 
曰 

弟 
友 士 
郎， 

？郞 

鏞ま 

門た 生 
ろ 

生 七 
す 月 

° 廿 

曰 

太 
陽 

換 
箅 
九 
月 

曰 リ 

先 
生 
相 
模 
國 
足 
柄 
上 
郡 
栢 
山 
村 

柏开 

山村 

m 

月 

松 
平 
定 
信 
公 
老 
中 
と 
ち 

正 
月 

家 
齊 
公 
將 
軍 

な 
る 

十 

n 

大 
久 
保 
忠 

公 
誕 
生 
す 



九 十 
十 

十
二
 

o 

王 月 
大
久
呆
 
忠
眞
公
 
封
^
 襲
ぐ
、
 
小 田

原
頜
 
十一 

萬 三千 百
廿
九
 
石
な
 d 

同 
利 

右
衛
門
 

伊
勢
 

參
宫
^
 

な
す
。
 
 

I
I
 
 
 

^
月
 
六
日
 

總
 本
家
 
二 宫 伊

右
衛
門
 
式の 

當 主
義
 兵
衞
 死
し
て
 
相 綾

 者
な
 
く
絕
 
家
と
 
な ろ - 

a 年 
利 右

衞
門
 
病
に
 
罹
ろ
、
 
村
の
 
醫
師
村
 
田 道 仙

の
 
治
療
に
 

よ リ
て
癒
 
ゆ。 

此
年
 

父 再
び
 病
む
、
 
先
生
 
之 L1 代

り
て
 
酒 匂 川 堤

防
 
工
事
の
 
夫
役
に
 
出づ、 

夜
業
に
 
草
鞋
 

^
作
り
て
 
之
^
 配
付
し
 
力
の
 
不
足
な
 
補
 ひ、 

又 父
の
 
酒
の
 
料
と
 
なす。 

年 
利 右

衞
門
 
田
地
^
 
賈 却

し
て
 
ニ
兩
^
 
得
 た
れ
ば
 
醫
師
 
の
謝
禝
 
と
な
さ
ん
 
とす、 

喾
受
 

けす、 
依
て
 
半
金
 
^
出
し
て
 
残
 リ
^
 以
て
 

一 族
^
 養
 ふ 料

と
 
す。 

叱 年
 

弟 友
吉
近
 
降
の
 
寺
院
に
 
寄
众
 
す、 

数
日
に
 
して 歸

 ろ。 

二
月
 
二
日
 

雇
 賃
金
 
中
の
 
甙： 白

文
ん
 
以
て
 
松 苗

 二
百
 本
^
 踌
ひ
洒
 
匂 川の 

堤
に
 植
 うと 

傳ふ。 

十
二
月
 
晦
日
 

次 弟 a 一一 男) 富 次
郎
 生ろ。 

一 四 
九 B 廿 六

日
 

父 利 右
衛
門
 
先 顷

ょ
リ
 
病
 益
々
 
甚
 しく 

此
日
逑
 
に 歿す。 

3
^
-
^
 

此
年
 

父 歿
後
 
一 度
宮
次
 
郎
^
 
西
栢
 山の 

奧
津
 甚
左
衞
 
門
に
 
托
し
た
 
リ し

も
 
呼 ひ 返

し
て
 
以 
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1 和 

元 

七 五 

此 
年 

な 用 
敎 水 
す 堀 
は の 自 空 
然 地 
の I： 
理 棄 

田 ろ ん 
こ 植 
と ゑ 
4> て 

得 一 

す 俵 
° 餘 1 

あ 
得 

斯 
• の 

如 
< 
し 
て 
小 
芩 

み 
て 
大 

此 
顷 

慨 
然 
興 
復 
の 
志 

發 
し 
て 
奮 
勵 
努 
力 
す 

油 
種 
七 
八 
升 

得 
夜 
學 

燈 
油 
に 
代 
ふ 

月 
晦 
曰 

暇 弟流曩 
に^ 失に 
仙 母し 親 
了の、 或 垛實先 協 
1 こ 家 生 力 
油 川 所 田 
茱久有 六 
^保の 反 
植太地 八 
う 兵 所 畝 。 衞 剰 に 

に す 挿 
托な苗 

し し 、 先 * 然 生母る 
は の に 
伯 中 此 
父 陰 日 
萬 終 m 
兵ろ 匂 
衛 や 川 
の一 叉 
家家 洪 
(二 離水 
入 散 あ 
ろしり 。 、'田 

餘ニ畑 

四 
月 
四 
曰 

母 

し 
約 
十 
曰 
m 

み 

の 
曰 

子 
年 

ナ 

月 
廿 
四 
曰 

外 
風 
父 
川 
久 
保 
太 
兵 
衞 
歿 

正 
月 

太 
神 
樂 
來 
る 
i 
十 

銅 
ん 
與 
ふ 
る 

能 
は 
す 

ん 
m 

ち- 

て 
留 
守 

遣 
ふ 

年 
末 

貧 
困 
益 
々 
m 

り 
迎 

の 
準 
備 
な 
し 

十 

月 

村 生 喜 計 與 支 

八 へ に 難 

寶 く 
却 負 
ゼ 俊 

リ 

°  m 

却 
ぜ 
ん 
が 

七 

サ 
八 
步 
の 
地 

m 
參 
分 

1 こ 

て 
同 

赏一來 

時 族 、 

旣 四 先 
に 人 生 
焚生晨 の 計 起 
學^ 久 
i'r 立 野 志 つ 山 

し 。 に 

i  l 
s ず 

次 、 

お 夜 
^ は , お 深 

m 更 
く ま 

° で 

箪 
鞋 

作 
リ Wi 

苦 
以 
て 



四 

キ 入 

化 

o 

此 
年 

叉 

耕 
の 
米 
サ 
俵 
な 

た 
リ 

傳 
ふ 

九 八 

此 
年 

次 
郎 
死 
す 

九 

富 
次 

悟 
先 
生 
大 

も' 

月 

小 
田 
原 

-h 

岩 m 
佐 
兵 
衛 
石 千 

雇 
は 
れ 
た 
ろ 

あ 
リ 

傅 
ふ 

1 

月 
五 
曰 

亡 
父 
の 
質 
入 
地 
田 
% 

拾 
歩 田 下 

也々 
金 

て 
買 
艮 
す 

月 

て 或 
H は 
夜 前 
業 年 ^ 末 

m と V も 

° 傳 

ふ 

七 
左 
衞 
門 
方 

辭 
し 

家 
お 

m. し 
破 
m 

修 
理 
し 

居 
し 

1 

此 
年 

傺 
錢 

る 
時 
は 
名 
主 

托 
し 
置 

寡 

の 
窮 
者 

！ 惠 
1 む 

it 

年 

本 
家 
再 
SB. 
志 
し 
稻 
荷 

ft 

地 
の 

垣 

お 
ぶ 

此 
年 

部 
方 

m 

村 
親 
威 
名 
主 

七 
左 
衞 
門 

も 
食 
す 

十 
H 

善 感 先 
榮じ生 寺ニ钣 の 百 泉 

考銅村 

牛^^ 和與通 
尙へ過 (二て す 

語 再 、 

ろ 諝 觀 

、^昔 

和 乞 堂 

尙 ふ 1 二 
菩 、 旅 m 佛 僧 
のの の 

. 再逍觀 
來亦音 
と 人 綾 

嘆な^ 稱 救 訓 すふ誦 

P  (こ す 
四說 みろ &曰 ス あ 

v _ , リ の far リ 

悟 、 

リ 先 

歸 生 
リ 大 て に 

此 
年 

餘 
耕 
の 
米 
五 
俵 

得 
た 
リ 

ふ 

南 萬 兵 

受 街 く 方 

、 te 

n 辭 

部 し 
父 同 子 村 

讀 名 書 主 お n 好 都 
み 伊 

屢 助 

々 方 

§1  1 - 
者 出 入 

聘 す 

す 、 

、 農 

先 耕 

生 の 時 餘 

|- 暇 

之 習 な 字 
く 書 

° の 

指 

― Goo  — 



五 

お 千 

At" 

Tip 

の 
て し 

豕 

wL 

ま n 

み、 

又 

ジ お 
ィ 6 

ん、 

久 
困 
窮 
退 
m 

(二 

し 

ろ 

以 
て 

白 
已 
丹 
誠 
の 

m 
若 
干 

八 
月
廿
 

六
日
 

二
宮
 

總
 

本
家
 

伊
右
衛
門
 

跡 
再興
ん、
 

志
願
し
て
 

その
 

基
金
 

設
定
^
 

n 
す、
 

:
u
 

仕 
法
の
 

根
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閏者 本と " - 多 /I'm 久 

月 〈住し 

十 慕 正、 

日 ひ 兄 小 
撿 來 方 田 
分りに 原 
°  乂來藩 

之 リ 常 

を 、 に 訓 塔 之 
諭ノを す澤禁 
。 福 せ' 
此 住 り 

no 喜 > 

に平漸 

湯 治 く 本 方 許 
附 とさ 
近兩れ 

正 
月 

曰 

大 
山 
參 

の 

正 
月 
よ 

片 
岡 
村 

の 1 

仕 
法 
王 
體 
を 
克 
譲 

と 
稱 
す 

片 
岡 
村 
に 
赴 
< 
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六 

六 
七 1 

同 七 同 六 五 四 三 一 二 此 十 十 
月 月 月 月 月 月 月 年 二 二 

七 廿 廿 十 廿 十 
下 

月 月 
九 八 七 八 谷 六 三 廿 四 
曰 曰 曰 田 曰 曰 館 四 曰 

長 

、) 

部 
致 眞 

曰 
女 領 未 

Ml 

東 先 侯 内 
リ相書 字 

岡 
文 內 だ 航 鄕 生 金 光 さ m 分 田 
子 廻 全 す 病 百 奉 

ん よ 
度 

° 馬な 律 

佐 
死 衬 & 兩 行 

と ジ 

藩送釩 
平 

ん ろ 罹 所 
す 召 立 より 之 次 

始 

さ' 

ろ H 手 

° さ 

し 
リ來助 

相 
物 む れ 未 光 附 此 れ 仕 日ろ 報 馬 
井 ど 

/：* 

小 仕 
時 て 

法 

光 a 恩 村 i まお 田 法 轉 江 日 ん 
m  の 

敷 
曰 推 

7L 

原 金 任 戶 光 行 
復 爲 

に 
城 し 脔 中 1: 祌 ふ 

事 め 
て 

院 て 醫 へ 命 在 領 
。 

業 ife 
村 出 然 ね 寄 ぜ リ 興 

中 百 葬 發 ろ 本 ら 

° 復 

へ  お 
乞 

ろ お 良 す ろ の 

1 米 
此 庵 命 

光 H 診 
山 斷 受 

⑧ ま 

'J 

け 
上 m 門 

宛 水 ろ 人 や 
ち 
督 
し 
畢 
生 
の 
力 
な 

ケ 寄 

年 進 
m 申 
加 出 

ス づ 

申 ベ 
出 さ あ 文 
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政 

元 

丄 山 
 一 九 八 

― 
/\ 

一 
r U n H n B n n n 

1 四 M 卞 
七 口 n ハ 

JIK    l  ― 
朴 、 

1 山】 

レノ 

Let 

m -f  f 肉 vn 千 も ナ 戒 °  U 
V 

も p カム th 
FH \M す -At. 輕 IfT ノ 1 1 

zA* 

O  yU 入 さ 
の r  J 辱 

1 y 

•fc 

IP! 御 り 
一 ん 化 

3H( 

7n> 
な せ 並 

以 pi M V 

~u 

m 

度' 

て し 
^を 

て 

in- 

VC 
束 訪 並 h 

FT ii 

郷 ォ 
, 卜 

I - 

口 命 
田 や 刀 本 だ ろ IRJ w ら 
V^f 

尹 K 
tTiflt 

(j\ 

ィー 

レ 
nX. は 

++ 

^4- 
6T 々 
ん の 閉 
校 山 發 
< 崎 
後 長 气 左 
政 

門 月 
の 

竣 
さお 
li>3 村 

此 

病 

胃 
し 

曰 
光 

領 
與 
復 
方 
案 

立 
つ 

八 
十 
九 
ケ 
村 

四 
千 

十 
四 
町 
の 
內 

十 
月 
四 
曰 

曰 
光 
輪 
王 
寺 

殿 
下 

御 
使 

て 
御 
重 
の 
内 

御 

下 
さ 
る 

九 
月 

曰 
時 安 

佐 居 平 院 治 庄 

竊 七 

か ゝ 

に 岡 
先 田 
生 佐 

平 

M 治 

生 等 

す 曰 

° 光 

旅 
館 
m 
秀 
坊 

至 
リ 
大 
逍 
な 
校 
か 

此 

九 
n 
十 

曰 

し 神 

、 瓴 

宇 踏 都 査 

宮 中 醫 嫡 
師 子 
厚 彌 木 太 
龍 • 1 

庵 と 

、 せ 

及 1; 壬 金 
生 藏 

藩 坊 

S  1 こ 

齋 假 
藤 居 
玄 す 

tn. 、 

來 此 
診 日 

す 廻 

0 村 

中 

再 
玆 

荒 
地
 

九 
IC
S 

十
四
 

町
步
、
 

而 
し
て
 

定
免
 

な
ろ
 

によ
 

リ
分
度
 

仕 
法 

も 
講
す
 

ベ 
か
ら
す
、
 

依
て
 

助 
貸
金
 

制
度
^
 

立
て
 

之 
^
奉
行
所
に
 

上ろ
。 

先
生
 

五 
千 

兩ん
」 

默
じ
、
 

相 
馬 

侯
 

五 
千 

五 
百 

兩ん
」 

缺-
 

ぜん
、、
 

と 
あ 

願 
出 

づ。
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• 

四 

七 
o 

十 同 1=1 IrI IHi 同 I 
ノ  Li 

一 十 十 1 五 四 
H 

n n 月 并 
TT M j 十 十 月 十 1 サ 

ハ a M チ』 
ノ  Li 

五 卞 十 1 五 
口 

-a 
口' 

R n R a R n n 並 M 日 
K 

-it 

仕拓函 今 せ 银 き 

、'奢 

ま 
IX 

q 
田 

m 巿 
ん め 

ゆ 7v 
お fp 化 法 仕 館 つ 星 t] V 

-rr 

iu= 

中 法 奉 の 'か 

r  i 慶 4*- 誡 顯 し 七 

Ft 

tK 
u 

。） 

い リ 

手 見 行 口 
報 [\H  iTt 

A. さ 甚 り 伞 zj、 抖 

ノ 了 

廼込堀 舍 
德 な 「さ -fin rh ザ I  J 

wZ 

ソ れ 

4 し 

が リ申織 新 
記 功 艰 

タリ zix 

i. 

c 務 ま 兼 上部 
な w ザ 

: お 

t] 

蔬 れ 

■Ji i 

1U 十 
七 
歳 

著 

1 淨 
r±j ェ 

毛卞 

る 卞 保 ん の a さ蜈 yfi 
tVf, は 想 宋 お 田 つ 旨 夷 1 

す ま 

す、 

女 /、 

ノ  V 

痫 御開 之 

す-
 

r~\ 

ぼ 化 の勘拓 
す 

3 寸 
て 

故定の 
移 a. i) V 士 にョ -tr- 

y\. 

？ * 

ん 

, お 

全 ホ な 所 事 午キ 
し 鼠 

IW 
物 

か'
 

光 以ょ^ 
し yc 

雜 
iw 

ろ g 法 てり 申 

l_ 
(j\ yj 

ス 
4& 

1^ 
親 

固逹立 

ん、 
久 界 あ 干 

辭 して 
A- 丁 

す あ 、 

么 さき よ ノ 

Q リ 蝦 

レ 

5^ 

K> H 羽 た 夷 
跡 十 云 れ 地 

七 ど 實 
襲 H も 地 

さ'
 

あ 
日 撿 

二.'! に な 光 分 さ： 
m 賜 

御 の 

役 は 神 上 
に ろ 翁 開 



m 

i 
年 

L 

1  |
 

四 1  B} 

年  年 

！  1  a 

' Ji 

年 

文 

久 

此 
年 

m 富 
之 田 ズぉ 髙 
m 麋 -fk 仕 
し 法 
開 復 

助 採 
i$ 用 の ん 

二  71- 法 m 
行 し 
は 方 ろ 法 ° 始 

末 ん \ 

し 中 i 

村 
藩 
に 
引 
さ 
繼 
ぐ 
m 
m 

相 

m 

知 
事 
镎 
行 

X 

淑 
先 
生 
と 

す 

月 
朔 

彌 
太 
邡 

行 

n 
す 

五 
十 

石 
祌 
村 
に 
葬 
ろ 

八 
月 

iH 
m  t 

助 t 一 等 う 
£せ ノ 

st - 

を フ 

創 r 
立 も す 1 

± 

S  四 
月  月 
H 五 中尊 慕 

月 村行莳 

5 サ藩年 棘 三 主四笾 
y< 日 之 十し 
V 引^ 八て 
も 越 聞 お 祌 

M   。さ 0 領 
J 使 舊 

\ ん 復 
i 遣 事 

； し 桊 

' て な 
- 之 な 

*          ̂   T ： 聘 由 " し な 

m  く 
城 遂 
m に 行 其 
方 旨 

郡 ん 石 分 
祌 疏 
村 し (こ て 
居 致 
ら 仕 
し す 
む 時 

七 
月 
十 
九 

撿 二 
分 官 仰 彌 

付 太 ら 郎 
ろ Q 

十 

歳 
小 
栗 
下 

守'
 

に 

行 
し 
て 
下 
辨 
御 
料 
所 
新 
開 

Si 

込 

九 1 月 } 
十 1 五 三 
ニリ 

お ^ 

彌 二 
太 や 

I 郎 強 

& ォ 
王 5! 
寺 C 親 2 

御 b 

H  I： A 命 之 じ 

仰 て 付 御 ら 普 
ろ 請 

役 
元 
締 
格 

付 
< 

ヒ 同 \' 廿 

三 七 
I 曰 

； 仕 
F 法 

： 繼 

•  m 

- 命 

i ぜ 

抱 
仰 
付 

ら 1 

る 1 
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； — i 1  r 

廿 1 
十 

四 

年 年 

政 
H n 
十 1 

|-r  . 

na_ 
to 

R 

l-i 

利 

会 

Lri 正 墓 

フ し 
五 

其 千 
の M 

一- 

m 
ザ t ク 

r， 

し 
翁 

m 
話 

の 
ん 靡 
せ 
ft 
お せ 

1 二 

Si] 
上 す 

天 
覽 
の 
滎 

廿 廿 

年 年 

廿
九
年
 

十
 

年
 

三 
十
 

年 

三 
十
 

三 
年 

一一 一月 
「
大
日
 
本 帝

 H 報
德
」
 
の
创
刊
 

0 
1 一一 十

六
 年
 九
月
 終
刊
 0 

四月 
十
四
日
 

^田 
原
報
德
 
ニ
官
祌
 
社
遷
 お弒. m 式 あ 擧

ぐ
。
 

舆
復
社
 
0 事

業
な
 
北
海
 逍
十
胯
 
國
中
川
 
都
に
 
移
す
。
 

十  一 W 十
四
日
 

今 市
の
 
報
德
 
二
宮
 神
瓧
 遷
宮
 錤
座
 式ん- 擧

ぐ
。
 

十
一
月
 
二
日
 

今
 市
の
 
報
德
 
二
宮
 神
社
に
 
尊 行

 及
 富 田 髙

慶
な
 
合
祀
す
。
 

六
月
 九
日
 

今
 市
の
 
二
宮
 祌
社
 縣 社

と
 
なろ。 

力 十 

年 

T
T
^
 
十二  a

 
 HE 

佐 平 次 等 遠 江！！ 報
 德
本
瓧
 
(後の 

大
 n: 本

钹
德
 
社)^ 濱

松
 
町
に
 
お 

II
 
立
す
。
 
 
 
 

1

 

 

—
七
月
 
i
 
の
孫
挚
 
親
^
 
興
復
 
吐-^ 釗

始
し
 
高 哓 社

長
と
 
な
リ
 ほ
^
 副
社
長
と
 
な /- 

此
年
 

政
莳
 
三
代
の
 
功ん」 赏

し
尊
 
親
に
 
金 百

^
^
 
賜
 ひ
高
痠
 
ん」 正 七 位 に-叙し 並 に 金

帛
^
 

賜 
ふ
。
 
 
 

.
 
 
 

十
月
 

相 馬
充
胤
 
「報 德

記
」
 
^
宫
內
 
省
に
 
t リ

天
^
 
か
^
 
へ 

廿 
三 

年
 

t
 

四 
年
 

富
 田
高
慶
 
歿し、 

笾
 親
興
復
 
社
長
と
 
なる 

十一 
月 十

六
 
e 

特 a 口によ 
リニせ；： 先

生
に
 
從
四
位
 
か 贈

ら
ろ
。
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！八 七 五 昭 大 四 
1 和 正 

十 
十 十 

十 
元 九 五 

1 年 

年 年 年 年 年 

十 一 一 四 五 十 四 八 此 十 十 一 
― 雜 

月 jj H n 月 月 年 月 月 
十 ― 十 三 月 十 

四 三 
十 月 

六 n 十 十 曰 報 報 大 
X F4 七 曰 東 德 
V 尊 

濱 大 

ろ 神 

食 小 全 本 
リ 三 

m 小 

i 奈 は 田 に 書 報 
十 松 

集 東 
來 田 

の 川 
雜 原 於 德 一 十 

Tp 

本 

し 京 

全 原 

き 上 

の て 寫 
月 五 刊 

I- 

報 公 市 
國 町 

千 小 

"I 

二 先 著 の 
1 三 曰 行 

兀 
於 徳 

刊 日 

の 報 

餘 田 
m 啻 生 手 

ナ ま て 社 
の 本 

報 德 
名 原 民 神 の o 身 

U で 了 全 

I- 

企靑 社 五 同 
ま 笫 す 闼 行 ^年 社 お 來 躲 十 
で 一 報 

幸. 

發 館 は 神 各 立 發 社 年 十 德 

め-
 

德 あ 

表 1- 

、 社 

地 中 刊 と 祭 

[ 二 
國 社 ら す 於 

大 i こ 

に 學 し' な あ 十 友 
民 ft せ 

° て 

u 於 同 校 て ろ 舉 一 會 
m 生 大 ら 七 

本 て 報 。 行 月 報 
沽 ろ 十 報 全 

の 於 
德 す 兀 

生 

1  さ 

年 せ； Mi 
舉 て 

主 ヽ 成 の 
沽 問 祭 社 報 

あ ま i 
義 次 す 

化 し 
^ 德 

リ ^ 

ん で ° 

干 ij 

指 す 舉 以 社 

ah 

鼓 中 ° 
し 

導- 

行 て 大 演 吹 央 
桁 

—お 1 

し 本 合 會 ぜ 

社 同 り 徳 
お 

- と の 
開 

つ す 奉 さ 

ま 11 

う II 
mi a 
m 祭 m 成 

お の ろ m  j 
名 

1 
も S 行 士 

全 1 

し 集 
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二
月
 

一 日 ょリ 
三
月
 十
五
 
日
ま
で
 
第
三
 
回、 

六
月
 
九 n よ

リ
廿
 
H ま

で
^
 
£
回
 

1H;  一  U. 

より
 

十
一
月
 

十
五
 

日 
あ
で
 

第
五
 

回 
講
ぉ
食
 

開
馑
。
 
 

二月  一口よ リー 一一 月 十五 日
ま
で
 笫
六
回
 ji^l 今
-
開
催
。
 
 
 



述
作
 
由
來
 

二
宮
 

先
生
に
 

關
 

す
る
 

著
作
の
 

多
い
 

こ
と
 

は、
 

第
二
 

十
 

章
に
 

述
べ
た
 

通
り
で
 

あ
る
。
 

殊
に
 

多
 

い
の
は
 

傳
記
 

類
で
 

あ
る
，
 

而
 

し
て
 

余
 

は
旣
に
 

「
新
報
 

德
記
」
 

を 
著
し
た
 

か
ら
、
 

最
早
 

余
の
 

手
 

を 
入
る
 

A 
餘
地
 

は
な
い
。
 

然
る
に
 

こ
れ
 

等
 

類
書
 

は
殆
 

ど 
悉
く
 

「
二
宮
 

尊
德
 

全
集
」
 

刊
行
 

以
前
の
 

も
の
で
あ
る
。
 

余
の
 

新
報
 

德
 

記
ん
 

そ
の
 

例
に
 

迚
れ
 

な
い
。
 

今
に
し
て
 

思
へ
ば
 

當
時
 

全
力
 

を
 

傾
注
し
た
 

り
と
 

信
じ
つ
 

i 
筆
 

を 
執
り
た
 

る 
も
の
 

も、
 

^
の
 

先
生
 

を
傳
ふ
 

も
の
と
 

し
て
 

は 
粗
雜
に
 

過
ぎ
、
 

そ 

の
 

書
に
 

よ
っ
て
 

先
生
の
 

事
業
の
 

要
を
摑
 

ま
ん
と
 

す
 

る 
も 

到
底
 

漠
然
た
 

る 
こ
と
の
 

あ
る
 

を 
免
れ
な
い
。
 

旣
に
富
 

田 
先
生
 

の 

報
德
 

記
が
 

あ
る
。
 

こ
れ
に
 

山
る
 

を
至
當
 

と
す
る
 

が
 

如
く
で
 

あ
る
。
 

唯
 

報
 

德
記
は
 

年
代
と
 

仕
 

法
事
 

業
の
 

計
 

數
と
を
 

«
 

略
し
 

一 
氣
 

以
て
 

先
生
 

を
勞
鬆
 

せ
ん
と
せ
ら
れ
 

た
の
で
、
 

先
生
の
 

傳
 

記
に
 

ii
 

す
る
 

事
業
 

內
容
調
 

荼
 

に 
關
し
望
 

お
の
 

念
 

は 
禁
じ
 

得
 

な
い
で
 

あ
ら
う
。
 

故
に
 

報
德
 

記
と
 

別
の
 

意
味
に
 

於
て
 

他
の
 

多
く
の
 

傳
 

記
が
 

著
 

は
さ
れ
 

た
と
 

見
る
 

ベ
 

き
で
 

あ
ろ
。
 

企
 

は 
二
お
 

全
集
 

編
輯
に
 

際
し
、
 

各
冊
の
 

解
說
、
 

各
卷
の
 

解
題
 

を
敍
述
 

し
つ
 

A 
あ
る
^
に
、
 

こ
の
 

短
篇
 

を 
集
め
て
 

大
成
 

す
れ
ば
、
 

或
は
 

二
宮
 

先
生
の
 

事
業
 

を
概
觀
 

す
る
 

に 
足
る
べ
き
 

も
の
 

を 
得
べ
き
 

か
と
 

考
 

へ
た
。
 

時
々
 

こ
の
 

意
に
 

某
-
い
て
 

「
新
 

一 
一お
 

先
生
 

傳
」
 

の 
名
の
 

下
に
 

之
 

を
雜
誌
 

「
大
日
 

本
 

報
德
」
 

に
祸
 

載
し
た
。
 

そ
れ
 

は 
昭
和
 

六
 

年
 

一 
月
か
ら
で
 

あ
る
。
 

爾
來
 

毎
月
 

一 
章
 

或
は
 

一 
節、
 

今
 

十
 

年
 

四
月
に
 

至
る
 

ま
で
 

四
 

年
 

四
 

ヶ
月
 

を
 

要
し
た
。
 

併
し
 

そ
の
 

犖
錄
に
 

際
し
 

最
初
 

は 
全
 

染
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锔
 輯
の
爲
 

、 
後
に
 
は 更

生
 
運
動
の
 
爲、 

殆
ど
 
毎
回
 
二
三
 
日
の
 
單
時
 
問
に
 
擲
 書
で
 
通
し
た
。
 

ハ牛月 は 費
し
た
 
が
 相
 敲
は
怠
 

り 痰
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
 
を 巣

め
 
て 公

刊
す
 
る
に
 
は 誠

に
 
忸
怩
た
る
 
も
の
が
 
あ
る
。
 
特
に
 
安
當
 
な
ろ
 
熟
語
と
 
練
成
 
さ
ォ
た
 

女
 句
に
 
よ
っ
て
 
眞
實
相
 
を
 表
明
す
 
る
に
 
甚
だ
 
遣
憾
 
な
る
 
點
が
 
多
い
、
 
何
人
 
や
 il 語

に
 
精！ 迎

 し
た
 
文
士
の
 
校
 閱
を
綏
 
た
ら
 

ズ
と
考
 
ふ
る
 
も そ

の
 
機
會
 
な
く
、
 
僅
に
 
改
 刪
し
た
 
る
の
 
み。 

唯
 信
ず
ろ
 
所
 は
 そ
の
 
事
實
に
 
就
て
の
 
確
實
 
性
で
 
あ
る
。
 

內
容
は
 
全
部
 

「一 一宮 尊
德
 
全
集
」
 
に 基

き
、
 
そ
の
 
對
 話
の
 
內
容
は
 
書
翰
、
 
仕
 法
 書
を
譯
 
し、 

「
報
德
 
記
」
 
は そ

の
 
要
 

を
 對
話
譯
 
し
た
が
、
 
今
後
 
更
に
 
推
敲
の
 
必
要
が
 
あ
る
。
 

一
般
の
 
傳
說
は
 
余
が
 
實
 地
に
 
攻
究
し
た
 
二
三
の
 
外
 は 採

ら
な
い
 

こ
と
，
 1 し

た
。
 

「
報
 德
記
」
 
の 記

事
 
も 全

集
に
 
合
致
 
し
な
い
の
 
は 全

集
に
 
巾
っ
た
。
 
卽
ち
 
こ
の
 

一 卷
は
 
一 一宮 全

集
 
を 中

 

心
と
 
し
て
 
先
生
の
 
生
涯
 
を
概
說
 
し
た
 
も
の
で
 
あ
ろ
。
 
故
に
 
若
し
 
從
來
の
 
所
說
と
 
合
せ
ざ
る
 
所
 あ
ら
ば
、
 
こ
の
 
方
 を
採
擇
 

せ
ら
れ
ん
 
こ
と
 
を 希

望
す
 
る も

の
で
あ
る
。
 
併
し
 
事
業
の
 
大
要
 
を
敍
述
 
す
る
 
を 眼

目
と
 
し
た
 
爲
に
、
 

ー
讀
 卷
を
畢
 
る
な
 

ど
と
 
い
ふ
 靑
年
讀
 
本
と
 
は
な
ら
 
な
い
か
ら
、
 
初
心
の
 

は
先
づ
 
「
新
報
 德
記
」
 
を
 
一 覽
の
上
 
「
報
德
 
記
」
 
を
讀
 
ま
れ
 

次
で
 
本
書
 
を
繙
 
か
れ
た
な
ら
ば
 
會
 得
し
 
易
い
で
 
あ
ら
う
。
 
苦
し
 
そ
れ
 
一 村

 
一 鄕
の
 
復
興
、
 
一 家
 
一 村

の
 
更
生
、
 
町
村
の
 
開
 

發
叉
は
 
創
建
な
 
ど、 

大
凡
 
憂
 國
の
念
 
i
 し 難

く
、
 
必
 成
の
 
方
途
 
を 攻

究
し
 
實
行
 
せ
ん
と
す
 
る 諸

君
 
は、 

一 章
 
一 節

 W
 髓
 

會！ * せ
ら
れ
て
 
何
物
 
を
 か
 把
握
せ
ら
れ
 
た
な
ら
 
ば、 

こ
れ
 
を 索

引
と
 
し
て
 

「一 
一宮 尊

德
 
全
集
」
 
に 向

っ
て
 
沈
思
 
靜
讀
攻
 

究
 せ
ら
れ
ん
 
こ
と
 
を 望

む
 
も
の
で
あ
る
。
 

余
 は
 幼
よ
り
 
困
窮
に
 
育
ち
、
 
祖
先
の
 
资
財
は
 
散
 じ
て
 
迹
 な
く
、
 
負
债
 
の
み
 
を 相

 鎮
 し
て
 
之
な
 
償
却
し
、
 
他
の
 
 一 ̂

 
- 
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村
の
 

仕
 

法
に
 

從
 

事
し
 

つ
-
あ
る
。
 

今
に
し
て
 

余
の
 

困
^
 

に
^
っ
た
 

生
活
が
 

報
德
仕
 

法
に
 

與
趣
を
 

持
し
、
 

一
家
 

一
村
^
 

虹
 

し
の
 

方
策
 

を
 

諒
解
し
 

易
 

か
り
し
 

こ
と
 

を 
感
謝
す
 

る 
も
の
で
あ
る
。
 

余
の
 

境
遇
が
 

先
生
の
 

境
遇
に
 

類
似
し
、
 

幸
に
 

余
の
 

後
 

半
生
 

を 
報
 

德
推
讓
 

の 
道
、
 

3 
本
 

精
神
の
 

高
揚
に
 

全
力
 

を 
致
し
 

得
る
 

こ
と
 

を
怙
悅
 

す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

本
書
の
 

那
逯
 

か
に
 

余
の
 

生
活
 

經
驗
 

に
よ
っ
て
 

立
證
し
 

得
た
 

報
 

德
の
功
 

顯
に
關
 

す
る
 

確
信
 

を
 

持
す
 

る 
こ
と
が
 

表
現
 

す
れ
ば
、
 

後
に
 

m
 

ば
る
 

- 

青
年
 

諸
君
に
 

向
っ
て
、
 

確
信
 

を
 

以
て
 

報
德
 

生
活
様
式
 

を
推
稱
 

し
た
 

现.
 

S 
も 

明
か
に
 

な
っ
て
、
 

隨
 

つ
て
 

本
書
 

を
 

出
版
し
た
 

意
味
 

を
も
該
 

と
せ
ら
 

る 
，1 

で
あ
ら
う
。
 

時
 

恰
も
 

先
生
の
 

八
十
 

周
忌
 

年
、
 

櫻
 

町
 

仕
 

法
の
 

第一
 

一期
 

完
了
よ
り
 

百
年
、
 

先
生
 

誕
生
よ
り
 

百
 

五
十
，
 

牛
に
 

際
し
、
 

本
書
 

を
 

公
に
 

し
た
る
 

は、
 

聊
か
 

報
恩
の
 

意
味
 

を
 

表
せ
ん
 

と
す
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

初
版
 

刊
行
の
 

後
、
 

篤
志
 

者
あ
っ
て
 

內
容
幷
 

に
^
 

句
に
 

關
し
、
 

注
 

吿
を
惠
 

ま
る
.
 

1 
あ
ら
ば
、
 

喜
ん
で
 

修
訂
み
-
怠
ら
ざ
る
 

も
の
で
あ
る
。
 

(
亡
父
の
 

命 
CI
 

に 
際し
、 

^
族
の
 

看
鸫
の
 

锋
ぁ
閜
 

き
つ
、
 

記
す
 

昭
和
 

十
ギ
 

五
月
 

サ 
六 

H)
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